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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  那是度过龙鬼与野兽般火热的夜晚，肉体更加紧密地结合在一起，接受胎情的第二天。

  　龍鬼と獣の如く熱い夜を過ごし、より深くまで肉体を重ね合わせ、その胎へと情けを受けた翌日の事である。

  

  从盛夏开始向秋天转变，在有点冷的时候的清晨醒来的雪，想到自己抱着的龙鬼的身姿在视野里看不到了。

  　真夏から秋へと移り変わり始めの、些か肌寒い時分の早朝に目を覚ましたユキは、自らが抱きしめていた龍鬼の姿が視界にて見受けられないことへと思い至る。

  

  “把你吵醒了吗?”

  「起こしてしまったか」

  

  然而，龙鬼迎接她起床的身影出现在他的视野中，他平静而平静的声音顺利地传了过来，这说明阿雪的不安是杞人忧天。

  　しかしながら、彼女の起床を迎えた姿を視界へと納めた龍鬼の、穏やかな落ち着いた声色が、無事に聞き届けられたことにより、ユキの不安は杞憂であると、判明するところと相なった次第である。

  

  “……不，那样的事……父亲总是来得这么早啊。”

  「‥いえ、その様なことは‥。お父様はいつもお早くあらせられますね」

  

  龙鬼的话语中充满了对自己的关怀，阿雪缓缓地摇着头，称赞他的习惯。

  　自らへと暖かい気遣いを見せる龍鬼の言葉に対し、緩やかにかぶりを左右に振るユキは、彼の習慣を褒め唱える。

  

  “嗯，只有一点点。”

  「ああ、少しばかりな」

  

  龙鬼对自己的好脾气称赞有加，态度有些暧昧，点了点头。

  　己の寝覚めの良い性分に対し、称賛の言葉を送られた龍鬼は、些か曖昧な態度でかぶりを縦に振って応じて見せた。

  

  “……父亲，我不被村里人认可也没关系，所以举行婚礼什么的，我觉得太不合适了。只要能和父亲在一起，我希望就这样安静地生活下去。”

  「‥お父様。わたしは村の方々に認められずとも構いません。ですので、婚礼を挙げるなど、あまりに分不相応なことに思えます。わたしはただ、お父様と共に居られるのであれば、このまま静かに暮らして行きたいと願います」

  

  龙鬼刚才说了几句话，阿雪为了理解其中的意思，用尽全力说了几句话。

  　龍鬼が今し方、僅かばかりに見せた言い淀んだ部分の、意味するところへの内容の理解へと至るユキが、健気にも精一杯の言葉を並べ立てる。

  

  “是吗，如果是阿雪的话，确实会这么想吧。但是，我在武斗会上展示了自己的力量。村子里的家伙们应该正确理解了这一事实的意义吧。事到如今，不能推翻前言，撤回自己的誓言。虽然有些过意不去，但这是我发自内心的愿望，请原谅我。”

  「そうか、確かにユキであればその様に望むだろうな。だが、俺は武闘会にて己の力を示した。その事実の意味するところを村の奴等は正確に理解しているだろう。今更前言を覆し、己の誓いを撤回することはできん。すまないとは思っているが、これは俺が心底から望んだことなのだ。どうか許してくれ」

  

  现在两人交谈的事情，是因为龙鬼被承认是名副其实的鬼人族的实际顶点，所以对他所希望的婚礼感到担忧。

  　現在二人が交わしている事柄は、龍鬼が名実ともに鬼人族の、実質的な頂点であることを認められたが故に、彼が望んだ婚儀に対しての懸念である。

  

  看到阿雪对此直言不讳的样子，龙鬼发自内心地表达了自己的真实想法，一脸认真地宣布。

  　そのことに対し、苦言を呈するユキの様子を受けて、至極実直な想いを心底から語ってみせた龍鬼は、真剣な面持ちで宣言した。

  

  阿雪被赋予了饱含坚强意志、令人感到可贵的诚实话语，她没有反驳的余地，也无言以对。

  　強い意志の込められた、尊いまでに感じられる誠実な言葉を与えられたユキは、反論する余地もなく、二の句を告げることが出来なかった。

  

  龙鬼看着她哑口无言的样子，说出了自己发自内心的想法。

  　続く言葉を失い、口を噤む彼女の姿を真正面から見据える龍鬼は、己の心底からの想いを口としていた。

  

  “既然您父亲这么说，我就遵从您的意愿。”

  「お父様がそう仰られるのでしたら、わたしはその御意志に従うまでで御座います」

  

  在前些日子举行的会谈中，阿雪已经提前决定了婚礼的举行日期，这让她显得有些紧张。

  　予め、先日開かれた会談にて、決定されていた婚儀が予定通りに行われる運びと相なって、幾分か緊張した面持ちとなるユキである。

  

  龙鬼看到她那带着些许焦躁的僵硬美貌，就像安抚小孩一样，用柔和的声音低语。

  　些かの焦燥すら露わとする彼女の、強張らせた美貌を見て取った龍鬼は、幼児を宥めるかの様にして、柔らかな声色で囁いた。

  

  “如果你对今后的事情有所顾虑，感到不安，那不过是杞人忧天罢了。婚礼的仪式什么都不用考虑，只要委身于我就好了。之后只需要举行宴会就行了。所以，没有什么好担心的。”

  「これからの事に関して慮り、不安を感じているのであれば、それはただの杞憂に過ぎん。婚儀での儀式は何も考えず、俺に身を委ねているだけでいい。その後は宴会をするだけだ。故に、なんら案ずることはない」

  

  龙鬼虽然很有男子气概，但一脸精悍的表情，让人不由得被他的气势所压倒，散发出压倒性的压迫感。

  　男らしくも、精悍な顔付きで宣言して見せる龍鬼からは、思わず気圧されてしまう程に、圧倒的なまでの圧迫感が発せられていた。

  

  他的意思是，愚蠢的雌性只要听从身为强者的雄性的话就可以了。

  　彼の言うところの内容は、愚かなる雌は、強者たる雄である己の言葉に従っていればいい。

  

  阿雪听了龙鬼的话，明白了其中的意思，她感到自己的下腹部隐隐作痛。

  　その様な解釈として、龍鬼の語る言葉を受け取り、その意味を悟るに至るユキは、自らの下腹部が甘く疼いたのを自覚する。

  

  阿雪对龙鬼的敬畏之心，加上她原本就怀有的强烈的幻想，已经升华为一种酷似崇拜的感情。

  　最早、龍鬼へと向けるユキの畏敬の念は、元より抱いていた、強烈な程の懸想と相まって、より崇拝に酷似した感情にまで昇華されている。

  

  面对男人如此任性的说辞，阿雪也只能顺从地接受，由此可见，阿雪这名少女是如何沦落为雌性龙鬼的。

  　あまりに身勝手な男側としての言い分に対し、従順にもされるがままに従ってしまうのは、ユキという少女が如何に、無様にも龍鬼の雌として成り果てたのかが窺える。

  

  作为亲生父亲的母亲，她悲惨地沦为母亲，虽然卑微，但对于昨晚注入自己胎中的龙鬼白浊液的温暖触感，她感到强烈的幸福感。

  　実の父の雌として惨めにも成り下がった彼女は卑しくも、昨夜に自らの胎へと注がれた龍鬼の白濁液の、暖かな感触に対し、強烈な多幸感を覚えていた。

  

  “是的，是您的父亲，您说的话，我一定会听从的。”

  「はい、流石はお父様で御座います。貴方様の御言葉通りに、従わせて頂きます」

  

  对于充盈自己子宫、强韧到压倒性程度的精液，连称之为母性都无所谓了。

  　己の子宮を満たす、圧倒的なまでに強靭なる精液に対し、最早母性と称して差し支えない感情を抱いている。

  

  留在体内，在这个世界上，作为所有生物的顶点，被冠以鬼人族最强之名的龙鬼，以压倒性的生命力为傲的遗传基因。

  　体内に留められた、この世にあまなく、ありとあらゆる生物における頂点にして、鬼人族最強の名を冠するまでに至った龍鬼の、圧倒的なまでの生命力を誇る遺伝子。

  

  隔着纯白无瑕的肌肤，承受着其他雄性无法企及的、压倒性优秀生命的热流。

  　他の雄の追随を許さぬ程に、圧倒的なまでに優秀な生命の熱の奔流を、その穢れなき純白の肌越しにて甘受していた。

  

  阿雪的脑髓里刻着从未有过的强烈幸福感，脸上露出几分陶醉的表情。

  　今までに感じたことのない、強烈なまでの多幸感を脳髄へと刻まれて、幾分か陶酔した面持ちとなっているユキである。

  

  虽然刚刚起床，处于刚睡醒的状态，但本来应该比较低的体温，现在却上升到了微微冒汗的程度。

  　今し方起床を迎えた、寝起きの状態にであるにも関わらず、本来であるならば、低下していて差し支えない体温も、少しばかり汗ばむんでしまう程に上昇している。

  

  她那毫无斑点、令人目眩神迷的纯白美丽肌肤，在几分蒸汽的作用下，被染成了楚楚可怜的红色。

  　その証左に、シミひとつなく眩いばかりの、美しき純白の肌は、幾分か蒸気して、可憐にも赤く染められている。

  

  她拥有绝代佳人的美貌，就连平时给人伶俐印象的白金色眼眸，也流露出为了讨好眼前这位雄才大略的感情。

  　絶世の麗しき美貌を蕩けさせ、平素であれば怜悧な印象を受ける白金色の瞳にさえ、眼前の雄に媚びるための、確かな感情の色が見受けられる。

  

  从他那微微下垂的眼角中，已经看不出他平时的凛然面目，他仿佛屈服了一般，仰视着龙鬼。

  　だらしなく垂れた眦からは、普段の凛とした面立ちを窺うことは出来ず、まるで屈服したかの様にして、龍鬼を仰見ていた。

  

  他从遥远的高处俯视着她，毫不犹豫地夺去了对自己表现出矫健谄媚姿态的阿雪娇艳的嘴唇。

  　そんな彼女を遥か高みから見下ろす彼は、健気にも己に対し媚びた立ち振る舞いを見せているユキの艶かしい唇を、なんの躊躇いもなく唐突に奪い去る。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  尽管龙鬼突然做出了意想不到的不礼貌举动，但阿雪还是对他粗暴的亲吻做出了回应。

  　突然な、思いがけぬ龍鬼の不躾な行動を受けたのにも関わらず、乱暴に交わされる口付けへと応じて見せるユキ。

  

  “恩❤️秋❤️”

  「ん❤️ちゅ❤️」

  

  与龙鬼视线交叉的阿雪，大概是被热胀冷缩的眼睛，对于侵入自己口腔的厚舌头，她毫不抵抗地迎了过去。

  　多分に熱の篭められた上目遣いで、龍鬼と視線を交差させるユキは、自らの口腔へと侵入する分厚い舌を、なんら抵抗を示すことなく迎え入れた。

  

  龙鬼将自己兽臭味的唾液毫不留情地流进从张开的艳丽嘴唇露出的雪鲜红色口腔内。

  　開かれた艶かしい唇から覗ける、鮮やかな紅色のユキの口腔内へと、容赦なく己の獣臭い唾液を流し込む龍鬼。

  

  阿雪的口腔里飘浮着淡淡的甜香，强烈的雄性粘液蹂躏着她，侵犯了她的口腔。

  　仄かに甘い香りが漂うユキの口腔内を、強烈な雄臭い粘液が蹂躙し、犯し尽くしていく。

  

  然而，她连这都觉得很舒服，甚至还感到自己的舌头被缠着玩弄的满足感。

  　しかしながら、それすらも心地よく感じるいる彼女は、自らの舌を絡め取られて、弄ばれることへの充足感すら覚えていた。

  

  阿雪卑鄙地吸着龙鬼厚实的舌头，表现出和平时不同的粗俗举止，看起来十分颓废。

  　卑しくも自ら龍鬼の分厚い舌へと吸い付いた、平素とは異なり下品な立ち振る舞いを見せているユキの姿は、酷く退廃的な光景に見受けられる。

  

  她紧抿着艳丽的淡粉色嘴唇，凄惨的样子让人看不出丝毫的品性，散发着强烈的风韵。

  　艶かしい薄桃色の唇を窄める、惨めな様子からは、品性の欠片すらも見て取ることができないまでに、強烈な程の色香を漂わせている。

  

  这简直是自贬身价的举动，作为平时就态度坚决的她来说，这并不过分。

  　まるで自らの格を貶めるかの様な立ち振る舞いでいて、平素から毅然とした態度を心掛けている彼女として、酷くあらぬ行いであった。

  

  她给人一种凛然、伶俐的印象，就连目光锐利、目光锐利的双眸，也被她的嘴唇所吞噬，恍若恍惚。

  　凛とした、怜悧な印象が見受けられる、眼光鋭き切長の瞳すらも、無様にも唇を、されるがままに貪られる現在は、恍惚として蕩けている。

  

  阿雪态度温顺，宛如奴隶，龙鬼粗犷的五指毫不留情地抓住她顺产型的臀部。

  　従順な態度で、まるで奴隷の如き振る舞いを見せているユキの、安産型に育った大きな臀部を龍鬼の無骨な五指が、無造作にも鷲掴む。

  

  “秋❤️雷洛❤️朱尔❤️尹恩❤️”

  「ちゅ❤️れろぉ❤️じゅる❤️んんっ❤️」

  

  龙鬼将自己柔软的臀部随意地玩弄于股掌之间，阿雪一边亲吻着龙鬼，一边发出甜美又伤感的娇声。

  　不躾にも自らの柔らかな尻たぶを、龍鬼の手中にて弄ばれるユキは、口付けを交わしながらも、甘く切ない嬌声を零した。

  

  两个人舌头上的肉很浓地缠绕在一起，把自己如汤水般溢出来的唾液互相灌进了对方的口腔。

  　濃厚に舌肉を絡ませる二人は、湯水の如く溢れ出る己の唾液を、互いの口腔内へと流し込む。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  阿雪咽下带有龙鬼强烈野兽味的唾液，感受到从喉咙深处传来的热气，她那绝世的美貌，被袭身的喜悦所扭曲。

  　龍鬼の強烈なまでに獣臭漂う唾液を飲み下したユキは、自らの喉奥を伝う熱い感触に、その絶世なまでの美貌を、身を襲いくる喜悦により歪ませる。

  

  他那与他人隔绝的、罕见的美丽容貌，令阿雪心醉神迷，他对龙鬼粗暴的举止产生了强烈的快感。

  　他者とは隔絶した、類い稀なる美しき容貌を、恍惚と蕩けさせたユキは、乱暴な龍鬼の振る舞いに対し、強烈なまでの快感を覚えていた。

  

  龙鬼用粗糙的五指玩弄着阿雪的臀部，在自己的手中享受着柔软的肌肉扭曲的触感。

  　無骨な五指でもってして、ユキの尻たぶを弄ぶ龍鬼は、己の手中にて、張りが良く歪む柔肉の感触を堪能する。

  

  “我❤️呐……父亲买❤️馅!❤️请辞职成为我❤️把戏发脾气讯ゅんびをしなくてはなりませんのでっ❤️啊❤️不行了❤️自家门脑嘛❤️嗯!❤️”

  「んっ❤️‥お父様っ❤️あんっ❤️お辞めになってくださいまし❤️こよいのじゅんびをしなくてはなりませんのでっ❤️ああっ❤️ダメですぅっ❤️おとうさまぁ❤️んんっ❤️」

  

  对于即将举行的婚礼，身为少女的阿雪必须做好相应的准备，却被龙鬼赐予的快乐所戏弄。

  　これから開かれる婚礼の儀に対し、少女であるからして、相応の準備をしなくてはならないユキであったが、龍鬼から与えられる快楽に、翻弄されていた。

  

  但是，在村民们聚集的仪式上，展示自己的服装是不言自明的道理。

  　しかしながら、村の者たちが集う儀式にて、自らの衣装を披露目ることとなるのは自明の理。

  

  因此，即使她拒绝了龙鬼的宠爱，也要有坚强的意志，才能闯过这一关。

  　故に彼女は、龍鬼からの寵愛を拒絶してでも、この場は切り抜けられるだけの、強靭なる意志が求められている。

  

  “啊，那个……父亲。我会用嘴挡住的，请原谅我。”

  「あ、あの‥お父様。んんっ❤️お口で受け止めますから、どうか今だけはお許しくださいませ」

  

  正因为如此，她才能够对自己的情欲做出最大的让步，这对于原本就忠于欲望的她来说，可以说是显著的特别的成长。

  　だからこそ、この様にして、自らの情欲に対し、最大限の譲歩を見せることができたのは、元来欲望に忠実な彼女からすれば、著しく殊更な成長と称して何ら差し支えない。

  

  “嗯……❤️。”

  「ん‥❤️」

  

  宣布后，她当场坐了下来，以楚楚优雅的动作并拢双腿，从龙鬼的衣服中取出了屹立不动的男根。

  　宣言した彼女は、即座にその場に腰を落ち着けると、楚々とした上品な動作で脚を揃え、龍鬼の衣服の中から、雄々しく屹立している男根を取り出した。

  

  “啊❤️。”

  「あんっ❤️」

  

  然而，当我从紧绷得几乎要发飙的刚直、拘束的衣服中解放出来的同时，顺势拍了一下阿雪纯白美丽的脸颊。

  　しかしながら、今にも暴発してしまいそうな程に張り詰めていた剛直、窮屈な衣服から解き放たれたと同時、その勢いのままユキの美しい純白の頬を叩いてしまった次第である。

  

  然而，阿雪毫不犹豫地被她的美貌深深打动，但她却毫不在意，反而称赞她那陶醉的微笑。

  　だが、避ける間もなく無様にも男根を、その美貌へと打ち付けられてしまったユキであったが、なんら意に解することがなく、寧ろ恍惚とした微笑を称えている。

  

  “嗯❤️非常优秀❤️”

  「んんっ❤️すごく御立派です❤️」

  

  阿雪抬头仰望仿佛要直冲云霄的男根，看到那令人畏惧的景象，不由得称赞起来。

  　まるで天を衝くかの如く雄々しくも屹立を見せている、男根を頭上へと仰ぎ見るユキは、その畏怖すら覚えてしまう程の光景に、思わず称賛の言葉を口としていた。

  

  龙鬼用远超常人的听力听清了她的低语，更激起了自己的兽欲。

  　彼女の呟きを、常人を遥かに超越した人外の聴力でもってして聞き届けた龍鬼は、殊更なまでに己の獣欲を昂らせる。

  

  随着他强烈的兴奋，丑陋的黑红色男根显示出了更大的活力。

  　彼の強烈なまでの興奮に応じて、醜悪な赤黒い男根が更なる躍動を見せつける。

  

  原本就剥皮外露的巨大龟头，看起来更大了。

  　元より皮が剥けて露出していた巨大なる亀頭が、殊更にその大きさを増して見受けられる。

  

  阿雪用陶醉的眼神注视着异常增大的那部分，毫不犹豫地含在嘴里。

  　異常なまでに増大したそれを蕩けた眼差しで見つめているユキは、なんの躊躇いもなく口に含む。

  

  “秋❤️”

  「ちゅ❤️」

  

  她亲吻着露出来的男人根部，露出来的男人根部多半散发着野兽味，她的美貌美得令人窒息。

  　多分に獣臭が漂う剥き出しになった男根の先端へと口付けた彼女の美貌は、気圧されてしまう程に美しい。

  

  看到阿雪那令人屏息凝神的姿容，龙鬼的男根剧烈跳动。

  　思わず息を呑んでしまう程の色香が見受けられるユキの姿を目の当たりとして、龍鬼の男根が大きく脈動する。

  

  “秋❤️”

  「ちゅる❤️」

  

  透过自己的肌肤，感受到男人根的颤抖的阿雪，为了继续爱抚，从嘴唇伸出舌头。

  　自らの肌を伝い、男根の震えを与えられたユキは、更なる愛撫を続けるべくして、唇から舌を出す。

  

  “来❤️。”

  「れぇ❤️」

  

  她用舌头仔细地从根本上爬到顶端，再次将顶点的龟头含进口腔。

  　根本から先端までを丹念に舌で這わせた彼女は、頂点の亀頭を再度口腔へと含む。

  

  就像要把龟头上的污垢全部清除掉一样，她缩起嘴唇，用舌头传递着声音。

  　まるで、亀頭に付着した垢をこそぎ落とすかの如く、無様にも唇を窄めて舌を伝わせる。

  

  “请❤️。”

  「じゅる❤️」

  

  嘴里还夹杂着逐渐分泌的唾液，发出下流的水声。

  　次第に口腔へと分泌されていく唾液すら入り混じり、殊更に卑猥な水音を響かせていた。

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  龙鬼感觉到爬来爬去的舌头有一种强烈的亢奋感，被给予的快感让他忍不住发出野兽般的声音。

  　這い回る舌の感触に強烈なまでの昂りを覚えた龍鬼は、与えられた快感に獣如き声をあげずにはいられなかった。

  

  龙鬼似乎无法忍受这种压倒性的快乐，将自己粗糙的手掌放在阿雪的头部上，随意地抚摸着。

  　その圧倒的なまでの快楽に耐え兼ねたかの様に、ユキの頭部へと己の無骨な手のひらを乗せて、無造作に撫でる龍鬼。

  

  然而，阿雪却觉得自己的头发被人随意乱弄的感觉很舒服，于是更热衷于口淫。

  　しかしながら、不躾にも乱雑に自らの髪を弄ばれる感触さえ心地よく思えるユキは、より一層口淫での奉仕に熱を入れた。

  

  专注于让舌头爬行的她，丝毫没有疏忽这一意外，下一个瞬间就将男根的前端全部迎入口腔内。

  　舌を這わせる事に没頭する彼女だが、それ意外を疎かにすることなく、次の瞬間には男根の先端の全てを口腔内へと迎え入れていた。

  

  在鲜红色粘膜露出的口腔内，阿雪对已修炼的男根，执着地用舌头传达。

  　鮮やかな紅色の粘膜が覗ける口腔内へと修められた男根に対し、執拗なまでに舌を伝わせるユキ。

  

  她确认自己的唾液像汤水一样溢出来，缠住了男人的根，嘴唇上下舒展。

  　湯水の如く溢れ出る唾液を、男根へと纏わせた事を確認した彼女は、窄めた唇を上下に伝わせる。

  

  龙鬼怜爱地抚摸着剧烈前后晃动的阿雪的头部，从激烈的口淫中获得的快感早已达到极限。

  　激しく前後するユキの頭部を慈しむ様にして撫でる龍鬼は、激しい口淫から与えられる快感に、早くも限界を迎えていた。

  

  “浚❤️浚❤️莱略❤️浚❤️”

  「じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️じゅる❤️」

  

  这种不间断的、反反复复的奉献，让男人的根再次跳动起来。

  　間髪さえ入れることがない、幾度となく繰り返される奉仕に、再度に渡り男根が大きく脈動する。

  

  “朱鲁❤️朱鲁❤️莱❤️”

  「じゅる❤️ちゅる❤️れぇ❤️」

  

  虽然龙鬼总算避免了吐精，但理性已经接近崩溃。

  　何とか吐精を免れた龍鬼であったが、既に理性の崩壊は、近しいところまで迫っている。

  

  “朱尔❤️莱略❤️莱罗❤️”

  「じゅる❤️れりょ❤️れろぉ❤️」

  

  阿雪察觉到他的极限，更加穷追猛打，继续进行激烈的口淫。

  　そんな彼の限界を見て取ったユキは、より一層追い討ちを仕掛けるが如く、激しい口淫を続ける。

  

  她抬眼看着龙鬼，谄媚地仰视着自己的爱欲，尽情地挥动着舌头。

  　媚びた上目遣いで龍鬼を仰ぎ見る彼女は、自らの愛欲が昂るままに、縦横無尽に舌を伝わせた。

  

  龙鬼感觉到自己的舌头在不停地爬行，终于意识到自己的极限，他再三鼓动着屹立在那里的男根。

  　丹念に這い回る舌の感触に対し、遂には己の限界を悟る龍鬼は、再三に渡り屹立している男根を脈動させる。

  

  “嗯❤️朱鲁❤️莱略❤️莱略❤️”

  「んんっ❤️じゅる❤️れりょ❤️れりょ❤️」

  

  在自己的口腔内，身体剧烈地颤抖着，感觉到男人的肌肉紧绷着，仿佛随时会发飙一般，阿雪表现出了无比喜悦。

  　自らの口腔内にて、大きくその身を震わせた、今にも暴発してしまいそうな程に張り詰めている男根の感触に対し、殊更に喜悦を露わとするユキ。

  

  被誉为绝世丽人的艳丽微笑，让将其纳入视野的龙鬼兴奋不已。

  　絶世の麗しき美貌に称えられた艶やかな微笑は、それを視界に納めた龍鬼へと、著しい興奮を与えた。

  

  “噢!”

  「おおッ」

  

  被提升到极限的兽欲，瓦解了龙鬼强韧的理性，促使他对尘封已久的欲望进行强烈的吐精。

  　限界まで高められた獣欲が、龍鬼の強靭なる理性を崩壊させ、堰き止められていた欲望への、強烈なまでの吐精を促した。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  随着他野兽般粗犷的咆哮，释放出来的白浊液变成浊流向阿雪的口腔内迸出。

  　彼の獣の如き野太い咆哮と共に、解き放たれた白濁液が、濁流となってユキの口腔内へと迸る。

  

  “嗯……❤️。”

  「ん‥❤️」

  

  然而，她早已预料到这一点，丝毫没有感到痛苦，只是把孩子的种子甜到了喉咙深处。

  　しかしながらそれを予め予期していた彼女は、何の苦も感じることすらなく、与えられた子種を、喉奥へと甘受する。

  

  她毫不犹豫地迎入口腔内，强烈而雄浑的白浊液的热量使她的秘部湿润。

  　何の躊躇いもなく口腔内へと迎え入れた、強烈なまでに雄臭い白濁液の熱量に、自らの秘部を濡らすユキである。

  

  她从带有强烈粘性的种子身上感受到压倒性强韧的生命力，下腹隐隐作痛。

  　彼女は、強烈な粘性を伴う子種から感じ取ることができる、圧倒的なまでに強靭なる生命力に対し、下腹部に甘い疼きを覚えていた。

  

  “来❤️。”

  「れぇ❤️」

  

  阿雪的口腔里完全容纳了龙鬼浓重的白浊液，为了展示这一切，她张开嘴唇。

  　龍鬼の濃厚な白濁液の全てを、口腔内にて受け止めることができたユキは、それを見せつける様にして唇を開く。

  

  她鲜红色的口腔粘膜上出现了黏稠的白浊液。

  　彼女の鮮やかな紅色の口腔粘膜へとへばり付いた、強力な粘性が見受けられる白濁液が、姿を現した。

  

  龙鬼目睹这兽欲强烈、颓废得近乎压倒性的光景，不由自主地将手指伸进阿雪的口腔。

  　その強烈なまでに獣欲を昂らせる、圧倒的な程に退廃的な光景を目の当たりとした龍鬼は、思わずユキの口腔内へと指を突き入れていた。

  

  将不礼貌地侵入她嘴唇深处的指尖，与储存在口腔内的子种纠缠在一起。

  　彼女の唇の奥へと不躾にも侵入させた指先を、口腔内へと溜められている子種へと絡ませる。

  

  她用沾有自己吐精的种子的指尖蹭着阿雪的口腔粘膜，兽欲亢奋地玩弄着。

  　己が吐精した子種が付着した指先を、ユキの口腔粘膜へと擦り付けて、獣欲が昂るままに弄ぶ。

  

  龙鬼不礼貌又无情地搅动口腔内的白浊液，被施虐的阿雪扭曲了她罕见的美貌。

  　不躾にも無慈悲に、口腔内へと溜められている白濁液をかき回す龍鬼に対し、与えられた被虐に、その類稀なる美貌を歪ませるユキ。

  

  “嗯……❤️嗯❤️。”

  「ん‥❤️んんっ❤️」

  

  看到龙鬼开心的样子，阿雪毫不犹豫地一口气咽下了自己口腔内的浓稠种子。

  　一頻り龍鬼が楽しんだ様子を見て取ったユキは、自らの口腔内へと溜められていた濃厚な子種を、何の躊躇いもなく一息に嚥下する。

  

  咽下的白浊液掠过喉咙深处，热得几乎要烫伤的触感让阿雪浑身颤抖。

  　飲み下した白濁液が喉奥を通り過ぎる、火傷してしまいそうな程に熱い感触に、身体を震わせるユキ。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  她感觉到子种确确实实地穿过自己的喉咙深处，甚至连喜悦都感同身受。

  　彼女は、自らの喉奥を通過する子種の確かなる存在の感触を与えられて、喜悦すらその身に覚えていたのだ。

  

  对于因欢喜而颤抖的自己卑微的肉体，她陷入了强烈的自责，甚至连自责都让她感到愉悦。

  　歓喜に打ち震える自らの卑しくもはしたない自己の肉体に対し、強烈なまでの自責の念にいらまれた彼女は、それすらも悦びに感じてしまう程の存在へと成り果てていた。

  

  她悲惨地吞下了雄崽，喜悦之情溢于言表，沦为了雌崽，她恍惚地仰望着自己的父亲。

  　その様に惨めにも、雄の子種を飲み下したことに対して、喜悦を感じるまでに無様な雌と成り下がった彼女は、自らの父を恍惚とした表情で仰ぎ見る。

  

  阿雪抬眼看着龙鬼，露出一口吞下所有子类的表情。

  　媚びた上目遣いで龍鬼を見上げたユキは、全ての子種を余すことなく飲み下した証左として、唇を開く。

  

  “哎~❤️”

  「れぇ〜❤️」

  

  她毫不犹豫地以流畅的动作做出了一连串的动作，失去了平时那种清廉的气质。

  　何の躊躇いもなく、流れる様に洗練された動作で一連の立ち振る舞いを見せた彼女からは、平素より見て取れる清廉な雰囲気は、失って見受けられた。

  

  平时她那端庄的举止已经消失得无影无踪，在那里的，早已是屈服于自己父亲的悲惨雌性了。

  　普段の彼女から見受けられる淑やかな立ち振る舞いは見る影もなく失われ、そこにあるのは最早、自らの父に対し、屈服するただの惨めな雌である。

  

  “呵呵❤️。”

  「ふふ❤️」

  

  只能卑贱地向龙鬼卖弄媚俗的阿雪，对自己尽到了雌性的责任，露出了喜色的笑容。

  　卑しくも無様に龍鬼に対し媚びを売るしか能のないユキは、己が雌としての責務を果たしたことに喜色を称えた笑みを浮かべていた。

  

  从她那罕见的绝世美貌中浮现出的鲜明微笑中，可以看出她强烈的风韵。

  　その類稀なる程の絶世の美貌へと浮かべられている鮮やかな微笑からは、強烈なまでの色香が見受けられた。

  

  “感谢您将伟大的父亲的好意赐予这只卑微的雌性❤️。”

  「偉大なるお父様のお情けを、この卑しい雌に与えて下さり、ありがとうございました❤️」

  

  从美丽的微笑中看到的，是足以勾起雄性强烈庇护欲的可爱，以及散发出足以激起丑恶兽欲的强烈色香味的魔性。

  　美しい微笑みから見て取れるのは、強烈なまでの雄の庇護欲を誘う可憐さと、圧倒的なまでに醜悪な獣欲を昂らせる強力な色香を放つ程の魔性。

  

  那吸引男人的美丽迷人的微笑，再次点燃了藏在视野中的龙鬼的兽欲。

  　その圧倒的なまでに男を惹きつけて止まない魅力的な美しい微笑は、これを視界に納める龍鬼の獣欲へと再度火を付けた。

  

  阿雪对自己暴露出下流姿态的事实感到内疚，对这种卑微而悖德的感情甚至感到喜悦。

  　自らがはしたなくも無様に、下品な姿を晒している事実に後ろめたさを感じているユキは、卑しくもその背徳的な感情に対し、喜悦さえ覚えている。

  

  阿雪深知这一点，所以对自己那难以容忍的、卑贱的雌性性格格外厌恶。

  　それを自覚しているユキは、だからこそ殊更に自らの度し難い許されざる、卑しい雌の性質に対し、嫌悪を抱えていた。

  

  她沉溺于这种贬低自己尊严的行为所带来的强烈快感，用荡然的眼神仰望俯视自己的龙鬼。

  　自分自身の尊厳を貶める様な行為から与えられる、強烈なまでの快感に耽溺する彼女は、自らを見下ろす龍鬼を蕩然とした眼差しで見上げていた。

  

  面对袭向自己身体的压倒性的快乐，她屈服了，对龙鬼的行为连附和的意思都没有，只能顺从地受其污秽。

  　自らの身を襲いくる圧倒的なまでの快楽に対し、屈してしまった彼女は、龍鬼の振る舞いに意を唱えることすらままならず、従順にもされるがままに、その身を穢されるしかなかった。

  

  她切身感受到了淫荡的自己那堪称雌性本能的冲动，并且感到了喜悦。

  　その淫らな自らの、雌の本能と称するべき衝動をその身に感じてすら、彼女は確かなる喜悦を覚えていたのだ。

  

  她的性格太过凄惨，她的情绪已经来不及挽回了。

  　その性質は余りに惨めで無様に過ぎ、彼女の情動は、最早取り返しが付かないまでに、手遅れに見受けられた。

  

  她委身于袭来的强烈快感中，享受着压倒性的快乐。

  　身を襲いくる強烈な快感に身を委ね、その圧倒的なまでの快楽を享受していた彼女であった。

  

  但是，对于这个淫猥到颓废的场所，出现了泼冷水的存在。

  　しかしながら、その退廃的なまでの淫猥のこの場に対して、水を差す存在が現れる。

  

  “……嗯……”

  「‥う‥」

  

  阿雪把目光转向自己耳朵里突然传来的、似乎表现出动摇的声调。

  　不意に自身の耳へと聞き届けられた、動揺を示すかの如く上擦った声色の方向へと眼差しを向けるユキ。

  

  声音的主人，正是前几天企图暗杀或诱拐阿雪的罪魁祸首，就是那名刺客少女。

  　声の主は、先日ユキの暗殺、或いは誘拐を企てた張本人である、件の刺客の少女であった。

  

  “……哎呀……”

  「‥あら‥」

  

  她纯白的面颊绯红，两人擦着大腿，一副羞耻的样子，断断续续地瞥向阿雪。

  　真っ赤に純白の頬を染める彼女は、内腿を擦り合わせ、羞恥を覚えた様子で、ユキへと断続的にチラチラと眼差しを向けている。

  

  在因耻辱而瑟瑟发抖的少女手中，只有一把小小的暗器。

  　恥辱に打ち震えて見て取れる少女の手中に納められて見受けられるのは、一握りの小さな暗器である。

  

  然而，面对看似丧失斗志的她，阿雪却毫不胆怯，恢复了平时端庄的举止，向她搭话。

  　しかしながら戦意を喪失して見受けられる彼女に対し、何ら怯む様子もないユキは、平素の淑やかな立ち振る舞いを取り戻して、声をかけて見せた。

  

  “不要在那种地方，到这里来吧，你一直都很痛苦吧?”

  「そんなところにいないで、此方へ来てください、今まで辛かったでしょう」

  

  阿雪用娇艳的舌尖拭去沾在嘴边的种子，再次放进自己的口腔。

  　口元に付着した子種を、艶かしい舌先で拭い去るユキは、再度自らの口腔内へとそれを納めた。

  

  “没关系，我不害怕。这里没有会伤害你的人。没关系，没关系。”

  「大丈夫、怖くありませんよ。貴方を傷つける様な人はここにはいません。大丈夫、大丈夫です」

  

  阿雪的嘴唇散发着妖艳的光芒，脸上浮现出圣母般慈祥的笑容，向眼前的少女倾诉。

  　艶かしくてらてらと妖しい輝きを放つ唇に微笑を称え、聖母の如き慈悲深き笑みを浮かべて、眼前の少女へと訴えかけるユキである。

  

  阿雪露出微笑，她的动作洗练而流畅，就像之前被目击到的一系列猥亵事件完全不存在一样，丝毫看不出她的意思。

  　これまでの一連の卑猥な出来事を目撃された事実など、まるで無かった事の様に、何ら意に解する様子すら見受けられない程に洗練された、流れる様に完成された動作でもってしてユキは、微笑みかけて見せたのだ。

  

  “…………”

  「‥うぅ‥」

  

  刺客少女被她那毫无慈悲心的高雅举止所折服，戏剧性地被她的气势所压倒。

  　彼女の無慈悲なまでに、気品の見て取れる上品な立ち振る舞いを受けた刺客の少女は、劇的なまでに気圧されて見受けられる。

  

  与拥有绝世美貌的阿雪对峙，刚才还能勉强维持的气势，现在已经荡然无存。

  　絶世なる、他者とは隔絶した美貌を誇るユキと対峙して、先程までは僅かながらに保っていた威勢も、現在に至っては失われて見て取れる。

  

  她对阿雪身上散发出的强烈母性，既感到恐惧，又感到羡慕。

  　彼女は、ユキから滲み出る強烈なまでの母性に対し、圧倒的なまでの恐怖と共に、確かなる羨望を感じずにはいられなかった。

  

  “……”

  「‥いやぁッ」

  

  不由自主地受到美丽少女的慈悲的少女，想起了自己一直以来所身处的严酷环境。

  　思わず気圧されてしまう程に、美麗なる美しき乙女から慈悲を受けた少女は、これまで自信が身を置いてきた過酷なる環境を思い出す。

  

  在这种被称为逆境的严酷环境中，自己所遭受的残酷待遇在脑海中萦绕，少女惊慌失措。

  　その逆境と称してさえ余りある、過酷な環境にて、自らが受けた残酷なる仕打ちが脳裏に去来して、取り乱す少女。

  

  在无意中想起的、连想起来都不敢想的痛苦的过去中，我无数次地把自己的头搅乱了。

  　意図せず想起してしまった、思い出すことすら憚られる辛い過去に、幾度となく自らのかぶりを振り乱す。

  

  所谓逆境，是指毫无阻碍的恶劣环境，也是自己独一无二的容身之处。

  　逆境と称して、何ら差し支えのないまでに劣悪な環境である、しかして、自らの唯一無二の居場所。

  

  阿雪目睹了她不同寻常的样子，但她并没有胆怯，当然也没有动摇。

  　そんな彼女の尋常ならざる様子を目の当たりとしたユキであったが、何ら怯むことなく、当然の様に揺らがない。

  

  她那清澈纯白的眼睛直视着眼前的少女，丝毫看不出一丝动摇。

  　凛とした眼差しで、眼前の少女を見据える輝かしい純白の瞳からは、一片たりとも動揺は見受けられない。

  

  少女被阿雪那神圣而美丽的眼睛看穿，就像被缝在那里一样，动弹不得。

  　そんなユキの神々しいまでに美しい瞳に射抜かれた少女は、その場に縫い止められたかの如く身動きすらままならない。

  

  “呵呵，没事的。”

  「ふふっ。大丈夫です」

  

  虽然阿雪的举止看起来有些自大，但她的美貌绝对超越了他人，足以让人把这一切都一扫而空。

  　尊大にすら見受けられるユキの立ち振る舞いだが、それすら帳消しにしてみせる程に圧倒的なまでに他者を超越し、隔絶された美貌。

  

  “没事。”

  「大丈夫」

  

  从她身上放出的，是无论是否都能吸引他人的压倒性的，浓密程度纯度高的魔力。

  　彼女から放たれるは、否が応にも他者を惹きつける圧倒的なまでの、濃密な程に純度が高い魔力。

  

  “我是您的伙伴。”

  「わたしは貴方の味方です」

  

  她身上所带的灿烂的纯白，在到现在为止的人生中，在决死的觉悟的基础上，在孤独的背阴的逆境中，使延续了那个生命的少女的眼睛耀眼。

  　その身が纏う輝かしい純白は、現在に至るまでの生において、決死の覚悟の元、孤独な日陰の逆境にて、その命を繋いできた少女の瞳を眩ませる。

  

  面对仿佛烙印在视网膜深处的、压倒性存在的阿雪，少女露出了退缩的样子。

  　網膜の裏へと焼き付けるかの如く佇む、圧倒的な存在であるユキに対し、少女は萎縮した様子を露わとしていた。

  

  嘴唇战栗、看起来胆怯的少女，想要逃离压迫自己的存在，企图逃跑。

  　唇を戦慄かせ、怯んだ様に見受けられる少女は、自身を圧迫する存在から逃れる様にして、逃走を図ろうとしている。

  

  她像流水一样向前倾斜自重，降低了身体姿势，以娴熟的动作后退了一步。

  　流れる様にして自重を前へと傾け、体勢を低くした彼女は、洗練された動作で一歩足を後退させた。

  

  阿雪意识到，少女为了活下去而训练出来的动作，是要反复做的。

  　少女が、生き延びるために訓練された、幾度となく繰り返してきた動きを見せようとしていることを悟るユキ。

  

  “到现在为止一定很痛苦吧?没关系，以后我会陪在你身边的。所以请放心。”

  「今まで辛かったでしょう。大丈夫。これからは、わたしが側にいます。ですから安心してください」

  

  阿雪准确地领悟到少女的感情，并逐渐理解了她的细微之处。她像安抚孩子一样，称赞了散发出母性的圣母般的微笑。

  　少女の感情の機微を正確に悟ると共に理解へと至るユキは、幼児を宥めるかの様に、母性が滲み出る聖母の如き微笑を称えてみせる。

  

  “没关系，把一切都交给我吧。你一定经历了很多痛苦吧。所以，你什么都不要想，只要把一切都交给我就行了。”

  「いいのですよ。わたしに身を任せて。あなたは充分に辛い思いをしてきたのでしょう。ですから、あなたは何も考えることなく、ただわたしに身を委ねればいいのです」

  

  像拥抱一样张开双手的阿雪，主动走到少女身边，将身体靠近。

  　まるで抱擁を交わす様にして両手を広げたユキは、自ら少女の元へと歩み寄り、その身を近づける。

  

  对她手中的刀具毫不在意，让自己的身体触碰少女的肉体。

  　彼女の手中にて納められている刃物など、何ら意に解することなく、少女の肉体へと自らの身体を触れさせた。

  

  “你看，像你这样年幼可爱的少女，不适合这种不雅的东西，扔了也没关系。不，我帮你看，现在就扔吧。”

  「ほら、見てください。貴方のように歳幼く、可愛らしい少女には似つかわしくないこの様な無粋な物など、捨ててしまっても構わないのですよ。いいえ。わたしが見ててあげますから、今ここで捨ててしまいなさい」

  

  雪用纯白纤细的五指，将少女手握得更硬的暗器解开。

  　少女の手により硬く握られている暗器を、繊細な純白の五指でもってして、解きほぐしていくユキ。

  

  “……”

  「‥ぁ」

  

  用力抓着她的那只手，直到她摸到阿雪温暖的肌肤，才渐渐放松下来。

  　その肌が白むほどに力強く掴まれていたそれも、ユキの暖かな人肌に触れて、次第に緩んでいく。

  

  短剑随着金属的摩擦声落在地上，少女的身体听到声音后，也无力地垂下了头。

  　そして遂には虚しい金属が擦れる音を立てて、地に落ちる短剣と共に、それを聞き届けた油断なく構えられていた少女の肉体も、力なく項垂れることと相なった。

  

  “真是个好孩子，做得很好。”

  「良い子ですね。よくできました」

  

  用力脚踏实地的少女肉体也瞬间崩塌，紧张的弦仿佛断了。

  　力強く地に足をつけていた少女の肉体も、間髪入れることなくその場に崩れて落ち、緊張の糸が切れて見受けられる。

  

  两腿的力量似乎也消失了，阿雪抱着跪在地板上的少女。

  　両の脚へと込められていた力も失われて見受けられ、床へと膝を折る少女を抱擁するユキ。

  

  “我是您的伙伴。”

  「わたしは貴方の味方です」

  

  面对自己身体所表现出的反应，小女孩一脸茫然，他抱住她的后背，用力抱住她。

  　自身の身体が示した反応に対し、呆然とした面持ちを浮かべている少女の背中へと両腕を回し、強く抱きすくめる。

  

  在见到她的那一刻，少女就被那耀眼的纯白、炫目的神圣魔力所吸引。

  　彼女を目の当たりとした時点で、少女はその輝かしい純白の、眩いばかりの神々しい魔力に当てられていた。

  

  脆弱的常人，不，连普通人都无法抵抗，那吸引着他人的慈悲之光，达到压倒性的程度，与它对峙的人，应该就这样跪下吧。

  　脆弱な常人には、否、最早人外でもってしても抗うことのできぬ、その圧倒的なまでに他者を惹きつけて止まない慈悲深き光と対峙した者は、この様にして平伏して然るべきだろう。

  

  面对绝对无法抗拒的诱惑，再加上甜言蜜语，连战意都丧失了，连自己都屈服了，这也是不言自明的道理。

  　決して抗えぬ存在の誘惑に対し、甘言すら与えられては、最早戦意を喪失し、あまつさえその身を屈服させてしまうのも自明の理。

  

  按理说，这种技艺常人是不可能的，但有当今巫女龙神保佑的阿雪，能做到这一点也是理所当然的。

  　本来であるならば、その様な芸当は常人には不可能であれど、今代の巫女たる龍神からの加護を賜ったユキであれば、それを可能として見せても、また道理であろう。

  

  “我是你的朋友。”

  「わたしは、貴方の、味方です」

  

  阿雪用舒缓的语调，像是在说给少女听。

  　まるで少女の脳髄へと流し込むが如く、ゆったりとした緩慢な口調で、言い聞かせる様にして、言葉を紡ぐユキ。

  

  本来如此反复的手法会让对方产生不信任感，被怀疑也是没办法的事情。

  　本来であればこの様にして繰り返す手口など、相手に不信感を抱かせ、疑念を向けられても致し方ない所業である。

  

  虽然阿雪冒着这种愚蠢的风险，但就连这样的恶手，也以她那神秘的、压倒性的光辉美貌，升华为最佳选择。

  　その様な愚を冒しているユキであるが、そんな悪手すら、その神秘的なまでの圧倒的な程に輝かしい美貌でもってして、最善の選択へと昇華させている。

  

  结果，阿雪采用了最好的手段，她的拥抱不仅让少女丧失了斗志，也轻易瓦解了她作为暗杀者的坚韧精神。

  　結果的に最上の手管を用いているユキの抱擁は、少女の戦意を喪失させた上に、暗殺者としての、その強靭なる精神性をも容易く崩壊させた。

  

  被给予发自内心的纯真慈悲的少女，在过去的人生中，被强行撬开封闭的内心深处的弱点，被阿雪准确地戳中。

  　心底からの純粋な慈悲を与えられた少女は、これまでの人生に至るまで、硬く閉ざされていた心の奥底を無理矢理にこじ開けられ露出させてしまった弱みを、的確にユキに突かれてしまったのだ。

  

  “请告诉我你的名字。”

  「あなたのお名前を、わたしに教えてください」

  

  因此，面对阿雪的提问，少女只能顺从地回应，除此之外别无他法。

  　故に少女はユキから与えられた問いかけに対しても、素直にされるがまま、従順にも応じる以外の選択を見出さなかった。

  

  不，自己该做的选择没能实行。

  　否、己の行動するべき選択を実行することができなかった。

  

  除了回答以外，连选择的必要性都找不出来。

  　答える以外の選択の必要性を見出すことすら出来なかったのである。

  

  现在委身于阿雪怀中的她，似乎已经失去了平常心，连真正的判断力都明显缺乏。

  　現在ユキの腕の中へと身を委ねている彼女は、平常心を失い、真面な判断力すらも、著しく欠如している様に見受けられる。

  

  对于现在这种平时缺乏平常心的少女来说，阿雪的话蕴藏着强烈的强制力。

  　平素の平常心を欠いている現在の状態の少女において、ユキの言葉はそれ程までに強烈な強制力を秘めていた。

  

  连思考的力量逐渐被剥夺了的事都没有意识到的少女，对于自己的行动，连自己的意志介入都无法做到。

  　思考する力を次第に奪い去られていることすら気付けない少女は、既に自身の行動に対して、自らの意志を介在させることすらままならない。

  

  落到自己身上的，连洗脑和手腕都无法理解的现在的少女，毫不犹豫地报上了自己的名字。

  　己の身に降りかかるのは最早、洗脳にも通ず手腕であることすら理解へと至れない現在の少女は、何の躊躇いもなく自らの名を名乗る。

  

  “那当然。”

  「サーリャ」

  

  在无意识中向阿雪屈服，领悟到存在差异的少女，无力反抗，说出了原本应该隐藏的名字。

  　無意識の内にユキへと屈服を示し、存在の差を悟る少女は、抗うことすらままならず、本来であれば秘匿すべきその名を口とした。

  

  明白了自己本来就是被慈悲救了命的事实的少女，对阿雪没有明确的杀意。

  　元より自身が慈悲により命を救われた身である事実を悟った少女は、明確なる殺意をユキに対して抱くことは出来なかった。

  

  少女的精神性还没有完全染上邪恶，这说明她作为暗杀者还没有成熟到那种程度。

  　未だ少女の精神性は邪悪に染まり切っているということはなく、それ程まで暗殺者としても成熟していなかった証左であろう。

  

  幸的是，阿雪很容易笼络住少女，她自报家门后，娇艳的嘴角绽开了笑容。

  　それが幸いして少女の籠絡を容易としたユキは、彼女の名乗りを受けてその艶かしい口元を綻ばせた。

  

  “呵呵，萨里拉大人真是个好孩子，你真是个好孩子。”

  「ふふ、サーリャ様は良い子ですね。貴方は本当に良い子です」

  

  她那美丽的淡粉色嘴唇上绽放着耀眼花朵般的微笑，令阿雪赞叹不已，她更加用力地抱住了自己怀中的少女。

  　美しい薄桃色の唇へと、眩いばかりの花が咲いたかの様な微笑を称えたユキは、より一層強く、自らの腕の中の少女を掻き抱いた。

  

  阿雪甜美的声音像在哄幼儿般安抚她，侵蚀着少女的脑髓。

  　幼児をあやすかの如く、宥める様にして落ち着かせるユキの甘い声が、少女の脳髄を侵食する。

  

  那甜言蜜语在自己的脑海中反复回荡，自称萨里拉的刺客少女用微微湿润的眼睛凝视着阿雪。

  　脳裏に反響するその甘い言葉を、幾度となく自身の脳内にて反芻するサーリャと名乗った刺客の少女は、僅かながらに潤ませていた瞳でユキを見つめた。

  

  阿雪凝视着萨里亚那如宝石般晶莹剔透的碧眼，再次张开嘴唇。

  　サーリャの宝石の如く透き通る碧眼を覗き込むようにして見返して見せるユキは、再度唇を開く。

  

  “我想和你在一起，这是我自己的愿望，父亲应该也是这么想的。”

  「わたしはあなたと一緒に居ます。それをわたし自らが望んでいます。お父様もその様に思われている筈です」

  

  阿雪慈爱地抚摸着眼角噙满泪水的萨里拉的头部，同时说道。

  　不意に眦へと涙を溜めたサーリャの頭部を、慈しむ様にして、自らの手で撫でると共に、そう言い聞かせるユキ。

  

  阿雪转过身，对着站在自己身后的龙鬼，露出天真烂漫的笑容，毫不犹豫地问道。

  　自らの後ろで佇む龍鬼へと振り向き、無邪気な穢れなき花が咲いた様な笑顔を向けたユキは、何の迷いもなく問いかけて見せた。

  

  对于看起来打从心底相信自己父亲的她来说，这是不值得犹豫的行为。

  　自らの父をに対し、心底からの信を置いている様に見受けられる彼女にとって、それは、何ら躊躇いを見せるに値しない行為である。

  

  “嗯。”

  「ああ」

  

  正因为如此，才不会让萨里拉产生不信任感，得到了龙鬼最好的回答。

  　だからこそサーリャに不信感を与えることなく、龍鬼からの最上の返答を得ることができたのだ。

  

  “莎莉拉先生，您已经没有必要再痛苦了。的确，您至今为止的人生都很痛苦吧。那样的话就太悲伤了。无论发生什么事，我都会站在您这边。所以，请你和我成为一家人好吗?”

  「サーリャ様、貴方はもう苦しむ必要は御座いません。確かにあなたは今まで辛い人生を歩んできたのでしょう。それではあまりに悲しい。わたしは何があっても貴方の味方です。ですからどうかわたしと家族になってくださいませんか？」

  

  因此，阿雪凭着自己的直觉，不需要思考就无意识地说出来。

  　故にユキは自らの直感が赴く本能のままに、思考を巡らせるまでもなく、無意識ながらに語ってみせる。

  

  不是通过自己的深思熟虑做出取舍，提炼出的语言，而是发自内心的坦率。

  　自らの思慮から取捨選択を下したことにより得られた、研ぎ澄まされた言葉ではなく、心底からの素直な言葉を紡ぐ。

  

  萨里拉接受了纯洁无瑕的纯白话语，对着对方的慈悲，瞪大了眼睛。

  　純粋なまでの穢れなき純白の言葉を受けたサーリャは、与えれた慈悲に対し、瞳を見開いて瞠目する。

  

  事到如今，她还在动摇，但为时已晚。

  　今更ながらに動揺を示す彼女であるが、最早時既に遅し。

  

  阿雪用自己丰满柔软的肢体与萨里拉亲密接触，说出了一堆令人悦耳的话。

  　サーリャに対し、自らの豊満でいて柔らかな肢体を密着させるユキは、殊更なまでに耳触りの良い言葉を並べ立てる。

  

  “没关系。也许和你以前待的地方不一样，一开始可能不太习惯。不过有我在，请放心。”

  「大丈夫です。もしかしたらこれまであなたのいたところと違って、最初は馴染むことができないやもしれません。ですがわたしがついていますから安心してくださいね」

  

  根据自己内心产生的想法，使用甜言蜜语，将四肢纠缠在一起的阿雪，最终选择了能够明确决定胜负的词语。

  　自らの心から生まれる想いが赴くままに、甘言を用いて、四肢をサーリャへと絡ませたユキは、明確な決定打となる言葉を遂には選び取る。

  

  “你不是一个人，有我和你父亲在，所以你不用害怕。”

  「貴方は一人ではありません。わたしとお父様がいます。ですからもう大丈夫。怖くありませんよ」

  

  阿雪能够准确无情地在无意识中说出对方所希望的话，旁人也无法察觉其本质。

  　正確無慈悲な程に、相手が望んでいる言葉を、無意識ながら与え得ることを可能とするユキは、傍目にも見て、まるでその本質を悟らせることはない。

  

  在旁人看来，她简直就是个慈悲为怀的圣母少女，用完全自然的身体攻陷他人心灵的本领，实在是无可挑剔。

  　傍目にもまるで慈悲深き聖母の様な少女に見受けられるのだから、全くの自然体で他者の心を陥落させる手腕は見事と称する他にない。

  

  她没有意识到自己的性格到底有多可怕，所以才会如此恶毒。

  　彼女はその末恐ろしいまでの自身の性質を、自覚ていないのだから、余程のことたちが悪かろう。

  

  无差别地吸引着他人，达到压倒性的程度，甚至可以用魔性来形容，是一种还不足以形容的魅力。

  　無差別に他者を惹きつけてしまう圧倒的なまでの、正に魔性と称してさえ余りあり、未だ表現するには劣っている程の魅力。

  

  这是即使聪明的人也无法企及的。

  　それは、人々聡明なる人智でもってしても、未だ及ばない所となっていた。

  

  如此完美，拥有绝世美貌，却又不止如此的存在，就是阿雪。

  　それ程までに完成された、絶世の類稀なる美貌を誇る、しかしてそれだけではない存在がユキである。

  

  她的声音甜美得让我的脑髓都为之倾倒，尤其是她的意识被深深吸引，萨里沙接受了这个极具魅力的提案，多少有些犹豫。

  　そんな彼女からの、脳髄を蕩けさせてしまう程の甘い声色での、殊更に意識が惹かれてしまう程に、魅力的な提案を受けたサーリャは、僅かながらに逡巡を見せた。

  

  但是，下一个瞬间，她就接上了话头，不一会儿就点头表示同意。

  　しかしながら、次の瞬間には言葉を繋げた彼女は、間髪さえ入れずに首を縦に振り、了承の意思を示す。

  

  “……嗯……家人……成为……”

  「‥うん‥かぞくに‥なる‥」

  

  阿雪用双臂紧紧抱着看起来已经完全屈服的萨里拉，对身在自己怀中的少女露出微笑。

  　遂には完全に屈して見て取れるサーリャを、両腕で強く抱きしめたユキは、自らの腕の中へと身を置いている少女へと微笑み掛けた。

  

  “太好了……我的话您能相信，我真的很高兴。”

  「良かった‥。わたしの言葉をサーリャ様に信じて頂けて、本当に嬉しいです」

  

  阿雪露出打从心底放心的表情，对她的美貌表示感谢。

  　心底安堵した面持ちで、その美貌へと気色の色を浮かべ、感謝の言葉を述べるユキ。

  

  出乎意料地说服了萨里拉，引导她说出了自己的心声，阿雪轻轻地舒了口气。

  　思いがけずしてサーリャを説得するまでに至り、彼女自身の口からのその言葉を吐き出させるまでに導くことができたユキは静かに自らの胸を撫で下ろす。

  

  “那当然。”

  「サーリャ」

  

  就在她松了一口气的时候，马上传来了一个可爱的少女的声音。

  　その様にホッと一息ついた彼女に対し、間髪入れずに、可愛らしい少女の声が与えられた。

  

  “怎么了?”

  「どうしたのですか？」

  

  阿雪只嘟囔了一句自己的名字，对这含糊不清的话语，再次反问。

  　一言だけ自分自身の名前を呟くだけに留められている、了見が曖昧な言葉に対し、改めて問い返すユキである。

  

  “……名字，只要……不需要大人……”

  「‥なまえ、サーリャでいい。‥さまはいらない‥」

  

  他笨拙地用只言片语表达自己的诚意，从他那坚强地向阿雪传达信息的样子，可以看出他本来就很拼命的性格。

  　不器用ながらも片言に、精一杯の誠意を見せて、健気にもユキへと伝えるその姿からは、元来の懸命な性質が見受けられる。

  

  “呵呵，虽然很害怕，但我还是这么叫你。”

  「ふふっ、ええ、恐れながらも、そう呼ばせて頂きます」

  

  阿雪听萨里亚战战兢兢地回答，细细品味着这句话的内容，露出微笑。

  　サーリャからの恐る恐るといった具合の声色にて与えれた返答を受けたユキは、その言葉の内容を咀嚼して微笑を返す。

  

  阿雪准确地理解了这句话的意思，发自内心地平静地呼唤眼前少女的名字。

  　その言葉の意味するところの内容に正確に理解へと至るユキは、心底から穏やかに心掛けて眼前の少女の名前を呼んだ。

  

  “因为有我陪着你。”

  「サーリャ、貴方にはわたしがついていますからね」

  

  萨里拉用平静的声音自言自语着自己的名字，终于从眼角流下了大颗的泪水，同时露出了满面的笑容。

  　静かな声音で紡がれた自らの名前の呟きを与えれたサーリャは、遂に眦から流れ落ちた大粒の涙を伝わせながらも、満面の笑顔を浮かべて見せた。

  

  虽然有些扭曲，但这是作为暗杀者置身于残酷的环境中，拼命维系脆弱生命的迄今为止的生命中，第一次浮现出的微笑。

  　それは少しばかり歪ながらも、暗殺者として過酷な環境に身を置き、そのか弱き生命を必死に繋いできたこれまでの生に置いて、初めて浮かべられた微笑みだった。

  

  历经千锤百炼、历经逆境，年纪尚小却拥有一流技能的少女刺客，残酷无常地沦陷于此。

  　懸命にも百戦錬磨の逆境を歩み、未だ幼き身でありながら、一流の腕前を誇ったサーリャという名の暗殺者の少女は、無常にも残酷に、ここに陥落することと相なった次第である。

  

  “你绝对不是一个人。我是萨里拉的伙伴。从今以后，我将一直陪伴在你的身边。”

  「貴方は決して一人ではありません。わたしはサーリャの味方です。これからはわたしが、貴方の側に居てあげられます」

  

  面对阿雪再三温和的话语，她只轻轻地点了一下头。

  　再三に渡りユキから与えられた穏やかな言葉に対し、コクリと一度だけ静かにかぶりを縦に振るサーリャ。

  

  看到萨里沙对自己的话露出爽朗笑容的样子，阿雪不禁为再次进入视野的菅濑的美丽容貌而感叹。

  　自らの言葉に対し、朗らかに笑みを称えたサーリャの姿を見て取ったユキは、その改めて視界へと納めたかんばせの美しい容貌に感嘆する。

  

  刚才还贴在阿雪丰满柔软胸脯上的萨里拉的美貌，如今已被泪水沾在头发上，贴在脸颊上。

  　先程まではユキの豊満で柔らかな胸へと押しつけられていたサーリャの美貌は、涙が髪の毛に付着して頬に張り付いて見受けられる。

  

  金线般的长发和宝石般晶莹剔透的碧眼散发着耀眼的光芒。

  　しかしながらそれでも尚美しい、その金糸の如き長髪と、宝石の様に透き通る碧眼は、眩いばかりの輝きを発していた。

  

  阿雪对自己迄今为止从未注意过的意识产生了怀疑，但她突然想到。

  　これ程までの存在に対して、今まで気を留めていなかった自らの意識へと疑念が生じるユキであったが、はたと思い至る。

  

  浮现出来的疑问不用问自己，那是显而易见的。

  　浮かんだ疑問をサーリャ自身に問うまでもなく、それは明らかであった。

  

  阿雪猜想到自己使用了某种隐秘的手段，意识到自己的这种毫无意义的探究，她放弃了无谓的思考。

  　何らかの隠密の術を使っていたことへの予想を立てたユキは、自らのその無意味なる詮索へと気付き、無為な思考を放棄する。

  

  “好孩子……好孩子、好孩子……”

  「良い子‥良い子、良い子‥」

  

  阿雪毫不犹豫地把断了的思绪抛到脑后，仿佛要把思绪纠缠在一起似的，再次将双臂绕到萨里拉的背上。

  　打ち切った考えをおくびにも出さずに、まるで絡め取る様にして、再度サーリャの背中へと両腕を回すユキ。

  

  小女孩心中的黑暗已经完全消失，阿雪从心底慈爱地抚摸着莎莉拉的头。

  　最早少女の心に抱えられた闇は完全に払拭されたと見て取ったユキは、サーリャの頭を心底から慈しむ様に撫でる。

  

  “好孩子，好孩子。”

  「良い子、良い子」

  

  阿雪纤细的指尖再次传来头部的柔软触感，萨里拉感受到了快感，像小猫一样眯起了眼睛。

  　再び自らに与えれた頭部から伝えられる、ユキの繊細な指先の柔らかな感触に対し、快感を覚えたサーリャは、まるで子猫の様に目を細めた。

  

  “……好孩子。”

  「‥良い子」

  

  阿雪洁白如瓷的手掌，必定要用自己初雪般的脸颊去蹭，从这一点来看，他似乎非常渴望与他人接触。

  　ユキの白磁の如き純白の手のひらに対し、自らの初雪の如き頬を必至に擦り付ける様からは、余程他者との触れ合いに飢えていた様に見受けられた。

  

  完全使对方丧失了战意的结果，甚至笼络了连强韧的刺客少女的精神的阿雪。

  　完全に相手の戦意を喪失させた挙句、あまつさえ強靭なる刺客の少女の精神さえ籠絡せしめたユキ。

  

  只有再三、多次对她低语甜言蜜语，使其侵蚀脑髓，才能做到这一点。

  　再三に渡り、幾度となく彼女に対し、甘い言葉を囁き、それを脳髄へと侵食させたのだからこそ、出来うる芸当であった。

  

  他拥有常人无法企及的慈悲心，拥有纯洁纯白的精神。

  　凡そ常人には及びがつかないまでに慈悲深き、その穢れなき純白の精神性でもってして、可能とさせたのである。

  

  但是，在这个要素的基础上，作为必要条件的绝代美貌相辅相成，这是不言而喻的道理。

  　しかしながら、その要素に加えて必須条件である、圧倒的なまでに隔絶した絶世なる美貌が相まっての事柄であったのは自明の理。

  

  因为阿雪确实是利用了自己罕见的纯白美丽容貌，笼络了这个叫萨里拉的少女。

  　ユキは自らの類稀なる純白に輝く美しき容姿を、確かに利用することにより、サーリャという少女を籠絡したのだから。

  

  但是，这样使用手段是理所当然的手段，根本看不出有什么卑鄙，反而是值得称赞的事情。

  　だが、その様にして手練手管を用いることは当然の手段であり、何ら卑怯と見て取ることすらままならず、寧ろ称賛に値する事柄だろう。

  

  虽说年纪还小，但好歹也是一流的。

  　未だ歳幼いとは言え、曲がりなりにも一流。

  

  因为他笼络了所谓的职业刺客少女，所以作为他本人的阿雪，其未来的成长是非常可怕的。

  　所謂プロの刺客の少女を懐柔して見せたのだから、それを成した本人であるユキの成長した未来は、末恐ろしい限りである。

  

  虽然阿雪对自己成就了这一伟业并没有什么特别的自觉，但眼前确实有一个对自己充满信赖的人。

  　その偉業を成し遂げたことに対しては、特段自覚することはできないユキであるが、眼前には確かな信頼を自らへと置いて見受けられるサーリャが居た。

  

  面对这一事实，阿雪露出打从心底放下心来的表情，望着眼前的萨里拉，给她的美貌蒙上了一层阴影。

  　その事実に対し、心底から安堵した面持ちとなったユキは、サーリャを眼前に眺めながらに、その美貌へと僅かながらの翳りを落とす。

  

  阿雪对即将到来的婚礼仪式唏嘘不已，同时又满怀期待地回想起等待她的龙鬼仪式。

  　ユキは、これから控えている婚礼の儀へと嘆きを覚えながらも、それと同時に、確かなる期待に胸を膨らませ、待ち受ける龍鬼との儀式に対して想いを馳せる。

  

  她那绝代绝代的迷人容貌，让她的脸上浮现出忧伤的神情，虽然阴沉，却拥有压倒性的魔性美貌。

  　彼女の絶世なる、他者とは隔絶した類稀なる魅力的な容貌は、その面立ちに憂いを浮かばせて、曇らせていながらも、圧倒的なまでの魔性の美貌を誇っていた。

 
  警戒

  警戒

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  此时已是暮色沉沉、草木皆眠的丑三时，婚礼即将举行，阿雪他们终于来到了会场——神殿。

  　時分は夕闇が支配する、草木も眠る丑三つ時となり、婚礼の儀を控えて、遂にその会場となる神殿へと赴いたユキ達である。

  

  四周随处可见的灯笼，似乎都点着火焰，给人一种平静而温暖的感觉。

  　辺りに散見される灯籠には、何処か落ち着いた暖かさが感じられる、炎が灯って見受けられる。

  

  在微风的吹拂下，灯光微微晃动，在夜色笼罩的虚空中，留下一条红色的轨迹。

  　微風に当てられて僅かばかりに揺られている灯火の光が、夜闇に包まれている虚空へと、赤色の軌跡を残す。

  

  在漆黑的道路上，阿雪一行人在灯笼隐约的灯光照耀下前行。

  　真っ暗闇が支配する道を、灯籠の仄かな明かりに照らされて、歩を進めるユキ達である。

  

  当然，阿雪希望与萨里拉同行，所以她也一同前往。

  　そして、当然の様にユキがサーリャの同伴を望んだがために、彼女もまた共に同所へと訪れていた。

  

  大概是当今巫女的婚礼吧，来这里的人很多。

  　今代の巫女の婚礼とあってか、この場には大勢の人々が訪れていた。

  

  在这场婚礼上，当然要摆上豪华绚烂的菜肴。

  　この婚礼の儀において、無論豪華絢爛なる料理が振る舞われる予定であることは言うまでもない。

  

  其中应该陈列着从遥远的地方运来的，以这个村子里采不到的高价食材为材料制作的商品吧。

  　その中には、遥か遠方から取り寄せた、この村では採れない様な高価な食材を材料に作られた品々が並ぶことだろう。

  

  然而，他们真正的目的，是为了让冠上鬼人族最强之名的龙鬼与当今巫女阿雪举行仪式。

  　しかしながら、彼等彼女らの真の目的は、これから披露目られるであろう、鬼人族最強の名を冠する龍鬼と、今代の巫女であるユキが交わす儀式こそが目当てであった。

  

  正因为如此，在场的人从平民农夫到贵族首领吉赛尔·冯·雷德亚斯特等王族，男女老少，各种各样的人都有。

  　だからこそこの場へと居合わせている面々には、平民である農夫から、高貴なる者の筆頭、ジゼル・フォン・レドイステルアなどの、王族まで老若男女の様々な人々の姿が見受けられる。

  

  当然，虽说是同处一处，但在待遇上也有天壤之别。

  　無論居場所を共にしているとはいえ、当然ながら、その扱いには天と地ほどの差が見て取れる。

  

  但是，对于这种差距，没有人能注意到，主要还是因为即将公布的仪式。

  　しかしのその格差に対して、気を留める様な者を見受けることはができないのは、やはり、これから披露目られるであろう儀式が要因だった。

  

  在婚礼上，她们都打扮得很得体，但与拥有与他人隔绝的压倒性美貌的阿雪相比，演员的不足还是有一定程度的差距。

  　婚礼の儀に際して、それ相応に着飾って見て取れる人々であるが、他者とは隔絶した、圧倒的な美貌を誇るユキと比較しては、些か役者不足にも程がある。

  

  她们大部分都用化妆掩盖自己身体的劣势，因此失去了原本的魅力。

  　彼等彼女らの大半は、自身の身体の劣る部分を化粧で塗り隠しているため、本来の魅力が損なわれている。

  

  当然，虽然能看到美丽得令人瞠目结舌的美人和美丽的夫人，但与作为现场主角的阿雪相比，实在是望尘莫及。

  　当然ながら、目を見張る様に美しい麗人や、美しい夫人の姿は見て取れるものの、この場の主役たるユキには到底足元にも及ばない。

  

  绝世丽人足雪，站在威风凛凛的龙鬼身边，称赞他绽放般的微笑。

  　そんな絶世の麗しき乙女足るユキは、堂々とした立ち振る舞いで歩む龍鬼の傍にて、花開く様な微笑を称えた。

  

  在这里的人们，看到了那美丽的身姿，不禁感叹地屏住了呼吸。

  　眩いばかりの純白の輝かしい笑みを、視界へと納めた、この場に居合わせている人々は、その美しい姿を目の当たりとして感嘆に息を呑む。

  

  面对阿雪梦幻般的美貌，多少有些胆怯的贵妇人们吧。

  　幻想的にすら見て取れるユキの美貌に対し、幾分か怯んで見受けられる、貴婦人の方々だろうか。

  

  相反，那些农民出身、不太在意自己容貌、对打扮毫不在意的少女们，单纯地看着眼前的光景，瞠目结舌。

  　対して農民出身であり、自身の容貌にさして気を払わない、着飾ること自体に無頓着な少女達は、純粋にその光景を目の当たりとして瞠目に瞳を見開いた。

  

  以阿雪伫立的地方为起点，眼前闪烁着令人目眩的纯白光芒，这是在夜色支配下的例外。

  　夜闇が支配するこの場においての例外として、ユキが佇んでいる箇所を起点として、眩いばかりの純白が輝いている。

  

  在被称为美的极地一点也不夸张的她身边，仿佛守护着她的存在一般，强壮的鬼人，用锐利的切长的眼睛称赞着她那可怕的目光。

  　そんな、美の極地と称してなんら過言ではない彼女の傍らには、まるでその存在を守護するかの如く、屈強なる鬼人が、その鋭い切長の瞳に剣呑な眼光を称えている。

  

  因为有了上次的袭击，他比平时更注重对周围的警戒。

  　前回の襲撃もあったために、些か平素よりも、周囲へと巡らせている警戒を殊更に努めている次第であった。

  

  正因为他是常年保持战场姿态的人，所以才有身经百战的猛将，才有这种超凡脱俗的本领吧。

  　正に常時是戦場の姿勢を地で行く彼であるからして、歴戦の猛者だからこそ出来うる、人間離れした芸当だろうか。

  

  如果是一般人的话，很明显会马上心情低落，把自己的顾虑转移到别处。

  　常人であればすぐさま気が滅入り、自らの懸念に対して向けていた意識が逸れてしまうことは明らかだ。

  

  在这场婚礼仪式上，只有主角引人注目，而在两人的旁边，还有一位值得大书特书的少女。

  　そんな、この婚礼式での主役ばかりが目立つ次第であるこの場であるが、二人の傍らには、もう一人特筆すべき少女の姿があった。

  

  在场的人们的全部意识都不会指向那个存在。

  　この場に居合わせている人々の意識の全ては、一切その存在に対して向けられることがない。

  

  尽管她有着村里少有的金色长发，但她那异邦少女的存在，在人们的意识范畴之外。

  　この村においての珍しい金色に輝く、金糸の如き長髪を結えているにも関わらず、彼女異邦人足る少女の存在は、人々の意識の範疇の外にある。

  

  和在场的人相比，她们的容貌有很大的差异，但她们的视线并没有集中在一起。

  　居合わせた面々と比べても、大いにその容姿に差異が見受けられるのだが、一つとして彼等彼女らの視線が集うことはなかった。

  

  当然，这并不是她容貌丑陋的证据，相反，与他人相比，她的美貌显得格外可爱。

  　無論、彼女の容姿が醜い証左であるということはなく、寧ろ他者と比較して、際立つ程に愛らしい美貌が見受けられる。

  

  正因为他是一流的暗杀者，所以才会这样隐藏自己的存在，才能掩藏人们的意识。

  　一流の暗殺者たるサーリャであるからこそ、この様にして自らの存在を隠蔽し、人々からの意識を掻い潜ることを可能としているのだ。

  

  但是，也有一小部分人从萨里拉的圈套中逃脱了。

  　しかしながら、サーリャの術中から逃れた者も、一握りながらもこの場へと居合わせている。

  

  这一点不言而喻，正因为如此，预先被包含在内的萨里拉才会表现出毅然决然的态度。

  　それは、言及するまでもない程に明らからであり、だからこそ予め言い含められていたサーリャには毅然とした立ち振る舞いが見て取れる。

  

  他们的存在，当然是在这个场合拥有无人能及的实力。

  　その存在とは無論、この場においての他者の追随を許さぬ程の実力者である者達だ。

  

  “哦，变成中中大人了。”

  「ほう、中々様になっているな」

  

  突然，有个合适的人说了声“最好”，叫了一声“龙鬼”。

  　不意に、その例を挙げるに一番と称して、相応しい者が、龍鬼へと声をかける。

  

  从他明朗快活的声音来看，即使在夜色笼罩的这个场合，那个人是谁也显而易见。

  　その明朗快活とした声色から鑑みるに、夜闇が支配しているこの場においても、その人物が誰であるかは明白だ。

  

  龙鬼连声音的主人都没有出现在视野里，对于被给予的语言，毫不动摇地回答。

  　声の主を視界に納めることさえなく、与えられた言葉に対して、なんら動じることなく返答する龍鬼。

  

  “啊!今晚的雪比以往更美了!”

  「ああ、今宵のユキはいつにも増して、一段と美しい」

  

  豪鬼的语气中带着几分揶揄，而龙鬼却堂堂正正地站在一旁，发自内心地称赞阿雪。

  　幾分か揶揄う様な声色が含まれている豪鬼の言葉に対し、堂々とした立ち振る舞いを微塵も揺らがせることのない龍鬼は傍に侍るユキへと、心底からの称賛の言葉を送る。

  

  “……怎么会……我……那个……父亲的东西很漂亮。”

  「‥そんな‥、わたしなど‥。その‥お父様のお召し物とても素敵です」

  

  面对龙鬼的教诲，阿雪纯白细腻的脸颊被染成了可爱的红色。

  　龍鬼から与えられた言葉に対し、その純白のきめ細かい頬を、可愛らしく赤く染めるユキ。

  

  视线被盯着一点，她感到了一种酷似耻辱的感情，于是把注意力从自己身上转移开，称赞龙鬼。

  　視線を一点に向けられていることに対し恥辱にも酷似した感情を覚えた彼女は、自身から気を逸らすかの様にして、龍鬼を褒め称える。

  

  “哈哈，还是老样子!不……这种情况下，应该称他为爱妻家吗?”

  「ははッ、相変わらず親馬鹿、いや‥この場合は、愛妻家とでも称するべきか？」

  

  两人互相看向对方，被他们热情的气氛所吸引，豪鬼有些无奈地说。

  　互いに視線を交じり合わせる仲睦まじい二人の、情熱的な雰囲気に当てられた豪鬼は、幾分か辟易とした口調で言葉を並べ立てた。

  

  从他对阿雪略带危险的眼神中，可以窥见些许不适合这个场合的丑恶兽欲。

  　彼がユキに向ける危険な色を帯びた瞳からは、些かこの場には似つかわしくない、醜悪な獣欲が垣間見て取れる。

  

  但是，从雄性的本能来看，抱有这种欲望也是理所当然的。

  　しかしながらその様な欲望を抱くのも、雄としての本能から鑑みれば、当然と称して差し支えないだろう。

  

  更值得一提的是，伫立在自己眼前的是一位拥有绝世美貌的纯白美丽的巫女。

  　増してや、己の眼前に佇むのは、絶世の美貌を誇る、麗しき純白の巫女である。

  

  在她面前，会激起强烈的兽欲，说是必然也不无道理。

  　彼女を前にして、強烈な獣欲を昂らせてしまうのは、必然と称しても余りある程に道理であった。

  

  但是，这个村子里的豪鬼，高贵的地位不允许他在这种场合做出愚蠢的举动。

  　だがしかし、この場においての愚を冒す様な真似は、この村における豪鬼の、高貴なる立場が許さない。

  

  因此，凭着强韧的自制力，总算能调动起理性。

  　故に、強靭なる自制心でもってして、なんとか理性を働かせることを可能とした次第である。

  

  本来的话，他是一个从心底为之倾倒的豪鬼，只追求热血沸腾的战斗。

  　本来であれば、血湧き肉躍る戦いにこそを求めて、心底から傾倒している豪鬼。

  

  这样的他，从来没有露出过如此发自本能的兽欲。

  　そんな彼がここまでの、己の昂る本能から迸る獣欲を露呈することなどあまりない。

  

  不，就算说完全没有也没关系。

  　否、皆無と称してしまってもなんら差し支えない。

  

  尽管如此，如果不这么用心的话，已经被逼到无法抑制冲动的地步了。

  　にも関わらず、これ程までに気を払わなくては、衝動を抑えつけることができないまでに追い詰められている。

  

  在夜色中，阿雪独自一人闪耀着令人目眩的纯白光芒，炫耀着无与伦比的美貌。

  　それ程までに夜闇に一人、眩いばかりの純白に輝くユキは、圧倒的なまでの美貌を誇って見受けられた。

  

  “您来了吗?那就到这边来。”

  「参られましたかの？それでは此方へ」

  

  突然，一个声音把正与自己狂乱的本能纠结的豪鬼叫到别处，叫到这里。

  　唐突に、己の荒れ狂う本能と葛藤している豪鬼を他所に、この場へと声が与えられた。

  

  是凯瑞斯老人。

  　ケレス老人である。

  

  阿雪他们来过这里的身影映入他的视野后，他便招呼他们赶快开始婚礼仪式。

  　ユキ達がこの場に赴いた姿を視界へと納めて確認した彼は、早々に婚礼の儀式を始めるべく声をかけた次第である。

  

  “失礼了，豪鬼大人。”

  「失礼いたしますね、豪鬼様」

  

  龙鬼响应凯瑞斯的声音向前走，阿雪顺从地跟随豪鬼，向豪鬼深深鞠了一躬后，自己也追了上去。

  　ケレスの声に応じて歩を進める龍鬼に、従順にも従うユキは、豪鬼に深々と一礼を見せた後に、自らも後を追う。

  

  在她的背上忠实地守护着她，追随着她。

  　そんな彼女の背に忠実に、守護するかの様にして、追従するサーリャ。

  

  她仍然低着头，用夹杂着怀疑的双眸看着豪鬼那带着危险的眼神的眼神。

  　彼女は、未だ地面に俯き、不穏にも覗ける危険な色を帯びた豪鬼の瞳を、多分に疑念の色が入り混じる双眸で流し見る。

  

  那是一只被闪烁着坚强意志的大碧眼瞪着的豪鬼，但他毫无畏惧地伫立在那里。

  　輝く強い意志が垣間見てとれる大きな碧眼に睨みつけられた豪鬼であったが、彼はなんら臆することなくその場へと佇んでいる。

  

  这并不是豪鬼认识不到萨里拉的证据，而是他明白眼前的威胁并不值得害怕。

  　それは別段豪鬼がサーリャを認識できないことを意味する証左であるわけでなく、眼前の脅威がなんら恐るるに値しないことを理解しての立ち振る舞いである。

  

  正因为如此，一流的暗杀者萨里拉才能将自己的实力与眼前对手的实力相比较，准确地判断出其中的差异。

  　だからこそ、一流の暗殺者たるサーリャは、自身の力量とを眼前の相手の実力と比較して、その差異を正確に見定めることができた。

  

  因此，萨里沙面对地位远高于自己的豪鬼，只是用严峻的眼神看着他。

  　故にサーリャは、自身よりも遥かに格上である豪鬼という警戒に値すべき存在に対し、険しい眼差しを向けるだけに留めたのであった。

 
  尊厳

  尊严

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  还没有看到朝阳升起的征兆，周围一片漆黑。

  　未だ朝日が昇る兆しも見受けられない、辺り一面を夜闇が支配している時分。

  

  与刚才不同，这次是搬到厚重的石造舞台上的仪式。

  　先程とは異なり、重厚な石造の舞台へと場所を移しての儀式である。

  

  龙鬼伫立在神殿中央的讲台上，睥睨着聚集在周围的人群。

  　神殿の中央へと位置している壇上へと佇んでいる龍鬼は、周囲に集う人々を睥睨する。

  

  就像在主张自己身边的阿雪的所有权一样，他的举止格外有男子气概，堂堂正正。

  　まるで己の傍へと身を寄せるユキの所有権を主張するかの如く、殊更に男らしく、堂々とした立ち振る舞いである。

  

  “……父亲。”

  「‥お父様」

  

  面对如此多的视线，阿雪似乎有些被震慑住了。

  　自身に向けられるあまりの多くの視線に対し、幾分か気圧された様子が見受けられるユキ。

  

  即使是平时看起来威风凛凛的举止，在看到很多人的身影时，看起来也失去了气势。

  　平素から見受けられる凛とした立ち振る舞いも、大勢の人々の姿を目の当たりとしては、その気勢も失われて見て取れる。

  

  阿雪无法忍受涌上心头的不安，她的美貌黯然失色，抬头看着站在一旁的龙鬼。

  　湧き上がる不安に耐え兼ねた様子で、その美貌を曇らせるユキは、傍に佇む龍鬼を仰ぎ見る。

  

  龙鬼被侍立在一旁的露出不安的阿雪抬眼看着，称赞他像安抚幼儿般温和的微笑。

  　不安を露わとした、傍にて侍るユキの上目遣いで見上げられた龍鬼は、幼児を宥めるかの如く穏やかな微笑を称えた。

  

  “别担心，把自己托付给我就好了。”

  「案ずるな。俺に身を委ねていればいい」

  

  龙鬼一边宣布，一边将手臂绕到阿雪的臀部，毫不避讳地将她抱了起来。

  　宣言すると共にユキの臀部へと腕を回す龍鬼は、人目を憚ることなく彼女を抱き寄せる。

  

  “是、是，父亲❤️。”

  「は、はい、お父様❤️」

  

  虽然阿雪的举止极不礼貌，但她表现出顺从的态度，一副恍惚的表情，令她的美貌荡然动容。

  　不躾にも乱暴な立ち振る舞いを受けたユキであるが、されるがままの従順な態度を見せる彼女は、恍惚とした表情で、その美貌を蕩けさせた。

  

  “看这边。”

  「此方を」

  

  两个女佣模样的人注视着他们，递过木制托盘上的酒杯。

  　そんな二人の様子を見守っていた二人の女中と思しき人物が、木製の盆へと乗せられた盃を差し出した。

  

  “谢谢您。”

  「ありがとう御座います」

  

  阿雪深深鞠了一躬，接过酒杯，再次仰望对方的脸。

  　深々と頭を下げて、猪口を受け取ったユキは、改めて相手の顔を仰ぎ見る。

  

  “冰、冰华……”

  「ッ、氷華‥さん？」

  

  果然，在眼前把酒杯递给阿雪的，是穿着女佣衣服的冰华。

  　果たして眼前でユキへと盃を手渡したのは、女中の衣服に身を包む氷華であった。

  

  “嗯，阿雪姐姐，恭喜你结婚。”

  「うん、ユキ姉、結婚おめでとう」

  

  她的脸上浮现出含糊不清的尴尬笑容，只说了这句话，就匆匆离开了。

  　何処か曖昧でいて、ぎこちのない笑顔を浮かべた彼女は、それだけを言い残し、間髪入れずに早々とこの場を跡にした。

  

  转身的瞬间，眼角微微泛起的泪珠变成了一个球，抛向了微弱的光芒照耀下的虚空。

  　踵を返す瞬間、微かに見受けられた眦に浮かべられた涙の粒は球となり、仄かな光に照らされる虚空へと投げ出された。

  

  尽管眼前的景象是，闪烁的光芒在黑暗中留下了轨迹，但我还是勉强开口了。

  　煌めくそれが、暗闇へと軌跡を残して流れる光景を目の当たりとしながらも、なんとか唇を開く。

  

  “谢谢……谢谢……”

  「ありがとう‥ございます‥」

  

  被坚强的她送上祝福的阿雪，发自内心的、混杂着各种感情的冲动驱使着她说出了感谢的话。

  　健気な彼女の祝福の言葉を与えれたユキは、心底から湧き上がる、様々な感情が入り混じる衝動に突き動かされるがままに感謝の言葉を述べた。

  

  她滔滔不绝地说出了这句话，却在排列的过程中突然停顿，显得十分陈腐。

  　淀みながらもようやく吐き出された言葉は、並べられる途中で詰まらせて、酷く陳腐に響き渡る。

  

  但是，从颤抖的纯白美丽少女的口中溢出的柔弱的话语，确实被给予的冰华的耳朵听到了。

  　だが、震える美しい純白の乙女の口から溢れた弱々しい言葉は、与えられた氷華の耳へと確かに聞き届けられた。

  

  脑海中回响着美妙的声音，冰华咬紧嘴唇，只回头看了一眼，向龙鬼投去羡慕的目光。

  　脳裏に残響する美しい声色に、唇を噛み締める氷華は、一瞬だけ振り返り、龍鬼へと羨望の眼差しを向ける。

  

  但她立刻移开视线，将充满情景的目光投向阿雪，然后蹲在原地。

  　しかしながら間髪入れずに視線を逸らした彼女は、ユキへと情景の念が篭る瞳を向けたのを最後にその場へと蹲った。

  

  阿雪准确地领悟到冰华感情的微妙之处，回顾自己浅薄的感情，垂下眼睑。

  　氷華の感情の機微を正確に悟るに至るユキは、自らの浅ましい情動を顧みて瞼を伏せた。

  

  她已经没有回头的选择了。

  　彼女には、最早後戻りへの選択は与えられていない。

  

  退路已经被切断，只能顺从地冲向等待自己的命运。

  　既に退路は断たれ、自らに待ち受ける運命へと流されるがまま従順に、突き進むことしか許されない

  

  难以形容的情绪让阿雪的嘴唇战栗不已，她的美貌让人看到了忧郁的阴影。

  　形容し難い情動に自らの唇を戦慄かせて翻弄されるユキの美貌には、憂からの陰りが差して見受けられる。

  

  “……父亲。”

  「‥お父様」

  

  然而，下一个瞬间，因深深叹息而低着头的美丽的寒蝉也苏醒了，那纯白的双眸被决意的光芒所点缀。

  　しかしながら次の瞬間には、深い嘆きにより俯かせていた美しいかんばせもあげられて、その純白に輝く瞳は決意の光に彩られていた。

  

  “阿雪。”

  「ユキ」

  

  从正面凝视着她的龙鬼也一样，平时纹丝不动的表情变得格外严肃。

  　彼女を正面から見据える龍鬼も同様に、平素から微動だにしない面立ちが殊更に、真剣な面持ちとなって見受けられる。

  

  精悍的脸庞上浮现出的表情，可以看出他被打磨到极限，对任何事都不为所动的强韧精神。

  　精悍な顔立ちに浮かべられた表情は、限界まで研ぎ澄まされ、何事にも動じない強靭なる精神性が窺える。

  

  他那钢铁般强壮的身体，与对面的阿雪相比，有着巨大的差距。

  　鍛え上げられた鋼の如き逞しい肉体は、対面するユキと比較して遥かな大差が見受けられた。

  

  如果要正确称呼的话，说成是人外的凶恶的鬼和神派来的美丽天使也不为过吧。

  　正に称するのであれば、人外の凶悪なる鬼と、神から遣わされた美しき天使と言い表してしまってもなんら過言ではないだろう。

  

  在旁人看来，这两个人都是抱着这样的想法来看待的，但他们却是毫不在意的“龙鬼”。

  　傍目からもその様な認識の元、見受けられている二人であったが、なんら意に解することがない龍鬼である。

  

  以谁都看得出来的堂堂举止，一口气就把阿雪递过来的酒盅里的酒煽起来。

  　誰の目にも見て取れる程の堂々とした立ち振る舞いで、ユキから差し出された盃の中身を一息で煽る。

  

  从酒盅里流出的琥珀色液体全部被毫无保留地收进龙鬼的口腔里。

  　猪口から流れ出た琥珀色の液体の全ては、余すことなく龍鬼の口腔内へと納められた。

  

  “嗯❤️。”

  「んっ❤️」

  

  然而，一滴也没咽下去，下一个瞬间，他抱住直视前方的阿雪，把它抿了一口。

  　しかしながら、一滴たりとも嚥下することはなく、次の瞬間には正面に見据えていたユキを抱き寄せて口付ける。

  

  “恩❤️秋❤️”

  「ん❤️ちゅ❤️」

  

  虽然阿雪的嘴唇被粗鲁的厚舌头咬破，但她毫不抵抗地接受了。

  　乱暴にも分厚い舌で唇を破り開かれてしまったユキであったが、彼女は抵抗することなく受け入れる。

  

  接着毫不犹豫地把自己嘴里的东西灌进阿雪的嘴里。

  　次いで己の口内へと含まれているそれを何の躊躇いもなくユキの口腔内へと流し込む。

  

  阿雪把热得几乎要烫伤的液体灌进自己嘴里，战战兢兢地喝了下去。

  　注がれる火傷してしまいそうな程に熱い液体を、自らの口内へと迎え入れたユキは、それを恐る恐る飲み下す。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  流进喉咙深处的兽味唾液中混杂的液体，在进入胎内的那一瞬间，就像要侵犯阿雪的肉体一般，开始发热。

  　喉奥へと伝う獣臭い唾液に入り混じる液体は、胎へと納めた途端に、ユキの肉体をまるで犯すかの如く、熱を発し始めていた。

  

  “啊，❤️。”

  「ああんっ❤️」

  

  昨晚被灌注到下腹部的龙鬼之子，仿佛在呼应着那热度，主张着它的存在。

  　昨晩に注がれ、下腹部に収められた龍鬼の子種が、まるでその熱に呼応するかの様にして、その存在を主張している。

  

  难以忍受的热度渐渐环绕着阿雪的整个身体，也渐渐夺去了她的思考。

  　耐え難い程の熱は、次第にユキの身体全体を巡り、徐々に彼女の思考さえ奪い去る。

  

  “没关系，有爸爸陪着。”

  「大丈夫だ。父さんがついているからな」

  

  龙鬼用温和的声音安抚着从娇艳的嘴唇上发出恼人的甜美娇声，像被热炒了一样粗鲁地吐着气的阿雪。

  　艶かしい唇から悩ましげな甘い嬌声を零し、熱に浮かされたかの様に荒い吐息を漏らすユキを、穏やかな声で宥める龍鬼。

  

  自己事先把鬼人族世代相传的秘药含在嘴里，用嘴把药灌进阿雪的口腔。

  　鬼人族に代々伝わる秘薬を予め己が口に含み、口付けにてユキの口腔内へと流し込んだ次第である。

  

  当然，阿雪早就听说自己要把那样的东西放进体内，所以才忍耐了一段时间。

  　無論予め、自らがその様な代物を体内へ迎え入れることを聞き及んでいたユキは、だからこそ暫くの間耐え忍ぶことができた。

  

  但是，从她的样子来看，事情发展到这个地步，似乎已经到了极限。

  　しかしながら、彼女の様子から窺うに、ことここに至っては、最早限界を迎えている様に見受けられる。

  

  “爸爸❤️”

  「お父様ッ❤️」

  

  直到现在她勉强维持的理性的枷锁松开了，阿雪任凭发自内心的情绪如吼叫般咆哮着。

  　今までなんとか保たれていた彼女の理性のタガが外れ、叫ぶ様に心底から湧き上がる情動に身を任せたユキの咆哮が轟いた。

  

  宛如被拦下的浊流，闪耀着令人目眩的纯白魔力的奔流，从她的肉体溢出。

  　堰き止められていた濁流の如き、眩いばかりの純白に輝く魔力の奔流が、彼女の肉体から溢れ出る。

  

  即使常人也能纳于视觉的程度纯度高的高浓度的魔力，被色浓可视化。

  　常人でも視覚に納めることができる程に純度の高い高濃度の魔力が、色濃く可視化されている。

  

  化为雾状笼罩在阿雪身上的那个，逐渐化为她美丽的美貌。

  　霧状となってユキの身に纏われていたそれは、次第に彼女の美しき美貌へと収束する。

  

  龙鬼对这强烈魔力的闪耀毫不在意，丝毫不为所动，突然拨开阿雪的刘海。

  　その強烈な魔力の煌めきにもなんら意に解することのない龍鬼は、微塵も動じることなく、不意にユキの前髪を掻き分ける。

  

  于是，在那里，形成了由高密度魔力定做的、耀眼的纯白的美丽的角。

  　するとそこには、高密度の魔力から誂えられた、眩いばかりに純白に輝く、美しき角が形成されていた。

  

  龙鬼低头看着呼吸依然急促的阿雪，抓住了她头上那只小巧可爱的角。

  　未だ荒い呼吸で息を繋ぐユキを見下ろした龍鬼は、彼女の頭部へと顕現したその、こじんまりとした可愛らしい角を掴む。

  

  “啊❤️。”

  「ひゃっ❤️」

  

  虽然很不礼貌，但从被随意鹫抓的自己的角传达出来的酷似快感的感觉，让阿雪浑身颤抖。

  　不躾にも、無造作に鷲掴みにされた自らの角から伝えられた、快感とも酷似した感覚に、その身を震わせるユキ。

  

  与此相对，龙鬼将半透明的光芒收进手中，用力捏住自己粗糙的手指。

  　対して半透明ながら煌めくそれを手中へと納めた龍鬼は、己の無骨な指に力を込めた。

  

  “啊❤️。”

  「ああっ❤️」

  

  突如其来的压迫感让阿雪发出一声娇滴滴的娇声，身体痉挛得比刚才更厉害。

  　唐突に与えられた圧迫感に、それでも甘い嬌声をあげたユキは、先程よりも殊更に大きく身体を痙攣させた。

  

  “有点疼。”

  「少し痛むぞ」

  

  龙鬼把脸凑近她的耳边，平静地说出忠告后，一口气握紧了拳头。

  　彼女の耳元でへと顔を近づけて、穏やかな声色で忠告を述べた龍鬼は、一息に拳を握りしめる。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんッ❤️」

  

  于是，他手中的阿雪的角，很容易就崩坏了。

  　すると当然ながら彼の手中にて納められていたユキの角は、その身を容易く崩壊させることと相なった。

  

  “啊❤️❤️”

  「ああっ❤️んんっ❤️んッ❤️」

  

  被龙鬼破坏了的鬼人族的象征的角，那个瞬间使其身体变成了纯白闪耀的粒子。

  　龍鬼により破壊されてしまった鬼人族の象徴たる角は、その瞬間にその身を純白に輝く粒子へと変貌させた。

  

  变成宛如雪花结晶般美丽身姿的它，在夜色中化为露水消失了。

  　まるで雪の結晶の如く美しい姿へと変じたそれは、夜闇に溶け込みかの様にして露と消えた。

  

  “啊❤️。”

  「ああッ❤️」

  

  阿雪目睹了这无情的景象，当场跪倒在地，海水从秘部喷涌而出。

  　その無情なる光景を目の当たりとしたユキは、無様にもその場に平伏し、秘部から潮を噴き散らかしていた。

  

  悲惨而卑微地伏在地上的她，身体剧烈地痉挛着，迎来了自己的巅峰。

  　惨めにも卑しく、地面へと伏した彼女は、自らの肉体を大きく痙攣させて、絶頂を迎えていたのだ。

  

  在观众的注目中，发出下流的水声，壮观到极点的阿雪，露出因快乐而松弛的美貌。

  　観衆の注目が集う最中、はしたなくも卑猥な水音を立て、壮大に果ててしまったユキは、快楽により弛緩した美貌を覗かせている。

  

  他幼小的身体受到了强烈的快感，甚至被比自己强大得多的雄性征服了。

  　その幼き身に余る強烈な快感を与えられ、あまつさえ自らよりも遥かな強者である雄に、完全に屈服させられてしまった。

  

  回顾自己如此凄惨的模样，感到了一种强烈的喜悦。

  　そんな惨め極まる無様な姿を晒している自らを顧みて、殊更に強烈な喜悦を覚えていた。

  

  尊严被贬低的结果，连自己最重要的证据都被剥夺了，阿雪被涌上心头的耻辱吓得浑身发抖。

  　尊厳を貶められた挙げ句の果てには、自身の大切な証さえ奪われてしまったユキは、湧き上がる恥辱にその身を震わせる。

  

  作为鬼人族的矜持已经消失的她，毫无顾忌地露出了纯白的后背。

  　鬼人族としての矜持など既に消失させられた彼女は無様にも、その純白の背中を晒していた。

  

  对自己的父亲体无完肤地屈服，狼狈地跪倒在地，这等于是把自己的身体完全奉献出去。

  　自らの父に対し完膚なきまでに屈服し、無様にも這いつくばり平伏する姿は、自身の身を完全に捧げることに他ならない。

  

  “爸爸❤️”

  「お父様ぁ❤️」

  

  阿雪跪在地上，对龙鬼谦恭地低语，语气中带着几分谄媚。

  　土下座の姿勢を晒したままに、龍鬼へと謙るユキは、多分に媚びを含む甘い声色で囁きを零した。

  

  她在头顶上仰视龙鬼，向这位支配自己的伟大雄师表示忠诚。

  　上目遣いで龍鬼を、頭上にて仰ぎ見る彼女は、自身を支配する、偉大なる屈強な雄へと、その忠誠を示したのであった。

  

  这是一幅极其颓废的景象，明确地表现了拥有钢铁般强健体魄的伟大雄性和只会向男人献媚的柔弱雌性之间的上下级关系。

  　鋼の如き鍛え上げられた強靭な肉体を誇る偉大なる雄と、男に対して媚びを売ることしか能がない、か弱き脆弱なる雌との上下関係を明確に表している、酷く退廃的な光景であった。

 
  喪失

  丧失

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  同一天，两人在位于神殿中央的石造讲台上举行婚礼。

  　同日、場所を同じくして神殿の中央へと位置して設けられた、石造の壇上にて婚礼の儀式を交わす二人である。

  

  在场的男女老少混杂在一起，被两人所展开的反常景象吓得屏住呼吸，失去了意识。

  　同所へと共に居合わせている、老若男女入り混じった観衆となる人々は、二人が繰り広げる倒錯的な光景に息を呑み、意識を奪われていた。

  

  龙鬼将阿雪作为鬼人的尊严破坏得体无完肤，俯视着因快感而颤抖的她。

  　ユキの鬼人としての尊厳を完膚なきまでに破壊してみせた龍鬼は、快感に打ち震える彼女を見下ろしている。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんッ❤️」

  

  龙鬼突然单手捧起阿雪的下巴，毫不客气地强行吻了她那迷人的美貌。

  　不意にユキの顎を片手にて持ち上げた龍鬼は、その蕩けた美貌へと、なんの断りもなく、強引に口付けた。

  

  “恩❤️秋❤️来❤️”

  「ん❤️ちゅる❤️れぇ❤️」

  

  被不礼貌粗暴地吞噬嘴唇的阿雪，连抵抗都没有了，把龙鬼的厚舌头吞进了嘴里。

  　不躾にも乱暴に唇を貪られてしまうユキは、最早抵抗すらままならず、龍鬼の分厚い舌を口腔内へと受け入れる。

  

  带着达观的恍惚表情，把龙鬼的兽味唾液迎进自己的口内。

  　諦観の伴う恍惚とした面持ちで、龍鬼の獣臭い唾液を自らの口内へと迎え入れる。

  

  滚烫的感觉传到喉咙深处，阿雪感到自己的下腹部有一股甘甜的痛楚。

  　熱いそれが喉奥へと伝う感触に対し、自らの下腹部へと甘い疼きを覚えたユキ。

  

  “真了不起，你挺过来了。”

  「偉いぞ。よく耐えたな」

  

  龙鬼对陶醉其中的阿雪称赞道。

  　陶酔したかの様に、だらしなくもその絶世の美貌を弛緩させたユキへと、龍鬼の称賛の言葉がかけられた。

  

  阿雪用如此平静的声音低语，沉浸在从自己身体深处涌起的快感中，表现出谦恭的样子。

  　そんな穏やかな声音での囁きを与えられたユキは、自らの身体の底から湧き上がる快感に耽溺したままに、謙る様子を見せた。

  

  “嗯❤️爸爸❤️我最喜欢❤️”

  「んんっ❤️パパぁ❤️大好き❤️」

  

  她全身心地投入到充满幸福感的生活中，任凭内心涌起的情感如泉涌般涌向龙鬼。

  　身を包む多幸感に身を委ねた彼女は、湯水の如く己の内から湧き上がる情動のまま、龍鬼へと身を侍らせた。

  

  被粗鲁的手指抬着下巴的阿雪，称赞着她那无比美丽的纯白美貌和松弛的微笑。

  　無骨な指で顎を持ち上げられたままのユキは、その際立つほどに美しい純白の美貌へと、弛緩した微笑を称えている。

  

  她有着无人能及的美丽、罕见的与世隔绝的美貌，能让人感受到压倒性的骇人的魔性和强烈的性感。

  　その他者の追随を許さぬほどに美しい、類稀なる隔絶された美貌故に、圧倒的なる凄まじい魔性の、強烈なまでの色香が見受けられる。

  

  但是，平时那文雅的举止，到现在看不见了，好像消失了。

  　しかしながら、平素からの上品な立ち振る舞いは、現在に至っては見る影もなく、失われて見て取れる。

  

  虽然阿雪不知不觉地在众多观众面前愚蠢地暴露出如此不堪的姿态，但她的意识却被断断续续的快感所吸引。

  　不覚にも大勢の観衆の面前にて、この様な無様な姿を、愚かしくも晒してしてしまっているユキであるが、彼女の意識は断続的に与えられる快感に向けられている。

  

  看到阿雪和龙鬼在交换仪式上的痴态，所有人都被迷住了，没有一个人例外地被迷住了。

  　ユキと龍鬼が交わす儀式における痴態を眺めては、誰もが意識を奪われて見受けられ、一人として例外なく魅了されていた。

  

  从巫女服中隐约可以看到丰满的双丘，如果是长相正直的年轻雄性，一定会垂涎三尺。

  　巫女服から僅かながらに覗ける豊満な双丘を目の当たりとしては、真面な若い雄であれば、垂涎も必至。

  

  在这里，每个人都仿佛成了俘虏，在来到这里之前，为了满足自己游山玩水般的求知欲，个个心驰神往。

  　最早虜となって見受けられるこの場にて居合わせている人々は、同所へと訪れる前までは、物見遊山的な知的好奇心を満たすべく心躍らせていた。

  

  但是，到了婚礼仪式开始的这里，目睹了那压倒性的魔性的光景，刚才抱着的干劲也失去了。

  　だが、婚礼の儀式が始まったここ事に至り、その圧倒的なまでの魔性的な光景を目の当たりとした事で、先程まで抱いていた意気込みも失われて見受けられる。

  

  尤其是处于繁殖期的年轻男人们，更是忍不住咽口水。

  　特に繁殖期である若い男達からすれば固唾を飲み下さずにはいられまい。

  

  刚才还在绞尽脑汁思考的他们，看到美貌少女痴态尽露的光景，状态就完全不同了。

  　つい先程までは頭部で思考を巡らせていた彼等であったが、美貌の少女の痴態が晒されている光景を目撃しては、状態を異にしていた。

  

  用自己那高耸入云的下半身愚蠢地思考问题。

  　天を衝くかの如く雄々しく屹立させた己の下半身にて愚かくも、物事を考える様になってしまっている有様である。

  

  然而，无常的是，对于自己所仰望的顶级雌性的肌肤，他们并没有触摸的权利。

  　しかしながら、無常にも彼等は、己が見上げている極上の雌の肌に対し、触れる権利を持ち合わせていない。

  

  他们对这种不自量力、若无其事的阿雪投以羡慕的目光，对残酷的事实咬牙切齿。

  　そんな身の程知らずにも、あられもない姿を晒すユキに対し羨望の眼差しを向けている彼等は、残酷なるその事実に歯嚙みする。

  

  他们露出不甘心的表情，只能悲惨地含着手指，望着嘴唇被贪婪吞噬的阿雪的痴态。

  　悔しげな表情を浮かべた彼等は惨めにも指を咥えて、唇を貪られているユキの痴態を眺めている他にない。

  

  除了台上的两个人，谁都不甘心的观众的热情，尤其伴随着异样的重量。

  　壇上の二人を除いて、誰もが悔しい同所における観衆の熱量は、殊更に異様な重量さえ伴って見受けられる。

  

  从强烈的情景中产生的作为雄性的难以抗拒的本能，使他们的情绪无限高涨，侵蚀着他们的理性。

  　強烈な情景から生じる雄としての抗い難い本能が際限なく湧き上がる情動を昂らせ、彼等の理性を蝕んで見て取れる。

  

  但是，在这种场合，没有人会鲁莽地去挑战在武斗会上显示出巨大力量的龙鬼。

  　だが、この場において無謀にも、武闘会においてその絶大なる力を示した龍鬼へと、挑み掛かる様な愚を冒す者は存在しない。

  

  龙鬼与作为鬼人的血脉代代相传、出身于首屈一指的名门望族的风贺，展开了殊死搏斗，最终取得了胜利，毫发无损。

  　脈々と鬼人としての血を受け継いできた、随一の名家出身であるフウガと、死闘を繰り広げた挙句、傷一つ負わずに勝利を納めた龍鬼。

  

  据说他是这个村子里其他家望尘莫及的、拥有顶峰地位的有力名家的下一任户主。

  　この村において他家の追随を許さぬまでに頂点を誇る有力な名家の、次期当主とまでまことしやかに謳われているフウガ。

  

  龙鬼就像驱赶飞虫一样轻松地对待他，在这个村子里，大部分人都认为他是怪物。

  　そんな彼を、まるで羽虫を払うかの如く、容易くあしらって見せた龍鬼はこの村における大半の人々から、化け物として認識されていた。

  

  在这个场合，没有一个蠢人会把勇气和鲁莽混为一谈，向他提出超越常人的挑战。

  　その様に、人外をも凌駕して見せた彼へと決闘を申し込む様な、勇気と無謀を履き違えた愚者は、この場には居合わせていなかった。

  

  正因为如此，她才瞪大眼睛，仿佛要把这一切烙印在脑海里似的，凄惨地凝视着台上举行的婚礼仪式。

  　だからこそ、脳裏へと焼き付けるかの如く瞳を見開き、壇上にて行われる婚礼の儀式を、惨めにも食い入る様に見つめていた。

  

  他们只能仰视阿雪他们的样子，连可怜都不为过。

  　無様にユキ達を仰ぎ見ることしかままならない彼等の姿は、最早不憫とすら称しても、なんら差し支えなく見て取れる。

  

  虽然悲惨，却暴露出痴态，却引来无数目光，无论好坏都引人注目，这大概是因为阿雪的绝世美貌吧。

  　惨めながらも痴態を晒して尚、多くの視線を向けられ、良くも悪くも注目を集めてしまうのは、ユキの絶世なる麗しき美貌が所以だろう。

  

  “……❤️。”

  「‥うぅ❤️」

  

  与此相对，在这样的讲台上，她露出了不像平时那样端庄的举止，混杂着喜悦，呻吟着。

  　対してそんな壇上にて、平素より淑やかな振る舞いを垣間見て取れる彼女らしからぬ様子を晒す姿を、喜悦が入り混じる呻めきを漏らして眺めている者がいる。

  

  还留在原地的冰华，站在离讲台最近的最前排观众中间，注视着两人的仪式。

  　未だ同所へと身を留めている氷華は、壇上より最も近い最前列の観衆の最中にて、二人の儀式を見据えていた。

  

  她那连成人都没迎来的稚嫩可爱的美貌，脸上浮现出的表情，似乎包含着苦恼。

  　成人も迎えていない程の、齢幼く可愛らしい美貌に浮かべられた表情には、多分に苦悩が含まれて見受けられる。

  

  但是，她露出的表情中包含着不亚于那种感情的喜悦，多少让人觉得有些可怜。

  　しかしながら、その感情に負けず劣らずの嬉々とした感情も孕んで見て取れる面持ちを晒しているのは、何処か不憫にすら窺える。

  

  在这相反的情绪的夹缝中，在充满苦涩的胸中产生了难以抗拒的冲动，冰华被这一冲动所驱使。

  　その相反する情動の狭間で、苦渋に満ちた胸中で生まれた、抗い難い衝動に身を突き動かされる氷華。

  

  在她的视野中，自己的青梅竹马被折服的情景，让她产生了极大的背德感。

  　彼女の視界へと納められた、自らの幼馴染が屈服させられる光景は、大いに背徳的な感慨をもたらしていた。

  

  受到强烈的倒错感的冰华，狼狈地跪倒在地，被从秘部喷涌而出的雪花夺去了意识。

  　強烈な倒錯感に見舞われた氷華は、無様にも地へと平伏して、秘部から潮を噴き散らかすユキの姿へと意識を奪われている。

  

  冰华睁大眼睛，目不转睛地注视着她，仿佛连眨一下眼睛的时间都不舍得花，这使她引以为傲的美貌更加引人注目。

  　瞬きをする時間さえ惜しいとでも言わんばかりの必死の形相で瞳を見開き、視線を釘付けにする氷華の姿は、彼女の誇る美貌を殊更に目立たせる。

  

  然而，就连她那张堪称恶魔的漂亮脸蛋，与现在站在讲台上的阿雪的性感相比，也显得差得很远。

  　しかしながら、悪魔的とまで称して差し支えない、その見目麗しい面立ちさえも、現在壇上にて無様を晒すユキの強烈なる色気と比較しては、格段に劣って見受けられる。

  

  “啊❤️啊❤️啊❤️”

  「あっ❤️ああ❤️ああ‥❤️」

  

  到此为止，已经完全完成了作为龙鬼的雌性蜕变的阿雪，将尚未成熟丰满的肢体，悲惨地绝顶的身姿暴露在观众眼前。

  　それ程まで既に、龍鬼の雌としての変貌を完全に遂げたユキは、未だ未成熟にして豊満な肢体を投げ出し、惨めにも絶頂した姿を観衆の眼前にて曝け出しているのだ。

  

  他举止粗俗，丝毫看不出品行不端，双腿分开，从私处流出的海水浸湿了身上的衣服。

  　品性の欠片すら見受けられない下品な振る舞いで両脚を開き、秘部から漏れ出た潮で、身に纏う衣服を濡らしている。

  

  即使隔着身上巫女服的布料也能看到阿雪的粗鲁，她看到自己悲惨的样子，感到了强烈的喜悦。

  　身に付けた巫女服の生地越しにでも見て取れる程に粗相を晒してしまったユキは、自らの惨めな姿に、強烈な喜悦を覚えていた。

  

  本来像自己这样年幼的少女，更像是巫女的人，竟然会有如此卑贱的反常情绪，对此她感到格外兴奋。

  　本体であれば自らの様な歳幼き身である年頃の乙女、増してや巫女ともあろう者が、この様に卑しい倒錯的な情動を抱いてしまっている事実に対し、殊更な昂りを感じていた。

  

  忍受不了难以抗拒的强烈冲动的阿雪，委身于袭来的快感，向龙鬼献上嘴唇。

  　抗い難い強烈な衝動に耐え兼ねたユキは、その身を襲い来る快感に身を委ね、龍鬼へと自ら唇を捧げている。

  

  虽然突然与冰华视线交错，但被龙鬼夺去嘴唇的雪，顺从地用舌头迎入口腔内。

  　不意に氷華と視線が交錯したものの、龍鬼に唇を奪われたユキは、従順に口腔内へと舌を迎え入れる。

  

  他斜眼看着已经订了婚约的青梅竹马，和自己的父亲龙鬼舌缠舌吻的样子，显得格外魔性。

  　婚約まで交わした幼馴染を横目に流し見て、自らの父である龍鬼と、濃厚に舌を絡ませ合う姿は、殊更に魔性の色香が見て取れる。

  

  比冰华强壮得多，以锻炼出的强韧肉体为傲的雄兽，可以看到阿雪的嘴唇被任意吞噬的样子。

  　氷華よりも遥かに屈強で鍛え上げられた強靭なる肉体を誇る雄へと屈強したユキは、されるがままに唇を貪られている姿が見受けられる。

  

  尽管作为鬼人的尊严都被贬低了，雪纯白的美貌却被恍惚的表情所点缀。

  　鬼人としての尊厳すら貶められたのにも関わらず、ユキの純白の美貌は恍惚とした表情で彩られていた。

  

  就连作为象征的角都被折断，被捏碎，被破坏了，也能看出他记得喜悦的样子。

  　象徴としての角さえをも折り砕かれ、握り潰されて破壊されてしまったことにさえも、喜悦を覚えている姿が窺える。

  

  冰华此时才明白，和自己一起长大的阿雪，早已经体无完肤地变成了雌性龙鬼。

  　氷華は自らと共に育ち過ごしてきたユキは、最早完膚なきまでに龍鬼の雌となってしまったことを、この場にて思い知らされた。

  

  她只能眼睁睁地看着绽放着纯白灿烂美貌的雪艳嘴唇，被龙鬼的厚舌无情地蹂躏的光景。

  　純白の輝かしいまでの美貌に咲いた、艶かしいユキの唇が、分厚い龍鬼の舌に、無慈悲にも蹂躙されていく光景をただ眺めていることしかできなかった。

  

  冰华虽然厌恶自己暴露在眼前的丑陋姿态，但还是睁大了眼睛，被眼前无常的景象所吸引。

  　そんな自らが晒す無様な姿に嫌悪しながらも、瞳を見開いた氷華は、無常にも眼前にて繰り広げられる光景に魅入られてしまっていた。

  

  被令人目眩的纯白少女的美貌烧尽了视网膜的背面，冰华把暴露在眼前的雪的身姿铭刻在脑海里。

  　眩いばかりの純白の乙女の美貌に網膜の裏を焼き尽くされ、目の前に晒されているユキの姿を脳裏に刻み込まれた氷華。

  

  那种绝望与狂喜混杂在一起的颓废和令人感到强烈背德的光景，给她带来了今后一生都无法忘记的冲击。

  　その絶望と狂喜が入り混じる、退廃的でいて強烈な背徳が感じられる光景は、今後一生忘れることができない程の衝撃を彼女へと与えていた。

  

  唯一值得欣慰的是，作为与龙鬼展开殊死搏斗的代价，风歌被迫静养了一段时间，她没有在场。

  　唯一の救いとしては、龍鬼との死闘を繰り広げた代償として、当分の安静を強いられている、この場に居合わせることのなかったフウガの存在だろうか。

  

  如果和他在一起，就不会像冰华一样近距离观看阿雪的仪式，而是早早地离开这里。

  　仮に彼と同所を共にしていたのであれば、流石の氷華とてこの様にしてユキの儀式を間近で眺めることなく、早々にこの場を後としたことだろう。

  

  但是，没有人知道自己如此悲惨的样子，在这里落脚的冰华，亲眼目睹了自己的未婚夫被夺走的瞬间。

  　だが、そんな惨めな自身の姿を知る者はなく、この場に留まる所に落ち着いた氷華は、自らの婚約者が奪われる瞬間を目の当たりとすることと相なった。

  

  与自己誓约未来的青梅竹马，竟然在比自己强大得多的雄师面前跪拜，这更让冰华感到了强烈的绝望。

  　将来を誓い合った幼馴染が無常にも、自身より遥かに強大な雄に平伏している姿は、殊更に氷華へと、強烈な絶望を与えていた。

  

  沉溺于与龙鬼的亲吻，充满幸福感的阿雪的美貌，早已不知道冰华在场。

  　未だに龍鬼との口付けに耽溺し、多幸感に満ちたユキの美貌は、最早氷華がこの場に居合わせている事など意に解していない。

  

  唾液从阿雪娇艳的嘴角溢出，顺着脸颊滴落到丰满的乳房上，留下淫荡的痕迹。

  　ユキの艶かしい唇の端から溢れた唾液が頬を伝い、豊満な乳房へと滴り落ちて、淫らにも跡を残す。

  

  水滴从饱满柔软的乳肉之间落下，透过纯白柔软的肌肤，可以看到艳丽的景象。

  　たわわに実った柔らかな乳肉の合間へと落下した雫は、その純白の柔肌を伝う、艶かしい光景が見て取れる。

  

  阿雪早已不把在场观众的视线放在心上，她尽情享受着混杂着喜悦的美貌。

  　最早この場に居合わせている観衆の視線など、なんら気にも留めていないユキは、喜悦入り混じる美貌を快感に蕩けさて見受けられる。

  

  男观众们目睹了飘荡着浓烈情色的阿雪的痴态，为这淫靡的光景屏住呼吸，咽了一口唾沫。

  　強烈な色香が漂うユキの痴態を目の当たりとした観衆の男達は、その淫靡な光景に息を呑み、固唾を飲み下した。

  

  在阿雪口腔内爬行的龙鬼的厚舌头，无情地蹂躏着她的口腔粘膜。

  　ユキの口腔内を這い回る龍鬼の分厚い舌が、無慈悲にも彼女の口腔粘膜を蹂躙する。

  

  被灌进口腔的野兽味唾液，阿雪并没有表现出任何抵抗，反而高兴地颤抖着身体吞咽。

  　獣臭い唾液を口腔内へと流し込まれたユキは、それに対しても、なんら抵抗を示すでもなく、寧ろ歓喜に身体を震わせて嚥下する。

  

  阿雪的脸颊被她那可爱的美貌染红，仿佛陶醉在喉咙深处的炽热感觉中。

  　喉奥へと過ぎる熱い感覚に対して、陶酔したかの如く、可憐にもその美貌を、頬を赤く染めるユキ。

  

  她如初雪般纯白的脸颊蒸腾着，连旁人都能看出来，她的情欲正在升腾。

  　彼女は、初雪の如き純白の頬を蒸気させ、傍目にも見て取れる程に、自らの情欲を昂らせていた。

  

  作为鬼人族的雌性本能，特别渴望眼前的龙鬼稍微孕育孩子。

  　鬼人族の雌としての本能が、眼前に佇む龍鬼のやや子孕むことだけを、只々殊更に渇望している。

  

  在无法抑制的难以抗拒的冲动下，刚才还保持着的理性出现了崩溃的征兆。

  　最早抑えが効かない抗い難い衝動に、先程まで保たれていた理性が崩壊の兆しを見せている。

  

  从身体深处如汤水般涌出的情绪，变成浊流，在整个肉体上奔涌。

  　身体の奥底から湯水の如く湧き上がる情動が、濁流となって、肉体全体を駆け巡る。

  

  再这样下去，它会毫不顾忌观众的视线，主动向龙鬼求欢。

  　このままでは、観衆の目の一切を憚ることなく、自ら龍鬼へと交尾を求めてしまいそうな程の勢い。

  

  龙鬼看准了阿雪的兴奋程度，发现了她的极限。

  　際限なく高められているユキの興奮の昂りの具合を見定めた龍鬼は、その限界を見て取った。

  

  “不管怎样❤️不管❤️父亲的儿子❤️请给yuki留个情面❤️”

  「どうか❤️どうかぁ❤️お父様の子種をっ❤️ユキにお情けをくださいませぇ❤️」

  

  正如预测的那样，情欲高涨到极限，理性崩溃的阿雪，在胸中涌动的欲望驱使下，恳求龙鬼。

  　見立て通り限界まで高められた情欲に理性を崩壊させたユキは、自ずと胸中に渦巻く欲望に赴くがまま、龍鬼へと懇願する。

  

  阿雪毫不避讳旁人的目光，将自己装扮成龙鬼，用娇媚的声音勾起鼻子，恳求道。

  　なんら人目を憚ることなく、龍鬼へとしなだれかかるユキは、鼻にかかった甘く媚びた声色で嘆願の意を示した。

  

  龙鬼看到她身上洋溢着浓郁的性感，觉得现在正是时机。

  　そんな彼女の強烈な色香を身に纏いし姿を目の当たりとした龍鬼は、現在が頃合いであることを見て取った。

  

  龙鬼环视着围在台上的观众，意识到他们无限亢奋的本能已经到了极限。

  　壇上を囲う様にして周囲に集う観衆の人々へと睥睨するかの如く、視線を巡らせた龍鬼は、彼等の際限なく昂る本能が限界を迎えている塩梅を悟る。

  

  龙鬼意识到，如果继续和阿雪待在一触即发的地方，可能会引发暴动。

  　これ以上ユキと共に、一触即発な雰囲気が垣間見受けられる同所へと留まっていては、暴動が起こり得るやもしれぬことを見定めた龍鬼。

  

  “啊❤️。”

  「きゃっ❤️」

  

  龙鬼突然绕到阿雪的腰边，他那强壮的手臂一口气将她的身体抬起。

  　唐突にユキの腰元へと回された龍鬼の逞しい腕が、一息に彼女の肉体を持ち上げる。

  

  “我会好好疼爱你的。”

  「寝屋でたっぷりと可愛がってやる」

  

  龙鬼紧紧抱着阿雪强壮的胸脯，在阿雪耳边说，他的声音略带野性。

  　そのまま逞しい胸板へと抱き寄せた龍鬼は、ユキの耳元で男らしくも、野生的な低い声色を露わとした。

  

  “啊❤️爸爸❤️非常棒❤️”

  「はぁい❤️お父様ぁ❤️とってもすてきですぅ❤️」

  

  阿雪陶醉于他隆起的肌肉的触感，将脸埋进强壮的胸膛。

  　そんな彼の隆起した筋肉の感触に恍惚とした美貌を蕩けさせ、逞しい胸板へと顔を埋めるユキ。

  

  一名女佣在一旁观察着两人的情况，像在前面带路似的，把他们带到卧室。

  　そんな二人の様子を見守っていた女中の一人が、彼等を先導するかの様にして、寝屋へと案内する。

  

  冰华亲眼目睹了前往神殿最深处的那个特别定做的地方的雪的身影，身体僵硬。

  　神殿の最奥へと特別に誂えられたその場所に向かうユキの姿を目の当たりとした氷華は身を硬直させる。

  

  就像被缝在那里一样，动弹不得。

  　まるでその場へと縫い止められてしまったかの如く、身動きすらままならない始末である。

  

  阿雪顺从地被龙鬼抱着，无常地被带走，冰华无力地目送她离去。

  　従順にもされるがままに龍鬼に抱き抱えられ、無常にも連れ去られるユキの姿を、無力にも無様に、見送るしかなかった氷華。

  

  冰华的亲生父亲夺去了自己心心念已久的青梅竹马阿雪，就在这一瞬间，她失去了仅存的矜持。

  　惨めにも懸想していた幼馴染のユキを、彼女の実の父に奪い去られてしまった氷華は、たった今この瞬間にて、僅かばかりに残っていた矜持の全てを失うことと相成った次第であった。
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  她依然在同一个地方，一屁股坐在地上，就像个年幼的少女一样，坐在那里的她，已经看不出有什么不被人注意的样子了。

  　時を同じくして変わらず同所にて、ペタンと地面へと尻もちをつき、まるで年幼い少女の様に、女の子座りを晒す彼女からは最早人目に構った様子は見受けられない。

  

  他毫不顾忌观众的视线，茫然地睁大眼睛，仰视着台上的二人，那虚幻的美貌加上庇护欲，简直令人神往。

  　観衆の視線を憚ることなく、茫然と瞳を見開き、壇上の二人を仰ぎ見る姿からは、その儚い美貌も相まって庇護欲すら唆られる光景だ。

  

  看到冰华的身体呈内八字瘫倒在地，突然有人上前搭话。

  　内股となりその場に崩れ落ちた氷華の姿を目の当たりとして、不意に声をかける者の姿が見受けられた。

  

  “小姐，你在这种地方怎么了?”

  「お嬢さん、こんな所でどうしたのかね？」

  

  对于突如其来的这句话，冰华的视线自然而然地投向前方，伫立着一个不知是谁的上了年纪的男人。

  　唐突に与えられた言葉に対し、自ずと氷華の視線が向けられた先に佇んでいたのは、だれかも知れない年配の男。

  

  从夜色中若隐若现的上半身看不出他的表情，但从他那充满丑恶企图的声音中，可以窥见他邪恶的本性。

  　夜闇に紛れて見受けられる上半身からは、表情こそ窺えないまでも、その醜悪な下心が透けて見える声色からは、邪悪な本性が垣間見て取れる。

  

  “门多先生……”

  「モンド先生‥」

  

  然而，冰华眯起眼睛凝神细看，最终准确地识破了伫立在自己眼前的对方的真面目。

  　しかしながら瞳を細めて殊更に目を凝らした氷華は、自らの眼前に佇む相手の正体を、正確に看破するに至る。

  

  冰华看到他那张长相不佳的脸，产生了一种生理性的厌恶。

  　彼のあまりにもよろしくない造りの顔面を目の当たりとした氷華は、それだけ生理的な嫌悪を覚えた次第である。

  

  对于一个好歹是出于良心而假装善良的中年男子，这是一种极其残酷的态度。

  　曲がりなりにも良心から声をかけた風に善人を装っている中年男に対し、酷く残酷極まるあんまりな態度であった。

  

  但是，这一切都是因为他的长相，长得丑而造成的不合理。

  　だがそれもこれも、彼の顔面事情が訴る、不細工具合が災いしての不条理が所以。

  

  将被脂肪覆盖的丑恶肉体纳入视野的冰华，虽然没有暴露出他那无常的脆弱感，但他的内心却无法平静。

  　脂肪に覆われた醜悪なその肉体を視界へと納めた氷華の、無常にも抱いた寸感こそ、露呈されることはないものの、その心中はなんら穏やかでない。

  

  从他那罕见的美貌被扭曲，皱着眉头的表情中可以看出，这个男人的遗传基因无论如何都绝对不会消失。

  　その類稀なる美貌が歪み、顰められている表情から察するに、この男の遺伝子だけは何が何でも絶対に残してなるものか、と言った所。

  

  冰华心中嘀咕的感慨，无常的谩骂，残酷至极，他根本不可能知道。

  　そんな氷華の胸中にて呟かれた感慨を、無常なる罵倒での残酷極まる仕打ちなど、知る由もない彼である。

  

  不知道对丑女严厉的她的真实想法，勇敢地向她搭话的男人，正是这个村子里的学园引以为傲的最讨厌的老师。

  　殊更に不細工に厳しい彼女の本心などいざ知らず、勢い勇んで声をかけた男こそ、この村の学園が誇る、嫌われ者の教師筆頭。

  

  对，被绝望所压倒，对暴露了虚幻的绝世美貌的冰华搭话的不自量力的男人。

  　そう、絶望にうちひしがれ、儚き絶世の美貌晒していた氷華へと声を掛けるに至った身の程知らずな男。

  

  那个人，就是隐瞒什么，让自己和阿雪他们进入同样学园的蠢人。

  　その人物こそ、何を隠そうユキ達と同様の学園へと、その身を在籍させている愚者。

  

  了解他本性的人，都带着轻蔑的意思，这样称呼他。

  　その男の本性を知り及んでいる者は、皆軽蔑の意を込めて、この様にして呼んでいる。

  

  猪蒙多。

  　豚のモンド、と。

  

  之所以被冠以这个蔑称，是因为他的行动酷似一个吃剩饭的畜生。

  　この蔑称を名付けられるに至ったのは、一重に彼の取る行動が、殊更に残飯を漁る畜生に酷似していることが所以。

  

  但是，最近这种连畜生都不如的行为被揭露出来，学生之间的话题都在议论他那可疑的人性。

  　だが、昨今ではその畜生にも劣る行為が判明し、噂となった生徒間の話題では、まことしやかにその、疑わしい人間性を囁かれているそうな。

  

  他假装善良地接近情绪低落的女学生，结果受到了更大的伤害，最终招致了更大的恶评，这是奇迹的复合。

  　落ち込んでいる女生徒へと善人面をして近付いた挙げ句、更に傷付けることと相なっての、最終的には悪評を広められるという、奇跡の複合を成し遂げたことに起因していた。

  

  虽然蒙多与自己的外号同时拥有极其悲惨、极端的来历，但他拥有与常人一样的尊严。

  　あまりに惨めで、最低極まる由来を、己の異名に併せ持つモンドであるが人並みに尊厳は持ち合わせている。

  

  不，毋宁说，他那近乎溢出的强烈的自恋，是别人无法企及的。

  　否、寧ろその満ち溢れんばかりの強烈な自己愛は、他者の追随を許さぬ程殊更に、強大であった。

  

  遗憾的是，他被人取了一个本人不愿意取的外号，就算是他，也觉得很不情愿。

  　その様にして甚だ遺憾ながらに、本人の望まない異名が付けられるに至ったのには、流石の彼とて不本意に感じている様である。

  

  但是，鉴于他没有任何改善的余地，看来他永远失去了洗刷尚未到来的污名的机会。

  　しかしながら、なんら改善する余地すら見受けられない彼を鑑みるに、未だ訪れぬ汚名返上の機会は永遠に失われて見て取れる。

  

  有一段时间，在学生和父母的闲谈中，他总是成为众矢之的，臭名昭著的绰号经常成为话题。

  　暫し生徒等の親の交わす雑談の中でも槍玉として、悪名高いその異名が話題にて挙げられる程に有名人な、頭髪と共に老い先短い彼である。

  

  蒙德生来懦弱，加上沸点极低的暴脾气，导致他的寿命逐渐缩短。

  　生来の気の弱さと、あまりに沸点の低い癇癪持ちが相成って、その寿命を自ら減らしているモンドであった。

  

  正因为如此，他才会今天来这里寻找意气风发的迷途少女。

  　だからこそ今日も今日とて、意気揚々と迷える少女の物色を行いにこの場へと居合わせている次第であった。

  

  她摇晃着像木桶一样肥嘟嘟的身体，快活地拍打着丰满的小肚子。

  　樽の様にでっぷりと脂肪を携えた身を揺らし、豊かな下っ腹を景気良く叩いての声掛けである。

  

  敲打着丰满的腹部，演奏出只有大肚才会发出的重低音，响彻腹部深处。

  　豊かな腹肉を打ち付ける、太鼓腹ならではの、腹の奥底へと響き渡る様な、重低音が奏でられた。

  

  从丑陋的脂肪块中发出的低音的调音完美地传到了冰华的耳朵里，尤其使她的美貌扭曲。

  　醜い脂肪の塊から繰り出される、低音の調べは見事に氷華の耳へと聞き届けられ、殊更に彼女の美貌を歪ませる。

  

  当然，她也听过好几次眼前这个人的恶评。

  　無論彼女とて、目の前の相手の悪評など、幾度となく聞き及んでいた次第である。

  

  正因为如此，他才会鞭笞因生理性厌恶而僵硬的肉体，从反射性产生的敌意中摆好架势。

  　だからこそ、生理的嫌悪により硬直した肉体に鞭打って、反射的に生じた敵意から身構える。

  

  冰华露出警戒心，注视着带着邪恶笑容俯视自己的蒙多的身姿。

  　自らを邪悪な満面の笑みを浮かべて見下ろすモンドの姿を、警戒心も露わに注視する氷華。

  

  让多余的肉体脂肪弹起来，称赞乍一看很好的笑容，令人极度不快的男人。

  　余分に超えた肉体の脂肪を弾ませて、一見して人の良さそうな笑みを称えての、不快極まる男。

  

  被比自己优秀得多的强壮的雄兽夺去了青梅竹马的绝望所击垮的冰华。

  　幼馴染を自らよりも遥かに優れた屈強な雄に奪い去られた絶望に打ちひしがれていた氷華。

  

  最后，就像穷追猛打一样，那个猪蒙德又来了。

  　挙げ句の果てに、そこに追い打ちをかけるかの如く、例によって件の豚のモンドである彼の再来であった。

  

  他想把丑恶至极的中年那酒桶般丑陋肥美的肉体内隐藏的邪恶欲望释放出来。

  　醜悪極まる中年の、その樽の如き見苦しく肥えたに脂肪に覆われた肉体の内へと秘めたる邪悪な欲望を解放せんとする彼である。

  

  气势汹汹的满辞，那丑恶的兽欲清晰可见的蒙多登场了。

  　勢い込み満を辞して、その醜悪なる獣欲がありありと透けて見受けられる、モンドの御登場であった。

  

  比谁都俗气的他，为了发泄每天在学园生活中产生的郁愤，来到了这场婚礼仪式上。

  　誰よりも俗物であり物見高い彼は、日々の学園での生活を送るにあたり与えられる鬱憤を発散すべく、この婚礼の儀式へと訪れた次第である。

  

  为了治愈累积的疲劳而前往的这个场合，突然在视野的边缘捕捉到冰华的身姿，确认狂喜乱舞。

  　積み重ねられた疲労を癒すべくして赴いたこの場で際しては、不意に視界の端へと捉えた氷華の姿を確認し狂喜乱舞。

  

  按照他本人的说法，虽然会被强制做更多的工作，但既然上了名牌学校，就必须尽到教师的责任，这也是没办法的事吧。

  　本人曰く、更なる労働を強制されてしまうが、名門の学園へと籍を置く以上、教師としての責務を果たさねばならないのも致し方無し、といった具合だろうか。

  

  对于自己今后将要做的事，他在腐烂的心中找了一堆借口，心里有这样的感觉。

  　自身のこれから成す行いに対し、腐り切った胸中にて言い訳を並べ立てた彼は、その様な寸感を抱いた次第である。

  

  然后，就像在说什么有什么事一样，蒙德虽然是连眼泪都没流的盐梅冰华，却早早地向她走去。

  　そして、さもありなん、とでも言わんばかりに、未だ涙すら流していない塩梅の氷華であるにも関わらず、次期早々と彼女の元へと歩を進めるモンド。

  

  他意气风发地站在冰华身边，趁着不被不知是哪匹马的人打扰，他早早地说起了甜言蜜语。

  　意気揚々とした立ち振る舞いでもって、氷華の傍へと佇んでいる彼は、どこの馬とも知れぬ輩に邪魔されぬうちに早々に甘言を囁いて見せたのであった。

  

  平时在学校里总是显得很不正常的他，事到如今却能尽情地说些难听的话。

  　平素から学園にて無様な姿が見受けられる彼であるにも関わらず、事ここに至り、存分に気障な言葉を吐き出して見せる彼である。

  

  给了他一个绝好的机会，面对这种情况，蒙德试图摆脱每天重复的失态所带来的悲惨印象。

  　絶好の機会を与えられた彼は、この状況を受けて、日々の繰り返される失態から受ける惨めな印象の払拭を試みるモンド。

  

  这与甘于教师身份，在学校里挥舞公权的行为完全不同。

  　教師という立場に甘んじて、公権を振りかざす学園での行いからは、似ても似つかぬ立ち振る舞いであった。

  

  当然，作为不习惯的行为的代价，从他那夸张的声音中，可以窥见其中包含的邪恶的企图。

  　しかし当然ながら、慣れない行いの代償として無様にも彼の上擦った声色からは、多分に含まれる邪な目論みが垣間見て取れる。

  

  虽然愚蠢，但满脑子都在发泄自己邪恶至极的欲望。

  　愚かしくも己の邪悪極まる欲望を発散させる腹積りでいるモンドであった。

  

  丑恶的欲望驱使着他的下半身，他全身心地投入到涌出的强烈冲动中，向冰华伸出了手。

  　醜悪な欲望の赴くままに己の下半身へと血を巡らせた彼は、湧き上がる強烈な衝動に身を委ね、氷華へと手を伸ばす。

  

  对虚幻的美貌和茫然的表情称赞的少女，丑陋的巨汉的魔手迫近。

  　儚い美貌に茫然とした表情を称えた少女へと、醜悪な巨漢の魔の手が迫り来る。

  

  看到冰华毫无反抗的样子，蒙多扬起了因肥胖和赘肉而松弛的浅黑色脸颊。

  　抵抗を示さない氷華の姿を目の当たりたモンドは、でっぷりと贅肉で弛んだ浅黒い頬肉を吊り上げる。

  

  面对对自己有利的事态，他抑制不住从喉咙深处溢出的狂笑。

  　あまりに己に都合が良い事態に対し、喉奥から溢れる高笑いを抑えきれない彼である。

  

  虽然看起来懒懒散散的，但脖子周围无法支撑的皮下脂肪还是引起了双下巴。

  　だるんだるんに見苦しくも、首回りにこさえた支えきれなくなった皮下脂肪が、二重顎を引き起こしている。

  

  同样丑陋地膨胀着，显出柔软弹力的下腹部积蓄的腹肉，显得格外摇晃。

  　同様に醜く膨らんだ、大いに柔らかな弾みを見せている下腹部に蓄えた腹肉を、殊更に揺らして見受けられる。

  

  对于毫无顾忌地试图将观众的目光转移到这件事上的蒙多的愚蠢动作，等待者的声音轰然响起。

  　そうして観衆の目を、なんら憚る事なく事に及ぼうと試みたモンドの愚かしい動作に対し、待ったを掛ける者の声が轟いた。

  

  “站住!”

  「待てッ」

  

  听到强有力的静止的话语，蒙多的双眼布满血丝，他毫不在意地继续穷追猛打，身材高大，号称岩男。

  　力強い静止の言葉をかけられたモンドの血走った眼差しを受けて尚、なんら意に解する事なく更なる追い討ちをかける大柄な、岩男の如き体格を誇る男。

  

  “你……身为教师却对学园的学生出手，真是万死无疑。”

  「貴様‥教師の身であるにも関わらず、学園の生徒に手を出すなど万死に値する」

  

  本来在不同的场合也没有什么不自然的，但冰华看到自己的恶友，却惊愕地睁大了眼睛。

  　本来であれば場を異にしていてもなんら不自然ではない、自らの悪友の姿を目の当たりとして、驚愕に瞳を見開く氷華である。

  

  在雪和龙鬼举行婚礼的时候，冰华来到了这里。

  　ユキと龍鬼の婚礼の儀式を行うに当たり、この場へと赴いた氷華。

  

  那样的她，为了避开自己的同学们，当然也确认了二政的身影也曾造访过同一个地方的事实。

  　そんな彼女は、自らの級友等を避けるべくして、当然ながらにマサの姿も、同所へと訪れていた事実を確認していた。

  

  但是，冰华看准了他早早转身离开的样子，放心地叹了口气。

  　しかしながら、早々に踵を返しこの場を後とする彼の様子を見計らい、安堵のため息を溢していた次第であった氷華である。

  

  当初，冰华为了避免被恶友雅看到自己被夺去心心念的对象，而采取了行动。

  　当初は、自らがおめおめと、自身が懸想していた相手を奪われてしまう姿を、悪友のマサに目撃されるのは、なんとしてでも避けるべく動いた氷華であったのだ。

  

  正因为是这样的她，当她看到正雅跑到自己的穷途末路时，才会惊愕万分吧。

  　そんな彼女だからこそ、自身の窮地に駆けつけたマサの存在を目の当たりとしては、驚愕も一入だろうか。

  

  把同学们留在这里，一个人消失在黑暗中的雅纱出现在他的视野里，确实是确认过的冰华，所以无法理解他为什么会出现在这里。

  　級友等を同所にて残し、一人姿を夜闇へと消したマサを視界に納め、確かに確認した氷華であるから、何故に彼がこの場へと居合わせてしまったのかを理解できない。

  

  正如她所思考的那样，阿政本来就对这种庸俗化的政治毫不关心。

  　彼女の巡らせている思考の通り、本来この様な俗物的な政に対し、なんら関心を示さないマサである。

  

  他看起来甚至有些厌恶，但这次的想法却有所不同。

  　寧ろ嫌悪を覚えている節さえ見受けられる彼であるが、今回ばかりは、思う所を異にして見て取れる。

  

  在上次大规模召开的武斗会上，雅纱发现了拉拉队女郎模样的冰华，为了和她再次见面，她也前往了这里。

  　前回大々的に開催された武闘会にて、チアガール姿の氷華を確認したマサは、彼女との再開を果たすべく同所へと赴いた次第であった。

  

  他带着勇气和气势，来到了婚礼的会场。

  　勇ましくも勢い込んで、婚礼の儀の会場となるこの場へと足を運んだ彼である。

  

  但是，因为自己所在学校的同学们也在场，所以无法从嘈杂的人群中捕捉到冰华的身影。

  　しかしながら、己が通う学園の級友等も場を共にしていたために、あまりの人々の喧騒から氷華の姿を視界に捉えるには至らなかった。

  

  但是，好不容易被他收进眼里的冰华，却一屁股坐在地上，露出了丑陋的样子。

  　だが、ようやっとその眼中へと納めた氷華は、地面へと内股にて座り込み、無様を晒していた次第である。

  

  目睹了冰华可爱身姿的雅政，被她那令人产生庇护欲的美貌所散发出的魅力深深吸了一口气。

  　そんな氷華の可愛らしい姿を目の当たりとしたマサは、多分に庇護欲を誘う彼女の美貌から発せられている色香に息を呑む。

  

  在一瞬间的犹豫之后，自己的冲动驱使下，自然而然地来到了她身边。

  　一瞬の逡巡の後に、自然と己の衝動から突き動かされるがままに彼女の元へと赴いた訳である。

  

  在人群中，尤其在嘈杂的人群中穿行，额上满头大汗地跑到这里来。

  　そうして、観衆の只中とあって、殊更に喧騒が騒がしい雑踏の中を縫う様にして、額に汗描きこの場へと馳せ参じたマサであった。

  

  “什么?我怎么会做那种坏事?我、我只是想作为大人保护她而已!”

  「なッ、私がその様な邪な事に及ぶなどあり得んわッ。わ、私はただ大人として、彼女を保護しようとしていただけだッ」

  

  面对政宗意想不到的追问，蒙德有些动摇，但立刻高声掩饰。

  　思いがけないマサからの追及に不意を打たれ、些かの動揺を露わとしたモンドであったが、即座に声も高らかに取り繕ってみせる。

  

  伊达平日里对学园的学生，安于教师的立场，不占上风。

  　伊達に常日頃から学園の生徒に対し、教師という立場に甘んじて、幅を利かせていない。

  

  如今，他让长年盘踞的地位说话，蛮横的态度引人注目。

  　昨今では、長年居座ってきた地位に物を言わせての、横暴な態度が目立って見受けられる彼である。

  

  只有在学院里，他才能对一小部分人发威，但在这个场合，他就不行了。

  　学園でこそごく一部の者に対してこそ勢いづくことができる彼であるが、この場に置いてはその限りではない。

  

  步入中年已久的他，也差不多到了初老的时候。

  　中年を迎えて久しい彼は、そろそろ初老へと差し掛かる頃合い。

  

  正因为如此，为了治愈自己无法满足的欲望，他才极力寻求邂逅。

  　だからこそ、己の満たされることのない欲望を癒すべくして、大いに出会いを求めていた次第であった。

  

  他唯一迫切的想法，就是和自己工作的学校里的学生交往，甚至结婚。

  　己の勤め先である学園の生徒との交際を目論み、結婚まで至ることだけが、彼の切実なる唯一無二の想いである。

  

  直到现在，我都没有遇到过什么好事情，所以在步入老年之后，我所希望的，是迄今为止痛苦人生中最后的希望。

  　現在に至るまでに、碌な目に遭ってこなかったが故に老年に差し掛かった末に願う、これまでの世知辛い人生における最後の希望。

  

  按照他自己的说法，说不定能和比自己年轻两圈甚至更多的学生进行肉体接触。

  　本人曰く、もしかすれば己よりも二回り、或いはそれ以上の若い生徒と、肉体を重ねることができるやもしれぬ。

  

  在与政宗对峙的过程中，刚才他心中所怀有的那种轻率感已经荡然无存。

  　そんな彼の先程まで胸中へと抱いていた寸感は、マサと対峙することと相なったことここに至っては、失われて見て取れる。

  

  他的优点是，与岁月的功劳成正比，他的自尊心已经膨胀到无法挽回的地步。

  　無駄に重ねたその年の功に比例する様にして、後戻りができない程に肥大化した自尊心だけが彼の取り柄である。

  

  这也是他平时对比自己地位高的人辩解的结果。

  　それも平素から、自らよりも目上の立場の者に対し、並べ立てている言い訳が功を奏しての返答であった。

  

  这也许是只有平时更加注意自己举止的他，才会有几分神气的本领吧。

  　普段よりその様な立ち振る舞いを心掛けている彼だけが成せる、幾分か神がかって見て取れる芸当だろうか。

  

  但是——

  　だが─

  

  “是吗?那真是失礼了。那之后的事就交给我吧。她也是我的朋友，我也知道她的脾气，这样我才放心吧。”

  「そうか、それは失礼した。であれば後は任せてくれ。彼女も友人であり、気心が知れている俺の方が安心するだろう」

  

  听了他那堪称神技的话语，政宗那张精悍的脸纹丝不动地回应道。

  　その様な神業と称してなんら差し支えない彼の言葉を受けたマサは、その精悍な顔立ちを微動だにさせることなく応じてみせる。

  

  他的提议就像抢了先机一样，无意中反了门多的说辞。

  　まるで機先を制するかの如く、彼の繰り出した提案は、意図せずしてモンドの並べ立てた言い分を逆手に取る様な内容である。

  

  只有这次和平时的情况不同，mond的说话声很好听，但与政宗对峙时，部也会被人看得很坏。

  　今回ばかりは平素とは状況が異なり、モンドのよく回る二枚舌も、マサと対峙しては部が悪く見受けられる。

  

  没错，与隐瞒什么的蒙多相对的雅政这个人物，比谁都厌恶欲望强烈的俗不可耐的权力者这种恶劣性质的人。

  　そう、何を隠そうモンドと相対するマサという人物は、欲深い俗物の権力者という性質の悪い者を、誰よりも殊更に嫌っていた。

  

  特别是那些一脸平静，对比自己更弱小的人挥舞公权，表现出半途而废的小人物。

  　特に、平気な顔をして自らよりも弱い立場の者に対し、公権を振りかざす様な、中途半端な立ち振る舞いを見せる小物。

  

  对这种俗不可耐的典型坏人，抱有超乎寻常的强烈轻蔑。

  　そんな俗物を絵に描いた様な典型的な悪人に対し、並々ならぬ強烈な軽蔑の念を抱いていた。

  

  这大概是在形容现在进行时，无法靠近眼前，孤零零地伫立在那里，内心无法平静的蒙多吧。

  　それは正に、現在進行形にて眼前へと寄るべもなく、処なさげに佇み、内心では心中穏やかでないモンドを形容しての事柄だろう。

  

  不，阿政平时就对他投以轻蔑的眼神，即使他说发自内心地憎恶他，也无妨。

  　否、心底から憎悪していると称しても、なんら差し支えない程に、平素より彼へと侮蔑の眼差しを向けていたマサである。

  

  正因为如此，不幸的是陷入了听不清蒙多的辩解的事态。

  　だからこそ、不運にもモンドの言い分は聞き届けられない事態へと陥っている次第であった。

  

  他不认为自己会集学院大部分人的反感于一身。

  　まさか学園の大半からの反感を、己が一身に受けているとは思わない彼である。

  

  鉴于他平日里横行霸道的行为，这件事让他感到厌恶，并不是什么不自然的事情。

  　常日頃から見受けられる横暴な立ち振る舞いから鑑みて、忌み嫌われている事態、なんら不自然ではない顛末である。

  

  然而，从不自我反省的蒙德，完全没有考虑到这些学生的微妙之处。

  　しかしながら、なんら自らを顧みることのないモンドには、その様な生徒の機微に対し、皆目検討もつかなかった。

  

  他的骗术只适用于比自己地位高的人，面对眼前的政宗，他的骗术并不仅限于此。

  　凡そ自らよりも目上の立場の者に対してだけ、殊更に効果を発揮されて見て取れる彼の詐術は、眼前のマサを相手としてはその限りではない。

  

  蒙德不可能知道这样的情况，对他意想不到的提议措手不及，有些狼狈地说不出话来。

  　その様な事情を知る由もないモンドは、思いがけない彼の申し出に対し虚を突かれ、些か狼狽した様子で続く言葉を失った。

  

  刚才他大声说出了自己完全没有想到的、违心的话，在他狂吠之前，他不能收回自己的宣言。

  　先程、微塵も思っていない様な、心にもない言葉の内容を、声高らかに語り、吠えてみせた手前、その宣言を撤回するわけにはいかなかった。

  

  面对比自己年轻得多的真佐子，把自己曾经说过的话都推翻了的悲惨姿态，毫无办法地暴露出来，这不是什么坏事。

  　一度吐いた言葉を覆す様な惨めな姿を、己より遥かに若造であるマサに対し、無様にも晒すことは悪手以外の何物でもない。

  

  即使要纠正，现在他的思考也能看出一些迟钝。

  　訂正するにしても、現在の彼では巡らせている思考にも、些かの鈍りが垣間見て取れる。

  

  因此，他没能说上几句话，也编不出话来，只能低着头，沉默不语。

  　それ故二の句を告げることが叶わない彼は、言葉を紡ぐことさえままならずに俯き、押し黙る他にない。

  

  面对眼前的丑恶俗人，阿政竟然能采取最有效的手段。

  　図らずとも眼前に対峙する醜悪なる俗物へと、有効だとなる最善の手を打つことができたマサである。

  

  雅纱对蒙多的辩解体无完肤，一脸认真地俯视着冰华。

  　完膚なきまでにモンドの言い分を封殺して見せたマサは、至極真剣な面持ちで氷華を見下ろした。

  

  他抱着庆幸的态度，坐在地上，向仰望着自己的冰华伸出了粗鲁的手。

  　これ幸いといった具合の態度で、未だ地面へと座り込み、己を仰ぎ見る氷華へと、その無骨な手を差し伸べる彼である。

  

  “真……”

  「マサ‥」

  

  站在如此坚毅的他面前，冰华握着他那粗糙的手掌，不由自主地低语道。

  　そんな毅然とした立ち振る舞いを見せている彼から与えられた、ゴツゴツとした無骨な掌を眼前にした氷華は、自ずと媚びた様な甘い囁きを零す。

  

  她将自己的五指交叠在撒娇般伸出来的手掌上，仿佛从身体深处涌出一般，全身心地投入到热情洋溢的情绪中。

  　甘える様にして差し伸べられた掌へと自らの五指を重ねた彼女は、身体の奥底から湧き上がる様にして、湯水の如く満ち溢れる情動に身を任せる。

  

  被强烈的冲动驱使的冰华，委身于从自己的下腹部给予的甘甜的痛楚，按照本能的方向走向了正。

  　強烈な衝動に突き動かされる氷華は、自らの下腹部から与えられた甘い疼きに身を委ね、本能の赴くがままにマサへとしなだれかかる。

  

  面对依从地靠过来的冰华丰满的肢体的柔软触感，雅美表现出几分动摇。

  　従順にも身を預けてくる氷華の豊満な肢体の柔らかな感触に対し、幾分か動揺を示すマサである。

  

  但那也只是刹那间的间歇，下一瞬间又恢复了平静，抱住了冰华娇小的身体。

  　しかしながらそれも刹那の合間であり、次の瞬間には平静を取り戻し、氷華の小柄な身体を抱き寄せる。

  

  正威风凛凛地站在那里，冰华紧跟着他。

  　間髪入れずに、威風堂々とした立ち振る舞いで佇むマサに対し、縋りついてくる氷華。

  

  她的身材比真佐子矮得多，却很有肉。

  　マサの身の丈より遥かに華奢な矮躯でありながら、むっちりとした肉付きの良い彼女の肉体が見て取れる。

  

  雅各接住了大概充满女性魅力的丰满的冰华肢体，目光也锐利地射穿蒙多。

  　多分に女性的な魅力に満ち溢れた豊満な氷華の肢体を受け止めたマサは、眼光も鋭くモンドを射貫く。

  

  “还有什么事吗?”

  「まだ何か用が？」

  

  展现出在强壮的臂弯中拥抱冰华的姿态，伴随着几分威力性的话语，是对蒙多的牵制。

  　逞しい腕の中に氷華を抱く姿を見せつけての、幾分か威力的な物言いの伴う、モンドへの牽制である。

  

  面对这样的压迫感，承受这种压力的人感到很不舒服。

  　対してそんな威圧感に晒され、これを受けた者からすればたまったものではなかった。

  

  他受到了更大的压力，露出了狰狞的样子，同时害怕地向后退了一步。

  　彼は殊更に気圧された、無様な姿を晒すと共に、自らの足を一歩、恐れる様にして後退させた。

  

  看到蒙多的肩膀明显缩成一团，显得有些畏缩，接着的雅纱的音量也变大了。

  　明らかに肩を縮こまらせ、萎縮して見受けられるモンドの姿を目の当たとしては、続くマサの声量も大きくなる。

  

  “你该不会是想收回刚才的话吧?”

  「まさか先程の言葉を撤回するつもりではなかろうな」

  

  雅政的声音自然严厉，听了他的话，蒙德的肩膀猛地一震。

  　自然と厳しい声色で凄んでみせるマサの問いかけに対し、ビクリと大きく肩を震わせるモンド。

  

  就像先下手为强一般，阿政的话语中带着压迫感。

  　まるで機先を制するが如く先手を打つ様にして、繰り出されたマサの圧迫感の伴う物言い。

  

  蒙多既看得出胆怯，又看得出惶恐，他几次闭上嘴，试着挤出话来。

  　絶賛怯んで見て取れ、恐縮して窺えるモンドは、幾度となく口を開閉して言葉を捻り出すことを試みる。

  

  然而，他的思绪却不平静，多少显得有些混乱，比平时显得迟钝。

  　しかしながら、平静ではなく、幾分か混乱して見受けられる彼の思考は、平素よりも鈍って見受けられる彼であった。

  

  在遇到困难的时候，他能想出各种借口，发挥出无人能及的压倒性能力，但在面对意料之外的事态时，他却十分软弱。

  　難事に際しては、言い訳を思いつくことにかけて他者の追随を許さぬ程に圧倒的なまでの能力を発揮する彼であるが、想定外の事態に対しては滅法弱かった。

  

  无论怎么思考，都无法像平时一样滔滔不绝的蒙多，最终放弃了这场舌战。

  　幾ら思考を巡らせても、普段通りに続く上手い言葉を並べ立てることができないモンドは、遂にこの場での舌戦を放棄する。

  

  “那怎么可能?是啊是啊，你们确实是朋友关系啊。哎呀，太好了太好了。以后不要太让别人担心了。就这样。还有，马上就要深夜了。走夜路可要小心啊。

  「そんな筈はなかろうッ。そうかそうか確かに君達は友人の間柄であったなっ。いやー、良かったよかった。これからはあまり人様に心配をかける様な真似は控える様に。以上だ。それともうすぐ深夜だからな。くれぐれも夜道に気をつけるんだな」

  

  他突然滔滔不绝地说了起来，也不让正面对峙的雅政说什么，他自己就开始滔滔不绝。

  　突然饒舌にその二枚舌を動かして語って見せた彼は、真正面に対峙していたマサに何を言わせることもなく、一方的に捲し立てた。

  

  突然间，他一改刚才畏缩的样子，对他一口气说出的内容露出讶异的表情。

  　そんな唐突にも、先程の萎縮した姿とは一転、様子を豹変させた彼から一息に語られた内容に怪訝な面持ちをみせるマサである。

  

  政本想用惊讶的眼神对着对面的蒙多，让他的眼神发挥作用，同时也想用语言来斩以截击，可是……

  　訝しげな眼差しを相対するモンドへと浴びせ掛け、睨みを効かせると共に、言葉にて釘を刺すべくして、追い討ちを掛けようとしたマサであったのだが、しかし─

  

  “嗯，这一点不用你说——”

  「ああ、それは言われるまでもないが─」

  

  “哎呀，真是巧。那我就告辞了。”

  「いや〜ッ、奇遇であったな。それでは私はこれで失礼させてもらう」

  

  蒙德不让他继续说下去，不一会儿就把自己想说的话都说完了，打算立刻逃离这里。

  　彼に続く言葉を語らせることもなく、間髪入れずに自身だけは言いたいことを言い切ると共に、早々にこの場からの遁走を図るモンドである。

  

  就像被猎人盯上的兔子一样，逃得非常漂亮。

  　それはもう、狩人に狙われた兎もかくやといった具合に、感嘆すべき見事なる逃げっぷりである。

  

  她拼命地摇晃着柔软而富有弹性的小肚子，拼命地迈着短腿向前走的样子，给人一种磅礴的感觉。

  　柔らかにたわむ弾力的な下っ腹を一生懸命に揺らし、必死に短い足を前へと進ませる姿は、何処か迫力さえ伴って見受けられる。

  

  但是，从远处观察，他的背影似乎显得很有趣。

  　しかしながら、遠目に観察してみると、彼の後ろ姿は何処か面白おかしく映る光景だろうか。

  

  他胖胖的身体上长出了一条短腿，看上去脂肪堆积得很难看，他拖着腿拼命奔跑，那样子非常滑稽。

  　醜悪に見て取れる程に脂肪を蓄えて見受けられる、丸々と太った肉体から生やした短足をもつれさせ、必死に精一杯な様子で駆ける姿は、酷く滑稽だ。

  

  与此相对，一瞬间被气势压倒的雅纱意外地错失了蒙多。

  　それに対し、一瞬なりとも気圧されてしまったマサは思いがけず、無様にもモンドを取り逃す。

  

  当然，如果立刻追上去，不费任何力气，就能在瞬间抓住他。

  　無論即座に後を追えば、なんら労力をかけることもなく刹那の瞬間に、その身を打捕するに至らせることも可能であっただろう。

  

  然而，眼看着蒙多的背影早早消失在嘈杂的人群中，连追上去都已经不可能了。

  　しかしながら早々に、人々の喧騒入り混じる雑踏の中へと姿を消してしまったモンドの背中を見送る羽目と相成ってしまった手前、最早追い掛ける事自体が不可能と相成った。

  

  而且，对于雅萨这个强大的存在，没有给他逮捕的间隙的空隙，尤其证明了蒙多噩运的强大。

  　そして、マサという強大な存在に対し、捕縛の合間の隙を与えなかったのが、殊更にモンドの悪運の強さを証明している。

  

  这是他独特的处世之道，他以这种华丽的遁逃来保护自己不受各种不合理的威胁。

  　その華麗なる遁走でもってして、これまでに自らに襲いくる理不尽な脅威から身を守ってきた、彼なりの処世術であった。

  

  在这群人当中，不管雅美有多么强壮的身体，以身材矮小的蒙多为目标的话，连视野都无法捕捉到猎物。

  　この人集りの只中とあっては、幾らマサが屈強な肉体を誇るとはいえ、小柄なモンドを標的としては、その獲物を視界に捉えることさえ叶うまい。

  

  他果断地做出了战略性撤退的决定，让人目瞪口呆，雅人对他表示了轻蔑。

  　呆気に取られる程に潔く、この場からの戦略的な撤退の決断を下した彼へと、一応の軽蔑の念を送るマサである。

  

  据他本人说，如果再次遇到同样的情况，就不会有下次了。

  　本人曰く、再度同様の事態へと鉢合わせた場合次はない、と言った所だろうか。

  

  把这样的感慨铭刻在心里的政宗，挥别了自己心中那过于愚蠢的思绪。

  　その様な感慨を胸の内に刻み込んだマサは、己の心中へと抱いた、そんなあまりにも馬鹿らしくも、巡らせていた思考を振り払う。

  

  他从注视着的人群中移开视线，俯视着紧紧依靠着自己的冰华。

  　見据えていた雑踏から視線を外した彼は、己に縋り付く様にして身を侍らせる氷華を見下ろした。

  

  “没事吧?”

  「平気か？」

  

  刚才在她面前连珠炮似的说了这么多，没想到很会照顾人的政宗很担心地问道。

  　先程彼女の眼前で、あの様な啖呵をきって見せた手前、意外にも面倒見が良いマサは、気遣わしげな様子で声をかける。

  

  平时总是一副冷漠的表情的他，对自己周围的环境有着特别鲜明的价值观。

  　平素から冷めた表情が見受けられる彼は、自身を取り巻く周囲の環境に対し、殊更に穿った価値観を抱いている。

  

  他平时就很爱挖苦人，有时还会引起同学的反感。

  　常日頃から多分に皮肉屋な所が目立って見受けられ、時に級友から反感を買うこともしばしばといった具合。

  

  但是，对于还没有迎来成人、多愁善感的年纪来说，这也是没办法的事。

  　しかしながらそれは、未だ成人も迎えていない、多感なお年頃とあっては、致し方なしと言えるだろう。

  

  对同性都是这样，当然，他至今为止从未有过与异性交流的经验。

  　同性に対してこの有様なのだから無論、彼のこれまでの生における異性との交流経験は、皆無である。

  

  特别是和不熟悉的不同性别的少女接触，因为他生来笨拙的性格，所以对她敬而远之。

  　殊更に不慣れな性別を異にしている少女との触れ合いは、彼の生来の不器用な性質から敬遠されていた。

  

  因此，在这个村子里，成为了当今罕见的、非常特殊的、没有女性经验的鬼人族的稀有个体。

  　それ故、この村においては、今時珍しい限りの非常に特殊な、女性経験がない鬼人族の希少な個体となっている。

  

  虽然他拥有岩男般强壮的体魄，但与他的身份不符，他对异性的人际交往能力非常脆弱。

  　岩男の如く屈強な、強靭なる肉体を誇る彼であるが、その身に見合わず異性に対しての対人能力は滅法脆弱であった。

  

  这样的他，对别人表现出如此小心翼翼的举动，实在是罕见的景象。

  　そんな彼がこの様にして他人に対し、気を払う殊勝な立ち振る舞いを見せるなど、殊更に稀有な光景である。

  

  冰华因为长年一起生活的经验，对他平时笨拙的性格非常熟悉，所以也会感到惊讶吧。

  　普段の不器用な彼の性質を、長年共に過ごした経験から、嫌と言うほどに熟知している氷華であるからして、驚愕も一入だろうか。

  

  或许正因为如此，冰华因突然胸中产生的冲击，不由得感叹地屏住呼吸。

  　だからだろう、不意に胸中へと生じた衝撃から、自ずと感嘆に息を呑む氷華。

  

  她听着雅政讲义气、有男子气概的举止，听着雅政给自己的温柔的话语，感到身体深处涌起甜蜜的痛楚。

  　彼女はマサの義理堅く男らしい立ち振る舞いに、あまつさえ自身へと与えれた優しげな言葉を受け、身体の奥底で湧き上がる甘い疼きを覚えた。

  

  冰华惊讶地瞪大了眼睛，眼角噙满了泪水。

  　思いがけない彼からの優しげな声色での言葉を受けた氷華は、瞠目に瞳を見開き、眦に溜めた涙を頬へと伝わせた。

  

  刚才还冻结的心中，仿佛渗入了雅长的温暖话语，冰华听到了。

  　先程までは凍り付いていた心中へと染み入る様にしてマサの暖かな言葉は、氷華へと聞き届けられる。

  

  简直就像冻结的肉体解冻了一样，尤其是雅政那温柔的举止，让我深受感动。

  　まるで凍結した肉体が氷解していくかの如く、殊更に優しいマサの立ち振る舞いに、心打たれた氷華である。

  

  漂亮的少女纯白的脸颊上，水滴成球地滴落下来，看着这更加美丽的光景，雅也自然而然地伸出了手。

  　見目麗しい少女の純白の頬を、球となった雫が伝う、殊更に美しい光景を目の当たりとして、自然とマサの手が伸ばされる。

  

  接受了绝世美貌的少女流泪的身姿，自然而然地将身体委身于从自己肉体深处涌出的情感之中。

  　絶世の美貌の少女が涙を流す姿を受けて自ずと、己の肉体の奥底から湧き上がる情動のままに身を身を委ねた。

  

  冰华接受了雅政用粗糙的手拭去滴落的泪水，贴在自己脸上的指尖。

  　滴り落ちる涙を、無骨な手で拭う様にして、自身の顔へと押しつけられたマサの指先を、氷華は受け入れる。

  

  “嗯……谢谢。”

  「うん‥ありがとう」

  

  与刚才蒙多那种美丑明显不如的人不同，雅美以精悍的容貌为傲。

  　先程のモンドの様な著しく美醜が劣って見受けられる彼と異して、殊更に精悍な顔立ちを誇るマサである。

  

  面对如此伟岸的他，用沉稳的语调关切的话语，冰华也以令其美貌恍惚的口吻回答。

  　そんな偉丈夫な彼の、穏やかな声色での気遣いの言葉に対し、氷華もまた、その美貌を恍惚とさせて返答する。

  

  “是吗?”

  「そうか」

  

  但是，重新认识到冰华从男人变成女人这一事实的政宗，想不出接下来该说些什么来展开对话。

  　だがしかし、氷華が男からの女へと変貌を果たした事実を改めて認識したマサは、そこから会話を広げるための、続く言葉を思い浮かばなかった。

  

  冰华的容貌发生了巨大的变化，与之前的容貌大不相同，他哑口无言，再加上天生缺乏人际交往能力的性格，更使他噤口不言。

  　あまりに変化を遂げた氷華の以前までの容姿との差異に対し続く言葉を失う彼は、生来の対人能力に乏しい性分も相成り殊更に口を噤む他にない。

  

  在以前，这两个人还是很明显的恶友关系，但到了现在，为了维持场面，连话题都没有提起。

  　以前までは悪友としての関係が顕著に見受けられた二人であるが、現在に至っては場を保たせるための話題すら挙がらない。

  

  对于改变了容貌变成可爱的美丽少女的冰华的接触方式，多少有些犹豫。

  　可憐な麗しき乙女へと容姿の変貌を果たした氷華への接し方に対し、幾分か逡巡を覚えて見て取れる。

  

  与此相对，变质的她这边，也有从蒙多的魔手中被救出来的样子，看起来踌躇着像以前那样固执的态度。

  　対して変質を遂げた彼女の側も、モンドの魔の手から助け出された手前もあり、以前の様につっけんどんな態度を躊躇して見受けられる。

  

  两个人都在犹豫着要不要开口说话，从中可以看出对方的态度。

  　互いに言葉を交わすことに対しての躊躇いを覚えている二人は、相手の出方を窺って見て取れる。

  

  这种情形，在已经蜕变为雌性的冰华的态度上，显得尤为明显。

  　その様子は、雌としての変貌を遂げた氷華の態度に、殊更に顕著に見受けられた。

  

  伴随着显著的肉体变化，心灵也发生了极大的变质。

  　著しい肉体の変化に伴って、その心もまた大いに変質を遂げている。

  

  就像被侵蚀了一样，他失去了以前那种男人的气概，直到现在已经完全实现了雌性的女体化，甚至还能看出他那卑躬屈膝的精神性。

  　侵食される様にして、以前の様な男らしい気概も失われて見受けられ、完全な雌としての女体化を果たした現在に至っては、卑屈な精神性すらも見て取れる。

  

  从属于拥有比自己更强壮的肉体的强壮强韧的雄大人，绝对不允许反抗。

  　自身よりも屈強な肉体を誇る、逞しく強靭なる雄様には従属し、決して逆らうことは許されない。

  

  这种铭刻在鬼人族雌性基因中的本能，向侍奉自己的雅政屈服。

  　そんな鬼人族の雌としての遺伝子に刻み込まれた本能が、自身を侍らせているマサへと屈服していた。

  

  无意中被救出来的冰华，虽然因为屈辱而浑身颤抖，但潜意识里的内心却没有比这更剧烈的跳动。

  　意図せずしてその身を救い出されてしまった氷華は、屈辱から恥辱に身を震わせているが、無意識の内の心底では、これ以上ない程に鼓動を高鳴らせている。

  

  对于被无情地救了出来，反射性地说了感谢的话，从以前和政宗的关系来看，这是无法想象的事实。

  　無様にも助け出される形となってしまったことに対して、反射的に感謝の言葉を述べてしまった事は、以前のマサとの関係からは考えられない事実である。

  

  如今，冰华被如此坚强的健三抱在怀里，心中不知如何是好。

  　惨めにもその逞しい彼の胸に抱かれている現在の氷華の心中は、否が応にも混乱せずにはいられなかった。

  

  正因为如此，他才会窥视比自己地位高的阿政的眼色，自觉地选择自己的语言，这更让他感到耻辱。

  　だからこそ、マサという自身よりも格上の存在の機嫌を窺い、自ずと言葉を選んでいる事実により一層の恥辱を覚えている有様だ。

  

  面对强壮的肌肉的触感，他害怕自己能听到心脏如钟声般跳动的声音。

  　逞しい筋肉の感触に対し、早鐘の如く脈動する心臓の鳴り響く音が、彼にも聴こえてしまうのではないかと、危惧する氷華である。

  

  阿政根本不知道她这种荒唐可笑的思考方式，随意地伸出手。

  　そんな始末の彼女の滑稽にも空回りを続ける思考など知る由もないマサは、無造作に手を伸ばす。

  

  “诶?”

  「え‥？」

  

  雅政粗鲁的手掌突然压在自己的头上，冰华感到吃惊地睁开眼睛。

  　唐突に自身の頭部へと乗せられたマサの無骨な掌の感触を与えられた氷華は、呆気に取られた様に瞳を身開いた。

  

  瞠目结舌的她并没有表现出抗拒的样子，只是任凭对方摆布。

  　瞠目した様子が見受けられる彼女は、しかしながら抵抗を示すわけでもなく、されるがままに身を預ける。

  

  按照作为雌性从属于雄性的本能，自然而然地顺从地接纳了雅政所有不礼貌的行为。

  　雌として雄に従属する本能のままに、自ずと従順にも、マサの不躾な行動の全てを許容し、迎え入れた。

  

  冰华抬眼看着粗鲁地抚摸自己头部的政宗，擦了擦从眼角溢出的泪水。

  　不躾にも自身の頭部を乱暴に撫でるマサを、上目遣いで仰ぎ見る氷華は、眦から零れ落ちた涙を拭う。

  

  冰华纤细的五指重叠在正雅放在自己头部的粗糙手掌上，语气中带着几分依依不舍。

  　自らの頭部へと置かれたマサの無骨な掌へと、繊細な五指を重ねた氷華は、幾分か名残惜しげな声色で言葉を繰り出した。

  

  “啊，那个……已经没事了……”

  「あ、あの‥もう大丈夫だから‥」

  

  对于被坏朋友抚摸头部的事实，既可爱又羞红了脸的冰华，对抬眼望着雅政的视线，夹杂着抗议的念头。

  　悪友から頭部を撫でられた事実に対し、可愛らしくも羞恥に頬を赤く染めた氷華は、上目遣いでマサを見上げる視線へと、抗議の念を入り混じらせた。

  

  冰华对政宗投来的目光中夹杂着羞辱，政宗却意外地毫不动摇，大方地点了点头。

  　恥辱より、チラチラと覚束ない眼差しを氷華から向けられたマサは、意外にも動揺を示すことなく鷹揚に頷いて応じて見せた。

  

  “关于那家伙，我没听到什么好传闻。他找你大概是有什么企图，你最好小心点。”

  「奴に関しての、あまりいい噂は聞かない。お前に声を掛けたのは恐らくだが、何かしらの企みがあってのことだろう。くれぐれも用心した方がいい」

  

  更不像平时的他，似乎是在关心眼前的冰华，甚至提出忠告。

  　更には平素の彼らしくもなく、眼前の氷華へと気遣っての、忠告さえをも与えて見て取れる。

  

  从他身上可以看出以前从未表现出的特别可贵的用心，也可以看出他非常讲义气的性格。

  　以前までは見せることのなかった、殊更に殊勝な心掛けを垣間見受けられる彼からは、酷く義理堅い性質が窺える。

  

  冰华看到他和以前的样子大不相同，甚至感到害怕。

  　その様な以前とは大いに様子を異にして見て取れる彼の、殊更な差異を目の当たりとした氷華は、寧ろ恐ろしくさえ感じていた。

  

  “呃、呃……谢谢你为我担心。”

  「え、えと‥心配してくれてありがとう」

  

  然而，冰华丝毫没有表露出自己心中那种极度不敬的心情，她深深地低下头表示感谢。

  　しかしながら自身の、そんな不敬極まる胸中などおくびにも出さない氷華は、深々と頭を下げて感謝の言葉を述べてみせる。

  

  冰华虽然因为刚才发自内心的绝望而无法平静，但还是顺从了雌性的本能。

  　先程まで受けた心底からの絶望により平静ではないものの、雌としての本能のままに身を委ねた氷華である。

  

  即使是和自己交往已久的狐朋友友，在她看来也很低调，连一丝尊严都看不到。

  　例え自身とそれなりに長い付き合いである、悪友であっても、物腰低く謙って見せた彼女からは、最早尊厳など微塵も見受けられなかった。

  

  “不，我只是……不喜欢你被那种家伙摆布。”

  「いや、俺はただ‥お前があんな奴に、いいようにされてるのが気に食わなかっただけだ」

  

  阿政出乎意料地表现出对冰华的担心，为了掩饰自己的真实想法，他找了一堆借口。

  　思いがけずして、氷華を心配している形となってしまったマサは、しかして己の本心を誤魔化すべく、言い訳を並べ立てる。

  

  “呵呵，但我还是很高兴。”

  「ふふっ、それでも嬉しかったよ」

  

  冰华害羞地移开脸，看到雅太幼稚的反应，可怜地微微一笑。

  　照れた様子で顔を逸らし、何処か歳幼い少年の様な、マサの初々しい反応を受けた氷華は、可憐にもくすりと小さな笑みで応じて見せた。

  

  冰华那犹如淫魔般妖艳动人的美貌，也给人一种相反的可爱印象。

  　まるで淫魔の如き色香すら漂って見受けられる氷華の可憐な美貌からは、それに相反する可憐な印象すらも垣間見て取れる。

  

  从拥有绝世美貌的她那里，雅美接受了绽放的灿烂微笑，被那炫目美丽的景象深深吸了一口气。

  　絶世の美貌を誇る彼女から、花が咲き乱れんばかりの、微笑みを受けたマサは、その眩く美しい光景に息を呑む。

  

  看到与以前相比容貌发生了压倒性变化的冰华的样子，即使对方是真正的恶友也会陷入混乱。

  　以前までとは圧倒的に容姿を変貌させて見受けられる氷華の姿を目の当たりとしては、流石の悪友が相手であっても混乱を余儀なくされるマサである。

  

  但是，马上想起眼前的人是谁的政宗，总算缓过神来。

  　しかしながら、即座に眼前の相手が誰であるかを想起したマサは、なんとか気を取り直した次第である。

  

  “还是那个铁……真的变了啊……”

  「‥やはりあのテツなのか‥。本当に変わったな‥」

  

  正雅直视着眼前的冰华，她美丽的容貌自不必说，就连说话的语气也不一样。

  　改めて眼前の氷華を真正面に見据えて見せるマサは、その美しい容貌もさることながら、それと同様に、言葉遣いさえをも異にしている事実を、彼女へと言及する。

  

  “嗯，我自己也有点吃惊。”

  「うん、それは自分でも少し驚いてるかも」

  

  冰华听了他那酷似感叹的感慨之词，毫不在意，轻松地回应道。

  　そんな彼の感嘆とも酷似した感慨の籠る言葉を受けて、なんら意に解することなく、軽い調子で受け応えてみせる氷華である。

  

  “虽然这么说，但完全看不出吃惊的样子……”

  「そう言う割には、全く驚いている様には見えないが‥」

  

  看到冰华毫无顾虑的回答，也没有丝毫踌躇的样子，真佐子更加惊愕了吧。

  　なんの気兼ねも見受けられない氷華の、一切の躊躇いも感じられない返答を与えられたマサは、殊更に驚愕も一入だろうか。

  

  “是吗?不过我就这样也挺好的……可能有点累了。”

  「そう？でもわたしは、もうこのままでもいいかなぁ‥。少し疲れちゃったかも」

  

  被夹杂着几分怀疑的眼神投来的冰华，看起来像是在对一脸讶异地看着自己的雅政泄气。

  　幾分か疑念の入り混じる眼差しを向けられた氷華は、自身を怪訝な面持ちで見つめるマサへと弱音を吐いて見て取れる。

  

  “啊……我，在说什么呢……已经……今天的我好奇怪……诶诶……”

  「あ‥わたし、何言っちゃてるんだろう‥。もう‥今日のわたし変だよね‥。えへへ‥」

  

  自己吐露的心声，无论如何都不适合传达给坏朋友。

  　自身の零してしまった、悪友へと伝えるには、到底似つかわしくない心底からの本音。

  

  对于自己脱口而出的失言，冰华为了掩饰自己的失言，露出了暧昧的微笑。

  　自ずと自らの吐き出してしまった失言に対し、その言葉を何処か誤魔化す様にして、曖昧な微笑みを称えた氷華であった。

 
  傷心
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  冰华看到自己心爱的人阿雪的肉体被龙鬼蹂躏的光景，非常伤心。

  　自らの想い人であるユキの肉体を、龍鬼に蹂躙されてしまう光景を目の当たりとして、大いに傷心して見て取れる氷華。

  

  可以看到，就在眼前目击到阿雪被龙鬼带走瞬间的冰华的美貌，显得格外消沉和阴沉。

  　すぐ正面の眼前にて龍鬼により、ユキを連れ去られる瞬間を目撃するに至った氷華の美貌が、殊更に気落ちして曇らせている様子が窺える。

  

  被夺走的阿雪，一定是现在进行时，被无常地玩弄肉体。

  　奪い去られてしまったユキは、恐らく現在進行形で、無常にもその肉体を弄ばれているに違いない。

  

  特别是，冰华在脑海中描绘出那极其反常的景象，不由自主地为自己想象出来的彪悍邪念而浑身颤抖。

  　殊更にその、酷く倒錯的な光景を脳裏へと思い描いてしまう氷華は、自ずと自身が想像した、悍ましいまでの邪な妄想に身を震わせる。

  

  尽管现场的主角阿雪等人已经不见了踪影，但周围依然可以看到人们的喧闹。

  　この場の主役であるユキ達が姿を消したのにも関わらず、依然として辺りには人々の交わす喧騒が、見受けられる。

  

  她现在还能和阿政在一起，刚才说了泄气的话，她又说了一些话。

  　未だ同所へとマサと場所を共にして見受けられる彼女は、先程に吐き出した弱音に続き、更なる言葉を紡ぐ。

  

  “你有喜欢的人吗?”

  「マサは、好きな人とか居るの？」

  

  不想暴露自己女人味的样子的冰华，为了从丑陋的丑态中转移注意力，提出了疑问。

  　自身の女々しい姿など、晒したくはない氷華は、見苦しくも垣間見せてしまった醜態から気を逸らすかの様に疑問を投げ掛ける。

  

  这个突如其来的问题让政宗猝不及防，他脸上浮现出讶异的表情，但马上回答道。

  　思いがけない唐突な問いかけに虚を突かれたマサは、暫くの間怪訝な面持ちを浮かべていたが、すぐさま返答する。

  

  “我从来没想过。”

  「考えたこともないな。そんなこと」

  

  冰华听了他那出人意料的话语，不知所措。

  　そうして与えられた彼の、意外極まる言葉を受けて、面食らう氷華。

  

  “是这样啊……”

  「そうなんだ‥」

  

  瞠目结舌的冰华一时说不出话来，只能含糊其词地点点头。

  　瞠目に見開いた瞳でマサを見つめている氷華からは、続く言葉を失い、曖昧に頷く様子が見て取れる。

  

  “你才是遗憾啊，那个……那个家伙……”

  「そっちこそ残念だったな、その‥あいつのこと‥」

  

  但是，下一个瞬间，冰华收到了雅的回敬般的话语，表情一变。

  　だが、次の瞬間に与えられた、マサからの意趣返しのような言葉を受けた氷華は、表情を一転させる。

  

  到刚才为止，她还算恢复了一定程度的平静，可又一次被政宗粗鲁的话语打乱了情绪。

  　先程までは、ある程度の平静を取り戻してきていた彼女であったが、再度マサからの無神経な言葉により、その情緒を乱して見受けられる。

  

  随着身体的变化，他的精神性也发生了变化，情绪极其不稳定。

  　変じている肉体の進行に応じて、その精神性さえも変貌を遂げているために、情緒は不安定を極めていた。

  

  “……”

  「ぅ‥」

  

  她的美貌再三浮现出悲痛的表情，眼角噙满了泪水。

  　再三に渡り、その美貌に悲痛な面持ちを浮かべ、眦へと涙を溜めている痛ましい光景が見て取れる。

  

  “……冰华……”

  「‥氷華‥」

  

  看着她失去了平静的样子，政窥见了她的踌躇。

  　そんな彼女の平静を失って見受けられる姿を目の当たりとしたマサは、幾許かの逡巡を示して窺える。

  

  他看起来有些踌躇，但马上就下定了决心，脸上浮现出一副决心已决的精悍表情。

  　僅かながらの躊躇いを見せた彼であるが、即座に意を決したかのように、何事かを決意した精悍な面持ちを浮かべた。

  

  然后，他立刻像个男子汉一样，将冰华在眼前流泪的瘦弱身体，拥抱在他强壮的臂弯里。

  　そして、間髪入れずに男らしくも、眼前で涙する氷華の華奢な身体を、その逞しい腕の中に、抱擁して見せたのだ。

  

  “嗯……”

  「ぇ‥」

  

  情绪受到极大动摇的冰华，对突然被赋予自己的强壮的肉体包裹的触感感到惊愕，发出了蚊子的叫声。

  　大いに情緒を揺さぶられていた氷華は、突然自身へと与えられた逞しい肉体に包まれる感触に驚愕から、蚊の鳴くような声をこぼす。

  

  然后，对方温暖的体温透过肌肤传递，给悲叹暮色的冰华带来了强烈的安心感。

  　そして、相手の暖かな体温が肌越しに伝えられ、悲嘆に暮れる氷華へと、強烈な安堵の感情をもたらした。

  

  “嗯……”

  「うぅ‥」

  

  冰华对紧紧抱着自己的雅政产生了友情之外的情感，感到了一种让自己心焦的冲动，心脏怦怦直跳。

  　自身を抱きとめているマサへと友情から生じる情動以上の、身を焦がすような衝動を覚えた氷華は、心臓を高鳴らせる。

  

  “那个……我今天不想回家。”

  「あのね‥わたし今日、家には帰りたくないの」

  

  这样一来，从自身深处涌出的雌性本能就会任凭其摆弄，脱口说出平时让人踌躇不已的话。

  　そうして自身の奥底から湧き上がる雌の本能が赴くままに身を任せ、平素であれば大いに躊躇する言葉を口走る。

  

  “你……不……是吗……那么今晚就住我家吧。”

  「お前‥。いや‥、そうか‥。それなら今夜は俺の家に泊まればいい」

  

  听了她的意外之言，政宗似乎有些犹豫，不想再继续说下去，但他很快就得出了最佳答案。

  　彼女からの思いがけない言葉を受けて僅かばかり、続く言葉を躊躇って見受けられたマサであったが、間髪入れずに最適解を導き出した。

  

  “嗯……谢谢。”

  「マサ‥ありがと」

  

  冰华被赋予了自己在无意识中寻求的语言，对她的美貌，称赞了如花绽放般的微笑。

  　自身が無意識の内に求めている言葉を与えられた氷華は、その美貌に、花が咲き乱れんばかりの微笑を称えてみせた。

  

  雅政的手臂就那样绕着冰华丰满的臀部，离开了依然人潮涌动的这个地方。

  　そのまま氷華の豊満な臀部へと腕を回したマサは、依然として人々の雑踏が入り乱れるこの場を後にする。

  

  政出乎意料地做出了最好的选择，让冰华陪在他身边，踏上了归途。

  　予期せずして最善の選択を下して見せたマサは、そのまま氷華を傍へと侍らせ、帰路についた。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  这一天，他换了个地方，来到了企图输给龙鬼的风贺的住处。

  　同日、所変わって、無様にも龍鬼に敗北を期したフウガの居室である。

  

  连烛光都没有，被昏暗的光线所支配的这个地方，可以看到满月耀眼的月光。

  　蝋燭の光さえ灯されることなく、薄暗闇に支配されて見受けられるこの場には、眩いばかりに差し込めている満月の月明かりが見て取れる。

  

  多亏接受了阿雪的治愈术，风画才得以平安地延续生命。

  　ユキの治癒術を受けたお陰で、無事その生命を繋ぎ止めるに至ったフウガであった。

  

  那个鬼人压倒性的强韧肉体，加上不寻常的再生能力，达到了几乎完全康复的状态。

  　その鬼人の圧倒的なまでの強靭なる肉体は、尋常ならざる再生能力も相まって、全快同然までの快調へと至っていた。

  

  现在，他窝在自己的房间里，还能看到为了照顾他而去医院的小小春。

  　現在、自室へと篭っている彼の傍には、看病のため同所へと赴いたコハルの、姿が見受けられる。

  

  “风贺大人，不要太灰心……”

  「フウガ様、あまりお気を落とさずに‥」

  

  在这令人心痛的沉默支配的空间里，小晴一个人盘腿而坐，静静地垂下眼睛，对纹丝不动的风贺说道。

  　痛い程の沈黙が支配する空間にて、ただ一人胡座をかき、静かに瞳を伏せて、微動だにしないフウガへと声を掛けるコハル。

  

  “啊……你在担心我吗?连和对方的性格差异都看错了，就这样注定要失败的愚蠢的人。即使被誉为下一任户主也是这样。也太惨了吧?哈哈，小晴你笑一笑也没关系的。”

  「ああ‥心配してくれるのか？相手との格の違いさえ見誤り、無様に敗北を期した、こんな愚か者などに。次期当主などと謳われていてもこの様さ。あまりに惨めすぎるだろう？ははッ、コハルも笑ってくれて構わないよ」

  

  风歌听了她那关切的话语，扬起嘴角，自嘲自己的丑态。

  　対して彼女からの気遣うような言葉を与えられたフウガは、口の端を吊り上げて、醜態を晒した己を自嘲する。

  

  看不出他平时那种强者特有的霸气，不难看出他内心的想法。

  　平素から見て取れる、強者が発する特有の覇気が見受けられないことから鑑みるに、その心中を察するに余りある程に窺える。

  

  正如小春所言，他拥有身心都得到锻炼的强韧肉体和以精神为傲的风格，确实让人感到沮丧。

  　心身共に鍛え上げられている強靭なる肉体と、精神性を誇るフウガは、コハルの言葉通り、確かに気落ちして見受けられる。

  

  小晴目睹了如此罕见的事态，自然而然地语调平静而有力地说。

  　その様な異例の事態を目の当たりとしたコハルは、自ずと声色を穏やかに、しかしながら、力強く語って見せる。

  

  “没有的事。我知道风贺大人很多优点，而且，我的工作有些不足，不能代替阿雪，但我在你身边。”

  「その様なことは御座いません。わたくしは、フウガ様の良いところを沢山知り及んで居ます。それに、些か役不足で、ユキさんの代わりにはなれませんが、貴方様にはわたくしが居ます」

  

  从她天生的贤淑性格来看，这句话反映了她强烈的意志。

  　生来の彼女の淑やかな性分からは、考えられない程に、自身の強い意思を反映させての、言葉であった。

  

  “小春……”

  「コハル‥」

  

  如果是平时，小春从来不会像这样向风歌提出自己的建议。

  　平素であれば、この様にしてフウガへと、自身の思いの丈を進言することは、皆無に見受けられるコハルである。

  

  但是，到了风歌尊严的绝境，他不顾自己的立场，勇猛地说着话。

  　しかしながら、フウガの尊厳の窮地に至っては、自身の立場を顧みることなく勇猛にも、物を言う姿が見て取れる。

  

  她保持着平时优雅的举止，像女中豪杰一样，言辞颇具威力。

  　普段の上品な立ち振る舞いを維持しての、女傑さながらに、威力的な発言が目立って窺える彼女であった。

  

  “……谢谢。”

  「‥ありがとう」

  

  风歌瞪大了眼睛，由衷地表示感谢，她觉得自己既坚强又讲义气。

  　健気にも義理堅く、そんな心底からの万感の想いが秘められた告白を受けたフウガは、瞠目に瞳を見開き、感謝の言葉を述べた。

  

  对于纯粹的自我想法的小春，被感动的风画，浮现出认真的表情。

  　純粋な懸想で己想うコハルに対し、感銘を受けて見受けられるフウガは、真剣な面持ちを浮かべてみせる。

  

  他一改刚才失意的表情，不管愿不愿意都恢复了让他人感到压力的、压倒性的霸气。

  　先程の失意に暮れている表情から一転、否応無しに他者を気圧させてしまう様な、圧倒的なまでの覇気を取り戻すフウガ。

  

  风歌用真挚的眼神看着小晴，慢慢地站起来，迈着强有力的步伐。

  　真摯な眼差しをコハルへと向けたフウガは、おもむろに立ち上がり、力強い足取りで歩みを進めた。

  

  “对不起，请您当作是愚蠢女人的戏言。”

  「申し訳ございません。どうか愚かな女の戯言だと御思いくださいませ」

  

  对那样的他，毕恭毕敬地跪下，毫无防备地晒着背的小小春，为自己不敬至极的失言谢罪。

  　そんな彼に対し、恭しくも平伏し、無防備にも背中を晒すコハルは、自身の不敬極まる失言を謝罪する。

  

  “小小春。”

  「コハル」

  

  风歌俯视着她，看着她牺牲自己给自己勇气，用平静的语调说出了她的名字。

  　自身を犠牲にしてまで、己に勇気を与えてくれた彼女を見下ろすフウガは、穏やかな声色で、その名を口とした。

  

  “是的。”

  「はい」

  

  被叫到自己名字的她，一如往常优雅的举止，让人悠然地窥视她的美貌。

  　自身の名を呼ばれた彼女は、平素通りの上品な立ち振る舞いで、ゆったりとその美貌を覗かせる。

  

  小春恭恭敬敬地抬起头，她的眼神真挚，透出了她坚韧的意志。

  　恭しくも丁寧に面を上げたコハルを、強靭なる意志が垣間見て取れる、真摯な眼差しで見据えるフウガ。

  

  “……风画大人……”

  「‥フウガ様‥」

  

  小晴抬头望着风歌，她的视线一刻也没有从头顶移开。

  　頭上から片時すら、その視線を逸らすことなく、自身を見下ろしてくるフウガを仰ぎ見るコハル。

  

  在这个被寂静支配的场合，交换了视线的两人，不知从哪里，领悟到了彼此心中所怀有的炽热的感情。

  　静寂が支配するこの場にて、視線を交わらせた二人は、何方からともなく、互いの心中に抱いている熱い情動を悟る。

  

  小晴用谄媚的眼神俯视着风歌，从她下垂的眼角可以看出她作为雌性的野心。

  　媚びる様にして謙った上目遣いで、フウガを見上げるコハルの垂れた眦からは、大いに雌としての懸想が窺える。

  

  风歌仿佛被热情所吸引，俯视着她的美貌，不由自主地单膝跪地。

  　まるで、熱に浮かされたかの様に、その美貌を蕩けさせているコハルを見下ろすフウガは、自ず片膝をつく。

  

  她毫不犹豫地把脸凑到脸上，脸上浮现出醉人的美貌，用甜美的声音低声说着自己的名字。

  　恍惚とした蕩けた美貌を浮かべ、甘い声色で己の名を囁くコハルへと、なんら躊躇することなく顔を近付ける。

  

  两人面对面地看着对方美丽的胸针。

  　互いの麗しきかんばせを眼前へと向かい合わせた二人。

  

  从自己深处涌起的强烈的雄性冲动，任凭其摆布的风歌。

  　己の奥底から湧き上がる、強烈な雄としての衝動が赴くがままに、身を委ねたフウガ。

  

  “嗯。”

  「んっ」

  

  他不假思索地、毫不犹豫地对眼前美艳的小小春的嘴唇下了口。

  　彼は、眼前へと見て取れる艶かしいコハルの唇に、断りも入れることなく不躾に、何の躊躇いもなく口付ける。

  

  小小春被粗暴地夺走了嘴唇，但她没有表现出任何抵抗，而是顺从地迎了进来。

  　乱暴にも唇を奪われたコハルであったが、しかしながら、一切の抵抗を示すことなく、従順に迎え入れる。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  她把自己的嘴唇献给了小晴，她的美貌散发出的性感让人兽欲大发。

  　されるがままに、自身の唇を捧げるコハルの美貌から漂う色香に対し、大いに獣欲を昂らせるフウガ。

  

  他全身心投入那充满的难以抗拒的情绪中，拥抱着丰满的小春的肢体。

  　彼は、その身から満ち溢れる抗い難い情動に身を任せ、豊満なコハルの肢体を抱擁する。

  

  “啊……❤️风歌❤️”

  「あ‥❤️フウガさまぁ❤️」

  

  小晴被紧紧地抱住，身体几乎动弹不得，她的四肢紧紧地缠绕着贴在自己身上的风画。

  　身身動きがままならない程に力強く抱きとめられているコハルは、自身にのし掛かるフウガに、四肢を絡ませる。

  

  “请风贺大人多多关照我❤️。”

  「どうかわたくしに、フウガ様のお情けをくださいませ❤️」

  

  就像蛇一样柔软地依靠着，用刺激雄性兽欲的甜美声音低语。

  まるで蛇の様にしなやかに縋り付き、大いに雄の獣欲を刺激する甘い声色で囁いた。

  

  风歌听到耳边响起的恳求之词，脑海中回味着那娇艳的声音。

  耳元で奏でられた懇願の言葉を聞き届けたフウガの脳裏へと、その艶かしい声が反芻する。

  

  如同侵蚀脑髓般的甜美回响，最容易摧毁他仅存的理性。

  脳髄を侵食していくかの如き甘い響きが、僅かばかりに残されていた彼の理性を、最も容易く崩壊させる。

  

  自己无限膨胀的兽欲侵犯了理性，被拦下的欲望迎来了极限，风歌粗暴地推倒了小春。

  　際限なく昂る己の獣欲が理性を侵し、堰き止められていた欲望の限界を迎えたフウガは、乱暴にコハルを押し倒す。

  

  “啊❤️。”

  「あっ❤️」

  

  将她丰满的肉体压在榻榻米上的风贺，全身心地投入从自己深处迸发出来的强烈冲动中，将穿在小小春身上的衣服取下。

  　畳へと彼女の豊満な肉体を押さえ付けたフウガは、己の奥底から迸る強烈な衝動に身を委ね、コハルの身に纏う着物を取り払う。

  

  “来!”

  「コハルッ」

  

  通过肉体的亲密接触，真切地感受到对方的存在，让自己溢出的情绪激动起来。

  　肉体を密着させ、相手の存在を確かに肌で感じることにより、溢れる自らの情動を昂らせる。

  

  “啊❤️风啊❤️”

  「あんっ❤️ふうがさまぁっ❤️」

  

  在明亮的纯白、刺眼的月光下，两人的肉体重叠在了一起。

  　輝かしい純白の、眩いばかりに差し込めている月明かりの元、二人は互いの肉体を重ね合わせたのであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  大家各自平安地度过了热血的夜晚，迎来了第二天的清晨。

  　各々が、それぞれの熱い夜を、無事に過ごして、翌日を迎えての早朝の時分である。

  

  为了宣告黎明的到来而闪耀的太阳，刚露出身姿不久，老人们终于迎来了起床的时刻。

  　未だ夜明けを告げるために煌めく太陽が、姿を覗かせて間もない、ようやっと老人達が起床を迎える様な時刻。

  

  或者，是在鬼人村的名牌学校里的学生们匆忙准备去程的时候吧。

  　或いは、鬼人の村における名門校に籍を置いている生徒達が、急いで往路への身支度を整えている頃合いだろうか。

  

  龙鬼整夜都在给那胎注入子种的阿雪，在睡眠不足的状态下上学。

  　龍鬼から一晩中、その胎へと、子種を注がれていたユキは、幾分か睡眠が不足した状態のまま学園に登校していた。

  

  尽管睡眠不足，纯白如初雪般美丽的肌肤却显得格外有光泽。

  　しかしながら、寝不足であるにも関わらず、その純白の初雪の如き美しい肌には、殊更な艶が見受けられる。

  

  她发自内心地洋溢着幸福，笑容满面，就像一朵盛开的花，看起来就像圣母一样。

  　心底から幸福に満ちた、花が咲き乱れんばかりに満面の笑顔を浮かべている彼女は、何処か聖母の様にも見て取れる。

  

  在她的身旁，还能看到一个壮汉为了炫耀岩男那庞大的身躯，昂首阔步地走着。

  　そんな彼女の傍らには、岩男の如き巨体を誇示する様にして、堂々と歩みを進ませる巨漢の姿も窺える。

  

  以锻炼出的强壮体魄为傲的男人。

  　鍛え上げられた屈強なる肉体を誇る男。

  

  名字也是龙鬼。

  　その名も、龍鬼である。

  

  阿雪去学校的时候，他也同一时间从家里出发，准备去自己工作的地方。

  　ユキが学園へと向かうに際して、また彼も己の仕事場へと向かうべく、時刻を同じくて家を出立したのだった。

  

  “请问，父亲，您真的负责我的班级吗?”

  「あの、お父様。本当にわたしのクラスの担当になられるのでしょうか？」

  

  没错，就像阿雪刚才问的那样，龙鬼已经和她所在学校的老师认识了。

  　そう、現在ユキが問いかけた言葉通り、龍鬼は、彼女の在籍している学園の教師と相なった次第であった。

  

  龙鬼因为在武斗会上获得了优胜，所以在这个村子里的位置和以前大不相同。

  　龍鬼は、武闘会で優勝を納めたことにより、依然までとは大きく、この村での立ち位置を異にしている。

  

  在这个只有力量说话的村子里，龙鬼向人们展示了他绝对的暴力，他所拥有的权限也变得更加强大。

  　この、力こそが物を言う村において人々に対し、その絶大なる暴力を示したみせた龍鬼の有する権限は、これまた殊更に強大となる。

  

  因此，强行把自己的存在转移到自己女儿就读的学校，是轻而易举的把戏。

  　故に、己の存在を自身の娘が通う学園へと、無理矢理にでも捩じ込むという所業は、容易い芸当である。

  

  即使是名牌学校，对在这个村子里拥有绝对权威的他来说，就像婴儿的手被扭曲了一样，只是小菜一碟。

  　例えそれが名門校であろうとも、この村での絶大な権威を握る彼からしてみれば、赤子の手をひねる様に、朝飯前といった具合。

  

  正因为如此，我才会和阿雪一起去学校。

  　であるからして、この様にユキと、学園への往路を共にしている次第であった。

  

  和自己的父亲一起走在一起的喜悦，让阿雪的嘴角绽开了笑容。

  　自身の父と共に並んで歩ける喜びから、上機嫌にも、その唇を綻ばせて見受けられるユキ。

  

  看到她的样子，龙鬼的五指慢慢伸向阿雪的腰。

  　そんな彼女の様子を見て取った龍鬼の五指が、おもむろにユキの腰へと伸びる。

  

  “啊❤️。”

  「きゃっ❤️」

  

  他笨拙的手指淫荡地钻进阿雪柔软的臀部。

  　手癖の悪い彼の無骨な指が、ユキの柔らかな尻肉へと、淫らにも食い込んだ。

  

  可以看到安产型胖胖的臀部被五指压得扭曲变形的光景。

  　安産型のむっちりとした尻肉が五指に圧迫され、淫猥にもその形を歪ませている光景が窺える。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんっ❤️」

  

  她那丰满的臀部，连长长的和服面料的五指都能清晰地看到，那柔软的肉正被人玩弄着。

  　丈の長い着物の生地五指にでも鮮明に見て取れる程に豊満な尻たぶの柔肉が、ぐにぐにと弄ばれて見受けられる。

  

  “爸爸啊❤️太粗暴了❤️”

  「お父様ぁ❤️乱暴ですぅ❤️」

  

  在如此淫靡猥琐的现场，周围的学生们偶然出现在一起，显得格外可怜。

  　その様に淫靡卑猥な現場へと、偶然にも居合わせてしまっている周囲の学生達は、殊更に不憫に見て取れる。

  

  这种倾向更加明显的，应该是和阿雪一起去的那个男生吧。

  　その傾向がより一層顕著に見受けられるのは、ユキが居る同所へと場を共にしてしまっている男子生徒だろうか。

  

  因为他们被阿雪那罕见的身着漆黑和服的美貌迷住了。

  　何故なら彼等は、漆黒の着物を身に纏うユキの類稀なる美貌へと魅入られてしまっていたのだから。

  

  当他们看到她的第一眼，就打从心底被她俘虏，但同时也心怀不满。

  　そうして彼女を一眼見た瞬間、心底から虜とされてしまった彼等であったが、同時に不満を抱いていたのだ。

  

  那当然不用多说，就是在阿雪肩膀上随意转动手臂的龙鬼。

  　それは無論言及するまでもなく、ユキの肩に我が物顔で腕を回す龍鬼の存在である。

  

  站在与他人隔绝、拥有压倒性美貌的阿雪身旁的龙鬼，在亲眼目睹的男人看来，简直就是碍眼的外敌。

  　他者とは隔絶して見受けられる程に、圧倒的なまでの美貌を誇るユキの傍らに並び立つ龍鬼の存在は、これを目の当たりとした男から見て取れば、それだけで目障りな外敵に他ならない。

  

  然而，就算再怎么羡慕，也没有人会去挑战身体远比自己强壮的龙鬼。

  　しかしながら、その様にして幾ら羨望の眼差しを向けていたとしても、自身より遥かに屈強な肉体を誇る龍鬼へと、挑み掛かる様な愚か者は、この場には居合わせいなかった。

  

  在某种意义上，这或许是不幸中的万幸。

  　それはある意味では不幸中の幸いであったのかもしれなかった。

  

  但是，这并不意味着他们是胆小鬼。

  　だがしかし、それは彼等が小心者であることを意味しない。

  

  因为，对比自己地位高的人毫无办法地发起挑战，即使被称为愚行也无妨，这是显而易见的。

  　何故なら、自身より格上の存在に対し、無策で挑み掛かる様な真似は、愚行と称されてもなんら差し支えないまでに、明らかであるのだから。

  

  总而言之，在场的人当中，不存在把勇气和鲁莽混为一谈的不自量力之辈。

  　つまるところ、この場に居合わせている者達の中には、勇気と無謀を履き違えている様な身の程知らずな輩は、存在しなかったということだ。

  

  在场的所有人无一例外，没有人向龙鬼提出决斗要求，这说明所有人都很努力。

  　同所へと居合わせている人々の誰もが一切の例外なく、龍鬼へと決闘を申し込む者が見受けられないのは、全員が懸命であるということだった。

  

  和龙鬼战斗。

  　龍鬼と戦う。

  

  它的意思是，无论用什么手段，都无法抵抗，是压倒性的死亡。

  　それの意味するところは、どの様な手段を用いたとしても、決して抗うことさえままならない、圧倒的なまでの死である。

  

  这无异于冒着去接受绝对无法推翻的死亡宣告的愚蠢行为。

  　それは、絶対に覆すことのできない死の宣告を、自ら受けに行く愚行を冒していることに他ならない。

  

  无论男女老少，无一例外，无论多么勇猛果敢的雄性，面对战斗之前就已经确定的死亡，谁都会感到恐惧，这是不言自明的道理。

  　老若男女、なんら例外なく、例えどの様な勇猛果敢な雄であれど、戦う前から既に確定されている死に対しては、誰もが恐れ慄くのは自明の理。

  

  因此，对于让顶级雌性阿雪侍奉的龙鬼，无论是否愿意，都会产生强烈的恐惧，这是理所当然的，也没有什么不自然的。

  　故に、極上の雌であるユキを傍へと侍らせる龍鬼に対し否が応にも、強烈なまでの恐怖を抱いてしまうのは道理であり、何ら不自然ではない。

  

  让人联想到死亡，谁都会对注定的失败怀有恐惧，这是必然的感慨。

  　死を連想させる、誰もが定めたられた敗北に対し、危惧を抱いてしまうのは、必然の感慨に見て取れる。

  

  当然，同处一处的他们，正因为正确理解自己胸中的感情，所以能窥见抑制。

  　当然ながらに、同所へと居合わせている彼等は、己が胸中へと抱いた感情を正確に理解しているが故に、抑制が垣間見受けられる。

  

  他们亲眼目睹龙鬼在武斗会上活跃的场面，打从心底明白，如果违逆，自己就会被打倒在地。

  　逆らえば自身が地に伏せる無様を晒すことになることを、武闘会での龍鬼の活躍を目の当たりとしている彼等は、心底から知り及んでいる。

  

  对这些事情深有体会的男人们，只能含着手指，唯唯诺诺地望着自己的对手阿雪被玩弄的光景。

  　それらの事柄を心の髄まで理解している男達は、己が情景を抱いた相手であるユキが、されるがままに弄ばれる光景を、指を咥えて、唯々諾々と眺めていることしかできない。

  

  正因为如此，龙鬼在他们面前，就像在主张阿雪的所有权一样，表现出不礼貌的举止，他的敌意只集中在一点上。

  　であるからして、そんな彼等の眼前で、まるでユキの所有権を主張するかの様に、不躾な立ち振る舞いが見受けられる龍鬼は、ただ一点に敵意を向けられて窺える。

  

  “啊❤️不行哦❤️会被人看到的❤️”

  「あっ❤️ダメですっ❤️見られてしまいますっ❤️」

  

  然而，龙鬼虽然当着在场的男人们的面，仍然用粗糙的五指玩弄着阿雪柔软的臀部。

  　しかしながら、この場に居合わせている男達の面前であるにも関わらず、依然としてユキの柔らかな尻たぶを、無骨な五指で弄ぶ龍鬼。

  

  从他的态度来看，他毫不避讳别人的目光，即使面对带着强烈敌意的眼神，他也丝毫不介意。

  　彼の態度からは、なんら人目を憚ることなく、強烈なまでの敵愾心の伴う眼差しを向けられてさえ、何ら意に解する様子すら皆無に見て取れる。

  

  她的脸皮厚得像个妖媚的女人，丝毫不理会和她在一起的人的存在。

  　むっちりとした媚肉を、ぐにぐにと鷲掴みにして、同所を共にしている人々の存在など、まるで構った様子がない。

  

  “讨厌❤️父亲以外的老爷……❤️嗯❤️。”

  「嫌ですっ❤️お父様以外の殿方になど‥❤️んんっ❤️」

  

  不，如果是像龙鬼那样凌驾于人之外的、压倒性的超越存在，那就应该容许其傲慢至极的行为。

  　否、龍鬼程の、人外をも凌駕している様な圧倒的なまでの超越した存在であるならば、その不遜極まる立ち振る舞いでさえ許容されて然るべきである。

  

  如果不是这样的话，他们如此战战兢兢，甚至连一句抗议的话都看不到的现状，实在是太悲惨了。

  　そうでなければ、これ程までに彼等が恐れ慄き、あまつさえ抗議の言葉さえ掛ける様子見受けられない現状は、あまりに惨めに過ぎる。

  

  龙鬼拥有如此强大的力量，拥有如此强大的权威，他的行为桀骜不驯，让阿雪在他身边侍奉。

  　それ程までに絶大な力と共に、強力な権威を誇る存在が、不遜極まる立ち振る舞いで、ユキを傍らへと侍らせる龍鬼であった。

  

  无论男女老少，无一例外，都害怕得不敢和他正面交锋。

  　老若男女の誰もが一切の例外さえなく、彼と真正面から対峙することさえ叶わない程に、恐れ慄く。

  

  现在的龙鬼，即使在这个弱肉强食的世界里，也是危险的存在，甚至会让人产生这样的认识。

  　現在の龍鬼は、この弱肉強食の掟がまかり通るこの世界においても、その様な認識を抱かれてしまう程には危険な存在であった。

  

  “嗯❤️那样被人欺负会留下痕迹的❤️嗯❤️而且……只有父亲知道雪羞耻的样子❤️”

  「あんっ❤️その様に乱暴にされては跡ができてしまいますぅ❤️んんっ❤️それに‥❤️ユキの恥ずかしい姿はお父様にだけ、知っていて欲しいです❤️」

  

  阿雪的屁股还被人揉着，像是在安慰自己，她明白自己的痴态已经暴露在周围的人面前。

  　未だ手慰めとでも言わんばかりに、尻肉を揉みしだかれているユキは、自身の痴態が周囲に露見している事実を悟る。

  

  “哦……不过，虽然那样祈祷，嘴角却出乎意料地松弛。”

  「ほう‥だが、その様に願う割に存外、口元が緩んでいるぞ」

  

  然而，龙鬼听了她挖苦的话语，却丝毫看不出有什么意思。

  　しかしながら、彼女の窘めるかの様な言葉を受けた龍鬼であったが、なんら意に解する様子すら見受けられない。

  

  他依然在玩弄阿雪，仿佛在享受她手中那柔软的臀部触感。

  　依然として、その手中に納められているユキの尻肉の、柔らかな感触を堪能するかの如く、弄んで見受けられる。

  

  就像玩具一样，被用力抓住屁股的阿雪，看到自己丑态尽显的事实，浑身颤抖。

  　まるで玩具の如く、尻たぶを力強く鷲掴まれてしまったいるユキは、自身の無様な醜態を晒している事実に、身を震わせる。

  

  可怜的是，那如初雪般纯白、连一丝细斑都看不到的肌肤染上了羞耻感。

  　可憐にも、その初雪の如き純白の、きめ細かいシミひとつさえ見受けられない肌を羞恥に染める。

  

  她那可爱得像苹果一样红润的脸颊，给人一种娇艳的印象。

  　可愛らしくも林檎の様に赤く色付いた頬からは、何処か艶かしい印象すら見て取れる。

  

  她浑身散发着性感，对这罕见的绝世美貌，脸上夹杂着喜悦的表情。

  　色香すら漂わせて見受けられる彼女は、その類稀なる絶世の美貌へと、喜悦の表情を入り混じらせて窺える。

  

  自己把在场所有男人的视线都集中到了她身上，她为自己暴露出如此悲惨的面貌而感到欢喜。

  　この場に居合わせている男達の視線を、自らが集わせてしまっているという、あまりに惨めな姿を晒している事実に歓喜する。

  

  “嗯❤️绝对没有那种事❤️”

  「んんっ❤️決してその様なことは御座いませんっ❤️」

  

  对于在观众面前受到的凌辱，阿雪甚至感觉到了喜悦，这种姿态夺去了在场的人的意识。

  　観衆の面前で与えられる陵辱に対し、喜悦を覚えている様にさえ見受けられるユキの姿は、居合わせている人々の意識を奪う。

  

  在场的人都很容易被迷住，无一例外，谁都无法逃避这淫荡的景象。

  　容易に魅入られてしまっているこの場に居合わせている人々は、一切の例外なく誰もがその淫らな光景から目を背けることすら叶わない。

  

  面对如此艰难的现状，有些人会咬牙切齿，但就连如此拥有坚韧意志力的男人，也会被俘虏。

  　あまりにままならない現状に対して歯嚙みする者は居れど、その様に強靭な意志力を兼ね備えている男でさえ、虜とされていた。

  

  但是，昨晚参加婚礼的大部分男人，都已经知道阿雪是龙鬼的新娘。

  　しかしながら、昨夜の婚礼の儀へも訪れていた大半の男達は、既にユキという存在が、龍鬼の花嫁となっている事実を知り及んでいる。

  

  阿雪不惜自贬身为鬼人的尊严，向龙鬼跪拜，甚至连肉体也被蹂躏的瞬间，他都在场。

  　ユキが鬼人としての尊厳を自ら貶めてまで、龍鬼へと平伏し、更には、その肉体をも蹂躙されてしまう瞬間にさえ居合わせていた。

  

  阿雪把自己的象征鬼人足献给了龙鬼，我的脑海里浮现出她亲眼目睹的悲惨景象。

  　あまつさえ、ユキが自ら鬼人足るその象徴を、龍鬼へと捧げる、あまりに惨めであり、無様極まる光景さえ目の当たりとした記憶が、脳裏へと極まれている。

  

  失去了所有矜持的阿雪的身姿，依然散发着令人目眩的纯白光芒。

  　全ての矜持を失って見て取れたユキの姿は、それでも尚、眩いばかりの純白に輝いてさえ見受けられた。

  

  虽然遭受了如此残忍的耻辱，但她依然对自己的绝世美貌和灿烂如花的微笑赞不绝口。

  　その様なあまりに残虐に過ぎる恥辱を受けて尚彼女は、その絶世の美貌へと輝かしい、花が咲き乱れんばかりの、微笑みを称えていたのだ。

  

  那简直就像圣母般慈爱，有一种至高无上的极致之美。

  　それこそまるで聖母の如く慈悲深き慈愛が見て取れる、輝かしいまでの、圧倒的な美の極致が、そこには存在して見受けられた。

  

  从阿雪那神圣而梦幻的微笑中，我甚至看到了本该相反的强烈的性感。

  　そんな神聖でいて、幻想的ですらあるユキの微笑みからは、本来であらば相反する筈の、強烈なまでの色香すら見て取れた。

  

  简直就像蹂躏视觉的光一样，深深烙印在视网膜的背面，那过于反常的景象，久久地在脑海中挥之不去。

  　まるで視覚を蹂躙する光とでも言わんばかりに、網膜の裏側へと焼き付いてしまった、あまりに倒錯的に過ぎるその光景は、延々と脳裏から離れない。

  

  他们对这一事实表现出唯唯诺诺的苦闷表情，却连视线都无法从被玩弄的阿雪的臀部上移开，可见他们是多么凄惨凄惨。

  　その事実に唯々苦悶の表情すら浮かべて見受けられる彼等は尚も、弄ばれているユキの尻肉から視線を背けることすらままならない、あまりに無様極まる、惨めな姿が見て取れる。

  

  从他们暴露出的连意识都无法脱离的可怜丑态中，甚至可以窥见他们自我厌恶的一面。

  　意識を外すことさえ叶わない、そんな哀れな醜態を晒す彼等の様子からは、自己嫌悪を覚えている面すら窺える。

  

  然而，龙鬼对他们如此丑态毕露，丝毫没有反应，反而用力抓住阿雪丰满的乳房。

  　しかしながら、その様な無様極まる醜態を晒す彼等に対し、なんら構った様子が見受けられない龍鬼は、殊更に弾むユキの豊満な乳房を鷲掴んだ。

  

  “嗯❤️已经……❤️爸爸❤️”

  「んんっ❤️もう‥❤️おとうさまぁ❤️」

  

  从臀部到侧腹的五指，顺着肩头，到达了两个弯曲的双丘。

  　臀部から脇腹へと這わせた五指が、肩口を伝い、たわわに実った、二つの揺れる双丘へと至って見受けられる。

  

  龙鬼将阿雪抱在身边，用他那强壮的臂力挽住她的肩膀，玩弄她柔软的乳肉。

  　肩へと回された逞しい腕の力強い腕力で、ユキを傍らに抱く龍鬼は、彼女の柔らかな乳肉を弄んだ。

  

  面对一个接一个的淫乱景象，在场的男人们都束手无策。

  　次から次へと見せつけられてしまう、淫らな光景に対し、辟易して見受けられる、この場に居合わせている男達である。

  

  尽管他们对阿雪抱有如此强烈的幻想，但依然对龙鬼流露出羡慕的眼神。

  　しかしながらその様に、強烈なまでの情景の念をユキへと抱いてしまっている彼等であったが、依然として龍鬼への羨望の眼差しは見て取れる。

  

  他们心中充满了愤懑的心情，已经到了看破红尘的境地。

  　その心中、憤懣遣る方無い心境と相成ってしまって窺える彼等は、最早諦観の境地へと至って見受けられる。

  

  从清爽的秋风轻抚去程的清晨开始，在场的男人们便陷入绝望的心情，他们的视线都投向胸口仍被揉捏的阿雪。

  　気持ちの良い爽快な秋風が往路を撫でる早朝から、絶望的な心地へと陥ってしまった、この場に居合わせている男達の視線は、未だ胸を揉みしだかれているユキへと向けられて見て取れる。

  

  他们说，同为雄性，想让人见识一下最优秀的雌性，他们的心思可想而知，不过，在大街上玩弄巫婆也是人之常情。

  　彼等曰く、同じ雄として、極上の雌を見せつけたい心中は察して余りあるが、往来の場で巫山戯るのも大概にしろ、といった具合。

  

  就这样，仿佛反映了他们极其复杂的内心，甚至伴随着质量，给人一种压迫现场的氛围的压力。

  その様にして極めて複雑な彼等の内心を、まるで反映させているかの如く、質量さえ伴って見受けられる、この場を圧迫する様な雰囲気の圧力。

  

  可是，阿雪那高高隆起、伸向前方的丰满乳肉，却是现在进行时的模样，在龙鬼的手中淫猥地扭曲着形状。

  　だがしかし、上向いて前方ヘと突き出ているユキの豊満な乳肉は現在進行形で、龍鬼の手中にて淫猥にも、殊更に形を歪ませている。

  

  龙鬼粗犷的五指伸进柔软的乳房里，隔着和服抓住了勃起的乳头。

  　柔らかな乳房の肉へと食い込んだ、龍鬼の無骨な五指が、着物越しに勃起して見受けられる乳首を捉える。

  

  “啊❤️爸爸❤️那里不行❤️再❤️啊❤️啊❤️”

  「あっ❤️お父様っ❤️そこはだめっ❤️ですぅ❤️ああっ❤️んんっ❤️」

  

  对自己肉体的一再刺激，使丰满的乳房前端显得坚硬。

  　再三に渡る自身の肉体へと与えられた刺激に対し、その豊満な乳房の先端を硬くして見て取れるユキである。

  

  对于在场的男人们强烈投来的视线，她已经看不出有任何反应了。

  　そんな彼女は最早、この場に居合わせている男達から強烈なまでに注がれる視線を、なんら構った様子が見受けられない。

  

  可以看出，如果按照从肉体深处涌出的雌性的情感，马上就会崩溃的气势。

  　このまま肉体の奥底から湧き上がる雌としての情動に従っては、この場にて今にも致してしまいそうな勢いが見て取れる。

  

  “哈哈，对不起，我兴味索然了。”

  「ははっ、すまんな。つい、興が乗ってしまった」

  

  但是，看到她明显情欲高涨的样子，终于是解放乳房的龙鬼。

  　しかしながら、明らかに情欲を昂らせて窺える彼女の姿を受けて、ようやっと乳房を解放する龍鬼である。

  

  用那粗鲁的五指捧起乳肉，使劲地弹起来，动作十分粗暴。

  　その無骨な五指で掬い上げる様にして、ぶるんっ、と大いに乳肉を弾ませての、乱暴な行いが見受けられた。

  

  他故意不礼貌地玩弄阿雪的肉体，简直就像在给周围的男人们看一样。

  　意図して不躾に、まるで周囲へと居合わせている男達へと見せつける様にしてユキの肉体を弄んで見て取れる龍鬼である。

  

  看到他这种极端大男子主义的样子，在场的男观众都明显地感到愤怒。

  　そんな彼の、あまりに亭主関白極まる姿を見て取った同所を共している観衆の男達は、明確な怒りを抱いて見受けられる。

  

  然而，他们心中浮现出的坚毅、纯真、义愤，都被无情地拒绝了。

  　だがしかし、そんな彼等の胸中へと浮かべられた健気にも初々しい、その様な義憤も、無常にも一蹴されることと相成った。

  

  将如此残酷残酷的事实强加给他们的，不是别人，就是让他们产生幻觉的阿雪本人。

  　その様な、酷く残酷極まる事実を叩き付けたのは、誰であろう、彼等に情景の念を抱かせる本人であるユキに他ならない。

  

  “改换地点，希望能得到父亲的关照❤️”

  「また場所を改めて、お父様のお情けを頂きたく思います❤️」

  

  因为受到龙鬼的粗暴对待，阿雪对不知名的男人们表现出痴态。

  　龍鬼からの乱暴な立ち振る舞いを受けて、誰とも知れない、男達へと痴態を晒すこととなってしまったユキである。

  

  然而，尽管阿雪被这种屈辱折磨得浑身发抖，但她似乎还能容忍。

  　しかしながらその様な屈辱に、身を震わせて見受けらて尚、ユキはそれすらも許容して見て取れる。

  

  周围那些不知道是哪里来的男人对她投来的憧憬的目光，她完全没有放在心上。

  　何処ぞの馬の骨とも知れない周囲の男達からの、憧れの眼差しなどなんら構った様子が見受けられ無い彼女であった。

  

  “嗯，当然是这么想的。”

  「ああ、無論そのつもりだ」

  

  她抬眼看着，眼神充满谄媚，阿雪仰视着她，从她娇艳的嘴唇中溢出甜美的声音。

  　上目遣いでの多分に媚びた眼差しで、見上げるユキからの、艶かしい唇から溢れでた甘い声色の囁き。

  

  听到她的恳求，龙鬼很自然地扬起嘴角，用力点头。

  　強烈な色香を漂わせて見受けられる、そんな彼女の懇願を受けた龍鬼は、野生的にも口の端を吊り上げて、力強く頷きを返す。

  

  龙鬼听了她恳切的恳求，从她的眼眸中窥见了自己肉体深处涌起的兽欲。

  　彼女からの切実な嘆願を聞き届けた龍鬼は、己の肉体の奥底から湧き上がる獣欲を、その瞳へと垣間見せた。

  

  龙鬼被宛如浊流般迸出的鬼人的强烈冲动烧焦了身体，将强壮的手臂转向阿雪的肩膀。

  　濁流の如く迸る鬼人としての、強烈なまでの衝動に身を焦がし、ユキの肩口へと逞しい腕を回す龍鬼。

  

  身体紧贴在一起的龙鬼，用他那圆木般强壮的手臂，强行把阿雪拉了过来。

  　そうして肉体を密着させて見受けられる龍鬼は、その逞しい丸太の様な腕で、ユキを強引にも引き寄せる。

  

  意外地被半强迫地抱紧肉体的阿雪，被粗暴地逼到龙鬼身边。

  　半ば強制的にも思いがけず、肉体を抱き寄せられてしまったユキは、乱暴にも龍鬼の傍らへと、侍らせられることと相成ったのであった。
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  可以看到和刚才不同地方看到的阿雪和龙鬼的身影。

  　先程とは場所を異して見て取れるユキと龍鬼の姿が窺える。

  

  

  在晴空万里的晴空下，我从一大早开始就受到了周围观众的耻辱感，结束了去程。

  　晴天が見受けられる大いに晴れ渡った青空の元、早朝から周囲の観衆の視線での恥辱を受けての、往路を終えた次第。

  

  

  阿雪忍受着龙鬼带给她的屈辱和嘲弄，终于登上了山顶。

  　龍鬼から与えられる屈辱に翻弄されて見受けられた登校を、如何にか耐え忍んで山頂へと至っていたユキである。

  

  

  然而，经过龙鬼几次细心的爱抚，他的秘部变得湿漉漉的。

  　しかしながら、幾度となく龍鬼から繰り返される、丹念な程に見受けられた愛撫を受けては、殊更に秘部を湿らせていた。

  

  

  她身上那件布面积不大的黑色内衣，也沾了水珠，嵌进了她漂亮的竖纹里。

  　見に纏う殊更に布面積の少ない黒色の下着も、しとどに水気を含ませて、彼女の綺麗な縦筋へと食い込ませれ見受けられる。

  

  

  内裤的布料强烈地挤压着裂缝，刺激着敏感的阴道口和阴核，使她的情欲格外高涨。

  　割れ目を一際強烈に圧迫する下着の布地が、敏感な膣口と共に陰核をも刺激して、際立って彼女の情欲を昂らせている。

  

  

  阿雪被带来的快感吓得浑身发抖，但或许是在众人都在场的情况下，她显得有些勉强。

  　与えられる快感に身を震わせるユキであるが、それでも殿方が居合わせている面前とあってか、如何にか堪えて見て取れる。

  

  

  但是，这只是时间问题，在她还没有接受之前，她也只能早早地来到自己的宿舍。

  　だがそれも時間の問題と相成って見受けられる手前、彼女としても、早々に自身の学舎へと足を運んで見受けられる。

  

  

  与她悲惨的身体状况相反，眼前的大自然乍一看就觉得壮观。

  　そんな彼女の、あまりに悲惨な身体事情とは対称的に、眼前に見受けられる大自然は一見しただけでも壮観に見て取れる。

  

  

  巨大的树木仿佛形成了一条道路，在石头铺成的道路上，可以看到密密麻麻的树木，用一个词来形容，简直梦幻至极。

  　巨大な樹木が、まるで道を成すかの如く、連い生え揃って窺える石畳みに舗装された往路は、幻想的なまでに圧巻の一言に尽きる。

  

  

  阳光透过一排排的大树照射进来，看起来甚至有些神秘。

  　連ねられた立ち並ぶ、大木の木々から差し込まれた木漏れ日が、あまりに神秘的にさえ見受けられる。

  

  

  就这样，我们来到了坐落在开阔视野的深山山顶上的学院的校门。

  　そうして、大きく開けた見晴らしの良い山奥の頂上へと存在している学園の、設けられている校門へと辿り着く。

  

  

  位于森林深处的巨大建筑物，足以让人仰视，其规模之大，即使称之为城也绰绰有余。

  　森の奥深くに所在している、仰ぎ見上げる程に大きな建造物は、最早城と称しても余りある程の大規模な造りが窺える。

  

  

  这样的总校区位于中央，旁边还能看到像是旧校舍的别栋和附属学校。

  　その様な形をしている本校舎が中央へと位置して見受けられるその傍らに、旧校舎と思しき別棟や、付属校すらも見て取れる。

  

  

  壮观的巨大建筑物，让看到它的人不管是否愿意都感到一种压力。

  　壮観に見受けられる程に巨大な建物は、これを目の当たりとした者を、否が応にも気圧させて窺える。

  

  

  被大自然所压倒的生命气息所包围，甚至能看到梦幻般的景象，即使特别感动，也不会有什么影响吧。

  　大自然に圧倒されてしまう程の生命の息吹に包まれて、幻想的にまで見受けられる光景は、殊更に感動さえ覚えても、なんら差し支えない趣きだろうか。

  

  

  在路边盛开的花草上排列着，可以看到各种各样簇生的、形状各异的叶子，遮住了中央道路的头顶。

  　道端へと大いに咲き乱れる草花の上に連ねられ、様々な種類の群生して見て取れる、異なる形状の葉が、その中央に整備されている道路の頭上を覆い隠して窺える。

  

  

  也许是远离人烟的缘故吧，一排排高耸入云的树木之间，不时传来野兽的叫声。

  　人里から大きく離れている同所とあってか、立ち並び、天を衝くかの如く屹立する樹木の、合間合間からは、獣の鳴き声なども聞き届けられて見受けられる。

  

  

  可以看到，小鸟在树枝上落脚的悦耳的啼声像迎接来到这里的人们一样热烈欢迎。

  　木々の枝へと足を落ち着けている小鳥の心地の良い囀りが、この場へと訪れた人々を迎え入れる様にして歓迎して見て取れる。

  

  

  仿佛在诉说祝福一般，倾听着悦耳动听的音色，对那美丽的风华微笑赞颂的阿雪。

  　まるで祝福を告げているかの如き、聞き心地の良い音色に耳を澄ませては、その美しいかんばせへと、微笑を称えるユキである。

  

  

  实现了原本目的的阿雪意识到，在大开的门前，所有视线都集中在自己身上。

  　本来の目的を果たしたユキは、大きく開け放たれた門扉の前での視線が、殊更に自身へと集っている事実を自覚する。

  

  

  昨晚在婚礼会场上看到的那些熟悉的面孔，分散地出现在眼前。

  　昨晩にも婚礼の儀式の会場にて見受けられた人々の見知った顔が、疎に散見されて垣間見て取れる。

  

  

  但是，因为龙鬼那锐利而锐利的眸子正毫不松懈地睥睨着四周，所以根本不值得在意。

  　だがそれも、龍鬼の眼光鋭い切長の瞳が、辺りを油断なく睥睨して見受けられる為、何ら気を払うに値しない。

  

  

  然而，阿雪似乎对此毫不在意，她让龙鬼侍候着自己，自己也跑到自己的教室去看。

  　しかしながら、これを何ら構った様子もなく、龍鬼へとその身を侍らせて窺えるユキは、自ずと自身の教室へと足を運ばせて見て取れる。

  

  

  “阿雪，我得先去一趟办公室。”

  「ユキ、俺は一度職員室へと向かわねばならん」

  

  

  但是，从刚才寄身的龙鬼那里得到了“无常”这句话，阿雪的美貌被蒙蔽了。

  　だがしかし、今し方身を預けた龍鬼から与えられた無常なる言葉を受けて、ユキの美貌が曇って見受けられる。

  

  

  “是吗……我知道了。”

  「そうですか‥わかりました」

  

  

  阿雪的表情显得格外沮丧，抱着自己肩膀的强壮手臂离自己而去的感觉，让她感到意外的懊恼。

  　殊更に気落ちした表情と相成ったユキは、自らの肩口を抱いていた逞しい腕が離れていく感覚を、存外に口惜しく思えた。

  

  

  “我们教室里再见吧。”

  「また、教室でお会い致しましょう」

  

  

  刚才还紧紧抱着自己的龙鬼，随着他那强壮的身体的离去，阿雪露出了不安的表情。

  　先程まで自身を抱き寄せていた、龍鬼の逞しい屈強な肉体が離れていくに応じて、途端に不安げな面持ちを露わとして窺えるユキである。

  

  

  阿雪的表情透着焦躁，悲痛地垂下眼睑，她的美貌也被阴影笼罩。

  　焦燥さえをも表情へと垣間見て取れるユキは、悲痛に瞼を伏せ、その美貌へと陰りが差して窺える。

  

  

  龙鬼看到她浑身散发着性感的样子，一字不提，似乎在深思熟虑。

  　何処か色香すら漂わせて見受けられる彼女の姿を目の当たりとした龍鬼は、真一文字に口を閉ざして熟考している様子が見て取れる。

  

  

  “可是，这不是阿雪所希望的，所以就这么走吧。”

  「だがそれは、ユキの望む所ではなかろう。故に、このまま向かうとしよう」

  

  

  经过深思熟虑后的犹豫不决，立刻变成了回答，传到了阿雪的耳朵里。

  　そうして思慮を迎えた末に巡らせた逡巡は、即座に返答と相成って、ユキの耳へと聞き届けられる。

  

  

  “真的吗?那我们一起来吧。”

  「本当に御座いますかっ。それなら共に参りまましょう」

  

  

  龙鬼平静地回应了阿雪，阿雪发自内心地欢喜。

  　穏やかに応じて見て取れる龍鬼からの言葉を与えられたユキは、心底からの歓喜を露わとする。

  

  

  混合着极大的喜悦，欣赏到雪之美丽的番石榴，简直就像盛开的花朵一样美丽。

  　大いに喜悦を入り混じらせて見受けられるユキの麗しきかんばせは、まるで花が咲き誇らんばかりに美しい。

  

  

  周围的学生看到这一幕，无一例外地失去了意识。

  　これを目の当たりとした周囲に居合わせている生徒たちは、男女の例外なく意識を奪われて見て取れる。

  

  

  他们的视线多半被牢牢地盯着，连自己看过来的视线都无法避开。

  　多分に視線を釘付けとされてしまっている彼ら彼女らは、自身が向けた視線を背けることさえままならなく窺える。

  

  

  就这样，从被人看到的瞬间起，周围的人就会深深地迷住你，那些不礼貌的眼神算什么。

  　その様にして、人目見た瞬間から骨の髄まで魅了されて見受けられる周囲からの、不躾な眼差しなど何のその。

  

  

  把来这里的学生们自然聚集在一起的人群，在中间划出一条路，自然而然地分成纵向。

  　同所へと訪れている生徒達の自然と集わせてしまう雑踏を、その中央に道を作る様にして、自ずと縦状に分たれていく。

  

  

  这些学生用流畅而洗练的动作，主动为阿雪打开了前进的道路。

  　流れる様に洗練された動きで、ユキが征く道を、自ら開けて見受けられる生徒達である。

  

  

  阿雪在龙鬼身边窥视着那艘船，露出了一丝优越感。

  　その只中を龍鬼の傍へと身を侍らせて窺えるユキは、僅かながらに覚えた優越感を露わとしてみせた。

  

  

  龙鬼和她一样，把女儿抱得紧紧的，就像在炫耀自己的身姿一样，他的举止十分威风。

  　彼女と同様に、己が娘を我が物顔で抱き寄せる龍鬼は、その姿を誇示するが如く、堂々とした立ち振る舞いが見受けられる。

  

  

  看到这一幕，所有人都对这两位以偶像自居的人投以情景般的眼神。

  　これを目の当たりとした誰もが、圧倒的なまでに強烈な偶像を誇る二人に対し、情景の眼差しを向ける他にない。

  

  

  面对她们充满羡慕的目光，她们依然岿然不动，丝毫看不出有何顾忌。

  　彼等彼女らの羨望の孕んだ視線を向けられて尚、依然として毅然とした立ち振る舞いを崩さずに、何ら構った様子すらも見受けられない。

  

  

  阿雪跟在他身边，顺从地走着，态度凛然，举止优雅。

  　その傍を追従する様にして、従順にも歩みを進めて窺える凛とした態度を見せているユキも同様に、上品な所作が見て取れる。

  

  

  看到这两个人性格上的差异，学生之间也开始议论纷纷。

  　そんな二人の格の違いを見せつけて見受けられる様な光景を受けて、生徒間では囁き声での噂話が沸き立って窺える。

  

  

  白雪的长发闪耀着耀眼的纯白光芒，在微风的吹拂下，像金线一样翻飞。

  　眩いばかりに純白の煌めきが見受けられるユキの長髪が、同所を撫でる微風により、金糸の如く翻る。

  

  

  闪烁着虹彩的同色白金眼眸，给人一种敏锐的箭矢般理智的印象。

  　虹彩さえ放って見て取れる同色の白金の瞳は、研ぎ澄まされた矢の如く理知的な印象が窺える。

  

  

  从他身上散发出来的高浓度魔力，与白金的粒子相结合，在这里显现出来。

  　その身から発散されて見受けられる可視化できる程に高濃度の魔力が、白金の粒子と相成ってこの場へと顕現して見て取れる。

  

  

  在一旁观看她梦幻般美丽身姿的学生们，被她的气势所压倒，噤口不语。

  　彼女の幻想的なまでに美しい姿を、側から眺めていた生徒等は、気圧されてしまった様に口を噤んで見受けられる。

  

  

  刚才的喧嚣不知去了哪里，在寂静降临的这里，只有阿雪的鞋踩在地面上的声音显得格外响亮。

  　先程の喧騒は何処へやら、静寂が舞い降りた同所へとユキの履き物が地面を踏む音色だけが、殊更に響いて見て取れる。

  

  

  然而，在这种沉默支配的场合，他们与她们的异常质量也伴随而来，而阿雪却以坚毅的美貌走着。

  　だがしかし、そんな彼等彼女等の異様な質量さえ伴って見受けられる沈黙が支配したこの場にて、毅然とした美貌で、歩みを進めるユキである。

  

  

  阿雪格外靠近龙鬼身边，她那丰满的身体紧贴在龙鬼身上，连缝隙都看不到。

  　龍鬼の傍へと殊更に身を寄せたユキは、際立って豊満な自身の肉体を、完膚なきまでに隙間さえ見受けられない程に、密着させて見て取れる。

  

  

  “呵呵……❤️”

  「ふふ‥❤️」

  

  

  随着她那丰满的乳肉压在身上的谄媚举动，龙鬼那强壮的肉体也自然而然地动了起来。

  　彼女の豊満な乳肉を押し付ける様な、多分に媚びた立ち振る舞いに応じて、自然と龍鬼の逞しい肉体も動いて見受けられる。

  

  

  与她那充满性感的丰满身材相比，纤细纤细的阿雪的肩膀上环抱着强壮的手臂。

  　大いに色香が漂う肉付きの良い身体と比較して対称的に、細っそりとした華奢なユキの肩口に逞しい腕を回して見て取れる。

  

  

  “啊❤️。”

  「あんっ❤️」

  

  

  龙鬼威风凛凛，仿佛要充分展示自己一般，他将阿雪柔软的身体迎入圆木般的臂弯中。

  　存分に見せつけるかの如く、堂々とした立ち振る舞いが窺える龍鬼は、そのままユキの柔らかな身体を、丸太の様な腕の中へと迎え入れる。

  

  

  阿雪把脸埋在被锻炼到极限的腹肌上，触摸着那强壮的肉体。

  　極限まで鍛え上げられた幾重にも割れた腹筋へと、顔を埋めることと相成ったユキは、その屈強なる肉体の感触に触れて見受けられる。

  

  

  “……❤️。”

  「‥ぁ❤️」

  

  

  阿雪委身于被强壮肌肉的肉体包裹的舒适感觉中，一种强烈的安心感笼罩着她的身体。

  　逞しい筋肉の肉体へと包まれた心地よい感覚に身を委ねたユキは、殊更に強烈な安堵に身を包まれる。

  

  

  阿雪可以让自己在龙鬼身边侍从，毫无顾忌地前往自己所在的教室。

  　龍鬼の傍らに自身の身を自ら侍らせて、己が籍を置いている教室へと、何ら気兼ねなく赴いて見て取れるユキである。

  

  

  阿雪靠在身边的举动，让人窥见了她身为雌性的明显谄媚。

  　雌としてのあからさまに媚びた性質を窺わせる様にして、身を寄せるユキの立ち振る舞い。

  

  

  任凭她那卑微的雌性本能，顺从动物性冲动的行为，温柔地咧着嘴的龙鬼。

  　そんな彼女の卑しい雌としての本能に身を委ねた、動物的な衝動に従った行いに応じて、柔和に口元を綻ばせる龍鬼である。

  

  

  龙鬼看见阿雪抬眼看自己的眼神，眼神中多半带着谄媚之情，他毫不费力地挥动着自己笨拙的五指。

  　多分に媚びを孕んだ上目遣いで見上げてくるユキの眼差しを見て取った龍鬼は、無造作に己の無骨な五指を動かして見受けられる。

  

  

  龙鬼把阿雪纯白的白金色头发梳得像爱的样子，不礼貌地摆弄着手感如丝般柔软的金线。

  　ユキの純白に輝く白金の髪を愛でる様にして梳いて見て取れる龍鬼は、不躾にも絹の如きサラサラとした手触りの金糸の様なそれを弄ぶ。

  

  

  两个人发自内心地表现出一副和睦的样子，对于周围的观众和学生们的样子，他们毫不在意，径直向教室走去。

  　心底から仲睦まじい様子が見受けられる二人は、周囲の観衆と相成っている生徒達の姿など、何ら意に解することなき、教室へと向かって見て取れる。

  

  

  学生们呆呆地看着两人的背影，只能目送他们离去。

  　二人の後ろ姿を呆然とした面持ちで眺めるしか窺えない生徒達は、これを一方的に見送る他になかった。
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  当天，与刚才的校门前不同的阿雪和龙鬼，向学生们展示了他们压倒性的偶像，来到自己的教学楼。

  　同日、先程の校門前とは場所を異として見受けられるユキと龍鬼は、存分に生徒達へとその、圧倒的なる偶像を見せつけて、自身の学舎内へと赴いて見て取れる。

  

  

  两人站在阿雪所在的教室里那扇特别厚重的门前。

  　訪れたのは、ユキが籍を置いている教室の、殊更に重厚な扉の前へと佇んで窺える二人である。

  

  

  在这个学园的阶级制度中，阿雪的教室地位相当高，所以看上去特别坚固。

  　この学園における階級制度において、それなりに高位な立場にその身を置いているユキの教室は、際立って頑丈な造りで誂えれて見受けられる。

  

  

  自身所拥有的力量，尤其在这个村子里的学园里，是按照实力排名来划分班级的。

  　自身が有する力こそが、殊更に物を言うこの村における学園では、実力の序列にてクラス分けが成されて見て取れる。

  

  

  即使被称为古老优良的种姓制度也无妨的这个学园的制度，可以看出它非常推崇弱肉强食这一世界规律。

  　古き良きカースト性と称しても何ら差し支えないこの学園の制度は、正に世界の理である弱肉強食を、際立って推奨している様に見受けられる。

  

  

  特别是，该学园至今仍吸收了严重歧视性的、有悖于时代的风俗习惯，并反映了这一点，称之为地狱也不为过。

  　殊更に酷く差別的で時代錯誤極まる風習を、未だに取り入れて、それを反映して窺える同学園は、最早地獄と称しても何ら過言ではない。

  

  

  至少，作为雌性，面对以强壮肉体为傲的雄性，阿雪只能以脆弱的肉体屈服，在她看来，这是一个极其不讲理的环境。

  　少なくとも雌として、屈強なる肉体を誇る雄に対し、脆弱な肉体で屈服する身の上のユキからしたら、殊更に理不尽な環境として、映って見受けられた。

  

  

  尽管如此，还是能看到阿雪日复一日地前往这所学园的身影，可见她勤奋的性格。

  　しかしながらそれでも尚、連日に渡り毎日の様に、この学園へと続く往路を赴く姿が窺えるのは、ユキの勤勉な性分が見て取れる。

  

  

  但是，由于这种性质的灾难，在武斗会上龙鬼和风歌的决斗成为骚动的原因之前，还不清楚。

  　だが、その性質が災いしての、武闘会における龍鬼とフウガの決闘と相成ってしまった騒動の原因である手前、未だ判然としない。

  

  

  即使不是这样，一旦因为阿雪而成为起因，最后也会作为火种彻底点燃。

  　例えそうでなくとも、ユキが原因でそれが起因と相成った挙句の果てには、あまつさえ火種として見事着火させてしまった次第。

  

  

  所以说她是魔性的女人，也没有什么不自然的。

  　故に彼女を魔性の女と称しても、何ら不自然ではないように見て取れる程に余りある。

  

  

  作为极品雌性，拥有压倒性魅力的阿雪，即使在这个异常的学园里，也显得格外有异样的存在感。

  　それ程までに極上の雌として、圧倒的なまでの魅力を誇るユキは、この異常な学園においても、殊更にその異様な存在感を浮かせて見受けられる。

  

  

  绝世的美丽，鲜明的美貌，与她强烈的性感，同时凸显出楚楚可怜的魅力。

  　絶世の麗しき、その鮮明なまでの美貌は、殊更に彼女の強烈な色香と共に、併せ持つ可憐な魅力を浮き彫りとして窺える。

  

  

  她有着与他人隔绝的神秘美丽的容貌，正因为如此，她才得以跻身上流阶层。

  　その他者とは隔絶している程に類い稀なる神秘的なまでに美しい容貌が災いしたお陰で、計らずともカースト上位へとその身を在籍させている次第。

  

  

  正因为如此，起初阿雪并不甘心于自己的立场，尤其是生性认真的阿雪，努力钻研。

  　だからこそ当初は自ずと、その立場に甘んじることなく、殊更に生真面目な性質であるユキは、努めて研鑽を積んでいた。

  

  

  然而，阿雪天生胆小，所以精神上更容易受到折磨。

  　しかしながら生来の性分として、小心者であるが故に、殊更にその精神性に難を患って窺えるユキである。

  

  

  因此，当阿雪看到自己与周围人的才能差距时，立刻感到挫败，对比自己优秀得多的雄人才俯首称臣。

  　であるからして周囲との才能の格差を目の当たりとしては、即座に挫折を経て、自身より遥かに優れた雄に対し、平伏して見受けられたユキである。

  

  

  她表现出的多半是谄媚，那种谦恭从属的姿态，引起了同班女生的反感。

  　多分に媚びを見せた、彼女の謙って従属した姿勢は、大いに同クラスのに在籍している女生徒の反感を買うことと相成った。

  

  

  阿雪那美丽梦幻的容貌，多少受到了同性羡慕的目光。

  　その美しい儚げな容姿も相まって元より多少なりとも、同性より羨望の眼差しを向けられていたユキである。

  

  

  因此，受到女学生如此难堪的嫉妒，似乎是不可避免的命运。

  　であるからして、その様に女生徒からの見苦しいまでの嫉妬を受けてしまうのは、決して避けられない定められた運命に見て取れた。

  

  

  然而，同样程度的支持，竟然来自一个被阿雪的美貌迷住的男生。

  　しかしながら、それと同程度の支持を、計らずともユキの美貌に魅了されていた男生徒から得ることができた次第。

  

  

  所幸的是，风贺盯着阿雪看了一眼，她只受到了别人在背后说坏话之类的虐待。

  　お陰で幸いにも、フウガに目を掛けられて窺えたユキは、陰口を叩かれる程度のささやかな虐めにしか身を晒されなかった。

  

  

  

  从她脆弱不堪的身体状况来看，即使称之为不幸中的万幸也无妨。

  　彼女のあまりに脆弱極まる肉体の身の上それは正に、不幸中の幸いと称しても何ら差し支えないまでの事柄に窺えたのであった。

  

  

  

  阿雪身处如此暧昧的立场，如今却与自己可靠的父亲同行。

  　その様な、非常に曖昧な立場に自身の身を置いているユキであったが、現在は頼りになる自らの父同伴での入室である。

  

  

  在以比谁都强壮的身体为傲的强韧龙鬼为后盾的阿雪看来，这所学园已经不值得害怕了吗?

  　誰よりも逞しく屈強な肉体を誇る強靭なる龍鬼を後ろ盾としているユキからすれば今更、何ら恐るに値しない学園だろうか。

  

  

  从以前开始，阿雪就一直被人在背后说她有父母的光环，但现在她和龙鬼举行了婚礼，连这个蔑称都能接受了。

  　以前から親の七光りなどと陰口を叩かれていたユキであったが龍鬼との婚礼の儀式を迎えた現在に至っては、その蔑称すら受け入れて見受けられる。

  

  

  阿雪就像龙鬼一样侍奉着自己，甚至连自己那微妙的等级序列都不知道。

  　納められている自身の、殊更に微妙なカースト序列すらも何のそのとでも言わんばかりに、龍鬼へと身を侍らせて見て取れるユキ。

  

  

  阿雪单方面极其明确地表示拒绝，更让女学生厌恶。

  　一方的に、極めて明確な拒絶を示されているユキは、殊更に女生徒から嫌われて見受けられる。

  

  

  一般来说，在等级内的种姓序列中的一小部分派系中，这种倾向更加明显。

  　あまつさえ、クラス内におけるカースト序列の中の、ごく一部の派閥では、より一層その傾向が顕著に見て取れる。

  

  

  也就是比阿雪低人一等、嫉妒到发狂的丑女样貌的底层阶级序列的集团。

  　それ即ち、ユキよりも遥かに見目が劣って窺える、嫉妬に狂った醜女の如き容姿の、底カースト序列の集団。

  

  

  她们的容貌和内心都丑陋得令人发指，尤其视阿雪为眼中钉。

  　容貌とその内心共に、穢らわしい程に醜き存在である様に見受けられる彼女達は、殊更にユキを目の敵として窺えた。

  

  

  说到底，犯下单方面欺压弱者的愚蠢行为的人，也许和他的存在一样，都是弱者。

  　つまるところ本当に、か弱き者を一方的に虐げる様な愚行を冒す者は、その存在と同様の弱者であるのかも知れなかった。

  

  

  可以断定，阿雪还缺乏与人相处的能力，经验尚浅，但至少现在她已经表现出了正确的价值观。

  　依然として断定できる程に、未だ対人能力に乏しく、経験が浅いユキであるが、少なくとも現在ではその様にして確かな価値観を示して見受けられる。

  

  

  与这一连串过于悲惨的事情相比，男生对她的对待显得格外郑重。

  　その様なあまりに惨めに過ぎる、一連の事柄と比較して、それと反比例するかの如く、男生徒からの扱いは際立って丁重に窺えた。

  

  

  正因为如此，对阿雪的强烈憎恶才更加恶化和加剧，这是不言而喻的。

  　だからこそユキへの強烈な憎悪が殊更に悪化して増幅して見受けられたのは言及するまでもなく明らかだ。

  

  

  对于复杂的人际关系的形成，阿雪有些畏缩，不过，通过把班级的班主任换成龙鬼，可以看出她期待着能有些许的改善。

  　複雑な人間関係の見て取れる形成に対し、些か辟易としていたユキであったが、クラスの担任を龍鬼に変えることにより、僅かばかりの改善が施されることを期待して窺える。

  

  

  称赞像人偶一样美丽、精致的柑橘造型的阿雪，经常被认为是接触善意的身世。

  　人形の如く麗しく、精緻なかんばせ造形を称えているユキは、常に善意に触れている身の上として見受けられる。

  

  

  然而，与此相同，甚至比这更严重的是，她的周围也蔓延着不计其数的恶意。

  　しかしながら、それと同様の、或いはそれ以上に、彼女の周囲には無数の数えきれない程の悪意が、蔓延って見て取れる。

  

  

  因为阿雪拥有无与伦比的美貌，足以让人感到压力，她的容貌无论坏人还是好人，都毫无例外地吸引着所有人。

  　何故なら、他者を気圧させて見受けられる程に圧倒的なまでの、類稀なる美貌を誇るユキの容姿は、悪人か善人かを問わずして、一切の例外さえもなく、誰をも惹きつけてしまうのだから。

  

  

  面对这样的困境，阿雪没有丝毫不屈服、克服逆境的迹象。

  　そのような苦境に対して、何ら屈することなく、逆境をも乗り越え見せる様な気配の一切がユキには窺えなかった。

  

  

  正因为如此，身为雌性只有脆弱肉体的她，迫切需要守护自己的雄性。

  　だからこそ雌として脆弱な肉体しか有さない彼女は、自身を守護する雄を、切に必要としていたのだ。

  

  

  不过，自从顺利完成与龙鬼的婚礼后，阿雪就名副其实地轮到他了。

  　だがしかし、無事に龍鬼との婚礼の儀を果たしたことりより、晴れて名実ともに、彼の番と相成ったユキである。

  

  

  这是一种仪式，是为了让村里一大半的人看到那个浑身散发着强烈色香味的瞬间，甚至达到一种反常的程度。

  　それもこの村の大半の人々へと、その倒錯的な程に、強烈な色香の漂わせて見受けれたその瞬間を、殊更に見せつけての儀式であった。

  

  

  就像要表露自己的内心一样，让自己的身体像龙鬼一样强壮。

  　そんな自身の内心を発露するかの様にして、自らその身を、龍鬼の屈強なる肉体へと侍らせる。

  

  

  在这个实力主义猖獗的村子里，龙鬼站在拥有绝对力量的顶点，无人能及。

  　この実力主義が蔓延る村において、誰の追随も許さぬ程に、隔絶された絶大なる力を有する頂点に立つ龍鬼。

  

  

  因为与他定下契约的阿雪，已经让人们知道了那一瞬间，所以早已没有了可怕的过去。

  　彼と契りを交わしたユキは、その瞬間を人々に知らしめているが故に、最早恐る過去はない。

  

  

  可以看出，他打算再次回到被人背地里说坏话的虐待之前的等级序列的顶点。

  　再び陰口を叩かれる様になる虐げられる以前の、クラス内カースト序列の頂点へと返り咲く腹積もりに見て取れる。

  

  

  本来，这种自贬自矜、过于凄惨的行为，放在这所学校里也不是什么坏事。

  　本来であれば、その様に自身の矜持を、自ら貶めかの如き、あまりに惨めに過ぎる立ち振る舞いも、この学園に置いては、あながち悪手ではない。

  

  

  倒不如说，阿雪的这种思考方式本身，是一种特别有效的手段，可以窥伺这个村子弱肉强食的制度。

  　寧ろユキが巡らせている思考自体は、この村の弱肉強食の制度の裏を掻いた、殊更に効果的な手段として窺える。

  

  

  对身体比自己强壮的雄兽谦让、谄媚讨好的能力，也被认为是评价的标准。

  　自身よりも屈強なる肉体を誇る雄に対して謙り、媚びを売って取り入る能力もまた、評価される基準として見受けられる。

  

  

  “别担心，有我在。”

  「案ずるな。俺がついている」

  

  

  面对陷入深思的阿雪，龙鬼用温和的语气打断了她的深思。

  　深くまで思考を巡らせていたユキに対し、その熟考を妨げる様にして、暖かな声色で気遣いを見せる龍鬼。

  

  

  也正因为如此，龙鬼这句充满男子气概的话让阿雪深受鼓舞。

  　お陰で、思いがけずして男らしい龍鬼からの力強い言葉に、励まされることと相成った次第のユキである。

  

  

  客观地分析事物的她，或许是停止了兜圈子的思考吧。

  　物事を客観的に分析している彼女であったが、もしかすれば堂々巡りになる思考を止めてくれたのでかもしれなかった。

  

  

  也可能是龙鬼在无意中发现了阿雪的美貌，领悟到她的微妙之处，灵机一动的结果。

  　或いは、気付かぬうちにあまりに悲観的なユキの憂を称えた美貌を見て取って、その機微を悟った龍鬼が、気を利かせた結果としても見て取れる。

  

  

  “……父亲。”

  「‥お父様」

  

  

  不管怎么说，情绪有些不稳定的阿雪总算从思考的漩涡中平安地找回了自我。

  　何はともあれ、幾分か情緒が不安定になっていたユキは思考の渦から無事に、我を取り戻すことができた次第である。

  

  

  面对他的哀叹，阿雪浮现出原本被捕捉到的意识，欢喜得浑身颤抖。

  　幾らばかりかの嘆きに対し、捉えられていた意識を浮上させて見受けられるユキは、歓喜に身を震わせる。

  

  

  龙鬼坚定的举动给了阿雪勇气，她一脸陶醉地感谢道。

  　龍鬼の心強い立ち振る舞いに勇気付けられたユキは、うっとりとした面差しで、感謝の言葉を述べた。

  

  

  “没关系，只要我在身边，这些担心都是杞人忧天，根本不存在值得害怕的人，阿雪只要顺从我就行了。”

  「構わん。傍に俺がいる限り、その懸念は杞憂だ。恐るに値する輩など存在しない。ユキはただ俺に従順であればいい」

  

  

  看到阿雪深深低下头，心中流露出感叹之情，龙鬼以一副野生精悍的表情断言道。

  　頭を深々と下げて感嘆の心中を露わとしたユキの姿を目の当たりとした龍鬼は、殊更に野生的な精悍な面立ちで断言してみせる。

  

  

  就像他说的那样，只要他警惕地瞪大眼睛，所有人都会感到害怕，肯定会投来恐惧的眼神。

  　その言葉通り、彼が警戒に目を光らせている以上は、誰もが恐れ慄き、恐怖の眼差しを向けてくるに相違なかった。

  

  

  阿雪对这一点理解得很正确，但多年养成的自卑习惯，作为坏习惯依然存在。

  　それを頭では正しく理解しているユキであるが、何分長年習慣と相成ってしまった卑屈は、悪癖として健在だ。

  

  

  “不愧是父亲。”

  「流石はお父様です」

  

  

  正因为如此，她像在说给自己听一样，以龙鬼的姿态，履行自己作为雌性的职责。

  　だからこそ彼女は、自身に言い聞かせる様にして、龍鬼へと謙り、自らの雌としての務めを果たす。

  

  

  就这样，通过向雄性献媚来维持自己内心平衡的阿雪，投靠了龙鬼强壮的肉体。

  　その様にして、雄に媚びを売ることで自らの心の均衡を保っているユキは、龍鬼の逞しい肉体に身を寄せる。

  

  

  她紧紧抱住他，用自己的武器——丰满而淫荡的身体紧贴着他。

  　縋り付く様にしてしなだれかかり、自身の武器として備わる豊満な肉付きの良い、淫らな身体を密着させる。

  

  

  在龙鬼强壮的臂膀中，阿雪强健的身体的触感，或者是即将进入教室的时候，阿雪的心情格外激动。

  　龍鬼の逞しい腕の中、強靭なる肉体の感触に、或いはこれから控えている教室への入室へと、殊更に心を躍らせて見て取れるユキ。

  

  

  至少可以看到自己胸口剧烈的跳动，听到自己从未有过的心脏如钟声般跳动。

  　少なくとも自身の胸の鼓動に激しい高鳴りが見受けられ、これまでになく自らの心臓が早鐘の様に鼓動するのを聞き届けている。

  

  

  踏进教室的时候，为了让自己那颗跳动的心脏平静下来，做了深呼吸。

  　教室へと足を踏み入れるに際しては、殊更に高鳴る自身の脈打って見受けられる心臓を、落ち着かせるべく深呼吸。

  

  

  “我们走吧，父亲。”

  「参りましょう。お父様」

  

  

  阿雪将空气吸入喉咙深处，仿佛在鼓舞自己，不由自主地脱口而出。

  　喉奥へと深くまで空気を取り入れたユキは、自身を鼓舞するかの様して、思わず言葉を吐き出して見受けられる。

  

  

  “嗯。”

  「ああ」

  

  

  听到她意外的呼唤，龙鬼以极其平静的声音，大方地点了点头。

  　予期しない彼女からの呼びかけを受けた龍鬼は、酷く落ち着いた声色で、鷹揚にも頷いてみせた。

  

  

  “好，我去。”

  「い、行きます」

  

  

  他下定决心，深深地呼吸着，同时庆祝着一直以来郁郁不乐的校园生活的结束，把手搭在了摆在眼前的门的把手上。

  　意を決して呼吸を深くすると共に、以前までの鬱屈とした学園生活の終わりを祝して、眼前に誂えられている、扉の取手へと手を掛ける。

  

  

  阿雪气势汹汹地推开通往教室内的厚重大门，和龙鬼一起踏出一步，前往等待自己的战场。

  　勢い勇んで、教室内へと続く重厚な扉を押し開き、龍鬼と共に一歩足を踏み出したユキは、これから自らを待ち受ける戦場へと赴いた。
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  阿雪走进教室，一踏进教室就看到了扑面而来的压迫感。

  　教室内へと入室を果たし、その足を一歩踏み入れて窺えるユキは、即座に自身を襲いくる威圧感に気圧される。

  

  

  一踏进室内就能看到的阿雪，被一种异常沉重的压迫感吓得缩起了身子。

  　室内に足を踏み入れて見て取れるユキは、質量さえ伴って見受けられる異様なまでの重苦しい圧迫感に身を竦ませる。

  

  

  对来到这里的阿雪表示欢迎，但能看到的却是连一句话都说不出的、令人心痛的静寂。

  　この場へと赴いたユキを歓迎して窺えたのは、言葉一つさえ交わされない、痛い程に迸る静寂の帳。

  

  

  仿佛要将步履蹒跚的她包围起来似的，仿佛要对她发起追击一般，无情的沉默飘落在这里。

  　まるで歩みが覚束ない彼女を包み込む様にして、殊更に追い討ちを掛けるかの如く、無慈悲な沈黙がこの場へと舞い降りる。

  

  

  狭小而均等摆放的椅子和桌子，整齐地排列着，丝毫看不出凌乱。

  　所狭しと均等に設けられた椅子と机が、一切の乱れが見受けられない程綺麗に並べられて見受けられる。

  

  

  已经坐在准备好的座位上的人，看到突然出现在这里的阿雪，全都集中视线。

  　そうして用意されているその席へと、既に腰を落ち着けている者達は、唐突にこの場へと訪れたユキの姿を目の当たりとして視線を集わせる。

  

  

  虽然是太阳刚刚露出身姿的清晨，但不知为何，教室里的学生们都早早地聚在了一起。

  　太陽が姿を覗かせたばかりの早朝であるにも関わらず、どうしてか早々に、教室へと籍を置いている生徒達の姿が、皆揃って見て取れる。

  

  

  阿雪看到他们早早就来到学校，显得格外紧张。

  　あまりに早くも既に登校を果たして窺える彼等彼女等の面々を見て取ったユキは、殊更に緊張を露わとして見受けられる。

  

  刚才满怀雄心壮志的阿雪也开始失速，看起来缩着肩膀。

  　先程まで抱いていた野心的な勢いも失速が見受けられ、肩を縮こめて萎縮して見て取れるユキである。

  

  

  然而，龙鬼察觉到她胆怯的微妙之处，仿佛要抢先一步，发出了第一句话。

  　しかしながら、そんな怯んで窺える情けない彼女の機微を悟に至る龍鬼は、この場の機先を制するかの如く、第一声を発してみせた。

  

  

  “我是这个班的新班主任龙鬼。拜托你了，九郎大人。”

  「新たにこのクラスの担任を務めることとなった龍鬼だ。よろしく頼む、グラウ殿」

  

  

  对于还保持着寂静的学生们，龙鬼丝毫看不出有任何反应，作为副班主任向听到的格劳打招呼。

  　未だ静寂の帳を保って見受けられる生徒達に対し、何ら構った様子も窺えない龍鬼は、副担任として聞き及んでいたグラウに声を掛ける。

  

  

  对和阿雪一样缺乏人际交往能力的他来说，打招呼时应该多少有些友好吧。

  　ユキと同様に対人能力に乏しい彼としては、幾分か友好的な立ち振る舞いでの、御挨拶といった具合だろうか。

  

  

  副班主任格劳听了他的自我介绍，语气平静，态度异常沉着，似乎被他的气势压倒了，点了点头。

  　声色も穏やかに、酷く落ち着いた態度での自己紹介を受けた副担任のグラウは、僅かばかり気圧された様にして頷きを返してみせる。

  

  

  “啊，我是副班主任九郎。拜托了。”

  「あ、ああ。副担任のグラウだ。よろしく頼む」

  

  

  在此之前，格劳是这个教室的班主任，他一直努力认真地担任着这个职务。

  　以前までは、この教室の担任の役目を賜り、努めて生真面目にその役割を務めていたグラウである。

  

  

  正因为是这样的他，才会把突然被强迫担任这个学园教师的亲任的龙鬼视为眼中钉。

  　そんな彼であるからして、突然この学園の教師としての役職にねじ込まれてきた、親任の龍鬼という存在を、目の敵にしても致し方ないだろう。

  

  

  虽然不是出于本意，但他还是被贬为副班主任，这让他感到非常不合理。

  　不本意ながら、副担任の身へとその役職を落として見受けられるグラウは、殊更にその理不尽を嘆いて見手取れる。

  

  

  但是，如果是在邂逅龙鬼之前，那心中的郁愤，现在也就成了风中之烛了。

  　しかしながら、龍鬼との邂逅を果たす前までであるならば、その胸中に抱かれていた鬱憤も、現在では風前の灯といった次第。

  

  

  与他正面对峙的格劳，更加明白了自己是多么矮小。

  　真正面から彼と対峙したグラウは、如何に自身が矮小な存在であるかを、殊更に理解させられてしまった。

  

  

  一大早，晴空万里，晴空万里，令人心旷神怡，但他却显得格外消沉，自报家门也早早地垂下了头。

  　晴天の輝きを晒す青空が心地良い早朝から、殊更に意気消沈して窺えるグラウは、自らの名乗りも早々に項垂れて見受けられる。

  

  

  “嗯，我还是第一次做这样的工作。虽然会有不尽如人意的地方，但请您多多包涵就好了。”

  「ああ。何分この様な仕事は初めてでな。至らない所もあるだろうが、大目に見てもらえると助かる」

  

  

  然而，世事无常，来到新工作岗位的龙鬼，难得地发出了强有力的声音。

  　だがしかし無常にも、新たな職場へと赴いた龍鬼は、珍しくもその力強い声色を、殊更に弾ませて見て取れる。

  

  

  是任凭发自内心的充满活力所驱使，随着涌起的冲动而被看见的龙鬼。

  　心底から満ち溢れる活力の赴くままに身を委ね、湧き上がる衝動に従って見受けられる龍鬼である。

  

  

  与话语同时的握手也显得相应地有力。

  　言葉と同時に交わした握手もそれ相応に力強く見て取れる。

  

  

  听到这句话，格劳露出了几分失落的表情，他的表情看起来有些僵硬。

  　これを受けた、幾分か気落ちした面持ちを晒して窺えるグラウは、僅かばかりに表情を強張らせて見受けられる。

  

  

  龙鬼丝毫没有察觉自己五指的用力出乎意料，他再次睥睨着教室。

  　思いの外五指に力が込められてしまった事を、何ら意に解することのない龍鬼は、改めて教室内を睥睨する。

  

  

  原本就锐利的目光，锐利地投向坐在座位上的他们。

  　元より切長の鋭利な眼差しが、眼光も鋭く席へと腰を落ち着けている彼等彼女等へと向けられる。

  

  

  学生们看到他那带着威猛质量的视线，多少被震慑住了。

  　そんな威圧するような質量さえ伴って見受けられる視線を目の当たりとした生徒達は、幾分か気圧されて見て取れる。

  

  

  让阿雪侍奉的龙鬼，仿佛要显示自己是雌性一般，挥动着手臂。

  　傍にユキを侍らせる龍鬼は、まるで自身の雌としての番を見せつける様にして、腕を動かして見受けられる。

  

  

  他那强壮的圆木般的手臂绕到阿雪的肩头，然后抱住自己那强壮的身体。

  　金骨逞しい丸太の如き腕が、ユキの肩口へと回されて、そのまま己の屈強な肉体へと抱き寄せる。

  

  

  “我女儿受你照顾了，今后也要好好相处。”

  「俺の娘が世話になっている。これからも仲良くしてやってくれ」

  

  

  然后炫耀自己的番位兼女儿的龙鬼，欢快快活地扬起嘴角宣告。

  　そうして自らの番い兼娘を誇示して見せた龍鬼は、明朗快活とした野生的に口の端を吊り上げて宣告する。

  

  

  总而言之，这个宣言的意义在于，让自己的女儿阿雪在这个教室里保持优势地位。

  　つまるところ、この宣言の意味する所は、この教室内において、己の娘であるユキの優位性を保たせる効果が窺える。

  

  

  可以看出，被钉上钉子的学生大部分都用明朗的微笑迎接。

  　予め釘を刺されて見受けられる生徒達の大半は、朗らかな微笑でこれを迎え入れて見て取れる。

  

  

  然而，极个别的种姓序列派系的人，表情却带着厌恶的扭曲。

  　しかしながら、極一部のカースト序列派閥の者達は、その表情を忌々しげに歪ませて見受けられた。

  

  

  对阿雪投以羡慕目光的多半是出身底层的女学生，她们的眼神看起来格外丑陋。

  　ユキに対して羨望の眼差しを向ける大半は、序列底辺の女生徒であるが、彼女達の見目は殊更に醜く見て取れる。

  

  

  尽管阿雪自称与这些丑女至极的女学生们处于截然相反的位置，但她毫无妨碍地体现了美丽，她那可怜的容貌变得坚强起来。

  　そんな醜女極まる女生徒達とは対極の位置にあると称しても、何ら差し支えない美の体現であるユキは、その可憐なかんばせを強張らせる。

  

  

  看到她们的眼神中透出憎恶，即使是投靠龙鬼的阿雪也忍了下来。

  　憎悪さえ垣間見受けれる彼女達の視線を目の当たりとしては、流石に龍鬼に身を寄せているユキであっても堪えた様子である。

  

  

  她自己承受了女生丑陋的嫉妒，明显地表现出焦躁。

  　女生徒の醜き嫉妬を、一身に与えられることと相成った彼女は、鮮明なまでに焦燥を露わとする。

  

  

  但是，龙鬼立刻察觉到阿雪的胆怯，以一种极其锐利的眼神睥睨着女生。

  　だがしかし、即座にユキの怯えの感情を悟る龍鬼は、極限まで研ぎ澄まされて見受けられる、鋭い眼光を称えた眼差でもって、女生徒を睥睨する。

  

  

  她们的双眸带着压迫感，如利刃般锐利，在她们的注视下，显得格外苍白。

  　多分に圧迫感の伴う刃物の如き切長の双眸を向けられた彼女等は、殊更にその顔色を失って見て取れる。

  

  

  龙鬼进行了极为有效的牵制，向站在旁边的阿雪的头部伸出了手。

  　極めて効果的な牽制を行って見せた龍鬼は、傍に佇むユキの頭部へと手を伸ばして見受けられる。

  

  

  龙鬼的手掌随意地移动着，粗鲁的大手掌随意地伸到阿雪的头上。

  　無造作に動きを見せた大きくて無骨な龍鬼の掌が、不躾にもユキの頭部へと置かれて窺える。

  

  

  龙鬼用慈爱的手法抚摸着她那耀眼的纯白长发。

  　彼女のまるでその眩いばかりに輝かしい純白の長髪を、慈しむかの様な手際でもって、撫さする龍鬼である。

  

  

  “……❤️。”

  「‥ぁ❤️」

  

  

  阿雪看到他那温柔稳重的面庞，感受到头部传来的粗糙五指的触感，发出甜美的声音。

  　彼の優しげに穏やかな面立ちを見て取ったユキは、自身の頭部から伝えられる無骨な五指の感触を受けて甘い声を零す。

  

  

  阿雪惬意地眯起眼睛，毫无抵抗地接纳了强烈涌起的安心感。

  　心地よさげに瞳を細めるユキは、自身へと与えられたその強烈なまでに湧き上がる安堵の感情を、何ら抵抗なく迎え入れた。

  

  

  看到她可爱的样子，还和学生们面对面站在一起的龙鬼，嘴角的笑容更浓了。

  　そんな彼女の愛らしい様子を受け、未だ生徒達と向かい合う様にして並び立つ龍鬼は、殊更に口元の笑みを深めて見受けられる。

  

  

  然而，在他那张深邃的脸庞上浮现出的龙鬼般的微笑，却给人一种强烈的震撼力。

  　しかしながら殊更に強面の、堀の深い顔立ちに浮かべられた、龍鬼の微笑は、際立って迫力が伴って見て取れる。

  

  

  随着他的笑容露出的獠牙让人窥视，尤其是被他的气势所震慑的学生们看到了吗?

  　笑顔を形作るに応じて覗かせた大きな牙が垣間見受けられ、殊更に気圧されて窺える、これを目の当たりとした生徒達だろうか。

  

  

  受到龙鬼威胁的他们惊恐的表情显得格外僵硬。

  　龍鬼からの脅迫まがいの宣告を受けた彼等彼女等の大いに恐れ慄く表情が、際立って強張って見て取れる。

  

  

  这个教室里的种姓派系的序列，恐怕是以有龙鬼做后盾的阿雪为顶点而形成的吧。

  　最早この教室内においてのカースト派閥における序列は、龍鬼の後ろ盾を得たユキを頂点として形成されていく運びと相成る事だろう。

  

  

  很快就会陷入无法再像以前那样背地里说她坏话的境地，这是不言自明的。

  　早急に、以前の様に彼女に対して陰口を叩くことさえままならない事態へと陥るのは自明の理。

  

  

  龙鬼说的那些特别有威力的话，似乎深深地刻在了学生们的脑海里。

  　それ程に龍鬼が告げた殊更に威力的な言葉は、際立って生徒達の脳裏へと刻み込まれて見受けられる。

  

  

  正因为如此，现在被龙鬼抚摸头部的阿雪，看起来发自内心地充满喜悦地微笑着。

  　お陰で、現在龍鬼から頭部を撫でられているユキは、心底から御満悦な様子で微笑を称えて見て取れる。

  

  

  她那美丽的容貌和绽放的花朵般灿烂的笑容，深深吸引了看到她的学生们。

  　美しい容姿へと花が咲き誇らんばかりに、浮かべられた眩い程の満面の笑顔は、これを目の当たりとした生徒達を、殊更に心底からを魅了した。

  

  

  “那我们开始早会吧。阿雪，座位在我的正对面可以吗?”

  「それでは朝礼を始めるとするか。ユキ、席は俺の正面でいいな？」

  

  

  龙鬼的表情震撼了在场的学生，他以更加温和温柔的表情俯视着阿雪。

  　これでもかとこの場に居合わせている生徒達を震撼させて見せた龍鬼は、殊更に穏やかに優しげな表情でユキを見下ろした。

  

  

  听了他的话，阿雪的心怦怦直跳，为了回应他激动的心情，她也抑制住了剧烈跳动的脉搏。

  　彼から与えれた言葉に胸を高鳴らせるユキは、心を躍らせるに応じては、激しく鼓動する鼓動の脈動を抑えつけて垣間見受けられる。

  

  

  “是的，父亲。”

  「はいっ、お父様」

  

  

  阿雪平时的高雅举止，现在看起来也很安静。

  　平素より見受けられる上品な立ち振る舞いも、現在では鳴りを潜めて見て取れるユキである。

  

  

  阿雪的声调更高，表露出发自内心的欢喜，她喜笑颜开地走向讲台正面的座位。

  　殊更に声色も高く、心底から歓喜を露わとしてみせたユキは、嬉々とした面持ちで教卓の正面へと設けられた席へと、足を運ばせたのであった。

 
  独壇場

  独角戏

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  学生们正从教室的一角坐在自己的座位上，阿雪正以飒爽的步伐走在他们面前。

  　教室の隅から、自身の席へと腰を落ち着けている生徒の眼前を、颯爽とした足取りで歩を進ませて見受けられるユキである。

  

  

  看到这一幕的男学生，闻到了从那香喷喷的雪花中飘散出来的甜甜的水果味，连呼吸都很急促。

  　これを目の当たりとした男生徒は、その香り高いユキから漂わせて窺える、甘い果物の様な体臭を鼻腔へと、息も荒く吸い込んで見て取れる。

  

  

  尤其是女学生，看到邻座深吸一口气的男学生那可疑而恶心的举动，立刻皱起了眉头。

  　殊更に深く呼吸をしてみせる隣の男生徒の、不審極まる気持ちの悪い行動を見て取った女生徒は、盛大に顔を顰めて見受けられる。

  

  

  阿雪梳着金丝般飘逸的长发，步伐也确实有些踉跄，站在一个男生坐的座位前。

  　金糸の如きサラサラとした長髪を、勢い付いた足取りも確かに翻したユキは、一人の男子生徒が座る席の目前へと立ち止まる。

  

  

  “能把那里的座位让给我吗?”

  「そこのお席を、わたしに譲ってもらえませんか？」

  

  

  原本应该由她坐的教室角落里的空座位，根本坐不下。

  　本来の彼女の座る筈であった教室の隅へと設けられて見て取れる空席には、腰を落ち着けるられることは無かった。

  

  

  无论如何都想和龙鬼面对面上课和生活的阿雪，被眼前容貌不佳的男学生试着抢夺座位。

  　何が何でも龍鬼と対面して授業や生活を送りたいユキは、眼前の冴えない容貌の男子生徒から、席を奪おうと試みて見受けられる。

  

  

  “啊，好的，请。”

  「え、あ、はい。どうぞ」

  

  

  在长到遮住眼睛的头发下，从他那出乎意料的大眼睛里，可以窥见他情绪波动很大的样子。

  　目元を隠すまでに伸びている髪の毛の下の、存外に大きく垣間見て取れる瞳からは、大いに感情の揺らぐ様子が窺える。

  

  

  然而，面对阿雪这种过于任性、不按常理出道的要求，遮住眼睛的男生并没有再次被强迫，而是自然而然地站了起来。

  　しかしながら、そんな我儘に過ぎる常識外れなユキの要求に対し、目隠れの男子生徒は、再度強制されるでもなく、自ずと立ち上がって見受けられる。

  

  

  “哇，谢谢你。你真是个好人。”

  「わぁっ、ありがとう御座います。貴方は良い人ですね」

  

  

  

  听到阿雪的感谢之词，那个满脸通红的男生用一种莫名其妙的语气回答。

  　ユキから与えられた感謝の口上を受けては、過度な程に赤面して見て取れる目隠れ男子生徒は、何処か覚束ない口調で受け答え。

  

  

  “嗯，没有的事。这是阿雪的请求……”

  「え、いや、そんなことないよ。ユキさんの頼みだし‥」

  

  

  他明显形迹可疑，视线飘忽不定，不停转动的眼球注视着阿雪，捕捉着她。

  　明らかに挙動不審極まる様子で、視線が定まらない彼は、縦横無尽に動き回る眼球でユキを眺めては捉えている。

  

  

  “再见，再见。”

  「じゃ、じゃあ」

  

  

  他像要舔舔她身体的脚边到头部似的，一直盯着她看，后来慢慢地离开了那里。

  　そうして彼女の肉体の足元から頭部までを舐める様に一頻り見つめていた彼であったが、おもむろにその場から立ち去って見て取れた。

  

  

  好不容易被让座的阿雪满面笑容，看起来毫不动摇。

  　ようやっと望んだ席を譲られたユキは、満面の笑みを保ち、揺らがせることなく維持して見受けられる。

  

  

  阿雪注意到了他刚才不礼貌的视线，但她并没有在意。

  　先程の彼の不躾な視線に気付いていたユキであったが、何ら意に解することもなく見て取れる。

  

  

  “坐下就行了。”

  「座るといい」

  

  

  但是，龙鬼察觉到身体暂时僵硬的阿雪的微妙之处，用明朗快活的声调说话。

  　しかしながら、暫し身を硬直させて見受けられたユキの機微を悟って窺える龍鬼は、明朗快活な声色で言葉を与える。

  

  

  “……是的。”

  「‥ぁ‥はい」

  

  

  在他的话的催促下，阿雪委身，以和刚才一样端庄的动作，向他的座位走去。

  　彼から伝えられた言葉に促されるがままに身を委ねたユキは、先程と同様の淑やかな動きで、譲り受けた席へと歩み寄る。

  

  

  阿雪身上散发着一种与他人隔绝的高雅气质，她的举手投足都散发出一种高贵的气质，学生们亲眼目睹了吗?

  　他者とは隔絶して見て取れる程に、上品な雰囲気を漂わせて見受けられるユキの、一挙手一投足から滲み出る気品を、眼前に目の当たりとする生徒達だろうか。

  

  

  “那就拜托了。”

  「よろしくお願い致しますね」

  

  

  阿雪以流畅到极限的洗练、郑重的动作，向周围的他们低头致意。

  　流れる様な極限まで洗練された、丁寧な動きでもってして、周囲の彼等彼女等へと頭を下げて見せるユキ。

  

  

  看到她如此谦恭、彬彬有礼的举止，学生们也同样点了点头。

  　そんな彼女の殊更に謙った、礼儀正しい立ち振る舞いを受けた生徒達も、これを応じては同様に頷いて見受けられる。

  

  

  阿雪对他们报以微笑，毫不犹豫地坐在自己的座位上。

  　畏まった彼等彼女等に対して微笑みかけたユキは、何ら澱ませることなく自身に与えられた席へと腰を落ち着けて見て取れる。

  

  

  看到这番情景，在场的学生们多少有些放松了吧。

  　この光景を受けて、先程とは異なり幾分か弛緩して窺える、この場に居合わせている生徒達の面々だろうか。

  

  

  与之相对的，和阿雪交谈的那个被遮住眼睛的男生，早早地就坐到了教室一角的座位上。

  　対してユキと言葉を交わした件の目隠れ男子生徒の少年は、早々に教室の隅の席へと着席している姿が見受けられた。

  

  

  龙鬼看到大家都在自己的座位上坐了下来，似乎要在还保持沉默的现场占得先机，以欢快的声音说道。

  　全員が自身の席へと座って腰を落ち着けた光景を見て取った龍鬼は、未だ沈黙を保つこの場の機先を制する様にして、快活な声色で言い放つ。

  

  

  “那么现在开始早会。不过，也没有什么特别的联络事项……不过，有一件事我要宣布。”

  「それではこれから朝礼を始める。といっても、特に連絡事項などは無いが‥。だが、宣言しておくことが一つある」

  

  

  平时沉默寡言的龙鬼，眼前的景象让人瞠目结舌。

  　平素から寡黙な立ち振る舞いが際立って見受けられる龍鬼からは、とてもでは無いが信じられない、瞠目すべき光景が見て取れる。

  

  

  他似乎是在和在场的学生们正面对峙，像要掌控他们一样，用强有力的声音诉说吧。

  　この場に居合わせている生徒達をと真正面から対峙して見受けられる彼は、取り仕切る様にして、力強い声色での訴え掛けだろうか。

  

  

  目睹这一令人震惊的事态的阿雪，看到龙鬼更加勇猛的样子，心跳加速。

  　この驚愕すべき事態を目の当たりとしたユキは、龍鬼の殊更に勇猛な姿に対し、心臓の脈動を高鳴らせて窺える。

  

  

  他那出乎意料的阳刚的举止，让我觉得自己的下腹部隐隐作痛。

  　予期せずして彼の男らしい素敵な立ち振る舞いを受けて、自身の下腹部を甘く疼かせて見て取れる。

  

  

  听了他的开场白，学生们不由自主地绷紧了身体。

  　そんな彼からの物騒な響きが含まれる言葉での前置きを与えられた生徒達は、自ずと肉体を強張らせて窺える。

  

  

  在依然一片寂静的这个地方，有人咽下口水的声音显得格外响亮。

  　依然として静寂も帳が包み込んで見受けられるこの場にて、誰かが固唾を飲み下す音が、殊更に大きく響き渡っては聞こえた。

  

  

  龙鬼对他们因紧张而屏气凝神的殉情并无所悟，他只能继续说下去。

  　そんな彼等彼女等の緊張に息を呑む心中など、何ら意に解することのない龍鬼が、続く言葉を口として見て取れる。

  

  

  “阿雪该轮到我了。知道这件事还对阿雪动手，这种不知自己身份的蠢人，在这个班上应该没有吧，不过你千万要记住。”

  「ユキは俺の番いだ。これを知り及んでも尚、ユキに手を出す程に己の身を弁えない愚か者は、このクラスには在籍しいてないだろうが、くれぐれも覚えておいてくれ」

  

  

  龙鬼的口号声伴随着强烈的震撼力，甚至让人觉得浑身上下弥漫着压倒一切的气势。

  　肉体に身に纏う、圧倒的なまでの気炎さえ立ち込めて見受けられる程に迫力の伴う、龍鬼の口上。

  

  

  大概是带着压迫感，以令人恐惧的男人特有的低沉语调再三的忠告吧。

  　多分に威圧感の込められた、恐ろしいまでにお男らしい、低い声色での再三に渡る忠告だろうか。

  

  

  正面接受这一挑战的学生们，似乎已经失去了刚才与他对峙的姿态。

  　これを真正面から受けた生徒達は、先程まで挑み様に対峙していた姿勢も、殊更に失われて見て取れる。

  

  

  面对意外而来的具有威力的措辞的宣告，他们背脊发凉，畏缩着。

  　予期せずして与えれた威力的な物言いでの宣告に対し、背筋に怖気を走らせて、大いに萎縮して窺える彼等彼女等である。

  

  

  从再次被钉死的学生们对着龙鬼的眼神中，可以看出他们发自内心的恐惧。

  　再度に渡り釘を刺されて見受けられる生徒達が、龍鬼へと向ける眼差しからは、心底からの恐怖の色が垣間見て取れる。

  

  

  对于弱肉强食的学园，龙鬼发挥了显著有效的烈性药物效果，尤其被视为令人恐惧和恐惧的对象。

  　正に弱肉強食の学園に対し、著しく効果的な劇薬としての効果を発揮する龍鬼は、殊更に恐れ慄かれる対象として見受けられた。

  

  

  因此，阿雪早已预料到会有如此显著的反应，她称赞阿雪那如花绽放的微笑。

  　故にこの様に顕著な反応を示すことを予め予期していた当のユキはといえば、花が咲き乱れんばかりの微笑を称えている。

  

  

  从她那圣母般的慈祥、纯洁而美丽的笑容中，可以窥见她的清廉本性。

  　まるで聖母の如く慈悲深き、純粋なまでに美しい笑顔からは、大いに清廉な性根が垣間見てとれる。

  

  

  “早会到此结束，开始为第一节课做准备吧。以上就是。”

  「これで朝礼は終いだ。それでは一時限目に備えて準備を始めろ。以上だ」

  

  

  尤其是龙鬼，他的宣言让人觉得很不平静，但阿雪对龙鬼极具威力的说话方式，丝毫没有反应。

  　殊更に穏やかでは無い宣言を言い放って見て取れる龍鬼の、際立って威力的な物言いに対し、何ら構った様子が見受けられないユキである。

  

  

  倒不如说，自己打从心底一直仰慕的龙鬼，被学生们告知了羞耻的内容，露出了欢喜的表情。

  　寧ろ、己が心底から一途に慕っている龍鬼自ら、羞恥を禁じ得ない内容を、生徒達へと告げられて、歓喜を露わとして窺える。

  

  

  这个教室成了她和龙鬼的独角戏，想必所有在场的学生都会自然而然地感到愤懑吧。

  　最早彼女と龍鬼の独壇場と相成ってまったこの教室内において居合わせた生徒の誰もが自ずと、憤懣やる形なしといった想いを抱いての塩梅だろうか。

  

  

  奇怪的是，在同处的这个班级里，处于等级序列顶端、被冠以最强之名的风贺居然缺席了。

  　奇しくも同所へと在籍しているこのクラスにおいてカースト序列の頂点にして、最強の名を冠するフウガは欠席して見受けられた次第である。

  

  

  因为他不在这里，所以龙鬼就像自己的东西一样支配着这里的气氛，提出意见的人没有一个例外。

  　彼が同所へと居合わせていないが故にこの場の空気を我が物として支配して見て取れる龍鬼へと、意見する者は誰一人として例外なく窺えない。

  

  

  不巧的是，就连一向以这个班级里的独狼自居的雅政，今天也没能见到他。

  　生憎、このクラスにおける一匹狼を気取って見て取れたマサでさえ本日に至っては、その席に見受けられない。

  

  

  正因为如此，龙鬼才能够按照当初的预定，毫无阻碍地让事情顺利进行。

  　だからこそ、当初に予定された通りに、何ら淀みなく事を順調に進ませることを可能としてみせた龍鬼である。

  

  

  可以看到他拥有巨大的权力，同时凭借强壮的身体，在这个班的学生中横行霸道。

  　絶大なる権力と共に、その屈強な肉体でもってして、このクラスの生徒達に対し、大いに幅を利かせている姿が見て取れる。

  

  

  龙鬼一直用自己巨大的压迫感牵制着学生们，丝毫没有在意自己的发言。

  　存分に生徒達に対し、己の絶大なる威圧感でもってして、牽制せしめてみせた龍鬼は、何ら己の発言に構った様子が見受けられない。

  

  

  听到这句话，在场的这些不幸的人都对自己今后的校园生活表现出格外的忧虑。

  　これを受けたこの場に居合わせている不運な彼等彼女等の面々は、これから待ち受けている自らの学園生活に対し殊更な憂いの面持ちを見せた。

  

  

  早会结束了，学生们的声音和刚才一样充满了压迫感，每个人都自然而然地放慢了动作。

  　朝礼が終わった旨を、何ら先程と変わらぬ大いに威圧感の伴った声色で告げられた生徒達は、各々が自ずと緩慢な動作で動き出す。

  

  

  在战战兢兢、畏首畏尾的她们中间，甚至可以看到还不能动弹的人。

  　恐る恐るとした態度で、大いに萎縮して窺える彼等彼女等の中には、未だ身動きがままならない者の姿さえも見受けられる。

  

  

  过了一会儿，他们的身体终于显得有些僵硬，他们各自准备开始上第一节体育课，向更衣室走去。

  　しかしながら暫くをしてようやっと肉体の強張りが失われて見て取れるその者達は、各々がこれから控えている一時限目の体育の授業への準備を始めるべくして、更衣室へと向かったのであった。
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  和刚才不同的是，阿雪混在女生中间去了更衣室，在不同的地方都能看到她的身影。

  　先程とは所変わって、女生徒達に入り混じっての更衣室へと赴いて、場所を異して見受けられるユキの姿である。

  

  

  在这所大小姐模样、名门闺秀云集的名校里，阿雪虽然无法与她相比，但还是很漂亮的。

  　お嬢様然とした、名家の子女等が通うこの名門校における、ユキと比べては到底及ばないまでも、比較的に見目麗しい女生徒達を引き連れての着替えであった。

  

  

  一群相当漂亮的女学生，为了操纵龙鬼的绝对权力，怀着算计的心情接近龙鬼的女儿兼值班的阿雪。

  　それなりに綺麗所の美しい女生徒達が、龍鬼の絶大なる権力にあやかろうと、その娘兼番いであるユキへと、打算を含めて近付いてきたのである。

  

  

  在等级内，阿雪急剧地晋升为等级序列的派系的顶点，而他们却赤裸裸地献媚。

  　クラス内においての、カースト序列の派閥の頂点へと、急激にその身を押し上げて見せたユキに対し、あからさまに諂う者達の姿が見受けられる。

  

  

  这主要体现在等级序列的顶点，处于支配地位的少女们身上。

  　それは主に、クラス内におけるカースト序列の頂点に君臨する立場の、それなりの地位に座する少女達に顕著に窺える。

  

  

  这种明显的谄媚倾向，乍一看是一种恶毒的手段，但幸运的是，她们的行为是最好的选择。

  　著しく媚びを売るその傾向は、一見悪手として見受けられるものの、しかしながら彼女達の行動は、幸いにも最善の選択と相成って見て取れる。

  

  

  而那个举止特别明显的少女，慢慢地对阿雪说。

  　そして殊更にその様な立ち振る舞いが見受けられる少女が、おもむろにユキへと声を掛ける。

  

  

  “你以前好像很喜欢风歌大人，现在却变成龙鬼大人了，你真是个贪心的女人啊。”

  「以前まではフウガ様に取り入っていた様だけれど、今度は龍鬼様だなんて、本当に貴方は欲張りな女ねぇ」

  

  

  她以一种微妙的表情注视着阿雪，带着揶揄或无奈的神情。

  　彼女は、何処か揶揄う様な、或いは心底から呆れを滲ませて窺える、神妙な面持ちでユキを見つめている。

  

  

  “梦……”

  「ユメさん‥」

  

  

  是谁呢?比阿雪在班上受欺负时，更以友好的姿态接近她的女人，是梦。

  　誰であろう、ユキがクラス内において虐げられていた時分より、殊更に友好的な立ち振る舞いで彼女へと近付いてきた女、ユメである。

  

  

  她依然是一个俗人，她的态度依然没有任何变化。

  　相も変わらず俗物ここに極まれりとでも言わんばかりに見受けられる彼女は、依然としてその態度に変化が窺えない。

  

  

  阿梦的言谈举止和以前一样轻松，和周围的学生相比，她的内心没有任何动摇。

  　以前と同様の気軽い語り調子での振る舞いが見て取れるユメは、周囲の生徒と比較して、その心中には何ら揺らいだ様子が見受けられない。

  

  

  她听过很多关于阿雪的流言蜚语，打心底里非常喜欢这类话题。

  　ユキを取り巻く浮ついた噂話を殊更に多く聞き及んでいる彼女は、その手の話題が心の底から大好きだった。

  

  

  正因为如此，为了满足自己不礼貌的好奇心，他才会对阿雪大放厥词。

  　だからこそ、自身の不躾な好奇心を満たすべくして今し方にもユキに対し、邪推の言葉を言い放って見せた次第である。

  

  

  “关于风歌大人的事情，我真的很抱歉。如果他希望的话，我日后再向他道歉。”

  「フウガ様のことは、本当に申し訳ないことをしてしまいました。彼が望むのであれば、改めて後日謝罪をするつもりです」

  

  

  正因为如此，阿雪才会像刚才所说的那样，对她那毫无神经的发言表示畏惧。

  　お陰で、彼女からの無神経極まる発言を受けたユキは、今し方与えられた言葉の通りの身の上である以上、それ相応に畏まって応じることと相成った。

  

  

  “啊，对过去的男人，已经没有留恋了吗?出乎意料的冷淡啊。”

  「あらぁ、過去の男に対しては、もう未練が無いのかしらぁ？存外に冷たいのねぇ」

  

  

  或许正因为如此，梦看到阿雪意外地在自己的诱导下说漏了嘴，这对阿雪来说是一件好事。

  　だからだろうか、思いがけずして自身の誘導に対し、見事口を滑らせたユキを目の当たりとしたユメは、これを良いことに追い討ちを掛ける。

  

  

  “我们的关系太扭曲了，所以需要解除彼此的关系。”

  「わたし達の関係はあまりに歪でした。ですからお互いに関係の解消が必要だったんです」

  

  

  毁谤她的话，阿雪并没有理解，只是淡淡地回答。

  　しかしながら、彼女からの誹りの言葉を受けたユキは、別段意に解することもなく、淡々と応じてみせた。

  

  

  “……你真是个奇怪的孩子啊。”

  「‥本当に貴方ってなんというか、変わった子よね」

  

  

  听了她那毫无阻滞、行云流水般的叙述，我觉得她的梦想也失去了表达的余地。

  　そんな彼女の、なんら淀ませることのない、流れる様な語り草を受けては、流石のユメも続く言葉を失って見受けられる。

  

  

  “那是……”

  「それは‥」

  

  

  她一脸惊讶地自言自语道，阿雪听了这番毫无来由的中伤，顿时噤口不言。

  　大いに呆気に取られた様子で呟く彼女の、謂れの無い中傷の言葉を受けたユキは、二の句を告げずに口を噤む。

  

  

  阿雪会不会被梦所说的话完全看穿本质而被捉弄呢?

  　ユメが語ってみせる言葉の内容が、あながち間違いでもなく、割に本質を射抜いている所に、翻弄されるユキだろうか。

  

  

  虽然看起来像是随便说说，但她却能巧妙地说出出乎意料的事情的真相，所以更让人不能掉以轻心。

  　適当を言ってる様に見受けられていても、存外の事物事の真実を、見事言い当てて見せるのだから、殊更に油断できない少女である。

  

  

  阿雪梦见阿雪用双眸望向自己，仿佛看穿了自己的内心，她又想出了接下来的话。

  　まるで自身の心底を見透かすかの如く双眸を向けてくるユメを目の当たりとしたユキは、続く言葉を捻り出す。

  

  

  “只有梦小姐，我不想说。”

  「ユメさんにだけは、言われたく無いです」

  

  

  阿雪就像自己被赋予的语言内容一样，总是能做出特别有效的回心转意。

  　自らに与えられた言葉の内容と同じくして、殊更に効果的な意趣返しを繰り出して見受けられるユキである。

  

  

  “我不像阿雪那么古怪。”

  「わたしは、ユキさん程に変人では無いわよ」

  

  

  也许正因为如此，以前他从不还嘴，反而噤口不言。

  　だからだろうか、以前までは言い返すことなく、殊勝にも口を噤むことと相成っていたであろう局面。

  

  

  生性懦弱的阿雪，面对如此刚强而又傲慢的回答，梦第一次露出狼狈的神色。

  　そんな生来気の弱い性分であるユキからの、気丈にも生意気な返答を受けたユメは、ここで初めて狼狽を露わとした。

  

  

  她皱起眉头，小声地说了几句逆耳忠言，但马上又重新振作起来，编织起了话语。

  　壮大に顔を顰めての、ささやかなる苦言を呈した彼女は、しかしながら即座に気を持ち直した様子で言葉を紡ぐ。

  

  

  “不过，和风歌大人分手不是正确的选择吗?因为我看着很不协调。话虽如此，我也没有确切的证据，只是由衷地羡慕……”

  「でも、まぁ、フウガ様とは別れて正解だったのではないかしら？なんだか見ていて凄く違和感があったのだから。とはいってもわたしも確証はなかったから、素直に羨ましかったけれど‥」

  

  

  这次和刚才完全不同，他露出苦笑的表情，似乎是从梦中说出的，应该是发自内心的话。

  　今度は先程とは打って変わって、苦笑の表情を浮かべたユメからの、恐らく本心からの吐露と思しき言葉が吐き出されて見受けられた。

  

  

  “是的。我和风贺大人的关系实在是卑鄙、污秽……”

  「はい。わたしとフウガ様の関係は本当に卑しくて、穢らわしくもありました。ですが‥」

  

  

  阿雪窥见了她暴露出的内心深处，也向她诉说了自己的心声。

  　そんな彼女の露呈した心の奥底を垣間見て取ったユキは、自身も胸中を訴えるべくして語ってみせる。

  

  

  然而，看到这一幕的梦，让他露出些许自嘲的神情，动作缓慢地耸了耸肩。

  　しかしながらこれを目の当たりとしたユメは、僅かばかりに自嘲を垣間見せると共に、緩慢な動作で肩を竦める。

  

  

  而且，她总是皱着眉头，在自己主动提出问题的情况下，又不敢强烈拒绝。

  　そして、盛大に表情を顰めて見受けられる彼女は、自身から問い掛けて踏み込んでしまった手前、これを強く拒絶してしまうのも憚られる。

  

  

  “啊~已经……不用了。打从心底里不去。因为已经开始上体育课了，必须换衣服。要是听了你的迷糊话，我的脑袋都要变成花圃了。”阿雪，你是不是也该赶紧换上运动服?”

  「あ〜、もう‥。結構よ。心底から遠慮しておくわ。もう体育の授業が始まるのだし、着替えなくてはならないから。そ・れ・に、貴方のお惚気話なんて聞いていたら、頭が御花畑になってしまいそうだわぁ‥。ユキさんも早く体操着に着替えたほうがよろしいのではなくて？」

  

  

  但是，在她看来，阿雪和风歌的恋人关系破裂，是特别有利的发展吗?

  　しかしながら、彼女からすればユキとフウガの恋人関係の破綻は、殊更に都合が良い展開だろうか。

  

  

  正因为如此，梦里的她才会表现出平静而客气的姿态，还能看到她催促换衣服的样子。

  　だからこそ声色も穏やかに遠慮の姿勢を見せたユメは、殊勝にも着替えを促す姿が見て取れる。

  

  

  对她来说，刚刚与阿雪关系破裂的风歌，是最合适的猎物。

  　彼女にとってユキとの関係で破局を迎えたばかりのフウガは、狙うには格好の獲物として見受けられた。

  

  

  托她的福，她看上去比平时心情好了几分，比以往任何时候都要友善。

  　お陰で平素よりも幾分か機嫌も上々として窺える彼女は、いつにも増してこれまでになく、これでもかと友好的な姿が窺える。

  

  

  “……嗯，是啊。谢谢您的关心。”

  「‥ええ、そうですね。お気遣いありがとう御座います」

  

  

  但是，面对突如其来的梦想，特别是用平静的声音教导似的话语，阿雪露出了虚幻的微笑。

  　だがしかし、間髪を入れずに与えられたユメからの、殊更に穏やかな声色での、諭す様な物言いに対し、儚げな微笑を称えて見せるユキ。

  

  

  从她那看似暧昧的纯真笑容中，可以窥见她心中浮现的伤心感慨。

  　曖昧とも見て取れる、その眩いばかりの純粋な笑顔からは、その心中に浮かべられた傷心の感慨が窺える。

  

  

  随着阿雪微微低着头的动作，她那如金线般灿烂、如丝绸般飘逸的长发垂了下来。

  　僅かばかりに俯いたユキの動きに応じ、金糸の如く輝かしい、絹の様なサラサラとした長髪が垂れる。

  

  

  透过宛如初雪般耀眼的纯白肌肤，可以看到一缕阴翳，那是一种格外忧伤的姿态吧。

  　初雪の如く眩いばかりの純白の肌を伝い、一筋の翳りを落として見受けられる、殊更に憂いを称えた姿だろうか。

  

  

  一看就知道阿雪浑身散发着浓重的香味，让人昏迷不醒，再看她的样子，这梦更合她的心意。

  　一見しただけでも意識を奪われてしまう程、酷く色香を漂わせて窺える、ユキの様子を受けて、殊更に合腹なユメである。

  

  

  她就像一个女人，被人看到了她那与世隔绝的美丽容颜，也让人看到了她期待失败的心情。

  　まるで女としての、その隔絶した麗しき美貌を見せつけられ、敗北を期した様な心地と相成って窺える次第の彼女だ。

  

  

  阿雪给人一种极其梦幻的印象，但她的举止却格外优雅，让人羡慕不已。

  　際立って酷く儚げな印象が窺えるまでの、殊更に優雅な立ち振る舞いが目立って見受けられるユキであるから、羨望も一入である。

  

  

  而作为嫉妒对象的阿雪，并不是故意这么做的，这让她感到无比愤怒。

  　そんな嫉妬の対象である当の本人であるユキはといえば、別段意識しての行いではないからして、これまた腹立たしい限りであった。

  

  

  但是，对于夹杂着妒忌的梦不礼貌的视线，阿雪丝毫看不出丝毫不在意的样子。

  　しかしながら、嫉みの入り混じるユメの不躾な視線に対し、これといって構った様子が見受けられないユキである。

  

  

  他并不在意，只是随着自己胸中的感伤而发出忧伤的叹息。

  　何ら意に解することもなく、自身の胸中へと抱かれた感傷の赴くままに、憂いのため息を零して見て取れる。

  

  

  她的样子格外怪异，让人觉得她美艳动人，想必在周围的少女们看来，一定很让人心烦吧。

  　それがまた際立って異様に、色香を称えて見受けられるから、これまたこの場に居合わせた周囲の少女達からすれば苛立たしい光景だろうか。

  

  

  尤其是令少女们反感的阿雪，她的脸上浮现出的忧伤的美貌。

  　殊更に少女達から反感を買って見受けられるユキの面持ちは、今し方浮かべられている憂いの帯びた美貌が見受けられる。

  

  

  

  阿雪那脆弱的表情，更伤了少女们的自尊，她艳丽的红色双唇流露出恼人的叹息。

  　その儚げな表情も相まって一際少女達の矜持を傷付けるユキは、これまた悩ましい溜息を、艶かしい紅色の唇から溢してみせたのであった。
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  他依然在同一个地方，带着女学生们去更衣，还在更衣室里。

  　依然として場所を同じくして、着替えのため女生徒達を引き連れての赴いた、未だ更衣室でのこと。

  

  

  在场的女学生们看到阿雪和阿梦两人依然在胡言乱语，显得格外焦躁。

  　依然として駄弁って見受けられるユキとユメの両名を目の当たりとしたこの場に居合わせている女生徒達は、殊更に募る苛立ちを露わとしている。

  

  

  不知不觉间，他和阿雪一起来到这里，在周围的人看来，阿雪是装模作样的。

  　不覚にも自ら同所へと、ユキと共に訪れてしまって窺える面々からすれば、際立ってユキが気取って見受けられる光景だろうか。

  

  

  在一起的她们当初的打算，在尊严被贬低的今天，变成了特别的后悔。

  　お陰で場を共にしている彼女達が、当初抱いていた打算も、尊厳を貶められた現在に至っては、殊更な後悔として成り変わって見て取れる。

  

  

  虽然这些女生都皱起了眉头，脸上却露出了一副不堪入目的表情，但她还是忍不住对她们直言不讳。

  　しかしながら、盛大に顰めて見受けられる面持ちを晒している女生徒達であるが、だからといって苦言を呈することさえも敵わない。

  

  

  就这样，内心十分合不来的她们，只能唯唯诺诺地看着依然与梦交谈的阿雪。

  　その様に、内心では大いに合腹な彼女達は、依然としてユメと言葉を交わすユキの姿を、唯々眺めるしか他にない。

  

  

  除了一贯我行我素的阿雪之外，在场的所有人都不甘心。

  　自分調子での立ち振る舞いの一切を、何ら崩すことのないユキを除き、同所へと居合わせている誰もが悔しい。

  

  

  更有阿雪，她应梦中的催促，开始脱下身上的衣服，准备换衣服。

  　更には、ユメからの促しに応じて着替えのために、その身に纏う着物を脱ぎ始めて見受けられるユキである。

  

  

  尤其是看着她那散发着性感的衣服，那些英俊的少女们也瞠目结舌。

  　殊更に色香を漂わせて窺える彼女の衣服がはだけていくその光景を眺めては、流石の少女達も瞠目するばかりだろうか。

  

  

  如果当时冰华也在场，想必她的美貌也会引人注目吧。

  　仮にこの場へと氷華も居合わせていたのであれば、無論彼女もまた、その美貌へと注目を集わせたことだろう。

  

  

  但不幸的是，今天早上的早会没能见到政宗，所以这次还不算。

  　しかしながら不運にも、今朝の朝礼にて姿が見受けられなかったマサと同宅へと共にしているために、今回はその限りでは無い。

  

  

  她听了阿政那充满男子气概的温柔话语，不由自主地涌起一股冲动，任凭自己的身体往前走，一起踏上了归途。

  　彼女は、マサからの男らしくも優しげな言葉を受けて、自ずと湧き上がる、その衝動の赴くがままに身を委ね、共に帰路へとついた次第である。

  

  

  但奇怪的是，自从在婚礼仪式上见到她后，就再也没见过她。

  　だがしかし、奇しくも彼女は婚礼の儀式にて見受けられて以来、その姿を目撃するには至っててはいない。

  

  

  说到底，这句话的意思是不言而喻的。

  　つまるところそれの意味するのは、言及するまでもなく、明らかな程に察して余りある事柄だろうか。

  

  

  即使看到了冰华的身影，少女们也只会投来羡慕的目光，这是不言自明的道理。

  　例え氷華の姿が同所へと見受けられたとしても無論、少女達から向けられる羨望の眼差しが二分されるだけであるのは自明の理。

  

  

  她那与他人完全隔绝的美丽容颜，更让她备受迫害。

  　他者とは圧倒的に隔絶されて見受けられる程に麗しきその美貌が故、殊更に迫害されてしまう。

  

  

  或者，以他人无法企及的美丽容貌，从心底迷倒周围的人。

  　或いは、他者の追随を許さぬまでに極めて美しいその容貌で、心底から周囲の人々を魅了する。

  

  

  在前者中常见的人群中，有很多女生对阿雪的美貌投以非同寻常的羡慕。

  　前者に多く見受けられる人々の主たるは、ユキの美貌に対し、並々ならぬ羨望の眼差しを向ける女生徒が顕著だろうか。

  

  

  后者不用说，是一个看到阿雪漂亮的容貌，就会被她俘虏的男生。

  　後者は無論、言及するまでもなく、見目麗しいユキの容姿を目の当たりとして、その雌の虜となって窺える男生徒である。

  

  

  在他们看来，阿雪被定义为有显著需求的极品雌性，是极具魅力的存在。

  　彼等からすれば、著しく需要が見受けられる極上の雌としてその身を定義されているユキは、極めて魅力的な存在だった。

  

  

  阿雪的立场如此两极分化，即使现在加了冰华一个人，也不可能动摇，这是无须特别提及的。

  　その様にして際立って二極化して見て取れるユキの立場が、今更氷華一人加わった所で、揺らぐ筈も無いのは、殊更に言及するまでもない。

  

  

  被固定下来的阿雪的印象，变成更加坚固的偶像，深深扎根在在场的人的心底。

  　固定されてしまっているユキの印象は、一際強固な偶像となりて、同所へと居合わせている人々の心底へと根付いて窺える。

  

  

  她那堪称美的极致体现的衣服，让女生们瞠目结舌。

  　その様にして美の極致の体現と称しても、何ら差し支えのないユキの着替えを目の当たりとした女生徒達は、瞠目に瞳を見開く姿が見て取れる。

  

  

  虽然还没有成年，但阿雪那极其丰满的肢体暴露在寒冷的室外。

  　未だ成人すらも迎えていないのにも関わらず、極めて完成されたその豊満なユキの肢体が、冷ややかな外気へと晒される。

  

  

  随着衣服被脱掉，露出来的美体进入了大家的视野，用美的极限来形容也不为过。

  　衣服が取り払われるに応じて露わとなって見受けられた、美の極限と言い表したとしても何ら過言ではない美体が、面々の視界へと納められる。

  

  

  阿雪散发着强烈的性感，她那淫荡丰满的肢体吸引着女生们的注意。

  　際立って強烈な色香を放って見受けられるユキの、淫らで豊満な肢体が、女生徒達の意識を惹きつける。

  

  

  她们甚至会陷入一种被吸引过来的错觉，根本无法逃避，尤其会抱着情景的念头去窥视。

  　まるで、引き寄せられてしまう錯覚に陥る程に目を背けることすら叶わない彼女達は、殊更に情景の念を抱いて窺える。

  

  

  当然，和他在一起的梦也不例外，这其中也有嫉妒的念头吧。

  　無論ながら、同所へと居合わせているユメもそれは例外ではなく、これまた妬みの念も一入だろうか。

  

  

  只要是女性，谁都羡慕她那高高隆起的平坦臀部，给人留下了深刻的印象。

  　女性であるならば誰もが羨む様に、殊更上向いた安産型のむっちりとした臀部が、際立って印象的である。

  

  

  但是，支撑着这一切的，是她那更显张大的、宛如初雪般耀眼的纯白大腿，显得格外耀眼。

  　だがしかし、これを支える様にして、一際張を見せて窺える、眩いばかりの初雪の如き純白の太腿は、殊更によく映えて見受けられる。

  

  

  她那散发着雌性风韵的下半身自不必说，那同样充满魅力的上半身也是令人瞠目结舌的光景吧。

  　その様に特段雌としての色香を漂わせて窺える下半身もさることながら、これと同じくして殊更に魅力的な上半身も目を見張る光景だろうか。

  

  

  由丰满丰满的下半身支撑着的躯干部分，更显出向雄性献媚的样子，露出令人觉得淫猥的迷人身材。

  　大いに豊満な肉付きの良い下半身に支えられている胴体部分もまた、殊更に雄に媚びた様にして、淫猥に見受けられる程に魅惑的な身体付きが窺える。

  

  

  两个丰满的双丘看起来淫荡得令人发指，却仿佛要展示一般，柔软地跳动着。

  　酷く蠱惑的なまでに淫らに見て取れる豊満な二つの双丘が、見せつける様にして、柔らかに弾んで見受けられた。

  

  

  从刚才穿坏了的和服领子里，可以看到她结出累累果实，露出柔软、淫荡的媚肉。

  　たわわに実り育った、柔らかく淫に弾む媚肉のまろび出る姿が、今し方着崩れた着物の襟元から覗けている。

  

  

  “太棒了!”透过和服的布料可以看到丰满柔软的乳肉，画出淫荡而漂亮的曲线，扭曲着形状。

  　たゆん、と着物の布地越しに窺えて豊満な、柔らかな乳肉が、淫らにも見事な曲線を描き、形を歪ませて見て取れる。

  

  

  与硕大的形状相反，高高隆起的乳房，水灵柔嫩的肌肤前端，可以看到淡粉色的可爱乳头。

  　その殊更に大きな形状に反して、ツンと上向いた乳房のしっとりとした水々しい柔肌の先端には、薄桃色の可愛らしい乳首が見て取れる。

  

  

  看来，阿雪依然不穿内衣，从她身上自然能看出她懒惰的性格。

  　どうやら、依然として上半身の下着の着用を放棄して窺えるユキからは自ずと、ものぐさな性分が垣間見受けられてしまう。

  

  

  这种性格，使她更加强调她丰满的胸部，鉴于此

  　その性質は、殊更に彼女の豊満な胸部を強調する羽目となっているのだが、それを鑑みても

  ，从本人的角度来说会感到郁闷。

  　、本人からすれば鬱陶しく感じられる次第。

  

  

  那柔软的双丘，与年幼的身体实在是太不相称了，实在是太显眼了，简直可以用压轴的一句话来形容。

  　未だ幼き身には、あまりに不釣り合いに過ぎる、際立って目立って見て取れる、その柔らかな双丘は、最早圧巻の一言で言い表してしまっても余りある程。

  

  

  看到如此巨大的、与自己的身体极不相称的柔软的乳汁，想必每个人的表情都不会痉挛吧。

  　あまりに持て余すまでに大きい、その身に似つかわしくない、その柔乳を目の当たりとしては、流石に表情を引き攣らざる面々だろうか。

  

  

  那散发着淫荡性感、令人着迷的柔软媚肉，肌肤互相拍打，发出淫荡的声音。

  　その淫猥な色香を漂わせて見受けられる、蠱惑的なまでの柔らかな媚肉を、たぱんっ、と肌同士で叩き合わられ、淫な音が響いては聞こえる。

  

  

  特别是听起来很舒服的琴声，意外地也很有景气，阿雪用自己的乳房演奏，但丝毫看不出在意的样子。

  　殊更に聞き心地の良い音を、思いがけずして景気も良く、自身の下乳で奏でることと相なったユキはしかし、気にした素振りが窺えない。

  

  

  然而，她那淫荡的身体却吸引了男人们的视线，吸引了他们的意识。

  　しかしながら、殊更に男達の視線を集わせて、彼等の意識を否が応にも惹きつけてしまう自身の淫らな身体付き。

  

  

  如今，阿雪本人也能正确认识到这一点，所以多少能看出她有些在意的样子。

  　昨今では、それを本人自身が正確に認識して見受けられるユキは、流石に気に留めている様子が、僅かばかりに見て取れる。

  

  

  对自己胸前带着的乳肉投来的不礼貌的视线，即使是同性投来的眼神，也会感到耻辱。

  　自らが胸部へと携えている殊更に重量感のある乳肉に対して向けられる不躾な視線は、それが例え同性から与えられた眼差しであれど、恥辱覚えて窺える。

  

  

  出乎意料的是，阿雪的羞耻心比别人多一倍，她的这种性格让人感到怨恨。

  　存外のこと人一倍に、殊更な羞恥心を感じてしまう様な性分のユキは、その性質を恨めしくも思って見受けられる。

  

  

  对这样的雄鱼尤其谄媚，露出丰满丰满的乳房，与之对称的腹部。

  　そんな雄に対して殊更に媚びた、豊満な肉付きの良い乳房を晒していながらも、それとは対称的な腹部である。

  

  就像成反比一样，看不到任何赘肉的腹部，看起来特别紧实。

  　まるで反比例でもしているかの様に、一切の贅肉が見受けられない腹回りは、際立って引き締まって見て取れる。

  

  

  阿雪向男人展示了自己最完美的身材，脸颊微微发红。

  　あまりに男に対して都合の良い、極上の身体付きを披露して見せるユキは、僅かばかりに頬を赤らめる。

  

  

  宛如初雪般耀眼的纯白肌肤被染成了朱红色，她用自己的双臂环抱着那主张激烈的丰满肢体。

  　初雪の如く眩いばかりの純白の肌を朱色に染めた彼女は、殊更に主張が激しいその豊満な肢体を、自らの両腕で掻き抱いて見て取れる。

  

  

  与此相应，被自己的手臂压扁的丰满的双丘，柔软而淫荡地扭曲着形状。

  　それに応じて自らの腕に押し潰された豊満な双丘が、柔らかくも淫らに、その形状を歪ませて窺える。

  

  

  尤其是柔软的乳肉，在阿雪手臂的挤压下，显得更加妖艳淫乱。

  　殊更に柔らかな乳肉が、ユキ自身の腕により圧迫されて、より一層色香を漂わせて見受けられる、淫猥な光景を露わとしていた。

  

  

  “你的身体真是好厉害啊。怎么才能长得这么好呢?到底吃什么才能长成那样呢?如果可以的话，请务必告诉我，作为参考。”

  「貴方って、本当に凄い身体してるわねぇ。どうしたらそんな風に都合良く育つのかしら？一体何を食べたらその様に成長するというの？もしも構わないのであれば、参考までに是非とも教えて欲しいのだけれど」

  

  

  梦境中，我看到了太过梦幻的阿雪那神秘而神圣的美体。

  　あまりに幻想的ですらあるユキの、神秘的にさえ見て取れる、神々しいまでの美体を目の当たりとしたユメ。

  

  

  因为两人还在交谈，所以她才会置身于阿雪的近距离之中。

  　依然として言葉を交わし、会話を続けていたため、殊更にユキの至近距離へと身を置いていた彼女である。

  

  

  就这样，与阿雪同处一处的阿梦，看到眼前裸露的裸体，表现出发自内心的惊愕。

  　その様にしてユキの傍らへと同所を共にしていたユメは、眼前に露わとなった裸体を目の当たりとしては、心底からの驚愕を呈していたのであった。
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  因为刚开始换衣服，所以在和刚才一样的更衣室里，梦境中的话语格外响亮。

  未だに着替えを始めたばかりの頃合いであるために、先程と変わらぬ更衣室の同所にて、ユメの言葉が殊更に響いては聞こえる。

  

  

  看来她对眼前阿雪的美体抱有很大的疑问。

  　どうやら彼女は、眼前に見受けられるユキの美体に対し、大いに疑問を抱いている様に見受けられる。

  

  

  “啊，啊……请不要这样盯着看。我、我只是从小时候开始身体就这样……”

  「え、あ‥そ、そんな風に、まじまじと見ないでくださいませ。わ、わたしはただ、幼少の頃より、この様な身体でしたので‥」

  

  

  梦里夹杂着发自内心的羡慕，尤其是热情高涨的眼神，阿雪还穿着内衣。

  　心底からの羨望が入り混じるユメからの、殊更に熱が篭る眼差しを受ける、未だ下着姿のユキ。

  

  

  她现在才意识到，自己的裸体让在场的所有人的视线无一例外地集中到了自己的肉体上。

  　彼女は自身の裸体に、この場に居合わせている者達の全ての視線が、一切の例外なく自らの肉体へと集わせてしまったこと、今更ながらに悟る。

  

  

  虽然有些晚了，但还是能理解周围人投来的目光所代表的意义吧。

  　その様にして遅ればせながらも、周囲の人々からの向けられる眼差しの、意味する所への理解へと至るユキだろうか。

  

  

  “真不愧是巫女啊。天不给二物这句话是骗人的吗?用你的身体诱惑龙鬼吗?真的，连自己的父亲都能得到，你真是个厉害的女人啊。”

  「流石は巫女様ねぇ。天は二物を与えんという話は、嘘だったのかしら。その身体で龍鬼様も誘惑したのかしら？ほんと、自分の父親にも取り入ってしまうなんて、貴方ってとことん凄い女よねぇ」

  

  

  看到阿雪谦虚得不自然的举动，阿梦只能感叹。

  　不自然な程に、殊更に謙遜をしてみせるユキの立ち振る舞いを目の当たりとしては、これを受けたユメも感嘆する他にない。

  

  

  “是诱惑吗?……那样的……我只是母亲的替代品。我只是依靠着父亲，想要讨好父亲，这种愚蠢的行为……无论如何也比不上梦。”

  「ゆ、誘惑ですか？‥そんな‥。わたしなど、お母様の代わりでしかありません。わたしはただ、お父様に縋ってしまっているのです。取り入るなどと、その様なはしたない真似‥。到底ユメさんには及びません」

  

  

  阿雪以一种奇妙的态度努力地做着事情，她把曾经给自己说过赞词的那个梦念了出来。

  　妙に殊勝な態度に努めている調子のユキは、健気にも自身に賞賛の言葉を与えたユメを、褒め唱えてみせる。

  

  

  “那真的是想夸我吗?啊，好啊……不过真羡慕啊。那大屁股和奶水，希望能分一点。本来应该是脂肪堆积在肚子上，但你这么瘦，真是太不讲理了，真是残酷无常的现实啊。你不觉得这太不平等了吗?”

  「それって本当に褒めているつもりなのかしらぁ。‥まぁ、いいけれど‥。でも羨ましいわねぇ。その大きいお尻とお乳、少しくらい分けて欲しいものだわぁ。本来であればそこではなくて、お腹に脂肪がついてしまうものだけれど、貴方は随分痩せているのだから、本当に理不尽なものよねぇ。ほとほと残酷でいて、無常な現実だわぁ。とても不平等に過ぎるとは思わないかしらぁ」

  

  

  梦见阿雪羞得面红耳赤，说话含糊不清，表情抽搐地回答。

  　羞恥に頬を赤らめた、ユキの判然としない物言いを受けては、表情を引き攣らせての受け答えのユメである。

  

  

  特别是梦见阿雪丰满的身体散发出诱人的香味，她的视线像在舔舐，多半夹杂着悲叹。

  　殊更に色香を漂わせ見受けられるユキの豊満な肢体に対し、舐める様な視線を這わせるユメは、多分に嘆きが入り混じる声色で語ってみせる。

  

  

  “母亲比我漂亮得多，而且梦的身体也很好。”

  「わたしなどよりも余程、お母様の方がお綺麗でした。それにユメさんの身体もとても素晴らしいです」

  

  

  与他人隔绝，拥有罕见美貌的阿雪，虽然望尘莫及，但也能看到匀称的美体。

  　他者とは隔絶して、類い稀成る程の美貌を誇るユキの足元には、到底及ばないまでも、均整のとれた美体が見受けられるユメの肉体である。

  

  

  “是吗?被巫女夸奖，真是太光荣了。”

  「そうかしらぁ？巫女様に褒められるなんて、これって酷く光栄なことよねぇ」

  

  

  这不是奉承话，而是发自内心的发自内心的话，她明白了这一点，心情也会愉快地微笑着。

  　それは世辞ではなく、自ずと口とした、心底からの言葉であることを理解しては、機嫌も上々に微笑を称えてみせる彼女だろうか。

  

  

  武斗会的当天，他自己亲自去了会场，也去了那里。

  　武闘会の当日、自身から会場へと足を運び、その場へと赴いていたユメである。

  

  

  她亲眼目睹了阿雪用自己的手将与龙鬼展开殊死搏斗、身受重伤的风贺救活的情景。

  　彼女は、龍鬼との死闘を繰り広げ、瀕死の重症を負ったフウガを、その手で蘇生させるユキの姿を、その目で目撃していた次第である。

  

  

  但是，

  　しかしながら、

  

  “什么巫女……只是偶然治愈术发挥得很好，所以变成这个样子，被人吹倒而已。”

  「巫女だなんて‥。偶然治癒術が上手く行使できたんです。それでこの様な姿になって、持て囃されているだけです」

  

  

  阿雪听了他那带着揶揄意味的话语，脸色更加阴沉了。

  　まるで揶揄う様な声色が入り混じっての物言いを受けては、殊更に面持ちを曇らせて窺えるユキである。

  

  

  “这是真的吗?不过，你的身体真的很漂亮呢。”

  「それは本当かしら。でも、本当に綺麗よねぇ。どうなっているのかしら、その身体は」

  

  

  看着她一副意志消沉的样子，我转换了话题，提出了一个真正的梦想。

  　意気消沈の相好を呈している彼女の様子を見て取っては、流石のユメも話題を切り替えての質問。

  

  

  看到阿雪微微皱起眉头，为了转移注意力，他提出了疑问。

  　僅かばかりに表情を顰めて見受けられたユキに対して、気を逸らすべくして疑問を呈した次第のユメである。

  

  

  这是阿雪眺望着金线般飘逸的长发散发出的光粒子所提出的疑问。

  　ユキの金糸の如きサラサラとした長髪から、常に発散されている、光の粒子を眺めての問いかけだった。

  

  

  “嗯……这个……我自己也不知道。只是总觉得身体深处暖和舒服。”

  「えと‥、それはわたし自身にも、わかりかねます。ただ、なんだか身体の奥が暖かくて気持ち良い感覚がします」

  

  

  与此相对，阿雪察觉到这是一场深入的梦，便毫不在意地接受了。

  　対して、幾分か踏み込んだユメの様子を見て取っては、これになんら構った様子もなく受け答えるユキである。

  

  

  “真是不可思议。”

  「不思議よねぇ」

  

  

  对巫女这个称呼抱有不情愿的感慨的她，鉴于她的美貌是理所当然的吧。

  　巫女という呼称に対して不本意な感慨を抱いている彼女であるが、その美貌を鑑みては当然といった所だろうか。

  

  

  看到阿雪那耀眼的美貌，不禁感叹。

  　眩いばかりに輝かしいまでのユキの美貌を目の当たりとしては、感嘆の具合も一入だろうか。

  

  

  阿雪的容貌吸引了她的目光，让她觉得这个梦既不像女人，也不可爱。

  　彼女らしくもなく、可愛らしくも心底から疑問に首を傾げて見受けられるユメは、殊更にユキの容姿に瞳を奪われて見て取れる。

  

  

  就这样，两个人和平时一样，用平静的语调交谈着，但突然听到一个声音，他的意识被吸引了。

  　その様にして平素通りの穏やかな調子で、言葉を交わして窺える二人であったが、不意に与えれた声に意識が向けられる。

  

  

  “好身材啊~❤️巫女大人。”

  「すっごい身体してるね〜❤️巫女様っ」

  

  

  与阿雪说的话完全相反，她的语调很轻松，这是在这里听得见的赞美之词吧。

  　ユキの語り草とは対称的な程に、軽い調子での声色で、この場に響いては聞こえる賞賛の言葉だろうか。

  

  

  自然而然地，阿雪和阿梦两人的视线转向前方，就能看到刚才一直站在那里的少女。

  　自ずとユキとユメの両名の視線が向かった先には、先程から同所へと居合わせて見受けられた、少女の姿が窺える。

  

  

  “……玛雅小姐。”

  「‥マヤさん」

  

  

  在那里看到的是谁呢，在阿雪所在的教室里，是位地位相当高的少女。

  　そこに見て取れたのは誰であろう、ユキが在籍している教室において、それなりに上位の地位に位置している少女であった。

  

  

  “虽然是同班同学，但是戴上和服很有趣呢。果然巫女真的很奇怪呢。”

  「クラスメイトなのに、さん付けとか面白いね〜。やっぱり巫女様って、ほんと変わってるよね」

  

  

  少女身上的布料面积很少，尤其是露出自己的肌肤，她用轻松的语调说。

  　布地面積が少ない、殊更に自身の肌を露出して見受けられる衣服を身に纏って窺える少女は、これまた軽い調子で語ってみせる。

  

  

  “啊，啊，是吗?”

  「え、あ、そ、そうですか？」

  

  

  或许正因为如此，本来就有怕生坏习惯的阿雪，才会变得语无伦次，形迹可疑。

  　だからだろうか、元来人見知りの悪癖を有している性分のユキは、しどろもどろに挙動不審な様相を呈することと相成った。

  

  

  “等等。你怎么那么紧张?我们不是那么陌生的关系吧?”

  「ちょっと〜。どうしてそんなに緊張してるの？ウチらそんなに知らない仲じゃないっしょ〜？うぇーい」

  

  

  接到意想不到的人的问话，阿雪露出特别的困惑，再加上这个稀奇古怪的说法，更显出动摇。

  　予期せぬ人物からの言葉を受けたユキは、殊更な困惑も露わに、これまた珍妙な物言いを与えられては動揺を示す。

  

  

  “可是，可是……”

  「で、でも‥」

  

  

  听了他那令人难以理解的语调，自然而然地想起了校园生活的记忆吧。

  　極めて了見を得ない様な、勢い付いての軽い調子の言葉を受けて、自ずと想起される学園生活での記憶だろうか。

  

  

  然而，脑海中自然浮现的回忆中，并没有和眼前的人交谈过。

  　しかしながら、自然と去来されて脳裏に浮かんだ思い出には、これといって眼前の人物と会話を交わした覚えはない。

  

  

  “等、玛雅的话，一口气说这么多话，阿雪也很为难吧?”

  「ちょ、マヤってばそんなに一気に話しかけたら、ユキっちも困るでしょ。ねー」

  

  

  对于一入的阿雪的混乱，他毫不在意，又一个陌生的声音从另一个人传来。

  　そして混乱も一入のユキの様子に対し、なんら構った様子もなく、更なる別の人物からの、聞き覚えのない声が乱入。

  

  

  “嗯，要说这个的话，咪咪对巫女说话也太失礼了吧。”

  「えー、それを言うならメイだってぇ、巫女様にめっちゃ失礼な口効いてるじゃん」

  

  

  突然插话到阿雪和玛雅两人的对话中，让人看到的，又是一个处于种姓序列上位的少女。

  　突如としてユキとマヤの両名の会話へと割り込んできて見受けられるのは、これまたカースト序列上位者の少女。

  

  

  被称为咪咪的她，就像露肤较多的玛雅一样，打扮得格外猥琐。

  　メイと呼ばれた彼女からは、殊更に肌の露出多く見て取れるマヤ同様に、これまた際立って卑猥な装い見受けられた。

  

  

  “真的吗?这不是很平常吗?我们不是一直都是这种感觉吗?”

  「マジで？こんなん普通っしょ。だってウチらいつもこんな感じじゃん」

  

  

  她们身上穿着如此淫乱的衣服，从她们的装束就能看出她们的嘴皮子很轻。

  　そんな殊更に淫猥な衣装を身に纏い、その装いからも窺える程に口の軽い彼女達は、これでもかと語ってみせる。

  

  

  “……梦小姐。”

  「‥ユメさん」

  

  

  夹在中间，天生缺乏人际交往能力的阿雪显得格外狼狈。

  　これに挟まれてしまった生来対人能力に乏しいユキは、殊更に狼狽した面持ちを晒して見て取れる。

  

  

  但是，幸运的是，我看到了和他在一起的梦，所以才会向他求助。

  　しかしながら、幸いにも同所へと居合わせているユメを視界に納めては、助けを求めて見受けられる。

  

  

  “你们这么突然，不是很失礼吗?”

  「貴方達、いきなり失礼ではなくて？」

  

  

  当阿雪对自己露出悲痛的表情时，难道就只有庇护她了吗?

  　ユキからの縋る様な、殊更に悲痛な面差しを向けられては、お陰でこれを庇う他にないユメだろうか。

  

  

  “嗯，不过，你刚才不是也很随和地跟我说话了吗?我想我们也没有理由被你指手画脚吧?”

  「えー、けどさー。ユメっちだってさっきから気安く話しかけてたじゃん。ならウチらも別に口出しされる様な謂れはないと思うんだけど？」

  

  

  但是，她的苦心所产生的奋斗都是徒劳的，被她接受的人却好战无比。

  　だがしかし、彼女の殊勝な心掛けから生まれた奮闘も虚しく、これを受けた相手はこれでもかと好戦的。

  

  

  “对了对了，我们只是想和阿雪搞好关系而已。我本来也想和阿梦谈谈的，现在正好合适。”

  「そうそう、ウチらはただユキっちと仲良くしようとしてるだけだし。なんならユメっちともお話ししたいと思ってたから、丁度いいかなって思うんだけど」

  

  

  对此，芽衣十分推崇地反复说了几句话，似乎对芽衣表现出了友好的态度。

  　これに対して、殊更に追従する様にして言葉を重ねてみせるメイは、これでもかと友好的な態度を呈して見受けられる。

  

  

  “啊，对不起。我的嘴很坏。可能是让你误会了。我只是真的想跟你说说而已，如果你不高兴了，我真的道歉。”

  「あ、ごめんね〜。ウチって結構口悪いから。誤解させちゃったかもしんない。ただほんと話してみたかっただけだから、気を悪くしたならマジで謝る」

  

  

  他似乎在否定刚才那句有些刻薄的话，脸色阴沉地看着我。

  　これまた先程の、幾分か辛辣に見て取れた言葉を否定するかの様にして、面立ちを曇らせて窺える。

  

  

  是在说出口的话语之前，发自内心地露出后悔的表情，怒涛般地回掌更正吗?

  　一度吐き出してしまった言葉の手前、心底から悔いた面差しを浮かべ、怒涛の掌返しでの訂正だろうか。

  

  

  “是吗……是啊。可是怎么办?美·高·沙·玛?”

  「そうなの‥。だそうだけれど。どうするの？み・こ・さ・ま」

  

  

  刚才自己单方面地对她们的存在产生了很大的误解，所以刚才的辩解根本不会让她插嘴。

  　一方的に彼女達の存在を、先程与えられた通り、大いに誤解していたユメは、今し方の弁明を受けては殊更割り込むこともない。

  

  

  反而对说着这些话的玛雅和梅两人，表现出一种奇怪的支持，尤其是对她们的话的肯定。

  　寧ろこれを語るマヤとメイの両者に対し、妙な肩入れをするかの様な、殊更に彼女達の言葉を肯定する立ち振る舞いを示してみせる。

  

  

  因为她并不是对阿雪特别友好，而是天生对他人不分彼此，喜欢社交。

  　何故なら、特段ユキに友好的というわけでなく、生来他者に対しては分け隔てなく、社交的な性分の彼女である。

  

  

  所以，面对依然一脸困惑的阿雪，她会用揶揄的语气面对她吗?

  　故に、依然として困惑の相好を露わとして見受けられるユキに対し、揶揄する様な調子で向き直るユメだろうか。

  

  

  不过，像她这样对人能力特别优秀的人还好，但阿雪绝对没有那种能力，她一听这话，心中一片混乱。

  　しかしながら彼女の様に対人能力に殊更優れているならまだしも、決してその限りではないユキは、これを受けては混乱も一入。

  

  

  “可是，我不能像玛雅小姐和芽衣小姐那样愉快地交谈……”

  「ですがわたしは、マヤさんやメイさんの様に、楽しいお話しはできませんので‥」

  

  

  托他的福，直到今天早上的早会时还满怀着对校园生活的期待，现在也呈现出风前灯的样子。

  　お陰で、今朝の朝礼の時分までは抱いていた、心躍る学園生活への期待も風前の灯の相様を呈して窺える。

  

  

  与龙鬼同场竞技时的威势，如今已略显失速，显得格外畏缩。

  　龍鬼と場を共にしていた際に見受けられた威勢も今では失速を垣間見せ、殊更なまでに萎縮して見て取れる。

  

  

  面对如此意志消沉的心情，她微微低着头，忧郁地垂下眼皮，娇艳的睫毛格外显眼。

  　その様に意気消沈の心中に対して、僅かばかり俯く彼女は、憂いに瞼を伏せて、際立って艶かしい睫毛が、殊更なまでに目立って見受けられた。

  

  

  当那绝世的神秘美丽被阴翳笼罩时，她的面容散发出一种异样的风韵。

  　その絶世の神秘的なまでに麗しい美貌へと翳りが差してみて取れる面立ちは、異様な程の色香を漂わせて窺える情景である。

  

  

  因此，除了阿雪之外，在场的所有人都羡慕不已，更感到一种压力。

  　お陰でユキを除いての、これを受けたこの場に居合わせている面々は、羨望を禁じ得ない光景を目の当たりとして、殊更に気圧される羽目と相成った次第である。

 
  裏
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  我在脑海中反复回味玛雅先生和梅女士给予我的话语，让我那无法接近的彷徨之心平静下来。

  マヤさんとメイさんの御二方から与えられた言葉を脳裏で反芻し、未だに寄るべなく彷徨う心を落ち着かせます。

  

  

  想起突然复苏的生前的记忆，从无数反复出现的单词中提取出来的轮廓，变得更加鲜明。

  　不意に蘇る生前の記憶を想起して、去来した単語の数々の中から抽出したそれの輪郭を、殊更に鮮明としていきます。

  

  

  玛雅小姐和芽衣小姐似乎是所谓的辣妹人种。

  　どうやらマヤさんとメイさんの両名は、所謂ギャルと呼称される人種の人々の様でした。

  

  

  前者是黑辣妹，后者是白辣妹，她们生前是现代社会的典范。

  　それも前者は黒ギャル、後者は白ギャルという、生前の現代社会での見本の様な存在で御座います。

  

  

  我的容貌和装束太过典型，让我吃了一惊，但还是应该尽快换好衣服。

  　あまりに典型的な、容貌と装いをしていたために、幾分か面を食らってしまったわたしではありますが、手早く着替えてしまうべきで御座います。

  

  

  “那个……我差不多该换衣服了。”

  「あの‥、そろそろ着替えをしなくてなりませんので」

  

  

  我不由自主地战战兢兢地低声下气地进言，这是怕生的结果。

  　思わず恐る恐るといった声色での卑屈な進言の様な形となってしまったわたしの、人見知りが災いしての言葉。

  

  

  “嗯。如果阿雪的身体真的很美，真的很性感的话，我还想多看看呢。你看，这里真的很柔软。哇，真的很厉害呢。”

  「え〜。ユキっちの身体めっちゃ綺麗で、マジでエロかったらから〜、もっと見たかったのにな〜。ほら、こことかマジで柔らかいし〜。うわっ、マジですっごいね〜」

  

  

  然而，对于我如此没出息地说出的话，玛雅小姐似乎毫不在意，反而一脸高兴。

  　しかしながら、その様にして不甲斐なく溢れてしまったわたしの言葉に対し、マヤさんは構う様子もなく、寧ろ上機嫌な面持ちです。

  

  

  “啊❤️恩❤️不行❤️屁股那么厉害❤️会留下痕迹❤️会被爸爸骂❤️”

  「あっ❤️んんっ❤️ダメですっ❤️お尻そんなに強くしたらっ❤️跡が残って❤️お父様に叱られてしまいます❤️」

  

  

  玛雅小姐看起来心情大好，令人瞠目的是，她的手伸向了我的臀部。

  　そんな機嫌も上々に見受けられましたマヤさんですが、瞠目すべきことに、わたしのお尻に手を伸ばしたのです。

  

  

  更有甚者，我的臀部被内衣包裹着，被它塞进去了，我的臀部就这样被人抓着，被人揉捏。

  　更には、下着に包まれながも、それが食い込んだお尻のお肉を、これでもかと握られてしまい、揉みしだかれてしまいました。

  

  

  “嗯~都是女孩子就这点程度就好了嘛。没什么，这点程度很普通吧?但是真的很柔软呢~ ~肌肉完全不锻炼好羡慕~ ~ ~因为我们参加社团活动，所以有点硬~ ~”

  「え〜このくらい女の子同士だからいいじゃん。別にこれくらい普通っしょ？でもホント柔らかいね〜。筋肉全然ついてないのうらやまし〜。ウチなんて部活やってるから少し堅いんだよね〜」

  

  

  玛雅小姐揉着我那让我汗颜的屁股上的肉，不停地往我这边看。

  　ぐにぐにと幾度となく手中に納めた、わたしの恥ずかしいお尻のお肉を揉み込むマヤさんは、ジッと此方を覗き込んできます。

  

  

  “而且这个塞进去的丁字裤的带子内衣，龙鬼大人真的也很喜欢呢。好厉害。手被吸住了，完全不离开。真的是滑溜溜的感觉。请告诉我是怎样保湿的~”

  「しかもこの食い込んだTバックの紐下着とか、ホント龍鬼様もいい趣味してるよね〜。すご〜い。手が吸い付いて、ぜんぜん離れないんですけど〜。マジでスベスベサラサラしっとりって感じじゃ〜ん。どんな保湿とかしてるのか教えて欲しいんですけど〜」

  

  

  玛雅女士能言善辩，她提到了自己稍微在意的臀部的大小。

  　物凄く多弁であらせられますマヤさんは、少しばかり気にしているお尻の大きさについて言及されました。

  

  

  “这个……内衣有点小，塞进去了……那个，保湿什么的……没怎么做。”

  「これは、その‥下着が少し小さくて食い込んでしまって‥。あのっ、保湿とかはその‥あまりしていないです」

  

  

  也正因为如此，我的回答也变得语无伦次了。

  　お陰で自ずと、応じて続く言葉もしどろもどろに御座います。

  

  

  虽然举动可疑，但完全暴露了自己怕生的性格，说话方式也让人觉得恶心。

  　挙動不審にも、人見知りの性格丸出しでの気持ち悪い喋り方を、自ら披露して露呈させてしまった次第です。

  

  

  “啊~你说的是真的吗~哇~，真不想听啊~ ~玛雅这个问题的选择也太糟糕了~ ~希望能选一个不会伤害我们的家伙。但是，也不保养皮肤就这么光滑，这是犯规啊~。果然还是有点输了的感觉。嗯~，总觉得有点不高兴，所以就把它带回家了。”

  「え〜それってマジで言ってるの〜？うわ〜、聞きたくなかったな〜。マヤってば質問の選択悪すぎなんですけど〜。もちっとウチらが傷付かない様なやつにしろし。でも、手入れもしてなくてこんなに肌スベスベって、反則だよ〜。やっぱりなんか負けた気分。う〜、なんか少しむかついてきたからウチもっ」

  

  

  和玛雅小姐一样，梅小姐滔滔不绝，话多得可怕。

  　マヤさんと同様に、これでもかと言う程に恐ろしくも饒舌に、言葉を並べ立てるメイさんです。

  

  她露出几分失落的表情，慢慢地向我伸出手。

  　彼女は、幾分か気落ちした面持ちを垣間見せたかと思いきや、おもむろに此方へと手を伸ばします。

  

  

  “嗯❤️啊❤️那里真的不行❤️啊❤️啊❤️”

  「んんっ❤️あ❤️本当にそこはダメですからっ❤️あっ❤️ああっ❤️」

  

  

  在我的视野里，可以看到芽衣五指伸进自己用手臂遮住的胸部的肉里。

  　腕で隠していた自身のお胸のお肉に対して、メイさんの五指が食い込む光景が、視界へと見受けられます。

  

  

  哇~❤️好柔软啊~❤️不管怎么说都太大了❤️长大了很多❤️也不是为了我们，而是为了比我们小吗?所以才会和这个大奶什么的混在一起。这是怎么回事啊，简直太闷了~”

  「うわ〜❤️すっごい柔らかいね〜❤️てか幾らなんでも大きすぎるっしょ❤️どんだけ成長してるんだし❤️だってユキっちってウチらとタメじゃなくて、年下っしょ？それでこのデカ乳とかマジウケるんですけど。どうなってんのこれ、めっちゃむにむにしてる〜」

  

  

  虽说是同性，但对于接触他人的身体，芽衣却毫不犹豫。

  　同性とはいえ、他人の身体に対して触れることに、なんの躊躇いも見せない様子のメイさんです。

  

  

  她们对于玩弄我的身体丝毫没有犹豫。

  　わたしの身体を良い様にして弄ぶことに対し、一切の躊躇が見受けられない彼女達で御座います。

  

  

  “嗯❤️玛雅小姐和芽衣小姐也比我漂亮得多呢!”

  「んっ❤️マヤさんとメイさんだって、わたしなどよりも余程お綺麗で御座います。あんっ❤️」

  

  

  不由自主地，刚才吐露出的娇滴滴的声音，都是发自内心的真心。

  　思わずといった具合に、今し方零れたはしたない自身の嬌声と共に語った言葉は、心底からの本心で御座います。

  

  

  但是，对此回应的两位……

  　しかしながら、これに応じた御二方は─

  

  “啊，真的吗?我倒不这么认为，不过，确实有喜欢我们的傻男人吗?不过，阿雪应该更受男人欢迎。男人是不喜欢暴露的女人的，打从心底认为自己的对象是清纯可爱、一心一意的女孩子比较好。在这一点上，阿雪可真是太过分了❤️这么漂亮可爱，身体却性感得令人发指❤️特别是，如果是这么大的奶，周围的男人绝对不会放过他的。实际上フウガ样龙鬼先生也被雪买不可靠了一张张啊~。真的,真的特别デッカ啊~这胸部❤️如何那样大吗?请告诉我左右调味汁”

  「え〜、マジで？流石にそれはないと思うけど、まぁ、確かにウチらに良い寄ってくる馬鹿な男子は居るかな〜。でも、ユキっちの方が、よっぽど男ウケするはずだよ〜。男ってあからさまに露出の多い女とか好きじゃないからね。自分が相手する女は清楚で可憐で、一途な子がいいって、心底から思ってるんだよ〜。その点ユキっちはドストライクだよ❤️だってこんなに綺麗で可愛いのに、身体はエグいほどエロエロだしね❤️特に、このおっきい乳ぶら下げてれば、絶対周りの男なんて放っておかないっしょ。現にフウガ様も龍鬼様もユキっちに骨抜きにされちゃったわけだしね〜。マジでほんと、めっちゃデッカいよね〜このおっぱい❤️どうしたらそんな大きくなるんか教えてほしいくらいだし」

  

  

  但是，我所说的赞美之词，就像一股浊流，被接连不断的下流语句冲垮了。

  　ですがわたしが語ってみせた称賛の言葉は、間髪入れずに与えられた濁流の如く、次々に並べ立てられる卑猥な文言の数々に、押し流されてしまった次第で御座います。

  

  

  “诶~，说咪咪的话，这个大屁股就看不进去了吗~ ?不管怎么想，男人们喜欢的都是这个大屁股。你看，这个太软了。屁股上的肉长得太多了吧。我甚至想让你分给我一点。丁字裤都塞进裂缝里了❤️而且系带内衣有多淫乱?雪奇外表完全是清纯的大小姐系，但内里绝对是性欲很强的女人。真的是太夸张了吧。因为这就跟没穿内衣一样嘛。这样的话还是我们比较正经~龙鬼大人真的很有品位呢。”

  「え〜、メイってばこのおっきいお尻が目に入らないわけ〜？どう考えても、男達が好きなのはこのデカ尻っしょ。見てよこれ、めちゃくちゃ柔らかいから。お尻のお肉いくらなんでもつきすぎっしょ。少しくらい分けて欲しいくらいだよ〜。これエグいくらい、割れ目にTバック食い込んじゃってるじゃん❤️しかも紐下着とかどんだけ淫乱なわけ？ユキっち外面は完全に清楚なお嬢様系だけど、中身は絶対性欲強い女だって。マジでこれやばすぎるっしょ。だってもうこれって下着つけてないのと一緒じゃんか。これならまだウチらの方がマトモだよ〜。マジで龍鬼様って良い趣味してるわ」

  

  

  马雅小姐的下流语言仿佛在呼应马雅小姐毫不含糊的压倒性发言。

  　一切の淀みがないまでの圧倒的なまでに語ってみせるメイさんの言葉に対し、まるで呼応するかの如く、これまたマヤさんの卑猥な言語の奔流が迸って見受けられます。

  

  

  “喂，你们可要适可而止啊。阿雪你也很为难啊。再说，这种事还是改天再说吧。”

  「ちょっとぉ、貴方達いい加減にしなさいよね。ユキさんも困ってるじゃない。それにそういう話は場を改めてからして欲しい限りだわぁ」

  

  

  也许正因为如此，在一旁呆若木鸟地看着我的梦，才会用更加惊讶的语调谴责我。

  　だからでしょうか、傍でこれを呆然とした面持ちで眺めていたユメさんからは、殊更に呆れた声色の調子で窘めの言葉が挙げられました。

  

  

  “嗯，不过我做梦也看到了阿雪的身体，彼此都是这样的吧。而且我觉得我们说的也不是什么错的。因为阿雪在班里很受男生欢迎，这是梦，你也知道吧。所以我们早就注意到了。话说，这件内衣真的太塞了。前面不是也有明显的肌肉吗?难不成阿雪和我们很合得来?”

  「え〜、でもユメっちだってさ〜、ユキっちの身体見てたじゃん。お互い様でしょ〜。それにウチらが言ってることってあながち間違ってるってわけじゃないとも思うんだけど。だってユキっちってクラスの男子からめっちゃモテるんだよ？それはユメっちだって知ってるでしょ。だからウチらも前々から気になってたってわけ。ていうか、ホントこの下着なんか食い込みすぎじゃん。前の方もめちゃ筋見えてる感じじゃない？もしかしてユキっちってウチらと結構気が合うくない？」

  

  

  可是，梦小姐用劝导的语气说的话也很空洞，玛雅小姐和芽衣小姐完全看不出在意的样子。

  　ですが、ユメさんからの諭す様な声色での言葉も虚しく、マヤさんとメイさんの両名には、一切気にした様子も見受けられません。

  

  

  “话说回来，再不换衣服的话真的很危险吗?刚才还在，现在周围完全没有人，这样的话绝对会迟到的。龙鬼大人的第一堂课，首先要一起去。阿雪你也快点换衣服跟我们一起去吧?”

  「ていうかさぁ、そろそろ着替えないとマジでやばくない？さっきまでいたのに、今は周りに全然人居ないし、これって絶対遅刻する流れじゃん。龍鬼様の初授業でそれはまずいっしょ。ユキっちも早く着替えてウチらと一緒に行こう？」

  

  

  对于阿梦的话，她们毫不在意地一口回绝，并没有表现出特别的焦躁，而是和平时一样侃侃而谈。

  　ユメさんの言葉に対し、何ら構った様子がなく一蹴して見せた彼女達は、別段焦燥も露わとすることもなく、平素通りの調子で語って見受けられます。

  

  

  “我现在去整理衣服，请稍等。”

  「今身支度を整えますので、少々お待ちください」

  

  

  与她们一样，我总是以轻松的自我为中心，毫不动摇地用轻松的语调说话，但我却不由自主地露出了狼狈。

  　その様に気軽な自分本位な気軽い調子を崩さない彼女達とは対称的にも、思わず狼狽を露わとしてしまいました。

  

  

  “知道啦~ ~不用那么着急哦~ ~慢慢换衣服就行了。我们又不是优等生~ ~也想看看雪哥换衣服的样子~ ~”

  「わかったよ〜。別にそんなに急がなくても大丈夫だよ〜。ゆっくり着替えていいから。ウチらは別に優等生ってわけでもないし〜。そ・れ・に、ユキっちの着替えてる姿も見たいしね〜」

  

  

  在我眼前看到我那滑稽的样子，嘴角浮现出笑意，是一个让人看了会心一笑的玛雅小姐。

  　そんなわたしの滑稽な姿を眼前で眺めては、口元に笑みを浮かべて、ニヤニヤとした面差しが見受けられるマヤさんで御座います。

  

  

  “真的是这样啊。以阿雪的身体来说，那件体操服太小了吧。难不成，这也是龙鬼大人的爱好吗?如果是这样的话，我真的可以接受。”你明明摆出一副老顽固的样子，却让阿雪穿这种塞得满满的丁字裤，不是吗?这么一想，真的很危险吗?确实很色情，但该不会是给周围的男人看的吧?”

  「マジでそれな〜。ユキっちの身体でその体操服は小さすぎるっしょ。もしかしてなんだけど、これも龍鬼様の趣味とか？そうだったらマジウケるんですけど〜。だってあんな風に、ざ堅物ですって顔しておきながら、ユキっちにこんなエグいくらいに、食い込んだTバック履かせてるんでしょ？それ考えると、マジでやばくない？確かにマジでエロいけど、もしかして周りの男達に見せつけてるとか？」

  

  

  玛雅小姐脸上带着极其冷酷的微笑，她的语气格外有威力，我听了她的话，便答应了。

  　極めて酷薄の微笑が窺えるマヤさんの、殊更に威力的な物言いを聞き取っては、これに応じるメイさんです。

  

  

  她也同样揶揄地笑了笑，然后一脸坏心眼地对着我。

  　彼女もまた同様に揶揄う様な微笑を称えては、意地の悪そうな面差しを此方へと向けてきました次第です。

  

  

  “……我绝不会在父亲以外的大人面前做那种下流的事。”

  「‥わたしはその様にはしたない真似、お父様以外の殿方の前でなど、決して致しません」

  

  

  托您的福，我在想要提出意义申请的时候，脱口而出的是发自内心的迫切想法。

  　お陰で思わず、意義申し立てを試みるべくして、自ずと口走ってしまいましたのは、心底からの切実なる想いで御座います。

  

  

  “嗯嗯，雪哥在这方面早就很有主见了。但是龙鬼大人呢?徐来尼，雪哥也许只是还没有真正理解自己。说实话，被男人投来色情的视线很高兴吧?并不是什么羞耻的事情~，这里就说真心话吧~。我们也明白啊~，男人们也许打算隐瞒，不过，对被指向的本人来说是完全明白的~”

  「うんうん、ユキっちはそういうところ前からしっかりしてるもんね〜。でも、龍鬼様はどうなのかな〜。そ・れ・に、ユキっちだって自分自身のことをまだ本当に理解していないだけかもしれないじゃん。ていうかマジでそれワンチャンあると思うんだよね〜。ぶっちゃけ実際の所、男からエロい視線向けられるの嬉しいっしょ？別に恥ずかしいことじゃないんだからさ〜、ここは本音でいこうよ〜。ウチらもわかるよ〜、男達って隠してるつもりかもしんないけど、向けられてる本人からすれば丸わかりなんだよね〜」

  

  

  然而，玛雅女士听了我的反驳，毫无招架之力，一口否决了我的反驳。

  　しかしながらわたしの細やかな反論は虚しくも、これを聞き取ったマヤさんの圧倒的なまでに淀みない弁舌により、一蹴されてしまいました。

  

  

  “是啊~，我知道~。这么说来，雪和前风贺样交往过，那时候也很在意男人的视线呢~。被男生们当作乱七八糟的菜来吃~❤️是吗?嗯~确实……啊!对了对了，被当成了自慰宠物哦~❤️我们虽然没有雪奇程度，但还是很受男生欢迎的~。这一点大家都明白了吧❤️好像很受欢迎呢~❤️特别是上体育课的时候，男生们不是经常看阿雪吗?然后去厕所拔了出来~❤️男生真的都是笨蛋呢~❤️这是我听男生说的，是真的哦❤️你说阿雪的体操服不是经常被偷吗?虽然不知道那个是谁，不过说不定那个也会在男生之间流传呢~❤️所以我觉得这方面还是注意一下比较好~”

  「だよね〜、わかる〜。そういえばユキっちって前フウガ様と付き合ってたけど、あの時もめちゃくちゃ男の視線気にしてたよね〜。ていうかぶっちゃけ裏で男子達からめちゃくちゃオカズにされてたよ〜❤️なんだっけ？えっと〜、確か‥。あっ！そうそう、オナペットってやつにされてたんだよ〜❤️ウチらもユキっち程じゃないけどそこそこ男子から人気あるからさ〜。そういうのわかっちゃうんだよね❤️すっごいシコシコされてたらしいよ〜❤️特に体育の時とか良く男子達がユキっちのこと見てたでしょ？それでその後トイレ行って抜いてるんだって〜❤️ホント男子って馬鹿ばっかりだよね〜❤️これ、実際に男子から聞いた話だから、マジだよ❤️だってユキっちの体操服とか良く盗まれてるっしょ？あれって誰かは分からないけど、あれだってもしかしたら男子達の間で回されてるんじゃないかな〜❤️だからホントにそこら辺は気をつけておいた方がいいと思うな〜」

  

  

  她说得格外起劲，她再次回应，把浊流般的话语如散弹般滔滔不绝地说了出来。

  　殊更に調子も良く語ってみせる彼女の物言いに再度応じて、濁流の様に流れ出る言葉の羅列を散弾の如く言い放つメイさんで御座います。

  

  

  “……那是真的吗?是、是那样拙劣的……”

  「‥それは本当に御座いますか？そ、その様にはしたない真似‥」

  

  

  确实如玛雅小姐和芽衣小姐所言，不知不觉间衣服就不见了。

  　確かにマヤさんとメイさんの御二方の仰られる通り、いつの間にか衣服が無くなってということ度々で御座いました。

  

  

  当时的我，因为意外地遭受了虐待，而感到无比的忧伤和悲伤。

  　当時のわたしは、予期せずして虐めを経験してしまったことに対し、大いに憂いを覚えて嘆き悲しんだ記憶が想起されてしまいます。

  

  

  “嗯，不过，阿雪也会和风贺大人打情场呢，不过，稍微吵吵就原谅我吧。我觉得偷体操服确实有点过分了。如果是我们的话，我会直接退学的~ ~。这方面的阿雪真的很温柔啊~ ~如果想做的话，早就能找出犯人了~ ~”

  「え〜、でもでも〜、ユキっちだってフウガ様とイチャイチャしてたし〜、まぁ、シコシコするくらいは許したげてよ〜。確かに体操着盗むのはやりすぎだと思うけどね〜。ていうかマジきもいし。もしもウチだったら、そく退学にしてもらうけどな〜。そこら辺ってユキっちホント優しいよね〜。やろうと思えば犯人探しくらいできたのに〜」

  

  

  玛雅小姐一副唾弃某件事或某个人的表情，同时也会用低沉的声调来回应。

  　何処か何かを、或いは誰かを唾棄している様な面持ちを露わとしては、これに応じて声色も低く、語ってみせるマヤさんで御座います。

  

  

  但是，那些表现出轻蔑的话语所代表的意思，应该是多少呈现出平静的样子吧。

  　しかしながらその軽蔑を見せた言葉の内容が意味する所は、幾分か穏やかな様相を呈した物言いでしょうか。

  

  

  “嗯，除了玛雅以外，对这方面还挺宽容的。”

  「ふ〜ん、マヤってば以外とそういうところに寛容だよね〜」

  

  

  也许正因为如此，听了她那慈悲的倾诉，芽衣露出了佩服的表情。

  　だからでしょうか、彼女の慈悲深い語り草を受けたメイさんは、何処か感心した面差しを示して見受けられます。

  

  

  “因为那是男人的生理现象啊。嗯，就像我们的生理一样。”

  「だってそれって男の生理現象だし〜。まぁ、ウチらの生理みたいなものっしょ」

  

  

  被赋予了酷似称赞的话的玛雅小姐，似乎乘胜追击，说得非常痛快。

  　賞賛にも酷似した言葉を与えられたマヤさんは、これに勢い付いた様子で、ここぞとばかりに語ってみせます。

  

  

  虽然有些慵懒，但更能让人感觉到她风情万种，为了称赞她娇艳的表情，还能看到她撩起自己头发的动作。

  　何処か気怠げにも、一際色香を漂わせて窺える、艶かしい表情を称えては、自身の髪を掻き上げる仕草が見受けられます。

  

  

  “啊……阿雪，快点换衣服去上课吧。”

  「はぁ‥。ユキさん、早く着替えて授業に行きましょう」

  

  

  我想，目睹她们一连串交谈的梦小姐，看到她们二人毫无顾忌的样子，会显得格外消沉。

  　一連の彼女達の言葉を交わすやり取りを目の当たりとしたユメさんは、人目を憚らない御二方の様子を受けて、殊更に消沈した相好を見せて思われます。

  

  

  “是的。”

  「はい」

  

  

  对此，我不由自主地回答，条件反射般的声音听起来也有些疲惫。

  　これに対して思わずと言った具合に、条件反射の域で応じるわたし自身の声色も何処か疲弊して響いては聞こえました。

 
  誘

  可是

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  大家好不容易换好衣服，离开更衣室，前往位于校舍后侧的校园。

  　ようやっと着替えを終えた面々は、更衣室を後として、校舎の裏側に位置し、所在している校庭へと赴いていた。

  

  

  “哇~真的是阿雪的奶水摇晃得半点儿啊~。然后屁股也这么大，犯规吧~。咪咪也真的这么想呢~”

  「うっわぁ〜マジでユキっちの乳揺れ半端ないね〜。それで尻もこんなデカイとか反則でしょ〜。メイもマジでそう思うよね〜」

  

  

  是带着依然处于等级序列中，尤其是处于上位者地位的少女在路上的事。

  　依然としてクラスカースト序列における、殊更に上位者としての立場に位置する少女を引き連れての、道中の事である。

  

  

  看着阿雪穿着一件布料面积不大的运动服，走在一旁的玛雅发出发自内心的感叹。

  　何処か心許ない布地面積の体操着を身に纏うユキを目の当たりとしては、傍を歩むマヤが心底からの感嘆の声をこぼした。

  

  

  “嗯，就像玛雅说的那样，我拥有超大的奶水和大屁股，肚子上却一点肉都没有，真是令人羡慕啊。”

  「うん、マジでマヤの言う通りめっちゃデカイ乳とデカい尻携えてんのに、全然お腹に肉ついてないのは、マジうらやまなんですけど〜」

  

  

  她的赞美之词，让我看到她在这个时候表现出充分的迎合的姿态。

  　彼女の賞賛の言葉に応じては、これに対し、ここぞとばかりに存分な迎合での立ち振る舞いを見せつけてみせるメイだろうか。

  

  

  “你们这些人啊，怎么能这么大言不惭地说这种话呢?你看……周围老爷们的视线也在，阿雪小姐是不是很不情愿呢?”

  「貴方達ねぇ、流石に大っぴらにその様なことを口走るのはどうかと思うわよ。ほら‥周囲の殿方の視線もあるのだし、ユキさんもそれは、とても不本意なのではないかしら？」

  

  

  因此，梦见她们的视线从阿雪的肉体的脚下一直延伸到头顶，仿佛要舔舐一般，她谴责她们。

  　だからだろうか、ユキの肉体の足元から頭頂部までに、まるで舐めるかの様にして視線を這わせていた彼女達を窘めるユメ。

  

  

  “诶~，梦想是很坚强的~ ~因为是真的。而且~因为是非常受男人欢迎的身体，所以绝对没有什么好害羞的。倒不如堂堂正正地做就好了。要不，放学后和我们一起去俱乐部吧。没关系，只是跳舞而已。我们不让男生碰一根手指头。那样的话，龙鬼先生也不会生气吧?”

  「え〜、ユメっちってばお堅いよ〜。だって本当のことだもん。それに〜、めっちゃ男ウケする身体だから、絶対恥ずかしがることないって。寧ろ正々堂々としてればいいじゃん。なんなら、放課後ウチらと一緒にクラブでも行ってみようよ。大丈夫、ただ踊るだけだからさ。ウチらが男達には指一本触れさせないっしょ。それなら龍鬼さんにも怒られないよね？」

  

  

  面对她的安抚，她一口气回答的是，完全看不出任何停顿的、经过洗练的怒涛般的话语。

  　そんな彼女の宥める様な言葉に対して、一息で返ってきたのは、一切の淀みが見受けられない圧倒的なまでに洗練れた怒涛の言葉の数々。

  

  

  “……但是……不……我知道了……请您父亲批准后，再给我答复。”

  「‥ですが‥、いいえ‥わかりました‥。お父様に許可を頂いてから、改めて御返事をさせてください」

  

  

  另一方面，阿雪被扯得七零八落，对那些为了赞扬自己而罗列出来的话语，表现出了更显著的反应。

  　一方程に捲し立てられたユキは、しかしながら自身を賞賛するために並べ立てられた言葉の羅列に対し、より顕著な反応を露わとした。

  

  

  “唔，不这样不行啊~。真的是阿雪太没自信了~ ~我会给你穿上超漂亮的衣服的~ ~所以，你最好要清楚自己到底有多有魅力~ ~对吧~芽衣。”

  「いぇーい、そうこなくっちゃ〜。マジでユキっち自信なさげだから〜。めっちゃエグい衣装着せてあげるからね〜。それでどんくらい自分が魅力的なのかっていうのを〜。ちゃんと自覚した方がいいよ〜。ね〜、メイ」

  

  

  她们身上穿着暴露得很厉害的衣服，看起来都很放松。

  　露出が大い衣服を身に纏っていたために、如何にも頭が緩そうに見受けられる彼女達。

  

  

  然而，这仅仅是初见的印象，在实际交谈的过程中，会自然而然地窥见其本质。

  　しかしながらそれは、初見から得た印象でしかなく、実際に言葉を交わしていると、自ずと垣間見えてくるその本質。

  

  

  “嗯嗯，真的是因为我的丰乳肥臀，所以我觉得我很能穿礼服的哦。或者不如说，我真的不理解你为什么对自己那么没有自信。因为，这么性感的身体，男人们也不会放着不管的吧~。绝对会吃进去的吧~。我们也真的很困扰呢~。是有的吧~。偶尔会有不自量力的笨蛋。所以我觉得阿雪相当受欢迎。不去一次就吃亏了。因为有我们陪着，对吧?”

  「うんうん、マジで乳と尻デッカいから〜、めっちゃエッロイの着れると思うよ〜。ていうか寧ろ、なんでそんなに自分に自信なさげなのか、マジで理解できないんだけど。だって、こんなエロい身体してたら男達も放っておかないっしょ〜。絶対入れ食いだよね〜。ウチらもホント困ってんだよね〜。いるんだよね〜。たま〜に、身の程知らずのお馬鹿さんが。だからユキっちなんて相当モテモテだと思うよ。一回は行ってみなきゃ損だって〜。ウチらがついてるからさ、ね？」

  

  

  更确切地说，阿雪生来自尊心就明显低于他人，而阿雪的这一性格，正是阿雪用怒涛般的诱惑戏弄她的名字。

  　より的確に、生来自尊心が殊更に他者よりも低い傾向が顕著に見受けられるユキの性分を、これでもかという怒涛の誘い文句で翻弄するメイである。

  

  

  与绝世神秘的美貌相反，正如她们所说，阿雪没有自信。

  　その絶世の神秘的なまでに麗しい美貌に反して、彼女達の言葉が指し示す通り、ユキにはこれという自信がない。

  

  

  “……是的，那我也……”

  「‥はい。それならわたしでも‥」

  

  

  玛雅和咪咪两个人的淫乱言辞，以极其准确的方式一字排开。

  　極めて正確に的を射る様に並べ立てられた、マヤとメイの両名の、凄まじい勢いの乗った卑猥な言葉の濁流。

  

  

  然而，本来就被认为严重丧失自信的阿雪，看到肯定自己的两个人，还是会感到欢喜。

  　しかしながら元来、著しく自信を喪失して見受けられるユキは、それでも自身を肯定してくれる二人の存在に歓喜を覚えて窺える。

  

  

  “等一下，你们是认真的吗?现在还是学生，这样不是很好吗?”

  「ちょっとちょっとぉ、貴方達、本気で言ってるのぉ？まだ学生の身分であるのだし、そういうのはあまりよろしくないのではなくて？」

  

  

  因为自己被承认了，对于那个邀请的话，露出了防守也很容易被钓上来的身体的阿雪。

  　自らを承認されたことにより、その誘い文句にに対して、守備も良く釣られてしまいそうな体たらくを露わとしているユキ。

  

  

  看到她那危险的样子，她是不会默默做梦想的老实人吧。

  　そんな彼女の危うげな有様の様子を目の当たりとしては、流石のユメも黙って眺めてはいられない、お人好しな性分の彼女だろうか。

  

  

  “没关系没关系。这么说的话，我觉得现在穿的体操服也很糟糕。因为雪穗没有胸贴，奶水摇晃得很厉害，屁股也是这样软乎乎的，完全不符合尺寸，真的感觉衬裤塞得太紧了。我觉得这实在是太色情了，不过梦是那种对这一点完全不在意的人。难道说对规则很严格吗?怎么说呢，咦……对了，就是墨守成规的那种?”

  「だいじょぶだいじょぶ。それ言っちゃうなら、今着てる体操着だって、それなりにヤバいと思うよ〜。だってユキっち胸当てしてないから〜、めっちゃ乳揺れてるし〜、尻だってこんなムチムチなのに〜、全然サイズ合ってないんだもん。マジでお尻にブルマ食い込みすぎって感じじゃん。これってマジでエロすぎるとウチは思うんだけど、ユメっちはそこの所全然気にならない派な人なんだ〜。もしかしてルールにめちゃ厳しいとか？なんていうだっけ、あれ‥、そうそう杓子定規っ！ってやつ？」

  

  

  正因为如此，她们才不会放过心有不甘的阿雪，而是好战地对她用劝导的口吻说:“这样也可以吗?”

  　だからだろう、その気になっているユキを逃す様な彼女達ではなく、諭す様な物言いのユメに対し、これでもかと好戦的に語ってみせる。

  

  

  “那……那也是没办法的事。因为是学校安排的衣服，抱怨也无济于事。所以我很清楚。”

  「それは‥、だって仕方がないじゃない。学園で都合された服なのだから、文句を言った所で如何にもならない話よ。だからわたしは割り切っているわ」

  

  

  面对她那看似更具攻击性的话语，温和的阿梦也忍不住狂吠起来。

  　そんな彼女の殊更に攻撃的に見て取れる言葉を受けるに応じては、流石に温和な性分のユメも続く言葉で吠えてみせる。

  

  

  “也有这样的想法吧。我知道了。那样的话，梦奇也一起放学后和我们一起玩吧。这样一来，彼此之间的关系就会变得更好，真是一石二鸟。这是个好主意，真的是天才啊。”

  「そういう考えもあるかもね〜。わかった。それならユメっちも一緒にウチらと、放課後遊ぼうよ〜。そうすればもっとお互いに仲良くなれるし、一石二鳥じゃん。ガチで名案だし、ホントにマジでウチって天才じゃん」

  

  

  玛雅听了她强硬的语气，这与平时的她完全不同，但她似乎毫不在意。

  　平素の彼女らしくもない語気の調子も強く語ってみせる様子を受けたマヤは、しかしながら、なんら構った様子がない。

  

  

  毋宁说，他旁若无人地摆出一副威风凛凛的样子，从他的气势来看，丝毫没有失速的迹象。

  　寧ろ、傍若無人にも堂々たる立ち振る舞いを見せ、その勢い付いた威勢からは、失速する様子すらも見受けられない。

  

  

  “确实……如果雪小姐不介意的话，我也不吝啬。好了，如果龙鬼大人允许的话，我就和你一起去吧。”

  「確かに、‥ユキさんが構わないのであれば、わたしも吝かではないわね。いいわ、龍鬼様からお許しを貰えたのなら、御一緒させてもらうわね」

  

  

  也许正因为如此，因应玛雅气势汹汹的样子，一脸深思熟虑的阿梦下一瞬间点了点头。

  　だからだろうか、殊更に勢い付いた威勢も強かなマヤの様子に応じて、何処か熟考した面持ちを露わとしたユメは、次の瞬間には頷いて見せた。

  

  

  刹那间，单方面被视为敌人的对方提出了同意的意思，玛雅对此做出回应，似乎踌躇了一下。

  　刹那の間に、一方的に難敵として見定めていた相手からの承諾の意思を呈されたこれに応じるマヤは、僅かばかりに二の句を躊躇して見受けられる。

  

  

  或许正因为如此，阿雪所说的黑白辣妹中的芽衣才会换成这个来回答。

  　だからだろうか、これに対しては、ユキ曰く白黒ギャル少女達の片割れである、メイがこれに変わって受け答え。

  

  

  “哦哦。梦想这种东西，除了场合以外，其他的都很明白。真好啊，我也很喜欢这样的故事。”

  「おお〜。ユメっちってば以外と物分かりいいじゃん。いいねっ、そういうノリ、ウチも大好きだよ〜」

  

  

  白色的辣妹少女用轻松的语气对她表示了好感，但如果她还带着揶揄的笑容，就会让人觉得她在开玩笑，更装腔作势了。

  　これでかもかと軽い調子での好意を示してみせる白ギャルの少女は、これまた揶揄う様な笑みも称えては、戯けた様子で一際気取って見受けられる。

  

  

  “哎哟，你总是单方面地说。不过……嗯，是啊。那是重叠的。说不定就像你说的那样，我们出乎意料地合得来呢。”

  「あらぁ、随分と一方的に語ってくれるものね。でも‥ええ、そうね。‥それは重畳だわ。もしかしたら貴方の言う通りに、存外にも気が合うのかもしれないわね」

  

  

  他试着用同样的语气来回心转意。

  　これを目の当たりとしては、相対するユメとしても同様な調子でもって、意趣返しを試みた次第である。

  

  

  她不由自主地用力撩起自己的长发，让人觉得她的举止显得格外性感。

  　自ずと自身の長髪を勢い良く掻き上げてみせては、殊更なまでに色香を漂わせて窺える所作を意識しての返答だろうか。

  

  

  乍一看似乎有一触即发的气氛，但刚才交谈的两个人却不限于此。

  　一見しただけでは一触即発な雰囲気すら漂わて見て取れる光景であるのだが、しかしながら今し方言葉を交わした二人はその限りではない。

  

  

  因为面对面站在一起的两个人都能正确解读对方的意图，是一种特别友好的交流。

  　何故ならば、向かい合う様にして立ち並ぶ二人は互いが、相手の意図を正確に読み解いての、殊更に友好的な交流であるからだ。

  

  

  “真的吗?咪咪和梦不知什么时候开始关系很好了~ ~真的很受欢迎。我们俩感觉很投缘呢。我觉得我们真的是最投缘的，但是为什么以前就没说过呢?”

  「マジで？メイとユメっちいつの間にか仲良くなってるんですけど〜。マジウケる。ガチでウチら、結構全員相性良い感じじゃん。ていうかマジで最高に気が合うと思うんだけど、なんでもっと前から話さなかったし」

  

  

  玛雅看到这一幕，不禁惊愕不已。

  　これまた珍妙な様相を呈しての状況を鑑みたマヤは、それを目の当たりとしては、驚愕も一入だろうか。

  

  

  接着，她看到这个感慨地说:哎，打掉优等生的梦想，咪咪，你干得出来吧。

  　続いてこれを見て取った彼女の感慨曰く、へぇ、優等生のユメっちを堕とすなんて、やるじゃんね、メイ。

  

  

  就在这一瞬间，她被这个表露出极大关心的黑心女孩玛雅拥入怀中。

  　といった所の、関心も露わにした黒ギャルであるマヤの胸中へと、刹那の内に抱かれるに至った、殊更なまでの寸間である。

  

  

  本来应该是相反的、对称的两个人的性格，让人瞠目结舌。

  　本来であるならば相反する様な、対称的にも見受けられる二人の性格であからして、瞠目にも値する。

  

  

  从梦高雅的谈吐中可以看出她一本正经的性格，从芽衣轻浮的举止中也可以看出这两种性格。

  　ユメの上品な語り草から窺える生真面目な性分と、メイの殊更に軽い立ち振る舞いでの調子から垣間見て取れる両者の性質。

  

  

  这样的梦和芽，似乎意气相投地交谈着。

  　その様なユメとメイの両名が、殊更なまでに意気投合といった様子で、言葉を交わして見て取れる。　

  

  

  看到这样的情景，即使是平时以自我为中心、以轻松的语调来观察的流石玛雅，也会睁大眼睛接受。

  　その光景を目の当たりとしては、平素より自分本位に気軽い調子を心掛けて窺える流石のマヤであっても、目を見張って見受けられる。

  

  

  她时而惊愕地睁大眼睛，时而又不由自主地对眼前的事实做出最真实的反应。

  　驚愕に瞳を見開いてみせては、思わずといった具合に、眼前の事実に対し、素の反応を示しさずにはいられない彼女であった。

 
  視線

  视线

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  阿雪吸引了周围男学生的视线，不知道怎么把人墙横着划开，去上等待她的第一节课。

  　周囲の男子生徒等の視線を集わせながらも、如何にか人垣を縦に割り、待ち受ける一時限目へと臨んだ次第のユキである。

  

  

  与胖乎乎的臀部相反，小尺码的体操服布料，看起来很臃肿。

  　そのむっちりとした尻肉に反して、サイズの小さな体操着の布地が、これでもかと食い込みを見せつけている。

  

  

  黑色的衬裤把臀部肉的裂口往上撑起，连内衣都看不出来了。

  　黒色のブルマが尻肉の割れ目を押し上げる様にして柔肉を持ち上げているために、最早下着とも見紛う有様だ。

  

  

  也许是因为布料面积太小，薄薄的布料贴在皮肤上。

  　あまりに布地の面積が極小なためか、薄っぺらい生地が肌へと張り付いてさえ見受けられる。

  

  

  一眼就能看出安产型的大屁股肉的形状，完全暴露在周围。

  　安産型の大きな尻肉の形を、一目見て窺える程に完全に露わとして周囲へと見せつけている。

  

  

  形成这种内衣模样的，不仅是下半身，上半身也同样淫荡。

  　そんな下着同然の呈を成しているのは、無論下半身だけでなく、その上半身も同様に淫らな様相が見て取れる。

  

  

  和遮住臀部的衬裤一样，也可以看到用很薄的材料制成的体操服。

  　臀部を覆い隠しているブルマと同様、これまた生地の薄い素材であつらえられている体操着が見受けられる。

  

  

  布料面积不够，把丰满的乳肉包裹得严严实实，给人一种淫荡的印象。

  　豊満な乳肉を窮屈にも包み込む、やはり布地面積が足りていないそれは、大いに淫らな印象が窺える。

  

  

  每走一步，她的身体就会弹起两个双丘，柔软的肌肉把体操服的下摆往上推，露出了阿雪的肚脐。

  　歩む度にその身を弾ませて見受けられる二つの双丘は、その柔肉で体操着の裾を押し上げることで、ユキのお臍を露わとしている。

  

  

  托她的福，连肚脐都藏不住的体操服的下摆，只能用自己的五指扯开。

  　お陰で臍さえも隠すには至らずに届かない体操着の裾を、自身の五指で摘んでは引き伸ばす羽目と相成った次第のユキである。

  

  

  如此一来，从令人不放心的体操服单薄的面料上，可以看到丰满的乳肉前端，这是理所当然的道理。

  　さすれば当然のこと、心許ない体操服の薄い生地からは、豊満な乳肉の先端が透けて見受けられるのは自明の理。

  

  

  对此，即使是最厉害的阿雪，也不得不用自己的手臂遮住乳房，但在这种压迫下，她的乳房更显得猥琐。

  　これに応じては流石のユキも自らの腕で乳房を隠すに至るのであるが、その圧迫により一層のこと、卑猥な光景を作り出しては見て取れる。

  

  

  自己的手臂被挤压的丰满的乳肉，淫猥地扭曲了形状。

  　自身の腕を押し付けることにより、圧迫された豊満な乳肉が、淫猥にもその形を歪ませている光景が見受けられる。

  

  

  周围的男人看到阿雪千辛万苦地摆出如此痴态，当然都被吸引住了。

  　この様にして四苦八苦で無様な痴態を晒すユキを目の当たりとした周囲の男達は、当然ながら皆が一様に意識を惹きつけられて窺える。

  

  

  面对男人无法逃避的欲望，他们没有任何抵抗的办法，他们的视线无一例外地盯着眼前的阿雪。

  　決して逃れられぬ男の欲望に対し、何ら抗う術を持たぬ彼等は、誰一人として例外なく、眼前のユキへと視線が釘付けとなる。

  

  

  “喂，喂，男生嘛❤️雪奇的奶看多了❤️不行哦~❤️那么看女孩子会讨厌❤️好吗~❤️喏喏，雪奇也不要那么蜷缩着，堂堂正正的就好了是啊。那是一种贪婪的蚕食啊。干脆让人看出来不就好了吗❤️更有自信地走吧~❤️呐玛雅?”

  「ちょっとちょっと男子ってばぁ❤️ユキっちの乳見過ぎじゃん❤️ダメだぞ〜❤️そんなに女の子を見たらっ❤️嫌わちゃっても良いのかな〜❤️ほらほらっ、ユキっちもそんなに縮こまってないで、堂々としていれば良いんだよっ。そのエグい食い込みとかさ〜。もういっそのこと見せつけちゃえばいいじゃんっ❤️もっと自信持っていこうよ〜❤️ねーマヤ？」

  

  

  “对啊对啊❤️雪奇真的很性感，所以很受男生欢迎不是吗?真的太夸张了吗❤️那个奶❤️活蹦乱跳的感觉很动摇❤️真的很受欢迎❤️喏喏喏❤️男生们~。这是巫女大人的大道，给我让开条路啊~看那里，下半身不要放着，快点退下哦~哇，感觉视线好强烈~

  「そうそうっ❤️ユキっちマジでエロいから、男子達にモテモテじゃん？ホントにデカすぎっしょっ❤️その乳❤️バインバインって感じに揺れてるし❤️マジウケるっ❤️ほらほらっ❤️男子達〜。巫女様のお通りなんだから道を開けなよ〜。ホラそこっ、下半身おったててないで早く退いてね〜。うわっ、すっごい視線感じる〜

  。雪总是这样的感觉~❤️什么的超级兴奋~❤️”

  　。ユキっちっていつもこんな感じなんだ〜❤️なんかめっちゃ興奮してきたんだけど〜❤️」

  

  

  “哎~❤️真的，这不是有点危险吗?玛雅太过夸张了~❤️”

  「え〜❤️マジでそれってチョイやばくない？マヤってばビッチするぎるんですけど〜❤️」

  

  

  “啊?不是的。不是的，我只是觉得自己很受欢迎。”

  「はぁ？違うし。そういうんじゃなくて、ただなんかめちゃくちゃ人気者になった感じでマジヤバってだけだし」

  

  

  “啊~，真的是这样啊~如果是这样的话，我现在也真的对冰冰有感觉了。这一点就很厉害了~。那边的阴暗处虽然有你在躲着看，但是被发现了的❤️真的很受欢迎❤️”

  「あ〜、マジでそれな〜。それならウチも今マジでビンビンに感じてきてるから。これガチですごいわ〜。あっちの陰キャ君なんか隠れて見てるけど、バレバレだっつーの❤️マジウケる❤️」

  

  

  她们两个人的行为举止，就像周围人自然投来的视线一样，是投给自己的。

  　彼女たち二人は、周囲から自然と向けられてしまう視線を然も、自身に与えられた眼差しであるかの様な立ち振る舞いを示して見せる。

  

  

  “啊哈哈哈哈❤️真的好厉害❤️那帮家伙在一起发呆❤️只盯着阿雪看的感觉呢~❤️”

  「あはははっ❤️マジでやっばぁい❤️あいつ等ガチでちんぽ勃ってるしぃ❤️どんだけユキっちのこと見てんのって感じだよね〜❤️」

  

  

  “真的是这样啊~❤️突然起勃不觉得不好意思吗~❤️男人真的很傻呢~❤️真的有点过头了~❤️”

  「マジでそれな〜❤️ばっきばきに勃たせて恥ずかしくないのかな〜❤️ホント男って馬鹿だよね〜❤️マジでちょろすぎって感じ〜❤️」

  

  

  她们仿佛自己迷倒了周围的男学生一般，不由自主地撩起长发，装模作样地引人注目。

  　あたかも自らが周囲の男子生徒等一同を魅了しているかの様にして、自ずと長髪を掻き上げて気取って見受けられる彼女達である。

  

  

  “啊……真是太糟糕了……在这里的话，连我都要被关注了。”

  「ハァ‥本当に最悪‥。この場に居ては、私まで注目されてしまうわね」

  

  

  站在比平时更兴奋地说着话的辣妹们身边的梦，就算是这样也很平静。

  　その様にして平素より増して殊更に勢い付いた調子で語ってみせるギャル達の傍に佇むユメは、これでもかと平静。

  

  

  “诶~ ~。所谓的梦，难道是这样的一无是处的人吗~ ~不过，梦的身材那么好，我觉得应该更有自信才对~ ~”

  「え〜。ユメッちってもしかして、こういうのダメな人なの〜？でもさ〜、ユメッちめちゃくちゃいい身体付きしてるから、もっと自信持っていいと思うけどな〜」

  

  

  “嗯，我也有自己的自负。虽然比不上阿雪，但至少在平均水平以上，我觉得不会输给那些乱七八糟的人。”

  「ええ、わたしもそれなりに自負はあるわ。ユキさんには到底及ばないけれど、平均以上はあるもの。そこ等の有象無象には負けないと思っているわ」

  

  

  对那样的她，白辣妹用和给阿雪的口信一样的话语压倒她，不过，被若无其事地回答了的事没敢击沉。

  　そんな彼女に対して、ユキに与えた口上と同様の文句で圧倒しに掛かる白ギャルであるが、これを澄ました面持ちで返されたことにより敢えなく撃沈。

  

  

  “是啊。你和梦哥不一样，是个很有自信的人呢。”

  「そうなんだ〜。ユメッちってユキっちと違って結構自信家なんだね〜」

  

  

  在一旁看到她们两人对打的黑辣妹，露出了揶揄的表情。

  　そんな彼女達両名の掛け合いを傍から見て取った黒ギャルが、殊更に揶揄うような面差しを晒して見受けられる。

  

  

  “真的是这样啊~ ~我还以为梦想会给人一种更酷的感觉呢，真的是这样啊~ ~我真的接受了。”

  「マジでそれな〜。ユメッちってもっとクールな感じかと思ってたけど、ホントにその通りだよね〜。マジウケる」

  

  

  因为梦的自尊心出乎意料地高，所以一直噤口不言的白辣妹，复活的时候也早早地说了出来。

  　思いがけない一際自尊心が高いユメの物言いを受けて、口を噤んでいた白ギャルが、復活も早々に語ってみせる。

  

  

  “那个叫梦地的称呼，和阿雪很容易混淆，能帮我换一下吗?”

  「そのユメッちという呼び方だけれど、ユキさんと紛らわしいから、変えてもらえないかしら？」

  

  

  然而，对于有关他性格的言论，他却毫不在意地大放厥词。

  　しかしながら、その性分についての言及に関した言葉に対し、何ら構った様子もなく言い放って見受けられるユメである。

  

  

  看来他对这个名字很不服气。

  　どうやら名付けられた呼び名に対して、不服を抱いていた様である。

  

  

  “……嗯……那样的话，梦什么的真的很好吧。怎么样?这样可以吗?”

  「‥えっと〜。それならユメちーとかマジで良さげじゃないかな〜。どうかな？それでいい？」

  

  

  因为她的举止太过堂堂正正，说话的语气也太过强硬，一度让白辣妹感到很不舒服，但她立刻打起精神接起话来。

  　あまりに堂々とした立ち振る舞いでの、物怖じしない強気な口調での物言いに対し、一度は閉口を見受けられた白ギャルだが、即座に気を取り直しての受け答え。

  

  

  “……嗯，已经无所谓了。”

  「‥ええ、もうそれで構わないわ」

  

  

  对于不久之后再次被赐予的自己的称呼，他似乎有了自己的想法，只是在梦中露出了认命的表情。

  　間髪入れずに再度与えられた自身の呼称に対して、思う所がある様に暇を垣間見せたユメであるが、次の瞬間には諦観の面持ちを呈して窺える。

  

  

  “喂，那就用梦治吧。话说回来，这个感觉比刚才那个更合适吧?”

  「オッケ〜。じゃあユメちーで決まりね〜。ていうか以外にこれってさっきのやつよりしっくりくる感じじゃない？」

  

  

  虽然是自己想出来的称呼，但是关于那个的想法，特别令人感叹的白辣妹。

  　自らの考えた呼び名であるにも関わらず、それについての発想について、殊更に感嘆して見受けられる白ギャル。

  

  

  “真是的，咪咪真的是天才啊。”

  「マジでそれな〜。メイってばマジで天才じゃん」

  

  

  白女孩自卖自夸，面露喜色，特别是对她露出深深的笑容，黑女孩则迎合她，称赞她。

  　自画自賛に喜色を露わとして、殊更に深い笑みを称えてみせる白ギャルに対し、それに迎合して誉め唱える黒ギャル。

  

  

  “你们莫非是双胞胎?”

  「貴方達って、もしかして双子なのかしら？」

  

  

  她们两人的呼吸都非常密切，看着她们的倾诉，这是来自梦境的疑问。

  　息もぴったりに阿吽の呼吸での調子が見受けられる彼女等両名の語り草を目の当たりとして、ユメからの問いかけである。

  

  

  “诶~。你是怎么知道的~ ?流石级委员长大人，真是个天才啊。对了对了，我们虽然长得不太像，但其实是双胞胎。所以关系很好吧?”

  「え〜。どうしてわかったの〜？流石クラス委員長様、ガチで天才じゃんっ。そうそう、ウチらって実は、あんまり似てないけど双子なんだよね〜。だからめちゃ仲良いっしょ？」

  

  

  “真的，梦太聪明了。是啊，所以我们完全不合得来。一般来说，性格也不一样。不过，真的关系很好吗?”

  「マジでユメちー賢すぎ〜。そうだよ、だからってウチら全然趣味合わないけどね〜。ふつうに性格も違うし。でも、仲良いってのは本当かな〜」

  

  

  被从意料之外的梦给予了疑问的她们两者，一边说着各自不同的兴趣爱好，一边表示肯定的意思。

  　予期せぬユメからの疑問を与えられた彼女達両者は、それぞれが互いに異なる趣味嗜好を語りながらも、肯定の意を示す。

  

  

  “是吗……确实，你们虽然言行差不多，但样子却完全不同。”

  「そう‥、確かに貴方達って言動はほぼ似通っているのに、格好が全然違うわね」

  

  

  这个梦让他露出一副深得我心的表情，点了点头。

  　これに我が意を得たりといった具合に納得の色を表情に浮かばせては、頷いて見受けられるユメ。

  

  

  “谁知道呢。我们的关系可没那么好啊。”

  「だっしょ〜。ウチ等ってそんくらい超絶仲良しだかんね〜」

  

  

  “这个嘛~ ~从小时候开始就一直是两个人一起来的~ ~”

  「それな〜。小さい頃からずっと二人でやってきたもんね〜」

  

  

  就像她自言自语的那样，她们俩的语气依然一团和气，虽然言行举止相似，但看上去却十分对称。

  　彼女の呟いた言葉通り、依然として調子も同様に、和気藹々と語って窺える彼女等両名は、言動こそ似通って見受けられるものの、殊更なまでに対称的な装いが見て取れる。

  

  

  “是真的，仔细观察的话，两位都长得一模一样。”

  「本当ですね。御二方ともよく観察すれば、綺麗なお顔がそっくりです」

  

  

  难道阿雪是想把自己放在一旁，在一片祥和热闹的气氛中，把意识从投向自己身体的目光中转移开，才闯入谈话的吗?

  　その様に自身を置いてけぼりとして、和気藹々と賑やかな状況を呈して見受けられる三名の中へと、自らの身体へと向けられる眼差しから意識を逸らすべくして会話に乱入なユキだろうか。

  

  

  “等一下。不要这么一本正经地看。巫女这么说我真的很高兴，但是会害羞的~ ~”

  「ちょっと待って〜。そんなマジマジと見るの禁止〜。巫女様にそうやって言われるのはマジで嬉しいけど〜、流石に照れるよぉ〜」

  

  

  “这个嘛~被雪琪这样美少女打扮的女孩子这么说的话，会很生气很兴奋的~”

  「それな〜。ユキっちみたいにめっちゃ美少女してる子にそんなこと言われると、ガチでテンション天上げなんですけど〜」

  

  

  她们突然插话进来，丝毫没有介意的样子，霎时露出了喜色。

  　突然交わす会話に割って入られた彼女等であるが、何ら意に介する様子もなく、途端に喜色を露わとして見受けられる。

  

  

  “是啊……你们真是无论好坏都很投缘啊。这都让人担心了……”

  「はぁ‥本当に貴方達って良くも悪くも相性が良いわね。これは先が思いやられそうだわ‥」

  

  

  阿雪发自内心地吐露心声，看到她们两个辣妹欢喜的样子，大概是在做梦吧。

  　そんなユキの心底からの本心の吐露を間に受けた彼女等ギャル両名の、歓喜の様子を見て取っては、天を仰ぐ様にして嘆きを零すユメだろうか。

  

  

  “可是……”

  「‥けれど‥」

  

  

  在她伫立的身旁，梦境中流露出对今后的忧虑，阿雪见状便开口说话。

  　そんな自らの佇む傍らで今後に対しての憂いを露わとして見受けられるユメに応じては、ユキが口を開く様子が見て取れる。

  

  

  “真是一群快乐的人啊。”

  「なんだかとっても楽しい人達ですね」

  

  

  接着他说出的那句话，更让人觉得是发自内心的情绪，是一种能窥见百感交集的恳切的想法。

  　そうして続いて漏れ出た二の句は、殊更なまでに、心底から情緒が伴って見受けられる、万感の意が垣間見て取れる切なる想い。

  

  

  “……是啊……确实……嗯……也许是这样……”

  「‥そうね‥確かに‥ええ‥そうかもしれないわね‥」

  

  

  阿雪又说了一句稀奇古怪的话，听到这句话的阿雪勉强点头，试图说服自己。

  　これまた一際珍妙な物言いを言い放ってのけたユキに応じては、これを耳とするユメも自らを無理矢理納得させる様に試みての頷きを返す。

  

  

  “怎么了?阿雪哪里不舒服吗?”

  「どしたん？ユキっち何処か具合に悪い？」

  

  

  “啊?真的吗?肚子疼的话就快点说啊~ ~体育课就算偷懒也没关系，要不要带你去保健室?”

  「え？マジで？お腹痛いなら早く言いなよ〜。体育なんてサボっても、全然大丈夫だから、保健室連れて行こうか？」

  

  

  阿雪望着伫立在眼前的两位辣妹，在一旁静静地说着。

  　眼前に佇む彼女等ギャル両名を眺めては、これを傍らに静かに語るユキ。

  

  

  看着她脸上平静的微笑，两个辣妹似乎都流露出几分关切的神情。

  　そんな彼女の、穏やかな面持ちでの微笑を目の当たりとしては、何処か気遣った面差しを浮かべて見受けられるギャル二人。

  

  

  “阿梦怎么了?肚子还是疼吗?”

  「ユメちーもどうしたん？やっぱりお腹痛い？」

  

  

  “硬气?那我就不跟你们说了，对不起。”

  「ガチで？それならウチ等だけなんかはしゃいでてごめん」

  

  

  这也是同样的，对于恢复了平时的平静状态的梦，辣妹们也会投来关切的目光。

  　これまた同様にも殊更に落ち着いて窺える平素からの調子を取り戻して見受けられるユメに対しても、気遣わしげな眼差しを向けるギャル達である。

  

  

  “没有那回事。我只是后悔，要是早一点和你们说出来就好了。”

  「その様なことはありません。ただ、貴方達ともっと以前から話しておけば良かったと、後悔しているだけです」

  

  

  “不，我并没有感觉到身体不适，只是我也和雪哥的想法一样。”

  「いいえ、特に体調不良などは感じられないわね。ただ、私もユキさんの意見と同様のことを想っていただけよ」

  

  

  托他们的福，阿雪和阿梦都看到了他对人能力超群、精神坚强的一面，自然而然地说出了友好的话。

  　お陰で、極めて対人能力に優れた、健気な心構えを目の当たりとしたユキとユメの両者から、自ずと口とした言葉も、これでもかと友好的。

  

  

  她们穿着特别暴露、极其猥琐的衣服，与华丽的印象大相径庭，举止举止都很潇洒。

  　殊更な露出の多い、極めて卑猥な衣服を身纏う、派手な印象からはかけ離れた、殊勝な立ち振る舞いを見せつけるギャルの両名。

  

  

  与她们的装束相反，阿雪受到了格外温暖的关怀，她对今后和像她们一样的朋友在一起的学园生活充满了期待。

  　そんな彼女等の装いに反した、殊更に暖かな気遣いを受けたユキは、これからの待ち受ける、彼女等の様な友人との学園生活へと期待に胸を躍らせる。

  

  

  他拼命压抑着从未有过的、能窥见异常激昂的心脏跳动，畅想着自己绝对无法预测的未来。

  　殊更なまでにこれまでになく、異様なまでの高鳴りを窺える自身の心臓の脈打つ鼓動を、必死に抑えつけ、自らの決して予測できない未来へと、想いを馳せたのであった。
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  过了一段时间，包括阿雪在内的大家好不容易才来到上课的操场，理所当然地都迟到了。

  　暫くをしてようやっと授業の設けられる校庭へと訪れたユキを含めた面々は、当然の様に遅刻することと相成った。

  

  

  “对不起，父亲。”

  「申し訳ありませんお父様」

  

  

  然而，阿雪第一句话并没有辩解，而是毫不犹豫地道歉。

  　しかしながら第一声に、言い訳を並べ立てるでもなく、なんの躊躇いもなく謝罪の口上を述べて見せるユキ。

  

  

  他极力讨好雄兽，谦恭地仰视着雄兽，同时又深深低下头。

  　大いに雄に媚びた、謙る様にして甘えた上目遣いで仰ぎ見ては、それに伴い深々と頭を下げる。

  

  

  上半身一倾斜，两个丰满的双丘就显得格外挺拔。

  　上半身を傾けるに応じては、これに携えた豊満な二つの双丘が、殊更に弾んで見受けられる。

  

  

  乳肉轻柔地摇晃着身体，仿佛能听到拟音的声音。

  　たゆんったゆんっと擬音が響いては聞こえて窺えそうな程に、柔らかにもその身を揺らしてみせる乳肉。

  

  

  “没关系，只是在大家面前做体操。”

  「構わん。ただ、走る前の体操はみなの前ですることになる」

  

  

  看到这一幕，性欲比别人加倍绝伦的“龙鬼”，只能不动声色地原谅他。

  　これを目の当たりとしては、人一倍に絶倫な程に性欲が龍鬼は、声色も穏やかに許しを与える他にない。

  

  

  “我知道了。快点结束吧。”

  「わかりました。早く済ましてしまいましょう」

  

  

  阿雪用自己丰满的肢体成功笼络了自己的父亲，这是在对呆呆地看着她的两个辣妹和梦说话吗?

  　見事にも自身の豊満な肢体でもってして、自らの父を籠絡せしめたユキは、これを呆然と眺めるギャル二人とユメに声掛けだろうか。

  

  

  “嗯，是啊，谢谢。”

  「え、ええ。そうね。ありがとう」

  

  

  “哇。阿雪你这种无意识的地方真的很厉害呢。我们也要向你学习哦。”

  「うっわ〜。ユキっちってホントにそういう無意識なところとかホントにすごいよね〜。ウチも見習わなきゃだよ〜」

  

  

  “不不不，这可不能学啊。说起来名字也太让人折服了~ ~不过我还是接受了。”

  「いやいや、そこは見習っちゃダメっしょ。ていうかメイってば圧倒されすぎ〜。マジウケるんですけど〜」

  

  

  眼看着自己以压倒性的美体展现了作为雌性的本领，两个辣妹夸张地回答道。

  　自らの圧倒的なまでの美体を駆使しての、雌としての手腕を見せつけられてしまった手前、これを目の当たりとしたギャル二人は大仰にも受け答え。

  

  

  “那么，阿雪，你能和我搭档吗?”

  「それじゃあユキさん。わたしと組んでもらえるかしら？」

  

  

  “嗯，当然。”

  「ええ、勿論です」

  

  

  但是，与表现出显著反应的两名辣妹相比，这是一个能让人冷静地看到对称的梦。

  　しかしながら、顕著な反応を示して見受けられたギャル両名と比較して、対称的に窺えるまでに落ち着いて見て取れるユメである

  

  

  “那我们就和往常一样吧~ ~”

  「じゃあウチ等はいつも通りね〜」

  

  

  “好了，体操什么的，赶紧结束吧~ ~”

  「オッケー、体操とかたるいからさっさと終わらせようよ〜」

  

  

  每个人在做体操时，只要找到自己需要的对象，就会早早地开始练习柔软。

  　各々が体操をするに際しての必要な相手を見て取っては、早々に柔軟を始めて見受けられる。

  

  

  “喂，快看快看，你的大奶在摇晃啊❤️。”

  「ちょっ、見て見てユキっちのデカ乳めっちゃ揺れてるっ❤️」

  

  

  “哇~❤️不会吧❤️果然男生看得太多了吧❤️”

  「うわ〜❤️マジじゃん❤️てかやっぱり男子達見過ぎでしょ❤️」

  

  

  阿雪和阿梦两个人背对着对方，利用上半身倾斜带来的自重，看起来都挺得笔直。

  　ユキとユメの両者は互いに背中を合わせては、上体を傾けることによる自重を利用して、背筋を伸ばして見て取れる。

  

  

  “……梦小姐，有点痛。”

  「‥ユメさん。少し痛いです」

  

  

  “咦，你的关节居然这么硬。”

  「え、貴方って存外に関節が硬いのね」

  

  

  但是，从她们二人故作镇定的举止来看，似乎能从周围的视线中剥离出意识。

  　しかしながら、彼女等二人の平静を装った立ち振る舞いから鑑みるに、どうやら周囲から向けられる視線から意識を剥離させ窺える。

  

  

  “真的好大啊~❤️啊，现在好大好小的❤️喏喏喏，不坏吗?”

  「ホントにおっきいよね〜❤️あ、今めっちゃぶるんぶるんってした❤️ほらほらガチでやばくない？」

  

  

  “咪咪啊，我们也得快点变灵活才行啊。快点做完再看吧。”

  「メイってばぁ〜、ウチ等も早く柔軟しないとじゃん。早く終わらせてから見ろし〜」

  

  

  她们为了解开身体而柔软的样子，在一旁看着她们的两个女孩，连声音都听得很入神。

  　彼女達の身体を解すための柔軟をする様子を、これを傍らから眺めるギャル二人は、殊更に声色も勢付いて窺える。

  

  

  “嗯，梦小姐，我已经到极限了，不能再这样下去了!”

  「んんっ、ユメさんっ。もう限界です。これ以上はいけませんっ」

  

  

  “……阿雪，你还是多运动一下比较好……”

  「‥ユキさん、貴方はもう少し運動をした方がいいわよ‥」

  

  

  阿雪和阿梦毫不在意她们正在热闹的场面，声音中透出一种特别和谐的气氛。

  　際立って和気藹々とした雰囲気を窺わせる声色で、賑やかな状況を呈している彼女等を、なんら意に介することがないユキとユメ。

  

  

  “接下来就轮到我来支持了，请多关照。”

  「次はわたしが支える番ですね。よろしくお願いします」

  

  

  “嗯，那就拜托你了。”

  「ええ、よろしくお願いするわ」

  

  

  阿雪好像换了一名选手似的，作为第二名的阿梦，倾斜着匀称的身体。

  　どうやらユキから選手交代といった具合に、二番手として身体を解すこことなるユメは、その均整の取れた身体を傾ける。

  

  

  “哇~好厉害。梦小姐的身体好柔软啊。”

  「わぁ〜。凄いです。ユメさんって身体がとっても柔らかいんですね」

  

  

  “在身体方面，我绝对比不上你。硬要说的话，我的关节活动范围比较宽。”

  「身体の面では流石に貴方には負けるわよ。どちらかといえば、わたしは関節の可動域が広いわ」

  

  

  正如他自己说的那样，他展示了自己的关节极其广阔的可动区域，足以让人刮目相看。

  　自らの言葉通り、際立って見受けられる程に圧倒的なまでの自身の関節の、殊更なまでに広い可動域を披露して窺える。

  

  

  “是啊，真是受益匪浅。”

  「そうなんですね。とても勉強になります」

  

  

  “是吗?能帮上忙真是太好了!”

  「そう、お役に立てた様で何よりだわ」

  

  

  为了纠正阿雪的错误认识而做的梦，就像在说“这是什么东西”一样，展现了一种极其勉强的柔软姿势。

  　ユキの誤った認識を訂正してみせたユメは、これどもかと言わんばかりに、これまた無理な体勢での柔軟の姿勢を見せつけて見て取れる。

  

  

  “梦奇，你的身体是不是很柔软?真的很危险啊~ ~和阿雪的身体完全不一样呢~ ~感觉我们班真的都是很厉害的人呢~ ~”

  「ユメちーめっちゃ身体柔らかくない？マジでやばいじゃんあれ〜。ユキっちとは違う意味ですっごい身体してるよね〜。なんかホントにウチ等のクラスって凄い人ばっかりって感じだよね〜」

  

  

  “真的是这样啊~ ~梦奇关节真的很柔软，真的很羡慕呢~ ~我也想那样做贝当~ ~或者说，与之相比，雪的身体很僵硬~ ~真的很意外的感觉~ ~”

  「マジでそれな〜。ユメちーってばホント関節柔らかいの、マジで羨ましいいんですけど〜。ウチもあんな風にペタンってやりたいし〜。ていうかそれに比べてユキっちって身体硬いんだ〜。マジで意外って感じ〜」

  

  

  我的梦想是，不去理会那些没有预料到的视线，威风凛凛地展示自己的肉体。

  　予期せずして集わせてしまう視線になんら構うことなく、凛然とした面立ちで肉体を見せつけてみせるユメ。

  

  

  看着她的一举一动，两个辣妹热热闹闹地说着。

  　これを目の当たりとしては、彼女の目を見張る様な一挙手一投足に応じて、賑やかに語るギャル二人。

  

  

  “是啊。因为身体那么迟钝，真的是个谜。啊，不过身体虽然僵硬，但因为吃奶过多而着地，真的很受欢迎。”

  「だよね〜。だってあんなにムチムチな身体してるんだから、マジで謎だわ。あ、でも身体硬くても乳でか過ぎて地面についてたのはマジでウケるよね〜」

  

  

  “嗯嗯，怎么看都很色情呢~ ~就这样，给人一种muchy❤️的感觉，被压在地上，好厉害啊~ ~”

  「うんうんっ、なんかめちゃくちゃエロかったね〜。こうっ、むちぃ❤️って感じで地面に押し潰されて、すごかったよね〜」

  

  

  然而，谈话的方向却出乎意料地转向关节可动区域特别狭窄的梦的话题。

  　しかしながら、自ずと会話の方向性は、存外にも関節の可動域が、殊更に狭く見受けられたユメの話題へと変じて窺える。

  

  

  她们说话的内容都非常偏向一个方向，这应该算是说这些话的少女们所具备的无可奈何的性格吧。

  　交わす言葉の内容が極めて一方向に偏って見て取れるのは、最早これを語る少女達の兼ね備えた、仕方がない性分と称する他にない。

  

  

  就连将惊人的肉体机能美演绎得淋漓尽致的梦，也会被倾注炽热的目光。

  　凄まじいまでの肉体の機能美を、殊更なまでに演出してみせたユメにも、突き刺さる様に熱い眼差しは注がれて見て取れる。

  

  

  更让人着迷的是，安产型胖乎乎的阿雪屁股上的内裤。

  　それにも増して蠱惑的であるのが、安産型のむっちりとしたユキの尻へと食い込みを見せているブルマ。

  

  包裹在里面的嫩肉也会自然聚集，可以窥视到数不清的视线。

  　これに包まれた柔肉にも、それ以上に自然と集まってしまう、数えきれない程の視線が窺える。

  

  

  “喂，你看，那大乳和大臀。揉成一团。”

  「おい見ろよあのデカ乳とデカ尻。めっちゃ揉みしだきてぇ〜」

  

  

  “啊，真想闻一闻雪姐体操服的味道。”

  「ああ、ユキさんの体操服の匂い嗅ぎたい」

  

  

  “嗯……哦……那也太恶心了吧?”

  「え‥おま‥それは気持ち悪すぎるだろ」

  

  

  “啊……不过我确实觉得知道。因为肯定会有汗的味道。”

  「あー‥でも確かになんか分かる気がするわ。だって絶対汗とか良い匂いしそうだし」

  

  

  “我比较喜欢玛雅小姐和梅小姐，她们那浑浑糊糊的身体最能撩人。”

  「俺はマヤさんとメイさんの方が好きだけどな。あのムチムチな身体が最高に唆る」

  

  

  “是吗?那雪姐不也一样吗?应该说，雪姐的身体更乳，你看，她的身体，连血水都灌进去了。真是的，她的大腿也太棒了。”

  「はぁ？それならユキさんも同じだろ。ていうか寧ろ、ユキさんの方がよっぽど乳でかいじゃん。見てみろよあの身体。ケツもめちゃくちゃ食い込んでるぜ。やべー、マジで太腿とかも最高だわ」

  

  

  “不不不，我当然更喜欢梦哥。因为委员长不是总是一副若无其事的样子吗?不过，他身材那么好，反差太大了。”

  「いやいや、俺は断然ユメさんの方が好きだわ。だって委員長っていつも澄まし顔じゃん？でもさ、あんなに良い身体してるとかギャップが半端ないんよ」

  

  

  从这样的对话来看，阿雪的受欢迎程度丝毫不亚于其他人。

  　この様な会話からして顧みるに、殊更な注目をその身に集わせてしまっているのはユキであるが、他の面々もこれに負けず劣らずといった具合に人気者。

  

  

  “哇~❤️快看快看。那个阴儿正盯着我们看呢~❤️”

  「うわ〜❤️見て見てあれ。あの陰キャ共ウチ等のことガン見してるんですけど〜❤️」

  

  

  “不会吧❤️我看得很厉害~❤️虽然也很有生气~❤️话说回来，那家伙为什么不跑步呢~ ?”

  「マジじゃん❤️すっごい見てくるし〜❤️バリキモなんですけど〜❤️ていうか何であいつ等走ってないわけ〜？」

  

  

  另一方面，那些一味地看她们的男人，在投去极其不礼貌的目光后，就会自顾自地召开品评会。

  　他方彼女等を一方的に眺める男達は、これまた極めて不躾な眼差しを送った挙げ句の果てに、勝手極まる品評会など開いて見受けられる。

  

  

  “那帮家伙绝对要去看阿雪的奶呢~❤️现在也会突然勃起~❤️”

  「あいつ等絶対ユキっちの乳見てシコるつもりだよね〜❤️今もめっちゃバキバキに勃起してるし〜❤️」

  

  

  “啊~，这个嘛~不过~说实话，屁股不是更色情吗?你看，塞得太深了，早就有种内衣的感觉了。看起来很柔软的样子~❤️”

  「あ〜、それな〜。でもさ〜正直言って尻の方がエロくない？ほらだって食い込みすぎて最早下着って感じじゃん。めちゃくちゃ柔らかそうなんですけど〜❤️」

  

  

  也许正因为如此，即使看不出他发自内心的轻蔑，也能看出他说的话多少有些辛辣。

  　だからだろうか、心底から軽蔑した面差しは窺えないまでも、幾分か交わす言葉の内容は辛辣に見て取れる。

  

  

  “喂……玛雅小姐和芽衣小姐有没有朝我们这边看?”

  「おい‥マヤさんとメイさん俺達の方を見てないか？」

  

  

  “是真的。”

  「本当だな」

  

  

  不避讳别人的目光，公开地毫无品性地交谈的，主要是社会底层的男子。

  　なんら人目を憚ることなく、表立って品性の欠片もない会話を交わすのは主に、カースト底辺の男子達。

  

  

  “难道说你对我们有意思?”

  「もしかして俺達に気があるとか？」

  

  

  “我，要不要告白……”

  「俺、告白してみようかな‥」

  

  

  因为他们知道自己很落后，所以不管别人怎样轻蔑地看他们，他们都不会觉得自己受到了什么打击。

  　彼等は己が落ち目であることを理解しているが故に、誰からどの様な軽蔑の眼差しを向けられても、なんら痛手を受けている様に見受けられない。

  

  

  “真的是这样啊~不过我们都参加社团活动，没办法啊。也有男人说稍微紧一点比较好。”

  「マジでそれな〜。でもウチ等部活やってるから、しょうがないっしょ。少し引き締ってる方がいいって男もいるし」

  

  

  “嗯，玛雅是认真的吗?男人们肯定是一个劲的好。就像阿雪一样。”

  「え〜マヤってば本気で言ってるの〜？男達は皆んなムチムチの方がいいに決まってんじゃ〜ん。正にユキっちみたいに」

  

  

  然而，这两个辣妹却对学校等级序列最底端的语言毫不关心。

  　しかしながら、彼等学園カースト序列最底辺の交わす言葉などには一向に関心を示さないギャル二人である。

  

  

  因此，他虽然察觉到外界对自己的不礼貌眼光，却毫不在意，也看不出对他们有什么在意的样子。

  　故に、自然と自身へと向けられた不躾な視線に気付きながらも、なんら意に介することはなく、無常にも彼等に気を払う様子は見受けられなかった。

 
  持久走

  耐力跑

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  过了一会儿，以阿雪为首的少女们做好了开始耐力跑的准备，向各自设定的地点走去。

  　ややあって持久走を始めるための準備を整え終えた、ユキを筆頭とした少女達は、各々が所定の位置に設けられた地点へと足を運ぶ。

  

  

  “女生三圈，男生六十圈。”

  「女子は三、男子は六十周だ」

  

  

  龙鬼睥睨着每一个站在起点的学生，开朗快活地说着话。

  　走る際にあたっての出発地点へと、位置についた、この場に居合わせている生徒の面々を睥睨しては、明朗快活に語って見受けられる龍鬼。

  

  

  “哦~龙鬼大人对女生来说还是很绅士的~ ~而且还是帅哥，真的是最棒的~ ~”

  「へぇ〜、龍鬼様ってば、やっぱり女子には紳士的なんだ〜。それでいてイケメンって、マジで最高だよね〜」

  

  

  “是啊。真的很羡慕有这样的父母的阿雪。话说回来，龙鬼大人的肌肉不是很好吗?好啊，我觉得阿雪变得顺从也是可以理解的。”

  「ね〜。こんな親が居るユキっちが、マジでうらやまなんですけど〜。ていうか、龍鬼様って筋肉エグくない？いいな〜、ユキっちが従順になるのも分かる気がする〜」

  

  

  “要绕三圈吗?”

  「三周で御座いますか‥」

  

  

  “嗯，是啊……这么说合适吗……”

  「ええ、まぁ‥それくらいが妥当といった所かしら‥」

  

  

  听了父亲的话，阿雪显得战战兢兢，其他三个人则不在话下。

  　自らの父の言葉を受けては戦々恐々といった呈を晒しているユキであるが、他方他三名はその限りではない。

  

  

  “咦，难不成阿雪不擅长运动吗?不过，这么大的摇晃乳确实很难跑啊。”

  「え〜、もしかしてユキっちって運動苦手なの〜？まぁ、でもそんだけおっきい乳揺らしてるなら確かに走りにくいかもね〜」

  

  

  “真的是这样啊。话说回来，阿雪是个很害羞的人。所以，在男人们的注视下，她更不容易跑了。”

  「マジそれな〜。ていうか、ユキっちって結構恥ずかしがり屋って感じじゃん。だから、男達の目もあるし、余計に走りにくいんじゃないかな〜」

  

  

  “……不，我本来就没什么体力……”

  「‥いいえ、わたしは元々その‥体力があまりなくて‥」

  

  

  “……阿雪，连小孩子也能轻松完成三圈……是不是有点太怠慢了?”

  「‥ユキさん、流石に三周なんて幼子でも楽々こなすわよ‥。少しばかり、怠慢がすぎるのではないかしら？」

  

  

  因为阿雪平日除了和龙鬼夜侍之外，几乎没有任何像样的运动。

  　何故ならば、常日頃から龍鬼との夜伽を除いては運動らしい活動が、皆無なまでに見受けられないユキである。

  

  

  “啊?你说的是真的吗?我很接受你的回答。那个完美超人的巫女大人……”

  「えっ、それマジで言ってるの〜？ウケるんですけど〜っ。あの完璧超人の巫女様がね〜」

  

  

  “这个嘛~，不过我们参加社团活动啦~，阿雪是回家社团吧~ ~所以啊，没办法，也没办法吧~ ~”

  「それな〜、でもウチ等は部活は入ってるけど〜、ユキっちは帰宅部っしょ〜？だからまぁ、しょうがないっちゃ、しょうがないんじゃないかな〜？」

  

  

  “……回家部?啊……这么说来，阿雪你不属于社团吧。如果你不介意的话，不加入田径队吗?”

  「‥帰宅部？ああ‥そういえばユキさんって、部活に所属していないのだったわね。もしも貴方が構わないのであれば、陸上部に入らないかしら？」

  

  

  特别是看到她气势大减的样子，两个女孩也附和道。

  　殊更に気勢を削がれて見受けられる彼女の様子を見て取ったギャル二人はこれを囃し立てては応じてみせる。

  

  

  阿雪和阿雪完全是对称的，她看着她们气势十足地说着话，觉得很幸运，又兼做劝诱的梦。

  　ユキとは対称的に、一際勢い付いた調子で語って見受けられる彼女等の姿を横目に、これ幸いと勧誘を兼ねるユメ。

  

  

  “田径队吗?我知道了。我先跟父亲说一声，再给您回音。”

  「陸上部ですか‥わかりました。お父様に一度お話しをして、改めて御返事をさせて頂きます」

  

  

  “嗯，那就拜托你了。”

  「ええ、よろしくお願いするわね」

  

  

  与阿雪这种缺乏运动的毛病完全相反，她们三人平时都很注重体力活动，所以并不害怕。

  　その様に殊更な運動不足が祟るユキとは対称的な程に、彼女等三名は平素から身体活動に励んでいるが故に、これを恐れる限りではない。

  

  

  “说起来，阿雪真的是太恋父了吧。和我想象的完全不一样，吓了我一跳。啊，不过也不是完全遗憾，反而觉得很亲近很有好感。”

  「ていうかユキっちってマジでファザコンすぎるでしょ。なんか思ってたイメージと全然違いすぎて、びっくりしたよ〜。あ、でも全然残念ってわけじゃなくて、寧ろなんか身近に感じられて好感って感じ」

  

  

  “我知道~ ~以前怎么说呢，有种高不可攀的感觉，很难接近她，但是实际和她聊了之后，发现她虽然有点奇怪，但是和我们很合得来，感觉她是个好孩子。”

  「わかる〜。前はもっとなんていうか、ザ高嶺の花って感じで、めっちゃ近寄り辛かったけど〜、なんか実際に話してみたら、ちょっと変わった子だけど、割とウチ等と気が合うし、いい子じゃんって感じ」

  

  

  “谢谢。我也很高兴能和玛雅小姐和梅小姐成为好朋友。”

  「ありがとう御座います。わたしもマヤさんとメイさんと仲良くなれてとても嬉しく思います」

  

  

  “不过，实际上我觉得也不是可望而不可即的。现在阿雪从男人那里得到的目光，远远不及对我们的目光。”

  「でも実際高嶺の花ではあると思うわよ。現にユキさんが男達からの眼差しが、私達に向けられている視線の比ではないもの」

  

  

  就像那句话所说的，三个女人凑在一起就会被人说成是一个奸人，少女们说话都很和气。

  　女三人寄れば姦しいと称される、正にその言葉通り、和気藹々とした語り調子で言葉を交わす様子が見受けられる少女達。

  

  

  就这样，现在，包括一跃成为学园种制顶点的阿雪在内的她们的团体，看起来格外引人注目。

  　その様に現在、学園カーストの頂点へと一気に躍り出ることと相成ったユキを含めた彼女等のグループは、殊更に注目を集わせて見て取れる。

  

  

  “真的是这样啊。阿雪你从来没有断过男朋友，不是还有别的男人吗?为什么这么受欢迎呢?绝对不讲理。咪咪你也这么想吧?”

  「マジでそれな〜。ユキっちって今まで一回も彼氏途切れたことなくて、他に男居るじゃん。なのになんでこんなにモテるわけ〜？絶対こんなの理不尽じゃ〜ん。メイもそう思うっしょ？」

  

  

  “我知道。以前是风贺大人，现在是和龙鬼大人交往，阿雪已经结婚了吧?但是周围的男人都不放她不管，真的太过分了吧?”

  「わかる〜。前はフウガ様で今は龍鬼様と付き合ってるっていうか、ユキっちってもう結婚してる感じなんでしょ？なのに周りの男達が放っておかないって、マジですごすぎでしょ〜」

  

  

  “是这样的……我……一心一意地仰慕着父亲一人。”

  「そんな‥わたしは‥お父様ただ一人を、一心にお慕い申し上げています」

  

  

  “你们……再不好好跑，就要被骂了。”

  「貴方達‥いい加減走らないとそろそろ怒られてしまうわよ」

  

  

  他们毫不顾忌周围人的目光，即使是通奸，也带着发自内心的愉悦兴致勃勃地交谈。

  　周囲の人目をなんら憚る様子すらなく、姦しくも心底からの愉悦を持って会話へと興じて見受けられる面々。

  

  

  对那样的她们依然保持平静的梦，以极其冷淡的声音告诉现实。

  　そんな彼女等へと依然として平静を保つユメが、極めて冷ややかな声色で現実を告げる。

  

  

  “喂~ ~那谁去?”

  「オッケ〜。それじゃあ誰から行く〜？」

  

  

  这是她冷静思考后提出的忠告，对此，白辣妹咪咪以平常的轻松口吻回答。

  　彼女の冷静な思考から生じた忠告、これに応じては白ギャルことメイが、平素通りの軽い口調での受け答え。

  

  

  “那我去。”

  「では、わたしから行きます」

  

  

  对于被这样的她的高声举出的谁谁的声音，比谁都最先做出回应的声音有一个。

  　そんな彼女の声高にも挙げられた誰何の声に対し、誰よりもいち早く応じて見せる声が一つ。

  

  

  是谁呢，是她们中最缺乏运动的阿雪。

  　誰であろう、彼女等の中で一番に運動不足と見受けられるユキである。

  

  

  “诶~。平常大家一起去不就行了吗?为什么要决定顺序呢~ ?”

  「え〜。普通にみんなで同時に行けばいいじゃん。なんで順番決める必要あるわけ〜？」

  

  

  然而，她那比平时更有气势的话语霎时被紧接着的黑辣妹芽衣回绝了。

  　しかしながら、平素よりも幾分か威勢の良い彼女の言葉も束の間、これに続く黒ギャルことメイ、の返答によって一蹴されて見て取れる。

  

  

  “嗯，不过大家都想冲过终点。所以，我觉得让体力最弱的阿雪最先出发是个好主意。”

  「え〜、でもでも皆んなでゴールしたいじゃん。だから〜この中で一番体力ないユキっちが一番最初にスタートするのは名案だと思うな〜」

  

  

  但是，对于乍一看很有道理的她的反驳，出乎意料的是黑辣妹中的一个白辣妹。

  　だがしかし、一見理が通って見受けられる彼女の反論に応じて見せたのは、意外にも黒ギャルの片割れである白ギャル。

  

  

  “是啊，我觉得这是个很好的方案，玛雅小姐有什么不满吗?”

  「そうね、とてもいい案だとわたしは思うのだけれど、マヤさんは何か不服があるのかしら？」

  

  

  而且，连担任她们班级的委员长的梦都表示赞同，所以接下来说的话中还能看出犹豫的黑girl吗?

  　そして更には、彼女等のクラスの委員長を務めるユメまでもが、これに賛同を示して窺えるのだから、続く言葉に躊躇が見て取れる黒ギャルだろうか。

  

  

  “我是笨蛋，所以不知道这种事~ ~真的很抱歉~ ~话说回来，我也能注意到梦奇的话的意思，真是个天才啊~ ~”

  「ウチ馬鹿だからそういうのわかってなかったわ〜。マジでごめんね〜。ていうかメイもユメちーの言葉の意味に気づくとか、ガチで天才すぎるっしょ〜」

  

  

  除了自己之外，其他人都露出惊讶的表情，玛雅噤口不言。

  　同所へと居合わせて見て取れる自身を除いた面々から一様に、怪訝な面持ちを向けられて、口を噤むマヤ。

  

  

  但那也只是不到一瞬间的事，他立刻回答道，这是一种谢罪的言辞。

  　だがそれも一瞬にも満たない間のことであり、即座に間髪入れずに返して見受けられた言葉は、殊勝にも謝罪の口上である。

  

  

  特别是带着罪恶感的、发自内心的歉意。

  　殊更に罪悪感を抱いては滲ませて窺える、心底から申し訳なさげな面差しとなっての受け答え。

  

  

  “啊，真的吗?我被人说成是天才了，别这样啊。啊，不过梦是知道的吧?啊呀，我是天才啊。和委员长在一起的时候，我真的是优等生的感觉。”

  「え〜、マジで？ウチが天才とかマジウケるんですけど〜。やめてよもう〜。あ、でもユメちーは分かってたんだもんね？やばっ、ウチ等天才だって〜。委員長と一緒とかウチマジで優等生って感じじゃん」

  

  

  “真的是这样啊~ ~咪咪真是个天才啊~ ~因为我没想到会有这种事。”

  「マジでそれな〜。メイってばホントにガチで天才だから〜。だってウチそんなこと思いつかなかったもん」

  

  

  与此同时，他还极力赞美自己的另一个白辣妹，以拼命的姿态诉说。被认为是意外的有效。

  　更にはそれと同時に自らの片割れである白ギャルを褒め唱えて見せながらの、懸命な立ち振る舞いでの訴えは。存外のこと効果的に見受けられる。

  

  

  他们没有生活在弱肉强食的成规猖獗、男尊女卑严重到极点的村子里。

  　伊達に弱肉強食の掟が未だ蔓延る、男尊女卑が殊更なまでに極まった村に生を受けていない。

  

  

  在伊达权力斗争激烈的学园的种姓序列中，没有君临上位的位置。

  　伊達に権力闘争も激しい同所へと所在する学園におけるカースト序列にて、上位の立ち位置に君臨していない。

  

  

  “阿雪和梦也对不起啦~ ~我们不怎么用脑子思考问题，所以可能会说些让人在意的话，不过我没有恶意，请原谅。”

  「ユキっちとユメちーもごめんね〜。ウチってあんまり頭でモノ考えてないから、もしかしたら気に触るようなこと言うかもだけど、悪気はないから大目に見て欲しい」

  

  

  正因为是这样的她，所以才会表现得那么出色，一如往常，准确地解读了现场的气氛，准确地迎合观众。

  　そんな彼女だからこそ見事、平素通りの調子でもってして、この場の空気を正確に読み取っての、的確なまでの迎合だろうか。

  

  

  “是的，我明白了。不过，我知道玛雅小姐是个温柔的人，所以不会生气。反而是平时不好好运动的我有错，所以请不要那样灰心丧气。”

  「ええ、承知致しました。ですが、わたしは、マヤさんが優しい方だと知っているので、怒ってなどいません。寧ろ、普段からしっかりと運動もしていないわたしにこそ非があるのですから、その様に気を落とさないでください」

  

  

  “嗯，我也一样，那就彼此彼此吧。”

  「ええそれは、私も同様であるから、それならばお互い様よ」

  

  

  这一连串的技艺是常人无论如何也做不到的，即使是最优秀的人也会欣然接受。

  　常人には到底成し得ない神業の如き一連の芸当を目の当たりとしては、流石の面々もこれを迎え入れ返答。

  

  

  “谢谢你，大家啊。我们真的感觉很投缘。阿雪和梦，今后就拜托你了。当然，芽芽也……”

  「ありがとね〜、皆んな〜。マジでウチ等って相性良い感じじゃん。ユキっちとユメちーこれからよろしくね〜。後勿論メイも」

  

  

  “等等。为什么只有我们家有顺便的感觉呢?希望你能给我更好的感觉。”

  「ちょっと〜。なんでウチだけついでみたいな感じなわけ〜。もっと良い感じでよろしくして欲しいんですけど〜」

  

  

  即使本人无意，也会因误解而产生分歧，导致社会上的孤立。

  　本人が意図せずとも、誤解により生じてしまう、見解の相違からの亀裂による社会的な孤立。

  

  

  虽然黑辣妹曾经有过一次危险的经历，但她凭借自己出色的人际关系能力，成功地摆脱了危机。

  　そんな一度は危うき目に遭った黒ギャルであるがしかし、その殊更なまでに優れた対人能力を駆使して見事切り抜けてみせた次第であった。

 
  羞恥

  耻辱

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  虽然经历了曲折，但最终还是实践了由负责头脑的聪明委员长梦提出的“并跑”这一方法，变成了耐力跑。

  　紆余曲折を経ながらも結局の所、頭脳担当の聡明な委員長であるユメが提案した、並走という手段を実践しての持久走と相成った次第。

  

  

  

  黑辣妹刚才说的那些话，现在看来都是徒劳了。

  　黒ギャルの先程まで述べて見受けられた口上も、現在ここに至っては徒労と相成って窺える。

  

  

  “哈……哈……”

  「はぁっ‥はぁっ‥」

  

  

  “喂，阿雪，你真的没问题吗?还没跑一圈就气喘吁吁的。这么累，不如放慢速度吧。”

  「ちょっ、ユキっちマジで大丈夫？まだ一周も走ってないのにめっちゃ息上がってるけど。そんなにきついならペース落とそうか？」

  

  

  “真的吗?你脸色太难看了，我反而觉得很抱歉。你真的没事吗?看起来很痛苦。”

  「えっ、マジじゃんっ、ていうか顔色悪すぎて逆に申し訳なるんですけど。ホントに大丈夫？物凄く苦しそうなんだけど」

  

  

  “我做梦也没想到你会体力这么差。你真是超乎我的想象。不过，如果觉得辛苦，还是早点告诉我吧。”

  「まさかこんなに体力が無いなんて夢にも思わなかったわよ。貴方はつくづくわたしの想像の上をいくわね。でも辛いなら早めに言って頂戴ね」

  

  

  “梦，难不成那只是梦吗?”

  「ユメちーっ、もしかしてそれってユメだけに夢ってこと？」

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  “玛雅真是个笨蛋，委员长怎么会说这种话呢?”

  「マヤって案外馬鹿だよね。そんなこと委員長が言うわけないじゃん」

  

  

  阿雪依然从预定的位置出发，在还不到一半的地方，早早就脸色苍白。

  　依然として所定の位置からの出発を経てから、未だに半分にすらも到達できない地点にて、早々にも顔面蒼白となったユキ。

  

  

  看到她早已疲惫不堪的样子，并排跑着的人都很担心

  　早くも疲労困憊の様子が見受けられる彼女の姿、これを受けた並走する面々は、各々が気遣

  说出了井的话。

  　いの言葉を口とする。

  

  

  “没关系……我还能跑。”

  「だ、大丈夫‥です‥。わたしはまだ走れます」

  

  

  然而，阿雪对此却表现得格外顽强，甚至喘不过气来。

  　しかしながら、これに対して殊更なまでに粘り強くも息を荒らげて、失速して見受けられるのがユキである。

  

  

  “喂，加油啊，阿雪，不过太勉强的话肚子会疼的，委员长说得没错，到了极限就退赛吧。”

  「おっ、がんばるねユキっち。でもあんまし無理しすぎるとお腹痛くなっちゃうから委員長の言う通り、限界になったらリタイアしちゃってもオッケーだよ」

  

  

  “对了对了，到时候我们也会一起停下来。多亏了阿雪，能偷懒真是太幸运了。”

  「そうそう、その時はウチらも一緒に止まってあげるし。なんならユキっちのお陰でサボれてマジでラッキーて感じ」

  

  

  “是啊……确实，太勉强的话月经就不来了，与其这样还不如干脆地放弃吧。”

  「そうね‥。確かにあまり無理をすると生理が来なくなてしまうのだから、それよりは潔く諦めた方が身のためよ」

  

  

  看到阿雪满头大汗地跑着看我，每个人都深受感动。

  　そんな殊勝にも額に汗を掻いて駆けて見て取れるユキに対し、感銘を受けて窺えるのが、これを目の当たりとした面々だ。

  

  

  “是的，谢谢你的关心……那……不过，我还想再挑战一下。”

  「は、はい。お気遣いありがとう‥御座います。‥で‥でも、もう少しだけ挑戦して見たいんです」

  

  

  虽然阿雪的表情看起来更加关切，但这次的她还是很活跃的。

  　より一層のこと気遣わしげな面持ちを向けられて見受けられるユキであるがしかし、今回の彼女はこれでもかと活動的。

  

  

  “阿雪……知道了。我们也支持你，加油。加油哦阿雪。”

  「ユキっち‥わかった。ウチらも応援してるから、頑張って。ファイトだよユキっち」

  

  

  “太厉害了!太厉害了!阿雪给人一种体弱多病的大小姐的感觉，我还以为她真的很弱呢!没想到她这么有毅力!”

  「すごいっ、すごいっ。ユキっちっていかにもな病弱なお嬢様って感じだから、マジでひ弱ちゃんかと思ってたけど、意外と根性あるじゃん」

  

  

  “是啊……出乎意料的是，我并没有懒惰吗?对不起，刚才说了失礼的话，希望能让我道歉。”

  「そうね‥存外のこと、怠惰ではなかったということかしら。ごめんなさいね、先程は失礼なことを言ってしまって、謝罪させてほしいわね」

  

  

  大家看到阿雪比平时更有干劲的样子，不由得鼓舞了大家。

  　平素よりも遥かに、いつにも増してやる気に満ち満ちたユキの様子を目の当たりとした面々は、自ずと鼓舞する様に語って見て取れる。

  

  

  “应该说，阿雪你的胸也晃得厉害，感觉像个半吊子似的，真的很性感。”

  「ていうか、ユキっちやっぱりめちゃくちゃ胸揺れてるし、半端なくぶるんぶるって感じで、マジでエロい」

  

  

  “哇，真的吗?阿雪真的很厉害呢。光是跑步就能迷倒男生，真是个魔性的女人。”

  「うわっ、マジじゃん。ユキっちホント凄いね〜。走ってるだけで男子を魅了しちゃうとかさ、ホントに魔性の女だよね」

  

  

  “你们……真是糟蹋了……”

  「貴方達‥、本当に台無しね‥」

  

  

  但是，下一瞬间，刚才还躲在暗处窥探到的，两个辣妹最擅长的玩弄阿雪的把戏，也有了重逢的征兆。

  　しかしながら次の瞬間には、先程までなりを潜めて窺えた、ギャル両名お得意の、ユキ弄りも再会の兆しが見受けられる。

  

  

  

  这是一副连做梦都无法实现的样子而发出的叹息吧。

  　これには流石のユメも辟易とした面持ちを呈しての嘆息だろうか。

  

  

  “……怎么会……”

  「‥ぅ‥そんな‥」

  

  

  “不，是真的。话说回来，他的臀部也变得比刚才更结实了，让人觉得很迟钝。”

  「いやっ、マジでだって。ていうか尻の食い込みも、さっきより凄くなってるし。なんかムチムチって感じ」

  

  

  “真的吗?明明不是胸，却晃得很厉害。因为男生们都在看你呢。”

  「マジでそれな〜。胸じゃないのに、めっちゃ揺れてる。だってほら男子達とかめっちゃユキっちのこと見てるよ？」

  

  

  “啊……你们总是那样乱来吗?”

  「ハァ‥貴方達はいつもその様に滅茶苦茶なのかしら？」

  

  

  她们把人的身体特征猥琐地说出来，阿雪听了羞得面红耳赤。

  　人の身体的特徴をこれでもかと卑猥に語って見受けられる彼女等の物言い、これを受けては羞恥に頬を染めるユキ。

  

  

  “是……是吗……”

  「ハァっ、ハァっ‥うそっ‥」

  

  

  “不不不，是真的。应该说，几乎所有人都在看阿雪。虽然真的很受欢迎，但给人一种猴子的感觉。”

  「いやいやマジだよ〜。ていうかほぼ全員ユキっちのこと見てるし〜。マジでウケるんですけど〜。どんだけ猿なのって感じ」

  

  

  “哇，不是很厉害嘛。就连我们也没那么明显嘛。这种隐藏也没用的，看个不停的男生真的是很有气势的~ ~既然是男人就应该大大方方地看啊~ ~”

  「うわ〜、ガチじゃん。流石にウチらでもそこまであからさまじゃないのにね〜。ていう隠しても無駄なのに、チラチラ見てる男子とかホントにバリキモなんですけど〜。男ならもっと堂々と見ろって話だし〜」

  

  

  “喂，喂，你们啊，阿雪遇到困难了，不要再穷追不舍了。”

  「ちょっとちょっとぉ貴方達ね、ユキさんが困っているじゃないの。これ以上の追い討ちはやめてあげなさいな」

  

  

  正因为是这样的她们，委员长发现她们用下流的语言说话，告诫她们说。

  　そんな彼女等であるからして、殊更に続く言葉での卑猥な物言いを見咎めた委員長が、これを諭す様に窘める。

  

  

  但这也是没办法的事。

  　だがそれも致し方のない所だろう。

  

  

  因为——

  　何故ならば─

  

  

  “嗯，不过……阿雪你的身体真的很性感吗?明明是这样的笨蛋，穿体操服的感觉又太小了。在旁边带着这么大的奶跑的话，连女人都看不下去了吧?”

  「え〜、でもでも〜。ユキっちの身体ってマジでエロくな〜い？だってこんなムチムチなのに、体操着めっちゃ小さすぎるって感じじゃん。隣でこんなにデカイ乳携えて走ってたら、流石に女のウチらでも見ちゃうっしょ」

  

  

  “真的是这样啊。因为我们女孩子的嘴也很漂亮。所以一看到阿雪那性感的身体。真的有一种情绪高涨的感觉。而且不光是我们，男生们也看得很仔细。”

  「ホントそれな〜。だってウチらって女の子こもイケる口だし〜。だからユキっちのエロい身体見てると〜。マジでテンション天上げって感じだし〜。それにウチらだけじゃなくて、むしろ男子達の方がめっちゃガン見してるじゃん」

  

  

  “……如果是殿下的话，那不是很自然的事吗?其实我也知道，平时就致力于这种事的你们更明白这一点。”

  「‥殿方であればそれは、自然なことなのではないかしら？寧ろ私が言及するまでもなく、普段からその様なことに勤しんでいる貴方達の方が余程、それを心得ているモノだとわたしは認識していたのだけれど」

  

  

  没错，就像她们说的那样，很多男人聚在一起，看到阿雪丰满的肢体，只能眼睁睁地看着。

  　そう、彼女等の言葉通り、大勢の男達が同所へと居合わせている都合、豊満なユキの肢体を目の当たりとしては、これを眺める他にないが所以。

  

  

  “嗯，话是这么说。不过，被人这么看，感觉应该是非常受欢迎的人吧。所以，倒也不是故意引人注目，反而因为很受欢迎，所以也没必要那么讨厌吧?”

  「う〜ん、それはそうだけど〜。でもこんなに見られてるってことはめちゃくちゃ人気者って感じじゃん。だから〜、別に悪目立ちってわけじゃなくて、寧ろモテてるだからそこまで嫌がることなくな〜い？」

  

  

  “真的吗?如果是我们的话，反而不会害羞，而是堂堂正正的。因为又不会减少。相反，有那么性感的身体，如果不让他们看到，会觉得吃亏吧。”

  「マジでそれな〜。ウチだったら寧ろ恥ずかしがらないで、堂々としてるけどね〜。だって別に減るもんじゃないし〜。逆にそんなエロい身体してるんだから、見せつてやらなきゃ損って感じでしょ」

  

  

  “是吗?也许你们说的话确实有一行的余地，但作为一个人的想法，我认为这是理所当然的。虽然这只是我个人的感想，但如果有这么多目光聚集在我身上，我也能接受你的气势。”

  「そうかしら？確かに貴方達が語る言葉には一行の余地があるのかもしれないわね。けれど一個人の思う所として、これは恥ずかしくても当然であると思うわよ。あくまで私個人の感想だけれど、流石にこれだけの視線が集まってしまったら、気圧されてしまうのも納得ね」

  

  

  就像这样，除了刚才被提到话题的阿雪，其他人都丝毫看不出疲惫的样子。

  　その様に、今し方話題として挙げられた当の本人であるユキを除いた面々は、何ら疲弊して様子が見受けられない。

  

  

  “嗯，确实是阿雪，不知道为什么没有自信啊。所以被男生们看了觉得不好意思的心情大概也能理解吧。”

  「まぁ確かにユキっちって、何故か自信ないからね〜。だから男子達から見られて恥ずかしいって気持ちもなんとなくわかるかも〜」

  

  

  “确实可能有这种情况。对不起啊。阿雪，我们可能有点得意忘形了。不过我们一直都是这种感觉，真的没有恶意。不过，如果不喜欢的话，可以毫不客气地说出来。我不擅长等人。”

  「確かにそれあるかも〜。ごめんね〜ユキっちウチ等ちょっと調子乗ってたかもしんない。でもウチらっていっつもこんな感じだからさ、ホントに悪気はないよ〜。でも嫌だったら遠慮なく言ってくれていいからね。ウチ等気を使うのとか苦手だし」

  

  

  “……不……绝不是讨厌玛雅小姐和咪咪小姐。倒不如说，能和我交谈，我很高兴。”

  「‥いえ‥決してマヤさんとメイさんのことが嫌いというわけではありません。寧ろわたしなどとの御話して頂きとても嬉しいです」

  

  

  “阿雪，我以前就有个疑问，你为什么这么缺乏语言呢?每次都用让人误解的措辞，又若无其事地说出那样的台词，太可怕了……”

  「ユキさん、以前から疑問であったのだけれど、貴方ってどうしてそう、言葉が足りないのかしら？毎度のこと誤解させる様な言い回しをして、その様な台詞を平然と言うのだから、とても恐ろしいわ‥」

  

  

  虽然依然吵吵嚷嚷，但气氛很和睦，大家都在一团和气地交谈着。

  　依然として騒がしくも仲睦まじく、和気藹々といった調子での語りにて、言葉を交わす面々。

  

  

  “喂，你看那个，阿雪的胸口紧紧的，很性感。”

  「おいっ、あれ見ろよ。ユキさんの胸めっちゃバインバインだぞっ。クッソエロい」

  

  

  “啊!太厉害了!摇晃得一塌糊涂，写着名字的地方看起来都歪了。”

  「ああ、すげー。滅茶苦茶揺れてるし、名前の書かれた所歪んで見えるわ」

  

  

  “啊?你们在看哪里啊?一般来说那个大屁股更色情吧?看看那个毫无节制的家伙。”

  「ハァ〜？お前らどこ見てんだよ。普通にあのデカ尻の方がエロだろ？見てみろよあのムッチムチのケツ」

  

  

  “嗯，那几乎都是内衣。因为，屁股上的肉几乎都能看到，而且塞得很厉害。”

  「うん、あれってさ、ほぼ下着だよね。だ、だってお尻の肉ほぼ見えてるし。物凄く食い込んでるっ」

  

  

  “不过啊，阿雪是龙鬼的女儿，而且还是女的吧?我亲眼见过婚礼上被折断的场面，所以就知道了。”

  「でもな〜、ユキさんって龍鬼さんの娘で、しかも女なんだろ？俺婚礼の儀でツノ折られる所実際に見たから、知っちゃったんだよな〜」

  

  

  “是吗?这种事谁都知道吧?我也看到阿雪用头磕头。”

  「ハァ？そんなん誰でも知ってるだろうが。俺だってユキさんが頭擦り付けて土下座するところ見たし」

  

  

  “嗯、嗯……我也看到她和龙鬼先生去神殿的深处……”

  「う、うん‥。僕も彼女が龍鬼さんと神殿の奥に行くのを見たよ‥」

  

  

  看着她们以极其停滞的分配速度平起平坐，依然兴致勃勃地跑着耐力跑，他们毫无顾忌地谈笑风生。

  　極めて停滞した配分での並走が見受けられ、依然として持久走に興じる、そんな彼女等を眺めては、何ら人目を憚らずに談笑する男達であった。

 
  美
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  包括阿雪在内的人，他们依然在操场外围拼命奔跑，早已疲惫不堪。

  　依然として校庭の外周を一生懸命に、最早疲労困憊といった調子での様子で、駆けて回るユキ含めた面々である。

  

  

  “喂喂，阿雪，你太好色了，今天一定会死的。我以前禁止的，今天一定会解禁的。”

  「おいおい、ユキさんめっちゃエロいなおい。今日は絶対シコるわ。俺オナ禁してたけど、今日は絶対解禁する」

  

  

  “谁听说过你下半身的事啊。不过，阿雪小姐很容易色情。”

  「お前の下半身事情とか誰も聞いてねえよ。けど、ユキさんがエロいのはガチだな」

  

  

  “啊?玛雅小姐和芽衣小姐的身体也很性感吗?我平时看她们参加社团活动的时候，虽然没有阿雪小姐那么性感，但她们的乳房也很性感。”

  「え、でもマヤさんとメイさんの身体も結構エロくね？いつも部活してるところ見てるけど、ユキさん程じゃないけど、普通に乳揺れてるの半端なくエロいし」

  

  

  “你们……梦小姐更性感吧?平时就很酷的委员长，居然穿着那样的体操服跑步?”

  「お前等‥ユメさんの方がエロいだろ。普段からクールな委員長が、あんな体操服着て走ってるんだぜ？」

  

  

  “嗯、嗯，是啊。我觉得汗和味道一定很好闻。哈哈哈……”

  「う、うん、そうだよね。絶対汗とかいい匂いすると思うよ。ハァっハァっ‥」

  

  

  他们远远眺望着这一切，用格外热切的视线注视着他的眼神。

  　これを遠目に眺めて見受けられる彼等は、殊更なまでの熱視線にて、その眼差しを釘付けとして窺える。

  

  

  以阿雪为首的“种姓序列顶点集团”，竟然如此吸引他们的目光——

  　そんな彼等の注目を、これでもかと言わんばかりに集わせてしまう、ユキを筆頭とした、カースト序列頂点グループの当の面々はといえば─

  

  

  “雪是不是快不行了?真的没事吗?反正满身大汗，我想还是休息一下比较好……”

  「ユキっちってばそろそろやばい感じじゃない？ホントに大丈夫？なんか汗とかびっしょりだし、もう休んだ方がいいと思うんだけど‥」

  

  

  “……嗯。总觉得再让他跑下去太可怜了，总觉得很可怜。让他休息吧~ ~”

  「‥うん。なんか流石にこれ以上走らせたら可哀想すぎるっていうか、何だか不憫って感じだし。休ませてあげようよ〜」

  

  

  “可是，阿雪自己也没有放弃，我想我们也不能说什么……”

  「でも、ユキさん自身が望んで諦めていないのだから、私達がどうこう言える話でもないと思うのだけれど‥」

  

  

  当他看到中心人物阿雪疲惫不堪的样子时，脸上浮现出格外关切的神情。

  　その中心人物であるユキが疲弊した姿を目の当たとして、殊更に気遣わしげな面持ちを浮かべて見受けられる。

  

  

  但是，因为他本人坚决拒绝，所以接受他的人也会对接下来的话犹豫不决。

  　しかしながら本人が頑なにこれを拒絶するものであるから、これを受けた面々も続く言葉を躊躇して見て取れる。

  

  

  “真的，我真的很感动~ ~看着阿雪拼命奔跑的样子，总觉得眼睛湿润了。咪咪也是这么想的吧?”

  「マジでウチめっちゃ感動してるんですけど〜。ユキっちが一生懸命走ってる所見てると、なんか目がウルウルしてきた感じ。メイもそう思うっしょ？」

  

  

  “真的是这样啊~ ~我们会一直守护到最后的，加油哦~ ~不过，到了极限的话，我们会带你去保健室的，不用担心~ ~”

  「マジでそれな〜。ウチらはちゃんと最後まで見守っててあげるから、ガチでユキっち頑張れ〜。でも、限界だったら、ウチらがちゃんと保健室連れてくから心配しなくていいよ〜」

  

  

  “是啊，还差一点点，阿雪，你一定能跑完全程，加油。”

  「そうね。あともう少しよ、ユキさん。貴方なら完走できるわ。頑張りなさい」

  

  

  除了疲惫不堪却依然坚持耐力跑的阿雪，她们是否都曾意外遭遇过令人感动的场面呢?

  　疲労困憊ながらも、依然として持久走を続ける当の本人であるユキを除き、予期せずして感動的な場面に遭遇した彼女等面々だろうか。

  

  

  但是，阿雪听到加油的话语，听到鼓舞自己的话语，显得格外气喘吁吁。

  　だがしかし、応援の言葉を受け取ったユキは、自身を鼓舞する台詞を耳として、殊更に息を荒らげて見受けられる。

  

  

  “已经……不行了……也许……”

  「もうっ‥だめっ‥かもっ‥しれません」

  

  

  阿雪的体力已经达到极限，她痛苦地叫了起来。

  　既に体力の面では限界を迎えているに等しく見て取れるユキは、苦しげにも声を挙げて見られた。

  

  

  她的身体已经呈死相了。

  　最早死に体の呈を晒して見受けられる彼女である。

  

  

  “是啊是啊，阿雪，你出汗了，胸部都透明了。你没戴胸罩也没戴内裤，看得特别清楚。”

  「ちょいちょいちょいっ、ユキっち汗で胸透けてるってばぁっ。ブラもサラシも付けてないからめっちゃ見えちゃってるよぉ」

  

  

  “哇，真的吗?太厉害了❤️好色情啊❤️体操服贴在身上吧嗒吧嗒❤️”

  「うわぁ、マジじゃんっ。やっばぁ❤️すっごいエロいよぉ❤️体操着張り付いてピッチピチじゃん❤️」

  

  

  “……总觉得老爷们投来的视线好像增加了……”

  「‥なんだか殿方から向けられる視線が殊更に増えた様な気がするのだけれど‥」

  

  

  望着在操场外围拼命奔跑的阿雪，每个人看到她的身体，都不由自主地说出了自己的想法。

  　必死で校庭の外周を駆けるユキを眺めながらも、その肉体を見て取った面々が、自ずと思う所を口とする。

  

  

  就像她们说的那样，现在能看到的阿雪丰满的肢体上，还粘着体操服的布料。

  　彼女等の言葉通り、今し方見受けられるユキの豊満な肢体には、身に纏う体操服の生地が張り付いてしまっている。

  

  

  托她的福，身材丰满的她，可以清楚地看到柔软的乳房前端。

  　お陰で、殊更に肉付きの良い身体をしている彼女であるからして、柔らかな乳房の先端が透けて見て取れてしまった。

  

  

  阿雪毫无品性可言，她摇晃着自己丰满的乳肉，柔软的肉却低贱地弹来弹去。

  　品性のかけらもなく、自身の豊満な乳肉を揺らしながら、下品にも柔肉を弾ませるユキである。

  

  

  站在一旁观看的男人们，看到这一幕，也不禁兴奋起来。

  　側から眺めていた男達も、これを目の当たりとしては、邪な興奮も一入だろうか。

  

  

  “哇，你看那个……能看到全是奶。果然雪姐是巨乳啊。因为太大了，晃来晃去的。”

  「うわっ、見ろよあれ‥乳丸見えじゃん。やっぱユキさんってめちゃくちゃ巨乳だよな。だってデカすぎて揺れまくってるし」

  

  

  

  “不是很厉害吗?好性感啊。我也能理解他喜欢那个风歌了。不过，他那大大的揉乳动作……”

  「ガチじゃねーか。スッゲーエロいな。あれならあのフウガが惚れるのもわかる気がするぜ。にしてもあのデカ乳揉みしだきてぇ〜」

  

  

  

  “真的是在勾引你啊。那屁股太大了吧?太厉害了。我付钱给你，让我来一发吧。”

  「マジであのケツ振り誘ってるよな。デカすぎるだろあの尻。めっちゃ突き入れてぇなぁ〜。金払うから一発やらせてくんねーかな」

  

  

  

  “不、不要……因为我是龙鬼先生的女人啊?对、对、对……婚礼都已经结束了，阿雪也会讨厌的……”

  「や、やめなよ‥だってあの龍鬼さんの女なんだよ？そ、それに‥婚礼の儀も済ませてるんだから、ユキさんも嫌がるよ‥」

  

  

  “啊?这是偷过阿雪体操服的家伙说的话吗?真没毅力。”

  「はぁ？オメーな‥それがユキさんの体操着盗んだことのあるやつの言うことかよ‥根性ねぇなぁ」

  

  

  看到阿雪那矫健而拼命奔跑的迷人身材，男人们的视线也被她吸引住。

  　健気にも懸命にひた走る、ユキの蠱惑的な身体付きを見て取っては、これを眺める男達の視線も釘付けである。

  

  

  他本人明明是一脸认真地在跑步，而在场的男人们却是这副模样。

  　本人は至極真剣な面持ちで走っているというのに、同所へと居合わせている男達はといえばこの有様。

  

  

  是男人无法抗拒的邪恶欲望的符咒。

  　男が故に決して抗えない、邪な欲望の呪縛である。

  

  

  “有点男生。我们都是男生。阿雪也很害羞吧。”

  「ちょっと男子〜。こっちみんなし〜。ユキっちも恥ずかしがってるでしょ〜」

  

  

  “真是的，这种时候男生真的很不礼貌啊。”

  「マジそれな〜。こういう時ってホントに男子って不躾だよね〜」

  

  

  “嗯，真的。他们为什么那么喜欢女孩子的胸部呢?”

  「ええ本当に。彼等ってどうしてそこまで女の子の胸が好きなのかしら」

  

  

  特别是面对着男人们冲着阿雪而来的视线，她们看到这一幕，纷纷破口大骂。

  　殊更にユキへと向かう、男達の視線を前として、これを見て取った彼女等面々は、口々に罵倒する。

  

  

  不过，既然已经将阿雪丰满的肢体收进了视野，接下来的意识就无法转移了。

  　しかしながら、これでもかと豊満なユキの肢体を視界に納めてしまって以上、これから意識を逸らすには至らない。

  

  

  每个人的视线都无法从她柔软的乳肉上移开。

  　誰もが彼女の柔らかに弾む乳肉から、視線を外すことが叶わない。

  

  

  我无法将目光移开，望向这看似摇曳的丰满的双丘。

  　これ見よがしに揺れて見受けられる豊満な双丘へと向けた眼差しを、これから離すことができなかった。

  

  

  每个人都毫无例外地迷上了阿雪，眼睛里捕捉到了她那蛊惑人心的身影。

  　誰一人として例外なくユキへと夢中となり、その蠱惑的な姿を、瞳へと捉えて見て取れる。

  

  

  随着她剧烈地活动身体，原本向后突出的臀部也随之左右摆动。

  　そんな彼女が激しく身を動かすに応じては、後ろに突き出されて見受けられる尻肉が、殊更に左右へと振られている。

  

  

  汗湿的衬裤紧贴在皮肤上，露出了顺产型臀部的轮廓。

  　汗に湿らせたブルマが肌へと張り付いて、安産型の尻肉の輪郭を露わとする。

  

  

  相对于形状优美的又大又柔软的臀部，嵌进衬裤里的布料呈现出更加淫荡的景象。

  　形の良い大きくて柔らかな臀部に対して食い込んだブルマの生地が、殊更に淫らな光景を呈して窺える。

  

  

  当阿雪动起来的时候，她那娇艳的臀部和臀部的分界看起来都扭曲着身体。

  　ユキが身動きを取るに際しては、艶かしい尻たぶの境目が互いにその身を歪ませて見受けられる。

  

  

  另一方面，从远处眺望的男人们传来了高声的欢呼声。

  　他方、これを遠目に眺めている男達から声の高らかに歓声が挙げられて窺える。

  

  

  “阿雪，再过不久，你就能跑完，超越自己给我看。”

  「ユキさん、もう少しよ。あと少しで貴方は走り切れるのよ。自分を超えて見せなさい」

  

  

  “阿雪，加油，马上就到终点了。快看前面。”

  「ユキっちっ、頑張って。もうすぐゴールだから。ほらっ前見てっ」

  

  

  “我们真的很感动。还有一点，来吧，阿雪!”

  「ホントにうち等感動してる。あとちょっと、いっけーっ、ユキっちーっ！」

  

  

  “呼!”

  「ふぅッ」

  

  

  与他们的欢喜不同，和阿雪并肩走在一起的她们发出了真挚的欢呼声。

  　彼等の歓喜の意味とは異として、依然としてユキと並走する彼女等は、真摯な声色での歓声を挙げる。

  

  

  看着自己的众人感伤不已，阿雪却意外地表现出了坚强的毅力。

  　自身を見守っている面々からの感傷に浸る言葉を受けたユキは、存外にも根性を示して見受けられた。

  

  

  阿雪在背后听到声援的话语，在耳边涌起的冲动驱使下跑了过去。

  　そうして声援の言葉を背に受けたユキは、それを耳として湧き上がる衝動のままに駆け抜ける。

  

  

  她摇晃着丰满的乳房，跑过了瞬间展现在眼前的路线。

  　一息に眼前に広がる示され筋道を、豊満な乳房を揺らして走り抜けて見せた。

  

  

  可以看到体操服紧紧贴在丰满的身体上。

  　むっちりとした豊満な肢体に、ぴっちりとして張り付いて見受けられる体操服が見て取れる。

  

  

  清晰透明的纯白柔软的肌肤显露出来，清晰地浮现出丰满的乳房。

  　鮮明に透けて見受けられる純白の柔肌が露わとなりて、明瞭に浮かび上がった豊満な乳房。

  

  

  相对于结实的臀部肉的裂隙，尤其能窥探到嵌进臀部的衬裤。

  　むっちりとした尻肉の割れ目に対し、殊更に食い込んで窺える、臀部を包み込むブルマ。

  

  

  那套覆盖在蛊惑人心的肢体上的服装，似乎早已失去了服装的形态。

  　ムチムチの蠱惑的な肢体を覆うその衣装は、最早衣服としての形を留めていない様に見受けられる。

  

  

  她的身体已经不像体操服了，暴露出她那爱肉的好身材。

  　最早体操着としての体をなしていないそれは、彼女の肉好きの良い身体を露わとして見て取れる。

  

  

  但是，对于自己的淫乱景象，却丝毫看不出有何顾忌。

  　しかしながら、自身の卑猥な光景を呈して見受けられる現状に対し、なんら構った様子が窺えない。

  

  

  在场的男女无一例外地看到这一幕，无不发出感叹之声。

  　これを眺めていた同所へと居合わせていた男女誰一人として例外なく含めた面々は、これを受けては感嘆の声を挙げて見受けられる。

  

  

  看似没头没脸跑起来的阿雪，竟然在危险中顺利进球。

  　覚束ない走り出しの見受けられた彼女であったが、殊勝にも危うげながらも見事ゴールを決めて見せたユキであった。

  

  

  在一旁观看的观众，看到这一幕，都会露出感慨万分的表情。

  　これを側から眺めて見て取った観客は、これを目の当たりとしては、感極まった面持ちを呈して見受けられる。

  

  

  他们意外地遇到了感动的场面，受到了意外的感叹，大家都赞美阿雪。

  　思いがけずして感動の場面に遭遇して窺える彼等彼女等は、予期せぬ感嘆を受けては、誰もがユキを讃えていた。

  

  

  而且演出这一幕的，是一位特别漂亮的少女，让在场的所有人都很感动。

  　更にはこれを演出して見せたのが、殊更に見目美しい少女であるから、これを見守る面々の感動も一入。

  

  

  看到阿雪美少女模样的男生们，都被她罕见的美貌折服了。

  　酷く美少女しているユキを見て取った男子一同は、その類い稀なる美貌に入れ食いだ。

  

  

  看到眼睛很漂亮的阿雪，又被她丰满的身体吸引住了。

  　これでもかと見目に優れているユキを目の当たりとしては、これまた豊満な肉付きに瞳を奪われている。

  

  

  在场的每个人都毫无例外地把注意力转向了阿雪这个少女。

  　この場に居合わせている誰も彼もが一切の例外もなく、ユキという少女に意識を向けて見て取れる。

  

  

  他们各自的视线所捕捉到的，是拥有天使般绝世美貌的少女阿雪。

  　彼等彼女等各々の視界に捉えられて、納められたるは、天使の如く絶世の美貌を誇る、ユキという少女であった。
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  就这样，阿雪踏上了新的学园生活的轨道，经过了比较顺利的开始，迎来了放学后的时光。

  　そんなこんなで、新たな学園生活の軌道に乗ることができたユキの一日は、比較的上々な滑り出しを経ての、迎えた放課後の時分。

  

  

  向自己的父亲龙鬼传达了想去俱乐部的意思，于是就带着护卫一起去了。

  　自らの父である龍鬼へとクラブに行きたいとの旨を伝えた所、護衛を連れ立っての同伴と相成った次第である。

  

  

  现在夹在阿雪两侧的，是一个像岩男一样身材魁梧、体格健壮的男人。

  　そんなユキの両脇を現在固めているのは、片や岩男の如き大柄な逞しい肉体を誇る男の姿が見て取れる。

  

  

  站在另一边的人，身材比阿雪娇小，看上去还是个小女孩。

  　もう一方の傍へと控えている人物は、ユキよりも小柄な体躯に加え、未だ見目幼い少女の姿が見受けられる。

  

  

  魁梧的前者是阿雪的父亲龙鬼。

  　巨漢の前者は、ユキの父である龍鬼。

  

  

  比她小一岁的是刺客的少女萨里亚。

  　歳幼い後者は、件の刺客の少女であるサーリャ。

  

  

  阿雪意外地笼络了暗杀者少女，邀请她去即将去的俱乐部。

  　予期せずして見事懐柔せしめた暗殺者の少女へと声を掛けたユキは、これから向かうクラブへと誘った次第である。

  

  

  因此，答应了这个的龙鬼和萨里拉一起追随，第一次夜游。

  　故に、これを承諾した龍鬼と共にサーリャを追従させての、初の夜遊びと相成った。

  

  

  “没想到阿雪真的和我们一起玩呢~ ~而且委员长也会来，真的很受欢迎~ ~我们也很兴奋呢~ ~”

  「ユキっちがまさかホントにうち等と遊ぶとはね〜。しかも委員長も来るとかマジでウケる〜。ウチってばガチでテンション上がってきたんですけど〜」

  

  

  “真的吗?半夜去夜店，绝对不是阿雪和梦奇的性格吧?不过，有龙鬼大人保护，真的很羡慕啊。”

  「マジでそれな〜。だって夜中にクラブに行くとか、絶対ユキっちとかユメちーの性格じゃないっしょ。でも、龍鬼様が護衛してくれるとか、ホントに羨ましいんですけど〜」

  

  

  “你们是阿雪的朋友吗?虽然有点爱撒娇，但还是希望你们能好好相处。”

  「君達がユキの友人か。些か甘えるきらいがあるが、どうか仲良くしてやってほしい」

  

  

  “是的，龙鬼大人。以前也一直承蒙您的关照。”

  「ええ、龍鬼様。以前から私もお世話になっておりますわ」

  

  

  “父亲……我没有撒娇……那样的事……”

  「お父様‥わたしは、甘えるだなんて‥その様なこと‥ありません‥」

  

  

  “……”

  「‥ん」

  

  

  现在在场的六个人，都随心所欲地说出了自己的想法。

  　現在この場に居合わせている計六名の面々が、それぞれが気の向くままに、各々の思考を口とする。

  

  

  然而，萨里拉的性格依然沉默寡言，她紧闭着淡粉色的嘴唇。

  　しかしながら、依然として無口な性分を露わとして見受けられるサーリャは、薄桃色の唇を固く閉ざして窺える。

  

  

  其次，本来对人能力就不出众的阿雪，对于自己的缺点暴露出来的事实，显得格外羞耻。

  　次点において、元来対人能力に優れないユキが、自らの欠点が露呈した事実に対し、殊更に羞恥して見て取れる。

  

  

  放学后，他们一行人立刻前往村子里唯一的夜店聚集地。

  　彼等彼女等の一行は、放課後を迎え次第すぐさまに、この村における唯一の夜の店が集う通りへと訪れていた。

  

  

  因为已经要进俱乐部了，所以露出皮肤的人特别多，看上去就像是穿着下流的衣服。

  　既にクラブへと入場を果たすべくして、肌の露出が殊更に多く見受けられる、卑猥な衣装を身に纏って見て取れる。

  

  

  在这里的她们每个人都显得格外漂亮，自然也吸引了周围的视线。

  　同所へと居合わせている彼等彼女等の面々の全員が殊更に見目美しくあるために、自然と周囲から集う視線も相応の数となる。

  

  

  在芸芸众生中出类拔萃，以压倒性的优势俘获人们意识的，是格外美丽的阿雪。

  　面々の中でも群を抜いて圧倒的な程に際立って人々の意識を虜としているのは、殊更に麗しいユキである。

  

  

  在她们之中，她尤其以丰满的身材为傲，浑身散发着强烈的性感。

  　彼等彼女等の中でも特段に肉付きの良い、豊満な肢体を誇る彼女は、強烈なまでの色香を漂わせて見て取れる。

  

  

  用极其贴近身体的材料定做的，尤其强调了阿雪的身体线条。

  　極めて身体に密着して窺える素材で誂えられているそれは、殊更にユキの体線を強調して見受けられる。

  

  

  那仿佛混入夜色的漆黑的东西，仿佛缠绕在她自己的肉体上，主张着它的存在。

  　夜闇に紛れる様な漆黒のそれは、彼女自身の肉体に纏わりつく様にして、その存在を主張して窺える。

  

  

  纯白柔嫩的肌肤被它舒适地勒住，再加上它的颜色，更衬出了阿雪那白皙的身体。

  　純白の柔肌を心地良く締め付けるそれは、その色合いも相まっては殊更に、ユキ自身の色白の身体を映えさせて見受けられる。

  

  

  被从她的肉体经常被发散能看见，可视化的高密度的魔力照耀的服装，散发出艳丽的光泽。

  　彼女の肉体から常に発散されて見て取れる、可視化できる程に高密度の魔力に照らされた衣装は、艶かしい光沢を放って窺える。

  

  

  这些都是阿雪生前的见闻，令她体无完肤。

  　それの見受けられる所は完膚なきまでに、生前の知見から、ユキ自身も知り及んでいる代物であった。

  

  

  正因为如此，她鲜明地回想起生前的记忆，并将其提取出来，找出应该作为基础的词语。

  　だからこそ生前の記憶へと去来したそれを鮮明に想起した彼女は、それを抽出して元とするべき言葉を探し出す。

  

  

  在被意外挖掘出来的意识中，立刻浮现出来的结果，自然而然地产生了明确的语言。

  　思いがけずして掘り返された意識の中で、すぐさま浮かび上がったそれの結果は、自ずと明確な言葉を生じさせる。

  

  

  昭和时代，泡沫经济时代初期，金融、财政政策刺激经济。

  　昭和の時代、金融、財政政策による景気刺激策が由来で生じることと相成った、未だにバブル時代初期の時分。

  

  

  在当时的时代里，这是一种经常散见的古董，其正式名称根据yuki的说法是“bodyconcious”。

  　その様な当初の時勢においては、頻繁に散見された骨董品であるそれの正式名称はユキ曰く、ボディコンシャスとのことである。

  

  

  在泡沫的幻想变成现实的奇迹一代中被发现了，被称为古代遗产也毫无问题的产物。

  　泡沫の幻想が現実となって起きた奇跡の世代において見出されてしまった、古の遺産と称しても何ら差し支えない産物。

  

  

  除了龙鬼之外，这里所有的女性都穿着所谓的贴身衣物。

  　それの通称、所謂ボディコンを身に纏って見て取れるのが、龍鬼を除いた同所へと居合わせている女性陣の面々だ。

  

  

  或者是极其相似的，为了用于某种不同的用途而定做的东西呢?

  　或いはそれに極めて酷似した、何らかの異なる用途に使用されるために、誂えられている代物だろうか。

  

  

  不管怎么说，包括阿雪在内的她们都穿着暴露得特别多、特别猥亵的衣服。

  　何れにせよ殊更に露出の多いのには違わない、殊更に淫猥な衣装を現在着用しているのがユキを含めた彼女等面々である。

  

  

  在场的男人们只能单方面地看着这一幕，不禁垂涎不已。

  　これを一方的に眺めるしかできない同所へと居合わせている男達は、これまた垂涎の眼差しも一入。

  

  

  除了和大家坐在一起的龙鬼之外，从旁看着她们的人，谁都不甘心。

  　面々と場を共にしている龍鬼を除いた、彼女等を側から視線を注ぐ人々は、誰もがこれでもかと悔しい。

  

  

  所有男人都无一例外地从心底深深伤害了作为雄性尊严的自尊。

  　男達の誰もが一切の例外もなく、雄としての尊厳としての矜持を、心底から深く傷つけられることと相成った。

  

  

  因为看到龙鬼的身长远远超过了熊的身长，所以很害怕。

  　何故ならば、熊の身の丈をも遥かに超越してすら見て取れる龍鬼を目の当たりとして、怯んでしまったが所以。

  

  

  回顾自己极其窝囊、矮小的精神，在场的那些被吓到的男人，已经无法再东山再起了。

  　己の極めて不甲斐ない、矮小な精神性を顧みた、この場に居合わせて怯んで見受けられる男達は、最早再起不能として窺える。

  

  

  阿雪不可能知道那些暴露出如此丑陋身体的男人们的内心世界，她只能用娇艳的举止来纠正塞进自己臀部的内衣位置。

  　そんな無様な体たらくを晒す男達の心中など知る由もないユキは、己の尻肉に食い込んだ下着の位置を、艶かしい所作で正して見受けられる。

  

  

  这时，她仿佛要给人看一样，扭了扭身体，特别是引诱顺产型的臀部。

  　それに際してまるで見せつけるかの如く、身を捩らせては、殊更に安産型な臀部を誘う様にして揺らして見せた。

  

  

  就这样，既能看出他诱惑雄性的举止，也能看出他的气质。

  　その様にして、雄を誘惑する様な所作にも、気品さえも滲ませてさえも窺える。

  

  

  

  一举手一投足都透着优雅的举止，男人们的意识都被这些吸引住了。

  　上品な仕草すらも垣間見て取れる洗練された一挙手一投足を目の当たりとしては、これに意識を奪われる男達。

  

  

  随着他的步伐，他那柔软的赘肉看起来扭曲了。

  　歩を進ませるに応じては、むっちりとした尻肉が、その柔らかな媚肉を歪ませて見て取れる。

  

  

  这是一种安产型的巨臀，能看到淫荡的景象，仿佛能听到相互堆积着脂肪的肥肉发出的拟音。

  　互いに脂肪の乗った柔肉を、むちっ❤️とでも擬音が響いては聞こえてしまいそうな程に、淫らな光景が見受けられる安産型の巨尻である。

  

  

  另外，还有作为鞋品使用的，鞋跟部分的收脚处可以提起的款式。

  　更にはこれまた履き物として利用しているのが、踵部分の足の納められた箇所が持ち上がる仕様の代物。

  

  

  据阿雪说，这是他生前日常生活中经常看到的东西。

  　これはユキ曰く、生前の日常生活を送るに当たっても度々見受けられた代物であるらしい。

  

  

  也就是所谓的高跟鞋。

  　所謂ハイヒールとのこと。

  

  

  鞋跟比普通的鞋跟高出一倍左右。

  　通常のヒールよりも幾分か、足裏を納める踵部分の靴底に倍程度の高さが見受けられる。

  

  

  看得出来，这是专为高级人才穿的鞋，阿雪的脚步不太习惯。

  　殊更な上級者寄りの靴となって窺えるそれを履いているユキは、慣れない足取りでの歩みが見て取れる。

  

  

  他的每一个动作都透着一种高雅的气质，但总感觉不到什么。

  　一つ一つの動作からは、極めて洗練された気品が滲み出て見受けられるものの、何処か覚束ない。

  

  

  从她坚毅的举止中，可以看出她凛然的气质，也可以看出她纯真的情绪。

  　毅然とした立ち振る舞いで、凛然とした雰囲気を垣間見て取れるが、初々しい情緒も窺える。

  

  

  宛如初雪般耀眼的纯白柔嫩肌肤上，隐约可见一丝绯红。

  　初雪の如く眩いばかりの純白の柔肌には、僅かばかりの紅が刺して見受けられる。

  

  

  她似乎还记得，自己身上的下流服装暴露在众人面前是多么耻辱。

  　自身の身に纏う卑猥な衣装を人目に晒すことに対し、恥辱を覚えている様である。

  

  

  像苹果一样被染红的脸颊，给人一种清纯的印象。

  　林檎の様に赤く染まって見て取れる羞恥に染められた頬からは、清純な印象が窺える。

  

  

  但是，现在她那下流的装束，还是俘获了在场的男人们的心。

  　しかしながら、現在の彼女の卑猥な装いが、これでもかと同所へと居合わせている男達を虜としている。

  

  

  对于在场的这些人，阿雪更是着迷不已，但她丝毫没有在意的样子。

  　場を共にする彼等を、殊更に魅了して止まない当の張本人であるユキはしかし、これに構った様子が見受けられない。

  

  

  因为他和在场的人一起，竭尽全力处理自己所处的状况。

  　何故ならば、場を共にする面々と共に、自身のが置かれた状況をこなす現状に精一杯であるからだ。

  

  

  这也好，那也好，都能窥见她身上散发着强烈的性感，她接受了穿上如此蛊惑人心的服装的原因。

  　それもこれも、強烈な色香が漂わせて窺える、この様に蠱惑的な衣装を身に纏うことを受け入れてしまったが所以。

  

  

  尤其是裸露肌肤、布料面积极少的贴身衣物，给人以恰到好处的紧致感。

  　殊更なまでに肌を露出した、極めて布地面積が少ないボディコンが、程よい締め付けを与えている。

  

  

  裤衩裹住胖乎乎的臀部，短到不行的紧身裙压着柔软的肉。

  　ムチムチの尻肉をぱっつんぱっつんに包み込む極めて丈の短いタイトスカートが、これでもかと柔肉を圧迫して窺える。

  

  

  那已经不是衣服的身体了，实在是太令人不安了，露出了臀垂柔软的裂隙。

  　最早衣服の体をなしていない、あまりに心許ないそれは、尻たぶの柔らかな割れ目を露わとしている。

  

  

  几乎一览无余的臀部肌肉扭曲着彼此柔软的脂肪，摇晃着。

  　大部分は丸見え同然の尻肉は、その柔らかに脂肪の乗った互いの柔肌を歪ませては揺らしている。

  

  

  安产型的那只，虽然以结实的臀部为傲，却丝毫看不出下垂的迹象。

  　安産型のそれは、むっちりとした尻肉を誇りながらも、何ら垂れる兆しさえ窺わせない程に、美しい形状が見て取れる。

  

  

  丰满的臀部令观众们为之倾倒。

  　ツンと上向いて肉付きの良い大きな臀部は、これを眺めている観衆を、これでもかと魅了する。

  

  

  因此，很自然地吸引他们的视线也是没办法的事。

  　故に自然と、彼等の視線を集わせてしまうのは致し方がない事柄として見受けられる。

  

  

  阿雪必然会被他的目光所吸引，或许她对自己意外被俘虏的事实束手无策吧。

  　必然的に眼差しを向けられてしまうユキは、自身が思いがけずして虜としている事実には辟易だろうか。

  

  

  但至少，她已经意识到自己蛊惑的肢体是邪欲的对象了吧。

  　しかしながら少なくとも、自らの蠱惑的な肢体が、邪な欲望の対象として認識されている事柄を自覚した彼女だろうか。

  

  

  渐渐地，被投来的视线也越来越多，甚至可以看到投向特别的目光。

  　次第に与えられる多くの視線も数を増して見受けられ、殊更なまでに向けられる眼差しが見て取れる。

  

  

  不仅是她的下半身，她的上半身也能看到丰满的肌肉。

  　それは彼女の下半身だけではなく、無論豊満な肉付きが窺える、上半身にも及んで見受けられたのであった。
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  从学园出发，经过自己家，是放学后的时候。

  　学園を発って自宅を経由しての、迎えた放課後の時分。

  

  

  

  和包括阿雪在内的一群朋友一起，在作为护卫的龙鬼和萨里拉的陪伴下前往俱乐部的路上。

  　ユキを含めた仲良しグループと共に、護衛となる龍鬼とサーリャを伴ってのクラブへと向かう道中でのことである。

  

  

  

  站在美丽少女两侧的两人，虽然依然站在一旁，却保持着沉默。

  　見目美しい少女の両脇へと控えた両名は、依然として傍らに控えながらも、沈黙を保って見受けられる。

  

  

  

  从这对保持寂静的男女身上，可以看出他们本来就沉默寡言。

  　静寂を維持する男女の二人からは、元来の寡黙な性質が窺える。

  

  

  

  两人本来就不擅长与人交往，所以嘴唇紧抿，沉默不语的样子看起来是必然的。

  　本来対人能力に優れない両者であるから、唇を真一文字に引き結び押し黙る姿は、必然として見て取れる。

  

  

  

  带着两名护卫夜游的阿雪，丝毫没有在意的样子。

  　そんな二人の護衛を同伴しての夜遊びとなるユキであるがしかし、これに構った様子は見受けられない。

  

  

  

  他们带着大家，昂首阔步地走在马路上。

  　面々を連れ立って、堂々とした立ち振る舞いで、道の往来を歩む彼等彼女等だ。

  

  

  

  依然吸引着观众视线的阿雪，露出了猥琐的装束。

  　依然として観衆の視線を集わせているユキは、これでもかと卑猥な装いを見せつけて見て取れる。

  

  

  

  随着她的步伐，胸前那丰满的乳肉也随之晃动、跳动。

  　彼女が歩を進めるに応じては、その胸部へと携えられている豊満な乳肉が殊更に揺れ動いては弾んでいる。

  

  

  

  能窥见压倒性重量感的柔软的双丘，形成了深深的山谷，毫不吝惜地暴露着自己。

  　圧倒的な重量感の窺える柔らかな二つの双丘は、深い谷間を作り出しては惜しげもなくその身を晒している。

  

  

  

  定做的衣服可以窥见胸口深处，柔软的乳肉一览无余。

  　胸元の奥深くまでが窺える仕様に誂えられている衣装により、柔らかな乳肉が覗けている。

  

  

  

  眼前的山谷像扇状一样大敞着，男人们也不禁咽下了口水。

  　開放的に開いた、扇状的な谷間を目の当たりとしては、これを眺めている男達も生唾を嚥下する。

  

  

  

  他们从侧面看到美得令人窒息的阿雪，心中涌起邪魅的兽欲。

  　思わず息を呑む程に見目美しいユキを側から見て取った彼等は、邪な獣欲を滾らせる。

  

  

  

  就连阿雪让他迈步的时候，那摇晃的乳肉也让男人们垂涎不已。

  　あまつさえ、ユキが足を運ばせるに際し、殊更に揺れる乳肉は、男達からすれば垂涎も不可避である。

  

  

  

  尺码不合身，布料面积大得让人不放心。

  　凡そサイズが合っているとは思えない程の、心許ない布面積のボディコン。

  

  

  

  被它包裹着的丰满的乳房，看起来也像被压得紧紧的。

  　それに包まれた豊満な乳房は、これもかとぱっつんぱっつんに、圧迫されて見受けられる。

  

  

  

  看起来猥琐扭曲的柔嫩肉，更让人感觉猥琐。

  　卑猥に歪んで見て取れる柔肉は、殊更に卑猥な印象を漂わせて窺える。

  

  

  

  散发出如此强烈的香味，自然吸引了大家的视线。

  　それ程までに強烈な色香を漂わせて見て取れるそれには、自然と視線も集わせて見受けられた。

  

  

  

  在场的男人们也显得格外兴奋。

  　これに応じては同所へと居合わせている男達も、殊更な興奮を示して見て取れる。

  

  

  

  阿雪踩着有规律的高跟鞋，不时发出蛊惑人心的声音。

  　カツンカツンと規則的な足取りで歩を進めるユキのハイヒールからは、何処か蠱惑的な音色が響いては聞こえた。

  

  

  

  断断续续地响着，发出声响的时候可以窥视，听到被给予的声音的男人们。

  　断続的に鳴り響いては、音を立てては窺える、与えられるそれを聞き取る男達。

  

  

  

  这些人根本不需要打招呼，只能单方面地看着他们，一脸不甘心的表情。

  　これを声を掛けるまでもなく、一方的に眺めるしかない彼等は、これでもかと悔しげな面持ち。

  

  

  

  他们看起来都是一副愤懑不已的样子，但看起来都紧握着拳头。

  　極めて憤懣やる形なしといった様相を呈して見受けられる彼等は、拳を硬く握って見て取れる。

  

  

  

  在夜风的吹拂下，阿雪的长发如金线般飘逸。

  　サラサラとした金糸の如きユキの長髪が、夜風の微風に流れては見受けられる。

  

  

  

  伴随着耀眼的纯白光芒，一直延伸到腰际，露出漂亮的翻痕。

  　眩いばかりの純白の輝きが伴って見て取れる腰元まで伸ばされたそれは綺麗な翻りを晒して見せた。

  

  

  

  肉体整体给人一种神秘印象的阿雪，光是亲眼目睹就格外美丽。

  　肉体が全体的に神秘的な印象が窺えるユキは、目の当たりとするだけでも殊更に美しい。

  

  

  

  兼顾着金色和纯白的少女无情地从男人们眼前走过。

  　黄金と純白を兼ね合わせている少女は無情にも、男達の眼前を過ぎる。

  

  

  

  他们只能在一旁看着走在路上的她，只能目送她离去。

  　道ゆく彼女を側から眺めることしかままならない彼等は、これを見送る他にない。

  

  

  

  穿着一身散发着极具蛊惑性光泽的紧身裤的阿雪，对这一切感到十分在意。

  　極めて蠱惑的な光沢を放って見受けられるボディコンに身を包んだユキは、それに気を払う限りではない。

  

  

  

  她的身体很丰满，走路时还摇晃着结实的臀部。

  　自身の豊満な肢体を持て余す彼女は、殊更にむっちりとした臀部を揺らして歩を進めて見受けられる。

  

  

  

  站在一旁观看的他们，鼻腔里浮现出牛奶般的香甜气味。

  　これを側から眺めている彼等の鼻腔に漂わせて思われるのは、ミルクの様な甘い匂い。

  

  

  

  再加上像熟透了的果实一样，甚至夹杂着一股臭味的汗水残渣。

  　それに加えて熟れた果実の様な、香り高い臭素さえも入り混じって窺える汗の残滓。

  

  

  

  能深吸一口气看下去的，多半是看这个的男人们。

  　これを呼吸も深く吸い込んで見受けられるのは、大半がこれを眺める男達である。

  

  

  

  看着眼前充满女性魅力的她，他们或许无法出手。

  　極めて女性的な魅力に満ち溢れた彼女を眼前に見て取りながらもしかし、手出しができない彼等。

  

  

  

  阿雪用艳丽的目光掠过这些惨状，她的眼中透出一种优越的神色。

  　その様な惨状の面々を艶かしい流し目で過ぎるユキの瞳には、何処か優越の色が垣間見て取れる。

  

  

  他们看到阿雪脸上有几分瞧不起他们的神情。

  　幾分か彼等を見下している様な情緒が見て取れるユキの面差しを見て取った彼等。

  

  

  但是，即使目睹了这一切，男人们还是被身边的龙鬼所震慑。

  　しかしながら、これを目の当たりとしても尚、傍らに同伴している龍鬼に気圧されてしまう男達である。

  

  

  

  露出蛊惑微笑的阿雪，淡粉色的艳丽嘴唇上画着一道弧线。

  　蠱惑的な微笑を称えて窺えるユキは、薄桃色の艶かしい唇に弧を描いて見受けられる。

  

  

  阿雪脸上露出嘲笑的表情，但同时也散发出强烈的性感。

  　殊更に嘲笑する様な面持ちを露わとしているユキであるが同時、強烈な色香すら漂わせて窺える。

  

  

  

  鞋跟散发着妖艳的光泽，鞋跟“咔嗒咔嗒”地响个不停，脚步也迈得很稳。

  　妖しい光沢を放って窺えるヒールをカツンッカツンッと高鳴らせては響かせて、足取りも確かに歩む。

  

  

  是自己的父亲，作为雄极优秀的龙鬼。

  　自らの父である、雄として極めて優秀な龍鬼。

  

  

  

  阿雪明白，既然有他的雌性地位，谁都不会犯这种蠢事。

  　そんな彼の雌としての地位がある以上、誰もが自身の身に触れる様な愚は犯さないことを理解しているユキである。

  

  

  

  因此，从她的举止毅然决然，一脸凛然的表情中就能看出她的样子。

  　故に、毅然とした立ち振る舞いでの、凛々しい面持ちを浮かべては窺える彼女だろうか。

  

  

  

  如果不是这样的话，这种装腔作势的行为是无法让人看到的。

  　そうでなければ、この様に気取った素振りなど、到底見せつけることは叶わない。

  

  

  因为本来对人能力就不出众的阿雪，天性极其怕生。

  　何故ならば、元来対人能力に優れないユキの性分は、極めて人見知りであるが所以。

  

  

  

  阿雪一向给人一种清廉的印象，如今却穿上了猥琐的衣服。

  　平素から清廉な印象が先んじて見て取れるユキであるが、卑猥な衣装を身に纏う現在はその限りではない。

  

  

  

  对于平日里看雄性眼色生活的她来说，现在的状况格外新鲜。

  　常日頃から雄の顔色を窺いながら生活を送る彼女にとっての現在の状況は、殊更に新鮮。

  

  

  

  因此，与平时不同的是，他会随心所欲地委身，炫耀自己的身体。

  　故に平素とは異として勢い付いた調子の赴くがままに身を委ね、自身の身体を誇って見て取れる。

  

  

  

  表现出自我主张强烈的丰满肉体，让人迈步窥视。

  　殊更ぬ自己主張の激しい肉付きの良い豊満な肉体を見せつけては、歩を進ませて窺える。

  

  

  

  只能单方面观望的男人们，一旦自己的欲望高涨，就会变得焦躁不安。

  　これを一方的に眺めるしかできない男達は、猛る自身の欲望を昂らせては苛立ちも一入。

  

  

  

  男人们有着无处发泄的冲动，心中的郁愤似乎无处发泄。

  　やり場のない邪な衝動を持て余す男達は、募らせて鬱憤を吐き出す寄る辺もなく見て取れる。

  

  

  面对如此可怜的他们，阿雪无常地瞥了一眼，露出蛊惑人心的微笑。

  　極めて哀れな彼等に対し、無常にも一瞥をくれたユキは、蠱惑的な微笑を称えては見せつける。

  

  

  目睹这一切的他们，甚至被那妖艳的嘲笑吓得发狂。

  　これを目の当たりとした彼等はといえば、その妖しい嘲笑にさえ、猛り狂って見受けられる。

  

  

  

  从阿雪娇艳的淡粉色嘴唇露出的舌肉。

  　ユキの艶かしい薄桃色の唇から覗ける舌肉。

  

  

  在唾液的濡湿下，充满蛊惑的那张脸顺着散发着妖艳光泽的嘴唇往下看。

  　唾液に濡れた蠱惑的なそれは、妖しい光沢が窺える唇を伝っては見受けられる。

  

  

  

  爬在自己嘴唇上的微微突出的舌尖，就这样揶揄地指向男人们。

  　自身の唇に這わせた僅かばかりに突き出ている舌先は、そのまま揶揄う様にして男達に向けられる。

  

  

  仿佛要展示一般，在空中舞动的鲜红色舌头，显得格外娇艳。

  　見せつけるようにして、虚空へと踊らせた鮮やかな紅色の舌肉からは、殊更に艶かしい動きが見て取れる。

  

  

  

  但是，当看到下一个瞬间就被塞进口腔的舌尖时，男人们的失望之情溢于言表。

  　しかしながら次の瞬間には口腔内へと納められてしまった舌先を見て取っては、これを受けた男達の落胆も一入。

  

  

  

  他们依然注视着阿雪，脸上露出了由衷的依依不舍。

  　依然としてユキへと視線を注がせる彼等は、心底から名残惜しげな面持ちを露わとして見受けられる。

  

  

  

  眼前出现了顶级雌鱼的身影，他们在这面前感到害怕，露出了厌恶的表情。

  　眼前に極上の雌の姿を目の当たりとして尚、これを前に臆する彼等は、忌々しげな面持ちとなって窺える。

  

  

  

  对于龙鬼这个强大的存在，他们从心底里感到害怕，所以显得格外胆怯。

  　龍鬼という強大なる存在に対し、心底から怖気付いて見て取れる彼等は、殊更に怯んで見て取れる。

  

  

  

  在极其美丽的阿雪身边担任护卫的龙鬼，伸出了自己粗犷的五指。

  　極めて見目美しいユキの傍での護衛を務めて窺える龍鬼は、自らの無骨な五指を伸ばす。

  

  

  

  不用说，他的目标自然是阿雪丰满的臀部。

  　向かう先は言及するまでもなく、当然の様にユキの豊満な臀部である。

  

  

  

  龙鬼将她握在手中的结实臀部用手掌揉成一团。

  　手中に納めたむっちりとした彼女の尻肉を、これでもかと手の内で揉みしだく龍鬼。

  

  

  

  看起来心情很好的龙鬼露出野性的笑容，嘴角上扬。

  　機嫌も上々といった面持ちで野生的な笑みを浮かべて見て取れる龍鬼は、口の端を吊り上げる。

  

  

  

  他露出了一副威严逼人的残暴表情，让在场的男人们都感到了压力。

  　壮絶にも他者を威圧する残虐な面持ちを露わとして見せた彼は、場を共にする男達を気圧させて見て取れる。

  

  

  

  他们听了，虽然看起来打从心底感到恐惧，但还是一脸不甘心的表情。

  　これに応じた彼等は、心底から恐れ慄いて見受けられながらも、悔しげに歪む面持ち。

  

  

  

  没有预料到，被单方面展示了美丽少女的男人们，看起来太可怜了。

  　予期せずして、一方的に美しい少女を見せつけられてしまった男達は、あまりに哀れな様に見受けられる。

  

  

  

  另一方面，阿雪用俯视的眼神看着这些可怜至极的人，也带着一丝优越感。

  　他方、そんな哀れ極まれる彼等に対し、見下した眼差しを向けるユキは、優越感も一入。

  

  

  

  她浑身散发着浓郁的性感，摇晃着丰腴的臀部，露出微笑。

  　これでもかと強烈な色香を漂わせて窺える彼女は、むっちりとした尻肉を揺らしては微笑む。

  

  

  

  丰满的乳房弹跳着的阿雪，不停地向前走着，让人看到她臃肿的身材。

  　無様にも豊満な乳房を弾ませるユキは、ムチムチな肉付きを見せつけては、歩みを進ませる。

  

  

  尤其是穿着布料面积较小的紧身裤的她，穿着舒服的束腰，看上去洋溢着甜美的气息。

  　殊更に布面積の少ないボディコンを身に纏って見受けられる彼女は、心地良い締め付けに甘い吐息を溢して見て取れる。

  

  

  

  穿着短裤的阿雪拥有丰满的肢体，流露出喜悦之情。

  　ぱっつんぱっつんに包み込まれている豊満な肢体を持て余すユキは、喜悦を滲ませては窺える。

  

  

  

  悲惨地享受着作为雌性的幸福的她，向身边的龙鬼献媚。

  　惨めにも雌としての幸福を享受する彼女は、傍の龍鬼へと身を寄せると共に媚び諂って見て取れる。

  

  

  

  她把自己的脚放在高跟鞋上，鞋底发出“咔嗒咔嗒”的响声。

  　彼女は、自身の脚の納められたハイヒールの靴底を、カツンッカツンッと殊更に高鳴らせて見受けられる。

  

  

  

  听到这声音，在场的男人们只能目送阿雪离去。

  　響いては聞こえるそれを受けた、同所へと居合わせている男達は、ユキの背中を見送る以外に他はない。

  

  

  

  她尽情展示了自己结实的臀部，摇晃着臀部，离开了这里。

  　むっちりとした臀部を存分に見せつける彼女は、その尻肉を揺らしてみせる共に、この場を後にしたのであった。
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  夜总会

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  作为这个村子里唯一的娱乐场所，无论男女老少，人们都很熟悉的繁华街道。

  　この村において唯一の娯楽の場として老若男女問わず、人々から親しまれている繁華街。

  

  

  

  这条路上有一家酒吧，门面看起来很气派。

  　同所の通りへと所在しているクラブは、これでもかと堂々とした店構えで設けられて見受けられる。

  

  

  

  特别是在这个娱乐设施稀少的村子里，这里的夜总会是极具人气的。

  　殊更に娯楽のとなる施設が少ないこの村においては、極めて人気を誇る同所のナイトクラブである。

  

  

  

  虽说是夜总会，但也只是徒有虚名而已。

  　しかしながらナイトクラブと称しても、それは名ばかりである。

  

  

  

  根据黑和白两名辣妹的说法，无论工作日还是休息日，都可以看到日夜营业。

  　黒と白のギャル両名曰く、平日休日の有無に関わらず、日夜営業して見て取れるとのこと。

  

  

  

  来店里的客人，不论男女老少，各种种族混杂在一起，其中还包括学院的教师。

  　来店する客層には、老若男女問わず様々種族が入り乱れて窺えるが、その中に学園の教師も含まれるているのだとか云々。

  

  

  

  阿雪对从玛雅和芽衣那里听到的刺耳情报十分佩服，同时也表现出极大的关心。

  　マヤとメイの両名から聞き及んだ耳寄りな情報に酷く感心と共に、関心を示して見受けられるユキ。

  

  

  

  她依然犹豫着要不要进酒吧，站在店前不知所措。

  　依然としてクラブへと入店することを躊躇って見受けられる彼女は、店前にて立ち往生をして窺える。

  

  

  

  “阿雪啊~ ~。没必要那么害怕哦~ ~我们第一次也是这样的~。鼓起勇气进去看看吧~。对吧~”

  「ユキっちってばぁ〜。そんなに怖がる必要ないよ〜。ウチ等も初はそんなんだったから〜。勇気出して入ってみようよ〜。ね〜」

  

  

  

  “真的是这样啊~ ~果然这里一口气去是对的~ ~但是真的害怕的话~ ~和龙鬼大人一起进去不是很好吗~ ~”

  「マジでそれな〜。やっぱりここは、一気に行くのが正解でしょ〜。でもホントに怖いなら〜。龍鬼様と一緒に入れは良いじゃないかな〜？」

  

  

  阿雪听到店内传来的华丽音色，虽然是她最天真的时候，却显得格外害怕。

  　初々しくも店内から響いては聞こえる派手な音色を聞き取ったユキは、殊更に怖気付いて見受けられる。

  

  

  

  刚才那威风凛凛的举止已经不响了，看起来又恢复了平时的沉稳。

  　先程までの威勢の良い立ち振る舞いは鳴りを潜め、平素通りの落ち着いた調子を取り戻して見て取れる。

  

  

  

  看到她意志消沉的样子，两个辣妹很担心地问道。

  　そんな彼女の意気消沈した様子を目の当たりとして窺えるギャルの両名は、気遣わしげに声を掛けた次第である。

  

  

  再加上梦见自己被裹在和阿雪一样的身体里，她的声音变得和平时不同。

  　これに加えてユキと同様のボディコンに身を包んで見受けられるユメが、平素の様子とは異として声高に煽る。

  

  

  

  “是啊，我没觉得有必要那么害怕。阿雪你为什么会犹豫呢?不会因为这点小事就害怕了吧?”

  「そうね。特段そこまで恐る必要性は感じれないものね。ユキさんはどうして躊躇しているのかしら？まさかこの程度の事で臆したというの？」

  

  

  似乎对身处平时没有经历过的状况，置身于同一场所的自己的现状感到兴奋。

  　どうやら普段経験したことのない状況にある現在、同所へと身を置いている自身の現状に興奮している様である。

  

  

  大家都是各行其是，唯一一个态度和平时一样冷静的大汉大声说道。

  　皆が一様に各々の好き勝手な立ち振る舞いが見受けられる中、唯一平素と変わらない落ち着いた態度の大男が声を挙げた。

  

  

  

  “阿雪，有我陪着你，所以你不用担心什么，放心交给我吧。”

  「ユキ、俺がついている。故に、なんら案ずる必要はない。安心して俺に身を委ねるがいい」

  

  

  

  是龙鬼。

  　龍鬼である。

  

  

  

  他的声音很平静，声音很温柔，就像在教导幼儿一样，举止很有男子气概。

  　声色も穏やかに、優しげな声音で幼児に対して諭す様な物言いでの、男らしい立ち振る舞いだろうか。

  

  

  

  “是、是的。这样的地方，父亲并不害怕……真是了不起。”

  「は、はい。お父様はこの様な所、恐ろしくないのですね‥。流石で御座います」

  

  

  

  阿雪被他强壮的手臂拉到身边，让自己的身体侍候着。

  　彼の逞しい腕に引き寄せられたユキは、自身の身を侍らせる様にして謙る。

  

  

  

  她像往常一样观察雄鱼的脸色，显得格外谄媚。

  　平素通りの雄の顔色を窺う彼女は、殊更なまでに媚びを売る様子が見て取れる。

  

  

  

  仿佛在强调自己那浑厚丰满的肢体一般，摆出猥琐的姿势。

  　自らのムチムチとした、豊満な肢体を強調する様にして、卑猥な体勢を見せつける。

  

  

  

  被龙鬼锻炼出来的强壮的肉体压着的阿雪。

  　龍鬼の鍛え上げられた逞しい肉体に身体を押し付けて見受けられるユキ。

  

  

  

  她非常喜欢吃肉，展示着姣好的身材，用上翻的媚眼仰望着龙鬼。

  　極めて肉好きの良い身体を誇示する彼女は、上目遣いの媚びた眼差しで、龍鬼を仰ぎ見る。

  

  

  

  “我可以和您一起去吗?”

  「御一緒させて頂いてもよろしいでしょうか？」

  

  

  平时就站在雄性的立场上，一心一意履行自己的职责的阿雪，自然地用谦恭的语气问道。

  　平素から雄の立場を立てる、自らの責務を果たすことに対し、余念がないユキは、自然と謙る口調での問いかけ。

  

  

  

  “嗯，没关系。”

  「ああ、構わない」

  

  

  她对极其卑躬屈膝的雄性赤裸裸地献媚，诚惶诚恐地恳求。

  　極めて卑屈な雄に対してあからさまな媚びを売る彼女の、畏まった懇願。

  

  

  

  收到请愿的龙鬼，一如往常沉着应对。

  　嘆願を受けた龍鬼は、平素通りの落ち着いた立ち振る舞いでの受け答え。

  

  

  

  他大方地点了点头，用自己粗糙的五指揉打阿雪丰满的臀部。

  　鷹揚にも頷きを返して見せた彼は、己の無骨な五指で、ユキの豊満な臀部を揉みしだく。

  

  

  

  “啊❤️恩❤️”

  「あっ❤️んんっ❤️」

  

  

  他玩弄着她的嫩肉，从腰际传到侧腹，再传到片口。

  　手中へと納めた彼女の柔肉を弄んでは、腰元から脇腹へと経由させて、片口へと伝う掌。

  

  

  

  走到这一步，他立刻将阿雪丰满的身体抱进自己强壮的臂弯。

  　そこまでに至った途端、己の逞しい腕の中へと、ユキの肉付きの良い身体を抱き寄せる。

  

  

  

  “父亲……❤️”

  「お父様‥❤️」

  

  

  

  被龙鬼粗暴有力的手抱住的阿雪，发出甜美的娇声。

  　龍鬼の力強い乱暴な手つきで抱き寄せられてしまったユキは、甘い嬌声を口とする。

  

  

  

  那是一个不礼貌地将柔软丰满的肢体鹫抓住，肆意妄为的龙鬼。

  　柔らかで豊満な肢体を不躾にも鷲掴み、我が物顔で扱う龍鬼である。

  

  

  

  龙鬼玩弄着充满女性魅力的身体，表现出极端的大男子主义。

  　極めて女性的な魅力に満ち満ちたムチムチの身体を弄ぶ龍鬼の、亭主関白極まる振る舞い。

  

  

  

  阿雪听了这番蛮不讲理的话，露出恍惚的表情。

  　理不尽なこれを受けたユキはしかし、恍惚とした面差しを垣間見せる。

  

  

  “那就走吧。”

  「では、征くぞ」

  

  

  阿雪一脸陶醉地仰望着自己，龙鬼抱着她的肩膀问道。

  　うっとりとした眼差しで己を仰ぎ見るユキの肩口を抱いたままに、龍鬼は声を掛ける。

  

  

  

  “是的，❤️。”

  「はいっ❤️」

  

  

  阿雪听后，立刻点了点头。

  　男らしく力強い声色での言葉を与えられたユキは、間髪入れずに頷きを返す。

  

  

  她顺从地以甜美的声音回答，顺从地跟在龙鬼的身后。

  　従順にも甘い声色で受け答えた彼女は、されるがままに身を委ね、龍鬼の後に追従。

  

  

  看到她那样的样子，

  　そんな彼女の様子を受けては─

  

  “哇~ ~果然是阿雪恋父控啊~ ~ ~因为她现在长了一张雌性的脸。好啊~ ~我也想要帅哥强壮的爸爸哦~ ~”

  「うわ〜、やっぱりユキっちってファザコンだよね〜。だって今、めちゃくちゃ雌の顔してたもん。いいな〜、ウチもイケメンで逞しいパパが欲しいよ〜」

  

  

  

  “这个嘛。阿雪你的脸真的长得很老啊。我们班的男生可不能这样啊。因为他们都是小鬼，连成年男性龙鬼大人都望尘莫及啊。”

  「それな〜。ユキっちってばホントに顔がトロトロになっちゃってるしね〜。ウチ等のクラスの男子じゃ、こうはいかないよね〜。だってあいつ等ってガキだから、大人の男性の龍鬼様の足元にも及ばないよ〜」

  

  

  

  “是的，龙鬼大人看起来非常有男子气概，非常漂亮。”

  「ええ、龍鬼様はとても男らしくあらせられますのね。とても素敵です」

  

  

  

  同处一处的女性们，自然流露出羡慕的话语。

  　自ずとこれを羨んでの言葉が自然と、同所へと居合わせている女性陣の面々から溢れて窺える。

  

  

  

  就连在学校里被视为高高在上的委员长的梦，也迎合了这一点，所以就更稀少了。

  　学園ではお高く留まって見受けられる委員長であるユメさえも、これに迎合しているのだから、尚更に稀である。

  

  

  

  从雌性的本能来看，龙鬼这种雄性动物似乎极具魅力。

  　それ程までに龍鬼という雄が、彼女等雌の本能から窺うと、極めて魅力的に見て取れる様である。

  

  

  

  在场的少女们，除了唯一的莎莉拉之外，到处都能看到赞扬龙鬼的声音。

  　場を共にする少女等、唯一のサーリャを例外として、余すとことなく、龍鬼を褒め称える声が散見されて見受けられる。

  

  

  

  在别人看来，阿雪的举止很严肃，但在别人看来，她的表情却很凛然。

  　他者からは、酷く毅然とした立ち振る舞いが見受けられること度々の、凛然とした面持ちが目立って窺えるユキである。

  

  

  

  和平时优雅的态度相比，她的态度显得有些不协调。

  　平素の上品な態度とは、調子を崩して見て取れる彼女。

  

  

  

  阿雪一副过分撒娇的样子，想必大家看到她的样子都很惊讶吧。

  　酷く甘える様に謙った立ち振る舞いを露わとしているユキであるから、これを目の当たりとした面々の驚きも一入だろうか。

  

  

  

  特别是看到阿雪显露出雌性本性的样子，大家都发出略带嫉妒的黄色声音，揶揄她。

  　殊更に雌としての本性を垣間見せているユキの様子を受けては、これを揶揄う黄色い声色での嫉妬入り混じる声を挙げて窺える面々。

  

  

  在她们中间，一个身材特别矮小的人跟在两人身后。

  　そんな彼女達の面々から、一際小柄な体躯の持ち主が、二人の背中の後を追う。

  

  

  

  “嗯、雪……小心。”

  「ん、ユキ‥気をつける」

  

  

  

  跟在“雪龙鬼”两名后面，用锐利的碧眼称奇的目光毫不松懈地睥睨着周围的，是一位美丽的金发少女。

  　ユキ龍鬼の両名の後に続き、鋭い碧眼に称えた眼光で周囲を油断なく睥睨するのは、美しい金髪の少女。

  

  

  

  “我来保护你。”

  「わたしが守る」

  

  

  那就是刺客少女莎莉拉。

  　件の刺客の少女、サーリャである。

  

  

  美丽的金色长发随风飘动，和女性阵容的成员一样身着贴身礼服。

  　美しい金色の長髪をたなびかせ、女性陣の面々と同様に身に纏うボディコン。

  

  

  

  上半身虽然没有女性的起伏，但下半身的臀部却有特别明显的发育。

  　上半身の女性的な起伏は見受けられないものの、下半身の臀部に関しては、殊更な発育が窺える。

  

  

  

  紧实的紧身裙包裹着丰满的臀部，即使这样也能看出臀部肉肉的形状。

  　肉付きの良い臀部を包み込むぴちぴちなタイトスカートは、これでもかと尻肉の形を露わとして見受けられる。

  

  

  

  能鲜明地浮现出结实的臀部肉的形状的紧贴着看的服装的布料。

  　むっちりとした尻肉の形を鮮明に浮かび上がらせてしまう程に張り付いて見て取れる衣装の生地。

  

  

  

  这让阿走更加不高兴了，他郁闷地瞪着不断钻进屁股裂缝里的阿走。

  　これが殊更に気に障るサーリャは、幾度となく尻の割れ目に食い込むそれを鬱陶しげに睨み付ける。

  

  

  

  对着自己顺产型的臀部，萨里亚打从心底流露出厌恶的眼神。

  　自身の安産型の臀部に対し、心底から忌々しげな眼差しを注ぐサーリャである。

  

  

  

  但是那也只是一瞬间的间隙，他马上把塞进去的衣服布料摘了下来，重新摆正了位置。

  　しかしながらそれも一瞬の合間であり、すぐさま食い込む衣装の生地を摘むと、再度に渡り位置を正す。

  

  

  

  自然而然地，不断重复着这个过程。

  　自ずと延々に、これの繰り返し。

  

  

  

  她从心底流露出厌烦的表情，本来应该是面无表情的。

  　心底から本心でうんざりとした面差しとなって窺えるサーリャは、本来であれば無表情が基本として見受けられる彼女である。

  

  

  

  因此，她对自己身上的衣服，尤其是布料面积较小的衣服，表现出了非同寻常的不快。

  　故に、彼女自身が身に纏う、殊更に布面積が少ない衣装に対し、並々ならぬ不快感を示して見て取れる。

  

  

  

  因为，虽然极不情愿，但包裹在身上的猥亵的那个明显尺寸不合适。

  　何故ならば、極めて不本意ながら身を包む卑猥なそれは、明らかにサイズが合っていなかった。

  

  

  

  这也是因为她的下半身比自己的上半身丰满的原因。

  　それもこれも偏に、サーリャ自身の上半身に比べ、下半身が以上に豊満であるのが所以。

  

  

  尤其是那肥壮的、女性成长显著的臀肉。

  　殊更にムチムチで、女性的な成長が著しい尻肉である。

  

  

  

  覆盖着安产型丰满臀部的下流服装，呈现出蛊惑人心的景象，甚至可以称之为内衣。

  　安産型のむっちりとした臀部を覆う卑猥な衣装は、最早下着と称してしまっても差し支えない程に、蠱惑的な光景を呈して見て取れる。

  

  

  

  但是，接受过暗杀者残酷训练的她，马上改变了意识。

  　だがしかし、暗殺者としての過酷な訓練を受けてきた彼女は、すぐさま意識を切り替えて見受けられた。

  

  

  

  萨里拉重新面对前方，站在阿雪身边，同时对黑暗中闪耀的光芒皱起了眉头。

  　改めて前方へと向き直るサーリャは、ユキの傍に控えると共に、暗闇に映える煌びやかな光に表情を顰める。

  

  

  

  看着这毫无品质可言的景致，她会表现出特别的厌恶吗?

  　極めて品性の欠片もない景観を眺めては、殊更な嫌悪を示して見受けられる彼女だろうか。

  

  

  

  平时她从不把自己内心的情感表露于面，所以极少能窥见。

  　平素から自身の胸中へと抱えている感情を面に露わとすることのない彼女だから、極めて珍しく窺える。

  

  

  

  她那美丽的面容皱起了眉头，甚至让人觉得她眉头紧锁。

  　見目の美しいお顔立ちを盛大に顰めては、眉間に皺を寄せてさえも見受けられるサーリャだ。

  

  

  

  “……”

  「ぅ‥」

  

  

  最后，她听到店里传来的特别热闹的声音，被这声音所震慑。

  　終いには、店内から窺える殊更なまでの賑やかな音色を聞き取って、これに気圧される彼女である。

  

  

  甚至还能听到用毫无品质可言的低俗声音发出的娇滴滴的雌性声音。

  　品性の欠片も感じられない下品な声色での、甘ったるい雌の声すらも響いては聞こえる。

  

  

  

  与此相对，有些人气势汹汹，情绪亢奋。

  　これに対して、極めて勢い付いた調子での、殊更に情緒を昂らせて見受けられるの面々の姿がある。

  

  

  

  

  “哎哟，真是太好了。虽然感觉好久不见了，但还是很兴奋呢。真的，能邀请阿雪她们真是太好了。”

  「イェーイっ、やばいっ。結構お久な感じだけど、やっぱテンション上がるよね〜、マジでユキっち達も誘ってよかった〜」

  

  

  

  “真的是这样啊~ ~还是一如既往的热烈呢~ ~这真的能抵挡住阿雪和梦吗~ ~”

  「マジでそれな〜。相変わらず凄い熱気だよね〜。これってホントにユキっちとユメちー耐えられるかな〜？」

  

  

  

  “我无所谓，我可没有那种为了这点小事就刨根问底的软弱精神。”

  「私は平気よ。これしきのことで根を挙げる様な、か弱い精神は持ち合わせていないもの」

  

  

  

  如果一味地望着这里，会被认为是畏首畏尾。

  　同所を一方的に眺めては、辟易として見受けられるサーリャ。

  

  

  

  与那样的她呈现出对称的面貌的，是刚刚进店的梦和辣妹二人。

  　そんな彼女とは対称的なまでの様相を呈している様に窺えるのが、今し方入店を果たしたユメとギャル二人。

  

  

  

  前者，从平时开始担任委员长这个，成为周围的规范的那样的角色的前，能看到适应这个场合的她。

  　前者は、普段から委員長という、周囲の規範となる様な役柄を務めている手前、この場に順応して見て取れる彼女。

  

  

  

  后者就像平时暴露在外、举止轻浮一样，可以看出是非常适合的环境。

  　後者は、平素からの露出の多く軽い調子での立ち振る舞いの通り、酷く適した環境として受け入れて窺えたのであった。

  

  

  

  那是一种极其堂堂正正、威风凛凛的举止。

  　極めて堂々とした、凛然とした面持ちでの立ち振る舞い。

  

  

  

  看到她们如此从容的举止，阿雪不禁感叹。

  　そんな彼女等の、殊更に余裕が見受けられる所作を目の当たりとしては、感嘆を露わとするユキ。

  

  

  

  她能坦然面对自己无法模仿的事情，让人敬佩不已。

  　凡そ到底自真似できない様に及んでいる事柄を平然とこなす彼女だから、尊敬の念も一入。

  

  

  

  在伊达学园的等级序列中，由于其性质和美貌，没有维持上位的位置。

  　伊達に学園のカースト序列にて、その性質と美貌が故に、上位の立ち位置を維持していない。

  

  

  

  在那些鱼龙混杂的学生，而且都是名门闺秀和儿子的班级里，他没有担任委员长。

  　伊達に玉石混交な生徒たち、それも名家の令嬢や子息が集う面々のクラスにおいて、委員長を務めていない。

  

  

  

  她们一踏进店内，就模仿在场的人跳舞。

  　そんな彼女等は、店内へと足を踏み入れた途端、場を共にする人々に倣って踊る。

  

  

  

  阿雪一副深受感动的表情，佩服地低声说。

  　これを目の当たりとして酷く感銘を受けた様な面持ちを晒して見受けられるユキは、感心も露わに呟く。

  

  

  

  “好厉害……”

  「すごい‥」

  

  

  那样的她，依然被那里的人们散发出的热气所压倒。

  　そんな彼女は依然として、同所における人々から発散される熱気に気圧されて窺える。

  

  

  

  本来就暴露出懦弱性格的她，向她们投来夹杂着羡慕的眼神。

  　本来の気弱な性分を晒して見受けられる彼女は、羨望の入り混じる眼差しを、彼女等へと注ぐ。

  

  

  

  阿雪发自内心地憧憬着，就像眺望耀眼的存在一样，用视线捕捉。

  　心底から憧れた様に、まるで眩しい存在でも眺める様にして、視線で捉えるユキ。

  

  

  

  “不流血……”

  「‥ふけつ‥」

  

  

  

  阿雪一脸惊讶地看着阿雪，心想:“就算是这样，也要把情景看出来吗?”

  　これでもかと情景の念を露わとして見受けられるユキを呆れた面持ちとなりて窺うサーリャ。

  

  

  

  看来是不喜欢她们在这里疯狂跳舞，发泄着现在进行时的郁愤。

  　どうやら同所に置いて踊り狂って窺える、現在進行形での鬱憤を発散している彼女等が気に入らない様だ。

  

  

  

  她是否能正确地看到她那反复塞进丰满臀部沟壑里的衣服质地呢?

  　再三に渡り自身の豊満な尻たぶの割れ目に食い込む衣装の生地を、正して見受けられるサーリャだろうか。

  

  

  

  焦躁的情绪自然越来越强烈。

  　自ずと次第に募る苛立ち。

  

  

  

  她用发自内心的怨恨的眼神看着自己显著成长的臀部。

  　著しい成長が窺えるむっちりとした自身の臀部へと、心底から恨めしげな眼差しを向ける彼女。

  

  

  

  她用五指抓住埋在柔软臀肉里的肉块，一口气移回位置。

  　柔らかな尻肉に埋もれた食い込みを自身の五指で摘んだ彼女は、一息に位置を戻す。

  

  

  

  虽然从扭曲的柔软的皮肉上可以窥见松动的痕迹，但也能看到紧紧的张力。

  　むにぃ❤️と歪んだ柔肉から緩んで窺える食い込みであるがしかし、すぐさまの張り付きが見て取れる。

  

  

  

  “……”

  「‥ぅぅ」

  

  

  

  她那忧伤的美貌阴沉下来，发出悲叹的声音，她自然而然地转移视线。

  　憂いを称えた美貌を曇らせては、嘆きの声を零すサーリャは、自ずと視線を移す。

  

  

  

  从自己的臀部移开的前方，是依然呆呆地站着的阿雪。

  　自身の臀部から逸らした先には依然として立ち惚けるユキの姿。

  

  

  

  她还一脸茫然地看着在店里跳舞的梦和辣妹三人。

  　未だ呆然とした面持ちを露わとして窺える彼女は、店内で踊るユメとギャルの三名を眺めている。

  

  

  

  被天真烂漫的阿雪吓得浑身僵硬。

  　初々しくも圧倒されているユキは身を硬直させてさえも見受けられる。

  

  

  

  看得出来，她似乎无法忍受袭击自己的紧张感。

  　どうやら自身を襲う、殊更な緊張感に堪え兼ねた様子が見受けられる彼女である。

  

  

  

  虽然表情严肃，但从他僵硬的表情中可以看出强烈的混乱。

  　酷く真剣な面持ちを晒しながらも、強張らせた表情からは、強烈な混乱が見て取れる。

  

  

  

  在她的周围，是应该和她一起去的少女们。

  　彼女の周囲には、共に同所へと足を運んだ筈の少女達。

  

  

  

  因为是彼此第一次夜游，所以很难看到预先听到的梦的纯真模样。

  　互いに初めての夜遊びであると、予め聞き及んでいたユメの初々しい姿は見受けられない。

  

  

  

  完全看不出她对自己穿着下流服装的事实有丝毫的顾虑，反而更加激动。

  　卑猥な衣装に身を包んでいる事実に構った様子が窺えない彼女は、殊更に昂る。

  

  

  

  脸上流露出无比喜悦，嘴角浮现出的笑容极其娇艳。

  　極めて喜悦すらも露わに、口元へと浮かべられた笑みが、酷く艶かしい。

  

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  阿雪只能单方面地看着这些，这也太不合时宜了。

  　これを一方的に眺めることしかままならないユキは、これでもかと場違い。

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  与周围热闹喧闹的景象完全对称，她非常安静。

  　殊更に賑やかに、騒がしい様相を呈して見受けられる周囲とは対称的に、極めて静かな彼女である。

  

  

  

  虽然阿雪保持着压倒性的寂静，但在场男人们的视线让她倒吸了一口气。

  　圧倒的なまでの静寂を保って窺えるユキであるがしかし、場を共にする男達からの視線に息を呑む。

  

  

  

  阿雪羞得面红耳赤，重新审视自己身上的服装。

  　自ずと羞恥に頬を染めて見受けられるユキは、自身が身に纏う衣装を改めて認識する。

  

  

  

  “……❤️。”

  「‥ぁ❤️」

  

  

  

  事到如今，她才知道自己是如何露出肌肤的，那是红得刺骨的纯白肌肤。

  　今更ながらに自身が、如何に肌を露出しているかの事実を捉えては、紅が刺す純白の肌。

  

  

  

  从极具蛊惑性的服装中露出的丰满的肢体。

  　極めて蠱惑的な衣装から覗ける豊満な肢体。

  

  

  

  包裹着臀部的紧身裤，即使称之为内衣也毫无影响。

  　最早下着と称してしまってもなんら差し支えない様相を呈して窺える、尻肉を包むボディコン。

  

  

  当然，丰满的乳肉也暴露在胸口，更显猥琐。

  　無論豊満な乳肉の胸元も露わとなって見受けられるから、殊更に卑猥な光景だ。

  

  

  

  那样的她——

  　そんな彼女は─

  

  

  “……❤️”

  「ぅ‥❤️」

  

  

  

  转生到这个世界，去了与自己的性格完全不相符的夜总会，结果让阿雪很是郁闷。

  　この世界へと転生を果たしての、些か性分に対し到底見合わないナイトクラブへと足を運んだ結果に憂うユキであった。

 
  尊
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  包括阿雪在内，他们都来到了位于闹市区的唯一一家设有娱乐设施的俱乐部。

  　唯一の娯楽施設が設けられた、繁華街へと所在しているクラブへと訪れたユキを含めた面々である。

  

  

  

  当阿雪来到这家门面气派的店铺时，被店内的热情所折服。

  　堂々とした店構えで位置している同店舗へと足を運んだユキは、殊更な店内の熱気に圧倒されて見受けられる。

  

  

  

  这家绚烂豪华、装饰华美的俱乐部吸引了很多人前来观看。

  　絢爛豪華で、華美なほどの装飾が施されている同所におけるクラブには、大勢の人々が訪れて見て取れる。

  

  

  

  在回荡着华丽音色的室内，回响着能窥见，天花板上能看到的是魔力的光。

  　派手な音色が響いては聞こえて、反響して窺える室内にて、天井に見受けられるのは魔力の光。

  

  

  炫目得让人目眩神迷的它，仿佛以强烈的光芒支配着整个地方。

  　目を眩ませてしまう程に眩いそれは、強烈な輝きで同所を支配して見て取れる。

  

  

  

  与在场的阿雪身上可见的高密度魔力相同。

  　この場に居合わせているユキが身に纏う可視化されている程の高密度の魔力と同質の代物として窺える。

  

  

  

  但是，与她那纯度高的东西相比，看起来质量有些下降。

  　しかしながら彼女の純度の高いそれとは幾分か質を落として見て取れる。

  

  

  

  与从阿雪身上看到的美丽的白金光芒不同，在这里看到的是七色光芒。

  　ユキから発せられて見受けられる美しい白金の輝きのとは異として、同所にて窺えるのは七色の光。

  

  

  

  伴随着激烈的音色，仿佛要烧毁视网膜的光芒，成为一种特别的刺激，支配着现场。

  　奏でられる激しい音色と共に、網膜の裏を焼き尽くすかの如き輝きは、殊更な刺激となりてこの場を支配して見受けられる。

  

  

  

  阿雪接受了这种特殊的刺激，对这种新鲜的刺激产生了强烈的感慨。

  　同所を包み込む殊更なそれを受けたユキは、自身を襲いくる新鮮な刺激に対し、強烈な感慨を抱いて窺える。

  

  

  

  在这家店铺的附设酒馆里，还能看到穿着下流服装的妓女模样的女人。

  　同店舗へと併設されている酒場では、卑猥な衣装を身に纏う、娼婦と思しき女達の姿も見受けられる。

  

  

  

  在店内中央设置的讲台上，漂亮的少女们将现场作为舞台。

  　店内の中央に設けられた壇上では、見目美しい少女達が、その場を舞台としている。

  

  

  

  她们身穿蛊惑人心的服装，摆出一副姿态，诱惑着看她们的男人们。

  　蠱惑的な衣装に身を包んだ彼女達は、その身をしならせては、これを眺める男達を誘惑して窺える。

  

  

  

  她们跳着洋溢着浓郁性感的舞蹈，瞥了一眼新来店的阿雪。

  　強烈な色香を漂わせて見受けられるダンスを踊る彼女等は、新たに来店を果たしたユキへ一瞥を向ける。

  

  

  

  但是，周围的男人们立刻发出了欢呼声。

  　しかしながら、すぐさま周囲へと居合わせている男達からの歓声を受けての受け答え。

  

  

  

  她们的注意力早就被对方吸引住了。

  　早々に彼等への相手に気を取られて見受けられる彼女等である。

  

  

  

  包括聚集在舞台周围的男女在内，他们每个人都毫无例外地狂舞起来。

  　舞台の周囲へと集わせて見て取れる男女ふくめた彼等彼女等は、誰もが例外なく踊り狂って見受けられる。

  

  

  

  阿雪来到这个喧闹无比的地方，看到这样的光景，一定会后悔吧。

  　極めて騒々しい同所へと訪れてしまったユキは、これ等の光景を見て取っては、後悔も一入だろうか。

  

  

  

  ——啊，那样卑鄙的打扮……哎呀，太不干净了。

  　─あ、あの様にはしたない格好‥ふ、不潔で御座いますっ、

  

  这是对眼前穿着下流服装的女性们所抱有的片刻闲暇。

  　とは眼前にて卑猥な衣装を身に纏う女性達に対して抱いた寸暇である。

  

  

  

  阿雪把包裹在自己身上的猥琐身材抛之脑后，爽快地说。

  　自身の身を包む卑猥なボディコンを棚に上げては、いけしゃあしゃあと語ってみせるユキ。

  

  

  

  她把心中的感慨表露在脸上。

  　その様に心中に抱かれた感慨を面に露わとしても見受けられる彼女。

  

  

  

  但是，和她在一起的两名辣妹，看起来却很有气势。

  　しかしながら、彼女と場を共にするギャルの両名は、ここぞとばかりに勢い付いて見て取れる。

  

  

  

  “喂，好不容易来玩的，多跳一会儿吧~ ~”

  「ちょっと〜、せっかく遊びに来たんだから、もっと踊ろうよ〜」

  

  

  

  “真的是这样啊。和我们一起更兴奋地去吧。话说回来，是第一次在梦奇奇跳舞呢?舞跳得很好啊。”

  「マジそれな〜。ウチ等と一緒にもっとテンション上げて行こうよ〜。っていうか、ユメちーガチで初めてなん？めっちゃダンス上手いんですけど〜」

  

  

  

  “嗯，不过这种程度还算不了什么，我想谁都能做到。”

  「ええ、でもこの程度は、もののうちには入らないわね。誰でもこなせると思うけれど」

  

  

  

  “雪……这边。”

  「ユキ‥こっち」

  

  

  

  但是，比她们两人更能适应这里，是我的梦想。

  　しかしながら彼女等二人以上に、同所へと順応を果たして見受けられるのがユメである。

  

  

  

  她向周围的人展示了她不凡的身手。

  　周囲へと居合わせている面々に、殊更なまでの身のこなしを見せつけている彼女。

  

  

  

  委员长的一举一动都让人看得入迷。

  　一挙手一投足からの動きに対し、思わず見惚れてしまう様なキレが窺える委員長である。

  

  

  

  非常能看到机能美的丰满的身体尽情地跳着看。

  　非常に機能美が見て取れる肉付きの良い身体を存分に躍らせて見受けられる。

  

  

  

  从他的举手投足中，可以看出他散发着强烈的性感。

  　その身振り手振りからは、強烈な色香すらも漂わせて見て取れる。

  

  

  

  现在这里简直成了她的独角戏。

  　今ここは正に彼女の独壇場と成り果ててさえも窺える。

  

  

  

  从她们那里踏出一步就能看到金发碧眼的少女。

  　そんな彼女等から一歩踏み出して窺える金髪碧眼の少女。

  

  

  因为发自内心的不快，她的美貌扭曲了。

  　心底からの不快感に美貌を歪ませて窺えるサーリャは、殊更に苛立ちも露わとする。

  

  

  

  “莎莎小姐?”

  「サーリャさん？」

  

  

  阿雪斜眼看着她，这是对向自己打招呼的异国少女的回应。

  　そんな彼女を横目に眺めるユキは、自身に声を掛ける異国の少女に応じての受け答えだ。

  

  

  

  “这里危险……去那边。”

  「ここは危険‥あっちにいく」

  

  

  说话不多的漂亮少女一把抓住提出问题的阿雪的手臂。

  　言葉少なに語る見目麗しい少女は、問いを投げかけるユキの腕を掴み取る。

  

  

  

  “怎么了?”

  「どうした？」

  

  

  为了离开这里试图把她带出来，但是，被给予了的是龙鬼的声音。

  　この場から離れるべくして彼女を連れ出そうと試みるがしかし、与えられたのは龍鬼の声。

  

  

  

  “……”

  「‥‥‥」

  

  

  如果突然闭口不言，那就是萨里亚了。

  　途端に口を閉ざしては見受けられるのがサーリャである。

  

  

  

  好歹想起以前的武斗会的时候，在斗技场攻击的结果被反击的回忆的闭口。

  　どうやら以前の武闘会の際に、闘技場にて襲い掛かった挙げ句の果てに返り討ちに遭った思い出を想起しての閉口。

  

  

  

  至今记忆犹新的是，这是足以让她失去气势的主要原因。

  　未だ記憶に新しいそれは、彼女の気勢を失わせるには充分な要因である。

  

  

  

  脑海中浮现出过去被人剜去胸口的触感，甚至让人感到一种压力。

  　過去に鳩尾を抉られた感触が脳裏へと浮かび上がり、気圧されてさえ見て取れる。

  

  

  “……”

  「‥‥」

  

  

  

  她依然一副害怕的样子，一脸发自内心的恐惧，让人退后一步。

  　依然として怖気付いた様子の彼女は、心底から恐れ慄いて窺える面差しで、一歩退いて見受けられる。

  

  

  

  “难不成……想一起跳舞吗?”

  「もしかして‥一緒に踊りたいのですか？」

  

  

  

  阿雪看到还没开口说话的萨里拉，完全误会了。

  　未だ続く言葉を発することのないサーリャの様子を見て取ったユキは、盛大に勘違い。

  

  

  

  阿雪看错了她心中的恐惧，用温柔的声音说了一句温暖的话。

  　怯えているその心中を見誤ったユキの、優しげな声色での、暖かな言葉が響いては聞こえる。

  

  

  

  “……”

  「‥ぅ‥」

  

  

  

  但是，面对阿雪的关怀，他也无法拒绝。

  　しかしながら、与えられたユキからの気遣いに対し、これを突っぱねることもままならないサーリャ。

  

  

  

  被笼络起来的她，不可能碍于心醉神迷的对方的好意。

  　籠絡されてしまった彼女であるから、まさか心酔している相手からの好意を無碍に出来る筈もない。

  

  

  

  “怎么了?”

  「どうしました？」

  

  

  

  阿雪不知道她内心复杂的内心纠葛，一脸讶异。

  　そんな彼女の内心複雑な心中で行われる葛藤などいざ知らず、怪訝な面持ちとなるユキ。

  

  

  

  面对露出的带着疑问的眼神，我想不出合适的语言。

  　露わとして見受けられる訝しげな疑問の入り混じる眼差しに対し、上手い言葉が浮かばないサーリャである。

  

  

  

  “……去。”

  「‥いく」

  

  

  

  但是，她马上思考了一下，稍微犹豫了一下，点了点头。

  　だがしかし、すぐさま思考を巡らせた彼女は、逡巡も程々に、頷いて見せた。

  

  

  

  “啊!爸爸!”

  「あっ、お父様」

  

  

  沙理摇晃着结实的臀部，五指抓住了阿雪纤细的手臂。

  　むっちりとした尻肉を揺らして歩むサーリャの五指は、ユキの細腕を捉えて見受けられる。

  

  

  

  被牵着手的阿雪，也抓住了站在一旁的龙鬼强壮的手臂。

  　手を引かれるがままにされるユキも、傍らに佇む龍鬼の逞しい腕を取る。

  

  

  

  他的肌肉像圆木一样隆起，阿雪一感觉到这种触感，就心跳加速。

  　丸太の如く筋肉の隆起さえも窺えるその感触を感じては、鼓動を高鳴らせるユキ。

  

  

  

  “嗯。”

  「ああ」

  

  

  

  龙鬼大方地点了点头，和两位美丽的少女一起走了过去。

  　これに鷹揚にも頷いてみせる龍鬼は、美しい少女両名と共に、足を運ばせる。

  

  

  

  这是一个与她们完全对称的、动作丝毫没有萎缩的梦。

  　そんな彼等彼女等とは対称的に、依然として動きに萎えが見受けられないユメである。

  

  

  

  “哎呀，阿雪你不会跳舞吗?很开心的。”

  「あら、ユキさんは踊らないのかしら？とても楽しいわよ」

  

  

  

  委员长从心底里流露出了极大的喜悦，仿佛为了发泄每天的郁愤而疯狂地跳舞。

  　心底から極めて喜悦を露わとして見受けられる委員長は、日々の鬱憤を晴らすかの様にして踊り狂って見て取れる。

  

  

  

  “真是太梦幻了，太可怕了~ ~舞跳得很好，腰的动作也很性感~ ~”

  「ユメちーマジでやばいね〜。すっごいダンス上手いし、腰の動きとかめちゃくちゃ色っぽいんですけど〜」

  

  

  

  “真的是这样啊~。原来委员长这么好色~。有点意外~”

  「マジでそれな〜。委員長ってこんなにエロエロだったんだ〜。ちょっと意外かも〜」

  

  

  

  因为梦见自己平时就注意着要成为他人的模范，所以能在这个时候把自己解放出来。

  　平素から他者の模範となる様な立ち振る舞いを心掛けているユメであるから、ここぞとばかりに自身を解放して見受けられる。

  

  

  

  看到这一幕，这里的两名先驱者辣妹大吃一惊。

  　これを目の当たりとしては、同所における先駆者足るギャル両名の驚きも一入。

  

  

  

  但是，对于她们暴露出来的惊愕，委员长并没有表现出丝毫不在意的样子。

  　しかしながら露わとして窺える彼女達の驚愕を与えられて尚、それに構った様子が見受けられない委員長。

  

  

  

  “梦……好厉害。”

  「ユメさん‥凄い」

  

  

  阿雪只是从旁观者的角度来看待这件事，看到这里不禁佩服起来。

  　これを一方的に傍目から眺めるユキは、これを前にしては感心も露わ。

  

  

  她们一边聊着天，一边其乐融融地交谈着，她望着她们充满尊敬的眼神。

  　賑やかにも和気藹々として言葉を交わし合う彼女等に尊敬の念の孕む眼差しを向けている。

  

  

  

  阿雪极其感慨地自言自语，同时将视线移向萨里拉。

  　極めて感嘆して見受けられるユキは、一人呟くと共に、サーリャに視線を移す。

  

  

  

  意国的少女摇晃着裹在短紧身裙里的臀部，让人迈开腿。

  　丈の短いタイトスカートに包まれたムチムチの臀部を揺らしては、足を運ばせる意国の少女。

  

  

  

  裹在紧身裤里的臀部，即使这样也能隐约窥见形状优美的裂隙。

  　ボディコンに包まれた尻肉は、これでもかとぱっつんぱっつんに形の良い割れ目を露わとして窺える。

  

  

  

  透过散发着妖艳光泽的下流服装的布料，能鲜明地看到安产型的柔嫩肉。

  　妖しい光沢を放って見て取れる卑猥な衣装の生地越しに、鮮明に見受けられる安産型の柔肉。

  

  

  

  她用力踩着高跟鞋，快步走着。

  　カツカツと足を納めているハイヒールを高鳴らせては、足速に歩む。

  

  

  被拉着手追随的阿雪，对身旁的龙鬼说。

  　これに手を引かれて追従するユキは、傍らの龍鬼へと言葉を述べる。

  

  

  

  “那个，对不起。把父亲送到这么简陋的地方……如果不情愿的话，您要回去吗?”

  「あの、申し訳御座いません。この様なはしたない場所にお父様を‥。不本意でしたら、もうお帰りになられますか？」

  

  

  

  阿雪本应开口道歉，但接下来的话语却显得低沉。

  　謝罪の口上を述べるべくして口を開いたユキは、続いて紡ぐ言葉の声色も消沈して見受けられる。

  

  

  

  龙鬼听了她的话，显得十分沮丧，但还是大方地回答。

  　酷く気落ちして窺える彼女の二の句を受けてはしかし、鷹揚に受け答える龍鬼。

  

  

  

  “没关系。和朋友交朋友，是任何事情都无法替代的经验。所以，没有什么好顾虑的。倒不如尽情享受之前没能实现自己任性的部分。”

  「構わん。友人と交友を深めることは、何事にも代え難い経験だ。故に、なんら遠慮をすることはない。寧ろ、これまで我が儘を叶えてやれなかった分、存分に楽しむが良い」

  

  

  特别是龙鬼说话的声音格外温柔，似乎露出了严厉而温柔的表情。

  　殊更に暖かな声色で語る龍鬼は、酷く優しげな面持ちを露わとして見受けられる。

  

  

  

  “爸爸……真漂亮❤️”

  「お父様‥素敵です❤️」

  

  

  

  阿雪见状，一脸恍惚地称赞道。

  　これを目の当たりとして応じるユキは、恍惚とした面持ち浮かべ、誉め唱えてみせるのであった。
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  阿雪目不转睛地看着正在尽情狂舞的梦和两个辣妹三人。

  　ここぞとばかりに、存分に踊り狂って窺えるユメとギャル二人の三名を尻目に、これを眺めるユキ。

  

  

  

  站在她两侧的，依然是一对养眼的男女。

  　そんな彼女の両脇に控えて見て取れるのが、相変わらずの、見目に優れた男女である。

  

  

  

  放出极其压倒性的存在感，能窥见端正的容貌的两名。

  　極めて圧倒的な存在感を放って窺える、端正な顔立ちが窺える両名。

  

  

  

  那些面无表情，看不出任何情绪的她们中，有一个发出了声音。

  　凡そ情緒というものが見受けられない無表情を晒している彼等彼女等の片割れが声を挙げる。

  

  

  

  “雪不混在一起行吗?”

  「ユキは混ざらなくていいのか？」

  

  

  是龙鬼。

  　龍鬼である。

  

  

  

  他的问话声音格外有力、粗犷，颇有男子气概。

  　殊更に力強く野太い、男らしい声色での問いかけを発して見受けられる。

  

  

  

  “我没事。”

  「わたしは大丈夫です」

  

  

  

  阿雪解读出他的疑问中隐含着温暖的关切，含糊地笑着回答。

  　与えられた疑問に孕んだ温かな気遣いの感情の色を読み解いたユキは、曖昧な笑みでの受け答え。

  

  

  

  “是吗?”

  「そうか」

  

  

  龙鬼虽然话不多，但还是大方地点了点头。

  　これを返されて応じる龍鬼も言葉少ないながらも、鷹揚にも頷いて見せた。

  

  

  他对阿雪投以慈爱的眼神。

  　何処か慈愛の含まれる眼差しをユキへと注いで見受けられる彼である。

  

  

  

  他似乎从心底里知道自己女儿的性格是内向的。

  　どうやら自らの娘の気質が、性根から内向的であることを、心底から知り及んでいる様である。

  

  

  

  阿雪的性格虽然不是很外向，但也不太外向，她很怕生。

  　凡そ、とてもではないが外交的とはいえない己の性質と同様に、人見知りきらいがあるユキ。

  

  

  

  阿雪对人能力极其低下，所以现在暴露在外面也是没办法的事。

  　極めて対人能力に劣るユキであるから、現在晒している様相も致し方なしだろう。

  

  

  

  不擅长与他人交流的她，只会站在墙边看着店内。

  　他者とのコミュニケーションに疎い彼女は、壁際で店内を眺めるばかり。

  

  

  

  她的眼睛特别漂亮，但与之成反比的是她的性格。

  　殊更に美しい見目を誇る彼女であるがしかし、それに反比例している性質。

  

  

  

  本来是可以按比例来衡量的，但自己的女儿却不在这个范围之内。

  　本来であるならば比例して窺えるそれも、自らの娘はその限りではない。

  

  

  

  与美丽的容貌相反，阿雪的自尊心严重丧失。

  　その麗しい容貌に反して、酷く自尊心の喪失が見受けられるユキである。

  

  

  

  龙鬼正确地领悟到了这一事实，保持着沉着的姿态。

  　その事実を正確に悟って見て取れる龍鬼は、落ち着いた立ち振る舞いを保っている。

  

  

  

  一脸平静的他慢慢地伸出手。

  　穏やかな面持ちを露わとして見て取れる彼は、おもむろに手を伸ばす。

  

  

  

  决定的是自己的女儿，伫立在一旁的阿雪的头部。

  　定められたのは自らの娘である、傍らへと佇むユキの頭部だ。

  

  

  

  “嗯❤️父亲……❤️”

  「んっ❤️お父様‥❤️」

  

  

  

  特别是抚摸着美丽的白金色长发的龙鬼，那张脸看起来充满了父性。

  　殊更に美しい白金色の長髪を撫でる龍鬼の面持ちは、酷く父性に満ち溢れて見受けられる。

  

  

  

  阿雪应声，顺从地站着，委身于舒适的感觉之中。

  　これに応じるユキは、されるがままに従順な立ち振る舞いにて、心地の良い感覚に身を委ねる。

  

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  父女俩如此亲密地交谈，让人不由得瞪大了眼睛。

  　そんな、場違いな程に仲睦まじい父娘両名のやり取りを眺めては、殊更にジト目を晒して窺える。

  

  

  

  “……雪……我也是。”

  「‥ユキ‥わたしも」

  

  

  

  然而下一个瞬间，她自己也不由自主地伸出了头。

  　しかしながら次の瞬間には自身もまた自ずと頭を差し出す様に動いていたサーリャである。

  

  

  

  与他娇小的身躯相称的，是与他年幼的年龄相称的举止。

  　その小柄な体躯に見合う、未だ歳幼き年齢相応の立ち振る舞い。

  

  

  

  “呵呵，你真聪明。”

  「ふふっ、お利口ですね」

  

  

  

  把手掌放在她头上的阿雪，仿佛绽放出花朵般灿烂的笑容。

  　そんな彼女の頭部に掌を置いたユキは、花が咲き誇らんばかりの笑みを零して見受けられる。

  

  

  

  “……”

  「‥ん」

  

  

  

  就像对小孩子说话一样，萨拉沙发自内心地高兴起来。

  　幼児に対して語り掛ける様な言葉を受けたサーリャはしかし、心底からの喜びも露わ。

  

  

  

  他似乎很舒服地感受到初雪般白鱼般的五指给予他的触感。

  　どうやらユキの初雪の如き白魚の様な五指から与えられる、感触を心地よく感じている様である。

  

  

  

  “阿雪，龙鬼大人真的不跳舞吗?太可惜了~ ~”

  「ユキっちっと龍鬼様はホントに踊らないの〜？勿体無いよ〜」

  

  

  

  “真的很开心啊~。是吧~ ?梦~”

  「マジでそれ〜。めちゃくちゃ楽しいよ〜。ね〜？ユメちー」

  

  

  

  “是啊，虽然只有一点点，但我能理解你们的心情了。”

  「そうね。少しだけだけれど、貴方達の気持ちが理解することができたわ」

  

  

  

  看到包括阿雪在内的所有人都营造出了明显不合时宜的气氛，梦也叫了一声“辣妹”。

  　明らかに場違いな雰囲気を醸し出しているにも程があるユキを含めた面々を目の当たりとしては、ギャルとユメも声を挙げる。

  

  

  

  前者是指带着些许愉快的疲劳，擦拭汗津津的额头。

  　前者は僅かばかりに心地よい疲労を伴って窺える、汗を滲ませた額を拭ってのこと。

  

  

  

  后者依然是利落的一举手一投足，丝毫看不出萎靡。

  　後者は依然として、キレのある一挙手一投足からの、一切の萎えが見受けたられない立ち振る舞いにて。

  

  

  

  从人们跳舞的讲台附近，来到阿雪伫立的墙边，可以看到这三个人。

  　人々が踊る壇上付近から、ユキが佇む壁際へと訪れて見て取れる三名だ。

  

  

  

  “嗯……我太激烈了……”

  「えと‥わたしはあまり激しいのは‥」

  

  

  面对对方的邀请，他脸上浮现出暧昧的笑容，是明确的拒绝吗?

  　与えられた誘い文句に対し、曖昧な笑みを浮かべての、明確な拒絶の意志を含んだ返答だろうか。

  

  

  

  “这样啊~ ~不过你可以和我们一起跳舞哦~ ~我会好好引导你的~ ~”

  「そっか〜。でもでもウチ等と一緒に踊ればいいんだよ〜。ちゃんとリードしてあげるから〜」

  

  

  

  “真的吗?我会好好看着你的，不会让你累的，过来吧。”

  「マジでそれな〜。ユキっちが疲れない様にしっかりと見ててあげるから、こっちきなよ〜」

  

  

  

  “你觉得棘手的女儿，说不定会意外地着迷呢。阿雪，你觉得呢?”

  「苦手に思っている娘の方が、存外のことハマるかもしれないわね。ユキさんもどうかしら？」

  

  

  

  但是，对于她踌躇的样子，大家都毫不在意。

  　しかしながら、躊躇いも露わとする彼女の様子をなんら意に介することがない面々だ。

  

  

  

  特别是她们三个人，他们的措辞更显得有几分威力。

  　殊更に並べ立てる物言いも幾分か威力的な口上に増して見受けられる彼女等三名である。

  

  

  

  “怎么办……”

  「‥どうしましょう‥」

  

  

  

  阿雪听了，把视线转向依然在自己身边的龙鬼和萨里亚。

  　これを受けたユキは、依然として自らの傍へと控えている龍鬼とサーリャの両名に視線を向ける。

  

  

  

  视线在自然而然地站在自己两侧的两者之间来回走动。

  　自ずと自身の両脇を固める両者の間で視線を行ったり来たり。

  

  

  

  “爸爸和莎莉拉也一起跳吗?”

  「お父様とサーリャさんも一緒に踊りませんか？」

  

  

  

  阿雪似乎想起了什么，眨巴着眼睛。

  　そして何やらを思い浮かんだ様子で瞳をパチクリとして見て取れるユキ。

  

  

  

  接下来自然脱口而出的提议，在站在阿雪两边的人看来，是发自内心的不情愿。

  　次いで自然と口から溢れでた提案は、ユキの両隣に佇む者からすれば、心底から不本意な代物。

  

  

  

  “嗯，没关系。”

  「ああ、構わん」

  

  

  

  但是，龙鬼是一心一意地爱着自己的女儿，所以点头回应。

  　だがしかし、自らの娘へと一心に、並々ならに愛情を注いで窺える龍鬼だから頷きで返してみせる。

  

  

  

  他像个男子汉一样毫不犹豫地回答，让人看到了他堂堂正正的举止。

  　間髪入れずに男らしく受け答えた彼は、これでもかと堂々とした立ち振る舞いを見せつけて見受けられる。

  

  

  

  “……想跳舞?”

  「‥おどりたい？」

  

  

  

  接着发出声音的是另一个作为护卫的异国少女。

  　次点で声を挙げたのは、もう一方に護衛として身を控えさせている異国の少女である。

  

  

  

  “……是的。”

  「‥はい」

  

  

  

  拥有可爱容貌的金发少女的碧眼注视着站在一旁的阿雪。

  　可憐な容貌を誇る金髪少女の碧眼が、傍らへと佇むユキの表情を覗きこむ。

  

  

  

  尤其是被抬眼看着的她，咽下一口唾沫，表示肯定。

  　殊更にジッと上目遣いにて見上げられて窺える彼女は、唾を飲み下すと共に肯定の意を示す。

  

  

  

  那是一双宛如宝石般晶莹剔透的碧眼，两人交叉着视线点了点头。

  　サーリャの宝石の如く透き通った美しい碧眼と視線を交差させての頷きだ。

  

  

  

  “……知道了。”

  「‥わかった」

  

  

  

  阿雪有一种错觉，觉得自己不由自主地被他的眼睛吸了进去，但他突然给出的回答却是肯定的。

  　思わずその瞳に吸い込まれてしまう様な錯覚を覚えていたユキであるがしかし、不意に与えられた返答は肯定。

  

  

  

  “太好了。”

  「よかったです」

  

  

  

  听到两名男女用温暖的声调关切的话语，阿雪露出灿烂的微笑。

  　両名の男女から与えられた暖かな声色での、気遣いの言葉に、花が咲き誇らんばかりに微笑むユキ。

  

  

  

  举止优雅、手捂嘴角、满脸优雅微笑的阿雪，美得不合时宜。

  　品のある所作で口元に手を当てて、満面の微笑を上品に称えて窺えるユキは、場違いな程に美しい。

  

  

  “那我们走吧!”

  「それでは、参りましょうか」

  

  

  

  就这样，阿雪得到了两人的认可，毅然地叫住了他。

  　そんなこんなで両者の承認を得たユキは、毅然とした立ち振る舞いで呼び掛ける。

  

  

  

  “嗯……”

  「ん‥」

  

  

  

  面对表情凛然的她，仍在秘密行动的萨里亚点了点头。

  　凛然とした面差しが窺える彼女に対し、依然として隠密をしているサーリャが頷きを返す。

  

  

  

  “嗯。”

  「ああ」

  

  

  

  接下来，龙鬼用极少的语言回答，同样沉着冷静地回答。

  　次いで極めて言葉少なに返答して窺える龍鬼も同様に、落ち着いた立ち振る舞いでの返答。

  

  

  

  女孩和梦中的那些人正视着她们，露出了佩服的表情。

  　そんな彼等彼女等を真正面から見て取ったギャルとユメの面々は、何処か感心の面持ちを露わとして見受けられる。

  

  

  

  她们三个人似乎发自内心地发出了强烈的感叹，但看上去却显得格外感伤。

  　心底から酷く感嘆した雰囲気を漂わせて見て取れる彼女等三名は、殊更に感傷的な様相を呈して窺える。

  

  

  

  “耶~ ~那就去吧~ ~没关系没关系，放心好了~ ~一开始不用太激烈哦~ ~慢慢习惯就好了~ ~我们一开始也是这样的感觉。所以我觉得没必要太紧张~雪琪是什么都太紧张了。如果不放松一下肩膀的话会很累的~ ?我们这种人啊，即使很散漫也完全无所谓的哟?更适当地生活吧~。对吧~ ?”

  「イェーイっ❤️それじゃあ行こっか〜。大丈夫大丈夫、安心していいよ〜。最初はあんまり激しくなくていいからね〜。段々と慣らしていけばいいんだよ〜。ウチらも最初はそんな感じだったしね〜。だからあんまし緊張する必要はないと思うな〜。ユキっちは何でもかんでも気張りすぎなんだよ〜。もっと肩の力抜いていかないと疲れちゃうよ〜？ウチなんてほら、こ〜んなにだらしなくしてても全然平気だよ？もっと適当に生きていこうよ〜。ね〜？」

  

  

  

  “真的是这样啊~大家都不会像阿雪那样考虑太多事情的。我觉得我们总是只考虑男人和打扮。倒不如说像雪琪这样认真的孩子比较少见呢~。大概也有只掩饰外表的孩子吧~，雪琪真的很像那样呢~。再摘下些帽子吧~。多多解放自己吧~”

  「マジでそれな〜。みんなユキっちみたいにあんまし物事を深く考えることとかしないよ〜。ウチ等なんて常に男のこととか、オシャレのこととかしか考えてないと思うな〜。寧ろユキっちみたいに真面目ちゃんしてる子の方が珍しいよね〜。多分外面だけ取り繕ってる子もいるけど〜、ユキっちは本当にそれっぽいよね〜。もっとハメを外していこうよ〜。たくさん自分を解放しちゃおうよ〜」

  

  

  

  “阿雪，你看起来一直被压抑着，但现在就算暴露出真实的自己，也不会有人抱怨的。”

  「ユキさん、貴方は昔から抑圧されている様に見えたわ。けれど、ここは本来の自分を曝け出したとしても、誰も文句は言わないわ」

  

  

  

  她们比平时更加意气风发，话也多，特别能说。

  　平素にも増して勢い付いた調子にて、口数も多く、殊更に語ってみせる彼女等である。

  

  

  

  “……我……”

  「‥わたしは‥」

  

  

  与以前不同，阿雪的态度极为友好，她让阿雪稍事休息后说:

  　以前とは異なり、極めて友好的な態度での言葉を投げ掛けられたユキは、一瞬の暇を垣間見せた後に─

  

  

  “征!”

  「征くぞ」

  

  

  “嗯……去。”

  「‥ん‥いく」

  

  

  接着，从站在两侧的龙鬼和萨里拉那里听到的话，他的表情非常感动。

  　続いて両隣に佇む龍鬼とサーリャから与えられた言葉を受けて、感極まった面持ちとなる。

  

  

  

  “是的。”

  「はい」

  

  

  

  阿雪用力点头，为了打破自己的躯壳，向前迈出了一步。

  　これに力強く頷きを返すユキは、自らの殻を打ち破るべくして、一歩前へと踏み出したのであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  转生到这个世界，第一次在夜总会夜游后迎来的第二天。

  　この世界へと転生を果たして、ナイトクラブにて初の夜遊びを経験しての迎えた翌日のことである。

  

  

  

  因为一直玩到天亮，所以比平时起得更晚。

  　明け方まで遊び呆けていたが故に、平素よりも遥かに遅い起床と相成った。

  

  

  

  刚浮现的意识迅速鲜明起来，阿雪立刻换掉昨晚的衣服。

  　浮上したばかりの意識を急速に鮮明としたユキは、途端に昨夜のままの衣装から、着替えを始めた次第である。

  

  

  

  她脱掉裹在身上的塑身衣，对镜子里自己的肉体光景感到惊愕。

  　そうして身を包んでいたボディコンを脱いだ彼女は、姿見に映る自身の肉体の光景に驚愕した。

  

  

  

  直到昨天晚上都没有看到自己的下腹部刻着子宫形状的纹路。

  　なんと、昨夜までは見受けられなかった自身の下腹部に、子宮の形状を模した、紋様が刻み込まれて窺えたのだ。

  

  

  

  被施过的那个，看起来有一点点淡淡的白金色的光辉。

  　施されたそれは、僅かばかりに薄っすらとした白金色の輝きが滲み出て見受けられる。

  

  

  

  尤其不可思议地出现，是迄今为止人生中从未见过的东西。

  　殊更に摩訶不思議にも顕現して窺える、凡そこれまでの人生において目の当たりとしたことがない代物。

  

  

  

  但是，他的混乱也只是暂时的，马上就会根据雌性的本能，明白那是怎样的东西。

  　しかしながら、混乱を露わとしたのも束の間、すぐさま雌としての本能により、それがどの様な代物であるのかを悟る。

  

  

  

  对于想到的事实，阿雪感到无上的喜悦，当场迎来了高潮。

  　思考が思い至る事実に対し、至上の喜びを感じたユキは、その場で絶頂を迎えた。

  

  

  

  在理解家徽的含义的同时，也承受着溢出来的幸福感。

  　紋様の意味するところを理解すると同時に満ち溢れてくる多幸感を甘受していた。

  

  

  

  但是，学园里和平时一样，因为阿雪能看到她上学的样子，每天的日常生活继续着。

  　だがしかし、学園には平素と変わらずに、通う姿が見受けられたユキであったため、日々の日常は続けられた。

  

  

  

  可喜可贺的是阿雪怀孕了。

  　おめでたくも妊娠を果たしたユキである。

  

  

  

  但是由于鬼人的特性，对自己的肉体并没有特别的异常。

  　しかしながら鬼人としての特性故に、自身の肉体に対しての異常は、特段見受けられなかった。

  

  

  

  连这种征兆都没有，反而觉得比平时更加得意忘形了。

  　その兆しさえ窺うことはできず、むしろ平素よりも遥かに調子に勢い付いた様な感覚に襲われた。

  

  

  

  因此，自从去了夜总会之后，她就连日连夜去闹市，整天游手好闲。

  　故に彼女は、ナイトクラブへと訪れた日を境に、連日連夜繁華街へと繰り出しては、遊び呆けていた。

  

  

  

  当然，伴随着龙鬼和萨里拉的护卫，和两名甜酒辣妹一起，连委员长的梦都卷入其中狂舞。

  　無論、龍鬼とサーリャの護衛を伴い、あまつさえギャル両名と共に、委員長のユメすらも巻き込んで踊り狂った。

  

  

  

  包括阿雪本人在内，每个人都平静地享受着刺激的日常生活。

  　当人のユキを含めた誰もが穏やかながらも、殊更に刺激的な日常の日々を、心底から享受した。

  

  

  

  阿雪等人每天都过着放学后马上去夜总会泡到凌晨的生活。

  　放課後を迎えればすぐさまナイトクラブへと赴き、明け方まで入り浸る生活を繰り返していたユキ達面々だ。

  

  

  

  在以前看来非常褪色的校园生活，到了现在却赋予了特别不同的色彩。

  　以前までは酷く色褪せて見受けられた学園での生活は、現在に至っては殊更に異として彩りが与えらていた。

  

  

  

  与过去被人背地里说坏话时相比，现在的日子过得非常开心，简直无法想象。

  　過去の陰口を叩かれていた時分からは、とてもでないが考えられない程に、喜びに甘受できる日々であった。

  

  

  

  

  因此，岁月转瞬即逝，等回过神来，周围的人已经能看出她隆起的肚子了。

  　お陰で月日は瞬く間に流れていき、気がついた頃には、お腹の膨らみが周囲から窺える程に変じて見て取れるまでになっていた。

  

  

  

  话虽如此，从雌性鬼人的特性来看，即使体内怀有婴儿，也不会出现明显的征兆。

  　とはいえ元来、鬼人の雌の特性としては、例えその身に赤子を宿していたとて、その兆候が顕著に見受けられるわけでなし。

  

  

  

  除此之外，强烈的幸福感油然而生，随之而来的是母性的涌起。

  　それに加え、殊更なまでに強烈な多幸感が満ち溢れると共に、それに伴う母性も湧き上がるのだ。

  

  

  

  无止境地持续高涨，从肉体深处如汤水般产生的雌性本能。

  　際限なく昂り続ける、肉体の奥底から湯水の如く生じる雌としての本能。

  

  

  

  无处可去的阿雪，只好压抑自己的情绪，把自己逼到走投无路的地步。

  　行き場のないそれからは、自ずとユキ自身の情緒に対し抑圧を掛けて、暴発寸前まで追い詰めた。

  

  

  即使每天都去夜总会，也无法消除心中的郁愤。

  　日々ナイトクラブに通い詰めても尚、自然と溜められた鬱憤を晴らすには至らない。

  

  

  

  阿雪无法抑制因不断累积而产生的雌性鬼本能所带来的情绪。

  　延々と解消されることなく積み重ねられるそれにより、鬼人の雌としての本能からもたらされる情動を抑えきれなかったユキである。

  

  

  

  她向“龙鬼”请求交配，按照“龙鬼”的请求给她投胎后，却意外地发现要生了。

  　龍鬼へと交尾を嘆願した彼女は、その懇願通りに子種を注がれた後に、思いがけずして産気づいた次第であった。

  

  

  

  匆忙的日子不断浮现，就像走马灯一样在阿雪的脑海中闪过。

  　慌ただしい日々が浮かび上がっては想起され、まるで走馬灯の如くユキの脳裏を駆け抜けていく。

  

  

  

  虽然只是一瞬间，但阿雪每天都享受着发自内心的充实。

  　極めて刹那的であれど、確かに心底からの充実を享受していた、毎日を送っているユキであった。

  

  

  

  被称为每天的青春，一起度过了没有任何妨碍的日常，无可替代的伙伴们。

  　日々の青春とも称して、なんら差し支えないまでの日常を共に過ごした、かけがえの無い仲間達。

  

  

  

  一起游玩度过了那样刺激的日常的她们，访问了现在迎接分娩的阿雪所在的神殿。

  　そんな刺激的な日常を共に遊び過ごした彼女等は、現在出産を迎えるユキの居る神殿へと訪れていた。

  

  

  

  和她一起站在离阿雪更近的位置的人，当然是二龙鬼。

  　そして彼女と共に、場を同じくしているユキに対して、より近いしい位置に佇む者として、当然ながらに龍鬼。

  

  

  

  另外，还有两名看起来特别兴奋的辣妹和身为委员长的梦也来了。

  　これに加え、何処か殊更に興奮した面持ちを晒して見受けられるギャルの両名と、委員長であるユメまでもが赴いていた。

  

  

  

  从一起去夜总会那天开始，两人的关系就很和睦，建立了朋友关系。

  　ナイトクラブへと共に赴いた日を境から、共に親睦を深めたことにより友人としての関係を築いた。

  

  

  称她们为好友也不为过，她们都是听到阿雪分娩的消息才赶来的。

  　そんな親友と称してすらも過言ではない彼女等面々は、ユキの出産の報を耳として駆けつけた次第であった。

  

  

  而且，他依然使用隐密之术，隐藏自己的存在，并在阿雪身边守候。

  　そして、依然として隠密の術を行使することにより、自らの存在を秘匿しながらも、ユキの傍らへと控えて見受けられるサーリャ。

  

  

  

  比起知道阿雪怀了孩子的事实，两人之间的距离似乎更缩短了。

  　ユキが子を宿した事実を知り及んでからというものより一層のこと、距離が縮まって見受けられるサーリャだろうか。

  

  

  

  看来他对平时充满慈悲母性的圣母般的微笑，抱有非同寻常的好感。

  　どうやら平素から慈悲深い母性に満ち溢れるユキの聖母のごとき微笑に対し、並々ならぬ好感を抱いた様である。

  

  

  

  他们全都围在神殿祭坛上的阿雪周围。

  　彼等彼女等皆が一様に、神殿の祭壇にて横たわるユキの周囲を囲む様にして集って見受けられる。

  

  

  

  这些人又被围在外面，可以看到很多村子里的人。

  　その面々を更にまた外側を囲う様にして、大勢の村の人々の姿が見て取れる。

  

  

  

  不论男女老少，他们都很有看头，即使没有和阿雪交流过，也会来到现场。

  　老若男女一切の分け隔てなく物見高い彼等彼女等は、例えユキとの交流がなくとも立ち合いの場へと訪れていた。

  

  

  

  在众人瞩目的关键时刻，阿雪张开双腿，露出自己私密部位的裂缝，更让人感到耻辱。

  　多くの注目が集う、そんな最中に自らの両脚を広げ、自身の秘部の割れ目を晒しているユキは、殊更に恥辱を感じて見受けられる。

  

  

  

  初雪般的纯白肌肤，随着自己暴露在室外的痴态，甚至可以看到被染成苹果一样的红色。

  　初雪の如き純白の肌が、外気に晒された自らの痴態に応じては、林檎のように赤く染まってさえ窺える。

  

  

  

  而唯一没有被发现的就是风歌和她的父亲豪鬼。

  　そして、唯一姿が見受けられないのがフウガと、その父親である豪鬼である。

  

  

  

  但是，没有一个人会责怪他们不在一起。

  　しかしながら彼等が同所へと居合わせていない不在を責める様な、愚を冒す者は誰一人として窺えない。

  

  

  

  因为来到这里的所有人，都亲眼目睹了围绕阿雪在武斗会上的决斗。

  　何故ならば、この場へと訪れている人々の全てが、ユキを巡った武闘会での決闘を目の当たりとしているからである。

  

  

  

  因此，所有人都知道，赌上性命为阿雪倾注全部心力的风贺，因为这个原因无法前往此地。

  　故に、自らの生命を賭してまでユキに全霊を注いだフウガが、その要因から同所へと赴くことができないことを誰もが承知していた。

  

  

  

  他的父亲豪鬼，因为平时就有战斗狂的样子，所以没必要特别提及。

  　そんな彼の父である豪鬼は、平素から戦闘狂な立ち振る舞いが見受けられていたために、特段言及されるまでもなかった。

  

  

  

  看来是没能单纯地激起他的好奇心。

  　どうやら単純に好奇心を唆られなかった様である。

  

  

  在这么多的观众面前，阿雪终于有了生产的机会。

  　そんなこんなで大勢の観衆の元に、出産の場を設けられることと相成ってしまった次第のユキである。

  

  

  

  还有一个少女和一个男人远远地望着她的身影，仿佛在追击她。

  　そして更には、そんな彼女へと追い討ちをかけるかの如く、これを遠目に眺めている少女と男の姿がある。

  

  

  

  是谁呢，是阿雪的青梅竹马冰华。

  　誰であろうそれは、ユキの幼馴染の氷華である。

  

  

  他带着坏朋友阿政一起去了那里。

  　傍らに悪友であるマサを連れ立って、同所へと赴いた様子。

  

  

  

  事到如今，阿雪才发现令人怀疑自己眼睛的事实，她后悔自己当初没有知道。

  　その目を疑う様な事実を、今更ながらに見て取ったユキは、それを知り及んでいなかった自身の選択を後悔した。

  

  

  

  因为在龙鬼召集人们之前，就可以预先知道会有哪些人来访。

  　何故ならば、予め龍鬼が人々を集わせる前に、どの様な面々が訪れるのかを把握することも可能であったのだから。

  

  

  

  然而，分娩迫在眉睫的时间和意识到即将分娩的肉体，已经无法再拖到明天了。

  　しかしながら、最早出産を間近に控えている手間、産気づいた肉体を明日に持ち越すことも叶わない。

  

  

  

  如果龙鬼能够领悟他人的微妙之处，并领会其意志，对人能力出众的话，这是可以避免的事情，但对于粗野的他来说，并不局限于此。

  　仮に龍鬼が他人の機微を悟り、その意志を汲むことができる程に、対人能力に優れていれば避けられた事態であるがしかし、無骨な彼はその限りではない。

  

  

  

  虽然被冠上鬼人最强之名的他，拥有强大的绝对力量，但也不是万能的。

  　鬼人最強の名を冠する彼ではあるものの、その強大なる絶大な力を誇っても尚、万能というわけではなかった。

  

  

  

  如此愚直至极的龙鬼，竟然还和阿雪的青梅竹马冰华打过招呼。

  　そんな愚直極まる龍鬼は、どうやらユキの幼馴染である、氷華にまで声を掛けていた次第である。

  

  

  

  被幼年时期就定下婚约的青梅竹马看到自己生孩子的样子。

  　幼少期の時分に将来の婚約まで交わした幼馴染相手に、自らが出産する姿を目にされる。

  

  

  不仅如此，他还是别人，甚至是自己的父亲龙鬼所生的婴儿。

  　それだけでなく他人であり、あまつさえ自身の父である龍鬼との間にもうけられた赤子。

  

  

  

  如果是一般人，感到羞耻也是没办法的事，这是一种耻辱至极的状况，但阿雪本人却丝毫看不出有丝毫介意的样子。

  　常人であれば羞恥を覚えても致し方ない、恥辱極まる状況であるのだがしかし、これに構った様子が見受けられないのが当の本人であるユキ。

  

  

  

  反而对在场的冰华等人连一眼都不看，甚至有一种回避感。

  　寧ろこの場に居合わせているだけの氷華などには一瞥さえくれずに、何処か忌避感さえ抱いて窺える。

  

  

  

  然而，聪明的阿雪立刻将视线从过去的男人身上移开，仰望自己的父亲。

  　しかしながら聡明なユキは、即座に過去の男の成れの果てから視線を逸らすと、自らの父を仰ぎ見る。

  

  

  

  虽然离得很远，但冰华却准确地看到了她意识的变化，脸色阴沉下来。

  　そんな彼女の意識の移り変わりを、遠目ながらも正確に見て取った氷華は、面持ちを曇らせる。

  

  

  

  被彻底的绝望所击垮的冰华，低下了头。

  　与えられた完膚なきまでの絶望に打ちひしがれた氷華は、面持ちを俯かせた。

  

  

  

  她迈着毫无知觉的步伐跪在地上，以劈座的姿势将双腿向外伸展。

  　覚束ない足取りでその場に膝を落とした彼女は、割座の姿勢で自らの両脚を外側へと放り出した。

  

  

  

  冰棍一屁股坐在用坚硬的石板铺成的地板上。

  　固い石畳で誂えられている床の上へと、ぺったりと尻もちをつく氷菓。

  

  

  

  她像个坐着的女孩子，凝视着腹部布满纹样的阿雪。

  　所謂女の子座りの様相を呈している彼女は、紋様の施されている腹部を露わとしたユキを見つめている。

  

  

  

  她的视线投向隐约透出白金光泽的下腹，尤其能看出隆起。

  　仄かな白金の輝きを滲ませて見受けられる、殊更に膨らみが窺える下腹部へと視線を注いでいた。

  

  

  

  不是像自己那样沦落为雌性的不体面的存在，而是孕育着极其优秀的雄性赤子的胎。

  　自身の様な雌に堕ちて成り下がった無様な存在などではなく、極めて優秀な雄の赤子を孕んだ胎。

  

  

  

  光看旁人就能看出她怀有身孕的样子，冰华被强烈的情绪打动了。

  　人目見ただけでも理解出来る程に身籠っていることが窺えるそれを目の当たりとした氷華は、強烈な情動に見舞われた。

  

  

  

  冰华以极度消沉的样子，被站在一旁的雅政强壮的臂弯支撑着，用力地抱紧。

  　酷く消沈した様子で、傍らに佇むマサの逞しい腕の中に支えられ、力強く抱きしめられて見受けられる氷華。

  

  

  

  阿雪对这两个人的肉体关系毫不在意，从她身上看不出她对冰华的依恋。

  　そんな肉体関係さえも窺える二人を意に介することがないユキからは、氷華に対しての未練を見受けられることはない。

  

  

  

  “父亲❤️”

  「‥お父様❤️」

  

  

  阿雪用陶醉的眼神看着自己的父亲，用发自内心的撒娇声音低语。

  　うっとりとした眼差しで自身の父を見つめるユキは、心底から甘えた声色で囁いた。

  

  

  

  龙鬼被人用极其明显的谄媚的眼神抬眼看着，不过他还是大方地点了点头。

  　極めてあからさまな程に媚びを売って見受けられる上目遣いで見上げられた龍鬼は、鷹揚にも頷いてみせる。

  

  

  

  “别担心，我在你身边。”

  「案ずるな。俺が傍についている」

  

  

  他从她看向自己的眼神中看出一丝不安，以强有力的声音回答。

  　己に向けられた眼差しに孕んだ僅かばかりの不安を読み解いた彼は、力強い声色で受け答えた。

  

  

  

  “……是❤️。”

  「‥はい❤️」

  

  

  不约而同地五指交缠。

  　どちらからともなく互いに五指を絡ませる。

  

  

  发自内心充满感情的驱使下，为了传达彼此的想法而用力地握在一起。

  　心底から満ち溢れる情動の赴くがままに、互いの想いを伝えるべくして力強く握り合う。

  

  

  

  委身于涌起的强烈的冲动中，确认彼此的想法。

  　湧き上がる強烈なまでの衝動に身を委ね、互いの想いを確かめ合う。

  

  

  

  然而，无需重新认识，胎中孕育的生命已经证明了两人深厚的爱情。

  　しかしながら改めて認識するまでもなく、既にその胎に宿る命が二人の深い愛情を証明していた。

  

  

  

  两人如此和睦地对视，阿雪的表情终于发生了变化。

  　その様にして仲睦まじく見つめ合う二人であったがしかし、遂にユキの表情に変化が訪れる。

  

  

  “嗯❤️啊❤️爸爸❤️”

  「んんっ❤️ああっ❤️お父様っ❤️」

  

  

  阿雪对从自己肉体深处涌出的惊人快感发出甜美的娇声。

  　途端、自身の肉体の奥底から湧き上がる凄まじいまでの快感に、甘い嬌声を挙げるユキ。

  

  

  “没关系，你就随它去吧。”

  「大丈夫だ。その感覚に身を委ねるがいい」

  

  

  然而，给发出娇艳娇喘声的她的，是极为沉着的龙鬼的声音。

  　しかしながら、艶かしい喘ぎ声を奏でる彼女へと与えられたのは、極めて落ち着いた龍鬼の声。

  

  

  

  “嗯!❤️。想❤️啊❤️父亲买❤️也郁葱❤️不行!❤️人❤️”

  「んんっ❤️ですがっ❤️ああっ❤️お父様っ❤️もうっ❤️ダメっ❤️ですっ❤️」

  

  

  虽然阿雪看到龙鬼那张极其平静的脸，但还是对即将袭来的快乐感到恐惧。

  　至極穏やかな龍鬼の面持ちを見て取ったユキは、それでも襲いくる快楽の波に恐怖した。

  

  

  “嗯!❤️爸爸然后❤️雪!❤️害怕人❤️厉害的想❤️废柴的邀来现在❤️不依靠❤️爸爸然后❤️爸爸然后❤️”

  「んんっ❤️パパぁっ❤️ユキっ❤️怖いですっ❤️すごいのがっ❤️ダメなのが来ちゃいますっ❤️いやですっ❤️パパぁっ❤️パパぁっ❤️」

  

  

  被压倒性快感的旋涡吞噬的她，有强烈的幸福感。

  　圧倒的なまでの快感の渦に飲み込まれている彼女は、強烈な多幸感を覚えていた。

  

  

  “救救我唉❤️ユキイ子突变❤️爸爸和宝贵的婴儿无生ゃいけないのにっ❤️李就~❤️爸爸然后❤️啊❤️嗯!❤️”

  「たすけてぇっ❤️ユキイっちゃうっ❤️パパとの大事な赤ちゃん産まなきゃいけないのにっ❤️イっちゃうのぉっ❤️パパぁっ❤️ああっ❤️んんっ❤️」

  

  

  被不期而遇的快乐的浊流捉弄的她，从裂缝里喷出了潮水。

  　予期せず訪れた快楽の濁流に翻弄される彼女は、無様にも割れ目から潮を噴いた。

  

  

  “哦唷❤️恩❤️”

  「おお゛ッ❤️んんっ❤️」

  

  

  无法承受意外得到的压倒性的快乐洪流的理性迎来了崩溃。

  　思いがけずして与えられた圧倒的なまでの快楽の奔流に耐えきれなかった理性が崩壊を迎えていた。

  

  

  

  再次吹过的海风比刚才更猛烈。

  　再度に渡る潮吹きは、先程よりも殊更に勢いを増して噴き出して見受けられた。

  

  

  

  “专干❤️专干❤️专干❤️噢゛月色❤️嗯!❤️爸爸然后❤️须❤️”

  「イク❤️イク❤️イク❤️おお゛ッ❤️んんッ❤️パパぁっ❤️ああッ❤️」

  

  

  

  从裂缝里噗噗噗地喷出好几次，奇异地落在伫立眼前的冰华上。

  　割れ目からプシっ❤️プシっ❤️と幾度となく噴出されるそれは、奇しくも眼前へと佇んでいた氷華へと降り掛かった。

  

  

  

  但是，在羊水和爱液的混合下，冰华凝视着阿雪，仿佛要把阿雪吞进去似的。

  　だがしかし、羊水と愛液の入り混じるそれを受けて尚、ユキを食い入る様にして見つめている氷華。

  

  

  

  只能单方面将视线投向阿雪的冰华，看起来十分憔悴。

  　一方的にユキへと視線を注ぐことしかできない氷華は、極めて憔悴しているように見受けられた。

  

  

  

  然而，阿雪的快乐却让她根本无法放在心上，她的身体剧烈痉挛。

  　しかしながらそれを意に介することすらままならない程の快楽に見舞われるユキは、身体を大きく痙攣させる。

  

  

  

  “喔❤️搞笑❤️搞笑❤️❤️”

  「おお゛ッ❤️イグッ❤️イグッ❤️んんッ❤️」

  

  

  

  他张开大步，毫无防备地露出裂缝，这是一幅极其淫猥的景象。

  　無様にも見せつける様にして大股を開き、無防備ながら割れ目を晒す姿は酷く淫猥な光景として窺える。

  

  

  “您゛❤️您一万困❤️您一万做出好自在如❤️イグッ❤️红色小阿堂❤️嗯!❤️我的红色酱❤️体会被月色❤️须❤️啊!”

  「おッ゛❤️おまんこッ❤️おまんこきもちいいッ❤️イグッ❤️あかちゃんうまれるッ❤️んんッ❤️わたしのあかちゃんッ❤️うまれるッ❤️ああッ❤️んんッ」

  

  

  在惊人的压倒性快乐的迸出中，她的意识已经模糊了。

  　凄まじいまでの圧倒的な快楽の迸りに最早意識をの混濁が見受けられる彼女。

  

  

  

  连自己刚才说的话的意思都变得含糊不清，只是一味地高潮。

  　自身が今し方発した言葉の意味するところすらも曖昧となりて、ただひたすらに絶頂する。

  

  

  

  阿雪发出不像少女的野兽般混浊的喘息声，她的表情显得格外兴奋。

  　凡そ少女らしくない獣の様な、酷く濁った喘ぎ声を挙げるユキの表情は、殊更なまでに蕩けている。

  

  

  “イグッ❤️还李子突变❤️爸爸然后❤️救救我!❤️雪!❤️涅过去❤️啊❤️专干!❤️噢゛月色❤️搞笑❤️搞笑❤️搞笑赴台~❤️”

  「イグッ❤️まだイっちゃうっ❤️パパぁっ❤️たすけてっ❤️ユキっ❤️またっ❤️ああっ❤️イクっ❤️おお゛ッ❤️イグ❤️イグ❤️イグぅぅぅッ〜❤️」

  

  

  只见他的腰胡乱地往空中一摇一摆，样子惨不忍睹。

  　無様にも腰をヘコっ❤️ヘコっ❤️と虚空へと揺らし、惨めな腰振りを見せつけている。

  

  

  

  出乎意料的是，她每天去夜总会练出的下流舞蹈成果，竟然在意想不到的地方发挥出来了。

  　思いがけずして、日々のナイトクラブ通いで培った、卑猥なダンスの成果が思わぬ所で発揮されて見受けられた彼女だった。

  

  

  

  从秘部的裂缝中依然可以窥见吹着潮水的阿雪，被断断续续的高潮戏弄着。

  　依然として秘部の割れ目から潮を吹き散らして窺えるユキは、断続的に与えられる絶頂に翻弄されていた。

  

  

  一直“爸爸~❤️饼好atm❤️一直好自在的~❤️红色酱鱼❤️我的红色酱鱼❤️红色酱嗯的月色❤️随好atm❤️您゛月色❤️噢゛月色❤️呵呵呵~如゛❤️イグッ❤️嗯!❤️啊!您゛❤️イグッ❤️”

  「パパぁッ❤️きもちいいッ❤️きもちいいのぉッ❤️あかちゃんッ❤️わたしのあかちゃんッ❤️あかちゃんうむのッ❤️きもちいいッ❤️お゛ッ❤️おお゛ッ❤️ほぉッ゛❤️イグッ❤️んんッ❤️んおッ゛❤️イグッ❤️」

  

  

  

  一改平时凛然的面容，绝顶的宣言完全不像她的形象，充满野兽气息。

  　平素から凛然とした面差しが見受けられる、酷く彼女らしくない獣染みた絶頂の宣言が木霊する。

  

  

  

  本来分娩多半伴随着疼痛，但为了维持物种的存续而定做的雌性鬼人，就不在此限了。

  　本来であれば多分に痛みが伴う筈の出産であるが、種の存続を保つために誂えられている鬼人の雌は、その限りではない。

  

  

  

  经过长年的时间，只为了增加物种，完成了极有效率的进化的鬼人的雌性。

  　長年の時を経て、種を増やすためだけに、極めて効率的な進化を遂げた鬼人の雌。

  

  

  

  让所有的疼痛麻痹的，是对分娩产生快乐的肉体构造。

  　全ての痛みを麻痺させてしまう程のそれは、出産に対して快楽を生じさせる肉体の造りとなっている。

  

  

  

  那种强烈到压倒性的幸福感的浊流，特别深刻地铭刻在脑海里。

  　その圧倒的なまでに強烈な多幸感の濁流は、殊更なまでに脳裏へと刻み込まれることとなる。

  

  

  

  被强烈的印象鲜明地侵蚀脑髓的快乐所侵蚀的雌性，在那之后孕育了孩子。

  　鮮烈な印象として鮮明に脳髄を侵食する快楽に侵されてしまった雌は、その後子供を自ら孕む様に出来ている。

  

  

  

  自然而然地，本能地要求分娩。

  　自ずと、本能からの出産を求めてしまう様になる。

  

  

  

  这是一种无论多么坚韧的精神都无法抗拒的强烈的快乐。

  　それには例え、どの様な強靭なる精神性を有していたとしても、決して抗えない程に強烈なまでの快楽。

  

  

  

  那种直冲脑际的快感，仿佛要烧尽阿雪的脑髓一般，充满了她的内心。

  　その迸る様にして脳天まで突き抜ける快感は、ユキの脳髄をも焼き尽くすかの如き勢いで満ち満ちる。

  

  

  

  她享受着这种连抵抗都无法抵抗的快感，不断地达到高潮。

  　最早抵抗すらままならないまでのそれを享受する彼女は、幾度となく絶頂を繰り返す。

  

  

  

  阿雪沉浸在无限亢奋的肉体带来的甜蜜快乐中，身体几度痉挛。

  　際限なく昂り続ける肉体から与えられる甘い快楽に果てるユキは、何度もその身を痙攣させる。

  

  

  

  “噢!゛❤️イグッ❤️イグッ❤️李就如❤️噢!゛❤️须❤️嗯!❤️イグッ❤️”

  「おおッ゛❤️イグッ❤️イグッ❤️イっちゃうッ❤️おおッ゛❤️ああッ❤️んんッ❤️イグッ❤️」

  

  

  

  然而，由于极度的幸福感，原本快要昏倒的意识，再次被唤醒。

  　しかしながら凄まじいまでの多幸感により、気絶寸前までに至る意識は、再度呼び起こされる羽目となる。

  

  

  

  因此，在意识鲜明地觉醒的情况下，不得不强制接受来自自己肉体的快感。

  　お陰で意識を鮮明に覚醒させたままに、自身の肉体から与えられる快感を、強制的に迎え入れざるを得ない。

  

  

  因此，从她口中脱口而出的自然是自己心爱的父亲。

  　だから彼女の口から溢れ出るのは自然と愛する自らの父のこととなる。

  

  

  

  “爸爸~❤️爸爸?喜欢鱼❤️爸爸我最喜欢鱼❤️犁月色❤️犁月色❤️犁月色❤️?喜欢鱼❤️啊,啊,啊,啊,啊❤️三级片—《❤️嗯!❤️イグッ❤️イグッ❤️啊!”

  「パパぁッ❤️パパだいすきッ❤️パパだいすきッ❤️すきッ❤️すきッ❤️すきッ❤️だいすきですッ❤️あ、ああ、あああッ❤️イクッ❤️んんッ❤️イグッ❤️イグッ❤️んんッ」

  

  

  她不由自主地发出了和平时端庄的举止完全相反的娇滴滴的声音。

  　自ずと漏れ出てしまったのは、平素のお淑やかな立ち振る舞いとは対称的な程の甘えた嬌声。

  

  

  然后——

  　そして─

  

  “噢!゛❤️イグッ❤️嗯!❤️パパッ❤️犁月色❤️犁的月色❤️噢!゛❤️”

  「おおッ゛❤️イグッ❤️んんッ❤️パパッ❤️すきッ❤️すきなのッ❤️おおッ゛❤️」

  

  

  极其粗俗混浊的喘息声，在寂静之帐所包围的这个地方回荡，听起来像个鬼魂。

  　極めて下品な濁った喘ぎ声が、静寂の帳が包み込むこの場へと響いては木霊して聞こえる。

  

  

  

  毫无品性之处，扭曲着腰部，凄惨地从秘部的裂缝处吹起潮水，简直是一幅极其反常的景象。

  　品性の欠片もなく、無様にもヘコっ❤️ヘコっ❤️と腰を振り乱し、惨めにも秘部の割れ目から潮を吹き散らす様は酷く倒錯的な光景に見受けられた。

  

  

  “爸爸❤️吻❤️吻上了❤️❤️我的嘴好寂寞啊❤️❤️”

  「パパッ❤️キスッ❤️キスしてっ❤️んんっ❤️おくちさびしぃのぉっ❤️んんっ❤️」

  

  

  面对只能单方面观看的观众，阿雪的嘴唇发出恳求。

  　これを一方的に眺めるしかない同所を共にする観衆を他所に、ユキの唇から懇願が漏れた。

  

  

  “嗯。”

  「ああ」

  

  

  龙鬼听了，用极其温和的声音，以一种特别温和的表情点了点头。

  　これに受け答える龍鬼は、酷く暖かな声色で、殊更に穏やかな面差しで頷いてみせた。

  

  

  “馅❤️パパッ❤️了ゅきっ❤️?喜欢鱼❤️啊!❤️讯ゅる❤️壊~❤️被吕❤️壊~❤️不识ゅる❤️壊❤️壊❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️努力已经被❤️”

  「あんっ❤️パパッ❤️しゅきっ❤️だいすきッ❤️んっ❤️じゅる❤️れろぉ❤️れりょ❤️れろぉ❤️ちゅる❤️れろ❤️れろ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れりょぉ❤️」

  

  

  龙鬼听了阿雪的请求，点头表示肯定的同时，夺走了阿雪的嘴唇。

  　嘆願を聞き届けた龍鬼は首を縦に振り、肯定の意を示すと同時、ユキの唇を奪う。

  

  

  

  “噢!❤️讯ゅる❤️努力已经被❤️讯ゅる❤️壊~❤️壊❤️壊❤️被吕❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️讯ゅる❤️被吕❤️壊~❤️”

  「おおッ❤️じゅる❤️れりょぉ❤️じゅる❤️れろぉ❤️れろ❤️れろ❤️れりょ❤️じゅる❤️ちゅる❤️じゅる❤️れりょ❤️れろぉ❤️」

  

  

  他们互相亲吻，贪婪地吮吸着口腔，连嘴唇的界线都变得模糊。

  　互いに濃厚な口付けを交わし、唇の境界線すらも曖昧になる程に口腔内を貪る。

  

  

  在昂起的雌性和手的本能的摆布下，彼此将黏稠的唾液送入口腔。

  　昂る雌とての本能に翻弄されるがままに、ドロリとした唾液を、互いの口腔へと送り込む。

  

  

  阿雪全身心地投入从肉体深处涌出的强烈情绪，一口吞下龙鬼的唾液。

  　ひたすらに肉体の奥底から湧き上がる、強烈な情動のままに身を委ね、龍鬼の唾液を飲み下すユキ。

  

  

  “嗯!❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️被吕❤️被吕❤️爸爸❤️喜欢买❤️不识ゅる❤️有胡子已经❤️被吕❤️壊~❤️”

  「んんっ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れりょ❤️パパっ❤️すきっ❤️ちゅる❤️もっひょぉ❤️れりょ❤️れろぉ❤️」

  

  

  发自内心的谄媚的声音，撒娇般谦和的恳求的低语，仿佛要侵蚀龙鬼的脑髓。

  　心底から媚びた声色で、甘える様に謙った更なる懇願での囁きは、まるで龍鬼の脳髄を侵食するかの様だった。

  

  

  “其实ゅる❤️不识ゅる❤️努力已经被❤️壊~❤️被吕❤️被吕❤️讯ゅる❤️壊~❤️努力已经被❤️”

  「じゅる❤️ちゅる❤️れりょぉ❤️れろぉ❤️れりょ❤️れりょ❤️じゅる❤️れろぉ❤️れりょぉ❤️」

  

  

  与之交谈时，阿雪用舌头相互缠绕，感受到了更深的爱情。

  　濃厚な口ずけを交わし、舌を絡ませることでより深い愛情を実感するに至るユキ。

  

  

  

  终于以雌性的身份出生，把嘴唇和尊严都献给了自己的父亲，她承受着强烈的幸福感。

  　無様にも雌としての出産を迎え、あまつさえ自らの父へと唇と共に尊厳を捧げた彼女は、強烈なまでの多幸感を甘受する。

  

  

  

  被极其浓密的快乐麻痹的疼痛，已经无法意识到，只有幸福在那里。

  　極めて濃密な快楽により麻痺された痛みは、既に意識できる様な域にはなく、ただひたすらに幸福だけが其処にあった。

  

  

  努力已经被“ゅる❤️❤️壊~❤️被吕❤️嗯!❤️须❤️诞生。如❤️我的红色酱诞生。如❤️嗯!❤️噢!゛イグッ❤️パパッ❤️手!❤️握着希望收到❤️啊!❤️”

  「じゅる❤️れりょぉ❤️れろぉ❤️れりょ❤️んんッ❤️ああッ❤️うまれますッ❤️わたしのあかちゃんうまれますッ❤️んんッ❤️おおッ゛イグッ❤️パパッ❤️手をっ❤️手を握っていてほしいですっ❤️ああんッ❤️」

  

  

  在她再三恳求下，龙鬼和阿雪的手紧紧地握在一起。

  　再三に渡る極めて必死な彼女の懇願に、慈悲深い愛情の感じられる所作もって、龍鬼とユキのては重ねられた。

  

  

  “须❤️肚子月色❤️坏了atm❤️雪的肚子坏了❤️パパッ❤️牡蛎说❤️贵族的会❤️要是月色❤️嗯!❤️噢!゛❤️”

  「ああッ❤️おなかッ❤️こわれちゃうッ❤️ユキのおなかこわれちゃうッ❤️パパッ❤️こわいっ❤️おっきいのくるッ❤️きちゃうッ❤️んんッ❤️おおッ゛❤️」

  

  

  两人五指交缠，紧紧贴在一起，阿雪紧紧握住自己的手掌。

  　互いに五指を絡ませて、余すとこころなく密着させたユキは、自身の掌を強く固く握り締める。

  

  

  “没事的。”

  「大丈夫だ」

  

  

  龙鬼的表情异常平静，语气格外关切。

  　これに答える龍鬼は酷く落ち着いた面持ちで、殊更に気遣った穏やかな言葉を掛けた。

  

  

  

  “馅❤️好的月色❤️パパッ❤️雪啊恕ゃんうむところみててください月色❤️啊!❤️イグッ❤️噢!゛❤️月蚀月色❤️体会被月色❤️”

  「あんッ❤️はいッ❤️パパッ❤️ユキがあかちゃんうむところみててくださいッ❤️ああんッ❤️イグッ❤️おおッ゛❤️でるッ❤️うまれるッ❤️」

  

  

  这句话甚至能让人感受到父性，阿雪用甜美的娇声回答。

  　与えられた父性すらも感じ取れるその言葉に対し、甘く濁った嬌声で答えるユキ。

  

  

  

  终于，打从心底祈愿的婴儿，披上了纯白的魔力膜，露出了身姿。

  　そして遂に心底から願った赤子が、純白の魔力膜をその身に纏い、姿を垣間見せた。

  

  

  “パパッ❤️爸爸❤️噢!゛❤️イグッ❤️将菜叶的~❤️噢゛月色❤️搞笑❤️搞笑❤️搞笑❤️イグッ赴台゛❤️”

  「パパッ❤️パパっ❤️おおッ゛❤️イグッ❤️うまれるのぉッ❤️おお゛ッ❤️イグ❤️イグ❤️イグ❤️イグッぅぅぅッ゛❤️」

  

  

  婴儿继承了与阿雪相同的白金的美丽容貌，从秘部的裂隙中诞生。

  　ユキと同質の白金の、極めて美しい容貌を受け継いだ赤子の姿が、秘部の割れ目から産み落とされる。

  

  

  

  被黏稠的羊水和喷涌而出的潮汐包围，从裂缝露出来的样子。

  　にゅるりとした粘性の羊水と噴き散らかしたイキ潮に包まれて、割れ目から露わとなる姿。

  

  

  

  从依然张大的阴道口露出收缩的子宫口，显得格外迷人。

  　依然として大きく開いた膣口からから覗ける収縮した子宮口は、殊更に艶かしい。

  

  

  

  “啊!阿雪!我的孩子出生了!”

  「おおッ、ユキッ。生まれたぞ俺との子がッ」

  

  

  

  龙鬼接住刚出生的婴儿，露出发自内心的欢喜，咆哮着自己女儿的名字。

  　産まれたての赤子を受け止めた龍鬼は、心底からの歓喜を露わとして自らの娘の名を咆哮した。

  

  

  

  然而，阿雪那被赋予语言的陶醉的表情依然没有发生变化，依然可以看到扭曲的美貌。

  　しかしながら依然として言葉を与えられたユキの恍惚に蕩けた面持ちに変化は訪れず、歪んだ美貌が見て取れる。

  

  

  然后张开的嘴唇回答:

  　そして受け答えるべくして開かれた唇からは─

  

  “嗯❤️父亲买❤️还如❤️。如❤️另一名出生。如我❤我如❤️イグッ❤️噢゛月色❤️须❤️嗯!❤️会如❤️一直呢!❤️啊!❤️搞笑❤️搞笑❤️イグッ❤️合得来的~ !❤️”

  「んんッ❤️お父様っ❤️まだッ❤️きますッ❤️もう一人生まれますッ❤んんッ❤️イグッ❤️おお゛ッ❤️ああッ❤️んんッ❤️くるッ❤️きちゃいますッ❤️ああんッ❤️イグ❤️イグ❤️イグッ❤️うまれるのぉッ❤️」

  

  

  虽然他说了一连串令人震惊的话，但听到这些话的龙鬼却丝毫没有动摇的迹象。

  　なんと衝撃の言葉が続けられるがしかし、これを聞き及んだ龍鬼は依然として動じた様子が見受けられない。

  

  

  “没关系，爸爸会在旁边看着你的，放心吧。”

  「大丈夫だ。父さんが傍で見ていてやる。安心しろ」

  

  

  究其原因，把重点放在物种的繁荣上，极其注重繁殖的雌性鬼人族本来就是多产的。

  　何故ならば、種の繁栄に重きを置いた、極めて繁殖に特化した鬼人族の雌は、元来多産であるが所以。

  

  

  

  龙鬼知道这一点，毫不慌乱，用平静的声音安抚阿雪。

  　それを知り及んでいる龍鬼は、なんら取り乱すこともなく、穏やかな声色でユキを宥めた。

  

  

  

  她的样子就像小时候看到的那对父女一样，散发着温馨的气息。

  　その姿はまるで、幼少の時分に見受けられた、二人の父娘と同様の、暖かな雰囲気を漂わせて窺えた。

  

  

  

  “馅❤️爸爸啊!❤️举贤推崇着月色❤️棉袄。如❤️啊!❤️诞生。如❤️嗯!❤️红色酱鱼❤️噢!゛❤️。如❤️パパッ❤️贵族的月色❤️诞生的正宗❤️噢!゛❤️”

  「あんッ❤️パパぁッ❤️おしたいしていますッ❤️あいしていますッ❤️ああんッ❤️うまれますッ❤️んんッ❤️あかちゃんッ❤️おおッ゛❤️きますッ❤️パパッ❤️おっきいのッ❤️うまれりゅッ❤️おおッ゛❤️」

  

  

  阿雪看到父亲极其沉稳的举止，对自己即将分娩的肉体发出甜美的娇声。

  　自らの父の極めて落ち着いた立ち振る舞いを見て取ったユキは、再び産気づいた自身の肉体に甘い嬌声を挙げる。

  

  

  

  她看起来非常高潮，已经实现了雌性鬼的本性，成为了情感的俘虏。

  　強烈に絶頂して見受けられる彼女は、既に鬼人としての雌の本懐を果たし、情動の虜となっている。

  

  

  

  从自己的肉体深处涌起的对分娩的压倒性渴望，任由其驱使，沉溺于快感之中。

  　自身の肉体の奥底から湧き上がる、圧倒的なまでの出産への渇望の赴くがままに、快感に耽溺する。

  

  

  

  他们本能地追求着每次产下婴儿时产生的强烈快乐，仿佛要侵蚀脑髓一般。

  　赤子を産み落とす度に生じる、脳髄を侵食するかの様に強烈な快楽を、本能から求めている。

  

  

  

  她委身于难以抗拒的雌性冲动之中，将从自己的胎中出生的婴儿推了出来。

  　抗い難い雌としての衝動に身を委ね、産道を過ぎる自身の胎から生まれた赤子をひり出した。

  

  

  

  她已经失去了平时伶俐的美貌，那艳丽的眼角眼角，如今已是醉意朦胧。

  　平素からの怜悧な美貌は既に失われ、艶かしい切長の眦も、現在に至っては恍惚と蕩けている。

  

  

  

  平时神秘的美貌不见了，看似松弛的表情中，流露出格外的喜悦。

  　普段の神秘的なまでの美貌は見る影もなく、だらしなく弛緩して見受けられる表情は、殊更な喜悦を露わとしていた。

  

  

  

  

  从她的私密处的裂隙中可以看到白金色的发色，她全身心地投入到不断侵袭自己的压倒性的快乐中。

  　再三に渡り自身を襲いくる、圧倒的な快楽に身を委ねた彼女の秘所の割れ目からは、白金色の髪色が見受けられた。

  

  

  “爸爸~❤️须゛❤️中慢慢你❤️我的红色酱诞生了如❤️啊!❤️嗯!❤️噢!❤️イグッ❤️体会被月色❤️イグッ❤️红色酱鱼❤️诞生了如❤️噢!゛❤️顶点゛❤️具嘟嘟❤️大﹏❤️”

  「パパぁッ❤️ああッ゛❤️でてますッ❤️わたしのあかちゃんがうまれていますッ❤️ああんッ❤️んんッ❤️おおッ❤️イグッ❤️うまれるッ❤️イグッ❤️あかちゃんッ❤️うまれてッ❤️おおッ゛❤️イッ゛❤️グッぅぅぅッ❤️おおッ゛❤️」

  

  

  阿雪因浊流般迸出的快乐而瘫软在地，从被拦在阴道裂缝里的婴儿之间喷出潮水。

  　そうして濁流の如く迸る快楽に腰をヘコっ❤️ヘコっ❤️と振り乱し、膣の割れ目に堰き止められている赤子の間から潮を噴き散らかすユキ。

  

  

  

  那极其惨无人道、极其淫荡的光景，简直让人觉得是一种变态，贬低着她的尊严。

  　あまりに無様な極まる、酷く淫らな光景は、倒錯的に感じられる程に、彼女の尊厳を貶めていた。

  

  

  

  虽然很悲惨，但作为雌性孕育出了婴儿，在众多观众的注视下，顺利产下了孩子。

  　惨めにも雌として赤子を孕み、大勢の観衆に見守られながらも、無事に出産を果たす。

  

  

  

  打从心底享受着雌性幸福的她，再次渡河，产下了与父亲生下的孩子。

  　心底からの雌としての幸福を享受する彼女は、再度に渡り、自らの父との間に孕んだやや子を産む落とす。

  

  

  

  再次从阴道口窥视到的，是和阿雪一样拥有美丽白金魔力的婴儿。

  　再度に渡り膣口から垣間見えるのは、やはりユキと同様に美しい白金の輝く魔力を纏う赤子。

  

  

  但令人惊讶的是

  　だがしかし驚くべきことに─

  

  “啊,啊,啊,啊有❤️噢!゛❤️搞笑❤️搞笑❤️イグッ❤️噢!゛❤️须❤️自家门脑涅如❤️还如❤️。如❤️诞生的正宗❤️红色酱鱼❤️会如❤️啊!❤️要是月色❤️另外如❤️出生❤️啊❤️恩❤️大❤️”

  「あ、ああ、あああっッ❤️おおッ゛❤️イグ❤️イグ❤️イグッ❤️おおッ゛❤️ああッ❤️おとうさまッ❤️まだッ❤️きますッ❤️うまれりゅッ❤️あかちゃんッ❤️くるッ❤️ああんッ❤️きちゃうッ❤️またッ❤️うまれるッ❤️ああッ❤️んんッ❤️おお゛ッ❤️」

  

  

  再三的分娩伴随着夹杂着甜美娇声的尖叫从自己的嘴唇发出。

  　再三に渡る出産を自身の唇から甘い嬌声の入り混じる絶叫と共に口とする。

  

  

  

  在太过快乐的主流中，一直以来的自信记忆，就像走马灯一样在脑海中穿梭。

  　あまりに快楽の本流に、これまで生きてきた自信の記憶が、まるで走馬灯の如く脳裏を駆け巡る。

  

  

  

  然而，在阿雪脑海中浮现的过去，全都是与龙鬼交欢的记忆。

  　しかしながら、ユキの脳裏に去来した過去はどれもこれも皆一様に、龍鬼との情交の記憶のみ。

  

  

  

  阿雪实现了完全雌性的夙愿，她生前的记忆被压倒性的快乐波浪冲散，消散在迸出的快感中。

  　完全な雌としての本懐を遂げたユキの生前の記憶は、圧倒的な快楽の波に押し流され、迸る快感に消し飛ばされていく。

  

  

  

  让我明白了这样一个事实，那就是，它很悲惨地完全沦为雌性，以孕袋的形式结束自己的一生。

  　無様にも雌として完全に成り下がり、惨めにも孕み袋として生涯を終える事実を理解させられた。

  

  

  

  正因为鬼人族作为雌性的特性，无论是否愿意都要追求生产的快乐，这是压倒性的。

  　その鬼人族の雌としての特性が故に、否が応にも求めてしまう出産の快楽は、それ程までに圧倒的だ。

  

  

  

  就连幼年时期和自己一起生活的玩伴的存在，对于已经纯化成雌性的她来说都是意识之外的。

  　あまつさえ、幼少期に自身と生活を共にした幼馴染の存在ですら、雌としての純化を果たした彼女からすれば意識の外。

  

  

  

  他再次意识到，自己的肉体和尊严都献给了雄才大才的父亲。

  　自身の肉体は、その尊厳と共に、極めて雄として優秀な、逞しい父へと捧げたことを改めて自覚する。

  

  

  

  她只希望自己能作为一个卑微的孕袋，胡乱地怀上孩子，然后悲惨地在父亲面前把孩子生下来。

  　卑しい孕み袋として無様にやや子を孕み、惨めにも父の前で出産を果たすことだけを望んでいた。

  

  

  

  对沉溺于雌性幸福感的阿雪来说，过去尊崇的婚约也只是污点。

  　過去に交わした尊き婚約の約束も、雌としての多幸感に耽溺する現在のユキからすれば、汚点でしかなった。

  

  

  

  然而，作为雌性极其聪明的她，逐渐从捕捉到的记忆漩涡中浮现出意识。

  　しかしながら雌として極めて聡明な彼女は、次第に捉えられていた記憶の渦から意識を浮上させる。

  

  

  

  稍微恢复了一些，即使不是很清晰，也多少能看到一些闪烁的视野。

  　僅かながらに取り戻し、鮮明とまではいかないまでも、幾分か窺える様になった明滅する視界にて。

  

  

  

  在被快乐混浊的意识中，阿雪惊愕地发现自己怀了三胞胎。

  　快楽に混濁した意識の最中、自身が三つ子を孕んだ事実を認識することができたユキは驚愕する。

  

  

  

  但是，自己所知道的知识马上鲜明地浮现出来，那种动摇很快就消失了。

  　だがしかし、すぐさま自身の知り及んでいた知識が鮮明に浮かび上がり、その動揺は露と消え失せた。

  

  

  

  如果是对种族的存续极为特殊的雌性鬼人，像阿雪这样生下三胞胎、五胞胎，根本不值得惊愕。

  　種族の存続に極めて特化した鬼人の雌であれば、ユキの様に三つ子五つ子を出産するのは、なんら驚愕に値しない。

  

  

  

  因此，亲眼目睹这一切的人们也不会对此产生疑问。

  　故にこれを目の当たりとした同所へと訪れている人々もそれを疑問には思わない。

  

  

  

  更夺去她们意识的，是漂亮少女作为雌性的高亢甜美的娇声吧。

  　それに増して彼等彼女等の意識を奪うのは、見目美しい少女の、雌としての甲高く甘い嬌声だろう。

  

  

  “呵呵呵~如゛❤️イグッ❤️不行!❤️已经如❤没有️ぎだぐない月色゛❤️噢!゛❤️イグッ❤️李就如❤️嗯!❤️啊!❤️噢!゛❤️”

  「おほぉッ゛❤️イグッ❤️だめッ❤️もうッ❤️いぎだぐないッ゛❤️おおッ゛❤️イグッ❤️イっちゃうッ❤️んんッ❤️ああんッ❤️おおッ゛❤️」

  

  

  而且还能看到她喘息的声音，丰满的乳房弹来弹去，臀肉凹凸不平的样子。

  　そして喘ぎ声もさることながら、豊満な乳房をぶるんっ❤️ぶるんっ❤️と弾ませて、ヘコっ❤️ヘコっ❤️と尻肉を揺らす姿も見て取れる。

  

  

  

  就像在跳猥琐舞一样，她的大腿暴露得很难看，露出秘部被打开的裂口。

  　まるで卑猥なダンスを踊っているかの様な、無様なガニ股を晒している腰付きで、開脚された秘部の割れ目が丸見えとなっている。

  

  

  

  而且，从上下剧烈摇晃的乳肉顶端流出乳白色的液体。

  　そしてあろうことか、上下にゆっさ❤️ゆっさ❤️と激しく揺らして見受けられる乳肉の先端から、乳白色の液体が漏れ出ている。

  

  

  

  不，说是喷出了也没关系，不用确认，确实是母乳。

  　否、噴き出していると称して差し支えないそれは、確認するまでもなく確かに、紛れもなく母乳である。

  

  

  

  阿雪身上飘荡着一股甜美的气味，从淡粉色的乳头前端下流地喷出来。

  　ユキ自身に甘い匂いが漂って窺えるそれが、薄桃色の乳首の先端から、下品にも噴き出して見て取れる。

  

  

  

  甜腻的香气弥漫着整个房间。

  　甘ったるい香りが同所に充満して満たしていく。

  

  

  

  在场的每一个人，鼻腔里都能感受到一股醇和诱人的牛奶味。

  　この場へと居合わせている人々の鼻腔へと感じられるのは、芳醇なまでに蠱惑的なミルクの匂い。

  

  

  

  纯白的皮肤上渗出的汗水变成了球，母乳和飞沫混合在一起，散发出强烈的乳臭味。

  　純白の肌から球となりて飛沫となった汗と入り混じる母乳は、強烈な乳臭い臭素を漂わせて窺える。

  

  

  

  随着“啪嗒啪嗒”地弹起来的柔软的肉，早已经可以称为长乳了，特别是母乳又溢出来了。

  　たぱんっ❤️たぱんっ❤️と弾む柔肉に応じて、最早長乳と称して差し支えないそれから、殊更に母乳が溢れ出る。

  

  

  

  她随意摇晃着乳房，把美丽的长发弄得乱糟糟的样子，让人觉得格外神秘。

  　だらしなく乳房を揺らしては、美しい長髪を乱れさせる姿は、殊更に神秘的にさえ見て取てる。

  

  

  

  如同金线般光滑的它，散发着耀眼的白金光芒，留下了黄金的轨迹。

  　金糸の如きサラサラとしたそれは、眩いばかりの白金の輝きを纏い、黄金の軌跡を残す。

  

  

  

  平时她的表情就很凛然，浑身散发着冷酷的气息，所以看起来更加猥琐。

  　平素から凛然とした面差しが見受けられ、クールな雰囲気を身纏う彼女であるから、殊更に卑猥な光景として見て取れる。

  

  

  

  完全不像是少女发出的、极其淫荡、混浊的喘息声在回音中回荡。

  　凡そ少女から溢れでた声とは到底思えない様な、酷く淫ら極まる、濁った喘ぎ声が木霊して響き渡る。

  

  

  然后——

  　そして─

  

  “イグッ❤️会如❤️会如❤️啊,啊,啊,啊须❤️红色酱鱼❤️噢!゛❤️诞生的正宗❤️噢!❤️イッグッぅぅぅ゛月色❤️噢!゛❤️嗯!゛❤️嗯!❤️イグッ❤️イグッ❤️上的正宗゛❤️平衡术酱❤️出生`❤️大`❤️搞笑❤️搞笑❤️”

  「イグッ❤️くるッ❤️くるッ❤️あ、ああ、ああッ❤️あかちゃんッ❤️おおッ゛❤️うまれりゅッ❤️おおッ❤️イッグッぅぅぅ゛ッ❤️おおッ゛❤️んんッ゛❤️んんッ❤️イグッ❤️イグッ❤️でりゅッ゛❤️あかちゃんッ❤️うまれりゅッ゛❤️おおッ゛❤️イグッ❤️イグッ゛❤️んんッ❤️」

  

  

  为了把住在产道上的婴儿推出产道，她的阴道口开始收缩。

  　再三に渡り大きく開かれた産道を過ぎる宿された赤子をひり出すべくして、膣口が収縮する。

  

  

  

  被粗鲁地打开的阴道部位裂开，发出“叭❤️”的声音，仿佛阴道深处即将诞生新生命。

  　下品にも開脚された秘部の割れ目がくぱぁ❤️と開かれては、膣の奥深くから新たな生命が産み落とされようとして見受けられる。

  

  

  “噢!゛❤️月蚀月色❤️红色酱鱼❤️啊恕ゃんうまれりゅぅ月色❤️诞生的ゅのぉ月色❤️噢!゛❤️嗯!❤️イグッ゛❤️イッグッ❤️パパッ❤️パパッ❤️イグッ❤️啊恕我ゃんくりゅ月色❤️月蚀的哦❤️大基❤️爸爸大基❤️大基❤️”

  「おおッ゛❤️でるッ❤️あかちゃんッ❤️あかちゃんうまれりゅぅッ❤️うまれりゅのぉッ❤️おおッ゛❤️んんッ❤️イグッ゛❤️イッグッ❤️パパッ❤️パパッ❤️イグッ❤️わたしのあかちゃんくりゅッ❤️でるのぉッ❤️だいすきッ❤️パパぁッ❤️すきッ❤️おおッ゛❤️」

  

  

  

  像谵言一样接连不断地回响着，宛如悲鸣般的甜美的娇声。

  　立て続けに譫言の様に響いては聞こえる、まるで悲鳴の如く上擦る甘い嬌声。

  

  

  他的喘息声清晰地传到了在场的人的耳朵里。

  　鮮明なまでの喘ぎ声は、この場に居合わせている者達の耳へと、しかと聞き届けられたのであった。

  

 
  胎動

  胎动

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  阿雪生下了她和龙鬼所生的孩子，而另一方面，身穿黑色长袍的集体则包围了村子。

  　ユキが龍鬼との間にもうけられたやや子を出産している一方、黒いローブを身に纏う集団が、村を囲い込む様にして佇んでいる姿が見受けられた。

  

  

  

  不，已经侵入村内的那个集团，现在已经到达村民们聚集的神殿周围。

  　否、既に村内に侵入を果たしているその集団は、現在村人達が集う神殿の周囲にまで到達して見受けられる。

  

  

  

  可以看到身穿长袍的人们在夜色中混在一起，把围起来的人群围得更近了。

  　囲い込む集団を更に取り囲む、夜闇に溶け込む様にして紛れるローブの人々の姿が窺える。

  

  

  

  阿雪和村民们现在身处的神殿也被包围着。

  　ユキと村人達の凡そ全てが現在身を置いている神殿すらも取り囲んでいる姿が見て取れる。

  

  

  

  以神殿为起点，成群结队地围成一圈，仿佛层层层层地包围着村子。

  　神殿を起点として、輪を形成して見受けられる大勢の集団が、まるで層状となる様にして、村を取り囲んでいる。

  

  

  

  男女老少无一例外都包括在内，这群人将自己的手掌伸向神殿，却在下一瞬间被一个粗野的声音所吸引，停止了动作。

  　老若男女の例外なく含まれて見て取れるその集団は自らの掌を神殿へと向けて翳すがしかし、次の瞬間に与えられた野太い声に動きを止めた。

  

  

  

  “什么人?”

  「何者だ」

  

  

  

  黑袍集团的人们的视线自然而然地转向发出声音的方向。

  　自ずと黒ローブの集団の人々の視線が、声が発せられた方向へと向けられる。

  

  

  

  “你们……是魔术师吧?”

  「貴様等‥魔術師だな？」

  

  

  

  站在他们目光前方的是谁呢?是被誉为实力可与龙鬼比肩的男人——豪鬼。

  　彼等彼女等の向けた眼差しの先に佇むのは誰であろう、龍鬼と肩を並べる程の実力者とも謳われる男、豪鬼である。

  

  

  

  但是，对于他抛出的问题，魔法师们并没有做出回应的样子，大家都不约而同地举起了手。

  　しかしながら、彼が言い放つ問いかけに対し受け答える様子が見受けられない魔術師の集団は、皆一様にして手を翳す。

  

  

  

  当然，被瞄准的对象是堂堂正正地站着的豪鬼。

  　当然向けられた先は堂々とした立ち振る舞いで佇む豪鬼。

  

  

  就在这时，从手掌正面的阴影中出现了熊熊燃烧的爆炎。

  　すると途端に翳された掌の真正面の虚空から現れたるは、轟々と燃え盛る爆炎。

  

  

  而且，在它出现的下一个瞬间，空气中迸出耀眼的红色轨迹。

  　そして、それが顕現した次の瞬間には空気を迸る、眩いばかりの赤色の軌跡が夜闇を駆け抜ける。

  

  

  

  “哈哈，这么脆弱的魔术，真是轻而易举啊!”

  「ははッ、その様な脆弱な魔術、造作もないッ」

  

  

  毫不留情地，对逼近自己的闪光的火球，拔出铁腕的豪鬼。

  　なんら容赦なく、己へと迫り来る煌めきを放つ火球に対し、剛腕を振り抜く豪鬼。

  

  

  伴随着压倒性的威力，受到它的火焰随着爆炸风被吹散。

  　圧倒的な威力が伴うそれを受けた火炎は、爆風と共に霧散して見て取れる。

  

  

  “呼!”

  「ふッ」

  

  

  与此同时，飞奔而过的豪鬼对眼前的猎物开始殴打。

  　それと同時に駆け抜ける豪鬼は、視界へと定めた獲物へと殴打を繰り出した。

  

  

  

  魔术师连闪避逼近自己的拳头的动作都没有，就那样爆散了被瞄准的头部。

  　自身に迫り来る拳を避ける動作すら見せない魔術師は、そのまま狙われた頭部を爆散させた。

  

  

  

  迸溅的脑浆四散开来，掀起了一场腥风血雨。

  　弾け飛んだ脳漿が当たり一体に四散しては、血の雨を降らせた。

  

  

  

  但是，对于自己的同伴被杀的事实，在场的所有人都没有表现出丝毫的动摇。

  　しかしながら、自身の仲間が今し方屠られた事実に対し、同所へと居合わせている集団は一切の動揺を示さない。

  

  

  

  甚至有人把被杀的同伴当作诱饵，试图侵入神殿。

  　寧ろ、殺されてしまった仲間を囮として、神殿への侵入を試みる輩すらも見受けられる。

  

  

  

  “是圣王国的刺客……但是，即使是再怎么强大的国家，也不会允许擅自闯入这样的狼藉吧?”

  「聖王国の刺客か‥。だが‥幾らかの大国とて、無断で足を踏み入れるこの様な狼藉、許されるとは思うまいな？」

  

  

  

  豪鬼看到他们冷冰冰的、毫无人情味的样子，却用严肃的声音说出来。

  　彼等の無機質な、凡そ人間味が窺えない様子を見て取って、厳かな声色で言い放つ豪鬼。

  

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  但是，被赋予语言的魔术师们，连试着回答的样子都没有。

  　だがやはり、言葉を与えられた魔術師の集団には、返答を試みる様子すら見受けられない。

  

  

  

  “是吗……那……”

  「そうか‥ならば」

  

  

  看到他们保持寂静的愚蠢模样，豪鬼突然倾斜上身。

  　静寂を保つ愚かしい彼等の姿の様子を受けて、不意に豪鬼が上体を傾ける。

  

  

  魔术师的集团目睹了这一切，在依然阴云笼罩的手掌正面让火球显现出来。

  　これを目の当たりとした魔術師の集団は、依然として翳した掌の正面へと火球を顕現させた。

  

  

  

  “在这里腐朽就好了。”

  「ここで朽ち果てるが良い」

  

  

  

  强有力地宣言的同时，伴随着暴风的豪鬼的神速，杀死了魔术师集团之间的距离。

  　力強く宣言すると同時、突風さえ伴う豪鬼の神速が、魔術師の集団との間合いを殺す。

  

  

  

  刹那间缩短了距离的豪鬼，把承载着自重的拳头打向空间。

  　刹那の瞬間に距離を詰めた豪鬼は、自重を乗せた拳を空間へと叩き付ける。

  

  

  

  穿过虚空的巨大拳头所产生的余波，变成波纹向周围传去。

  　虚空を穿つ巨大な拳から生じた余波は、波紋となりて周囲へと伝えられた。

  

  

  

  那一瞬间，震撼空气的冲击波向魔术师集团袭来。

  　その瞬間、空気を震撼させる程の衝撃波が魔術師の集団へと迫り来る。

  

  

  

  不凑巧，在场的大部分人都受了伤。

  　都合、同所へと居合わせていた大半の人々が傷を負う羽目となる。

  

  

  

  虽然其中也有例外，但显然都不是能与豪鬼匹敌的杰出人物。

  　中には例外も存在するものの、いずれも豪鬼に敵う程の傑物でないのは明白だ。

  

  

  

  然后，现在切身感受到的与对方的战力差对应的魔术师集团，可以看到分成两手的样子。

  　そして、今し方肌身で感じ取った相手との戦力差に対応する魔術師の集団は、二手に分たれる様子が見受けられる。

  

  

  

  “啊!神殿里有个家伙。像你这样的人根本无法与之匹敌，真是个蠢货。”

  「はッ、神殿には奴がいる。貴様等如きが敵う相手ではあるまいて。愚か者が」

  

  

  

  然后就像豪鬼刚才所说的那样，分裂的魔术师的一部分，完成了对神殿的侵入。

  　そして豪鬼の今し方言い放った口上の通り、分断した魔術師の一部は、神殿へと侵入を果たして見て取れる。

  

  

  

  “不过……算了。”

  「だが‥まあ良い」

  

  

  再次用一只脚擦着地面，向后移动。

  　再度片足を地面へと擦らせて、後方へと移動させる。

  

  

  豪鬼将上半身深深垂下，瞄准了眼前的魔术师们。

  　上体を真正面へと深く落とした豪鬼は、眼前に窺える魔術師達へと標的を定める。

  

  

  “请尽情享受我吧，圣王国的犬共。”

  「精々俺を愉しませてくれ。聖王国の犬共」

  

  

  露出口腔的獠牙，露出伴随着壮烈的震撼力的残虐的笑容的同时疾驰。

  　口腔の牙も剥き出しに、壮絶な迫力の伴う残虐な笑みを浮かべて見せると同時に疾駆する。

  

  

  兵分两路，减少一些人数，与能看到的魔术师会合。

  　二手に分たれて幾分か人数を減らして見て取れる魔術師へと接敵する。

  

  

  豪鬼立刻拉近了距离，不顾距离展开肉搏。

  　即座に間合いを詰めた豪鬼は、距離をものともせずに肉薄。

  

  

  从极近距离的殴打使魔术师的肉体爆散。

  　極めて至近距離からの殴打で魔術師の肉体を爆散させる。

  

  

  原本以为很容易就消失的肉块，化作血雨向四周倾泻而下。

  　あっけない程に容易く消し飛んだと思われた肉の破片が、血の雨となりて周囲へと降り注ぐ。

  

  

  从失去上半身的魔术师身上，喷出了巨大的血沫。

  　上半身が失われて見受けられる魔術師の肉体からは、夥しい程の血飛沫が噴出する。

  

  

  受到惊吓的豪鬼像喝醉了一样扬起了嘴角。

  　それを浴びた豪鬼は、まるで酔いしれるかの様にして口端を吊り上げる。

  

  

  寡不敌众，以原本的生物学知识为依据，处于绝对不利的状况。

  　多勢に無勢であり、本来の生物学的な知見に基づけば圧倒的に不利な状況。

  

  

  豪鬼虽然明白这一点，却毫不介意，流露出发自内心的喜悦。

  　しかしながらそれを理解して尚、なんら意に介することがない豪鬼は、心底からの喜悦を露わとしたのであった。

  

  

  

  *

  　＊

  

  

  换句话说，这里是阿雪现在身处的神殿。

  　所変わって此方は、ユキが現在身を置いている神殿内部においてのことである。

  

  

  

  她生了第三个孩子，心情好不容易平静下来的时候。

  　彼女が三人目のやや子の出産を果たし、ようやく人心地ついた時分のこと。

  

  

  

  前两个都是女孩，最后的第三个却是黑发男孩。

  　最初の二人目までは女子であったが、最後の三人目は黒髪の男児である。

  

  

  

  与被龙鬼抱在怀里的哭泣女孩相比，被阿雪抱在怀里的男孩依然保持着寂静。

  　龍鬼の腕に抱かれている前者の泣き喚く女児と比べ、ユキの腕であやされている男児は、依然として静寂を保っている。

  

  

  

  一直保持沉默的阿雪担心自己的孩子，根本没有安慰他的必要，就在她抚摸男孩头部的那一瞬间。

  　宥める必要性が皆無である程に、沈黙を貫く我が子を心配するユキが、男児の頭部を撫でようとしたその瞬間─

  

  

  突然闯入神殿内的魔术师集团，以阿雪为起点，包围了整个神殿。

  　突如として神殿内へと踏み込んできた魔術師達の集団が、ユキを起点とするかの様にして、当たり一体を包囲した。

  

  

  

  “……父亲。”

  「‥お父様」

  

  

  

  一群魔术师以极其成熟的动作，将包括阿雪在内的在场众人团团围住。

  　酷く洗練されている、極めて熟れた動きで、ユキを含めた同所へと居合わせている人々を取り囲む魔術師の集団。

  

  

  

  “……你这些……是圣王国的爪牙吗?鬼人族对与魔领的战争应该表示不干涉的意思。但是，却擅自踏入了这片土地，到底是出于怎样的想法啊!”

  「‥貴様等‥聖王国の手先か。鬼人族は魔領との戦争には不干渉の意を示した筈。にも関わらず、この地へと無断で足を踏れるとは一体どう様な了見あってのことかッ！」

  

  

  

  龙鬼看到阿雪被非比寻常的沉闷气氛所震慑，立刻代表现场高声喊道。

  　尋常ではない重苦しい雰囲気に気圧されたユキの様子を見て取った龍鬼は、この場を代表する様にして声を張り上げる。

  

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  然而，面对他那充满震撼力的龙鬼怒吼般的问话，他没有回答。

  　しかしながら、迫力が伴う龍鬼の怒号の様な声色での問いかけに対する返答はない。

  

  

  

  依然没有回应的魔术师们，将自己的手掌伸向抱着婴儿的阿雪。

  　依然として応じる様子がない魔術師の集団は、自らの掌を、赤ん坊を抱き締めているユキへと翳す。

  

  

  

  刹那间，一股漆黑的魔力旋涡向他紧握的手掌。

  　途端、構えられた掌の真正面へと漆黒の魔力が渦巻いていく。

  

  

  

  从数量远远超过村民的魔术师集体的阴翳手掌中，涌出了黑暗的波动。

  　都合村人達を遥かに超えた数の魔術師の集団の翳した掌から、闇色の波動が溢れ出る。

  

  

  

  “你们……我不会原谅你们的。”

  「貴様等‥容赦はせんぞ」

  

  

  龙鬼看到他们有不稳定的动向，与他们对峙的龙鬼，用被切长的眼睛称赞的锐利的目光凝练着。

  　不穏な動きが見受けられる彼等に対峙する龍鬼は、切長の瞳に称えられた鋭い眼光を研ぎ澄ませる。

  

  

  

  “拜托了。”

  「頼む」

  

  

  

  上半身向前倾斜的龙鬼，把抱着的婴儿交给了站在一旁的莎莉拉和阿雪。

  　上体を前方へと傾けるた龍鬼は、傍らに佇むサーリャとユキに対し、抱えていた赤子を手渡した。

  

  

  

  “父亲……”

  「お父様‥」

  

  

  “嗯……知道了……”

  「‥ん‥わかった‥」

  

  

  阿雪呆呆地僵硬着身体回答，但站在一旁的萨里拉可不止这些。

  　これに答えるユキは呆然と身を硬直させたままであったがしかし、その傍に控えるサーリャはその限りではない。

  

  

  瘦小的身躯伸了个懒腰，把龙鬼递过来的两个女婴抱在怀里。

  　小柄な体躯で背伸びをして、龍鬼から受け渡された二人の女児の赤ん坊を腕の中へと抱き止めた。

  

  

  

  “不用担心，一瞬间就能搞定。”

  「案ずるな、一瞬で終わらせる」

  

  

  龙鬼的表情依然阴沉着，对露出不安的阿雪宣布。

  　依然として表情を曇らせたままに、不安を露わとしているユキへと宣言してみせる龍鬼。

  

  

  “父亲……祝你平安。”

  「お父様‥、どうか御無事で」

  

  

  阿雪听了他铿锵有力的话语，虽然表情依旧阴沉，但还是点了点头。

  　力強い彼からの言葉を聞き取ったユキは、未だ晴れない表情なれど、確かな頷きを返す。

  

  

  

  但是，即使在那样悠远的交换的过程中，魔术师们依然在酝酿着漆黑的魔术。

  　しかしながら、そんな悠長なやり取りを交わしている間にも、魔術師等は依然として漆黒の魔術を練り上げている。

  

  

  

  “禁术……”

  「‥禁術」

  

  

  龙鬼看到出现在自己眼前的巨大魔力洪流，轻蔑地说。

  　己の眼前に顕現している膨大な魔力の奔流を見て取った龍鬼は、蔑む様にして言い捨てる。

  

  

  与此同时

  　それと同時─

  

  “不让。”

  「させぬ」

  

  说完这句话的同时，龙鬼一口气冲了过去，并没有杀死自己的气势，而是挥起了拳头。

  　言い放つと同時に即座、一息に駆け抜けた龍鬼は、己の勢いを殺さぬままに、拳を薙ぎ払う。

  

  

  面对被水平躺着的手刀产生冲击波的他所放出的斩击，魔术师们束手无策地倒下了。

  　水平に寝かされた手刀でもってして衝撃波を生み出した彼から放たれる斬撃に対し、なすすべもなく倒れ伏す魔術師達。

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  但是再怎么脆弱也寡不敌众，数量减少了还健在的魔术师的集团依然释放着漆黑的魔力。

  　だが幾ら脆いとはいえ多勢に無勢、数を減らしたとはいえ未だ健在な魔術師の集団は依然として漆黒の魔力を放出している。

  

  

  

  而且，他还把刚才被龙鬼杀死的同伴的尸体作为催化剂施展魔术。

  　そしてあろうことか、今し方龍鬼により屠られた仲間の亡骸をも触媒として魔術を展開させて窺える。

  

  

  

  “外道。”

  「外道が」

  

  

  说完这句话的同时，他再次用力挥下手中的刀。

  　吐き捨てると同時、再度に渡り掲げた手刀を振り下ろすべくして力を込めた瞬間─

  

  

  “……啊，父亲!”

  「‥おっ、お父様っ！」

  

  

  置身祭坛的阿雪发出悲鸣般的声音。

  　祭壇へと身を置いていたユキから悲鳴じみた声が挙がる。

  

  

  “啊!”

  「ッ」

  

  

  声音响起的同时，龙鬼反射性地回过头来，他怀疑自己的眼睛。

  　声が響き渡ると同時、反射的に後方へと振り返った龍鬼は、己が瞳を疑った。

  

  

  

  视线所及之处，是围绕祭坛展开的漆黑魔术。

  　視線の向けた先にあるのは、祭壇全体を取り囲む様にして展開された漆黒の魔術。

  

  

  “骗人……转移魔术……而且是长距离转移……”

  「うそ‥転移魔術‥それも長距離転移の‥」

  

  

  然而发出声音的不是龙鬼，而是刚才还在一起的梦。

  　しかしながらこれに声を挙げたのは龍鬼ではなく、先程まで場を共にしていたユメ。

  

  

  “快离开祭坛!”

  「ユキッ祭壇から離れるのだッ」

  

  

  龙鬼听到她一脸茫然的声音，但为时已晚。

  　呆然とした面持ちで言葉を零す彼女の声を耳とした龍鬼であるがしかし、時既に遅し。

  

  

  

  魔术已经展开得体无完肤，确定了目标的转移。

  　最早完膚なきまでに展開を果たした魔術は、定められた標的の転移を確定した。

  

  

  

  随着越来越耀眼的光芒，魔术师们的肉体瘫倒在地。

  　次第に眩い光を帯びていくそれに応じて、魔術師等の肉体がその場へと頽れてゆく。

  

  

  然后从倒下的魔术师的肉体依然被释放的魔力，被展开了的几何花样的术式集合。

  　そして倒れ伏した魔術師の肉体からは依然として放出される魔力が、展開された幾何学模様の術式へと集う。

  

  

  而且，魔术师等的肉体溢出的魔力突然暴发，仿佛要阻止龙鬼的前进。

  　そしてあろうことか、龍鬼の行手を阻むかの様にして、魔術師等の肉体から溢れ出る魔力が暴発する。

  

  

  应了他的计谋，刹那间，周围一片火海。

  　その謀に応じて刹那、辺り一体は火の海に包まれる。

  

  

  瞬间燃烧起来的魔术师等的肉体，就像连锁一样发出爆炎。

  　瞬時に燃え盛る魔術師等の肉体は、まるで連鎖するかの様にして爆炎をあげる。

  

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  

  龙鬼虽然肉体没有受伤，但是因为视野被夺走，连身体都无法动弹。

  　肉体に傷を負うことはないものの、視界を奪われたことにより、身動すらままならない龍鬼。

  

  但是，当再次举起票据的同时，

  　だが、再度に渡り今後こそ掲げられた手形が振り下ろされると同時─

  

  “嘘!”

  「シッ」

  

  

  支配着现场的熊熊燃烧的火焰被击穿了。

  　この場を支配する様にして燃え盛っていた爆炎が穿たれる。

  

  

  然后龙鬼将阿雪现在身处的祭坛的道路纳入视野，不过，终于满足了条件的魔术开始运作。

  　そしてユキが現在身を置いている祭壇への道筋を視界へと納めた龍鬼だがしかし、遂に条件を満たした魔術が作動する。

  

  

  展开的几何图形发出耀眼的光芒。

  　展開されていた幾何学模様からは、眩いばかりに輝きが発せらている。

  

  

  规模越来越大，最终覆盖了整个神殿。

  　次第に規模を増していくそれは、遂には神殿内を覆い尽くし─

  

  “……雪!”

  「‥ユキっ」

  

  

  阿雪自己的视野忽明忽暗，消失的同时，出现在她视野里的是抱着两个女儿的莎莉拉。

  　ユキ自身の視界が明滅されて、ホワイトアウトを果たすのと同時、視界へと納められたのは、二人の女児を抱えたサーリャの姿。

  

  

  拼命奔向施展魔术的祭坛的她伸出手，想要将阿雪推开。

  　魔術が展開された祭壇へと懸命に駆ける彼女が、ユキを突き飛ばすべくして手を伸ばす。

  

  

  然后，好不容易触到的指尖触到阿雪的肉体的瞬间，发生了。

  　そして、ようやっと届き得た指先がユキの肉体へと触れた瞬間にそれは起こった。

  

  

  捕捉祭坛周围的魔术之洪流，以雪为起点迸出，显现出淡淡的白金魔力。

  　祭壇の周囲を捉えた魔術の奔流は、ユキを起点として迸り、淡い白金の魔力を顕現させる。

  

  

  像旋涡一样的高密度的魔力汹涌着。

  　渦を巻く可視化されている程の高密度の魔力が荒れ狂う。

  

  

  依然充满神殿内的光会聚到一点，形成了神秘的空间。

  　依然として神殿内を満たしていた光が一点に収束し、神秘的なまでの空間を形作る。

  

  

  

  然后——

  　そして─

  

  “爸爸——”

  「お父様─」

  

  

  一阵耀眼的闪光照亮了那人，同时，阿雪和萨里亚两个少女的身影消失了。

  　一際眩い閃光の如き輝きが、当たり一体を眩ませると同時、ユキとサーリャ二人の少女の姿は露と消えた。

  

  

  

  看到自己女儿的身影已经从那里消失的龙鬼，从心底发出绝望的咆哮。

  　既に其所から姿を消失させた己の娘の姿を見て取った龍鬼は、心底からの絶望の咆哮を上げる。

  

  

  “—”

  「─」

  

  

  无声的壮烈愤怒之猛震撼了整个空间。

  　声にならない壮絶な憤怒の猛りが空間を震撼させた。

  

  

  留下的是魔术师的尸体堆积如山的景象，以及站在旁边的龙鬼。

  　そして跡に残されたのは、魔術師等の骸が重ねられた死屍累々の光景と、その傍で佇む龍鬼の姿であった。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  

  于是，季节反复轮回，岁月无常地流逝。

  　そして、幾度となく季節は巡り、無常にも月日は流れ行く─

  

  

  

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  在世界引以为傲的宗教国家雷亚诺斯提亚圣王国的圣殿足房。

  　世界が誇る宗教国家、レアノスティア聖王国の聖殿足る居室にて。

  

  

  长发至腰际的漆黑少年出声道。

  　漆黒の艶かしい長髪を腰元まで伸ばす少年が声を挙げた。

  

  

  

  “雪松鼠妈妈!”

  「ユキリスお母様っ」

  

  

  发出声音的少年撒娇似的把脸埋进漂亮少女的胸前。

  　声の発した主である少年は、甘える様にして見目麗しい少女の胸へと顔を埋めた。

  

  

  

  “嗯，怎么了?”

  「はい、どうされましたか？」

  

  

  被称为雪莉丝的少女，表情变得异常平静，抱住了少年。

  　ユキリスと呼ばれた少女は、酷く穏やかな面持ちとなりて、少年を抱き止める。

  

  

  “好啊!早点去上学吧!”

  「アイねっ、早く学園に通いたいっ」

  

  

  自称是小爱的少年把脸贴在眼前丰满的乳房上。

  　アイと自身の名を名乗る少年は、眼前にある豊満な乳房へと、自らの顔を押し付ける。

  

  

  她将自己母亲的乳肉揉成一团，以发自内心的撒娇态度满足自己的欲望。

  　ぐにぐにと自らの母親の乳肉を揉みしだき、心底からの甘えた態度で自身の欲望を満たす。

  

  

  

  “……不行……我现在必须去礼拜堂，这事待会儿再慢慢谈。”

  「んっ‥だめ‥ですよ。わたくしはこれから礼拝堂へと赴かなくてはなりません。そのお話しは後でゆっくりと致しましょう」

  

  

  虽然不检点，但对雪莉丝寄望肉体自重的爱，给予了谴责。

  　だらしなくも、ユキリスの肉体に自重を預けるアイに対し、窘めの言葉が与えられる。

  

  

  “啊，不要啊，我要和妈妈在一起。”

  「え〜、やだよ〜そんなの。僕はママと一緒に居る〜」

  

  

  但是，完全看不出要分开的样子的小爱，就那样把脸埋进柔软的乳肉里。

  　しかしながら、一向に離れる様子が見受けるれないアイは、そのまま柔らかな乳肉へと顔を埋める。

  

  

  “……嗯……知道了……但是，爱。你也一起献上祝词哦。”

  「‥あんっ‥わかりました‥ですが、アイ。貴方も共に祝詞を捧げるのですよ」

  

  

  雪莉丝看到自己的儿子无可奈何的样子，抚摸着小爱的后背。

  　そんな自らの息子の仕方のない姿を見て取ったユキリスは、そのままアイの背中を撫でる。

  

  

  “啊?讨厌啊，那样太无聊了。”

  「はぁ？嫌だよそんなの退屈だし」

  

  

  然而，听了她平静的话语，阿爱却皱起了眉头。

  　だがしかし、穏やか声色での言葉を与えられたアイは、殊更に面持ちを顰めた。

  

  

  还有，裹住埋在脸上的丰满的乳肉的修道服敞开的爱。

  　そして、今し方まで顔を埋めていた豊満な乳肉を包む修道服をはだけさせるアイ。

  

  

  “嗯……喂奶的时间还没到……”

  「あんっ‥授乳の時間はまだ‥」

  

  

  “没关系的~我觉得现在挺好的。”

  「いいの〜。僕は今が良かったの」

  

  

  露出雪松鼠丰满双丘的小爱，对着前端的乳头。

  　ユキリスの豊満な双丘を露わとしたアイは、その先端の乳首へと口付ける。

  

  

  

  淡粉色的之后，只要一揉就会流出乳白色的液体。

  　薄桃色のそれからは、揉みしだかれるだけでも溢れ出る乳白色の液体が流れ出て見受けられる。

  

  

  

  小爱随意地抓住柔软的乳肉，嘴唇紧贴着雪莉丝的乳头。

  　柔らかな乳肉を無造作に鷲掴んだアイの唇が、ユキリスの乳首に吸い付いた。

  

  

  “嗯❤️爱❤️怎么样?我的奶水是❤️嗯❤️阿安❤️”

  「んんっ❤️アイっ❤️どうですか？わたくしのお乳はっ❤️んんっ❤️ああんっ❤️」

  

  

  

  雪莉丝的双唇立刻发出甜美的娇声，嘴里含着母乳的小爱回答道。

  　途端に甘い嬌声を奏でるユキリスの艶かしい唇を見て取って、母乳を口腔に含むアイが返答する。

  

  

  “嗯?还是老味道。”

  「ん〜？いつもの味がする」

  

  

  他平静地回答，咕嘟咕嘟地吞咽着母乳。

  　酷く淡々ととした受け答えをする彼は、ゴクゴクと喉を鳴らして、母乳を飲み下す。

  

  

  “是吗❤️❤️太好了❤️❤️❤️啊❤️❤️”

  「そうですかっ❤️んっ❤️良かったですっ❤️んんっ❤️あっ❤️ん❤️」

  

  

  由奇里斯依然压着脸，喘息着，流露出喜悦之情。

  　依然として押し殺す様にして上擦った喘ぎ声を零すユキリスは、喜悦を露わとする。

  

  

  “嗯……把修女们叫来，因为必须净身。”

  「んんっ❤️シスター達を呼びます。身を清めなくてはなりませんから」

  

  

  

  称赞小爱散发母性微笑的雪莉丝抚摸着小爱的头部，继续说。

  　母性を滲ませた微笑を称えるユキリスは、アイの頭部を撫でながら言葉を続ける。

  

  

  “嗯。”

  「ん」

  

  

  

  爱听了她的话，没有回答，依然紧紧地吸在丰满的乳肉上。

  　彼女の言葉を耳としたアイは、それに対する返答もおざなりに、依然として豊満な乳肉へと吸い付いている。

  

  

  “圣女小姐，您怎么了?”

  「どうなされましたか？聖女様」

  

  

  雪莉丝手中的铃铛一响，几个穿着修道服的少女就踏进了房间。

  　ユキリスが手中へと納めていた鈴を鳴らした途端、居室へと足を踏み入れたのは複数の修道服の少女達。

  

  

  

  作为其中代表的特别漂亮的修女少女的声音提出了问题。

  　その中の代表としての殊更に見目美しいシスターの少女の声が問いを投げ掛ける。

  

  

  

  “准备浴池。”

  「湯浴みの用意を」

  

  

  与此相对，雪莉丝对暴露自己乳房的事实毫不在意，任由小爱哺乳。

  　対して自らが乳房を晒している事実に何ら気を払う素振りさえ見せないユキリスは、アイに授乳をさせたままに受け応える。

  

  

  “是的。暂时等一下，我马上去准备。”

  「はい。暫しのお待ちを、即座に支度を致します」

  

  

  回答这个问题的少女修女也淡淡地说，显得格外敬畏。

  　これに応じるシスターの少女も淡々とした口調で、殊更に畏まった様子が見受けられる。

  

  

  “你们两个，这孩子很讨厌自己打扫房间，所以还请多多关照。”

  「貴方達、この子は、自分で清めるのを酷く嫌います。ですからよろしくお願い致しますね」

  

  

  “我知道了。”

  「承知致しました」

  

  

  面对阿雪滔滔不绝的细语，修女们毕恭毕敬地行了礼，以优雅的举止走向小爱身边。

  　淀みなく下されるユキの細かい言に対し、恭しく礼をとるシスター等は、洗練された立ち振る舞いでアイの傍へと歩みを進めた。

  

  

  “孩子，请到这边来。”

  「御子様、どうぞ此方へ」

  

  

  修女向依然吸附在雪莉丝乳房上的爱打招呼。

  　依然としてユキリスの乳房に吸い付いていたアイへと声を掛けるシスター。

  

  

  然而，阿爱听了对方的话，一脸失望地摇了摇头。

  　しかしながら与えられた言葉を耳として憮然とした面持ちでかぶりを左右に振るアイ。

  

  

  “嗯，还想和妈妈在一起。”

  「え〜。まだママと一緒にいたい」

  

  

  打从心底表示拒绝的小爱，再次将雪松鼠的乳肉揉成一团。

  　心底から拒絶の意を示したアイは、再度渡りユキリスの乳肉を揉みしだく。

  

  

  “可是……”

  「ですが‥」

  

  

  年轻的少女修女听了，不知道该说什么，噤口不语。

  　これを受けた年若いシスターの少女は、二の句を告げることもままならずに口を噤む。

  

  

  

  “嗯❤️我，为什么不想洗澡呢?嗯❤️你也知道那是多么奢侈的事情吧?”

  「んんっ❤️アイ、何故湯浴みをしたくないのですか？あんっ❤️貴方とて、それがどれほどの贅沢であるのかを理解しているでしょう？」

  

  

  修女淡然地面无表情，却露出了些许困惑，由纪丽丝很是担心她。

  　淡々とした無表情ながらも、僅かばかりの困惑を露わとしているシスターを気遣うユキリス。

  

  

  她对还在用舌头抚摸自己乳头的自己的儿子说。

  　彼女は未だ自身の乳首を舌で転がしている自らの息子へと、諭す様にして言葉を言い放つ。

  

  

  “因为……太无聊了。”

  「だって‥つまらないんだもん」

  

  

  但是，对于责备他的话，他的回答显得特别幼稚。

  　しかしながら、窘めるべくして与えた言葉への返答は、殊更に幼稚な受け答え。

  

  

  “孩子，请允许我和您一起帮忙洗个澡。”

  「御子様、どうかわたくし共に、湯浴みの御手伝いをさせて頂きたく思います」

  

  

  但是，为了尽到在圣殿担任修女的责任和义务，少女又说了很多话。

  　だがしかし、聖殿に務めるシスターとしての責務を果たすべくして、更に言葉を重ねる少女。

  

  

  然而，小爱咀嚼着少女谦恭的话语，一脸无奈地回答。

  　しかしながら謙る少女から与えられた言葉を咀嚼したアイは、辟易とした面持ちで返答した。

  

  

  

  “可是塞拉根本就不听我的话，昨天明明说了不愿意吃，还是强迫我吃了。”

  「でもセラって僕の言うこと聞いてくれないじゃん。昨日だって嫌だって言ってるのに無理矢理食べさせたし」

  

  

  被称为塞拉的修女少女接受了这样无心的话，依然面无表情地回答。

  　その様に心無い言葉を受けたセラと呼ばれたシスターの少女は、依然として無表情で受け答え。

  

  

  “那是因为……如果不在规定的时间吃饭，饭就凉了……”

  「それは‥決まった御時間に食べませんと、御食事が冷めてしまいますから‥」

  

  

  完全没有头绪的两人所交谈的话语，呈现出极其单方面的样子。

  　一向に状況が纏まらない二人の交わす言葉は、極めて一方的な様子を呈して見受けられる。

  

  

  “……知道了。我现在就去，你先去吧。我跟妈妈一起去。”

  「‥わかったよ。今から行くから先に行ってて。後からママと一緒に行くから」

  

  

  “真不好意思。”

  「畏まりました」

  

  

  被给予了爱的正面的谅解的话的塞拉，深深地低下头回答。

  　アイの仏頂面を真正面での了承の言葉を与えられたセラは、深々と頭を下げて返答する。

  

  

  就这样，修女进行了一连串的交谈，以极其高雅的步伐离开了这里。

  　そうして一連のやり取りを交わしたシスターは、極めて上品な立ち振る舞いが見受けられる足取りでこの場を後とする。

  

  

  “爱……那种态度……是受了他的影响吗?请告诉我。”

  「アイ‥あの様な態度‥其方から影響を受けたのですか？わたくしに教えてください」

  

  

  雪莉丝目送着塞拉消失在房门前的背影，同时质问自己的儿子。

  　居室の扉の先へと姿を消したセラの背中を見送ったユキリスは、それと同時に自らの息子を問い詰める。

  

  

  “谁?没什么……先不说这个。”

  「誰って、別に‥。それよりもっ」

  

  

  “嗯❤️来啦❤️浴池迷你❤️安❤️”

  「んんっ❤️ですからっ❤️湯浴みにっ❤️あんっ❤️」

  

  

  然而，对此不可能坦率回答的爱，再次把脸落在雪莉丝的乳房上。

  　しかしながらそれに対して素直に受け答える筈もないアイは、再びユキリスの乳房へと顔を落とす。

  

  

  “嗯❤️妹妹们在等着❤️快点结束吧❤️啊❤️安❤️”

  「んんっ❤️シスター達が待っています❤️お早く済ませてしまいましょうね❤️あっ❤️あんっ❤️」

  

  

  “嗯，我知道。”

  「うん。わかってるって」

  

  

  

  丰满柔软的乳肉前端的淡粉色乳头上，小爱带着恶作剧的笑容抬头望着雪莉丝。

  　豊満な柔乳肉の先端の薄桃色の乳頭へと吸い付くアイは、悪戯な笑みを浮かべてユキリスを見上げている。

  

  

  

  对自己的儿子倾注慈爱的眼神的雪克利斯，可以看到他不停地抚摸着小爱的后背。

  　そんな自身の息子に対し、慈愛の滲む眼差しを注ぐユキリスは、幾度もアイの背中を撫でさすっている姿が窺える。

  

  

  雪莉丝的手握得特别温柔，像是在安抚小孩子。

  　殊更に優しげな手つきでもってして、幼児を宥めるかの様な、面持ちが見受けられるユキリス。

  

  

  “可以吗?你继承了龙鬼大人的血脉，所以一定要把他培养成优秀的人。”

  「いいですか。貴方は龍鬼様の血を受け継いでいるのですから、立派に育たなくてはいけませんよ」

  

  

  接着，从他对爱的平静的语调中，可以窥见一种近乎疯狂的深情。

  　続いてアイに対し与えられた穏やかな声色には、何処か狂気的なまでの深い愛情が窺える。

  

  

  “……就算你这么说，我也没见过你。不知道。”

  「‥そんなこと言われたって、会ったこともないじゃん。わからないよ」

  

  

  对此，阿爱面露难色，用厌烦的声音回答。

  　これに対し辟易とした面差しを晒しては、うんざりとした声色での返答を呈するアイ。

  

  

  他抗议似的抬眼看着由奇里斯，用力吸住她的乳头。

  　抗議する様な上目遣いでユキリスを見上げた彼は、勢いよく眼前の乳首に吸い付いた。

  

  “嗯❤️……呵呵……现在还不知道也没关系。嗯❤️请尽情喝奶❤️❤️。”

  「あんっ❤️‥ふふ‥ええ‥今はまだわからなくても構いません。んんっ❤️どうぞ御好きなだけお乳を飲みなさい❤️んっ❤️」

  

  

  母子俩就这样互相满足对方的感情。

  　その様にして母子は互いの情動を満たしていく。

  

  

  转移到雪莉丝和爱现在身处的雷亚诺斯提亚圣王国，已经过去了好几年的岁月。

  　ユキリスとアイの二人が現在身を置くレアノスティア聖王国へと転移を果たして、早幾年もの年月が流れた。

  

  

  然而，阿雪依然保持着和以前一样的美丽容貌。

  　しかしながら未だにユキは以前と変わらぬ美しい容姿を誇って見受けられる。

  

  

  被迫改名为雪里斯，是因为在被幽禁的圣殿献上祝词时，受到了神的神谕。

  　ユキリスとの改名を余儀なくされたのは、その間幽閉されていた聖殿での祝詞を捧げる際に、神から神託を受けたが所以に他ならない。

  

  

  是的，她和自己生下的孩子一起被幽禁在雷亚诺斯提亚圣王国最深处的圣殿里。

  　そう、彼女は自らが産み落とした子供と共に、このレアノスティア聖王国の最奥たる聖殿の居室にて、幽閉されているのであった。
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  还是在圣殿最里面的房间里。

  　所変わらず聖殿の最奥たる居室にて。

  

  

  

  除了有一定地位的神职人员，任何人都不能进入该圣域。

  　同所は、ある程度の地位に位置する聖職者を除き、何人たりとも足を踏み入れることが許されない聖域。

  

  

  

  根据自己的母亲圣女雪莉丝的提议，爱本来是打心底讨厌洗澡的。

  　自らの母親である聖女ユキリスの提案により、本来であれば心底から嫌っている湯浴みをする運びとなったアイである。

  

  

  

  没有预料到要清洗身体的阿爱，自然地和自己的母亲雪莉丝一起，包括修女们一起入浴。

  　予期せずして身を清める羽目となったアイは都合、自然と自身の母であるユキリスと共に、シスター等も含めての入浴となった次第。

  

  

  

  因此，他去的是用极为宽阔厚重的大理石建成的大浴场。

  　故に、極めて広々とした、重厚な大理石であつらえられている大浴場へと赴いていた。

  

  

  

  因为早就有了传说，所以这里的温泉已经被水淹没了。

  　予め言い伝えていたが故に既に湯は張り巡らされて見受けられる。

  

  

  

  在这个特别巨大的浴池里，冒着柑橘系的香味，可以看到无数水果的身影。

  　なんらかの柑橘系の香り高い湯煙を挙げているこれまた殊更に巨大な浴槽には、無数の果物の姿が窺える。

  

  

  

  为了上香而飘出来的，全都是献给雪莉丝的贡品。

  　匂い付けのために浮かされているそれは、揃いも揃ってどれもこれもが、ユキリスへの献上品である。

  

  

  

  虽然只是洗一次澡，却把这些东西都消费掉了。

  　その様な代物をたった一度の湯浴みをするだけであるにも関わらず、その全てを消費してしまうのだ。

  

  

  

  鉴于这些事实，其奢华程度不言而喻。

  　それらの事実を鑑みるに、どれ程に贅が尽くされているのかは自明の理。

  

  

  

  也就是说，这表明雪里斯是如何在这个雷亚诺斯提亚圣王国处于高位的。

  　即ちそれは如何にしてユキリスがこのレアノスティア聖王国において、高位の立場に位置しているのかを示している。

  

  

  

  尤其以美丽的容貌为傲，作为纯白圣女的通称，得到压倒性人民支持的圣女雪莉丝。

  　殊更に見目美しい容貌を誇るが故に、純白の聖女としての通称で、圧倒的にまでに民からも支持を得ている聖女ユキリス。

  

  

  

  和她一起踩在大理石铺成的石板地上的，是一位漆黑长发的少年。

  　そんな彼女と共に大理石で誂えられている石畳の床を踏むのが、漆黒の長髪の少年である。

  

  

  

  作为圣女雪莉丝的儿子，他毫不在意站在大浴场边上的修女们，到处乱脱衣服。

  　聖女ユキリスの息子である彼は、大浴場の端へと控えたシスター等の面々に気を払うことなく衣服を脱ぎ散らかす。

  

  

  

  “……不行。那样做不好。”

  「‥ダメですよ。そのようにしてはしたないです」

  

  

  雪里斯发现了他的不礼貌，说了挖苦的话。

  　そんな彼の不作法を見咎めたユキリスから窘めの言葉が掛けられる。

  

  

  但是……

  　だがしかし─

  

  

  “没关系的~。因为塞拉会帮你做的~。对吧~塞拉?”

  「いいの〜。だってセラが全部やってくれるし〜。ね〜？セラ」

  

  

  “是的，孩子。”

  「はい。御子様」

  

  

  连注意都没有的小爱，用视线看着站在一旁的少女修女。

  　これに気を留める素振りさえ見せないアイは、傍らへと佇むシスターの少女へと視線で見遣る。

  

  

  

  对此，有一个叫塞拉的少女，她的举止肃穆而又极其淡然。

  　これに対して粛々とした、酷く淡々としての立ち振る舞いで受け答えるのがセラという少女である。

  

  

  

  “……没关系……我来做。”

  「‥もう構いません‥。わたくしがやります」

  

  

  

  雪莉丝看到儿子如此冷漠无情的样子，不禁为他的美貌感到忧伤。

  　その様にして、酷く素気ない態度を示す自らの息子の様子を見て取ったユキリスは、その美貌に憂いを称えて見受けられる。

  

  

  

  雪莉丝说完便快步走到小爱身边，开始脱自己儿子的衣服。

  　いうが早いか足早にアイの傍へと足を運ばせたユキリスは、自身の息子の衣服を脱がせ始めた。

  

  

  

  “算了，算了……”

  「もうっ、いいってば‥」

  

  

  但是，让绝世丽质的圣女帮忙换衣服的爱，更让人觉得是一种无奈。

  　しかしながら、絶世の麗しい聖女に着替えを手伝わせているアイは、殊更に辟易として見受けられる。

  

  

  和刚才黏在乳房上撒娇的举止相比，这是一种极其粗俗的态度

  　乳房に吸い付いていた先程の甘えた立ち振る舞いと比較して、極めてぞんざいな態度での受け答えだ

  

  

  

  “不行的，不好好叠东西的话，会疼的。”

  「ダメですよ。しっかりとお召し物は畳まなくては、痛んでしまいますからね」

  

  

  在那样多愁善感的年纪，对于青春期正盛的少年所表现出的情绪，雪莉丝尤其发挥出母性。

  　そんな多感なお年頃である、思春期真っ盛りな少年の示した情緒に対し、殊更に母性を発揮してみせるユキリス。

  

  

  

  “圣女，就交给我们吧。”

  「聖女様。私達にお任せくださいませ」

  

  

  

  修女塞拉对即使被敷衍地回答，仍然叠衣服的雪莉丝进言。

  　おざなりな返答を返されても尚、依然として衣服を畳むユキリスへと進言するシスターセラ。

  

  

  

  她的言行举止与她的年龄不相称，她淡淡地行了礼。

  　年齢不相応にも毅然とした立ち振る舞いが見受けられる彼女は、酷く淡々としたとした調子で礼を払う。

  

  

  “谢谢。不过，我的名字不是名字，而是我的名字。本来的话，赐给了我一个非常伟大的名字。我每天都发自内心地祈祷感谢主大人。我一次也没有犯过需要信仰的愚蠢的事，所以，如果您叫我尤奇里斯·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚，我会很高兴的。”

  「ありがとう御座います。ですが、わたくしのことは名称ではなく、どうか名前で。本来であれば、とても身に余る程に大層な名を賜りました。主様には心底から、感謝の祈りを日々捧げております。一度たりとも信仰を欠かせる様な愚を犯したことは御座いません。ですので、わたくしのことはユキリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアとお呼び頂けたら、とても嬉しく思います」

  

  

  对此回应的雪莉丝与sistersera完全对称，以一副极其情绪充沛的样子忍耐着。

  　これに応じたユキリスはシスターセラとは対称的に、酷く情緒が満ち溢れた様子で受け堪える。

  

  

  然而，她依然有着耀眼的美貌和灿烂的微笑，似乎还有话要说。

  　しかしながら依然として眩いばかりの美貌に微笑を称えて見受けられる彼女には、未だ語るべき言葉がある様だ。

  

  

  

  雪莉丝有着极其美丽的容貌，脸上浮现出圣女般的微笑。

  　極めて美しい容貌に殊更に輝いてさえ見て取れる、聖女の如き微笑みを浮かべて見せたユキリスは言い放つ。

  

  

  

  “但是，如果不是不方便的话，请您不要介意我，请您轻松地叫我yukyris，那将是无上的喜悦。”

  「ですが、もしも不都合ではないのでしたら、どうかわたくしなどに気後などされず、気軽にユキリス、とお呼びして頂けたのであれば、これに勝る喜びは御座いません。正に至上の悦びに御座います」

  

  

  并且毫不犹豫地用严厉而清廉的美声表达了愿望。

  　そしてなんの躊躇いすらも伴わない酷く清廉な美声での願い。

  

  

  

  听到这句话的塞拉，还是一如既往地露出严厉淡然、毅然决然的表情，回答道。

  　これを耳としたセラは、やはり相変わらずに依然として酷く淡々とした、毅然としている面持ちを晒して言葉を返す。

  

  

  “可是……”

  「ですが‥」

  

  

  如同流水般被赋予了语言的塞拉，对这个有可能成为不敬罪的雪莉丝自己的提案倒吸了一口气。

  　流れる様にして言葉を与えられたセラは、その不敬罪にもなりかねないユキリス自身の提案に息を呑む。

  

  

  他迟疑了一会儿，抬起端正的五官。

  　そしていくばくかの逡巡を垣間見せた後に、整った顔立ちを上げた。

  

  

  “不好意思，雪松鼠小姐。”

  「畏まりましたユキリス様」

  

  

  本来如果不直接称呼他的名字，可能会被立即斩首，所以才给他起了敬称。

  　本来であればその名を呼び捨てることは、即刻斬首すらも免れないが故に、どうやら敬称を付けるにした様である。

  

  

  塞拉以如此肃穆的举止深深鞠了一躬，折叠起递过来的衣服。

  　そんな殊更に粛々とした立ち振る舞いで深々と頭を下げたセラは、手渡された衣服を折り畳む。

  

  

  

  “嗯。妈妈取了个什么样的名字?我，好在意啊~ ~”

  「ふーん。ママってどんな名前貰ったの？アイ、気になるな〜」

  

  

  阿爱在一旁单方面地看着两人一连串的对话，发自内心地关心地问道。

  　そんな二人の一連のやり取りを傍らから一方的に眺めていたアイは、心底から関心も露わに問い掛ける。

  

  

  “是的……您给了我一个非常棒的名字。”

  「はい‥とても素晴らしい御名前を賜りました」

  

  

  在回答他的问题时，也会露出深思熟虑的表情。

  　彼からの質問に応じるに当たっては、酷く思考を巡らせた面持ちも呈して、熟考して見受けられる。

  

  

  她深深地吸了一口气，张开嘴唇，

  　そして一息に呼吸を深く吸った彼女は唇を開き─

  

  

  “雪莉丝·阿纳斯塔西亚俄娜·尤兰尼亚伊拉·弗蕾亚亚内斯莉丝·芭西亚·雷伊莉丝·雪怀·冯·雷亚诺斯提亚。”

  「ユキリス・アナスタシアンブロシアーナ・ユラニアイラーラ・フレイヤアナイスイリスアリアルバシア・レイアイリスティア・スノーホワイト・フォン・レアノスティア、と」

  

  

  

  接在第二句之后的话语，没有任何停顿，仿佛是一种流畅的美声演奏。

  　二の句に続いて繰り出された言葉の羅列は、一切の淀みすらもなく、流暢な美声で奏でられて見受けられた。

  

  

  

  “……好长啊。妈妈是妈妈吧。”

  「‥長いよ。ママはママでしょ」

  

  

  

  面对从她唇边汹涌而出的浊流，提出疑问的阿爱露出了特别的困惑。

  　彼女の唇から捲し立てられた濁流の如き言葉の奔流に対し、これ応じる質問を呈した当本人であるアイは、殊更な困惑を露わとした。

  

  

  

  

  但是，把他的话当作第二句话来回答的少女修女，却突然说出了称赞的话。

  　しかしながら、そんな彼の言葉の次点として受け答えたシスターの少女は、ここぞとばかりに称賛の言葉を口とする。

  

  

  

  “是的，给人的感觉是非常高贵的名字。能得到这样的祝福，不愧是尤奇里斯。”

  「はい。とても高貴なる御名前に感じられます。その様な祝福を御賜りになられるなど、流石はユキリス様で御座います」

  

  

  

  尤其是举止谦恭的塞拉，用极其畏惧的语气称赞圣女雪莉丝。

  　殊更に謙った立ち振る舞いが見受けられるセラは、酷く畏まった口調で聖女ユキリスを褒め称えて見せた。

  

  

  

  “是吗?啊，算了……能不能早点洗?我今天有事要做。”

  「そうかな〜。まぁ、いいや‥それよりも早く洗ってくれない？僕は今日はやることがあるんだ」

  

  

  

  阿爱在一旁看了看，从心底流露出无聊的神情，催促对方为自己服务。

  　これを側から見て取ったアイは、心底から退屈を露わとして奉仕の催促を口とする。

  

  

  

  “是的，我回来了。我来照顾孩子，你们就拜托雪克利斯夫人了。”

  「はい、ただいま。わたくしは御子様のお世話を致します。貴方達はユキリス様をお願いします」

  

  

  

  特别是被他那自私傲慢的举止所催促的塞拉，却丝毫看不出有异议的样子。

  　殊更に身勝手に窺える傲慢な立ち振る舞いで彼に促されたセラはしかし、これに意を唱える様子は見受けられない。

  

  

  

  甚至连隐约可见的情绪都没有表露出来，只是淡淡地听他说。

  　寧ろ希薄に垣間見て取れる情緒すらも面に出すことがなく淡々とくだされた言葉に従う。

  

  

  

  在场的修女们都能听到她那婀娜多姿的美声。

  　極めて美しい容姿を誇る怜悧な美声が、場を共にしている修道女達へと聞き届けられる。

  

  

  

  听着那冰冷的声音，少女们开始为圣女雪莉丝服务。

  　冷然とした声色ながらも確かに響いては聞こえたその言葉に従って、聖女ユキリスへと奉仕を始める少女達。

  

  

  

  所有人都是美艳动人的少女，她们用五指拨开雪莉丝身上的修道服。

  　皆が皆見目麗しい麗かな少女の五指が、ユキリスの身に纏う修道服を取り払う。

  

  

  

  因为是同性关系，所以没有什么特别的停顿，在分配上非常平淡。

  　此方は同性であるが故に特段淀むこともなく、酷く淡々とした配分での奉仕がなされている。

  

  

  

  露出丰满肢体的雪松鼠，像在炫耀蛊惑人心的肉体一般曝晒着。

  　豊満な肢体を露わとしているユキリスは、その蠱惑的な肉体を誇示するかの様にして晒している。

  

  

  

  描绘出艳丽曲线的丰满臀部，越过质地较薄的修道服，就显得十分鲜明。

  　酷く艶かしい曲線を描いているむっちりとした尻肉の形は、生地の薄い修道服を越しでは鮮明となる。

  

  

  

  极顺产型的臀部依然没有下垂，保持着自然吸引视线的优美形状

  　極めて安産型の臀部は依然として垂れることなく、自然と視線を集わせてしまう程に美しい形状を保っていた

  

  

  

  而且，和柔软的大屁股一样高高隆起的丰满双丘，随着衣服被脱下，显得格外挺拔。

  　そして、大きな柔尻と同様にツンと上向いた豊満な双丘は、衣服を脱がされるに応じて殊更な弾みを垣間見せた。

  

  

  

  捧着丰满乳房的修女少女们，甚至对自己的手掌传递出的重量感发出感叹。

  　豊かな乳房を持ち上げている修道女の少女達は、自身の掌から伝わる重量感に感嘆さえも露わ。

  

  

  

  与那种充满女性起伏的部位相比，微微紧实的腹部看不到任何赘肉。

  　対してそんな女性的な起伏に満ち溢れている部分と比較して、薄っすらと引き締まって窺える腹部には一切の贅肉が見られない。

  

  

  

  尤奇里斯拥有完美的肉体美，几乎看不出任何缺点，但下腹部浮现的家徽却让人觉得风情万种。

  　凡そ欠点が見受けられない程に完璧な肉体美を誇るユキリスであるがしかし、下腹部に浮かび上がっている紋様が殊更な色香を漂わせて見て取れる。

  

  

  

  那和一直延伸到腰际的白金金色一样，虽然极其微弱，却透着光芒。

  　腰元まで伸びているプラチナブロンドと同様のそれは、極めて微弱ながらも輝きを滲ませている。

  

  

  

  看到雪克利斯如此美丽的身材，少女修女们都被压得诚惶诚恐。

  　その様にあまりに美しいユキリスの美体を目の当たりとしたシスターの少女等面々は、酷く気圧された様子で恐縮してさえ窺える。

  

  

  

  在拥有令人目眩神迷的纯白柔嫩肌肤的雪克利斯面前，即使是再漂亮的少女也会显得模糊不清。

  　神々しいまでに眩いばかりの純白の柔肌を誇るユキリスを前としては、幾ら見目麗しい少女達といえど存在が霞んで見受けられる。

  

  

  

  然而，她丰满的肢体自不必说，金丝般的长发也彰显着特殊的存在感。

  　しかしながら、その豊満な肢体もさることながら、金糸の如き長髪も殊更な存在感を主張している。

  

  

  

  白金与金色混合闪耀的白金金色，大大伤害了少女们的矜持。

  　白金と金色の入り混じる輝きを伴っているプラチナブロンドは、これを眺める少女達の矜持を大いに傷付けた。

  

  

  

  她们虽说年轻，但毕竟是女人，所以以自己的头发为荣，但与雪莉丝对峙时却相形见绌。

  　年若いといえど女であるが故に、自身の髪を誇りに思っていた彼女等であるがしかし、ユキリスと対峙しては見劣りも甚だしい。

  

  

  

  以女人之命也要认输的少女修女们，用格外羡慕的眼神仰视着由奇里斯。

  　女の命でも敗北を期したシスターの少女等面々は、殊更な羨望を孕んだ眼差しでユキリスを仰見ていた。

  

  

  

  虽然与雄鬼人相比有些逊色，但原本身高就高的雪克利斯，由于其出众的身材，在体形方面也凌驾于少女等之上。

  　鬼人の雄と比較しては劣るが、元来身長が高いユキリスは、その抜群のスタイル故に、体形の面でも少女等を凌駕していた。

  

  

  

  少女修女们只能仰视作为雌性位于遥远高处的极其美丽的雪克利斯的身姿。

  　そんな、雌として遥か高みに位置する極めて美しいユキリスの姿を見上げるしかないシスターの少女達。

  

  

  

  让人意外地意识到地位的不同。

  　予期せずして格の違いを思い知らされる羽目と相成った次第である。

  

  

  

  雪莉丝以自己美体压倒性的存在感，让修女少女们战战兢兢。

  　その様にして自らの美体の圧倒的なる存在感でもってして修道女の少女等面々を戦々恐々とさせているユキリス。

  

  

  另一方面—

  　その一方で─

  

  

  “请您稍等一下，在进入浴池前……”

  「お待ちくださいませ御子様。浴槽に入られる前に御体を‥」

  

  

  尽管自己下了命，但对塞拉的样子也毫不在意的爱，早早地就要踏进浴池。

  　自ら命を下したにも関わらず、セラの様子にも構う素振りも見せないアイは、早々に湯船へと足を踏み入れようとしていた。

  

  

  

  看到这一幕，塞拉说出了静止的话语，让她快步走向爱的身边。

  　これを目の当たりとして静止の言葉を投げ掛けたセラは、足早にアイの傍らへと歩を進ませる。

  

  

  

  “那我就告辞了。”

  「では、失礼致します」

  

  

  塞拉走到少年的正前方，恭恭敬敬地低下了头。

  　少年の真正面へと足を運ばせたセラは、恭しくも大仰な程に頭を下げる。

  

  

  

  他看到少年裸露在外面的裸体，便伸出手去。

  　そして、外気へと露わとなっている少年の裸体を眼前に見て取って手を伸ばした。

  

  

  

  分毫不差、毫不犹豫地走向的，是尚且年幼的爱的性器。

  　寸分違わずに、一切の迷いなくそれが向かった先は、未だ歳幼いアイの性器である。

  

  

  

  瓷用手指像白鱼一样摘着还没有剥皮的白鱼。

  　依然として皮が剥けてもいないそれを白魚の如き指先で摘むセラ。

  

  

  

  面对披着一层皮的和服，她缓缓地进言。

  　皮を被っているそれを前とした彼女はおもむろに進言を呈する。

  

  

  

  “孩子，虽然有点疼，但我来帮您剥吧。”

  「御子様、少々痛みが伴いますが、わたくしめが御剥き致します」

  

  

  

  从淡粉色的可爱嘴唇中说出的话，不是一般少女会脱口而出的内容。

  　そうして薄桃色の可愛らしい唇から言い放たれた言葉は、凡そ年頃の少女が口走る様な内容ではない。

  

  

  

  然而，阿爱并没有表现出惊讶的反应，只是打了个哈欠，点了点头。

  　しかしながらこれといった驚きの反応さえも見受けられないアイは、欠伸を一つ伴い頷いて見せた。

  

  

  

  “那么……”

  「それでは」

  

  

  

  塞拉明白了这一点，开始剥掉阴茎前端的皮。

  　これを了承の意として見て取り認識を果たしたセラが、摘んでいた陰茎の先端の皮を剥き始めた。

  

  

  

  她的动作格外谨慎，但动作却显得格外缓慢。

  　酷く慎重な手付きの彼女からは、殊更にゆっくりとした所作で、緩慢としてすら見て取れる動作が窺える。

  

  

  

  “是的，结束了。”

  「はい。終わりました」

  

  

  

  经过一段时间，爱情的男根终于完全显露出来。

  　そうして暫くの時間を経てようやく完全に露わとなったアイの男根。

  

  

  

  因为还未成熟，所以即使看到淡粉色的塞拉也毫不在意。

  　未成熟であるが故に、薄桃色のそれを目の当たりとしてもなんら意に介することがないセラ。

  

  

  

  “那我就洗干净了。”

  「それでは、清めさせて頂きます」

  

  

  

  接着，塞拉将视线转向从旁边的汤釜溢出的液体，用自己的双手捧起。

  　次いで傍らに設けられている湯釜から溢れ出る液体へと視線を向けたセラは、自らの両掌でそれを掬い取る。

  

  

  

  下一个瞬间，就把它收进手中，开始清洗小爱的阴茎。

  　すると次の瞬間には手中に納めたそれで、アイの陰茎を清め始めたのであった。

 
  浄化の儀

  净化之仪

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  依然一起在圣殿最里面的大浴场。

  　　依然として場を同じくして聖殿の最奥たる大浴場にて。

  

  

  

  以自己的母亲圣女雪和她身边的修女塞拉为首的修女们。

  　自らの母親である聖女ユキと、彼女の傍付きのシスターセラを筆頭とした修道女達。

  

  

  

  与这些容貌出众、极其美丽的人在一起的爱情。

  　そんな殊更に容貌に優れた、極めて美しい容姿を誇る面々と場を共にしているアイである。

  

  

  

  她的面容稚气未减，却显得聪明伶俐，她的指尖传到小爱的阴茎上。

  　未だあどけなさを残した顔立ちでありながら、怜悧な美貌が窺えるセラの指先がアイの陰茎に伝う。

  

  

  

  “呜”

  「うっ」

  

  

  

  那是被毫不留情地爬到男人裸露的表面上的五指的触感，不由自主地喘息的爱。

  　剥き出しとなった男根の表面へと容赦なく這わされる五指の感触に、自ずと喘ぐアイである。

  

  

  随着受到意想不到的刺激而不由自主地发出的声音，他的阴茎开始发热。

  　予期せぬ刺激を受けて思わず零してしまった声とに伴い、彼の陰茎が熱を持つ。

  

  

  

  “对不起，您还好吗?”

  「申し訳御座いません。お加減はよろしゅう御座いますか？」

  

  

  然而，在眼前这个越来越大的小男人身上，却看不出丝毫的顾忌。

  　しかしながら眼前にて大きさを増した幼き男根に、なんら構った様子が見受けられないのがシスターセラ。

  

  

  

  “嗯，再往前走一点，感觉痒痒的。”

  「んんっ、もっと先っぽのところなんだかむずむずする」

  

  

  

  在散发出那种冷艳的绝世美貌的塞拉面前，爱显露出了自己的要求。

  　そんな冷気すら発して見て取れる絶世の美貌を誇るセラの顔立ちを前として、自身の要望を露わとするアイ。

  

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  修女塞拉正确地理解了他的要求，垂下了娇艳的睫毛。

  　彼から与えられた要求の意味するところを正確に紐解いたシスターセラは、艶かしい睫毛を伏せる。

  

  

  

  “真不好意思。”

  「畏まりました」

  

  

  小小年纪就非常聪明的她，立刻就完全理解了眼前这个少年的要求。

  　幼くして極めて聡明な彼女は即座に、眼前の少年の望む所を完全に汲み取る。

  

  

  

  理解了自己应该履行的责任和义务，刺激了自己手中的男根。

  　理解した自身が遂行すべき責務を果たすべくして、自らの手中に納められた男根を刺激して見せた。

  

  

  

  对露出来的男根的尖端用指尖传达的瓷。

  　露わとなって剥き出しになった男根の先端に対して指先を伝わせるセラ。

  

  

  “嗯。”

  「んっ」

  

  

  

  爬到龟头的铃铛口部分之后，得到的快感让她站了起来。

  　亀頭の鈴口部分へと這わされたそれから与えられた快感に腰を浮かせるアイ。

  

  

  

  他被人玩弄于股掌之间，为由此产生的快感而呻吟。

  　弄ばれる様にして先端を扱かれる彼は、これから生じた快感に呻く。

  

  

  

  “感觉怎么样?”

  「心地はどうでしょうか？」

  

  

  就像用黏糊糊的手淫手法清洗男人根须的瓷，淡淡地问道。

  　まるでねっとりとした手淫の様な手付きで男根を清めるセラであるがしかし、淡々と問い掛ける。

  

  

  

  “塞拉，你想写什么?”

  「セラっ、なんかきそうっ」

  

  

  但是，以窥视的方式呈现出来的爱，是肉体深处涌起的情感的呐喊。

  　だがしかし、窺う様にして言葉を呈されたアイは、肉体の奥底から湧き上がる情動に叫ぶ。

  

  

  

  “好的，请您直接拿出来。”

  「はい、どうかそのまま、お出しになってくださいませ」

  

  

  在这面前的修女塞拉，用极其冷淡的声音回答。

  　これを前としたシスターセラは、酷く冷然とした声色での受け答え。

  

  

  

  一改平时的冷峻举止，用双手包住眼前的男根。

  　平素からのクールな立ち振る舞いのままに、自身の両掌で眼前の男根を包み込む。

  

  

  

  她用黏黏糊糊的手将五指伸到龟头上，纤细的指尖舞动得更厉害了。

  　ねっとりとした手付きで亀頭へと五指を這わせた彼女は、丹念にも伝わせている指先を殊更に踊らせる。

  

  

  

  “嗯……”

  「うあっ‥」

  

  

  对急剧提高的灵敏度给予了鲜明的刺激而发出的声音。

  　急激に高められた感度に対して与えられた鮮烈なまでの刺激に上擦った声を零すアイ。

  

  

  

  无限亢奋的情绪驱使着我探出了腰。

  　際限なく昂る興奮の赴くがままに腰を突き出した。

  

  

  

  把意识托付给从身体内部溢出的情绪所产生的快乐的浊流。

  　身の内から溢れ出る情動から生じた快楽の濁流へと意識を委ねる。

  

  

  

  与从所有的重担中解放出来的感觉极为相似，感受到压倒性的快感的同时吐精。

  　全ての重荷から解き放たれた感覚にも酷似した、圧倒的なまでの快感を感じると共に吐精する。

  

  

  

  就这样，塞拉用双手接住了完成射精的小爱的儿子。

  　都合、射精を果たしたアイの子種を、両掌で受け止める羽目と相成ったセラ。

  

  

  她看着从铃口中吐出的东西，慢慢地张开了嘴唇。

  　鈴口から吐き出されたそれに視線を注がせる彼女は、おもむろに唇を開く。

  

  

  

  “喂，塞拉?不许舔!”

  「ちょっ、セラっ？舐めちゃダメだってばっ！」

  

  

  然而，爱情静止的语言也是虚无的，鲜红色的舌头抓住了子种。

  　しかしながらアイの静止の言葉も虚しく、鮮やかな紅色の舌が子種を捉える。

  

  

  

  爬行的舌肉传到白浊液里，舔到嘴里。

  　這わされた舌肉が白濁液に伝わされ、舐めとったそれが口腔内へと納められる。

  

  

  

  “嗯……”

  「んんっ‥」

  

  

  塞拉用舌腹把它含着唾液吞了下去，但还是面无表情地仰望着小爱。

  　舌腹で掬い取ったそれを唾液を含ませて飲み下したセラは、それでも無表情でアイを見上げている。

  

  

  

  小爱看到塞拉抬眼吞咽的样子，为自己已经吐精的事实而动摇了理智。

  　上目遣いで嚥下したセラの様子を見て取ったアイは、自身が吐精を果たした事実に理性を蕩けさせる。

  

  

  

  “白色的……”

  「白いの出た‥」

  

  

  

  他不由自主地低声说着，盯着依然仰望着自己的塞拉。

  　思わずといった調子で呟いた彼は、依然として自身を仰ぎ見るセラを見つめた。

  

  

  

  “好的，接下来是身体方面的问题。”

  「はい、それでは次はお身体の方を」

  

  

  

  但是，塞拉看不出自己对爱有什么在意的样子，以极其冷淡的举止站了起来。

  　しかしながら自身を眺めるアイに構った様子が見受けられないセラは、至極冷然とした振る舞いで立ち上がる。

  

  

  

  “失礼了。”

  「失礼致します」

  

  

  接着，她恭恭敬敬地行了个礼，彬彬有礼地开始脱自己身上的衣服。

  　次いで恭しく礼を払う彼女は、自らの身に纏う衣服を丁寧な所作で脱ぎ始めた。

  

  

  

  “那么……”

  「それでは」

  

  

  

  塞拉以流畅的动作完成了脱衣，露出了自己的肢体。

  　瞬く間に流れる様な洗練された動きで脱衣を終えたセラは、自らの肢体を露わとする。

  

  

  

  她依然面无羞耻心，毫不犹豫地向爱靠近。

  　依然として羞恥が見受けられない面持ちを晒す彼女は、何ら躊躇うことなくアイへと身を寄せる。

  

  

  

  受到极美的少女拥抱的少年，尤其对丰满的塞拉的肢体表现出动摇。

  　極めて美しい少女から抱擁を受けた少年は、殊更に豊満なセラの肢体に動揺を示す。

  

  

  

  迅速流向下半身的血流，使他再次勃起成为可能。

  　急激に下半身へと巡らされた血流が、再度の勃起を可能とさせる。

  

  

  

  “让我洗干净。”

  「清めさせて頂きます」

  

  

  看到这一幕的塞拉，毫不在意塞进自己大腿间的男根，宣布道。

  　それを見て取ったセラは、自身の太腿の間へと納められた男根に構うことなく宣言する。

  

  

  

  “啊……塞拉!”

  「うあっ‥セラっ」

  

  

  

  再次断言的少女，驱使着自己有张力的粗壮大腿，将阴茎扒在腿上。

  　再度に渡って言い放つ少女は、自身の張りのあるむっちりとした太腿を駆使して陰茎を素股する。

  

  

  

  因为提前完成了吐精，所以当时黏附的白浊液就成了润滑剂。

  　予めに吐精を果たしたが故に、その際に纏わりついていた白濁液が潤滑剤となる。　　

  

  

  

  纯白美丽柔软的肌肤被污浊的液体玷污，男人的根滑了下去。

  　純白色の美しい柔肌を穢していく濁った液体が扱かれる男根を滑らせる。

  

  

  

  “您还好吗?”

  「お加減はよろしゅう御座いますか？」

  

  

  

  阿爱被问到同样的问题，却没有刚才那样从容的回答。

  　同様の問いを投げ掛けられたアイであるがしかし、先程の様な余裕のある返答はない。

  

  

  

  “塞拉!塞拉心情好!我喜欢这个!”

  「セラっ、セラっ気持ちいいっ。これ好きっ」

  

  

  

  任由她把脸埋进少女丰满的乳房里。

  　されるがままに少女の豊満な乳房へと顔を埋めるばかり。

  

  

  

  “请您直接拿出来吧。”

  「そのままどうか、お出しになられてくださいませ」

  

  

  

  看到阿爱如此冷酷无情的样子，塞拉用更加冷淡的声音回答。

  　そんな男として無様なアイの様子を見て取ったセラは、殊更に冷然とした声色での受け答え。

  

  

  

  她将自己嗜肉如命的肢体缠住了爱的身体，用极其冷淡的声音说道。

  　自身の肉好きの良い肢体をアイの身体に絡み付かせた彼女は、酷く冷淡な声で言い放つ。

  

  

  

  “可以拿出来。”

  「出して良いですよ」

  

  

  

  她的低语丝毫没有人情味，听起来却充满了蛊惑人心。

  　凡そ人間味が感じられない程に情緒を露わさない彼女の囁きは、存外にも蠱惑的に響いては聞こえた。

  

  

  

  “嗯……”

  「ううっ」

  

  

  被这句话贴在耳边的小爱，悲惨地挺起腰的同时，又一次吐精了。

  　これを耳元で口とされたアイは、惨めにも腰を突き出すと同時に、再度の吐精を果たしていた。

  

  

  

  被释放的种子汁毫不留情地蹂躏着塞拉的臀部。

  　解き放たれた子種汁が容赦なくセラの臀部を蹂躙する。

  

  

  

  直到发飙前都被凝固的那个，在气势极佳地迸出的同时污秽了她的秘部。

  　暴発寸前まで堰き止められていたそれは、勢い良く迸ると同時に彼女の秘部を穢す。

  

  

  

  白浊液无情地蹂躏了那个漂亮的纯白少女的柔嫩肌肤，毫不留情地黏在她身上。

  　殊更に見目麗しい純白の乙女の柔肌を、無慈悲にも蹂躙した白濁液は、容赦なくへばり付いた。

  

  

  而在快乐的驱使下完成射精的阿爱，则一屁股坐在地上。

  　そして快楽の赴くがままに射精を遂げた当の本人であるアイは、その場にて尻もちをついていた。

  

  

  “辛苦了。那么，下次就让我坐在上面吧。”

  「お疲れ様で御座いました。それでは次は、わたくしが上に跨らせて頂きます」

  

  

  

  面对似乎已经无力回天的爱，塞拉用冷淡而蔑视的眼神，再三宣布。

  　どうやら腰を抜かしたらしいアイに対し、冷淡にも見下した眼差しを注ぐセラは、再三に渡り宣言する。

  

  

  

  “失礼了。”

  「失礼致します」

  

  

  每次都行过礼的她，依然用双手捧起从旁边溢出的热水。

  　みたびに渡り礼を払う彼女は、依然として傍らから溢れ出る湯を両掌へと掬い取る。

  

  

  

  把掌握在手中的东西从上面注入自己的肢体。

  　手中に納めたそれを上から注がせる様にして自身の肢体へと纏わせる。

  

  

  

  丰满的肉体承受着滴落的液体，显得格外滑腻，散发着蛊惑人心的光辉。

  　滴り落ちる液体を被る豊満な肉体は、殊更にぬらぬらとした蠱惑的な輝きを伴って見て取れる。

  

  

  

  露出被妖光点缀的肢体的修女塞拉，打倒了依然镇定的爱。

  　妖しい光に彩られた肢体を露わとするシスターセラは、依然として腰を落ち着けたアイを押し倒す。

  

  

  

  “失礼了。”

  「失礼致します」

  

  

  伴随着极其看不出情绪的声音，塞拉将自己的肢体压在少年身上。

  　極めて情緒が窺えない声色を伴い少年へと覆い被さるセラは、自身の肢体を押し付ける。

  

  

  

  伴随着妖艳的光辉，丰满的身体触碰着爱的肉体。

  　テラテラと妖しい輝きを伴う、にゅるりとした豊満な肢体がアイの肉体へと触れた。

  

  

  

  紧绷的大腿缠住小爱的腿，丰满的乳房夹住她的手臂。

  　張りのある太腿がアイの脚へと絡みつき、豊満な乳房で腕を挟み込む。

  

  

  

  那柔软扭曲的媚肉，看起来更加猥琐。

  　にゅるにゅるとして柔らかく歪む媚肉は、殊更に卑猥な密着を呈して見受けられた。

  

  

  

  随着肢体的移动，塞拉的乳头微微变硬，擦着小爱的胸板。

  　肢体を動かすに応じて微かに固くなりつつあるセラの乳首は、アイの胸板へと擦れる。

  

  

  

  在生理反应的作用下，乳头出现了淡粉色的勃起，却被毫无顾忌的爱的胸膛压碎了。

  　生理的な反応による作用により、薄桃色の勃起を果たした乳頭は、心許ないアイの胸板で押し潰される。

  

  

  

  阴茎夹在粗壮的大腿之间，任凭他摆弄。

  　むっちりとした太腿の間に挟み込まれている陰茎は、されるがままに扱かれている。

  

  

  

  

  “啊，就是这个，塞拉，你真舒服!”

  「あっ、それ。セラそれ気持ちいいっ」

  

  

  “是这样吗?”

  「左様で御座いますか」

  

  

  对自己的肉体滑动的塞拉柔软的肢体的感触不由自主地发出声音的爱，不过，回答这个的声音冷淡。

  　自身の肉体を滑るセラの柔らかな肢体の感触に思わず声を挙げるアイであるがしかし、これに答える声は素っ気ない。

  

  

  

  塞拉修女用极其平淡的美声低语回答，接着又说了一句。

  　酷く淡々ととした美声で囁いて返答するシスターセラは、続く言葉を口とする。

  

  

  

  “又被放大了呢。”

  「また大きくされていますね」

  

  

  就像她说的那样，爱情的男根在反复的刺激下一再膨胀。

  　彼女から与えられた言葉通り、アイの男根は度重なる刺激により再三の膨張を果たしている。

  

  

  

  “失礼了。”

  「失礼致します」

  

  

  

  看到这一幕的塞拉，将自己的肢体滑向爱的肉体，伸出了手。

  　これを見て取ったセラは、自身の肢体をアイの肉体へと滑らせるままに、手を伸ばす。

  

  

  

  视线注视着小爱痛苦的表情，将男人的根握在手中。

  　視線はアイの切なげな面持ちを覗き込んだままに、手中へと男根を握る。

  

  

  

  接着，塞拉舞动着五指，以流畅而干练的动作开始处理它。

  　次いで五指を躍らせたセラは、流れる様な洗練された動作で納められたそれを扱き始めた。

  

  

  

  “我喜欢瓷!心情很好，我喜欢瓷!”

  「セラっそれ好きっ。気持ちいいっ、セラ好きっ」

  

  

  

  极其熟练地接受了手淫的爱，与眼前凝视着自己的少女视线交叉。

  　極めて手慣れた手淫を受けたアイは、眼前から自身を見つめる少女と視線を交差させる。

  

  

  

  “是的。”

  「はい」

  

  

  回答这个的西斯特塞拉，依然盯着小爱的眼睛，淡淡地回答。

  　これに応じるシスターセラは、依然としてアイの瞳を覗き込んだままに、淡々と受け答え。

  

  

  

  “塞拉!已经!”

  「セラっ、もうっ」

  

  

  接受像人偶一样美丽的少女奉献的爱，宣告了自己的极限。

  　そんな人形の様に美しい少女からの奉仕を受けるアイは、己の限界を告げる。

  

  

  

  “好，请拿给塞拉。”

  「はい、セラにお出しください」

  

  

  听到这句话的少女修女，用极其严肃的声音回答。

  　これを耳としたシスターの少女は、極めて粛々とした声色での返答。

  

  

  

  长长的睫毛映衬着细长的双眸，从中可以看出她的冷漠。

  　長い睫毛に彩られた切長の双眸には冷然とした情緒が窺える。

  

  

  

  她的眼睛里充满了冷酷的感情色彩，冷峻的眼神中充满了爱意。

  　酷く冷たい感情の色を瞳へと称えた彼女は、冷徹眼差しをアイに注いで見受けられる。

  

  

  

  

  但是，她那精致如人偶般的面容，实在是太美了。

  　だがしかし、精緻に誂えられている人形の如き顔立ちは、極めて美しい。

  

  

  

  这对她强烈的性感更是起到了推波助澜的作用。

  　それがまた彼女の強烈な色香へと、殊更な拍車を掛けて見て取れる。

  

  

  

  如此美艳的少女，更使自己丰满的肢体贴近爱情的肉体。

  　その様に見目麗しい美貌の少女は、より一層のこと自身の豊満な肢体をアイの肉体へと密着させる。

  

  

  

  与此相应，被挤压变形的丰满乳房显得格外娇艳。

  　それに応じてにゅるりと押し潰された形を歪ませる豊満な乳房が、殊更に艶かしい光景として映る。

  

  

  

  西斯特塞拉的肢体紧紧地缠绕着，连缝隙都看不见。

  　空いた隙間さえも窺えない程に、極めて余すところなく肢体を絡みつかせるシスターセラ。

  

  

  让纯白的大腿滑向爱的肉体。

  　純白の太ももを滑らせてはアイの肉体へと纏わせる。

  

  

  

  不断上下晃动肢体的塞拉，使自己丰满的乳房滑动。

  　幾度となく肢体を上下させるセラは、自身の豊満な乳房を滑らせる。

  

  

  “啊!”

  「うあっ」

  

  

  咔嗒咔嗒的塞拉的肢体，舒适的摩擦给予的感觉呻吟着的爱。

  　にゅるにゅるとしたセラの肢体による、心地良い摩擦から与えられる感覚に呻くアイ。

  

  

  

  乳头摩擦着自己的胸板，让她感觉到一股热流涌上心头。

  　自身の胸板を擦るコリコリとした乳首の感触に、込み上げてくる熱い情動が感じ取れる。

  

  

  

  然后，他委身于喷涌而出的冲动，身体痉挛起来。

  　そして、湯水の如く溢れ出る衝動に身を委ねる彼はそのまま肉体を痙攣させた。

  

  

  “嗯……”

  「ううっ」

  

  

  伴随着不由自主的喘息声，塞拉手中的男根开始脉动。

  　思わずといった調子に溢れたしまった喘ぎ声と共に途端、セラの手中に納められていた男根が脈動。

  

  

  

  但是，塞拉的眼神依然冷酷，无法离开她。

  　だがしかし、依然として冷然とした色香を称えるセラの瞳は、アイを捉えたままに離さない。

  

  

  

  “塞拉，出现白色的!”

  「セラっ、白いの出るっ」

  

  

  看到她聪明伶俐的美貌，阿爱告诉她自己已经到了极限。

  　そんな彼女の怜悧な美貌を見て取ったアイは、自身の迎えた限界を伝える。

  

  

  

  “请进。”

  「どうぞ」

  

  

  

  然而，她那如洋娃娃般美丽的面容却纹丝不动。

  　しかしながら、人形の如く美しい研ぎ澄まされた顔立ちは微動だに揺らがない。

  

  

  

  “啊，出去!”

  「ああっ、出るっ」

  

  

  与散发出这种冷淡气氛的她视线交汇的爱情，让人不禁吐精。

  　そんな冷淡な雰囲気を漂わせて窺える彼女と視線を交じり合わせるアイは、情けなくも吐精を果たしたのであった。

  

  

  

  

  发现了大幅暴发的征兆的塞拉，立刻把自己的嘴唇贴在龟头上。

  　大きく暴発を果たす兆しを見て取ったセラは即座、自らの唇を亀頭へと押し付ける。

  

  

  

  “嗯……”

  「んんっ」

  

  

  

  当柔软的淡粉色嘴唇充盈的瞬间，爱的理性决堤了。

  　そうして柔らかな薄桃色の唇が充てがわれた瞬間にアイの理性は決壊を果たす。

  

  

  

  突然被拦下的子种猛地被释放了。

  　唐突に堰き止められていた子種が勢い良く解き放たれる。

  

  

  

  与此同时迸出的白浊液被送入sistersera的口腔。

  　それと同時に迸ると白濁液はシスターセラの口腔へと納められる。

  

  

  

  她直接接受了吐出来的东西，连呻吟声都没有发出，全部接受了。

  　吐き出されたそれを直に受け止めた彼女は、呻き声すら漏らさずに全てを迎え入れる。

  

  

  

  在这段时间里，他的目光依然冷静而透彻地投向爱的方向。

  　その間も依然として冷徹な眼差しはアイの方向へと向けられたままである。

  

  

  “嘟嘟，嗯。哎~ ~”

  「ちゅぽっ、んんっ。れぇ〜」

  

  

  就像要把还留在尿道里的孩子也拿出来一样，瓷缩了缩嘴唇。

  　未だ尿道へと残された子種をも扱き上げるかの様にして唇を窄めるセラ。

  

  

  

  她第一次把视线从小爱身上移开，用舌头仔细地抚摸着铃铛的嘴巴。

  　初めてアイから視線を逸らした彼女は、丹念にも鈴口の部部へと舌を伝わせる。

  

  

  

  

  爬来爬去的舌肉，呈弧状不停地抚摸着男根的前端。

  　這いずり回る舌肉が、弧状を描く様にして男根の先端を扱き続けた。

  

  

  

  她吸收了所有的白浊液，演奏出下流的声音，让男人失去了根基。

  　凡そ全ての白濁液を吸い付くした彼女は、殊更に卑猥な音を奏でて男根を離す。

  

  

  

  把视线从从嘴唇抽出的男人身上移向爱。

  　唇から引き抜かれた男根から眼差しを移してアイへと視線を注がせる。

  

  

  

  那仿佛是在俯视的冷峻眼神中射贯的爱。

  　まるで見下しているかの様な冷然とした瞳に射貫かれるアイ。

  

  

  

  他被人从上往下看，看到了塞拉的口腔。

  　彼は上から見下されるがままに、セラの口腔内を見せつけられる。

  

  

  

  “嗯，来，来吧。”

  「んっ、れぇ、れろぉ」

  

  

  

  她露出蓄在舌腹的白浊液，任凭别人看她，玩弄着。

  　舌腹に溜められている白濁液を露わとして見せた彼女は、視線を向けられるがままにそれを弄ぶ。

  

  

  

  

  塞拉用揶揄似的俯视着爱的眼神拨弄着自己口腔里的子种。

  　揶揄う様に見下した眼差しをアイへと向けたセラは、自身の口腔の子種を掻き回す。

  

  

  

  

  与她自己的唾液混合后，半圆形的它已经变成了黏液状的浑浊液体。

  　彼女自身の唾液と掻き混ぜられた半形状のそれは既に、粘液状の濁った液体と化している。

  

  

  “嗯……”

  「んんっ」

  

  

  塞拉频频地看了看自己的口腔，带着修女特有的色香味喝了下去。

  　一頻り自身の口腔内を見せつけ終えたセラは、修道女にあるまじき色香を漂わせながらそれを飲み下す。

  

  

  

  咽下的白浊液流过喉咙的感觉，她垂下的长睫毛格外娇艳。

  　嚥下された白濁液が喉を過ぎる感触に瞼を落とした彼女の伏せられた長い睫毛が、殊更に艶かしい。

  

  

  

  被通过自己喉咙深处的胎收进的感触眯起眼睛的塞拉，再次张开嘴唇。

  　自身の喉奥を通過したそれ胎へと納められていく感触に瞳を細めたセラは、再度に渡り唇を開く。

  

  

  

  就这样，在毫无防备地敞开的露齿口腔内，刚才还存在的子种的身影已经消失得无影无踪。

  　そうして無防備にも開け放たれている露わとなった口腔内には、先程まで存在していた子種の姿は露と消えていた。

  

  

  

  能看到的只有鲜红色的口腔粘膜。

  　見受けられるのは、鮮やかな紅色の口腔粘膜のみである。

  

  

  

  看到无法窥视被塞进舌腹的那个身影的事实，阿爱焦躁起来。

  　舌腹へと納められていたそれの姿が窺えない事実を見て取ったアイは、焦燥を呈した。

  

  

  

  “塞拉!不好好吐出来可不行啊!”

  「セラっ、ちゃんと吐き出さないとダメだよっ」

  

  

  

  “是这样吗?”

  「左様に御座いますか」

  

  

  然而，她却很平静，觉得这样也可以。

  　しかしながらこれに受け応える彼女は、これでもかと平静。

  

  

  

  从举止极为冷淡的她的嘴唇上伸出一道艳丽的舌头。

  　至極冷淡な立ち振る舞いを晒す彼女の唇から艶かしい舌が一線する。

  

  

  

  被过去的那个舔去的子种的残渣再三被送入口腔。

  　過ぎたそれに舐め取られた子種の残滓は再三に渡り口腔へと納められる。

  

  

  

  阿爱皱起眉头，战战兢兢地问道。

  　これに顔を顰めさせて、戦々恐々とした面持ちで問いかけるアイ。

  

  

  

  “哪、什么味道?”

  「ど、どんな味？」

  

  

  “嗯……非常好吃。”

  「んんっ‥とても美味しゅう御座います」

  

  

  

  但是，他给出的回答却很平淡。

  　だが、これに対して与えられた言葉は、酷く平坦な声色での返答。

  

  

  

  依然保持着平时像人偶一样的表情的塞拉，在吞咽的同时回答。

  　依然として平素からの人形の如き表情を崩さないセラは、嚥下すると同時に受け答え。

  

  

  “是吗……”

  「そっか‥」

  

  

  

  面对被她伶俐的美貌所称赞的冷漠的情绪的爱。

  　そんな彼女の怜悧な美貌に称えられた冷たい情緒を前とするアイ。

  

  

  

  听着他那略带依依不舍的话语，塞拉冷淡地点了点头。

  　その様に幾分か名残惜しげな声色で与えられた言葉を耳とするセラはしかし、冷淡に頷きを返す。

  

  

  

  “是的，到此结束。”

  「はい。これにて終了となります」

  

  

  

  依然像洋娃娃一样精致的美貌和冷淡的表情被称赞。

  　依然として人形の如く精緻な美貌には冷淡な面持ちが称えられている。

  

  

  

  “……是吗……哼……”

  「‥そうなんだ‥ふ〜ん‥」

  

  

  

  在这种情况下，爱会表现得很冷淡。

  　これを前としてはあからさまに素っ気ない素振りなどしてみせるアイ。

  

  

  

  因为吐精，他看起来多少有些畏缩。

  　吐精を果たしたことにより幾分か萎縮して見受けられる彼である。

  

  

  

  但是，塞拉目不转睛地盯着他的样子，甚至还能窥见他那种装腔作势的样子。

  　だがしかし、その様に酷く気取った雰囲気を漂わせてさえ窺える彼の様子をジッと見据えているセラ。

  

  

  

  从她伶俐的美貌中，很难看出一丝人情味。

  　その怜悧に整った美貌からは、凡そ情緒が窺えない程に人間味が見受けられない。

  

  

  

  

  “啊，那个……”

  「あ、あのさっ」

  

  

  

  但可以看出，他虽然表现出消沉的样子，却仍能继续说下去。

  　だが消沈した様子を晒しながらも続けられる言葉が見て取れる。

  

  

  

  “是的。”

  「はい」

  

  

  

  少女修女接受了织好的织纸，依然用冷淡的美声回答。

  　紡がれたそれを受けたシスターの少女は、変わらず冷淡な美声での受け答え。

  

  

  “树、树……”

  「き、‥す」

  

  

  阿爱继续回答，脸上露出了极其羞耻的表情。

  　これに返す言葉を続けるアイの面持ちは酷く羞恥も露わ。

  

  

  

  从他那拼命挤出来的耻辱的声音中，可以看出他有一种坚强的气质。

  　一生懸命に捻り出された恥辱を呈して窺える声色からは、健気な雰囲気が伴っている。

  

  

  

  但是，塞拉听到了这句话。面对这种不明所以的要求，她面无表情地歪着头。

  　だが了見を得ないこれを耳としたセラは。判然としない要求に、可愛らしくも無表情ながら、小首を傾げて見て取れる。

  

  

  

  “……对不起，我没能听清楚。请您再说一遍。”

  「‥申し訳御座いません。聞き取ることができませんでした。もう一度お申し付けくださいませ」

  

  

  

  可是，再次被反问的小爱，又一次陷入了盯着瓷看的境地。

  　しかしながら再度に聞き返される次第となったアイは、再度に渡りセラを見据える羽目と相成った。

  

  

  

  “所以，我、我吻了你!”

  「だからっ、き、キスしたいっ！」

  

  

  

  对依然显得肃穆高雅的塞拉，是气势汹汹地吠叫的爱。

  　依然として粛々として上品な立ち振る舞いが見て取れるセラに対し、威勢も良く吠えてみせるアイである。

  

  

  

  虽然勇敢果敢地完成了要求，但不知如何是好，阿爱的声音变得有些激动。

  　勇猛果敢に要求を果たしながらも、声を上擦らせるアイは、如何にか口とする。

  

  

  “嗯……”

  「うぅ‥」

  

  

  

  顿时，她那惊慌失措、狼狈不堪的纯白脸颊上，浮现出可爱的朱红色。

  　途端、酷く取り乱した様子で狼狽も露わにするアイの純白の頬には、可憐ながら朱色が差して見受けられる。

  

  

  

  从侧面看也能明显地看到那带着的红色，仿佛是被热情所吸引。

  　側から眺めても顕著に見て取れる程に帯びた赤色は、まるで熱に浮かされているかの様。

  

  

  

  出乎意料地说出了自己的愿望，他的脸色变得格外绯红。

  　思いがけずして素直な望みを口走ってしまった彼の面差しは殊更、紅に染まっていたのであった。

 
  口付け
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  Gpt翻译缺失。

  “接吻……是吗……”

  「キス‥で御座いますか‥」

  

  

  虽然有些语无伦次，但修女塞拉还是自然而然地说出了爱的话语。

  　しどろもどろになりながらも、自ずと口から溢れたアイの言葉を与えられたシスターセラ。

  

  

  

  她露出讶异的表情，垂下眼睑，仿佛自己听到的台词在脑海中与之相反。

  　怪訝な面持ちを露わとした彼女は、耳とした台詞を脳裏で反するするかの様にして瞼を伏せた。

  

  

  

  “嗯、嗯。妈妈说会把嘴唇贴在一起，所以小爱也喜欢。”

  「う、うん。ママが唇をくっつけてちゅ〜っってするんだって言ってた。だからアイもそれが好きなの」

  

  

  

  阿爱容貌酷似雪松鼠，她的美貌被染得像苹果一样红。

  　極めてユキリスと瓜二つな容貌を呈しているアイの美貌が、林檎のように赤く染まる。

  

  

  

  “……可是……”

  「‥ですが‥」

  

  

  看到可爱的少年纯真的样子的修女塞拉，露出了深思熟虑的样子。

  　可愛らしい少年の初々しい様子を見て取ったシスターセラは、酷く熟考する様子も露わ。

  

  

  

  “不，很抱歉。”

  「いいえ、畏まりました」

  

  

  

  但是，过了一会儿，她又露出了低着头的美丽的胸针。

  　しかしながら、暫くのいとまを経た彼女は俯かせていた美麗なるかんばせを覗かせる。

  

  

  

  她慢慢抬起头，艳丽的嘴唇和鲜红的舌头划出一道线。

  　おもむろに面を上げた彼女に艶かしい唇を、鮮やかな紅の舌肉が一線する。

  

  

  

  “那我先告辞了。”

  「それでは、お口元を失礼致します」

  

  

  

  西丝特塞拉以伶俐敏锐的美貌著称，她的双眸注视着小爱的眼睛。

  　怜悧な研ぎ澄まされた美貌を誇るシスターセラの双眸が、アイの瞳を覗き込む。

  

  

  然而，

  　しかしながら─

  

  “等、等一下。”

  「まっ、待って」

  

  

  突然，少年发出焦躁的声音，止住了她的吻。

  　途端焦燥も露わに上擦った声を挙げた少年の声が、彼女の口付けを静止する。

  

  

  

  “我、我想先做。”

  「ぼ、僕からしたい」

  

  

  

  接着他说出的话，流露出青涩少年的矜持。

  　次いで言い放たれた台詞からは、青臭い少年の矜持が滲み出ている。

  

  

  

  “……是的。”

  「‥はい」

  

  

  

  残忍的修女塞拉对他内心的羞耻心有了无比的领悟。

  　極めて羞恥心を唆られる彼の心中を性格無比に悟った、無慈悲なるシスターセラ。

  

  

  

  她锐利的眼神中透着一种冷峻，她觉得这样也很酷。

  　一際冷然とした切長の眼差しを研ぎ澄ませた彼女は、これでもかとクール。

  

  

  

  她那被称赞为聪明美貌的缺乏情趣的面容，却极其美丽。

  　依然として怜悧な美貌に称えられる情緒に欠けた面持ちは、極めて美しい。

  

  

  

  她淡淡地回答，点了点头，用平静如水的双眸凝视着小爱。

  　淡々とした受け答えで頷きを返す彼女は、水面の様な静寂なる双眸でアイを見据える。

  

  

  

  并排对峙的两个人，和眼前的对方视线交叉。

  　並び立つ様にして対峙する二人は、眼前の相手との視線を交差させる。

  

  

  

  在静谧的大教堂圣殿内，一种令人心痛的沉默笼罩着最深处的浴室。

  　静謐な大聖堂の聖殿にて、その最奥たる居室の浴場を包み込む痛い程の沈黙の帳が舞い降りる。

  

  

  

  相互凝视的爱情和修女塞拉，呈现出极其对称的面貌。

  　互いに見つめ合ったアイとシスターセラは、酷く対称的な様相を呈して見受けられる。

  

  

  

  前者是一个多愁善感的少年，青春期的情绪使然。

  　前者はお年頃の多感な少年故の思春期真っ盛りの情動が赴くがまま。

  

  

  

  后者的美貌显得格外伶俐，举止冷峻。

  　後者は凍えてしまう程に怜悧な美貌を誇る、冷然とした立ち振る舞いにて。

  

  

  

  “那、那就接吻吧。”

  「そ、それじゃあ、キス‥するね」

  

  

  小心翼翼的语气也显露出来，语气中充满期待。

  　恐る恐るといった具合の調子も露わに、期待の含まれる声色で言い放つ。

  

  

  

  “是的。”

  「はい」

  

  

  

  与看起来狼狈不堪的爱相反，修女塞拉冷漠地回答。

  　酷く狼狽さえ呈して見受けられるアイとは反比例するかの様にして、冷たく受け答えるシスターセラ。

  

  

  

  正因为梨香着倾注在自己身上的少年邪的欲望，她美丽的眼眸极是冰冷。

  　自身に注がれる少年の邪な欲望を梨香しているが故に、彼女の美しい瞳は至極冷ややかだ。

  

  

  

  然而，她年纪尚小，就登上了现在的高位。

  　しかしながら未だ幼き齢で現在の高位なる地位へと上り詰めた彼女。

  

  

  

  凭借她那突出而罕见的美貌，她在圣王国占据了最高的地位。

  　その突出した類い稀なる美貌でもってして、聖王国における最上なる立場に位置することができている。

  

  

  

  出乎意料的是，俗不可耐的她对眼前的少年产生了酷似母性的感慨。

  　存外のこと俗物な彼女は、眼前の少年へと母性にも酷似した感慨を抱いている。

  

  

  

  因为阿爱的容貌与雪莉丝极为相似。

  　何故ならアイの容貌が極めてユキリスと似通っているからが所以に他ならない。

  

  

  

  假如那个少年长得很丑，那就没有考虑的余地了

  　仮にかの少年の容姿が醜くければ、その限りではなかったことは一考する余地もない

  

  

  

  即使眼前的少年是纯白圣女雪莉丝的儿子，也不应该把嘴唇递给他，这是不言自明的道理。

  　幾ら眼前の少年が、純白の聖女ユキリスの息子であろうとも、言及するまでもなく唇は受け渡さないのは自明の理。

  

  

  

  但是，现在对漂亮的塞拉要求亲吻的，是极其可爱的少年。

  　しかしながら、現在見目美しいセラへと口付けを強請るは、極めて可愛らしい少年。

  

  

  

  因此，修女塞拉本人对眼前的圣女之子并不怀有回避感。

  　故に特段シスターセラ自身、眼前の聖女の息子に忌避感を抱いているわけでない。

  

  

  

  被称为“父母的光芒”的爱，可以看出它渴望得到人体的温暖。

  　正に親の七光りと称されていることも度々のアイは、人肌の温もりを求めている兆候が見受けられた。

  

  

  

  就连向来对他人毫无兴趣的塞拉也能看得出来。

  　それは元来他人に対し、興味関心が皆無なセラからも見て取れる程。

  

  

  

  同时，她自愿成为照顾赖爱的人，也经常被人撒娇。

  　兼ねてよりアイの世話係に自ら望んで志願した彼女は、甘えられてしまうこともしばしば。

  

  

  

  虽然性格冷漠，但身为女性的塞拉修女还是接纳了她。

  　冷然とした性質を窺えながらも女性であるシスターセラは、これを迎え入れた。

  

  

  

  她也知道被周围的修女等少女反感的事实。

  　彼女とて、周囲の修道女等の少女達から反感を抱かれている事実は知り及んでいる。

  

  

  

  但是，拥有极其美丽容貌和聪明头脑的塞拉拒绝了。

  　だがしかし、極めて美しい容貌と殊更に聡明な頭脳を併せ持つセラは、これを一蹴した。

  

  

  

  她极具领袖魅力的伶俐美貌，使她的地位不可动摇。

  　カリスマ性すらも窺える怜悧な麗しい美貌が極まり、彼女の立場は不動の地位へと相成った。

  

  

  

  但是，如果是以前的话，即使被要求温暖，亲吻仍然不限于此。

  　だがしかし、これまででであれば温もりを求められようとも、依然として口付けはその限りではなかった。

  

  

  

  因此，现在嘴唇重叠的情况，即使是最优秀的sistera也在预想范围之外。

  　故に、現在唇を重ねる運びと相成った次第の状況は、流石のシスターセラとしても予想の範囲外。

  

  

  

  另一方面，在一旁观看的同处的修女们的目光也会进来吧。

  　一方これを傍らから眺めている同所を共にしている修道女等の面々の注目も一入だろうか。

  

  

  

  因为视线可能会被处以不敬罪，所以一直隐藏着，但意识却在注视着。

  　視線こそ不敬罪に処される可能性すらもあるが故に伏せているものの、意識は向けている。

  

  

  

  趁小爱和雪莉丝疏于注意，只看她们的眼神。

  　アイとユキリスの注意が疎かなのをいいことに、彼女等の僅かばかりに向けられる眼差し。

  

  

  

  幼小的修女们锐利的目光，捕捉到了爱与修女的幽会。

  　幼い修道女等の研ぎ澄まされた眼光は、しかとアイとシスターセラ両名の逢瀬を捉えている。

  

  

  

  自己得到宠爱的瞬间的情景被观众们看到了。

  　正に自身が寵愛を賜る瞬間の光景を観衆の元へと晒される羽目と相成った次第。

  

  

  

  置身于呈现出那样的状况的修女塞拉，却极为平静。

  　その様な様相を呈している現在の状況に身を置くシスターセラしかし、極めて平静。

  

  

  

  她拥有和平时一样伶俐的美貌，同时也能看到她凛然的面容。

  　平素通りの怜悧な美貌を誇りながら、凛然とした面差しが見て取れる。

  

  

  

  一改平时冷冷清清的举止，似乎加快了步伐。

  　普段から見受けられるクールな立ち振る舞いには、拍車さえ掛かった様にも窺える。

  

  

  

  看到这一幕，原本静谧的气氛也变得紧张起来。

  　これを目の当たりとしては静謐な空気を漂わせているこの場の雰囲気の緊張も極まれり。

  

  

  

  在保持沉默的修女面前，爱终于伸出了自己的手。

  　沈黙を保っているシスターセラを前とするアイはようやく自身の手を伸ばす。

  

  

  

  “那我走了。”

  「じゃあ、いくね」

  

  

  因为无意识的紧张，他的表情非常僵硬。

  　無意識の内の緊張で酷く強張らせた面差しを呈しながらの宣言。

  

  

  

  “真不好意思。”

  「畏まりました」

  

  

  

  西斯特塞拉准确地窥探到了他的内心，但还是一如既往地冷冷地回答。

  　彼の胸中を正確に窺い知ったシスターセラであるがしかし、相も変わらずに冷然と受け答え。

  

  

  

  然而，与令人冻僵的情绪完全对称的是，她的面容极其美丽。

  　しかしながらその凍てつく様な情緒とは対称的に、顔の造りは極めて美しい。

  

  

  

  那双如宝石般清澈的眸子，从正面射穿了爱情。

  　切長の澄んだ宝石の如く透き通る瞳は、真正面からアイを射貫いたまま。

  

  

  

  西斯特塞拉用大大的双眸凝视着他，没有表现出任何动摇。

  　大きな双眸で彼を見据えているシスターセラからは、一切の動揺が示されない。

  

  

  

  与爱完全对称，完全没有紧张感的少女修女，只要凝视着与她对峙的少年。

  　アイとは対称的に緊張も皆無なシスターの少女は、ジッと対峙する少年を見つめている限り。

  

  

  

  露出无法忍受的样子的爱，越过虚空的指尖触碰着塞拉。

  　これに耐え兼ねた様子を晒して見受けられるアイは、虚空を過ぎる指先でセラへと触れる。

  

  

  

  依然美貌不动摇的少女纯白的面颊，五指划过的爱。

  　依然として美貌を揺らがせない少女の純白の頬へと五指を伝い這わせるアイ。

  

  

  

  从极其精致的容貌所能感受到的相应的清爽触感。

  　極めて精緻に誂えられている顔立ちから感じられる相応のサラサラとした触り心地。

  

  

  

  那是用指腹抚摸宛如白瓷般光滑柔嫩的肌肤的爱。

  　まるで白磁の様に滑らかな柔肌を指の腹で撫で回すアイである。

  

  

  

  另一方面，被他玩弄的修女塞拉，表现得格外顺从。

  　他方これをされるがままに弄ばれるシスターセラは、殊更に従順な立ち振る舞いを呈している。

  

  

  

  她连一丝一毫的表情都没有，连眼睛都不敢眨一下。

  　微塵も同様を露わとすることさえもなく、瞬きすら見受けられない彼女。

  

  

  

  窥视着正在亲吻的少年的脸。

  　これから口付けを交わす少年の顔を覗き込んでいる。

  

  

  

  仿佛能看穿阿爱的眼睛深处，她的美貌是那么的敏锐。

  　ジッとアイの瞳の奥底を見透かすかの様にして、研ぎ澄まされた美貌が其処にある。

  

  

  

  

  对此，小爱似乎也有些踌躇，不礼貌地松开了触碰脸颊的指尖。

  　これにはアイも躊躇った様で、不躾にも頬に触れていた指先を離した。

  

  

  

  清澈的眸子清澈得让人误以为自己被吸进了古井里，她的视线依然投向爱情。

  　まるで古井戸の様に吸い込まれていまいそうな錯覚に陥る程に澄んだ瞳は、依然としてアイへと視線を注いでいる。

  

  

  

  被可怕地盯着的爱，是因为自己的紧张达到了顶点——

  　恐ろしい程にジッと見つめられていたアイは、自身の緊張が最高潮と相成ったことを自覚するが故に─

  

  “嗯。”

  「んっ」

  

  

  

  小爱抬起少女形状优美的下巴，在这种冲动的驱使下，她将嘴唇重叠在一起。

  　少女の形の良い顎を上向かせたアイは、その衝動に突き動かされるがままに唇を重ねた。

  

  

  

  不知不觉间，原本主动表现出动作的肉体已经委身于情绪之中。

  　気がつけば自ずと動きを示していた肉体は情動に身を委ねていた。

  

  

  

  为了满足自己的爱欲，毫不留情地夺去了修女少女纯洁的嘴唇的爱。

  　自身の愛欲を満たすべくしてシスターの少女の穢れなき唇を、容赦なく奪い去ったアイ。

  

  

  

  然后按照野兽的本能无情地蹂躏。

  　そして獣としての本能に捉われるがままに、無慈悲にも蹂躙する。

  

  

  

  “嗯……”

  「んんっ」

  

  

  

  与年幼的身世相反，小爱伸出舌头，打开了少女的嘴唇。

  　未だ幼き身の上に反し、自身の舌を突き出したアイは、少女の唇を割り開く。

  

  

  

  “……”

  「‥んっ」

  

  

  

  对此，塞拉修女的眼睛依然没有闭上眼睛，直视着爱。

  　これに応じるに当たるシスターセラの瞳は依然として瞑られることなくアイを見据えている。

  

  

  

  在极近的距离将视线投向少年的眼睛的修女塞拉。

  　極めて至近距離で少年の瞳へと視線を注がせているシスターセラ。

  

  

  

  不自然甚至异样地亲吻时眼皮也不垂下的少女，只是一个劲儿地盯着小爱。

  　不自然にも異様な程に口付けの際も瞼を伏せることがない少女は、ひたすらにアイを見つめている。

  

  

  

  特别是那锐利的目光，一刻也不曾从他身上移开。

  　殊更に怜悧に研ぎ澄まされて見受けられる眼差しは、片時たりとも彼から逸らされることがない。

  

  

  与被单方面盯着看的处境相结合的爱，看起来是极其窘迫的。

  　都合一方的に見据えられてしまう羽目と相成っているアイは、酷く居心地を窮して見て取れる。

  

  

  

  所以闭上眼睛的他，再次睁开眼睛，眼前还是塞拉美丽的面容。

  　故に瞼を瞑る彼であるがしかし、再度に渡り瞳を見開いた眼前にはやはりセラの美麗な顔立ち。

  

  

  

  最引人注目的是，她那宝石般晶莹剔透的眼睛。

  　そして何よりも殊更に際立って窺える宝石の如き透き通る瞳が映る。

  

  

  

  这表现出了原本接吻时应闭上眼睛的礼仪。

  　本来であれば口付けの際に応じては瞼を閉じるのが礼儀として認識していたアイの驚愕が露わ。

  

  

  

  “嗯。”

  「んっ」

  

  

  

  然而，从依然重叠在一起的塞拉的嘴唇中，甚至可以感觉到她的呼吸声中弥漫着一种甜香。

  　だが依然として重ねられているセラの唇からは、何処か甘い香りが漂う吐息すらも感じられた。

 
  唇
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  与洋溢着极其强烈的色香味，尤其艳丽的淡粉色嘴唇相吻的爱。

  　極めて強烈な色香漂う、殊更に艶かしい薄桃色の唇と口付けを果たしたアイ。

  

  

  

  虽然被眼前伶俐美貌的少女的目光所压倒，但还是咬开了嘴唇。

  　眼前の怜悧な美貌を誇る少女の眼光に気圧されながらも、唇を割り開く。

  

  

  

  接着，将舌肉侵入口腔内的爱，蹂躏了西斯特塞拉甜美的粘膜。

  　次いで舌肉を口腔内へと侵入させたアイは、シスターセラの甘い粘膜を蹂躙する。

  

  

  

  沉浸在连甜腻都能刺激味蕾的塞拉嘴唇的触感中的爱。

  　甘ったるくすら味蕾を刺激して思えるセラの唇の感触にに耽溺するアイ。

  

  

  

  他贪恋柔软的触感，表现出极度的兴奋。

  　柔らかな肌触りのしっとりとしたみずみずしいそれを貪る彼は、酷く興奮も露わ。

  

  

  

  特别是含着水气的口腔使舌头爬行的爱，使肉体紧贴着塞拉的肢体。

  　殊更に水気を含む口腔で舌を這い回らせるアイは、セラの肢体へと肉体を密着させる。

  

  

  

  只是一味地贪恋美丽少女的嘴唇——

  　そうして一方的に見目美しい少女の唇を貪っていたアイであるがしかし─

  

  

  

  “嗯，塞拉，嗯。哲，莱略，哲。”

  「んんっ、セラっ、んんっ。ちゅる、れりょ、じゅる」

  

  

  

  塞拉突然将双手伸向小爱的后脑勺，舌头毫不留情地跳动着。

  　唐突にアイの後頭部へと両手を回したセラが、容赦なく舌を躍らせる。

  

  

  

  按住小爱的头喂小爱的塞拉慢慢地站了起来。

  　アイの頭部を押さえつける様にして口付けるセラは、おもむろに立ち上がる。

  

  

  

  接着让爱的肉体也同样站起来的塞拉，让自己的肢体紧贴。

  　次いでアイの肉体も同様に腰を上げさせたセラは、自らの肢体を密着させる。

  

  

  

  虽然是男孩，但一有可能就会出现体格差，身高远不如小爱的情况。

  　都合そうなると、男児であるにも関わらず、アイの方が遥かに身長が劣る体格差が生じる羽目となる。

  

  

  

  接着，他又变成了一群仰望修女塞拉的人俯视他的样子。

  　そして更には、彼がシスターセラを仰ぎ見る大勢で、見下ろされる様相と相成った。

  

  

  

  因此，从头顶开始亲吻对方的爱，就变成了单方面被贪婪的一方。

  　故に、頭上から口付けを交わされてしまったアイは、一方的に貪られる側となる次第である。

  

  

  

  唾液散发着妖艳的光芒，浸湿了修女瓷的舌肉在小爱的口腔里滑过。

  　ぬるぬるとして、妖しい光の窺える唾液に濡れたシスターセラの舌肉が、アイの口腔を滑る。

  

  

  

  轻柔的触感蹂躏着口腔粘膜的爱，露出了荡然的表情。

  　にゅるにゅるとした感触に口腔粘膜を蹂躙されていくアイは、蕩けた面持ちも露わ。

  

  

  

  仿佛少女般神情恍惚的他，笨拙地抱住塞拉柔软的身体。

  　まるで少女の様に恍惚とした面持ちとなる彼は、無様にもセラの柔らかな身体に抱き付いた。

  

  

  

  他悲惨地扭着腰，露出了儿子不该有的丑态。

  　惨めにもヘコヘコと腰を前後させては、御子にあるまじき醜態を晒す羽目と相成った彼。

  

  

  

  塞住这样的少年嘴唇的sistersera，浓烈地缠绕着他的舌头。

  　そんな少年の唇を塞ぐシスターセラは、濃厚に舌を絡ませる。

  

  

  

  两个人的唇线都变得模糊了，两人的唇越抿越深，更发出了下流的水声。

  　互いの唇の境界線すらも曖昧になる程に深く口付ける二人からは、殊更に卑猥な水音が奏でられては響き渡る。

  

  

  

  倾泻着唾液的修女塞拉，将舌头伸向贪婪的爱之唇。

  　極めて一方的に唾液を流し込むシスターセラは、貪るアイの唇へと舌を一線。

  

  

  

  接着，再次传递到口腔粘膜的舌肉。

  　次いで再度に渡り口腔粘膜へと這い回らせる舌肉を、余すところなく伝わせる。

  

  

  

  “塞拉，嗯，很舒服，喜欢!”

  「セラっ、んんっ、気持ちいいっ、すきっ」

  

  

  “嗯，是啊。”

  「んっ、はい。そうですね」

  

  

  随着自己的情绪波动，爱像谵言一样从嘴唇溢出话语。

  　自身の情動が赴くがままに、譫言の如く唇から言葉を溢れさせるアイ。

  

  

  然而，虽然亲吻了对方，但接受亲吻的少女却极为冷淡。

  　しかしながら、ねっとりとした口付けを交わしながらも、これを受けた少女は極めて冷淡。

  

  

  

  “塞拉!再亲一下!亲一下!”

  「セラっ、もっとキスっ、キスしたいっ」

  

  

  “真不好意思。”

  「畏まりました」

  

  

  

  但是，当她看到少女聪明伶俐的美貌时，却更加强烈地要求。

  　だがしかし、そんな少女の怜悧な美貌を目の当たりにしても尚、殊更に強請るアイ。

  

  

  

  “那么请您张嘴。”

  「それではお口を開けてくださいませ」

  

  

  “嗯。”

  「んっ」

  

  

  

  看到爱用阴茎蹭自己大腿的样子，塞拉用冷冷的美声回答。

  　陰茎を自身の太腿に擦り付けるアイの様子を見て取ったセラは、冷然とした美声で返答。

  

  

  

  按照被赋予的语言张开嘴唇，呈现出雏鸟样貌的爱。

  　与えられた言葉通りに唇を開いて雛鳥の如き様相を呈して見受けられるアイ。

  

  

  

  “失礼了。”

  「失礼致します」

  

  

  在这种平时的他无法想象的撒娇姿态面前的塞拉。

  　そんな平素の彼からは凡そ想像ができないまでに甘えた姿を前とするセラ。

  

  

  

  塞拉双手捧着小爱的脸颊，往自己的口腔里滴唾液。

  　アイの頬を挟み込む様にして両手で上向かせたセラは、自身の口腔へと溜めた唾液を垂らす。

  

  

  

  按照惯性的法则，黏稠的液体自然地流进了小爱的口腔。

  　慣性の法則に従ってドロリとしたそれが向かう先は、自然とアイの口腔内へと納められる。

  

  

  

  它散发出甜美果实般的芳醇气味，爱把它咽下。

  　甘ったるい果実の様な芳醇なに匂いを感じ取れるそれを飲み下すアイ。

  

  

  

  “嗯，塞拉，喜欢。”

  「んんっ、セラっ、すきっ」

  

  

  

  用自己勃起的男根，在塞拉的大腿上摩擦的爱，尤其成为俘虏。

  　依然として自身の勃起した男根を、セラの太ももへ擦り付けるアイは、殊更に虜となる。

  

  

  

  “嗯，您能高兴就太好了。”

  「んっ、お喜び頂けたのであれば幸いです」

  

  

  

  看到他被这种邪恶的欲望所摆布的身姿的塞拉，依然冷冷地回答。

  　そんな彼の邪な欲望に翻弄されている姿を見て取ったセラは、変わらず冷然と受け答え。

  

  

  

  但是，当他感觉到自己的大腿上充满了阴茎的触感时，自然而然地说出了这句话。

  　だがしかし、自身の太腿に充てがわれている陰茎の感触を感じ取り、自ずと言い放たれる言葉。

  

  

  

  “剩下的就交给我吧。”

  「後はわたくしにお任せくださいませ」

  

  

  她的举止和平时一样肃然起敬，从她口中听到的爱。

  　平素通りの粛々とした立ち振る舞いの彼女から与えられる言葉を耳とするアイ。

  

  

  

  “塞拉?嗯……”

  「セラ？んんッ」

  

  

  

  他自然露出讶异的表情，提出疑问，但一再被堵住嘴唇。

  　自然と怪訝な面持ちを露わに、疑問を呈した彼であるがしかし、再三に渡り唇を塞がれる。

  

  

  

  与此同时，将爱的男根收入囊中的修女塞拉，毫不犹豫地舞动着手指。

  　それと同時にアイの男根を手中へと納めたシスターセラは、躊躇いなく指を踊らせる。

  

  

  自己的阴茎被彻底掌握的爱，被任意玩弄。

  　自身の陰茎を完膚なきまでに掌握されたアイは、されるがままに弄ばれる。

  

  

  

  也许是因为年纪尚小，修女用手指仔细地攀爬着小小的阴茎前端。

  　未だ歳幼いが故か小さな陰茎の先端に対し、丹念に指を這い伝わせるシスターセラ。

  

  

  

  “嗯!❤️讯ゅる❤️被吕❤️壊❤️壊~❤️努力已经被❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️讯ゅる❤️被~ ~❤️”

  「んんっ❤️じゅる❤️れりょ❤️れろ❤️れろぉ❤️れりょぉ❤️じゅる❤️ちゅる❤️じゅる❤️れぇ〜❤️」

  

  

  

  黏糊糊的舌技带来的强烈快感折磨着小爱的神经。

  　ねっとりとした舌技からもたらされる鮮烈な程の快感が、アイの神経を苛む。

  

  

  

  “嗯，塞拉，我又要出白色的了。”

  「んんっ、セラっ、僕またっ白いの出ちゃうよぉっ」

  

  

  

  受其摆布，任凭其摆布的小爱的阴茎会出现明显的痉挛。

  　これに翻弄されるがままに身を委ねるアイの陰茎が顕著な痙攣を示す。

  

  

  

  “请❤️来~❤️好❤️请您交给塞拉吧❤️”

  「じゅる❤️れぇ〜❤️よろしゅう御座います❤️どうかセラのお手にお出しくださいませ❤️」

  

  

  

  在说话的同时，塞拉向仍旧贴在自己大腿上的爱的男根伸出了手。

  　言葉と同時、依然として自身の太腿へと擦り付けられていたアイの男根に手を伸ばすセラ。

  

  

  

  他感觉到，握在手里的那东西正表现出巨大的脉动。

  　握られたそれは殊更なまでに大きな脈動を露わとしていることを感じ取る。

  

  

  被“ゅる❤️吕❤️壊~❤️被~ ~❤️壊❤️壊❤️讯ゅる❤️被吕❤️壊❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️”

  「じゅる❤️れりょ❤️れろぉ❤️れぇ〜❤️れろ❤️れろ❤️じゅる❤️れりょ❤️れろ❤️じゅる❤️ちゅる❤️」

  

  

  

  对被收入手中的那个用手指传达的塞拉，不过，依然被继续着亲吻。

  　手中に納められたそれに対し指を伝わせるセラであるが、依然として口付けは続けられている。

  

  

  

  “请您提出❤️嗯!❤️讯ゅる❤️吕~❤️壊❤️壊❤️不识ゅる❤️”

  「どうぞお出しになってくださいませ❤️んんっ❤️じゅる❤️れりょ〜❤️れろ❤️れろ❤️ちゅる❤️」

  

  

  

  尤其是深深缠绕着舌头的塞拉，看起来是在极其单方面地蹂躏着小爱的口腔。

  　殊更に深く舌を絡ませるセラは、極めて一方的にアイの口腔内を蹂躙して見て取れる。

  

  

  “楚尔❤️莱略❤️塞拉❤️也❤️”

  「ちゅる❤️れりょ❤️セラっ❤️もうっ❤️」

  

  

  被极其洗练的行云流水般爬来爬去的手指玩弄的爱。

  　酷く洗練された流れる様にして這い回る指の動きに弄ばれるアイ。

  

  

  

  被象白鱼一样纯白的五指，从根本上到前端反复地捋。

  　白魚の如き純白の五指により、根本から先端にかけて幾度となく扱き上げられる。

  

  

  

  “被关菊英❤️讯ゅる❤️独生子样的信息您❤️不请❤️嗯!❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️被吕❤️壊~❤️”

  「れぇ❤️じゅる❤️御子様のお情っ❤️出してくださいませ❤️んんっ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れろぉ❤️」

  

  

  

  虽然还显露出聪明的美貌，却毫不留情地贪恋着爱的嘴唇，实施手淫。

  　未だに怜悧な美貌を晒しながらも、容赦なくアイの唇を貪り続けては、手淫を施すセラ。

  

  

  

  平时就经常能看到她傲慢自大的样子。

  　平素から子生意気な立ち振る舞いが度々散見されるアイ。

  

  

  她用自己的肉体俘虏了每天都显得那么得意忘形的他。

  　そんな日々調子付いて見受けられる彼を自身の肉体でもってして虜とする。

  

  

  

  心中流露出喜悦，但塞拉的表情却很冷淡。

  　それに対しての喜悦を心中にて露わとしながらも、冷然とした面持ちのセラ。

  

  

  

  依然淡淡地，但激烈地亲吻着对方。

  　やはり依然として淡々と、しかしながら激しい口付けを交わす。

  

  

  

  缠着比自己年幼的少年的舌头，蹂躏口腔粘膜。

  　自身よりも歳幼い少年の舌肉を絡め取り、口腔粘膜を蹂躙する。

  

  

  

  被从心底享受这一切的塞拉收入囊中的阴茎剧烈地跳动着。

  　それを心底から愉しむセラの手中へと納められている陰茎が大きく跳ねる。

  

  

  

  “嗯❤️来~❤️朱鲁❤️雷洛❤️”

  「んぇ❤️れぇ〜❤️じゅる❤️れろぉ❤️」

  

  

  准确无比地领悟到吐精的前兆的她，往自己的口腔里滴下了唾液。

  　吐精の前兆を正確無比なまでに悟った彼女は、自身の口腔内へと溜めた唾液を垂らす。

  

  

  

  当然，俯视的视线投向了他那张开着爱的口内。

  　無論見下した視線の向かう先にあるアイの開かれた口内へと注がれる。

  

  

  

  “嗯❤️塞拉❤️斯基❤️”

  「んんっ❤️セラっ❤️すきっ❤️」

  

  

  小爱用舌腹接受了少女黏黏腻腻的唾液，毫不犹豫地咽下去。

  　少女のねっとりとした甘ったるい唾液を舌腹で受けたアイは、躊躇いなくそれを飲み下す。

  

  

  

  塞拉看到了他经过喉咙深处的动作，为了让他喝下自己的唾液，又咬了一口。

  　喉奥を過ぎる仕草を見て取ったセラは、更に自身の唾液を飲ませるべくして口付ける。

  

  

  

  “朱尔❤️雷罗❤️雷略❤️雷略❤️雷罗❤️雷罗❤️”

  「じゅる❤️れろぉ❤️れりょ❤️れりょ❤️れろ❤️れろぉ❤️」

  

  

  虽然两人的嘴唇重叠在一起，但还是暴露出了被塞拉吞噬的惨状。

  　互いに唇を重ね合わせたものの、やはりセラに貪られる無様を晒し羽目と相成るアイ。

  

  

  

  他毫无抵抗地接受了sistersera送来的如汤水般溢出来的唾液。

  　シスターセラから送られる、湯水の如き溢れ出た唾液を抵抗なく迎え入れる彼。

  

  

  “嗯!❤️塞拉!❤️不识ゅる❤️壊❤️被吕❤️壊~❤️被吕❤️讯ゅる❤️壊~❤️”

  「んんっ❤️セラっ❤️ちゅる❤️れろ❤️れりょ❤️れろぉ❤️れりょ❤️じゅる❤️れろぉ❤️」

  

  

  从漂亮的少女口中传来的体液的粘稠感，让他兴奋不已。

  　見目美しい少女から一方的に注がれる体液のねっとりとした感触に、強烈な興奮も露わ。

  

  

  

  诉说无限高涨的情绪到达极限的爱。

  　際限なく高められていた情動が限界まで到達したことを訴えるアイ。

  

  

  

  “树❤️雷洛❤️❤️……好的，请拿出来。”

  「じゅる❤️れろぉ❤️んんっ❤️‥はい、どうぞ。お出しになってくださいませ」

  

  

  

  对从悲伤地眯起眼睛的爱传达的话，用特别的美声回答。

  　切なげに瞳を細めたアイから伝えられた言葉に対し、殊更な美声での返答。

  

  

  

  声音冷峻，却让人听着入迷，听起来非常鲜明。

  　冷然とした声色ながら思わず聞き惚れてしまうそれは、酷く鮮明な程に響いては聞こえる。

  

  

  

  “啊有❤️出现如❤️嗯!❤️讯ゅる❤️被吕❤️壊❤️壊❤️壊❤️被吕❤️讯ゅる❤️”

  「ああっ❤️出るッ❤️んんっ❤️じゅる❤️れりょ❤️れろ❤️れろ❤️れろ❤️れりょ❤️じゅる❤️」

  

  

  

  因为她的催促吐精的话，终于迎来了理性的决堤。

  　そして彼女から与えられた吐精を促す言葉により遂に理性の決壊を迎えた次第のアイであった。

 
  舌

  舌头

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  在圣域最深处的居室里。

  　聖域の最奥たる居室にて。

  

  

  

  原本被静谧的帷帘笼罩的空间里，突然响起了下流的水声。

  　静謐な帷を思わせる空気が支配していた空間へと、殊更に卑猥な水音が奏でられる。　

  

  

  

  “楚尔❤️楚尔❤️雷利❤️朱尔❤️雷洛❤️”

  「ちゅる❤️ちゅ❤️れりょ❤️じゅる❤️れろぉ❤️」

  

  

  

  修女塞拉和小爱依然深情地亲吻着对方，舌肉浓郁地缠绕在一起。

  　依然として深く口付けを交わすシスターセラとアイの両名は、濃厚に舌肉を絡ませる。

  

  

  

  另一方面，站在一旁观看的修女等少女们，更是露出了羞耻感。

  　他方これを側から眺める場を共にしているシスター等の少女面々は、殊更に羞恥も露わ。

  

  

  

  但是，在这里已经看不到爱的母亲，纯白圣女雪莉丝的身影了。

  　しかしながらアイの母である、純白の聖女ユキリスの姿は、既にこの場には見受けられない。

  

  

  

  但是，从他对自己的儿子被自己的嘴唇吞噬的事实缄口不言来看，理由就很清楚了。

  　だが、自らの息子が一方的に唇を貪られている事実に口を出さない所を窺うに理由は明白。

  

  

  

  这是因为在两人接吻之前，被灵机一动的修女们引到外面的温泉。

  　それは偏に、二人が口付けを交わす前、機転を効かせたシスターの面々に、外湯へと誘導されていたが所以に他ならない。

  

  

  

  如果不是这样的话，自己的儿子就会被玩弄。

  　そうでなければ、自身の息子が弄ばれる姿を前とする羽目となっただろう。

  

  

  

  假如陷入那样的事态，出于溺爱爱的雪莉丝的权限，一定会受到惩罚。

  　仮にその様な事態に陥った場合、アイを溺愛しているユキリスの権限の元、罰が下されたに違いない。

  

  

  

  在圣王国，如果对地位极高的爱犯不敬罪，斩首也是不可避免的。

  　聖王国における、極めて高位の地位に位置するアイへの不敬罪は、斬首も免れない次第。

  

  

  

  因为是在极其严格的身份制度下被处以死刑，即使是身边的人也必然会被处以死刑。

  　極めて厳格な身分制度の元処断されるが故に、例え傍付きであろうとも死刑となるのは必至。

  

  

  

  但是，这并不仅限于允许用亲吻来压倒爱的现状。

  　しかしながら、アイを口付けで圧倒することが許されている現状の時点で限りではない。

  

  

  

  至少基于这些因素来考虑情况，不用说，这里已经没有雪克利斯的眼睛了。

  　少なくともこれ等の要素を踏まえた上で状況を鑑みるにユキリスの目は、既にここにないのは自明の理。

  

  

  

  因此，在自身母性的驱使下，塞拉修女贪婪地吞噬圣女之子爱的嘴唇。

  　故に自身の母性が赴くがまま、聖女の息子たるアイの唇を貪り尽くすシスターセラ。

  

  

  

  她用极其蛊惑的舌头缠住她的舌头，根本不适合她这个美丽的修女。

  　凡そ見目美しいシスターとして相応しくない程に、酷く蠱惑的に舌肉を絡ませる彼女。

  

  

  

  另一方面，被极其浓厚的吻过的爱，虽然是御子，却暴露出了丑态。

  　他方、極めて濃厚な口付け受けたアイは、御子でありながら無様な醜態を晒す羽目となっている。

  

  

  

  那是因为产生自身快感的阴茎被嘴唇重叠的塞拉掌握。

  　それは偏に自身の快感を生じさせる陰茎を、現在唇を重ねているセラに掌握されているが所以。

  

  

  

  因为成长显著的青春期的爱情，更容易被快乐所摆布。

  　何故ならば、成長が著しい思春期真っ盛りのアイは、殊更に快楽に翻弄されてしまうが故。

  

  

  

  或者是因为他身边一个叫西斯特塞拉的少女有着极其美丽的容貌。

  　或いは彼の傍付きであるシスターセラという少女が極めて美しい容貌を誇るからに他ならない。

  

  

  

  但是，在这些因素的基础上，更明显地窥见的是撒娇吧。

  　しかしそれ等の要因を踏まえた上で、より一層明白として顕著に窺えるのは甘えているがため、といった所だろうか。

  

  

  

  就这样，她把自己的脸拼命地埋在修女塞拉丰满的乳房上，这种爱甚至让人觉得滑稽可笑。

  　その様にしてシスターセラの豊満な乳房へと、自身の顔面を必死に埋めるアイは何処か滑稽としてさえ窺える。

  

  

  

  特别是，他一直在追求拥有漂亮美貌的修女塞拉的母性。

  　殊更に見目麗しい、極まった美貌を誇るシスターセラの母性を求めて止まない彼。

  

  

  

  塞拉依然显露出伶俐的美貌，但还是能应付自如。

  　それに依然として怜悧な美貌を晒しながらも受け答えてみせるセラである。

  

  

  

  她那美丽如人偶般的面容，至今仍岿然不动。

  　極めて美麗なる人形の如き顔立ちは未だに揺らぐことなく其所にある。

  

  

  

  她罕见地不把自己内心的想法表露出来，依然是一副纹丝不动的表情。

  　類い稀なる程に自身の抱いた心中を面に出さない彼女からは、依然として微動だにしない面持ち。

  

  

  

  从她的表情中根本无法窥视到她的内心，但她还是继续着亲吻。

  　その表情からは微塵も窺うことさえままならない彼女の胸中であるがしかし、継続される口付け。

  

  

  

  虽然没有被抱在怀里的感情，却被浓烈地贪慕着的嘴唇。

  　凡そ抱かれている感情に及びはつかないながらも、濃厚に貪られる唇。

  

  

  

  一边被极度冻僵的眼神注视，一边被深深缠绕的舌头肉。

  　酷く凍てついた眼差しを注がれながら深く絡め取られてしまう舌肉。

  

  

  

  它在唾液中滑动，尤其蹂躏着小爱的口腔粘膜。

  　唾液に滑るそれが殊更にアイの口腔粘膜を蹂躙して見て取れる。

  

  

  

  而最重要的是，修女瓷的甜美唾液毫无保留地流了进来。

  　そして極め付けは、留めなく流し込まれてしまうシスターセラの甘い唾液。

  

  

  

  明明是冷漠的举止，却能窥见拥抱。

  　あまつさえ、冷淡な立ち振る舞いが見受けられるに反して窺える抱擁。

  

  

  

  面对比自己娇小得多的爱的肉体，塞拉将极其丰满的肢体强加于人。

  　自身よりも遥かに小柄なアイの肉体に対し、極めて豊満な肢体を押し付けているセラ。

  

  

  

  也许是因为裸露在室外的全裸，柔软的肌肤毫无保留地贴在一起。

  　互いに外気へと露出させている全裸であるためか、柔らかな肌同士が余す所なく密着。

  

  

  

  触感柔软的丰满乳肉，被小爱令人不安的胸板压得扭曲。

  　柔らかな感触の豊満な乳肉が、アイの心許ない胸板へと押し潰されては歪む。

  

  

  

  像鬃毛一样摩擦着，让人格外兴奋。

  　たわしの様にしてにゅるりにゅるりと擦り付けられているそれは、殊更な興奮をもたらした。

  

  

  

  突然，把脸埋在如此有重量感的柔软乳汁里的小爱，迫不得已地开口了。

  　不意に、そんな極めて重量感のある柔乳に顔を埋めているアイが,切羽詰まった声色で口とする。

  

  

  

  “咳咳❤️。”

  「セラッううッんんッ❤️」

  

  

  他用非常紧张的声音喊着少女修女的名字，阴茎也在跳动。

  　非常に緊迫した声音でシスターの少女の名を叫ぶ彼は、自身の陰茎を脈動させる。

  

  

  被“吕❤️壊~❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️壊~❤️关菊英被❤️是的,请。请您提出我的御手”

  「れりょ❤️れろぉ❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れろぉ❤️れぇ❤️はい、出してください。わたくしの御手にお出しにくださいませ」

  

  

  用发自内心的恳切的声音诉说着爱的悲鸣，塞拉听到了。

  　心底からの切実な声色で訴えるアイの悲鳴じみたそれを耳としたセラ。

  

  

  

  为了回应，她把缠在阴茎上的五指跳了起来。

  　これに応じるに際した彼女は、陰茎へと巻き付けていた五指を殊更に躍らせる。

  

  

  

  就连甜丝丝，随着咬得更深，舌头上的肉也变得浓郁起来。

  　あまつさえ、更に深く口付けると共に濃厚に舌肉を絡ませる。

  

  

  

  “塞拉❤️爱买❤️也郁葱❤️出现最美郁葱❤️白色尿出最美郁葱❤️啊!❤️不识ゅる❤️被吕❤️壊❤️壊❤️壊~❤️”

  「セラっ❤️アイっ❤️もうっ❤️出ちゃうっ❤️白いおしっこ出ちゃうっ❤️んっ❤️ちゅる❤️れりょ❤️れろ❤️れろ❤️れろぉ❤️」

  

  

  

  相对地，被毫不留情地无情地蹂躏口腔粘膜的爱，露出了荡然无存的表情。

  　対して、なんら容赦なく無慈悲にも口腔粘膜を蹂躙されるアイは、蕩けた面持ちを露わ。

  

  

  

  “嗯!❤️不识ゅる❤️壊~❤️被吕❤️吕❤️讯ゅる❤️关菊英被❤️壊~❤️讯ゅる❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️讯ゅる❤️关菊英被❤️是的。您吧。”

  「んんっ❤️ちゅる❤️れろぉ❤️れりょ❤️りょ❤️じゅる❤️れぇ❤️れろぉ❤️じゅる❤️れぇ❤️じゅる❤️じゅる❤️れぇ❤️はい。お出しになってください」

  

  

  

  在阿爱的口腔里爬行的塞拉，依然冷淡地回答。

  　無常にもアイの口腔へと舌肉を這い伝わせるセラは、依然として冷淡に受け答える。

  

  

  

  只是因为极具美感，聪明伶俐的美貌显得格外淫荡。

  　ただやはり極めて見目美しいが故に、怜悧な美貌を誇るだけでも殊更に淫ら。

  

  

  

  被称为美的极致也毫无影响的脸的造型。

  　美の極致と称してもなんら差し支えない顔の造形。

  

  

  

  那是即使看不出可爱之处，也会不由自主地看得入迷的东西。

  　それは、例え愛嬌が見受けられずとも思わず手放しで見惚れてしまう程の代物。

  

  

  

  她那突出的伶俐、敏锐、美丽的容貌，更能激发爱的激情。

  　その突出した怜悧に研ぎ澄まされて麗しい容貌は、殊更にアイの情動を昂らせる。

  

  

  

  他吞下了从身边的女友毫无保留地送过来的甜腻唾液。

  　傍付きである彼女から淀みなく送られてくる甘ったるい唾液を、飲み下す彼。

  

  

  

  看到她毫不犹豫地迎了过来，吞咽下去的样子，塞拉更加咬住舌头。

  　躊躇いなく迎え入れたそれを嚥下するその様子を見て取ったセラは、殊更に舌を絡ませる。

  

  

  

  经过再三确认，爱情通过自己的体液后，少女修女露出了喜悦的表情。

  　再三に渡りアイが喉へと自身の体液を通す姿を確認したシスターの少女は、喜悦を露わとする。

  

  

  

  但这当然不会暴露在脸上，而是淡淡地深深地抿了一口。

  　しかしながら当然それは面に露呈されることはなく淡々と深く口付ける。

  

  

  

  将阴茎蹭向自己的美体，在对爱的母性的驱使下，修女塞拉贪食嘴唇。

  　自身の美体へと陰茎を擦り付けるアイへの母性の赴くがままに、唇を貪るシスターセラ。

  

  

  

  她一次次地咬着小爱的舌头，毫无保留地侵犯了小爱的口腔。

  　にゅるにゅると幾度となく舌肉を絡め取る彼女は、余す所なくアイの口腔を侵し尽くす。

  

  

  

  委身于极度单方面的爱，会使自己的阴茎痉挛。

  　極めて一方的にされるがままに身を委ねるアイは、自身の陰茎を痙攣させる。

  

  

  

  “塞拉❤️啊!❤️讯ゅる❤️壊~❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️塞拉!❤️小的静静地收下了这份思念唉❤️嗯!❤️”

  「セラっ❤️んっ❤️じゅる❤️れろぉ❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️ちゅる❤️セラっ❤️アイのうけとめてぇっ❤️んんっ❤️」

  

  

  就像对母亲雪莉丝撒娇一样，爱向塞拉诉说自己的吐精。

  　まるで母であるユキリスへと甘えるかの如く、セラへと自身の吐精を訴えるアイ。

  

  

  

  “嗯!❤️讯ゅる❤️壊❤️被吕❤️关菊英被❤️是的,理解您。塞拉不请交给我吧。壊❤️壊~❤️被吕❤️”

  「んんっ❤️じゅる❤️れろ❤️れりょ❤️れぇ❤️はい、御受け止め致します。セラにお任せくださいませ。れろ❤️れろぉ❤️れりょ❤️」

  

  

  

  以此为耳朵的漂亮少女修女，用自己的手掌包住阴茎前端。

  　これを耳とした見目麗しいシスターの少女は、自身の掌で陰茎の先端を包み込む。

  

  

  

  与之相对应的，是更加激烈地贪婪爱的嘴唇的修女瓷。

  　これに応じては、より一層のこと激しくアイの唇を貪り尽くすシスターセラ。

  

  

  

  纯白的五指将阴茎握在手中，动作干练，给人滑溜溜的感觉。

  　陰茎を手中に納める純白の五指は、洗練された所作でぬるぬるとした感触を与えている。

  

  

  

  用极其熟练的动作刺激着阴茎的指尖，看起来就像吸附似的紧贴在一起。

  　極めて手慣れた動作で陰茎を刺激する指先は、吸い付く様にして密着して見て取れる。

  

  

  

  她用漂亮的手势缠住了小爱的阴茎，而另一个五指则伸向小爱的后背。

  　売れた手つきで陰茎に纏わりつくそれとは一方で、もう一つの五指はアイの背中へと伝う。

  

  

  

  因为用力压在自己艳丽丰满的肢体上，所以自然地贴近了。

  　自身の艶かしい豊満な肢体へと押し付ける様にして力が込められたが故に、自然と密着することとなる。

  

  

  

  与楚楚可怜的容貌相反，给予爱的是强有力的拥抱。

  　凡そ可憐な容貌とは反した力強い抱擁がアイへと与えられる。

  

  

  

  与此相应的是，爱自然就变成了全身包裹着修女少女柔软的肉体。

  　それに応じては自ずとシスターの少女の柔らかな肉体を全身に包まれる羽目となるアイ。

  

  

  

  “我むぅっ❤️不识ゅる❤️塞拉!❤️喜欢买❤️制动器スっ❤️喜欢买❤️被吕❤️壊~❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️被吕❤️被吕❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️莱略❤️。”

  「んむぅっ❤️ちゅる❤️セラっ❤️すきっ❤️キスっ❤️すきっ❤️れりょ❤️れろぉ❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れりょ❤️れぇ❤️じゅる❤️れりょ❤️」

  

  

  

  在此同时，特别的亲吻，极其浓厚的奉献反复出现。

  　これに際しては同時に、殊更な口付けの、極めて濃厚な奉仕が繰り返される。

  

  

  

  特别是被深深吞噬的爱，因为施舍而涌出的冲动使他浑身颤抖。

  　殊更に深々と唇を貪られるアイは、施されるそれにより湧き上がる衝動に身を震わせる。

  

  

  

  浸湿了唾液的sistsera舌肉在小爱的口腔粘膜上爬行。

  　にゅるにゅるとした唾液に濡れたシスターセラの舌肉が、アイの口腔粘膜を這いずり回る。

  

  

  

  “其实ゅる❤️不识ゅる❤️被吕❤️被吕❤️壊❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️关菊英被❤️被吕❤️不识ゅる❤️关菊英被❤️吃掉~❤️关菊英被❤️被吕❤️关菊英被❤️被吕❤️关菊英被❤️壊~❤️”

  「じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れりょ❤️れろ❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️れぇ❤️れりょ❤️ちゅる❤️れぇ❤️べろぉ❤️れぇ❤️れりょ❤️れぇ❤️れりょ❤️れぇ❤️れろぉ❤️」

  

  

  

  唾液从嘴角流泻而出，只是一味地淡淡地，却极其浓郁地贪食着嘴唇。

  　口の端から唾液を溢れさせながらも、ひたすらに淡々と、しかしながら極めて濃厚に唇を貪るシスターセラ。

  

  

  粗俗得让人看不出她是一个美丽的少女，甚至连一点品性都看不出来。

  　凡そ見目美しい少女とは思えぬ品性の欠片すらも見受けられない程に下品に口付ける。

  

  

  

  直到现在连呼吸都困难的塞拉，自然会激发母性。

  　依然として息継ぎすらもままならないまでに、舌を絡ませるセラは、自然と母性も昂らせる。

  

  

  

  自动分泌的唾液，毫无保留地注入小爱的口腔。

  　自ずと分泌された唾液を、留めなくアイの口腔へと注ぐセラ。

  

  

  

  毫不犹豫地迎接不间断地流淌而来的爱情，终于使阴茎剧烈脉动。

  　途切れることなく淀みなく流れてくるそれを躊躇いなく迎え入れるアイは遂に、陰茎を大きく脈動させたのであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  “嗯!❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️被吕❤️被吕❤️被吕❤️被吕❤️壊~❤️关菊英被❤️”

  「んんっッ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れりょ❤️れりょ❤️れりょ❤️れろぉ❤️れぇ❤️」

  

  

  

  “塞拉❤️去❤️已经❤️去❤️”

  「セラっ❤️イクっ❤️もうッ❤️でるッ❤️」

  

  

  

  修女瓷和舌肉浓稠地交织在一起，腰大幅度向前突出的爱。

  　シスターセラと舌肉を濃厚に絡ませたままに、大きく腰を前方へと突き出すアイ。

  

  

  

  虽然有些笨拙，但他的腰肢却很有力，在修女塞拉的深情亲吻下，他终于吐精了。

  　ヘコヘコと無様ながらも力強い腰遣いを晒す彼は、シスターセラの深い口付けに遂には吐精を果たすことと相成った。

  

  

  

  被“ゅる❤️不识ゅる❤️吕❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️嗯!❤️”

  「じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️ちゅる❤️んんッ❤️」

  

  

  

  被拦下的欲望的洪流变成了浊流，一股劲地释放出来。

  　堰き止められていた欲望の奔流が濁流となって勢い良く勢い良く解き放たれる。

  

  

  

  被“ゅる❤️吕❤️关菊英被❤️壊~❤️讯ゅる❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️被吕❤️壊❤️壊❤️关菊英被❤️壊~❤️”

  「ちゅる❤️れりょ❤️れぇ❤️れろぉ❤️じゅる❤️じゅる❤️ちゅる❤️れりょ❤️れろ❤️れろ❤️れぇ❤️れろぉ❤️」

  

  

  

  它不停地迸出，却被包裹在阴茎前端的塞拉柔软的手掌接住。

  　留めなく迸るそれはしかしながら、陰茎の先端を包み込むセラの柔らかな掌に受け止められる。

  

  

  

  从铃铛口中呼出的子种，被sistaera纯白的柔嫩肌肤迎接了。

  　びゅるびゅると鈴口から吐き出された子種は、シスターセラの純白の柔肌へと迎え入れられた。

  

  

  

  她毫不犹豫地用自己的五指抚摸着爱的阴茎，纯白的美貌依然岿然不动。

  　躊躇いなく自身の五指でアイの陰茎を扱き続ける彼女の純白の美貌は、依然として微動だにしない。

  

  

  

  金色睫毛点缀着美丽的相貌，凝视着爱的瞳孔。

  　金色の睫毛に彩られた美しい相貌が、ただひたすらにアイの瞳を覗き込んでいる。

  

  

  

  她露出极其伶俐、敏锐的美貌，轻轻包住阴茎。

  　極めて怜悧に研ぎ澄まされた美貌を晒す彼女は、そそままに陰茎を包み込む。

  

  

  

  五指伸向龟头的sister sera依然贪恋着自己的嘴唇。

  　にゅるにゅると亀頭へと五指を這い伝わせるシスターセラは、依然として唇を貪り続けている。

  

  

  

  为了回应继续进行这种浓厚的亲吻，他的口腔似乎受到了极大的折磨。

  　その濃厚な口付けを継続されるに応じるに当たりアイは、極めて口腔を翻弄されて見て取れる。

  

  

  

  在被唾液濡湿的舌头肉被咕嘟咕嘟地吞噬的时候，爱吐出依然留在尿道里的种子。

  　唾液に濡れた舌肉をにゅるにゅると貪られるに際し、依然として尿道に残された子種を吐き出すアイ。

  

  

  

  身为神职人员的塞拉修女却猥琐地缩紧嘴唇，紧紧地吸着小爱的舌头。

  　聖職に就く者であるシスターセラはしかしながら、下品にも唇を窄め、アイの舌へと吸い付いている。

  

  

  

  这是作为修女所不应有的痴态。

  　凡そ修道女としてあるまじき痴態である。

  

  

  

  但是，这里并没有怪罪他的粗鲁之辈。

  　だがしかしそれを咎める様な無粋な輩は同所へと居合わせていない。

  

  

  

  在居室一角，只能单方面地眺望着这一切的修女等少女。

  　これを一方的に眺めるしかない居室の片隅へと控えているシスター等の少女である。

  

  

  

  也就是说，在场的少女们都被修女塞拉一个人压倒了。

  　それ即ち、この場に居合わせている少女達は、シスターセラという少女一人に圧倒されていることを意味している。

  

  

  

  这是因为修女塞拉的美貌在修女中是出类拔萃的。

  　その理由は偏にシスターセラという少女の美貌が、彼女等修道女等の中でも群を抜いて麗しいが所以に他ならない。

  

  

  

  因为，只要回顾一下爱的嘴唇被贪婪吞噬的现状，就会明白。

  　何故ならばそれは、アイの唇が貪られている現状を顧みれば明白だろう。

  

  

  

  在修女少女中，她之所以没有对外表出众的塞拉倾注心血，是因为被她的气势所压倒。

  　シスターの少女等の中でも突出して見目美しいセラへと意を唱えることができないのは、それに気圧されているが故。

  

  

  

  正因为如此，除了修女赛拉以外的修女们，都只是单方面地看着这个。

  　だからこそ、シスターセラを除く修道女等の面々は、一方的にこれを眺めるばかり。

  

  

  

  因此，对塞拉的容貌抱有作为女人的失败期望的她们，事到如今不再反抗，这是不言而喻的道理。

  　故に、セラの容貌に女としての敗北を期している彼女等が、今更逆らうことがないのは、改めて言及するまでもなく自明の理。

  

  

  

  因此，塞拉可以利用自己作为御子爱身边的高级神职人员的身份，随心所欲地委身于她。

  　故にセラは、御子であるアイの傍付きという高位の聖職者としての立場を利用して、振る舞いたいがままに身を委ねることができた。

  

  

  

  被“ゅる❤️吕❤️讯ゅる❤️关菊英被❤️彗核被ょれろ❤️壊~❤️壊❤️讯ゅる❤️不识ゅる❤️关菊英被❤️被吕❤️嗯!❤️啊!❤️是的。辛苦了,谢谢。这在净化仪来结束的。”

  「じゅる❤️れりょ❤️じゅる❤️れぇ❤️れりょれろ❤️れろぉ❤️れろ❤️じゅる❤️ちゅる❤️れぇ❤️れりょ❤️んんっ❤️んっ❤️はい。お疲れ様で御座います。これにて浄化の儀を終わらせて頂きます」

  

  

  

  将唾液充分送入小爱口腔内的塞拉，看到小爱被接纳后告诉了她。

  　存分に唾液をアイの口腔内へと送り込むセラは、それが迎え入れられたことを見て取って告げる。

  

  

  

  “哈哈❤️塞拉❤️超级❤️塞拉❤️”

  「ぷはっ❤️セラっ❤️すきっ❤️セラッ❤️」

  

  

  

  但是，对于确认了小爱吐精的修女塞拉的话，小爱毫不介意。

  　しかしながらアイの吐精の確認を果たしたシスターセラの言葉に対し、何ら意に介することがないアイ。

  

  

  

  平日里让人踌躇的说话方式，现在却像谵言一样反复念叨着，腰前后直转。

  　平素では躊躇われる様な物言いを、まるで譫言の様に繰り返し呟いては、腰を前後させている。

  

  

  

  从西斯特塞拉手中解放出来的阴茎，一再地在她的大腿间摩擦。

  　シスターセラの手中から解放された陰茎は、再三に渡り彼女の太腿の間へと擦り付けられて見受けられる。

  

  

  

  纯白结实的大腿，被无情地污秽着的子种的残渣。

  　むっちりとした張りのある純白の太腿を、無慈悲にも穢す子種の残滓。

  

  

  

  精液依然附着在阴茎前端，紧贴着西斯特塞拉柔软的肌肤。

  　依然として陰茎の先端に付着している精液が、シスターセラの柔肌へと擦り付けられていた。

  

  

  

  当看到阴茎压在自己的身体上时，他的表情显得格外冷漠。

  　自身の肢体へと押し付けられている陰茎を見て取っては、殊更に冷然とした面持ちも露わ。

  

  

  

  看到阿爱用悲惨的腰身把脸埋在自己柔软的双丘身上的样子，她冷冷地投来眼神。

  　惨めな腰遣いで自身の柔らかな双丘へと顔を埋めるアイの無様な姿を見て取っては、冷ややかな眼差しを注ぐ。

  

  

  

  但是，他并没有表现出拒绝的样子，反而表现出了接受的姿态。

  　しかしながら決してこれを拒絶する様子は見受けられず、寧ろ迎え入れる姿勢すら窺える。

  

  

  

  对自己的柔软的肉，拼命的使腰使之凹凸前后的爱的身姿，母性被挠的塞拉。

  　自身の柔肉に対し、必死な腰遣いでヘコヘコと前後させるアイの姿に、母性を擽られるセラ。

  

  

  

  正因为如此，平日里一直在一旁陪伴的她，才会露出极为锐利的目光。

  　お陰で、傍付きとして常日頃隣へと控えている彼女は、極めて研ぎ澄まされた眼光を垣間見せた。

  

  

  

  因此，心中被称做是旋涡的庇护欲，非常明显地暴露在脸上。

  　故に、心中に称えられた殊更に渦を巻く庇護欲は、極めて顕著に面へと露見されて窺える。

  

  

  

  然而，她依然显露出伶俐的美貌，表情纹丝不动。

  　しかしながら依然として怜悧な美貌を晒しながら微動だにしない面持ち。

  

  

  

  因此，自然而然地表现出母性的一面。

  　であるからして自ずと母性の見て取れる所となるのは、行動として露わとなった。

  

  

  

  她的美貌像洋娃娃一样，让人看不出任何人性的冷漠。

  　その人形の如き、凡そ人間としての情緒が見受けられない殊更に冷淡な美貌。

  

  

  

  与此相反，修女塞拉给爱的是极其浓厚的亲吻。

  　それに相反して極めて濃厚な口付けをアイへと与えるシスターセラ。

  

  

  

  一边抚摸因吐精而变得过敏的阴茎，一边接吻，带来极其显著的快乐。

  　吐精を果たしたことにより殊更に過敏となった陰茎を扱きながらの接吻は、極めて著しい快楽をもたらす。

  

  

  

  对方给了他一个深深的吻，他的舌头也会不停地流口水。

  　与えられた深い口付けで舌を絡ませるに応じては、再三に渡り唾液を垂らすセラ。

  

  

  

  任凭她摆布的爱，让已经吐精的肉体松弛下来。

  　これに受け答えるがままに翻弄されるアイは、吐精を果たした肉体を弛緩させている。

  

  

  

  他的口腔粘膜一味地吞噬嘴唇，而舌头上的肉却在不停地爬行。

  　一方的に唇を貪られる彼の口腔粘膜に対し、舌肉を這いずり回らせるセラ。

  

  

  

  用黏糊糊的舌头流着唾液的爱，被塞拉拥抱着。

  　ねっとりとした舌遣いで唾液を流し込まれるアイは、セラに抱擁されるがまま。

  

  

  

  可以看到，塞拉丰满的肢体包裹着紧密得看不到缝隙的爱的肉体。

  　凡そ隙間が見受けられない程に密着しているアイの肉体を、セラの豊満な肢体が包み込んで見て取れる。

  

  

  

  甜腻的sistacera散发出混杂汗味的体臭附在小爱的鼻腔里。

  　甘ったるいシスターセラから漂う汗の匂いの入り混じる体臭が、アイの鼻腔についた。

  

  

  

  再加上因吐精白浊液而变得敏感的阴茎带来的快乐，他露出了更加陶醉的表情。

  　白濁液を吐精して敏感になった陰茎からもたらされる快楽も相まって、殊更に蕩けた面持ちを露わ。

  

  

  

  依然是深情地亲吻着的两个人。

  　依然としてねっとりと深い口付けを交わしていた二人であるがしかし─

  

  

  被“被关菊英❤️吕❤️壊❤️关菊英被❤️讯ゅる❤️不识ゅぱっ❤️嗯!❤样️独生子,雪里斯先生回来,所以就被乌云……”

  「れぇ❤️れりょ❤️れろ❤️れぇ❤️じゅる❤️ちゅぱっ❤️んんっ❤️御子様、ユキリス様がお戻りになられますので、どうか‥」

  

  

  

  发出毫无品质可言的极其下流的水声，嘴唇从舌头上移开。

  　品性の欠片もない極めて下品な水音を立てて舌から唇を離すシスターセラ。

  

  

  

  她一边演奏着含着下流水气的声音，一边停止了亲吻，传达着时间流逝的状况。

  　卑猥な水気を含む音を奏でながらも、口付けを打ち切り、時間の経過を経ている状況を伝える彼女。

  

  

  

  刚才还纠缠在一起的舌肉前端，一边传达着唾弃之系一边进言。

  　先程まで濃厚に絡ませていた舌肉の先端へと唾棄の系を伝わせながらの進言。

  

  

  

  “不要!我还要和塞拉接吻!”

  「やだっ、まだセラとキスするっ」

  

  

  但是，如果被缠着的舌头分开的话，就会撒娇给人看。

  　しかしながら、絡められていた舌が離れていくに応じては、駄々を捏ねて見せるアイ。

  

  

  

  这是平时经常能看到的，不符合儿子身份的行为。

  　平素から度々散見される、凡そ御子として相応しくない立ち振る舞い。

  

  

  

  平时就经常能看到的修女塞拉，依然淡淡地回答。

  　常日頃からしばしば窺えるそれを受けたシスターセラは、依然として淡々と受け答え。

  

  

  

  “可是，再这么玩的话，会影响到我今后的日程……”

  「ですが、これ以上のお戯れは、アイ様のこれから控えています御予定に差し支え致しますので‥」

  

  

  

  她依然显得聪明伶俐，摸了摸把脸埋在自己乳房里的小爱的头部。

  　相も変わらず怜悧な美貌を晒す彼女は、自身の乳房に顔を埋めるアイの頭部を撫でる。

  

  

  

  但是，她的脸上依然带着慈爱，而与此相反，她那洗练的美貌却面无表情。

  　だが依然として、殊更に慈愛さえ滲みて出て窺えるその所作に反して研ぎ澄まされた美貌は極めて無表情。

  

  

  

  洋娃娃般美丽的面影一动不动地朝向爱。

  　人形の如き美しい面立ちは微動だにすることなくアイへと向けられている。

  

  

  

  少年面对着那张美丽的脸庞，用娇媚的声音回答。

  　その揺らぐことのない麗しい顔の造形を前とする少年は、甘えた声色での返答。

  

  

  

  “嗯，小爱和塞拉接吻了。对吧?可以吧?”

  「えー、アイはセラとキスしたいっ。ね？いいでしょ？」

  

  

  

  阿爱的精神已经退化，甚至让人觉得她和平时的状态有些不同。

  　平素とは幾分か調子を異として見受けられる程に、精神性を退行させているアイ。

  

  

  

  希斯特塞拉看到他那副退化成幼儿的样子，简直是惨不忍睹。

  　最早無様にも、幼児退行の体を晒してさえ窺える彼の姿を目の当たりとするシスターセラ。

  

  

  

  “可是，您不是要和萨里亚先生一起参观学园吗?”

  「ですが、サーリャ様と御一緒に学園を見学されるのでは？」

  

  

  

  看到爱开始痴心妄想的样子，修女塞拉说出了自己的责任和义务。

  　愚図り始めたアイの様子を見て取ったシスターセラは、自身に課せられた責務を口とする。

  

  

  

  在一旁陪伴的她，对小爱接下来要做的事情了如指掌。

  　傍付きである彼女は、アイのこれから控えている、こなさなければならない予定の全てを把握していた。

  

  

  

  因此，回顾时间紧迫的事实的塞拉，为了告知这一点而继续说下去。

  　故に時間が差し迫っている事実を顧みたセラは、それを知らせるために言葉を続けた次第。

  

  

  

  “嗯，是啊……”

  「うん、そうだけど‥」

  

  

  

  听到这句话的小爱，带着刚吐完精的慵懒心情回答道。

  　これを耳としたアイは、吐精を果たしたばかりの気怠い心地のままに受け答え。

  

  

  

  阿爱仰视着修女赛拉的容貌，她用一种极其不耐烦的语气，显得格外伶俐。

  　極めて億劫な調子で怜悧な美貌を晒すシスターセラの容貌を仰ぎ見るアイ。

  

  

  

  在极其停滞的状况下，在看不到任何进展的情况下，突然响起的声音会被留下。

  　極めて停滞した状況下、一向に進展が見受けられない事態を呈して見て取れる最中、突如として声が響いては留けられる。

  

  

  

  “你在做什么?”

  「なに‥してるの？」

  

  

  

  他的视线自然而然地向发出声音的方向移动。

  　自ずと同所へと響いては与えられた声の発せられた方向へと向けられる視線。

  

  

  

  伫立在爱和塞拉两个人意识前方的声音的主人，是刚才提到的那个暗杀少女——萨拉亚。

  　アイとセラの両名の意識が向かった先に佇む声の主は、誰であろう先程話題に存在を挙げられた件の暗殺者の少女、サーリャであった。

  

  

  

  金色艳丽的睫毛点缀着极其美丽的碧眼，是一位异国少女。

  　黄金の艶かしい睫毛に彩られている、極めて美しい碧眼を誇る異国の少女。

  

  

  

  和她金色的双眸一样，她那如金线般耀眼的长发，呈现出压倒性的存在感。

  　その金色の双眸と同様に、金糸の如く眩いばかりに輝かしい長髪は、圧倒的な存在感を呈して見受けられる。

  

  

  

  如此漂亮的少女，伶俐的目光只有一点，投向了怀抱爱的修女塞拉。

  　そんな見目麗しい少女の怜悧な眼差しがただ一点、アイを胸に抱くシスターセラへと注がれていた。

  

  

  

  她锐利的目光也锐利地盯着塞拉，用一种更险恶的声音追问塞拉修女。

  　研ぎ澄まされた眼光も鋭く剣呑な視線をセラへと向けるサーリャは、殊更に険のある声色でシスターセラを問い詰めたのであった。

 
  愛

  爱情

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  猛地打开大浴场厚重的门，露出了它的存在。

  　勢い良く大浴場の重厚なる扉を開け放ち、その存在を露わとしたサーリャ。

  

  

  

  视线自然地被吸引，从那润泽而有光泽的纯白柔嫩的肌肤中，可以窥见刚才还在活动肉体的事实。

  　自然と視線が惹きつけられる、そのしっとりとして艶かしい純白の柔肌からは、先程まで肉体を動かしていた事実を窺える。

  

  

  

  看来是要和在训练结束后去浴场的萨里拉碰头了。

  　どうやら日課となっている訓練終わりに浴場へと赴いたサーリャと鉢合わせる事態と相成った様である。

  

  

  

  从以前开始就被认为水火不容的她和修女塞拉的关系。

  　以前から犬猿の仲と見受けられている彼女とシスターセラの関係。

  

  

  

  因为她们都有着不表露感情的性格，但这也只能说明她们对同一民族的厌恶。

  　何故ならば、感情を面に出さない性質こそ似通っている彼女等であるがしかし、それ故の同族嫌悪に他ならない。

  

  

  

  这是因为sistersera体内隐藏着对爱的母性。

  　それは偏に、シスターセラの身の内に秘められたる、アイに対し向けられている母性が所以。

  

  

  

  这句话的意思是，对从爱中得到宠爱的修女的嫉妒，产生了不和睦，这是不言自明的道理。

  　それの意味する所は即ち、アイから寵愛を与えられているシスターセラへの、一方的に向けている嫉妬から生じた不仲であるのは自明の理。

  

  

  

  正因为如此，从正面盯着塞拉的萨里亚的视线，才显得格外险恶。

  　であるからして、真正面からセラを見据えるサーリャの視線は、殊更に険を帯びて窺える次第。

  

  

  

  因为彼此都是非常漂亮的少女，所以两人的身影散发着险恶的气氛，看起来是非常恐怖的景象。

  　互いに極めて見目麗しい少女であるが故に、険悪な雰囲気を漂わせて窺える二人の姿は、酷く恐ろしい光景として見て取れる。

  

  

  

  特别是有一种压迫感，在场的修女们看到这种情景，紧张感也随之增加。

  　殊更に圧迫感が伴って見受けられる同所に居合わせている、これを眺める修道女等の緊張も一入。

  

  

  

  平时就有着极其不协调的金色美貌的两名少女，平时就经常反复发生冲突。

  　平素から極めて反りが合わない金色の美貌を誇る少女の両名は、常日頃から衝突を繰り返す事度々。

  

  

  

  就这样，极尽炫耀自己黄金容貌的两个少女，把小爱夹在中间对峙着。

  　その様にして傍迷惑な存在極まる、黄金の容貌を誇示して見受けられる二人の少女は、アイを真ん中へと挟んで対峙して窺える。

  

  

  

  这两个人都表现得非常堂堂正正。

  　両者共に極めて堂々とした立ち振る舞いを呈してみせるシスターセラとサーリャ。

  

  

  

  前者将纯白的五指伸向自己的双丘和埋在脸上的爱的头部。

  　前者は自身の双丘へと顔を埋めるアイの頭部へと純白の五指を這わせながら。

  

  

  

  她那慈爱的模样，与平时娇惯小爱的雪松鼠一模一样。

  　その慈愛満ち溢れる姿はまるで、平素からアイを甘やかして見受けられるユキリスとに通って見て取れる。

  

  

  

  后者看到这一幕，对自己的视野中出现的极具侮辱性的景象，产生了格外强烈的回避感。

  　これを目の当たり後者は、自身の視界へと納めた極めて冒涜的な光景に対し、殊更なまでの忌避感を抱く羽目と相成った。

  

  

  

  莎莉拉和修女一样兼任着爱的护卫。

  　シスターセラと同様にアイの護衛を兼ねた傍付きを務めているサーリャ。

  

  

  

  从平时就在爱的身边待着的献身性的萨里拉的平时的行为举止中，可以看出他特别的溺爱。

  　常日頃からアイの傍らへと控えている献身的なサーリャの平素からの立ち振る舞いからは、殊更なまでの溺愛が窺える。

  

  

  

  正因为她对雪莉丝的儿子爱倾注了母性，才让人觉得眼前看到的状况脱离了可以接受的范畴。

  　ユキリスの息子であるアイへと母性を注ぐ、そんな彼女だからこそ、眼前に見て取れる状況は許容できる範疇を逸脱して思われた。

  

  

  

  尤其是对爱怀有深厚感情的萨拉沙，用仿佛为父报仇的眼神盯着塞拉。

  　殊更にアイへと深い愛情を抱いているサーリャはまるで、親の仇にでも向ける様な眼差しでセラを見据えた。

  

  

  

  莎莉拉正用极其敏锐的目光盯着自己，而莎莉拉修女却陷入了与莎莉拉对峙的境地。

  　そんな、極めて研ぎ澄まされて見て取れる程に怜悧な眼差しで自身を睨み付けてくるサーリャと対峙する羽目と相成った次第のシスターセラ。

  

  

  

  然而，她把小爱紧紧抱在乳房里的表情却丝毫没有动摇。

  　しかしながら依然として、アイをその乳房へと抱きすくめている彼女の面持ちは揺らがない。

  

  

  

  虽然年纪小，但在一流暗杀者刺穿的视线下，她的美貌纹丝不动。

  　歳幼いとはいえ曲がりなりにも一流である暗殺者の刺すような視線に射貫かれて尚、微動だにしない美貌。

  

  

  

  修女塞拉深深地鞠了一躬，身上散发出一种仿佛要被冻住的伶俐气息。

  　未だ凍てつく様な怜悧な雰囲気を漂わせて窺えるシスターセラは、深々と一礼を払ってみせる。

  

  

  

  “真是巧遇啊，早啊。”

  「奇遇で御座いますねサーリャ様。おはようございます」

  

  

  随着他脱口而出的话语，他的回应和令人冻僵的压迫感一样平淡。

  　自ずと口とされた言葉も発せられるに伴い応じては、凍えてしまう様な威圧感と同様に淡々と。

  

  

  

  “……”

  「‥‥‥」

  

  

  

  对此，她毫不在意地一字一字地紧抿着嘴唇。

  　これに対して何ら意に介することなく真一文字に唇を引き結んだ表情を晒して窺えるのがサーリャ。

  

  

  

  她不甘心地咬着淡粉色艳丽的嘴唇。

  　薄桃色の艶かしい唇を悔しげな美貌を晒して噛み締める彼女。

  

  

  

  与稚气未脱的美貌完全不相称的严肃的表情也显露出来。

  　依然としてあどけなさが残る美貌には凡そ似つかわしくない険しい面持ちも露わにして見て取れる。

  

  

  

  “怎么了?”

  「どうなされましたか？」

  

  

  

  但是，即使看到明显带着敌意的萨里拉，也丝毫看不出有什么事的是修女塞拉。

  　しかしながら顕著に敵意が滲んですら窺えるサーリャを目の当たりとしても何ら構った様子が見受けられないのがシスターセラである。

  

  

  

  脸皮特别厚的她，一边抚摸着自己丰满的乳肉里埋藏着的小爱的头部，一边问道。

  　殊更に面の皮が厚い彼女は、自身の豊満な乳肉に埋もれるアイの頭部を撫でながら問いを投げかけて見せた。

  

  

  

  修女瓷能把安于自己的立场上的行为摆到架子上，毫不客气地对提问进行回答。

  　自らの立場に甘んじた立ち振る舞いを棚に挙げて、いけしゃあしゃあと問い掛けにに対し質問で返して見受けられるシスターセラ。

  

  

  

  “说爱。”

  「アイをはなす」

  

  

  

  但是，她不甘示弱，冷淡地说着可爱的声音。

  　だがしかしこれを受けるに応じるサーリャとて負けじと、可愛らしい声色を冷淡に言い放つ。

  

  

  

  “快!”

  「はやく」

  

  

  

  她那极其美丽的美貌所带有的特别的厌恶，从她的身上可以看出。

  　極めて美しい美貌に帯びたる殊更なまでの嫌悪は、これを向けるセラへと露わとされて見て取れる。

  

  

  

  “为什么?”

  「何故ですか」

  

  

  

  当对方单方面用冷淡的语气说话时，塞拉也会面无表情地回应。

  　一方的に冷淡な物言いでの言葉を与えられるに際しては、これを受けたセラも無表情で受け答え。

  

  

  

  两个美少女面对面站在一起，给人一种异样的压迫感。

  　互いに向かい合う様にして並び立つ二人の美少女両名からは、異様なまでの威圧感が感じ取れる。

  

  

  

  这里笼罩着一种连质量都能窥见的紧张感，修女们只能眼睁睁地看着这一切，咽了一口唾沫。

  　最早質量さえ伴って窺える程の緊張に包まれている同所へと居合わせている、これを眺める羽目と相成った修道女達は固唾を嚥下する。

  

  

  

  当它穿过喉咙被送到胃里时，在寂静之帐降临的当下，听起来格外响亮。

  　喉元を通り過ぎて胃へと送られていくそれが飲み下されるに際しては、静寂の帳が舞い降りるこの場へと、殊更に響いては聞こえた。

  

  

  

  “你想死吗?”

  「しにたいの？」

  

  

  

  “这是威胁吗?虽然不是很威胁，但也不是很平静。”

  「それは脅しですか？とてもではないですが、穏やかではありませんね」

  

  

  

  

  依然视线交叉，互相窥视对方的间隙的双方，丝毫没有要动的迹象。

  　依然として視線を交差させ、互いに相手方の隙を窺えっている両者は一向に身動きを取る素振りすら見受けられない。

  

  

  

  “小爱不愿意。”

  「アイはいやがっている」

  

  

  

  然后不耐烦地编织语言。

  　それに痺れを切らした様子で言葉を紡ぐサーリャ。

  

  

  他的声音冷冷清清的，仿佛要先占住先机一般，语气中带着几分威力。

  　まるで機先を制するかの如き冷然とした声色で、幾分か威力的な物言いを伴い言い放つ。

  

  

  

  “没有那样的事。”

  「その様なことはありません」

  

  

  修女塞拉对此毫无反应，极其冷淡地拒绝。

  　これに対した反応を呈することさえなく、極めて冷淡に一蹴して見せるシスターセラ。

  

  

  

  “……你怎么知道……”

  「‥なんでわかるの‥」

  

  

  

  虽然她的举止十分冷淡，但她的美貌却显得格外伶俐。

  　殊更ぬ冷淡な立ち振る舞いが見て取れる怜悧な美貌を晒す彼女に気圧されるサーリャ。

  

  

  但是因为有强韧的精神性，所以不管到哪里都能咬住不放。

  　しかしながら強靭なる精神性を有しているが故に、何処までも食い下がってみせる。

  

  

  

  “如果真像你说的那样，孩子应该早就离开我身边了。”

  「サーリャ様、仮にあなたの言う通りであれば、とっくに御子様は、わたくしの元から離れている筈です」

  

  

  

  塞拉看到她表现出坚韧不拔的姿态，便顺势回答。

  　中々に粘り強い姿勢を示す彼女の様子を見て取ったセラは、勢い付いた調子のままに受け答え。

  

  

  

  看来聪明又善于思考的塞拉，似乎在炫耀自己条理清晰的理论。

  　どうやら聡明にも思考を巡らせるセラは、自身の理路整然とした理詰めにて、論破を衒う様である。

  

  

  

  “爱……来这里。”

  「アイ‥こっちにくる」

  

  

  

  然而，本来性格就极其耿直的萨里拉，在冲动的驱使下发出了声音。

  　だがしかしながら、元来の性分において、極めて実直なサーリャは、その衝動が赴くがままに声を挙げる。

  

  

  

  “嗯……可是……”

  「え‥でも‥」

  

  

  

  但是，回应这一要求的小爱，依然一边被抚摸着头部，一边被抓着阴茎。

  　だがこれに応じるアイは、依然として頭部を撫でられながら陰茎を掌握されている。

  

  

  因此，他无法摆脱由此带来的快感。

  　故にそれからもたらされる快感から逃れられない彼である。

  

  

  这也就意味着无法从塞拉丰满的肢体中脱身的事实。

  　それ即ちセラの豊満な肢体から身を離すことが叶わない事実を意味していた。

  

  

  “没关系……是吧?”

  「だいじょうぶだから‥ね？」

  

  

  

  自己的话被拒绝后，她的身体自然会暴露出来，但她还是不甘心。

  　自ずと自身の言葉を一蹴された体を晒す羽目となるサーリャであるがしかし、彼女は往生際が悪かった。

  

  

  

  萨里拉缓缓地歪着可爱的小脑袋，仿佛在讨好似的对小爱说。

  　おもむろに可愛らしくも小首を傾げて見せたサーリャは、まるで媚びを売るかの様にしてアイへと語り掛ける。

  

  

  

  “当然……”

  「サーリャ‥」

  

  

  

  平时看起来很冷酷的萨里拉，难得一见的可爱举动吸引了爱的目光。

  　平素からクールな立ち振る舞いが見て取れるサーリャの、凡そ稀に見る可憐な仕草に瞳を奪われるアイ。

  

  

  

  她用平静却可爱的声音低语，娇滴滴的话语，在我听来非常明显。

  　静かながらにも可愛らしい声色で囁かれた、甘ったるい物言いは、酷く顕著に響いては聞こえた。

  

  

  

  爱的眼睛捕捉到了她和平时不同的样子，仰望着抱住自己的塞拉。

  　そんな普段とは様子を異して見受けられる彼女の姿を瞳に捉えたアイは、自身を抱き止めているセラを仰ぎ見る。

  

  

  

  “我无所谓，随你的便。”

  「わたくしは構いません。アイ様の御心のままに」

  

  

  

  然后，她给了我这样的话，用冷冷的美声，毫不客气地说。

  　そして彼女から与えられた言葉はこれでもかと冷然とした美声での、突き放した様な物言い。

  

  

  

  然而，塞拉的指尖却与嘴巴相反地移动着，包裹住了小爱的阴茎。

  　しかしながら口としたそれとは相反するかの様に動いたセラの指先は、アイの陰茎を包み込む。

  

  

  

  塞拉纯白的五指准确地抓住了阴茎，与她那显露出极其伶俐美貌的举止完全对称。

  　極めて怜悧な美貌を晒して見受けられるその立ち振る舞いとは対称的に、セラの純白の五指は、的確に陰茎を捉えていた。

  

  

  

  从实施了多次性处理的经验自然刺激显出弱点的塞拉的指尖在肉竿上传递。

  　幾度となく性処理を施した経験から自ずと弱点を刺激して見せるセラの指先が肉竿を伝う。

  

  

  

  如同白鱼般爬行的五指，以极其洗练的流畅动作随着阴茎舞动。

  　這い回る白魚の如き五指は、酷く洗練された流れる様な動作で陰茎へと踊らされている。

  

  

  “嗯……但是……”

  「んんっ、で、でも‥」

  

  

  由此推导出自然结论的爱，再次把脸埋进了渡辺氏丰满的乳肉里。

  　これを受けて自然結論が導き出されたアイは、再度に渡りセラの豊満な乳肉へと顔を埋める。

  

  

  

  “您怎么了?”

  「いかがなさいましたか？」

  

  

  

  看来是发现了刚才看到莎莉拉的爱犹豫不决的事实的塞拉。

  　どうやら先程サーリャを見て取ったアイが逡巡を巡らせた事実に気付いていたセラである。

  

  

  

  因此，对在选择自己的时候表现出踌躇的爱表示了意趣。

  　故に、自身を選択するに当たり躊躇いを呈したアイへと意趣返しを示している様だ。

  

  

  

  然而，尽管他的语气冷淡得像在说大话，握着阴茎的五指却停不下来。

  　しかしながら、まるで当て付けの様な冷淡な物言いが見受けられながらも、陰茎を扱く五指は止まらない。

  

  

  

  她甚至把自己丰满柔软的乳汁压在了小爱的脸上，可见她的内心是多么的激动。

  　あまつさえ自身の豊満な柔乳を、アイの顔面へと押し付けてさえ見て取れるのだから、その心中も察するに余りある。

  

  

  

  由此可见，塞拉对爱抱有的母性丝毫不亚于自己的亲生母亲雪莉丝。

  　それ程までに実の母親であるユキリスにさえ負けず劣らずの母性を、アイに対し抱いていて窺えるセラであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  依然能从正面看到对峙的美丽的少女二人。

  　依然として真正面から対峙して見受けられる見目美しい少女二人。

  

  

  

  在旁边的人看来，他们彼此都怀有敌意，甚至流露出极其险恶的气氛。

  　傍から眺める者達からも、極めて険悪な雰囲気をさえも漂わせて窺える程に互いに敵意を抱いて見て取れる。

  

  

  

  注视着对方的萨里拉和塞拉修女，显得格外伶俐。

  　相手方を見据えるサーリャとシスターセラの両名は、殊更怜悧な美貌を晒して窺える。

  

  

  

  前者虽然拥有美丽的容貌，但还是能看出稚气的可爱脸蛋造型。

  　前者は麗しい容貌を誇りながらも、未だあどけなさが見受けれる様な、可憐な顔面の造形。

  

  

  

  她用敏锐的眼神凝视着自己的天敌少女修女。

  　自らが天敵とするシスターの少女を研ぎ澄まされた眼差しで見据えている彼女だ。

  

  

  

  她那可爱的脸蛋与可爱的洋娃娃完全不相称。

  　まるで愛くるしい人形の如き可愛らしい顔立ちには凡そ相応しくない忌々しげな面持ちを顕として見て取れる。

  

  

  

  那是因为，自己溺爱的少年的人身，与修女塞拉丰满的肢体相关联的事实。

  　それは偏に、自身の溺愛する少年の身柄が、シスターセラの豊満な肢体に絡め取られている事実が所以。

  

  

  

  因此，我只能看到她焦躁不安的样子，她用冰冷的视线看着塞拉。

  　故に自ずと苛立ちを募らせる羽目と相成って窺えるサーリャは、酷く冷然とした視線でセラを見遣る。

  

  

  

  后者看到萨里沙这种明显的不友好倾向，自然而然地说了句话。

  　その様にしてあからさまに非友好的な傾向が顕著に見受けられるサーリャの様子を受けた後者からは、自然と口とされる言葉があった。

  

  

  

  “我记得和你的约会是在献上祝词之后……”

  「アイ様のあなたとの控えている予定は、祝詞を捧げた後として記憶していますが‥」

  

  

  

  她自顾自地说着，语气中带着一种冷淡，让人觉得她已经失去了情绪。

  　自ずと告げられた言葉の声色は、殊更に情緒が失われて見受けられる様な冷淡な含みが見て取れる。

  

  

  

  “……是吗……”

  「‥そう‥」

  

  

  

  听聪明的修女少女这么说，她淡淡地点了点头。

  　聡明なシスターの少女に語られるに応じては、これに淡々と頷いて見せた。

  

  

  

  “……我带你去……”

  「‥わたしがつれていく‥」

  

  

  

  但是，他却能把条理分明的道理华丽地应付过去。

  　しかしながら理路整然とした理詰めを華麗に受け流して見て取れるサーリャ。

  

  

  

  本来她的本能比道理更倾向于委身，所以也没怎么思考。

  　元来理屈よりも本能が赴くがままに身を委ねてきた彼女であるからしてさして思考を巡らせることもない。

  

  

  

  尤其表现出了平时直率的性格，瞪着站在眼前的塞拉。

  　殊更に平素からの直情的な性質も露わに、眼前に佇むセラを睨み付けて見受けられる。

  

  

  

  莎拉看到萨里拉不加思考，任由自己的感情驱使自己编织语言，便告诉她。

  　そうして考え無しに自身の感情に身を突き動かされるがままに言葉を紡いだサーリャを見て取って、セラは告げる。

  

  

  

  “这是雪松鼠夫人的命，请您务必领回。”

  「ユキリス様の命で御座いますので、どうかお引き取り願います」

  

  

  

  与看起来明确愤怒的萨拉拉不同，萨拉拉是对称的，极其冷静地断言。

  　明確な怒りを呈して見受けられるサーリャとは異して対称的に、極めて冷然と言い放つセラ。

  

  

  

  

  “……即便如此。”

  「‥それでも」

  

  

  

  萨里沙原本只是淡淡地回答，但听到他的正论，还是咬紧牙关不放。

  　酷く淡々として受け答えられたサーリャは、正論を与えられて尚、それでも食い下がる。

  

  

  

  “我不需要你。”

  「あなたはひつようない」

  

  

  

  极其合理，一根筋地讲道理，即使听了也不让步。

  　極めて合理的でいて、一本筋に道理が通って窺えるそれを耳としても譲らないサーリャ。

  

  

  

  看来他对眼前的修女塞拉怀有如此强烈的回避感。

  　どうやら目の前に相対するシスターセラに対しそれ程までに忌避感を抱いている様である。

  

  

  

  “恕我冒昧，恕我直言。”

  「サーリャ様、失礼ながら申し上げます」

  

  

  然而，与之相应的塞拉的样子却与刚才发生了不同的变化。

  　しかしながら途端、これに応じたセラの様子が先程とは趣きを異として変化を遂げて見受けられる。

  

  

  

  虽然依然面无表情，但他的进言显得格外敬畏。

  　依然として冷然とした無表情には違いないが、殊更に畏まった立ち振る舞いでの進言。

  

  

  

  “您还正常吗?刚才您说的事情，像我们这样判断未免太不敬了。应该由爱夫人和雪松鼠夫人来决定。而且，如果我们过多的对话内容被别人知道，那不是太愚蠢了吗?对我来说，与萨里亚大人的对话已经没有必要了。所以我希望你们立刻、尽可能、迅速地离开这里。”

  「あなたは正気ですか？先程から仰られている事柄は、わたくし達如きが判断するには不敬に過ぎるでしょう。アイ様とユキリス様の御二方がお決めになられることです。それに、わたくし達の交わす過ぎた会話の内容が他に知られては、あまりに愚かしい振る舞いではないですか。わたくしにとってこれ以上のサーリャ様との問答は無用に存じます。ですから即刻可及的速やかにこの場から立ち去ることを望みます」

  

  

  

  下一个瞬间，宛如浊流般汹涌的话语，以极其悦耳的美声奏响。

  　そうして次の瞬間には粛々と語られる濁流の如き言葉の羅列の奔流が、極めて聴き心地の良い美声で奏でられる。

  

  

  

  本来非常符合道理的内容，却被人用冷漠的声音编织了出来。

  　極めて道理に適った内容を、殊更に冷淡な声色で紡がれる羽目と相成った次第のサーリャである。

  

  

  

  听了她没完没了的倾吐，她那楚楚可怜的面容，也显露出越来越强烈的焦躁。

  　極めて一方的な語り草を延々と聞かたされた都合、これを受けた彼女の可憐な顔立ちは、募り続ける苛立ちも露わ。

  

  

  

  与平时冷漠无情的塞拉不同，萨里亚的言辞多少有些威猛，尽管如此，萨里亚还是毫不动摇。

  　平素から酷く冷淡なセラと異として幾分か威力的な物言いでの言葉を浴びせられたサーリャは、それでも揺らがない。

  

  

  

  “这个……你也一样。”

  「それは‥あなたもおなじ」

  

  

  

  萨里沙听着这些滔滔不绝的话语，细细咀嚼着这些话语的含义。

  　堰き止められていた湯水の如く流し込まれた言葉の数々を耳としたサーリャは、解き放たれたそれの意味する所を咀嚼する。

  

  

  

  在正确理解这一点之前，即使她天生不胆怯，也会犹豫该说什么。

  　流石にこれを正確に理解するに至る彼女は、幾ら物事に物怖じしない性質であるとも、二の句を躊躇うこととなる。

  

  

  

  “爱……”

  「‥アイは‥」

  

  

  

  然而，沉默也只是暂时的。

  　しかしながら沈黙を呈して見受けられたのも束の間の出来事。

  

  

  

  萨里拉马上又编了一段话，目不转睛地注视着修女塞拉怀里的爱。

  　すぐさま続く言葉を紡いだサーリャは、依然としてシスターセラの胸に抱かれるアイを見据えた。

  

  

  

  “我……可以吧?”

  「わたしが‥いいよね？」

  

  

  与此同时，为了迅速确立自身的优势地位，他以和平时不同的语气说了出来。

  　それと共に間髪入れずに自身の優位性を確立させるべくして、平素とは異なる声色で言い放つ。

  

  

  

  不是平常那种安静的声音，而是用特别可爱的美声低语。

  　普段から見受けられる静かな声音ではなく、殊更に可愛らしい美声での囁き。

  

  

  

  阿爱一个人接受了宛如诱惑般的话语，吞了一口唾沫。

  　まるで誘惑するかの様にして与えられた言葉を受けたアイは一人、生唾を飲み下す。

  

  

  

  “我和雪松鼠夫人还有约会。”

  「アイ様、これからユキリス様との御予定もありますので」

  

  

  

  但是，塞拉察觉到他刹那的犹豫，以极其冷淡的声音告诉他。

  　しかしながら刹那の逡巡を見て取ってセラは、極めて冷然とした声色で告げる。

  

  

  

  在进言的同时，她纯白柔软的五指包裹住了小爱的阴茎。

  　そして進言すると共に、彼女の純白の柔らかな五指が、アイの陰茎を包み込む。

  

  

  

  用某处像是焦灼一样的极其舒缓的手法，搔痒阴茎前端的铃口附近。

  　何処か焦らす様な、極めてゆったりとした手つきで、陰茎の先端の鈴口辺りを擽る。

  

  

  

  丝特塞拉的手指黏稠而细致地舞动着，柔嫩的肌肤从外露的阴茎表面爬来爬去。

  　ねっとりと丹念に指先を躍らせるシスターセラの柔肌が、剥き出してとなっている陰茎の表面を這い伝う。

  

  

  

  纯白的指尖准确地跃入阴茎的敏感部位，尤其刺激着爱情的性感。

  　的確に陰茎の敏感な箇所へと躍らせる純白の指先が、殊更にアイの性感を刺激する。

  

  

  

  “是啊……妈妈也说要献上祝词……”

  「そう‥だよね‥ママも祝詞を捧げないといけないって言ってたし‥」

  

  

  

  在她手中玩弄阴茎的爱，回话也自然而然地变成了迎合塞拉的口吻。

  　そんな彼女の手中にて陰茎を弄ばれるアイであるから、返す言葉も自ずとセラに迎合する様な物言いとなる。

  

  

  

  通过实施极其洗练的流动样的动作的手淫，作为俘虏显出爱的意识的修女塞拉。

  　極めて洗練された流れる様な動きが見受けられる手淫を施すことにより、アイの意識を虜として見せたシスターセラ。

  

  

  

  “马上离开爱……”

  「いますぐアイからはなれて‥」

  

  

  

  但是自然而然地，内心的邀请被拒绝了的萨里拉，依然没有放弃的样子。

  　だがしかし自然と、心底からの誘いを一蹴されてしまう形と相成ったサーリャは、依然として諦める様子は見受けられない。

  

  

  

  “所以……”

  「ですから‥」

  

  

  

  与此相对，塞拉看到她那副让人看不下去的样子，就更加束手无策了。

  　対し、極めて往生際が悪く見て取れるそんな彼女の様子を見て取ったセラは、殊更に辟易として窺える。

  

  

  

  与她对峙的她接受了这个请求，就在她想要再次陈述的刹那。

  　対峙する彼女はこれを受けて、再度に渡り口上を述べるべくして口を開こうと試みた刹那の事。

  

  

  突然，他发出了一个声音。

  　唐突、不意に声が与えられる。

  

  

  

  “……莎莉拉小姐?为什么会在这里?平时我都在训练场……”

  「‥サーリャさん？どうして此方にいるのですか？普段は訓練場に居ますのに‥」

  

  

  

  言语上的交谈也只是暂时的，即使在大家都在场的地方也能听到，特别是那声音的声音，甚至能窥见美丽的慈爱。

  　言葉での応酬を交わしていたのも束の間、面々が居合わせている同所へと響いては聞こえる、殊更に美しい慈愛さえも窺える程の声色。

  

  

  

  人们自然而然地听到了极其美妙的声音，意识走向了声音的出处。

  　自ずと、極めて美声として聞き届けられたそれを耳とした面々の意識は、それの出所へと向かう。

  

  

  

  大家不约而同地聚集在一起，视线投向了刚刚去外汤的雪松鼠。

  　都合自然と集わされた視線が向けられた先には、つい先程まで外湯へと赴いていたユキリスの姿が見受けられる。

  

  

  

  看来两人交谈的内容不仅停留在室内，连雪松鼠所在的地方也听到了。

  　どうやら二人の交わす言葉は、室内には留まらず、ユキリスが身を置いていた場所へも聞き届けられていた様である。

  

  

  

  他们的声音听起来有些危险，言语间充满了危险。

  　些か剣呑な声色での、酷く物騒な物言いが窺える言葉の応酬。

  

  

  

  雪莉丝听到这句话，虽然不清楚对话的内容，但还是自然而然地产生了好奇心。

  　これを耳としたユキリスは、会話の内容までは判然としないながらも、自ずと好奇心を唆られて赴いた次第。

  

  

  

  因此，在意想不到的三足鼎立的状况下，塞拉和萨拉亚两个人目睹了她的身影。

  　お陰で、予期せずして三つ巴の状況にて、彼女の姿を目の当たりとすることと相成ったセラとサーリャの両名。

  

  

  

  就连刚才还在争吵中窥视的她们两人，在亲眼目睹雪莉丝的现状后，也自然陷入了闭口不言的境地。

  　途端、先程まで口論を繰り広げて窺えた彼女等二人も、ユキリスの姿を目の当たりとした現状においては、自然と閉口する羽目となる。

  

  

  

  这让人觉得，就算是真材实料的瓷，也放弃了一直掌握在自己手中的爱的阴茎。

  　これには流石のセラも、今し方まで自身の手中へと納めていたアイの陰茎を手放して見受けられた。

  

  

  

  看到这一幕的萨拉亚，对离开了自己溺爱的爱的幼小肉体的塞拉，多少有些泄气的样子。

  　これを眺めるサーリャは自身が溺愛するアイの幼き肉体から離れたセラに対し、幾分か溜飲を下げる様子が見て取れる。

  

  

  

  “他说想去学园。”

  「がくえんにいきたいって、いっていたから」

  

  

  

  因此，对于雪莉丝提出的问题，她自然而然地以平静的声音回应。

  　故に、ユキリスから与えられた問いかけに対し、自ずと穏やかな声色で受け応える彼女だ。

  

  

  

  然而，雪莉丝听到这句话时，立刻改变了表情。

  　だがそんなサーリャとは対称的にこれを耳としたユキリスは途端、表情を変貌させる。

  

  

  

  她露出极其伶俐的美貌，依然面对着塞拉的爱。

  　極めて怜悧な美貌を晒して見受けられる面持ちとなる彼女は、依然としてセラに抱かれるアイへと向き直る。

  

  

  

  雪莉丝突然深深吸了一口气，一口气罗列了一串词语。

  　そして唐突、深く息を吸い込む様子が見て取れるユキリスは、一息に言葉の羅列を並べ立てた。

  

  

  

  “嗯，你不去学校也可以。如果确实遇到了好朋友，那是非常幸运的事情。但这并不是一定能实现的。更何况你的身心都还不成熟，确实，如果是一个只有善良的人聚集的地方，我是可以爽快地答应的，但那终究只是幻想，现实是无常的。绝对不限于此。实际上，也充满了恶意。把你送到那样不洁的场所是绝对不能容忍的。好吗，在最好的环境中，才能培养善良的精神。以你年幼的精神，如果被他人的恶意暴露的时候，真的能抵抗吗?我非常的担心。即使不是我说的那样，外面的世界是残酷的严厉的。那也比你想的要多得多。那一定是你想象不到的残酷和痛苦。与人接触你绝对会受伤。深深感到心底的疼痛是很痛苦的。我自己也有过这样的经验，所以对这件事很了解，怎么样?听了这些，你现在是否还有说服我的准备呢?”

  「アイ、あなたは学園などには行かなくても良いのです。確かに良き友人に恵まれたのであればそれはとても幸運な事であると言えるでしょう。ですがそれは必ず叶うわけではありません。ましてやあなたは、未だ心身共に未熟です。確かに皆が皆善良な者だけが集う場であるのであれば二つ返事で快く、わたくしとて許可を与えたことでしょう。しかしそれは所詮幻想でしかなく、現実はとても無常です。決してその限りではありません。実際は、悪意に満ち溢れてもいるのです。その様な不浄の場にあなたを見送ることなど到底許せません。良いですかアイ、最上の環境でこそ、善良な精神が育まれるのです。未だ幼いあなたの精神では、もしも他者からの悪意に晒された時、本当に抵抗できますか？わたくしはとても心配でなりません。仮にわたくしの言葉通りでなくとも、外の世界は酷く厳しいのです。それもあなたが思うよりもずっと。それはきっと想像もできない程に残酷で、苦しいでしょう。人と関わればあなたは絶対に傷つく。深く心の底に痛みを感じるのはとても辛いのです。わたくし自身も経験がありますから、よくよく知り及んでいます。どうですか？これを聞き及んで尚、未だわたくしを説き伏せられるだけの用意が、今のあなたにはありますか？」

  

  

  

  雪莉丝用平静的美声，与她所说的内容完全对称。

  　語る内容とは対称的な程の穏やかな声色での美声にて一息に捲し立てるユキリス。

  

  

  

  亲眼目睹这一切的在场的人们，对他意料之外的具有威力的言论感到惊愕吧。

  　これを目の当たりとする同所へと居合わせている面々は、予期せず与えられた威力的な物言いに驚愕も一入だろうか。

  

  

  

  用极其固定的声音编织而成的浊流般的语言主流，注入了一脸茫然的爱。

  　極めて一定の声音にて紡がれる、濁流の如き言葉の本流が、呆然とした面持ちを晒すアイへと注がれる。

  

  

  

  当然，听到这句话的阿爱，因为没有对听到的话表达自己的意思的材料，所以只能沉默不语。

  　無論、これを聞き届けたアイは、耳とした言葉に対して意を唱えるための材料を持ち合わせていないが故に押し黙る他にない。

  

  

  

  另一方面，意外地遇到了说话特别多的尤奇里斯，大家也都噤口不语。

  　他方、思いがけずして殊更に多弁な様子にて語るユキリスに遭遇してしまった面々も同様に、口を噤む姿が見て取れる。

  

  

  

  在由奇里斯用与平时截然不同的语调淡淡地问道的情况下，不得不做出回答。

  　都合、平素とは趣を異として淡々とした口調のユキリスに問いを投げかけられている手前、返答を余儀なくされるアイだ。

  

  

  

  寂静之帐飘落下来，令人心痛的沉默支配着他，在场的人自然而然地将视线投向他。

  　静寂の帳が舞い降りて、痛い程の沈黙が支配する最中、自ずと場を共にする面々の視線が向けられる。

  

  

  

  伴随着沉重的质量，甚至可以窥探到的静寂笼罩着整个整体，自然而然地聚集了众人的目光。

  　重苦しい質量さえ伴って窺えるまでの静寂が当たり一体を包み込み、自然と集うこととなる注目。

  

  

  

  从那之后带来的压迫感，他的身体还很稚嫩，而一身的爱也让他露出了混乱的表情。

  　それからもたらされる圧迫感を未だ幼きその身、一身に受けるアイは混乱した面持ちも露わ。

  

  

  

  “嗯……”

  「うぅ‥」

  

  

  

  连话都说不出口的他，面对雪里斯投射过来的目光，只能呻吟。

  　自ずと二の句を告げることさえままならない彼は、ユキリスから向けられている射抜く様な視線に呻くばかり。

  

  

  

  突然，阿爱露出伶俐的眼神，转过脸，把脸埋进塞拉的乳房里。

  　すると突然、怜悧な眼差しを注がれたアイは、ユキリスから顔を背けると共に、セラの乳房へと顔を埋める。

  

  

  

  与之相对应的修女塞拉丰满的乳肉受到压迫，柔软地扭曲了。

  　それに応じてはされるがままに迎え入れたシスターセラの豊満な乳肉が圧迫され、柔らかに歪む。

  

  

  

  “塞拉……”

  「セラ‥」

  

  

  

  在撒娇的同时，阿爱仰视着她，仿佛唤起了她的庇护欲，眼眶湿润。

  　甘えた立ち振る舞いを見せるとと共に、彼女を仰ぎ見たアイは、庇護欲を誘う様にして瞳を潤ませる。

  

  

  

  雪松鼠先生，恕我冒昧地说。恐怕爱先生想要朋友吧……我知道这是不敬，但那……因为我没有见过你的父亲，所以和同姓的人说话的机会非常少。”

  「‥ユキリス様、不躾ながら申し上げ致します。おそらくアイ様は、御友人が欲しいのではないかと‥。不敬とは存じ上げていますが、その‥。アイ様には御父君とお逢いしたことがないため、同姓の方とお話しする機会があまりに少なく思われます」

  

  

  

  塞拉冷眼旁观，但表现出了与他的表情相反的拥护姿态。

  　これを冷然とした眼差しで見て取ったセラはしかし、その面持ちとは対称的に擁護する姿勢を見せた。

  

  

  

  看起来和平常一样，举止肃穆，进言的声音也很敏锐。

  　平素通り、粛々とした立ち振る舞いの見受けられる、研ぎ澄まされて声色で進言してみせるセラ。

  

  

  

  “原来如此……我，你想要大人的朋友吗?”

  「なるほど‥。アイ、あなたは殿方のお友達が欲しいのですか？」

  

  

  

  雪莉丝从显露出伶俐美貌的她口中听到极为合理的说辞，不禁问道。

  　怜悧な美貌を晒す彼女からの、極めて筋の通った口上を聞き取っては、問いかけざるを得ないユキリスだろうか。

  

  

  

  “爱，并不会寂寞。”

  「べ、別にアイは寂しくなんてないしっ」

  

  

  

  但是，如果被提出疑问，就会羞得面红耳赤。

  　だがしかし呈された疑問を受けては羞恥に頬を染める様子が見受けられるのがアイ。

  

  

  

  将毫无斑点的纯白柔嫩肌肤染成朱红色的样子，再加上她可爱的容貌，让人看了不禁莞尔。

  　シミ一つない純白の柔肌を朱に染める様子は、その可憐な容姿も相まって微笑ましい光景として見て取れる。

  

  

  

  她的脸就像染了色的苹果一样，明显露出了狼狈的样子。

  　まるで色付いた林檎の様に面持ちを蒸気した、あからさまに狼狽を露わとする様子を呈して見受けられる。

  

  

  

  “……我知道了。既然您这么希望，我也不吝啬。那就找个机会和您母亲商量一下吧。再换个场合一起商量。”

  「‥わかりました。それ程までに願うのであれば、わたくしとて吝かではありません。お母様と相談する機会を設けましょう。再び、場を改めて共に話し合うことと致します」

  

  

  

  鉴于雪莉丝一脸认真，似乎在深思熟虑的样子，看来她还是有考虑的余地的。

  　真剣な面持ちのまま、何処か熟考する様子が見て取れるユキリスの姿を鑑みるに、どうやら一考の余地があるとの判断を下された様である。

  

  

  

  “嗯……那就好……”

  「ん‥それがいい‥」

  

  

  

  不善言辞的萨里亚在一旁看着这三个人的对话，自言自语地同时点了点头。

  　そんな三人のやり取りを傍らから眺めていた口下手なサーリャは、一人呟くと同時に頷いて見せた。

  

  

  

  与此相对，提出出乎意料地按照萨里亚的意图行动的建议的罪魁祸首塞拉呢?

  　対して、思いがけずしてサーリャの思惑通りに動いてしまった進言を呈した張本人であるセラはというと─

  

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  在没有预料到的情况下，结果就变成了对刚才争论的对象有利的现状，对这样的事实能忍受吗?

  　予期せずして結果的に、先程まで口論を交わしていた相手に対し、利を与える現状と相成ってしまった事実に閉口だろうか。

  

  

  

  塞拉的眼神十分伶俐，仿佛要让人不由得冻僵一般，但面对他的却是一股不知从何而来的风。

  　自ずと凍てつく様な怜悧な眼差しでサーリャを射貫くセラであるがしかし、向けられた本人はといえば何処吹く風だ。

  

  

  

  他的眼睛被人称赞为锐利的锐利眼光，但他丝毫没有动摇。

  　凡そ人間味が窺えない、研ぎ澄まされた鋭い眼光が称えられた切長の瞳に晒されて尚、なんら動じた様子が見受けられない。

  

  

  

  因为彼此都以压倒性的美丽、伶俐的美貌为傲，所以看起来兼备了对对方的压迫感的耐性。

  　互いに圧倒的なまでに麗しい、怜悧な美貌を誇るが故に、相手方から向けられる威圧感に対しての耐性を兼ね備えて見て取れる。

  

  

  

  “可是……”

  「ですが」

  

  

  

  就这样，由奇里斯一边用视线交谈着萨尔拉和塞拉，一边继续说着话。

  　その様にして、視線のみでの応酬を交わすサーリャとセラの両名を他所に他方、言葉を続けるのがユキリス。

  

  

  

  对于两人之间一连串的对话，她丝毫看不出丝毫不在意的样子，而是一脸严肃地大放厥词。

  　一連の二人のやり取りなど、なんら構った様子も見受けられず、粛々と言い放ってみせるのが彼女である。

  

  

  

  “不管怎样，祝词是必须要献上的。我、我也知道你隐瞒、怠慢的事实。虽然不是很严重，但我不能容许你这样做。”

  「いずれにせよ、祝詞は捧げなくてはいけませんよ。アイ、あなたが隠れて怠っている事実は、わたくしとて知り及んでいます。とてもではありませんが、それを許容することはできません」

  

  

  

  接下来，他以平淡的语调讲述了阿爱每天慵懒的生活。

  　次いで淡々とした声色で紡がれた内容は、殊更なまでにアイが送る日々の怠惰な生活を指摘する語り。

  

  

  

  “不抓紧的话，时间就要过去了，我们要是迟到了，母亲一定会唉声叹气的，那样的话连说话的机会都没有。我说，你不要老依赖塞拉，快点收拾好衣服吧。如果你自己能好好地学会作为儿子应该有的举止，我也会向母亲进言的。当然，我也不吝啬接受你的要求，否则我根本听不进你关于学校的事。在此基础上回顾自己的行为，不要为成为人们的模范而感到羞愧，要过正确的生活，这样好吗?”

  「急がなくては、もう少しで時間を過ぎてしまいます。わたくし達が遅れては、お母様が御嘆きになられることでしょう。それでは御話の場を作ることさえままなりません。アイ、あなたはいつまでもセラに甘えていないで、早く身支度を整えてしまいましょうね。あなた自身がしっかりと、御子として相応しい、然るべき振る舞いを身に付けて頂けるのであれば、お母様への進言も致します。無論、わたくしとて貴方の望みを受け入れる事自体、吝かでは御座いません。ですがそうでなければ、学園の御話も到底聞き届けることは叶いません。それを踏まえた上で自らの行いを顧みて、人々の模範となる様に恥ずかしくない、正しい生活を送る様にしてください。良いですね？」

  

  

  雪莉丝挖苦地说着，最后用不容分说的话语结束了。

  　そして窘める様にして言い含ませるユキリスは、更に有無を言わせぬ物言いにて言葉を締め括ったのであった。
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  与刚才大家所处的大浴场不同，这里是充满庄严气氛的大教堂。

  　先程まで面々が身を置いていた大浴場とは所変わって此方は、厳かな雰囲気が漂う大聖堂にて。

  

  

  包括雪里斯在内的新成员，以室内为背景，走在纯白石砌的道路上。

  　ユキリスを新たに含めた面々は、屋内を後として純白の石造りに整備されている道を歩んでいた。

  

  

  

  早晨要去教堂做礼拜，所以决定去这里。

  　早朝の礼拝のために聖堂へと向かうべくして、この場へと赴く運びと相成った次第である。

  

  

  

  被静谧的空气所包围的这个地方，看上去是用厚重的石造建筑建造的，给人一种庄严的感觉。

  　静謐な空気に包み込まれた同所は、荘厳に感じられる程に、重厚な石造りの建築により誂えられて見て取れる。

  

  

  

  它是一座极其巨大的建筑物，让人很难想象它是出自人类之手。

  　凡そ人の手により設けられたとは到底思えぬ程に、極めて巨大な建造物として見受けられる。

  

  

  

  在雷亚诺斯提亚圣王国引以为傲的教区中，规模最大的圣堂随处可见人们的身影。

  　レアノスティア聖王国が誇る教区においても、一番に規模が大きな聖堂には、より多くの人々の姿が散見される。

  

  

  

  这里与圣殿最深处的爱和尤奇里斯住的房间有着特别不同的情趣。

  　聖殿の最奥たるアイやユキリスの住まう居室とは、殊更に趣きを異として窺える同所である。

  

  

  

  但是，特别是在众多修女聚集的场合，阿爱没有任何动摇的样子。

  　しかしながら、殊更に大勢のシスター等の面々が集う場に居合わせているアイには、なんら動じた様子が見受けられない。

  

  

  

  他的脸上反而流露出发自内心的无聊，甚至呈现出一副倦怠不堪的样子。

  　寧ろ心底からの退屈な胸中を面持ちに露わとして見て取れる彼は、酷く気怠い様子さえ呈している。

  

  

  

  另一方面，一提起从旁边看着自己来到这里的小爱的少女们，所有人的意识都集中在这里。

  　他方この場へと赴いたアイの姿を側から眺める少女達といえば、皆が皆一様に意識をこれに集わせる。

  

  

  

  根本不需要侧耳倾听，以一种隐蔽的声音，人们议论纷纷，连周围的喧嚣都自然而然地消失了。

  　これといって耳を澄ませる必要すらなく、潜ませた声色で口々に囁かれる噂話は自然と辺りの喧騒すらも掻き消した。

  

  

  

  纯白的圣女雪莉丝和她的儿子阿爱两人出现在这里的事实，显得格外骚动。

  　純白の聖女ユキリスとその息子であるアイの両名が、この場へと姿を露わとした事実に殊更に騒めきを呈して見受けられた。

  

  

  

  “你看，那是圣女和她的儿子。”

  「見て、あれ聖女様と御子様よ」

  

  

  

  “是真的……真是太美了。”

  「本当だわ‥。とても御美しいわね」

  

  

  

  “可是，您的孩子是大人吗?是不是有点失礼?”

  「でも、御子様は殿方であらせられるのでしょう？少しばかり失礼ではなくて？」

  

  

  

  “……真的很相像。不过圣女充满了女性的魅力呢。”

  「‥本当に瓜二つだわ。でも聖女様はとても女性的な魅力に満ち溢れていますのね」

  

  

  

  “是的，是莉莉丝小姐的……”

  「そうですわ。流石はリリス様の‥」

  

  

  

  一个接一个地传来漂亮少女的窃窃私语，她们的容貌看起来还很稚嫩，丝毫不避讳别人的目光。

  　次々と人目を憚ることさえもしない、未だ幼き齢が見て取れる容貌を晒す、見目美しい少女達の囁く声が響いては聞こえる。

  

  

  

  在少女修女们的对话中，阿爱虽然不情愿，但听了这些话，多少显得有些无奈。

  　シスターの少女達面々の交わす会話の、そんな否が応にも耳へと付き纏う言葉を受けては、幾分か辟易として見受けられるアイ。

  

  

  

  他将身边的塞拉和萨里拉并排坐在两侧，快步走在教区的道路上。

  　傍付きであるセラとサーリャ両名を両隣へと控えた彼は、足早に教区の整備された道のりを歩んでいく。

  

  

  

  放眼望去，整个区域都是纯白的，难道这是一个特别怪异的区域吗?

  　見渡す限りの辺り一面が、一切の余すところなく純白に統一されている同所は、殊更に異様な造りとなっている区画だろうか。

  

  

  

  乍一看，这些建筑物散发着神秘的气息，但从本质上看，却是非常冷清的景象。

  　一見しただけでは神秘的な雰囲気さえ漂わせて見受けられる建造物群であるがしかし、本質は酷く殺風景な光景として見て取れる。

  

  

  

  从常人的观点来看，这里是极其异常的环境。

  　常人の観点から見れば極めて異常な環境としてさえ窺える同所。

  

  

  

  但是，即便如此，这里也随处可见漂亮少女的身影，这说明聚集在这里的人大部分都出身高贵。

  　だがしかし、それを鑑みても殊更に見目麗しい少女達の姿が散見できるのは、ここへ集う者達の大半が高貴なる生まれである証左。

  

  

  

  在国力方面，雷亚诺斯提亚圣王国拥有屈指可数的信仰，是其他国家无法企及的宗教国家。

  　国力においては、他国の追随を許さぬ程に、屈指の信仰を誇る宗教国家、レアノスティア聖王国。

  

  

  在这里，担任神职人员就意味着拥有绝对的权威。

  　同所において、聖職者としての地位に就くことはそれ即ち、絶大なる権威を有することと同義である。

  

  

  

  因此，出身于上层社会、地位更高的子弟和千金，自然会到大教堂进修。

  　故に身分の高い上層に生を受けた、殊更地位の高い生まれの出の子息や令嬢の人々は自ずと大聖堂にて研修を積むこととなる。

  

  

  

  其理由不外乎是为了让自己将来过上更幸福的人生而进行先行投资。

  　その理由は偏に自身の将来において、より幸福な人生を送るための、先行投資をするために他ならない。

  

  

  

  因为只要成为雷亚诺斯提亚教的信徒，就能享受高位的恩惠。

  　何故ならば、レアノスティア教の信徒となり拍をつければ、それだけで高位の恩恵が受けられるが所以。

  

  

  

  当然，这里原本的性质是对有志于虔诚信仰的人进行教育，这是不言而喻的道理。

  　無論、同所における元来の性質とは、敬虔なる信仰を志す者達に対し、教育を施す場であるのは言及するまでもなく自明の理。

  

  

  

  因此，培养出一心一意奉献信仰的人，这是不争的事实。

  　それ故に、一途にも信仰を捧げる殊勝な心掛けを持ち合わせている者が養成されている事実に相違はない。

  

  

  

  然而，拥有与俗世无缘的超然、清廉精神的人，却是极少数。

  　しかしながら俗世とは無縁の超然として清廉な精神性を誇る者など、それは極めてごく少数派といった具合の塩梅だ。

  

  

  

  就这样，设置了极其庸俗的制度的位于此处的圣殿，却散发出出乎意料的庄严气氛。

  　その様にして、俗物極まる制度を設けている同所に所在している聖殿ではあるがしかし、存外のこと荘厳な雰囲気を漂わせて見て取れる。

  

  

  

  之所以会有如此梦幻的感觉，是因为它是在令人不由自主地仰望的巨大建筑中完成的。

  　何故それ程までに幻想的にさえ見受けられるのかは、自ずと仰ぎ見てしまう程に巨大な建築にて施されているが故。

  

  

  

  仿佛在祝福世界一般，在晴朗的蓝天下，它直冲云霄，仿佛在睥睨着同处而居的人们。

  　世界を祝福するかの様にして晴れ渡る青空の下、天を衝くかの如く聳え立つそれは、まるで同所へと居合わせている人々を睥睨するかの様だ。

  

  

  

  教堂的构造令人不由自主地感到震撼，无一例外地俯视着整个地面。

  　思わず気圧されてしまう程に圧巻な造りをして窺える聖堂は、地にあまねく全てを例外なく見下ろしていた。

  

  

  

  然而，即使在这样的建筑物面前，爱也丝毫看不出有丝毫介意的样子，只能任由它继续前进。

  　しかしながらそんな建造物を前としてもなんら意に介する様子が見受けられないアイは、そのままに歩みを進ませる。

  

  

  

  大家早早地走进屋内，让在场的人让开一条路。

  　早々に屋内へと足を運ばせた面々は、同所へと場を共にする人々に道を開けさせる。

  

  

  

  而且不是勉强，而是在自然而然穿鞋的人墙中纵向分割，显示出堂堂正正的举止的爱。

  　それも無理矢理にではなく、自ずと履けていく人垣を縦に割り、堂々とした立ち振る舞いを見せつけるアイ。

  

  

  

  乍一看，他步伐坚毅，但从侧面看去，他不过是跟在尤奇里斯身后，这景象格外令人欣慰。

  　それは一見して毅然とした足取りでがしかし、側から眺めるとユキリスの後を追うだけに過ぎないのが、殊更に微笑ましい光景として見て取れる。

  

  

  

  与他们相比，顺从地追随他们的萨里拉和塞拉两个人，显得异常安静。

  　そんな二人に対し、従順にも追従するサーリャとセラの両名とはいうと、酷く物静かな様相を呈して見受けられる。

  

  

  

  离开大澡堂后，两人连开口的动作都没有，可见两人的关系明显水火不容。

  　大浴場を後としてから依然として口を開く素振りさえ見せない二人であるから、著しく犬猿の仲であることが窺える。

  

  

  

  最明显地表现出这一点的，应该是双方从未交谈过的噤口不言的姿态吧。

  　それを殊更に顕著に示して見受けられるのが、互いに一度として言葉を交わすことなく口を噤んでいる姿だろうか。

  

  

  

  刚才说过的话都没有了，现在还能感觉到紧张的气氛，这就是证明。

  　先程まで交わしていた言葉の応酬すらもなく、未だに張り詰めた雰囲気を漂わせて窺えるのがその証左。

  

  

  

  但令人欣慰的是，没有任何明显的敌对行为。

  　しかしながら、明確な敵対行為をする様子が一切見受けられないのがせめてもの救いと言えるだろう。

  

  

  

  如果不是这样的话，争斗的余波一定会很快波及到周围的其他少女修女们。

  　そうでなければ早々に周囲へと侍る他のシスターの少女等の面々へと、その争いの余波が生じていたに違いない。

  

  

  

  因此，从现状来看，不得不说是不幸中的万幸。

  　故にそれを鑑みて判断するに、正に不幸中の幸いと言わざるを得ないのが現状といった所。

  

  

  

  尽管如此，在身边的少女中，塞拉和萨拉亚看起来拥有更高的权威，所以素质更差。

  　それでも、傍付きの少女等の面々の中でもより高位の絶大なる権威を有して見て取れるセラとサーリャの両名であるから殊更に質が悪い。

  

  

  

  能够改善这种情况的人，是她们的主人阿爱和雪莉丝，但他和她却丝毫看不出丝毫介意的样子。

  　これを改善できる者は、彼女等二人の主であるアイとユキリスの両名であるのだがしかし、それを一向の気にした様子が見受けられないのが彼と彼女である。

  

  

  

  但是，直接进言的愚者，在这座大教堂里是不存在的，这是不言而喻的道理。

  　しかしながらそれを直に進言する様な愚か者は、この大聖堂には居合わせて居ないのは改めて言及するまでもなく自明の理。

  

  

  

  因为即使这么做，也不会被采纳，即使出身高贵，也会作为不敬罪被处以，这是显而易见的。

  　何故ならば、例えそれをした所で聞き入れられることはなく、幾ら高貴なる生まれの出といえど不敬罪として処されるのが目に見えているが所以。

  

  

  

  到此为止，向纯白圣女尤奇里斯和她的儿子爱提出意见，被认为是过分的行为。

  　それ程までに、純白の聖女たるユキリスと、その息子であるアイに意見することは、過ぎた行いとして見られていた。

  

  

  

  这并不是错误，也不是过分的认识。

  　そしてそれは誤りではなく、あながち穿ち過ぎた認識というわけでない。

  

  

  

  因为实际上，如果按照正常的知识来判断的话，这种让极其腐败的权威说话的制度，却能泰然自若地通行。

  　何故なら実際にその通りの、正常な知見に基づいて判断するのであれば、極めて腐敗した権威に物を言わせる様な制度が、平然とまかり通っているのだから。

  

  

  

  原本身为王侯贵族所不能容忍的桀骜不驯的举止，反而因为母女二人拥有无与伦比的美貌而得以容忍。

  　本来であれば王侯貴族といえど許されぬ傲岸不遜な立ち振る舞いさえも、寧ろ母子が誇る圧倒的なまでの美貌により許容されてさえ見受けられた。

  

  

  

  紧跟其后的萨里拉和塞拉两名也纷纷效仿，看着赏心悦目，于是加快了步伐。

  　それに付き従うサーリャとセラの両名もまた、それに倣う様にして見目美しくあるからこれに拍車を掛けた。

  

  

  

  她那极其美丽的容貌吸引着周围的人们，让人看到她拥有让事物顺利进行的特别的资质。

  　その極めて麗しい容貌により周囲の人々を魅了する面々は、物事を円滑に進めるだけの殊更なまでの資質を有して見受けられる。

  

  

  

  被展示出来的美丽容貌所俘虏的她们，被这气势所压倒，只能自然而然地接受。

  　示された美しい容姿の虜となった彼等彼女等は、これに気圧される限りであり、自ずと許容する他にないのが実情だ。

  

  

  

  以圣女雪莉丝和爱为首的各位，呈现出极其神秘的存在感。

  　それ程までに聖女ユキリスとアイを筆頭とした面々は、極めて神秘的なまでの存在感を呈して窺える。

  

  

  

  看到这一点，信仰自然的人们对他们无限崇敬的偶像，根本停不下来。

  　これを見て取って自然と信仰する人々の間で際限なく高められる彼等彼女等に対する偶像は、凡そ止まる所を知らなかった。

  

  

  

  一直被人们视为神圣的雪莉丝和爱这两个人的印象，似乎已经被神化到了虚幻的地步。

  　人々に延々と神聖視され続けるユキリスとアイ両名の印象は、最早虚像の域にまで神格化されてさえ見て取れる。

  

  

  

  然而，已经深深扎根于人们意识深层的价值观，如今却进入了不会改变的不变领域。

  　だがしかし、極めて深くまで人々の意識の深層へと一度根付いてしまった価値観は、今更ながらに変わることのない不変の領域にまで足を踏み込んで見受けられた。

  

  

  

  因此，能够成为信仰之徒的修女少女们，都仿佛用着迷的眼神看着爱。

  　故に、信仰の徒となり得るシスターの少女等の面々は、まるで見惚れる様な眼差しをアイへと注いで見て取れる。

  

  

  

  当然，他对圣女雪莉丝的眼光不如圣女雪莉丝，但至少与他对塞拉和萨里拉的眼光没有什么两样。

  　無論聖女ユキリスに対するそれには劣るものの、少なくともセラとサーリャに向けられる視線の比ではない。

  

  

  

  以美丽的容貌为傲的爱，却因为与之相反的性别，自然而然地聚集了视线。

  　その見目美しい容貌を誇るアイであるがしかし、それに反した性別が故に、自然と集わせてしまう視線。

  

  

  

  因为这里被确立为少女的花园，作为严格的规矩，设置了禁止男子的制度。

  　何故ならば、乙女の花園として確立している同所における厳格なしきたりとして、男子禁制の制度が設けられているが所以。

  

  

  

  但是，因为作为圣女雪莉丝的儿子而被视为神圣的爱，绝不止于此。

  　しかしながら、聖女ユキリスの御子として生を受けたが故に神聖視されているアイは、決してその限りではない。

  

  

  当然，众所周知他是个男子汉，但作为唯一的例外，他被允许踏入少女的花园。

  　無論、彼が歴とした男児であるのは周知の事実ではあるのだが、乙女の花園へと足を踏み入れることを、唯一の例外として許容されていたのであった。
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  即使在圣域内，也位于最深处的祭坛。

  　聖域内においても、殊更に奥まった場所へと所在している、その最奥たる祭壇が設けられている同所にて。

  

  

  

  以小爱为首的众人离开了刚才所处的大浴场，前往礼拜堂。

  　先程まで身を置いていた大浴場を後としたアイを筆頭とした面々は、礼拝堂へと赴いていた。

  

  

  

  当然，来这里的不仅是他们，还有很多人挤在宽敞的屋内。

  　無論同所へと訪れているのは彼等彼女等面々だけでなく、広々とした屋内には大勢の人々が詰めて見受けられる。

  

  

  

  正对着刚刚踏进的入口的长椅上，可以看到抱着双手献上祝词的人们。

  　今し方足を踏み入れた入口に面した手前の箇所に設けられた長椅子には、両手を組んだ姿で祝詞を捧げている者達の姿が見て取れる。

  

  

  

  另外，教堂内最深处的石像，从正面迎面看去，可以看到一个穿着与一般信徒不同风格的少女。

  　それとは別に、教会内における一番最奥たる石像が誂えられている真正面から向かい合う様にして一人、一般の信徒等とは趣きを異とする装いの少女の姿が窺える。

  

  

  

  她双膝跪在地上，摆出一副恭敬又夸张的姿态，给人一种庄严肃穆的感觉。

  　地面に両膝をついた体勢で、恭しくも大仰なまでに謙った姿勢を晒している彼女は、何処か厳かな雰囲気さえ呈して思われた。

  

  

  

  “早上好。”

  「おはよう御座います」

  

  

  

  而此刻，她正站在我眼前，对着巨大的石像，献上祝词。

  　そして、今し方アイの眼前にて巨大な石像に対し傅き、祝詞の台詞を捧げている姿が見て取れる彼女こそがそう─

  

  

  “莉莉丝妈妈。”

  「リリスお母様」

  

  

  也就是宗教国家雷亚诺斯提亚圣王国的最高统治者女教皇莉莉丝·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚。

  　即ち、宗教国家レアノスティア聖王国が頂点の最高権力者にして女教皇、リリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアその人である。

  

  

  

  “是的，雪松鼠。早上好。不过……时间有点耽搁了，有什么不方便吗?”

  「はい、ユキリス。おはよう御座います。ですが‥少しばかり時間が押していますね。何か不都合がありましたか？」

  

  

  

  与她那极其夸张的头衔不同，实际上她在这个国家拥有最高的权威，让人看到她坚毅的美貌。

  　その極めて仰々しいまでの肩書きに違わず、実質この国において最上位の権威を有する彼女は、酷く毅然とした美貌を覗かせた。

  

  

  

  她的形象是，只要说一句话，就会肃然起敬。

  　与えられた言葉に応じては粛々とした立ち振る舞いで面貌を挙げた彼女。

  

  

  

  对自己的女儿雪莉丝刚才的问候点了点头。

  　自身の娘であるユキリスから今し方与えられた挨拶へと頷きを返す。

  

  

  

  拥有神秘美丽相貌的莉莉丝，以与女教皇相称的凛然神情睥睨着居室。

  　神秘的なまでに美しい相貌が見て取れるリリスは、女教皇として相応しい凛とした面持ちを晒して居室を睥睨する。

  

  

  

  以雪丽丝为首的人，伶俐地注视着平日里每天都在大教堂里的修女们，和她们一起去那里。

  　常日頃から日々大聖堂に詰めている修道女等と共に、同所へと赴いたユキリスを筆頭とした面々を、怜悧な眼差しで一線。

  

  

  

  被切长的美丽眼睛称赞的锐利目光，注视着在场的人们。

  　切長の美しい瞳に称えられた鋭い眼光が、同所へと居合わせている者達へと注がれる。

  

  

  

  女教皇莉莉丝虽然已经成年，但看起来仍然很年轻，她拥有极其美丽的容貌。

  　既に齢においては成人を超えているにも関わらず、依然として歳幼くさえ見受けられる、極めて美しい容貌を誇る女教皇リリス。

  

  

  

  但是，从她那漂亮的面容中，确实可以窥见她充满了成熟女性的魅力。

  　しかしながら確かにその見目麗しい顔立ちからは、何処か成熟した女性としての魅力に満ち溢れても窺える。

  

  

  

  和雪松鼠一样，她那丰满的长乳看起来也无妨，显得格外有存在感。

  　ユキリスと同様に前方へと突き出て見受けられる程に豊満な長乳と称しても差し支えないまでの柔肉が殊更に存在感を呈していた。

  

  

  

  当然，支撑他的下半身也同样丰满丰满，看起来身材健美。

  　無論それを支える下半身も然るべくして豊満な肉付きの良い身体をして見て取れる。

  

  

  

  莉莉丝以修道服包裹着作为女性极其柔软的臀部，但鲜明地显示出她那健美的臀部。

  　女性としての極上に柔らかな臀部を修道服へと包み込んで窺えるリリスであるがしかし、その形の良い尻肉を鮮明としていた。

  

  

  

  因为过于丰满，散发着极其强烈的性感，炫耀着作为顶级雌性的肉体，所以身上的服装看起来甚至有些猥琐。

  　あまりに豊満な、極めて強烈な色香漂わせる、極上の雌としての肉体を誇るが故に、身に纏う衣装が卑猥にさえ見受けられる。

  

  

  

  从支撑这条腿的紧实的狭缝中可以窥得纯白的大腿，露出耀眼的肌肤。

  　これを支えるむっちりとしたスリットの隙間から窺える、張りのある純白の太腿は、殊更に眩いばかりの肌を露わとしていた。

  

  

  

  包裹着它的，是用和皮肤同色的质地定做的过膝袜，看起来非常有弹性。

  　そしてそれを包み込む、その肌と同色の生地で誂えられているオーバーニーソックスは、極めてぴっちりとした張り付きを見せていた。

  

  

  

  作为雌性，她炫耀着淫荡的肉体，与紧实的腹部相比，裹住肉体的服装显得有些不协调。

  　その様にして雌として極上に淫らな肉付きを誇る肉体とは対称的に引き締まった腹部と比較して、些か不釣り合いな肉体を包む衣装。

  

  

  

  她那经过腹部一直穿到侧腹的披肩状围裙，看起来简直淫猥不堪。

  　あまつさえ、腹部を経由して脇腹にかけてまで露わとなっているレオタード状の前掛け衣装は、最早殊更なまでに淫猥にさえ見て取れる。

  

  

  

  与雪基斯同色的白金色长发极其漂亮，发梢在显示出柔软肌肉的臀部上流畅地覆盖着。

  　極めて見目麗しいユキリスと同色の、白金の長髪の毛先は、むっちりとした柔肉を見せつけている尻たぶにサラサラと流れる様にして覆っていた。

  

  

  

  宛如金线般柔软的白金金色的穗子，快要垂到地面上了。

  　まるで金糸の如き絹の触り心地を誇るプラチナブロンドの穂先は、地面に垂れる寸前といった所。

  

  

  

  但是，从侍候在她身边的少女修女们手中掌握的情况来看，完全没有必要理发。

  　しかしながら、彼女の傍らへと侍るシスターの少女等の面々が手中へと納めるそれを鑑みれば特段散髪をする必要性などは皆無。

  

  

  

  

  因为在足以成为教皇的莉莉丝的身边，有很多侍女侍奉着修女少女。

  　何故ならその理由は偏に、教皇足るリリスの傍らには、大勢の侍女として仕えるシスターの少女等が控えているが所以。

  

  

  

  那些漂亮的少女虽然恭敬，但只是为了帮莉莉丝挽起长发而站在一旁，从她们身上很难看出什么人情味。

  　恭しくも、ただリリスの長髪を持ち上げるためだけに傍付きとして控えている見目麗しい少女達からは、凡そ人間味が窺えない。

  

  

  

  有些地方看起来酷似修女的少女们，容貌也同样相似。

  　何処かシスターセラと酷似して見受けられるシスターの少女達面々は、やはりその容貌も似通って見受けられる。

  

  

  

  在这些美丽的修女中，有一个叫莉莉丝的少女，她拥有出类拔萃的美貌，甚至让她们都感到模糊。

  　そんな見目麗しい修道女等の中にあって、彼女等をも霞ませてしまう程に、群を抜いて突出した美貌を誇って見受けられるリリスという少女。

  

  

  

  在女教皇这一权威的顶点上，她是极其异质的存在。

  　女教皇という権威の頂点に位置する立場における地位に座する彼女は、極めて異質とも見て取れる存在。

  

  

  

  那样的莉莉丝的绝对的美貌和权威兼备的她压倒性的身上裹挟着威压感。

  　そんなリリスという絶大なる美貌と権威を兼ね備えた彼女の圧倒的なまでの身に纏う威圧感。

  

  

  

  在这种情况下，即使是其他在场的漂亮少女，用尘芥来形容也毫不奇怪。

  　これには、ほかに同所へと居合わせている見目美しく年若い少女といえど到底足元にも及ばない塵芥と形容しても何ら不自然ではない程。

  

  

  

  如果让她和女教皇莉莉丝并肩而立，那么她马上就会沦为进一步衬托她魅力的道具。

  　女教皇リリスと肩を並ばせたのであればその少女は、すぐさま彼女の魅力をより一層引き立てるだけの道具として成り下がる。

  

  

  

  即使是大国的美姬，与君临世界引以为豪的宗教国家雷亚诺斯提亚圣王国顶点的女教皇莉莉丝·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚相比，也相形见差。

  　如何な大国の美姫といえど、世界が誇る宗教国家レアノスティア聖王国の頂点の座に君臨する女教皇、リリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアと比較しては見劣りも甚だしい限り。

  

  

  

  她那美丽的面容，即使称之为完美无瑕的美之极致，似乎也无妨。

  　それ程に麗しい彼女の顔の造形は最早、完膚なきまでに完成されている程の美の極致と称してしまっても、なんら差し支えのない様にさえ見受けられる。

  

  

  

  在场的每个人都无一例外，就连自己的亲生女儿都被她的美貌所震慑，可见她拥有如此罕见的美貌。

  　同所へと居合わせている誰もが一切の例外なく、それこそ実の娘でさえも気圧されてしまう程に、類い稀なる美貌を誇るのが彼女であった。

  

  

  

  被那样的她毫无保留地压倒的爱，藏在自己的母亲雪莉丝的背上，窥视着她的样子。

  　そんな彼女に漏れなく圧倒されているアイは、自らの母親であるユキリスの背へと隠れて、様子を窺っている姿が見て取れる。

  

  

  

  “不，我只是觉得小爱又犯了糊涂，有点不知所措。”

  「いいえ、ただアイがまた愚図りましたので、少しばかり戸惑ってしまいました」

  

  

  

  雪莉丝看到爱把自己当成挡箭牌，举止依然稚拙的样子，一边哀叹一边接受。

  　まるで自身を盾にするかの様な、依然として稚拙な振る舞いが見受けられるアイの姿を見て取って、嘆きながらも受け応えるユキリス。

  

  

  

  “是吗?这到底是为什么呢?”

  「そうですか。それは一体何故でしょうか？」

  

  

  

  看到这一幕，莉莉丝并没有丝毫责备的样子，而是用极其平静的语调提出疑问。

  　これを目の当たりとしても何ら咎める様子が見受けられないリリスは、酷く穏やかな調子の声色で疑問を呈して窺える。

  

  

  

  “看来小爱想要离开大教堂去上学，她想要结交大人的朋友。”

  「どうやらアイは、大聖堂の外へ出て、学園に通いたい様です。殿方のお友達が欲しいとのことで御座います」

  

  

  

  对于自己母亲提出的问题，由香里丝用极其流畅的叙述来回答。

  　与えられた自身の母親からの問い掛けに対し、極めて淀みない語り草にて返答するユキリス。

  

  

  

  “朋友……吗?”

  「お友達‥ですか」

  

  

  听到对方的回答，像是在思考什么似的垂下眼睑的莉莉丝沉默了一会儿。

  　そうして返された回答を受けるに応じて、何処か思案する様にして瞼を伏せるリリスは、暫しの沈黙を見せた。

  

  

  

  然而，顿时充满紧张气氛的莉莉丝，向爱展示了她伶俐的美貌。

  　しかしながら、途端に張り詰めた雰囲気を身に纏うリリスは、その怜悧な美貌をアイへと呈して見せた。

  

  

  “……那对你来说真的有必要吗?”

  「‥それはあなたにとって本当に必要なのですか？」

  

  

  

  “……是的，莉莉丝小姐。”

  「‥は、はい。リリス様」

  

  

  

  她的举止看起来有些冷峻，但如果被她那锐利的目光所称赞的切长眼睛对着，就好像自己的内心被看穿了一样，会陷入这样的境地吧。

  　何処か冷然とした立ち振る舞いが見受けられる彼女の鋭い眼光を称える切長の瞳を向けられてはまるで、自身の胸中を見透かされてしまった様な心地に陥る羽目となるアイだろうか。

  

  

  

  因此，他的回答显得有些语无伦次，狼狈不堪。

  　お陰で自然と返す言葉も何処かしどろもどろとした声色にて、狼狽を露わとする彼である。

  

  

  

  “我明白了。关于这件事的回答，改天再告诉你我下的结论。所以，能不能让我多看你一眼?”

  「わかりました。それに関しての御話の回答は、後日また場を改めて、わたくしの下した結論を伝えましょう。ですからアイ、もう少しあなたの御顔をわたくしに、良く見せてくださいませんか？」

  

  

  

  看到他那略带紧张的表情，莉莉丝低头看着小爱继续说。

  　そんな彼の、些か緊張に強張らせた面持ちを見て取ったリリスは、アイを見下ろしたままに言葉を続ける。

  

  

  

  他那流畅流畅的叙述，让人听得入耳的美声，带着一种足以令听者望而却步的压迫感。

  　その流暢な淀みない流れる様な語りにて、同所へと響いては聞こえる美声は、極めて耳とする者達を萎縮させるだけの威圧感を伴って窺える。

  

  

  

  “哦，你不用那么畏惧我。不管怎样，就叫我莉莉丝吧。”

  「アイ、その様に畏まらなくても構いませんよ。わたくしのことはどうか、リリスとお呼びください」

  

  

  

  “不、不，这是……”

  「い、いや。それは‥」

  

  

  

  阿爱对这样的她出乎意料地说出的话，露出困惑的表情。

  　そんな彼女から思いがけずして与えられた砕けた物言いに対し、酷く困惑の面持ちを呈して見受けられるのがアイ。

  

  

  

  本来她是圣职阶层组织中最顶端的人物，拥有极高的权威，直接向圣职者授言的情况极为罕见。

  　本来であれば聖職者の階層組織のおいては頂点に座する、極めて高位なる権威を誇る彼女から直接言葉を賜る事例は、極めて稀である。

  

  

  

  尤奇里斯的儿子阿爱也不例外，所以刚才他提出的建议尤其令人惊愕。

  　それはユキリスの息子であるアイとて例外ではなく、故に今し方与えられた口上は殊更に驚愕に値する提案として見受けられる。

  

  

  

  “可是……”

  「ですが」

  

  

  

  看到爱从心底里流露出困惑的样子，莉莉丝又编了句话。

  　そんな心底から困惑を呈して窺えるアイの無様な姿を見て取ったリリスが、更なる言葉を紡ぐ。

  

  

  

  “看来你和我的关系不太好……这是很可悲的。这也是我自己的不道德造成的吧。”

  「どうやらあなたとわたくしの関係は、あまり上手くありませんね‥。それはとても嘆かわしきことです。これもわたくし自身の不徳が致す所でしょう」

  

  

  

  她单方面说出的，是作为女教皇的她自己忧心忡忡的话语。

  　そうして一方的に語られたのは、女教皇である彼女自身自らを憂うかの様な言葉。

  

  

  

  美丽的白金眉毛上，锐利的双眸带着一丝阴翳。

  　美しい白金の眉毛に彩られている研ぎ澄まされた鋭利な双眸に翳を帯びさせて見受けられる。

  

  

  

  她背靠用厚重的石头雕刻而成的巨大石像，悠然伫立，显示出格外强烈的存在感。

  　重厚な石造りにて誂えられている、巨大な石像を背として、悠然と佇む彼女は、殊更なまでに強烈な存在感を見せつけていた。

  

  

  

  “喂，到这边来。”

  「アイ、此方へきなさい」

  

  

  

  对于自己给他人带来的影响，她的举止是超然的，丝毫不介意。

  　その様にして自身が他者に与える影響に対し、なんら構った様子が見受けられない超然とした振る舞いが見受けられる彼女。

  

  

  

  带着不容分说的压迫感放言的莉莉丝张开双臂迎接爱。

  　有無を言わせぬ圧迫感を伴う声色で言い放つリリスは、アイを迎え入れる様にして自らの両腕を広げて見せたのであった。

 
  女教皇

  女教皇

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  “来，到这边来，到我母亲的怀里来。”

  「さぁ、此方へ。わたくしの、母の腕の中へおいでなさい」

  

  

  

  女教皇莉莉丝亲自跪在那里，她丰满的乳房显示出柔软的弹性。

  　女教皇であるリリス自らがその場に膝を傅かせるに応じては、その豊満な乳房が柔らかな弾みを見せつける。

  

  

  

  自然地，与身材极高的莉莉丝相比，在体型方面远不如她的爱，这种姿势是为了迎合她的视线吧。

  　自然と、極めて高身長なスタイルの良いリリスと比較して、体型の面で遥かに劣るアイへと目線を合わせた形となる体勢だろうか。

  

  

  

  当她张开手臂时，挂在她嘴边的金线长发开始飘动。

  　腕を大きく広げるに際して、片口へと掛かって見受けられた金糸の如き長髪が、サラサラと流れる様子が見て取れる。

  

  

  

  白金色和黄金的光辉交织在一起，令人目眩的白金金色轨迹在空中轻抚。

  　白金色と共に黄金の輝きを入り混じらせて窺える、眩いばかりのプラチナブロンドの軌跡が虚空を撫でる。

  

  

  

  如此美丽的她身上散发出的甜腻牛奶般的体臭，在小爱的鼻腔里散发着香气。

  　そんな見目美しい彼女から発せられている、甘ったるいミルクの様な体臭が、アイの鼻腔へと香る。

  

  

  

  

  因此，当他看到眼前的状况时，不由得倒吸了一口气。

  　お陰で、眼前にて与えられた状況を目の当たりとした彼は、思わずといった具合に息を呑む。

  

  

  

  

  

  

  “嗯，但是……”

  「え、で、でも‥」

  

  

  

  本来会给人冷峻印象的细长的莉莉丝的眼睛，从正面抓住了爱不放。

  　本来であれば冷たい印象を他者へと与えてしまう切長のリリスの瞳は、真正面からアイを捉えて離さない。

  

  

  

  伶俐的双眸中所称赞的锐利目光已经消失，从他那微微下垂的眼角中，甚至可以看到母性。

  　怜悧な双眸に称えられた鋭い眼光は既になく、温かみを感じさせる様にして垂れた眦からは母性さえも滲ませて窺えた。

  

  

  

  “妈妈……”

  「ママ‥」

  

  

  

  在她那罕见的美丽容貌面前，阿爱露出了些许的踌躇。

  　そんな彼女の殊更なまでに類い稀なる美しい容貌を前としては、少しばかりの躊躇いを露わとするアイ。

  

  

  

  一脸困惑的他，抬头看着站在自己身边的雪莉丝。

  　困惑の面持ちとなる彼は、自ずと自身の傍らへと佇むユキリスの顔色を窺う様にして仰ぎ見る。

  

  

  

  “没关系的，爱。就像莉莉丝母亲说的那样，委身吧。”

  「大丈夫ですよ、アイ。リリスお母様の仰られました通り、身を委ねるのです」

  

  

  

  雪莉丝自然地看着自己的儿子投来的求助的眼神，一如往常地回答。

  　自然と自身の息子から向けられた、縋る様な眼差しを見て取るに応じるユキリスは、平素からと変わらぬ受け答え。

  

  

  

  雪莉丝对自己的母亲莉莉丝怀有尊敬之心，所以这是理所当然的回答。

  　自身の母親であるリリスに対し、尊敬さえ含まれる念を抱いて窺えるユキリスであるから、至極当然の返答といった所だろうか。

  

  

  

  “……嗯……知道了……”

  「‥うぅ‥わかった‥」

  

  

  

  因为爱是从自己的母亲那里得到的，从她母亲那里可以看到她对莉莉丝非常沉醉的样子，所以她只能表现出顺从的样子。

  　その様にしてリリスに対し、酷く心酔している様子が見て取れる自身の母親から言葉を受けたアイであるから、これに従順な素振りを見せる限り他にない。

  

  

  

  “怎么了?”

  「どう致しましたか？」

  

  

  

  但是，莉莉丝看出他踌躇不前的样子，便向他提出了疑问。

  　しかしながら、僅かばかり逡巡を露わとしている彼の様子を見て取ったリリスは、これに問い掛けを呈して見受けられる。

  

  

  

  这是女教皇赐予的慈爱，语气中带着不容分说的语气。

  　少しばかり有無を言わせぬ物言いが伴って思える声色での、女教皇から与えられた慈愛である。

  

  

  

  “……不、不……没什么。”

  「‥い、いいえ‥なんでもありません」

  

  

  

  在这种与平时截然不同，极其显露母性的莉莉丝的注视下，是一种不得不迈出一步的爱。

  　そんな平素とは様子を異として、極めて母性を露わとして見て取れるリリスから視線を注がれては、一歩足を踏み出さずにはいられないアイである。

  

  

  

  阿爱不由自主地走向摆在眼前的莉莉丝的双臂，脸上露出些许紧张的表情。

  　自ずと眼前にて大きく広げられたリリスの両腕の中へと歩みを進ませるアイは、些か緊張した面持ちも露わ。

  

  

  

  “你一定很寂寞吧?因为你很少有机会接触同姓的老爷。不过，你有我和雪松鼠，还有很多虔诚的信徒。请不要忘记这一点。”

  「寂しかったのでしょう？あなたには同姓である殿方と触れ合う機会は、あまり御座いませんからね。ですがアイ、あなたにはわたくしとユキリス、それに大勢の敬虔なる信徒たちが居るのです。それをどうか忘れないでください」

  

  

  

  然而，莉莉丝却抱着爱的后背，热情地拥抱着她。

  　しかしながらそんな様子を呈して見受けられるアイの背中へと両腕を回すリリスは、熱い抱擁を交わして見せた。

  

  

  

  眼前的莉莉丝丰满的乳房的柔软触感，被给予了回应。

  　それに応じるアイへと、眼前にあったリリスの豊満な乳房の柔らかな感触が与えられる。

  

  

  

  “啊、五、对不起。”

  「あ、ご、ごめんなさい」

  

  

  对她发出些许甜美的娇声，摇晃着她的身体，这就是莉莉丝吗?

  　これに僅かばかりの甘い嬌声を零して、その身を揺らすに留めてみせるのがリリスだろうか。

  

  

  

  因为刚才抱在怀里的小爱的五指沉在柔软的乳肉里。

  　何故ならばその理由は偏に、今し方腕の中へと迎え入れられたアイの五指が柔らかな乳肉に沈んでいるが故。

  

  

  

  被抱紧的时候，他下意识地伸出双臂，就像抓住了丰满的双丘一样。

  　抱きすくめられる際して思わずといった調子の具合にて両腕を突き出してしまったままに、豊かな双丘を鷲掴むことと相成った次第。

  

  

  

  看起来极具弹性地扭曲着形状，却依然像要推开一样，显示出特别的张力。

  　極めて弾力的に形を歪ませて見受けられるそれは依然として押し返す様に、殊更なまでの張りを見せつけていた。

  

  

  

  她露出惊愕的表情，出乎意料地揉捏起来，柔软的肉形被指腹压碎了。

  　驚愕も露わとして思いがけずに揉みしだいてしまうに応じては、柔肉の形が指の腹に押し潰される。

  

  

  

  “嗯，❤️呵呵……你还是眷恋女人的心的年纪呢。我，你还是很可爱的。嗯，我的东西可以的话就行，随你的便。”

  「んんっ❤️ふふ‥。未だ、女性のお胸が恋しい年頃なのですね。アイ、あなたはやはり、とても可愛らしいですね。ええ、わたくしのものでよければ構いません。好きにしてください」

  

  

  

  在没有预料到的情况下，那柔软的肉被放进了自己的手中，在这种处境下，阿爱尝到了这种滋味，脸颊也染上了光彩。

  　予期せずして自身の手中にて納められたその柔肉の感触を与えられる羽目となるに際したアイは、これを直に味わい頬を染める。

  

  

  

  然而，

  　しかしながら─

  

  “好孩子。好孩子……好孩子。”

  「良い子ですね。良い子‥良い子」

  

  

  

  他纯白的脸颊上布满了红色，而教皇莉莉丝却丝毫看不出丝毫的顾虑。

  　純白の頬に紅が刺して見受けられる彼に対し、何等ら構った様子が見受けられないのが教皇リリスである。

  

  

  

  “是我的……呵呵，好可爱的孩子。”

  「流石はわたくしの‥。ふふ、可愛い子」

  

  

  

  她固执地将自己突出的柔乳贴在小爱的脸上，露出慈爱的表情，温柔地低语。

  　自身の突き出た柔乳をアイの顔面へと執拗に押し付けてみせる彼女は、慈愛さえ滲ませて窺える面持ちで甘く囁く姿が見て取れる。

  

  

  

  “啊，那个莉莉丝小姐，我还是想去上学。”

  「あ、あのリリス様、僕はやっぱりそれでも学園に通いたく思います」

  

  

  

  但是，被柔软的乳肉包裹着的坚强的爱，战战兢兢地提出了建议。

  　だがしかし、極めて柔らかな乳肉に包まれながらも気丈な様子のアイは、恐る恐る進言を呈して見受けられる。

  

  

  

  “哎呀，这可不好办啊!这么说来，刚才应该有适合做你朋友的孩子来了吧?”

  「あら、それは困りました。ですがそれなら、今し方此方へと、貴方のお友達に相応しい子等が訪れた様ですね」

  

  

  

  但是，让他鼓起勇气的爱的奋斗也只是暂时的，看到他这样的样子，莉莉丝继续说道。

  　だが勇気を奮い立たせたアイの奮闘も束の間の事、そんな彼の様子を見て取ったリリスの言葉は無常にも続けられる。

  

  

  

  她用催促的声音给予了爱，爱的意识自然而然地表现了出来。

  　そんな彼女から促す様な声色で与えられた言葉を受けたアイの意識を自ずと示された所へと向かう。

  

  

  

  视线自然而然地转移到前面的那扇门，刚才看到的是和雪莉丝一样拥有白金金色长发的两个少女。

  　自然と視線が移された先の扉から今し方同所へと赴いて窺える人物は、ユキリスと同色のプラチナブロンドの長髪を誇る少女二人。

  

  

  

  “恐怕，那些孩子是在寻找你吧?因为你逃避那些孩子，所以才会感到孤独。因为是独一无二的姐弟，所以轻视他们并不是值得称赞的行为。我知道，你的态度就像是在拒绝那些孩子的爱。”

  「恐らく、あの子達はあなたのことを探していたのではないですか？アイ、あなたがあの子達を避けるから、孤独を感じてしまうのです。唯一無二の姉弟なのですから、蔑ろにしてしまうのは褒められた行いではありません。わたくしは知っていますよ。あなたの態度が、あの子達の愛を拒絶するかの様な振る舞いであることを」

  

  

  莉莉丝远远看见两个还站在入口附近的美丽少女，轻声说道。

  　未だ入口付近へと身を置いている見目美しい少女等の両名を遠目に見て取ったリリスは、良い含ませる様にして囁く。

  

  

  

  “可以吗，阿爱?我想雪里斯应该已经告诉你了，我也来告诉你。”

  「良いですか、アイ。既にユキリスからも聞き及んでいるとは思いますが、わたくしからも言わせて頂きます」

  

  

  

  两个少女似乎在寻找着什么，目光环视屋内，莉莉丝毫不在意地编织着话语。

  　何かを探しているかの様にして、屋内へと視線を巡らせている二人の少女の姿に対し、なんら構うことなく言葉を紡ぐリリス。

  

  

  

  “你无论如何都想去的学园，充满了恶意。因为那里聚集了一群心怀歹意、被恶魔附体的下贱愚者，根本不适合你置身。我不可能容许你就这样走向残酷的地狱，因为你的心被恶魔的低语诱惑着，所以我必须驱除它。到时，我日后会亲自去你家。”

  「あなたがどうしても通いたいという学園には、酷く悪意が満ち溢れているのです。何故なら其処は、悪心にその心を許すがままとしている、悪魔に取り憑かれた下賤の愚か者達が集う様な、到底あなたが身を置くには相応しくない場所なのですから。その様にして酷く残酷な地獄へとあなたが赴く様なこと、このわたくしが許容できるわけがありません。アイ、あなたの心は悪魔の囁きの誘惑に唆されているのです。ですからわたくしがそれを祓う必要が御座います。それに際しては、後日改めてわたくし自らが居室を訪ねさせて頂きます」

  

  

  

  于是，掌握着对话主导权的莉莉丝抢先一步说出了自己的主张。

  　そして畳み掛ける様にして会話の主導権を握るリリスは、機先を制するかの様にして自身の主張する言葉の口上を並べ立ててみせた。

  

  

  

  两个少女坐在依然敞开的门前附近的长椅上，似乎在交谈着什么。

  　依然として開け放たれたままの扉の手前付近の長椅子へと腰を落ち着けたままの少女二人は、何やら言葉を交わして見受けられる。

  

  

  

  然而，莉莉丝丝毫没有介意的样子，她用更加甜美的声音继续说着。

  　しかしながらこれを意に介する様子が見受けられないリリスは、更なる甘い声色の囁きにて語りを続けて見せた。

  

  

  

  “当然，仅靠接受仪式是无法消除在你内心深处种下的恶魔的，但不用担心，因为你的灵魂本来就非常干净澄澈。只是现在，被邪恶魔物的诱惑玷污了，为了驱除它，有必要接受洗礼，这必须由我自己对你的肉体施洗。但是，那将会使用与平常不同的手法，所以请不要害怕我到时会对您所做的事。”

  「無論、儀式を受けるだけでは、あなたの心の奥深くへと種を蒔いた悪魔を消し去ることはできません。ですが、案ずることはありませんよ。本来のあなたの魂はとても綺麗で澄み渡っているのですから。ただ今は、邪悪な魔物の誘惑に穢されてしまっているのです。それを払うためには洗礼を受ける必要があります。それはわたくし自らが、あなたへの肉体へと施さなくてはなりません。しかしそれは、通常とは異なる手法を用いることとなるでしょう。ですからどうか、その時のわたくしがあなたへと成す事を、怖がらないで欲しいのです」

  

  

  

  就像被拦下的浊流被解放出来一样，迸出的话语变成洪流，注入了小爱的耳朵。

  　まるで堰き止められた濁流が解き放たれるかの如く迸る言葉が奔流となりて、アイの耳へと注ぎ込まれる。

  

  

  

  “是这样的……我、我的心会被恶魔附身吗?莉莉丝小姐，爱该怎么办才好呢?”

  「そんな‥ぼ、僕の心は悪魔に取り憑かれてしまうのですかっ？リリス様っ、アイはどうすればいいのっ？」

  

  

  

  就这样，爱单方面地倾听着莉莉丝所说的内容，咀嚼着它的动摇显露出来。

  　その様にして極めて一方的にリリスの語る所の内容を耳として、それを咀嚼したアイの動揺が露わとなる。

  

  

  

  对于被告知的话，小爱的声音带着悲鸣的声音，恳求般的话语在屋内回响。

  　告げられた言葉に対し、僅かばかりに悲鳴じみた声色にて挙げられた縋る様なアイの物言いが、屋内に響いては聞こえた。

  

  

  

  “嗯……所以，我亲自给你施洗吧，用我的赐福，就能完全除去盘踞在你心中的恶魔的诱惑。然后你的灵魂将会再次焕发纯白的光辉。”

  「ええ‥ですから、わたくし自らがあなたへと洗礼を施しましょう。それにより与えられる祝福でもってして、あなたの心へと巣食う悪魔の誘惑を完全に祓うことができるのです。そしてあなたの魂は再び、純白の輝きを取り戻すことが叶うでしょう」

  

  

  

  他的回答听起来有些狼狈，听起来有些憔悴，而莉莉丝则流露出了慈爱。

  　その様な彼の酷く狼狽して見受けられる、些か憔悴した声色での返答を受けるに応じては、殊更に慈愛さえも滲ませて窺えるリリス。

  

  

  

  她用充满母性的语言诉说着，对自己怀抱的爱的肉体给予了温暖的拥抱。

  　母性の満ち溢れてさえ窺える言葉にて、言い含ませる様にして語り見せる彼女は、自身の胸に抱くアイの肉体に対し、暖かな抱擁を与えたのであった。
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  对依然洋溢着女性魅力、拥有丰满肉体的莉莉丝，抱在怀里的爱。

  　依然として、極めて女性としての魅力に満ち溢れた豊満な肉付きの良い肉体を誇るリリスに対し、抱き締められているがままのアイ。

  

  

  

  对于被给予了热烈拥抱的现状，尤其心跳加速的爱，仰视着怀抱着自己的莉莉丝。

  　都合、熱い抱擁を与えられいる現状に対し、殊更に心臓を高鳴らせて窺えるアイは、自身を胸に抱くリリスを仰ぎ見る。

  

  

  

  另一方面，当看到一脸强烈的庇护欲，向自己寻求救赎的爱时，莉莉丝又开始继续讲述。

  　一方、大いに庇護欲を誘う面持ちとなりて、自身へと救済を求めているアイの姿を目の当とするに応じては、再度に渡り語りを続けて見受けられるリリスである。

  

  

  她特别忌讳别人的目光，用更加隐蔽的声音对着小爱的耳边低语。

  　特段、何処か人目を憚って見受けられる彼女は、殊更に潜めた声色にてアイの耳元へと囁きを零す。

  

  

  

  与此相应，小爱的鼻腔里感觉到从浅粉色的水灵灵的嘴唇里溢出的娇艳甜美的气息。

  　それに応じては、薄桃色のみずみずしい唇から溢れ出る、艶かしくも甘ったるい吐息が、アイの鼻腔へと感じられた。

  

  

  

  “我，请你接受净化的仪式。没关系，只要委身于我接受就可以了。没有必要感到不安，只是……”

  「アイ、あなたには、浄化の儀式を受けて頂きます。大丈夫です。わたくしに身を委ねてただ受け入れれば良いのですから。何も不安に思う必要などありません。ただ‥」

  

  

  

  伴随着严厉而温柔的声音，给予了极其温暖的话语也只是短暂的，暂时告一段落的叙述再次继续。

  　そうして酷く優しげな声音に伴い、極めて暖かな言葉が与えられていたのも束の間のこと、一旦の区切りを呈して見受けられた語りが再び続けられる。

  

  

  

  “如果你按照我的教诲生活，就不会冒犯恶魔，也不会被魔鬼附身。你一定是保持着纯白、灿烂、纯洁的灵魂度过了每一天吧，这都是你自己的不德造成的，所以无论如何，请务必反省，以后不要再丑态毕露了。作为我的儿子，你也有责任和义务，所以平时表现出的态度，也要自然而然地做出符合自己立场的、能成为榜样的正确行为举止。你能正确理解我说的话的意思了吧?

  「あなたはわたくしの教え通り、生活を送っていたのであれば、悪魔に隙を見せるという無様を冒すこともなく、取り憑かれる様なこともありませんでした。きっと、その純白の輝かしい清らかな魂のままに日々を過ごせていたことでしょう。これはあなた自身が成した不徳が原因なのですから、いずれにせよ以後、醜態を晒さぬ様に猛省しなさい。あなたには、わたくしの御子としての責務も課せられているのです。故に、常日頃の示す態度も、自ずとその立場に見合うだけの、手本となる様な、正しい振る舞いを心掛けなくてはなりませんよ。わたくしの話す言葉の意味する所を、正確に理解することができましたね？アイ」

  

  

  

  “是的，莉莉丝小姐。”

  「は、はいっ。リリス様」

  

  

  

  就这样，呈现出极其单方面的状况的莉莉丝，从靠近小爱耳边的嘴唇中，可以看到她不断以娇滴滴的声音吐出话语的样子。

  　その様に、極めて一方的な状況を呈して見受けられるリリスは、アイの耳元に近付けた唇から延々と甘ったるい声色にて言葉を吐き出している姿が窺える。

  

  

  

  “嗯……那样敬畏的语气，在我和你之间不过是枷锁而已。我，你怎样才能向我敞开心扉呢?如果我有什么不合适的地方，请不要介意，告诉我好吗?因为，毫不隐瞒地告白彼此的感情，是今后铲除盘踞在你心中的恶魔时非常重要的因素。”

  「まぁ‥。その様に畏まった口調など、わたくしとあなたの間にはただの枷でしかありません。アイ、あなたはどうしたらわたくしに心を開いてくれるのでしょうか。わたくしに何か至らぬ所がありましたらどうか、気を遣うことなく、教えてくださいませんか。何故なら、互いの想いを包み隠さずに告白することは、これからあなたの心に巣食う悪い魔物を祓うに際して、とても重要な要素でもあるのですから」

  

  

  

  另一方面，除了当时在场的当事人和雪莉丝之外，其他人都看到了他那毫无停留之处的具有威力的言辞，都被他的气势所震慑。

  　他方、一向に留まる所を知らないそれ等の威力的な物言いを目の当たりとした、同所へと居合わせている当人とユキリスを除いた面々は、流石に気圧されている様子が見て取れる。

  

  

  

  “还是说您对我的行为有什么顾虑?如果是这样的话，这也是为您着想，自然说出来的话。在可爱的你面前也许会自然而然地变得唠叨，但那也是因为担心你的将来，这和你的母亲雪莉丝一样吧。但是，我觉得你和她接触时的态度，和在我面前的对话有很大的差距。鉴于我和你的关系，这是非常严重的事态。”

  「それともわたくしの振る舞いに何処か気に触る所でも御座いましたか？もしもそうであるのしたら、これもあなたの為を想い、自然と出てしまった言葉です。可愛いあなたを前にすれば自ずと口うるさくしてしまうこともあるやもしれません。ですがそれも、あなたの将来を案じているが為なのです。それはあなたの母であるユキリスとて同様でしょう。しかし、あなたが彼女と接する際の態度と比較して、わたくしを前とした時に対する会話と大きく隔たりがある様に思います。これはわたくしとあなたの関係を鑑みると、とても由々しき事態です」

  

  

  

  伴随着某种异质的重压，从莉莉丝口中发出的话语的洪流，变成浊流迸出。

  　何処か異質なまでの重圧さえ伴っては響いて聞こえるリリスの口から並べ立てられる言葉の奔流は、濁流となりて迸る。

  

  

  

  “我果然还是被你讨厌了吗?如果是这样的话，我觉得很可悲，所以想要改善。”

  「わたくしはやはり、あなたから嫌われてしまっているのでしょうか？そうであるならば、わたくしはそれをとても嘆かわしく思います。ですのでそれを改善したく思っているのです」

  

  

  

  就像被堵住的某种东西决堤了一样，源源不断的话语被注入了爱。

  　まるで堰き止められていた何かが決壊するかの如く、次々と解き放たれていく言葉の数々がアイへと注ぎ込まれる。

  

  

  

  但这绝不是强有力的措辞，反而是一种带有母性色彩的声音

  　しかしながら決して力強い物言いではなく、寧ろ殊更に母性すら滲ませて染み渡る様に響いては聞こえる声色だ

  

  

  

  与温暖的声音相对应的，是充满慈爱的话语在耳边低语的爱。

  　温かな声音で語られるに応じては、慈愛さえ満ち溢れて窺える口上を耳元で囁かれるアイである。

  

  

  

  “我要重申一遍，您对我来说是一个非常可爱的孩子，我的想法绝不亚于雪莉丝。到目前为止，我一直在向您传达一些好的信息，不知道您是否正确地理解了这一点。我已经从那些孩子那里听说，您一直在回避我。但是，我实在无法忍受您的回避，所以趁此机会，我和您两个人单独谈谈吧。当然，我已经付钱了，如果你愿意的话，我也会让身边的人退下，所以过几天我会去你的房间。到那时，希望你不要拒绝我，主动接受我。”

  「アイ、改めて言いますが、あなたはわたくしにとって、とても愛しい子であるのです。これは決してユキリスに劣る想いでは御座いません。これまでも良い伝えてきたことでは御座いますが、それを正しく理解して頂けているのでしょうか。以前からあなたが、わたくしを避けていたことは、既にあの子達から聞き及んでいます。ですが、あなたに避けられてしまうことを、わたくしは耐えられません。ですからこの際、わたくしとあなた二人だけで御話を致しましょう。無論人払いも済ませますし、あなたが望むのであれば傍付きの者達も下がらせましょう。ですから後日、わたくしがあなたのお部屋へと訪れます。その時はどうか、わたくしのことを拒絶することなく、あなた自ら受け入れてくれることを願います」

  

  

  

  “啊，那个……”

  「あ、あの‥」

  

  

  

  但是，为了回应，爱的声音打断了莉莉丝滔滔不绝的叙述。

  　だがしかし、これを耳として応じるに当たり声を挙げたアイの言葉が、リリスの淀みない語りを遮る。

  

  

  

  “是，怎么了?”

  「はい、どう致しましたか？」

  

  

  

  然而，自己编织的语言在中途被泼了冷水，莉莉丝却丝毫没有在意的样子。

  　だがしかし、自身の紡いでいた言葉の途中で水を差されて尚、微塵もこれに構った様子が見受けられないリリスである。

  

  

  

  就这样，她俯视着可爱地抬眼看着自己的小爱，催促她继续说下去。

  　そのようにして、可愛らしくも自身を上目遣いで見上げてくるアイの面持ちを見下ろした彼女は、続く言葉を促した。

  

  

  

  “我想去莉莉丝小姐的房间。”

  「アイがリリス様のお部屋に行きたく思います」

  

  

  

  与此相对，仰视着莉莉丝，视线交叉的爱，说出了自己的想法。

  　それに対し、リリスを仰ぎ見たままに視線を交差させるアイは、自身の思う所を言い放ってみせる。

  

  

  

  听到这句话，我瞪着眼睛窥视的莉莉丝露出了极其喜悦的表情。

  　するとこれを受けて、殊更に眦を垂れて窺えるリリスは、極めて悦びを露わとした面持ちとなりて言葉を返す。

  

  

  “呵呵……是啊。你已经是一个优秀的男孩了。嗯，我知道了。如果你能亲自到我的房间去，那就再好不过了。”我知道了，为了净化你的灵魂，我会让你做充分的准备，我也会竭尽全力的，你也不必那么害怕。我，刚才我也说过，只要你委身于我，一切都会顺利的。

  「ふふ‥。そうですね。あなたはもう立派な男の子なのですものね。ええ、承知致しました。あなた自らがわたくしの居室に赴いて頂けるのであれば、これ以上を望むことはありません。これは、とても喜ばしい事で御座います。わかりました、必ずあなたの魂の浄化を果たせるよう、念入りな準備をさせましょう。わたくしも全力を尽くしますので、あなたもその様にして恐れる必要は御座いません。アイ、あなたはただ、先程も述べた通り、わたくしに身を委ねていれば全てが上手くいくのです」

  

  

  

  说完后，她又把视线从刚才倾注的爱移开。

  　そして、一頻り言い含める様にして口上を済ませた彼女は、今し方まで視線を注いでいたアイから眼差しを移す。

  

  

  

  这时，莉莉丝突然改变了她对爱的态度，一脸平常的凛然。

  　すると唐突、先程までアイに対する態度とは一変、平素からの凛とした面持ちを呈して見受けられるリリスである。

  

  

  

  她自然而然地露出艳丽的长睫毛、细长的双眸，直视着眼前以雪奇里斯为首的众人。

  　自ずと、その艶かしい長い睫毛に彩られた、切長の双眸を覗かせる彼女は、眼前のユキリスを筆頭とした面々を真正面から見据えてみせる。

  

  

  

  她突然露出了平常的举止，语气坚定，不容分说。

  　途端、普段通りの立ち振る舞いを露わとした彼女は、有無を言わせぬ声色にて、毅然とした物言いでの言葉を言い放つ。

  

  

  

  “那我就这么办了，你们也没有异议吧?”

  「それではその様にして事を運ばせますが、貴方達も異論はありませんね？」

  

  

  

  除了塞拉和萨拉亚两名少女对这一宣言做出了特别显著的反应之外，其余的人都没有表现出特别的意义。

  　そうして与えられた宣言に対し、とりわけ顕著に反応を示した少女、セラとサーリャの両名を除き、特段意義は呈されなかった。

  

  

  

  另一方面，莉莉丝的女儿雪莉丝在与行踪不明的她重逢后，表现出顺从对方的态度。

  　他方、リリスの娘であるユキリスは、行方が知れなかった彼女との再会果たして以後、与えられた言葉のままに従順な様子が見受けられた。

  

  

  

  因为莉莉丝在这个弱肉强食的世界里突然消失了，最后连她的生命都受到了威胁。

  　何故なら、極めて弱肉強食な世界において突如として姿を消したリリスであったから、その存命さえも危ぶまれていた始末である。

  

  

  

  然而，与这无常的设想相反，雪莉丝亲眼目睹了她的生存，从那一天开始，她自然而然地变得盲目相信莉莉丝。

  　しかしながらその無常なる想定に反し、彼女の生存をその瞳に目の当たりとしたユキリスはその日を境に、自ずとリリスを盲信する様になった。

  

  

  

  其理由是，对于与龙鬼生下婴儿的事实，抱有罪恶感。

  　その理由は偏に、龍鬼との間に赤子をもうけてしまった事実に対し、罪悪感を抱いているが所以。

  

  

  

  然而，对自己的母亲莉莉丝感到自卑的雪莉丝，因为被原谅而心醉神迷。

  　しかしながら、自身の母であるリリスに対し引け目を感じていたユキリスは、これを許されたことにより心酔してしまった次第である。

  

  

  

  因此，她完全变成了一个对莉莉丝的话毫无疑问地无条件服从的人偶。

  　それ故に彼女は、リリスから与えられた言葉に対し疑う余地すらもなく無条件で従うだけの、人形と成り果てていた。

  

  

  

  雪莉丝对莉莉丝提出的建议，放手接受了。

  　リリスから提案された事の運びを、手放しに迎え入れてしまう様になってしまったユキリスである。

  

  

  

  她连自己的意思都不存在都不知道，看来她已经放弃了自己的思考。

  　そこに自身の意思さえも介在していないことすら知り及ぶことができない彼女は、最早自らの思考を放棄している様に見受けられた。

  

  

  

  正因为是这样的由香里丝，才不得不按照莉莉丝所描绘的状况发展。

  　そんな始末のユキリスであるからして、リリスの思い描いた状況のままに進まざるを得ない現状。

  

  

  

  因此，站在一旁观看的萨里拉和塞拉两个人，对事态的发展感到焦躁不安。

  　お陰でこれを側から眺めていたサーリャとセラの両名は、眼前にて思い通りに運ばない事態に焦燥も一入。

  

  

  

  当然，能够对莉莉丝唱反调的蠢货，并不在这里。

  　しかし当然ながら、リリスに対し意を唱えることができる様な愚か者は、同所には居合わせていなかった。

  

  

  

  因为在雷亚诺斯提亚圣王国的位阶制度中，她是最高权力者。

  　何故ならば彼女がレアノスティア聖王国の位階制度にて最高権力者の地位に座するが故である。

  

  

  

  因此，在这个国家的阶层制度中，莉莉丝作为高级神职人员处于顶端，向她提出异议的行为只能说是蛮勇。

  　であるからして、リリスはこの国における階層制度において、高位聖職者としての頂点に位置する立場が故に、彼女に異議申し立てをする行為は蛮勇と称する他にない。

  

  

  

  因此，在场的人都遵从圣职者阶层组织中君临女教皇宝座的莉莉丝的话。

  　だから、同所に居合わせている者達は、聖職者階層制組織において女教皇の座に君臨するリリスの言葉に従う限りである。

  

  

  

  当然，爱身边的塞拉和担任护卫的萨拉亚两名少女也不例外，表示肯定。

  　無論それは、アイの傍付きであるセラと護衛を務めているサーリャの両名の少女等も例外ではなく、首肯にて肯定を示すばかり。

  

  

  

  因此，每个人都自然而然地模仿雪松鼠顺从的样子，自然地，人们就陷入了保持沉默的境地。

  　それ故誰もが自ずと、ユキリスの従順な様子に倣い、自然と人々は沈黙を保つ羽目と相成った次第。

  

  

  

  自然而然地，在场的所有人都没有一个例外地向莉莉丝进言。

  　自ずと、この場へと居合わせている全ての者達の誰もが一切の例外なく、リリスへと進言を呈することが叶わない。

  

  

  

  自然地，礼拜堂的室内弥漫着静谧的气氛，此时，静谧的气氛又进一步笼罩着整个人。

  　自然と礼拝堂の屋内にて極めて静謐な雰囲気が漂う最中、これに拍車を掛ける様にして静寂が当たり一体を包み込む。

  

  

  

  甚至还伴随着异样的重量，令人心痛的肃穆气氛飘落下来。

  　都合、異様な重量さえも伴って窺える、痛い程の粛然たる空気の帳が舞い降りる。

  

  

  

  因此，大家似乎都被自己身上的压迫感所震慑，噤口不语。

  　お陰で皆が一様に、自身に対し降りかかる圧迫感に、少なからず気圧されたかの如く、口を噤む様子さえも見て取れる。

  

  

  

  就这样，用热烈的拥抱将爱抱在自己胸前的莉莉丝，毫无例外地压倒了在场的所有人。

  　その様にしてアイを、熱い抱擁にて自身の胸に抱き締めるリリスは、場を共にする人々を誰一人として例外なく圧倒していた。

  

  

  

  不，让在场的人们的视线不由自主地集中在他身上的行为，甚至被认为是一种可以称之为支配的异样景象。

  　否、そうしてこの場における人々の無数の視線を自ずと、その身に対し一心に集わせてしまう所業は最早、支配と称して差し支えない程に異様な光景としてさえ見受けられたのであった
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  就在莉莉丝准备宣布的时候，被沉默笼罩的房间里突然传来了一个声音。

  　その様にして途端、リリスが宣言を下すに応じるに際しては、沈黙の帳に覆われた同所へと突然に、声が与えられた。

  

  

  

  “哎呀，原来你在这种地方啊，爱。”

  「あら、こんな所に居たのね、アイ」

  

  

  

  “真的……你知道我们找了多少吗?”

  「ほんとだぁ‥わたし達がどれだけ探したのかわかってるのかなぁ？」

  

  

  

  突然，两声可爱而清澈的、声音略微不同的美声，在笼罩着沉闷静谧气氛的同一地方鲜明地响起。

  　唐突、可愛らしくも澄み渡った、僅かばかりに声色の異なる美声が二つ、重苦しく静謐な雰囲気が包み込む同所へと、鮮明に響いては聞こえた。

  

  

  

  “你果然在这里啊，所以我不是说了吗?我说要去礼拜堂。可是玛利亚姐姐先跑了，我累坏了。”

  「やっぱりここに居たんだぁ、だから言ったでしょう？礼拝堂に行こうって。それなのに、マリアお姉ちゃんが先走るからぁ。わたし疲れちゃったよぉ」

  

  

  

  “真烦人，莉莉。现在才会这么随心所欲地自说自话，你也不只是在背后跟着我，但你却这么说。”

  「うるさいわねリリー。今だからその様に好き勝手、一方的に語ってくれるけれど、あなただって後ろから言われるがままについてきただけじゃない。であるにも関わらず、随分と言ってくれるわねぇ」

  

  

  

  

  那是极其美丽的、让人被自然俘获的、让人听得入迷的声音。

  　それは極めて美しい、自然と虜とされてしまう様な、自ずと聞き惚れてしまう声音が聞き届けられた。

  

  

  

  “嗯，那是因为姐姐一直在往前走，我也不想去脏兮兮的平民区。”

  「え〜、だってそれはお姉ちゃんがどんどん前に進んでいっちゃうからぁ、わたしだって薄汚い下町になんて行きたくなかったよぉ」

  

  

  

  “你啊……我们都是在相应的立场上出生的，那么不合适的发言能不能谨慎点?真的还是那么坏的性格，让人怀疑你的人格。”

  「あなたねぇ‥。わたし達は相応の立場に生まれたのだから、その様に相応しくない発言は謹んでもらえないかしら？本当に相変わらず性格が悪いわね。人格を疑うわ」

  

  

  

  因此，它们自然而然地成为打破被极其严肃的寂静支配的现场空气的救星，降落下来。

  　お陰でそれらは自然と、極めて厳粛たる静寂に支配されていたこの場の空気を撃ち破る、救いの担い手となりて舞い降りた形と相成った次第である。

  

  

  

  “这一点我可不想被姐姐说。毕竟我也和姐姐在一起，互相了解。把自己的事情放在一边，我觉得你太心眼儿坏了。果然还是遇不到姐姐啊。”

  「それをは姉ちゃんにだけは言われたくないよぉ。流石にわたしもこれだけお姉ちゃんと一緒に居れば、お互いのことを理解してるし。自分のことを棚上げる所は、凄く腹黒いと思うよぉ。やっぱりお姉ちゃんには叶わないなぁ」

  

  

  

  “莉莉，你真的待会儿要记住。这次是我先玩爱情，你待会儿要知道。这是作为姐姐当然的权利。”

  「‥リリー、貴方本当に後で覚えておきなさいよ。今回はわたしが先にアイで遊ぶのだから、あなたはその後に弁えていなさいな。これは姉として当然の権利ね」

  

  

  

  然而，从她们两名少女淡粉色的嘴唇所讲述的内容，听起来就像是用极其稚拙的语言在说话。

  　しかしながら彼女達二人の少女等の薄桃色の唇から語られる所の内容は、酷く稚拙な物言いにて口とされている様に聞き取れる。

  

  

  

  “嗯，没有啊。已经……姐姐这个人还是不懂开玩笑。作为姐姐的妹妹，真的只有悲伤啊。为什么会那么认真呢?”

  「えぇ、それはないよぉ。もう‥お姉ちゃんってば相変わらず冗談が通じないんだねぇ。ほんとにお姉ちゃんの妹としては、悲しいばかりだよぉ。どうしてそんなに生真面目なのかなぁ？」

  

  

  

  “莉莉，我只是觉得你对什么事都太随便了……我的性格绝不是死板。所以一定是因为你太过奔放，才会把我看成那样吧。”

  「リリー、あなたが何事にも適当過ぎるだけだと思うけれど‥。決してわたしの性格は、堅物というほどではないわ。だからきっとあなたがあまりの奔放に過ぎるから、わたしのことがそう見えてしまうのかもしれないわね」

  

  

  

  从侧面观察的话，可以明显地看到两个人在互相说着脏话。

  　都合、側から眺めて窺える限りでは、口汚く互いに言葉の応酬を交わしている様子が顕著に窺える。

  

  

  

  “嗯……我倒无所谓，这是平时的事。不过，知道你弟弟在哪里的是我，所以我希望你能展现出姐姐的威严。”

  「う〜ん‥まぁわたしは別にそれでもいいけどぉ、いつものことだし。でもでもぉ、弟くんの居場所を当てたのはわたしなんだから、そこはお姉ちゃんとしての威厳を見せてほしい所だよぉ」

  

  

  

  “是吗?我怎么也不觉得你有这种特别的用心?我听起来反而觉得你在瞧不起我，难道是心理作用吗?如果被人欺侮的话，也不吝啬戏弄吧?”

  「ハッ、あなたがそんな殊勝な心掛けをしているとは到底思えないのだけれど？寧ろ、何処かわたしのことを馬鹿にしているようにも聞こえてしまうのは気のせいなのかしら？もしも侮られているのであれば、戯れることも吝かではないけれど？」

  

  

  

  在场的两个少女的容貌都非常美丽，但说话的语气却很恐怖。

  　同所へと居合わせている二人組の少女両名の容貌は、極めて美麗であるにも関わらず、語る調子は酷く物騒な物言いだ。

  

  

  

  “姐姐这一点可不行啊。今天比任何时候都烦躁，连弟弟都讨厌你了。我觉得还是现在马上把病治好比较好。”

  「そういうところがダメだよねぇ、お姉ちゃんってば。今日はいつにも増してイライラしてるし、そんなんだから弟くんにも嫌われちゃうんだよぉ。わたしは今すぐ治した方が良いと思うなぁ」

  

  

  

  “哼……你不是很自说自话吗?我并没有被爱讨厌。反倒是这样的你，最近才被人避之不及吧?把自己的事情放在一边，还贬低我，真是厚颜无耻。”

  「フンっ‥随分と一方的に語ってくれるじゃない。わたしはアイに嫌われてなんかいないわよ。寧ろそういうあなたこそ、最近避けられているのではないかしら？自らのそれを棚に上げてわたしのことを貶めるだなんて、厚顔無恥にも程があるわね」

  

  

  

  与她那可怜的眼神相反，她那近乎对称的、充满残酷精神的故事，让所有人都感到压抑。

  　その可憐な見目に反するかの様にして、対称的なまでに苛烈な精神性が窺える語り草は、これを眺める面々を気圧させるばかり。

  

  

  

  两个少女丝毫不顾忌在场的人的视线，渐渐开始激烈地争吵起来。

  　この場を共にする人々の視線を憚ることすらなく、徐々に苛烈な言い合いを呈して見受けられる少女二人。

  

  

  

  另一方面，只能从旁观看的在场的人，只能被单方面的气势所压倒。

  　他方、これを側から眺めるしかない同所へと居合わせている面々は、一方的に気圧される他にない。

  

  

  

  但是，不知该如何是好，无休止的言语交锋，被察觉到这一点的人用毅然的声音说出的话打断了。

  　だが、留まる所を知らず、際限なく交わされる言葉での応酬も、これを見咎めた者の毅然とした声音で言い放たれた言葉により、遮られることとなる。

  

  

  

  “什么事啊，吵得慌……这是莉莉丝母亲的御前。住嘴!”

  「何事ですか騒々しい‥。リリスお母様の御前ですよ。口を慎みなさい」

  

  

  

  突然响起的声音显得格外伶俐，突然响起的声音是雪丽丝那令人难以启齿的美声。

  　唐突、響いては聞こえる怜悧な声色にて、突然に響いては聞こえた有無を言わせぬユキリスの美声。

  

  

  

  听了这震撼人心的凛然话语，两位美丽的少女也噤口不言。

  　空間を震撼させるかの如く凜然としたこれを受けては、さしもの美麗なる少女二人といえど口を噤むばかり。

  

  

  

  这对姐妹被雪莉丝伶俐而敏锐的细长眼睛盯着，交谈的话语也被打断了。

  　都合、ユキリスの怜悧に研ぎ澄まされた切長の瞳に見据えられる羽目となった姉妹は、交わす言葉を中断されることと相成った次第である。

  

  

  

  也正因为如此，她才不敢再继续说什么“漂亮少女”之类的话，沉默的帷幕再次降临。

  　お陰で、流石に見目美しい少女等とて続く言葉を躊躇してしまう現状、再度渡り同所へと沈黙の帷が舞い降りる。

  

  

  

  对此，讨厌她的姐妹中的一个叫玛利亚的少女率先开口。

  　それに応じては、これを嫌った姉妹の片割れであるマリアと呼ばれた少女が、口火を切った。

  

  

  

  “……对不起雪莉丝母亲。可是……莉莉说得太过分了，我就说了几句。”

  「‥申し訳ありませんユキリスお母様。ですが‥リリーがあまりに口が過ぎましたので、少しばかり言い聞かせていました」

  

  

  

  “嗯……莉莉觉得姐姐说话比较刻薄。而且，像这样选择对象改变态度，玛利亚姐姐真的很擅长呢。”

  「えぇ‥リリーはお姉ちゃんの方が口が悪いと思うなぁ。それに、そうやって相手を選んで態度を変えるのってホントマリアお姉ちゃん得意だよねぇ」

  

  

  

  难道这两姐妹对意外地指责自己行为的事实，表现出特别的不满吗?

  　予期せずして自らの振る舞いを咎めるべくして言葉が与えられた事実に対し、殊更に不平を露わとする二人の姉妹だろうか。

  

  

  

  莉莉丝看到她们自然而然地把内心的想法表露在脸上，便断言道。

  　自然と内心に抱いた心中も面に呈されて見受けられる、そんな彼女等の様子を見て取ったリリスが言い放つ。

  

  

  

  “……你们也和爱一样站在巫女的立场上，所以要注意使用相应的措辞。像那样贬低自己的行为一定要控制。”

  「‥貴方達もアイと同じ巫女の立場にあるのですから、それ相応に相応しい言葉遣いを心掛けていましょうね。その様にして自身を貶める様な真似は控えなくてはなりませんよ」

  

  

  

  她依然怀抱着爱，说话的语气与不容分说的相反，显得沉稳。

  　依然としてアイを胸に抱いたままに、有無を言わせぬ物言いとは裏腹、穏やかな声色にて語り見せる彼女。

  

  

  

  他那被人称赞的完美的微笑，让人觉得他的笑容中透着慈爱。

  　凡そ隙を窺えないまでに称えられた完璧な程に完成された微笑みは、殊更に慈愛さえ滲み出て見て取れる。

  

  

  

  “那么，你要和玛利亚和莉莉两个人加深友谊。一切都按照莉莉丝母亲所说的那样去做，一切都会往好的方向发展。对吧，您母亲?”

  「それではアイ、貴方はマリアとリリーの二人と交友を深めるのです。全てはリリスお母様の仰られました通りの振る舞いを心掛ければ、全ての事が良い方向へと運ぶでしょう。そうですよねお母様？」

  

  

  

  雪莉丝唐突地接起了自己母亲的话，接着说。

  　そんなリリスの言葉を繋ぐ様にして唐突、自身の母の語りを引き継いで見せたユキリスが続ける。

  

  

  

  “……是的，正是如此。”

  「‥ええ、その通りです」

  

  

  

  然而，面对自己女儿的意外请求，莉莉丝本人却在短暂的停顿后表示了首肯。

  　しかしながら、自身の娘からの思いがけない同意を求められるに応じる、当のリリス本人はといえば、一瞬の暇を挟んで首肯を呈して見受けられた。

  

  

  

  看来雪奇里斯是明白了自己母亲莉莉丝的意图，却陷入了不符合自己意志的徒劳境地。

  　どうやら自身の母であるリリスの意図を汲んだつもりが、その意志にそぐわない空回りをする羽目と相成ってしまった次第のユキリスだろうか。

  

  

  

  本来的话，莉莉丝是想以这样的对话流程，把事情推向净化仪式的。

  　本来であるならばこのままの会話の流れにて、浄化の儀式に向けて事を運ぶための、話を進めたかったリリスだ。

  

  

  

  但是，本来就不了解他人感情微妙之处的雪克利斯，无法正确解读这一点。

  　だがしかし、元来他者の感情の機微に疎いユキリスは、これを正確に読み取ることができなかといった所。

  

  

  

  因此，她的洞察力很差，没有意识到自己的直觉是错误的，只是一味地迎合对方，这是无法拯救的。

  　それ故に察しが悪い彼女は、自身が勘を違えたままである事実に気付かずに、迎合した気になっているのだから救えない。

  

  

  

  尽管如此，陷入了自己所不希望的事态的现状的莉莉丝，对此并不在意。

  　にも関わらず、自身の望まない事態に陥った現状を見送る限りのリリスは、これに意を呈さない。

  

  

  

  之所以这么说，是因为在这里拥有绝对权威的她，同样也伴随着责任。

  　何故ならばその理由は偏に、同所においては絶大なる権威を誇る彼女であるが、それと同じくして責任が伴うが所以。

  

  

  

  在雷亚诺斯提亚圣王国的顶峰女教皇足利丽丝。

  　レアノスティア聖王国において頂点に座する女教皇足るリリス。

  

  

  

  因为她拥有最高权力，所以她的一言一行都不容分说。

  　そんな彼女の言動は、最高権力を有しているが故に、その振る舞い一つにして二言は許されないといった具合の塩梅だ。

  

  

  

  正因为如此，雪莉丝刚才确实说过的话也和雪莉丝说话时的语气相吻合，事到如今，莉莉丝已经无法收回了。

  　であるからして、自身が先程確かに口とした言葉も交えているユキリスの物言いも相まり、これを今更に撤回することも叶わないリリス。

  

  

  

  因为她的处境让人觉得她必须要顾及自己的面子，所以也只好不说话了。

  　そんな体裁を気遣わなければならない様相を呈して見受けられる立場に位置している彼女だから、自ずと口を噤む他にない模様。

  

  

  

  因此，在面对眼前发生的一连串事情时，两姐妹都能顺口说出来。

  　お陰で、眼前にて交わされた一連に起きた今し方のやり取りを受けるに際しては、ここぞとばかりに言葉を紡ぐのが二人の姉妹。

  

  

  

  “是啊，爱。你最近好像在回避我们……虽然不确定那是什么理由，但你好像没有意识到自己的愚蠢行为，我来告诉你吧。”

  「そうよ、アイ。あなたは最近わたし達のことを避けてくれている様だけれど‥。それがどの様な理由であるのかは定かではないけれど、どうやら自らの愚行に気付いていない様だから教えてあげるわよ」

  

  

  

  “是啊。姐姐们一听就知道你弟弟发了什么牢骚，所以还是不要太轻率地说话为好。本来就全是女孩子，不知道耳朵长在哪里。这些地方不注意的话，可不行哦。最后还太天真了。”

  「そうだよぉ。お姉ちゃん達は弟君がどんな愚痴をこぼしていたのかなんて、すぐにわかっちゃうんだから、あんまり軽はずみなに物事を語らない方が身のためだよ？ただでさえ女の子ばっかりで、何処に耳があるのか分からないんだから。そういうところに気をつけないと、ダメダメだよぉ。まだまだ詰めが甘々なんだよねぇ」

  

  

  

  玛利亚说得比平时更起劲，莉莉也跟着说。

  　都合、平素より幾分か勢い付いた調子での語りを見せるマリアの言葉に対し、これに追従する様な形でリリーが続ける。

  

  

  

  考虑到现在的状况对她们来说是压倒性有利的，看来在脑筋周转方面，姐妹俩自有一天之长。

  　彼女等に対して圧倒的に利がある状況の運びとなっている現状を鑑みるにどうやら、頭の巡りに関しては姉妹に一日の長がある様だ。

  

  

  

  另一方面，她们两人的母亲雪莉丝却出乎意料地拖了自己敬爱的莉莉丝的后腿，丑态毕露。

  　他方、予期せずしてその彼女等二人の母親であるユキリスが、自身の敬愛するリリスの足を引っ張ってしまう様な醜態を晒す羽目と相成った次第。

  

  

  

  另一方面，在这种情况下，只有姐妹俩大声、大声地诉说着自己的可爱声音，在众人的耳边响起，奏响了乐曲。

  　一方、この様な事態に陥った現状、声高々にも大上段に語ってみせる姉妹二人の可愛らしい声音だけが殊更に、同所へと響いて聞こえては、奏でられたのであった。
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  和刚才不同，这里是远离大教堂所在的教区圣域，通往平民区的街道。

  　先程とは所変わって此方は大聖堂の位置している教区の聖域から外れた、下町へと続く通りにて。

  

  

  

  离开礼拜堂后，为了和姐妹们一起交流感情而来到街上，阿爱显得格外悲叹。

  　礼拝堂を後として、姉妹と共に交友を交わす為に街へと繰り出す運びと成った現状に、殊更に嘆いてみせるアイ。

  

  

  

  因此，乍一看让人误以为她是少女的可爱容貌中，流露出明显的忧伤。

  　お陰で、一見して少女と見紛うてしまうその可愛らしい容貌には、あからさまな程の憂いが称えられて窺える。

  

  

  

  她毫不顾忌旁人的目光，面无表情地低下头，仿佛在诉说着切实的悲伤。

  　特段人目を憚ることなく面持ちを俯かせるアイの翳りを落として見受けられる表情は、切実なまでの悲しみを訴えて見て取れる。

  

  

  

  奇怪的是，由于姊妹掌握了对话的主导权，加上情况不太好，清晨的谒见早早就结束了。

  　奇しくも姉妹に会話の主導権を握られた手前、都合が悪い状況の運びと相成ったが故に、早朝の謁見は早々に終えられた次第。

  

  

  

  正好，答应了的姐妹，就像雪莉丝说的那样，为了加深爱和友好，打算把她们带过来。

  　都合、それに応じるに際した姉妹は、ユキリスから与えられた言質通り、アイと友好を深めるべくして連れ回している所存。

  

  

  

  因此，当小爱被自己不喜欢的姐妹二人寄养时，她的表情显得格外畏缩。

  　お陰で、その身を自身の苦手とする姉妹二人に預けられる羽目となったアイは、殊更に萎縮した面持ちを露わとして見受けられる。

  

  

  

  而其理由则是，同为自己姐姐的两位少女的性格过于残酷。

  　そしてその理由は偏に、自身の姉である場を共にする彼女等少女二人の性質が、あまりに苛烈であるのが所以。

  

  

  

  虽然是姐弟，但性格截然相反的小爱和姐妹俩的相貌也不一样。

  　姉弟であるにも関わらず正反対の性格を呈して窺えるアイと姉妹二人は、それと同じくして容貌も異として見て取れる。

  

  

  

  前者长着黑曜石般艳丽的漆黑长发，长发一直留到腰际，可以看出作为一个男人不太适合的容貌。

  　前者はまるで黒曜石の如く艶かしい漆黒の長髪を腰元まで伸ばした、凡そ男児としては相応しくない容姿が窺える。

  

  

  

  与之相反，后者的姐妹俩却有着极为美丽的白金金色长发。

  　対する後者の姉妹二人は、その腹黒い性分に反して、極めて美麗なるプラチナブロンドの長髪を結えている。

  

  

  

  从长相上看，似乎有几分相似，但这难道是一对看上去过于对称的姐弟吗?

  　顔の造形は何処か似通った雰囲気を醸し出して窺えるものの、これまたあまりに対称的な外見を呈して見受けられる姉弟だろうか。

  

  

  

  因此，和性格完全相反的姐妹交流时，会显得很无奈。

  　であるからして元来相反する性格をしている姉妹との交流を果たすに応じては、辟易とした面持ちを呈して見受けられるアイだ。

  

  

  

  因此，虽然是独一无二的姐弟，但两人之间的关系却完全不合拍，可以看出他们在进行着非常单方面的对话。

  　それ故に唯一無二の姉弟であるにも関わらず一向に反りが合わない彼等彼女等は、極めて一方的な会話を繰り広げて窺える。

  

  

  

  “喂，快走吧。你也想早点从这条土气的小路上溜出来，对吧?那么，如果我那样抵抗，你不觉得又会破坏我的心情吗?啊……这么说来，你的头脑运转非常缓慢。不过，我以为你很能切身理解我讨厌愚蠢，不是吗?”

  「アイ、さっさと歩きなさいな。早くこんな泥臭い獣道抜け出したいと、貴方も思っているのでしょう？であるならばその様にして抵抗されてしまったら、またわたしの機嫌が損なわれるとは考えないのかしら？ああ‥そういえば貴方の頭の巡りはとても遅々としたものであったわね。けれど貴方は、わたしが愚図を嫌っていることをよくよくその身で理解しいると思っていたのだけれど、違うかしら？」

  

  

  

  “真是……姐姐啊……确实，我知道你到处找，很烦躁，但正因为这样，弟弟才讨厌你。看吧，没关系的……对吧?姐姐这样生气，莉莉完全没有生气。”

  「もう‥お姉ちゃんってば‥。確かに散々探し回ってイライラしてるのはわかるけど、そんなんだから弟くんに嫌われるんだよぉ。ほら、大丈夫だから‥ね？お姉ちゃんはこんな風にのご立腹だけど、リリーは全然怒ってないから」

  

  

  

  “可是，可是姐姐，雪莉丝的母亲说不能离开圣殿……”

  「で、でも姉さん。聖殿から出たらいけないってユキリスお母様が‥」

  

  

  

  另一方面，就像被拦下的浊流一样，正被汹涌的话语倾泻而下的阿爱，表现出意志消沉的样子。

  　他方、まるで堰き止められていた濁流の如き言葉の奔流を浴びせ掛けられている最中の、当の本人であるアイは、殊更に意気消沈の様相を露わとしている。

  

  

  

  “母亲……是吧……呵呵，平时就没有那么尊贵的称呼吧。事到如今，即使要装模作样，在我们面前也只会表现出更加滑稽的丑态。而且，要我说多少遍才能记住呢?我不是叫你叫我玛利亚姐姐吗?难道你的脑袋是装饰品吗?啊……如果仅限于此，我也能理解你如此愚钝。”

  「お母様‥ね。‥ふふっ、普段からその様に殊勝な呼び方はしていないでしょうに。今更格好つけるにしても、わたし達の前では余計に滑稽な醜態を晒す羽目になるだけよ。それに、どれだけ言い聞かせれば覚えるのかしら？わたしのことは、マリアお姉ちゃん、と呼びなさいと言ったでしょう？もしかして貴方の頭は飾りなのかしら？ああ‥もしもその限りなのだとしたら、ここまで愚鈍であるのも頷けるわね」

  

  

  

  “没关系的。现在的妈妈被莉莉丝夫人欺负了。妈妈看起来很有智慧，但实际上是个很蠢的人呢。啊，但是……

  「だいじょうぶだよぉ。今のママはリリス様に、オ・シ・オ・キされてるからねぇ。ママってば見た目はとっても知的に見えるけど、実際は結構おバカさんなんだよぉ？あ、でもでもぉ

  弟弟最喜欢妈妈了。妈妈都一把年纪了，外表却一点都没变，对弟弟可能有点刺激。因为对自己的魅力不自知，所以素质更差。啊，不过，如果是像姐姐那样喜欢自己的性格，那也太恶心了。”

  　、弟くんはママのことが大好きだもんねぇ。ママってばもういい歳してるのに、全然外見が変わらないから、少し弟くんには刺激的かもね。それでいて自分の魅力に無自覚だから、余計に質が悪いよねぇ。あ、けれど、お姉ちゃんみたいに自分大好きな性格だったら、それはそれで気持ち悪いなぁ」

  

  

  

  “……没有爱……我不喜欢妈妈……”

  「‥アイは別に‥ママのことなんて好きじゃないよ‥」

  

  

  

  然而，在爱的气势逐渐减弱的同时，与之相对应的两个漂亮少女的腔调却无限高涨。

  　しかしながら、アイの気勢が削がれていく一方で他方、これに対して応じる見目美しい二人の少女の調子は、際限なく勢い付く限り。

  

  

  

  “莉莉，你也没资格对别人说三道四吧?你靠自己的容貌说话，沉迷于平民百姓的低俗游戏，这点我都知道。你把这些都束之高阁，一味地议论我的事，虽然不是很勉强，但我不认为这是拼命的判断。虽然你说得很清楚，但你自己的脚不在家，这是什么底细啊?”

  「リリー、貴方も人のことをとやかく言える様な立場ではないでしょう？貴方が自らの容姿に物を言わせて、下町の趣味の悪い遊びに興じていることくらい、わたしとて知り及んでいるのよ？それを棚に上げてわたしのことを一方的に論うのは、とてもではないけれど懸命な判断とは思えないわね。随分と語ってくれている様だけれど、自身の足元が御留守では底が知れるわよ？」

  

  

  

  “嗯，不过莉莉不像姐姐那样总是看不起别人。我觉得姐姐在这方面比我更有品位。和姐姐恶心的癖好相比，我实在是望尘莫及。”

  「え〜、でもでもリリーは〜、お姉ちゃんみたいにいつも他人を見下したりなんてしてないし〜。寧ろ、お姉ちゃんのそういう所の方が、わたしよりもよっぽど良い趣味していると思うなぁ。お姉ちゃんの気持ちの悪い性癖と比べたら、わたしなんて到底足元にも及ばないよぉ」

  

  

  

  正因为如此，这对姐妹才会与被她的气势所压倒的爱相反，以一种异常对称的方式倾诉吧。

  　お陰で自ずとそれに気圧されるばかりのアイに反して異様なまでに対称的に、語り見せる二人の姉妹だろうか。

  

  

  

  之所以这么说，是因为在和自己一起的爱情中，应该让对方对自己产生好印象，这是经过反复思考后得出的结论。

  　理由は偏に、自身等と共にするアイから自らに対して好印象を抱かせるべくか、思考を巡らせた末に導き出された結論が所以。

  

  

  

  这种自然而然产生的低劣手法，就是为了贬低在场的人的品位，通过过于低俗的舌战来讨价还价。

  　その様にして自ずと導き出された下劣な手法とはそれ即ち、如何にして場を共にする相手の品位を貶めるかという、低俗に過ぎる舌戦による駆け引き。

  

  

  

  在兴致高昂的时候，互相谈论对方的缺点，必然会使自己的股票上升。

  　それに興じるに際して、互いの欠点を論っては、必然的に自らの株を上昇させていく戦法だ。

  

  

  

  这是一种一流的手段，可以让对方的自尊心受到致命的伤害。

  　都合、自身の腹黒い一面を棚上げするに応じては、相手の自尊心へと致命的な傷を与える手管は正に一流のそれ。

  

  

  

  奇怪的是，两人之间的争吵比平时更频繁，也许正因为是这样的关系，才会有这种本事吧。

  　奇しくも平素より互いに口汚い言葉での応酬が絶えない、口喧嘩を交わす間柄であるから可能とさせる芸当だろうか。

  

  

  

  但是，虽然是平时就经常一起行动的姐妹，但实际情况是常人无法测量的，这是不言自明的道理。

  　だがしかし、普段から行動を共にしている事が度々の姉妹ではあるが、その実態は常人が測れる様な領域にないのは自明の理。

  

  

  

  因此，虽说是姐妹，但关系并不特别好，这就是她们两个人的关系。

  　それ故に決して、姉妹であるからしてといっても、特段仲がいいわけではないのが、彼女等二人の関係といった所。

  

  

  

  甚至可以说是水火不容，看到两个少女互相窥视对方暴露的间隙的样子，让人对眼前的爱情感到困惑。

  　寧ろ犬猿の仲と称しても差し支えまでに、互いの晒した隙を窺う様子が見て取れる少女二人の姿は、これを前としたアイに困惑を抱かせる程。

  

  

  

  姐妹俩就像汤水一样，不知道该如何是好，不断地倾吐着话语，从旁边看着她们的阿爱，只有沉默。

  　まるで湯水の如く、留まる所を知らない吐き出される言葉の散弾を互いに浴びせ掛ける姉妹を側から眺めるアイは、沈黙するばかり。

  

  

  

  但是，看到她们用激烈的语言反复交锋，依然可以看出她们的言辞很有威力，这也是没办法的事。

  　しかしながら、依然として威力的な物言いが伴って窺える程に、苛烈な言葉での応酬を繰り返す彼女等を目の当たりとしてはそれも致し方なしといった塩梅だ。

  

  

  

  因此，无法继续下去的爱，与噤口不言的处境相结合，只能追随姐妹。

  　であるからして、自然と続く言葉を失うアイは、自ずと口を噤む羽目と相成って、姉妹に追従する他にない。

  

  

  

  他们所置身的这个地方，与刚才毫无保留地统一为白色的、用圣域的石头铺设的柏油路截然不同。

  　そんな彼等彼女等が身を置く同所は、先程の余す所なく白一色に統一された、聖域の整備された石造りに誂えられていた舗道とは打って変わる。

  

  

  

  现在我迈步前行，视野中所能看到的，只有与自然融为一体的小路。

  　今し方歩を進ませている現在に視界にて広がるのは、極めて自然と一体化した抜け道の様な場所として窺える道に限る。

  

  

  

  然而，虽然看上去似乎没有经过精心的修整，但确实是通往街道的近道。

  　しかしながら、その様に碌な手入れも施されていない様にさえ見て取れる光景であるが、街へと続く裏道であるのは確かな様だ。

  

  

  

  于是，似乎很自然地肯定了这一点，过了一段时间，走到前面，看到了民居林立之间必然会设置的小巷。

  　そして、自然とそれを肯定するかの如く、暫くの時を経て足を運ばせた先には、民家が立ち並ぶ間に必然的に設けられた路地裏が見受けられた。

  

  

  

  这样一来，视线自然而然就会被吸引过来，在房屋的最深处，可以窥见人潮涌动的繁华街道。

  　そうして自ずと視線を引き寄せられる家々の奥まった向こうには、大勢の人々が行き交う繁華街が窺える。

  

  

  

  远远望去也能听到充满活力的人群带来的喧闹声，仿佛清晰地奏响了乐章。

  　遠目に眺めても響いては聞こえる活気のある人々の雑踏に伴う喧騒は、鮮明な程に奏でられて思えた。

  

  

  

  没想到，面对这一切，阿爱的脸上露出了惊愕的表情。

  　都合、予期せずしてこれを前したアイの面持ちは驚愕に彩られた表情を晒す羽目と相成った。

  

  

  

  之所以这么说，是因为爱自出生以来就被幽禁在圣域，连出门都不被允许。

  　その理由は偏に、生まれてから聖域にて幽閉されていたアイが碌に外出すらも許されていなかったが所以。

  

  

  

  正因为如此，他才第一次来到现在和姐妹们一起生活的地方，看到了强烈的新鲜景象。

  　お陰で現在姉妹と共に身を置く同所には、初めて訪れたが故に、強烈なまでの新鮮な光景を目の当たりとした次第の彼である。

  

  

  

  “我，你走在我们旁边吧。如果混在人群中，要一一寻找就很麻烦了。所以我特意牵着你的手，你要感到光荣。”

  「アイ、貴方は私たちの隣を歩きなさいな。人混みに紛れてしまっては、一々探すのも面倒なのよ。だからこのわたしが特別に手を繋いであげるわ。光栄に思いなさい」

  

  

  

  “姐姐这么说，真的是自尊心很强，真让人伤脑筋。我觉得不是姐姐，是我比较会照顾人。”

  「お姉ちゃんってばそんな事言って、本当にプライドが高いんだから困ったものだよねぇ。お姉ちゃんなんかじゃなくて、わたしの方がよっぽど面倒見が良いと思うなぁ」

  

  

  

  “嗯、嗯。”

  「う、うん」

  

  

  另一方面，看到阿爱因意外的发展而惊愕得浑身僵硬，姐妹俩自然而然地露出了不少得意的表情。

  　一方、まさかの展開を受けて驚愕から身の硬直さえも窺えるアイを見て取った姉妹は自ずと、少なからず得意げな面持ちを露わとして見せる。

  

  

  

  “啊……出乎意料的是，今天很坦率啊。

  「あら‥。存外のこと今日は素直なのね。

  你竟然不愚蠢，真是难得啊。明天的天气会不会是下标枪的时候?”

  　貴方が愚図らないなんて珍しいこともあったものね。さしずめ明日の天気は、槍でも降るといったところかしら？」

  

  

  

  “是真的。难道说弟弟也终于发现了女孩子的魅力了吗?确实是那样的年纪啊。莉莉真不好意思啊。弟弟用那样的眼神看我，我想都没想过。还有，姐姐开的玩笑还是一点都不有趣，真的很无聊。”

  「ホントだ〜。もしかして遂に弟くんも女の子の魅力に目覚めちゃったのかなぁ？確かにそういうお年頃だもんねぇ。リリー恥ずかしいよぉ。弟くんにそういう目で見られるなんて、考えもしてなかったなぁ。後、お姉ちゃんの冗談って相変わらず全然面白くないよねぇ。ホントにつまらないよぉ」

  

  

  

  自然而然地，姐妹俩那被称赞为美丽的美人的微笑，甚至呈现出格外耀眼的光芒。

  　そうして自然と、姉妹二人の美麗なるかんばせへと称えられた微笑みは、殊更なまでに輝きさえ呈して見受けられたのであった。

 
  路地裏

  小巷里

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  这里的治安依然不太好，面向的也是流氓聚集的地方。

  　依然として余り治安が良くない、これまたならず者の溜まり場として窺える裏路地に面した同所にて。

  

  

  

  三个人从石砌的协会旁的小路上穿过，这条小路看上去很自然，应该是建造了几年左右。

  　自ずと、築数年程と思しき古めかしい趣を呈して見受けられる石造りの協会の脇道を通り抜けることとなる三名。

  

  

  

  虽然他们并没有做什么事，但有人发现了他们的举动，立刻发出了声音。

  　都合、これといって何をしたわけでない彼等彼女等であるがしかし、それを見咎めた者達から途端、声が与えられる。

  

  

  

  “喂喂，姑娘们，我们可不能免费从这里通过啊。如果不交过路费的话，我们可就没面子了。就算是小孩子，也不能放过他们。”

  「おいおい嬢ちゃん達よぉ。ただでここを通すわけにはいかねぇな。しっかりと通行料を払ってもらわなきゃ、此方の面子が無くなっちまうんでなぁ。ガキだからって見逃すわけにはいかねぇんだわ」

  

  

  

  “嘿嘿，是啊。穿着那么漂亮的和服走这样的小路，真是不谙世事的人啊。从他的装束来看，大概是个旅人吧?要是早出门就不用吃苦头了。”

  「へへっ、そうだぜぇ。そんなに綺麗なおべべ着てこんな裏道を歩こうだなんて世間知らずも良いところだぜ。大方その装いから察するに旅人といったところだろう？早いとこ出す物出しときゃ痛い目は見なくて済むぜ」

  

  

  

  “是啊，我们再怎么是渣滓，也不能残忍地把你们这些饿鬼当作奴隶卖掉。我们只是作为贫穷而善良的市民，得到一点小钱而已。”

  「ああそうだ。いくら俺たちが屑でもお前らみたいな餓鬼どもを奴隷にして売り捌こうなんて残酷な真似はできねぇ。ただ少しばかり、貧しい善良な一市民として小銭を恵んでもらいてぇだけなんだ」

  

  

  

  “我们也不能被轻视。你们这么年轻，还不想死吧?就当作是难得的经验，只要给你们钱，我就会把你们还给家里。因为我们都很宽容。”

  「俺たちも舐められるわけにはいかねぇんだ。お前らもその若さで、まだ死にたくはねぇだろう？ここは得難い経験をしたと思って金さえ置いてけば、レアノスティアサマとやらに免じてお家に返してやるよ。俺らは寛容だからな」

  

  

  

  那些人会在突如其来、毫无预期的建筑物耸立的间隙受到恫吓般的威胁吗?

  　唐突、予期せずして建物が聳え立つその合間にて、恫喝紛いの脅迫を受ける羽目となる面々だろうか。

  

  

  

  不幸的是，他们都穿着外套遮住上半身、呈现出旅人风格的服装。

  　どうやら外套で上半身を覆っている旅人風の趣きを呈した服装として見て取れる装いをしている面々であることが不幸にも災いした様だ。

  

  

  

  因此，从旁观看的不良分子单方面产生了误会，把他当成了目标。

  　だからだろうか、これを側から眺めるならず者達から一方的に生じた勘違いから、標的として見て取られたらしい。

  

  

  

  在走在路上的阿爱和姐妹三人面前，有几个男人从正面并排站着，仿佛要挡住他们。

  　道行くアイと姉妹の三名の眼前にて、此れに立ちはだかる様にして複数名の男達が真正面から並び立つ。

  

  

  

  每个人都打扮得很严肃，他们抱着胳膊，悠然地伫立在那里，仿佛要和前者对峙。

  　誰も彼もが厳つい装いにてめかしこんで見受けられる彼等は、前者に対峙するかの如く腕を組んで悠然と佇んでいた。

  

  

  

  男人们用挑战的眼神注视着爱等人，从他们身上可以看出不容置疑的气氛。

  　挑む様な眼差しでアイ等面々を捉えている、剣呑な視線を向ける男達からは、有無を言わせぬ雰囲気が窺える。

  

  

  

  但是另一方面，被瞪着的姐妹却丝毫没有退缩的样子。

  　しかしながら他方、これに何ら萎縮した様子もなく、一切構った様子が見受けられないのが、睨みつけられている姉妹だ。

  

  

  

  “哎呀……真不平静啊。而且……”

  「あら‥穏やかではないわね。それに‥」

  

  

  在回答这些不良少年时，比任何人都更早做出显著反应的，是姐妹中的一个，玛利亚。

  　ならず者達面々に向けて返答するに際し、誰よりも早くに顕著な反応を示したのは姉妹の片割れであるマリア。

  

  

  

  “你说得太过分了，是不是有点过分了?我是雷亚诺斯提亚圣王国的儿子，对玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚。”

  「随分と一方的に語ってくれるじゃない。少しばかり、口が過ぎるのではなくて？レアノスティア聖王国の御子足るこのわたし、マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアに」

  

  

  

  其理由是，拥有比别人高出一倍的自尊心的她，比平时更看不起别人。

  　その理由は偏に、人一倍に高い自尊心を誇る彼女は、平素より他者を見下しているが所以。

  

  

  

  正因为如此，他那原本就争强好胜的细长双眸，仿佛被打磨过一般向上翘起，挑战般的眼神射中了男人们。

  　それ故に都合、元より勝ち気な切長の瞳が、研ぎ澄まされいくかの如く吊り上がり、挑む様な眼差しが男達を射抜く。

  

  

  

  因此，他们一改先前一味恫吓的立场，顿时与玛利亚对峙，脸色苍白。

  　お陰で、一方的に恫喝をしていた立場から一転、途端にマリアと対峙する彼等の顔色が青褪める。

  

  

  

  与此相对，男人们陷入了攻守逆转的窘境，但事态却在继续发展。

  　対して、攻守逆転の憂き目に遭う羽目と相成った男達であるがしかし、事態は進行する。

  

  

  

  另一方面，与此相对，称赞了蛊惑的微笑的莉莉，像要追击一样，说到这里。

  　他方これに対して、蠱惑的な微笑を称えたリリーは、追い討ちを掛けるかの如く、ここぞとばかりに語り見せる。

  

  

  

  “你们真的是笨蛋。现在都这样躲着，你们应该不知道吧，不过，你们要威胁莉莉小姐，多少要明白自己的分寸吧。连自己恫吓的对象都不知道，实在是太无能了。莉莉失望了。”

  「ホントにキミたちっておバカだよねぇ。今はこういう風に姿を隠してるからわからないだろうけど、このリリーさまを脅迫しようだなんて、少しくらい身のほどを弁えようよ。自分達が恫喝する相手を見極めることもできないなんて、いくらなんでも無能すぎるよぉ。リリーは失望しちゃったぁ」

  

  

  他那夹杂着嘲笑的污辱之语，出乎我的意料。

  　少なからず嘲笑入り混じる声色にて言い放たれた侮辱の言葉は、思いの外響いて同所には聞こえた。

  

  

  

  听到这句话，所有人都不约而同地脸色苍白。

  　流石にこれを受けて自ずと、殊更なまでに顔面を揃いも揃って誰もが一切の例外なくして蒼白となる男達。

  

  

  

  他们的脸色顿时变得极为难看，一开始的威风凛凛也变得皱起了眉头。

  　途端に、極めて顔色が優れない様に窺える彼等は、当初見せていた威勢の良い立ち振る舞いもなりを顰めて見受けられた。

  

  

  

  他们之所以这么做，是因为得到了自己恐吓过的人的名字，推测出了对方的身世，所以感到害怕。

  　その理由は偏に、自分達が恐喝した相手から名乗りを受けて、その出生に見当がついたが故に、恐れ慄いているが所以。

  

  

  

  很自然地，从正面并排站着的姐妹们的表情中也能看出焦躁。

  　都合自然と、姉妹に真正面から並び立つ様にして佇んでいた面々の面持ちからも窺える程度に焦燥も露わ。

  

  

  

  但是，不管她们姐妹的地位有多高，之所以如此令人恐惧，也是有原因的。

  　しかしながら、幾ら彼女等姉妹の立場がどれ程に高位であれど、ここまで恐れられているのには訳がある。

  

  

  

  这个理由就是:

  　その理由とはそれ即ち、

  

  

  “真是太抱歉了!我不知道你是姐姐，却做出如此无礼的事，在此深表歉意。所以，请饶了我一条命吧!”

  「もッ、申し訳御座いませんッ。まさか姉御だとはいざ知らず、この様な無礼を働いてしまったことを、此処に深くお詫び致しますッ。ですからどうかッ、命だけは勘弁してくだせぇッ」

  

  

  

  忽然，姐妹俩那傲慢的话语传到了他的耳朵里，其中一个男人的态度发生了变化。

  　途端、同所へと殊更に響いては聞こえた姉妹二人の、不遜に過ぎる口上を耳とした男の一人の態度が一変した。

  

  

  

  刚才威风凛凛的举止也显得有些唐突，他不顾自己身处的地方是地面，当场就把身子伏在了地上。

  　先程の堂々とした立ち振る舞も唐突、自身が身を置く同所が地面であることにも厭わない彼は、その場で体勢を平伏させる。

  

  

  

  接着，他的声音越来越高，声音越来越大，声音越来越迫切。

  　次いで声高にも上擦った声色にて吠えて見せた彼からは、幾度となく縋る様な声音での物言いが奏でられている。

  

  

  

  “诶?”

  「え‥？」

  

  

  

  另一方面，单方面接受如此出乎意料的发展，也会表现出惊愕，这就是爱。

  　他方、その様にまさかの展開を一方的に受けては、驚愕も露わとするのがアイだ。

  

  

  

  没想到竟然亲眼目睹了大个子男人跪在地上的样子。

  　都合、自ずと思いがけずして、大男の土下座の姿勢を目の当たりとすることと相成った次第のアイ。

  

  

  

  自然地，面对如此违和感十足的光景，他会失去继续说下去的机会吗?

  　自然、その様な違和感も甚だしい光景を前としては、続く台詞を失う彼だろうか。

  

  

  

  因此，连话都说不出口的他，只能夹在美丽的姐妹中间，噤口不言。

  　お陰で二の句を告げることさえままならない彼は、美麗なる姉妹に挟まれたままに口を噤む他にない。

  

  

  

  另一方面，面对如此惊愕的爱情，没有任何反应的是现在身处漩涡中的两姐妹。

  　他方、そんな驚愕を呈して窺えるアイに対し、何ら構った様子が見受けられないのが現在渦中に身を置く当本人である二人の姉妹。

  

  

  

  “真是的……你们真的无能到哪里去了呢……正因为如此，平民没有教养也是有限度的。真让人头疼啊。这样下去，难道不是要担心前途吗?”

  「全く‥。本当に何処まで貴方達は無能なのかしら‥。これだから庶民は教養がないにもほどがあるわ。困ったものね。これでは幸先が思いやられるのではないかしら？」

  

  

  

  “啊!姐姐一直很照顾我，是啊!所以按照约定，奴隶们已经准备齐全了，请务必收下。”

  「へッ、へへぇッ。いつも姉御にはお世話になっておりますッ、はいッ。ですんで頼まれていた御約束通りの奴隷どもは、しっかりと揃えて用意してありますッ。どうかこれをお納めくださいッ」

  

  

  

  “嗯……是这样啊……虽然是个笨蛋，工作还是做得很认真的。那样的话，我能稍微对你刮目相看吗?怎么办啊?姐姐。”

  「ふ〜ん‥そうなんだぁ‥。お馬鹿さんなわりには結構ちゃんとお仕事はしてるんだねぇ。それなら少しだけ見直してあげてもいいかなぁ？どうするのぉ？お姉ちゃん」

  

  

  

  从两人刚才的对话内容来看，姐妹俩应该是熟人关系。

  　どうやら少なからず、今し方当人等の間にて交わされた会話の内容を鑑みるに、姉妹と男は顔見知りの間柄である様だ。

  

  

  

  因此，作为姐妹之一的姐姐，玛利亚毫不犹豫地说出了自己的想法。

  　それ故に姉妹の片割れの姉であるマリアは、自身が思う所を何ら躊躇うことなく言い放つ。

  

  

  

  “是啊，首先，我不太喜欢你姐姐的称呼。请立刻停止吧。下次就不会再有了。关于那个药的事，现在到底造成了多大的伤害?”

  「そうね第一として、その姉御という呼び方はあまり好かないわ。即刻やめなさいな。次はないわ。そして例の薬の件だけれど、現時点でどれほどの被害が及んでいるのかしら？」

  

  

  

  于是，他自然而然地吐出了这句话，语气中似乎带着某种令人不安的意味。

  　そうして自ずと吐き出された台詞は、何処か物騒な物言いが含まれている物言いでの口上。

  

  

  

  在她冷淡的威胁和质问下，男人用极其谦恭的语气回答。

  　都合、そんな冷淡な彼女の言い回しでの脅迫と共に問いかけを受けた男はこれに対し、極めて謙った口調で返答する。

  

  

  

  “啊，是的。那个……好像比以前更流行了。我们虽然也曾呼吁过，但流通量太大，人根本转不过来。老实说，这样蔓延下去，我想已经没有办法了，恐怕已经来不及了……”

  「はッ、はいッ。それが‥以前にも増して、市街に出回ってる様です。俺らも一応呼び掛けはしてるんですが、あんまりにも流通量が多くて、人が回りません。正直に言いますと、これだけ蔓延しちまうともう、どうにもならないと思いやす。多分ですが既に手遅れかと‥」

  

  

  

  虽然他的语气拙劣，让人看不太习惯，但说话时却带着一种特别敬畏的语气。

  　慣れない様に窺える拙い口調ながらも、特段畏まった物言いにて、淀みなく語り見せるならず者の男。

  

  

  

  “是啊……。果然是平民愚蠢……啊……明明知道会毁灭自己的身体，却自己选择死亡。而且连作为人的存在方式都失去了，真是可悲啊。结果连尊严都被贬低了，换作是我倒也不是什么了不得的事，但我没有自信能忍受，真是惨到这种地步。”

  「そう‥。やはり庶民は愚か‥だということなのかしらね‥。自身の身を滅ぼすことを理解しているにも関わらず、自ら死を選ぶなんて。それも人間としての在り方をすら、失ってしまうなんて哀れみを禁じ得ないわね。挙句の果てに尊厳すら貶められてしまうだなんて、わたしであればとてもではないけれど、耐えられる自信がないわ。それ程までに惨めな話だわ」

  

  

  

  与此相对，姊妹中另一方的玛利亚对此依然不逊到夸张的程度。

  　対し、これを耳とする依然として大仰な程に不遜極まる立ち振る舞いを続けるのが姉妹の片割れのマリア。

  

  

  

  “是吗?我大致上也和姐姐持相同意见，不过莉莉的想法有点过于单方面了。就算最后的结局是高洁而美丽的，但最后大家还是会死，所以我觉得是一样的。”

  「そうかなぁ？わたしも概ねはお姉ちゃんと同意見ではあるけれどリリー的には、ちょっとそれは一方的に過ぎる考え方だと思うんだよねぇ。だってぇ、例え最期が高潔で綺麗な終わり方を迎えたとしても、結局の所みんな死んじゃうんだから、おんなじ事だと思うなぁ」

  

  

  另一方面，作为妹妹的莉莉自己也会模仿姐姐，以平时那种轻飘飘的戏谑态度来回答吗?

  　一方、その妹であるリリーは自身に姉に倣い、これまた平素通りの飄々とした戯けた態度にて返答だろうか。

  

  

  

  另一方面，身处同一场所的每个人，在现状中不是唯一的当事人的爱，看到这个也感到困惑。

  　他方、同所に身を置く面々における、現状において唯一の当事者ではないアイは、これを目の当たりとして困惑も一入。

  

  

  “姐姐……难道是莎拉说的药……”

  「お姉ちゃん‥もしかして薬ってセラが言ってたあの‥」

  

  

  因此，她对初次见面的陌生男子和自己的姐姐之间的对话内容产生了怀疑。

  　お陰で、初対面の見知らぬ男と自身の姉である少女二人の間で交わされる会話の内容に疑問を呈するばかりのアイである。

  

  

  然而，这种特别的用心也是徒劳的——

  　しかしながらその殊勝な心掛けも虚しく─

  

  

  

  “我，你稍微闭嘴，刚才的对话内容本来作为我弟弟的你是没有必要知道的。但是，作为你的姐姐，我是多么的优秀，你要把这一点深深地印在自己的眼睛里。与玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚相比，我是多么无能，请牢记在心。明白了吧?”

  「アイ、貴方は少し黙っていなさい。今話している会話の内容は本来であればわたしの弟である貴方が、知る必要のない事なのだから。けれど、わたしがどれ程に貴方の姉として優秀であるのかを、自身の瞳に焼き付けなさいな。そしてこのわたし、マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアと比較して、どれだけ自らが無能であるのかを、しかとその胸に刻み込みなさい。わかったわね？」

  

  

  

  对此，站在他身旁毫不掩饰高傲态度的玛利亚毫不犹豫地说。

  　途端これに対し、彼の傍らに佇む高飛車な態度を隠そうとともしないマリアが、何ら躊躇いのない物言いで語り見せる。

  

  

  “是啊，我们确实只是比弟弟大而已，但并没有差距那么大，以此为鉴，我们的思维方式就有了压倒性的差距。莉莉从以前就很优秀，不只是像凡人的弟弟一样甘于自己的出生。啊，不过，莉莉很喜欢这么傻的弟弟，一直这样就放心了。和以前完全没变呢。”

  「そうだよぉ。わたし達は確かに弟くんよりも年上だけどぉ、そこまで離れているわけじゃないんだからぁ、それを鑑みると頭の巡りの差は圧倒的だよねぇ。リリーは昔から優秀だからぁ、凡人の弟くんみたく自分の生まれに甘んじているだけじゃないんだよねぇ。あ、でもでもぉ、そんな風にお馬鹿さんな弟くんのこと、リリーはすっごく大好きだからぁ、ずっとそのままで安心したよぉ。昔から全然変わらないねぇ」

  

  

  莉莉为了迎合姐姐毫不留情地说出的话，接起话头，娇滴滴的声音格外响亮。

  　都合、自ずと自身の姉が容赦なく言い放った口上に迎合する形で、言葉を引き継いだリリーの甘ったるい声音が殊更に響いて聞こえては、奏でられる

  

  

  “……是，姐姐。”

  「‥はい。お姉ちゃん」

  

  

  因此，对于姐姐们一如往常唯我独尊的无常言论，她表示了赞同。

  　お陰で、普段通りに相も変わらず、唯我独尊を貫く自身の姉達からの無常なる物言いに対し、首肯するばかりのアイであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  然后，大家在来来往往的人群中穿行。

  　それから面々は、多くの者達が行き来する、大勢の人々の雑踏の合間を縫うようにして歩みを進ませた。

  

  

  

  为了方便，在离那个地方不远的地方，广场上设置了面向前方的喷水池，可以看到广场上的长椅。

  　都合、その場所からほど近い位置に面した噴水が設けられて見て取れる広場に誂えられている長椅子へと、腰を落ち着ける運びと相成った。

  

  

  

  究其原因，在这个聚集着各种不习惯的种族，男女老少的国家，充满热情的爱，让人无法忍受，生根发芽。

  　理由は偏に、慣れない様々な種族が入り乱れて窺える、老若男女が集うこの国の熱気に充てられたアイが、これに堪らず根を上げたが所以。

  

  

  

  看来是平时就把自己关在圣域里，懒得出门的性格作祟，导致疲惫不堪。

  　どうやら平素から聖域に閉じ籠るアイであるから、出不精な性質が祟り、それが災いして疲弊も甚だしいといった具合の塩梅だ。

  

  

  

  另一方面，在事先披上的外套将视线藏得更深之前，幸运的是，每个人的真面目都不会暴露。

  　一方予め羽織っている外套によるフードにより目深くまで隠れている手前、幸いにして面々の正体は露見することはない。

  

  

  

  因此，坐在这里的大家虽然吸引了周围人的视线，却没有引起骚动的迹象。

  　お陰で同所へと腰を落ち着けている面々には、周囲からの視線は集わせてはいるものの、これといって騒ぎを起こす兆しは見受けられない。

  

  

  

  然而，由于情况的关系，那些仍然在一起的不良男人们，不得不站在以小爱为首的人们身边。

  　しかしながら都合、依然として場を共にするならず者の男達は、アイを筆頭とした面々の傍らへと控える羽目と相成った次第である。

  

  

  

  奇异的是，那些与自己感到恐惧的对称一起行动的男人们，难道也是一个困惑吗?

  　奇しくも成り行きから、自分達が恐怖の念を抱く対称と行動を共にする運びと成った男達は、これまた困惑も一人といった所だろうか。

  

  

  

  因此，他们都表现出一副畏缩不前的样子，看得出他们都很焦躁。

  　それ故に自ずと何処か辟易としてさえ見受けられる面貌を晒す彼等一同は、皆が一様に苛立ちを募らせて窺える。

  

  

  

  另一方面，如果被那些没有预料到的、装得很严肃的强颜欢笑的人追随，她就会皱起眉头，流露出不快。

  　他方、予期せずして厳しい装いが多分に窺える強面の彼等に付き従われる展開を受けては、流石に表情を顰めて不快感を露わとする限りのアイ。

  

  

  

  之所以这么说，是因为围绕在自己周围的男人们无一例外都散发着粗鲁的气息。

  　その理由は偏に、自身の周囲を取り囲む様にして身を控えている男達の誰も彼もが例外なく粗暴な雰囲気を漂わせているが所以。

  

  

  

  巧的是，在这里的阿爱，是一个格格不入的人。

  　奇しくもこの場に居合わせているアイは、同所において凡そ似つかわしくないまでに、場違いな人間だ。

  

  

  

  那是因为他出身于高贵的身份，所以即使说他不适合这个身份，也能看出他是毫无影响的异类。

  　それは最早、高貴なる身分の出身故に、寧ろ相応しくないと称してしまっても、何ら差し支え程の異分子としてすらも窺えた。

  

  

  

  正因为如此，她本人也意识到了这一点，所以才会感到不舒服。

  　であるからして、それを本人も自覚している上で同所へと身を置いているアイだから殊更に居心地を悪く感じ取れている様だった。

  

  

  

  然而，姐妹俩一如既往地傲岸不逊，丝毫看不出有任何顾忌。

  　しかしながら、これになんら構った様子が見受けられないのが例によって傲岸不遜を地で行く姉妹二人。

  

  

  

  “话说回来，你身为我的弟弟，为什么会这么瘦弱呢?他是圣堂里唯一的男孩，所以应该尽量让他成为与自己地位相称的人，但他却变成这样，这也太丑态了吧?”

  「それにしてもだけれど、本当に貴方はわたしの弟でありながら、どうしてこうも貧弱なのかしらね？聖堂においても唯一の男子であるのだから、多少なりともその地位に相応しい人物になるべくして日々心掛けるべきなのよ。であるにも関わらず、この様な体たらくだなんて、あまりの醜態よね」

  

  

  

  玛利亚坐在面向喷水池的长椅上，滔滔不绝地说着逆耳忠言。

  　噴水に程近い位置に面した同所へと設けられている長椅子に腰掛けたままに、淀みなく苦言を呈するマリア。

  

  

  

  因为她还是个小女孩，所以用与之相称的纤细五指托着腮，还跷着修长的美腿，从她的样子可以看出她高傲的性格。

  　未だ歳幼い少女であるが故に相応に華奢な五指で頬杖を付き、更にはスラリと長い美脚をも組む姿からは、これまた高飛車な性質が窺える。

  

  

  

  “是吗?莉莉并不觉得这有什么奇怪的。因为你弟弟被关在圣殿里太长时间了，这么多人，而且男人本身应该很少有机会看到，所以才会有点疲惫吧。平时我们也不是经常去逛街，如果是第一次，那就更没办法了。”

  「そうかなぁ？別にリリーは特段おかしな事だとは思えないけどぉ？だって、弟くんは長い間聖殿に閉じ込められていたわけだしぃ、こんなに沢山の人達、それも多分男の人自体あんまり目にする機会は無かったと思うから、それで少し気疲れしちゃったんじゃないかな。普段からわたし達みたく街に繰り出しているわけじゃないんだから、初めてなら尚更仕方ないと思うなぁ」

  

  

  

  另一方面，虽然莉莉对着自己的姐姐开口说话，但她所编织的语言并没有模仿姐姐的意思。

  　一方、自身の姉である彼女に続けて口を開くリリーであるがしかし、紡がれた言葉はそれに倣う内容ではない。

  

  

  

  她的语气依然很甜腻，听起来似乎是在对自己的弟弟小爱表达善意。

  　依然として甘ったるい、何処か舌ったらずな物言いで奏でられる意味合いは、自らの弟であるアイに対し好意的な物言いとして聞き取れる。

  

  

  

  “嗯……莉莉姐姐说得没错，我觉得很稀奇，有点吃惊。”

  「うん‥リリーお姉ちゃんの言う通り、なんだか珍しくて、少しだけ驚いた」

  

  

  

  是对说出自己内心想法的莉莉表示首肯、表示肯定的爱吗?

  　そうして奇しくも自身の心の内を代弁して見せたリリーに首肯して、肯定の意を呈するアイだろうか。

  

  

  

  阿爱自然而然地回应了莉莉的话，她也附和了一下，似乎是为了迎合莉莉的意思。

  　自ずとリリーの語り見せた台詞に応じては、相槌などを返したアイは、それに迎合するかの如き言い回しで述べた。

  

  

  

  但是，玛利亚听到了对方对自己的回答，不禁瞪大了眼睛。

  　だがしかし、自然と与えられた言葉に対し返答するに際した言葉を聞き取っては、これに眦を釣り上げるマリアだろうか。

  

  

  

  再加上她皱着眉头，美貌扭曲，突然用带有危险内容的话语，说出了故事的主流。

  　加えて、眉を顰めて美貌を歪ませた彼女は、突如として物騒な内容を孕む物言いでの、語りの本流を迸らせた。

  

  

  

  “莉莉姐姐?哼，这次可真率真啊。以前玩得起劲的时候，你对我们很冷淡，但今天好像不那么冷淡了吧?虽然你判断得很过分，但是不是变心了?如此的,那么这是……很……嗯……非常尭孝的事啊。……但是，即使是这样，你也是我的弟弟，所以即使接受莉莉的话，也最好避免说出让我着急的话不是吗?只要有一点反抗我的意思，那只能说是鲁莽。所以说……你只要讨好我就行了。明白了吗，你还是不要奇怪地想要违抗我说的话为自己着想。就算那是莉莉给予的慈悲，如果不自己用头脑思考然后说出来，最后吃亏的还是你自己。好吗?刚才我告诉你的道理，请你一字不差地记住，并且要明白，你以后的发言都有自己的责任。我说的话，你明白了吧?如果明白了的话，对于刚才反抗我的话，是不是有什么必须表现出来的态度呢?”

  「リリーお姉ちゃん？フンっ、今回はとても素直なものね。以前戯れに興じた時分は、随分とわたし達のことを邪険に扱ってくれたけれど、どうやら今日はその限りではない様ね？貴方にしては酷く懸命な判断ではあるけれど、何か心変わりでもあったのかしら？そうであるのなら、これはそう‥とても‥ええ‥とっても尭孝な事だわ。‥けれど、仮にそうであったとしても貴方はわたしの弟なのだから、リリーの言葉を受け入れるにしても、わたしを苛立たせる様な言葉を吐く様な真似は避けた方がいいのではないかしら？少しでもわたしに反抗する意思があるのであれば、それは無謀と言い表す他にないわ。だからそう‥あなたはただわたしのご機嫌をとっていればそれでいいのよ。わかった？変にわたしの言ったことに逆らおうだなんて考えない方が身のためよ。例えそれがリリーから与えられた慈悲であったとしても、自らの頭で考えて言葉を口にしないと、後々に割を食うのは貴方自身なのよ？良いかしら、今し方わたしが貴方に教えた道理を、一言一句違わずに覚えておきなさいな。そして精々以後の発言には、貴方自身の責任が伴うということを理解しなさい。わたしの言っていることは、わかるわよね？もしも理解したのであれば先程の、わたしの言葉に反抗した事に対して何か示さなくてはならない態度があるのではないかしら？」

  

  

  

  这是一种突如其来的、毫无预期的、宛如被拦下的浊流被解放出来一般的爱情吧。

  　唐突、予期せずにまるで堰き止められていた濁流が解き放たれたかの様なそれを、目の当たりとする羽目となるアイだろうか。

  

  

  

  没想到听到玛利亚激烈的言辞，阿爱不由得被她的气势所震慑。

  　そうして少なからず語り見せるマリアの苛烈な口上を、思いがけずして耳としたアイは自ずと、これには流石に気圧されるばかり。

  

  

  

  因此，每当听到比以往更辛辣的话语时，他就会闭口不言，也不知道该说些什么。

  　それ故に、いつにも増して些か辛辣な言葉を受けるに当たり閉口する限りの彼は、続く言葉に躊躇する。

  

  

  

  因此，当他说话毫不留情、毫不含糊、言辞激烈的时候，我实在想不出合适的回答。

  　お陰で、何ら容赦がない物言いにて淀みなく、苛烈な口上を浴びせ掛けられてしまった手前、上手い返答が思い浮かばない始末。

  

  

  

  正因为他身体不舒服，所以自然而然地挤出来的回答，声音变得很弱。

  　都合、その様な体たらくであるからして、自然と絞り出す様にして紡がれた返す言葉は、酷く弱々しい声音となりて響いては聞こえた。

  

  

  

  “嗯、嗯。对不起……玛利亚姐姐。我会努力成为与姐姐相称的弟弟的……所以不要那样生气……”

  「う、うん。ごめんなさい‥マリアお姉ちゃん。アイはちゃんとお姉ちゃんに相応しい弟になれる様に頑張るから‥。だからそんな風に怒らないで‥」

  

  

  

  理所当然地，她就会以畏缩的声音向众人倾诉，但那却是一种出乎意料的美妙的低语。

  　必然、自ずと萎縮した声色にて同所へと吐き出されることと相成ったそれはしかし、存外に美しい囁きとして奏でられた様子。

  

  

  

  他似乎被自己的姐姐玛利亚的独白所压倒，同时也在摸索着回应的答案。

  　どうやら自身の姉であるマリアに語られた独白に圧倒されながらも、それに応じるに際した答えを模索していた模様。

  

  

  

  因此，瞬间思考的爱，是先浮现在自己的脑海里，然后再进行取舍。

  　だから瞬時に思考を巡らせるアイは、自身の脳裏へと浮かび上がるそれから取捨選択を行った次第。

  

  

  

  因此，阿爱用怯场的眼神仰望玛利亚，慎重地筛选语言，编织口型。

  　それ故にアイは、謙った上目遣いでマリアを仰ぎ見ると、慎重に言葉を選別して、口上を紡ぐ。

  

  

  

  就像刚才的独白一样，他自然而然地采取了看玛利亚脸色的姿势，从下往上看玛利亚。

  　都合先に与えられた独白の内容の通り、自然と御機嫌を伺う様な体勢となる彼は、マリアを下から見上げる形となる。

  

  

  

  “今后我会认真听姐姐们的话，原谅我吧!”

  「これからはしっかりとお姉ちゃん達の言うこと聞くから許して」

  

  

  

  正因为如此，面对接下来的那句话，本来就性格暴躁的玛利亚也只好接受了。

  　お陰で、そうして続けられた二の句を前としては、元来苛烈な気性のマリアとて、これを迎え入れる他にない。

  

  

  

  “是吗……你真是用心良苦啊。我听了也多少放心了。看来不祥的弟弟多少还是有上进心的。”

  「そう‥それはとても殊勝な心掛けね。わたしとしてもそれを聞けて幾分か安心したわ。どうやら不祥の弟にも、多少ばかりの向上心がある様ね」

  

  

  

  刚才那双被人称赞为锐利眼睛的锐利眼睛一转，虽然依然能窥视到危险，但伴随着质量的压迫感已经烟消云散了。

  　先程の研ぎ澄まされた眼光が称えられていた切長の鋭い眦から一転、依然として険の窺える瞳ではあるものの、質量さえ伴って感じられた威圧感は霧散して見受けられた。

  

  

  

  为了回应她的请求，她松开了扶在腰上的双手，现在用双手抵住了小爱的两颊。

  　これに応じては、口上を語るに際して腰元に添えられていた両手をそこを離れ、現在はアイの両頬へと充てられている。

  

  

  

  “……姐姐真的不知道这一点是自己的坏习惯，所以性格更加恶劣。如果我被这样说的话，真的会很沮丧的。你看，弟弟也不要找个可怕的姐姐，找个像莉莉一样温柔的女孩子好吗?”

  「もぅ‥ホントにお姉ちゃんってそういうところが自分の悪癖だっていうことがわかってないんだから、余計に質が悪いよねぇ。もしもわたしがそんなこと言われたらホントにドン引きだよぉ。ほらぁ、弟くんも怖いお姉ちゃんなんかじゃなくて、リリーみたいに優しい女の子がいいよねぇ？」

  

  

  

  另一方面，这对姐妹也不例外，莉莉也学着她的样子，不但没有拒绝，反而兴致勃勃地接受了。

  　他方、それは姉妹の片割れとて例外ではなく、彼女に倣いリリーもまた一蹴することなく、寧ろ機嫌も上々に受け答える。

  

  

  

  就这样，莉莉单方面地让玛利亚的双手抓住的爱的尺子朝向自己的方向，发出甜美的低语。

  　そうして一方的に、マリアの両手に捉えられていたアイのかんばせを自らの方向へと向けさせたリリーは、甘い囁きを呈する。

  

  

  

  就这样被柔软的手夹住了两颊，只能任由其发展，沉默不语。

  　都合その様に柔らかな手中に両頬を挟み込まれてしまったお陰で、これにされるがままに押し黙る限りのアイ。

  

  

  

  之所以这么说，是因为他明白，如果像刚才那样选择提出异议的手段，就会像往常一样，陷入再三被说教的境地。

  　その理由は偏に、先程の様に異議を呈する悪手を選択すれば、例によって再三に渡り説教を浴びせかけられる羽目になることを理解しているが所以。

  

  

  

  因此，在两个拥有美丽容貌的少女之间争夺的漩涡中，身为当事者的阿爱放弃了自己的去留。

  　それ故に、美麗なる容貌を誇る二人の少女の取り合いの渦中の当事者本人であるアイは、自らの進退を放棄するばかり。

  

  

  

  在这里，她把一群严肃强横的男人搬到别处，被嬉闹的姐妹俩戏弄，结果落得被戏弄的下场。

  　同所において、厳つい強面の男達の集団が集う場を他所に、戯れに興じる姉妹二人に翻弄された挙句の果てに、弄ばれる憂き目と相成った次第のアイであった。

 
  マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティア

  玛丽亚·斯诺怀特

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  与刚才喧嚣的地方不同，这里虽然离闹市区很近，但却远离了人们聚集的集市，坐落在背街小巷的酒馆。

  　先程の喧騒が支配した所とは打って変わって、此方は下町の繁華街から程近いながら、人々が集う市からは外れた裏路地に面した位置へと所在している酒場にて。

  

  

  

  他们带着一群依然穿着严肃服装的男人，深戴着外套，一踏进盐梅一家略显冷清的老字号店铺。

  　依然として厳しい装いの男達を引き連れている外套を目深く被る面々は、些か寂れた老舗といった塩梅の店舗へと足を踏み入れた次第。

  

  

  

  这家店的油漆也剥落了不少，大家来到店内最靠里的长椅上坐下。

  　少なからず塗装すらも剥げ落ちて窺える同店舗へと入店を果たして面々は、店内の最奥足る長椅子へと腰を落ち着ける。

  

  

  

  也正因为如此，在周围都有一群严肃而强悍的男人在侍奉着的情况下，才会给人一种压迫感。

  　お陰で周囲に厳つい強面の男等を侍らせている手前、それに伴う圧迫感をこの場へと与えている。

  

  

  

  虽然阿爱被两个美丽的少女占据了两边，但因为看到了男人们密集的光景，她似乎被震慑住了。

  　都合、美麗なる美しい少女二人に両脇を陣取られているアイであるがしかし、男達の密集した光景を見て取ったが故に、少なからず気圧されている模様。

  

  

  

  面对这样的爱，她只能缩着肩膀缩成一副萎缩的样子，所以她也就噤口不言了。

  　これに応じては肩を縮こまらせて萎縮する他にないアイであるから自ずと、口を噤む限りである。

  

  

  

  正因为如此，才会陷入让人心痛的沉默。

  　それ故に途端、同所へと痛い程の沈黙の帳が舞い降りる羽目と相成った。

  

  

  

  然而，与此同时，在场的代表男子却唐突地、不嫌寂静地开了口。

  　だがしかし、これに際して応じる、場を共にする代表と思しき男は唐突、静寂に厭うこともなく口火を切った。

  

  

  

  “那个，不是姐姐……是大姐。我们今后到底要怎么做才好呢?我们派人调查来路，无奈对方似乎技高一筹，给下面的人造成了不少损失。所以，能不能请大姐帮我和上级商量一下，让圣骑士们行动起来呢?”

  「あの、姉御‥じゃなくて姐さん。俺らは一体これからどうすりゃ良いっすかね。ウチの連中には出所を捜査させていやすが、いかんせん相手方の方がどうやら一枚上手の様でして、下の者達に結構ば被害が出ているんですわ。ですから如何にかして姐さんからお上に口利きしてもらって、聖騎士の方々を動かしてもらうことはできないですかね」

  

  

  

  在这意料之外的沉默支配下，对于男人提出的意想不到的内容，姊妹中最显著的反应就是玛利亚。

  　予期せぬ沈黙が支配する同所にて、男から捲し立てられた思いがけない内容の口上に対し、真っ先に顕著な反応を示すのが姉妹の片割れであるマリア。

  

  

  

  “下次你再用那种下贱的称呼称呼我，就当我没命了。好吗?你就叫我圣母玛利亚吧。至于你所说的圣骑士，如果只殃及平民，即使动员起来也是极少数。而且，如果是来自贵族宅邸的控诉也就罢了，就凭你们这种二流的说辞，国家的上级是不会有所行动的。就算没有这个限制，像你们这样的下贱之辈和贵族出身的圣骑士也不可能合作，恐怕会给搜查带来不必要的混乱。对于城市的地理，你们这些平民更了解，所以从这一点来看，也只是杯水车薪。虽说人手再重要，但毕竟领域差距太大了。如果以此为基础来判断的话，完全没有接受他提案的必要性。虽然是你所希望的圣骑士，但不巧的是，既不像你所想的那么有用，也不是那么万能。至少在这方面的工作上，你们绝对是优秀的。很好吧。能向我展示出不少你们的有用性。即使那样……如果是无能的话，就会立刻开除你们的脑袋。不是吗?因为我对平民很仁慈，所以多少有些宽限，但既然采取了这种无礼至极的态度，再宽容的我也忍耐到了极限。本来应该被称为不敬罪而杀头，所以希望你感谢对下贱出身的平民都宽容、心地善良的我，这点我应该心甘情愿地接受。如果你愿意的话，我将毫不犹豫地让你安详地死去。为了不让你误会，我事先告诉你，我讨厌你们这些平民到那种程度，甚至觉得你们是污秽的。不过这也是理所当然的，因为我觉得你们很不干净。啊……对不起，即使对我讲符合高贵身份的道理，像你们这样没有教养的人也不可能理解……太好了……我也要告诉没有学识的你们，我的话比下人的生命更有意义。这样的我，对你们这样脏乱的城市，直接伸出了援助之手，只要乖乖地照你们说的去做就好了。只要对下达的命令不抱疑问，淡然地顺从对方的话语，就能永远活在不变的明天。是的，你们只要按照我说的去做就可以了。这样的话，所有的事情都能顺利进行，自己的意志也能介入其中，这种极度不敬的天真想法还是尽快放弃为你们自己着想吧。好吗?我再劝你一次，没有下次了，请一字一句地记住。你们这些平民对我有意见，是绝对不能容许的。为了攫取更多的欲望而进行谈判，这是愚蠢的人的所作所为。这正是愚蠢的顶点吧。希望你把这一点铭刻在心，在发言时一定要注意语言。不然的话，会不由自主地冲动杀了他。尽可能让我烦躁不安的愚蠢行为是不应该冒犯的，这一点，即使是头脑再迟钝的你们也能理解吧?我讨厌愚蠢的人，如果你知道我说得没错，但又无能的话，就用你知道的态度表现出来吧。”

  「次にわたしのことを、その様な下賎な呼称で呼んだら、命はないと思いなさいな。良いかしら？わたしのことはマリア様と呼びなさい。そして貴方の言う聖騎士に関してだけれど、現状平民如きにまでしか被害が及んでいないのであれば、例え動員したとしてもごく少数になるわ。それに、貴族の邸宅からの訴えが上がったのであればまだしも、たかだか貴方達みたいな所詮二流の言葉に、国のお上が動くわけがないでしょう。仮にその限りではなかったとしても、貴方達みたいに下賎の輩と、貴族の生まれである聖騎士達が、協力できるわけがないじゃない。おそらくだけれど、捜査に余計な混乱を招くのが関の山といったところね。街の地理に関しては貴方達庶民の方が余程詳しいのだから、その点を鑑みても焼け石に水よ。幾ら人手は重要といっても、流石に領分に差がありすぎるわね。これを踏まえた上で判断するのであれば、其方の提案を受け入れる必要性は皆無ね。貴方の望む聖騎士だけれどお生憎様、其方が考えているみたいに役に立つ訳でもなければ、それ程に万能というわけではないの。少なくともこういう方面の作業においては、貴方達の方が、圧倒的に優秀ね。良かったじゃない。少なからず貴方達の有用性をこのわたしに示すことができて。ああでも‥例え無能であったのなら、即刻貴方達の首を飛ばしていたわね。だってそうでしょう？平民に対して慈悲深いわたしであるから、幾分か猶予があるとはいえ、その様な無礼極まる態度をとっているのだから、幾ら寛容なわたしでも我慢の限界よ。本来であれば不敬罪と称して打首物なのだから、下賎の生まれである庶民にも寛容な、心優しいわたしに感謝してほしいくらいだわ。それくらい甘んじて受け入れるべきよね。もしも自らそれを望むのであれば、わたしは一切の躊躇いなく安らかな死を与えましょう。勘違いをしない様に、予め言っておくけれど、それ程までに貴方達平民が嫌いよ。寧ろ穢らわしくすらも思っているわ。でもそれくらい当然よね。だって貴方達ってとても不潔に思えるのだもの。ああ‥ごめんなさい、高貴なる身分に相応しい、わたしに対しての道理など説いたとしても、貴方達みたいな無教養な人種には到底理解できるはずもないわよね‥。良いわ‥学の無い貴方達にも教えてあげるけれど、わたしの言葉は下々の者達の命よりも遥かに重く意味を持つわ。そんなわたしが、貴方達のこんなにも薄汚い街に対して、直々に救いの手を差し伸べてあげているのだから、素直に言われるがままを実行していればいいの。下される命令に対しての疑問を抱くことなく淡々と与えられた言葉に対して従順にしていれば、また変わらぬ明日を生き永らえることができるのだから。そう、貴方達はただただ、わたしの言う通りに従っていればいいの。そうすれば、全ての物事を上手く運ぶことができるわ。そこに自らの意思が介在できるだなんて、その様な不敬極まる、甘い考えは速やかに捨てる方が貴方達自身の身のためよ。良いかしら？このわたしからもう一度忠告しておくけれど、次はないのだから一言一句違わずに覚えておきなさいな。貴方達平民如きがわたしに対して意見するだなんて、到底許される様な振る舞いではないわ。増してや欲を掻いて交渉をしようだなんて愚か者の所業に他ならないの。正に愚の骨頂と言った所かしらね。それを胸に刻み付けて、くれぐれも言葉には気を遣って発言をしてほしいわね。でなければ、思わず衝動的に殺してしまいそうになるから。出来るだけわたしを苛立たせる様な愚行は冒すべきでないことくらいは、幾ら頭の巡りが悪い貴方達でもよくよく理解したわよね？愚図は嫌いよ、わたしの言葉通りであることを自覚して、自らの無能に及んだのであれば、思い知ったそれを態度で示しなさいな」

  

  

  

  对于所有的建议，她都毫不犹豫、毫不留情地一口回绝，这句话在这里听来格外响亮。

  　与えられた提案の悉くを何の躊躇いもなく、容赦のない物言いにて一蹴する限りの彼女の言葉は、殊更この場へと響いては聞こえた。

  

  

  

  与之相对的是，听到她单方面说出的种种刻薄的话，她觉得自己是个彻头彻尾的穷凶极恶的人，不知该如何回答。

  　対して、酷く一方的に語り見せる彼女の言い放った数々の言葉を受けては、流石の厳ついならず者とて、返答に躊躇する。

  

  

  

  其理由是，与自己面对面而站在一起的对方的眼睛，从正面射穿了自己。

  　その理由は偏に、自らが向かい合う様にして並び立つ、対峙している相手の瞳が、真正面から自身を射貫いているが所以。

  

  

  

  即使是在男人们中间起到总结性作用，先提出建议的男人，似乎也不具备当面争吵的度量。

  　さしもの男達のまとめ役である先に提案して見せた男であっても、面と向かって口論を交わす度量は持ち合わせていない様だ。

  

  

  

  他一时语塞，也不知该说什么好，只能沉默不语，似乎被削弱了几分气势。

  　都合続く言葉を失い、二の句を告げることができずに押し黙る他にない彼は、幾分か威勢を削がれた様子で押し黙る限り。

  

  

  

  因此，在对话的主导权完全掌握在年幼少女手中的这个地方，陷入了沉闷的沉默。

  　お陰で完膚なきまでに会話の主導権を未だ幼い少女へと握られた同所において、重苦しい沈黙が舞い降りる羽目となる。

  

  

  

  但是另一方面，莉莉看到了他们的样子，也毫不在意地提出了意见。

  　しかしながら他方、そんな彼等彼女等の様子を見て取ったリリーがこれに構わずに発言を呈す。

  

  

  莉莉意识到交给自己的姐姐玛利亚的话，事情就无法顺利进行了，于是便灵机一动。

  　どうやら自らの姉であるマリアに任せていては、纏まる話も纏まらない事に思い至ったリリーが気を利かせた次第。

  

  

  

  “是啊……果然是你们，感觉束手无策。是啊，因为如果被街上的小混混欺负，早就应该抓住尾巴了。现在只能由我们亲自行动了吧?”

  「そっかぁ‥。やっぱり君たちじゃ、手も足も出ない感じなんだぁ。まぁそうだよねぇ、だって街のチンピラ如きにやられてたら、とっくの昔に尻尾を掴んでいる筈だもんねぇ。これはもう、わたし達が直接動くしかないんじゃないかなぁ？」

  

  

  

  她和平时一样，用开玩笑的语气、娇柔的语调说话，但在她的美貌面前，自然而然地浮现出认真的表情。

  　平素と変わらずに戯けた調子にて、甘ったるい声色で語り見せる彼女であるがしかし、その美貌には自ずと、真剣な面持ちが浮かぶ。

  

  

  

  然而，对于身为自己妹妹的她的发言，丝毫看不出任何让步的是玛利亚。

  　しかしながら自身の妹である彼女の発言に対しても何ら譲歩する姿勢すらも見受けられないのが、これに続くマリアである。

  

  

  

  “啊?莉莉，你到底在问什么?我不是说过吗?愚民对我有意见，真是太不敬了。难道要我自己协助搜查吗?哈哈，开玩笑也就罢了，我真是无语了。我为什么要亲自去呢?这是一般下贱之身的下贱之人应该承担的职责。”

  「はぁ？リリー、貴方は一体何を聞いていたのかしら？わたしは言ったわよね？愚民如きがわたしに意見するなんて不敬も甚だしいと。増してやそれにわたし自らが協力をして捜索をしろとでもいうのかしら？ハッ、冗談も大概にしなさいな。ほとほと呆れて物も言えないわ。どうしてこのわたしが自ら出向かなくてはならないのかしら？こういうのは普通下賤の身である下々の者達が負うべき役目よ」

  

  

  在答应莉莉的提议时，玛利亚会扭曲自己的美貌，流露出不快吗?

  　リリーの提案に応じるに際しては、殊更その美貌を歪ませて不快感を露わとするマリアだろうか。

  

  

  

  因为他们平时瞧不起自己以外的人，所以才会有如此庞大的、比别人高出一倍的自尊心。

  　何故ならば、平素から自身以外の他者を見下して生きているが故に、肥大化した膨大なまでの人一倍に高い自尊心が所以。

  

  

  

  她比同处一处、同处一处的任何人都要强，即使是同出生、有血缘关系的人说的话，她也会表现出反抗。

  　同所に置いて身を置く、場を共にした誰よりも我が強い彼女はそれが例え、同じ生まれにある血縁者の言葉でも反抗を示さずにはいられない。

  

  

  

  因此，即使是和自己地位相同、出身于高贵阶级的身份，玛利亚也会对此表示反对，这是她无限的自尊。

  　それ故に、仮に自らと同様の地位に位置する、高貴なる階級の出生の身分であろうとも、これに対し反発するのがマリアの際限のないプライドだ。

  

  

  

  因此，即使是从同一个胎里生下来，一起走过人生的、有血缘关系的妹妹的发言也不例外。

  　であるからして同じ胎から生まれ落ちて、共に人生を歩んできた、血の分けた妹の発言でも、それは例外ではなかった。

  

  

  

  奇怪的是，在这里他是最有发言权的人，所以只能说他的状况特别恶劣。

  　その様に傍迷惑極まる存在が奇しくも、同所において一番に発言権を有している人物であるから現状、殊更に質が悪い事態と称する他にない。

  

  

  

  身处这个旋涡中心的她，正是世界引以为豪的宗教国家雷亚诺斯提亚圣王国的巫女之一，名叫玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚。

  　そんな渦中の中心に現在身を置く彼女の名こそ、世界が誇る宗教国家のレアノスティア聖王国が巫女の一人、マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアという人物であった。

 
  不遜

  至于

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  这里不适合所有以爱为首、身为高级神职人员的公子们。

  　凡そアイを筆頭とした、高位の聖職者としての御子の立場を担う面々が身を置くにしては、あまりに相応しくない同所にて。

  

  

  

  他们依然置身于恶棍们聚集的酒馆中，场面极为紧张。

  　依然として荒くれ者達が集う様な酒場へと、未だその身を置いている面々は、極めて剣呑に張り詰めた様相の場を呈して窺える最中。

  

  

  

  在这样交谈的场合，所有人都互相看对方的脸色，被一种没有丝毫疏忽和漏洞的气氛所笼罩。

  　そんな話し合いを交わすこの場において、誰も彼もが互いの顔色を伺い合う様な、油断も隙もない雰囲気に包み込まれている時分の出来事である。

  

  

  

  奇怪的是，留在这里的每个人，都被一种仿佛烧到皮肤的气氛所压倒。

  　奇しくも同所へと場を留めている面々は、まるで肌に焼け付くかの様な雰囲気が支配する空気に気圧されて見て取れる。

  

  

  

  之所以这么说，是因为在这对自尊心极强的姐妹中，玛利亚是其中的一个。

  　その理由は偏に、ここぞとばかりに散々、プライドの高い姉妹の片割れであるマリアが、語り散らしたが所以。

  

  

  

  在一片极度不平静的沉默中，玛利亚撩拨着白金金色的头发，举止极其傲慢。

  　酷く穏やかではない沈黙が包み込む同所にて、プラチナブロンドの髪を掻き上げる、酷く傲慢な振る舞いが見受けられるマリア。

  

  

  

  随着她那行云流水般的激昂动作，金线般白金的长发在空中轻抚，留下了金色的轨迹。

  　都合、彼女のその流れる様な高飛車な動作に応じては、金糸の如き白金の長髪が虚空を撫でるに伴い、金色の軌跡が跡を残す。

  

  

  

  与此相同颜色的，有着强烈意志的宝石般透明美丽的双眸，睥睨着四周。

  　それと同色の、強い意思が感じられる宝石の如く透き通る美しい二つの双眸が、辺りを睥睨していた。

  

  

  

  然后，随着她情绪的高涨，与她幼小的身体相反，蕴含着庞大魔力的奔流迸出。

  　そして途端、そんな彼女の感情の昂りに応じては、未だ幼きその身に反する程に膨大な、内包されている魔力の奔流が迸る。

  

  

  

  在这种情况下，应该是被突然流露出来的光芒所压倒的所有人吧。

  　これに際しては、唐突に滲み出るそれを受けて、自ずと一方的に圧倒されてしまう限りの面々だろうか。

  

  

  

  其理由是被目前在这里最能显示出异样存在感的玛利亚的美貌所震慑。

  　その理由は偏に同所において現状、一番に異様なまでの存在感を呈して窺えるマリアの美貌に気圧されているが所以。

  

  

  

  尽管如此，她还是一如既往地表现出强烈的性格，但丝毫没有减弱她的气势。

  　その様にして、相も変わらず殊更なまでに苛烈な気性を露わとしている彼女は、依然として気勢を削がれた様子は見受けられない。

  

  

  

  从她那射中所有男人的美丽光芒的白金眼睛里，可以看到耀眼的虹彩。

  　男等を射貫く、美しい輝きを垣間見せている白金の瞳からは、眩いばかりに煌めく虹彩すらも称えられて窺えた。

  

  

  

  因此，亲眼目睹这一切的在场的任何人都毫无例外地看得入迷。

  　それ故に、これを目の当たりとしたこの場におおける場を共にする誰もが一切の例外なく、見惚れてしまう他にない。

  

  

  

  从被外套深深遮住双眼的容貌中可以看出，她有着极其美丽、端正的面容，让人说不出话来。

  　外套により目深く隠されていた面貌から覗ける極めて美麗なる、端正な顔立ち故に、二の句を継ぐことができないといった具合の塩梅だ。

  

  

  

  能给在场的人们留下鲜明印象的容貌，只有雷亚诺斯提亚圣王国引以为傲的纯白圣女雪莉丝的女儿。

  　それ程までに場を共にする同所における人々へと、鮮烈な印象を与えている容姿を誇る存在こそが、レアノスティア聖王国が誇る、純白の聖女ユキリスの息女が一人に他ならない。

  

  

  

  她是谁呢?不用自报姓名，只要一眼就能看出她那美丽的容貌，那张端正得体无完肤的脸。

  　誰であろうその名も、少女自ら名乗りをあげるまでもなく誰の目にも、その見目美しい容貌を一目見ただけでも明らかな程に、完膚なきまでに完成された端正な顔立ち。

  

  

  

  玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚的容貌，一看便如人偶般美丽，面容极为精致。

  　一見して人形の如く誂えられて見て取れる美貌を誇る、極めて精緻な顔の造りが窺える彼女こそが、マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアその人の容姿である。

  

  

  

  正因为有天上的人物在，在场的人都会感到畏缩。

  　であるからして、その様に天上の人物を前としているが故に都合、この場に居合わせて面々も萎縮する限り。

  

  

  

  再加上到现在为止，还是个小小年纪的少女一直在单方面地讲着自己的故事，这些男人会自然而然地犹豫接下来该说什么吗?

  　それに加えて今し方まで、未だ幼き齢の少女から一方的に物を語り見せられてしまった手前自然と、続く台詞を躊躇する羽目となる男達だろうか。

  

  

  

  这些无赖们只能自生自灭，互相使着眼色，保持着寂静。

  　自ずと閉口する他にない彼等ならず者達の面々は、各々が互いに目配せを交わしながらも静寂を保つばかり。

  

  

  

  当时，他们只是呆立在原地，仿佛要忍受这一切一般，身体都紧张起来。

  　都合、その場にて只ひたすらに立ち竦む彼等面々は、これを耐えるかの如く肉体を緊張させる羽目と相成った次第。

  

  

  

  “终于做出自己愚蠢的行为了。非常，嗯……这是非常拼命的判断。认识到自己的无知，对你们这些愚民来说是很大的进步。真是太好了，即使是无能的你们，也能察觉到细微的成长。对于天生就是完美存在的我来说，真是羡慕得不得了。”

  「ようやく自らの愚かな振る舞いに及んだ様ね。とても、ええ‥とても懸命な判断だわ。自身の無知を思い知ることは、貴方達愚民からすれば大きな進歩といえるものね。良かったわね、無能な貴方達如きでも些細な成長を自覚できて。生まれ付いて完璧な存在のわたしからすれば、羨ましい限りだわ」

  

  

  

  另一方面，玛利亚看到那些面色惨白、惊恐万分、表情僵硬的男人们，称赞他们嘲笑的微笑。

  　他方、惨めながら顔面蒼白となり、無様にも恐れ慄いている面持ち強張らせて窺える男達の姿を見て取って、嘲りの微笑を称えるマリア。

  

  

  

  他那还在称赞自己锐利眼光的切长的眼睛里，甚至带着蔑视男人们的神色。

  　未だ鋭い眼光を称えたままの切長の瞳は、何処か男達を見下す様な色を帯びてさえ見受けられた。

  

  

  

  也正因为如此，她们才会被用锐利的双眸睥睨着的玛利亚和她的气势所压倒。

  　お陰で、そんな研ぎ澄まされた双眸で同所へと睥睨するマリアと、これに気圧される限りの男達である。

  

  

  

  前者比平时更加肆无忌惮地盘腿坐在长椅上，依然用挑战的眼神看着后者，纹丝不动。

  　平素にも増して、酷く一方的な振る舞いのままに、長椅子へと腰掛けたまま脚を組む前者は未だ、挑む様な眼差しを後者へと向けたままに、微動だにしない様子が見て取れる。

  

  

  

  面对一群容貌严肃的男人，玛利亚依然保持着高傲的姿态。

  　真正面から厳つい容貌の男達を前としてこれに臨むに応じるマリアは、依然として高飛車な姿勢を崩すことはなかった。

  

  

  

  因此，进退两难的男人们脸色有些难看，呆呆地站在原地。

  　お陰で自らの進退が極まった男達は、些か顔色を悪くして、その場に立ち尽くしている姿が見受けられる。

  

  

  

  看到玛利亚依然投来的险恶的眼神，他们会脸色苍白吗?

  　依然としてマリアから注がれる険のある眼差しを目の当たりにしては、顔面を蒼白にしてさえ窺える彼等だろうか。

  

  

  

  但是，由于他们都是些无赖的男人，根本没有合适的言辞来发表意见，所以只能噤口不言。

  　だがしかし、これに意見するだけの上手い言葉を持ち合わせていないならず者の男達であるからして、口を噤むばかり。

  

  

  

  因为双方的协商始终是两条平行线，所以始终只会使现场的气氛恶化到令人心痛的地步。

  　都合話し合いは一向に、平行線の一途を辿る限りであるから、終始只ひたすらに痛い程に同所における場の雰囲気を悪化させる一方だ。

  

  

  

  但是，她抢在大家前面，掌握了对话的主导权，完全掌握了在场所有人的意识，这也是短暂的。

  　しかしながら、皆の機先を制し、会話の主導権を握った彼女が、この場を共にする人々の意識を完膚なきまでに掌握していたのも束の間のこと。

  

  

  

  在这再三的沉默中，连质量都能看出来的痛苦的沉默支配着他，他自然而然地发出了声音，依然是一脸畏缩的爱。

  　途端再三に渡り、質量さえ伴って窺えるまでに痛い程の沈黙が支配する最中、自ずと声を挙げたのは、依然として萎縮した面持ちのアイ。

  

  

  

  但是，他突然停顿了一下，好像下定了什么决心，自己开口了。

  　しかしながら唐突、次の瞬間刹那の暇を置いて、何事かの意を決したかの如く、自ら口を開いた次第の彼である。

  

  

  

  “玛利亚姐姐，我觉得这些人都很困难，所以你能不能想想办法，答应他们的请求?”

  「マリアお姉ちゃん、この人達はとても困っていると思う。だからどうにかして、お願いを聞いてあげられないかな？」

  

  

  

  自然而然地，他的美声就作为救星从天而降，消除了支配这里的紧张气氛。

  　自然、それに応じては、同所を支配していた張り詰めた空気を払拭するだけの、救いの担い手として舞い降りることと相成った彼の美声。

  

  

  

  作为一个男孩，她那不太合适的、宛如少女般可爱的声音，在这里显得格外响亮。

  　凡そ男児としては相応しくない、まるで少女の如き可憐な声音がこの場へと、殊更に響いては聞こえた。

  

  

  

  在陷入沉默的同一时刻，突然听到弟弟出乎意料的发言，玛利亚看到他眉飞眼笑的样子。

  　沈黙に包み込まれた同所において唐突に奏でられた、予期しない自らの弟の発言に対し、眉を跳ね上げる様子が見て取れるマリア。

  

  

  

  也许是庆幸自己的弟弟比她小几岁，即使是风度不凡的她，也不敢对坐在一旁的弟弟做出冒犯的举动。

  　流石の彼女とて、傍らに腰を落ち着けている自身の弟に関しては、歳下であることも幸いしてか、食って掛かる様な真似は憚られる模様。

  

  

  

  看到姐姐对接下来的几句话踌躇不前，阿爱用挑战的姿态编织起了话语。

  　そうして僅かばかりに続く台詞に躊躇した自身の姉を見て取ったアイは、ここぞとばかりに挑む様な素振りで言葉を紡ぐ。

  

  

  

  “如果街上的人有困难，爱也会帮忙。如果有这样的人向妈妈求助，我想妈妈一定会这么做的。”

  「街の人達が困っているのなら、アイも協力したい。ママもそういう人から助けを求められたら、きっとそうすると思う」

  

  

  

  也许是因为彼此身高的差距，他仰视着自己的姐姐，正面提出异议。

  　互いの身長差もあってか、彼は自らの姉を仰ぎ見る形となって対峙しての、真正面からの異議申し立てである。

  

  

  

  然而，面对爱表现出反抗之意的极其罕见的姿态，玛利亚会断然拒绝吗?

  　しかしながら、反抗の意を呈するアイの、極めて稀に見受けられる姿勢を受けて尚、これを一蹴してみせるマリアだろうか。

  

  

  

  “哎呀，你说得太自私了。不过，作为我弟弟的你，居然还站在这些愚民的一边……爱。到现在还听母亲的话，你果然还是个孩子啊。”我实在无法理解你心甘情愿地接受对别人的话言听意从，任由别人在你的手掌上恣意妄为的现状。我的弟弟从愚钝的母亲那里被灌输了什么……好吗?那个人说的都是些漂亮的话。他有他的想法，我有我的事情。如果你连这一点都不理解，随便干涉，事情就不会顺利进行。说到这里，即使是你愚笨的头脑，事情的细节也涉及到了吧?真是的……像母亲的你，果然还是愚钝啊。哼，受了这个教训，就不要轻率的发言了。就像我刚才给你的忠告，你只要在我旁边含着手指看着就行了，你要知道我有多优秀。”

  「あら、随分と一方的に言ってくれるじゃない。それにしてもわたしの弟であるあなたは、この愚民どもの肩を持つものね‥アイ。未だにお母様の言いなりだなんて、やはりあなたはまだ子供ね。他者からの言葉に言いなりになって、掌の上で良い様に踊らされている現状を甘んじて受け入れるなんて、到底わたしには理解できないわね。良い加減お母様から離れなさいな。わたしの弟ともあろうものが、愚鈍なお母様から何を吹き込まれたのだか‥。良いかしら？あの人の言う事は全てが綺麗事に過ぎないわ。彼方には彼方の思惑があるし、此方には此方の事情があるの。それを一つとして理解しないあなたがおいそれと口出しして、上手く事が運ぶ様な簡単な話ではないの。ここまで言えば、流石に愚図なあなたの頭でも、事の詳細は及んだわよね？全く‥お母様に似たあなたは、やはり愚鈍だわ。フンっ、これに懲りたら軽々しい発言は控えることね。わたしが先程も忠告した通り、あなたはわたしの隣で只々指を咥えて見ているだけでいいの。如何にこのわたしが優れているのかを思い知りなさいな」

  

  

  

  本来已经变成自己独角戏的气氛，被他的一句话搅乱了，这件事让他格外不快。

  　どうやら自身の独壇場と化していた同所における雰囲気を、彼より与えられたたったの一声にて乱されてしまった事実が、殊更気に障る模様。

  

  

  

  他说话的语气也与之相应，伴随着几分有威力的措辞，内容也很激烈。

  　都合語る調子もそれに応じて、幾分か威力的な物言いが伴う程に、苛烈な言葉での内容となっている。

  

  

  

  因此，阿爱陷入了只听不听的境地，失去了刚才的气势，只会被压下去。

  　お陰でこれを一方的に耳とする羽目と相成ったアイは、今し方までの威勢も失われ、気圧されるばかり。

  

  

  

  然而，玛利亚俯视着他，接着编织语言时的语气，下一瞬间又恢复了几分平静。

  　だがしかし、そんな彼を見下ろすマリアの、次いで言葉を紡ぐに際した物言いは、次の瞬間には幾分か穏やかな調子を取り戻して見受けられた。

  

  

  

  看到弟弟畏缩的样子，她似乎不敢再继续说下去了。

  　どうやら自らの弟の萎縮した素振りを見て取っては、これ以上の語りを続けることは、流石の彼女とて憚られる次第な様子。

  

  

  

  因此，想不出更好的台词的玛利亚，虽然有一刹那的犹豫，但还是根据那一瞬间的深思熟虑做出了选择。

  　それ故に、これに続く上手い台詞を思い浮かばないマリアは、刹那の逡巡を垣間見せたものの、その瞬間の熟考による選択により言葉を紡ぐ。

  

  

  

  “可是啊……如果和比这更下贱出身的无学无教养的愚民说些没用的话，也许会玷污我这个高贵的人。因为我很快就会结束，所以请简短地陈述一下你的要求，然后迅速地结束。这个我，玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚自己亲手帮你结束吧。对于那些肆意妄为的蠢货，我一定会把引荐给他们。”

  「けれどそうね‥これ以上に下賤の生まれの無学無教養な愚民と無駄な話をしていたら、この高貴なるわたしが穢れてしまうかもしれないわね。‥わたしは早々に済ませてしまいのだから、手短に其方の要件を述べてみなさいな。そして手早く終わらせるのよ。この私、マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティア自らがこの手で、終わらせてあげましょう。散々に好き放題してくれた愚図共には、必ず引導を渡してみせるわ」

  

  

  

  接着，她以一种极其傲慢的语气，说着说着，用一种很夸张的语气宣布。

  　次いで殊更に不遜極まる調子にて、ここぞとばかりに一方的に語り見せる彼女は、大上段な物言いにて宣言した。

  

  

  

  简直就像对在场的每个人都这么说一样，最后结束时的玛利亚。

  　まるで同所へと居合わせている面々に対し、そうして言い含める様にして締め括った次第のマリアであった。
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  Sakura翻译缺失。
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  在这个治安不太好的地方，到处都是流氓。

  　所変わらず、場を同じくしての、荒くれ者どもが集う、些か治安が良いとは言えないこの場にて。

  

  

  那是发生在一间酒吧里的事，酒吧里虽然不是熙熙攘攘的闹市，但或许离这里很近。

  　多くの人々が賑わいを見せる雑踏が支配した繁華街とは外れながらもしかしながら、それに程近い酒場での時分の出来事である。

  

  

  

  依然身在这里的人，被安排在店铺最里面的座位上。

  　依然として同所へと身を置く面々は、同店舗の殊更に奥まった席へと位置取って見受けられる。

  

  

  

  虽然灯光略显昏暗，但与之对称的，是营造出活力热烈气氛的同一处的气氛吧。

  　幾分か薄黒くこの場を照らして窺える照明であるがしかし、それとは対称的に活気のある熱気を醸し出す同所の雰囲気だろうか。

  

  

  

  正因为如此，虽然屋内充满了人们交谈的喧嚣，但他们和刚才一样，还在继续交谈。

  　それ故に、人々が交わす言葉の喧騒に包み込まれて聞き取れる屋内であるのだが、先程と同様に話し合いを続ける彼等彼女等はその限りではない。

  

  

  

  之所以这么说，是因为在玛利亚压制下变成独角戏的这个地方，是她本人意外提出的提案。

  　何故ならばその理由は偏に、マリアの制した独壇場と化した同所へと、その本人から思いがけずして成された提案が所以である。

  

  

  

  似乎还在继续，用拙劣的语言进行交涉，实在称不上交涉。

  　どうやら未だ続けられる、とても交渉とは称するには、あまりに拙い言葉での応酬は、依然として紡がれている様子な模様。

  

  

  

  没想到刚才玛利亚又说了这句话，作为不良分子代表的男人一脸庆幸地开口了。

  　予期せずして、先のマリアから続く台詞を促されたならず者達の代表と思しき男は途端、これ幸いといった様子の塩梅にて口火を切る。

  

  

  

  “刚才您说的话很有道理。所以，能不能在这里说几句话，请您直接去现场?我可以理解这也是一种不敬，但无奈我也受到了严重的损失，我希望您能看到这一切。”

  「先程に仰られた言葉にはよくよく及びがつきました。ですからどうか、ここで話しているだけでもなんですんで、取り敢えず現場に直接御足労願えませんか？これも不敬に当たることは痛い程に理解していはいやすが、いかんせん此方も手痛い損害を受けておりまして、これを見て欲しく思っていやす」

  

  

  

  他突然说出了自己的想法，很快就全身心地投入到自己的情绪中，把自己的想法说了出来。

  　唐突に語り見せる彼は、早々にここぞとばかりに思う所の情動が赴くがままに身を委ね、自身の口上をこれでもかと並べ立てる。

  

  

  

  他自然而然地结结巴巴地说着，从他那连珠炮似的话语中，可以看出他极其恳切的声音。

  　自ずと訥々といった具合の塩梅にて、矢継ぎ早に続けられた物言いからは、極めて切実な声色が窺える。

  

  

  

  他大概是想到了之前玛利亚单方面说过的事情，光靠语言根本无法进展的事实吧。

  　どうやらこれまでにマリアから一方的に語り見せられた手前もあり、言葉だけでは一向に物事が進まない事実に思い至った次第の男だろうか。

  

  

  

  究其原因，还是因为对话的那个叫玛利亚的少女比别人高出一倍的自尊心作祟。

  　その理由は偏にそれもこれも、会話を交わす相手側のマリアという少女の、これでもかと人一倍高いプライドが災いしたが所以である。

  

  

  

  因此，伴随着沉重庄严的气氛，她以极其认真的表情传达自己的诉求，与她对峙的男人。

  　それ故に、重々しく厳かな雰囲気を伴い自らの訴えを、至極真剣な面持ちで伝える彼女と対峙する男。

  

  

  

  当玛利亚听到他肃然起敬的控诉时，难道又会扭曲她鲜明的美貌吗?

  　そんな彼からの粛々とした訴えを耳として応じるに際しては、これまた鮮明な美貌を歪ませるマリアだろうか。

  

  

  

  从她的样子来看，她对男人刚才说的话多少有些不满。

  　その様子から鑑みるに彼女は、今し方に男から語り見せられた所の内容に対して、少なからず不平を抱いている模様。

  

  

  

  与此相对，先说出口的那个男人，在战战兢兢的心中也充满了焦躁。

  　都合これに対して、先んじて口上を述べた側の男はといえば、戦々恐々とした心中に焦燥も一入といった所。

  

  

  

  也正因为如此，他才会对刚才那副软弱的姿态，显得更加快马加鞭。

  　お陰で、先程より続く弱腰での姿勢に対して、殊更にして拍車を掛けて見て取れる相対する男である。

  

  

  

  自然地，他的身体会因为沉默而紧张起来吗?

  　自然と同所には沈黙が訪れる羽目となり、これに緊張から自らの肉体を強張らせて窺える彼だろうか。

  

  

  

  另一方面，容貌姣好、面露愁容的玛利亚夸张地换腿回答。

  　一方、美麗なる容貌に顰めっ面を露わとして見せるマリアは、大仰にも脚など組み替えての返答。

  

  

  

  “……是啊……确实，即使和你们这些愚民们说话，也很难顺利进行。好吧，我愿意亲自赴你所说的那个现场。感谢我的仁慈。”

  「‥そうね‥。確かに貴方達愚民共と話をしていても、上手いこと事が運ぶとは到底思えないもの。いいわ、特別にこのわたし自らが貴方の言う、その現場とやらに赴むいてあげるわ。この慈悲深いわたしの心遣いに感謝しなさいな」

  

  

  

  但另一方面，与从旁观看时所看到的慵懒神情相反，他的声音听起来很冷淡。

  　しかしながら他方、側から眺めるに際して見て取れる気怠げな様子とは対称的に、応じた声色は酷く素っ気なく響いては聞こえたのであった。

  

  

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  

  

  玛利亚以极其恳切的语气答应了男人发自内心的恳求，大家都决定搬个地方。

  　極めて切実な声色にて呈された男の心底からの懇願を承諾したマリアの言葉に応じては、皆々が場所を移す運びと相成った次第である。

  

  

  

  莉莉犹豫着要不要用自己的脚走，但乘坐马车的想法却被玛利亚一口否决了。

  　これに際しては、自身の脚で歩くことを躊躇ったリリーであるがしかし、馬車での移動はにべもなくマリアに一蹴された。

  

  

  

  因为他是为了让长期被幽禁在圣域的爱参观圣王国的街道才来到这里的。

  　その理由は何故なら、長い間聖域にて幽閉されていたアイへと聖王国の街並みを見学させるために彼がこの場へと居合わせているが所以。

  

  

  

  因此，自己的提案被无常地驳回了的莉莉，似乎对此感到不平。

  　そのため、無常にも自身の提案を棄却にされたリリーは、これを不平に思っている様である。

  

  

  

  正因为如此，她虽然走着和平时一样可爱的内八字，但脸上浮现出的表情却很明显地流露出不满。

  　それ故に、平素からの可愛らしい内股での歩みながらも、浮かべられた表情にはありありとした不満が窺える彼女だ。

  

  

  

  她的脸颊不由自主地鼓了起来，看起来很像个小女孩。

  　自ずと頬など膨らませている様な、未だ歳幼い年齢の少女に相応しい振る舞いが見受けられる。

  

  

  

  然而，从旁观看这一切的阿爱，却深深体会到自己的姐姐莉莉内心十分愤怒的事实。

  　しかしながらこれを側から眺めるアイは、自らの姉であるリリーの心中は、大層御立腹である事実を骨の髄まで身に染みて理解していた。

  

  

  

  那样的爱，对于被手牵在身边的莉莉的光辉美貌所称赞的体无完肤的可爱的微笑，无法说第二句话。

  　そんなアイは、傍らへと手を繋ぐリリーの輝かしい美貌に称えられた完膚なきまでに可愛らしい微笑みに対して、二の句を告げられずにいた。

  

  

  

  因为她的弟弟小爱清楚地知道，与那耀眼的纯白美貌相反，她内心所蕴含的激烈情感。

  　何故なら、その眩いばかりの純白の美貌とは裏腹に、内に内包している苛烈な情動を、彼女の弟であるアイは、正確に思い知っているが故。

  

  

  

  正因为如此，阿爱才会在莉莉身边走动，露出战战兢兢的样子。

  　であるからして都合、リリーの傍らにて足を運ばせるアイは、戦々恐々足る様子を露わとしている。

  

  

  

  他们走在白天行人稀少的附近，默默地向目的地走去。

  　そうして、昼間にしては些か人通りの少ない界隈へと道を行く彼等彼女等面々は、黙々と目的地へと向かっている。

  

  

  

  就在这时发生了一件事。

  　そんな最中の出来事である。

  

  

  

  突然靠近爱的肉体的莉莉，贴着平时浮现的蛊惑的微笑发出声音。

  　不意にアイの肉体へと身を寄せてきたリリーは、平素からの浮かべている蠱惑的な微笑を貼り付けたままに声を挙げる。

  

  

  

  “喂喂幺弟，莉莉真没意思。其实，我根本不想去下町的娼馆街。”

  「ねぇねぇ弟くん。リリーはなんだかつまらないなぁ。本当はね、別にわたしは下町の娼館街になんか全然行きたくないんだぁ」

  

  

  

  莉莉突然用娇滴滴的声音低语，她害羞地叹了口气，把这句话喷向了耳朵里的爱。

  　唐突に、甘ったるい声色にて囁いたリリーのこそばゆい吐息は、これを耳とするアイへと吹き掛けられた。

  

  

  

  “嗯……那为什么要在这种地方……”

  「え‥それならどうしてこんな所に‥」

  

  

  

  接下来，面对这种没有预期到的、推翻前提的话语，爱会显露出不少困惑吗?

  　次いで自ずと、予期せずして与えられた、そんな前提を覆す様な言葉に対して、少なからず困惑を露わとするアイだろうか。

  

  

  

  而在回答这个问题时，被提问一方的莉莉本人却嫣然一笑，嘴角上扬。

  　対してこれに応じるに際した、問い掛けられた側の当のリリー本人はといえば、艶然と口角を釣り上げたままに語り見せる。

  

  

  

  “那是当然的。女孩子不可能想要来这种恶心的地方，这点迟钝的弟弟应该也知道吧。但是姐姐说无论如何都要让弟弟看到自己活跃的优点，所以莉莉也只好陪着他。啊，本来这种地方不应该是像我这样的女孩子来的地方。真的是太糟糕了。莎·李·阿·屈。姐姐那毫无意义的高自尊心也让我受不了。真的希望你能原谅我。小男孩最喜欢莉莉和姐姐这样可爱的女孩子了❤️所以，就算不表现出什么帅的地方，像这样牵着手的话，马上就会变弱啦❤️弟弟也一样呢~❤️知道吗?虽然是那种总是装模作样的姐姐，但是完全不了解那样的男孩子的事❤️实际上只是想做个大人而已，其实很单纯哦~。已经真的是笨蛋了呢~❤️看吧❤️这样就会变成弟弟了❤️”

  「当たり前だよぉ。女の子がこんな気持ちの悪い場所に来たいと思うはずがないことくらいは、そういうのに鈍い弟くんにだってわかるでしょ。けれどお姉ちゃんが、どうしても弟くんに自分が活躍する良い所を見せたいって言うからリリー的には仕方なく付き合ってあげてるだけなんだよねぇ。はぁ、本当ならこんな所わたしみたいな女の子がくる場所じゃないのにぃ。もう本当にサイアクだよ。サ・イ・ア・ク。お姉ちゃんの、無駄に高いプライドにも辟易だよねぇ。本当に勘弁して欲しいところだよぉ。そ・れ・に・男の子はみ〜んな、リリーとお姉ちゃんみたいな可愛い女の子のの事大好きだもんねぇ〜❤️だからぁ、別に格好いい所なんて見せなくても、こうやって手とかぎゅうぅ〜っ❤️て繋いじゃえば、すぐよわよわになっちゃうのに❤️弟くんもそうだよねぇ〜❤️知ってたかなぁ？ああいう風にいっつも気取ってるお姉ちゃんだけど、そういう男の子の事なんて全然分かってないんだからぁ❤️実際は大人ぶりたいだけで、と〜っても純粋なんだよぉ〜。もう本当に、お馬鹿さんなんだよねぇ〜❤️ほらっ❤️こうすれば弟くんだってぇ❤️」

  

  

  

  一口气讲完的她，似乎沉浸在自己所说的内容中，说出了一些令人吃惊的发言。

  　見事なまでに一息で述べて見せた彼女は、自らの語る所の内容に夢中な様子にて、些か驚きに値する発言を繰り出した。

  

  

  

  难道这是一种能够理解弟弟和毫不知情的姐姐的内心，并露出惊愕表情的爱情吗?

  　都合これを耳としては流石に弟とえいでも知らない姉の心中を理解して、驚愕の面持ちとなるアイだろうか。

  

  

  

  再加上，在说话的时候，莉莉会用自己柔软的双丘来抵住自己，所以，答应她的爱只能是哑口无言。

  　加えて、口上を締めくるに際しては、自身の柔らかな双丘を押し当ててくるリリーであるから、これに応じるアイは閉口する限りな次第。

  

  

  

  即使是这样，也能明显感觉到与年幼年龄相反的丰满乳肉的柔软触感，除了沉默以外没有别的爱吗?

  　これでもかとあからさまなまでに、腕に充てがわれた幼い年齢に反して不相応に思える程の豊満な乳肉の、柔らかな感触を感じ取ってしまっては、押し黙る他にないアイだろうか。

  

  

  

  与此相反，隔着彼此的衣服，也能感受到与孩子们一样温暖的体温，他的心脏也会怦怦直跳。

  　しかしながらそれとは対称的に、子供相応に暖かい体温を互いの衣服越しにも感じては、心臓の鼓動を高鳴らせた所存の彼である。

  

  

  

  托他的福，想不出合适的话来回答，接下来的台词又被莉莉说了一遍。

  　お陰で返す上手い言葉が浮かばない彼は、続く台詞を再度に渡りリリーに語られる羽目となる。

  

  

  

  “你看，莉莉的胸部很柔软哦❤️小❤️小❤️被弟弟当成女孩子看的话莉莉会很羞耻的❤️”

  「ほらぁ、リリーのお胸、柔らかいでしょぉ❤️やん❤️やんっ❤️弟くんに女の子として見られちゃうなんてリリー恥ずかしいよぉ❤️」

  

  

  

  相反，看到受到意想不到的举动而退缩的小爱，会不会只想着玩的莉莉呢?

  　一方、思いがけない振る舞いを受けて萎縮したアイを見て取っては、ここぞとばかり戯れに興じるリリーだろうか。

  

  

  

  她那带有揶揄意味的声音，用挑衅的语气，出乎意料地在众人面前响起。

  　自ずと揶揄う様な調子となる彼女の声音は、挑発的な物言いにて存外のこと、同所へと響いては奏でられたのであった。

 
  リリー・スノーホワイト・フォン・レアノスティア

  莉莉·斯诺怀特

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  时间正好是刚刚还显示在中天的灿烂阳光倾斜到现在已经被耸立的建筑群遮住的时候。

  　時刻はつい先程まで中天の座を示していた燦燦たる陽の光が、今では聳え立つ建物群に隠れてしまうまでに傾いた具合の頃合いの事。

  

  

  

  他们接受了玛利亚的提议，准备前往目的地，就去了男人所说的那家娼馆。

  　マリアからの提案を受けて、件の目的地へと向かう羽目と相成った面々は、男が言う所の娼館へと訪れる運びとなった次第。

  

  

  

  他们按照对方说的那样，在不同的地方相向而行。

  　これに対して言われるがままに場所を異とした彼等彼女等が向かい、移動した先での出来事だ。

  

  

  

  莉莉在回应时，显得格外不高兴，但现在到了现场，多少恢复了平时的状态。

  　それに応じるに際しては、殊更に機嫌を損ねて窺えたリリーであるがしかし、現地へと到着した現在に至っては、幾分か平素からの調子を取り戻していた。

  

  

  

  究其原因，是因为他喜欢戏弄自己的弟弟阿爱。

  　その理由はといえば偏に、自らの弟であるアイを一方的に揶揄うという戯れに興じていたが所以である。

  

  

  

  因此，即使看到去过的娼馆街治安不太好，也没有特别显著的反应。

  　それ故に赴いた娼館街の、些か治安が良いと称するにはあまりにお粗末な様相を目の当たりとしても、これといった顕著な反応は示されなかった。

  

  

  

  这些人所处的地方，与上流社会聚集的圣地相比，是格调极其低下的地方吧。

  　そんな面々が身を置くのは、上流階級が集う聖域と比較しては、極めて格式の劣る同所だろうか。

  

  

  

  自然而然地，映入他们眼中的，是穿着脏兮兮的人们，称赞着毫无品质的粗俗笑容的景象。

  　自然と各々の瞳に映るのは、薄汚い装いの人々が、品性の欠片もない下世話な笑みを称えている光景だ。

  

  

  

  看着这个与这三个身份高贵的人根本不相称的卑鄙场面，他自然而然地厌恶起来。

  　その様に高貴なる身分の三名には到底見合わない、下劣なこの場を眺めては、自ずと嫌悪も一入といった様子。

  

  

  

  看来，平日里经常出现在大街上的这对姐妹还不限于此，夹在这两名少女中间的阿爱似乎感到不快。

  　どうやら、日頃から街へとその身を繰り出している姉妹はその限りではないが、その少女両名に挟まれるアイは不快感を抱いている模様。

  

  

  

  因此，向这样污秽的男人献媚，穿着暴露衣服的少女们也成了轻蔑的对象。

  　故に、そんな穢らわしい男達に対して媚び諂う、露出の多い衣服を見に纏う少女等もまた軽蔑の対象といった具合の塩梅だ。

  

  

  

  但奇怪的是，大家前面的这个地方，正因为是如此下流的地带，所以放眼望去，无一例外地都在模仿。

  　しかしながら奇しくも、面々が前とする同所は、その様に下劣な界隈であるが故に、見渡す限り余す所なくこれに倣い例外ではない。

  

  

  

  因此，被包围着的小爱，自然而然地向手牵着手的姐姐们靠近。

  　であるからして、それに囲まれたアイは自ずと、傍らに手を繋ぐ自らの姉達へと身を寄せるばかり。

  

  

  

  多亏了他，莉莉看到了他幼稚的反应，露出了满脸的微笑，甚至有些生气。

  　お陰で、彼の初々しい反応を見て取ったリリーは、これでもかと腹立たしいまでの満面の微笑みを浮かべて見せた。

  

  

  

  她那宛如人偶般的迷人表情，无一例外地吸引了身旁的男人。

  　都合、人形の如く美しいかんばせに称えられたその蠱惑的な表情は、これを側から眺める男達を一切の例外なく魅了するばかり。

  

  

  

  因此，所有被她吸引住的有形无貌的人，都不约而同地成为少女美貌的俘虏。

  　故にこれに対して視線を釘付けとされてしまった有象無象の誰も彼もが皆一様に、少女の美貌の虜となる他にない。

  

  

  

  与此相对，阿爱看到了用两姐妹形容的愚民们的样子，露出了轻蔑的眼神。

  　対してそんな、二人の姉妹の形容する所の愚民達の様子を見て取ったアイは、これに侮蔑の眼差しも露わ。

  

  

  

  而且，姐姐们说的话，自己多少也能体会到吧。

  　そうして自らの姉達の語り見せた所の内容を、少なからず自身の身をもってして、思い知る羽目と相成った次第のアイだろうか。

  

  

  

  然而，这样一来，他积累了许多意料之外的经验，还没有到意识到自己有洁癖的阶段。

  　けれどもその様にして予期せぬ経験を積むこととなった彼は、己自身の潔癖な性質を自覚する段階にない。

  

  

  

  或许正因为如此，这个多愁善感的年纪的阿爱，很自然地受到了自己眼中所见的景象的影响，于是把这看作是平民的天性。

  　だからだろうか、自然と己が瞳に映される光景に対して、多分に影響を受けてしまう多感なお年頃のアイは、これを平民の性質として認識する羽目と相成った。

  

  

  

  另一方面，他的两个姐姐根本不可能体会到这种爱情的感慨，也无法纠正这种错误的价值观。

  　他方、そんなアイの穿った感慨を知る由もない彼の二人の姉達両名は、その誤った価値観を訂正するまでには到底至らない。

  

  

  

  “哎哎哎，弟弟，现在在那儿的姐姐们，被那么恶心的男人做了什么啊❤️那些孩子真的是笨蛋啊❤️你看，那些孩子，为了自己的学费，那样做呢2小小年纪就把身体卖给男人们赚钱啦~❤️莉莉绝对不喜欢这样的事~ ~真的很看不起~ ~❤️其中好像有为了养家而来卖身的孩子，大部分都是对的因为没有相关知识，所以大多都是被低价买进来的❤️真的是没有梦想啊❤️呵呵❤️真的是非常讨厌这个城市❤️看到那种傻瓜，总觉得很奢侈❤️”

  「ねぇねぇ弟くん、今あそこにいるお姉さん達はね、あんなに気持ちの悪い男の人達に何されちゃうのかなぁ❤️ほんとうにあの子達ってお馬鹿さんなんだよねぇ❤️ほら見て、あの子なんて、自分の学費のために、あんなに幼いのに身体を男の人達に売って、お金を稼いでるんだよぉ❤️リリーだったらそんなの絶対にいやだよぉ❤️ホントに軽蔑しちゃうよぉ❤️中には家族を養うために身売りしにくる子もいるみたいだけど、大半は正しい知識が無いから、大体が安く買い叩かれちゃうんだけどね❤️本当に夢がないよねぇ❤️ふふっ❤️ホントにこの街は大嫌いだけどぉ❤️ああいうお馬鹿さんを見ると、なんだか凄く贅に浸れるよぉ❤️」

  

  

  

  当然，尽管姐妹俩的聪明程度与她们的年龄完全相反，但她们毕竟还是年幼的少女，没有达到真正的爱的程度。

  　自然、如何にその年齢に反して思える程に聡明な姉妹二人といえど、依然として未だ幼き少女等は、流石にアイの心底までには及びかつかない模様。

  

  

  

  另一方面，本来应该站在矫正爱扭曲的立场上的莉莉，并没有尽到这个责任。

  　一方、ただ本来であれば、アイの捻じ曲がったそれを矯正しなくてはいけない立場である筈なリリーは、これの責務を果たすことはない。

  

  

  

  毋宁说，他的言行举止明显是在贬低自己，蔑视自己以外的他人。

  　寧ろ、自らを貶める様な振る舞いにて、自身以外の他者を見下す様な発言が際立って窺える物言いが聞き取れる。

  

  

  

  也就是说，面对眼前那些看似妓女的少女，她感到自己的优势。

  　それ即ち、つい今し方まで眼前に見て取れた娼婦と思しき少女達に対して、自らの優位性を感じているといった所の塩梅だ。

  

  

  

  从旁边露出娇艳微笑的莉莉美丽的胸脯中，可以明显地窥见优越感的神色。

  　都合、傍らに艶かしい微笑を露わとしているリリーの美麗なるかんばせからは、顕著に優越感の色が垣間見えた。

  

  

  

  因此，阿爱只能眼睁睁地看着她的表情，表现出极大的困惑。

  　お陰でその表情を目の当たりにする羽目と相成ったアイは、これに著しい困惑を示す限りである。

  

  

  

  因此，虽然很可爱，但他只能歪着头，不由自主地说出了自己的疑问。

  　故に、可愛らしくも小首を傾げる他にない彼は、自らの思う所の疑問を、自ずと口とすることとなる。

  

  

  

  “为什么一定要这么做?”

  「どうしてそんなことをしなくてはいけないの？」

  

  

  

  另一方面，被提问一方的莉莉回应时，浮现出蛊惑人心的微笑。

  　一方、問い掛けを投げかけられた側のリリーが応じるに際しては、これに蠱惑的な微笑を浮かべて見せた。

  

  

  

  与此同时，他的脸上还洋溢着鲜艳的色彩，从他的表情中可以看出他极其嗜虐的癖好。

  　そしてそれに伴い、酷く色鮮やかな色香を漂わせると共に、その面持ちからは、極めて嗜虐的な趣向が窺える。

  

  

  

  对着自己艳丽的嘴角，一闪一闪给人留下鲜明印象的月牙，同时张开了淡粉色的嘴唇。

  　そうして艶やかな自身の口元に対して、鮮烈な印象を与えている三日月を一閃させると同時に、薄桃色の唇を開く。

  

  

  

  “嗯……我想弟弟知道这件事大概还早，不过莉莉还是要特别告诉你哦~❤️其实那些孩子们，为了自己的将来，必须自己开拓自己的未来。因为没有我们那么高贵的出身，所以应该是坚强地追逐着梦想的。但是，莉莉这样的人是不相称的，所以早点放弃比较好，看的人也不会心痛。虽然也有喜欢我的孩子，但真的完全是毫无意义的。因为，本来像那些孩子那样的愚民跟我们说话本身就是不好的事情，他们连这点都不理解。和这样的傻孩子扯上关系，真的是求之不得。”

  「えっとね〜‥、弟くんが知るには多分まだ早いことだと思うんだけれど、でもでもぉ、リリーが特別に教えてあげちゃおうかな〜❤️実はあの子達はね、自らの将来の為に自身の未来を自分で切り開かなくてはいけないの。私達みたく高貴な生まれじゃないから、健気にもそうして夢を追いかけてるんだと思うなぁ。でもでもぉ、リリー的には分不相応な話だと思うから、早々に諦めてくれた方が、見てるこっちも胸が痛まないんだけどねぇ。私に取り入ってくる子もいるけどぉ、ホントに全くもって無意味だよぉ。だって、本来ならあの子達みたいな愚民が私達に話し掛けること自体良くないことなのに、それすら理解してないんだもん。そんなおバカさんな子と関わり合いになるなんて、本当に願い下げだよぉ」

  

  

  

  偏偏，比平时更得意扬扬的莉莉给出的回答，是基于极其邪恶的价值观的内容。

  　都合、平素にも増して調子づいて窺えるリリーから与えられた返答は、殊更に邪悪極まる価値観に基づいた内容といった具合の塩梅となる。

  

  

  

  因此，阿爱听到这句话后，不禁皱起了眉头，虽然她清楚地理解姐姐所说的意思。

  　お陰で、これを耳としたつい今しに問い掛けを投げかけたアイは、自らの姉の語る所の意味は判然としか理解できないものの、これに本能的の顔を顰めざるを得ない。

  

  

  

  奇怪的是，他似乎对听众的选择做出了错误的选择，他似乎也很后悔。

  　奇しくも聞く相手の取捨選択を誤ってしまった模様な様子の彼は、後悔も一入といった所だろうか。

  

  

  

  如此冷酷的他，在回答这个问题时踌躇不前，说不出话来。

  　そんな塩梅の彼であるからして、これに対する返答に躊躇してしまい、続く言葉を失う限りである。

  

  

  

  就这样，小爱露出了不少踌躇，她想起刚刚和莉莉交谈时，她的掌心已经渗出了汗水。

  　その様にして少なからず躊躇いを露わとしてしまうアイは、たった今し方に言葉を交わしていたリリーとの繋ぐ掌に汗が滲んでいることに思い至る。

  

  

  

  如果触及到自己动摇的微妙之处，只能再次让自己意识到，对于自己不习惯的外出，自己已经被压倒了。

  　自身の動揺している機微に及んでしまっては、どうやら自らが慣れない外出に対して、圧倒されていることを改めて意識させられる他にない。

  

  

  

  正因为如此，疲惫不堪的他才知道了姐姐不了解的一面，更深刻地体会到自己的无知。

  　それ故に極めて疲弊も甚だしい彼は、己が知り得ない姉の性質の一面を知ったことも相まり、自らの無知を身に染みて思い知る羽目と相成った。

  

  

  

  再加上，他本来就毫无章法，就像雪上加霜一样，接着又说了很多。

  　これに加えて、ただでさえ一杯一杯な要領が悪い彼に対して、まるで追い討ちを掛けるかの如く次いで与えられる言葉が続けられることとなる。

  

  

  

  突然，莉莉的气势汹汹的讲话也响起来了，她恢复了自我，表情一变，称赞起暧昧的微笑。

  　唐突、勢い付いていた語りも鳴りを顰めたリリーは、我を取り戻した様子で面持ちを一転、曖昧な微笑を称える。

  

  

  

  不知是不是因为是流石母子，她的表情和雪莉丝掩饰自己内心时浮现的掩饰的笑容极其相似。

  　その表情は、流石母子とあってか、ユキリスが自身の心中を覆い隠す際に浮かべる、誤魔化しの笑みと、酷似してすら見て取れる。

  

  

  

  “啊，对不起。对你弟弟来说，是不是有点刺激?还是太难了，听不懂?”

  「あ、ごめんねぇ。弟くんにはちょっと刺激的なお話だったかなぁ。それとも難してくてわからなかった？」

  

  

  

  刚才还滔滔不绝的语气一下子变成了平时的揶揄，听起来还带着娇滴滴的声音。

  　途端、先程まで捲し立てられていた口調も平素からの揶揄う様な物言いとなりて、甘ったるい響きを伴い聞き取れる。

  

  

  

  当然，在回答他的问题时，他的回答多少有些踌躇。

  　無論、それから与えられた問い掛けに応じるに際しては、これに幾分か躊躇いを覚えながらの返答となる。

  

  

  

  “莉莉姐姐说的话，小爱不太明白，不过，那个孩子能帮帮她吗?”

  「えっとねリリーお姉ちゃんの言うことはアイには良くわからないけれど、でもその子は助けてあげられないのかな？」

  

  

  

  他的性格似乎和母亲很相似，他对眼前的妓女产生了怜悯之心。

  　どうやら自らの母の精神性と似通った性格へと、その性質を育まれたらしい彼は、自身の眼前に見て取れる娼婦等へと、憐憫を覚えた模様。

  

  

  

  究其原因，爱从出生的那一瞬间起，就和自己的母亲雪莉丝一起度过了大量的时间。

  　その理由は偏に、アイはその生を受けた瞬間から、自らの母であるユキリスと共に、膨大なる時間を共に過ごしてきたが所以である。

  

  

  

  而且一刻也没有分开，不寻常的他和她甚至在彼此身边度过了自己一生的岁月。

  　それも片時すらも離れることなく、異常な彼と彼女は自身の生きてきた年月を、互いの傍らで過ごす事へと費やしていた程。

  

  

  

  因此，顺利地继承了父母的资质的小爱，在这一点上表现得淋漓尽致。

  　それ故に見事、親からの資質を無事に受け継いだアイは、これを鮮烈に思える位に発揮して窺えた。

  

  

  

  正因为如此，对于在自己眼前发生的不合理的事情的现实，因为洁癖的价值观而感到踌躇的样子。

  　であるからして、自らの目の前で繰り広げられる不条理な出来事が起きた現実を、その潔癖な価値観故に、躊躇いを感じている様子。

  

  

  

  正因为是那样的正义汉自居的他，说到对此回应的莉莉，露出的表情也是嘲笑的表情。

  　そんな正義漢を気取る彼だから、これに対して応じるリリーはといえば、露わとした表情も嘲笑を浮かべた面持ちとなる。

  

  

  

  她的举止自然流露出发自内心的快乐，举手投足间也带着几分做作。

  　自ずと心底から楽しげな振る舞いが見て取れる彼女は、何処か芝居掛かった身振り手振りを見せた。

  

  

  

  “嗯嗯。弟弟是个好孩子。莉莉姐姐很高兴。不过，这样会不会有点严厉呢?”

  「うんうんっ。弟くんは良い子さんなんだねぇ。リリーお姉ちゃんはとっても嬉しいよぉ。でもでもぉ、それはちょっと厳しいかなぁ」

  

  

  

  就像那样，从依然像揶揄一样，称赞着鲜艳微笑的美貌的莉莉的身姿中，似乎可以看出她内心并没有真正面对对方的意思。

  　その様に、依然として揶揄うかの如く、鮮やかな微笑を称えた美貌を崩すないリリーの姿からは、どうやら真面に相手をする気がない心中が垣間見て取れる。

  

  

  

  而且，当他表现出与年龄相符的举止时，身上的外套就会穿坏。

  　そうして年齢相応な立ち振る舞いを呈するに際しては、これに応じるかの様にして身に纏っていた外套が着崩れることとなる。

  

  

  

  因此，自然地，连眼睛深处都隐藏着的莉莉极其美丽的容貌就显露出来了。

  　故に自然と、それに目深にまで隠されていたリリーの極めて美麗なる容貌が露わと成った。

  

  

  

  即使只是一瞬间，她那罕见的突出美丽的面容也暴露在观众面前。

  　都合、例え刹那の瞬間であれど、そんな彼女の類い稀なる突出した美しい顔立ちが観衆の元へと晒される羽目と相成った次第である。

  

  

  

  她比平时更能随心所欲地随心所欲，这种与年龄相称的惹人怜爱的样子，令在旁观看的男人们大为着迷。

  　そんな彼女の平素にも増して、自らの情動の赴くがままに身を委ねる歳相応に可憐な様は、これを側から眺める男達を大いに魅了する。

  

  

  

  当然，除了刚刚得到无常回答的阿爱和她的姐姐之外，所有人都毫无例外地模仿她。

  　無論それは、今し方に無常なる返答を与えられたばかりの当の本人であるアイと、その姉を除いた誰も彼もが一切の例外なくこれに倣う。

  

  

  

  莉莉·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚这张少女脸的造型，看起来是那么美丽。

  　それ程までにリリー・スノーホワイト・フォン・レアノスティアという少女の顔の造形は、美麗に見て取れた。

  

  

  

  出乎意料的是，从外套的缝隙里露出来的容貌，魅力十足，足以吸引所有人的目光。

  　思いがけずして外套の隙間から覗けた容姿は、皆一様に瞳を奪われてしまう位に魅力的であった。

 
  交錯

  分歧

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  从太阳升起的时候起，他们就离开了圣域，然后走到建筑群的阴影处，那是太阳落山的时候发生的事。

  　日が中天を示した時分から聖域を発ち、それから既に建物群の陰へと、陽が落ちた頃合いの出来事である。

  

  

  

  更奇妙的是，阿爱已经沦落到治安稍显恶劣的地步，依然陪着姐姐在娼馆街上走着。

  　奇しくも、些か治安が悪く見て取れる界隈へと赴く羽目と相成ったアイは、依然として自らの姉に連れ添い娼館街を歩んでいた。

  

  

  

  他们还留在那里，从旁边看着她的人都皱起了眉头。

  　そんな同所へと未だ身を留めさせている彼等彼女を側から眺めている者達が、息を顰めている。

  

  

  

  仿佛要避开别人的视线似的，藏身在昏暗、杳无人迹的小巷里，注视着走在大街上的小爱等人。

  　まるで人目を憚る様にして薄暗く、人気も皆無な裏路地へと身を隠すその存在は、今し方通りを歩むアイ等面々を見据えていた。

  

  

  

  就这样，躲在暗处的妙龄贵妇人一样，举止端庄的女性发出了声音。

  　その様にして陰に潜む者等の妙齢の貴婦人然とした、淑やかな立ち振る舞いが際立って窺える女性が声を挙げる。

  

  

  

  “啊，看来除了圣女的女儿以外，还有其他的隐藏球。对方好像也很轻视我们，这一点让我很不满。对方好像是来正式讨伐我们的，是不是有必要采取什么对策了呢?你是怎么想的呢?

  「あらぁ、どうやら聖女の娘以外にも他に、隠し球が居たようねぇ。相手方も随分と私たちを甘く見てくれている様だけれど、その点がとても不満だわぁ。先方は本格的に此方を討ちに来ているみたいだし、そろそろ何か対策を打つ必要があるかしらねぇ。あなたはどう思うかしらぁ？エメルちゃぁん」

  

  

  

  接着，她又以艳丽的肢体动作将手掌填充在自己的脸颊上，这一动作看上去甚至带有强烈的性感。

  　続いてそれに伴い自身の頬に、艶かしい身振りにて掌など充てて見せる所作は、殊更に強烈な色香すら漂わせて見受けられる。

  

  

  

  与此相对，被称为埃梅尔的少女听清了她的视线所及的地方，用极其倦怠的声音回答。

  　対して、そんな彼女の視線の見遣る先に語る所を聞き取るに応じるエメルと呼ばれた少女はといえば、酷く気怠げな声色での返答。

  

  

  

  “是啊……说实话，夹在那两个女孩子之间的孩子，总觉得有点不协调。虽然不能明确表达出来，但看着就觉得很不自然。”

  「そうね‥。正直に言えば、あの女の子の二人の間に挟まれた子が、なんだか違和感があるわ。明確に言い表すことはできないのだけれど、見ていて凄く不自然な感じがするのよ」

  

  

  

  她以乍一看是美丽少女的容貌为傲，但从刚才提到的阿爱的眼神中，却能感觉到鲜明的恶意。

  　そうして応じて見せた一見して麗らかな少女の容貌を誇る彼女であるがしかし、今し方に述べられたアイ等を見る瞳からは、鮮明な悪意が感じ取れる。

  

  

  

  “是啊……虽然看上去像个普通的男孩，但既然你都说到这个地步了，应该有什么问题吧。真是的，真不知道该怎么办。我很想就这样进行下去，但既然已经被嗅来嗅去了，就不能公开行动了……不如现在就在这里逮捕他吧。”

  「そう‥。見た所普通の男の子に見えるけれど、貴方がそこまで言うからには何かしらあるのでしょうねぇ。全く、本当にどうしようかしらねぇ。此方としてはこのまま事を進めたいものだけれど、こうも嗅ぎ回られてしまっては、あからさまに動くこともできないし‥。いっそのこと今ここで捕らえてしまおうかしらぁ」

  

  

  另一方面，刚才发言的妙龄女子听到这句话后，显得有些焦躁不安，她的舌头顺着自己鲜红的嘴唇传递着。

  　一方、これを耳とした先程に発言した妙齢の女は、何処か焦れている様子を露わとして、自らの紅い唇へと舌を伝わせる。

  

  

  

  但是，被赋予了在场的这句话的埃梅尔，对此不容分说地开口了。

  　しかしながら、場を共にするその言葉を与えられたエメルは、これに対して有無を言わせぬ物言いにて口を開く。

  

  

  

  “雷梅拉，你的力量和那对姐妹不合拍。现在还没到那个阶段，请忍耐一下。而且……”

  「レメラ、貴方の力はあの姉妹と相性が悪いわ。今はまだその段階ではないから、我慢しなさい。それに‥」

  

  

  

  她喜欢滔滔不绝地说着，滔滔不绝地说着。

  　自ずと、言い含める様にして嗜める彼女は、実に流麗に淀みない口調でもってして言葉を紡ぐ。

  

  

  

  “不管怎么说，那两个孩子终究无法识破我们的拟态。圣女雪莉丝的女儿确实很麻烦，但如果不让我们知道她的真实身份，那还不是最大的限制。”

  「いずれにせよあの子達では到底、私たちの擬態を見破るには及ばないわ。確かに聖女ユキリスの娘の力は厄介だけれど、それも正体を掴ませなければその限りではないもの」

  

  

  

  接着露出的微笑，散发出一种比其他妓女更迷人的魅力。

  　次いで浮かべられた微笑みからは、同所から見て取れる娼婦達よりも遥かに艶然とした魅力が放たれて窺える。

  

  

  

  因此，亲眼目睹这一幕的那个被称为雷梅拉的女人，显得气势更加低落。

  　故に、これを目の当たりにしたこの場へと居合わせているレメラと呼ばれた女は、殊更に勢いを削がれた表情を呈した。

  

  

  

  “嗯……不过，如果是埃墨的话，把那两个孩子当作对象，我想应该没什么吧?”

  「えぇ‥でもぉ、エメルちゃんならぁ、あの子達二人を相手にするくらい、どうってことはないと思うのだけれどぉ？」

  

  

  

  雷梅拉似乎对刚才埃梅尔所说的威胁抱有不少不满，对此提出了异议。

  　どうやら今し方にエメルから語られた脅威に関して少なからず不平を抱いたレメラは、これに対して異議申し立てがある模様。

  

  

  

  “我觉得你太看得起我了。那个叫莉莉的孩子的魔力还没到那种程度，但姐姐的魔力似乎不止于此。从远处也能感受到一种纯度极高的力量。如果从正面相见，肯定对我们不利，恐怕雷梅拉，就算是你也一样。”

  「それは流石に私を買い被り過ぎていると思うわ。あのリリーという子の魔力はそれ程でもないけれど、姉の方はその限りではない様ね。遠目にも酷く純度の高い力が感じられるわ。きっと真正面から相見えたら、此方が不利なことには違いないわね。それは恐らくレメラ、例えあなたであっても同様だと思うわよ」

  

  

  

  但是，回答这个问题时，他会用严肃的语气，说出自己的感受。

  　だがしかし、これに答えるに際した側わと言えば、酷く粛々とした物言いにて、自らの感じられる所を語って見せる。

  

  

  

  鉴于刚才的对话，从她的说法中甚至可以看出与自己年龄相反的傲慢。

  　その言い草からは、つい今し方に交わされた会話を鑑みるに、彼女自身の年齢に反した不遜すらも窺える。

  

  

  

  因此，单从旁人的视线来看，那个叫雷梅拉的女人比她年长，但刚才的这番对话，无疑是在明确否定这一点。

  　それ故に、人目見ただけでは、彼女よりもレメラと呼ばれた女性の方が年上に思えるものの先程のやり取りは、明確にこれを否定する振る舞いに他ならない。

  

  

  

  正因为如此，如果像这样接受自己意想不到的谈话，咀嚼着的雷梅拉的表情会变得僵硬。

  　であるからして都合、その様に自身の予期しない語り草を受けては、それを咀嚼したレメラの面持ちが強張る羽目となる。

  

  

  

  之所以这么说，是因为他总认为，只要自己动真格的，自己的力量必定会波及到与自己有关系的姐妹俩。

  　その理由は偏に、自身が本気を出せば自らの力量が例によって、件の因縁の相手である姉妹二人に対し、少なからず及ぶだろうと、そんなたかを括っていたが所以である。

  

  

  

  虽然她已经到了这种地步，但还是对视线所及之处，一脸紧张的埃梅尔问道。

  　そんな始末の彼女であるからして、依然として自らの視線の先に見える、些か緊張した面持ちのエメルへと問いを投げかける。

  

  

  

  “……不过，即使是这样，我和你两个人先下手为强的话，我想那些优秀的孩子们也会很危险吧?”

  「‥でも、例えそうであったとしても、私と貴方の二人で先手を取れば、流石のあの子達でも危ういと思うのだけれど？」

  

  

  

  就这样，雷梅拉的声音停顿了片刻，刚才还能看到的从容自然消失了。

  　その様にして一瞬の暇を置いたレメラの声色は自ずと、先程まで窺えた余裕は消失して思われる。

  

  

  

  从他的样子可以感觉到他依然散发出柔和的气息，但再加上之前埃梅尔所说的，他的表情显得十分畏缩。

  　その様子からは、依然として柔和な雰囲気が滲み出て感じられるものの、先にエメルにより語られた口上も相まって、酷く萎縮した面持ちが見受けられた。

  

  

  

  总而言之，对自己的实力多少抱有矜持的她，在听说了新的冲击的事实之后，开始采取了退缩的姿态。

  　つまるところ、自身の実力に関しては少なからず矜持を抱いていた彼女であるがしかし、新たなる衝撃の事実を耳としたことにより及び腰な姿勢となっていた。

  

  

  

  因此，雷梅拉隔着自己藏身的建筑物，看到了姐妹俩的身影，她的态度与刚才截然不同，以一丝不苟的姿态面对。

  　お陰で、自らが身を潜ませた建物越しに見て取れる姉妹二人の姿など眺めたレメラは先程とは一転打って変わって、欠片も隙が窺えない立ち振る舞いでこれに臨む。

  

  

  

  另一方面，与没有预料到的自己知道了敌对对方的威胁，胆怯的她相反，站在一旁的埃梅尔，依然淡然。

  　一方、予期しない自らが敵対する相手方の脅威を知る羽目となり、怯える彼女とは対称的に、その傍らに佇むエメルはといえば、依然として淡々と。

  

  

  

  “当然，我们也没必要配合对方的做法。对了，她们两个人的做法已经波及到我们了，所以不值得警惕。那对姐妹的手腕虽然有一定的威胁，但至少有对抗的手段。如果用空中狙击完全封住对方的话，就算是圣女的女儿也不会有什么招架之力。”

  「無論、此方が先方のやり方に合わせる必要は無いわ。そうね、彼女達二人のやり口は既に此方にも及んでいるから、あまり警戒には値しないわね。あの姉妹の手腕はそれなりに脅威ではあるけれど、少なくとも対抗する手段は存在しているもの。彼方方を上空からの狙撃で完封すれば、例えあの聖女の娘でもひとたまりも無いはずよ」

  

  

  

  总算自然地理解了自己同伴心中所想的埃梅尔，为了纠正这一点，在这里说了出来。

  　どうやら、自らの仲間の心中を、自然と理解したエメルはこれを訂正するべくして、ここぞとばかりに語り見せる。

  

  

  

  就算是这样，雷梅拉也意气风发地说着，面对自己的搭档，她从心底里放下心来。

  　都合、これでもかと意気揚々といった塩梅にて、口上を述べる自身の相方を前としたレメラはこれに対し、心底から安堵した面持ちとなっての受け答え。

  

  

  

  “是啊，因为人是飞不起来的。嗯……要是能飞的话，就不要太揶揄我了。”

  「そうよねぇ、だって人間は空を飛べないものぉ。もぅ‥エメルちゃんったらぁ、あまり私を揶揄わないで欲しいわねぇ」

  

  

  

  就这样，与美丽的外表相反，她说话非常直率，似乎恢复了自己的状态，消除了紧张。

  　その様にして、見目美しい容姿とは相反し、極めて現金な言葉を連ねる彼女は、自らの調子を取り戻した様子で緊張を解いた。

  

  

  

  另一方面，与娼馆街相比，这里的人依然很少，她们两人在这里密谈，而刚才提到的那对姐妹，仍然夹在中间，在附近走着。

  　他方依然として、娼館街と比較しては人通りの少ない同所にて密談を交わす彼女等二人を他所に、今し方に語られた話題に挙げられる当の本人たる姉妹二人は、未だ間に挟んだアイを状態にて界隈を歩んで見受けられる。

  

  

  

  以爱为首的他们、她们，在交谈了几句之后，便改变了气氛。

  　そんなアイを筆頭とした彼等彼女等一行は、何事かを言葉を交わした後に、何処か様子を異として雰囲気を変えた。

  

  

  

  埃梅尔很快就察觉到这一变化的微妙之处，他的表情变得严峻起来，同时不知不觉地睁大了眼睛。

  　都合すぐさまその異変の機微を悟るエメルは、形相を険しくすると共に、自らの瞳を知らず知らずの内に見開いた。

  

  

  “啊!”

  「ッ」

  

  

  

  “怎么了，艾默?”

  「どうしたの？エメルちゃん」

  

  

  

  相对地，看到与刚才的淡然完全不同的埃梅尔的语气，雷梅拉也会产生疑问吧。

  　対して、先程の淡々とした様子とは一変させたエメルの調子を目の当たりとしては、疑問も一入といった所のレメラだろうか。

  

  

  

  她对这个妙龄的美貌露出了惊讶的表情，她自己也意识到，被她的气势所压倒的埃梅尔投向的视线的前方。

  　その妙齢の美貌を訝しげな面持ちへと変じた彼女は、何処か気圧されているエメルの向けられた視線の先へと自ずと自身の意識も定められる。

  

  

  

  这时，她看到了呆立在自己身边的艾默和眼神交错的小爱。

  　すると其処には、自らの傍らへと呆然と佇むエメルと視線を交錯させているアイの姿が見受けられた。

  

  

  

  于是，她们俩躲在这里，除了爱的目光外，姐妹俩的视线也随之聚集在她们身上。

  　都合それに伴い、この場へと身を潜ませている彼女等両名へと注がれる眼差しはアイの他に、これに倣う様にして彼の姉妹二人の視線も集う羽目と相なった。

  

  

  

  奇怪的是，不知是出于什么原因，两大阵营的视线交汇在了一起，每个人都不期而遇。

  　奇しくもどの様な因果か、視線を互いに交じり合わせる形となった次第の両陣営であるからして、予期せずしての邂逅を果たす展開となった面々であった。

 
  囮

  诱饵

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  另一方面，远处注视着露出动摇的埃梅尔和雷梅拉两人，以爱为首的他们、她们之间的事情。

  　一方、今し方に動揺を露わとして見て取れるエメルとレメラの両名を遠目に見据える、アイを筆頭とした彼等彼女等面々においての出来事。

  

  

  

  换了个地方，我依然置身于娼馆街之中，听起来，我的声音很隐蔽，好像在回避着别人的目光交谈着。

  　所変わって依然として娼館街の只中に身を置く此方はといえば声色も潜ませて、何事かの人目を憚る話し合いを交わし合っている様子が見受けられる。

  

  

  

  “……我正看着这边呢。而且……总觉得那些人很奇怪……”

  「‥今こっちを見てたよ。それに‥、なんだかあの人達変な感じがする‥」

  

  

  

  奇怪的是，这里最年轻的小爱最先察觉到有人在从旁边看着自己。

  　どうやら奇しくも、誰よりも先んじて此方を側から眺めている者達の存在へと勘付いたのは、同所における最年少者のアイであった模様。

  

  

  

  正因为如此，她自然而然地将视线投向了黏黏糊糊地爬行的出处，偶然捕捉到了那个对象。

  　それ故に自然と、粘りつく様にして這わされる視線の出所へと自ずと向けられたアイの瞳が、偶然その対象を捉えた次第である。

  

  

  

  阿爱在没有预料到的情况下，看到对方进入自己的视野，立刻发出了声音。

  　予期せずしてその様に、自らの視界へと納められた相手を見て取ったアイは、これにすぐさま声を挙げたといった具合の塩梅だろうか。

  

  

  

  因此，玛利亚在回答这个问题时，总是带着极其危险的气氛回答。

  　であるからして、これに対し応じるに際しては、酷く剣呑な雰囲気を伴いマリアが受け答え。

  

  

  

  “是啊……乍一看好像没有什么特别奇怪的地方……不过，他确实是单方面地观察着我。”

  「そうね‥。一見しただけでは特におかしな所はない様に思えるけれど‥。‥でも此方を一方的に観察してくれていたのは確かな様ね」

  

  

  

  从她刚才说的话中带着不快的语气来看，她似乎也感到有些别扭。

  　そんな彼女の今し方に語られた、多分に不快感の滲む声色での口上を鑑みるに、少なからず同様に違和感を覚えている様子。

  

  

  

  “是啊……总觉得有一种很不礼貌的视线呢。被莉莉迷住是没办法的事，但这么明显的话就太过分了。”

  「そうだねぇ‥。なんだかとっても不躾な視線を感じるよぉ。リリーに見惚れちゃうのは仕方ないことだけれど、流石にここまであからさまだとドン引きかなぁ」

  

  

  

  莉莉会模仿姐姐，把自己的感觉一股脑儿地说出来吗?

  　それと倣いまた、自身の姉に追従する形にて、自らの感じた所の感覚を、ここぞとばかりに語り見せるリリーだろうか。

  

  

  

  他的样子看起来比平时更像个巫婆，但嬉戏的表情本身却带着认真的味道。

  　その様子からは平素にも増して、巫山戯た様な立ち振る舞いが見受けられるものの、戯れに興じる面持ち自体は、実に真剣味を帯びていた。

  

  

  

  他们各自共享着情报，紧张感也随之高涨起来。

  　都合その様にして、各々が情報を共有した彼等彼女等面々の緊張は、これに応じて次第に高められていく。

  

  

  

  有时，在场的人当中，特别性急的玛利亚会先开口。

  　際しては、ここ場に居合わせている面々の中において、特段に気が短いマリアが口火を切る様子が見て取れる。

  

  

  

  “喂，你躲在我身后吧。也许会发生一些恶作剧，所以要事先做好心理准备。啊，不过你可以放心。这个我，玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚，绝对不可能落后，就算被看见，也会以我高贵的名义受到审判。卑鄙的恶魔一旦落入我的魔掌，那都是注定的命运，仁慈的我会亲自来引导你，你要好好刮目相看。因为不做任何抵抗就杀尽，所以要铭刻在自己愚钝的头脑里。”

  「アイ、貴方は私の後ろに隠れていなさい。もしかしたら少しばかり戯れる事になるかもしれないから、予め覚悟はしておきなさいな。ああ、けれど安心して良いわよ。この私、マリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアが遅れを取ることなど万が一にもあり得ないわ。仮に相見えることになろうとも、高貴なる私の名の元に、裁かれるのが精々なのだから。下劣な魔物なんて私の手に掛かれば、それが例外なく定められた運命だもの。慈悲深いこのわたし自らが直々に引導を渡してあげるから、貴方はそれをよくよく刮目しておきなさい。一切の抵抗をする間もなく殺し尽くして見せるのだから、自らの愚鈍なその頭に刻み付けるのよ」

  

  

  

  一如往常，一如往常地表现出好战姿态的她，远远地盯着对方，毫无保留地说出了自己的内心想法。

  　例によって、案の定平素からの好戦的な姿勢を見せる彼女は遠目に相手方を見据えたままに、自らの心中を余す所なく述べてみせる。

  

  

  

  因此，听到这句话的一方看到的爱，对于没有预料到的宣言，难掩紧张。

  　お陰で、これを耳とした側に眺めるアイはといえば、予期せずして与えられた宣言に対して、緊張を隠せない。

  

  

  

  因此，他的表情自然而然地僵硬起来，无法抑制自己的动摇，发出微弱的声音。

  　それ故に自ずと、面持ちを強張らせる彼は、自身の動揺を抑えられずに露わとしたままに、弱々しい声を挙げる。

  

  

  

  “嗯……可是，那些人还什么都……”

  「え‥でも、あの人達はまだ何も‥」

  

  

  

  没想到在离开圣域的第一天就发生了这样的事情，这是一场让人困惑不已的爱情，也不知道接下来该说些什么。

  　都合思いがけずして聖域からの外出を果たした初日にまさかの展開を受けては、困惑する事頻りのアイであるからして、続く言葉も覚束ない。

  

  

  

  “莉莉姐姐……怎么办?”

  「リリーお姉ちゃん‥どうしよう」

  

  

  

  正因为如此，聪明的小爱明白了玛利亚只会单方面对话的事实，早早就选择了不同的对象。

  　であるからして、マリアでは一方的な会話にしか発展しない事実を悟るに至る聡明なアイは、早々に縋る相手を異とする。

  

  

  

  然而，

  　しかしながら─

  

  

  

  “嗯……也没什么关系吧，姐姐好不容易有了干劲。而且，那些人确实有不少可疑之处，不管怎样，确认是不可缺少的。所以，这里就交给姐姐吧。

  「んー‥と、別にいいんじゃないかなぁ、せっかくお姉ちゃんがやる気になってるんだしぃ。それに、あの人達には少なからず怪しい所があるのは事実なんだから、いずれにせよ確認は必要不可欠だよねぇ。だからぁ、ここはお姉ちゃんに任せちゃおうねぇ」

  

  

  

  这时，莉莉为了迎合玛利亚激烈的言辞，做出火上浇油的样子吗?

  　そうして途端、苛烈なマリアの物言いに迎合するかの様にしてまるで、火に油を注ぐかの如き真似を見せるリリーだろうか。

  

  

  

  他的表情一改之前的不高兴，仿佛终于兴致来了似的，露出了笑容。

  　その様子は先程までの不機嫌からは一転打って変わった調子にて、ようやく興が乗り始めたとでも言わんばかりの、にこやかな面持ちを晒して見て取れる。

  

  

  

  他的举止就像一个来到剧场的观众，站在舞台侧边观看一场有趣的戏剧一样，就像旁观者一样。

  　その立ち振る舞いはまるで、劇場にでも訪れた観客の一人が、舞台袖から楽しい演劇でも眺めるかの様な傍観者の如き態度の様相を呈していた。

  

  

  

  另一方面，与她的煽动性话语不同，被她鼓动的一方，则是意气风发地回应着。

  　一方で、そんな煽る様な口上を言い放つ彼女とは別に、その促された側はといえば、これでもかと意気揚々に、それに応じて見せた。

  

  

  

  “是啊，莉莉，不用你说。就算对方是魔鬼，只要是我，绝对不会有什么不小心的事。没有什么问题。”

  「ええそうね、リリーあなたに言われるまでもないわ。相手が例え魔物であったとしても、この私であれば決して不覚を取ることはないもの。なんら問題わないわね」

  

  

  

  就像这样，他一五一十地说个不停，简直就像故事的主人公一样。

  　その様にして、ここぞとばかりに語り散らして見せる姿はまるで、物語の主人公もかくやといった具合の熱量も露わ。

  

  

  

  因此，面对表现得像舞台演员一样的玛利亚，爱除了说不答应，别无选择。

  　お陰で、そんな舞台役者さながらの心意気での立ち振る舞いが見て取れるマリアに対して、否が応にも、言葉を尽くす他に選択肢がないのがアイである。

  

  

  

  奇怪的是，从性格上来说，他和在场的姐妹俩是对称的，他觉得自己有点懦弱，所以为了阻止事态进一步发展而采取了行动。

  　奇しくも元来の性質において、場を共にする姉妹二人とは対称的に、些か気弱な性分が際立って思える彼であるからして、これ以上の事態の進行を食い止めるべく動いた次第である。

  

  

  

  “但是，还没有决定这么做，说不定只是因为稀罕才看了看我……”

  「で、でもまだそうと決まったわけじゃないし、もしかしたらただ物珍しいからこっちを見てただけかもしれないから‥」

  

  

  

  然而，面对他的拼命劝说，玛利亚却毫不在意，态度超然地拒绝了。

  　だがしかし、そんな彼の懸命な説得も、なんら意に介することのない、超然としたマリアの態度にて、無常にも一蹴される羽目と相なった。

  

  

  

  “我，你确实说过感觉别扭，这是真的吗?”

  「アイ、貴方は確か違和感がどうのとか言っていたけれど、それは本当のことなのかしら？」

  

  

  

  完全看不出她有什么顾虑，完全是一副严肃的样子，她会单方面地向自己的弟弟小爱发问吗?

  　なんら構った様子も見受けられず、一向にとりつくしまもなく粛々と、自らの弟であるアイに対し、一方的に問いを投げかけて見せるマリアだろうか。

  

  

  

  刚才别人对自己说的话，他却毫不在意，从他的样子可以看出他的厚颜无耻。

  　つい今し方に自身に対し与えられた言葉を気にも留めないその様子からは、至極厚顔無恥な性質すらも窺える。

  

  

  

  然而，突如其来的、意料之外的疑问，让爱的内心陷入了条件反射的状态。

  　けれど唐突、予期しない疑問を呈されたアイはといえば、これに対し最早条件反射の域にて受け答え。

  

  

  

  “嗯、啊、嗯……也许比其他人的魔力更模糊，有一种奇怪的感觉……”

  「え、あ、うん‥。他の人達よりも魔力がぼやけているというか、変な感じがする‥かも」

  

  

  

  玛利亚听到这句话后回应时，似乎什么也没说，只是在深思熟虑。

  　都合これを耳としたマリアが応じるに際しては、何事も口とすることもなく熟考する様子が見て取れる。

  

  

  

  在这刹那间，她表现出极其迅速的犹豫，以极其认真的表情对依然站在一旁的流氓说道。

  　そんな刹那の瞬間において、極めて迅速な逡巡を見せた彼女は至極真剣な面持ちで、傍らに依然として佇む取り巻きのならず者へと言い放つ。

  

  

  

  “我倒是想看看情况。再怎么是个三流半堕落的人，当然也能胜任侦察工作吧?”

  「少しばかり様子を見たいわ。いくら三流の半グレ風情と言っても、偵察くらいは当然こなせるわよね？」

  

  

  

  接着说的，是那种可以看出他内心极不尊重的举动，像是瞎说。

  　次いで語られたのはその様にして、大いに不遜な心中が窺える立ち振る舞いでの、当て付けの様な物言い。

  

  

  

  或许正因为如此，这些粗鲁的人只能一味地听着，他们被暴露在蛮不讲理的环境中，只能一副欲言以对的样子。

  　だからだろうか、対してこれを一方的に耳とする羽目と相なった荒くれ者達としては、あまりの理不尽に晒されて、流石に物言いたげな面持ちとなっての受け答え。

  

  

  

  “哦，是吗?当然，对我们这样的家伙来说，这是最适合的角色……不过，对方是魔物的话，作为我们也会觉得不好意思吧?如果没有妨碍的话，玛利亚也希望得到您的帮助。而且，如果可能的话，我不想再看到部下死的样子了，因为大部分人都得了类似药物后遗症的症状，无法动弹。所以，虽然我知道这是不敬之举，但还是请您做好无礼的心理准备，希望您能帮帮我。”

  「へっ、へいッ。無論俺たちみたいな奴らには正に適任の役柄かと‥。ですが、相手が魔物とあっては、流石に此方としても部が悪いと言いますか、差し支えないのであればマリア様も御助力を受けたい次第でさぁ。それに、出来ることならこれ以上部下が死ぬ所はもう見たくありません。大半の奴らはみんな薬物の後遺症みたいな症状に冒されてしまってろくに動けない状態なんです。ですからどうか、不敬とは重々承知している所、無礼を覚悟にお願い致しやす。どうか何卒、お力添えをして頂けはしやせんか」

  

  

  

  因此，在这些可怜的人中，有一个身材魁梧、最具代表性的大汉以极其谦恭的姿态发出了声音。

  　それ故に、そんな哀れな彼等の中から一際大柄な、代表格と思しき巨漢が至極謙った立ち振る舞いにて声を挙げる。

  

  

  

  从他那极其恳切的语气中，再加上刚才那番话带来的畏惧态度，可以清楚地看出他发自内心的迫切心情。

  　その極めて切羽詰まった口調からは、つい今し方に語られるに伴う畏まった態度も相まって、彼の心底からの切実なる心中が鮮明に窺えた。

  

  

  

  “我当然会先去听你说的，你只要稍微守着我就心满意足了，拜托你了!”

  「もちろん俺が先行して話を聞いて来やすので、少しだけダチを守って頂けたらそれで満足ですんで、お頼み致します」

  

  

  

  除此之外，他还露出一副平静的表情，与他那强悍的表情所散发出的压迫感完全不相称。

  　それに加えて、その強面から発せられている威圧感と比較しては、まるで似つかわしくない、穏やかな表情を露わとする。

  

  

  

  从侧面看，这个与他那庞大的身躯完全相反的不良男子，表现出了一种特别了不起的气度，是不是让人觉得很不协调呢?

  　側から眺めてもあまりに大柄な図体とは相反する様にして、これまた殊更に殊勝な心意気を示すならず者の男の姿は違和感も甚だしい光景だろうか。

  

  

  

  按理说，这种与男人容貌完全对称的说话方式，应该会让被打动的人感动。

  　本来であれば、そんな男の容貌とは対称的な物言いに対して、心打たれた者は感銘を受けるに然るべき状況である。

  

  

  

  那是平时经常威逼他人的粗暴的恶人，只有在这个瞬间，让人看到了他身上不少的良心，才能感受到的差异(反差)。

  　それは、平素から他者を威圧する粗暴の悪い人物が、少なからず持ち合わせていた良心を垣間見せたその時にだけ、この瞬間だからこそ感じ取れる差異(ギャップ)である。

  

  

  

  他的目光炯炯有神，面对着与刚才说话的男人对峙的玛利亚。

  　それに値するだけの力強い眼光が煌々として、今し方に語り見せた男と対峙するマリアへと臨んでいた。

  

  

  

  但是，这对于从自己的母亲雪莉丝那里接受过各种高等教育的以爱为首的人来说，是行不通的。

  　これはしかし、自身の母であるユキリスから様々な高等教育を受けていた、同所へと居合わせているアイを筆頭とした面々には通用する筈もない。

  

  

  

  他告诉我，现在眼前看到的现象，是由增益效果引起的连锁光环效应所产生的错觉。

  　伝え聞いた教え曰く今現在眼前にて見える現象は、ゲイン効果から連鎖してのハロー効果の反応から生じた、それから引き起こされる錯覚の賜物であるとのこと。

  

  

  

  正因为如此，她才会有这样的想法，所以她才会说:“这是不可能的。”

  　であるからしてそれに対し、凡その及びがついているが故の彼女等面々曰く、これに絆される訳がないじゃないの、とは今し方に心中へと抱かれた寸暇だろうか。

  

  

  

  “你会说的……”

  「言ってくれるわね‥」

  

  

  

  这样得到的感慨，与之对应的姐妹本人，这就是所谓的反差萌啊，想办法想。

  　そうして得るに及んだ感慨へと受けるに応じた姉妹当人等といえば、これが所謂ギャップ萌えと言うやつなんだぁ、とか何とか思ってみたり。

  

  

  

  他虽然还很矜持，但却很有气势，他想怎么做就怎么做，任凭自己说什么，不过，他的独角戏也只是暂时的。

  　都合先程までは及び腰ながらも、威勢もよくここぞとばかりにこれでもかと、自らが思う所に赴くがままに身を委ね、己が口上を語り見せた男であるがしかし、その独壇場も束の間の事となる。

  

  

  

  之所以这么说，是因为听到了这句出乎意料的话，正与他正面对峙的玛利亚的心中，浮现出了惯常的台词。

  　何故ならばその理由は偏に、予期しない言葉を受けたお陰で、そんな彼と真正面から対峙しているマリアの胸中曰く、例によってお決まりの台詞が浮かび上がる運びとなったが所以である。

  

  

  

  对于如此高贵的我，像平民一样的你不是很自以为是吗?

  　─この高貴わたしに対して、平民如きの貴方が随分と一方的に語ってくれるじゃないの、みたいな。

  

  

  

  因此，接受这一请求的是聪明纯白的圣女雪莉丝，她的女儿玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚，她的回答还是一如既往的，就像已经决定好的回答一样。是吗?

  　それ故に即ち、これを受けた当の本人である聡明な純白の聖女ユキリスその人の娘足るマリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアの返答はといえば例によって、既に決められた返答が帰るばかりといった具合の塩梅だろうか。

  

  

  

  因此，她内心的郁愤必然会以语言的形式自然而然地释放出来。

  　であるからして必然、彼女の内へと溜められた鬱憤は、自然に言葉としての形となりて、自ずと言い放たれることとなる。

  

  

  

  “你对我说了这么多，我觉得你的开场白很好，不如用行动来证明。”

  「このわたしに対して、随分と一方的に語ってくれた様だけれど、前置きはいいわ。それよりも行動で示しなさいな」

  

  

  

  不行。

  　駄目だった。

  

  

  

  男人的奋斗是虚无缥缈的，玛利亚用冷峻的言辞拒绝的意思，把这一切都拒绝了。

  　儚くも男の奮闘は虚しく、マリアの冷ややかな物言いでの拒絶の意思が、これを一蹴するばかり。

  

  

  

  另一方面，对于接到命令的一方，即使自称是对玛利亚善战的一方，也不会有任何影响的男人，因为想不出高明的语言而失去了继续说下去的机会，自然就噤口不语了。

  　一方で命令を呈された側の、マリアに対して善戦した方と称してしまっても、なんら差し支えない男はといえば、上手い言葉が浮かばないが故に続く台詞を失い、自ずと口を噤む様子が見て取れる。

  

  

  

  她看到这一幕，一下子皱起了眉头，她夸张地抱起胳膊，仰起上身仰望眼前的人。

  　対してこれを見て取って、途端に端正な顔立ちを顰めさせた彼女は、大仰にも腕などを組み、自らの上体を仰け反らせて相対する眼前の相手を仰ぎ見る。

  

  

  

  “真是毫无意义的事啊……与其说委托，还不如赶快问问看着这边的她们。当然，我也不打算让她们像魔物一样喜欢，所以放心吧。你们只要按照我说的去做就行了。我不可能容许你们做出无谓地让自己的棋子死亡的行为，即使你们是污秽、没有品质、没有学识、没有教养的愚民，事情发展到一定会先下手为强的。连抵抗的时间都不给就杀了给你看。所以，什么都没必要担心。所以，你现在感到的那是杞人忧天。而且……”

  「本当に不毛な話よね‥。御託を語るよりも、さっさと此方を見ていた彼女達から話を聞いて来なさいな。無論わたしとて、魔物如きの好きにさせるつもりもないのだから、安心しなさい。貴方達はただ、わたしの言う通りに動くだけでいいの。むざむざ自らの駒を無駄死にさせる様な真似、幾ら貴方達が穢らわしく品性のかけらも無い、無学無教養な愚民だとしても、それをこのわたしが許容できる訳がないじゃない。事が進めば必ず先手を取って見せるわ。抵抗する間も与えずに殺し切って見せるわよ。だから、何も案じる必要はないということよ。だから、今貴方が感じているそれは杞憂ね。それに‥」

  

  

  

  不过，尽管她摆出一副高高在上的架势，但以她还未成年的体格，还是不由自主地抬眼看她。

  　ただ、その様にして、大上段に挑む体勢となりながらも、依然として成人にも満たないマリアの体格ではどうしても、自ずと上目遣いにて臨む塩梅となる。

  

  

  

  

  “如果对被抛弃抱有不满，那不是拼命的想法。我可以理解你们的不安，但你们只不过是我舞台上的陪衬，实在让人怜惜。因为你要违抗我的命令，是不是太不敬了?”

  「捨て駒にされる事に対して不平を抱いているのであれば、それは懸命な考えではないわ。その不安も理解もしてあげられるけれど、貴方達はあくまでわたしの舞台の引き立て役に過ぎないのだから、哀れみを禁じ得ないわね。だってこのわたしの命令に逆らおうだなんて、あまりに不敬に過ぎるのではないかしら？」

  

  

  

  然而，突如其来的、冰冷的、绝望的眼神，加上被赋予无常之词的粗鲁男人，对此似乎感到害怕。

  　しかしながら、思いがけずして唐突、絶望的なまでに凍てついた、極寒の眼差しを伴い、極めて無常なる言葉が与えられる羽目と相なった荒くれ者の男は、これに対して恐れ慄いている模様。

  

  

  

  由此可见，由出身的差距所产生的意识上的差距，即便如此，也能明显窥见一斑。

  　それ程までに、生まれの格差から生じる意識の隔たりは、これでもかと殊更に、著しく窺える次第である。

  

  

  

  另外，两姐妹还说，不可能那么轻易地接受平民般的恳求，这也证明了他们对事态发展到这一地步，已经到了极其残酷的地步，完全没有放在心上。

  　そしてこれまた二人の姉妹曰く、そんな簡単に平民如きの懇願を受け入れる筈がないじゃないの云々、とは現在事ここに至り苛烈を極める一方の事態を、なんら意に介していない証左。

  

  

  

  对于仍在进行时的不良男人们战战兢兢的现状，他却毫不在意。

  　依然として進行形の、ならず者の男達にとっては戦々恐々とした現状に対しては、さして気にも留めていない始末。

  

  

  

  “我再给你一次挽回名誉的机会，好吗?这是最后通牒。”

  「特別にもう一度だけ名誉挽回の機会をあげるわ。良い？これが最後の通告よ」

  

  

  

  作为两个美丽的美少女姐妹中的一个，玛利亚继续说着的话，听起来就像是在宣判死刑。

  　そんな二人の麗しき美少女している姉妹の片割れであるマリアの続けられた台詞は、何処か死刑宣告の様に研ぎ澄まされて響いても聞こえた。

  

  

  

  因此，和她在一起的人听到的那一声美声，自然而然地在他们的脑海中反复出现。

  　それ故に、彼女と場を共にする者達の耳へと聞き届けられたその美声は、自ずと幾度となく彼等の脳裏へと反芻されることとなる。

  

  

  

  

  “如果你对我的慈悲心有所回报，就按照我的命令去执行吧。好吗?”

  「このわたしから与えた慈悲に対して及びがついたのであれば、先の申し付けた命令のままに、それを実行へと移しなさいな。良いわね？」

  

  

  

  玛利亚再三强调着自己的美貌，她撩拨着自己艳丽的白金金色，傲慢地睥睨着眼前。

  　そうして再三に渡り、これでもかと語り見せるマリアは、自らの艶かしいプラチナブロンドをかき揚げては、不遜な振る舞いにて、眼前を睥睨する。

  

  

  

  “我，如果你有什么想说的话，就清楚地说出来。如果只是这样看着的话，无论过多久，你都不会成为与我相称的弟弟。啊……不过，你要好好考虑之后再说话。如果你还无法分辨自己的分寸，让我感到焦虑的话，那么为了你自己也必须进行教育。”

  「そしてアイ、何か言いたいことがあるなら、はっきりと口にしなさい。そうして見ているだけではいつまで経っても、このわたしに相応しい弟にはなれないわ。ああ‥でも、しっかりと考えてから物を言うことね。もしも未だにわたしを苛立たせる様に身の程を弁えないのであれば、貴方自身のためにも教育を施さなくてはならないから」

  

  

  

  与她的动作相呼应的，是她那耀眼的纯白长发，如金线般丝滑。

  　その仕草に応じては、眩いばかりに純白に輝く金糸の如き絹の様な艶のある長髪が軌跡を残す。

  

  

  

  与此同时，伴随着美丽的灯火，令人不由得看得入迷的那穗子轻抚虚空。

  　それに際しては、美しい煌めきさえ伴う、思わず見惚れてしまう様なそれの穂先が虚空を撫でる。

  

  

  

  与之相对的是，对方看到了这一点，便用辛辣的言辞对她说:“我的爱是足够的，但她的举止也表现出极度的畏缩，这也是无可奈何的吧。”

  　対して、これを見て取るに応じた、辛辣な物言いで口上を与えられた当の本人足るアイはといえば、酷く萎縮した振る舞いも露わとしてしまうこは致し方無いといった所の塩梅だろうか。

  

  

  

  “……我并没有什么特别的想法。只是希望你能好好听他们说的话，不要做出突然杀人的事。”

  「‥別に僕は何も思ってない。ただ、あの人達の言うことをちゃんと聞いてあげてほしいから、いきなり殺す様な真似はやめてほしいだけ」

  

  

  

  有时，他也无法给出流利的回答，只说了这些，就噤口不言了。

  　際しては、続く上手い返答を呈することもままならない彼は、それだけを述べるに終えてしまい、後は口を噤む。

  

  

  

  但是，如果马上接受的话，就会陷入连喘息的时间都来不及就回去的境地吧。

  　しかしながら、即座にこれを受けるに応じては、息をつく間もなく、間髪さえも入れずに帰る台詞が与えられる羽目となるアイだろうか。

  

  

  

  “虽然是我的弟弟，却还在说那样的话……哼，真是悠悠慢悠悠的。你可要好好改变一下你那平和糊涂的想法啊。要不，我又得惩罚他了，如果你说没关系，那我当然也不吝啬嬉戏。”

  「わたしの弟でありながら、未だにその様なことを言っているのね‥。ふんっ、随分と悠長な話よね。良い加減その平和ボケした考えを改めなさいな。さもなければ、またお仕置きをしなくてはならないのだけれど、それで構わないと言うのであれば、無論わたしとしても戯れに興じるのは吝かではないわ」

  

  

  

  每当这时，以冷艳的美貌示人的玛利亚，必然会遭到冷眼相待。

  　際しては、酷く冷然とした美貌を露わとしたマリアであるからして自ずと、必然的に向けられる羽目となる冷たい眼差し。

  

  

  

  “……可是，可是……妈妈是这么说的……”

  「‥で、でも‥だってママがそう言って‥」

  

  

  

  随之而来的是对自己的强烈压迫感，自然被压垮的一方的爱，想不出巧妙的回答。

  　それに伴い自らに対して襲いくる強烈なまでの威圧感に、自然と気圧されてしまう側のアイといえば、上手い返答が浮かばない。

  

  

  

  他自然而然地失去了继续说下去的机会，虽然大胆地提出了建议，但也只是暂时的，不知不觉间，他的心情变得有些畏缩。

  　自ずと続く台詞を失った彼は、果敢にも発言を呈したのも束の間の事、いつの間にか萎縮した心境となる他にない。

  

  

  

  所以当玛利亚接受这个时，就会立刻惊愕地叹口气。

  　だからこれを前として受けるに応じては、途端にこれ見よがしにも呆れた様に溜息など吐いてみせるマリアである。

  

  

  

  “真是的……这样真的会让人担心前途。”

  「全く‥、これでは本当に幸先が思いやられてしまうわよ」

  

  

  

  她感觉到了自己的优势，对自己的弟弟投来了一种轻视的目光，这时她又开始谈论起弟弟来。

  　都合、自らの優位性を感じ取るに至る彼女は自身の弟に対して見下した眼差しを向けるに伴い、ここぞとばかりに彼を論う。

  

  

  

  就这样，单方面地说着“这样也可以吗”，因为是只能沉默的爱，所以必然会自然而然地陷入痛苦的沉默。

  　その様にして、一方的にこれでもかと語られては、押し黙る他になかったアイであるからお陰で必然的に自ずと、同所には痛い程の沈黙が訪れることとなる。

  

  

  

  因此，在这里，自然地，寂静的帷帐飘落下来，连质量都能感受到的压迫感让自己无法忍受，自己的心中，被直面地暴露了出来。

  　それ故に自然とこの場には、静寂の帳が舞い降りて、質量すら感じ取れる圧迫感に居た堪れない自らの心中を、面持ちへと晒す憂き目に遭うアイである。

  

  

  

  另一方面，站在一旁观看两人交谈的人，无一例外都会被他们的目光所吸引，从这一点来看，暂且不论她本身的性格如何，她的目光无疑是突出而美丽的。

  　一方、そんな二人の交わすやり取りを傍らから眺める側は、誰も彼もが一切の例外なくこれに瞳を奪われてしまう他にないが故にそれを鑑みると彼女自身の性格自体はともかく、見目が突出して美しいことに違いはない。

  

  

  

  虽然堵塞的地方是最糟糕的，但为了掩盖这一切而定做的外表，即使这样也很美丽。

  　詰まる所中身は最悪であるもののしかしながら、それを覆い隠す様にして誂えられたかの如き容姿は、これでもかと美麗だという塩梅だ。

  

  

  

  无论谁怎么看，在场的万名男女老少都被她那罕见的绝世美貌所震慑，这是无法改变的事实。

  　誰がどの様にして見ても、この場に居合わせている万人の老若男女の誰もが彼女の類い稀なる絶世の美貌に気圧されている現状は変わらない事実として窺えた。

  

  

  

  因此，在这两姐妹中被指派担任侦察员的男人们，只能露出紧张的表情。

  　お陰で、そんな二人の姉妹の片割れから斥候の役目を課されてしまった男達は、これに緊張を露わとする他にない。

  

  

  

  “嗯……我明白了……但是，请您一定要帮我……我的事你不管，请一定要保护同伴们。”

  「へぇ‥わかりやした‥。ですが、どうか何卒御助力の程を宜しくお願いしやす‥。俺のことは構いやせんからどうか、仲間達のことは守ってやってくだせぇ」

  

  

  

  不过，对于刚刚下达的命令，他多少有些踌躇，但还是不情愿地点了点头。

  　都合、今し方に下された命令に応じるに際して少なからず躊躇いを覚えながらも、不承不承に頷く限りである。

  

  

  

  就这样，玛利亚看到他的样子有些踌躇，不禁瞪大眼睛，看着对方。

  　その様にして、少なからず続く口上に躊躇いが窺える彼の姿を見て取るに応じては、これに対して眦を鋭くするマリアはといえば、相手を見る視線を尖らせる。

  

  

  

  “哼……这取决于你的举止，我想你已经明白了吧?”

  「ふんっ‥、それは貴方の振る舞い次第だということは、既に理解していることだと思うのだけれど？」

  

  

  

  平日里，姐妹俩总是意气风发地来到平民居住的城市，难道就连这样也不显摆吗?

  　伊達に常日頃から、平民が住まう街へと意気揚々とした振る舞いから繰り出しては、これでもかと幅を利かせていない姉妹二人だろうか。

  

  

  

  然而，与事实相反，莉莉的样子与玛利亚稍有不同，却诉说着自己的想法。

  　だがしかし、その事実とは相反し、マリアとは少しばかり様子を異として自らの思う所を訴えるリリーだ。

  

  

  

  “啊……姐姐，这样说可不行可不行哦。你们也没必要为了这么讨人厌、狂妄自大的女孩子赌上性命吧。不过，你们有莉莉在，没关系的。如果那些孩子是魔物的话，我们会保护他们的，完全不用担心。”

  「もぉ‥お姉ちゃんってばぁ、そんな言い方したらダメダメだよぉ。君たちもこんな風に嫌味で、生意気な女の子のために、命を賭ける気になんてならないよねぇ。でもでもぉ、君たちにはリリーが付いているから大丈夫だよぉ。あの子達がもしも魔物だったら、ちゃんと守ってあげるからぁ、全然心配しなくていいんだからねぇ」

  

  

  

  而且，她那一肚子的闲话，让人感到温暖，与同是一个孩子、有着明确血缘关系的玛利亚傲慢的性格是对称的。

  　そうしてここぞとばかりに述べられた口上は、同じ胎から生まれた、確かな血縁の関係にあるマリアの高慢な性質のそれとは対称的に思える程に暖かみの感じられる物言いとして受け取れる。

  

  

  

  “还有，你弟弟也一起来了，对莉莉来说，太残酷的情景会对教育造成不好的影响，所以我不想让他看到。所以，你们要是能妥善处理，不要增加尸体，我就太高兴了。”

  「それに、弟くんも一緒に来てるからぁ、リリー的にはあんまり残酷な光景は教育に悪影響だから見せたくないんだよぉ。だからぁ、君たちも死体を増やさない様に、善処してくれたら、嬉しいなぁ」

  

  

  

  接着，她又健谈起来，玛利亚看到后，露出想说些什么的表情。

  　続いてその様に、これでもかと健気に言葉を紡ぐ彼女であるから、これを目の当たりとしたマリアは、何事か物言いたげな面持ちとなりて意義を呈する。

  

  

  

  “莉莉，你对我说得真好。”

  「リリー、貴方は随分とわたしに対して言ってくれるわね」

  

  

  

  正好如此，形状优美的玛利亚眉飞色舞，以高高在上的姿势俯视着比自己还矮的妹妹。

  　都合、それに際して形の良い眉を跳ねさせるマリアは、自身よりも背丈の低い自らの妹を、大上段の姿勢にて見下ろす体勢を取る。

  

  

  

  “嗨❤️嗨❤️好可怕❤️帮帮我弟弟克~❤️”

  「やん❤️やんっ❤️きゃーっ❤️こわぁい❤️助けて弟く〜ん❤️」

  

  

  

  但是，面对着上身仰着的姐姐，莉莉的态度显得比平时更滑稽。

  　しかしながら、そうして上体を仰け反らせた状態にて、見下した態度が見て取れる姉に対して、平素にも増して戯けた立ち振る舞いを返すリリーだ。

  

  

  

  “现在马上停止发出那种恶心的声音，耳朵会脏的。”

  「今すぐその気持ちの悪い声を出すのをやめなさいな。耳が穢れるわ」

  

  

  

  因此，站在她面前的玛利亚，一面露出极为冷酷的美貌，一面责备自己的妹妹。

  　お陰で、これを前とした側であるマリアは、至極冷然とした美貌を晒しながら、自身の妹を見咎める。

  

  

  

  另一方面，确实听到这句话的是莉莉本人。

  　一方、これを確かに耳とした側の、当の本人であるリリーであるがしかし─

  

  

  

  “玛利亚姐姐真是太过分了❤️本来很羡慕和弟弟关系很好的莉莉，可她真的自尊心很强。姐姐的性格真是太吃亏了❤️如果是莉莉的话，绝对不能忍受这样束缚自己哦❤️正因为如此，姐姐才会和莉莉不同，被弟弟讨厌❤️呐·❤️·o·o·君❤️”

  「もうマリアお姉ちゃんってばひどぉいよぉ❤️本当は弟くんと仲良しさんなリリーが羨ましいくせに、ホントにプライドが高いんだからぁ。お姉ちゃんってすっごく損な性格してるよねぇ❤️リリーだったら、そんな風に自分を縛るのなんてとても耐えられないよぉ❤️そんなだからリリーと違って、お姉ちゃんは弟くんに嫌われちゃうんじゃないかなぁ❤️ねーっ❤️オ・ト・ウ・ト・くんっ❤️」

  

  

  

  完全看不出她对姐姐说的责备的话有什么忍气吞声的样子，她依然低垂着娇滴滴的声调。

  　全くもって、自身の姉から与えられた窘める様な言葉に対して堪えた姿も見受けられない彼女は、依然として甘ったるい声色の口上を垂れていた。

  

  

  

  鉴于她的态度，对于自己的行为举止，不管玛利亚怎么说，她都很顽固，一步也不让步。

  　どうやらその姿勢を鑑みるに、自らの立ち振る舞いに関しては、幾らマリアからの言葉であれど頑なに、一歩たりとて譲りたくない模様。

  

  

  

  然而，这种极其顽固的想法，从他比平时更加戏谑的态度中可以鲜明地看出，他对观看他的人的态度清晰可见。

  　都合、極めてその頑なに思える心中は、これを眺める者達に対して、ありありと感じ取れる程、平素にも増して戯けた態度からは鮮明に窺える。

  

  

  

  与此同时，玛利亚脸上也流露出焦躁的神情，而莉莉在一旁回应着对方的做法，甚至还在对牵着手的阿爱发出甜蜜的叹息，这也让人觉得她的举止是纯粹的。

  　これに伴いあまつさえ、苛立ちを露わとしているマリアの傍らにて、今し方に応じて見せたリリーは、未だに手を繋ぐアイへと甘い吐息を吹き掛けている始末であるから最早それは、生粋の振る舞いとしても見受けられた。

  

  

  

  不管怎么说，站在一旁观望的人们的看法是，无论看到哪一对姐妹，都觉得她们的性格有不少问题。

  　こうして何れにせよ、そんな様子を側から眺めている者達の見解はといえば、例え何方の姉妹を見て取ったとしても、少なからずその性質に難がある様に思えるばかり。

  

  

  

  “啊，看来不只是愚弟，愚妹也一样。”

  「あら、どうやら教育を施さなくてはならないのは、愚弟だけではなく、愚妹も同様みたいね」

  

  

  

  面对这种迟迟无法收拾的现状，玛利亚的脸颊抽搐着，看到妹妹这么说，她的焦躁也随之增加。

  　そんな、遅々として一向に収拾のつかない現状に対して、頬を引き攣らせるマリアには、自らの妹のそれを受けて苛立ちも一入といった具合の塩梅だ。

  

  

  

  因此，她因为愤怒而想不出合适的语言，不由自主地继续说下去，结果变成了颇具威力的话语。

  　それ故に自ずと、その怒りから上手い言葉が浮かばない彼女から思わず続けられた言葉は、幾分か威力的な物言いと相成った次第である。

  

  

  

  与此相对，接受了这一意想不到的提议的莉莉接受了这一提议，嘴角浮现出迷人的新月形微笑。

  　対して、その様に思いがけない口上を与えられた側のリリーはこれを受けて、艶かしい三日月形の微笑を口元へと一線させて見せた。

  

  

  

  “嗯……是吗。至少我觉得我比姐姐优秀多了。啊，不过，莉莉觉得姐姐是最蠢的，从侧面看很有趣，反而感觉很好。徐来尼，我擅长这样的谈判什么的，姐姐应该也很清楚的吧。明明那样说，姐姐也不是本意吧?”

  「う〜ん‥そうかなぁ。少なくともお姉ちゃんよりはわたしの方が遥かに優秀だと思うなぁ。あ、でもでもぉ、リリー的にはお姉ちゃんはそのままが一番おバカで、側から見ていてとっても面白いからぁ、寧ろいい感じだよぉ。そ・れ・に、わたしがこういう交渉とか、と〜っても得意なこと、お姉ちゃんだってよくよく理解してるはずだよねぇ。それなのにそういうこと言っちゃうのって、お姉ちゃん的にも不本意な話なんじゃないのかなぁ」

  

  

  

  这种被称赞的带有嘲笑意味的蛊惑性挑衅，必然会准确地煽动目睹这一切的玛利亚的自尊心。

  　そうして称えられたその嘲笑めいた蠱惑的な挑発は必然、これを目の当たりとしたマリアの自尊心を、的確に煽ることとなる。

  

  

  

  莉莉，为什么你明明是我的妹妹，却如此狂妄自大呢?难道你不觉得应该稍微尊敬一下作为姐姐的我吗?而且，你刚才说的话虽然不太好，但也不能容许，我总觉得自己被你轻视了。莉莉，你的确是我的妹妹，但我认为有时也不得不对有血缘关系的人采取相应的应对措施。怎么样?我说的话，您理解了吧?如果不是这样的话，那我就更不能放弃这种态度了，不过，再怎么以自我为中心的您，也知道我很忙吧?所以，尽量避免让我感到麻烦的行为才是正确的选择，这一点你已经明白了吧?拼命努力的你当然能理解，再这样下去就会吃苦头的。这不是注意，是啊……”

  「‥リリー、貴方はどうしてそうもわたしの妹であるにも関わらず、その様に生意気なのかしらね？少しくらいは姉であるわたしを敬うべきだとは思はないのかしら？それに、今の貴方の物言いはとてもではないけれど、許容できるものではないわ。わたしは貴方に対して侮られている様に感じてならないの。ねぇリリー、確かに貴方はわたしの妹ではあるけれど、時として血縁者にも然るべき対応を取らざるを得ない状況もあるのだと考えているわ。どうかしら？わたしの言っていること、理解して貰えたわよね？もしもそうでなければいよいよもってしてその態度は捨て置けないのだけれど、幾ら自分本位な貴方でも知っているでしょう？わたしが忙しいことくらい。だからわたしの手を煩わせる様な振る舞いは、なるべく避ける事が正しい選択であることくらい、既に及びがついているわよね？懸命な貴方ならば当然理解している範疇なのだから、これ以上は痛い目を見る羽目になるわよ。これは注意ではなくて、そうね‥」

  

  

  

  玛利亚被触发，忍不住滔滔不绝地回答，但她并没有露出愤怒的表情，而是极其严肃地回答。

  　都合触発され、凄まじいまでの長広舌を垂れるに応じるマリアはであるがしかし、怒りを露わとすることはなく、極めて粛々とした返答だろうか。

  

  

  

  之所以这么说，是因为自己的本质的痛处被人说出来了，所以他并没有猜错，而是意外地猜中了。

  　その理由は偏に、自らの本質の痛い所を論われる羽目と相成った手前、それがあながち見当はずれでなく、存外の事図星に思ってしまったが所以。

  

  

  

  也正因为如此，她想不出什么好语言，脱口而出的台词就像她平时的恳求。

  　お陰で、上手い言葉も浮かばずに、自ずと続く台詞は、凡そ平素からの彼女らしくない懇願にも酷似した口上となる。

  

  

  

  “……这是非常慈悲的我的请求，如果是和聪明的我有着同样血统的您，我想是可以理解的话，您能理解吧?如果不是这样的话，就不值得在这里指挥了。那么，你的答复又如何呢?”

  「‥とても慈悲深いわたしからのお願いなのだから、少なからず聡明なわたしと同様の血を引いている貴方であれば、理解に及ぶ話であると思うのだけれど、わかってもらえるわよね？そうでなければ、到底この場における指揮なんて、任せるには値しないわよ。それで？貴方の御返事はどうなのかしら？」

  

  

  

  因此，虽然依然留下傲慢的话题，但多少也能从中窥见一些端倪。

  　それ故に必然、依然として高慢な語り草を残しながらも、自ずとそれを多少のなりを潜めてすらも窺える。

  

  

  

  现状的不尽如人意，没有头绪的事态，终于迎来了收敛的征兆，或许，关键的问题没有解决的事实是不会改变的。

  　どうやら現状のままならなかった、纏まりの無い事態は、ようやくの収束の兆しの迎えながらもしかし、肝心の問題を解決していない事実は変わらない。

  

  

  

  因此，莉莉在回应时，并没有表现出明显的反抗，而是意气风发地回答。

  　だから、これに応じるに際しては、これといって顕著な反発見せることなく、意気揚々といった具合の塩梅にて返答するリリーだ。

  

  

  

  “嗯嗯，不愧是姐姐，她很懂得人尽其才。如果这是妈妈的话，她一定会很生气，固执地坚持自己的意见，在这一点上，她很懂得分寸。那么，接下来就照着莉莉说的策略，让她行动吧。”

  「うんうんっ、流石はお姉ちゃんだよぉ。ちゃんと適材適所っていうのがわかってるよねぇ。もしもこれがママだったらムキになって、意地でも自分の意見を突き通すと思うし、こういう所は、引き際を弁えてるんだよねぇ。じゃあじゃあっ、これからリリーが言った作戦に倣って、動いてもらうよぉ」

  

  

  

  突然，在没有预料到的情况下，面对姐姐让步的姿态，莉莉突然称赞道。

  　唐突、予期せずして自らの姉の譲歩する様な姿勢を前として、ここぞとばかりに称賛の言葉を呈するリリー。

  

  

  

  这是一个难得的嬉戏机会，但他却不由自主地表现出狂喜乱舞的姿态。

  　思いがけずして降って湧いた、戯れに興じる為の機会に対して自ずと、これでもかと狂喜乱舞の姿を露呈させてしまった次第である。

  

  

  

  因此，她自然而然地发自内心地微笑着，露出了可爱的美貌。

  　であるからして自然と、心底から浮かべられた喜色面々の微笑を称えた彼女は、殊更に可憐な美貌を曝け出す。

  

  

  

  “那么，让平民们去追求那些正在看我的女孩子怎么样?在这期间，我会找准时机，确认她们的真实身份。这样一来，就不会被撞死，你们也可以安心工作了，对吧?”

  「それじゃぁ、平民の君たちにはぁ、今こっちを見てる女の子達を口説いてもらうっていう感じなのはどうかなぁ？そうしている間に、わたしが隙を見計らってぇ、正体を確かめるからぁ。これなら出会い頭に殺されることもないし、君たちも安心してお仕事できるんだよねぇ？」

  

  

  

  随着他的宣言，从外套的缝隙中可以看到他美丽的容貌，那艳丽的嘴角一闪而过的淡粉色的月牙形嘴唇。

  　宣言に伴い、外套の隙間から覗けたその麗しい面貌からは、艶かしい口元へと一閃された薄桃色の三日月形に歪められた唇が窺える。

  

  

  

  “嗯，如果不危险的话，那就最好了，不可能……”

  「え、ええ、危険でないなら、それに越したこたぁ、ありやせんが‥」

  

  

  

  而且，他那令人不由自主的诡异笑容，让所有看他的人都为之倾倒。

  　それも、思わずといった具合の塩梅にて、露呈されてしまった蠱惑的な微笑みはこれでもかと、これを眺める者達を圧倒するばかり。

  

  

  

  当然，从现在开始，对于怀疑的对象，已经确定会遭遇特攻的烦人的事实的粗野者们也会模仿这个形式。

  　無論それは、今から疑わしき相手に対し、特攻を仕掛ける憂き目に遭う羽目となる事実が確定している荒くれ者達もこれに倣う形となる。

  

  

  

  无论是否愿意，莉莉的这种举动都带着危险的色彩，让人不由得担心起自己的去留。

  　否が応にも目の当たりする他になかったそんなリリーの立ち振る舞いは、自らの進退の幸先を思わず案じてしまう程には、危険な色を帯びていた。

  

  

  

  “确实，还没确定是魔物，说不定我也得救了……”

  「確かにまだ、魔物と決まったわけではねぇですし、俺も助かるかもしれねぇってことですかい‥」

  

  

  

  在她毫不掩饰自己平时戏弄人的样子的面前，她应该是被震慑的恶人的代表吧。

  　都合、その様にして平素からの戯けた素振りを隠さない彼女のそれを前としては、気圧される他にない、ならず者代表格だろうか。

  

  

  

  在日常生活中，虽然年纪尚小，却身居巫女这一崇高头衔的地位。

  　それもこれも、日々を生きるに際しては、未だ幼き齢でありながら、巫女という大層な肩書の立場に身を置くが所以。

  

  

  

  之所以能看出来，是因为至今为止她们姐妹所处的异常环境。

  　そうして見て取れるその理由は何故ならば偏に、今まで過ごしてきた彼女達姉妹を取り巻く異常な環境が故である。

  

  

  

  正因为如此，他们的精神结构才会变得如此无常。

  　それ故に、実に致し方無い事情があるのだから、正に本来無常なるのは、彼女等両名の精神構造をその様に育て上げてしまった現実に他ならない。

  

  

  

  总而言之，受到责难是理所当然的存在，那就是压抑人格异常的两姐妹的世界。

  　つまるところ非難されて然るべき存在はといえば、人一倍に異常な人格を垣間見せる二人の姉妹を抑圧している世界だということになる。

  

  

  

  作为身份高贵的姐妹俩，在日常生活中一直被要求表现出一种高贵的姿态，因此，姐妹俩觉得这是一种负担。

  　それ程までに高貴なる身分としての振る舞いを常日頃から求められてきた二人の姉妹は、これを重荷として捉えていた。

  

  

  

  即使当事人看不出有自觉的样子，但毕竟是天生就被强制称为巫女的姐妹，多多少少也会感到厌烦，这是不言自明的道理。

  　例え当人達に自覚がある様子は見受けられ無いながらも、少なからず生まれながらにして巫女という存在を強制されるがままの姉妹であるが故に、多少なりとも煩わしく思っていない筈がないのは自明の理。

  

  

  

  然而，世事无常，没有任何变化，事态的现状依然淡淡地进行着。

  　であるがしかしてその様に、世を儚んだ所で何が変わる訳でもなく、事態の現状は淡々と進行していく限り。

  

  

  

  只是，听到莉莉出乎意料地有说服力，甚至能看出她的语气，男人下意识地嘟囔了一句。

  　ただ、存外の事説得力の感じられたリリーの、親身な声色すら窺える物言いを受けて、誰に言うでもなく男は呟いた。

  

  

  

  “这样的话……不要紧吗?我能活下来吗?”

  「これなら‥大丈夫なのか？俺は生き残る事ができるのか？」

  

  

  

  姐妹俩的现状是这样的，虽然不能让人醒悟，但多少还是能接受的。

  　そんな始末の姉妹二人の現状であるからして、対してこれを悟るには及ばないながらも、少なからず納得はした模様の荒くれ者一派。

  

  

  

  “啊!谢谢!如果按照莉莉姐姐说的做法，对方应该不会有戒心的。不愧是莉莉姐姐。”

  「あ、ありがとうございやすッ。恐らくリリーの姉御の言う通りのやり方なら、先方も警戒はしない筈でさぁッ。流石はリリーの姉御ですッ」

  

  

  

  这两名年龄还未成年的少女，天生就高高在上，所以无法拥有比别人高出一倍的自尊心。

  　そんな依然として成人にも満たない年齢の少女両名は、生まれながらにして高位の地位に君臨していたが故に、人一倍に高い自尊心を持て余していた始末の有様だ。

  

  

  

  更奇怪的是，站在高位的人竟然落得如此地步，这两姐妹除了傲岸桀骜不驯之外，连改善的机会都没有了。

  　その様に奇しくも、上の立場に立つ者がこんな具合の調子である手前、傲岸不遜と称する他にない二人の姉妹の振る舞いに対しては最早、これを改善する機会すらも与えられる余地はなかった。

  

  

  

  因此，另一方面，面对自己被下达的相当于死刑的命令，他只能乖乖服从。

  　それ故に一方で、自らに対して与えられた、本来であれば死刑宣告にも等しい命令に、従う他にない強面の男。

  

  

  

  “莉莉姐姐……真的拜托你了。”

  「リリーの姉御‥本当にたのんますよぉ」

  

  

  

  刚才意气风发的心情也不过是暂时的，事到如今付诸行动，即使是一贯严厉的男人，也多少明白了自己的危机就在眼前。

  　どうやら先程まで意気込んでいた心境も束の間の事、事ここに至って実行に移す運びとなっては、流石の厳つい男といえども少なからず、自身の危機を目前に悟った様である。

  

  

  

  “嗯嗯，放心吧。这个莉莉小姐会好好保护你的，不会有事的。而且，你这么紧张的话，一下子就会暴露的。所以，稍微自然一点的感觉，去的话就会变成浆果哦。加油，加油哦❤️看姐姐带❤️”

  「うんうんっ、安心して。このリリー様がちゃんと守ってあげるから、大丈夫だよぉ。それに、そんなにガチガチに緊張してたら、一発でバレちゃうと思うなぁ。だから、もう少し自然体な感じで、行くとべりぐーっとだよぉ。がんばれ、がんばれぇ❤️ほらお姉ちゃんもっ❤️」

  

  

  

  然而，与他完全相反，性格高傲的姐妹俩却对自己的行为举止丝毫没有担心的样子。

  　しかしながらそんな彼とは対称的に高飛車な性質を地で行く姉妹二人は、自らの振る舞いに対して、なんら気を咎めている様子が見られない。

  

  

  

  “啊?为什么如此高贵的我，要向这种卑鄙的三流那样献媚呢?莉莉，像你这种既没有羞耻也没有尊严，不符合巫女身份的行为，我根本无法容忍，正因为如此，你才比我差一步。还没上学园的爱，多少成绩也能施展吧?”

  「はぁ？どうしてこの高貴なわたしが、こんなたかが薄汚い三流如きに対して、媚び諂わなくてはならないのかしら？リリー、貴方みたく、自らの恥も尊厳もない、凡そ巫女としては相応しくないその様な振る舞いなんて、わたしには到底許容できるはずもないじゃない。そんな事だから、貴方はわたしに一歩及ばないのよ。まだ学園に通っていないアイの方が、幾分か成績でも振るうのではないかしら？」

  

  

  

  从他的叙述来看，他似乎认为所有人对自己的身世都毫无例外地垂头丧气，这是理所当然的，他甚至感到了一种极其傲慢的感慨。

  　そうして語られた口上を鑑みるにどうやら寧ろ、高貴なる出生の自身に誰も彼もが一切の例外なくこうべを垂れるのは、当然だとでも言いたげな、あまりに不遜極まる感慨さえ感じている様子。

  

  

  

  “嗯嗯，是啊。姐姐也这么紧张，其实是很担心你们的，所以放心去确认一下就行了吧❤️加油~ ~ ~”

  「うんうんっ、そうだねぇ。お姉ちゃんもこんなにツンツンしてるけどぉ、本心では君たちの事をちゃんと心配してるからぁ、だから安心して確認して大丈夫だよぉ❤️がんばれ〜っ❤️」

  

  

  

  但这也是没办法的事，甚至可以说是无法抗拒不可抗拒的人格形成的结果。

  　しかしながらそれも致し方なく、寧ろ不可抗力に抗えない人格形成の成り行きとしての末路とも窺えた。

  

  

  

  这与姐妹俩旁若无人的傲慢自然产生的窘境相呼应，是她们本人无论如何也无法矫正的举止。

  　その姉妹二人の傍若無人な驕りから自然と生じる羽目と相なってしまった、当人達では到底矯正するには及ばない立ち振る舞いである模様。

  

  

  

  “你看你看，你们没必要感到不安，快点结束吧。你看，那边也在看这边，不马上逃跑的话，说不定不是什么魔物。”

  「ほらほらぁっ、君たちはな〜んにも不安に思う必要はないからぁ、早く終わらせちゃおうよぉ。見て見てっ、あっちもこっちを見てるし、すぐに逃げないってことは、もしかしたら魔物なんかじゃないかもしれないよぉ」

  

  

  

  可是，莉莉却断然拒绝了，她看不出丝毫介意的样子。

  　だがしかし、これを見事一蹴してみせる側のリリーはといえば、なんら意に介した様子も見受けられることはない。

  

  

  

  在刚才姐姐傲慢的谈话中，她用刚才那洋溢着浓郁性感的微笑来搪塞。

  　先の今し方に、自らの姉の高慢な語り草に応じるに際しては、先程の強烈な色香漂う微笑みで、これを受け流して見せたのだ。

  

  

  

  “嗯……那我走了。”

  「へぇ‥それでは、行ってきやす」

  

  

  

  他好不容易听到对方说的决定性的话，接着就下定决心，是典型的粗鲁男人。

  　そうしてようやっとの具合で与えられた決め手のなる言葉を受けて、続く台詞で覚悟を決める荒くれ者代表格の男である。

  

  

  

  与此同时，阿爱转身走向等待自己的战场，她的背影在一旁看着，透出一股震撼力。

  　それに伴い踵を返し、自らにこれから待ち受ける戦場へと赴く後ろ姿は、これを傍目に眺めるアイにとっては、何処となく迫力が滲み出てすら窺えた。

  

  

  

  所以，当他看到那个高大的背影时，甚至可以看到他怀着极其纯粹的心情目送我离去的样子。

  　だから、そんな大きな背中を見て取った彼は、これを至極純粋な心境にて見送る様子さえも見て取れる。

  

  

  

  “好厉害……好帅……”

  「すごい‥格好良い‥」

  

  

  

  所以，即使没有什么特别的意图，她也会像姐妹所说的那样，对她的平民风情表示称赞。

  　それ故に自ずと口とした言葉は特段意図しなくとも、彼の姉妹曰く語る所の、例によって件の平民風情へと、称賛を送る形と相成った。

  

  

  

  另一方面，一副欲言以对的样子，站在一旁看着她的玛利亚，烦躁地咬着自己的指甲。

  　一方、それを見て取り物言いたげな面持ちとなる、側からこれを眺めていたマリアは、苛立ちも露わに自らの指の爪を噛む他にない。

  

  

  

  “爱……你是认真的吗?”

  「アイ‥貴方本気で言っているの？」

  

  

  

  玛利亚的脸上浮现出些许不平静的表情，她自然而然地说出了吸引弟弟注意的台词。

  　そんな、些か穏やかではない形相を美貌へと浮かべたマリアは自ずと、自身の弟の気を引くかの如き台詞を口としていた。

  

  

  

  因此，这是一种充满嫉妒心的爱，而回应的一方则是自然的回答。

  　だから、その様にして与えられた嫉妬心が多分に含まれる声色での物言いを与えられたアイであるがしかし、応じる側わといえばこれでもかと自然体での返答。

  

  

  

  “诶?我说了什么奇怪的话吗?”

  「え‥？アイ何か変なこと言った？」

  

  

  

  如果她真的接受了这个请求，也许是因为她那天真无邪的眼睛仰望着她，她自然就噤口不言了吧。

  　都合、まさかのこれを受けるに至っては、その初々しい瞳で仰ぎ見られることとなり自然、口を噤む限りのマリアだろうか。

  

  

  

  因此，她想不出什么巧妙的台词，说不出话来，只能扭曲她的美貌。

  　お陰で、紡ぐへき上手い台詞が浮かばない彼女であるからして、続く言葉を失った挙げ句の果てに、その美貌を歪ませるばかり。

  

  

  

  “……不，没什么……”

  「‥いいえ、なんでもないわよ‥」

  

  

  

  因此，自己的弟弟面对这个依然投来尊敬目光的粗鲁男人，自己也会用冷峻的眼神瞥他一眼。

  　であるからして自ずと、自身の弟が依然として尊敬の視線を注ぐ荒くれ者の男に対して、また自らも険のある冷然とした眼差しを一瞥させる様子が見て取れる。

  

  

  

  他会不会因为爱的浅薄而遭到姐姐玛利亚意想不到的恶意攻击呢?

  　そんなアイの浅はかな振る舞いにより予期せずして、彼の姉であるマリアから思いがけない程の、まるで路傍の害虫にでも与えられる様な悪意を向けられる羽目となる男だろうか。

  

  

  

  但是，与这样的对话对称的是，不管刚才对自己下达什么样的命令，都必须实行这种不合理的行为，接受这种不合理行为的男人的内心可以用悲惨来形容。

  　だがしかし、そんなやり取りとは対称的に、今し方自身に対して下されたそれがどの様な命令であろうとも実行に移さなければならない不条理を受ける側の男の心中といえば悲惨の一言に尽きる。

  

  

  

  因为那种自暴自弃的心情，与完全否定玛利亚嫉妒的主要原因、她的弟弟阿爱因误解而尊敬她的心情，可以说是完全相反的证据。这就是理由。

  　何故ならば、最早自暴自棄のそれであるその胸中は、マリアの嫉妬の要因を完全に否定する、彼女の弟であるアイが勘違いから尊敬するそれとは、相反していると称してしまっても、なんら差し支えない程の証左に他ならないが所以である。

  

  

  

  究其原因，除了长相强硬之外，更重要的是，虽然他长得很严肃，但在面对强者时，却像被长东西缠住一样，是个小东西，粗鲁的男人。

  　その理由は偏に、強面な面貌に加えて更には、厳つい容貌をしている割にこれで存外のこと強者に対しては、長いものに巻かれる様に小物な荒くれ者の男であるが故。

  

  

  

  但是，如果不接受，自己的进退也会陷入极端的境地，这是不难想象的。

  　しかしながら、これを受け入れなければ、自身の進退も極まる羽目となろうことは、否が応にも想像に難くない。

  

  

  

  因为世界上引以为傲的宗教国家雷亚诺斯提亚圣王国的圣女雪莉丝的女儿——少女们被赐予了天上之位，无论是谁都认为这是不可侵犯的领域。

  　何故ならば、世界が誇る宗教国家、レアノスティア聖王国の聖女、ユキリスの息女の娘である少女達二人に対して与えられた天上の位は、何者であれど不可侵の領域として誰もが認識しているが為である。

  

  

  

  纯白圣女尤奇里斯·雪白·冯·雷亚诺斯提亚的姐妹二人获得了全国大部分信徒、市民、上层阶级、贵族、王族甚至皇族的广泛支持。他所拥有的高贵地位并没有那么夸张。

  　同国における大半の信徒から、市民、それに加えて上層階級の人々や、貴族や王族、果てには皇族に掛けてまでに幅広く支持を集める純白の聖女、ユキリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアの息女が姉妹二人の位置付く高貴なる地位は、それ程までに伊達ではない。

  

  

  

  因此，她是一个战战兢兢、步履蹒跚的人，但也许是在姐妹俩的注视下，她有些不情愿地向等待自己的战场迈出了一步。就是这样的他。

  　それ故に、戦々恐々とした覚束ない足取りを晒す荒くれ者であるがしかし、これを見張る様にして眺める姉妹の前とあってか、不承不承といった具合の塩梅にて、自らに対して待ち受ける戦地への一歩を踏み出す運びと相成った次第の彼であった。
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  场所还是一样，在混杂着邪欲的人群的旋涡中，在某个昏暗却充满活力的娼馆街的同一处。

  　場は依然として同じくして、邪な欲望は入り乱れる雑踏が支配する界隈の渦中、何処か薄暗いながらも人々の活気に満ち溢れて窺える娼館街の同所にて。

  

  

  

  历经曲折的两姐妹，加上少女们的弟弟小爱，总共有三名男人在她们的注视下离开了会场，是典型的粗鲁之人。

  　紆余曲折を経て二人の姉妹と、その少女達の弟であるアイを含めれば計三名の彼等彼女等からの視線を背に受けながら、場を後にする運びと相成った次第の荒くれ者代表格の男。

  

  

  

  因此，虽然有些不情愿，有些畏首畏尾，但步伐却出乎意料地平稳。

  　お陰で不承不承といった具合の塩梅にて、及び腰となりながらも、その足取りは存外のこと乱れてはいなかった。

  

  

  

  之所以这么说，是因为在自己眼前看到的两个窥视自己的女人，无论从哪个角度看，都是人的容貌。

  　その理由は偏に、自身の眼前に見て取れる此方の様子を窺う女二人の姿が、何処からどの様にして見ても、人間の容姿をしていたからに他ならない。

  

  

  

  也正因为如此，刚才还浮现出的达观之色变得清晰可辨，自然而然地，脚步也变得轻快起来。

  　都合、つい今しがたまで浮かべられていた諦観の色がありありと窺える面持ちも自然、なりを潜めて足取りも軽くなる。

  

  

  

  刚才从远处看是看不清楚的，但随着距离的缩短，她们的容貌自然而然地鲜明地显露出来。

  　先程までの遠目では判然としなかったものの必然、距離を縮めるに伴い、自ずと彼女等の容貌も鮮明に露わとなりゆく光景が見て取れる。

  

  

  

  在某种程度上拉近了距离，在接近的状态下观察她的容貌，虽然她有让人看得入迷的美貌，但也只能认为她是个普通人。

  　どうやらある程度に距離を詰め、接近した状態で容貌を観察した限りでは、見惚れてしまう程の美貌は誇れど、ただの人間としか思えない。

  

  

  

  “哦，小姐们，难不成你们很闲吗?那样的话，我和酒吧……不……更高级的酒吧也行。总之，现在觉得你们很有魅力。所以和我一起吃饭怎么样?”

  「お、お嬢さん方、もしかして暇してるのか？そんなら俺と酒場‥、いや‥もっと上等な店でもいい。とにかく今はすげぇ、君たちが魅力的に思えるんだ。だから俺と一緒に食事でもどうだい？」

  

  

  

  因此，从他唐突地说出的追求话语中，可以看出他因为面对美女而产生的动摇。

  　それだから唐突、彼が口とした口説き文句からは、自ずと美女を前としたが故に、少なからず動揺から生じた淀みが窺える。

  

  

  

  因为他现在正面对的两个女人的容貌，与那些妓女相比，实在是太过突出了。

  　何故ならば、彼が今現在進行形で真正面に対峙する女二人の容姿が、そんじょそこいらの娼婦と比較しては、あまりにも突出した見目を持ち合わせていたが所以である。

  

  

  

  因此，与刚才不同的紧张感，又再次阻碍了他刚才的发言。

  　それ故に自然再度に渡り、先程とは異なる緊張が彼の今し方に語り見せた口上をこれでもかと妨げる羽目と相成った。

  

  

  

  当然，他在街上是个小有名气的粗野人，平时就一心扑在女人身上，但看到这样的上玉，也难免会退缩。

  　無論、街の荒くれ者として多少なりとも名を馳せている手前、平素から女漁りに余念がない彼であるがしかし、これ程の上玉を目の当たりとしては、萎縮してしまうのも致し方無いといった具合の塩梅だ。

  

  

  

  因此，从自己生命的危机转变为烦恼支配的粗野者的视线，变成了被站在眼前的两个女人的肉体移动。

  　であるからして自ずと、自らの生命の危機から一転、煩悩に支配された荒くれ者の視線といえば、眼前に佇む女二人の肉体へと這わされる運びと相成った次第である。

  

  

  

  正因为他把这种无法收拾、无可救药的愚蠢心理暴露在了脸上，所以与他对峙的两个女人只能拼命掩饰自己。

  　そんな始末に負えない、どうしようもない程に愚かな心中を面にも露呈させてしまっている彼であるが故に、これと対峙する二人の女側はといえば、ここぞとばかりに自らを取り繕う他にない。

  

  

  

  因此，对于方便——

  　であるからして都合、対しては─

  

  

  “是啊。我们来到这个城市还没多久，根本不知道该怎么做。难道你要做我们的保镖吗?”

  「そうなのよぉ。わたしたち、この街に来てからまだ間も無くて、どうすれば良いか全くわからなかったのぉ。もしかして貴方がわたしたちをエスコートしてくれるのかしらぁ？」

  

  

  

  下一个瞬间，雷梅拉保持着平静，突然把自己的社交能力全部动员起来，露出了她的美貌。

  　次の瞬間には平静を保ったまま、ここぞとばかりに自身の社交性を、これでもかと総動員した果てのレメラの美貌が曝け出された。

  

  

  

  她那装得极其自然的微笑，自然地伴随着极其柔和的表情而嫣然。

  　そうして至極自然体を装いつつの面持ちとなりての微笑みは自ずと、極めて和かな表情に伴い艶然と。

  

  

  

  她自然浮现的表情既爽朗得让人看得入迷，又散发着令人迷惑的性感，甚至让人觉得与之相反。

  　自然と浮かべられた表情には、思わず見惚れてしまう程に朗らかながらも、それに相反しているとまで思える程に、蠱惑的な色香を漂わせて窺えた。

  

  

  

  然而，从不时毫不松懈地回应的莱梅拉身上，可以看到他们的谄媚姿态，简直让人难以窥视。

  　けれど片時として油断することもなく応じて見せるレメラからは、隙を窺うことも難しいまでの完膚なきまでに完成された、媚び諂う立ち振る舞いが見て取れる。

  

  

  

  另一方面，拥有极其美丽姿容的雷梅拉，又像圣母般包容力，而接受她的粗野之人，则是雪上加霜。

  　一方、その様にして極めて美麗なる容姿を誇るレメラの、これまた聖母の如く包容力のあるそれを受ける側の荒くれ者はといえば、更なる追い討ちをかけられる形の展開となる。

  

  

  

  “是、是吗?那就正好了。我来这个城市也有很长一段时间了，多少有些面子上的作用，对那些地方也比较熟悉。”

  「そ、そうなのか、それなら丁度良かったな。俺はこの街に来てそれなりに長い。だから多少は顔も効くし、穴場にも詳しい」

  

  

  

  因此，对于自己的叙述，他越说越起劲，为了笼络眼前的美女，他的热情也就越高涨。

  　お陰で、自らの語りに対して勢い込んだ彼の口上には自ずと、目の前の美女を籠絡するべくして熱が籠り始めるばかり。

  

  

  

  似乎是被雷梅拉娇艳的微笑迷住了的粗野之徒，成了她美貌的俘虏。

  　どうやらレメラの艶やかな微笑みに見惚れてしまったらしい荒くれ者は、彼女の美貌の虜となった様だ。

  

  

  

  但是，如果是健全的男人，会认为这是没有办法的事，与他相对的女人还是很有魅力的。

  　しかしながらそれも健全なる男であれば、これを致し方無しと断じてしまう程度には、彼と相対する女は魅力的に思われた。

  

  

  

  所以，与醒悟到这一点的暴戾之人对峙的雷梅拉，仿佛幸而幸而似的，又提出了下面的劝诱。

  　だから、それを悟るに及ぶ荒くれ者と対峙するレメラはといえば、これ幸いといった具合の塩梅にて、次なる誘い文句を並べ立てる。

  

  

  

  “啊!真是太方便了!既然如此，就请您带我参观一下这条街吧!”

  「あらぁ、それは重畳、随分と都合が良いわねぇ。それなら是非、貴方にこの街を案内して頂きたいものだわぁ」

  

  

  

  因此，从她那过于饶舌的举止来看，甚至可以看出她已经习惯了这种场合。

  　であるからして、そんな彼女の饒舌に過ぎる立ち振る舞いも鑑みて取れば、殊更に場慣れしている様子すらも窺える。

  

  

  

  自然而然地，她的社交能力也有很高的一面，她的态度与前面提到的那些假装无知的骗子完全不协调。

  　自ずとその社交性の高い一面も見えてくる彼女の態度は、先に述べた初々しいまでに無知を装う騙り草には違和感も一入といった所だろうか。

  

  

  

  但是，那是只有在旁人的观察下才会提出的疑问，所以被现在进行时所迷惑的粗野的人是不会注意到的。

  　しかしながらそれは、傍目に観察しているからこそ呈することの出来る疑問であるが故に、現在進行形にて術中に嵌る荒くれ者がそれに気付ける筈もない。

  

  

  

  因此，打从心底被自己的邪恶情绪所摆布的他，根本无法拒绝雷梅拉的邀请。

  　それ故に、心底から自身の邪な情動に翻弄されてしまっている彼は、レメラの誘い文句を断るには到底及ばない。

  

  

  

  因为自己已经主动打招呼了，虽然一开始是被强制的，但在这个场合拒绝还是有些顾忌。

  　何故ならば既に、自ら声を掛けてしまった手前、最初こそ強制された事態ではあるものの、この場でこれに対して断りを入れるのも憚られた。

  

  

  

  没想到美丽的上玉突然对她提出了追求，这一事实恰好与此相符，粗鲁的人的话语中自然夹杂着喜色。

  　都合予期せずして見目美しい上玉から口説かれた事実と相まって、応じる荒くれ者の言葉は自ずと喜色の入り混じる声色となりて響いては聞こえる。

  

  

  

  “嗯，当然。”

  「ああ、勿論」

  

  

  

  他点头答应，似乎心情非常好，表示同意。

  　二つ返事を伴い頷いた彼は、至極機嫌も上々といった具合の塩梅にて、了承の意を呈して見せた。

  

  

  

  “哎哟，太好了。艾麦尔，这边的大人好像要护送我们，你呢?”

  「あら嬉しい。エメルちゃん、どうやら此方の殿方がわたしたちをエスコートしてくださるらしいけれど、貴方は如何かしら？」

  

  

  

  不知是怎样的因果巧合，不得不与人类结伴而行的雷梅拉注视着自己的同伴。

  　どの様な因果か奇しくも、人間と同伴を余儀なくされる運びとなったレメラは自らの仲間に対して視線で見遣る。

  

  

  

  于是，面对突如其来的提议，埃梅尔以异常沉稳的举止、肃穆的语气回答。

  そうして与えられた突然の提案を投げ掛けられるに応じるエメルであるがしかし、その思いがけない言葉に対して、異様な程に穏やかな振る舞いにて、粛々とした口調で返答した次第

  

  

  

  “真是太巧了，我实在是太无聊了，希望您能和我一起慷慨解囊。”

  「それは奇遇ね。わたしとしても大分退屈を持て余していた所だから、是非ともその気前の良いお話に御一緒させて頂きたい限りよ」

  

  

  

  面对突如其来的事态发展，埃梅尔极其冷静地回应着，他的声音听起来格外响亮。

  　その様な突如として自らに課された展開に対して受け答える至極冷静なエメルの声色が、存外にも響いては奏でられて聞こえた。

  

  

  

  看来对她来说，能骗过意外降临的人的机会，是绝佳的狩猎时机。

  　どうやら彼女としても予期せずして降って湧いた人間を相手に騙し通せる機会は、絶好の狩時として見て取れた様だ。

  

  

  

  “可以吗?”

  「良いの？」

  

  

  

  然而，面对如此轻松而平静的埃梅尔的回答，雷梅拉会不会再次再三确认呢?

  　だがしかし、そんな軽い調子に平静を保つエメルの返答を受けるに応じてはこれに対して、再度に渡り念押しをするレメラだろうか。

  

  

  

  从他的样子可以看出，对于现在的不可理解的状况，由不安而产生的鲜明的踌躇。

  　その姿からは、今現在の不可解な状況に対しての、明確なまでの不安から生じた鮮明な程の躊躇いが垣間見える。

  

  

  

  看来对被作为宿敌的姐妹俩的手下劝说的不可思议的现状，有自己的想法。

  　どうやら兼ねてより宿敵である姉妹二人の手下から口説かれている不可思議な現状に対して、思う所がある模様。

  

  

  

  而且她还说，这么简单就答应可以吗?

  　それも彼女曰く、それ程簡単に承諾をしてしまってもいいのかと。

  

  

  

  如果上了对方的圈套，虽然踌躇不前，但还是结伴同行，结果会不会是姐妹二人对死的欢迎呢?

  　もし仮に先方の誘いに乗って、躊躇いながらもこれに同伴した結果、待ち受けている姉妹二人からもたらされるのは死の歓迎なんじゃないの、とか何とか思って見たり。

  

  

  

  就在刚才，雷梅拉还能流利地说些骗人的话，随心所欲、得意忘情地说，就连这样的她也说:

  　それは、つい今し方まで騙る口上も流暢な具合の塩梅にて、自らの思う所好き放題余す所なく意気揚々にも相まり調子に乗って語って見せたレメラでありながらも、そんな彼女としても曰く、

  

  

  ——这不是什么陷阱吧，这是一种内心充满不安的状态，无论是否愿意，都只能随大流。

  　─これって何かの罠じゃないわよね、みたく不安も一入といった所の胸中の塩梅な有り様の始末であるからして最早、否が応にも流れに乗る他にない次第な現状の事態さながらな様子。

  

  

  

  直到刚才，雷梅拉还以近乎完美的应对方式回应着他，他的感慨，让他仍然偷偷地将自己拥入心中。

  　そうして密かに心中へと依然として抱かれるに至ったのは、つい先程まで完璧にも思える程の対応にて応じていたレメラの感慨だ。

  

  

  

  但是，她的这种怀疑也是没有办法的，因为从面对她的那个粗鲁的男人身上，可以看出多少有些紧张的样子。

  　しかしながら、そんな彼女の疑念も致し方無くて思えるのは、今し方に相対する荒くれ者の男の姿からは少なからず何処か、緊張した様子が窺えるが所以。

  

  

  

  因此，我们的拟态是否已经被识破，这句话此刻在雷梅拉心中浮现。

  　であるからして、もしかしてわたし達の擬態が見破られてしまったわけではなかろうか云々とは、現在レメラの心中へと浮かんだ寸暇だろうか。

  

  

  

  就这样，面对不安的她，刚才提过问题的艾麦尔稍晚了些才做出了回答。

  　そうして不安を持て余している最中の彼女に対して、僅かながらに遅ればせながら先程に問いを投げかけたエメルから返答がもたらされる。

  

  

  

  “正好我也很无聊，所以想玩一会儿。”

  「丁度わたしも退屈していたところだから、少しばかり戯れにでも興じてしまいたい気分だったの」

  

  

  

  正好，雷梅拉的焦躁也被抛在了别人的身上，而他所给予的语言，却是一个意味深长的故事。

  　都合、レメラの焦燥も他所に、与えられた言葉はといえば、これでもかと意味深な物言いからなる語りとなる。

  

  

  

  因此，聪明的雷梅拉充分调动自己的社交能力，极力掩饰内心的动摇。

  　お陰で、それの意味する所を鮮明に悟る聡明なレメラの側は、自らの社交性を総動員することにより動揺を押し隠して見せた。

  

  

  

  接着，雷梅拉再次面对从埃墨尔迁徙而来的流浪汉，说出了接下来要去的地方。

  　次いで、エメルから再々に渡り荒くれ者に対して向き直るレメラは、これからの行先を口とする。

  

  

  

  “我赞成你的意见，不过，能不能稍微换个地方呢?即使是为了享受美味的晚餐，这里也会觉得很嘈杂。所以，我希望你能带我去适合培养我们今后关系的安静的地方。对啊，如果可以的话，最好是在没什么人的室内。”

  「その意見には賛成ね、ああでも、少しばかり場所を移してもらえないかしらぁ？美味しいディナーを楽しむためにも、ここは騒々しく思えるものぉ。だから、これからのわたしたちの関係を育むのに相応しい静かな所に連れて行って欲しいのだけれどぉ。そうねぇ、出来ればあまり人の居ない屋内だと嬉しいわぁ」

  

  

  

  另一方面，说到对她的内心完全无法理解，被委身的雷梅拉迷住的一方的粗野者，应该是连声色都流露出来的回答吧。

  　一方で、彼女の心中に対して一向に及びがつく筈もなく、委ねられたレメラに魅了されている側の荒くれ者といえば、浮かれた声色も露わの返答だろうか。

  

  

  

  “是啊，这里根本不适合小姐们。嘿嘿，那就交给我吧。我知道一家既便宜又好吃的旅店。”

  「ああそうだな。此処はお嬢さん達には到底見合わねえ所だぜ。へへっ、それなら俺に任せてくれや。安くて、料理がとんでもなく美味え宿屋を知ってるんだ」

  

  

  

  他说到这里，根本不知道自己的下场，接着又说了几句话。

  　そうしてここぞとばかりに語り見せる彼は、自らの行末など知る由もなく自ずと、これに対して続く台詞を口とすることとなる。

  

  

  

  然而，雷梅拉因惊愕而瞪大眼睛，看向的不是刚才说话的他，而是他身后。

  　だがそれに応じる驚愕から見開かれたレメラの瞳は、今し方にやり取りを交わしていた彼ではなく、その後ろを捉えていた。

  

  

  

  “那就跟我来吧。那位小姐也不要害羞，来这边就好了。哎呀，我也终于有机会了。不过，要是有那么多钱的话，把我的朋友也叫来吧——”

  「それじゃあ、俺について来いッ。そっちのお嬢さんも、恥ずかしがらずこっちへ来るといい。いやぁ、ようやく俺にもツキが回ってきたぜ。それにしてもそんなに溜まってるなら俺のダチも呼んで─」

  

  

  

  但是，由于他没有注意到这一点，所以意气风发的样子，反而妨碍了粗鲁的人流畅的劝诱语。

  　しかしながらそれに気付けないが故、意気揚々といった具合の塩梅で、流暢にも語り見せる荒くれ者の淀みのない流れる様な誘い文句が妨げられる羽目となる。

  

  

  

  然后，突如其来地，就在他说完这句极其令人不快的开场白之前。

  　そして唐突、その様にして極めて気障ったらしい口上を言い終えるのを目前としての出来事である。

  

  

  

  下一个瞬间，与他面对面而坐的雷梅拉的惊愕表情突然被苦涩的表情所点缀。

  　次の瞬間に突如として、彼と向かい合う形で相対していたレメラの驚愕の面持ちを浮かべていた美貌が、苦渋の表情へと彩られる。

  

  

  

  就在这时，她那娇艳的淡粉色嘴唇上突然涌出了鲜血，就像被堵住的浊流被解放了一样。

  　すると途端、彼女の艶かしい薄桃色の唇からは突如として、まるで堰き止められていた濁流が解き放たれるかの如く、鮮血が溢れ出る羽目と相成った。

  

  

  

  “……”

  「‥ぁ」

  

  

  

  虽然眼前的惨状已经消失了，但他的眼睛却越来越大，那把从胸口一直延伸到前方的白金刀片让他惊叹不已。

  　そうして眼前に起きた惨状も去ることながら、己の胸板から前方へと貫通している白金の刃へと漸く及びがついた彼は、瞠目する他にない。

  

  

  

  因为刺破自身肉体的剑身前端，随着剑尖的到达也贯穿了雷梅拉的身体。

  何故ならば、自身の肉体を突き破った刀身の先端は、レメラの身体をも、これの切っ先が到達するに伴い貫いていたが所以である。

  

  

  

  他终于意识到自己的要害也遭到了破坏，虽然为时已晚，但伴随着剧痛的呻吟，他忍不住提出了问题。

  都合、自身の急所もまた、これに倣い破壊された事実を悟るに至る彼は、遅ればせながらにもたらされた激痛による呻き声と共に、問い掛けを呈さずにはいられなかった。

  

  

  “呜……是吧……”

  「ぐッ‥な‥ぜ‥」

  

  

  

  为了寻找刺向自己肉体的凶刃的出处，越过自己的肩膀回过头来的粗鲁的视线所面向的，是无论如何也难以置信的光景。

  　自ずと自らの肉体へと突き刺さる凶刃を繰り出した出所を求めて、自身の肩越しより振り返る荒くれ者の視線が向かう先には、到底信じられない様な光景がある。

  

  

  

  他的目光移向前方，映入广阔的视野里的，果然是还带着蛊惑微笑的莉莉，摆出酷酷的姿势。

  　そうして彼の瞳が移された先に広がる視界に映るのは果たして、蠱惑的な微笑を称えたままのリリーが、レイピアを構えている姿が見て取れるのであった。

 
  異端審問1

  异端审判1

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  被自己从来没有感到过的可怕的疼痛折磨着，男人回过头来看到的莉莉的身姿，作为他最后看到的景象鲜明地刻在脑海里。

  　自らがこれまで感じられた事の無い様な、凄まじいまでの痛みに苛まれ、男が振り返り様に見て取れたリリーの姿は、鮮烈な印象として彼の最後に目とした光景として脳裏へと刻まれた。

  

  

  

  话说回来，肉体依然被冷酷刀身剜去的那一方的粗野者，因为呼吸道被血液堵塞，什么话也说不出来。

  　都合、依然として肉体に対して、レイピアの刀身で抉り抜かれている当の本人である側の荒くれ者といえば、気道を血液で塞がれているが故に、何を語る事もできない有様だ。

  

  

  

  如今连呼吸都变得困难，他所剩下的时间，就像风中之烛一样。

  　そうしてまともに呼吸もままならない塩梅な始末である手前、最早彼に残された時間は正に文字通り、風前の灯といった所。

  

  

  

  他死得体无完肤，连回答都答不上来，这本来应该引起观众的怜悯之情，但紧接着传来的却是无常的话语——

  　お陰で返答さえもままならない程完膚なきまでに死に体といった具合の姿は、殊更に見る者の憐れを誘って然るべき状態であるにも関わらず、それに続いて与えられた言葉は無常にも─

  

  

  

  “真的，做诱饵的辛苦了哦~❤️真好啊，就像你说的那样，能为了同伴而死❤️就是常说的自我牺牲吗?我觉得莉莉是普通的穷签❤️啊，对不起，被戳中了，所以不能说话了❤️话说真的听到莉莉的声音了吗?嗯~，算了算了，剩下的就交给莉莉小姐休息吧❤️好好休息吧❤️”

  「本当に、囮役のお勤めご苦労様だよぉ〜❤️良かったねぇ、君が言うところのお仲間のために死ぬことができてぇ❤️よく言う自己犠牲ってやつかなぁ？リリー的には普通に貧乏くじだと思うけどなぁ❤️あ、ごめんねぇ、刺さってるからぁ、喋れないよねぇ❤️っていうかホントにリリーの声聞こえてる？‥ん〜、まぁいいいやぁ、後はリリー様に任せておやすみなさいしていいよぉ❤️ゆっくり休んでねぇ❤️」

  

  

  

  但另一方面，直到粗鲁的人失去意识为止，莉莉还是一改平时的娇滴滴的语调，像个巫婆似的应付着。

  　しかしながら一方で、そうして荒くれ者の意識が途絶えるまでの間にも、平素からの甘ったるい声色もそのままに、巫山戯立ち振る舞いでの受け答えを返すリリーだ。

  

  

  

  因为这里是杳无人迹的小巷，所以更能听到莉莉发自内心的快乐的声音。

  　それは同所が人気も皆無な路地裏である事も相まり都合、殊更に響いては奏でられるリリーの心底から楽しげな声音。

  

  

  

  托她的福，她终于释放了自己体内蕴含的魔力，任凭自己的情绪摆布。

  　お陰で、ここぞとばかりに自らの内に内包した魔力を解き放つ彼女は、これでもかと自身の情動が赴くがままに身を委ねる。

  

  

  

  突然间，与此同时被剜出的凶残刀尖，仿佛与她的话相呼应，发出耀眼的光芒。

  　すると唐突、これに伴い抉り込まれた凶刃の先端が、彼女の言葉に呼応するかの様に眩いばかりの輝きを呈することとなる。

  

  

  

  “喂!”

  「あぐッ」

  

  

  

  与此相应，对此表现出显著反应的，是与粗野者一起被串起来的雷梅拉。

  　それに応じては、すぐさまこれに顕著な反応を示したのは、荒くれ者と共に串刺しとされているレメラである。

  

  

  

  那也是，突然在锐皮亚刀尖上闪现出白金光芒的瞬间，磷光洒向四周，逐渐凝结成一点。

  　それも突然、レイピアの切っ先に白金の煌めきが顕現した次の瞬間には、辺りに燐光を撒き散らしたそれは次第に一点へと纏まりを見せた。

  

  

  

  因此，当它必然会聚到刺向雷梅拉心脏的尖端时，可以窥见黄金的轨迹。

  　であるからして、それは必然的にレメラの心臓へと突き刺さる先端へと収束を果たすに際しては、黄金の軌跡が垣間見受けられる。

  

  

  

  那是刹那之间发生的事情。

  　その刹那の合間の出来事である。

  

  

  

  “这……这是神圣术。”

  「こ‥れは、神聖術ッぐッうぅぅッ」

  

  

  

  穿透她的肉体，发出粒子般的发光，几乎覆盖了在场所有人的视野。

  　彼女の肉体を貫通するそれは、粒子の如き発光を発生させて、この場に居合わせている者達の視界を覆い尽くさんばかりの事態を呈していた。

  

  

  

  “果然，以前就常说疑罪从罚。徐来尼，请不要把莉莉的力量仅仅和神圣术之类的相提并论吧?这不是用你们这种不知分寸的鱼的尺度来衡量的东西哦。能不能不要用这种程度来说话呢?还有，像你们这种稀有物种的样本，我想尽量保留，所以希望你们不要太过抵抗。对了，你们也不喜欢痛吧?既然如此，干脆放弃比较好，对你们来说也是为了你们自己。”

  「やっぱり、疑わしきは罰せよとは、昔からよくよく言ったものだよねぇ。そ・れ・に、リリーの力をたかが神聖術如きと同列にしないでほしいなぁ？君たちみたいな身の程を知らない雑魚の尺度で、推し量れる様な代物ではないんだよぉ。その程度の分際で物を語らないでもらえるかなぁ。それとぉ、君らみたいな希少種のサンプルは出来るだけ残しておきたいからぁ、ああまり抵抗はしないでほしいなぁ。だってぇ、君達だって痛いのは嫌だよねぇ？それなら潔く諦めた方が、そちらの身の為だよ思うよぉ」

  

  

  

  与此同时，充分表达了自己想法的莉莉，给了对方非常单方面的说法。

  　これに伴い自らの思う所を存分に語り見せたリリーは、至極一方的な物言いを相対する先方へと与える。

  

  

  

  “还有，我真的很感谢你，这句话已经听不见了。”

  「あとあとぉ、君には本当に感謝してるよぉ、ってもう聞こえてないよねぇ」

  

  

  

  就这样，她不断煽动对峙的对方，对着依然被冷酷无情贯穿的狂暴者微笑着。

  　そうして一頻り対峙する相手方を煽り散らした彼女は、依然としてレイピアに貫かれたままの荒くれ者へと微笑んだ。

  

  

  

  “要是能好好地走到雷亚诺斯提亚先生的身边就好了❤️那就拜拜啦~再见了❤️”

  「ちゃぁんと、レアノスティア様のお膝元に行けるといいねぇ❤️それじゃあばいば〜い、さようなら❤️」

  

  

  

  接着，莉莉用极其蔑视的举止做出挑衅性的动作，将自己手中的蕾皮亚拉回面前。

  　次いでその様にして、極めて小馬鹿にするかの如き振る舞いにて、挑発的な身振りを見せるリリーは、自らの手中に納められているレイピアを手前に向けて引き戻す。

  

  

  

  这时，可以看到莉莉美丽的长发在空中留下耀眼的闪光轨迹的光景，那美丽的长发呈现出几乎覆盖了这里的白金魔力的光辉。

  　際しては、同所を覆い尽くさんばかりに顕現している白金の魔力と同色の輝きを呈するリリーの美しい長髪が虚空へと、眩い煌めきの軌跡を残す光景が見て取れる。

  

  

  

  “喂!”

  「ごふッ」

  

  

  

  然而，让人看得如痴如醉的美景也是无常的，暴发户的命运，在这个还未成年的少女手中，暴露出了无尽的痛苦。

  　だがしかし、その様に思わず見惚れてしまいそうな程に絶景も無常ながら、荒くれ者の命運は、依然として成人にも満たない少女の手により、尽き果てる憂き目を晒す羽目と相成った。

  

  

  

  因为，看不出任何踌躇的她所操纵的剑身，从刚才被剜去的肉体中一口气被拔出，形成了虚空。

  　何故ならば、何ら躊躇う素振りすらも窺えない彼女が操る剣身は、今し方まで抉り込まれていたその肉体から一息に引き抜かれるに応じて虚空を形作るが所以。

  

  

  

  不出意外，刚才起到止血作用的那个东西离开了刚才被穿的地方，结果就变成了鲜血直流的惨状。

  　都合、先程まで穿たれていた箇所から血止めの役割を担っていたそれが離れたことにより自ずと、溢れ出た夥しいまでの血液を吐き出す惨状となる他にない。

  

  

  

  因此可以看到鲜血虽然自动喷出，但由于莉莉的白金魔力，却无常地蒸发的光景。

  　お陰で自ずと噴出される鮮血はしかしながら、リリーの白金の魔力により、無常にも蒸発させられている光景が見て取れる。

  

  

  

  多亏没有停留被撒散的吐血，随着不管不顾莉莉的魔力被妨碍，那个身姿逐渐消失。

  　お陰で留めなく撒き散らされる吐血は、否が応にもリリーの魔力に妨げられるに伴い、その姿を次第に消失させるばかり。

  

  

  

  她脚边的石板路上，用刀片溅满了血迹，鲜艳的红色在路上划出一道美丽的弧线。

  　そして返す刃にて血糊を散らした彼女の足元の石畳の路上へと、鮮やかな紅色が美麗なる弧を描いた。

  

  

  

  而那些留下鲜明印象的血液，正是刚才应该还在交换的粗野之徒所流出的生命的证据。

  　そうして鮮烈な印象の感じられる跡を残す血液はしかし、先程までやり取りを交わしていた筈の荒くれ者から溢れ出た生命の証に他ならない。

  

  

  

  因此，不管怎么说，随着担当粗暴者和莱拉两名肉体支柱的蕾皮亚被拔出，与此同时倒下的是他们。

  　それ故に曲がりなりにも、荒くれ者とレイラ両名の肉体の支柱の役割を担っていたレイピアが引き抜かれるに伴い、それと同時に倒れ伏す羽目となる彼等彼女だ。

  

  

  

  “……中……自己杀了魔……这、这……的外道……现在……看……没有。”

  「‥なっ、なか‥まを自ら殺すだなんて‥。こっ、こ‥の‥外道‥。今に‥、見て‥なさぁい」

  

  

  

  然而，与已经断气的前者相比，后者虽然伏在地上，却依然延续着生命。

  　しかしながら、既に息絶えている前者とは対称的に後者は、地に伏すこととなりながらも、依然として生命を繋ぎ止めている模様。

  

  

  

  “哎，总有一天会像魔物一样被人宣扬道德吧?我真的很意外。不过，这不是在这条街上肆意妄为的你们能说的话吧?”

  「えぇ〜、まさか魔物如きに道徳を説かれる日が来るだなんてぇ、わたしからしたらとぉっても心外だよぉ。でもでもぉ、それって散々この街で好き勝手してくれた君たちが言えた台詞(セリフ)じゃないよねぇ？」

  

  

  

  然而，就在被认为是莉莉独角戏的这个地方，突然传来了刚才还茫然自失的埃梅尔的声音。

  　けれど、そんなリリーの独壇場と思われたこの場へと唐突、今し方まで茫然自失の様相を呈していたエメルの声が与えられる。

  

  

  

  “来吧!我要解放术了!”

  「レメラッ、術を解放するわッ」

  

  

  

  随着她强有力的宣言在这里响起，仿佛与这句话相呼应似的，突然露出妖娆的光芒。

  　そうして力強い彼女の宣言が同所へと響いては奏でられるに伴い、まるでその言葉に呼応するかの様にして突然妖しい光が露わとなる。

  

  

  

  那也是刚才说给她看的埃梅尔双眸的虹彩，呈现出美丽而鲜艳的鲜红光芒。

  　それも、今し方に言い放って見せたエメルの両の瞳の虹彩が、美しくも鮮やかな真紅の輝きを呈していた。

  

  

  

  因此，莉莉对她突然降临的存在感表现出焦躁，但她并没有受到任何压力。

  　だから、その様にして突如舞い降りた彼女の存在感に対して苛立ちを露わとするリリーはといえば、なんら気圧されるでもなく応じて見せる。

  

  

  

  “嗯，那就是所谓的魔眼。难道说那就是你们所谓的绝招。对啊对啊，怪不得抓不到尾巴呢。我以为一定是药，没想到猜错了。啊，可是莉莉一开始就觉得很奇怪，因为她觉得那个姐姐说的话有什么漏洞。果然不出所料，姐姐真是个笨蛋啊。不过，那样的话莉莉完全无所谓。因为萨丘巴斯的魅惑术对莉莉·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚不可能有效。但是，如果你无论如何都想试试的话，请用一下，我完全无所谓。因为啊，拥有魔眼的sakubas什么的~不过很少见啊，现在的lily真是太宽容了，反而给人一种非常欢迎的感觉呢~。因为是第一次收集稀有种的魔物，所以非常期待❤️”

  「ふ〜ん、それが魔眼ってやつなんだぁ。もしかしてそれが君たちの所謂奥の手なわけなんだぁ。そっかそっかぁ、道理で尻尾が掴めないわけだよぉ。てっきりお薬だと思ってたのに、見当が外れたなぁ。あ、でもでもぉ、リリーは最初から変だと思ってたんだよぉ。だってだってぇ、あのお姉ちゃんの言うことだしぃ、何か穴があるじゃないかと思ってたんだぁ。そしたら案の定これだからぁ、ホントにお姉ちゃんっておバカさんだよねぇ。まぁでも、それならそれでリリーとしては一向に構わないんだけどぉ。だってだってぇ、サキュバスの魅了の術如きが、このリリー・スノーホワイト・フォン・レアノスティア様に効くはずがないんだからぁ。でもでもぉ、どうしても試してみたいならぁ、どうぞ使ってもらっても、わたしとしては全然構わないよぉ。だってだってぇ、魔眼持ちのサキュバスだなんてぇ、と〜っても珍しいからぁ、今のリリーはとぉっても寛容なんだぁ。寧ろ大歓迎って感じだよぉ〜。希少種の魔物を仕留めるのは初めてだからぁ、すぅっごく楽しみだよぉ❤️」

  

  

  

  莉莉正好趁对方不备抢得先机，趁此机会煽风点火，大肆宣扬吧。

  　都合、まんまと相手の隙をついて先手を取った手前も相まり、ここぞとばかりにこれでもかと煽りに、大上段にも語り散らすリリーだろうか。

  

  

  

  特别是从他那声嘶力道、意气风发的话语中，可以看出他对现在与自己对峙的对方的轻视。

  　殊更に声高にも、あまりに意気揚々と勢い付いたその口上からは、多分に自らが今現在に対峙する先方への侮りが窺える。

  

  

  既然已经到了这种地步，那就应该看清对方的底牌，舌流流畅地配合对方，充分展示自己在对方面前的优势吧。

  そんな始末の有様であるからして先方の手の内を見て取っては、舌の巡りも淀みなく流暢に相まって相手方に対しての、自らの優位性を存分に、語りに示してみせるリリーだろうか。

  

  

  而且，从她比平时更得意忘形的样子，甚至可以看出她有一副得意忘形的样子。

  　それに加えて、少なからず平素にも増して調子に乗っている彼女の姿からは、大いにたかを括っている様子すらも見て取れた次第であった。

 
  異端審問2

  宗教裁判所2

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  地点没变，依然是娼馆街，是在这个国家的特别格调低下的一带发生的事。

  　場所は所変わらず、依然として娼館街が所在している、同国における特段格式に劣る界隈での出来事である。

  

  

  

  说到对雷梅拉和埃梅尔两个人投来轻蔑眼神的莉莉，在场的人都能看出她发自内心的快乐。

  　この場に居合わせている面々においても、レメラとエメルの二名に対して見下した眼差しを注ぐリリーはといえば、心底から楽しげな面持ちを露わとしている様子が見て取れる。

  

  

  

  就这样呈现出一种极其片面的面貌，而人们却被这种面貌所压倒。

  　その様にして至極一方的な様相を呈して見受けられる同所に置いて、これに気圧される他にない人々の模様。

  

  

  

  正因为他们都是这样的人，所以除了压倒他们的莉莉以外，谁都被他们玩弄于股掌之间。

  　都合その様な始末の面々であるが故に、そんな彼等彼女等を圧倒している当の本人であるリリーを除いた誰も彼もを翻弄する独壇場と化した現状だろうか。

  

  

  

  因为所有人都一样，没有一个人敢公开阻止这个相当于当地巫女的存在，做出这种愚蠢的行为。

  　何故ならば皆一様にして、同国の巫女足る立場に位置ずく存在である彼女を、表立って止める様な愚行を冒す様な真似をする者は、誰一人として一切の例外なくこの場には、居合わせていないが所以である。

  

  

  

  因此，从旁边看到这令人不安的惨状的行人，也只能露出惊恐的表情。

  　であるからして、この物騒な惨状を側から眺める通行人といえども、只々怯えた面持ちを露わとする他にない。

  

  

  

  因此，在目睹过如此凄惨光景的人中，能追究到这一点的人自然就有限了。

  　だから、その様に極めて凄惨な光景を目の当たりとした人々の只中に、これを見咎めるに及ぶ人物は自ずと限られてくる始末だ。

  

  

  

  但是，在眼下所看到的极其单方面的肃静面前，这也是无可奈何的。

  　しかしながら、それも今し方に繰り広げられて見て取れる、極めて一方的な静粛を前としては、致し方無いと言った具合の塩梅となる。

  

  

  

  至于不得不对此采取行动的卫兵，因为对方是由奇里斯的女儿，所以似乎无法出手。

  　都合、これに対して及び腰と成らざるを得ない衛兵はといえば、相手がユキリスの息女となる手前もあり、手出しが出来ない模様。

  

  

  

  奇怪的是，在现场遇到了倒霉事的巡逻男子看来，这是一副无法忍受的样子。

  　奇しくも、現場へと居合わせてしまう憂き目に遭う見回りの男からすれば、堪ったものではないといった様子を晒す限り。

  

  

  

  因为是刚刚呈现出这种地步的公共机关，所以这里已经被莉莉彻底掌握了。

  　そんな始末を呈しているばかりの公的機関であるからして、完膚なきまでに同所はリリーによって、掌握されることと相成った次第。

  

  

  

  托她的福，在主导权被她支配着的这个场合依然身处的濒死的雷梅拉和埃梅尔两个人，紧张也一入。

  　お陰で、主導権を彼女に支配されてしまったこの場へと依然として身を置く羽目となっている瀕死のレメラとエメル両名はといえば、緊張も一入。

  

  

  

  与此相对，她们二人似乎已经丧失了战斗意志，而莉莉则并排站在她们对面，平时也表现出戏谑的举止。

  　対して、そんな最早戦意を喪失して窺える彼女等二人と向かい合う様にして並び立つ側リリーは、平素にも戯けた立ち振る舞いを見せつけている様子。

  

  

  

  另一方面，对方埃梅尔的双眸则呈现出令人着迷的鲜红美丽。

  　一方で、これを受けた先方のエメルの双眸は、思わず見惚れてしまう程に美しい真紅の輝きを呈して思われる。

  

  

  

  由于情况的关系，从正面与他对峙的莉莉那里，与他玩弄巫山的动作完全对称，看不到任何破绽。

  　都合上、これに真正面から対峙するリリーからは、その巫山戯素振りとは対称的に、なんら隙を窺う事ができない。

  

  

  

  正因为如此，她依然保持着冷酷的体制，很难让人放松警惕。

  　お陰で、未だレイピアを構えた体制を崩すことなく佇む彼女の姿からは、油断を誘うことすらも難しい。

  

  

  

  在这种情况下，两个人的立场只能陷入胶着状态，但可以看出两人之间的距离缩小了不少。

  　この様な有様のまま、互いに膠着状態となる他にない、二人の立ち位置であるがしかし、少なからず距離を詰めている様子が見て取れる。

  

  

  

  似乎是为了追赶逐渐后退的艾麦尔，莉莉窥视了前者的些微动作。

  　どうやら次第に後退るエメルを追い掛ける形で、僅かながらの動きを垣間見せているリリーが、前者の隙を伺っている模様。

  

  

  

  这是一个非常拥挤的地方，是一个非常紧张的状况，所以所有人都噤口不言。

  　つまる所、極めて逼迫して状況を呈して見受けられるこの場であるが為に、誰もが皆一様に口を噤む羽目と相成る他にない。

  

  

  

  然而，寂静之帐就这样降临在这里的沉默也是短暂的，唯一的例外是莉莉出现了动作。

  　しかしながらその様にして静寂の帳が舞い降りる同所においての沈黙も束の間の事であり、唯一の例外として見て取れるリリーが動きを見せる。

  

  

  

  她自然而然地厌倦了什么都做不到的现状，这一步就变成了向相对的埃梅尔迈进的形式。

  　自ずと何をするにもままならない現状を厭うた彼女の一歩が、相対するエメルへと踏み込まれる形となる。

  

  

  

  与此相应，突然出现了前者拉近距离时足以踩碎的石质地板卷起碎片的样子。

  　するとそれに応じて唐突、前者が距離を詰めるに応じて踏み砕かれ足る石畳みの床が破片を巻き上げる様子が見て取れる。

  

  

  

  随着他那与年龄相称的矮小身躯完全相反的惊人身体能力的踏入，沙尘飞向了空中。

  　凡そ、小柄な年齢相応の肉体とは相反した凄まじいまでの身体能力による踏み込みに伴い、砂塵が虚空へと宙を舞う。

  

  

  

  利利幼小的身体一口气就把时间缩短了，面对面前的埃梅尔，显示出如神速般惊人的奔跑力。

  　都合、間合いを一息に殺したリリーの幼き身体は、これを前とするエメルに対して、神速の如き驚異的な走力を見せ付けることとなる。

  

  

  

  另一方面，看到以超乎常人的脚力跃出的莉莉，一旁的埃梅尔惊讶地睁大了眼睛。

  　一方、その様に人外染みた脚力にて躍り出るリリーの姿を目の当たりとした側のエメルはといえば、驚愕も露わに瞳を見開く姿が傍目にも窺える。

  

  

  

  也许正因为如此，面对即将到来的她的威胁，自己也会遭遇出其不意的厄运吧。

  　お陰でこれに迫り来る彼女から与えられる脅威に対して、自ずと不意を突かれる憂き目と遭うエメルだろうか。

  

  

  

  但是，她迟来的超反应奇迹般地发挥了拯救她脱离困境的作用。

  　だがしかし、遅ればせながらに見せた超反応が奇跡的に、彼女の窮地へと救いの担い手としての効果を発揮する。

  

  

  

  莉莉用力踢起地面的肉体与埃梅尔相接之际，随之而来的是前者朝着正面的轨迹发出的刺击。

  　勢いよく地面を蹴り上げたリリーの肉体がエメルに接敵するに際しては、これに伴い真正面へと軌跡を取った前者の刺突が迸る。

  

  

  

  为了回应，后者敏锐地觉察到即将接近自己的危机，上身仰起。

  　それに応じるに当たっては、肉薄寸前といった所の自身に迫り来る危機を鋭敏に悟る後者の上体が仰け反る体勢を見せる。

  

  

  

  从侧面来看，这是一种将肉体的柔软体质毫无预期地展现出来的咸梅。

  　これは側から見ても、それはそれは見事な肉体の柔軟な体質を、予期せずして披露する塩梅となるエメルだ。

  

  

  

  她的动作出乎常人的意料，就像超人一样，与之对应的第二个威胁也来了。

  　都合そんな思いがけない常人離れした、まるで超人さながらの動きを見せた彼女に対して、これに対応する第二の脅威が襲い来る。

  

  

  

  那也是不知什么时候，丽丽的斩击，掏出了与收纳蕾皮亚的手中不同握着的短剑。

  　それもいつの間にやら、レイピアを納める手中とは別に握られている短剣を繰り出しての一撃となるリリーの斬撃。

  

  

  

  看来刚才被派出的是预先携带的王牌暗器。

  　どうやら今し方に繰り出されたるは、予め携帯していた、切り札と思しき暗器での一線な模様。

  

  

  

  那是对正在采取勉强姿势的埃梅尔而言，无异于一以贯之的危机状况的瞬间吗?

  　それは無理な姿勢を取っている最中のエメルへの、一貫と相成った次第の危機的状況に他ならない瞬間だろうか。

  

  

  

  因此，无法接住的她，上半身的重心向后倾斜，利用自己肉体的纵向旋转。

  　お陰で、それを受けるに窮した彼女は、上体の重心が後方へと倒れるがままに、自らの肉体の縦回転を利用する運びとなる。

  

  

  

  碍于情面，埃梅尔用向后猛地转身的美腿，踢了追赶自己的莉莉一脚，形成了炸裂的形状。

  　都合上、後ろ向きに勢い良く返す美脚にて、自らに対して追い縋るリリーを蹴り上げた次第のエメルのカウンターが炸裂する形と相成った。

  

  

  

  但是，像街头表演一样的表演所付出的辛苦都是徒劳的，莉莉也跟着表演了向后翻跟头。

  　けれど、そんな大道芸の如き身のこなしを呈した苦労も虚しく、これに応じるリリーも後ろへの宙返りを披露して見せた模様。

  

  

  

  与此同时，莉莉以轻快的姿态避开了对方的踢腿动作，她的白金金发随之飘扬。

  　これに伴い、先方からの蹴り技を、軽やかな立ち振る舞いにて回避したリリーのプラチナブロンドが翻る。

  

  

  

  与此相对应的是，当闪闪发光的白金长发在空中划出轨迹时，留下了令人陶醉的美丽辉煌。

  　これに応じては、輝かしい白金の長髪が虚空へと軌跡を描くに際する、思わず見惚れてしまう程に美しい煌めきを残す。

  

  

  

  因此，再次跨越的双方随着落地，看清了与对方的正确距离。

  　お陰で、再度に渡り間合い取った両者は着地に伴い、相手方との正確な距離感を見定めている様子。

  

  

  

  如此一来，再次来到这个势均力敌的场合，从沉默中，我甚至感到了一种异常沉重的质量。

  　そうして再び拮抗するこの場へと訪れた沈黙からは自ずと、異様な程に重苦しい質量さえ伴ってすら感じ取れる。

  

  

  

  相对的，只能从旁边看着的爱，是被自己的姐姐玛利亚的双手蒙上了眼睛。

  　対しては、これを側から眺めるしかないアイはといえば、自身の姉であるマリアの両手により、目隠しを強いられている次第。

  

  

  

  因为他认为眼前的这场攻防战会对爱的教育造成不好的影响。

  　何故ならばその理由は偏に、眼前にて繰り広げられている攻防は、アイの教育に対して悪影響を与える光景として断じられたが為に他ならない。

  

  

  

  因此可以看到，判断出这一点的玛利亚自然而然地把自己的双手盖在爱的眼睛上。

  　であるからしてこれを判断したマリアが自ずと、自身の両手をアイの瞳の上から覆い被せる様にしている姿が見受けられる。

  

  

  

  所以，如果说是自然而然地妨碍了视线，那么只要他露出不适合这个场合的悠闲困惑。

  　だから自然と視界を妨げられる羽目と相成ったアイはといえば、凡そこの場に似つかわしくもない呑気な困惑を露わとする限り。

  

  

  

  “喂，玛利亚姐姐。我也想看莉莉姐姐战斗的样子啊。”

  「ねぇ、マリアお姉ちゃん。アイもリリーお姉ちゃんの戦っている所が見たいなぁ」

  

  

  

  正因为如此，爱才会对现在正在自己眼前展开的战斗，表现出超乎寻常的好奇心吧。

  　それ故に、今現在自らの目前で繰り広げられているだろう戦闘に対して、並々ならぬ好奇心を呈するアイだろうか。

  

  

  

  但另一方面，当挡住阿爱视线的玛利亚回应时，她只是用极其倦怠的声音回应。

  　しかしながらその一方で、そんなアイの視界を塞いでいる当の本人であるマリアの側が応じるに際しては、酷く気怠げな声色での言葉を返すばかり。

  

  

  

  “别这样，你要是看到了就会晕倒的那种下流的玩笑话，实在是不适合高贵的我们，实在是看不下去的光景。我说，如果你有了这种多管闲事的行为，我也很不情愿，所以，你和我在这里待到结束就好了。当然你不是不理解那个吧?当然，如果你无论如何都想违抗我的话，那倒也不是唯一的选择，但这并不是拼命的选择，我想即使是你愚笨的头脑也会有遗憾的……作为你的姐姐，我相信你不会犯下如此愚蠢的行为。”

  「やめておきなさいな。貴方がもしも見たら卒倒してしまいそうな程に、下等な戯れに興じているのだから。高貴なるわたし達には到底相応しくない、とてもではないけれど見るに堪えない光景よ。アイ、あなたがその様な下世話な振る舞いを覚えてしまったらわたしとしても不本意極まりないもの。であるのだから、貴方はわたしとこのまま終わるまで此処にいるといいわ。もちろんそれを理解しない貴方ではないわよね？無論、どうしてもわたしの言葉に逆らいたいと言うのであれば、その限りではないけれど、それが懸命な選択でないことは、愚図な貴方の頭でも流石に及びがついている物だと思っているけれど‥。まさかこれを是とする愚行を冒すはずがないと、貴方の姉であるわたしは信じているわ」

  

  

  

  然而，突然听到与她的声音完全对称的、一味地长舌如舌的玛利亚咄咄逼人地说了一通，阿爱陷入了这样的境地，除了脸色苍白之外别无他法。

  　けれども唐突、その声音とは対称的に次いで至極一方的に長広舌を垂れるマリアから、粘り着く様にして語り見せられた羽目と相成ったアイの側といえば、面持ちを蒼白とする他にない。

  

  

  

  玛利亚说完后，用发自内心的怜爱之手，将自己娇艳的五指传到小爱的脸颊上。

  　そうして途端にそれを良い含める様にして口上を締め括るマリアは心底から愛おしげな手付きにて、自らの艶かしい五指をアイの頬へと伝わせていた次第であった。

 
  異端審問3

  宗教裁判所3

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  　

  在依然暴露着壮烈惨象的现状的同处停留着的爱，是还被掩盖着视野，呆呆地站着的时候的事。

  　依然として壮絶な惨状さながらの現状を晒す同所にて身を留めているアイは、未だ視界を覆い隠されるがままに、立ちすくんでいた時分の出来事である。

  

  

  

  “呼、呼……难道是我……是这样的……”

  「ふ、ふふっ‥まさかこのわたしが‥、こんな無様を‥」

  

  

  

  当她被姐姐抱在怀里时，突然听到的那句看似微弱却带着诅咒的咒语，难道不是吗?

  　そうして姉の腕の中に抱かれて佇む最中、突如として弱々しいながらも響いては聞こえたのは、そんな悪態を吐く様な呪詛の含まれて窺える言葉だろうか。

  

  

  

  出于某种原因，轻轻地用手指指着自己的眼睛，对着自己的眼睛看了一下。

  　都合上、自ずとこれを耳としたアイの眼差しが、自身の瞳に対して覆い被された五指の隙間から眇められる。

  

  

  

  当他开始寻找被赋予的声音的出处时，就自然而然地陷入了亲眼目睹这一壮烈景象的境地。

  　その様にして与えられた声色の出所を求めた途端に彼は自然と、自らの目とした壮絶なる光景を目の当たりとする羽目と相成った。

  

  

  

  因此，在那个面前，露出紧张的爱，随着对自己的肉体显示出的僵硬，遭遇了失禁的忧。

  　お陰でそれを前として、緊張を露わとしたアイは、自身の肉体に対して強張りを見せるに伴い、失禁を果たす憂き目と遭うこととなる。

  

  

  

  之所以这么说，是因为被堵住的视线所及之处，即使视野有限，也能奇迹般捕捉到在血泊中倒下的雷梅拉的身影。

  　何故ならばその理由は偏に、塞がれた視線の向かう先には、例え視界が限定された只中でありながらも、奇跡的にその範囲に納められている血溜まりの最中倒れ伏すレメラの姿が捉えられたが所以。

  

  

  

  因此，看到这一切的人，即使称之为纯粹无垢也无碍的爱，只能从心底受到冲击，露出无法掩饰动摇的表情。

  　それ故にこれを見て取った側の当の本人である、最早純粋無垢と称してしまってもなんら差し支えないアイはといえば、心底から衝撃を受ける他にない様子で、動揺を隠せない面持ちを露わとして窺える。

  

  

  

  另一方面，正因为是暴露出那样的状况的爱，所以能看到玛利亚对暴露出那样狼狈的表情而责备的身影。

  　一方で、そんな有様を晒す始末なアイであるが故に、その様にして狼狽した面持ちを無様にも晒すこれを見咎めるマリアの姿が見て取れる。

  

  

  

  现在看来，阿爱的行为很悲惨，再加上粗鲁的行为，她从心底里感到气愤。

  　どうやら今し方に、惨めな振る舞いを呈するアイがこれに加えて粗相をした事実に対し、心底から業腹に思う次第の彼女である。

  

  

  

  因此，她接二连三说出的话，对于已经呈死相的雷梅拉，根本没有任何触动的迹象。

  　それ故に、応じる彼女から続けられた台詞はといえば、最早死に体の姿を呈しているレメラに対して触れる様子も皆無。

  

  

  

  “等等……也许，你违背了我的忠告。啊，正因为如此，你才说不行，难道你对自己愚蠢的行为还不以为然吗……所以我不是说了吗?我说的还是老老实实地接受为好……刚才我也说过了，所以我以为你很好地理解了这句话的意思。真是的……虽然我已经对你进行了好几次教育，但看你的样子，似乎依然没有达到那个地步。那样的话，只要你立刻回到圣域，我就只能惩罚你……”

  「ちょっと‥。もしかしなくとも、わたしからの忠告を破った様ね。はぁ、それだからあなたは駄目だと言っているのだけれど、未だに自らの愚かな振る舞いに対して、及びがついていないというのかしら‥。だから言ったでしょう？わたしの言うことは素直に受け入れておいた方が身の為だと‥。先程も言い聞かせたのだから、これの意味する所をよくよく理解したものだと思っていたわ。全く‥幾度となくわたしは貴方に教育を施してきたつもりなのだけれど、どうやらその様子だと依然としてそれは及んでいない様ね。それなら即刻聖域へと戻り次第、お仕置きをするしかなくなるのだけれど‥」

  

  

  

  碍于情面，对濒死的她毫不介意的玛利亚，表现出极为恳切的内心吐露。

  　都合上、瀕死の彼女に対してなんら意を介さないマリアは、極めて切実なる心中の吐露を見せる。

  

  

  

  她那长篇大论的长篇大论，仿佛被注入了依然露出恐惧表情的小爱的脑髓。

  　そのあまりに長ったらしい長広舌はまるで、依然として恐怖に彩られた面持ちを露わとしているアイの脳髄へと注ぎ込まれるかの様。

  

  

  

  那极其单方面的陈述，加上她那充满热情的声音，道出了玛利亚发自内心的想法。

  　その極めて一方的に窺える口上は、何処か熱の籠る声音も相まって、心底から述べたマリアの胸中を物語る。

  

  

  

  因此，阿爱在接受这一请求时，显得战战兢兢，狼狈不堪。

  　お陰で、この口上を受けるに際したアイは、極めて戦々恐々とした様子にて、これまた酷く狼狽する他にない。

  

  

  

  “嗯……玛利亚姐姐……对不起。”

  「う、うぅ‥マリアお姉ちゃん‥ごめんなさい」

  

  

  

  而且被自己的姐姐谴责行为的阿爱，似乎对自己的过错有所察觉。

  　そうして自身の姉から振る舞いを窘められたアイは、自らの非に対してどうやら及びがついた模様。

  

  

  

  因此，面对玛利亚的阿爱，一边诚恳地表示歉意，一边深深地低下了头。

  　それ故にマリアに向き直るアイは、素直に謝罪の意を呈するに伴い殊勝ながらも、深々と頭を下げて見せた。

  

  

  

  因此，当看到爱心甘情愿地接受自己的悲惨时，玛利亚的反应自然是柔和的。

  　だからその様にして自らの惨めを甘んじて受け入れるアイを見て取れるに応じるマリアの対応は自ずと、柔和な振る舞いとなる。

  

  

  

  “是啊……好像渐渐演变成自己的愚蠢行为了。那就正确理解他的无能，尝试改善吧。不管怎么说，他是我的弟弟，应该有不少这样的资质。”

  「そう‥。漸く自らの愚行に及んだ様ね。であればその無能を正しく理解して、改善を試みなさいな。曲がりなりにもわたしの弟であるのだから、少なからずその資質は持ち合わせている筈よ」

  

  

  

  玛利亚的美貌从刚才还带着危险的气质一变，心情变得非常好，比平时更显出傲岸桀骜不驯的姿态。

  　つい今し方まで剣呑な雰囲気を帯びていた美貌からは一転、至極機嫌も上々といった具合の塩梅となるマリアからは、平素にも増して傲岸不遜な姿が見て取れる。

  

  

  

  刚才还明显地表现出焦躁的她，在面对小爱坚强的态度时，似乎也收敛了。

  　どうやら先程まで鮮明にも苛立ちを露わとしていた彼女ではあるがしかし、アイの健気な態度を受けるに際しては、それもなりをひそめている模様。

  

  

  

  因此，她自然而然地带着柔和的微笑，可以看出她用温和的手势抚摸着小爱的头。

  　であるからして、自ずと柔和な微笑みを伴い受け応えて見せる彼女はといえば、穏やかな手付きで、アイの頭を撫でている様子が窺える。

  

  

  

  这就是平时对他人态度强烈的玛利亚唯一对弟弟的慈爱。

  　それは、平素から他者に対する当たりが強いマリアでありながらも、唯一持ち合わせている自らの弟に対しての慈愛に他ならない。

  

  

  

  另一方面，与交换着这种对话的两个人的样子相对，能窥见特别不同模样的，是依然在展开战斗的莉莉和埃梅尔两个人。

  　一方で、そんなやり取りを交わし合う二人の様相とは対称的に、特段様子を異として窺えるのが、依然として戦闘を繰り広げるリリーとエメルの両名だ。

  

  

  

  “喂，别把麻烦都推给莉莉，姐姐也帮帮我吧。这孩子的魔眼比我想象的还要强大，真让人受不了。”

  「ちょっとぉ、リリーにだけ面倒事を押し付けてないで、お姉ちゃんも手伝ってほしいなぁ。なんだか、思ったよりもこの子の魔眼が強力でぇ、とってもやりずらいよぉ」

  

  

  因此，率先发出声音的是被迫应战的莉莉，令人惊奇的是，时至今日，还能看到她正遭遇攻守逆转的痛苦。

  　それ故に先んじて声を挙げたのは、今し方に応戦を余儀なくされているリリーであり、奇しくも今現在に至っては、攻守逆転の憂き目と遭っている様子が窺える。

  

  

  

  “雷梅拉，你也快点使用法术吧，不然就晚了。”

  「レメラ、貴方も早く術を使いなさいッ。でないと手遅れになるわよッ」

  

  

  

  正因为如此，在与先下手为强时不同的战斗中，他会看准时机，认为这是万幸而责备对方吗?

  　であるからして先手を取られていた時分とは異なる戦闘の最中、これ幸いとここぞとばかりに機を見計らって、これでもかと相手方を責め立てるエメルだろうか。

  

  

  

  在那个时候，可以看到她睁着带有鲜红光芒的双眸，与莉莉的肉体相接的样子。

  　都合それに際しては、深紅の煌めきを帯びた双眸を見開いたままに、リリーの肉体へと接敵している様子が見受けられる。

  

  

  

  总算是使出了自己的杀手锏，同时也是王牌的，莉莉所说的被认为是魔眼的术的力量技的艾墨。

  　どうやら自らの奥の手であると同時に切り札の、リリー曰く魔眼と思しき術を用いての力技を繰り出している次第のエメルだ。

  

  

  

  因为，只要自己不能压倒前者，雷梅拉重返战线的可能性就几乎为零。

  　何故ならば、自らが前者を圧倒しない限り、レメラが戦線に復帰する可能性は最早皆無と成り果ててしまうが所以に他ならない。

  

  

  

  因此，刚才催促雷梅拉这么做的埃梅尔，看起来是一副极其拼命的样子。

  　であるが故に、今し方にレメラに対してそれを促したエメルは、酷く必死な形振り構わない様相を呈して見て取れる。

  

  

  

  “嗯……不会吧!你竟然能把我逼到这种地步，其实你的手段还挺高明的。不过，这种程度还是远远比不上莉莉小姐吧。就算你稍微厉害一点，也不会得意忘形。”

  「ッとぉ、んんっ、うそぉ、まさかわたしをここまで手こずらせるなんて、意外と手練なんだぁ。でもでもぉ、この程度ならやっぱりリリー様には到底及ばないかなぁ。少しだけ強いからって、調子に乗らないよぉにねぇ」

  

  

  

  然而，与后者使出全力撕下自己的鬼牌的行为对称，前者似乎并不局限于此。

  　しかしながら、その様にして自らの鬼札を切った後者の全力を伴う振る舞いとは対称的に、前者のそれはその限りではない模様。

  

  

  

  乍一看是埃梅尔对莉莉展开极端单方面的攻防战的现状，但从应战的莉莉的美貌来看，可以看出多半是从容的表情。

  　一見してエメルがリリーに対して至極一方的な攻防を繰り広げている様に見受けられる現状でありながらも、これに応戦するリリーの美貌からは、多分に余裕の面持ちが見て取れる。

  

  

  

  因此，与她现在进行时相对应的埃梅尔，露出了极度焦躁的表情。

  　お陰でそんな彼女と現在進行形にて相見える側の当の本人であるエメルはといえば、酷い焦燥も露わとした表情を露呈して見受けられる。

  

  

  

  ……好像很从容，其实不是马上就要屈服了吗?在你面前的我，能够理解那种不堪重负的情绪。你不是觉得邪的欲望很痛苦吗?假设是这样的话，那你现在的行为就不像是拼命的判断了，不是吗?如果杀了我，那甜美的冲动在你以后的人生中，甚至是一生中都无法再次实现。所以，如果你因此而杀了我，那么今后你的人生中就再也无法体会那种感情了。真的可以吗?如果你明白这一点，现在就收矛吧。”

  「‥随分と余裕みたいだけれど、本当は今にも屈してしまいそうなのではないかしら？貴方を前とするわたしには、その身に余る情動が手に取る様にして理解できるわ。邪な欲望をとても辛く思っているのではなくて？仮にそうであるなら、今の貴方の振る舞いは懸命な判断とは到底思えないのだけれど？だってそうでしょう？もしもわたしを殺してしまったら、その甘美な衝動は貴方の以後の人生において、一生を通しても再び教授することは叶わないのだから。だからそれに及んで尚、わたしを殺すというのであれば、今後のあなたの生においてその情動を味わうことは無くなってしまうけれど？本当にそれで構わないとでも言うのかしら？よくよくそれを理解したのであれば、今すぐ矛を納めなさい」

  

  

  

  因此，当艾麦尔回应时，他继续说的话，听起来似乎被对面的莉莉所压倒。

  　それ故にエメルが応じるに際して、続けられた台詞は自ずと、何処か相対するリリーに対して気圧されている様な節が耳として聞こえる。

  

  

  

  然而，最明显的不同之处，就是声音的声音，它模仿着他的心境。

  　しかしながら、それにも増してより顕著に様子異として窺えるのは、その心境に倣う様にして響いては聞こえた声色からに他ならない。

  

  

  

  当然，艾麦尔依然能以轻快的动作，继续接受莉莉的连击。

  　無論依然としてリリーから与えられる刺突の連撃を未だに軽やかな身のこなしにて、交わし続けている次第のエメルである。

  

  

  

  不过，这也正是因为她有着罕见的突出身体能力，才有了异于常人的技艺。

  　だがしかしそれも彼女の類い稀なる突出した身体能力があってこその、常人離れした芸当に他ならない。

  

  

  

  话虽如此，就算艾麦尔再怎么有本事，也不可能有持续不断地做出这种异于常人的行为的体力。

  　とはいえ、流石のエメルとてその人外染みた振る舞いを延々と継続する体力など、最早リリーを前としている現状、到底残されている筈もない。

  

  

  

  因为那是因为，在一对一的情况下，从正面面对莉莉，遭遇了忧郁的遭遇，所以被现状的战斗所压倒。

  　何故ならばそれは、一対一で真正面からリリーと相見える憂き目と遭っているが故の現状の戦闘に気圧されているが所以。

  

  

  

  由此可见，两国之间的实力差距非常明显，前者明显地压倒了后者。

  　であるからしてこれは、互いの力量の差は如実に思われる程に、後者に対して前者が鮮明に圧倒している証左に他ならなかった。

 
  異端審問4

  宗教裁判所4

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  莉莉和埃梅尔的表情如此激烈，却依然毫无让步的样子，彼此对峙着。

  　その様に極めて苛烈にも相見えるリリーとエメルは、依然として互いに一切を譲る様子もなく、対峙して見受けられる。

  

  

  

  从旁边看着她们两人的每个人

  　そんな、彼女等両名を側から眺める誰も彼もは

  可以看到他带着极度恐惧的表情从建筑物的阴影里望向这里的样子。

  　、酷く恐れ慄いた面持ちにて建物の影からこれに対して視線を注いでいる様子が見て取れる。

  

  

  

  之所以这么说，是因为在场的所有人都无法忍受被卷入她们激烈的战斗之中。

  　何故ならばその理由は偏に、同所へと居合わせている人々は皆一様に、彼女等の激しい戦闘に巻き込まれては堪らないが為に他ならない。

  

  

  

  另一方面，对此并没有特别不满的莉莉，正因为如此才可以尽情地展示自己的身手，她甚至觉得这是一件好事。

  　一方で、それに対して特段不平を抱く訳でもないリリーはといえばそのお陰で、自らの立ち回りを思う存分見せ付ける事が出来ている故に、寧ろ好都合とすら感じている模様。

  

  

  

  因此，她当时的心情无需多言，就能清楚地看出她的行为举止。

  　であるからして、そんな始末の彼女の心中は別段語るまでもなく、ありありとその振る舞いに対して顕著に示されて見受けられる。

  

  

  

  看来，在接受了艾麦尔的魔眼效力的同时，还亲自剥下了自己指尖上的生指甲，实行了这一令人惊叹的事情的莉莉，对此表现出了抵抗的样子。

  　どうやら、エメルの魔眼の効力をその身に受けながらも自身の指先の生爪を自ら剥ぎ取る、驚嘆に値すべき事柄を実行したリリーは、それに抵抗を示している様子。

  

  

  

  “啊，这不是中了吗?因为疼痛而使我的魔眼的效力散开了……不过，以那样的情况，我的术无效化什么的，不要想，为了自己。而且，你这副样子，难道是想和我正面交锋吗?如果你真的这么想，那可真是太小看我了。”

  「あら、中々やるじゃない。痛みでわたしの魔眼の効力を散らしたってわけ‥。けれど、そんな有り様で、わたしの術を無効化したなんて、思わない方が身の為よ。それにその体たらくで、まともにわたしと真正面から相見えるつもりからしら？仮にそう考えているのだとしたら、随分と侮られたものね」

  

  

  

  所以，当她看到莉莉坚强地反抗自己的方法时，也会毫不犹豫地做出回应。

  　故にそんな始末の、気丈ながら自身の術に対して抗うリリーの懸命な姿を見て取って、大上段にも応じて見せるエメルだ。

  

  

  

  “哼~说这种话，其实是想给同伴做伤口才没办法的吧?只是你单方面说了很多而已，莉莉还有很多余力，需要你多多关照。我反而觉得你比我更疲惫，难道是我的错觉吗?而且再不快点的话，你的朋友真的会死吧?明明应该刺穿了要害，却完全没有死的样子，我也吓了一跳呢。你们果然还是被认为是魔物的上位种好吗?”

  「ふ〜ん、そんな事言っちゃってぇ、本当はお仲間の手当てをしたくて仕方がないんじゃないのかなぁ？そっちこそ随分と一方的に語ってくれたみたいだけれどぉ、リリーとしてはまだまだ余力を残しているからぁ、大きなお世話だよぉ。寧ろ、キミの方が遥かに此方よりも疲弊して思えるのはわたしの気のせいなのかなぁ？それに早くしないと本当にお仲間さんが死んじゃうよぉ？まさか急所を貫いた筈なのに、全然死ぬ様子がないんだからぁリリー、と〜っても驚いちゃったよぉ。やっぱりキミ達って、魔物の上位種っていう認識でいいのかなぁ？」

  

  

  

  但是，莉莉却把平时的嬉皮笑脸的举止表现得淋漓尽致，丝毫看不出介意的样子。

  　だがしかし、それにも増して平素からの戯けた立ち振る舞いをここぞとばかりにこれでもかと披露して見せるリリーは、なんら意に介する素振りが見られない。

  

  

  

  也就是说，她自己的态度证明了刚才说的话所代表的意思。

  　それはつまり、今し方に応じて見せた口上の言葉通りの内容が意味する所を彼女自身の態度がが証明しているが所以に他ならない。

  

  

  

  就这样，连自己指尖感受到的剧痛都无动于衷的莉莉，显示出了自己的优越性。

  　その様にして、自らの指先に対して感じ取れる激痛すらものともしないリリーは、自身の優位性を示して見せる。

  

  

  

  在回应她明确的回心转意时，作为接受回心转意的一方，似乎也包含了不少不容忽视的话。

  　そうして明確な意趣返しを呈して見せる彼女に応じるに際しては、これを受けた側のエメルとてしても少なからず聞き捨てならない言葉が含まれていた模様。

  

  

  

  “……请不要把我们和那些下等的人相提并论。不懂东西的傻瓜说的话实在不堪入耳。”

  「‥わたし達をその様に下等な者達と同列に語らないでほしいわね。物を知らない愚か者の言葉は本当に聞くに堪えないわ」

  

  

  

  然而，虽然双方反复进行着言语上的交锋，但他们的行为举止却鲜明地暴露出了对方的弱点。

  　けれどもそんな、言葉の応酬を繰り返す両者の巫山戯た態度での振る舞いであるがしかし、互いの意識は鮮明に相手方の隙を伺って思われる。

  

  

  

  因此，听到埃梅尔的轻蔑话语的莉莉，对他做出了用行动来回答的样子。

  　だからだろうか、そんなエメルからの軽口を耳としたリリーの側といえば、これに対して行動を伴い返答する様子を見せる。

  

  

  

  莉莉的娇小身躯一再向前冲去，展现出了她那异于常人的脚力。

  　都合、再三に渡り前方へと勢い良く躍り出たリリーの小柄な体躯は、常人離れした脚力でもってしての疾走を見せ付ける。

  

  

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  

  

  因此被逼来的埃梅尔，对于没有任何征兆甚至连预备动作都没有的出乎常人的莉莉的举动，除了被震慑之外别无其他。

  　お陰でこれに迫り来られた側のエメルはといえば、一切の兆しもなく予備動作すらも皆無な人外染みたリリーの挙動に対して気圧される他にない。

  

  

  

  因此瞬间杀死了和对方之间拉开的距离的莉莉，一口气尝试着接敌给对方。

  　それ故に先方との間に開いた距離を瞬く間に殺したリリーは、一息に相手方へと接敵を試みる。

  

  

  

  就这样，莉莉以一种罕见的超人般突出而敏锐的奔跑力，在迫近距离时，她脸上露出了极其凶恶的微笑。

  　その様にして類い稀なる超人さながらの突出した冴え渡る走力にて間合いを詰めるに至るリリーの面持ちは至極凶悪な微笑みを称えて見て取れる。

  

  

  

  她那被扭曲成壮烈的残暴的美貌，给对方带来了深刻的印象。

  　そうして浮かべられた壮絶に歪められた嗜虐的な美貌は、これを目の当たりにした相手方に与える影響に対して鮮烈な印象を抱かせる運びと相成った。

  

  

  

  因此，在这样的处理方式下，被压住气势的埃默尔不得不面对这一局面，不由自主地做出了退缩的样子。

  　であるからしてそんな始末で気圧される側となるエメルはといえばこれに相対する羽目となるお陰で、思わず退く素振りを見せた。

  

  

  

  因为，在自己的魔眼效力的支配下对方的莉莉，完全看不出忍耐的样子。

  　何故ならば、自身の魔眼の効力の支配下においている相手方のリリーが、全く堪えた様子も見受けられないが所以である。

  

  

  

  因此，在没有预料到的情况下，遭遇如此意外的埃梅尔只能一脸狼狈地回应。

  　であるからして予期せずしてそんな不意を突かれる形となったエメルは自ずと、酷く狼狽した面持ちでこれに応じる他にない。

  

  

  

  其理由是，不顾一切对魔眼造成的影响的莉莉，突然展现出的爆发性神速被压倒了。

  　その理由は偏に、魔眼に与えられた影響の一切をものともしないリリーの、突如として披露して見せた爆発的な神速に対して圧倒されているが故。

  

  

  

  刚才也再三考虑过这一点的埃默尔，似乎已经没有余力去考虑了。

  　先程も前としたそれを再三に渡り目としたエメルであるがしかし、これに対する余力は最早残されていなかった模様。

  

  

  

  因此，她只能出人意料地后退一步，在那一瞬间，她意识到了自己失态的事实。

  　それ故に思いがけずして一歩後退する他になかった彼女はその刹那、自らが失態を冒した事実を思い知る羽目となる。

  

  

  

  那只不过是一瞬间的松懈。

  　それはたかが一瞬に呈した束の間の気の緩み。

  

  

  

  虽然年纪尚小，但在自相残杀方面，这与以一流手段著称的莉莉的死斗中暴露出的致命的破绽是无法挽回的。

  　されどこれは、幼いないながら曲がりなりにもこと殺し合いにおいては、一流の手練を誇るリリーとの死闘にて晒した致命的なまでに取り返しの付かない隙に他ならない。

  

  

  

  总而言之，聪明至极的莉莉当然不会轻易放过这个机会。

  　つまるところ、無論これを受けた至極聡明なリリーは、持ち前の目敏い性質を駆使してこれの機会を見逃す筈もない。

  

  

  

  难道是莉莉的一脚踩进了这令人难以置信的荒唐景象?

  　都合、ここぞとばかりに地面を駆け抜けるに伴い石畳の床すらも踏み砕く、到底信じられない荒唐無稽の光景を作り出すリリーの踏み込みだろうか。

  

  

  

  在这种情况下，莉莉继续压缩与埃梅尔之间的距离，终于实现了与对方的再次肉搏。

  　際してはこれでもかと、エメルとの間隔を詰めるリリーは、遂に先方との再度に渡る肉薄を果たすことと相成った。

  

  

  

  “是吗?”

  「かはッ」

  

  

  

  然而与此同时，对对方使出冷酷无情的莉莉，任由自己的冲动驱使而委身。

  　しかしてそれに伴い、相手方へとレイピアを繰り出したリリーは、自らの衝動が赴くがままに身を委ねた。

  

  

  

  因此，莉莉的细剑自然而然地朝着在自己眼前露出破绽的埃梅尔的正面走了过去。

  　それ故に前方へと自ずと構えられたリリーの細剣は、自身の眼前にて隙を晒したエメルの真正面へと軌跡を取った。

  

  

  

  与此相应，在两者之间产生的极少的缝隙中，放出了一条耀眼的银线。

  　これに応じては、両者の間に生じているごく僅かながらに開いた間合いの只中を、眩い煌めきを放つ一つの銀線が解き放たれる。

  

  

  

  在那一刻，一道耀眼的闪光在虚空中留下白银轨迹的痕迹，几乎要烧毁所有目睹它的人的眼睛。

  　それに際しては、輝かしいまでにこれを目の当たりにした者の瞳を焼き尽くすさんばかりの閃光が、虚空へと白銀の軌跡の跡を残す。

  

  

  

  就这样，伴随着美丽的始终，莉莉对准埃梅尔的凶刃毫不留情地迸出的景象，让在场的人们看到了。

  　その様に美しいまでの一貫に伴う、リリーからエメルに対して向けられた凶刃は、なんら容赦なく迸る光景を、同所へと居合わせている者達へと見せ付ける。

  

  

  

  另一方面，面对直线逼近的自己所受到的威胁，即使毫无知觉，也能勉强后退。

  　一方、一直線に迫り来る自らに与えられた脅威に対して、覚束ないながらも、かろうじて後方へと後退るエメル。

  

  

  

  然而，这样的奋斗都是徒劳的，致命的致命的刺击，分毫不差地抓住了她的心脏。

  　しかしながらそんな奮闘も虚しく、致命的なまでに確殺へと至るその刺突は、寸分すらも違わずに彼女の心臓を捉えて窺える。

  

  

  

  从他的动作看不出任何迟疑，就像被吸进去一样，不断使出漂亮的突刺技。

  　その動きからは一切の迷いもなく、まるで吸い込まれていくかの様にして淀みない見事な突き技を繰り出して見て取れる。

  

  

  

  虽然年龄还未成年，但作为一流的使用者，它最终以鲜明的目标贯穿了艾麦尔的肉体。

  　依然として成人にも満たない齢でありながらも、一流の使い手として放たれたそれは、果てして狙いを違うことなく鮮明な程に、エメルの肉体を貫通することとなる。

  

  

  

  直到最后剜出她的肉体时，细剑的承担者也有明显刺破身体器官的感觉。

  　そうして遂に彼女の肉体を抉るに至るそれは、明確にその身体の器官を突き破る手応えを、細剣の担い手へと与えていた。

  

  

  

  因此，莉莉的美貌被欢喜的微笑所点缀，但她的追击之手却一再移动。

  　それ故にこれを成したリリーの美貌は歓喜の微笑みに彩られたものの、それで彼女の追撃の手は再三に渡り動いて見受けられる。

  

  

  

  莉莉不知何时将短剑收进了另一只握着丽皮亚的手中，她探望了艾梅尔向头部投掷短剑。

  　都合いつの間にやらレイピアを握るもう一方の手中へと短剣を納めていたリリーが、エメルの頭部めがけての投擲を見舞う。

  

  

  

  相对地，自己的肉体如同字面上所说的那样被串起来的一方的埃梅尔，赌上自己的全力来避免。

  　対して、自身の肉体を文字通りに串刺しとされてしまっている側のエメルはといえば、自らの全力を賭してこれを避ける。

  

  

  

  “啊!”

  「ッ」

  

  

  

  为了摆脱困境，我用尽了自己的王牌——魔眼，用尽了全力，现在却再三暴露出来。

  　そうして己が窮地を脱するべくして自らの切り札足る魔眼を用いた全力を賭しての解放を今ここに、再三に渡り露わとする羽目となる。

  

  

  

  “喂，你会帮我的。”

  「くッ、やってくれるわねッ」

  

  

  

  埃梅尔带着诅咒的语气，那双鲜红的双眸自然而然地抓住了莉莉的眼睛。

  　それに伴い呪詛の言葉を投げ掛けるエメルの鮮やかな真紅に輝く二つの双眸が、自ずとリリーの瞳を捉える。

  

  

  

  于是与之相应，与那魔眼视线交错的莉莉对自己投掷的目标，多少偏离了一点的事实咋舌。

  　するとそれに応じて、その魔眼と視線を交錯させるリリーはお陰で自らの放った投擲の狙いが、少しばかりか逸れてしまった事実に舌打ちを一つ。

  

  

  

  然而更让莉莉焦虑的是，赋予自己肉体的强烈冲动。

  　しかしながらそれにも増してリリーを苛立たせたのは、自身の肉体に与えられた身を焦がすかの如き強烈なまでの衝動。

  

  

  

  那是刚才无法比拟的可怕的，是自己鲜明地感受到的情绪。

  　それは先程とは比較にもならない程に凄まじい程の、自らの身に余る様に鮮明に感じ取れる情動に他ならない。

  

  

  

  再加上，莉莉渐渐意识到自己在对方的夹缝中走得太远了，于是自然而然地想要一步一步后退。

  　これに加えておまけに、あまりに己が相手方の間合いに踏み込み過ぎている事実に漸く思い至るリリーは自ずと一足飛びに後退を試みる運びと相成った。

 
  異端審問5

  宗教裁判所5

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  这是一条与娼妓馆鳞次栉比、身份高贵、身居重地的人出入的区域完全不相称的街道，甚至称其为肮脏也无妨。

  　未だ娼館の建物が余す所なく建ち並ぶ、凡そ高貴なる身分に位置ずく者が足を運ぶ界隈とは到底見合わない、寧ろ薄汚いと称してしまってもなんら差し支えのない街の往来にて。

  

  

  

  那是一段时间的事，早在白天，早在黄昏时分，夜幕稍微有支配周围的征兆。

  　時分は最早日中帯をとうに過ぎ去り、夕暮れ時を経ての、僅かばかりに夜闇が辺りを支配する兆しが見受けられる時分での出来事。

  

  

  

  对刚才在这里展开殊死搏斗的人来说，和对方的胜败终于要见分晓了。

  　今し方に同所にて死闘を繰り広げている者達からすれば、遂に相手方との勝敗が、漸く決しようかという頃合いの事。

  

  

  

  事态发展至此，渐入佳境，在这种情况下，莉莉自言自语的声音听起来格外响亮。

  　その様にして事態もことここに至っては、佳境を極めている現状において、自ずと口を開いたリリーの声色が、殊更に響いては聞こえた。

  

  

  

  “真的，虽然像妖怪一样，但我觉得他是出乎意料地善战的人。托他的福，让我花了很多工夫。所以，你差不多该投降了，莉莉就不用再付出多余的劳力了。再说了，就算你是魔鬼，如果心脏被贯一刺穿，那也是致命的。就算不局限于此，对莉莉来说放弃也是很重要的。因为莉莉也已经厌倦了，差不多该结束了。嗯，确实，如果破坏魔物的头部的话就不能再生了，应该可以完全杀死的。”

  「ホントにさぁ、魔物如きにしては存外のこと善戦した方だと思うよぉ。お陰で、すっご〜く手間取らせてくれたよねぇ。だから、そろそろ其方から投降してくれると、リリーとしてもこれ以上無駄な労力を払わなくて済むのになぁ。あとあとぉ、幾ら魔物とはいえ、流石に心臓を貫かれたらもう致命的だと思うなぁ。それに例えその限りではなくても、リリー的には諦めも肝心だと思うよぉ。だってだってぇ、良い加減リリーも飽きてきちゃったからぁ、そろそろ終わりにするよぉ。ん〜とっ、確か魔物って頭部を破壊すれば再生もできなくなるだろうし、完全に殺せた筈だよねぇ」

  

  

  

  她说的是一种极其残酷的故事，让人很难相信，这是一个美貌可爱的少女会说的话。

  　そうして言い放られたのは、凡そ可憐な美貌を誇る少女が口とするとは到底思えない様な、残酷極まる語り草。

  

  

  

  不过，她刚才毫不犹豫地说出了这番话，再加上她那嗜虐的微笑，就不难看出这是她发自内心的想法。

  　しかしながら今し方にそれをなんの躊躇いもなく述べて見せた彼女自身の嗜虐的な微笑みを鑑みれば、自ずと本心からの口上である事実が窺える。

  

  

  

  亲眼目睹莉莉用如此恐怖的语言说话的样子，艾美只能被她的气势所震慑。

  　その様にして至極物騒な物言いにて口上を語るリリーの姿を目の当たりとしては、流石に気圧される他にないエメルである。

  

  

  

  然而即便如此，好歹魔眼本身的效力程依然不显著，但对莉莉的影响似乎不小。

  　しかしながらそれでも、どうやら魔眼自体の効力の程は依然として顕著ではないものの、少なからずリリーに対して影響を与えている模様。

  

  

  

  为了证明这一点，她似乎还留有余力，从她的举止中可以看出她比平时认真了几分。

  　それを証明するかの様に、未だ余力を残しているかの如き、巫山戯た立ち振る舞いが窺える彼女であるが、平素からのそれとは幾分か真剣な素振りが目立って見受けられる次第。

  

  

  

  “而且，对你的同伴见死不救真的好吗?毕竟他的心脏坏了，如果不马上处理，估计会死不少吧?还是不想救她呢?”如果你真的想救她的话，还是建议你再投降吧。啊，不过，如果你不同意的话，莉莉也完全无所谓。因为，不管怎么说，你绝对不可能向莉莉小姐取得胜利。喂喂，聪明的你这种缺德的人，对莉莉说的话也应该言听计从吧?所以，如果你能认清自己，就不要再烦我了。即使是像你这样低等的魔物，也希望你能好好理解。怎么样?我觉得这对莉莉和你来说，都是非常好的故事。”

  「それに、お仲間さんを見殺しにしていいのかなぁ？曲がりなりにも心臓を破壊したからぁ、すぐに手当てしないと少なからず死んじゃうと思うけどなぁ？それとも彼女のことは助けたくはないのかなぁ？もし本当に彼女を助けたいなら、やっぱり改めて投降する事をおすすめするよぉ。あ、でもでもぉ、キミがその限りではないっていうのならぁ、リリー的にもぜんぜぇん一向に構わないよぉ。だってだってぇ、いずれにせよこのリリー様にキミが勝利を納めることなんて、万が一にもあり得ないもん。ねぇねぇ、賢しいキミ等悪徳なら、リリーが言う事にも及びがつくよねぇ？だからぁ、自らを弁えたのであれば、これ以上わたしの手を煩わせないで欲しいんだよぉ。それくらいキミ等下等な魔物でもぉ、よくよく理解してほしいんだよねぇ。どうかなぁ？これはリリー的にもキミ等にとっても、すっご〜く良い話だと思うなぁ」

  

  

  

  出于情面上的考虑，她在面对对方时，也隐藏了平时的坏脾气，多少有些让步的样子。

  　都合上、そんな調子の彼女であるから、先方に対するそれも、平素からの性悪もなりを潜めて、多少なりとも譲歩を示す様子が窺える。

  

  

  

  总而言之，刚才为了抵抗魔眼之术而剥落自己指尖的指甲的事所造成的伤痛，到现在才渐渐显现出来。

  　つまるところ、先程の魔眼での術に抗う為に自身の指先の生爪を剥がした先の件の痛手が、漸く今になって災いしてきた様子が見て取れる。

  

  

  

  因此，仔细一看，至少在看到莉莉感到自己身体不适时，埃梅尔心中会对她抱有一线希望吧。

  　であるからして、よくよく見て取ると例によって少なくとも自身の肉体の不調を感じ取っているリリーを目の当たりとして、如何にかこれに対して一縷の希望を抱くこととなるエメルの心中だろうか。

  

  

  

  “……那又如何呢……作为我来说，稍微让他玩一会儿也不吝啬……不过是啊……如果你无论如何都说的话，我这边多少也可以让步一下。例如……”

  「ぐっ‥それはどうかしらね‥。わたしとしてはもう少しだけ戯れに興じてあげることも吝かではないけれど‥。でもそうね‥貴方がどうしてもと言うのであれば、少なからず此方側としても譲歩を見せてあげてもいいわよ。例えば‥」

  

  

  

  因为在她的视野中，刚才应该倒下的雷梅拉站了起来。

  　何故ならば、彼女の視界へと納められたこれまた隅の方に、先程に倒れ伏した筈のレメラが立ち上がる素振りを見せたが故。

  

  

  

  从他的样子来看，雷梅拉似乎已经从突如其来的打击中恢复过来，终于开始尝试使用自己的法术。

  　そうしてその様子を鑑みるに、どうやら不意を突かれてしまった衝撃から漸く立ち直ったレメラが、ようやっと自らの術の行使を試みた模様。

  

  

  

  因此，虽然依然微弱，但能窥见到只有至今为止一起度过的艾麦尔能辨别的极小的、显现出力量的主流的样子。

  　それ故に、依然として微弱ながらも、これまで共に過ごしたエメルにしか判別が付かないまでにごく僅かな、力の本流を顕現させた様子が窺える。

  

  

  

  因此，多少发现了胜机的埃梅尔一方，决定趁此机会争取时间。

  　であるからして、これに多少たりとも自らの勝機を見出したエメルの側はといえば、ここぞとばかりに時間稼ぎに打って出る運びと相成った。

  

  

  

  “既然你现在在这里下跪，我也不是不考虑接受你的请求。”

  「今ここで貴方が、この場で跪いて頭を垂れるのであれば、此方としてもその申し出を飲むことを考えないでもないわ」

  

  

  

  因此，与刚才被气势压倒的样子一转，突然样子大变，变得饶舌的埃梅尔说这也可以吗。

  　それだから先程の気圧されていた様子とは一転、途端に様子が打って変わって途饒舌となるエメルはこれでもかと語り見せる。

  

  

  

  与此相对的是，与先前暴露的姿态突然出现了差异，由此产生了疑问。

  　これに対して一方、先の晒していた姿とは突如として異と窺えるそれに、疑問も一入といった塩梅のリリーだろうか。

  

  

  

  但是，莉莉自己一脚踢开了自己脑海中过多的疑问，随着自己的上体向前倾斜，可以看到她向正面摆出冷酷的姿势。

  　しかしながら、自身の脳裏に過る疑問を自ら一蹴して見せたリリーは、己の上体を前方へと傾けるに伴い、真正面へとレイピアを構える様子が見て取れる。

  

  

  “这种要求是不可能通过的。正因为如此，我才不喜欢下等的魔物。如果我拙劣地出演的话，他们会很单方面地说。真的很讨厌啊。对莉莉来说已经很麻烦了，所以想早点结束。因为，我也想早点和弟弟玩，像你这样的人，根本没有时间去纠缠。尽管如此，你还是这么抵抗，白白浪费了时间。如果是这样的话，就不应该活捉，应该立刻杀了他才对，不过，莉莉也想差不多该结束了。”

  「まさかそんな要求が通るわけがないよぉ。これだから下等な魔物は好きじゃないんだよぉ。此方が下手に出てれば随分と一方的の語ってくれるよねぇ。本当に嫌になっちゃうよぉ。リリー的にはもう面倒だから、早く終わらせたい気分なんだよねぇ。だってだってぇ、早く弟くんとも遊びたいしぃ、キミ等みたいなのに拘っている暇は毛頭ないんだからぁ。それなのに、こんなに抵抗してくれたからぁ、無駄に時間を浪費したよぉ。こんなことなら、生捕りなんかじゃなくてぇ、即刻殺すべきだったのかもしれないねぇ、でもでもぉ、リリー的にはそろそろ終わりにしたいからぁ」

  

  

  

  她一口气就站了起来，仿佛完成了什么宣言似的说出了自己的陈述，同时，她伸出细剑的前端看上去像是与她对峙的艾麦尔。

  　そう一息に捲し立てた彼女は、何事かの宣言を終えたかの如く自らの口上を語ると同時に、突き出した細剣の先端を対峙するエメルに定めて見受けられる。

  

  

  

  “现在在这里。”

  「今ここでぇ」

  

  

  

  总算进入了战斗的姿势，和之前的气氛完全变了样，从不同的姿态来看，决定为自己兴致盎然的死斗画上休止符。

  　どうやらこの戦闘体勢に入った姿勢の、先までの雰囲気とは様子を一変させて、異とした姿から鑑みるに、自らが興じる死闘へと終止符を打つ事と決めた模様。

  

  

  

  因此，接下来的台词自然而然地流露出了与刚才嬉闹的语调完全相反的、带有危险色彩的话语。

  　それ故に、これに続けられた台詞は自ずとそれこそこれまた先程の戯けた調子とは対称的な程に窺える、研ぎ澄まされて鋭利に響いては聞こえるまでに危険な声色を帯びた言葉が言い放たれることとなる。

  

  

  

  “死了!”

  「死んじゃえ」

  

  

  

  当莉莉改变自己的举止的瞬间，她会不会陷入一种错觉，觉得周围的紧张感突然增加了呢?

  　そうしてリリーが自らの立ち振る舞いを一転させた瞬間、辺りに帯びていた緊張感が途端に増した様な錯覚にさえ陥る羽目となるエメルだろうか。

  

  

  

  不，那是在同处的压迫感，只能称为莉莉所放出的威压，仿佛连质量都加上去了似的，弥漫着一种异样的气氛。

  　否、最早それは同所における圧迫感と称する他にないリリーから放たれる威圧に対して、まるで質量さえも加わってしまったかの如き異様な程の雰囲気を漂わせて窺える。

  

  

  

  与此同时，仿佛突然与之相呼应，甚至可以看到静寂的帷帐突然支配着周围的一切。

  　その様にしてそれに伴い、突如としてこれと呼応するかの如く、唐突に静寂の帳が辺り一体を支配する様子さえまでも見て取れる。

  

  

  

  不凑巧的是，在场的每个人都陷入了痛苦的沉默。

  　都合、この場に居合わせた面々の間に自ずと訪れる羽目となる痛い程の沈黙が、重くのしかかる他にない。

  

  

  

  因此，在这种可怕的威压感面前，埃默尔并没有表现出特别的反应，而是表现得非常平静。

  　お陰で、この凄まじいまでの威圧感を前としたエメルであるがしかし、これに対して特段反応を示すこともなく平然とした振る舞いが見て取れる。

  

  

  

  虽然那才是致命伤，但她那超然的姿态让人对目睹这一切的莉莉产生了怀疑。

  　それこそ致命傷は痛手ではあるものの、何処か超然とした堂々たる立ち姿は、これを目の当たりとしたリリーに対して疑念を抱かせる程。

  

  

  

  “……怎么了啊?你接下来就是要被莉莉杀死了啊，没有什么最后要说的话吗?”例如，我认为你根本没有时间去暴露自己的无能，因为你后悔自己的无能，难道你还隐藏着绝招吗?那样的话，莉莉也不能掉以轻心。”

  「‥ん〜？どうしたのかなぁ？キミはこれからリリーに殺されるわけだけどぉ、何か最後に言い残すこととか無いのかなぁ？例えば自らの無能に悔やんで朽ち果てることこそあれ、今キミが晒している様な余裕は皆無だと思うんだけどなぁ？もしかしてまだ奥の手を隠していたりとかするのかなぁ？それだったらリリー的にも油断はできないよぉ」

  

  

  

  因此，无论如何都看不下去的莉莉，只能在临战体制下自然地露出惊讶的表情。

  　それ故に、これを如何しても見咎めてしまうリリーは、臨戦体制のままに自ずと訝しげな面持ちを呈する他にない。

  

  

  

  虽然她已经到了这种地步，但看到她的样子时，她并没有表现出特别在意的样子，而是淡淡地回答。

  　そんな始末の有様の彼女であるがしかし、その姿を目の当たりとするに際しては、特段意に介する素振りを見せることなく淡々と受け答えるエメルだ。

  

  

  

  “你觉得呢?”

  「さてどうかしらね？」

  

  

  

  而对于莉莉的这种试探，埃梅尔方面则是毫不客气地一口回绝。

  　そうしてそんなリリーの探りに応じたエメルの側といえばこれに対して、何処吹く風といった具合の塩梅にて、一蹴する限りであった。

 
  終息

  终止

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  另一方面，莉莉看到埃梅尔表现出骄傲的样子，不禁皱起了眉头。

  　他方その様にして、何処か驕りすらも態度に示して窺えるエメルを目の当たりとしたリリーはこれに対して、酷く美貌を顰めて思われる。

  

  

  

  “嗯……如果是轻视莉莉的话，那就太不敬了。不过，那样的话，只能让你死在这里了。”

  「ふ〜ん‥。もしかしてリリーを侮っている様なら、それはと〜っても不敬に過ぎるよねぇ。でもでもぉ、それならもうキミにはここで死んでもらうしかないかなぁ」

  

  

  

  因此，当他说出自己内心的想法时，会觉得自己的上体落得更深。

  　それ故に自ずと自らの心中に対して抱かれた思う所を語り見せるに伴い、自身の上体を殊更に深く落として見て取れる。

  

  

  

  而从能够充分展现其机能美的肉体所能窥见的姿态，无疑是在为即将到来的生死搏斗做准备。

  　そうしてその機能美が大いに見受けられる肉体から窺える姿勢は、これからに待ち受ける死闘への備えに違いなかった。

  

  

  

  看来她早已下定决心，要用自己的一击消灭对方，所以决定采取自己认为最好的姿势。

  　どうやら自らの一撃にて先方を討ち取る腹積りの彼女は、自身の最善と思われる体勢を決め込んだ模様である。

  

  

  

  正因为如此，面对对方的细剑显得格外耀眼。

  　であるからしてそれに応じては、これに際して相手方へと構えられた細剣の刀身が、殊更に輝いて見える。

  

  

  

  然而，在他面前的埃梅尔并没有表现出特别的焦躁，甚至还表现出了从容。

  　しかしながら、これを前としたエメルの側はといえば、特段焦燥を露呈させることもなく、寧ろ余裕さえも露わとして見せた次第。

  

  

  

  这样的她，在回应刚才单方面的陈述时，总觉得是在演戏。

  　そんな彼女は今し方に至極一方的に述べられた口上に対して応じるに際しては、何処か芝居掛かった受け答え。

  

  

  

  “你说些玩笑话也不错，但我觉得比起你，我多少要努力一些……”

  「戯言を語ってくれるのも良いけれど、少なからず貴方よりかは、わたしの方が幾分か懸命だと思うわ。それと‥」

  

  

  

  埃默尔依然煽动着与自己对峙的莉莉，仿佛她的意识受到了吸引。

  　そうして自身に対して、まるで意識を惹きつける様に対峙するリリーを依然として煽り散らすエメルは、ここぞとばかりに言い放つ。

  

  

  

  “你最好往后看。”

  「後ろを見た方がいいわよ」

  

  

  

  当时她还称赞她那充满挑衅性的微笑，嘴角上的月牙清晰可见。

  　際してはこれでもかと挑発的な微笑みを称えた彼女は、鮮明に窺える程の三日月を口元へと形作る。

  

  

  

  就在那一瞬间，事情果然发生了。

  　そしてその刹那の瞬間に、果たして事は起こった。

  

  

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  

  

  那是极其唐突的事情，莉莉还太小，无法对此做出反应。

  　それは極めて唐突な出来事であり、これに対して反応するに及ぶには、リリーはあまりに幼く過ぎる。

  

  

  

  因此，对她的袭击无疑是残酷的暴力性打击。

  　であるからしてその様に果たして彼女の身へと襲い掛かったのは、酷く暴力的な打撃に他ならなかった。

  

  

  

  莉莉因为一时疏忽大意，在受到自身无法承受的冲击的情况下，陷入了肉体被炸飞的悲惨境地。

  　都合上そんな始末の油断を晒していたリリーは、自身の及ばない衝撃を受けたままに肉体を吹き飛ばされる憂き目と相成った。

  

  

  

  因此，她的身体被猛烈地摔倒在了还在远处窥视的姐弟俩身旁。

  　お陰で、依然として遠目に同所をの光景を窺っていた姉弟両名の傍らへと、凄まじい勢いにて身体を転がされる羽目となる他にない。

  

  

  

  另一方面，说到刚才让人瞠目结舌的惨状，仅仅用一脚就让人瞠目结舌，马上从濒死状态中复活的雷梅拉，她露出了一副想做点什么的表情。

  　一方で、今し方にそんな瞠目して然るべき惨状を、ただの蹴りの一振りで成してしまった、たった今に瀕死の状態から復活を果たしたレメラといえば、何処かしてやったりとでも言わんばかりの塩梅の面持ちを露わとした。

  

  

  

  “真讨厌啊。虽然是借用了倒在这里的男人的生命，但实在是太不情愿了。反正，年轻男孩最好。”

  「本当に嫌になるわねぇ。今にここに倒れている男の生命を拝借したわけだけれど、甚だ不本意だわぁ。どうせなら、若い男の子に越した事はないわねぇ」

  

  

  

  而且，与刚才倒在地上的样子截然不同，事到如今，他表现得格外意气风发。

  　そしてこの様に、先程に倒れ伏していた無様な姿を晒していた時分とは一転して、事ここに至っては、殊更に至極意気揚々とした振る舞いを呈している。

  

  

  

  因为刚才还模仿雷梅拉咽气的粗野的肉体，现在正从那里吸取了生命力。

  　何故ならば、先程まではレメラに倣いこの場へと息を引き取っていた荒くれ者の肉体から、今にこそ、その生命力を吸精したが所以。

  

  

  

  看来是雷梅拉按照先前艾麦尔给予的解放术进行了尝试，毫无保留地吸取了粗暴者身体中的解放术。

  　どうやら先にエメルから与えられた術の解放を言われるがままに試みたレメラが、荒くれ者の身体におけるそれを余す所なく吸い取ってしまった模様である。

  

  

  

  多亏了后者的手段，如此粗暴的尸体才会变得像干巴巴的干菜一样。

  　そんな始末の荒くれ者の死体はお陰で、後者からの術でもってして実行された効果が故に、まるで干からびた乾物の如き有様となる他になかった。

  

  

  

  然而，这一方法奏效了，从雷梅拉的身体上可以看到恢复的征兆，与刚才的样子判若两人，甚至可以说已经恢复得很好了。

  　しかしながらそれが功を奏したレメラの肉体からは、先程の様子とは一変して最早快調とさえ称しても、なんら差し支えないまでに回復の兆しが見て取れた。

  

  

  

  看到她的面貌如此大变，从一旁看着她的玛利亚不禁皱起了眉头。

  　その様にしてあまりに姿を異として変貌させた彼女を目の当たりにした、側からこれを眺めているマリアは、至極美貌を顰めてすらも窺える。

  

  

  

  因此，刚才被打了个措手不及的状况，应该是赢得了攻守逆转机会的埃梅尔和雷梅拉两人吧。

  　であるからして、不意を突かれてしまった先程の防戦一方だった状況とは攻守逆転の機会を勝ち得たエメルとレメラの両名だろうか。

  

  

  

  另一方面，与她们各有不同的是，玛利亚的美貌鲜明地暴露出令人不快的忧郁目光。

  　一方その様にして彼女等面々とは対称的に、その美貌から不快感を鮮明なまでに露わする憂き目を見る羽目となる次第のマリアである。

  

  

  

  另一方面，在这种寂静之帐飘落的胶着事态中，莉莉趁刚才不小心打破了民房的墙壁，消失得无影无踪。

  　他方、そんな依然として静寂の帳が舞い降りる運びと相成った膠着して窺える事態においてのリリーはといえば、今し方に不覚をとってしまった折に、この場における民家の壁すらを突き破り、何処へとも姿を消していた。

  

  

  

  被完全没有预想到的闯入者意外的出其不意，与没有预想到的在同一处的战斗中退场的悲伤相遇的状况的莉莉吗?

  　全く予想だにしない闖入者に思いがけない不意を突かれて、予期せずして同所における戦闘から退場する憂き目と合う羽目となる次第のリリーだろうか。

  

  

  

  而且对于在同一地方实现了形成逆转的埃梅尔和雷梅拉两个人来说，这无疑是极为有利的状况。

  　そして同所において形成逆転を成し得たエメルのレメラ両名にとってそれは、極めて都合の良い状況に他ならない。

  

  

  

  因此，鉴于自己所处的现状，雷梅拉妖艳的微笑也自然而然地加深了。

  　であるからして、そんな自らの置かれた現状を鑑みたレメラの妖艶な微笑も、自ずと深まりを見せた。

  

  

  

  “呵呵，喂，阿墨。”

  「うふふ、ねぇねぇエメルちゃん」

  

  

  

  而她那艳丽艳丽的红唇，也伴随着这句话，仿佛在说个不停。

  　そして吊り上げられた鮮やかな艶かしい紅色の唇は、それに伴っては、次なる言葉をここぞとばかりに繰り出して見受けられる。

  

  

  

  “什么事?”

  「何かしら？」

  

  

  

  另一方面，对于与刚才濒死的惨状截然不同的声音，埃梅尔一边疗伤一边接受。

  　一方、そんな先程の瀕死の惨状とは大いに異として耳とできる響きに対して応じるエメルは、これに自らの傷を癒しながらに受け答えた。

  

  

  

  刚才被莉莉刺穿的那件衣服，使用惊人的庞大魔力，眼看着就痊愈了，可以看到过于荒唐无稽的光景。

  　先にリリーからの刺突により穿たれたそれを、驚異的な程に膨大なまでの魔力を用いて、みるみるうちに完治させてしまう様に、荒唐無稽に過ぎる光景が見て取れる。

  

  

  

  “你看看那边，虽然身份高贵，却在一旁看着我痛苦不堪的样子。”

  「彼方を見てみなさいなぁ。良いご身分にも散々此方が痛ぶられている様子を傍目に眺めていたあれを」

  

  

  

  而当雷梅拉继续追问她的疑问时，她的眼神总是带着几分危险，投向玛利亚和她的弟弟。

  　そうして彼女の疑問に対して続けられるに際したレメラの瞳はといえば、何処か危険な色を帯びた眼差しをマリアとその弟へと向けられている。

  

  

  

  从她那令人厌恶而扭曲的艳丽美貌中窥得的愤懑，让她感到十分不平。

  　どうやらその忌々しげに歪んだ艶かしい美貌から窺える鬱憤を鑑みるに、並々ならぬ不平を抱いている模様。

  

  

  

  “当然，我也很不情愿。对了，正如你所说，我也很愿意让你知道自己的身份。”

  「ええ無論、わたしとしても実に不本意甚だしい限りだわ。そうねレメラ、貴方の言う通り身の程を弁えさせる事も吝かではないわ」

  

  

  

  看到雷梅拉连淑女般的举止都毫无掩饰的样子，对此表示首肯的埃梅尔也表示肯定。

  　そうしてそんなレメラの淑女然とした振る舞いすらも取り繕えていない姿を見て取っては、これに対して首肯をみせるエメルの側が肯定を示すばかり。

  

  

  

  就这样得出了结论，自然而然地向姐弟俩走去的她们，毫不犹豫地向前走着。

  　そんな調子で結論へと至り、自ずと姉弟の元へと足を向ける彼女等二人は、何の躊躇いもなく歩みを進める運びと相成った。

  

  

  

  另一方面，远观盐梅二人逐渐拉近距离的光景，伴随着明显的俯视视线，暴露出极度忧郁的阴郁美貌。

  　他方、そんな塩梅の二人が自らへと次第に距離を詰めていく光景を、遠目に目の当たりとしては、あからさまに見下した視線に伴い、酷く憂いの翳る美貌を晒して見せた。

  

  

  

  “难道是自己愚蠢地挑战我，真是太不敬了。而且，那孩子为什么会那么骄傲……如果因此而贬低自己，那就奇怪了。但如果你们想加害我，那么你们也要做好相应的心理准备，因为你们自己放弃了逃离这里的唯一机会。不是吗?你们从现在开始就要被我悲惨地杀害了。不，这句话多少有些语病。是啊，我自己给予你们慈悲，你们要感谢我。”

  「まさか自らこのわたしに、愚かにも挑むだなんて、本当に不敬にも程があるわね。それに、あの子はどうしてああも慢心が過ぎるのかしら‥。それで自らを貶めていたら、おかしなものね。でも此方を害そうと言うのであれば、貴方達もそれ相応に覚悟した方が身のためよ。何故なら貴方達はこの場から逃げおおせる唯一の機会を自ら手放したのだから。だってそうでしょう？貴方達は今からこのわたしに惨めたらしく殺されてしまうもの。いいえそれは少しばかり語弊があるわね。そうね、わたし自らが慈悲を与えてあげるのだから感謝しなさいな」

  

  

  

  这时，玛利亚就像平时一样，对从眼前袭来的剑说上几句话，从自己腰间的剑带中抽出自己爱用的埃斯托克。

  　それに際しては、眼前から迫り来るそれに対して平素通りの口上を述べ立てるマリアは、自身の腰元の剣帯から、自らの愛用しているエストックを抜き放つ。

  

  

  

  从刀鞘中解放出来，作为武器，这把刀的形状太长了，与此相反，刀刃的大小却并不大。

  　そして鞘から解き放たこれは凡そ武器としては酷く長大に過ぎる形をしていたがそれに相反し、刃渡りの大きさはそれ程でもない。

  

  

  

  然而，称它为大剑，却又有几分小，更不适合漂亮的少女拿着，这把不相称的剑，作为锐利的武器，它的性质可见一斑。

  　けれど大剣と称するには幾分か小さな、しかしながらそれでも見目美しい少女が持つには酷く似つかわしくない不相応なそれは、殊更に鋭利な武器としてその性質が窺える。

  

  

  

  就这样，面对向玛利亚逼近的雷梅拉的埃梅尔两人，剑身被打磨得近乎极限，闪耀着美丽而耀眼的光芒，让面前的人们不由得毛骨悚然。

  　そうしてマリアへと迫り向かうレメラのエメル両名へと構えられた極限にまで研ぎ澄まされた刀身は、これを前とした人々を思わずゾッとさせてしまう程に美しい眩いばかりの輝きを見せ付ける。

  

  

  

  看到眼前举着爱斯托克的玛利亚如此美丽的景象，人们不禁为之震撼。

  　その様にして眼前にエストックを掲げたマリアの姿のあまりに美しい光景を見て取っては、これに人々は気圧される他にない。

  

  

  

  面对玛利亚那绝世美貌的身影，当然就连刚才与她相对的雷梅拉和埃梅尔也不例外。

  　そしてそんな絶世の麗しい美貌を晒すマリアの佇む姿を前とするのは、無論今し方に彼女と相対するレメラとエメルとてなんら例外ではない。

  

  

  

  然而，后两个人目睹了这一切，并没有特别退缩，而是让他们自己走过去。

  　けれどこれを目の当たりとした後者の二人の側はといえば、特段及び腰になるわけでもなく自らの足を運ばせる。

  

  

  

  正因为如此，雷梅拉和埃梅尔看到了那简直像是专为玛利亚定做的太过桀骜不驯的尖锐凶器，反而对它露出了凄惨的微笑。

  　お陰でそんな、如何にもマリアの為だけに誂えられたかの如き不遜に過ぎる、あまりに鋭い凶器を見て取ったレメラとエメルであったがしかし、寧ろこれに酷く凄惨な微笑を浮かべて見せる。

  

  

  

  因此，玛利亚在回应时显得十分不愉快，她的美貌扭曲了，她的眼睛也锐利地瞪圆了。

  　であるからしてこれに対して応じるに際して酷く気分を害した様にして、美貌を歪ませたマリアはといえば、これまた眼光も鋭く眦を釣り上げる。

  

  

  

  在这种异常沉重紧张的气氛中，大家都僵住了，呈现出更加紧张的状况。

  　そうしてそんな異様な程に重苦しい緊張が走る同所において硬直した一同は、殊更に逼迫した状況を呈して窺える。

  

  

  

  因此讨厌这种气氛的玛利亚，对依然对当前事态感到恐惧的自己的弟弟说道。

  　お陰でそんな雰囲気を厭うたマリアは、依然として今し方に繰り広げられている今現在の事態に対して恐れ慄いている自らの弟へと言い放つ。

  

  

  

  “我，你好好看看我。”

  「アイ、貴方はよくよく見ていなさい。このわたしの姿を」

  

  

  

  就这样，完全没有一丝畏缩姿态的玛利亚，随着这句话的结束，仿佛先发制人似的跑了出去。

  　その様にして、まるで及び腰となる姿も皆無に窺えるマリアはといえば、そう締め括るに伴い、先手必勝とでも言わんばかりに駆け出した。

  

  

  

  她模仿自己的妹妹，以与其身材不相称的健步如飞的身手，展现出压倒性的跑力，这是令在场观众无不惊叹的惊人体能。

  　そして、彼女自身の妹に倣い、その身に似合わぬ健脚でもってして、圧倒的な走力を見せつける肉体のそれは、この場に居合わせている観衆の人々を驚嘆させてしまう程に凄まじい身体能力に他ならない。

  

  

  

  然而，即使目睹了这一切，与玛利亚相对而坐的雷梅拉和埃梅尔也完全不在此范围内。

  　けれどもこれを目の当たりとしても尚しかしながら、マリアと相対する運びとなるレメラとエメルはといえば全くその限りではない。

  

  

  

  因为正如刚才所说，后者是通过吸精之术，从那个粗野的人那里获得生命力，以此作为自己的食粮。

  　何故ならば後者は先程に文字通り、件の荒くれ者から生命力を例によって、吸精の術によりそれを自らの糧としたが所以に他ならない。

  

  

  

  最关键的是，玛利亚现在面对的对手中，其中一方的力量被青天花板提高了。

  　つまる所、マリアが今し方に相対する先方の内、その片割れである相手方の力量は、青天井に高められているが為。

  

  

  

  因此，这并不是自满，与其说是傲慢，不如说是对自己实力的骄傲。

  　それ故に、特段それは慢心しているわけでもなく、その心中は高慢と称するよりか、寧ろ自らの実力に対して裏打ちされた誇りと言ってもなんら差し支えはないまでに、矜持であると称して然るべき代物だ。

  

  

  

  无论从哪个角度看，他的态度都是超然的，这与刚才被打个措手不及、奄奄一息的他的态度截然不同。各种各样的样子变化得惊人。

  　何処からどの様にして見て取っても、その至極超然として思われる立ち振る舞いは、先程まで不意を打たれて瀕死となる惨めったらしい、憂き目と相成っていた当の本人とはあまりに態度を異として窺えるのだから、その堂々たる姿は凄まじいまでに変わり様。

  

  

  

  在这种情况下，雷梅拉表现得极为得意，一改之前倒在地上的狼狈模样，实在了不起。

  　そんな始末のレメラの極めて意気揚々とした振る舞いは、酷く手練れを誇るとすらも思える先に倒れ伏していた無様からは一転したのものだから、実に大したものだ。

  

  

  

  从她的样子来看，她的身体已经完全痊愈了，看起来相当舒服。

  　その様子から鑑みるに、穿たれた傷もすっかり完治した姿を晒す彼女の肉体の程は、すこぶる快調な模様。

  

  

  

  这样一来，正面面对玛利亚的雷梅拉，就像在挑战对方似的，用艳丽的目光注视着对方。

  　どうやらそうして真正面からマリアに対して臨むレメラは先方へと、まるで挑む様に艶やかな流し目を送って見受けられる。

  

  

  

  因此，对自身力量明显表现出自信的雷梅拉，以及对自己同伴的技术绝对信赖的埃梅尔，毫无动摇地与玛利亚对峙。

  　であるからして、自身の力に対しての自信の程をあからさまに露わとしたレメラと、その自らの仲間の術に絶対の信頼を置いているエメルはといえば、一切の動揺もなくマリアと対峙する運びとなる。

  

  

  

  然而，面对她们二人的这种态度，毫不在意的后者却表现出了令人惊愕的速度。

  　であるがしかし、そんな様子を晒す前者の彼女等二人に対して、何ら意に介することもない後者は驚愕に値する程の疾駆を披露する。

  

  

  

  因此，玛利亚的斩击，以充满一流才气的技巧，描绘出极其惊人的轨迹。

  　だから都合マリアの斬撃は、一流の才気に満ち満ちた技巧でもってして、極めて凄まじいまでの軌道を描く。

  

  

  

  仿佛要切开空间一般，连旋风都裹挟在剑身上，从对面的正面迸出虚空。

  　まるで空間を切り取るかの様にして、突風さえも刀身に纏う人外染みたそれは、相対する先方の真正面から虚空を迸る。

  

  

  

  因此，以无法阻挡的速度射出的闪着耀眼光芒的剑身，分毫不差地瞄准了雷梅拉，朝着她的方向走了过去。

  　お陰でその目にも止まらぬ速度にて繰り出された眩いばかりに輝きを呈する刀身は、そのまま寸分違わずに狙い定めたるがままに、レメラへと軌跡を取った。

  

  

  

  与此相对，连刹那的时间都不给就迫近的雷梅拉也同样，自己赌上全力迎击。

  　これに対して刹那の暇すらも与えられずに迫り来られた側のレメラも同様に、己が全力を賭して迎え撃つ。

  

  

  

  

  因为在自己身上看到的，是引诱对峙的对手毙命的，是压倒性的敏锐，即使称之为完成了也毫无障碍的无懈可击，达到了确杀的地步的刺。之所以如此。

  　何故なら自身に放たれて見て取れるそれは、対峙する相手を絶命へと誘う、圧倒的なまでに研ぎ澄まされた、最早完成されているとまで称してもなんら差し支えのないまでに隙がない、達すれば確殺に至る刺突に他ならないが所以。

  

  

  

  

  就这样，玛利亚使出浑身解数，杀入与对方距离较近的雷梅拉之间。

  　そうして相手方との距離を殺して肉薄したレメラの間合いへと踏み込むマリアの渾身の一撃はしかしながら届くには及ばなかった。

  

  

  

  “什么?”

  「なッ」

  

  

  

  本来应该刺穿雷梅拉肉体、穿透空间的剑线的轨道，却无常地被同处第三者的横枪所阻碍，令人感到忧郁。

  　本来であれば確かにレメラの肉体を突き破るべくして空間を穿たる剣線の軌道は無常にも同所における第三者から与えられた横槍により妨げられる憂き目を見る運びと相成った。

  

  

  

  因此，负责细剑的玛利亚一方，对于自己手中的埃斯托克剑柄传来的异样触感，露出了惊愕的美貌。

  　お陰で細剣の担い手たるマリアの側はといえば、自らの手中へと納めたエストックの柄へと伝わる異様な感触に対して、驚愕に彩られた美貌を晒すこととなる。

  

  

  

  面对这种情况，她只能露出极为困惑的表情，但她很快又恢复了自我。

  　都合これに応じるに際した、極めて困惑を帯びた面持ち露わとする他にない彼女であるがしかしそれでもすぐさま我を取り戻す。

  

  

  

  所以，到了这种地步的她，为了与自己对峙的对方保持距离，试图后退，却仿佛被固定在那个空间里，一动也不动，渐渐陷入了自己掌握的爱斯托克的状态。了。

  　であるからしてそんな始末の彼女は自らと先方の対峙する相手方から距離を取るべくして、後退を試みるものの、まるでその空間に固定されてしまったかの様にして動かない、自身が握るエストックの有様に漸く及びがついた。

  

  

  

  因此，当玛利亚意识到这是她把自己带到这里的事实时，她再次用视线注视着眼前的景象。

  　故にそれが今し方に己をこの場へと縫い付ける様にしている事実にも悟るに至るマリアは、改めて自身の眼前に広がる光景へと視線で見遣る。

  

  

  

  而阻挡了以超乎常人的速度射出的埃斯托克剑身的，并不是任何人都能鲜明窥见的武器，它看上去确实是活生生的五指。

  　そしてその常人離れした速度で放たれたエストックの刀身を阻んだのは果たして、誰の目からも鮮明に窺える程の決して武器ではないそれは、確かに生身の五指の形をして見て取れる。

  

  

  

  令人惊愕的是，他那粗野的手掌虽然是赤手空拳，却将玛利亚刚才使出的爱斯托克收入囊中，这是一幅脱离现实、令人难以置信的荒唐景象。

  　そして驚愕すべき事に、そのあまりに無骨の過ぎる掌は素手であるにも関わらず、マリアの今し方に繰り出したエストックを手中へと納めている凡そ現実離れした、まるで信じられない様な荒唐無稽な光景が窺えた。

  

  

  

  接着突然伸出的那只手，就像鹫抓剑身一样，将身体僵硬无法动弹的玛利亚的肉体狠狠地击飞。

  　それに続いて突如として伸ばされたその手は、刀身を鷲掴みするがままに都合身を硬直させて身動きすら叶わないマリアの肉体を思い切り吹き飛ばす。

  

  

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  

  

  没错，顽固地不愿松开自己武器的玛利亚，自己紧握着足够武器的爱斯托克，被扔了出去。

  　そう、頑なに自らの武器を離すことをよしとしなかったマリアは、自らが武器足るエストックごとそれを握りしめたままに、放り投げられてしまう羽目となったのだ。

  

  

  

  于是，玛利亚的肉体不知去向地模仿着自己妹妹的悲惨遭遇，暴露出了足以冲破同处的建筑群的惨状。

  　そうして何処へともなく自らの妹同様の憂き目に倣うマリアの肉体は、同所へと所在している建物群を突き破るに至る姿が見て取れる無様を晒す。

  

  

  

  因为如此轻易地就能实现这种超乎寻常的成就，而如今这个壮汉，正是以他那如岩男般强韧的身体为傲。

  　何故ならばそうして安易そのあまりに人外染みたこれを可能としてしまうまでに、今し方に実現したそれを成した巨漢の男は、まるで岩男の如く強靱なる肉体を誇るが所以に他ならない。

  

  

  

  如此巨大的大个子，在同处鳞次栉比的民居中，看起来甚至显得极为高大。

  　それ程までにその巨大なる大男は、同所に置いて立ち並ぶ民家の程に、極めて長大にも聳え立ってさえも見受けられる。

  

  

  

  “到此为止吧。”

  「そこまでにしておけ」

  

  

  

  而这一切的始作俑者——一个身强力壮的男人，却以极其平静的举止庄严地断言。

  　そしてこれを成した張本人である筋骨逞しい男はといえば、至極平静な振る舞いで厳かにも言い放つ。

  

  

  

  像这样睥睨周围的男人，在这种场合流露出威压感的时候，他环视着周围的眼神，依然是一种畏缩的眼神。

  　こうしてその様に辺りを睥睨するに伴い、この場へと威圧感を露わとするに際した男は、巡らせた眼差しを依然として立ち竦むアイに定めるに捉える。

  

  

  

  “雪……吗?”

  「ユキ‥なのか？」

  

  

  

  接着接着说的话，是对不存在于这个场合的人物的名字的呼唤台词。

  　そしてそれに応じて続けられた言葉は、この場には存在しない人物に対しての名前を呼び掛ける台詞。

  

  

  

  这时，男人会表现出超人般的动作，以与他高大的外表不相称的惊人动作，将爱抱在自己的怀里。

  　際してはこれに伴いまるで、超人さながらの動きを見せた男は、凡そその大柄な外見には見合わない凄まじい身のこなしでもってして、アイを自らの腕に掻き抱くに至る。

  

  

  

  然而，那是极其粗暴的举止，同时，毫无抵抗余地地捕捉的手法，是不容置疑的一连串事件。

  　しかしながらそれは至極荒々しい振る舞いであると共に、抵抗を許す事なく捕らえてしまった手際は、有無を言わせぬ一連の出来事に他ならなかった。

  

  

  

  “嗯……”

  「え‥」

  

  

  

  对此，除了显露出极度狼狈之外，别无他法的爱，是一脸困惑的表情。

  　これに対して酷く狼狽を露わとする他にないアイはといえば、極めて困惑に彩られた面持ちを呈している。

  

  

  

  所以，看到他的这种样子，没有时间再纠缠下去了，能理解他这一点的男人是不会介意的。

  　であるからしてそんな有様の彼の姿を見て取って、これに拘っている暇はなく思われるそれを理解に及ぶ男にはなんらこれを意に介する様子は見られない。

  

  

  

  他那伟力过人的锐利目光，将视线捕捉到一直盯着身旁观众的埃梅尔和雷梅拉身上。

  　そんな始末の偉丈夫な彼の鋭利な眼光が、これを側に眺める観衆に徹する限りのエメルとレメラに視線で捉える。

  

  

  

  “那么，你们到底在做什么呢?我觉得你们和我们签订的契约有出入……应该已经得出了现在不是时候的结论，所以现在就告辞吧。”

  「して、貴様等は一体何をしている？此方と交わした契約に相違がある様に思われるが‥。今はまだその時ではないとの結論を出した筈。故にこの場は引け」

  

  

  

  就这样，自己也抱着爱离开了这个地方，大汉继续说着话，他的声调让人感觉出他的质量。

  　その様に自らもアイを両腕に抱えたままにこの場から踵を返すに伴い言葉を続ける巨漢は、質量さえ感じ取れる程の声色でそうして締め括る。

  

  

  

  “等一下!”

  「待ちなさいッ」

  

  

  

  然而，追在他身后，美貌扭曲的玛利亚，再三试图渡河接敌，但她的肉体不允许。

  　しかしながらそんな彼の背に追い縋る様にして壮絶にも美貌を歪ませるマリアは、再三に渡り接敵を試みるものの、だが彼女の肉体はそれを許さない。

  

  

  

  “你还正常吗?马上放开那孩子!否则!”

  「貴方正気なの？今すぐその子を離しなさいッ。さもなければッ」

  

  

  

  是啊，刚才受到了巨大的冲击，从她依然年幼的身体来看，似乎还没有健壮到可以接受这一切的程度。

  　そう、今し方にその身に余る衝撃を受けた彼女の依然として幼き身体からは、これを許容する程に頑健ではない様子が見て取れる。

  

  

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  

  

  因此，玛利亚只能惨无人道地单膝跪地，只能拼命目送眼前的掳掠者离去。

  　それ故に惨めにも地面へと否が応にも片膝をつくことしかままならないマリアは、必死の形相で眼前の人攫いを見送る他にない。

  

  

  

  因为先被吹飞的时候拉开的对方的距离在很远的地方也能窥见。

  　何故ならば先に吹き飛ばされた折に開けてしまった相手方との距離があまりに遠目にも窺える程であるが所以。

  

  

  

  另一方面，能看到以与那样的她对称的语调回应大汉说话的是埃梅尔和雷梅拉两人。

  　一方でそんな有様の彼女とは対称的な調子で巨漢からの言葉に応じる様子が見て取れるのがエメルとレメラの両名である。

  

  

  

  “啊，你是叫风歌吗?我是这么说的，可是对方好像很虚弱啊。既然如此，我怎么也不能认为自己没有放过这个机会的想法是我的错觉吧?”

  「あらぁ、確か貴方はフウガと言うのだったかしらぁ？そうねそうは仰るけれど、だけれど相手方は随分と弱っている様よぉ？であるのだから、これを逃す手はないと思うのはわたしの勘違いとは、とても思えないのだけれど？」

  

  

  

  而对此表现出强烈而显著的反应的，只有在事情发展到这一步时，比在场任何人都要痛苦的雷梅拉。

  　そしてそれに対して酷く顕著な反応を示したのは事ここに至るに際して、この場の誰よりも痛め付けられた経緯を辿るレメラに他ならない。

  

  

  

  然而，接受这一要求的壮汉，只是用极其平淡的语气一口回绝。

  　だがしかしこれを受けるに応じた巨漢の逞しい男はといえば、酷く淡々とした物言いで只々一蹴する限り。

  

  

  

  “久留无用。留在这里无论如何都会暴露自己，那也太残忍了。既然如此，就不需要再深究了。”

  「長居は無用。此処に留まれば必然否が応にも身を晒すこととなる。それはあまりに悪手に過ぎる。であればこれ以上の深追いは不要だ」

  

  

  

  就这样，雷梅拉和埃梅尔被一双极为有力的长眼睛捕捉到，似乎被它震慑住了，自己也随着转身耸了耸肩。

  　そうして至極力強い切長の瞳に捉えられてしまったレメラとエメルの二人はこれに気圧された様にして、自ずと自身も踵を返すに伴い肩をすくめた。

  

  

  

  虽然不情愿，但她们还是坦率地接受了男人的话，在令人惊叹的事情上，她们露出了漆黑的翅膀。

  　どうやら素直に渋々ながらにも男の言葉を受け入れるに応じる彼女等は、自らの背中へと驚嘆に値するべき事に、漆黒の翼を顕現させる。

  

  

  

  下一个瞬间，让它振翅高飞的埃梅尔和雷梅拉两个人，一起断言要飞上高空。

  　そして次の瞬間にそれを羽ばたかせたエメルとレメラの二人は、上空へと浮上すると共に言い放つ。

  

  

  

  “你到底打算对你抱着的孩子怎么办?”

  「貴方はその抱えている子を一体どうするつもりなの？」

  

  

  

  与噤口不言的雷梅拉不同，埃梅尔的目光指向的方向，自然而然地从男人身上转移到爱上。

  　対して口を噤むレメラとは異なりエメルのその眼差しが向かう先は、自ずと男から移されてアイへと定められるに至る。

  

  

  

  “你们没必要知道。”

  「貴様等がそれを知る必要はない」

  

  

  

  然而，连这一切都以不容分说的口吻断然舍弃的男人，根本没有看艾麦尔一眼就离开了这里。

  　だがこれすらをも有無を言わせぬ物言いで切り捨てる男は、エメルに対して視線を向けるわけもなくこの場を後とする。

  

  

  

  埃墨拉和雷梅拉两个人都表露出一副发自内心的厌恶之情。

  　都合これに心底から深い極まるとでも言わんばかりに忌々しげな様子を露わとするエメルとレメラ両名も自ずとこれに倣う他にない。

  

  

  

  而她们两个人升天的身影，眼看着渐渐被夜色淹没，连形状都认不清了，只剩下天空的另一端。

  　そして宙を昇る彼女等二人の姿は、見る見るうちに次第に夜闇に紛れてその形状も視認できない程に、空の彼方へと果てていた限りであった。

  

  

  

  所以，看着这一切的玛利亚，自然是露出了绝望的美貌，但她那被白金强烈的情感所吸引的瞳孔，正沸腾着愤怒的火苗。

  　だから自然、これを眺めるばかりであるマリアの側はといえば、絶望に彩られた美貌を晒すがままにしかし、その白金の強烈なる情動に輝くまでに至るに及ぶ瞳は、憤怒の業火を滾らせていた次第であった。

  

  

  

  在他的双眸中，潜藏着令人目眩的巨大魔力，甚至带有狂乱的魔力，在场的观众看到这一幕，无不感到极度恐惧和震撼。

  　その双眸には最早眩いばかりの膨大なまでにその身に内包されている極めて荒れ狂う魔力を、殊更に帯びてさえ窺えるが故に、これを見て取ったこの場に居合わせていた観衆は酷く恐れ慄いて気圧される他にない。

  

  

  

  因此，随着她强烈的冲动而委身，随之显现出的高密度魔力，让在场的周围人都昏倒了。

  　それ故に彼女の激しい衝動が赴くがままに身を委ねて、それに応じて顕現した迸る高密度の魔力は、同所において場を共にする周辺の者達の気を卒倒させるにまでに至った。
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  换句话说，这里离市中心很远，放眼望去，看不到任何人，是这个国家的禁足地。

  　所変わって此方は都心部とは遠く離れた、見渡せる限りにおいては、誰一人として人々の姿が見られない、同国においての禁足地にて。

  

  

  

  那是连一丝痕迹都没有，仿佛一切都被涂成了漆黑，浓密的夜色支配着整个周围的时候。

  　最早余す所なく、まるで全てを漆黒に塗り潰されてしまったかの如き、辺り一体を濃密な夜闇が支配している時分での頃合い。

  

  

  

  然而，在那唯一的光源——位于天空中天的、闪烁着光辉的月光下，一只手抱着小爱的鬼人族男子风贺停下了脚步。

  　しかしながらその只中における唯一の光源たる大空の中天に位置して窺える、煌々と輝きを放つ月明かりの元で、アイを片腕に抱いた鬼人族の男たるフウガは歩を止める。

  

  

  

  

  鉴于几乎无人问津、看不到人影的光景，在这里群生的无数高大的树木，似乎引起了周边居民的恐惧，受到了冷落。

  　どうやら人気も皆無な程に、人々の姿が見られない光景を鑑みるに、同所に群生している背の高い無数の木々の存在は、相当に周辺住民からは恐れられるに伴い、煙たがられている模様。

  

  

  

  

  但是，在这种毫无来由的场合，也可以窥见一些无可奈何的话。

  　だがしかし、そんな謂れの無いこの場における風評被害も、些か致し方の無い話としても窺える。

  

  

  

  这件事发生在风歌为了寻找赖雪，经过漫长的岁月，终于到达故乡的时候。

  　それは兼ねてよりユキの捜索へと繰り出したフウガが、長い月日を経て漸く同国へと至った折に差し当たった時分の出来事。

  

  

  

  如此回溯数年前，他们擅自将这个耸立着许多大树的森林群生的地方作为据点。

  　そんな遡る事数年前、この数々の大樹が聳え立つ森林の群生している同所を、無断で拠点としてしまっていたが所以。

  

  

  

  因此，本来就不可能出现的高大魁梧的大汉，再加上这里本来就阴暗阴森的气氛，从旁边看的人多半会感到害怕。

  　それ故に、本来であればあり得ない程に大柄な巨漢と、元来薄暗く不気味な同所における雰囲気も相まって、これを側から眺める人々は多分に恐れ慄いているという始末。

  

  

  

  

  因此，风画能够准确地体会到生活在这种环境下的人们的内心世界，并庆幸地甘于潜伏在这里。

  　だからそんな有様の周辺に住まう人々の塩梅を正確に汲み取るに及んだフウガは、これ幸いとでも言わんばかりに同所へと潜伏するに甘んじる運びと相成った次第。

  

  

  

  

  所以他才会有这样的状况，当然，为了让这里作为据点发挥十二分的作用，他甚至施了计。

  　であるからしてそんな具合の彼だから無論、同所が拠点として十二分に機能する様に、計らいを施してさえいる模様。

  

  

  

  

  而且为了一眼就能识破，还做了隐蔽的工作，与其庞大的身躯相称，实在是了不起的本领。

  　そしてそれは一目見ただけでは見破られない様に、隠蔽の工作も誂えられているのだから、その巨体に見合わず実に大した手腕と称するに他にない。

  

  

  

  所谓最适合伪装的掩饰视线的最佳方法，当然无需特别提及，这是显而易见的。

  　都合その偽装工作にもってこいと思われる様に人目を誤魔化すのに最適な方法とは果たして、無論敢えて特段言及するまでもなくそれは明白だ。

  

  

  

  要说谁都知道的惯用手段，那就是利用自然环境极其丰富的地方众多树木的存在。

  　そしてその誰もが心得ている様な常套手段としても窺えるそれはといえば、極めて自然豊かな同所に数多群生している木々の存在を利用する手法に他ならない。

  

  

  

  

  因此，按照自己推导出的选项，由巨大的树木定做的住处，从远处看就像被怪物染过一样，呈现出可怕的外观。

  　それ故に自ずと導き出された選択肢のままに、巨大なる樹木により誂えらえられている、まるで遠目には化け物染みてさえも見て取れるその住処は、酷く恐ろしい外観を呈していた。

  

  

  

  

  当然，这是为了融入景观而设计的形状，所以无论如何也看不出破坏它的构造。

  　無論景観に溶け込むべくして施された形状の為であるが故に、それを損なう様な造りには到底見受けられない。

  

  

  

  然而，在它精心设计到让人觉得壮观的程度之后，尽管它是人工制品中最具代表性的东西，却在无意中渗透出一种压迫感，让站在前面的人感到一种压力。

  　しかしながら、あまりに壮観に思えるまでに手の込んで思えるそれからは、人工物の最たる代物であるにも関わらずに、意図せずしてこれを前とした者を気圧させてしまうだけの圧迫感が滲み出ている。

  

  

  

  

  

  所以，说到这种伪装，可以说是典型的，就好像对事物来说，单纯明快是最好的一样，它鲜明地发挥了其效果，呈现出惊人的震撼力。原来是这样。

  　だからその典型とも称してしまっても差し支えないこの偽装はといえば、まるで物事において単純こそ明快でいて最上だ、とでも言わんばかりに鮮明な程、その効果の程を発揮して窺える、凄まじいまでの迫力の様相を呈していた。

  

  

  

  

  

  这个据点的建筑物仿佛混进了足以被视为绝景的自然之中，以一种压迫感迎接着近距离目睹它的人。

  　それ程までの最早絶景としてすらも見て取れる自然に紛れる様に溶け込む拠点の建造物は、これを間近で目の当たりとした者を威圧感でもってして迎えている。

  

  

  

  

  然而，从表面上看，它早已与自然同化，但其功能性却远不止于此。

  　しかしながらその様にして一見しただけにおいては、最早自然と同化してさえ窺える同所であるものの、機能性はその限りでは無い。

  

  

  

  这个据点花费了令人目眩的岁月才建成，便利程度惊人。

  　気が遠くなる様な年月を費やして建築された同所におけるこの拠点は、凄まじく利便性に優れている。

  

  

  

  因此，从它那极富功能性、令人惊叹的外形来看，即使称之为基地也无妨。

  　それ故に極めて機能性に富んだ、そのあまりに驚嘆に値する程のそれからは、最早基地と称してしまってもなんら差し支えないまでの造りが窺える。

  

  

  

  

  而在这种充满大自然的环境中，从唯一能看到的文明象征中，可以隐约感受到人们生活的痕迹。

  　そしてその様に大自然に満ち溢れた同所における最中に唯一見て取れる文明の象徴からは何処か、人々の生活の形跡が所々から節々に感じ取れる。

  

  

  

  

  因此，那当然不是风野一个人留下的东西，而是除了他之外还有谁留下的痕迹。

  　であるからしてそれは無論フウガ一人が残した代物ではなく、彼以外にも他に誰かしらの人物は残した痕跡として見受けられる。

  

  

  

  所以这句话的意思，也就是证明了风歌和自己的朋友一起生活的事实。

  　だからそれの意味する所はつまり、フウガが自らの仲間の何者かと同所における生活を営んできたという事実の証左に他ならない。

  

  

  

  

  

  而且，在那里有很多人每天生活在一起的地方，给人的印象是理所当然的，但作为眺望的爱，甚至可以窥见一丝不快。

  　そうして其処にある、複数の人々が日々の暮らしの場を共にしていると思しきその場所から与えられる印象はしかしながら、これを眺めるアイとしては至極当然の様にして薄気味悪くすらも窺える。

  

  

  

  

  

  因为这是自出生以来，只在圣域讴歌自己的生命的爱。

  　何故ならば生まれてからこの方、自らのその生を聖域においてだけ謳歌してきたアイであるが所以。

  

  

  

  

  奇异的是，在爱的视野中，一切都统一为白色的自己所居住的世界一变而为色彩斑斓的大自然。

  　奇しくも全てが白一色に統一されて誂えられた自らの住まう世界から一転して、色取り取りの大自然へと光景が一変した形となるアイの視界へと映る景色だろうか。

  

  

  

  

  因此，对于一直被幽禁的他来说，眼前展现的色彩是既严酷又新鲜的景象。

  　それ故にその身をこれまでの間幽閉されてきた彼からすれば、自身の眼前へと広がる色彩は酷く新鮮でありながら、極めて鮮烈な印象の感じ取れる光景に他ならなかった。

  

  

  

  

  现在置身于那样的咸梅之中的爱叶，只能紧紧抓住轻抱着自己身体的风画强壮的手臂，就像一个虚弱的妇女。

  　そんな塩梅の最中に今現在身を置く羽目となっているアイはといえば、自らの身体を軽々と抱き止めているフウガの逞しい腕に縋り付くばかりの、まるで弱々しい婦女子の如き振る舞いを晒す有様が見て取れる。

  

  

  

  

  “啊，那个……这里?还有，你认识雪基斯母亲吗?”

  「あ、あの‥ここは？そして貴方はユキリスお母様をご存知なのですか？」

  

  

  

  正因为如此，爱才会不由自主地说出自己的心灵支柱——母亲的名字，为了讨好风歌，爱才会自然地抬眼看风歌，露出可爱的样子。

  　であるからして自ずと自身の心の拠り所である自らの母親の名前を声に出して挙げるアイからはといえば都合上、自然とフウガに対して媚びる様な上目遣いとなりての疑問を呈する、可愛らしい姿が見て取れる。

  

  

  

  

  “……原来如此。也就是说，你是阿雪的女儿?”

  「‥なる程。つまり君はユキの娘ということか」

  

  

  

  

  因此，风歌在脑海中咀嚼着小爱的言行，考虑到从中得到的信息，自然而然地自言自语起来。

  　それ故にそんなアイの言動を脳裏にて咀嚼したフウガは、それから得られた情報を鑑みるに伴い、自然と誰に言うでもなく独りごちた。

  

  

  

  

  

  “我的名字是艾丽丝·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚。如果您是妈妈桑的熟人，那么，请您带我去圣殿好吗?当然，报酬我会付的，请您多多关照。”

  「‥わたしの名前は、アイリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアと申します。もしもママのお知り合いなのでしたら、あ、あの、アイを聖殿に連れて行って頂けませんか？無論報酬はお払い致しますので、どうかよろしくお願いします」

  

  

  

  

  

  而且听了她的喃喃自语，自己对自己的性别产生了误会，虽然她本来就是爱丽丝，但考虑到自己现在穿着修道服的可爱装束，他觉得这也是没办法的事，不禁有些犹豫。就是这样。

  　そしてその呟きを聞いて自らの性別に対して勘違いをされた事実に及ぶアイ、もといアイリスであるがしかし、自らが今し方に纏う修道服の可愛らしい装いを鑑みては、それも致し方無いといった塩梅の寸暇を抱くに至る彼である。

  

  

  

  因为现在爱丽丝身上的衣服简直就像是适合年轻少女穿的衣服。

  　何故ならば今現在のアイリスのそれはまるで、年若い少女が身に付けるに相応しい衣服の如き代物であるが所以に他ならない。

  

  

  

  

  所以，对于风歌的失言，爱丽丝并没有特别提及，而是战战兢兢地看着把自己抱在怀里的风歌，把自己的想法一吐为快地说出来。。

  　だから自らに対して勘を違えたフウガの失言についても特段言及するわけでもなく、何処か恐る恐るといった具合に自身を腕に抱くフウガを顔色を伺いながら、己が思う所をここぞとばかりに語って見せるアイリスだろうか。

  

  

  

  “那是不可能的。艾丽丝，我们会在我们的村子里保护你。放心吧。我们并没有打算加害于你。当然，我们不可能这么快就接受。”所以请原谅我的擅自安排。”

  「それはできない。アイリス、君は俺たちの村で保護させてもらう。安心してくれ。君に対して危害を加えるつもりは此方にはない。無論早々に納得することはなできないだろう。故にこちら側の勝手な都合をどうか許して欲しい」

  

  

  

  然而，对于无法了解事情原由的阿爱，风歌的回答却是极其平淡的。

  　しかしながらそうして事情を飲み込むことがままならないアイが一方的に口上を述べたそれを受けるに応じては、これに対するフウガの返答は酷く淡々とした物言いが与えられるばかり。

  

  

  

  “这个……可是……”

  「それは‥ですが‥」

  

  

  

  

  因此，听了他那肃穆的语调，以及风歌那耿直的性格，连该说的话都编不下去了，只能闭上嘴。

  　それ故にその粛々とした声色にて語り見せられた都合、そんなフウガの実直な性質の垣間見えるそれを受けては、続けるべき台詞を紡ぐことさえもままらならずに、これに口を噤む他になかった。

  

  

  

  正因为爱丽丝暴露出了这种状态，才会陷入沉默，尽管如此，事态似乎还是与他的意愿相反，呈现出操之过急的样子。

  　そんな有様を晒すアイリスであるからしてお陰で沈黙が訪れる羽目となりてしかしながら、それでも彼の意思とは相反するかの如く、事態は性急に事を運ぶ様相を呈する限り。

  

  

  

  “那么，接下来就要使用转移术了。虽然身体会有点痛苦，但肉体不会有特别大的障碍。只要忍耐一下就行了。”

  「では、これから転移の術を使う。その身には少しばかり辛いだろうが、特段肉体に支障はない。ただの一瞬耐えればそれで済む」

  

  

  

  没错，与表露出这种困惑的爱丽丝心中相对的是，风画再三点着头，让她走向眼前那座像是仪式场的据点附属建筑。

  　そう、そんな困惑を露わとしているアイリスの心中とは対称的に、再三に渡り口火を切るフウガは、眼前に広がる何やら儀式場めいた、同所における拠点に付属している建物へと足を運ばせる。

  

  

  

  “啊，啊……我想回到母亲身边。”

  「え、あ‥あのっ、アイはお母様の元に帰りたく思います」

  

  

  

  

  所以不知道该如何回应的爱丽丝，根本顾不得自己狼狈不堪的举动，只顾着放声大叫。

  　だからそれに応じるに窮したアイリスはといえば、酷く狼狽した心中を露呈させる自らの振る舞いにも及ばずに、無我夢中で声を挙げる。

  

  

  

  “当然也会找回你的母亲。所以不用担心。爱丽丝，你只要在故乡的村子里等你回来就行了。”

  「無論君の母親も取り戻す。故に案ずることはない。アイリス、君は故郷の村で帰りを待っているだけで良い」

  

  

  

  但是，风歌丝毫没有在意他拼命露出困惑的样子，只是用强有力的声音拒绝了他的要求。

  　だがしかしそんな彼の困惑を露わとする限りの必死な姿をなんら意に介することがないフウガは、力強い声色にてそれを一蹴するばかり。

  

  

  

  “然后……”

  「で、ですがっ」

  

  

  

  而对自己所得到的一切依然无法理解的爱丽丝，在完全没有自己意愿的情况下，空虚地紧追着不放。

  　そして与えられたそれに対して依然として理解の及ばない所のアイリスの側はといえば、一向に自らの意思が介在しない事態に虚しくも追い縋る。

  

  

  

  但是，接下来的台词，也被带着强烈意志光芒的风歌那仿佛带有决意的话语所压倒，连编都编不下去了。

  　だがこれに続けられる台詞も、力強い意志の光を帯びたフウガの、まるで何処か決意の感じ取れる物言いに気圧されて紡ぐことすらもままならないばかり。

  

  

  

  

  因此，她的肉体就像风歌所说的那样，只能被送往转移术的仪式场。

  　それ故に今し方その肉体を例によってフウガの言う所の、転移の術の儀式場へと運ばれる他にないアイリスの身柄である。

  

  

  

  

  然后，当风歌抱着爱丽丝的脚踏入这个地方的刹那，事情果然发生了。

  　そしてそのアイリスを抱えたフウガの足が同所へと踏み込んだ刹那に、果たして事は起きることとなる。

  

  

  

  

  仿佛笼罩在在场的爱丽丝和风贺两人周围一样，仿佛能看到一种神秘的景象，一股高密度的魔力之流喷涌而出，让人不由得为之震撼。

  　まるでこの場に居合わせたアイリスとフウガの両名の周囲を包み込む様にして、思わず気圧されてしまう程に膨大なまでの高密度の魔力の本流が迸る、神秘的にさえ窺える光景が見て取れる。

  

  

  

  

  就这样，使用同一处力场，浓度惊人的浊流一样激烈，在夜幕降临的这个地方照出的瞬间，耀眼的光芒覆盖了周围。

  　その様にして同所の力場を用いた圧倒的なまでに凄まじい濃度の濁流の如き激しいそれが、夜闇の帳が舞い降りているこの場を照らし出した瞬間に眩いばかりの輝くが辺り一体を覆う。

  

  

  

  

  然后，那辉煌以在场的爱丽丝和风贺两人为起点，掀起了漩涡，然后迎来了收尾。

  　そしてその煌めきがこの場に居合わせているアイリスとフウガ二人を起点として渦巻き、それが収束を迎えた。

  

  

  

  

  然后突然，当它毫无保留地覆盖了爱丽丝的全部视野时，他的意识陷入了突然袭来的飘浮感。

  　それから唐突、アイリスの視界の全てを余す所なくそれが覆い尽くした途端に、そしてその彼の意識は、突如として襲いくる浮遊感に陥る羽目と相成った。

  

  

  

  

  因此，爱丽丝只能任凭这种感觉摆布，面对自己眼中充满的梦幻般美丽的光芒，她对眼前的景象产生了一种微微的睡意，同时也放下了意识。了。

  　それ故にその感覚にされるがままに身を任せる他にないアイリスは、自身の瞳に満ち溢れて映るこれでもかと幻想的な程に美しい光に対して、この光景に何処か微睡みを覚えるに伴い、これと同時に意識を手放したのであった。
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  就这样，艾丽丝被转移后的风歌带走的禁足地，是在前往遥远的圣都的圣殿谒见期间。

  　そうして転移を果たしたフウガにアイリスを連れ去られてしまった禁足地とは、遠く離れた聖都へと所在している聖殿における謁見の間にて。

  

  

  

  邂逅了意想不到的魔物，经过殊死搏斗，受到意外伤害的玛利亚和莉莉两人，虽然疲惫不堪，但无论如何还是走到了这里。

  　予期せぬ魔物との邂逅から死闘を経て、思いがけない手傷を負う羽目となったマリアとリリーの両名が正に、疲労困憊といった塩梅にて疲弊も甚だしいながらも如何にかして同所へと辿り着いた頃合いの事。

  

  

  

  因此，从这两人的身影中，可以看出他们平时散发出的高雅气质已经消失了，仿佛与此完全不同，仿佛要毁损他们绝世美貌的强烈的、残酷的、郁结的感情。

  　だからそんな二人の姿からは、平素から滲み出る上品なまでの気品は既になりを潜め、まるでそれに打って変わるかの様に、その絶世の美貌を損なうかの如き強烈な程に苛烈な鬱屈している感情が窺える。

  

  

  

  因为她们遭遇了惨痛的复仇，于是主动向魔物求情，最后只能悲惨地撤退。

  　何故ならば、手痛くものの見事に返り討ちの憂き目と遭った彼女達は、自ら魔物に喧嘩を売った挙句、惨めにも撤退を余儀なくされたが所以に他ならない。

  

  

  

  她们姐妹那引以为傲的美丽的白金金色长发，到了现在这个时候，甚至可以看出已经稍微散开了。

  　そんな彼女等姉妹の誇る美しいプラチナブロンドの長髪も、今現在の時分に至っては、それも僅かながらに解れてさえ窺える。

  

  

  

  她以两侧形状优美的头部为起点，扎成双马尾，一头纯白的长发垂到脸颊。

  　つまる所、形の良い両側頭部を起点として、ツインテール状に結えた髪の一方の、その純白の穂先が頬へと垂れているのだ。

  

  

  

  而她之所以没有亲手把头发重新扎起来，是因为她没有时间去计较这些小事。

  　そしてそう解けてしまった頭髪を自らの手で改めて結い直さないその理由は偏に、たかがそれ如きの小事に拘っている暇はないが故である。

  

  

  

  正因为如此，她才觉得有些不太对路，就像要压抑自己的焦躁一样，在谒见的中间跪着的姐妹中，其中一个玛利亚最先开口。

  　それ故に何処か剣呑な、まるで苛立ちを抑えるかの様にしながらも、謁見の間において跪いている姉妹の片割れの内の一人であるマリアが、口火を切った様子が見て取れる。

  

  

  

  这里被令人心痛的寂静所笼罩，甚至可以感受到沉重的质量，那种气氛似乎让人恼火。

  　どうやら痛い程の静寂に包み込まれた同所の、重苦しいまでに質量さえも感じ取れる、その雰囲気が癪に触る模様。

  

  

  

  因此，比别人更性急的玛利亚对此感到厌恶，直到站在讲台上的雷亚诺斯提圣王国的顶点向女教皇莉莉丝·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚进言。

  　だからこれを厭うた人一倍気の早いマリアはといえば、壇上の上に佇むレアノスティ聖王国の頂点が女教皇、リリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアに進言するに至る。

  

  

  

  玛利亚一边仰望着她，一边以一种挑战的语气面对她，从她的话语中，可以看出她被强烈而鲜明的焦躁所驱使，甚至可以窥见她被这种焦躁所驱使的内心。

  　そしてそんな彼女を仰ぎ見ながらも、これに挑む様な調子で臨むマリアの物言いからは、酷く鮮明な程に焦燥に駆られている、その苛立ちに捉われている胸中すらも窺える。

  

  

  

  “莉莉丝小姐，恕我冒昧进言。”

  「リリス様、恐れながら進言させて頂きます」

  

  

  

  正因为如此，与平时傲慢的举止完全相反，莉莉丝会对意气消沉的玛利亚的话严肃地回应吗?

  　であるからしてそんな、平素からの高慢な振る舞いとは対称的に何処か、意気消沈した姿を露呈させているマリアからの言葉を受けてはこれに対して、粛々と受け答えるリリスだろうか。

  

  

  

  “事情的详情我已经知道了，还有你的愿望。”

  「此方としても既に事の詳細は存じています。そして貴方の望みも」

  

  

  

  就在刚才，还在两姐妹面前献上祝词的莉莉丝紧闭的双眼，终于睁开了。

  　つい今し方まで、それも二人の姉妹を前にして尚、祝詞を捧げる最中にあったリリスの閉ざされていた瞳が、漸く見開かれる光景が窺える。

  

  

  

  她那美丽的双眸中所含的目光，仿佛是将对方射穿的长矛一般锐利。

  　その様にして開眼を見せた美しき双眸に宿る眼光は、まるで相手を射貫く槍の如き研ぎ澄まされた鋭い眼差しを垣間見せる。

  

  

  

  另一方面，与宝石般通透的两只大眼睛正面对峙的玛利亚，被那过于锐利的眼睛所震慑。

  　そうして宝石の如く透き通る大きな二対の瞳に真正面から対峙したマリアは他方、あまりに鋭利に過ぎる程に感じ取れるそれに対して、気圧されるばかり。

  

  

  

  正好被长眼睛投来的视线射穿，玛利亚就像被钉在原地一样，连身体都无法动弹。

  　都合、切長の瞳から注がれる視線に射抜かれる羽目となるマリアは、まるでその場に縫い留められてしまったかの如く、身じろぎすらもままならない様子が見て取れる。

  

  

  

  “我将以我的名义指挥圣骑士，这样你就可以凭一己之力指挥他们了。”

  「わたくしの名の下に、聖騎士の指揮を与えます。これにて貴方の一存で、彼等を動かすことも叶うでしょう」

  

  

  

  玛利亚露出了如此狼狈的样子，而莉莉丝则以极其平静的语气说道。

  　そしてそんな無様な姿を晒すマリアとは一方で、これと相対するリリスは極めて平静な声色にて言い放つ。

  

  

  

  因此，玛利亚听到对方的冷言冷语，自然会随着自己的情绪而表现出焦躁。

  　だからその様に与えられた冷然とした言葉を耳としたマリアはこれに対し、自ずと自らの情動が赴くがままに苛立ちを露わとする。

  

  

  

  “……那是……在明知不敬的情况下，我还是要说。对于那些上位的个体，仅凭圣骑士那样的战力，根本无法与之抗衡。恐怕也无法与那些怪物抗衡……而且对于连我们都没能实现的对象，无论如何也不会想到要去实现……”

  「‥それは‥不敬を承知の上で申し上げます。あの上位個体に対してたかが聖騎士如きの戦力ではとても、対抗できる筈もありません。恐らくですがあの化け物達には抗うこともままならないかと‥。それにわたし達でも叶わなかった相手に、到底及ぶ事も無い様に思われます。ですから‥」

  

  

  

  而在这种冲动下，她所表露出的险恶言辞，在沉默的笼罩下，听起来更有震撼力。

  　そしてそんな衝動に身を任せた彼女の露呈した何処か険の含まれて窺える口上は、沈黙の帳が覆うこの場において、殊更に響いては聞こえた。

  

  

  

  因此，当玛利亚用明显表现出情绪的声音说话时，就会发现有第三者对她说话。

  　それ故にその情緒が顕著に示されたその声色で口としたマリアを目の当たりとしては、これに対して声を挙げる第三者の存在が同所へと呈される。

  

  

  

  “莉莉丝妈妈，那我就来了。这是我这个孩子的母亲的责任，而且爱也希望如此。”

  「リリスお母様、それならわたくしが参ります。それはあの子の母であるわたしの責務です。それにアイもそれを望んでいる筈です」

  

  

  

  就在刚才，像这样打断玛利亚继续说下去似的进言的，只有和在场的所有人一样跪在莉莉丝身边的由奇里斯。

  　そうたった今その様にしてマリアの続く台詞をまるで遮るかの如く進言したのは、同所に居合わせている面々と同様にリリスの元に跪くユキリスに他ならない。

  

  

  

  由奇里斯一边恭恭敬敬地垂下头，一边似乎在深思熟虑着什么。她的美丽容貌被自己的母亲莉莉丝仰望着。

  　恭しくこうべを垂れながらも、何事かを熟考していた様子のユキリスは、その美麗なる面貌を挙げるに共に自らの母であるリリスの仰ぎ見る。

  

  

  

  从他那极其认真的表情中，可以看出他那坚强的意志力，仿佛在说无论如何都要亲手救出自己的儿子爱丽丝。

  　その至極真剣に露わとされた面持ちからは、自身の息子であるアイリスを何としても自らの手で助け出そうとでも言わんばかりの、強固な意志の力が窺える。

  

  

  

  因此，现在所看到的她的身姿，仿佛与她那可贵的清廉之心相呼应，带着令人目眩的纯白光辉。

  　それ故に今に見て取れる彼女の姿は、その尊い程の清廉なる心に、まるで呼応するかの如く、眩いばかりの純白の輝きを帯びていた。

  

  

  

  所以，从她头顶上俯视着她的莉莉丝，带着冷峻的眼神，闭上了眼睛，同时停顿了一下，说道。

  　だから、そんな彼女の頭上よりこれまた冷然とした眼差しを伴い見下ろすリリスはといえば、刹那の思案を巡らせる様にして瞳を閉じると共に、一瞬の間を置いて言い放つ。

  

  

  

  “这我不能答应。不过，作为交换条件，我让陪在你身边的那些孩子们去吧。明白了吗?”

  「それは承諾できません。ですが、その代わりに貴方の側付きである、あの子達を行かせましょう。わかりましたね？」

  

  

  

  然而，他的回答并没有指向尤奇里斯，而是给了在她身边恭恭敬敬地站着的萨拉沙和塞拉。

  　しかしながら、その返答はユキリスに向かうことなく、彼女の傍らへと恭しく控えている姿が見て取れるサーリャとセラの両名へと与えられる。

  

  

  

  “……是的。很抱歉。”

  「‥はい。畏まりました」

  

  

  

  而且，雪莉丝看到侍从在自己两侧的自己的侍从点了点头，只能不情愿地模仿。

  　そしてそんな自身の両隣へと侍る自らのそば付きが頷いたのを尻目に確認したユキリスはといえば、これに渋々ながらも倣う他にない。

  

  

  

  因为，对自己的母亲莉莉丝感到愧疚的雪奇丽丝同时也从心底里对她心醉意迷。

  　何故ならば、自らの母であるリリスに負い目がるユキリスはそれと同時に、彼女に対して心底から心酔しているが所以に他ならない。

  

  

  

  但是从雪克利斯的样子可以清楚地看出，他对刚才莉莉丝给予的生命怀有极大的不满。

  　しかしながらそのユキリスの姿からは今し方にリリスから与えられたその命に対して、大いに不平を抱いている心中が、誰の目から見ても明らかな程に窺える。

  

  

  

  所以才会像那样，在危险的时刻把自己心中意外浮现出的对母亲下达的命令的不服用喉头制止住。

  　だからその様に、自身の胸中に思いがけずして浮かべてしまった自らの母から下された命に対する不服を危うい所で喉元にて押し留める。

  

  

  

  她那淡粉色妖艳的双唇，仿佛在担心自己的无力，紧咬着令人心痛的双唇。

  　その証左に、彼女の薄桃色に妖しく輝く艶かしいその唇は、自らの無力を憂う様にして噛み締められている痛々しい姿が見て取れる。

  

  

  

  这样的她，对于意外发生的悲剧，没有自己的意志介入，只能俯首于事实。

  　そんな彼女は、予期せずして起きてしまった悲劇に対して自らの意思が介在しない、事実に俯く他にない。

  

  

  

  因此，在承受了自己无法承受的变故后，她的美貌随着悲叹而扭曲，仿佛要突出她美丽的容貌一般，蒙上了一层阴影。

  　それ故にそんな自身の力が及ばない出来事を受けて悲嘆に暮れるばかりに伴い歪む彼女の美貌には、まるでその美しい容姿を際立たせるかの如く、一筋の翳りが差す。

  

  

  

  而且从她的身姿中，可以窥见她那虚幻的、宛如绝世人偶般美丽精致的面容造型。

  　そしてそんな彼女の姿からは、何処か儚いまでに完成された、絶世のまるで人形の様に美しい、精緻に誂えられている顔の造形が窺える。

  

  

  

  

  “那么，就由你们按照刚才安排的人员办事吧，可以吗?”

  「では、今申し付けた人員で、貴方達が事を運びなさい。構いませんね？」

  

  

  

  因此，莉莉丝确认自己没有话可说后，再次向玛利亚和莉莉两个人问话。

  　であるからしてこれに続いて紡がれる言葉をが無い事を確認したリリスは、改めてマリアとリリーの両名へと良い含める様にして問い掛ける。

  

  

  

  于是，被前者的细长双眸所称颂的锐利目光，毫不留情地投向后者。

  　そうして命を下す前者の切長の双眸に称えられた研ぎ澄まされた眼光は、なんら容赦なく後者へと向けられる。

  

  

  

  “……是的。”

  「‥はい」

  

  

  

  另一方面，玛利亚被如此逼近自己的利刃般的眼神所吸引，只能对莉莉丝对自己不容分说的话语点了点头。

  　そして他方、その様にして自らに迫り来るまるで刃の如き眼差しに射すくめられたマリアは、自身に対してリリスから与えられた有無を言わせぬ物言いに頷く限り他にない。

  

  

  

  

  当然，她的妹妹莉莉也一样，她平时的戏弄举止也隐藏起来，露出了能乐面具般的美貌，总能看出她身上散发着一种令人毛骨悚然的气息。

  　無論それは彼女の妹足るリリーも同様に、此方は平素からの戯けた振る舞いもなりを潜めて能面の如き美貌をさらすばかりに、何処か薄気味悪い雰囲気を漂わせて窺える。

  

  

  

  

  但是，除了她的姐姐，没有一个人能体会到她那难以言喻的微妙感情。

  　だがしかし、そんな彼女の穏やかとは到底言えない感情の機微に対して悟るに及ぶ者はといえば、ただ一人の姉を除いて誰一人としてこの場には居合わせていない。

  

  

  

  在拥挤的狱内心里，莉莉对至今为止的经过抱有极大的不满，她强忍着焦躁，几乎马上就会失去情绪。

  　つまる所内心では今現在に至るまでの経緯に対して大いに不平を抱いているリリーの心中は、すぐさま情緒を欠いてしまいそうな程には、苛立ちを堪えていたのだ。

  

  

  

  不过事到如今，也多少可以看出是无可奈何的事。

  　だがそれもことここに至っては幾分か致し方の無い話としても窺える。

  

  

  

  因为刚才还与魔物展开了激烈的周旋，现在却一变，不仅被猎物打了回来，连自己心爱的弟弟也被掳走了。

  　何故ならば、つい先程までは魔物相手に対して大立ち回りを繰り広げていた手前のそれとは一転、その獲物に返り討ちにされたのみならず、自らの愛しい弟まで攫われてしまったが為である。

  

  

  

  因此，即使莉莉的战斗力强到可以称其为出类拔萃的一流人物，但她毕竟还是个年幼的孩子，忍耐的程度可想而知。

  　それ故に例え、並外れた一流と称してさえ、なんら差し支えないまでの戦闘力を有しているリリーであっても、依然として幼き身である事実には相違ない彼女では、忍耐の程もたかが知れている。

  

  

  

  因此，在她被那种令人难以忍受的屈辱折磨的同时，对于自己的弟弟被夺走这件事，她感到无比的愤怒，是可想而知的。

  　であるからしてそんな彼女の凄まじいまでに堪え難い屈辱に苛まれると共に、自らの弟を奪われた事に対しての並々ならぬ称えられた憤怒の程は、察するに余りある。

  

  

  

  是的，就这样，在被认为是莉莉单方面的独角戏之前进行的殊死搏斗，对现在的她来说，也不过是让她想起自己暴露的麻痹大意的失态而已。

  　そう、そうしてリリーの一方的な独壇場と思われた先に行われた死闘も、今現在の彼女にとっては、自らの晒していた油断に対する失態を想起させるだけの出来事に他ならない。

  

  

  

  因此，莉莉对自己暴露的丑恶感到耻辱，她毫不犹豫地将之转化为愤怒。

  　それ故にその自身の晒してしまった無様に対して恥辱を覚えているリリーは、これを怒りへと変じることに躊躇わない。

  

  

  

  倒不如说，鉴于自己被赋予的所作所为，就像响应那种屈辱而涌起的情绪一样，显现出魔力。

  　寧ろ自らに与えられた所業を鑑みては、その屈辱から湧き上がる情動に呼応するかの如く、魔力を顕現させている次第。

  

  

  

  而这样的她，和自己的母亲雪莉丝一样，对自己的弟弟爱丽丝被掳走这件事表现出比什么都平静的愤怒。

  　そしてそんな彼女はといえば、自らの母親であるユキリスと同様に、自身の弟であるアイリスが攫われた事に対しての何よりも静かな怒りを露わとしていた。

  

  

  

  就像雪莉丝一样，自己是一个对冲动极为诚实的母亲，而像莉莉一样，是一个能够随心所欲地行动的女儿。

  　正にユキリスの如き己が衝動に極めて正直な母親にして、このリリーの様な自らの情動の赴くがままの振る舞いが見て取れる娘あり、といった所だろうか。

  

  

  

  也正因为如此，他才不想在这个场合发表自己的意见，所以决定不进言。

  　お陰でそんな心中を胸に抱いている手前もあり、おいそれとはこの場においての自身の発言を呈するわけにもいかず、進言を控えている所存であった。

  

  

  

  因此，玛利亚对自己妹妹的这种感情无须重新揣测，也就不会做出提及的愚蠢行为。

  　だからそんな自身の妹の感情に対しては特段改めて推し量るまでもないが故に、さして言及する様な愚行を冒すこともないマリアである。

  

  

  

  因此，对自己妹妹低头沉默的行为毫不在意的她，开始思考刚才莉莉丝赋予自己的权限。

  　それだから沈黙に俯くそんな自身の妹の振る舞いに対してなんら意を介さない彼女の側はといえば、今し方にリリスから自らに与えられた権限に対して思考を巡らせる。

  

  

  

  但是，莉莉丝看了看她沉浸在自己脑海中的装束，轻轻地看了看她的眼睛，然后发出了声音。

  　しかしながらそんな自身の脳裏に思い描く考えの没頭に捉えられている彼女の装いを見て取りて、これに対して瞳を眇めたリリスが再三に渡り声を挙げる。

  

  

  

  “而且你们的样子也太不合适了。雪莉丝，请用你的力量来治疗孩子们。”

  「そして貴方達のその格好はあまりに相応しくありません。‥ユキリス、どうか貴方の力で子供達の治療をお願いします」

  

  

  

  在刚才展开的殊死搏斗中，意识到自己身上多处受伤的莉莉丝似乎察觉到了这一点。

  　どうやら先に繰り広げた死闘の折に、所々に負傷した箇所へと意識が及んだリリスは、それを見咎めた模様。

  

  

  

  考虑到伤势，她虽然没有表现出来，但看得出她很担心两姐妹的安危。

  　そうしてその傷の具合を鑑みた彼女はしかし表情には出さないながらも、二人の姉妹の安否の程を案じている様子が見て取れる。

  

  

  

  因此莉莉丝一向举止端庄超然，但刚才命令自己的女儿雪莉丝行使术也是因为这个原因。

  　それ故に平素からの粛々とした超然とした振る舞いを崩さないリリスであるがしかし、自らの娘であるユキリスに先程術の行使を命じたのもその為だ。

  

  

  

  “是的，莉莉丝妈妈。”

  「はい、リリスお母様」

  

  

  

  正因为如此，雪莉丝才会任由她俯视，任凭她摆布，行使自己的术。

  　であるからしてそんな彼女から見下ろされるがままに受け答えるユキリスは、それに応じるにに身を委ね、己の術を行使する。

  

  

  

  就在这时，雪莉丝的魔力出现在两姐妹被黯淡的手掌眼前的虚空中，让被指向的少女们看到了被赋予的轨道。

  　その途端、二人の姉妹へと翳された掌の目前の虚空に顕現したユキリスの魔力は、向けられた少女達へと与えられる軌道を見せる。

  

  

  

  然后在接受那个魔力迸出的主流时两姐妹的伤唐突，仿佛时光倒流一样被实施治疗。

  　そしてその魔力の迸る本流を受けるに際した二人の姉妹の傷は唐突、まるで時を遡る様にして治療が施される。

  

  

  

  在那耀眼的光芒照耀下，伤口很快就愈合得令人瞠目结舌，在常人看来，这光景未免太过荒唐无稽。

  　都合その眩いばかりの輝きに照らし出されたその傷口はたちまち、思わず目を見張ってしまう程に癒されていく常人からすれば、あまりに荒唐無稽に過ぎる光景が見て取れる。

  

  

  

  因此，因撕裂而受损的皮肤也逐渐恢复了原来细腻纯白的光泽，宛如初雪般美丽动人。

  　お陰でその裂傷により傷付いた皮膚も、次第に元のきめ細やかな純白の、まるで初雪の如く美しい艶やかな輝きを取り戻すにまで至れり。

  

  

  

  而且，这种纯度高到过剩的魔力，以两姐妹为起点形成旋涡也是短暂的。

  　そうしてその過剰な程に純度の高い魔力が、二人の姉妹を起点として渦を巻いていたのも束の間の事。

  

  

  

  下一个瞬间飞回由尤奇里斯举起的手掌，同时再次收敛成她的肉体。

  　次の瞬間にはユキリスにより掲げられている掌へと舞い戻ると共に、再び彼女の肉体へと収束を果たす。

  

  

  

  然后，可以看到聚集在被阴影笼罩的手掌上的耀眼光芒，在刹那间将光辉引向宿主的身边。

  　そして翳された掌へと集う眩いばかりの煌めきは、刹那の瞬間には宿主の元へと輝きを与えている光景が見て取れる。

  

  

  

  “好厉害……这是神的奇迹……”

  「すごい‥神の奇跡だわ‥」

  

  

  

  因此，另一位修女在一旁看着这神秘美丽的景象，不由自主地发出感叹。

  　それ故に他方、そんな神秘的なまでに美しいこれを側から眺める修道女の一人が、思わずといった塩梅で誰に言うでもなく感嘆の意を呈する。

  

  

  

  “真不愧是圣女。”

  「本当、流石は聖女様ですわ」

  

  

  

  接着，从这样一个自言自语的少女开始，大家就像产生了连锁反应一样，异口同声地称赞起尤奇里斯来。

  　次いで、そう独りごちた一人の少女を皮切りとして、まるで反応が連鎖するかの如く皆一様にユキリスへと称賛の言葉を口とする。

  

  

  

  “果然纯白圣女的名字不是伊达啊。”

  「やはり純白の聖女の名は伊達ではないと言うことですね」

  

  

  

  正因为如此，在他的话语中，更能听到那些看穿雪松鼠的人在揣测着什么似的低语。

  　であるからして都合、そうして語られる中にはまるでユキリスを見定める様な輩の、何処か推し量るかの如く囁かれた呟きも殊更に響いては聞こえる。

  

  

  

  那些对雪莉丝赞不绝口的修女等少女们，似乎对她刚才施展的法术看得入迷。

  　どうやらその様にしてユキリスを褒め称える限りのシスター等の少女達は、今し方に行使された術に対して見惚れているばかりな模様。

  

  

  

  作为鲜明的证据，他看到的景象是，尤奇里斯身上还闪烁着耀眼的光芒，他的视线仿佛被情景所吸引，紧紧地盯着不放。

  　その鮮明なる証左として未だ眩いばかりの煌めきを身に纏うユキリスの姿に対して、まるで情景を抱く様にして食い入るかの如く視線を釘付けとされている光景が見て取れる。

  

  

  

  而被雪奇里斯梦幻般的美貌所吸引的少女们，无论是否愿意都被俘虏了。

  　そして思わずその幻想的なユキリスの美貌に捉われてしまった少女達は、否が応にも虜とされる他になかった。

  

  

  

  于是，雪莉丝在本人没有意识到的状况下，不自觉地也没有预料到地获得了人们的支持，她天生的资质，正是从莉莉丝那里继承来的才能。

  　そうして本人の意図しない状況において、無自覚にも予期せずして、人々から支持を集めるユキリスの天性の資質は、リリスから受け継いだ才能に他ならない。

  

  

  

  

  但这依然是他本人没有意识到的性质，所以他天赋的人身掌控术，实在是了不起的手腕。

  　しかしながらそれは依然として本人の意識しない所にある性質であるのだから、その天賦の人身掌握術の程は、実に大した手腕である。

  

  

  

  可惜的是，雪莉丝自己没有意识到自己的美貌，并把它用在别人身上。

  　だがしかしそれの惜しむらくは、ユキリス自身がその自らの美貌を自覚して、それを他者に対して用いるまでに及ばない事である。

  

  

  

  因此，鉴于雪奇里斯对自己极其不关心的性格，看来事情应该是不久之后的事了。

  　であるからして、どうやらそこにまで至るには、自身に対して極めて無頓着なユキリスの性質を鑑みるに、当分先の事柄の様に窺える。

  

  

  

  玛利亚·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚对修女们毫无顾忌的自言自语毫不在意。

  　そしてそんな人目を憚ろうともしない修道女達の唇から交わされる無神経な呟きに対してなんら意に介さないのがマリア・スノーホワイト・フォン・レアノスティアという存在だ。

  

  

  

  因此，在这里已经找不到自己存在意义的她，露出了焦躁的表情。

  　それ故に既にこの場に居合わせている自身の存在意義を見出せない彼女はといえば、何処か焦燥を浮かべた面持ちも露わに立ち上がる。

  

  

  

  “谢谢你，雪莉丝妈妈。那我们马上去找小爱，我先告辞了。来吧，莉莉。”

  「ありがとうございます、ユキリスお母様。それではわたし達は早速アイの捜索に掛かりますので、これにて失礼させて頂きます。‥ほら、行くわよリリー」

  

  

  

  所以玛利亚应该就这样早早地离开这里，向依然低着头的莉莉打了声招呼，转身就走。

  　だからその様にして同所から早々に立ち去るべく動いたマリアは、依然として俯いたままのリリーへと声を掛けると共に踵を返す様子が見て取れる。

  

  

  

  从她的样子来看，与刚才那个意气消沉的女人截然不同，似乎又恢复了平时的高傲举止。

  　どうやらその姿から鑑みるに、先程の意気消沈とした塩梅の彼女とは一転して少なからず、平素からの高飛車な振る舞いを再び取り戻した模様。

  

  

  

  

  “嗯。”

  「うん」

  

  

  

  因此，被那样的自己的姐姐赋予了语言的莉莉也自然地模仿，仿佛追随那样地走着。

  　故に都合、そんな自身の姉に言葉を与えられたリリーもこれに倣い自ずと、その背中にまるで追従するかの如く足を運ばせる姿が見受けられる。

  

  

  

  于是，手脚麻利又具备了搜索艾丽丝的条件的姐妹俩，迅速地打开了阻碍艾丽丝前进的巨大大门。

  　そうして手際も良くアイもといアイリス捜索に対しての条件を揃えた姉妹二人は早々に、その行手を阻む様にして存在している巨大な扉を勢い良く開け放つ。

  

  

  

  与此同时，两位美丽少女的白金金色长发随风飘扬，在空中留下了轨迹。

  　そしてそれと同時に、見目麗しい少女二人のプラチナブロンドの長髪が翻ると共に、虚空へと軌跡を残す。

  

  

  

  就这样，她们两人的身影伴随着极其美丽耀眼的光芒，在一旁观看的那些形迹不清的人，除了被这对姐妹震慑住之外，别无他想。

  　都合、その様にして極めて美麗なる眩いばかりの煌めきを伴うそんな彼女等二人の姿を傍らから眺める有象無象の人々は、この姉妹に対して気圧される他にない。

  

  

  

  因为这两个少女都懂得利用自己的美貌来对付在场的人。

  　何故ならばそんな二人の少女達は、自らの美貌に物を言わせて同所に場を共にする者等に対して幅を利かせる手法を心得ているが所以である。

  

  

  

  因此，在这一点上，与那些对自己的容貌毫无兴趣的圣女相比，她们对自己的理解可以说是天壤之别。

  　それ故にこの点に関しては、自らの容姿に対して然程の興味もない何処ぞの聖女様と比較して、自身への理解の程は雲泥の差と言えよう。

  

  

  

  然而，她们虽然意识到自己被人盯着，却丝毫没有介意的样子。

  　だがしかし、そうして自分達に視線が向けられている事実に気づくに至る彼女等であったが、特段それに対して意を介す素振りも皆無といった塩梅だ。

  

  

  

  正因为如此，玛利亚和莉莉才会以一种极其超然的姿态，迈着飒爽的步伐离开谒见，举止极其肃穆

  　であるからして、そんなマリアとリリーは、至極超然とした何事にも捉われない様な、颯爽とした足取りでもってして、この謁見の間を後とする、極めて粛々とした振る舞いが見て取れる

  

  

  

  剩下的人最后看到的，是一扇极其庄严的巨大的木门紧闭的光景。

  　そうして残された面々が最後に目としたのは、極めて厳かなる造りの巨大な誂えとして窺えるスイングドアの扉が、殊更に大きな音を響かせて閉ざされる光景だ。

  

  

  

  正因为如此，雪莉丝在身后不安地望着自己的两个女儿毅然前行的身影，突然发出了声音。

  　であるからしてして自らの娘二人の、毅然とした振る舞いにて歩みを進ませる姿を後ろから不安げにこれを眺めるばかりであったユキリスであるがしかし、不意に声が与えられる。

  

  

  

  

  “……没什么好担心的，雪莉丝。当然，我不会做出只交给那些孩子的愚蠢行为。”

  「‥何も案ずることはありませんよ、ユキリス。無論、あの子等だけに任せる様な、無体な愚行を冒すことは致しませんから」

  

  

  

  然而，对雪莉丝再三再三地说着这番话的，依然是外表冷峻的莉莉丝。

  　その様にすて思いがけず再三に渡り良い含めるかの如くユキリスに対して言い聞かせたのは、やはり依然として冷徹な美貌を晒すリリスだ。

  

  

  

  “我会让你们担任魔术师的指挥。”

  「貴方達には、魔術師の指揮を任せます」

  

  

  

  但是，接下来女教皇足利利斯直接命令的并不是尤奇利斯，而是在那里等候的修女等人。

  　しかしながら、次いで女教皇足るリリスから直々に命を下されたのはユキリスではなくて、同所に控えているシスターの少女等に対してである。

  

  

  

  而在莉莉丝单方面的指示下，修女们并没有表现出特别不满的样子，而是严肃地回应。

  　そしてそんなリリスから極めて一方的に指示された修道女達の側はといえば、特段不平を抱く様子もなく粛々と応じて見せる。

  

  

  

  当雪克利斯站在讲台上眺望几名漂亮的少女恭恭敬敬地垂首的身姿时，不禁觉得这是一种壮观的景象。

  　そうして幾人もの見目麗しい少女達が恭しくこうべを垂れる姿を壇上から眺めるに際しては、これを何処か壮観とすら見て取りて、圧倒されるばかりな次第のユキリスであった。
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  于是，他们决定前去搜索爱丽丝，在遥远的远方的鬼人族的村落。

  　そしてそんなアイリスの捜索へと打って出た彼女等とは、遥か彼方の遠方の地にて存在している、鬼人族の村落にて。

  

  

  不，放眼望去，眼前的光景仿佛是圣王国的石造城墙，实在不像是在深山里。

  　否、最早辺り一面に見渡せる限りに、石造りの城壁と思しき聖王国のそれを彷彿とさせるその光景は、とても山奥に所在している同所とは思えない。

  

  

  自从阿雪被幽禁在圣王国以来，这里已经经历了漫长的岁月，文明绽放到了令人惊叹的程度。

  　ユキが聖王国に幽閉されて以来、長い月日を経た同所はといえば、極めて凄まじいまでの文明開花を果たすに至っていた次第である。

  

  

  

  因此，与雪松鼠还在这里生活的过去相比，可以窥见一个世纪左右的不同。

  　それ故に、未だユキリスが同所に暮らしていた過去の時分とは、軽く一世紀ばかり様相を異として窺える。

  

  

  

  鬼人族的文明已经发展到如此惊人的程度，现在连叫作都市也无妨，因此这里呈现出更加繁荣的景象。

  　それ程までに目覚ましい文明の発展を見せたこの鬼人族の、最早都市と称してしまってさえも、なんら差し支えないこの場は、殊更に栄えている光景が見て取れる。

  

  

  

  就像现在证明这一点一样，从用石头建造的城市内部，可以听到熙熙攘攘的人群带来的喧闹。

  　現にそれを証明するかの如く、石造りに誂えられた都市内部からは、人々の雑踏から与えられる賑やかなまでの喧騒が響いては聞こえる。

  

  

  

  而且，这并不是要举行什么庆典，而是平时就能明显看到的样子。

  　そしてそれは特段何かしらの祭り事が控えている為でもなく、どうやらこれを平素から顕著に呈されて見て取れる様子との事である。

  

  

  

  因此，在雪莉丝不在家的漫长岁月里，这是一个鲜明的位置。

  　であるからして、ユキリスが留守にしていた長い年月の間に鮮明な位に発展して変わり果てた所存の同所である。

  

  

  

  但是，爱丽丝根本不知道自己出生以前的事，她并没有表现出特别的混乱，只是表现出了适应。

  　しかしながら、自身の生まれる以前の話など到底知る由も皆無なアイリスはといえば、別段混乱を露わとすることもなく適応を示した次第である。

  

  

  

  因为他出生在比这座城市发达得多的雷亚诺斯提亚圣王国，除了城市内部明显的自然气息之外，没有什么值得惊讶的地方。

  　何故ならば、この都市よりも遥かに発展しているレアノスティア聖王国が出生である彼からすれば、都市内部に対して顕著に見受けられる自然の息吹を除けばさして驚きに値しなかったが所以に他ならない。

  

  

  

  所以，当艾丽丝的身体转移时，她才会露出困惑的表情，但由于她马上向风歌求助，所以身体并没有出现特别严重的状况。

  　だから転移を果たした折にこそ困惑を露わとしたアイリスであったがしかし、すぐさまフウガへと自らの境遇を縋ったが為に、特段身体が極まる事もなかった所存。

  

  

  

  但是，爱丽丝很聪明地意识到自己现在的处境很危险，除了听从风歌的命令之外，没有其他选择。

  　だがしかし現状における危うい自身の立場の程を聡明にも悟るに及ぶアイリスは、フウガに命じられるがままに身を委ねる他に取るべき選択肢はなかった。

  

  

  

  

  是的，如果是自己出生的圣王国暂且不论，离那个国家非常遥远的现在自己身处的这个城市，一定是从未造访过、从未听说过的人类未曾到达过的同一个地方。

  　そう、自らが生まれ付いた地である聖王国であるならばいざ知らず、その国から遥かに遠方を極める今現在自身の身を置くこの都市は、訪れた事もなければ、耳としたこともない人類未到の同所に相違ない。

  

  

  

  因此，在这种场合，爱丽丝是唯一的夜不归宿，他正确地理解了逼近自己的窘境，与年龄相反，以聪明的头脑为傲的他。

  　故に、この場においてアイリスはただの一つとしてよるべがないという、自身に迫る窮地を、年齢に反して賢い頭脳を誇る彼は正確に理解していた。

  

  

  

  正因为如此，爱丽丝对自己目前的处境十分了解，她认为自己目前正面临着从未经历过的前所未有的事态，所以她决定使用最聪明的手段。

  　それだから、今までの自身の生において経験した事もない、未曾有の事態に瀕している自らの現状に対してよくよく及びがついているアイリスは、至極賢しい手段を用いることと相成った所存である。

  

  

  

  “啊，风贺大人，关于学园这个地方，我已经听母亲说得很清楚了，所以……我想待在家里。”

  「あ、あのフウガ様、学園という所についてわたしは既にお母様からよくよく聞き及んでいます。ですからその‥、お家に居たく思います」

  

  

  

  他一反自己被误认为是由奇里斯的女儿的现状，抬眼仰望着风歌。

  　そんな彼はといえば、自らがユキリスの娘として誤認されている現状を逆手に取って、上目遣いでフウガを仰ぎ見ていた。

  

  

  

  从她那极其可爱的姿态中，可以看出她散发着一种魅力，足以勾起男人的庇护欲。

  　その極めて可憐な姿からは、これを目の当たりとした男の庇護欲を大いに誘う魅力さえも漂わせて窺える。

  

  

  

  

  爱丽丝就像个少女一样，将自己的五指伸向对面，以祈祷般的姿势表现出谄媚的举止。

  　まるで本当に少女の如く、真正面へと自らの五指を絡ませるアイリスは、祈りを捧げるかの様な姿勢で媚びた振る舞いを見せ付ける。

  

  

  

  

  没错，在这个鬼人族的城市里，艾丽丝被保护了起来，而且还安排了去学园上学的手续。

  　そう、この鬼人族の都市でその身柄を保護される形となったアイリスは、それに加えて学園に通う運びの手筈となっていたのだ。

  

  

  

  但是，事后得知这一事实的他，对这件事表现出了强烈的拒绝之意。

  　しかしながら、その事実を後から聞き及んだ彼はからは、これの話しに対して並々ならぬ拒絶の意思を呈する姿が見て取れるばかりである。

  

  

  

  那是因为，当初爱丽丝对自己的姐姐就读的学园抱有兴趣，事到如今对这个的好奇心也消失了。

  　それは何故ならば、当初こそ自身の姉が通っている学園に興味関心を抱いていたアイリスであるが、ことここに至ってはこれに対する好奇心も消失しているが為。

  

  

  

  而且就像之前爱丽丝自己说的那样，她的理由是从母亲那里听说的。

  　そしてその理由は偏に先にアイリス自ら語り見せた通りに、自身の母から伝え聞いた内容が所以である。

  

  

  

  因此，本来就认生的性格再加上祸害，对多少有些畏缩的他来说，连自己去上学都很忌惮。

  　であるからして本来の人見知りな気性も相まって災いし、幾分か萎縮してしまった彼にとって自ら学園に通うのすらも憚られた。

  

  

  

  最让人头疼的是，当初他还表现出想去学校上学的欲望，但现在已经波及到学校的性质，他的这种欲望已经消失得无影无踪了。

  　つまる所それは、当初に限ってこそ学園への通学の意欲を見せたものの、同所への性質に及んだ今ここに至ってはそれも完膚なきまでに消失して思われる。

  

  

  

  正因为如此，现在外甥的立场是身在风歌私宅的爱丽丝，所以对自己提出的要求感到踌躇。

  　それ故に今現在においの立場はフウガの私邸に身を置いているアイリスであるが故に、己が身を襲うその要求に対して躊躇いを覚えていたのだ。

  

  

  

  所以，另一方面，如果风歌遭到爱丽丝如此明确的拒绝，她就会若有所思地接受。

  　だから一方で、そんなアイリスの鮮明に思われる程に明確な拒絶を受けたフウガはといえば、何処か思案を巡らせる様にして受け応える。

  

  

  

  “爱丽丝，我不知道你听到了什么……”

  「アイリス、君がどの様な事を聞かされたのかはわからない。だが‥」

  

  

  

  经过一番深思熟虑的风歌，以极其庄严有力的声调诉说着自己的所思所想。

  　そうして何事かを熟考して思われたフウガは、至極厳かな力強い声色で自らの思う所を語り見せる。

  

  

  

  “如果你不同意，我就直接给学园提供方便。这样的话，你就不用担心了。鉴于此，你的意见没有改变吗?”

  「仮に不服がある様なら、俺から直接学園に対して便宜をはかろう。であれば何も案ずることはない。それを鑑みても、君の意見は変わらないか？」

  

  

  

  风贺对着这样仰望着自己的爱丽丝说，他的举止极其严肃，断言道。

  　そしてその様に己を仰ぎ見るアイリスに対して言い聞かせるフウガは、極めて粛々とした振る舞いにて言い切った。

  

  

  

  因此，另一方面，对于单方面说出这样的话的爱丽丝来说，这无异于晴天霹雳。

  　だから他方、これを一方的にこうして言い含められる様に言い放たれたアイリスの側としては、これは寝耳に水な話に他ならない。

  

  

  

  “……那是说能让爱不受虐待吗?”

  「‥それはアイが虐められない様にして頂けると言うことですか？」

  

  

  

  就像刚才提出的疑问一样，他露出了讶异的表情，虽然依然战战兢兢，但却出人意料地明确地提出了问题。

  　故に今し方疑問を呈した通りに怪訝な面持ちを晒す彼は、依然とし恐る恐るとした調子ながら、存外にも明確に問いを投げかける。

  

  

  

  “当然，我绝不会让你做出这种愚蠢的行为。我以晓家的名义发誓。”

  「無論その様な愚行は決して起こさせはしないさ。暁家の名に誓うよ」

  

  

  

  接下来，风歌用极其诚实的举止断言道。

  　都合これに次いでフウガから与えられたのは、至極誠実な振る舞いを見せての断言となる。

  

  

  

  “那……我很高兴……可是真的是这样吗?”

  「それは‥とても嬉しく思いますが‥ですが本当に御座いますか？」

  

  

  因此，虽然爱丽丝接受了他的回答，但还是露出了不明所以的表情。

  　だからお陰でそんな彼の返答を受けるに応じたアイリスであるがしかし、未だ判然としない面持ちを露わとしている。

  

  

  

  “啊，说那些谎话也没什么意义。不过，如果你还担心的话，我也一起去吧。这样的话，你就不用担心什么了吧?”

  「ああ、その様な虚言を吐いた所で意味もなし。だが、未だ憂うのであれば俺も同行しよう。さすれば何事も不安に思うことはあるまい？」

  

  

  

  然而，风贺对爱丽丝表现出极其无礼的态度毫不在意，他威风凛凛地回应道。

  　しかしながらそんな始末の極めて無礼千万な態度を呈したアイリスになんら意に介することのないフウガはといえば、威風堂々たる振る舞いにて、応じてみせる。

  

  

  

  “谢谢。爱误解了风贺大人。一开始我觉得他很可怕，做了一些很失礼的误会。但是现在我能理解他是个很温柔的人了。”

  「ありがとう御座います。アイはフウガ様の事を誤解していました。最初は大変怖く思い、失礼な勘違いをしていました。ですが今ではとてもお優しい方だという事が理解できます」

  

  

  

  因此，刚才还用惊讶的眼神看着风歌的爱丽丝，在回答这个问题时，坦率地低下了头。

  　それだから先程まで訝しげな眼差しをフウガに対して向けていたアイリスは、これに返答するに際して素直に頭を下げて見せた。

  

  

  

  再加上刚才对风歌的叙述很有力度，她对风歌的性质已经有了一定的了解。

  　どうやら今し方に力強く語り見せられた手前も相まって、フウガの性質の程に対しての及びが漸く着いた様子。

  

  

  

  因此，对自己伪造性别的不道德行为感到罪恶的爱丽丝，以一种低声下气的姿态抬眼看着风歌。

  　それ故に、自身の性別を偽っている自らの不徳のなすところに対して罪悪を覚えるに至るアイリスはといえば、何処か卑屈な素振りでフウガを上目遣いにて仰ぎ見る。

  

  

  

  因为爱丽丝对男人总是表现出谄媚的样子，所以风歌的态度也变得格外温和。

  　そうしてそんな、男に対して媚びた有様を見せるアイリスであるからして、これに対して応じるフウガの態度は、殊更に穏やかな対応となる。

  

  

  

  “不，这也难怪。突然间，你的身体如此虚弱，怀疑谁都不足为奇。你还真是沉着冷静，不愧是龙鬼先生和阿雪的女儿。”

  「いいや、それは無理もない事だ。突然この様な無体を働かれては誰を疑っても不思議ではない。寧ろ君はとても落ち着いている程だ。流石は龍鬼さんとユキの娘だ」

  

  

  

  然后在回答的时候，风歌也大方地点了点头，但她却非常沉着地抚摸着爱丽丝的头部。

  　そして受け応えるに際しては、その様にして鷹揚にも頷いて見せるフウガも、極めて落ち着いた素振りにてアイリスの頭部を撫でる。

  

  

  

  “啊……”

  「あ‥」

  

  

  

  为了应付这种不礼貌的举动，爱丽丝露出了恍惚的美貌。

  　都合、対してこの様に些か不躾な振る舞いを受けるに対応するアイリスはしかし、何処か恍惚とした美貌を晒す。

  

  

  

  她那可爱的模样，无论怎么看，都只会让人觉得是年轻少女的容貌，所以更让人觉得她的品质很差。

  　その可憐な姿は何処からどの様にして見て取っても、年若い少女の容貌としか思えないから、余計に質が悪く思われる。

  

  

  

  

  因此，风歌的耳朵里充满了爱丽丝那可爱的咸味，随着她的回归，嘴角自虐地歪了起来。

  　お陰で、そんな可愛らしい思わずといった塩梅にて溢れたアイリスの声色を耳としたフウガは、これに我に帰るに伴い自虐的に口の端を歪ませる。

  

  

  

  “……对不起……太像阿雪了……”

  「‥すまない‥。あまりにユキと似ていてな‥」

  

  

  

  ——这是恋恋不舍吗

  　─これは、未練か

  

  

  

  说起让人产生这种感伤和感慨的风歌派，他脸上浮现出与精悍面容不相称的苦笑。

  　そうしてそんな感傷と思しき感慨を覚えるに至るフウガはといえば、その精悍な顔立ちに似合わぬ苦笑を浮かべて見せる。

  

  

  爱丽丝意外地看到这一幕，不由得看得入迷，她的笑容出乎意料地帅气。

  　そしてそれは予期せずしてこれを目の当たりとしたアイリスが思わず見惚れてしまう程には、存外にも格好の良い影のある笑みとして見て取れたのであった。
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  而且，风歌粗鲁的手掌给予爱丽丝这样的接触，让她感到了温暖和舒适，同时，她的心跳也随之加速，而此时此刻，她的身体更加紧绷。陷入了张皇失措的境地。

  　そしてそんな、フウガの無骨な掌から与えられた触れ合いに対して暖かな心地良さすらも覚えると共に、それに伴い胸の鼓動を高鳴らせるに際したアイリスはといえば、その感慨も程なく今現在に至っては、殊更に肉体を緊張させる羽目となっている。

  

  

  

  

  

  因为，已经决定前往学园的爱丽丝，即使事情发展到这个地步，也无法消除心中的忧虑。

  　何故ならば、学園へと赴く運びと相成ったアイリスは、依然として事ここに至っても憂いを払拭することはままならないが為に他ならない。

  

  

  

  

  之所以这么说，是因为现在自己身上那件修道服，就像为年幼少女定做的一样，在学校里显得格外显眼。

  　その理由は偏に今現在に自身が身に纏う、まるで歳幼い少女の為に誂えられたかの如きその修道服は、殊更に学内にて浮いたが所以である。

  

  

  

  话虽如此，关于这件事，风歌已经提前提到了衣服的问题，但爱丽丝只是想告诉她，自己不用在意这件事。

  　とはいえ、それに関して予めフウガから衣服についての言及があったのだが、自らこれに対して気にしなくても良いとの旨を伝えた所存のアイリスであった。

  

  

  

  之所以这么说，是因为一开始我故意让风歌对自己性别的意识产生了误解，现在我也不敢做出纠正的愚蠢行为。

  　というのも、初めに己の性別に対するフウガの意識を意図的に誤認させる振る舞いを披露してしまった手前も相まって、これを今になって正す様な愚行も憚られた次第。

  

  

  

  因此，即使是现在进行时，穿着修道服的爱丽丝的身影还是显得有些暴露，任谁看到，她的眼中都会浮现出可爱的少女的模样。

  　それ故に、今現在進行形に至って尚、些か露出の多く見て取れる修道服を身に付けいるアイリスの姿は、これを誰が見ても、その瞳には存外の事可愛らしい少女として映る他になかった。

  

  

  

  为此，她打算暂时与风歌分手，从同学园的教职员那里前往校内最高级别的教室。

  　その為に一旦はフウガと別れ、同学園の教職員から校内における最上のクラスを誇る教室へと赴いていた所存である。

  

  

  

  因为按照之前的约定，风歌事先和学园的负责人说了话，所以故意暴露了爱丽丝的出身。

  　それは何故ならば先に交わした約束通りに、予め学園の責任者に対して口利きをしたフウガが、アイリスの出自を敢えて露呈させたが所以に他ならない。

  

  

  

  堵塞的地方那个，即使现在现在依然在这个鬼人族的都市冠上最强的守护者的别名的龙鬼。

  　つまる所それは、今現在であっても依然としてこの鬼人族の都市において最強の守護者の異名を冠する龍鬼。

  

  

  

  而且，雪莉丝是纯白巫女之名的担当者，即使自称受到模仿人们的崇拜也毫无影响。

  　そしてそれと同様に倣い人々から崇められていると称してしまってもなんら差し支えない、純白の巫女の名の担い手であるユキリス。

  

  

  

  

  艾丽丝继承了这两位名人的血脉，从现在开始，艾丽丝得到的恩惠不是七光，而是十四光的双倍。

  　この名高い二人の血を受け継ぐアイリスは、これから得られる恩恵の、七光ならぬその倍の、十四光の立場に自ずと甘んじる形となる彼である。

  

  

  

  换句话说，这正是他人对现状的爱丽丝所给予的过于过分、过分夸张的评价吧。

  　つまり、そしてそれこそが現状のアイリスへと他者から与えられる、これまたあまりに過分に過ぎる、大層に思われる程の評価だろうか。

  

  

  

  因此，对于年纪尚小的爱丽丝来说尤其如此，要说多余的头衔，果然是多余的。

  　それ故にそんな、未だ幼き身であるアイリスとしては殊更、身に余る肩書きはといえば、案の定持て余す羽目となる。

  

  

  

  因此，当爱丽丝考虑到自己的状况渐入佳境，到了穷途末路的地步时，她的身体变得更加极端，无须特别提及，也不难察觉。

  　であるからしてそんな有様に窮する他にない程に佳境となる自らの現状を鑑みたアイリスの殊更に極まる身体は、特段言及までもなく察するに余りある。

  

  

  

  因此，爱丽丝到现在才对自己的装束感到不满，只能说为时已晚。

  　その為、己の装いに対して今更ながらに不平を抱くに至るアイリスはといえば、やはり時既に遅しと称する他にない。

  

  

  

  所以说爱丽丝落得如此悲惨的下场也不为过，她已经无可奈何地看到了在自己视野中扩展的景象。

  　だからそんな憂き目を見る羽目となる始末と言って過言ではないアイリスは、最早仕方無しといった塩梅にて自らの視界へと広がる光景を見て取った。

  

  

  

  是的，直到刚才还因羞耻而浑身发抖的爱丽丝，穿着修道服，走进了自己即将落脚的教室。

  　そう、今し方に至るまでも羞恥に身を震わせていたアイリスは、修道服を身に纏うがままに、これから自身が籍を置くこととなる教室内へと身を置いていた次第である。

  

  

  

  巧的是，爱丽丝随波逐流地来到这里的时候，正好是大家都到齐的时候，所以这也是他的命运极其不好意思窥探的吧。

  　それは奇しくもよりによってアイリスが流されるがままに足を運んだ時分は、皆が出揃っている頃合いであるが為に、これまた極めて間が悪く窺える彼の命運であろうか。

  

  

  

  正因为如此，倒霉透顶的爱丽丝至今还穿着一件淫乱得让人觉得猥琐的修道服，更让人无法拯救。

  　それだからそんな不運極まるアイリスはといえばそれに加えて、卑猥としても見て取れる程にあまりに淫ら過ぎる修道服を今も身に付けているのだから殊更に救えない。

  

  

  

  话虽如此，作为爱丽丝，现在也不能在身上换上其他的衣服。

  　とはいえだからといってアイリスとしても今も身に纏うそれから他の衣服に着替えるわけにもいかなかった。

  

  

  

  因为爱丽丝的头脑和其他孩子相比可以说是出类拔萃，她以罕见的智慧而自豪。

  　というのも頭脳こそ他の子供と比較しては群を抜いて聡明と称して過言ではない程に、類い稀なる知性を誇るアイリスである。

  

  

  

  但与此对称的是，爱丽丝的精神性依然未成熟，所以她不愿意脱掉母亲给她的修道服。

  　ところがそれとは対称的に、依然としてその精神性だけは依然として未成熟なアイリスであるから、自らの母から与えられた修道服を脱ぐ捨てる様な真似は憚られるが所以。

  

  

  

  但是，即使是现在还无法离开父母的爱丽丝，想到现在自己站在讲台前，只能独自一个人站在不同的场合，也只能束手无策了。

  　だがしかし、未だに親離れ出来ないアイリスとしても、今現在自らが教壇の前に佇む羽目となっては、流石に一人だけ違う装いの場に居合わせている現状を鑑みては辟易する他にない。

  

  

  

  正因为如此，爱丽丝才切身体会到自己的预测过于乐观，她的举动有些可疑，她打算把视线转向这里。

  　であるからして、そんな自身の見通しが甘かった事実を身をもってして実感するに至るアイリスは、何処か挙動不審となりてこの場へと視線を巡らせる所存である。

  

  

  

  在她可爱的大眼睛里映出的老师和学生的身影，对爱丽丝来说，是一幅让她感到极度疏远的景象。

  　その可愛らしい大きな瞳に映る教師、並びに生徒の姿はアイリスにとって、酷く疎外感を覚えるに至る光景として見て取れる。

  

  

  

  也就是说，除了自己以外，没有任何人穿过与自己现在穿着的修道服相似的衣服。

  　それはつまり今現在自らが身に付けている修道服に倣う、或いはこれに酷似した衣服を、自身以外には他に誰一人として身に纏っていない事実に及んだが為。

  

  

  

  因此，爱丽丝对自己遭遇的痛苦和现状有了切身的体会，她对自己在这个场合所表现出来的矫枉过正的装扮产生了一种屈辱的感慨。

  　それ故にその憂き目と遭う現状を身に染みて実感するに至るアイリスはといえば、この場に居合わせている存在における、酷く自身の浮いた装いに対して何処か屈辱めいた感慨を抱いた次第。

  

  

  

  因此，为了摆脱现在自己做自我介绍的局面，除了先开口的选择之外，别无他法。

  　それだから自らが自己紹介をする事態となっている現行を如何にかして切り抜けるべくして口火を切る選択以外取るべき振る舞いは他になかった所存。

  

  

  

  

  因此，这也算不上勇气，只不过是为了逃避被痛苦包围的沉默的逃避而已。

  　だからそれも決して勇気と称するにはあまりに拙い、痛い程に包まれた沈黙から逃れる為の逃避に他ならなかった。

  

  

  

  

  为了打破在寂静之帐降临的同一地方支配的那个自己是自称高贵身份的爱丽丝。

  　その為静寂の帳が舞い降りた同所において支配するそれを打ち破るべくして己が高貴なる身分を名乗るアイリスである。

  

  

  

  

  而爱丽丝为了不让自己伪装的性别暴露出真实的一面，有意识地把自己的声音变成谄媚的音色。

  　そしてそれに際してアイリスはといえば、何処か自らの偽る性別に関しての真実の所を露呈させたくないが為に、意識して自身の声色を媚びた音色へと変じる。

  

  

  

  ……我的名字是，雷亚诺斯提亚圣王国纯白的圣女，尤奇里斯·雪白·冯·雷亚诺斯提亚的一个女儿，艾丽丝·雪白·冯·雷亚诺斯提亚。虽然大家都还是年轻人，但还请多多关照。

  「‥わたしの名前は、レアノスティア聖王国が純白の聖女、ユキリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアの息女が一人、アイリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアと申します。どうか皆様、未だ若輩の身で御座いますが、どうか何卒宜しくお願い致します」

  

  

  

  

  他下意识地以平常的语调，突然变得自大起来，这段自我介绍的声音，比他所意识到的更惹人怜爱。

  　そうして意図せずとも平素からの調子にて思いがけずして尊大となってしまった自己紹介の程は、彼が意識したよりも遥かに可憐な声音としてそれはこの場へと殊更に響いては聞こえた。

  

  

  

  因此，这种过于形式化的自报姓名，无论从哪个角度看，都是比自己年幼得多的少女做的，在一旁观看的人们也会感到惊讶。

  　それ故に、そのあまりに形式張った名乗りを、何処からどの様にして見ても自分達よりも遥かに幼い少女がしたとあらば、これを側から眺める面々の驚きも一入といった塩梅となる他にない。

  

  

  

  正因为如此，艾丽丝才会出乎意料地变得像自己的姐姐一样，对自己过于傲慢的行为，露出脸红的可爱姿态吗?

  　であるからしてそんな風に思いがけず、平素からの自身の姉の様な振る舞いとなった自らの傲慢に過ぎる行いに対して、赤面する可愛らしい姿を露わとするアイリスだろうか。

  

  

  

  

  而另一方面，在没有预料到的情况下，会听到这种出乎意料的可爱声音，在场的人，特别是男人们，会表现出一副听得入迷的样子。

  　そして他方、予期せずしてその様な存外の事に可愛らしい声音を耳とすることとなる場を共にする人々、特に男達はこれに聞き惚れる様子が見て取れる。

  

  

  

  尽管如此，另一方面，不可能知道这一切的爱丽丝，因为不可能达到对自己的评价的程度，所以只会被像刺痛自己一样聚集在一起的人们的视线所压倒。

  　にも関わらず一方、それを知る由もないアイリスはといえば、自身に与えられる評価の程には及ぶ筈もないが為に、自らに突き刺さる様にして集う、人々の視線に気圧されるばかり。

  

  

  

  

  所以，到了这种地步，爱丽丝自然会开口说下一句应该继续说下去的台词。

  　だからそんな始末であるアイリスはというと自ずと、次なる続けるべき台詞を語るべくして口を開くこととなる。

  

  

  

  “嗯……虽然有我所不及的地方，但如果能得到您的帮助，我会很高兴的❤️。”

  「えと‥わたしには及ばない所があるとは思いますが、どうそよしなにして頂けるとアイは、とても嬉しく思いますっ❤️」

  

  

  

  也就是说，接着他又说了一遍，这是在贬低自己的地位。

  　それ即ち、そうして次いで再度に渡り言い放たれた述べられる所の内容のそれは、自身の地位を自ら貶めるかの如き口上である。

  

  

  

  

  那是自然而然地向前弯着身子，向自己前方的人们献媚似的，是仰视的姿态。

  　それは自ずと前屈みとなりて自身の前方へと見える人々へと媚び諂うかの如き、上目遣いで仰ぎ見る姿勢に他ならない。

  

  

  

  

  话说回来，向后突出的肥硕臀部，即使只在衣服里裹着身体，也能鲜明地看到臀垂的裂口，随着丰满的形状浮现出来。

  　都合、後ろに突き出されたむっちりとした肉付きの良い尻肉はといえば、衣服に身を包んだ只中にあっても、鮮明に尻たぶの割れ目の豊満なまでの形状の程が浮かび上がるに伴い露わとなる。

  

  

  

  

  因为在圣堂时，平时没有穿内衣习惯的爱丽丝对此毫不在意，一如往常地出现在这里。

  　何故ならば聖堂にその身を置いていた時分の事、平素から下着を身に付ける習慣が無かったアイリスは、それをなんら意に介する事もなく、普段通りにこの場へと居合わせているが所以に他ならない。

  

  

  

  

  也许正是因为这样，爱丽丝才会意外地让别人看到自己摸起来很舒服的嫩肉，这是她毫无防备的行为吧。

  　お陰でそんな、傍目にも触り心地の良さそうな柔肉を思いがけずして見せつけることとなるアイリスの無防備なる振る舞いだろうか。

  

  

  

  

  

  尽管如此，他还不满足于此，当他将上身向正面倾斜时，修道服的围裙周围崩溃了，这时，他意外地露出了健康的大腿，柔软得令人目眩。只能称其为“肌肤”。

  　にも関わらずそれにすら飽き足らず、今に上体を正面に傾けるに応じた修道服の前掛けの辺りが気崩れるに際して、予期せずして完全に露わとなった健康的な太腿はといえば、極めて眩いばかりに張りのある質感を伴う柔らかな肌と称する他にない。

  

  

  

  

  与此同时，垂下脸颊的乌黑长发飘散到空中的令人着迷的景象，给站在一旁观看的人们带来了一种浓烈的气氛。

  　そしてそれに伴い頬へと垂れる艶やかな漆黒の長髪が、サラサラと虚空へと流れる蠱惑的な光景は、これを側から見守る面々へと強烈な色香さえも窺える雰囲気を与えている。

  

  

  

  除此之外，她那酷似雪莉丝的容貌，除了唯一的不同之处——如暗夜般的发色之外，就显得格外美丽。

  　そうしてこれに加えて、そのあまりにユキリスと似通って思われる容貌は、その唯一の相違点である夜闇の如き髪色を除けば殊更に美しい。

  

  

  

  是啊，虽然年纪尚小，却像精心定做的洋娃娃一样美貌，无论谁在哪里看都看不出丝毫破绽。

  　そう、それは依然として幼い年齢ながらも極めて精緻に誂えられたかの様な、まるで人形の如き美貌は、例え誰が何処から見て取ったとしても一向に隙が窺えない程に綺麗だった。

  

  

  极其美丽。

  　極めて美しい。

  

  

  

  她那体无完肤、堪称完美至极的容貌，难道真的让人联想到雪莉丝的幼年时期吗?

  　その完膚なきまでに完成された美の極致と称してもなんら差し支えない容姿は、正にユキリスの幼少期を彷彿とさせる面差しだろうか。

  

  

  

  鼻梁挺拔，惟妙惟肖，可爱的大眼睛也遗传了母亲的长鼻梁。

  　明瞭な程にスッと通ったその鼻梁に対して絶妙な位置どりに誂えられている可愛らしい大きな瞳はしかし、それも母親譲りの切長となっている。

  

  

  

  再加上宛如少女般妖艳艳丽的淡粉色嘴唇，不管谁看，说爱丽丝是不折不扣的美丽少女都不为过。

  　これにまるで少女の様に妖しく輝く艶めかしい薄桃色に唇も相まっては、誰がどう見てもアイリスは歴とした美しい少女と称しても過言ではない。

  

  

  

  只是，与雪莉丝不同的是，她没有乳肉，这是与雪莉丝相比，在肉体上唯一的不同之处，但这更突出了爱丽丝尤其自我主张强烈的丰满臀肉的存在。

  　ただユキリスとは異なり、乳肉が皆無であることだけが彼女と比較した場合における唯一肉体においての相違点となるが、それが余計にアイリスの殊更に自己主張の激しい豊満な尻肉の存在の程を際立たせている次第である。

  

  

  

  正因为如此，爱丽丝身上那可爱的修道服，再加上她那过于可爱的话语，所有听到的人都无一例外地对她产生了好感。

  　それだからそんなアイリスの可愛らしい修道服を身に纏う姿も相まって、その極めて可憐に過ぎる言葉を聞き届けた者達は誰一人として一様に例外なくこれに好感を覚えるに至った所存。

  

  

  

  因此，在目睹爱丽丝美丽容貌的人群中，那些分分离离地的男人，从自己的视野中看到的光景，自然而然地给人以鲜明而鲜明的印象。

  　それ故にこの美しいアイリスの容貌を目の当たりとした人々の内、取り分け男達はといえば自身の視界にて見て取れる光景から自ずと、鮮明なまでの鮮烈な印象を与えられるに及んだ。

  

  

  

  现在，站在他们面前的爱丽丝的容貌，简直就像一流工匠倾注全身心精心定做的美术品一样，这是在场的所有人，不论男女，无一例外的一致看法。。

  　今に見る自分達の前に佇むアイリスの容姿はまるで、一流の職人が全身全霊を賭して精緻に誂えられた美術品の様だ、とはこの場に居合わせている誰もが彼もが男女問わずに一切の例外なく抱くに一致した見解に他ならない。

  

  

  

  

  理由是，这个世界上或许不存在能如此准确地表达爱丽丝的语言，因为在场的每个人的脑海中都自然而然地浮现出这样的感慨。

  　その理由は偏に、それ程的確にアイリスを言い表せる言葉はこの世には存在しないのではないか、と思ったそれは同所に場を共にする面々の脳裏へと自ずと皆一様に浮かべられた感慨である為だ。

  

  

  

  因此，来到这里的人们自然会被自己和拥有绝世美貌的爱丽丝在一起的事实所震慑。

  　だからこのこの場へと居合わせている人々自ずと、極めて麗しい絶世の美貌を誇るアイリスと場を共にしている事実に気圧される他にない。

  

  

  

  

  因此，当爱丽丝自报家门之后，这里顿时被一股甚至可以窥探到质量的热气所包围。

  　であるからして途端、アイリスが自身の名乗りを終えた後に同所には、何処か質量さえ伴って窺える程の熱気に包まれることと相成った。

  

  

  

  在这个突然洋溢着沉重热气的地方，人们的意识指向爱丽丝这一点。

  　そうして唐突に重苦しい熱気に満ち溢れる同所であるが特段、そんな人々の意識が向かう所はアイリス一点に集う運びを見せた。

  

  

  

  因此，另一方面，艾丽丝被突然逼近自己的许多人的眼神所震慑，除此之外别无他路。

  　であるが為に一方で、突如として自身に対して迫り来るその数多の人々から与えられる眼差しに気圧される他にない次第のアイリスである。

  

  

  

  而且，这种状态下的爱丽丝，再加上与她的年龄相反的聪明思考，涉及到在场的每个人都毫无例外地将意识集中在自己的存在上的事实。

  　そしてそんな有様のアイリスはといえば、その年齢に反して聡い思考も相まって、同所に居合わせている人々の誰もが一切の例外なく己の存在に対して意識を集中させている事実に及んでいる。

  

  

  

  因此，男人们再次把目光投向艾丽丝，让她看到了她身上裸露得近乎猥琐的修道服。

  　お陰で改めて男達から向けられる瞳には、アイリスが身に纏う卑猥な程に露出の多い修道服の誂えが見て取れる。

  

  

  

  因为这位修女的装扮看起来特别怪异，可以看出她想要把皮肤晒在外面。

  　というのもこのシスターの装いというのが、殊更に異様な造りとしてさえも窺えるまでに、肌を晒す様な意図が透けて見える形状となっている誂えが見受けられる。

  

  

  

  从腋下到大腿，爱丽丝纯白的肌肤暴露得非常严重，甚至让人感觉到了明显的恶意。

  　そして特段その中でも顕著な悪意すらも感じ取れるまでに過剰な程剥き出しとなっている、脇の下から太腿へ掛けての覗けてしまっているアイリスの純白の肌。

  

  

  

  这让人误以为是初雪，甚至有幻视的倾向，给从旁观看的人留下了印象。

  　それがまるで初雪の如く思わず見える錯覚に陥幻視の傾向さえも、側からこれを見る者の印象を与えている。

  

  

  

  因此，从有纵向开叉的修道服面料的缝隙中可以看到爱丽丝的大腿，看上去散发着娇艳的性感。

  　故にそれ程までに縦にスリットの入った修道服の生地の隙間から垣間見えるアイリスの太腿は、艶めかしい色香を漂わせて見受けられる。

  

  

  

  再加上，虽然还没有成熟，但雪白的大腿支撑着柔软的臀部。

  　これに加えて更には、依然として未成熟ながらも、張りのある真っ白な太腿に支えられている柔らかそうな尻肉。

  

  

  

  即使隔着衣服看，也能清楚地看到她那丰满柔软的质感。

  　そしてそれは衣服越しに見た限りであっても、鮮明に見て取れる程に、その肉付きの良い柔らかな質感を露わとしていたのであった。

  

  

  

  正因为如此，在旁人看来，爱丽丝那柔软的臀部毫无防备地暴露在眼前，而那些将它藏在视野中的男人们，从他们的习性来看，虽然很单纯，但也只能被它迷住了。埃尔。

  　であるからしてその様に、傍目から窺えるまでに明確な程まで無防備に晒されている、アイリスの柔らかな尻たぶの存在を視界に納めてた男達は自ずとその習性から、単純ながらにもこれに意識を虜とされる他にない姿が窺える。

  

  

  

  所以，在场的淑女们看到这些男人的样子，果然都冷眼旁观。

  　だからそんな有様の男等の様子を見て取った、この場へと居合わせている淑女達面々の側はといえば、案の定何処か冷めた眼差しにて見守る姿を晒している次第。

  

  

  

  另一方面，就连这样简单的自我介绍也出乎意料地吸引了众人的目光，爱丽丝是不是正被她那热烈的眼神所压倒呢?

  　一方、そうしてそんなただの自己紹介においても思いがけずして注目を集わせてしまう羽目と相成ってしまったアイリスは自然、思わずその熱烈な眼差しに圧倒されている最中だろうか。

  

  

  

  就这样，在上学的第一天遭遇了痛苦的爱丽丝，自然而然地对今后在这个学园里等待自己的生活暗自叹息。

  　都合、そんな登校初日にて憂き目と遭う只中のアイリスはといえば自ずと、これからの自らに対して待ち受けるこの学園における自身の生活に人知れず嘆く限りとなる。

  

  

  

  因此，爱丽丝在没有预料到被误认为少女的情况下进入了该学园，她心中只是一味地思念着今后自己将遭受的苦难。

  　お陰で予期せずして少女と誤認されたままに同学園へと入学を果たしたアイリスの心中はただひたすらに、この後に控えた自身に襲いくるであろう苦難に対して思いを馳せているばかり。

  

  

  

  这样的爱丽丝没有预料到什么因果，却和自己的母亲雪莉丝走着同样的命运。

  　そんなアイリスはといえば何の因果か予期せずして、自身の母であるユキリスと同様の命運を今現在進行形で辿っている模様。

  

  

  

  但是，因为自己的身体是这样的，本人是不可能知道的，所以对此没有特别的反应，只是战战兢兢。

  　だがしかし、まさか自らの身体がそうとは本人の知る由もない所となるが故に、これに特段反応を示すこともなく只々戦々恐々としている限り。

  

  

  

  然而，爱丽丝从母亲那里继承来的美貌，伴随着对忧郁的赞颂，带着一种虚幻的风韵。

  　しかしながらそうしてそんな憂いを称えるに伴い翳りを称えたアイリスの母から受け継いだ美貌が、何処か儚げな色香を帯びる。

  

  

  

  而且，看到爱丽丝那张与刚才截然相反的美丽面孔，男人们也都看得入迷了。

  　そしてそんなアイリスの今し方に垣間せた極めて美麗なる面差しを目の当たりとするに応じては、男等も見惚れている様子が見て取れる。

  

  

  

  所以，除了刚才做了自我介绍的爱丽丝一个人之外，所有人的视线都被她吸引住的时候，自然保持着令人痛苦的沉默。

  　だからそうして今し方に自己紹介をした当人であるアイリスただ一人を除き、自ずと誰も彼もがそれに視線を釘付けとされている最中とあっては自然、痛い程の沈黙保たれたままとなる次第。

  

  

  

  因此，爱丽丝越发对她的美貌感到焦躁，但就在这个时候，掌管这个地方的负责老师，一个魁伟的男人，名叫曹明，好不容易给了她一个声音。

  　それ故にこうなってはいよいよその美貌へと焦燥を露わとするアイリスであるがしかし、漸くといった頃合いにて同所を仕切る担当教師の偉丈夫然とした男、ソウメイからようやっとの塩梅で声が与えられる運びとなる。

  

  

  

  “风歌小姐刚才也介绍给我了。我想就像她刚才说的那样，其中应该有已经涉及到的人，不过我想再告诉你一次。爱丽丝是今代巫女和龙鬼小姐的女儿，请你一定要好好相处。”

  「先にフウガさんから俺にも紹介があった。今に当人が言っていた通りこの中には既に及んでいる者もいるとは思うが、改めて伝えておこう。アイリスは今代の巫女とあの龍鬼さんの娘だ。どうか仲良くしてやってくれ」

  

  

  

  

  这里出乎意料地变成了爱丽丝一个人的体无完肤，不允许任何人插手的独角戏，在被那样露出失望表情的宗明搭话之前，大家都无一例外地对他在意。意识被夺走了。

  　そんな思いがけずして完膚なきまでにアイリスただ一人の、誰一人として介在を許さない独壇場と化した同所はといえば、その様に憮然とあいた面持ちを晒すソウメイから声が掛けられるまでの間、皆一様に例外なく彼に意識を奪われずにはいられなかった。

  

  

  

  到那时为止，和他一起生活的转校生艾丽丝·斯诺白·冯·雷亚诺斯提亚给周围的人留下的印象，是极为鲜明的景象，呈现出强烈的存在感。

  　それ程までに今現在場を共にする転校生、アイリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアが周囲の人々へと与える印象は、極めて鮮烈な光景として刻まれてしまうには、強烈な存在感を呈していた所存。

  

  

  

  正因为如此，同处一处的所有人，在同处一处的男女无一例外，都被他的姿容所俘虏。对了。

  　であるが為に、そんな異様なまでに麗しい美貌を誇るアイリスを目の当たりとした同所へと場を共にしている面々は、同所へと居合わせている誰一人として男女の例外もなく、否応なしに彼の容姿の虜とされていた次第であった。

 
  孤立

  孤立

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  自己的母亲雷亚诺斯提亚王国与现在的圣女雪莉丝置身于这里的时候相比，教室里的景观完全不同。

  　自身の母であるレアノスティア王国が現聖女、ユキリスが同所へと身を置いていた時分とは、見る影もなく極めて景観を異として見て取れる教室。

  

  

  

  而且，爱丽丝置身于那片无论如何也不认为是自己的容身之处、与度过了至今为止的人生的圣域相距甚远的远方的土地上。

  　そうしてそんな、自らの居場所とは到底思えない様な、これまでの人生を送ってきた聖域とは遥か遠く離れた彼方の土地にてアイリスは身を置いていた。

  

  

  

  因此，在这样一个位于边境的村落，不，那已经可以称为都市了，爱丽丝一如既往地再次被幽禁在这个地方，虽然周围的环境不同。

  　だからこの様な辺境に所在している村落、否、其処は最早都市と称して差し支えないその場所に、アイリスはこれまで通りに、取り巻く環境こそ違えど、再び幽閉されていた。

  

  

  

  那简直就像被囚禁在鸟笼里的雏鸟，又或者那酷似倾国倾城的美姬的容貌，简直就像从天上被派来的天使一样美丽。

  　それはまるで鳥籠に囚われた雛鳥とすら思えたし、或いは傾国の美姫を彷彿とさせるその容貌は、まるで天上から使わされた天使の如き美貌としても見て取れる。

  

  

  

  因此，与她的美丽相对，爱丽丝所呈现出的强烈存在感，给从旁观看的人们留下了深刻印象。

  　そしてそれ故にその麗しき美貌に対して一筋の翳りを見せるアイリスの呈する極めて強烈な存在感は、これを側から眺める者達へと鮮烈なまでに印象的な感慨を与えている。

  

  

  

  这就如实地反映了和爱丽丝一起在场的每个人都毫无例外地从心底对他着迷到无可奈何的事实。

  　それはそのアイリスと共にこの場へと居合わせている誰も彼もが一切の例外なく皆一様に彼へと心底からどうしようもない程に見惚れてしまっている事実を如実に示して窺える。

  

  

  

  就这样，无论如何都要引起大家的注意的那个人，就是爱丽丝·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚，他以一种超然的态度去上课。是存。

  　そうして顕著に思われるまでの注目を否が応にも集わせてしまう当人、アイリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアその人はといえば、至極超然とした振る舞いで、これから控えている授業へと臨むべくしている所存である。

  

  

  

  当然，对于刚刚入学的爱丽丝来说，这是她第一次接受的指导，所以为此她做了充分的准备。

  　無論それはつい先程入学を果たしたアイリスとしては初めて受ける指導である為に、その下準備は念入りに備えようとしている次第。

  

  

  

  然而，在这个学园里，接下来等待他的第一节课竟然是早晨开始的体育，所以他的热情也只能化为徒劳。

  　しかしながら同学園において次に待ち受けたる一時限目はなんと、まさかの早朝から始まる体育であるが故に、その意気込みも徒労と化す他にない。

  

  

  

  尽管如此，爱丽丝还是那样的天真，面对从现在开始的这一切，她开始挑战自己，渐渐涉及到自己伪装性别的更残酷的事实。

  　であるらしてそんな塩梅となりて、今し方から始まるそれに対して、いざ挑まんとするアイリスは、漸く自らが性別を偽っている殊更に残酷な事実に及んだ。

  

  

  

  爱丽丝刚才在自我介绍的时候，无意中犯下了这样的错误，看得出她对自己踩过的车辙感到非常苦恼。

  　そうアイリスは今、自らが先に披露した自己紹介の折にもその様な悪手を意図せずして冒してしまった自身の踏んだ轍に対して、著しい苦悩を覚えている様子が窺える。

  

  

  

  与此相应，她那令人联想起静谧湖面的美丽眼眸，在艳丽睫毛的渲染下，能看到淡淡的阴影。

  　そしてそれに応じて伏せられた静謐な湖面を思わせる美しい瞳には、艶めかしい睫毛に彩られた瞼が落とし被さる、淡い陰の程が見て取れる。

  

  

  

  就连在一旁看着他的人也能鲜明地窥见，他身上带着一种虚幻的忧伤，这也让别人感到压抑。

  　都合、その様にして傍目にこれを見守る人々からも鮮明の窺える程に、儚げな憂いを帯びた雰囲気が、これまた他者を気圧させている。

  

  

  

  正因为如此，一入学就穿着修道服的爱丽丝才会暴露出这样的状态，但她却对宣告上课开始的钟声感到害怕。

  　であるからして入学早々にそんな有様を晒している修道服姿のアイリスであるがしかし、刻一刻と迫り来る授業の始まりを告げる鐘の音をこれでもかと恐れ慄いている所存である。

  

  

  

  因此，这样的咸淡配上美丽的姿容，看起来就像爱丽丝的样子，甚至带着一种慵懒的风韵，所以现在没有人敢跟她搭讪。

  　それ故にそんな塩梅に美しい容姿も相まって、何処か気怠い色香さえをも漂わせて見受けられるアイリスの様子であるからして、これにおいそれと声を掛けられる者は、この場には居合わせていない。

  

  

  

  所以，到了这种地步的爱丽丝终于抬起头，从刚才还很平静的自己的座位上站了起来。

  　それだからそんな始末のアイリスは、漸く面を上げると共に、今し方まで落ち着けていた自席から腰を浮かせる。

  

  

  

  随着她站起身来，从她肩头缓缓流下的乌黑长发的长发穗，毫不停留地垂到她的臀部。

  　そして立ち上がるに伴いそれに応じて肩口からサラサラと流れる艶やかな漆黒の長髪の穂先は、留まることなく臀部へと垂れ落ちる。

  

  

  

  一起目睹这看似幻想的景象的人，果然都被它吸引住了。

  　その何処か幻想的にも見て取れる光景を予期せずして目の当たりとした場を共にする人々はというと、案の定これに視線を釘付けとされるばかり。

  

  

  

  因为爱丽丝拥有惊人的美貌，无论从哪个角度看，她的容貌都是异类。

  　というのも凄まじい美貌を誇るアイリスの容姿の程は、誰からどの様にして何処から眺めても、異質に思われる。

  

  

  

  正因为如此，她那美丽而罕见的容貌，让所有人都感到畏惧。

  　それだからその様に、極めて麗しき類い稀なる容姿を晒しているが故に彼は、誰をも気圧させてしまう存在に他ならなかった。

  

  

  

  她那出类拔萃的美丽动人的低着头的眼眸上，闪烁着浓密的睫毛，透出淡淡的阴影。

  　一際群を抜いて至極綺麗でいて伏目がちな瞳に対して、艶かしく生え揃う長い睫毛が淡い陰を落として見て取れる。

  

  

  

  突然，那个长眼睛的主人，毫无保留地环视着自己现在所处的地方。

  　そして唐突、その切長の瞳の持ち主は、今現在自らがの身が置かれた同所へと、余す所なく視線を巡らせる。

  

  

  

  因此，爱丽丝用她的眼神捕捉到的果然是学生们现在应该去的方向。

  　故に自ずとアイリスがその眼差しで捉えたのは、やはり定められるべくして今し方にも生徒等が足を運ばせる方向となる。

  

  

  

  “……”

  「‥うぅ」

  

  

  

  于是，他只好说这也是没办法的事，自己也打算去更衣室去上课。

  　であるからして致し方ないといった塩梅にて自らも更衣室へと、これから控えた授業の為足を進ませた所存である。

  

  

  

  是的，即使她伪装了自己的性别，但对于初学的爱丽丝来说，她无法选择不去听接下来等待她的课程。

  　そう、幾ら自身の性別を偽っていようとも、極めて初心者な性質のアイリスにとって、次に待ち受けたる時限を受講しないという選択肢は取れなかった次第。

  

  

  刚才以优等生的姿态献媚，现在却决定奉承，爱丽丝似乎也感到非常遗憾。

  　先程に優等生然とした振る舞いにて媚び諂ってしまった手前、これに掌返しを決めることなど、アイリスとしても甚だ遺憾である模様。

  

  

  

  奇怪的是，本该尽了全力的爱丽丝，却因为自己选择的恶毒手段而陷入了贬低自己的境地。

  　奇しくも最善を尽くした筈であったアイリスはといえば、自らが選択した悪手により自身の身を貶める羽目と相成った。

  

  

  

  而对这件事束手无策的爱丽丝，早已经自暴自弃，开始做出换衣服的举动了。

  　そしてそんな始末に窮したアイリスはというと、最早自暴自棄となりてこれから着替えるべく動きを見せた次第であった。

  

  

  

  难道从学园生活的第一天起，爱丽丝就不打算罢课，所以可以看出这是理所当然的事情。

  　まさか学園生活初日から授業をストライキするつもりなどサラサラないアイリスであるからして、それは当然の成り行きとして窺える。

  

  

  

  所以，爱丽丝是那种特别在意外界传闻的人，她甚至不会想到自己也会重蹈覆辙。

  　だから、そんな己が外聞を殊更に気にする性分であるアイリスは、これまた自らが同じ轍を踏んでいる事実に及ぶことすらもない。

  

  

  

  这情景让人联想到哪对高傲的姐妹，果然是那些少女所说的爱丽丝吧。

  　そしてそれは何処ぞの高飛車な姉妹を彷彿とさせる光景であるが故に、やはりあの少女達にして、このアイリスありといった所だろうか。

  

  

  

  因为在爱丽丝身上也一样，前者那种傲慢的举止也在模仿，从各处可以窥见。

  　何故ならばそれはアイリスからも同様に、前者の様な傲慢な振る舞いがこれに倣う形にて、所々に節々から窺えるが所以である。

  

  

  

  究其理由，无非是因为被幽禁在圣域的爱丽丝唯一被允许接触的为数不多的人本身就是骨肉姐妹。

  　その理由は偏に、聖域にて幽閉されていたアイリスが唯一触れ合うことが許されていた数少ない人物が自らが肉親の姉妹であったが為に他ならない。

  

  

  

  因此，三个人平时在一起的时间就过多了，所以前者渐渐继承了后者的态度。

  　それ故、平素から過剰な程に時間を共にしていた三人であるからして、次第に前者は後者の態度を受け継いてしまった様子である。

  

  

  

  作为证据，她从散发出的气氛中浮现出的表情，甚至从爱丽丝身上看到的举手投足都表现出了相似的动作。

  　現にそれの証左として、漂わせる雰囲気から浮かべる面持ち、そして更にその果てにはアイリスから見て取れる一挙手一投足からも似通った身振り素振りを呈している。

  

  

  

  

  再加上他们姐弟俩都拥有比别人更加突出的美貌，这也使得现在的爱丽丝散发出一种强烈的压迫感，让周围的人都不敢靠近。

  　そしてこれに加えてやはり彼等彼女等姉弟は、他者よりも極めて突出した美貌を誇るが故に、それも相まって現在のアイリスは、周囲の人々を寄せ付けないまでに、何処か刺々しい威圧感を放っている姿すらも見て取れる。

  

  

  

  因此，爱丽丝只能让自己的意识紧张起来，她在形式上就英姿飒爽地甩起自己漆黑的长发，离开了教室。

  　であるからしてそんな塩梅に自身の意識を緊張させる他にないアイリスはといえば、形だけでも颯爽と、自らの漆黒の長髪を翻して教室を後とする。

  

  

  

  她那如丝般柔顺的黑发，正好与之相呼应，在从旁观看的人们眼前抚摩着虚空。

  　都合上これに応じて艶かしいまるで絹の如きサラサラとした黒髪が、これを側から眺める人々の眼前にて虚空を撫でる。

  

  

  

  正因为如此，无论是否愿意，人们的视线都被她那在空中一闪而过的美丽漆黑的头发吸引，所以爱丽丝的美貌的确是值得称赞的。

  　お陰で否が応にも、そんな宙空へ一閃した美しい漆黒の髪へと視線を吸い寄せられてしまう人々の姿が見て取れるが故に、流石にアイリスの美貌は称賛に値する程に麗しいだけのことはあるといった所だろうか。

  

  

  

  爱丽丝以这样的姿态站在学院宽阔的走廊中央，即使只是在外面，她的举止也很坚毅，无论在谁看来，她都是一位美丽的深闺千金。

  　そんな調子にて同学園の広々とした廊下の中央を外面だけでも毅然とした立ち振る舞いで過ぎるアイリスの様子は、誰から見ても素晴らしく美しい深窓の令嬢といった具合に見て取れた次第である。

  

  

  

  话虽如此，但这完全是看错了，但这并不意味着她们的观察能力有多么惊人。

  　とはいえそれ即ち完全に見間違いな訳であるがしかし、これは彼等彼女等有象無象の観察眼の程が、節穴であることを意味しない。

  

  

  

  之所以这么说，是因为现在爱丽丝堂堂正正的举止，再加上她从雪奇里斯那里继承来的美貌，她的举止完美得让人难以窥探。

  　そしてそれというのも、今現在のアイリスの至極堂々たる振る舞いは、そのユキリスから受け継いだ美貌も相まってか、完膚なきまでに隙を窺う事も難しい程の完璧な仕草を呈していたが為。

  

  

  

  因此，很自然地，甚至可以看出他的气度，从他的举止来看，即使在旁人看来，也能感觉到他的清廉，无论是否，都能理解他的举止是多么洗练。

  　それ故に自然と、まるで気品すらも窺えるまでに、傍目から見守っても清廉として感じ取れるその所作からは、極めて洗練された立ち振る舞いの程を否が応にも理解させられてしまうのだ。

  

  

  

  所以，和这样完美的存在的爱丽丝在一起的所有人，都异同声地目送着她的身影。

  　だからそんな完成された存在であるアイリスと同所を共にしている誰も彼もが皆一様に、声を挙げる間もなく、その姿を見送る他になかった次第。

  

  

  

  所以在这样的情况下，面对爱丽丝，同性是愚蠢的，任何异性都不会毫无例外地伸出援手。

  　であるからしてそうこうしている内にもアイリスに対して同性は愚か、異性の誰からも一切の例外なく助け舟は出されることは終ぞ無かった所存である。

  

  

  

  在一旁观看的人是这样，所以从远处可以看到的人也没有人模仿他向爱丽丝搭话，从这一点来看，很奇妙的是，能够成为拯救者的救世主一样的人物，就在这里。好像没有。

  　これを側に眺める者でもそうであるのだから遠目に窺える人々でもそれに倣う様にしてアイリスに対して声を掛ける者も皆無である光景から鑑みるに、奇しくも救いの担い手となり得る救世主の如き人物は、同所に居合わせていない模様。

  

  

  

  

  而且爱丽丝根本不可能知道自己的周围是这样的，所以对于自己窝囊的行为，她心中只有失望。

  　そうしてその様に自身の周囲がそんな有様とは、てんで知る由もないアイリスであるが故に、これまた自らの不甲斐ない振る舞いに対してその心中では内心失望する他にない。

  

  

  

  

  看来她和自己的母亲雪莉丝一样，还没有达到自己引以为傲的绝世美貌和神秘美貌的程度。

  　どうやら自身の母であるユキリスと同様に、自らが誇るその絶世に麗しき神秘的なまでの美貌の程には及んでいない様子が見て取れる。

  

  

  

  尽管如此，因为太过在意自己的风评，所以自然也要顾忌别人的目光的爱丽丝，对在场的每个人都说，即使这样，自己也要装腔作势。是假扮给大家看的。

  　にも関わらず、自らの風評をあまりに気にしててしまうが故に自ずと、他人の目も憚らなくてはならないアイリスは、これでもかと己が立ち振る舞いにて気取った所作を、この場に居合わせている面々に対して、ここぞとばかりに披露して見せ付けた次第であった。

  

  

  

  

  艾丽丝为了自己的利益而去了自己应该去的地方，虽然人们对他表示关心，但没有一个勇猛果敢的人敢和他说话。

  　都合それだからそんな始末に自らが向かうべき場所へと足を運ばせるアイリスであるからして、人々はそんな彼に対して関心こそ払えど、これに声を掛ける程に、勇猛果敢な者は皆無な所存。

  

  

  

  

  说到入学不久的爱丽丝，因为一开始就错误地采取了自己应该采取的行动，所以从学园生活的第一天开始就被孤立。

  　詰まる所依然として未だ入学して間もないアイリスはといえば、初手から自らが選び取るべき振る舞いを、致命的なまでに間違えたが為に、学園生活初日から孤立を極めたのであった。

 
  アナスタシア

  安娜斯塔西娅

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  这时，校内响起了通知第一节课即将开始的预铃的钟声。

  　そうしていよいよ迎えた一時限目が始まる直前を知らせる予鈴の鐘の音が、校内全体に鳴り響いた時分の頃合いの事である。

  

  

  

  当然，现在不情愿地待在女更衣室里的爱丽丝一定也听到了。

  　無論それは今現在渋々ながらに女子更衣室に身を置いているアイリスの耳にも聞き届けられているに相違ない。

  

  

  

  所以，做到这种地步的爱丽丝，把视线从自己周围毫不犹豫地开始脱衣服的异性身上移开。

  　それだからそんな有様を極めてるアイリスはといえば、自身の周囲にて躊躇うことなく自ら服を脱ぎ始めた異性達の姿から視線を逸らす。

  

  

  

  但是，刚才看到的少女们细腻纯白的肤色，却鲜明地烙印在爱丽丝的脑海里。

  　だがしかしながら、つい今し方に目の当たりとしてしまった少女達のきめ細やかな純白の肌色は光景は、鮮明にアイリスの脳裏へと焼き付く運びとなる。

  

  

  

  正因为如此，艾丽丝才会变成那样的盐梅，她只能犹豫着要不要把自己将要穿的修道服换成事先准备好的衣服。

  　それ故にそんな塩梅となるアイリスは、これから自身が身に纏う修道服から、予め用意された衣服に着替えることを躊躇う他になかった。

  

  

  

  因为风歌的妹妹和爱丽丝差不多大，她好像是同校的学生，她带来了定做的体育用体操服。

  　というのも、どうやら同学園に在籍しているらしいアイリスと同い年程のフウガの妹が、体育用に誂えられた体操着を持ってきてくれていた様である。

  

  

  

  但是，那似乎是她自己以前穿的旧衣服，虽然不是很严重，但爱丽丝根本不想穿这种少女气息十足的衣服。

  　しかしながらそれは、彼女自身の以前まで身に付けていたお下がりであるらしく、とてもではないがこの様な如何にも少女然とした代物を身に纏う気には到底及ばないアイリスであった次第。

  

  

  

  正因为如此，面对自己人生中从未经历过的、陷入危机的事态，爱丽丝只能表现出混乱。

  　であるからして、そんな具合に自らの生において一度とたりとも経験したことが無い様な、危機に窮した事態に対して、アイリスは混乱を露わとする他にないといった塩梅だろうか。

  

  

  

  尽管如此，她还是无法拒绝，因为她和风歌的妹妹在一起，她的妹妹就像为小女孩定做的一样，硬是把这些东西强加给了她。

  　にも関わらず、それを拒絶できないのは今にそのまるで幼い少女の為に誂えられたかの如き、正にその通りである代物を、無理矢理に押し付けてくるフウガの妹と場を共にしているが所以である。

  

  

  

  而那位以御三家之名为傲，自称阿纳斯塔西娅的少女，以不容分说的举止，拿出自己穿旧的体操服。

  　そして流石は御三家の名を誇る、自らをアナスタシアとの名乗りを上げるその少女は、極めて有無を言わせぬ振る舞いにて、自身が着古した体操服を差し出してくる。

  

  

  

  看来，就算再怎么讲究衣服，也不可能在昨天和今天买齐所有的生活必需品。

  　どうやら流石のフウガとて、幾ら衣類が入り用だとしても、昨日の今日で全ての生活必需品を買い揃えることなど、不可能であった模様。

  

  

  

  因此，对人极其踏实的他，打算拜托性格与自己完全不同的妹妹转达。

  　だから極めて他人に対して堅実な彼は、自身とは似ても似つかない性分の妹へと言伝を頼んだ所存。

  

  

  

  对此，阿纳斯塔西娅一口答应了，不知道经过了怎样的思考，她把自己小时候带在身上的那件令人感到有些羞耻的东西递给了爱丽丝。

  　それに対して二つ返事で了承したアナスタシアは、どの様な思考を経てか、自らの幼き頃に身に付けていた些か羞恥を禁じ得ない誂えの代物をアイリスへと手渡した次第である。

  

  

  

  这正是刚才艾丽丝从阿纳斯塔西娅口中听到的事情发展到现在的原由。

  　そうそれこそが、つい今し方にアナスタシア自身からアイリスが聞き及んだ、事ここに至るまで経緯に他ならない。

  

  

  

  “好吗?你听我说。不然你才刚到这里，几乎不知道该怎么做，对吧?所以坦率地接受我的好意。”

  「いいかしら？あなたはわたしの言うことを聞きなさい。でないとあなたはまだ此処にきたばかりなのだから、ほとんど何をどうしていいのかすらもわからないでしょう？だから素直にわたしの善意を受け入れて」

  

  

  

  与风歌相比，阿塔斯塔西娅的人格有些缺陷，她的性格与自己的地位不相称，与前者的诚实相比，简直是天壤之别。

  　そんなフウガと比較してその人格に些か難ありな、位置ずく地位に対して相応ではない性質を誇るアタスタシアのそれは、前者の誠実さと比べては雲泥の差といった塩梅だろうか。

  

  

  

  “可是，可是，那是阿纳斯塔西娅的东西……”

  「で、でも、それってアナスタシア様の物で‥」

  

  

  

  正因为如此，她才会意外地从母亲那里继承修道服，换上印有阿娜斯塔西娅名字的体操服。

  　それ故に、予期せずして自身の母から譲り受けた代物である修道服から、アナスタシアとの銘打たれた体操服へと着替える憂き目と遭っている所存。

  

  

  而且，即便是平时就过着少女生活的爱丽丝，也会有所忌惮。

  　そしてそれは流石に平素から少女に紛れた生活を送っているアイリスとて、どうやら憚られる模様である。

  

  

  “没办法吧?因为你完全没有胸，又不能把我现在穿的衣服借给你。而且……”

  「しょうがないでしょう？だってあなたは全然胸が無いのだし、今のわたしが着ている物を貸すわけにはいかないわ。それに‥」

  

  

  因此，阿塔斯塔西娅准确地领悟了心中所称颂的爱丽丝内心的想法，若无其事地环顾四周。

  　であるからしてそんな心中に称えたアイリスの内心の思う所を正確に悟るに及ぶアタスタシアは、さり気無い調子にて視線を巡らせる。

  

  

  

  他敏锐地捕捉到爱丽丝到现在还在犹豫要不要脱衣，她露出的皮肤简直比妓女穿的衣服还要严重。

  　そうして目敏くも捉えたのは、アイリスが今現在に至って尚も脱衣を躊躇う、まるで娼婦が身に付ける衣装よりも肌の露出が激しいそれである。

  

  

  

  “我想无论如何也不能穿着那样的衣服去上课，你的事情我是被你哥哥全权委托的，所以你要是不听我的话就麻烦了。喂，你为什么要这么耍赖呢?难道我不强迫你穿不行吗?”

  「幾らなんでもそんな格好で授業に出るわけにはいかないと思うのだけれど？わたしはお兄様にあなたのことを一任されているの。それだからあなたもわたしの言うことを聞いてくれないと困ってしまうわ。ねぇ、どうしてそんなに駄々をこねるのかしら？もしかしてわたしが無理に着せないとダメなの？」

  

  

  接着又以怒涛之势从他口中说出，难道又是偶然的结果吗?

  　それに次いで怒涛の勢いでその口から語られたのは、はたまた偶然の賜物だとでもいうのだろうか。

  

  

  

  不管怎么说，这句话听起来和不知何处姐妹之一的玛利亚·斯诺怀特·冯里亚诺斯提亚的说法极为相似。

  　兎にも角にもその口上は、何処ぞの姉妹の片割れの内の一人である、マリア・スノーホワイト・フォンレアノスティアの物言いと酷似してさえ響いては聞こえる。

  

  

  虽然外表完全不同，但说起他的声音和谈吐，说他是傲岸桀骜不驯也不为过。

  　外見こそまるで異なるものの、その声色と共に言い放たれたる語り草はといえば、正に傲岸不遜極まれる立ち振る舞いと称しても、何ら過言では無い。

  

  

  

  这种过于单方面、不容分说的语气出乎意料地对答应的爱丽丝发挥了意想不到的效果。

  　そのあまりに至極一方的に過ぎる、有無を言わせぬ調子のそれは存外の事、これを応じるアイリスに対しては思わぬ効果の程を発揮する様子が見て取れる。

  

  

  

  爱丽丝的反应极为显著，她在向他展示时，谄媚地抬眼奉承，甚至有些低声下气。

  　それはそれは極めて顕著な反応を呈する所存となるアイリスは、示すに際して何処か卑屈に思える程に媚び諂った上目遣いで受け答えた。

  

  

  “嗯……知道了……”

  「うぅ‥わかりました‥」

  

  

  因此，爱丽丝和自己的母亲一样，生性懦弱，所以没办法，只好把秘密暴露出来。

  　それだから、自身の母と同様に元来気弱な性分となるアイリスであるからして、仕方無しに己が秘密を否が応にも露呈させる運びとならざるを得なかった。

  

  

  

  是的，因为现在自己穿的修道服下面没有穿内衣，所以就像字面意思一样，只能暴露出生下来的样子。

  　そう、今に自らが身に付けたる修道服の下には下着を履いていないが故に、正に言葉通りの意味で生まれたままの姿を晒す羽目となる他にない。

  

  

  

  对爱丽丝来说，这是她有生以来从未有过的屈辱，是从未体验过的羞耻。

  　アイリスにとっては、生まれてこの方これ以上の屈辱を抱いたことが無い程に、体験したことが無い羞恥。

  

  

  “……吓了我一跳。你不是女孩子……是吗……”

  「‥おどろいたわね。あなたって女の子じゃなかったの‥。そう‥」

  

  

  

  然而，当阿纳斯塔西娅看到爱丽丝露出宛如少女般纯白肤色的裸体时，她说:

  　ところが他方、そして遂に露わとなってしまったアイリスのまるで少女の如き純白の肌色を誇る裸体を目の当たりにしたアナスタシアはといえば、

  

  

  “当然，我从第一眼看到他的时候就已经知道了，但我一直在刁难他，你没发现吗?”

  「もちろん一目見た時から及んでいたわよ。けれど意地悪をしていたの。気付かなかった？」

  

  

  她那完美的微笑，让人觉得无论从哪里看都看不出破绽，她的美貌非常出众。

  　何処からどの様にして見ても隙が伺え無いまでの、極めて見目に優れて思われるかの如き、完璧な微笑みをその美貌に称えて見せた。

  

  

  

  “呵呵……你很漂亮，真的像女孩子一样。虽然还是没有胸部，但是很可爱很漂亮。”

  「ふふ‥あなたってとても綺麗で、本当に女の子みたい。やっぱりお胸は無いけれど、すっごく可愛らしくて素敵よ」

  

  

  盐梅接着对谁也没说，自言自语地说着，尽管爱丽丝没有反应，但可以看出说着话的阿纳斯塔西娅的心情非常好。

  　続けてそう誰に言うでもなく呟く塩梅に、アイリスが反応するわけでも無いのにも関わらず、語るアナスタシアの至極上々とした機嫌の程が窺える。

  

  

  

  正因为如此，前者垂下了嘴，仿佛正中自己的下怀，一边展露着醉人的美貌，一边将自己的视线投向后者。

  　正にそうして口上を垂れる前者は、我が意を得たりとでも言わんばかりに、恍惚とした美貌を晒しながら、後者へと自らの視線を注いでいる。

  

  

  从她那夸张的举止来看，爱丽丝露出裸体的容貌似乎与自己的喜好格外吻合。

  　どうやらそのあまりに大仰な振る舞いから鑑みるに、今に裸体を露わとしたアイリスの容貌が、自らの好みに対して、殊更に合致した模様。

  

  

  “你看，这里的颜色这么美……”

  「ほら、こんなに綺麗な色をしている、こことか‥」

  

  

  

  因此，浮现出蛊惑笑容的阿纳斯塔西娅突然一动，毫无征兆地掐住了爱丽丝的乳头。

  　そしてそれ故に、何処か蠱惑的な笑みを露わと浮かべたアナスタシアは突如として動いたかと思った途端、何の前触れもなくアイリスの乳首を摘む。

  

  

  

  “……❤️。”

  「‥んんっ❤️」

  

  

  

  另一方面，后者受到了前者唐突而极不礼貌的举动，面对意料之外的爱抚，条件反射般地发出了甜美的娇声。

  　一方で、そんな唐突な前者の不躾極まる振る舞いを受けた後者は、予期せぬ与えられた愛撫に対して条件反射的にて甘い嬌声を零してしまう羽目となる。

  

  

  

  “啊，太棒了，你真是太棒了，不愧是大哥哥，好像很了解我的喜好。不过，没想到你会带这么可爱的孩子来，真得感谢你啊。怎么办呢?把信和花一起送过去也不错啊。为了我能做到这种地步，真是个多么好的哥哥啊……你也这么想吧?爱丽丝。”

  「あぁ、素敵よ。あなたはとっても素敵だわ。流石はお兄様だわ。わたしの好みをちゃんと理解してくれている様ね。でもまさか、こんなに可愛らしい子を連れてきてくれるだなんて、とっても感謝しなくてはならないわね。どうしようかしら？お手紙と一緒にお花でも送ってみるのもいいわよね。わたしの為にここまでしてくれるだなんて、なんて良いお兄様なのかしら‥。あなたもそう思うでしょう？アイリス」

  

  

  

  艾丽丝沉浸在对自己的未知快感中喘不过气来，而阿纳斯塔西娅则是一边玩弄着自己，一边思考的阿纳斯塔西娅。

  　そんな風に自身に対して与えられる未知なる快感に喘ぐ有様のアイリスを他所に、その彼を己が手中にて弄びながらも思考を巡らせるアナスタシアである。

  

  

  

  在这个鬼人族的都市里，她被称为另类，与风歌有着不同的方向性，她尽情享受着与年龄相反的爱好。

  　この鬼人族の都市においても、フウガとは違う別な方向性に対して異端児と称される彼女は、その年齢に反した趣向の程を存分に享受している。

  

  

  

  而且，她身处在这个地方御三家的遥远的天上，对自己的身份感到很自豪。

  　それも自らがこの地における御三家という、遥かな天上の身分に位置付けられている現場に甘んじる彼女はといえば、その身分に対してこれでもかと鼻に掛けている様子が見て取れる。

  

  

  

  但是，与她高贵的地位相对应的是她的聪明才智，所以她比那些傲慢的女人素质更差。

  　だがしかし、それの高貴なる地位に応じて、見合った聡明な知性の程を誇り得るのだから、そこいらの傲慢な息女よりも取り分け質が悪く思われる。

  

  

  

  “如果理解了，就委身于我吧。你只要听命就好。”

  「理解したのなら、わたしに身を委ねなさい。あなたはただ、されるがままにしていればいいのよ」

  

  

  

  因此，炫耀比周围人都早熟得多的她，在这样的情况下还亲手装饰爱丽丝。

  　であるからして周囲も人々よりも遥かに早熟となる精神性を誇る彼女はといえば、そうこうしている内にもアイリスを自らの手で飾り付けていく。

  

  

  

  “这是我很久以前穿过的……很适合你。我没有内衣，待会儿给你穿上吧。”

  「これ、わたしがずぅっと前に履いてた物なのだけれど‥、随分とあなたに似合うわね。下着は流石に持っていないから、後で着せてあげるわね」

  

  

  

  她把自己小时候穿旧的体操服盖在爱丽丝的头顶上，然后让她抬起一只脚，同时给她穿上尺寸与穿的对象稍有不同的灯笼裤。

  　己が幼き頃に着古した体操服をアイリスの頭頂部から被せた後に、片足を上げさせると共に、サイズの程が身に付ける対象と些か相違して思われる程のブルマを履かせ終える。

  

  

  

  “啊……好像稍微小一点，不过，这点小事不要紧吧?”

  「あら‥少しだけ小さい様だけれど、けれどそれくらい平気よね？」

  

  

  

  阿纳斯塔西娅以全身面积小而自豪，胸部姑且不论，看上去就像少女一样，紧勒着爱丽丝丰腴的臀部。

  　その全体体的に小さな布面積を誇るアナスタシアのお下がりは、胸部の程はともかく、まるで少女の様にむっちりとしたアイリスの尻肉を窮屈に締め付けて見て取れる。

  

  

  

  “啊……❤️”

  「ぁ‥❤️」

  

  

  

  那种甚至可以用舒适来形容的迄今为止从未有过的感觉，让爱丽丝意想不到的是，自己的两腿之间鼓起了可爱的感觉。

  　その何処か心地良いとすらも形容できる今まで感じたこともない様な感覚に対して思いがけず、己が股間を可愛らしく膨らませるアイリスである。

  

  

  

  然而，理应将这一切都纳入视野的阿纳斯塔西娅，却毫不在意地继续说下去。

  　しかしながらそれを視界に納めている筈のアナスタシアであるのだが、一向に意に介した素振りも見せることもなしに続く台詞を紡いで見せる。

  

  

  

  “还有……”

  「それと‥」

  

  

  

  而更让爱丽丝羞耻心大起的，是那紧贴着臀部的触感，即使隔着布料也能清楚地看到臀部的形状。

  　そして更にアイリスの羞恥を煽るのは、豊満な柔肉の割れ目の尻たぶの間に対して、臀部の形状が布の生地越しにも鮮明に窺える程に食い込む羽目となるその感触に他ならなかった。

  

  

  

  爱丽丝的屁股长得又壮又软，旁人一眼就能看出她的大小。

  　都合、むっちりとした柔らかに育ったアイリスの尻肉はといえば、傍目に一目見ただけでもその大きさの程が見受けられるまでに露わとなっている。

  

  

  

  因此，陷入这种危机的爱丽丝，除了为自己身上那件极其屈辱的体操服而脸红之外，别无他法。

  　お陰でそんな始末の危機に窮するアイリスは、自らが今に身に纏う、極めて屈辱的な体操服の程に赤面する他になかった。

  

  

  

  因此，爱丽丝那可爱的淡粉色嘴唇也让人战栗，因为她对自己的悲惨遭遇感到担忧。

  　故に、自身がそんな惨めな有様を晒す事態に対して憂うアイリスの可愛らしい薄桃色の唇はそれに伴い戦慄いた。

  

  

  

  阿娜斯塔西娅用自己的食指在爱丽丝颤抖的嘴唇上划出一道艳丽的线。

  　対してそんな風の塩梅にて応じる震えた、アイリスの唇に対して、自らの人差し指で艶かしく一線するアナスタシア。

  

  

  

  后者以极具蛊惑性的动作抚摸着她，脸上浮现出极其浓郁的笑容。

  　それに際して極めて蠱惑的な所作にて撫でる振る舞いが見て取れる後者に露わとされた面持ちには、極めて強烈な色香漂う笑みが浮かべられていた。

  

  

  

  “你的头发太长了……”

  「あなたの髪は幾ら何でも長すぎるのよ‥」

  

  

  

  然后，就像对艾丽丝穷追不舍一样，最后做出了让艾丽丝无论如何也无法企及的行为，变成了阿纳斯塔西娅。

  　そうしてこれに対してまるで追い討ちでも掛けるかの如く終いには、凡そアイリスには到底及びがつかない行いを見せた次第のアナスタシアとなる。

  

  

  

  对了，接下来表现出行动的后者，果然是言出必行。

  　そう、次いで動きを見せた後者はといえば、あろうことかその言葉通りの有言実行を果たす振る舞いを見せた。

  

  

  

  “我来帮你系。”

  「このわたしが結んであげるわね」

  

  

  

  

  她突然把留到艾丽丝腰间的长发从头上掀起来，嘴角挂着新月形的笑容，让人联想到不知哪里的姐妹中的另一个，莉莉·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚。塔西娅脸上浮现出与她极其相似的冷酷表情。

  　彼女は唐突アイリスの腰元までに伸ばされた長髪を根本から持ち上げたかと思えば、何処ぞの姉妹の内の片割れたる、リリー・スノーホワイト・フォン・レアノスティアを彷彿とさせる三日月形の笑みを口元に称えるアナスタシアの、何処か彼女の酷似して窺える酷薄な表情を浮かべた面持ちが見て取れる。

  

  

  

  

  “呵呵……真爽快。你真是我喜欢的人。”

  「ふふ‥凄くサラサラね。本当にアナタはわたしの好みよ」

  

  

  

  说到露出妖艳魅惑微笑的阿纳斯塔西娅，随着露出发自内心的快乐表情，开始盘起爱丽丝。

  　そうして艶やかな蠱惑する微笑を露わとしたアナスタシアはといえば、心底から楽しげな面持ちを露わとするに伴いアイリス結え始める。

  

  

  

  另一方面，与那样的她对称的是自己的真面目早早暴露的事实，爱丽丝只能目瞪口呆，她不可能知道自己变成了和自己姐姐同样装束的样子。

  　一方、そんな彼女とは対称的に自身の正体が早くも露見した事実に呆然とする他にないアイリスは、自らの姉と同様の装いとなってゆく己が姿には知る由も無い。

  

  

  

  无论怎么看，她的发型都和爱丽丝两个姐姐中的莉莉·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚平时的发型极为相似。

  　その姿の程は何処からどの様にして見ても、アイリスの姉二人の内の片割れたる、リリー・スノーホワイトフォン・レアノスティアに平素から見て取れる髪型と酷似していた。

  

  

  

  

  面对以现在进行时的形式袭来的从未经历过的事态，爱丽丝本人只能被玩弄于股掌之间。

  　今に現在進行形で襲いくるかつて経験したことのない事態に対して、翻弄されるばかりのアイリス当人であった。

  

  

  

  “一点癖好都没有，你其实是女孩子吧?”

  「癖一つ無いなんて、アナタって本当は女の子なのでしょう？」

  

  

  

  因为他也没想到，刚入学的第一天，自己伪造性别的行为就被识破了。

  　何故ならば彼としても、まさか入学して早々初日に己が性別の偽った所を看破されるとは思いもしていなかったが所以に他ならない。

  

  

  

  其理由是，自己的身体已经达到极限的爱丽丝，除了任由自己玩弄肉体之外，没有其他选择。

  　その理由は偏に、自身の身体が極まった事実に漸く及んだアイリスは、自らが肉体を弄ばれるがままに身を委ねる以外に取るべき選択肢は皆無である為だ。

  

  

  

  而陷入佳境的爱丽丝，除了任由阿纳斯塔西娅玩弄自己的肉体之外，别无他法。

  　そしてそんな塩梅に佳境を極める憂き目と遭うアイリスはといえば、己が肉体をアナスタシアに弄ばれるがままにされる他になかった。

  

  

  

  “……不过，和哥哥比起来虽然很小，但确实有。可是，真的只有小指那么小，无论如何也太惨了。我也看过你父亲的东西，但你实在是望尘莫及。不过请不要误会，只是一起洗澡的时候看到过而已。我不知道有多少孩子和我一样大，但从衣服上看，我知道。”

  「‥でも、お兄様と比べればとても小さいけれど、確かにあるのね。けれど、本当に小指程しかないだなんて、幾ら何でもあまりに惨めに過ぎるわよ。わたし、お父様のモノも見たことがあるけれど、アナタでは到底足元にも及ばないわよ。ああでも勘違いはしないで頂戴ね。一緒にお風呂に入った時に見たことがあるだけよ。それと同い年の子がどれだけあるのかは知らないけれど、服の上からなら知っているわ」

  

  

  

  这也是因为爱丽丝在自己现在身处的这个学园里的正确行为举止，还只是学园生活的第一天，无法与之对应。

  　それもこれもアイリスが今現在に自身が身を置く同学園においての正しい立ち振る舞いに対して、未だ学園生活初日では及びがつかないが故である。

  

  

  

  “……嗯，是啊。当然是你的东西比较小。呵呵……你真是太可爱了，太惨了。”

  「‥ええそうよ。勿論アナタのモノの方が小さいわ。ふふ‥アナタってとっても無様で可愛いわ。すっごく惨めね」

  

  

  

  就这样，对在这里的做法一窍不通的艾丽丝，只能穿着和自己同龄的阿纳斯塔西娅给她的少女用的旧体操服。

  　その様に依然としてこの場におけるやり方を何一つ知らないアイリスは、只々自らと同い年と思しきアナスタシアから譲り受けた少女用のお下がりの体操服を、着用する運びと相成った。
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  到底是怎样的因果呢?现在自己所处的屈辱至极的事态，尽管如此，爱丽丝还是直接去上课了。

  　果たしてどの様な因果か、今現在呈している自らが置かれた屈辱極まれる事態に対してしかしながら、そのまま授業へと赴いた次第のアイリス。

  

  

  因为他仍然是入学的第一天，为了今后等待自己的校园生活，他无法尽早放弃，所以事情才会走到这一步。

  　何故ならば全て彼は、依然として入学して初日であるが故、これから自身に待ち受ける学園生活の為にも、早々にこれを放棄することが出来なかったが為の末路が、事ここに至るまでの経緯となる。

  

  

  

  究其原因，无非是爱丽丝天生就模仿母亲雪莉丝，和她一样胆小。

  　その理由は偏に、元来の性分として母であるユキリスに倣い、彼女と同様に小心者な性質のアイリスであるが故に他ならない。

  

  

  

  因此，她不得不穿上风歌的妹妹阿纳斯塔西娅送的少女体操服。

  　それだから、フウガの妹であるアナスタシアから貰い受けた少女物の体操服を身に付ける羽目となっている。

  

  

  

  于是，前者带着后者，即使自己露出悲惨的样子，也不知如何是好地走向了校园。

  　そして前者に後者は連れ添われて、己が惨めな姿を晒しながらも、如何にか校庭へと足を運んだ所存である。

  

  

  

  这又是偶然吗?不，鉴于爱丽丝少女般的美貌，说是必然也无妨。

  　そしてそれははたまた偶然か、否、アイリスのまるで少女の如き美貌を鑑みれば必然と称してしまってもなんら差し支えない事柄といえよう。

  

  

  更奇妙的是，在自己的两个姐姐中，他的发型被定做成了和莉莉同样的装束，吸引了在场所有人的注意。

  　奇しくも自身の姉である二人の内の片割れ、リリーと同様の装いに誂えられた彼の髪型は、殊更にこの場へと居合わせている人々の意識を集わせることとなる。

  

  

  

  因此，对于绑在自己两侧头上的头发，即使是真正的爱丽丝，也会忌惮别人的目光而感到羞耻。

  　であるからしてその自らに施されている、両側頭部に結えられたそれに対して流石のアイリスとて人目を憚る様にして羞恥を覚えずにはいられない。

  

  

  

  而且那个发型被誉为某处纯白的别名的圣女大人说，那就是双马尾。

  　そしてその髪型は何処ぞの純白の異名として謳われる聖女様曰く、それはツインテールとの事である。

  

  

  

  因为爱丽丝在被幽禁于圣域的时候，也经常被自己的母亲雪莉丝弄成那样的发型和身体。

  　聖域に幽閉されていた時分でも自らの母であるユキリスからその様な髪型へと、その身を弄ばれること、度々であったアイリスであった次第である。

  

  

  

  从外貌上来说，这两个人可以说是不相上下，所以前者对后者所施的异装异服的频率，不言而喻。

  　正に容姿の面に限っては瓜二つと称してもなんら過言ではない二人であるが故に、後者に対して前者が施した異性装の程は、これを敢えて語るまでもなく尋常ではない頻度なのは自明の理。

  

  

  

  那是因为雪莉丝把自己的儿子爱丽丝当作自己的儿子，以与自己极其相似的容貌为傲。

  　それは己とあまりに酷似した容貌を誇る自らが息子のアイリスを、自身に見立てたユキリスが稀に露わとする自己愛が所以に他ならない。

  

  

  

  看来爱丽丝就是那个被自己的母亲当作玩具人偶一样对待的人。

  　どうやら一方的に自らの母から、まるで玩具の人形の如き扱いをされていた所のアイリスであった所存である。

  

  

  

  不过，即便如此，他做梦也没有想到，一个同世代的漂亮少女竟然会对他如此冷漠。

  　であるがしかし例えそれでも、同世代の、しかも見目麗しい少女からこの様な無態を受けるとは夢にも思わなかった所の彼である

  

  

  

  因此，因为是不熟悉的地方，艾丽丝无法在这里任意妄为，只能任凭阿纳斯塔西娅摆布，任由她摆布。

  　故に、慣れない土地とあってか同所での勝手すらも及ばずに、只々アナスタシアからされるがままに身を委ね、翻弄されるばかりのアイリスであった次第。

  

  

  

  而被阿纳斯塔西娅装饰过的爱丽丝的模样，在旁观者看来，是令人不禁屏住呼吸的可爱模样。

  　そうしてアナスタシアから飾り付けられたアイリスの姿はというと、傍目にこれを眺める観衆からすれば思わず息を呑まずにはいられない程に可憐な姿として見て取れる。

  

  

  

  不久，前者与众人会合，后者陪着后者，无意中向周围人展示了胸前印着阿纳斯塔西娅的体操服。

  　そしてややあって人々と合流した前者に伴われた後者は、胸元にアナスタシアとの銘打たれた体操服を、不本意ながら周囲へと見せ付ける憂き目と遭う他にない。

  

  

  

  无论谁怎么看，都能一眼看出爱丽丝现在身上的装束是阿纳斯塔西娅穿旧的衣服。

  　その様に誰がどの様にして見ても一目でそれを理解出来る程に、今現在アイリスが身に纏う装いは、アナスタシアが着古した代物として見受けられる。

  

  

  

  “爱丽丝小姐……那是晓哥的……”

  「アイリスさん‥それってアカツキさんの‥」

  

  

  

  这时，在看热闹的观众中，有个少女发出了声音。

  　するとそれに対して物珍しいとでも言わんばかりに好奇の視線を注いでいた物見高い観衆の中から、一人の少女が声を挙げる。

  

  

  

  然而，面对在场所有人都能感受到的疑问氛围，就像她作为代表提出的问题，回答的并不是提出问题的当事人。

  　ところが同所へと居合わせた誰もが感じている疑問の雰囲気を、まるで代表者として問いを投げかけた彼女に対して、果たして受け答えたのはそれを呈された当人ではなく、

  

  

  “啊……美子小姐。嗯，是啊。这孩子来这里时间还不长，所以不知道怎么做。”所以才会成为我的旧衣服，真的很抱歉，不过这是你用的。”

  「あら‥ミコさん。‥ええそうよ。この子はまだここに来てから間もないから、勝手がわからなかったのでしょうね。それだからわたしのお下がりになってしまって本当に申し訳ないのだけれど、これを使ってもらっているわ」

  

  

  

  阿纳斯塔西娅回答的时候，虽然不是对自己的提问，却非常简洁地回答了。

  　そうして応じるに際したアナスタシアはといえば、自身に対して与えられた質問でないにも関わらず、至極簡潔に返答して見せた。

  

  

  

  而且，在这种时候，他的说话方式也伴随着极其高傲的姿态，仿佛要对对峙的对方施加某种威慑。

  　そしてその折にもそれは、対峙する先方に対して何処威圧でもするかの如き、極めて高飛車な立ち振る舞いが伴っての物言いである。

  

  

  

  “……是这样的……不过，我问的是晓哥，不是你。”

  「‥そうなんだ‥。でも、わたしが聞いたのはアカツキさん、アナタじゃないよ」

  

  

  

  然而，正因为如此，被称为美子的少女只能接受如此冷酷无情的回答，所以对此的反应也只能是好战的。

  　だがしかし、お陰でそんな塩梅にて与えられた、酷く素っ気ない答えを受ける羽目となるミコと呼ばれた少女であるからして、これに対する反応もそれ相応に好戦的とならざるを得ない。

  

  

  

  “啊，是吗?对不起，这孩子不太擅长与人交往，所以我才替他回答的。还是还有什么事?”

  「あら、そうだったかしら？ごめんなさいね。この子はあまり人付き合いが得意では無いの。だからわたしが代わりに答えてあげたまでよ。それともまだ何かあるのかしら？」

  

  

  

  阿纳斯塔西娅完全没有预料到自己的存在会因此受到阻碍，听到这句话，她对着对面的美子说。

  　都合、まさかその様にして自身の存在を無碍にされるとがまるで予期しないアナスタシアというと、これまた思いがけない言葉を受けては、相対するミコに対してここぞとばかりに語ってみせる。

  

  

  

  奇妙的是，就在这个地方，我们进行了一番交谈，但很不巧，负责的老师依然不在场。

  　そうして奇しくも言葉の応酬が交わされる運びと相成った同所ではあるが、生憎依然として担当教師は居合わせていない。

  

  

  

  因此，尽管如此，两个人还是站在一起对峙着，只是淡淡地眼神交错。

  　であるが為に、これでもかとお互いに並び立つ様にして対峙する位置取りとなる両者は、淡々とどちらからともなく瞳を交錯させた次第である。

  

  

  

  “晓哥，我想所有人都很在意爱丽丝的事，所以你不应该这么刁难我。所有人一起说吧。还是你对我们有什么想法呢?那样的话，希望你不要一个人，好好地当面说出来。那样的话，如果我也有不好的地方，我会治好的。”

  「アカツキさん、アイリスさんのことは皆んなも気になってると思うから、そんな風に意地悪するのは良く無いよ。皆んなで一緒にお話ししようよ。それともそっちこそわたし達に対して思う所とかあるのかな？それだったらそうやって一人でいないでちゃんと面と向かって言って欲しいな。それならわたしも悪い所があるなら治すから」

  

  

  

  因此，在这意想不到的渐入佳境的关头，美子先发制人，先发制人。

  　それ故にそうして思いがけずして佳境を極まる羽目となる他にない同所において、先手必勝とでも言わんばかりに最初に口火を切ったのはミコであった。

  

  

  

  她的社交能力非常强，本来就待人很好，她利用自己的人际关系，对周围的人好像做了向导一样，大大咧咧地把自己的想法尽情地说出来。

  　そんな風に極めて社交性の高い彼女は、元来の性質において人当たりの良いが故の人脈を駆使して周囲の人々に対してまるで先導でもするかの如く、大上段にもおのが思う所をこれでもかと存分に語り散らして見せたのだ。

  

  

  

  而且，那一瞬间发挥了显著的效力，再加上美子的支持率，在场的所有人似乎都变成了她的盟友。

  　そして途端それが著しいまでの効力を発揮して見せたばかりに、ミコへの支持率も相まってか、どうやら場を共にする人々は誰も彼もが彼女の味方と変貌を遂げた模様。

  

  

  

  现在作为证据，刚才向大家展示呼吁的美子，背着赞同她的学生站在那里，非常威风。

  　現にそれの証左として、今し方に呼び掛けを披露して見せたミコは、これに賛同する生徒等を背負うかの様にして佇んでいる、至極堂々たる姿が見て取れる。

  

  

  

  这不仅是受她八面玲珑的性格影响，她那本来就引以为傲的小动物般可爱的姿容也起到了很大的作用，这一点很明显可以看出。

  　そしてそれはしかしながら、只々彼女の八方美人極まれる人柄が影響しているというだけでなく、元来彼女が誇るまるで小動物の如き可憐な容姿が功を奏してこの状況を作り出す事に一役買っている様が、あからさまに顕著として見て取れる。

  

  

  

  

  因为就现在看来，虽然他们分明是站在美高一边的人，但却没有一个人加入阿纳斯塔西娅，从这一点来看，后者似乎是同级的他似乎被排斥在外，这一点不用再提他本人也能理解。

  　というのも、今に見る限りでミコに対してあからさまに味方している者達こそ見受けられるにも関わらず、アナスタシアへと加勢する存在は誰一人として皆無な様子が窺えることから鑑みるに、どうやら後者は同クラスにおいて除け者とされているらしいことが、改めて本人に言及するまでもなく理解出来る。

  

  

  

  那是因为阿纳斯塔西娅有着超凡脱俗的美貌，和爱丽丝一样，在人际关系上被孤立。

  　それは何故ならばアナスタシアがあまりに浮世離れした美貌を誇るが故に、アイリスと同様に同クラスにおいての人間関係において孤立した為に他ならない。

  

  

  

  究其原因，阿纳斯塔西娅对他人毫无让步，一味地轻视他人，这是不言自明的道理。

  　その要因は偏に、他者に対して何一つとして譲歩を見せることなく、一方的に見下しているアナスタシアに原因がある事実は自明の理。

  

  

  

  然而，关于那件事，即使说是被破坏也无妨，被逼到绝境的阿纳斯塔西娅比谁都发自内心。

  　しかしながらその事象については最早、はぶられていると称しても何ら差し支えない立場に追い詰められている、当の本人足るアナスタシアが、誰よりも心底から及んでいる事柄である。

  

  

  

  尽管如此，他本人傲岸桀骜不驯的性格却丝毫没有改善的余地，这是一种完全对立的想法。

  　にも関わらず、一向にしてその本人の傲岸不遜を地で行く自らの性質に対して改善の余地が見られないのだから、これは対立する他にない所存のミコである。

  

  

  

  正因为如此，饱受虐待的安娜斯塔西娅才会和爱丽丝一起行动。

  　それであるからして、そんな塩梅に虐めを受ける憂き目と遭っているアナスタシアが、よりにもよってアイリスと行動を共にしているでは無いか。

  

  

  

  因此，米高发现了这一点，对自己被宿敌阿纳斯塔西娅超越的事实感到恼火。

  　それ故にこれを見咎めたミコはというと、自身が宿敵たるアナスタシアに先を超されてしまった事実が、どうやら癪に触った模様。

  

  

  

  正因为如此，后者才会说自己受到了对方单方面的怨恨，但其实他是打从心底里对这一点感到无奈的。

  　それだからそんな風に一方的な逆恨みをされていると称して差し支えない後者はこれに対して心底から辟易としている次第である。

  

  

  

  然而，当美高看到阿纳斯塔西娅在慵懒的内心毫不掩饰地流露出被称颂的内心时，也不由得对她产生了共鸣。清晰可见。

  　だがしかしそんなアナスタシアの、自身が気怠げに感じている心中に称えられた内心を毛程も隠そうともしない漂わせている雰囲気を目の当たりとしたミコは、これを受けてはどうやら流石に彼女としても合腹であった様子がありありと窺える。

  

  

  

  然而，要说两个人完全合不来，那就是把爱丽丝夹在中间，依然正面相对，令人心痛地瞪着对方。

  　して、その様に如何にもならない程に馬がまるで合わない両者はといえば、アイリスを間に挟んで依然として真正面から相対する痛々しいまでの睨み合いが見て取れる。

  

  

  

  ……哎呀……不平静啊。虽然不是非常，但是不能交往。因为你说的话，太离谱了。如果只是把自己的坏习惯束之高阁，那还情有可原，但如果单方面地谈论我的行为举止，那就太不情愿了。不是吗?你在没有暴露自己的情况下，就在这个时候给了我口信，脸皮厚也是有限度的。”

  「‥あら‥穏やかでは無いわね。とてもではないけれど付き合っていられないわ。あなたの言っていることは、あまりに見当違いに過ぎるのだから。自らの悪癖を棚に上げて語ってくれるだけならともかく、わたしの振る舞いを一方的に論うのは甚だ不本意な話しよね。だってそうでしょう？あなたは自らのそれを露呈させることなくここぞとばかりに口上を垂れてくれたのだから、面の皮が厚いにも程があるわ」

  

  

  

  就这样，在仿佛伴随质量而来的沉闷气氛中，我看到了阿纳斯塔西娅发言的样子。

  　そうしてまるで質量さえをも伴って窺える、重苦しいまでの雰囲気の只中において、今度はアナスタシアが発言を呈する姿が見て取れる。

  

  

  

  然而，刚才她说出的这番话，总让人觉得有些言过其实，简直是委婉的措辞。

  　だがしかしその様にしてつい今し方彼女から言い放たれたるのは、何処か言葉少なに思えて仕方のない、あまりに婉曲染みた物言いに他ならない。

  

  

  

  他的声音冷峻而优美，让听到的人不由得毛骨悚然。

  　そしてそれを耳とした者を思わずゾッとさせてしまう程に冷ややかな、そして美しい声色を伴い語られた口上は、存外の事同所へと響いては聞こえた。

  

  

  

  然而，对于当时在场的听到这句话的人来说，也许是因为他说话太过装腔作势，根本无法理解其中的意思。

  　ところが都合、この場に居合わせているこれを聞き届けた面々はというと、あまりにその語り草が気取った物言いであった為か、その意味する所までに理解するに及ぶまでには到底至らない。

  

  

  

  不过，就算混在这群毫无形象的观众当中，美高也会用模棱两可的面具掩盖自己的表情，但她在那一瞬间露出的扭曲的表情确实是阿娜斯塔西娅就在眼前。

  　だが、その有象無象の観衆に徹した彼等彼女等のその中に例え混ざりながらも、これを受けたるミコはといえば、曖昧な仮面で自身の表情を覆い隠しながらも、一瞬の間に垣間見せたその歪んだ面持ちは確かにアナスタシアの眼前にて露わとなっていた。

  

  

  

  看来，刚才后者说的那些完全是单方面的、不得要领的内容，对前者来说也是不可错过的。

  　どうやら今に後者から語られたる至極一方的に思われた、如何にも要領を得ない内容も、前者としては聞き逃せない図星であった模様。

  

  

  

  但由此保持的短暂的寂静也只是刹那间的瞬间。

  　けれどそれにより保たれた束の間の静寂も刹那の瞬間の事。

  

  

  

  阿纳斯塔西娅终于如愿以偿地当面痛骂了阿纳斯塔西娅一顿。

  　再びおのずから応じたるのは今し方にアナスタシアから面と向かって望み通りに罵倒を呈される羽目となった次第のミコである。

  

  

  

  “……爱丽丝也是，我们比较好吧?阿纳斯塔西娅总觉得你很冷漠，喂，如果有什么困难的话，好好跟我说哦。”

  「‥アイリスちゃんも、私たちの方が良いよね？アナスタシアさんって何処か冷たい感じがするし、ねぇ、もしも何か困った事があるなら、ちゃんとわたしに言ってね」

  

  

  

  美子脸上露出了一丝不苟的微笑，无论从哪个角度看都很难让人放松警惕。她的笑容和刚才完全不同，用发自内心的善意说了几句。

  　そして極めて隙が窺えないまでの、何処からどの様にして見ても油断を誘うことすらも難しい微笑みを称えたミコは先程とは打って変わって、心底からの善意でもってして台詞を並べ立てる。

  

  

  

  是啊，虽然阿纳斯塔西娅觉得很合她的心意，但对拥有可爱容貌的爱丽丝来说，虽然是现在的情况，但也不会有什么祸根，所以她对前者很刻薄，对后者却似乎不太好。

  　そう、アナスタシアは合腹に思うものの、殊更に可憐な容貌を誇るアイリスには特段今の所ではあるが禍根はないが故に、前者には辛辣ながらも、後者に対してはその限りでは無い模様。

  

  

  

  所以，米高说话的语气也很温和，对爱丽丝投以圣母般的眼神，她一定能满面笑容地应对。

  　故に語る調子も穏やかな物言いでアイリスへと聖母の如き眼差しを注ぐミコは、満面の笑顔でもってして対応できたに相違ない。

  

  

  

  但是，作为被单方面掀起这样的谣言的一方的阿纳斯塔西娅，在回应的时候，不得不透露出比刚才更危险的气氛。

  　だがしかし、その様な風評被害を一方的に捲し立てられた側のアナスタシアとしては、これに応じるに際しては、先程よりも剣呑な雰囲気を漂わせずにはいられない所存。

  

  

  

  “……好像总是一五一十地说我的事，不过美子小姐……看来你现在想死在这里，所以我给你忠告。如果不想在观众面前暴露，就不建议再追究下去了。”聪明的你，应该很容易明白我刚才说的话是发自内心地为你着想吧?还有……如果你说无论如何都听不进去的话，那就真的要和晓家发生关系了哟?确实你家里不是有一个单身的母亲吗?鉴于此，你现在对我所表现出的举止，我不认为你懂得分寸，希望你在此基础上再好好考虑考虑再说话。……那么，你的回答如何?我打从心底希望聪明的你做出拼命的判断。”

  「‥随分とわたしのことばかり、一方的に語ってくれる様だけれど、ミコさん‥どうやらあなたは今ここで死にたい様だから忠告してあげるわ。観衆の元で無様を晒したくなければ、これ以上の詮索はお勧めしないわね。賢明であるあなたなら、わたしの今に語った言葉が、心底からあなたの身の為を思った発言であることくらい容易に及びが付くと思うのだけれど？それと‥どうしても聞き入れることができないと言うのであれば、本当に暁家と事を構えることになるわよ？確かあなたのお家には独り身のお母様が居るのではないかしら？それを鑑みて今にあなたがわたしに対して見せている振る舞いは、とてもでは無いけれど身の程を弁えたそれとは思えないわ。それらを踏まえた上でよくよく考えてから物を語って欲しいわね。‥それで？あなたの返答は如何かしら？願うべくは、賢しいあなたが懸命な判断を下すことを、心底からわたしは望んでいるわ」

  

  

  

  接下来要回答的她，似乎已经断了继续交流的念头，以惊人的怒涛之势，说出了不容分说的话。

  　そして次に応じる彼女はといえば、最早これ以上の交流は不要と断じるかの如く、凄まい怒涛の勢いで、有無を言わせぬ物言いを言い放って見せた次第である。

  

  

  

  就像长年被拦下的浊流一下子决堤一样，形成了一种极其危险的、极其流畅的主流喷涌而出的局面。

  　その様はまるで、長年に堰き止められていた濁流が一息に決壊したかの如く流れる様に洗練された、あまりに物騒極まれる口上の本流が迸る羽目と相成った。

  

  

  

  或许，与单方面释放威胁话语的阿娜斯塔西娅相反，面对对方的是美子吧。

  　都合、その様な脅し文句を一方的に解き放ったアナスタシアとは対称的な面持ちとなるのが、それを浴びせ掛けられた側のミコだろうか。

  

  

  

  “……那和晓哥没有任何关系吧?还是什么?你想对我妈妈做什么?”

  「ッ‥それはアカツキさんには何の関係も無いことでしょう？それとも何？わたしのママに何かするつもりなの？」

  

  

  

  刚才阿纳斯塔西娅的恫吓语气，让米高很不满意。

  　途端、つい今し方にアナスタシアから与えられた恫喝染みた物言いが、これを受けたミコには気に入らなかった模様である。

  

  

  

  因此，从她那楚楚可怜的面庞上，可以看出她明显流露出了厌恶的情绪。

  　お陰でこれに応じる彼女の可憐な面持ちには、誰からもどの様にして見ても鮮明に窺える、嫌悪の情動があからさまに露わとされている様が見て取れる。

  

  

  

  然而，就这样，面对安娜斯塔西娅，美子那刚强的举止也因为第三者的话语而化为徒劳。

  　だがしかし、その様にしてアナスタシアへと真正面から挑み掛かる様な眼差しを向けていたミコの気丈なる立ち振る舞いも、次に与えられた第三者の言葉により徒労と化す。

  

  

  

  “……在做什么?快点排队。开始上课。”

  「‥何をしている？早く列に並べ。授業を始める」

  

  

  

  在一触即发的压迫感的支配下，仅用一声就打破气氛的，是同级别的负责人宗明。

  　そしてその一触即発の重苦しいまでに圧迫感に支配された同所の雰囲気をたったの一声にて打ち破ったのは、同クラスの担当を受け持つソウメイという男である。

  

  

  

  我把身体压缩到极限，被钢铁般强韧的强壮肌肉所覆盖的肉体，即使隔着衣服，也能看见肌肉的隆起。

  　己が身体を限界まで絞り込んだ、まるで鋼の如き強靭なる逞しい筋肉に覆われた肉体は、衣服越しにも、その筋骨の隆起が窺える程。

  

  

  

  因此，被盐梅用不容分说的声调谴责的情况下，刚才还在交谈的两个少女，自然而然地没有表现出任何反抗，表现出顺从的样子。

  　それだから、そんな塩梅に有無を言わせぬ声色にて窘められる羽目となる、先程まで言葉の応酬を交わしていた少女二人はというと、自ずとそれに対しての反発も特段なく、従順に従う素振りを見せた次第である。

  

  

  

  当然，这两个人的行为举止，就连在一旁观看的观众也能如实地看到，有着天壤之别。

  　無論その両名の立ち振る舞いには、これを眺める観衆の傍目にも如実に窺える程に、雲泥の差が見受けられた。

  

  

  

  “哼!”

  「ふんっ」

  

  

  

  因为，和刚才一样，伴随着自己美丽的漆黑长发的飘扬，阿娜斯塔西娅转身。

  　というのも、つい今し方までと同様に自らの美しい漆黒の長髪を翻すに伴い、踵を返したアナスタシア。

  

  

  她的语气和平时一样肃穆，完全看不出她对自己被老师责备的事实有丝毫介意的样子。

  　そんな平素通りに粛々とした調子の彼女からは、自らが教師から咎められた事実にすら意に介した素振りがまるで見られないのだ。

  

  

  

  “喂。”

  「くっ」

  

  

  

  然而，说到表现出与之极为对称的畏缩模样的美美子，刚才表现出的堂堂正正的举止也会让人联想到她。

  　しかしながら、それとは至極対称的に思える程に萎縮した様子を露わとしたミコはといえば、先に見せた堂々たる振る舞いもなりを潜めて思われる。

  

  

  

  或许是因为自己刚才犯下的愚蠢行为受到了明智的警告吧，她的脸上甚至流露出极度懊悔的神色。

  　果たして自らの今に冒した愚行を、ソウメイから注意を受けたが所以であるのか、そんな彼女の面持ちは酷く悔しげな感情に彩られてさえ窺えたのであった。

  

  

  

  自然而然地，两名少女暂时没有在这里了结。

  　そうして自然、二人の少女等がこの場においての決着は、一時的に保留なる運びとなった次第である。

  

  

  

  但是，从这两个人现在的举止来看，已经没有再讨论的余地了，到底谁更胜一筹，在一旁观看的学生们也能明显看出他们的差距。

  　だがしかしながら、その両名の今に見る立ち振る舞いを鑑みるに、改めて議論する余地さえもなく、何方が一枚上手であるのかなど、これを傍目に眺める生徒達にもその差は歴然として見て取れる。

  

  

  

  没错，虽然阿纳斯塔西娅在同级中声望不高，但谁都不会想要违抗身处最高权威的阿纳斯塔西娅。

  　そう、同クラスにおける人望こそミコに部があれど、誰もがこの場において最上の権威に位置ずくアナスタシアに対して逆らおうとは思えないに相違ない。

  

  

  

  因此，在刚才发生的冲突中，虽然不完全，但最终取得实质胜利的，是让自己出身的权力说话的后者。

  　故に今に起きた衝突において不完全ながらも実質勝利を納めたのは、自らが生まれの権力に物を言わせた後者となる。

  

  

  

  而且不管事实如何，至少在场的学生们都能感觉到事情的进展。

  　そしてその事実はどうあれ、少なくとも同所へ居合わせている生徒達からは、その様にして事の運びが感じられた所存である。

  

  

  

  “爱丽丝……你在做什么?快走吧。”

  「アイリス‥何をしているの？早く行きましょう」

  

  

  

  因此，阿纳斯塔西娅能够正确理解自己凭借权力和美貌来夸示领导魅力的地方，所以她以坚毅的姿态对爱丽丝说。

  　それ故に、自らが権力と共に美貌に物を言わせてカリスマ性を誇る所を正確に理解するに及んでいるアナスタシアであるからして、毅然とした立ち振る舞いにてアイリスに言葉を与える。

  

  

  

  “……是的。”

  「‥はい」

  

  

  

  因此，爱丽丝在没有预料到的情况下，遭遇了类似派系对立的事情，她只能跟着刚刚前来搭话的阿纳斯塔西娅。

  　であるからして、そんな予期せずして派閥の対立の様な代物を目の当たりにする憂き目と遭ったアイリスはといえば、今に声を掛けてきたアナスタシアに伴われる他にない。

  

  

  

  如此这般，本来就比常人更不熟悉世俗的爱丽丝，自己是远离出处的、对一切都陌生的土地。

  　そんなこんなで、ただでさえ常人よりも世俗に疎いアイリスの、自らが出所とは果てしなく離れた、何もかもが見慣れぬ土地。

  

  

  

  在那样遥远的彼方，被不认识的人们包围，爱丽丝的新的学园生活拉开了序幕。

  　そんな遠方の彼方での、見知らぬ人々に囲まれて、アイリスの新しい学園生活が幕を開けた所存であった。

 
  因習

  这栋
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  Gpt翻译缺失。

  就这样，在成为爱丽丝新天地的同学园里，从一入学就开始了与历经曲折的授课名义上的演习。

  　そうしてアイリスの新天地となる同学園において入学早々から、紆余曲折を経ての授業とは名ばかりの演習を始める運びと相成った次第。

  

  

  

  因为魔领和圣王国的圣战为名的血淋淋的战争仍在继续，为了防止被卷入其中而进行防卫训练，该学园决定进行体育训练。

  　というのも、依然として魔領と聖王国の聖戦という名の血みどろの戦は続けられているが故に、それに巻き込まれた際におけるもしもの為の防衛としての訓練を兼ねて、同学園では体育が行われている所存であった。

  

  

  

  而且，或许是因为现在正值战乱时代，战争的重要性比原本村落时期更加突出。

  　それも、最早今は戦乱の時代とあってか、元来の村落であった時分の頃からより過剰な程に、戦いに関しての重要性が顕著となっている。

  

  

  

  这影响果然如实地波及到了在这里身居高贵地位的儿子和女儿们。

  　それは果たして同所における、高貴なる地位に位置ずく子息を始め、息女等にもその影響は如実に波及して思われた。

  

  

  

  因为，作为普遍的价值观，有力量的人或高贵的人才会走上战场，不建功就无法显示自己。

  　何故ならば普遍的な価値観として、力ある者、或いは高貴なる者こそが戦場へと趣き、功を挙げなくては、示しがつかない、との事であるが所以に他ならない。

  

  

  

  其理由是，这既是土地的缴纳者的职责，也是民众单方面强加的责任。

  　その理由は偏にこれは、この土地を納める者としての職務であると同時に、民衆から一方的に課せられている責務であるが為。

  

  

  

  正因为如此，他们自然而然地受到了这样的期望，所以处于必须要实现的立场上。

  　それ故に自然、そう望まれている彼等彼女等であるからして、それを成さねばならない立場にあるという事であった。

  

  

  

  不过，好歹是实现了文明开花的城市，以前的因循守旧难免被淘汰。

  　だがしかしながら、曲がりなりにも文明開花を果たした同都市だから、以前の様な因習はまかり間違っても淘汰されている。

  

  

  

  虽说是在这样的地方，但人们对风俗习惯的认识多少还是在心里留下了阴影。

  　然りとてそんな同所とはいえ、その様に一度根付いた風習に対しての認識の程は、未だ多少なりとも人々の心へとその陰を落としていた。

  

  

  

  因此，在取得了惊人发展的现在，这个学园里的学生和教师们，也代代相传着些许时代错误的杀气腾腾的价值观。

  　であるからして、目覚ましい発展を遂げた時分の現在においては、些か時代錯誤な殺伐とした価値観は、同学園に在籍している生徒及び教師の人々にも、脈々と受け継がれていた。

  

  

  正因为这些规定依然存在，弱肉强食的现状依然猖獗。

  　そしてそうした掟が未だ通っているが為に、その例によって、弱肉強食ここに極まれる現状が、依然として蔓延って思われたのであった。

  

  

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  “爱丽丝小姐，你不会使用魔术吗?”

  「アイリスさん、貴方って魔術は使えないのかしら？」

  

  

  

  向我发问的阿纳斯塔西娅皱起了眉头。

  　必然、わたしに問いを投げ掛けてきたアナスタシアさんは、僅かばかりに形の良い眉を顰めた面持ちを露わとしました。

  

  

  

  “对不起……我和妈妈不一样，不能用……”

  「ごめんなさい‥。わたしはママと違って使えないから‥」

  

  

  

  我只是这样回应，面对她意料之外的提问，我感觉像是被剜心了一般。

  　そうして受け応えるばかりのわたしは、予期しない彼女からの質問に対して、まるで心を抉られた様な思いが感じられます。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  从我出生的时候开始，我就没能像妈妈那样行使雷亚诺斯提亚的奇迹。

  　生まれた時分から及んでいた事柄で御座いますが、わたしはママの様にしてレアノスティア様の奇跡を行使できないのでした。

  

  

  

  因此，我有生以来第一次受到屈辱，感到非常不服气。

  　それだからわたしは、その生まれて初めて受けた屈辱に対して、甚だ不服として思ってきた次第です。

  

  

  所以对我来说，如果您再次提及自己无法企及的事情，我会感到非常为难。

  　ですからわたしとしては、その様に改めて自身の及ばない事柄に対して言及されると、とてもとても困ってしまうお話なのです。

  

  

  

  而且一提到这个话题，我从刚才开始就动作迟缓的身体就陷入了更加模糊的感觉。

  　そしてそれを話題に挙げられた途端、わたしの先程から動きを鈍らせて感じ取れた身体が余計に覚束ない感覚に陥るのでした。

  

  

  

  所以，听到这样明知故问，对自己没有自信的我多少会有些胆怯。

  　だからそんな風に分かりきっていることを言われてしまうと、自分に自信の無いわたしは少なからず、気後れしてしまいます。

  

  

  

  在这种状态下，只能闭嘴的我，自然而然地陷入了极度不安的感觉。

  　そうしてそんな調子ですから自ずと、口籠る他にない塩梅のわたしはというと、酷く落ち着かない心地となってしまう感覚に陥ってしまうのでした。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  我不想让眼前这位举止坚毅的阿纳斯塔西娅失望。

  　わたしは眼前に見受けられる毅然とした立ち振る舞いのアナスタシアさんから、失望されるのが嫌だったんです。

  

  

  

  当然，无论男女老少，我都不希望被讨厌或怀有敌意，但最可怕的是被断定为无能。

  　無論わたしは、誰からも老若男女の例外なくして嫌われたりだとか、敵意を抱かれたりなどされたくはありませんが、それに増して何よりも恐ろしいのは、無能として断定されてしまう事なのです。

  

  

  

  因此，我最清楚自己的性格为何如此胆小，这一点我自己也很清楚。

  　故にわたしは自分でも顕著に思われる程に自身の性格の程が如何にして臆病であるのかを、自らが一番理解しているのでした。

  

  

  

  “是吗……怎么办呢……”

  「そう‥。どうしようかしら‥」

  

  

  

  她原本是为了不让人察觉自己的内心而回答的，结果却出乎意料地变得小声了，她的内心仿佛被人看穿了一般，看到了阿纳斯塔西娅思考的样子。

  　そしてそんな内心を悟られない様にして言った返答も、自ずと思いがけずして小声となってしまった様で、その胸中を見透かされたかの如くアナスタシアの一考している姿が見て取れる次第です。

  

  

  随着对非常窝囊的自己的吃惊，觉得污秽的同时，对自己的自我厌恶的情绪涌上心头。

  　とても不甲斐ない自分に呆れるに伴い、穢らわしく思うと同時に、自身に対しての自己嫌悪の情動が湧き上がります。

  

  

  我不愿意。

  　嫌です。

  

  

  

  虽然来到这片陌生的土地还不到一天，但被失望的结果，被认定为无能，这是最应该避免的事态。

  　未だこの見知らぬ土地に来てから一日として過ぎていないにも関わらず、失望された挙句に、無能と断じられてしまうのは何よりも避けるべき事態である筈でした。

  

  

  尽管我有这种感觉，但想要继续说下去的台词，也随着到达喉头，不由自主地咽了下去。

  　けれどそうは感じていてもわたしの口は続けるべくして紡ごうとした台詞も、喉元に至るに伴い自ずと飲み込まれるばかりでした。

  

  

  

  但是，就因为我这样的无能，才会被逼到这样的绝境，我觉得也是没办法的事，于是产生了一种近乎放弃的感情。

  　ですがそれもわたしみたく無能であるが為に、この様な窮地に追い込まれてしまうのは、致し方無い様に思えて、諦めに近い感情が生まれます。

  

  

  

  因此，面对眼前低着眼皮沉思的阿纳斯塔西娅，我想不出合适的话来。

  　ですからそうして目前にて瞼を伏せて何事かを熟考している様子が見て取れるアナスタシアさんの姿に対して、掛けるべき上手い言葉が思い浮かびません。

  

  

  完全不知道。

  　全く知れません。

  

  

  正因为我没有能力随波逐流，所以才会表现得如此狼狈。

  　だからその様にして現状に流されるしか能の無いわたしですから、こうして無様な姿を晒しているのでしょう。

  

  

  我不愿意。

  　嫌です。

  

  

  

  特别是和莉莉姐姐扎的同样的发型，比什么都让人觉得不好意思。

  　特段リリーお姉ちゃんと同様の髪型に結われているこの髪型が何よりも恥ずかしく思われます。

  

  

  

  因为周围的各位老爷的视线都一致地盯着我两侧的头发。

  　何故かというとそれは、周囲に居合わせいます殿方の皆様の視線が皆一様にわたしの両側頭部に対して誂えられている髪に向けられているが所以に他なりません。

  

  

  

  根据母亲的说法，因为大部分大人都有这个习惯，所以对移动的东西都会视线移动。

  　その理由は偏にお母様が仰られる話しでは曰く、殿方の大半はその習性が故に、動く物に対して例外なく視線を運ばせてしまうとのことでした。

  

  

  

  至于母亲所说的审议的程度，作为经验尚浅的我，是无法做出判断的，现在还不清楚。

  　果たしてお母様が語る所の審議の程は依然として経験が浅いわたしとしては判断を下しかねる所存で御座いますが、未だそれは判然としない事柄です。

  

  

  

  但据我所知，在场的各位似乎都在模仿。

  　ですが今にわたしが実感した限りにおいて、場を共に致しています殿方は、どうやらそれに倣う通りな様でした。

  

  

  

  正因为如此，我才会不情愿地受到老爷们的关注，对于现在的现状，我不禁产生了回避感。

  　そしてそんな風だからわたしとしても甚だ不本意に殿方から視線を注がれてしまう今の現状に対して、忌避感を覚えずにはいられません。

  

  

  

  我不愿意。

  　嫌です。

  

  

  

  因为从这个局促的阿纳斯塔西娅小姐那里得到的这件被称为体操服的东西，我感到非常羞愧。

  　だってこの窮屈なアナスタシアさんから与えられたこの体操服と称される代物も、とても恥ずかしく感じます。

  

  

  我不禁感到羞耻。

  　羞恥を覚えずにはいられません。

  

  

  

  于是，被自己的思考旋涡囚禁的我，似乎陷入了连自己都能感觉到的深渊。

  　そしてそんな風に自らの思考の渦に囚われてしまっていたわたしは、どうやら自分でも実感できる程にのめり込んでいた様でした。

  

  

  

  于是，呆滞的我对平时经常陷入的坏习惯，再次给予了声音的阿纳斯塔西娅先生。

  　そうして呆けるわたしは平素から陥る事度々で御座います悪癖に対して、再び声を与えてくださいましたアナスタシア様です。

  

  

  

  “我知道了。那你只要看着就行了。”

  「わかったわ。それならあなたは見ているだけで良いわ」

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  阿纳斯塔西娅在被冠以“样”这个过于自大的称呼时，比任何人都更合适、更贴切。

  　アナスタシアこそ、様と言うあまりに尊大に過ぎる呼称が付けるに際して誰よりも相応しく、適切にさえ思われます。

  

  

  

  嗯，好像是的。

  　ええそうです。

  

  

  

  这是对把自己的旧物转让给我的阿纳斯塔西娅的讽刺。

  　わたしに対して自らのお下がりを譲渡したアナスタシア様への皮肉です。

  

  

  

  不过，对于被迫装得如此悲惨的我来说，这是可以原谅的行为。

  　ですがこれくらいは、この様な惨め極まる装いをさせられたわたしには、許されて然るべき振る舞いに思います。

  

  

  

  我受了这样的侮辱，浑身无力，再加上现在从屁股上能感觉到的视线，虽然不是很严重，但也不是可以无视的事情。

  　わたしはこの様な辱めを受けた無体の程は、今にお尻に感じられる視線も相まって、とてもではありませんが、無視できる事柄では無い様に思われます。

  

  

  

  所以，当我和母亲重逢的时候，一定要把这件事告诉她，让她遭受一些痛苦。

  　ですのでお母様と再会を果たした暁には、必ずこれを報告して、アナスタシア様に対して何かしらの憂き目と遭ってもらえる様に算段を立てておきましょう。

  

  

  

  但是，就在我用这种无益的想法逃避现实的时候，阿纳斯塔西娅先生还是拉住了我的手。

  　しかしながらこんな無益に過ぎる思考にて現実から逃避している間にも、アナスタシア様に手を引かれてしまいます。

  

  

  

  本来我是想带着阿纳斯塔西娅女士一起去的，但在我还不了解那里的情况下，这是不可能尝试的行为。

  　本来であれば、わたしがアナスタシア様を伴いたい所ですが、依然として同所における勝手を知らない段階では、とても試みられる様な振る舞いではありません。

  

  

  

  因此，我只能彻底顺从她的要求，一边用手掌遮住臀部能感觉到的体操服的凹陷，一边设法让她迈步。

  　それ故されるがままに徹する他にありませんわたしは、お尻に感じられる体操服の食い込みを掌で隠しながらも、如何にか足を運ばせたのでした。

  

  

  

  在一位自称宗名的老师的带领下，我突然意识到这里是从校内到校外不远的地方，是一片森林。

  　そうしてソウメイ様と名乗られました教師の方に先導されること暫く、今に趣きました同所は、なんと校内から学外へと少しばかり離れた位置に所在している森の中です。

  

  

  

  当然，穿过高耸入云的石砌城墙，就是树木密集的地方。

  　無論、空高くまで聳え立ってさえ窺えました、圧巻な程に見て取れる石造りの城壁を潜り抜けたこの場に群生している木々の密集地となります。

  

  

  

  所以我们要穿过街道，经过盘问后出远门。

  　ですので街を潜り抜けて、検問を経ての遠出となりました次第で御座います。

  

  

  

  在这个过程中，我的这种向各位献媚的发型，似乎很引人注目，受到了大家的关注。

  　その最中にも、やはりわたしの如何にも殿方に媚を売る様な髪型は、どうやら取り分け目立つ様で、注目を浴びる羽目となりました。

  

  

  

  然而，最令我感到屈辱的，还是从臀部感受到的老爷们投来的视线。

  　しかしながら、それにも増して何よりも屈辱に感じたのは、やはりお尻に感じられました殿方から与えられます視線に御座います。

  

  

  但是，作为理所当然的趋势，事后想想也不难理解。

  　ですがしかし、当然の成り行きとして、後に考えれば及びが容易に付くことでもありました。

  

  

  为什么这么说呢，因为穿修道服的时候没有穿内衣，所以必然要在直的皮肤上穿上体操服。

  　それは何故かというと、修道服を着ていた時分は下着を履いていませんでしたので、必然的に直の肌に体操服を身に纏う運びとなったが所以です。

  

  

  因为阿纳斯塔西娅给我的体操服下面，对我来说有点小。

  　というのも、アナスタシア様から与えられた体操服の下は、わたしには少し小さかった様でした。

  

  

  所以我的屁股并不是特别大，却能如此引人注目。

  　ですからわたしは特段お尻が大きいわけでは無いのに、この様にして注目を集めてしまうのでした。

  

  

  一定是这样的。

  　きっとそうに違いありません。

  

  

  

  如果不是这样的话，我也很为难。

  　だってそうでなくてはわたしとしても困ります。

  

  

  很困扰。

  　困ってしまうのです。

  

  

  

  因此，我做梦也没有想到，竟然会经由下贱之人居住的下街来授课，实在是太令人吃惊了。

  　ですからそうしてまさか、下賤の人々が住まいます下街をも経由しての授業となる運びとは、到底夢にも思いませんでしたので、とても驚いてしまいました。

  

  

  

  经过这些事情，我终于来到了这里，我只能眼睁睁地看着阿纳斯塔西娅殿下施展魔术，消灭妖魔。

  　そしてそれ等の経緯を経て、漸くといった具合に同所へと辿り着いたわたしはといえば、アナスタシア様が、魔術の行使する元に、魔物を一掃している姿を傍目に眺めるばかりなので御座いました。

 
  屈辱

  屈辱

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  我非常困扰。

  　とても困りました。

  

  

  因为现在太阳已经升到中天的位置，天气非常晴朗，但因为这里是森林，所以连阳光都很隐蔽。

  　何故かと言いますとそれは、今に中天の位置に陽が昇って晴天を極めるお天気なのですが、同所は森の中とあってか日差しの程もお隠れになられて思われました。

  

  

  所以非常困扰。

  　ですからとても困っているのです。

  

  

  因为我非常讨厌黑暗，这也正好与此相吻合，我追求光明的倾向尤为明显。

  　何故ならばわたしは暗闇が至極嫌っていますので、それも相まってか光を何よりも求める傾向として、より顕著にあるが所以に他なりません。

  

  

  

  因此，就在刚才阿纳斯塔西娅用魔法定做的一刀之下，被埋葬的魔物在黑暗中死去了。

  　その為つい今し方にアナスタシア様が魔術に誂えました剣の一刀の元、葬り去られました魔物は暗闇中にお亡くなりになりました。

  

  

  看到这一幕，连我都不禁生出一丝怜悯之情，这是一个被轻易驱逐的魔物。

  　それを見てはわたしとしても少しだけですが憐憫を感じてしまう程に、呆気なく駆逐されてしまった魔物さんです。

  

  

  我想。

  　わたしは思うのです。

  

  

  就算是魔物，无论多么恶毒的人，在自己的最后时刻，不也希望自己的身体在太阳下腐朽吗?

  　例え魔物といえども、幾ら悪徳である彼等も流石に自身の最期にあっては、御日様の元で、その身を朽ち果てる事を望むのでは無いでしょうか。

  

  

  

  当然，魔物先生的殉情是我无法不知道的事，但至少我自己是这样。

  　無論魔物さんの心中などわたしが預かり知らぬ及びがつかないお話ではありますが、少なくともわたし自身はその限りであるのです。

  

  

  

  所以说他们也是这样，就把自己比作那样来考虑问题，做出了愚蠢的行为。

  　ですから彼等もその様にあると、自らのそれになぞらえて物事を考える様な、愚行を致しました次第で御座います。

  

  

  

  因此，就连平时讨厌的雷亚诺斯提亚夫人的贺词，也不由自主地献上了。

  　それ故、どうしてか平素から嫌っていたレアノスティア様への祝詞の程も、おのずから進んで捧げてしまいます。

  

  

  

  因此，对于我这种出乎意料的行为来说，这是值得惊讶的。

  　ですのでそれに対して思いがけず行った振る舞いに及んだわたしとしては、これは驚きに値するに至ります。

  

  

  

  之所以这么说，是因为我自己接近了污秽的熊形魔物，所以怜惜了倒在地上的尸体。

  　といいますのも、自ら穢らわしいクマさん型の魔物に近づいていたわたしは、倒れ伏した亡骸を慈しんでいました所存に御座います。

  

  

  

  直到现在我才意识到这一点，所以我对自己到现在为止都不自觉的事实感到非常狼狈。

  　そうしてそれを今に気付くに及んだ為にわたしは、自身がそこに至るまでに無自覚であった事実に酷く狼狽してしまいます。

  

  

  

  但我也能理解这是我自己的举动，所以我转身向向我投来关切目光的阿纳斯塔西娅女士表示感谢。

  　ですがそれは流石に些か過ぎる自らの振る舞いとして理解もできたが故に、踵を返したわたしは、此方に気遣わしげな視線を向けてくださいましたアナスタシア様に感謝の意を示します。

  

  

  

  “对不起，我只是觉得那孩子很伤心，所以才不小心乱了阵脚。”

  「ごめんなさい。わたしはただ、あの子がとても悲しんでいる様に思えたので、思わず取り乱してしまいました」

  

  

  

  因此，在此之际，我打算顺便为自己的不当行为找个借口。

  　ですからそれに際しては弁解も兼ねての、改めて自らの至らない振る舞いに対して、言い訳も述べました所存です。

  

  

  

  因此，我害怕阿纳斯塔西娅大人的反应，不得不卑躬屈膝地抬眼看我，连我自己都能理解。

  　故にこれに応じるアナスタシア様の反応を恐れたわたしは、自分自身でも理解できてしまう程に卑屈な上目遣いにならざるを得ませんした。

  

  

  

  然而，根本不知道我内心想法的阿纳斯塔西娅殿下却仰视着圣母般的微笑。

  　ですがしかしながら、そんなわたしの内心など知る由もないアナスタシア様は、まるで聖母の如き微笑みを称えて仰られました。

  

  

  

  “你很可怜啊。不过没关系的。我想你的东西可能不太好，我会帮你弄掉的。没关系的，我也很喜欢你的这种地方。如果你要像魔物一样奉献给我，那实在是太不合适了，所以我觉得你的慈悲之举或许对我来说是多余的。对，对那种低等生物的慈悲，根本不值得给予。而且你的担心是杞人忧天，因为它自己喜欢黑暗，所以你没有必要考虑它。”

  「貴方はとても哀れね。けれど大丈夫よ。貴方のそれは恐らくあまり良く無いものだと思うから、わたしが無くしてあげるわ。大丈夫、わたしは貴方のそういう所も、とても好ましく思っているわ。魔物如きに捧げるには、貴方のそれはあまりに不相応に過ぎるもの。だから、慈悲を与える様な振る舞いは恐らくだけれど、わたしにとっては不要とすら思えるわね。そう、あんな下等生物に対しての慈悲だなんて、与えるにも値しないのよ。それに貴方の考えている心配は杞憂よ。だってあれは自ら闇を好んでいるのだから、貴方がそれに対して考えを巡らせる必要性が無いもの」

  

  

  

  她满脸灿烂的笑容，让人觉得非常漂亮，她的语言表达出了她特有的风格。

  　そして満面の輝かしいまでの眩いばかりの、極めて綺麗に思われます笑みにて、与えられた言葉の意味する所は、とても彼女らしい物言いで御座います。

  

  

  

  是的，那是一段充满了美好和刻薄感情的独白，听起来甚至有些蛊惑人心。

  　ええ、それはとても美しくも酷薄な感情に彩られた、そして何処か蠱惑的にすらも耳と出来る独白です。

  

  

  

  “我……”

  「わたしは‥」

  

  

  

  因此，我可以接受他们给予我的谴责，但是，我不能明确地给出足够的答复。

  　ですのでそうして与えられた窘めとも受け取ることが出来ますそれに対してしかし、わたしは明確に足るだけの返答を申し上げることが叶いません。

  

  

  

  “不过，现在的你也很好，不管你是谁，我都无所谓。”

  「けれど、今の貴方もそれはそれでとても良いわ。何方にせよわたしとしては構わないわ」

  

  

  

  然而，我对自己的不当之处感到罪恶，得到的却是肯定的话语。

  　しかしながらそう、自らの不得の致す所に対して罪悪を覚えているわたしへと与えられたのは、肯定の言葉でした。

  

  

  

  我吓了一跳，说不出话来，只好不说话了。

  　なのでとても驚いてしまって、二の句を告げることすらもままならないわたしはといえば、自ずと口を噤む他にありません。

  

  

  

  因此，看到阿纳斯塔西娅夫人面对如此狼狈的我，随着她那漆黑的长发自动翻飞，转身离去的样子。

  　ですからそんな風に無様を晒すわたしを前としたアナスタシア様の側は、その漆黒の長髪を自ら翻すに伴い、踵を返す姿が見て取れます。

  

  

  

  “呵呵……再不快点就要迟到了。走吧，爱丽丝小姐。”

  「ふふ‥早くしないと遅れをとってしまうわね。行きましょう、アイリスさん」

  

  

  

  于是我听从了阿纳斯塔西娅大人的话，暂时委身于此，前往周围渐渐被视为实力派的殿下所在的地方。

  　そしてアナスタシア様の御言葉に従うがままに身を委ねて暫く、周囲には次第と実力者として見受けられます、殿方が居ます同所へと赴いた次第です。

  

  

  

  其中还有那位老师，也就是宗明大人伟岸的身影，所以这里应该是魔鬼特别密集的地带。

  　その中にはあの教師のお方、ソウメイ様の偉丈夫然とした姿も見られることから、ここが特段魔物が密集している地帯だと思われます。

  

  

  

  因此，我的视线自然是交错的，陷入了被他强有力的眼睛射穿的窘境。

  　それ故、当然ながら視線が交錯する運びとなりましたわたしは、彼の力強い瞳に射抜かれる羽目となりました。

  

  

  

  “你们为什么要由同性组成?尤其是阿晓，你父亲曾拜托我们物色合适的对象……但前提是对方不是男人，不然怎么可能?为什么要和龙鬼殿的女儿在一起?”

  「お前たち、何故同性で組んでいる？特に暁、お前の父からは、相応しい相手を見繕う様に頼まれているのだが‥。だがそれも、相手が男でなくては叶うまい？それが何故、龍鬼殿の御息女と共に居る？」

  

  

  

  于是，宗命大人也跟着一起抬眼看我，他用看不出感情的眼神俯视着我。

  　そしてそれに伴い応じたソウメイ様は、彼を思わず上目遣いで仰ぎ見ましたわたしを、感情の窺えない眼差しで見下ろされました。

  

  

  

  因此，当我看到他这种意料之外的举动时，产生了一种错觉，仿佛他就像被食肉动物盯上的草食动物一样，被缝在了原地。

  　ですので、そんな予期しない彼の振る舞いを受けたわたしはといえば、まるで肉食獣に睨まれた草食動物の様にその場に縫い留められてしまったかの如き錯覚に陥りました。

  

  

  

  但是我会忍耐的。

  　ですがわたしは耐えます。

  

  

  因为在这里被气势压倒的话，会成为雷亚诺斯提亚家族的耻辱。

  　だってここで気圧されていては、レアノスティア家の恥となるのです。

  

  

  我以这个名字狠狠地瞪了对方一眼。

  　その名にかけてわたしはキッと相手を睨み返しました。

  

  

  

  但是，眼前这位威风凛凛的宗明大人，却丝毫没有介意的样子。

  　ですが、眼前に見て取れます至極堂々たる立ち振る舞いのソウメイ様はといえば、微塵もこれに対して意に介した素振りが皆無です。

  

  

  

  那样的话我也很为难。

  　そんな風にされてはわたしとしても困ってしまいます。

  

  

  从刚才开始就困惑不已的我，无论如何也不能就此退缩。

  　先程から困惑頻りのわたしはどうしてもここで引くわけにはいかないのです。

  

  

  

  因为我想，若非如此，今后我就无法反抗他了。

  　何故ならば、そうでなければわたしは、これから先、この方に逆らうことができなくなってしまうと思ったからで御座います。

  

  

  

  但是宗明大人不以为然，对我的这种顾虑也无动于衷，向我伸出了手。

  　ですがその様なわたしの心掛けも無常にして、応じたソウメイ様は、此方に手を伸ばしてきました。

  

  

  

  看着那粗糙的手掌朝我逼近，我不由得缩了缩身子，一动也不能动。

  　そうしてその無骨な掌がわたしに迫り来る光景に対して、思わず身が竦んでしまって、身動きすらままなりません。

  

  

  

  但是，我原以为自己会不会因此而受到打击，但下一瞬间的感触让我明白了这是杞人忧天的事实。

  　ですがその様にして打たれるのでは無いかと思ったわたしの心配は、次の瞬間に与えられたその感触で杞憂であった事実を悟ります。

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  现在能感觉到的是他的头部，就像前几天风贺大人给予他的温暖慈悲一样。

  　今に頭部へと感じられるのは、まるで先日にフウガ様から与えられた暖かな慈悲と酷似したそれと比較して相違ありませんでした。

  

  

  

  一定是那个。

  　きっとそれに他なりません。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  刚才那位宗命大人伸出手来，他那粗壮的手掌温柔地抚摸着我的头。

  　今し方に手を伸ばしましたソウメイ様の大きくて無骨な掌は、わたしの頭を優しく撫でてくれたのです。

  

  

  

  他那凹凸不平的五指，与我那白皙、懦弱的皮肤完全对称，非常强壮。

  　そのとてもゴツゴツとした五指は、わたしの色白な情けのないひ弱なそれとは対称的に思われます程に、逞しい代物でした。

  

  

  

  然而，当我忍不住眯起眼睛时，伫立在一旁的阿纳斯塔西娅女士挡住了我的意识。

  　ですが、それに思わず自ずと瞳を細めてしまうまでに甘受していましたわたしの意識を遮りましたのは、傍らに佇んでいたアナスタシア様です。

  

  

  

  “住手，这些下人。你们这些男人不应该轻易接触，所以才讨厌男人。”

  「やめなさい。この下衆が。貴方達男がそうして気安く触れて良いものではないの。それだから男は嫌いよ」

  

  

  

  突然美貌扭曲的她，突然用自己的手拂去了抚摸我的宗明大人的五指。

  　突如として美貌を歪ませた彼女は唐突、自らのその手でわたしを撫でていたソウメイ様の五指を払い除けたのです。

  

  

  

  然后，眼前的景象让我立刻回过神来，挑战似的抬头看着宗明大人。

  　そして途端、その光景を前としたわたしも即座に我に帰り、挑む様にソウメイ様を見上げました。

  

  

  

  我觉得自己受到了侮辱，后来回想起来，也觉得自己被羞辱得无地自容。

  　なんだか侮られた様でいて、わたしとしても後になって考えれば、何処か無様を晒したかの如き、屈辱に苛まれる羽目となりました。

  

  

  为什么这个男人会摸我的头呢?

  　わたしはどうしてこの男から頭を撫でられたのでしょう。

  

  

  因为到现在还不清楚，所以我非常不服气。

  　それが未だに判然としないが為に、とっても不服で仕方がありません。

  

  

  为什么我受到了这样的耻辱，却在一瞬间产生了一种类似安稳的感情呢?

  　何故わたしはこの様な恥辱を与えられて尚、一瞬ながら安らぎに似た感情を抱くに及んでしまったのでしょうか。

  

  

  我依然不能理解那个。

  　それが依然として理解できません。

  

  

  

  我觉得是发生在我从来没有接触过的地方的事情。

  　わたしが今までに及んだ事がない所にある事柄な様に思われます。

  

  

  

  而且仔细一看，虽然不比学生们明显，但宗明大人的视线应该集中在我的臀部附近。

  　そしてよくよく見て取れば生徒の殿方よりかは顕著ではありませんが、少なからずソウメイ様の視線が向かう先は、わたしの身体の臀部の辺りに注いで思われます。

  

  

  

  被这样不礼貌的目光注视，会感到莫大的耻辱，同时也会产生反抗的感慨。

  　その様な不躾な眼差しを向けられては、凄まじい恥辱を覚えると共に、反発の様な感慨を抱いてしまいます。

  

  

  

  于是，我自然而然地赞同了阿纳斯塔西娅夫人的观点，我模仿她的样子，仰视着宗明夫人，也不说话，只是瞪着她。

  　ですので自ずとアナスタシア様に同調しましたわたしはといえば、彼女に倣いソウメイ様を仰見ながらも、何を語るでもなく睨み付けたのでした。

 
  殲滅

  歼灭

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  在我罕见地刚强地面对宗命的同时，我也渐渐对自己暴露出的羞耻的姿势感到厌恶。

  　そうしてその様に、わたしが珍しく気丈ながらソウメイ様に臨んでいる一方で、漸く自身の晒している、恥ずかしい体勢に対して、少なからず及びがつきました。

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  现在的我只专注于宗明大人，撅着屁股瞪着对方。

  　今のわたしはソウメイ様へと夢中になるばかり、お尻を突き出した姿勢にて、相手を睨みつけていたのです。

  

  

  

  所以，面对如此滑稽的我，老爷们投来的眼神，甚至让我感到无比屈辱和羞耻。

  　ですから自ずとそんな滑稽な姿を晒すわたしに対して向けられる殿方から与えられた眼差しからは、至極屈辱的にすら感じられる程、羞恥を覚えました。

  

  

  

  而且，因为体操服的下面太小了，塞得特别深，即使不看也能理解。

  　そしてそれに際してですが、あまりに体操服の下が小さいが為に、凄く食い込みが、例えそれを見なくとも理解に及びます。

  

  

  

  所以不能再继续下去了，我立刻用双手护住自己的臀部。

  　ですのでこれを続けるわけにもいかないので、わたしはすぐさま自身の臀部を後ろ手に庇います。

  

  

  

  当然不是单手而是双手向臀部转动，这次我不由自主地咬着嘴唇低下了头。

  　無論片手ではなく両手をお尻の方へと回し、今度は思わず唇を噛んだままに俯いてしまいました。

  

  

  

  接下来，为了看宗明大人的脸色，我不得不抬眼看他，当时我的脸红程度，连我自己都觉得脸颊发热了。

  　次いで如何にかソウメイ様の御顔色を伺う為にも上目遣いにならざるを得なかった時、わたしは自分でも頬が熱くなっているとまでに理解へと至る程には赤面していたと思われます。

  

  

  

  因此，当你说出下一句话时，就会不由自主地依赖于自己的冲动，无意中就会流露出极其滑稽的话语。

  　それ故自ずと次なる口とした言葉は、自身の衝動に身を委ねてしまい、意図せずして酷く滑稽な物言いが溢れてしまいます。

  

  

  

  “啊，那个……我……因为没有魔力，所以请阿纳斯塔西娅大人陪着我……所以，请原谅我。”

  「あ、あの‥わたし‥魔力が無いから、アナスタシア様に一緒に居てもらってるんです‥。ですからどうか、お許しください」

  

  

  

  所以，当我做出这种酷似恳求的举动时，旁人也一定会觉得我很荒唐。

  　ですからその様にして懇願にも酷似して思われる立ち振る舞いを呈してしまうわたしは、恐らくこれを傍目に窺う人々にも、無様に見て取れるに違いありません。

  

  

  

  “不……只是，我也不能让晓家无碍。阿纳斯塔西娅，还有那些家伙已经开始对你刮目相看了。所以怎么样?是不是时候到了?”

  「いや‥ただ、俺としても暁家を無碍にするわけにもいかんのでな。アナスタシア、お前を見初めている奴等もいる。故にどうだ？そろそろ潮時ではないか？」

  

  

  然而，当我说出这番话时，宗明大人却以落落大方、沉着冷静的态度答应了。

  　しかしながら、そうしてわたしの言葉に際したソウメイ様はといえば、鷹揚に至極落ち着き払った態度にて、応じてくださいました所存に御座います。

  

  

  

  “这不是一个普通教师能判断的，他的行为实在太荒唐了。”

  「それは一介の教師如きが判断する所にないわ。これ以上の振る舞いは流石に目が余るわね」

  

  

  

  然而，这样回答的阿纳斯塔西娅夫人，却毫不犹豫地一口回绝。

  　ところがそんな風にして受け答えましたアナスタシア様は、特段堪えた様子もなく一蹴されるばかりです。

  

  

  

  “哦……难道你不遵从父亲的命令吗?不过，那也好……那我就这样拒绝吧。”

  「ほう‥まさかお父上からの命に従わないとはな。だがそれもよかろう‥。ではその様に俺から断っておこうではないか」

  

  

  从宗明大人对他说的话中，可以看出他虽然说得很严肃，但也有几分开心的样子。

  　そしてそれに対するソウメイ様の仰られました所の内容からは、極めて厳かな物言いながら、何処か楽しげな素振りも窺えました。

  

  

  

  就这样，刚刚交谈过几句的两个人，结束了彼此的对话后，不约而同地转身离去。

  　そんな風に今に言葉での応酬は交わしました御二方は、そうして互いに言葉を締め括りますと、何方からともなく踵を返します。

  

  

  

  “爱丽丝先生，再和这个男人纠缠下去也没有意义了，你也可以这样安排。”

  「アイリスさん、これ以上この男と拘っていても無意味だわ。貴方もその様に計らってくれて構わないわよ」

  

  

  

  然后用极其冷淡的举止断言的阿纳斯塔西娅夫人，迅速地拉起我的手。

  　そうして至極素っ気ない振る舞いにて言い放って見せましたアナスタシア様はといえば、足取りも速やかにわたしの手を引きます。

  

  

  从那以后，在树木丛生的森林中，我们得以接触到那广阔的生命气息。

  　それから群生している木々が立ち並ぶ森林の只中で、わたしたちはその広大な生命の息吹に触れることとなりました。

  

  

  

  “……好厉害……”

  「‥すごい‥です‥」

  

  

  

  因此，当我亲眼目睹这一景象时，对这一意料之外的色彩丰富的景象，不禁发出感叹。

  　ですのでそれを目の当たりにしたわたしはそんな予期しない彩色豊かな光景に対して、感嘆の吐息を溢さずにはいられませんでした。

  

  

  

  “是吗?我觉得这是随处可见的景象……”

  「そうかしら？こんなの何処にでもある光景だと思うのだけれど‥」

  

  

  

  不过，站在我身边的阿纳斯塔西娅女士似乎并不局限于此。

  　ですがどうやら、わたしの側に酷く退屈そうに佇むアナスタシア様は、その限りではない様子です。

  

  

  这到底是为什么呢?

  　一体何故なのでしょうか。

  

  

  我想，在这样一片绿意盎然、花草盛开的绝景面前，阿纳斯塔西娅女士也会效仿我，为之感动吧。

  　この様な素晴らしい緑が満ち溢れた草花咲き乱れる絶景を前としては、アナスタシア様も同様にわたしに倣い感動すると思いましたのに。

  

  

  

  然而，阿纳斯塔西娅大人并没有受到什么特别的感动，只是摆弄着手中的小短刀。

  　しかしながらアナスタシア様は特段何を感銘を受けるでもなく、手中に収めた小振りな短刀を弄んでいる姿が窺えます。

  

  

  

  虽然从他的样子看不出有什么特别之处，但我丝毫感受不到他对眼前的景象的感动。

  　その姿からとてもではありませんが、今に眼前にて広がる光景に対する感動の程は、微塵も感じられません。

  

  

  这就是所谓的价值观差异吧。

  　所謂これが価値観の相違となるのでしょう。

  

  

  因此，我对阿纳斯塔西娅殿下用短剑斩杀的魔物的尸体献上祝词。

  　ですから曖昧な微笑を称えたわたしは、アナスタシア様が今に短剣でもってして討ち取られた魔物の死骸に対して、祝詞を捧げるに留めます。

  

  

  

  下一个被杀死的小鬼，是一个长着翅膀的小鬼，一眼就能看出他的长相极其丑陋。

  　次なる仕留めたそれ等は、一目見ただけでも極めて醜悪に思われるお顔立ちをして窺える羽の生えた小鬼となります。

  

  

  

  虽然不清楚它们为什么会繁殖到这种程度，但由于刚才从短剑上飞出的冲击波，无一例外地将它们一网打尽。

  　何故にここまで繁殖しているのかは不明ですが、つい今し方に短剣から飛ばされた衝撃波により、一つの例外もなく一網打尽とされていました。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  从阿纳斯塔西娅溢出的魔力的残渣逐渐成为主流，在一点迎来收敛的话成为波。

  　アナスタシア様から溢れ出る魔力の残滓が次第に本流となり、一点に収束を迎えると波となるのです。

  

  

  然后迸出的闪光完美地割开了目标的头部。

  　そして迸る閃光が、標的の頭部をものの見事に刈り取る光景が見て取れます。

  

  

  

  那样子实在是太残忍了，让人看不下去，不过看来阿纳斯塔西娅女士的样子还不限于此。

  　その様はあまりに残虐に過ぎる代物で見るに耐えませんでしたが、どうやらアナスタシア様はその限りでは無いご様子でした。

  

  

  

  担任这庞大魔力的阿纳斯塔西娅大人，使出极其巧妙的技巧，将相对的魔物一扫而光。

  　この膨大な魔力の担い手たるアナスタシア様は、極めて巧みな技巧を繰り出して、相対する魔物を一掃しています。

  

  

  

  “阿纳斯塔西娅小姐……这样就可以了吧……爱已经不太想待在这里了。”

  「アナスタシア様‥これくらいでよろしいのではないでしょうか‥。アイはもうあまりこの場には居たくありません」

  

  

  

  因此，看着鲜血飞沫般惨不忍睹的魔物尸体，我陷入了一种心跳加速的感觉。

  　ですのでそんな惨憺たる血飛沫が上がる魔物の死骸を見ていますと、とても心臓の鼓動が脈打つ様な感覚に陥ってしまうのでした。

  

  

  

  所以我才会这么建议，阿纳斯塔西娅夫人接受了我的建议，嘴角露出美丽的微笑。

  　ですからそう進言するに至りましたわたしの言葉を受けるに応じますアナスタシア様は、その口元に美しい微笑を露わとままに、受け答えられました。

  

  

  

  “……作为我来说，再玩一会儿也不吝啬，不过，确实不需要再待太久了。好了，把这些污物烧了之后，我们回去吧。”

  「‥わたしとしてはもう少し戯れに興じることも吝かではないけれど、そうね、流石にこれ以上の長居は不要よね。いいわ、この汚物を燃やした後、戻りましょうか」

  

  

  

  听到如此高声的宣言，阿纳斯塔西娅夫人心情大好，严肃地点燃了魔术的火种。

  　そう声高にも宣言されましたアナスタシア様は、機嫌も上々といった風に、粛々と魔術による火種を生み出しました。

  

  

  

  这一连串的事件，都是以极其简练、流畅的动作表现出来的。

  　その一連の出来事は、極めて洗練されて思われる程に、流れる様な動きでもってして、振る舞われた次第で御座います。

  

  

  

  因此，我总是情不自禁地对她那极其帅气的身姿着迷。

  　それ故わたしはどうしても、その極めて格好の良い姿に対して、思わず見惚れてしまいます。

  

  

  

  本来我是想让他看到我的优点的，但现在看来是不可能实现的。

  　本来であればわたしがその様にして良い所を見せく思っていたのですが、それも今となってはとても叶いそうにはありません。

  

  

  

  对于没有魔力的我来说，和魔物对峙到底是不可能的吧。

  　やはり魔力の無いわたしに魔物と対峙することなど、到底不可能だという事なのでしょうか。

  

  

  

  就这样，阿纳斯塔西娅女士若无其事地结束了课程，带着我再次与宗明女士会合。

  　そうして特段何事もなく授業を終えたアナスタシア様は、わたしを伴い再びソウメイ様と合流を果たしました。

  

  

  

  而且在我前往的现场，已经有几组完成狩猎的人前往。

  　そして赴いたその場には、既に何組かの狩を終えられた方々が、足を運ばせていた様子が見て取れます。

  

  

  

  那里好像有比阿纳斯塔西娅大人更努力歼灭魔物的老爷们。

  　それはアナスタシア様よりも魔物の殲滅に対して精を出した殿方達が、同所には居合わせている様でした。

  

  

  

  看来，在我这种背负重担的状态下，即使是最优秀的阿纳斯塔西娅大人，也被与殿下同行的人抢先了。

  　どうやらわたしなどという重荷を連れた状態では、流石のアナスタシア様といえども、殿方と共にある組には先を越された様です。

  

  

  

  但是，从阿纳斯塔西娅殿下那超然的脚步中，丝毫看不出介意的样子。

  　しかしながら、そうして集うに歩みを進ませるアナスタシア様の超然とした足取りからは、微塵も意に介する様子が見受けられません。

  

  

  

  从她的样子来看，我渐渐意识到，阿纳斯塔西娅根本没有和她们一伙人竞争的打算。

  　その様子から鑑みますに、アナスタシア様としては特段、彼等彼女等の組と張り合うつもりは毛頭皆無であったらしい事に、漸くわたしは及びます。

  

  

  

  因此，当我明白了自己误会的事实后，怀着相当羞耻的心情，像阿纳斯塔西娅夫人的阴影一样，躲在她的背后。

  　ですので勘違いをしていた事実を理解するに至りましたわたしは、少なからず羞恥を抱いてアナスタシア様の陰となる様に、その背に隠れました。

  

  

  

  “原来如此……果然晓的名字不太可爱。不过我也看到了，他有些过分夸张地使用了魔力。多少也要知道分寸。”

  「なるほど‥やはり暁の名は伊達では無いな。だが此方からも見えたが、幾分魔力を派手に使いすぎだ。多少は加減を知れ」

  

  

  

  面对这样的我，阿纳斯塔西娅夫人露出了爽朗的笑容，她正在接受宗命夫人的称赞。

  　そしてそんな有様のわたしに対してクスクスと笑みを溢されましたアナスタシア様は、ソウメイ様から称賛を贈られている最中なのでした。

  

  

  

  “哼……当然了。我是不可能落后于这些小杂鱼的。而且，我不喜欢像你这样朴素的战术。所以很不巧，即使你是老师，也不会接受你的建议。还有，爱丽丝，你对这孩子也有相应的评价吧?”

  「ふんっ‥当然ね。このわたしがこの様な雑魚に遅れを取るなどあり得ないもの。それに、貴方の様に地味な戦法は好まないわ。だからお生憎さまね、幾ら貴方が教師の立場だとしてもそれに対しての口上は聞き入れられないわ。それと、アイリスさんだけれど、この子にもそれなりの評価を与えてくださるのよね？」

  

  

  

  但是，阿纳斯塔西娅夫人似乎已经习惯了被这样赞美，她没有露出一丝喜色，只是盯着我说道。

  　ですがその様に褒め唱えられる事に慣れている素振りが見られますアナスタシア様は、喜色を露わとすることもなくわたしを見つめたままにそう仰られたのでした。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  就这样，虽然有些胆怯，但我还是把自己交给了阿纳斯塔西娅小姐的老师，第一次上课就没有发生什么事了。

  　その様にして些か卑怯ながらもわたしはアナスタシア様から受けたおこぼれに預かることで、初めての授業ではことなきを得ました。

  

  

  

  也许，如果这些都是风歌先生委托我转达给阿纳斯塔西娅女士的内容，那我再怎么感谢也感谢不了。

  　恐らくですかれど、これも全てフウガ様がアナスタシア様に対して言伝に頼まれていた内容だとしますと、とても感謝しても仕切れません。

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  我虽然害怕阿纳斯塔西娅大人的活跃，但也利用了她，虽然采取了极其卑劣的做法，但总算在同级中有了一席之地。

  　わたしはアナスタシア様の活躍に恐れながらも乗じることにより、酷く卑劣極まるやり方では御座いますが、漸く同クラスにおいての立ち位置を誂える事ができました次第となります。

  

  

  

  因为，每次远征驱除了多少妖魔鬼怪，都要自己申报。

  　といいますのも、一度の遠征においてどれ程までの魔物を駆除したのかを自己申告により報告を成すのです。

  

  

  阿纳斯塔西娅夫人刚刚取得的功绩，也是因为她的温情，我才得以效仿。

  　それ故アナスタシア様がつい今し方に挙げられました功績も、彼女の温情によりわたしもそれにあやかる事ができた所存に御座います。

  

  

  

  作为一个人来说，我的行为实在是太卑鄙了，但对于我来说，我仍然不能随心所欲地在这里生活，所以只能甘之如饴。

  　正に人としてはあまりに最低な振る舞いではるのではあるのですが、依然として同所における勝手には及ばないわたしには、これに甘んじる他にないのでした。

  

  

  是的，是的。

  　はい、そうです。

  

  

  虽然不是很严重，但我刚才亲眼目睹了它的存在，我才真正体会到，不够格的我，终究是达不到邪恶的魔物的。

  　とてもではありませんが、至らないわたしでは、到底邪悪な魔物には及ばないと、先程その存在を目撃しました折に実感致しました。

  

  

  

  因此，我只能像这样卑鄙无耻地忍受耻辱，享受阿纳斯塔西娅殿下赐予我的丰功伟绩。

  　ですのでこうして卑しくも無様ながら恥を忍んでアナスタシア様から与えられた紛い物の功績を享受する他にない次第でした。

  

  

  尽管如此，我自己却对此感到了不正当的罪恶，这实在是太肤浅了。

  　にも関わらず、これに対してわたし自身が不正への罪悪を感じてしまっているのだから、あまりに浅ましい話であるのです。

  

  

  因为即使意识到这种思考，也只不过是积累了愚蠢的行为而已，本来就应该严肃认真地进行改善。

  　何故ならばその様な思考に意識を巡らせたとしても、只々愚行を積み重ねているだけに過ぎず、本来であれば粛々と改善に取り組むべきであるのですから。

  

  

  

  因此，我一直保持着这种状态，直到现在，我仍然紧紧抓住阿纳斯塔西娅夫人的后背。

  　ですからそんな調子に徹してしまい、今もアナスタシア様の背に追い縋るがままに手を引かれるばかりとなります。

  

  

  

  所以，我不知道是不是我自己的无能所造成的影响，但不知为何，我仍然无法判断聚集在一起的视线有多远。

  　それ故果たしてわたし自身の不得の致す所が影響しているのか定かではありませんが、何故か集わせてしまう視線の程は依然として判然としません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  尽管我打从心底理解真正的含义，但一旦意识到这一点，就会不由自主地感到羞耻。

  　本当のその意味する所は心底からわたしは理解しているのにも関わらず、それを意識してしまうと思わず羞恥に駆られてしまうのです。

  

  

  

  因此，我感到了耻辱。当我再次回到学园的时候，也感到了屈辱。

  　それですので恥辱を覚えてしまうわたしはといえば、再び学園へと帰還を果たした時分においても屈辱を感じています。

  

  

  那是因为我依然穿着阿纳斯塔西娅夫人给我的体操服。

  　それは、依然としてアナスタシア様から譲り受けました体操服をわたしが身に付けているが所以に他ならないでしょう。

  

  

  

  为此感到非常不舒服的我，只能自然而然地变成内八字。

  　その為に酷く居心地が悪く感じてしまっていますわたしは、自ずと内股になる他にありません。

  

  

  

  但是，对于这种与自己不相称的行为，我也会踌躇不前，自然而然地战战兢兢地看周围人的脸色。

  　ですがその様な自らに相応しくない振る舞いにも躊躇いを覚えてしまうわたしは自然、恐る恐るといった調子で周囲の人々の顔色を伺います。

  

  

  

  但是在那个瞬间，由于上身前屈，体操服的布料对臀部反而嵌入了。

  　しかしながらその途端、上体を前屈みにしたことにより体操服の生地が余計にお尻に対して食い込んでしまいます。

  

  

  在场的人，其中最明显的是各位老爷，他们立刻把目光投向我的臀部。

  　するとすぐさま場を共にしている人々、その中でも著しく窺えますのは特段殿方の皆様が、わたしの臀部に眼差しを注がれました。

  

  

  

  因此，当我不由自主地咬住战栗的嘴唇时，我的内心想必也显露出了我不愿被折磨的样子吧。

  　ですので否が応にも戦慄いてしまう唇を自ずと噛み締めるに伴うわたしは、酷くよるべない内心を露わとしている事でしょう。

  

  

  

  所以，也许是考虑到自己如此混乱不堪、丑态百出的样子，阿纳斯塔西娅大人才会帮助我。

  　ですからそんな調子で混乱する事頻りの醜態を晒す自身の無様を慮って頂けたのか、アナスタシア様がわたしに対して助け舟を与えてくださいました。

  

  

  

  “不要紧吧?……看上去脸色不太好……”

  「大丈夫かしら？‥見るに顔色が優れない様だけれど‥」

  

  

  

  在您如此小心翼翼地关心我的情况下，我的内心也受到了极大的震撼。

  　そしてそんな風に恐れ多くも気遣いをして頂いた手前、わたしとしてもこれに対しては、酷く心を揺り動かされました。

  

  

  

  “谢谢。不过，我没关系的。那个……阿纳斯塔西娅女士，今天能得到您的帮助，我感到很高兴。”

  「ありがとう御座います。ですが、わたしは大丈夫です。あの‥アナスタシア様、今日は助けて頂き、とても嬉しく思いました」

  

  

  因此，当我和我自己意识到的时候，就会深深地向阿纳斯塔西娅夫人低头行礼。

  　その為わたしも自身も自ずと気がつけば深々とアナスタシア様に向かって頭を下げていました次第で御座います。

  

  

  

  “不，那你就不必在意了。因为我只是想这么做而已。所以我并没有做任何能让你感谢的事。你明白这一点了吗?”

  「いいえ、それなら貴方が気にすることはないわ。だってわたしがそれをしたかっただけだもの。だからわたしは貴方から感謝される様なことは何もしていないのよ。それをよくよく理解したかしら？」

  

  

  

  但是接下来阿纳斯塔西娅夫人说的话，简直就像是在否定自己的仁慈行径。

  　ですが次いでアナスタシア様から語られたのは、まるで自らが行った慈悲深鬼行為を否定する物言いでした。

  

  

  看着她的样子，我渐渐意识到伫立在我眼前的阿纳斯塔西娅是一个多么善良的人。

  　そしてその様を見ていると次第に自身の眼前に佇むアナスタシア様がどれだけの善性を誇る人であるのかに及びます。

  

  

  因此，我从心底被阿纳斯塔西娅夫人那高洁的精神气质深深打动。

  　それ故わたしは心底からアナスタシア様の高潔なその精神性に、酷く心打たれたのでした。

  

  

  

  因此，我不再做画蛇添足的事情，一直待在阿纳斯塔西娅女士身边，直到这堂课结束。

  　ですのでわたしはそれ以上の蛇足となる振る舞いは控え、この授業が終わるまでアナスタシア様の側に身を留めました。

  

  

  

  就这样，我结束了我觉得过于密集的一节课，从那之后，我开始学习一些并不是特别新鲜的世界的历史。

  　そうしてあまりに濃密に思えました一時限を終えたわたしはといえば、そこからは特段新しい事柄でも無い世界についての歴史などを学ぶ運びとなりました。

  

  

  

  在这个时候，我平时穿的修道服再次成为了问题。

  　それに際してなのですが、再び改めて問題となったのが、わたしが平素から着用しています修道服に御座います。

  

  

  之所以这么说，是因为我在圣域的时候，对这个世界很陌生，根本无法接触到这个世界，所以我的装束总是暴露得非常厉害。

  　それといいますのも、聖域に居た時分はあまりに世間に疎く、及びがつかない所にある事柄でしたが、どうやらわたしの装いは極めて肌の露出が激しくある様なのです。

  

  

  

  因此，我只能自然而然地意识到这一点，所以才会出现从裸露的臀部到大腿的皮肤都暴露在外的事实。

  　ですから自ずとそれを改めて意識させられるに他にないわたしは、確かに剥き出しとなっている臀部から太腿に掛けての肌を晒している事実へと至りました所存です。

  

  

  

  我不想让别人看到我那苍白的肤色，所以多少有些抵触。

  　その為に露わとなっている情けない色白な肌色を人目に見せたくなかったわたしはといえば、少なからずやはり抵抗を覚えます。

  

  

  我平时并没有刻意锻炼，但我那过于柔软的下半身，根本无法与在座的各位那肌肉结实的肉体相比。

  　それが為に特段平素から鍛えているわけでもないわたしの柔らかに過ぎる下半身は、今に場を共にしている殿方の引き締まった筋肉質な肉体とは、比べるべくもありません。

  

  

  

  因此，我平时也想要那样强壮的身体，所以也锻炼过，但最终没能实现。

  　それ故わたしとしても平素からその様な逞しい強靭な身体が欲しいが為に、鍛えた事がありましたがしかし、それも遂には叶いませんでした。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  我的臀部和大腿上长满赘肉，无论怎么锻炼都不会变硬。

  　幾ら鍛えても全く硬くもならない贅肉がついた臀部と太腿に対しては、わたしは辟易としてしまったのでした。

  

  

  不过，与下半身对称的是，腹部多少有些收紧，所以在日常饮食上格外注意。

  　しかしながらそんな下半身とは対称的に腹部だけは多少は引き締まりましたので、日々の食事には心掛けていました。

  

  

  

  所以我想要保持体型，但如果下半身脂肪堆积得很惨，即使在同性眼里也会觉得很滑稽吧。

  　ですのでそれだけは保とうと、体型を維持しているのですが、惨めにも下半身だけ脂肪がついている身体は、同性の目から見てもさぞ滑稽として映るでしょう。

  

  

  

  我想要的不是被柔软的脂肪覆盖的臀部，而是像钢铁一样坚硬的肌肉。

  　わたしはこの場に居合わせています殿方の様に、柔らかな脂肪に覆われた臀部ではなく、硬い鋼の如き筋肉が欲しいのです。

  

  

  而且，我希望的不是白皙的大腿，而是像圆木一样硬邦邦的，像扎根在大地上的大树根一样的双腿。

  　そして色白い太腿ではなくて、まるで丸太の様にしてゴツゴツとした、大地に根付いている様にも見て取れる程に大きな、大木の根っこの如き両脚を望んでいます。

  

  

  

  所以，我不愿意把自己那过于悲惨的身体同处一处，或者对众人示众。

  　ですからわたしはその様な自らのあまりに惨めに過ぎる身体を同所に共にする、人々に対して晒すことはどうしても憚られました。

  

  

  尽管如此，我现在还是甘于穿着修道服，尽管我很不情愿，但还是在上课。

  　にも関わらず今現在も修道服を身に纏うに甘んじる羽目となっていますわたしはというと、甚だ不本意ながら授業を受けています。

  

  

  

  但是，从修道服的缝隙中看到的自己的悲惨境遇，无论如何我都很在意。

  　しかしながらどうしても修道服の隙間から窺える部分から覗けた自らの惨めなそれが、否が応にも気になってしまいます。

  

  

  

  因此，饱受耻辱折磨的我，自然而然地大腿内八，以此来掩饰袭来的屈辱。

  　その為酷い恥辱に苛まれるわたしは、自ずと自身の太腿が内股になるのに伴い、それを擦り合わせて襲いくる屈辱を誤魔化します。

  

  

  

  因为我刚入学，所以引起了大家的关注，对此我感到很不情愿。

  　そうしてわたしは入学したばかりとあってか注目も集わせてしまっている事実に対して、とても不本意と感じてしまいます。

  

  

  

  因此，我的意识从在眼前讲课的宗明大人身上偏离，自然而然地对同班的各位产生了自卑感。

  　ですので眼前にて講義をしているソウメイ様の御姿から意識は逸れて、自然と同クラスに共に在籍している殿方へと勝手に劣等感を覚えてしまいます。

  

  

  

  因此，我对在场的那些坚强的大人发出诅咒，同时也感到有些胆怯。

  　ですからそんな風にこの場へと居合わせています逞しい殿方へと、呪詛の念を送ると共に、少なからず気後れしてしまいます。

  

  

  

  他们就这样不礼貌地对我投来好奇的目光，我感到一种连自己都能意识到的羞辱。

  　そしてその様にして彼等が不躾にわたしへと与えてくるその好奇の眼差しに対しても、自身でも自覚できる程の辱めとしても感じられたのでした。

  

  

  

  因此，我打从心底憧憬那些比我强壮得多的人。

  　それ故そんなわたしよりも遥かに強靭なる逞しい肉体を誇る彼等には、心底から憧憬を抱くに及んだのでした。

  

  

  

  但是，我只能穿着这样的衣服上课，只能把羞耻的身体暴露在外面。

  　ですがこうした装いで授業に臨むしかないわたしは、そのままの恥ずかしい身体を晒したままに身を委ねる他にありませんでした。
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  Sakura翻译缺失。
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  “爱丽丝先生，你是作为我家的食客来接待的吗?”

  「アイリスさん、貴方はわたしの家の食客としてもてなす事になっているの」

  

  

  

  那时大半的课都结束了，只剩散学的聚会了。

  　時分も大半の授業が終えられた、最早残す所終業の会となりました頃合いに御座います。

  

  

  

  到了那个阶段，以我极其脆弱的精神性，更是疲惫不堪。

  　そしてその段階になると、わたしの極めて脆弱なる精神性では、殊更に疲弊も甚だしい限りなのです。

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  

  我迄今为止所承受的、不知所止的、无限高涨的羞耻感，终于迎来了极限。

  　つまる所、今現在までに至るわたしの受けた、留まる所を知らない青天井に際限なく高まる羞恥の程は、遂にはとうとう限界を迎えたのでした。

  

  

  

  但是，这真的能证明我软弱吗?

  　しかしながら、果たしてそれはわたしが軟弱である証左と言えるのでしょうか。

  

  

  

  不，如果您对这种不合理的做法，不惜提出异议，还请您务必帮助我。

  　いいえ、そうであってはあまりの不条理に異議申し立ても辞さない所存に御座いますれば、どうかこのよるべのないわたしくしをお助け下さいませ。

  

  

  伟大的雷亚诺斯提亚大人。

  　偉大なるレアノスティア様。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  因为是不合季节的转校生，受到了好奇的视线，再加上被尊为素未相见的龙鬼大人的名声，如果不是自恋的话，应该会受到关注的。

  　季節外れの転校生とあってか、好奇の視線に捉われた挙句、お会いしたこともありません龍鬼様と仰せられる殿方の名声も相まって、自惚れでなければ注目を受けていた次第です。

  

  

  

  因此，在这里无论在哪里都没有容身之处的我，这一天都过着极其不自在的生活。

  　それ故同所においては何処にいても居場所が無いわたしは、この一日中極めて居心地の悪い生活を送る羽目となりました。

  

  

  

  也可以说是如坐针毡。

  　正に針の筵と称して差し支えなくも思われます。

  

  

  所以，他的视线就像在评估我的身体一样。

  　ですからその様に、まるでわたしの身体を値踏みするかの如き視線を向けてくるのです。

  

  

  而且，如果是异性还好，但如果是来自老爷们的纠缠不清的眼神，不由得让人望而却步。

  　加えてそれが異性からでしたらまだしも、殿方からの粘りつく眼差しなのですから思わず辟易としてしまいます。

  

  

  

  和在场的各位相比，我的身体确实太脆弱了。

  　確かに場を共にする殿方と比較してはあまりにわたしの身体は脆弱に過ぎる代物でしょう。

  

  

  就像字面意思一样，称其为邋遢的柔软脂肪也不为过，但即使是同性，那样注视也是极其不敬的。

  　言葉通り無様でいてだらしのない柔らかな脂肪と称しても過言ではありませんが、仮に同性であったとしても、あれ程注視するのは流石に不敬にあたると思います。

  

  

  如果是母亲，一定会毫不犹豫地以不敬罪处死。

  　きっとお母様であれば迷いなく不敬罪の元に処していたに相違ありません。

  

  

  所以我从下面狠狠地瞪着他们，就像挑战他们一样，就在这时，阿纳斯塔西娅夫人给了我一句话。

  　ですのでわたしはその方々にもキッと下から睨み付ける様にして、まるで挑む様にして臨んでいた所、アナスタシア様から御言葉を頂戴致しました次第で御座います。

  

  

  

  “是的，给您添麻烦了，还请多多关照。”

  「はい。ご迷惑をお掛け致しますが、どうかよろしくお願いします」

  

  

  

  于是，面对对方的催促，我以极其谦恭的姿态回答。

  　そうしてわたしは与えられた促しに対して、極めて謙った立ち振る舞いで受け答えを致します。

  

  

  

  因为今后对照顾自己的家人有礼貌是理所当然的行为。

  　何故ならこれからお世話になるお家の人に対して礼儀を払うのは、当然の行いであるからに他なりません。

  

  

  然而，面对我如此敬畏的态度，阿纳斯塔西娅大人却随着自己漆黑的长发飘扬，露出不服的神情。

  　ですがそんなわたしの畏まった態度を受けるに応じたアナスタシア様はといえば、自身の漆黒の長髪を翻すに伴い不服を露わとします。

  

  

  

  “爱丽丝小姐，你不用那么殷勤，如果过分的话，我也会很为难的。”

  「アイリスさん、そこまで慇懃にしなくても構わないわよ。流石にそれが過剰だとわたしとしても困ってしまうもの」

  

  

  

  仔细品味对方的回答，我才明白自己的行为过于夸张了。

  　そうして返された返答を咀嚼しては、どうやらわたしの振る舞いは、あまりに大仰に過ぎました所への理解へと及びます。

  

  

  

  “我明白了，阿纳斯塔西娅先生。”

  「わかりました、アナスタシア様」

  

  

  

  看到我毫不犹豫地点了点头，阿纳斯塔西娅夫人英姿飒爽地转身回到自己的座位上。

  　そして無論二つ返事で頷きを返しましたわたしの姿を受けたアナスタシア様は、颯爽と踵を返して再び自身の席へと腰を落ち着ける様子が見て取れます。

  

  

  

  鉴于这一系列的流程，也许刚才的对话已经满足了的阿纳斯塔西娅先生，可以认为已经约定好一起回去了吗?

  　そんな一連の流れを鑑みるに、恐らく今に交わしたやり取りで満足されたと思しきアナスタシア様は、共に帰る約束を交わしたという認識でよろしいのでしょうか。

  

  

  

  但是，有个第三者的话打断了我的这种臆想。

  　ところがそう邪推をしているわたしの思考を断ち切る様にして同所へと与えられる第三者からの言葉がありました。

  

  

  

  “今天的课到此结束。希望大家回家时注意安全。那么，解散。”

  「今日の授業はこれで終わりだ。皆気をつけて帰る様に。では、解散」

  

  

  

  而发出响彻全场的粗粗声音的，似乎是任课老师宗名先生，他的简洁的话语让我有些不知所措。

  　そうしてこの場へと響き渡る野太い声を挙げたのはどうやら担当教師であるソウメイ様の様で、あまりの簡潔な御言葉に些か面食らってしまうわたしです。

  

  

  

  但是，在场的各位根本不可能知道我的状态，我可以看到他们没有特别在意的样子就开始行动。

  　ですがそんなわたしの調子など知る由もありません場を共にする皆様方は、特段意に介した素振りもなく動き出す姿が窺えます。

  

  

  

  而且在那个过程中，阿纳斯塔西娅女士也不例外，她把刚才坐过的椅子向后拉，站了起来。

  　そしてそれの最中に居るアナスタシア様も例外ではなく、先程に腰を掛けましたばかりの椅子を後ろへと引いて立ち上がる姿が確認できました次第です。

  

  

  

  从这些情景来看，置身圣域时就经常听到的那些从老师那里得到的感谢之言，似乎都是唾手可得的。

  　どうやらそれ等の光景から鑑みるに、聖域に身を置いていた時分から度々聞き及んでいた噂の、教師からいただけます有難いお話というのは眉唾物であったみたいです。

  

  

  因此，对一直满怀期待的我来说，只有一种被打了个措手不及的感觉。

  　ですから少なからず楽しみにしていましたわたしとしては、なんだか肩透かしを食らったみたいな心地となる他にありません。

  

  

  

  所以，不管怎么说，我都呆若木鸡，动弹不得，再次被人们团团围住。

  　ですので否が応にも呆気に取られてしまったままに身動きが取れないわたしはというと、再び周囲を人々に取り囲まれてしまいます。

  

  

  

  大部分都是以第一节课的时候和阿纳斯塔西娅小姐对峙的美子小姐为首的学生。

  　その大半はどうやら一時限の折にアナスタシア様と対峙していたミコさんを筆頭とした生徒達で御座います。

  

  

  

  所以，他说的话全都是对我的提问。

  　それ故与えられる言葉は凡そ全てが余す所なく、わたしへ質問ばかりに限られました。

  

  

  

  但是，即使有那么多的人向我提问，我也完全无法回答。

  　しかしながら例え、そこまでの大勢の人々から問いを投げかけられたとしても、わたしは一向にそれに対して受け応える事ができません。

  

  

  

  因为他们人数太多，而回答的人只有我一个人。

  　何故ならば彼等彼女等の人数があまりに多勢であるのに対して、返答する側のわたしの身柄はといえば、たった一人であるからに他なりません。

  

  

  

  “哎呀呀，爱丽丝这个名字好棒啊。”

  「ねーねー、アイリスちゃんって名前凄く素敵だよね」

  

  

  

  因此，当我决定其中一个回答问题的对象时，会自然而然地用视线捕捉在场代表美美子。

  　ですからわたしはその中で一人だけ質問に答える対象を定めるに際しては、自ずと場を共にする代表者であるミコさんを視線にて捉えます。

  

  

  

  “是的，据说是为了让我能够好好地给予爱而命名的。”

  「はい、どうやらわたしがしっかりと愛を与えられるよう名付けられたそうです」

  

  

  

  为了摆脱被这些人包围的窘境，我开始思考。

  　そしてわたしはこの人々に囲まれた窮地を脱するべくして、思考を巡らせます。

  

  

  

  “像被爱一样?”

  「愛される様に？」

  

  

  接着说到美子小姐，可以看到她在脑海中反复咀嚼我说的话。

  　次いでこれを受けたミコさんはといえば、意味をする所を脳裏で咀嚼する様にしてわたしの言葉を反芻する姿が窺えます。

  

  

  

  “是的，我从小就没见过父亲，给他起名字的时候也是母亲一个人起的。”

  「ええ、わたしは幼少の頃より一度もお父様にお会いしたことがなく、名付けを行う時もお母様一人であったのです」

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  美美子听到这句话后，对接下来的话有些犹豫。

  　この様にしてこれを耳としたミコさんが、続ける言葉に躊躇する返答を紡ぎました次第です。

  

  

  

  我并没有什么特别有趣的东西，她却对我表现出关心，我感到很抱歉，心里很难过。

  　それは何処か、特段何か面白い様な代物でもないわたしなどに、関心を示してくださいました彼女に申し訳なく思う心苦しいお話です。

  

  

  

  虽然我从心底觉得自己的行为过于傲慢，但还是想避免被众人包围的情况。

  　心底からあまりに傲慢に過ぎる振る舞いではあるとは思いますが、どうか大勢に囲まれる様な事態は避けたいのです。

  

  

  

  究其原因，无非是我自己对被众人关注的事情有一种回避感。

  　その理由は偏に、わたし自身が大勢の他者から注目されてしまう事に対して忌避感を覚えているが為に他なりません。

  

  

  所以才故意表露忧虑，乍一看很小聪明。

  　それ故この様に意図して憂いを露わとする、一見して小賢しい振る舞いを披露した次第で御座います。

  

  

  所以我以一种让旁人看了都会觉得很夸张的冷淡态度，马上低下头来。

  　ですからわたしは傍目に眺めても大仰に思われる程にしおらしい態度で、すぐさま俯くべくして面を下げる姿を見せ付けます。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  这种博得同情的行为举止，为了让在场的人也能理解，有必要表现出过度的肢体语言。

  　この同情を買う振る舞いというのは、場を共にする人々からでも理解に及ぶ様に、過剰な程身振りを見せる必要性があるのです。

  

  

  

  于是她微微垂下眼睑，脸上浮现出母亲般的暧昧笑容。

  　ですので僅かながらに瞼を伏せると共に、まるでお母様の様な曖昧な笑みを浮かべます。

  

  

  

  因为，关于对他人的态度，母亲特别教导我，她对大人的行为尤其热衷。

  　というのも、他者に対する場合の態度に関して特段わたしに教えて下さいましたお母様が、とりわけ熱を入れていたのが、殿方に対しての振る舞いで御座います。

  

  

  

  因此，我想继母亲之后，更深刻地理解如何表现自己才能吸引殿下的意识。

  　その為わたしはどの様にして自らが素振りを見せれば殿方の意識を惹きつける事が出来るのかを、お母様の次に深く理解しているつもりです。

  

  

  

  因此，我总是带着自认为最美的完美微笑，将视线投向周围的人。

  　それ故わたし自身が一番綺麗だと思う、完璧な微笑を浮かべて周囲の人々へと視線を巡らせます。

  

  

  

  就像说谎一样，我看到包围着我的人们脸上浮现出的喜色，立刻变成了低沉的表情。

  　するとあたかも嘘の様にして、わたしを取り囲む人々の表情へと浮かべられていた喜色が、たちまちに沈んだ面持ちになるのが見て取れます。

  

  

  

  看着他一改刚才活泼的形象，变得低着头，我感到有些心痛。

  　なんだかその様に先程の溌剌とした印象から一転、少なからず俯いた姿となるのを見ていると、若干心が痛むかの如き心地がします。

  

  

  

  因此，讽刺的是，对这种令人难以忍受的沉默，我自己才产生了这种沉默。

  　ですからそんな風に同所へと訪れた、耐え難い沈黙に対して根を上げたのは、皮肉にもこれを作り出したわたし自身でした。

  

  

  

  因此，打破被短暂的寂静支配的气氛的，是我自己说出的话，虽然愚蠢，但也有限度。

  　ですので自ずと束の間の静寂に支配されたこの場の雰囲気を打ち破ってしまったのも、愚かしいにも程がある、気が付けが自ら繰り出していた言葉でした。

  

  

  

  “不过，我已经习惯了。因为母亲给了我很多爱。”

  「それでも、もう慣れました。だってその分お母様から沢山愛情を注いで頂けましたから」

  

  

  

  他的声音听起来有些颤抖，这是他自己都没有预料到的，却显露出一种令人钦佩的气度。

  　そして自分でも予期しない若干震えた声色で、思いがけずして殊勝な心意気を露わとしています。

  

  

  

  再加上刚才从我的嘴唇里流出来的话，在寂静的教室里，听起来很意外。

  　加えて今し方にわたしの唇からこぼれたその言葉は、この静まり返っている教室内へと存外の事響いては聞こえたのでした。

  

  

  

  虽然已经说过的话无法收回，但事到如今，我对这样的事情认真起来，感到羞耻。

  　そうして既に言い放ってしまった言葉は撤回できはしませんが、今更ながらにこの様な事柄に本気になってしまったわたしは羞恥を覚えます。

  

  

  

  “是吗……什么……”

  「そう‥なんだ‥」

  

  

  

  但是，美子小姐的脸色却一点也不好看，与我这样继续说下去的台词完全相反。

  　ですがこの様にして続く台詞を紡いだわたしとは対称的に、ミコさんの顔色は一向に優れない様子を見せています。

  

  

  

  所以，我非常在意他们心中究竟有怎样的感慨，却无法阻止他们。

  　ですからその心中において一体どの様な感慨が称えられているのかを、無粋にも気になってしまったわたしはといえば、これに対して歯止めが効きません。

  

  

  

  所以，直到现在，我还是很想知道她愁眉苦脸的想法，所以就像平时一样，看对方的脸色。

  　それ故今現在も浮かない面持ちを晒す彼女の思う所を知りたくて知りたくて堪らないわたしは、平素通り相手の顔色を伺います。

  

  

  

  “那个……爱丽丝……我的，我妈妈也……”

  「あのね‥アイリスちゃん‥わたしの、わたしのママもね─」

  

  

  

  但是，美子小姐对我的眼神丝毫没有介意的样子，她似乎主动吐露了内心的想法。

  　ところが、そうして些か質の悪いわたしの眼差しに対しても意を介する素振りが見られないミコさんの側は、どうやら彼女自身が内心を自ら打ち明けてくれる様子でした。

  

  

  

  “爱丽丝小姐，你在干什么呢?我等得不耐烦了，我们快走吧。”

  「アイリスさん、何をしているのかしら？いい加減待ちくたびれたわ。早く行きましょう」

  

  

  

  然而，就在只差一口气的时候，双手放在自己腰间的阿纳斯塔西娅大人说出了一句话。

  　しかしながらあと一息といった所の具合でこれを妨げたのは、自らの腰元に両手を当てたアナスタシア様から言い放たれた一声に御座います。

  

  

  

  “……晓先生……”

  「‥アカツキさん‥」

  

  

  

  因此，美子小姐那张可怜的脸，在自己的发言中遭到横加干涉时，扭曲成了可怕的表情。

  　その為、これに自らの口上へと横槍を入れられたミコさんの可憐な面持ちは、恐ろしい程の形相に歪みます。

  

  

  

  但她那不像可爱少女的充满敌意的表情也只是短暂的，瞬间又恢复了平常的笑容。

  　ですがその凡そ可憐な少女らしくない敵意に満ち満ちた表情が浮かべられたのも束の間の事、瞬時に平素からのにこやかな笑みに戻ります。

  

  

  

  “……怎么了……晓先生……我现在正在和爱丽丝小姐说话……有什么事的话能不能稍后再说?”

  「‥どうしたの‥アカツキさん‥アイリスさんとは今わたしが話してるんだけど‥。用があるなら後にしてくれないかな？」

  

  

  而且与刚才那副仿佛要说出隐藏在内心深处的事情的模样判若两人，判若两人。

  　そうして先程までの、まるで何処か内に秘めたる何事かをいう寸前と言わんばかりの姿とは打って変わって、豹変して見て取れます。

  

  

  “这是我的台词吗?为什么我和爱丽丝说话需要你的同意?如果可以的话，请告诉我。”

  「それは此方の台詞なのだけれど？何故わたしがアイリスさんと話をするのに、貴方の承諾が必要なのかしら？差し支えなければ教えて欲しいわね」

  

  

  不过，与刚才发言的美子小姐相对的阿纳斯塔西娅小姐，却表现出极其刻薄的回应，一副若无其事的样子。

  　ですがそれにも増して、今に発言を呈しましたミコさんに相対するアナスタシア様はというと、辛辣極まる受け答えを返す、にべもない姿が見受けられます。

  

  

  而与之对峙的两方，则是表现出特别厌恶的前者，对态度冷淡的后者格外厌恶。

  　そうして対峙する御二方はといえば、特段嫌悪を示す前者が、冷然とした振る舞いの後者に対して殊更に食ってかかる様子が見て取れます。

  

  

  

  因此，断然拒绝的阿纳斯塔西娅大人，只会以极其严肃的态度回应。

  　その為これを一蹴するばかりのアナスタシア様は、至極粛々とした態度で応じる限りで御座います。

  

  

  

  “是吗……无法反驳……哼，惊呆了……我不能再搭理你了。走吧，爱丽丝。”

  「そう‥反論もできないの‥。ふんっ、呆れたわね‥。これ以上相手にしていられないわ。行きましょう、アイリスさん」

  

  

  于是，阿纳斯塔西娅夫人潇洒地转身离开，她也随之扬起自己的长发，离开了这里。

  　するとその様にして颯爽と踵を返しましたアナスタシア様は、それに伴い自らの長髪を翻すと共に、この場を後にします。

  

  

  

  “啊……请等一下，阿纳斯塔西娅。”

  「あ‥まってください、アナスタシア様」

  

  

  

  所以，我只能自然而然地追随她的脚步，无论如何，在和美美子小姐谈话的过程中，我不得不从座位上站起来。

  　ですので自ずとこれに追従する他にないわたしですから、否が応にもミコさんとのお話の途中ですが、席から立ち上がらなくてはなりません。

  

  

  

  然而，表现出一连串冷漠态度的阿纳斯塔西娅女士一直等着我，直到我跟在她身后。

  　しかしながら、そうして一連の冷然とした素振りを見せつけたアナスタシア様でしたが、わたしがその背の後を追うまで待ち受けてくださいました。

  

  

  因此，脚步也变得越来越快。

  　それ故少なからず急足となります。

  

  

  “那个……爱丽丝。”

  「あのっ‥アイリスちゃん」

  

  

  

  但是，对于我的身高，刚才和我互相试探的美子小姐给了我一句话。

  　ですがそんなわたしの背に対して、先程に腹の探り合いをしていましたミコさんから言葉が与えられます。

  

  

  

  那声音虽然多少表现出了阿纳斯塔西娅大人的敌意，但听起来却有些消沉。

  　その声色は僅かながらにアナスタシア様の敵愾心を示しながらも、何処か消沈して思われる響きとなっていました。

  

  

  

  因此，我不由自主地回头看了看绑在两侧头上的长发，感觉有些厚重，对此感到不服。

  　その為思わず振り返ってしまうわたしの両側頭部に結えられている長髪に若干重みを感じてしまい、それに対して不服を覚えます。

  

  

  莉莉姐姐平时的装束，在我看来实在是太过媚俗了。

  　この様にリリーお姉様が平素からしている装いは、如何にもわたしからすればあまりの媚びた髪型としか思えません。

  

  

  无论如何也不可能挺起胸膛成为人们的榜样。

  　到底立派に胸を張って人々の手本となる様な振る舞いとは思えないのです。

  

  

  

  “那个……我妈妈也是一个人，所以……”

  「あのね‥わたしのママも一人なの。だからねっ‥」

  

  

  然而，面对如此感慨的我，美子小姐继续说的，与当初预想的反应相比，是截然不同的。

  　しかしながらそんな感慨を抱いているわたしに対してミコさんから続けられたのは、当初予想していた反応と比較しては、至極異なる口上に御座います。

  

  

  

  而且从他表露自己内心的内容来看，还无法理解其中的意思。

  　そしてその様にして自らの心中を露わとして語る内容からは、それの意味する所の了見が未だ判然としません。

  

  

  

  “我走了，爱丽丝。”

  「行くわよ、アイリス」

  

  

  

  然而，阿纳斯塔西娅夫人冷冷地瞥了一眼美子小姐，用不容分说的语气抓住了我的手。

  　ところがそんな切実な面持ちを露呈させていますミコさんに対して冷然と一瞥にて見遣るアナスタシア様は、有無を言わせぬ物言いでわたしの手を掴みます。

  

  

  

  她的样子和之前看到的都不一样，阿纳斯塔西娅也显露出令人毛骨悚然的美貌。

  　その様子はこれまでの見てきました御姿とは異なり、アナスタシア様も何処か鬼気迫る美貌を曝け出しています。

  

  

  

  “啊，等等……爱丽丝。”

  「あっ、待って‥アイリスちゃんっ」

  

  

  

  所以，我无论如何也无法接受美子小姐发出的那种穷追不舍的声音。

  　ですからその様にして必死な声色のミコさんから与えられた追い縋る様な響きが含まれる言葉には、到底受け応える事が叶いません。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  顿时，我的五指被紧紧地缠在了一起，只能任由阿纳斯塔西娅大人拖着离开这里。

  　途端に五指を絡められてしまい、されるがままとなるわたしは、アナスタシア様に引きずられてこの場を後とする他にありませんでした。

 
  邸宅にて

  在宅邸

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  我在阿纳斯塔西娅夫人的陪同下到达的目的地是一座高耸入云的巨大宅邸。

  　わたしはアナスタシア様に伴われて着きました目的地となるのは天高く聳え立つ、あまりに巨大な邸宅で御座いました。

  

  

  

  这么说也不过分，其惊人的情趣，我亲眼看到了，用压轴的一句话来概括。

  　そう称しても過言ではないまでに、凄まじい程の趣のそれは、目の当たりとして圧巻の一言に尽きました。

  

  

  

  比我从前所处的圣域更加华美庄严。

  　それはわたしが以前より身を置いていた聖域よりも、余程華美な位に誂えの伺える荘厳な造りとなっています。

  

  

  

  因为大教堂是清一色的白色，而这座宅邸则装饰得色彩鲜艳。

  　といいますのも、大聖堂は白一色に統一されてされていましたが、此方のお屋敷は鮮やかな彩りの装飾が拵えられて見て取れるのです。

  

  

  因此，当我站在前面的我仰望着那雄伟的建筑物时，被深深震撼了。

  　それ故これを前としたわたしはその堂々たる建物を仰見て、圧倒されてしまいました。

  

  

  

  没想到会受到如此豪宅的邀请，有点被震慑了。

  　まさかこれ程の豪邸に御招待を受けるとは思いませんでしたので、些か気圧されてしまいます。

  

  

  

  所以，一直抬头仰望的我，即使在门前盘查的时候也会胆怯。

  　ですからこうして見上げるばかりのわたしは、門前の検問に際した今でも気後れをしてしまうのです。

  

  

  

  但不知是不是因为阿纳斯塔西娅夫人陪着我，看门的人几乎没有向我打招呼。

  　ですがどうやらアナスタシア様に伴われている為か、門番の方々が此方へと声を掛けてくることは特段御座いませんでした。

  

  

  

  此外，在穿过厚重的门扉时，也不得不对用石砌成的封闭得如此坚固的门扉表示赞叹。

  　そしてこれに加えて、分厚い門扉を潜る折にも、そのあまりに強固に閉ざされている石造りに誂えられているそれに対して感嘆の意を示さずにはいられません。

  

  

  

  这种常人连动都动不了的动作，对高大的门卫来说却是轻而易举的本领。

  　どうやらその常人では動かすことすらもままならないそれも、大柄な門番の彼等には容易い芸当の様です。

  

  

  

  因此，看到这一幕，我惊愕不已，战战兢兢地躲在阿纳斯塔西娅夫人身后。

  　ですのでそれを目にしてというもの驚愕頻りのわたしは、恐る恐るといった風にアナスタシア様のせに隠れての同伴です。

  

  

  

  若非如此，我不可能坦然置身于这种充满新奇事物的地方。

  　そうでなければこの様な目新しい代物ばかりの場所に、平気で身を置くことなどできるはずもありません。

  

  

  

  况且我自己也知道自己是个小心谨慎的人，所以想要和别人熟悉，简直是痴人说梦。

  　それにただでさえわたし自身でも小心者である自覚があるのですから、到底同所に対して馴染む様な真似など夢のまた夢でしょう。

  

  

  

  无论如何都无法实现。

  　到底実現できる事ではありません。

  

  

  “啊……不用那么害怕，没关系的……因为你今后要在这里生活。”

  「あら‥そんなに怖がらなくても大丈夫よ‥。だってあなたはこれからここで生活をするのだから」

  

  

  但是。

  　ところがです。

  

  阿纳斯塔西娅夫人仿佛看穿了我的心思，脸上浮现出微笑，直视着我。

  　その心中などお見通しとでも言わんばかりに微笑を浮かべたアナスタシア様は、わたしを見据えて仰られます。

  

  

  

  考虑到被他这样劝解的情形，我似乎已经狼狈到那种程度了。

  　その様に宥められてしまう流れを鑑みますと、どうやらわたしはそれ程までに狼狽を露わとしていた様です。

  

  

  

  然后，我自己也渐渐受到了影响，为了蒙混过去，我继续回答。

  　そしてそれに漸く自身でも及んだわたしは、これを誤魔化すべくして続く受け答えを口とします。

  

  

  “……是啊。可是……房子太气派了……”

  「‥はい。でもあの‥あまりに立派なお家でしたので‥」

  

  

  “是啊是啊……但是……只是大得毫无意义而已。”

  「ええそうね‥。けれど‥、無駄に大きいだけよ」

  

  

  然而，阿纳斯塔西娅女士对我这种老套的说话方式做出了回答，她的脸看起来并不怎么漂亮。

  　しかしながら、そんなわたしのありきたりな物言いに対して返答致しましたアナスタシア様のお顔はあまり優れない御様子です。

  

  

  

  她那带着几分忧伤的美貌，散发出一种能俘获老爷芳心的娇媚。

  　その何処か憂いさえ称えて見えます美貌には、殿方を虜としてしまう様な艶かしい色香が窺えます。

  

  

  

  就这样，他走进了一片空地，眼前是一片非常广阔的庭院。

  　そうしている内に少なからず敷地の中へと足を踏み入れたと思しき眼前には、あまりに広大な庭園が広がっています。

  

  

  

  尽管那里已经可以看出是私有的土地，但仍然充满了生机勃勃的自然气息，称其为生命气息也不为过。

  　其処は恐らくですが既に私有地として窺えるのにも関わらず、生命の息吹と称しても過言では無い程に生き生きとした自然に満ち溢れて見て取れます。

  

  

  

  再加上那些密密麻麻的树木花草，都是极其华丽的形状。

  　それに加えてそれら途方もない全ての立ち並ぶ木々や草花は、極めて華麗なる形状に施されています。

  

  

  

  

  恐怕是一流的工匠花费了不菲的金钱才制作出来的。

  　恐らくそれは一流の職人の方々に決して安くはない莫大なまでの金銭を支払い整えさせた代物であるのでしょう。

  

  

  

  就这样，一眼就能与那美丽的花鸟风月相媲美的景观，此刻呈现在我眼前。

  　その様にして一目見ただけでもその素晴らしい花鳥風月に対して及んでしまう程の景観が、今わたしの眼前に見受けられるのです。

  

  

  

  这种情趣是在圣域生活时无法看到的，被称为绝景的风情。

  　その趣は聖域にて暮らしていた時分には終ぞ見ることが叶わなかった、絶景と称して差し支えない風情となります。

  

  

  

  在最里面的前面，可以看到刚才看到的那栋房子。

  　そしてその最奥たるその先に先程に窺えましたお屋敷の御姿がお目見えできる次第で御座いました。

  

  

  

  也就是说，刚才看到的只是远远就能看到的宅邸，实际上比这个还要大得多。

  　それ即ち先に目撃致しましたのは遠目に窺えるだけの邸宅であり、実際はこれよりも遥かに大きな造りをしているという事実に及んだのです。

  

  

  

  我再次深切地感受到了阿纳斯塔西娅先生居住的地方是何等的豪宅。

  　わたしは改めてアナスタシア様が住まう同所がどれだけの豪邸であるのかを、痛い程に身に染みて実感致しました。

  

  

  

  这是我从心底里体会到的想法。

  　心底の髄から思い知る羽目となった所存に御座います。

  

  

  

  这种过于荒唐无稽的景象让我不由得头晕目眩，我再次环视阿纳斯塔西娅。

  　その様に最早あまりに荒唐無稽にも過ぎる光景に思わず目眩をも覚えたわたしは、改めてアナスタシア様を見遣ります。

  

  

  “过来这边。”

  「こっちに来て」

  

  

  

  “是、是的。”

  「は、はい」

  

  

  于是，我被拉到门旁布置的仪式场所。

  　すると何やら儀式場めいた景観を呈しています門扉の傍らに誂えられている所へと腕を引かれます。

  

  

  

  “转移阵，用它能飞到那里。”

  「転移陣よ。これであそこまで飛ぶの」

  

  

  就这样，当他来到现场接受说明时，阿纳斯塔西娅大人已经显现出了魔力。

  　そうして足を運ばせましたその場の説明を受けるに際しては、既にアナスタシア様が魔力を顕現させています。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  又照例使用了那个转移术。

  　また例によってあの転移の術を用いる様なのです。

  

  

  “……不过，我觉得这段距离应该可以走着去……”

  「‥でもこの距離なら歩いて行ける様に思いますが‥」

  

  

  因此，尽管我对这件事仍持消极态度，但也只能这样建议。

  　それ故その事実に及んだわたしは依然として及び腰となりながらも、こうして進言する他にありません。

  

  

  因为我不想像以前和风贺先生一起经历过的那样失去意识。

  　何故ならで以前にフウガ様と共に経験した様に意識を失いたくはないが為に他なりません。

  

  

  所以我才会委婉而明确地表示拒绝。

  　ですからこうしてやんわりとしかしながら確かな拒絶を示したわたしです。

  

  

  然而，我那虚无缥缈的抵抗也是徒劳的，我听到的是满面笑容的阿纳斯塔西娅先生优美的声音。

  　ところがそんなわたしの儚き抵抗も虚しく、満面の笑みを浮かべたアナスタシア様の美しい声色が響いては聞こえます。

  

  

  

  “不行，我为什么要受那种苦?我绝对不愿意。”

  「ダメよ。どうしてわたしがその様な苦労を被らなくてはならないの。絶対に嫌よ」

  

  

  就这样，我还没来得及在脑海中咀嚼阿纳斯塔西娅的意思，视野就扭曲了。

  　そうして無常ながらに耳としたアナスタシア様の意味する所を脳裏にて咀嚼する間もなく、視界が歪みます。

  

  

  

  然后，我就这样再次转移了距离。

  　そしてこの様にして改めて距離を転移したわたしです。

  

  

  

  但是下一个瞬间，我只是感到了些许疲劳，并没有睡着。

  　しかしながら次の瞬間には、僅かながらの疲労を感じただけに留まり、眠りに落ちることはありませんでした。

  

  

  接着，我反射性地抬起眼睑，映入眼帘的是装饰华丽的玄关。

  　次いで反射的に落とした瞼を持ち上げましたわたしの視界へと広がるのは、煌びやかな装飾が施されている玄関口となります。

  

  

  

  但是，这实在不能称为普通的户口。

  　ですがそれは到底ただの戸口と称するにはあまりにかけ離れている風情です。

  

  

  

  因此，如果说是哪一个的话，包括刚才的东西在内，说成是第二扇门或许更为贴切。

  　ですので何方かと言うと先程の物も含めて第二の門扉と言い表した方が適切やもしれません。

  

  

  

  所以说到我这个说不出好话的人，只能惊愕地噤口不言。

  　その為再三に渡り上手い言葉が出てこないわたしはといえば、驚愕に口を噤むばかりで御座います。

  

  

  

  因此，阿纳斯塔西娅女士用惊讶的眼神瞥了一眼保持沉默的我，非常淡然地说道。

  　それ故沈黙を保つわたしの振る舞いを訝しげな眼差しで一瞥を向けるアナスタシア様は、至極淡々と仰せられます。

  

  

  “这么远的距离，应该不会有什么负担吧?所以我也没什么好担心的。所以身体也没问题吧?”

  「この程度の距離なら、負担も無いでしょう？だから何も気にする事はなかったのよ。だから体調も大丈夫よね」

  

  

  看来您对我多少有些担心，所以我不得不对您的顾虑特别敬畏。

  　どうやら少なからず心配をして頂いていた様なので、その気遣いに対しては特段に畏まらなくてはいけません。

  

  

  “完全没关系。以前的都是睡着了，这次的轻松多了。”

  「全然平気です。以前のは眠ってしまいましたので、今回のはずっと楽です」

  

  

  “是吗……恐怕你以前经历的，是和哥哥一起来这里时的长距离转移吧?”

  「そう‥。恐らく以前にあなたが経験したのは、お兄様と共に此方に来た時の長距離転移よね？」

  

  

  

  但是，明明是非常郑重地接受了回答，对于意料之外的问题，一定会露出些许困惑。

  　しかしながら、至極丁寧に受け答えた筈ですのに、予期せぬ与えられた問いに対しては、僅かながらに戸惑いを露わとしてしまったに違いありません。

  

  

  “……嗯……啊……是的。总觉得很困……我有昏昏欲睡的习惯，也许是这个原因吧。”

  「‥え‥あ‥はいっ‥そうです。そのなんだか眠くなる様な心地になって‥わたし、ついうとうとしてしまう癖があるんです。ですからそのせいかもしれません」

  

  

  所以我猜测了一下对方可能觉得奇怪的地方，虽然还没问我什么，但我发现他说话的语气好像在辩解。

  　ですので変に思われた可能性を邪推致しましたわたしは未だ何を聞かれたわけでも無いのに気が付けば、何処か弁解染みた物言いをしていました。

  

  

  “是这样的……我知道了。不过如果是真的，晕过去也不奇怪。真是不可思议……”

  「そうなの‥。わかったわ。でも本当なら気絶してもおかしく無いのだけれど。不思議な話よね‥」

  

  

  

  然而，阿纳斯塔西娅大人却毫不在意我在这种来历不明的焦躁中暴露出的混乱，继续说下去。

  　しかしながらそんな出所も不明な焦燥に捉われているわたしの露わとした混乱など意に介することもなく、アナスタシア様は続く台詞を口とします。

  

  

  “嗯……好，那就进去吧。照这样下去，再吃惊的话你可能会晕倒，所以我提前给你一个忠告。如果只注意外观的话，就会被里面的奢华所压倒。所以你要小心，因为正如你所想的那样，我家是真正的名门望族，而且不是什么名不符实的暴发户，而是代代相传的血脉。这样的话，这是很正常的。所以你也要习惯才行，这一点你理解了吗?”

  「まぁ‥いいわ。それじゃあ入りましょうか。この調子だとこれ以上驚いたらあなたが卒倒してしまいそうだから予め忠告しておくわね。外観にだけ気を取られていたら、中の無駄に贅の拵えた物に圧倒されてしまうわよ。だから気を付けて。だってあなたが思う通り、わたしの家は正真正銘の名家だもの。それも有象無象の成金だとかそういうのではなくて、代々脈々と受け継がれてきた確かな血筋のね。であればこれくらいは普通なの。それだからあなたにも慣れてもらわなくては困るわ。それをよくよく理解していただけたかしら？」

  

  

  “是的……我是第一次在这样的地方，所以很紧张。”

  「はい‥アイはこの様な所は初めてですので、とても緊張します」

  

  

  看到他这样和蔼地对待我，我也为了表示我的心意，双手蜷成一团，握紧拳头。

  　そんな風にまるで良い含める様にしてからられてしまいました手前、わたしとしてもその心意気を示す為に両手を丸めてグッと拳を作ります。

  

  

  

  以前听您母亲说过，对女性稍微表现得夸张一点会给人留下好印象，所以我决定下定决心实行。

  　以前にお母様から聞き及んだお話では、女性の方には少なからず大仰な程の素振りを見せた方が好印象を得られるとの事に御座いましたので、それを思い切って実行致しました所存です。

  

  

  

  “真是重叠啊。哥哥好像还没有回来，到底在哪里做什么呢?完全……希望不要把家业全推给我……”

  「それは重畳ね。どうやらお兄様はまだお帰りになられていないみたいだけれど、一体何処で何をしているのかしら‥。全く‥わたしにばかり家業を押し付けないで欲しいのだけれど‥」

  

  

  于是被称赞的微笑也只是暂时的，马上想到了什么似的扭曲了美貌的阿纳斯塔西娅，对自己的血缘所表现出来的风画先生充满了抱怨。

  　すると微笑を称えられましたのも束の間の事、すぐさま何かに思い至る様に美貌を歪ませたアナスタシア様は、自らの血縁であらせられますフウガ様に対して愚痴を溢されていました。

  

  

  

  “可是……”

  「けれど‥」

  

  

  

  阿纳斯塔西娅女士对我的这种语气有些畏缩，但当她再次面对我时，却能看到她那娇艳的嘴唇上翘的样子。

  　そんな調子に何処か辟易としていたアナスタシア様でしたが、再度わたしに対して向き直るに際しては、その艶やかな唇の吊り上げる様子が見て取れます。

  

  

  那种样子特别具有蛊惑性，从飘浮的气氛中也能感觉到渗透出强烈的色香味。

  　その様は特段蠱惑的でいて、漂わせる雰囲気からは強烈なまでの色香が滲み出ている様にも感じられます。

  

  

  

  “能把你这么可爱的孩子带来，我也应该原谅他。你不这么认为吗?爱丽丝先生?”

  「あなたみたいな、こんなに可愛い子を連れてきて頂けたのだから、それも大目に見てあげるべきよね。あなたもそう思わないかしら？アイリスさん」

  

  

  

  “那个……那个……”

  「‥え‥と‥それは‥あのっ‥」

  

  

  

  因此，被那出乎意料的令人毛骨悚然的美丽微笑迷住的我，对于对方提出的问题想不出很好地回答。

  　ですから予期せぬそのゾッとしてしまう程に美しい微笑に見惚れていたわたしは、与えられた問い掛けに対して上手い返答が浮かびません。

  

  

  

  所以，我一时之间脱口而出的回答，在没有得到同意的情况下，连成型都没有就泡汤了。

  　ですので咄嗟に溢れてしまった受け答えは了見を得ないままに、それが形形作ることすらもなく霧散致しました。

  

  

  

  “呵呵……站着说话也很辛苦吧，快点进去吧。我也想尽情享受你的快乐。来，帮我一把。”

  「ふふっ‥立ち話も辛いでしょうから、早く中に入りましょうか。わたしとしてもあなたを思う存分堪能したいもの。ほら、手を貸しなさい」

  

  

  阿纳斯塔西娅女士用一种戏谑的举止回头看着我。

  　そんな調子で何処か戯けた風な振る舞いにてわたしを振り返りましたアナスタシア様。

  

  

  

  她的意思是，她会以自己的方式护送我。

  　どうやらそれの意味する所は、彼女なりにわたしをエスコートしてくださるとの事の様です。

  

  

  

  所以本来是想由我来担任这个职务的，但因为这里是无可奉承的地方，所以只能听命于人。

  　それ故本来であればわたしがその役を仰せ付かりたいのですが、ここは及びも付かない同所である為にされるがままにお手を取る他にありませんでした。

  

  

  “……那个……那是怎么回事——”

  「‥あの‥それってどういう─」

  

  

  “我没说过吗?照顾你的事是我主动向你哥哥提的。所以我想我已经把你的事全部交给我了。”

  「言っていなかったかしら？あなたのお世話はわたしがお兄様に自ら進んで申し出たの。だから既に及んでいると思うけれど、あなたの事は全てわたしに一任されているのよ」

  

  

  

  于是，手被拉着，我任凭自己委身，潜入的是一扇被定做得过于厚重的门。

  　そして手を引かれるがままに身を委ねますわたしは潜ることとなるのは、あまりに重厚に誂えられた戸口となります。

  

  

  

  当我被这番话所压倒时，阿纳斯塔西娅女士说的话却出乎意料地给我留下了深刻的印象。

  　その為それに際するに圧倒されるばかりでしたわたしに対してアナスタシア様が言い放たれた言葉は、存外に印象的に響いては聞こえました。

  

  

  

  再加上刚才被周围华美的装饰所震慑，注意力都没能集中到景观上，渐渐地开始注意到周围的各个角落。

  　加えて先程は周囲の華美な装飾に気圧される限りでその景観に気を取られて及ばなかったのですが、次第に同所の隅々へと気を払う様になりました。

  

  

  

  因此，我觉得他的举动很唐突，可能是事先在场的仆人们都肃然向我行礼。

  　ですのでまるで唐突にその身を露わとした様にも感じられる、恐らく予めその場に居合わせていた召使いと思しき方々は、粛々と此方に礼を払う姿が見て取れます。

  

  

  

  所以，当我走进这间屋子时，根本不是我所能触及的范围。

  　ですからその様にして漸く踏み入れることとなりました屋内の程は、到底わたしの及ぶ所にはありませんでした。

  

  

  

  用眼前展开的压轴的一句话来概括，从壮观的玄关走到尽头的大房间，看上去完全超过了学院的教室。

  　というのも目前に広がります圧巻の一言に尽きます壮大な誂えの玄関から突き当たる広間は、学園の教室など優に超える程として見て取れます。

  

  

  在通往楼上的楼梯上，也雕刻着以色彩鲜艳的广阔生命的花鸟风月为蓝本的自然风景。

  　そして上階へと上がる階段へも、広大な生命の花鳥風月を色鮮やかに彩られた自然の風景を模した光景の彫刻が成されています。

  

  

  

  这种发自内心的艺术，将成为我曾经身处的圣域中从未见过的景观。

  　この様にして、まるで心底へと訴えかけてくる芸術は、以前までわたしが身を置いていた聖域には見られなかった景観となるでしょう。

  

  

  

  果然不出所料，当我被这绝美的景色迷住时，是阿纳斯塔西娅先生给了我声音。

  　そうしてやはり案の定その絶景に見惚れる他にありませんでしたわたしへと、声を与えてくださいましたのがアナスタシア様です。

  

  

  

  “我现在使用的房间不在这里，但你现在最需要的是衣服，所以我给你准备我小时候穿过的衣服。而且……”

  「わたしの今使っている部屋は、ここにはないのだけれど、あなたに今必要なのはまず衣服よね。だからわたしが幼少の時に着ていた物を都合してあげるわ。それに‥」

  

  

  因此，也许是这样唐突地垂下了嘴，被捕捉到的视线自然而然地转向了被搭话的她。

  　それ故そんな風に唐突口上を垂れられたお陰か、捉えられていた視線は自ずと言葉を掛けられた彼女へと向き直ります。

  

  

  

  “你现在穿的恐怕是正装吧?总不能单凭这一件衣服就应付过去，你当然能理解。”

  「あなたが今に着ているそれは恐らくだけれど正装よね？まさかその一着で凌ぐわけにもいかないのだし当然理解して頂けるわよね」

  

  

  

  然后把刚才从阿纳斯塔西娅先生那里听到的那句话的意思在脑海中咀嚼。

  　そして今し方にアナスタシア様から受けるに際したその述べられた所の意味を脳裏にて咀嚼致します。

  

  

  

  “那个……那个……如果可以的话，我想从风贺小姐那里得到西服……”

  「あの‥その‥できればわたしはフウガ様からお洋服を頂きたく思うのですが‥」

  

  

  

  然而，我对此深感不满，提出了异议。

  　ところがそれに対しての及びがついたわたしは自ずと不敬ながら、異議申し立てをしていた次第です。

  

  

  

  可是，对我这种无依无偎的样子，阿纳斯塔西娅大人却没有表露什么特别的意思。

  　ですがそんな無体を晒すわたしに応じましたアナスタシア様といえば、特段意に介した様子も露わとすることもありませんでした。

  

  

  

  “不，我根本听不进去你说的话。因为爱丽丝，你今后要作为我的妹妹生活下去。是的，我想要的不是哥哥，而是妹妹。而且那个人在内心深处，比起像我这样不可爱的妹妹，应该更希望有像你这样可爱可爱的孩子吧。”

  「いいえ、あなたの言うことはとても聞き入れられないわね。だってアイリスさん、あなたはわたしの妹としてこれから暮らしていくことになるのだもの。ええそうよ。わたしはお兄様ではなくて妹が欲しかったの。それにきっとあの人も心の底では、わたしの様な可愛げの無い妹よりも、あなたの様にとても可愛らしくて愛嬌のある子を望んでいる筈だわ」

  

  

  

  然而接下来的台词却超出了我的理解范畴，在我的脑海中回荡。

  　しかしながら次に紡がれたその予期しない台詞は、わたしの理解できる範疇を超えた内容となって脳裏へと響き渡った次第で御座います。
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  玩偶

  Sakura翻译缺失。
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  于是，我无法反驳，只能任由阿纳斯塔西娅打扮。

  　そしてわたしは反論することも許されないままに、アナスタシア様にされるがまま、飾り付けられる他にありませんでした。

  

  

  

  “……你穿的这件很可爱呢。不过实际这样看的话，总觉得很不可思议。我也说过书上有这样的东西，但实际看还是不一样。真是太好了，这么漂亮的衣服为什么到现在还没做出来呢?真不明白。我马上让裁缝定做一件同样的衣服，真期待。”

  「‥あなたの着ていたこれ、凄く可愛らしいわね。けれど実際にこうして見てみると、なんだか不思議な感じがするわ。わたしも書物ではこういう物があることには及んでいたけれど、やっぱり生で見ると違うものね。とても良いわ。こんな素敵な服がどうして今まで作られなかったのか甚だ疑問だわ。早速仕立て屋にこれと同様の物を誂えさせるから、とても楽しみね」

  

  

  

  现在我要和阿纳斯塔西娅小姐一起去的，是这座宅邸中装饰特别奢华的一个房间。

  　そして今にアナスタシア様と場を共に致しますのは、同邸宅において特段豪奢と思しき装飾が施されている一室に御座います。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  刚才一直被阿纳斯塔西娅大人玩弄于股掌之间的我，只能被她玩弄于股掌之间。

  　今し方にもアナスタシア様に翻弄されるばかりのわたしはいうと、その手中にて、弄ばれる限りなのでした。

  

  

  

  所以，当我站在巨大的镜面前时，我无法否认对那巨大的穿衣镜感到惊愕。

  　それ故巨大な鏡面の前に佇む羽目となりましたわたしは、あまりに大きなその姿見に対して驚愕を禁じ得ない感は否めません。

  

  

  

  

  它的大小令人惊叹，高耸入云，屹立不倒。

  　その大きさは特段驚きに値するまでに、天井高く聳え立ち、その存在を屹立させています。

  

  

  

  因此，每当我对这些细微之处感到惊叹时，就会感到极度恐惧，只能听从阿纳斯塔西娅夫人的指示。

  　ですからそんな些細な所に否が応にも驚嘆させられてしまうわたしはといえば、酷く恐れ慄いてしまい、アナスタシア様の仰せのままに身を委ねる他にありませんでした。

  

  

  

  所以，面对刚才阿纳斯塔西娅夫人的一席话，我才渐渐回过神来。

  　ですのでそんな有様を晒すわたしは、今し方に与えられましたアナスタシア様からの御言葉に対して、漸く我に帰った次第に御座います。

  

  

  

  “啊……内衣是我……”

  「あ‥の‥下着はわたしっ‥」

  

  

  

  但是，自己想要继续说下去的语言也渐渐变得马马虎虎。

  　ところが自身が続けようと試みた言葉も次第に尻すぼみとなります。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  对于自己说的话可能会失礼的内容，我提出了自己的意见。

  　自ずと自らが語る所の失礼に当たるかもしれないその内容に対して、声を挙げてから及んだ次第です。

  

  

  但是这也是没办法的事，我穿和自己同龄的少女穿旧内裤，这是怎么回事呢?

  　しかしながらそれも致し方なく、自身と同い年の少女が着古したショーツをわたしが履くというのは、如何なものでしょうか。

  

  

  

  所以，我之所以做出如此不敬而愚蠢的想法，也是为时已晚。

  　ですからそんな風に不敬ながら愚考を巡らせましたわたしの発言も、時既に遅しとなりました所存に御座います。

  

  

  因为刚才说到嗓子眼又说不出口的建议，似乎已经传到了阿纳斯塔西娅夫人的耳朵里。

  　といいますのも、今に喉元まで出掛けて、遂には口としてしまった申し立ては、どうやらアナスタシア様の耳へと聞き届けられていた様なのです。

  

  

  

  他那锐利的眼睛，瞪着我的眼睛。

  　それ故切長の眼光称えた鋭い眦の瞳が、わたしの露呈させてしまっている、露わとされたそれを見咎めて、

  

  

  

  “没关系，因为你怎么看都是个堂堂的女孩子。但没想到连哥哥也这么想，真是太滑稽了，所以你不必犹豫。”

  「大丈夫よ。あなたは何処から見てもれっきとした女の子にしか見えないから。けれどまさかお兄様もそうして勘違いしているなんて、あまりに滑稽な話よね。だから躊躇う必要はないの」

  

  

  

  说到阿纳斯塔西娅夫人，她的动作极为平淡，但她那流畅的动作却像缠住了我的大腿。

  　と仰られましたアナスタシア様はといえば、至極淡々とした手付きで、それでも流れる様に洗練されたそれは、わたしの太腿へと纏わりつくかの如く這い回るのでした。

  

  

  

  那个好像是在测量我的身体大小。

  　どうやらそれはわたしの身体の大きさの程を測定している様です。

  

  

  所以自然就痒得不得了。

  　それ故自ずとむず痒くて仕方がありません。

  

  

  因此，内裤的布料自然而然地碰到了我大腿内侧的大腿根部。

  　その為自然に、どうしても内股にならざるを得ないわたしの太腿の付け根辺りにショーツの布地が触れることとなります。

  

  

  

  “等等……爱丽丝小姐，我要吩咐哥哥，你再不老实点。”

  「ちょっと‥アイリスさん、あなた大人しくしていないと、お兄様に言い付けるわよ」

  

  

  

  然而，面对我如此糟糕的反应，阿纳斯塔西娅夫人脸上浮现出冷酷的笑容，语气中带着几分兴奋。

  　しかしながらそんな始末なわたしの反応に対して、薄っすらと酷薄な笑みを浮かべたアナスタシア様は、何処か弾んだ声色にて言葉を紡ぎます。

  

  

  

  因此，当我被阿纳斯塔西娅纤细的五指所触动时，我的身体就会痛苦不堪。

  　ですのでその様な無体を働かれるわたしはというと、そんなアナスタシア様の繊細な五指に与えられる感触に身悶えてしまうこととなりました。

  

  

  

  当我失去知觉时，阿纳斯塔西娅那冰冷的五指突然动了起来。

  　そしてそんな塩梅にわたしが覚束ない体勢となりますと、アナスタシア様のひんやりとした冷たい五指が途端に動きを見せます。

  

  

  

  突然，阿纳斯塔西娅女士把我的屁股塞进了她的手中，她紧紧地握住了我。

  　すると突如としてわたしのお尻のを手中にて納められたアナスタシア様は、ギュッとそれを握ります。

  

  

  

  “你、你、我、我、我、我、我、我。”

  「お・と・な・し・く・し・な・さ・い」

  

  

  

  突然，阿纳斯塔西娅的眼睛瞪得像利刃一样锐利。

  　そうして唐突言い含める様にしてわたしに対して険のある眼差しを注ぐアナスタシア様の研ぎ澄まされた刃の如き眦が吊り上がります。

  

  

  

  “……是的。”

  「‥はい」

  

  

  

  所以，被那样吩咐，我也只能服从。

  　ですからそんな風に言いつけられてしまっては、わたしとしても従う他にありません。

  

  

  

  因为从我本来的立场来看，这无非是为了我这个寄人篱下的人。

  　何故ならそれは、本来のわたしの立ち位置としては、あくまで居候の身のために他なりません。

  

  

  所以，出于阿纳斯塔西娅夫人的温情，我姑且把自己放在食客的位置上，但既然已经和她在一起了，我也只能顺从她了。

  　それ故アナスタシア様の温情から一応食客としての立場に位置ずくわたしですが、曲がりなりにも同所へと身を置くのですから、否が応にも従順になる他ないのです。

  

  

  

  因此，我的羞耻感被断然拒绝了。

  　ですのでそんな風に感じているわたしの羞恥を一蹴されてしまう運びとなった次第なのです。

  

  

  

  因此，穿着那可爱的粉红色内裤，从耻辱中低下了头。

  　その為その可愛らしい臼桃色のショーツを履かされるがままに恥辱から俯きます。

  

  

  我当然不会把视线从正面的穿衣镜上移开，但很不巧，前面那面镜子太大，连镜子都无法实现。

  　無論真正面にあります姿見からは視線を逸らすわたしですが、生憎前とした代物はあまりに大きくそれすらも叶いません。

  

  

  

  说到底，就连他看向我的眼神，也暴露出了我极其悲惨、极其羞耻的样子。

  　つまるところ向けた眼差しの先にもわたしのあまりに惨め極まる恥ずかしい姿が晒されていたのです。

  

  

  所以，不管我愿不愿意，都会出现在我的视野里，对此，我只能表露出羞耻心。

  　ですから否が応にも視界へと映す羽目となるわたしは、それに対して羞恥心を露わとするばかりで御座います。

  

  

  再加上这么一看，连我自己都能理解的我的肤色，因为太过屈辱而微微染红了。

  　加えてそうして見てみると、自分でも理解できる程に色白いわたしの肌色は、あまりの屈辱からほんのり紅に染まっているのが見て取れます。

  

  

  

  这让我更加羞愧，甚至产生了蹲在那里的冲动。

  　それが更に恥ずかしく思えてしまって、やはり如何しても蹲りたくなる衝動に駆られてしまいます。

  

  

  

  所以我才会露出那样纯真的姿态。

  　ですのでそんな初々しい姿を晒すことになってしまうわたしです。

  

  

  所以，不知你是否了解我的想法，阿纳斯塔西娅夫人向我打招呼。

  　それ故そんな有様となるわたしに対してその心中を知ってか知らずか、アナスタシア様からお声がけが成されます。

  

  

  

  “啊，这样就没有必要特别挑尺寸了。可能有点小，但非常性感，非常漂亮。这样也能满足我的口味。”

  「あら、これなら特段採寸をする必要性もないわね。ちょっとだけ小さいかもしれないけれどとってもセクシーで素敵よ。これならわたしの好みにも応えられるわね」

  

  

  但是。

  　ところがです。

  

  

  如果问我被赋予的指示的意义是什么，我完全不高兴。

  　そうして与えられた口上の意味する所はといえば、全く嬉しくないお話しでした。

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  不经意间，我发现自己穿着印有花朵图案的淡粉色可爱短裤。

  　気がつけばお花を模した柄が誂えられている薄桃色の可愛らしいショーツを身につけている自身の姿に及びましたわたしです。

  

  

  

  再加上尺码不合适，裤子的布料还是会陷进屁股里。

  　それに加えて少しどころかとてもサイズの合っていないせいで、やっぱりお尻にショーツの布地が食い込んでしまうのです。

  

  

  

  也正因为如此，才会产生我的臀部那么大的错觉。

  　そのお陰でまるでわたしの臀部の程が大きいかの様な錯覚に陥る他にないのです。

  

  

  但是。

  　ですが。

  

  

  但是我知道不会有那样的事，所以那一定是错的。

  　ですがわたしとしてはその様な事がないのは心得ているので、それは間違いに相違ありません。

  

  

  一定是这样的。

  　そうに違い無いのです。

  

  

  在巨大穿衣镜的映照下，我的双眸无意中被染成红色，可以理解地摇晃着。

  　そう巨大な姿見に映されています意図せず面持ちを紅に染められたわたしの双眸は理解できる程に、揺れています。

  

  

  

  虽然是我自己无法企及的地方，但不知不觉中，我的眼泪就流了出来。

  　どうやらわたし自身及ばない所であったのですが、知らず知らずのうちに涙を浮かべていたみたいです。

  

  

  

  他的眼睛几乎要溢出来的粒粒，让人难以忍受。

  　その為眦から今にも溢れてしまいそうな球の粒は、如何にか堪えることができそうです。

  

  

  

  所以，我不敢让他露出难堪的样子，偷偷地擦了擦眼泪。

  　ですのでその情けない無様な姿を晒すことも憚られましたので、密やかに涙を拭います。

  

  

  阿纳斯塔西娅夫人注意到了我的动作，不知为何她拿起了我的裙子，把视线投向我。

  　するとわたしの身動きに気づきましたアナスタシア様は、何故か手中に納めたスカートを持ち上げたままに、視線を此方へと注ぎます。

  

  

  

  “我不是说过吗?一动也不能确定。所以我希望你不要太麻烦我……还是要叫几个女佣帮我穿上?”

  「言っているでしょう？動くと見定めることができないと。だからあまりわたしの手を煩わせないで欲しいのだけれど‥。それとも女中を呼んで数人掛かりで着せなくてはいけないの？」

  

  

  说到这里，阿纳斯塔西娅的脸上洋溢着迷人的微笑。

  　その様にして語られたアナスタシア様の面持ちは、至極艶やかな微笑みに彩られているのです。

  

  

  但是，这句话所包含的意思，听起来却很残酷。

  　ですがそうした口上に含まれる所の意味合いは、酷く残酷な物言いとして響いては聞き取れます。

  

  

  

  不管我是否愿意，我都只能再三摇头表示拒绝。

  　その為否が応にも幾度となくかぶりを左右に拒絶を示す他にありませんでしたわたしなのでした。

  

  

  “是吗……那样的话，你就老实点吧?”

  「そう‥それなら大人しくしてもらえるわよね？」

  

  

  因此，对于阿纳斯塔西娅大人的慈悲之心，我只能连连点头。

  　ですからこの様にして与えられた慈悲と称して差し支えないアナスタシア様の確認に対しては、幾度となく頷きを返すに至ります。

  

  

  对于我的首肯，阿纳斯塔西娅女士也非常高兴。

  　そうして首肯を呈したわたしの肯定の意に対しては、アナスタシア様も凄くお喜びになられました。

  

  

  

  我只能像洋娃娃一样被人玩弄，只能任由阿纳斯塔西娅夫人穿旧内衣和裙子。

  　そんな風にまるで人形の如く弄ばれるままに身を委ねる他にありませんわたしはといえば、アナスタシア様のお下がりである下着を身に付けるがままに、スカートとを穿かされる羽目となったのです。

  

  

  在镜子里可以看到，那种飘逸的未知触感带给大腿，脸颊不由自主地抽动起来。

  　際してはそのヒラヒラとした未知の感触を太腿に与えられて、思わず頬が引き攣るのが姿見において見て取れます。

  

  

  

  看到我自己那样暴露在外面的不堪的装束，我的心情变得非常难过。

  　そんな風なわたし自身が晒す無様に過ぎた装いに及んで、なんだかとても切ない気持ちとなりました。

  

  

  于是，我不由自主地为自己的境遇感到羞愧和忧虑，开始畅想今后将会受到的玩具般的待遇。

  　そうして思わず自身が境遇を恥ずかしくも憂いてしまったわたしは、これから待ち受ける玩具の様な扱いに対して思いを馳せたのです。

  

  

  因此，他垂下眼皮，彻底地沉浸在无心之中，仿佛没有意识到自己屈辱的样子。

  　それ故瞼を伏せて自らの屈辱的な姿を認識することがない様に無心に徹したのでした。
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  “我给爱丽丝穿了我的衣服，她还是很可爱的。哥哥你是怎么想的呢?”

  　「アイリスさんにはわたしの服を着せて見たのだけれど、やっぱりとても可愛らしいわね。お兄様はどう思うのかしら？」

  

  

  

  我陪在她的身边，陪在她的身边。

  　そうしてわたしを伴いフウガ様のお出迎えをしている最中に身を置きますわたしは、アナスタシア様の傍にて侍るばかりで御座います。

  

  

  就像他刚刚堂堂正正地出现在我眼前的样子。

  　というのも今に堂々たる振る舞いでわたしの眼前にて御姿を御目見えになりましたフウガに御座います。

  

  

  

  然后他就这样回去了，不知为何，伤痕比今天早上看到的还要多。

  　そしてそんな有様となってお帰りになりました彼は何故か今朝に見た時分よりも傷だらけとなっています次第です。

  

  

  

  到底发生了什么事，才会遭受如此惨痛的伤害呢?

  　一体何があればこの様に痛々しい傷を負ってしまうこととなるのでしょうか。

  

  

  

  但是，我正在思考这些问题，风歌先生却毫不在意。

  　ですがその様に思考を巡らせているわたしなど意に介する様子もなく、フウガ様は仰られます。

  

  

  “啊，很适合你，只是有点小吧?那应该是阿纳斯塔西娅穿过的衣服。”

  「ああ、とても似合っているじゃないか。だが少し小さいだろう？確かそれはアナスタシアの着ていた物だった筈だ」

  

  

  

  风贺夫人俯视着我，点了点头，同时用惊讶的眼神看着阿纳斯塔西娅。

  　と、わたしを見ろ下ろしたままのフウガ様は、応用に頷くと共に訝しげな眼差しでアナスタシア様を見遣ります。

  

  

  

  “是啊，不过这也没什么奇怪的，因为爱丽丝是我和哥哥的妹妹。”

  「ええそうよ。でもこれは何もおかしなことではないわ。だってアイリスさんは、わたしとお兄様の妹になるのだもの」

  

  

  但是，对于这个疑问，阿纳斯塔西娅小姐一口回绝，不，姐姐脸上露出了笑容。

  　ところがその疑問に対して一蹴するばかりのアナスタシア様は、いいえ、お姉様は特段面持ちを綻ばせて言い放ちます。

  

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  因为我被那样说了，所以必须听阿纳斯塔西娅姐姐的话。

  　わたしはその様にして言い含められてしまった為、アナスタシアお姉様の言うことを聞かなくてはなりません。

  

  

  只能任凭他人摆布。

  　されるがままとなる他に無いのです。

  

  

  因此，我自然而然地按照姐姐的吩咐，像讨好一样向前倾着上身，做出抬眼的样子。

  　それ故わたしは自ずとお姉様からの申し付け通りに、まるで媚びるかの如く上体を前へと傾けて上目遣いを作ります。

  

  

  

  然而，我自己也能理解，我的脸颊一定在抽动。

  　しかしながらそうしている自身でも理解できるのですが、恐らくわたしの頬は引き攣る様にして痙攣しているに相違ありません。

  

  

  

  一定是这样的。

  　そうに違い無いのです。

  

  

  因为从生下来的那天起，我一次也没有遭受过这样的屈辱，所以我觉得这是理所当然的。

  　だってこの様な屈辱を強いられたことなど、生を受けた日から一度もないのですから当然に思えます。

  

  

  

  但如果不这样做，我一直隐藏的虚假性别就会暴露。

  　でもそうしなければわたしがひた隠しにしてる偽りの性別を暴露されてしまうに違いありません。

  

  

  因为阿纳斯塔西娅姐姐掌握着我必须隐藏的东西。

  　何故ならアナスタシアお姉様はわたしが秘匿しなければならないそれを握っているのですから。

  

  

  那就是无论何时何地，只要阿纳斯塔西娅姐姐喜欢，就可以陷害我。

  　それはいつ何時でもアナスタシアお姉様の好きな時に、このわたしを陥れる事ができるという事実に他なりません。

  

  

  如果真的变成那样的话，对风贺大人来说是愚蠢的，学园的各位也会暴露的吧。

  　仮にそうなってしまえばフウガ様には愚か、学園の方々にも暴露されてしまう事でしょう。

  

  

  

  毁谤她是这样的话，我就无法继续上学了。

  　例えそうなってしまったら、誹り自体を受け入れる他にないわたしとしては、登校すらもままなら無くなってしまいます。

  

  

  

  无论如何都要避免那样的事态。

  　その様な事態を何としてでも避けなければなりません。

  

  

  如果不是这样的话，我在这片土地上也没有别的理由了，我到底该去哪里安身呢?

  　そうでなければこの地に同所以外のよるべもないわたしは、一体何処へ身を置けばいいのでしょうか。

  

  

  母亲离开了她，没有可以依靠的人，一切的一切都是一个人在陌生的土地上，在这种情况下，安娜斯塔西娅姐姐是唯一可以依靠的人。

  　お母様から引き離され頼る人もなく、何もかもの一切が見知らぬ土地に一人という状況の最中、アナスタシアお姉様は縋ることができる唯一の人物たり得ます。

  

  

  

  所以接下来的行动，我的身体也会跟着行动，所以我会赌上我的全力。

  　それ故これから行うべき振る舞いは、わたしの身体も掛かっている為、この身の全力を賭して試みる所存に御座います。

  

  

  奇怪的是，对于从小就接受过母亲各种教授的我来说，这是很简单的举动。

  　奇しくもそれは幼少の頃よりお母様から様々なご教授をお受け致しましたわたしからすると、簡単な所作として及べます。

  

  

  

  尽管如此，我还是认为自己不堪重负，理由无非是这种行为太过屈辱。

  　にも関わらずこの身に余ると断じたその理由は偏に、あまりにその行いが屈辱であるが所以に他なりません。

  

  

  但是，既然已经理解了这其中的含义，而且已经希望走到风歌的正面，就必须挑战。

  　ところがそれの意味する所を理解していて尚、既にフウガの真正面へと望んだ以上、これに挑まなくてはならないでしょう。

  

  

  否则，不，十之八九，我的秘密一定会被泄露得体无完肤。

  　さもなければきっと、いいえ、十中八九で完膚なきまでに必ずと言って差し支えないまでに、わたしの秘密をばら撒かれる憂き目と遭うでしょう。

  

  

  那是无须深思熟虑的必然，毫无说的必要的历史事实。

  　それは特段深く考えるまでもなく必然であり、語る必要性も皆無な程に歴とした事実に相違ありません。

  

  

  在这种纯真的确信之上，我决定走钢索。

  　それ程までに純然たる抱かれてました確信の上に、わたしは綱渡りをしている所存に御座います。

  

  

  但是，这在蒙受极大耻辱的同时，也是我的利益所在。

  　しかしながらそれは、極めて恥辱を被ると共に、わたしの利益としても望めるのです。

  

  

  虽然我现在已经不怎么和风贺大人说话了，但我还是想借此机会，请您给我讲讲小时候母亲的故事。

  　今はあまりフウガ様とは言葉も交わしていない現状にある有様のわたしですが、思い切ってこれの機会に、幼少の時分のお母様のお話をして頂きたく思うのです。

  

  

  因此，无论如何也要原谅自己的羞耻，如果不能得到风歌小姐的好印象，今后就不能再见到母亲了。

  　それですのでここは何としても自らの恥をも許容して、フウガ様から好印象を得なければきっとこの先、お母様との再会を果たされない事でしょう。

  

  

  因此，当我正面面对风画先生时，我会按照母亲教给我的行为举止来对待。

  　それ故フウガ様へと真正面から相対するに際しては、わたしがお母様から直々に伝授された立ち振る舞いにて臨みます。

  

  

  只要我表现出顺从的隶属态度，说不定就能从风贺大人口中听到关于我现在的情况。

  　そうして従順な隷属した態度を披露して見せれば、如何にかフウガ様の口からわたしの現状についてのお話が聞けるやもしれません。

  

  

  但是，一想到虽然经过了深思熟虑但还是失败了的时候，就会逐渐高涨，紧张感也会随之动摇。

  　ところがそんな風に熟考を致しましたがこれに対して失敗してしまった時の事を思えば、次第に高められていき緊張感に及び腰となってしまいます。

  

  

  

  可是，就在我这么想的时候。

  　しかしながらそんな始末のわたしですがつい今し方にそう思考したその時です。

  

  

  意想不到的是，脑海中浮现出以前和姐姐一起去娼馆街时的记忆。

  　予期せぬことに脳裏へと駆け巡ったのは、以前にお姉様と共に娼館街へと赴いた時分の記憶でした。

  

  

  因为当时看到的那些妓女向老爷谄媚的举止，鲜明地浮现在我的脑海中。

  　というのもその時に見かけた殿方に対して媚を売っている娼婦の方々の振る舞いが、鮮明にわたしの意識へと去来してきたのでした。

  

  

  

  因此，我很幸运地回想起每一个行为，然后进入实施的阶段。

  　その為これ幸いと想起されたその所作の一つ一つを鮮明に思い出し、実行する段階に移ります。

  

  

  而且那个动作虽然让人觉得是极其下流的东西，但在以前学到的知识中却被认为是特别有效的，所以没有不尝试的办法。

  　そしてその仕草はあまりに下品極まる代物としても感じられましたが、以前に及んだ知識においては特段有効としても見られましたので、試さないという手はありません。

  

  

  我现在身处的状况，已经渐入佳境，绝对不允许失败。

  　それ程までに佳境を極まる、絶対に失敗は許されない事態に今のわたしはその身を置いているのです。

  

  

  所以，无论我愿不愿意，除了听从阿纳斯塔西娅姐姐的话之外，别无退路。

  　ですから否が応にもアナスタシアお姉様の御言葉には従う他に許された退路はありません。

  

  

  

  因此，他们自然会以毫无品质的、过分谄媚的态度来挑战风雅。

  　それ故自然、フウガ様に対して品性の欠片もない、至極媚び諂った態度で挑まなければなりませんでした。

  

  

  

  因此，他轻轻地握住自己的五指，双手放在胸前，以可爱的姿势仰望风画儿。

  　ですので自らの五指を軽く握った両手を胸元へと持っていき、そうして可愛らしい体勢にてフウガ様を仰ぎ見るのです。

  

  

  

  如此一来，穷凶极恶的人就会故意左右摆动自己的臀部，以此来表明明显的态度。

  　そうして極め付けは意図して自らのお尻を左右へと振ることにより、あからさまな態度を示します。

  

  

  

  最后，他又用比平时更高的音调，对客人说些谄媚的话。

  　そして果てにはこれに加えて幾分普段の声色よりもトーンを高くした、殿方に対して媚びた言葉を紡ぎます。

  

  

  

  “那个……我能成为风贺大人的妹妹吗?”

  「あの‥わたしではフウガ様の妹にはなれませんか？」

  

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  就这样，她把裹在裙子里的臀部甩来甩去，举止宛如妓女。

  　その様にしてスカートに包まれた臀部をはしたなくフリフリと振って、まるで娼婦の方々の如き振る舞いに身をやつします。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  这种极其凄惨的样子，即使是那些以卖淫为生的女性，也一定会有所忌惮。

  　まさかこの様なあまりに惨め極まる無様な姿など、流石に性を売ることを生業としています彼女者達にしても憚られるに相違ありません。

  

  

  

  接着，面对最后的开场白，他发自内心地撒娇，编织出谄媚的台词。

  　そして続けた最後の口上に対して、心底から甘える様にして媚びた台詞を紡ぎます。

  

  

  

  这是阿纳斯塔西娅姐姐下达的特别不能忘记的命令。

  　それがアナスタシアお姉様から言い渡された特段忘れてはいけない命令です。

  

  

  “……哥哥❤️我不行……是吗?”

  「‥お兄様❤️わたしではダメ‥でしょうか？」

  

  

  

  就这样，他心里想着可能会被拒绝的事实，说了一句极具羞耻心的话。

  　そうしてあまつさえ終いには、拒絶されるかもしれない事実を念頭において、極めて羞恥心に襲われる言葉を口とします。

  

  

  

  而且，那简直就像对真正的亲人撒娇一样。

  　そしてそれはまるで本当の肉親に対して甘えるかの様な振る舞いを見せ付ける羽目とりました次第です。

  

  

  

  就这样，他们过分地向风歌献媚，而且还向人们展示了妓女的伎俩。

  　その様にして大仰な程にフウガ様に対して媚び諂った上目遣いで娼婦の如き所業を披露してしまいました。

  

  

  

  但是，从画风上看不出他对我的反应，所以不由得流露出焦躁。

  　ところがそんな無様を晒すわたしに対しての反応がフウガ様から見て取れないのですから思わず焦燥を露わとしてしまいます。

  

  

  

  因此，对于这种意料之外的回答，我选择的下一个手段就是再次说出接下来的台词。

  　その為そんな予期しない返答に対してわたしが選んだ次の手段はといえば、再び続く台詞を口とすることです。

  

  

  

  “哥哥……❤️拜托了❤️爱丽丝想成为风贺大人的妹妹❤️”

  「お兄様‥❤️お願い致します❤️アイリスはフウガ様の妹になりたく思います❤️」

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  

  我只能像这样，用连我自己都忍不住吐出来的娇滴滴的声音，向风画儿谄媚。

  　この様にしてわたし自身でも反吐が出る程に甘ったるい声色でフウガ様へと媚びを売る他にないのです。

  

  

  

  我保持着这样的态度，战战兢兢地窥视着风贺大人的脸色，在旁人看来，一定会觉得很滑稽吧。

  　そうしてそんな態度を維持したままフウガ様の顔色を恐る恐る窺うわたしの姿は、傍目から見てもさぞかし滑稽な光景として映るでしょう。

  

  

  

  因此，目睹这一切的阿纳斯塔西娅姐姐一定也看不起我的悲惨行为。

  　ですからきっと、これを目の当たりにしているアナスタシアお姉様もわたしの惨めな振る舞いを軽蔑しているに相違ありません。

  

  

  

  然而，暴露出与之相应的丑恶也是事实，这当然是我心甘情愿接受的行为。

  　しかしながらそれに値するだけの無様を晒しているのも事実ですから、それは当然わたしが甘んじて受け入れるべき所業なのです。

  

  

  因此，我只能一味忍耐。

  　ですのでわたしはこれに只々ひたすらに耐え忍ぶ他にありませんでした。

  

  

  就在我思考这些问题的时候，一瞬间，寂静得令人心痛。

  　そしてそんな愚考を巡らせている間にも一拍、痛い程の静寂が流れます同所です。

  

  

  我终于忍受不了了，一直压抑的感情的浊流即将决堤。

  　これにはわたしも遂には堪え兼ねて、とうとう押し留めていた感情の濁流が決壊する寸前です。

  

  

  但是，就在我快要溢出来的那一瞬间。

  　ですがそんな風に自らの溢れ出さんばかりの想いが喉元まで出掛かっていた瞬間の事でした。

  

  

  直到刚才还纹丝不动的风贺大人，突然变得非常沉着，大方地点了点头。

  　つい今し方まで微動だにしませんでしたフウガ様が、酷く落ち着いた立ち振る舞いで鷹揚にも頷きを返されました。

  

  

  

  “嗯，如果你愿意，我也欢迎。”

  「ああ、君がそうしたいと望むのであれば、俺としても歓迎しよう」

  

  

  

  而且，从伴随而来的台词来看，我所展现的演技总算是奏效了。

  　そしてどうやらそれに伴い続けられた台詞を鑑みるに、無事にわたしの披露した演技の程は功を奏した様でした。

  

  

  

  因此，在让人看到如此盛大的欺骗行为之前，有必要让其继续下去。

  　それ故そんな盛大に猫被りを見せつけてしまった手前、依然としてそれを継続させる必要性がありました。

  

  

  

  “诶诶诶❤️好高兴啊哥哥❤️”

  「えへへぇ❤️嬉しいですお兄様ぁ❤️」

  

  

  

  所以，我还是抬着眼睛仰望风贺大人。

  　ですのでそんな風にして未だに上目遣いとなりフウガ様を仰ぎ見るのです。

  

  

  “哈哈……真是太突然了。”

  「はは‥随分と突然だな」

  

  

  

  风贺大人终于有了动作，他把粗粗的手掌伸向我的头。

  　すると漸く動きを見せて頂けましたフウガ様は、その無骨にゴツゴツとした掌をわたしの頭へと伸ばします。

  

  

  

  “哥哥……差不多该吃晚饭了吧?”

  「お兄様‥そろそろ夕食の時間よね？」

  

  

  然而，与之相对的是，阿纳斯塔西娅姐姐，她一边说话，一边在我的正前方插队。

  　しかしながらこれに対して言葉と共に伴いわたしの真正面に割り込む様にして立ちはだかるアナスタシアお姉様です。

  

  

  

  她和风歌并排站在一起，就像在保护我一样。

  　まるでフウガ様に対して対峙するかの如く、彼とそうして並び立つ御姿は、まるでわたしを守るかの様な位置取りとなります。

  

  

  

  然后把我藏在自己的背上，轻轻推开风贺大人的手的阿纳斯塔西娅姐姐，她那令人害怕的满面微笑被称赞。

  　そしてわたしを自らの背に隠すかの様にしてフウガ様の手を軽く払うアナスタシアお姉様ですが、その面持ちは怖い程に満面の微笑みが称えられていました。

  

  

  “啊……是啊。就按你说的吃饭吧。”

  「ああ‥そうだな。お前の言う通り食事にしよう」

  

  

  

  然而，对于阿纳斯塔西娅姐姐如此唐突的身体，他似乎并没有表现出特别在意的样子。

  　しかしながらその様にして唐突極まるアナスタシアお姉様の無体に対して特段意に介する素振りが見受けられませんフウガ様です。

  

  

  

  两个人仿佛相对而坐，视线交错，从他们之间隐约散发出一种危险的气氛。

  　まるで相対するかの様にして互いに視線を交錯させています御二方の間からは僅かながらに剣呑な雰囲気が漂います。

  

  

  

  但那是阿纳斯塔西娅姐姐对风歌的一味厌恶。

  　ですがそれはアナスタシアお姉様からフウガ様に対して向けられる一方的な嫌悪と思しきそれなのです。

  

  

  

  恐怕，风贺大人对阿纳斯塔西娅姐姐并没有什么恶意。

  　恐らくですが、フウガ様からは特段、アナスタシアお姉様に対しての悪意と思しき感情は抱かれていない様に思われます。

  

  

  

  所以，散发出这种压迫感的，一定是刚才仍流露出威逼表情的阿纳斯塔西娅姐姐。

  　ですのでこの様な圧迫感を放っているのは、今し方にも何処か威圧的な面持ちを露わとしているアナスタシアお姉様に相違ないでしょう。

  

  

  

  能营造出如此强烈的情绪与魔力相呼应的氛围，非阿纳斯塔西娅姐姐莫属。

  　この様にして強烈な情動に魔力が呼応してさえ感じられる空気を醸し出せるのは、アナスタシアお姉様に違いありません。

  

  

  

  就这样，顿时寂静降临，被令人心痛的沉默所包围，我感到非常不舒服。

  　その様にして途端静寂が訪れます痛々しい程の沈黙に包まれた同所は極めて居心地が悪いです。

  

  

  

  仿佛像我这样的局外人不能轻易进入似的，渗透着些许不平静的气氛。

  　わたしみたいな部外者が安易に立ち入ってはいけないかの如き、些か穏やかではない雰囲気が滲み出ているのです。

  

  

  

  作为佐证，虽然阿纳斯塔西娅姐姐依然被人称赞微笑，但她那圣母般的面容中包含的，只有安静的牵制。

  　その証左として依然としてアナスタシアお姉様は微笑を称えられているものの、その聖母の如き面持ちに含まれて思われるのは、静かな牽制に他なりません。

  

  

  

  “你怎么了，阿娜斯塔西娅?”

  「どうしたんだ？アナスタシア」

  

  

  然而，就这样，阿纳斯塔西娅姐姐和风贺夫人沉默了一会儿。

  　しかしながらそうして何やらアナスタシアお姉様とフウガ様が口を噤んでいたのも束の間の事でした。

  

  

  

  下一个瞬间，她就用惊讶的眼神向阿纳斯塔西娅姐姐发问。

  　次の瞬間には訝しげな眼差しをアナスタシアお姉様に向けて問いを投げかけるフウガ様に御座います。

  

  

  

  “不?没什么事。我和爱丽丝小姐还有话要说，你就别理我了，哥哥你先去吃饭吧。”

  「いいえ？なんでもないわ。わたしはアイリスさんと少しお話しがあるから、これに構うことなく、お兄様は先に御食事をなされたらどうかしら？」

  

  

  

  尽管如此，阿纳斯塔西娅姐姐对此却表现得十分冷淡，她用一只手挽起自己的长发，转身离去。

  　にも関わらずこれに対して至極素っ気ない素振りを見せたアナスタシアお姉様はといえば、自らの長髪を片手で掻き上げると共に、踵を返します。

  

  

  

  今天一天也经常看到他那华丽的举止，让人看得入迷。

  　今日一日にも度々見られましたその華麗な立ち振る舞いは、思わず見惚れてしまう程に御座います。

  

  

  

  然后，阿纳斯塔西娅姐姐转过身来，用不容分说的力量拉住了我的手臂。

  　そうして此方へと向き直りましたアナスタシアお姉様に、有無を言わせない様な力で腕を引かれてしまいます。

  

  

  

  就像刚才看到的那一连串高雅的举止都是骗人的一样，一副强人所难的样子。

  　今し方に見られました上品な一連の所作もまるで嘘であったかの様に、強引な素振りです。

  

  

  

  “不……别放在心上。好不容易来欢迎爱丽丝，就等着吧。”

  「いや‥気にするな。せっかくアイリスの歓迎をするのだから、待っていることにするさ」

  

  

  于是，风贺大人对再次带着我离开的阿纳斯塔西娅姐姐说。

  　するとその様にして再びわたしを伴いこの場を後とするアナスタシアお姉様に対して、フウガ様から声が掛けられました。

  

  

  

  “是吗……”

  「そう‥」

  

  

  然而，阿纳斯塔西娅姐姐连头也不回地极其冷淡地回答。

  　ところがこれに応じるアナスタシアお姉様は振り返ることすらせずに、極めて冷然と受け答えます。

  

  

  

  虽然看不出他的表情，但从他那淡然的声音来看，他似乎想尽快离开这里。

  　表情の程は拝見できませんが、その至極淡々とした声色から鑑みるに、どうやら一刻も早く同所から立ち去りたい様子です。

  

  

  

  不，不是的。

  　いいえ違います。

  

  

  与其说是这个地方，不如说是哪个地方，确切地说，是想和风歌先生保持距离。

  　どうやらこの場というよりかは何方かと称するのでしたら、フウガ様から距離を置きたいと言い表した方が的確に御座いますね。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  一定是这样。

  　そうに違いありません。

  

  

  无论如何，阿纳斯塔西娅姐姐的动作总是冷冰冰的，让人觉得非常恐怖。

  　その様にして何れにせよ何処か無機質な動きを見せるアナスタシアお姉様の振る舞いは、酷く不気味にも見て取れるのでした。

  

  

  但与此同时，从其暴露出来的原始感情中，也能感受到纯然的漠不关心。

  　しかしながらこれと同時にその露呈されている生の感情からは、純然たる無関心の発露が感じ取れるのです。

  

  

  

  从其流露的气氛中，可以窥见些许的畏缩情绪。

  　その露われとしてその漂わせる雰囲気からは、些かばかりに辟易とした感情が窺い知ることができます。

  

  

  为此，阿纳斯塔西娅姐姐只说了一句，然后再次用五指握住我的手。

  　その為ただ一言だけ返答に際して声を発した限りのアナスタシアお姉様は、それだけ言い残すと再びわたしの手に五指を絡めてきました。

  

  

  

  然后朝刚才换衣服的地方走去。

  　そして先程に着替えを致しました部屋と同様の場所へと歩みを進めます。

  

  

  所以，我只能顺从地向风贺大人回头看了一眼，然后点点头。

  　ですからそれにされるがままに追従する他にないわたしはというと、フウガ様の方へと一度だけ振り返ると共に会釈を致します。

  

  

  

  随之深深地低下头的我，在抬头仰望的时候窥视到的，是带着几分看破红尘的苦笑的表情。

  　そうしてそれに伴い深々と頭を下げたわたしが見上げるに際して窺い見たのは、何処か諦観にも似た苦笑混じりの面持ちです。

  

  

  

  就这样，她的脸上浮现出的表情似乎流露出了某种令人心痛的感情，深深地刻在了我的脑海里。

  　その様にして何処か痛々しい感情の発露を露わとしているフウガ様の浮かべられていました表情は、とても印象深くわたしの脳裏へと刻まれることとなりました。

 
  対面

  相逢

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  过了一段时间，阿纳斯塔西娅姐姐又一次带我来这里，那是一间非常宽敞的房间。

  　そうして暫くの時を経ましたわたしは、例によって再三に渡りアナスタシアお姉様に連れられて来ました同所は、あまりに広々としたお部屋に御座います。

  

  

  

  姐姐说这是和室，只有名门望族才有。

  　お姉様曰く和室との事で、これがあるのは名家ならではと称して差し支えないそうなのです。

  

  

  

  接着迎接的是一位从未谋面的、身材高大的巨人殿下。

  　そして迎えましたのは、お会いしたこともありません、まるで巨人の如く大柄な殿方を交えてのお食事となります。

  

  

  

  但是，阿纳斯塔西娅姐姐就在我旁边，所以我并没有感到特别不安。

  　しかしながら、わたしの隣にはアナスタシアお姉様位置取っていますので、特段不安は感じられません。

  

  

  

  风贺大人站在对面，而那个不知名的巨大男人，就像岩男一样，锐利的双眸正睥睨着这个房间。

  　フウガ様は対面に、そして名も知らないその巨大な、まるで岩男の如き男性は、この一室を睥睨するかの様にして、鋭い双眸を巡らせています。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  除了我以外，这明明是一家人团聚的场所，却让人如坐针毡，气氛沉闷。

  　わたしを除けば家族団欒の場であるにも関わらず、何処か針の筵みたく、重苦しい雰囲気です。

  

  

  

  或许，在这样的重压之下，现在在座的各位正在一起生活。

  　もしかしたら、この様な重圧の元、今に場を共に致します皆様方は生活を送っているのかもしれません。

  

  

  不，不是的。

  　いいえ違います。

  

  

  恐怕是因为有我这样的异类在场吧。

  　恐らくこれは、わたしの様なこの場においての異分子が居合わせているからが所以に他ならないでしょう。

  

  

  一定是那个。

  　きっとそれに相違ありません。

  

  

  

  所以我待在这里实在太不自在了，觉得特别难为情。

  　ですのでわたしが同所に身を留めるにはあまりに居心地が悪く、特段肩身が狭く思います。

  

  

  

  但是不行。

  　ですがダメです。

  

  

  在这种压迫感的压迫下，我从心底到骨子里都是胆小鬼，真让人头疼。

  　ここまでの圧迫感に身を晒されてしまっては、心底から髄まで小心者のわたしですから困ります。

  

  

  很困扰。

  　困ってしまうのです。

  

  

  如此骇人，甚至可以窥见其质量，一种压迫感向我袭来。

  　それ程までに凄まじい、まるで質量さえ伴って窺える、威圧感がわたしの身を襲うのです。

  

  

  因此，重压般的压力让我难以忍受。

  　それ故何処か重圧の様にさえ思われるそれは、如何にも堪え難かったのです。

  

  

  

  因此，我只好闭上嘴，把视线投向谁也不碰的饭菜。

  　ですからそうして口を噤む他にないわたしは、一向に誰も手を付けない御食事に視線を注ぎます。

  

  

  

  这样一来，放眼望去，除了已有的菜肴外，还有看似甜味的菜肴。

  　すると眼差しを向けた先には、既存に並べられていた料理の他、甘味と思しき代物も配膳されます。

  

  

  

  刚才端来的女佣的容貌，虽已是妙龄，但看上去却十分美丽。

  　そうして今し方にそれを運んできた女中の方の容姿は、妙齢でありながらとても美しく見て取れます。

  

  

  

  一定是刚才从阿纳斯塔西娅姐姐那里听来的风贺专属身边的女人。

  　先程にアナスタシアお姉様から聞き及びました、フウガ様専属の傍付きの女性に違いありません。

  

  

  

  应该是风贺先生的好友，名叫小晴。

  　確かフウガ様が懇意にしている相手、コハルさんという名であったかと思われます。

  

  

  她的脸上洋溢着柔和的气息，笑容宛如鲜花盛开一般，给人留下了深刻的印象。

  　とても柔和な雰囲気が漂う方で、まるで花が咲き誇らんばかりの笑顔が印象的な女性でした。

  

  

  

  但是，如果一直盯着不放的话，可能就太不礼貌了。

  　しかしながらそこまで眺めていては、これ以上は不躾に当たるやもしれません。

  

  

  

  所以，当我终于到达那个时候，为时已晚。

  　ですので漸くそれに及んだわたしですが時既に遅しです。

  

  

  

  “呵呵。”

  「ふふ」

  

  

  大概是被我情不自禁地看得入迷的视线注意到了吧。

  　思わずといった風に見惚れていましたわたしからの視線に恐らく気付かれてしまったのでしょう。

  

  

  

  下一个瞬间，连辩解的余地都没有，只给了他一个像哄小孩一样敷衍的笑容。

  　次の瞬間に弁解の余地も与えられずに、何処か幼児をあやすかの如くあしらいの笑みを与えられてしまいます。

  

  

  

  那简直就像母亲一样，流露出过于开朗温暖的表情。

  　それはまるでお母様の様な、朗らかに過ぎる暖かな面持ちを露わとしていたのです。

  

  

  

  他的举止极其洗练，是一丝不苟的行云流水般的举止。

  　その振る舞いは極めて洗練された、隙も伺えない流れる様な所作です。

  

  

  

  所以小晴小姐就那样站着，举止优雅地离开了这里。

  　ですからその様な立ち振る舞いのまま、楚々とした仕草を見せ付けてこの場を後としましたコハルさんで御座います。

  

  

  

  之后再也感觉不到任何脚步声，步伐轻快无比。

  　それからは一切の足音を感じられず、その澄ました足取りは至極軽やかです。

  

  

  

  因此，我只能目送他离去，马上行动起来。

  　その為にその御姿を見送るしかありませんでしたわたしは、すぐさま自らの振る舞いに及びます。

  

  

  所以看着自己的行为被发现了，感到羞耻，只能低下了头。

  　それ故見つめていた自身の行いを悟られてしまった事への羞恥を覚えた為、伏目になる他にありませんでした。

  

  

  

  因此，我的视线自然而然地再次落在摆盘豪华的商品上。

  　ですので自ずとわたしの視線は再び豪勢な盛り付けが窺える並べ立てられた品々へと落とされます。

  

  

  

  那些料理，就算是对这种东西不太熟悉的我，也能一眼就看出来，是用高级的食材定做的。

  　それらの料理はこの様な代物に疎いわたしでも一目で及ぶ程、高級な食材にて誂えられている事が理解できます。

  

  

  

  然而，即使看到如此奢华的精品，我也丝毫没有食欲。

  　しかしながらその様にして特段贅を拵えられている逸品の数々を目の当たりにしても、一向に食力が湧きません。

  

  

  这一切都是飘落在这里的，令人痛不欲生的寂静之帐。

  　それもこれも同所に舞い降りている、痛い程の静寂の帳が所以です。

  

  

  因为那沉默太过沉闷，我甚至不敢动一下身子。

  　何故ならその沈黙があまりに重苦しいが為に、まるで身じろぎすらも憚られる程なのです。

  

  

  

  因此，在这种渐入佳境的状况下，我这个本来就懦弱的人，甚至有些不合时宜。

  　ですからこの様な佳境極まる現状における元来気の弱いわたしは殊更に場違いですらあるのです。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  

  因此，我打从心底对他这么做，所以现在与他在一起的我，是唯一不适合这个场合的异类。

  　ですのでそれに心底から及んでいますから、今現在同所へと身を置いているわたしこそが、唯一この場にそぐわない異分子に他なりません。

  

  

  

  因此，面对这种被“不”“应”所压倒的意想不到的遭遇，就会情不自禁地想要逃离。

  　その為、この否が応にも気圧されてしまう予期せずして遭遇してしまった事態からは、思わず逃げ出したくなってしまいます。

  

  

  

  我只是一味地隐藏自己的内心，根本不需要在意摆在眼前的饭菜。

  　そんな有様の内心を只々ひたすらに押し隠すわたしは、眼前の卓上に置かれた料理にも気を払うには及びません。

  

  

  

  因此，为了逃避这种袭来的意识，自然而然地转移注意力，把目光投向风歌。

  　それ故そんな風に襲いくる意識を現状から逃避する為、自ずと気を逸らすべくしてフウガ様へと眼差しを注ぎます。

  

  

  然后目不转睛地望着正对面盘腿而坐的他。

  　そうして真正面に胡座を掻いています彼を、見るともなし眺めています。

  

  

  这样看着，偶然与风画先生强有力的眼神交错。

  　するとこうして見遣っていますと、偶然フウガ様の力強い眼差しと交錯します。

  

  

  从中可以窥见称赞其辉煌的强大意志力，让人不由得看得入迷。

  　その煌めきを称えた強い意思力が垣間見えるそれは、思わず見惚れてしまう程。

  

  

  我突然被他的气势所压倒，不知不觉地移开了视线。

  　予期せずして途端これに対して思わず気圧されてしまうわたしは、知らず知らずの内に視線を逸らします。

  

  

  就这样，气氛有些尴尬。

  　その様にして、些か気まずい雰囲気に包まれている最中の事です。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  我曾经背过脸去，但不知为何，我很在意那个样子，自然而然地把目光投向他。

  　一度は顔を背けていまいましたが何故かその様子が気になってしまい、自ずと眼差しを向けます。

  

  

  然后，随着低着头抬起头来，再次与风画样的视线相交。

  　そして俯かせていた面持ちを上げるに伴い再びに渡りフウガ様の視線と交わらせます。

  

  

  也正因为如此，我的举动才显得有些可疑，所以风贺大人看到我，露出了苦笑。

  　お陰でそんな風に些か挙動不審にならざるを得ない為、やはりわたしを見たフウガ様は、苦笑を浮かべておられました。

  

  

  因此，我不得不那样羞耻，受到了像小孩子一样的待遇。

  　ですから都合上、その様に羞恥を禁じ得ない、まるで幼児の如き扱いを受けてしまいます。

  

  

  但是，我很不情愿这样被人一味地瞧不起。

  　ですがその様にして、一方的に馬鹿にされてしまうのは甚だ不本意なのです。

  

  

  因此，我不由得从下面狠狠地瞪着风贺。

  　その為わたしは自ずと下から睨み付ける様にしてキッと、フウガ様を見遣ります。

  

  

  

  尽管如此，与风样高大的体格相比，我的身高差还是太大了。

  　しかしながらそれでも、フウガ様見たく大柄な体格と比較してわたしのそれではあまりの身長差があります。

  

  

  

  所以我和风贺大人的身长，即使坐着也很明显。

  　それ故わたしとフウガ様の体長の程は座っていても尚、歴然という具合なのです。

  

  

  因此，我只能抬眼仰望，这实在是莫大的屈辱。

  　ですので自ずと上目遣いで見上げることしかできないのが、大変屈辱に御座います。

  

  

  

  这简直是让我明白了作为生物的身份，我感到非常遗憾。

  　これではまるで生物としての格を思い知らされている様でいて、わたしとしては甚だ遺憾なのです。

  

  

  再加上折叠膝盖跪坐的姿势，会让脚趾发麻。

  　それに加えて膝を折り畳みまして正座をしている姿勢はというと、少なからず足の指先が痺れてしまいます。

  

  

  所以没办法，我只好改变坐姿，变成了一个女孩子。

  　ですから致し方無しにその体勢を崩したわたしは、思い切って女の子座りとなる他にないのです。

  

  

  虽然这也不是我的本意，但我的态度实在让人难以忍受。

  　それも甚だ不本意ではありましたが、それ程までに耐え難い姿勢だったのです。

  

  

  我双腿呈内八字，屁股一下子塌了下去，为了消除自己暴露出来的丑陋，我再次仰视风贺。

  　内股になって、すとんとその場へとお尻を落としたわたしは、自らが晒したその無様を払拭するべくして再びフウガ様を仰見ます。

  

  

  

  “嗯……”

  「んんっ」

  

  

  然而，就在我要这么做的时候，阿纳斯塔西娅姐姐在我身边威严凛然地坐着，她清了清嗓子。

  　しかしながらそれをしようとした所、わたしの傍らへと楚々とした雰囲気で凛然と腰を落ち着けていますアナスタシアお姉様が、咳払いをされました。

  

  

  

  从他的举止来看，他似乎不太喜欢我的失礼举止。

  　どうやらその所作から鑑みますに、わたしの至らない不躾な仕草が、お気に召さない様です。

  

  

  

  因此，当我被指责的时候，只能不由得退缩。

  　その為自ずとこれを見咎められてしまったわたしは、思わず萎縮してしまう心地となる他にないのでした。

  

  

  就这样，从安娜斯塔西娅姐姐发出的声音开始，坐在最里面位置的男性发出声音。

  　その様にして僅かながらにアナスタシアお姉様から生まれた音を皮切りに、奥まった位置どりに座る男性が声を挙げます。

  

  

  

  “我是晓家的主人，豪鬼。你就是那里的龙鬼吧。欢迎你来这个家。”

  「俺は暁家が当主、豪鬼である。そこの龍鬼のこせがれよ。お前をこの家に歓迎しよう」

  

  

  而且，那响彻心底、宛如大地回响的声音，在同一地方更鲜明地奏响。

  　そしてそのお腹の底にまでに響き渡るかの様な、まるで地響きの如き声色は、殊更に同所へと鮮明に奏でられます。

  

  

  那庄严的声音带着惊人的压迫感向我袭来。

  　その厳かな声音は、凄まじい程の威圧感を伴いわたしの身に対して襲い掛かってくるのです。

  

  

  因此，我的意识中只有一种恐惧感，那就是被自己的气势所压倒。

  　その為これに対し恐れ慄くしかないわたしの意識はといえば、自ずと気圧される他にない所にあるのでした。

  

  

  “是、是的。真是太荣幸了，还请多多关照。”

  「は、はい。光栄に御座います。どうか宜しくお願い致します」

  

  

  

  所以，我在脊髓反射的区域接受的回答，也不过是流于形式的口头回答而已。

  　それ故最早脊髄反射の域にて受け答えたわたしの応じるに際した返答はその様に形式染みた口上です。

  

  

  但是在这种场合的行为举止并没有多大影响。

  　しかしながらこの様な場においての立ち振る舞いなどあまり及ぶ所ではないのです。

  

  

  所以，这也只能是一种毫无印象的说法。

  　ですからそれも些か覚束ない口上となる他にないのでした。

  

  

  那位自称豪鬼、容貌宛如真鬼神的人立刻接受了他的好意，嘴角扭曲，发自内心地露出愉快的笑容。

  　その為すぐさまそれを受けた、豪鬼様と名乗りましたまるで本物の鬼神の如き容貌のお方は、心底から愉快げに口角を歪ませます。

  

  

  

  “嗯，不过还是接受招待比较好，那就吃饭吧。”

  「ああ、しかともてなしを受けるが良い。では食事にしようではないか」

  

  

  

  就这样，豪鬼露出了灿烂的笑容，看起来心情也很好。

  　そうして壮絶な笑みを機嫌も上々といった風に浮かべた豪鬼様は、その様に仰られました。

  

  

  

  就在他画上句号的那一瞬间，阿纳斯塔西娅姐姐和风贺太太就像商量好了似的开始吃饭。

  　そしてそう彼が締めくくられた途端に、まるで示し合わせたかの様にして、アナスタシアお姉様とフウガ様は食事を始めます。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  这无疑是这座宅邸严守的默认规矩。

  　これがこのお屋敷で厳守されている、暗黙のしきたりに違いありません。

  

  

  大概在得到了豪鬼大人的教诲之后，才允许动手做料理吧。

  　恐らくですが豪鬼様からの御言葉を頂いた後に、初めて料理に手を付けることが許されるのでしょう。

  

  

  所以我的思考也只是暂时的，我自己也马上吃了饭。

  　ですからそうしてわたしは思考を巡らせていたのも束の間の事、すぐさま自身も食事を致します。

  

  

  但是，这样做会给在陌生的土地上不太了解情况的我带来不便。

  　しかしながらそれをするに当たり、見知らぬ土地において、少なからず勝手が分からないわたしにとっての不都合が生じます。

  

  

  我根本不可能接触到这里的风俗习惯，面对意想不到的障碍，我表现出了困惑。

  　特段同所における風習など到底及ぶには望めないわたしは、思わぬ障害に戸惑いを露わとしてしまいます。

  

  

  

  正如阿纳斯塔西娅姐姐所说，当我使用筷子时，感到很为难。

  　ですのでその様に、アナスタシアお姉様曰く、お箸という代物を使うことになりますわたしは、困ってしまうのでした。

  

  

  

  面对意想不到的困难，我千辛万苦，听到旁人的声音，我的肩膀也会颤抖。

  　そうして予期しない困難に対して四苦八苦するわたしは、傍らから与えられた声に肩を震わせます。

  

  

  

  “啊……这么说来，爱丽丝小姐是第一次用筷子吧。那我来教你。”

  「あら‥そういえばアイリスさんはお箸を使うのは初めてだったのよね。それならわたしが教えてあげるわ」

  

  

  与此同时，在我身边侍奉的阿纳斯塔西娅姐姐接着说。

  　そしてこれに伴いわたしの傍らへと身を侍らせたアナスタシアお姉様は、続く台詞を仰られます。

  

  

  “你看，用中指托住她，对，对，是个好孩子。然后用食指和拇指压住她。”

  「ほらこうして中指で支えてあげて、そう、そうよ、良い子ね。それから人差し指と親指で抑えてあげるの」

  

  

  与此同时，阿纳斯塔西娅姐姐用自己的手指缠住了我的五指。

  　これと共にわたしの五指に自身の指を絡ませましたアナスタシアお姉様からは、その様に指導して頂けました。

  

  

  

  她的举止极其郑重，与此同时，给人一种飘荡着艳丽而强烈的色彩的感觉。

  　その所作は至極丁寧でいて、それと同時に何処か艶かしい強烈なまでの色香を漂わせて感じられます。

  

  

  

  但是，我会抛开这种过分不敬的想法，任凭其摆布。

  　しかしながらこの様にあまりに不敬に過ぎる考えを振り払い、されるがままに身を委ねます。

  

  

  

  虽然终究不及阿纳斯塔西娅姐姐那样华丽的举止，但逐渐掌握了一定程度的举止。

  　すると到底アナスタシアお姉様程の華麗な立ち振る舞いには及ばないながらも、次第にある程度の所作を身に付けることが叶いました。

  

  

  “好了!阿纳斯塔西娅姐姐!”

  「できましたっ、アナスタシアお姉様っ」

  

  

  

  。所以这是非常尭孝了,不由自主地冲动,生命就在欢呼。

  　ですのでこれはとても尭孝でございました為に、思わず衝動が赴くがままに歓声を挙げてしまいます。

  

  

  于是，马上就会被自己那种毫无品质可言的行为所吸引，不由自主地被羞耻心所驱使。

  　するとすぐさま自身のその様な品性の欠片もない振る舞いに及び、思わず羞恥心に駆られてしまいます。

  

  

  而且我自己也能意识到自己的脸颊在发热。

  　そしてそれに加えてわたし自身でも自分の頬が熱くなっていることが自覚できます。

  

  

  也许正因为如此，她才会露出脸红的表情，旁人看了也会觉得很难受。

  　その為恐らくですが、傍目に見ても及んでしまう程、赤面している面持ちを露わにしているに違いありません。

  

  

  所以我觉得很惭愧。

  　ですからとても恥ずかしく思います。

  

  

  

  “呵呵……真的。对了，爱丽丝，你很了不起。”

  「ふふ‥本当ね。そうよアイリス、あなたはとても偉いのよ」

  

  

  然而不知是否知道那样的我正因耻辱而内心苦闷，阿纳斯塔西娅姐姐似乎从来没有这么高兴过。

  　しかしながらその様にわたしが恥辱に内心に悶えていることを知って知らずか、アナスタシアお姉様は、これまでになく上機嫌な様子です。

  

  

  

  就这样，我看到了阿纳斯塔西娅姐姐的身影，她脸上洋溢着娇艳欲滴的笑容。

  　そうして何処か艶やかにさえ思われる、花が咲き乱れんばかりの笑みを零しましたアナスタシアお姉様の姿が見て取れます。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  非常感谢您这样继续教授我。

  　この様に引き続き御教授して頂けましたことには、とても感謝致しています。

  

  

  

  但是，即使看到我已经进步到可以一个人独立完成任务的样子，也无法放手。

  　ですがその様に最早一人で出来るまでに上達を見せたわたしの振る舞いを見ても、一向に手を離して頂けません。

  

  

  所以我想委婉地躲开她，但很快就被阿纳斯塔西娅姐姐缠上了。

  　ですのでやんわりと身を逸らそうと試みました所存に御座いますが、アナスタシアお姉様にすぐさま絡め取られてしまいます。

  

  

  因此，每当阿纳斯塔西娅姐姐异常靠近我的身体时，我的心脏就会剧烈跳动。

  　その為異様に身を寄せてきますアナスタシアお姉様の身体がわたしに密着する度に、心臓の鼓動を高鳴らせてしまうのです。

  

  

  被那柔软丰满的肢体从背后紧紧抱住，不禁露出狼狈的神色。

  　その柔らかな豊満な肢体に、後ろからまるで抱きしめる様にされては、思わず狼狽を露わとする他にありません。

  

  

  

  就这样，我的动作变得相当笨拙，连我自己都忍不住脱口而出。

  　そうして自身でも及んでしまう程に少なからずぎこちない動きになってしまったわたしは、思わず口としてしまいます。

  

  

  

  “那个……阿纳斯塔西娅姐姐……我一个人也无所谓了……”

  「あの‥アナスタシアお姉様‥もうわたしは一人でも平気ですので‥」

  

  

  听到这句话的阿纳斯塔西娅姐姐的动作瞬间静止了，不过她马上又把身体靠了过来。

  　するとこれを受けたアナスタシアお姉様の動きが一瞬だめ静止したかと思われますとしかしながら、すぐさま再び身を寄せてきます。

  

  

  

  他的回答和刚才不同，不是强加给我，而是用四肢包住了我。

  　それも先程とは異なり、押し付けてくるのではなく、四肢全体でわたしを包み込んでしまうかの如き返答でした。

  

  

  

  “是吗……不过我还没习惯呢。现在这样终究达不到作为我妹妹应有的举止。我来教你，让你再好好地举止。”

  「そう‥でもまだ慣れていないわね。未だにこれでは到底わたしの妹としては相応しい振る舞いに及んではいないもの。もう少し、しっかりとした所作が身に付く様に、わたしが教えてあげるわね」

  

  

  

  阿纳斯塔西娅姐姐丝毫不介意我的踌躇，她总是轻声细语。

  　その様にわたしの躊躇いなど微塵も意に介する素振りが見られませんアナスタシアお姉様はといえば、そうして何処か甘い囁きを零されます。

  

  

  

  “知道吗?你必须具备作为我妹妹的教养，所以必须按照我说的去做。而且如果违抗了，说不定你的秘密就会被你哥哥知道呢，也有可能是你父亲。如果真的发生了，你的处境到底会怎样呢?”

  「いいかしら？あなたはわたしの妹としての教養を身につけなくてはならないの。だからちゃんとわたしの言う通りに振る舞わなくてはダメよ。それにもしもこれに逆らってしまったら、何かの拍子にあなたの秘密がお兄様に知られてしまうかもしれないわよ？或いはそれはもしかしたらお父様かもしれないわね。仮にそうなってしまったらあなたの立場は一体、どうなってしまうのかしらね？」

  

  

  

  阿纳斯塔西娅姐姐避开众人的目光说着，她的呼吸声在我耳边清晰地响起。

  　そうして人目を憚る様にして語られますアナスタシアお姉様の吐息は、わたしの耳元へと鮮明に感じ取れます。

  

  

  

  阿纳斯塔西娅姐姐总是不动声色地玩弄我。

  　そしてこの様に、声色を僅かながらに潜ませていますアナスタシアお姉様からわたしは、弄ばれる限りでした。

  

  

  

  我除了忍受这种屈辱之外别无他法，虽然也意识到了自己的无能，但还是一味地甘于现状。

  　そんな屈辱の耐える他にありませんわたしは、やはりその自らの無様を自覚して尚も、現状に甘んじるばかりなのです。

  

  

  

  因为阿纳斯塔西娅姐姐刚才说的那是必须隐藏的事情。

  　何故ならアナスタシアお姉様が今に仰られました所のそれは必ず秘匿すべき事柄であるが為に他なりません。

  

  

  

  因此只能忍受阿纳斯塔西娅姐姐的所作所为。

  　それ故アナスタシアお姉様から与えられる所業に只々ひたすらに耐え忍ぶ他にないのです。

  

  

  我只能任凭他摆布。

  　その為されるがままに翻弄されるわたしはこれに身を委ねるばかりに御座います。

  

  

  奇怪的是，在旁人看来，她只是一副玩笑话的样子，真不愧是阿纳斯塔西娅姐姐。

  　奇しくもこれは傍目に見てもただの戯れに興じている姿を晒しているだけの様に見えるのですから、流石はアナスタシアお姉様です。

  

  

  

  只能佩服。

  　感服する他にありません。

  

  

  

  他竟然对我说了夹杂着威胁的口信，这是谁也无法承受的。

  　まさか脅迫紛いの口上を、わたしへと垂れていることなど、到底誰も及ぶには至らないに相違ありません。

  

  

  

  因此，能毫不犹豫地将一连串的事情付诸实践的阿纳斯塔西娅姐姐，看起来比我高明得多。

  　ですから一連の出来事を一切の躊躇を見せることなく実行へと移せてしまうアナスタシアお姉様は、どうやらわたしよりも遥かに上手の様に見て取れます。

  

  

  

  而且，鉴于他们有过之而无不及的行为举止，我觉得像我这样的胆小鬼根本敌不过他们。

  　そしてそれらの神業にも勝るとも劣らない立ち振る舞いを鑑みると、わたしの様な小心者では到底敵わないように感じられます。

  

  

  

  也就是说，我打从心底承认了失败，但要我正面挑战阿纳斯塔西娅姐姐，可以说是太残酷了。

  　それ即ち心底から敗北を認めたことになるのですが、アナスタシアお姉様に対して真正面から挑むと言うのはあまりに酷な話と称して差し支えないでしょう。

  

  

  如此这般，我绝不能掉以轻心阿纳斯塔西娅姐姐，这是不言自明的道理。

  　それ程まで今にわたしへと身を寄せるアナスタシアお姉様は油断なりません相手であるのは自明の理であるのです。

  

  

  美丽的美貌自不必说，但不知是不是因为自己拥有高贵的身份，对于行使自己拥有的权力，他丝毫没有表现出犹豫。

  　その麗しき美貌もさることながら、自らが高貴なる身分に位置付く為であるのか、それは定かではありませんが、自身が有する権力を行使する事に対しての躊躇いを一切見せません。

  

  

  所以乍一看觉得可怜，但其本质却非常可怕。

  　それ故一見しただけでは可憐とも見受けられますが、その本質はつまる所大変恐ろしくあるのです。

  

  

  虽然还是有很多无法判断的方面，但她的漂亮只是容貌而已，让我真切地感受到那究竟只是外表。

  　依然として判然としない面も多分に存在していますが、綺麗であるのは容貌だけであり、如何にそれが見掛けだけであるのかの実感に及びました。

  

  

  因此，当我像现在这样兴致兴致地嬉戏时，我深深地体会到，顺从地屈服才是对自己有利的。

  　その為一度今現在この様にして戯れに御興じになられる際は、されるがままに屈服した方が自らの身の為であることを骨の髄まで理解する事ができました。

  

  

  而且这是在事情发展到这一步之前，我就已经深深体会到的想法。

  　そしてそれは予め事ここに至るまでの時分より以前に、身に染みて及んでいる所存に御座います。

  

  

  因此，阿纳斯塔西娅姐姐就像对待玩具一样对待我，但我只是一味地忍耐着。

  　それ故、アナスタシアお姉様からは、まるで玩具の様に扱われる仕打ちを受けることになりますが、これには只々ひたすらに耐え忍ぶのです。

  

  

  所以，正因为我亲身体会到了这一点，所以现在的我只能成为阿纳斯塔西娅姐姐的人偶。

  　ですからそうして身を持って思い知る羽目となったが為に、今のわたしはアナスタシアお姉様のされるがままの人形となる他にないのでした。
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  然后暂时接受阿纳斯塔西娅姐姐的指导。

  　　そうしてアナスタシアお姉様からの指導に身をやつすこと暫くの事に御座います。

  

  

  过了一会儿，大家吃完饭之后，就是洗澡的时间了。

  　ややあって、皆様方がお食事を終えられた後は、湯浴みのお時間となるとのことです。

  

  

  

  所以我在那里动了不少脑筋。

  　でしたのでわたしはそこで少なからず思考を働かせます。

  

  

  因为我认为只有在这里才能躲过阿纳斯塔西娅姐姐的眼睛，和风贺大人一起交谈。

  　というのも、アナスタシアお姉様の目を忍び、フウガ様と共に御言葉を交わす機会はここにしかないと踏んだ為です。

  

  

  

  所以我就这样向阿纳斯塔西娅姐姐诉说腹痛，并表现出要去洗手间的样子。

  　ですからこの様にしてアナスタシアお姉様には腹痛を訴えて、お手洗いに行く素振りを見せた次第です。

  

  

  

  当然，这只不过是为了蒙蔽阿纳斯塔西娅姐姐的慧眼。

  　しかしながらそれは無論アナスタシアお姉様の慧眼を欺く為の所業に他なりません。

  

  

  

  如果不撒这么夸张的谎，事情肯定不会顺利到这种地步。

  　その為ここまで大仰な程までの嘘を吐かねば、ここまで事を順調に運ぶ事など出来なかったに相違ありません。

  

  

  

  经过这些事情，我现在要去的是风画先生所在的浴室。

  　ですのでそれらの経緯を経て今にわたしが向かいますのは、フウガ様が居られます浴室に御座います。

  

  

  当然和现在穿的这条短裙是一样的。

  　無論今も身に付けているこの丈の短いスカートとはそのままに御座います。

  

  

  

  除此之外，披肩及腋下的露肤上衣也不例外。

  　そしてこれに加えまして、肩口と共に脇の下までにかけての肌が露出している上着もこれに倣い例外ではありません。

  

  

  

  就在她走着走着的时候，裙子微微地翻动着，让人无法放心。

  　今現在歩みを進めている間にも、僅かばかりにスカートが翻りとてもお尻の辺りが心許ないのです。

  

  

  恐怕连臀部的裂缝都看出来了。

  　恐らく臀部の割れ目までもが見えてしまっているに違いありません。

  

  

  

  当然，到刚才为止，我已经厌倦了，所以打算尝试把裙子的长度拉长。

  　無論先程まではそれを厭うたわたし自身スカートの丈を伸ばすことを試みました所存です。

  

  

  不巧的是，布料的长度连一寸都遮不住我的身体。

  　しかしながら生憎これ以上は一寸たりとも布地の丈がわたしの身体を隠すことはありませんでした。

  

  

  大概是因为阿纳斯塔西娅姐姐旧衣服的布料面积是她从小就穿的。

  　恐らくアナスタシアお姉様のお下がりのお洋服の布地面積が特段幼少の時分から身に付けていた代物である為なのでしょう。

  

  

  

  但是这个尺寸太小了，我的臀部那么大，不用从下面看，周围的人都能看到。

  　ですがこれはあまりにサイズが小さく、わたしの臀部の大きさでは、敢えて下から覗き見ることなく、周囲から見えてしまうのです。

  

  

  

  如果被大人看到这副丑态，我也会感到前所未有的屈辱吧。

  　そしてこの無様は殿方に見られた日には、わたしとしてもこれまでにない屈辱を禁じ得ないでしょう。

  

  

  

  不过，我的正装——修道服，对换衣服来说也是很重要的，我现在还身在阿纳斯塔西娅姐姐的私人房间里。

  　ですが着替え様にも肝心のわたしの正装の修道服の程は、今もアナスタシアお姉様の私室にその身を置いているのです。

  

  

  他一定不知道我现在的境遇如何，正在衣柜里酣睡。

  　恐らくわたしの今現在の境遇などいざ知らず、お洋服箪笥の中で、スヤスヤと心地良くお眠りになられているに違いありません。

  

  

  就在我思考这些问题的时候，我的裙子还是像云朵一样飘了起来。

  　そしてこの様に愚考を巡らせている最中にあっても、わたしのスカートはふわふわと、まるで雲の様に浮き上がります。

  

  

  

  然后看到了比我的人稍微大一点的臀部。

  　そうしてわたしの人よりもほんの少しだけですけど大きいかもしれない臀部が見えてしまうのです。

  

  

  在去的路上被老爷的佣人暴露，实在是太不情愿了。

  　その様に行く道にて殿方の使用人と思しき人々にも晒されてしまうのは甚だ不本意なのです。

  

  

  

  可是，现在的我不可能具备抵抗的能力。

  　けれどそれに抗う術など今のわたしに備わっているわけが御座いません。

  

  

  当然，我也是从小接受母亲的教育。

  　無論、わたしとしてもお母様からの教育を受けてきた身で御座います。

  

  

  因此，当危机迫近自己的时候，我有一张王牌。

  　ですので自らの身に対して危機が迫る来るいざという時の切り札は持ち合わせています。

  

  

  

  但这不是在平时，而是仅限于发生异常情况时才允许使用。

  　しかしながらそれは平時ではなくあくまでイレギュラーが起こり得た際限定に行使が許される代物で御座います。

  

  

  

  所以，我最忌惮为这些小事消耗精力的愚蠢行为。

  　ですから到底、この様些事で消耗する様な愚行は憚られるのです。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  

  不管怎么说，这是一张王牌，这么多次亮出底牌，一定是我的失误。

  　なんと言っても切り札に御座いますから、そう幾度も手の内を晒してしまっては、方手落ちというものでしょう。

  

  

  

  这样的结果当然是没有筹码的。

  　その様な始末では当然ながら切り札たり得る事はありません。

  

  

  

  因此，对于这种屈辱的现状，不去尝试改善是最好的。

  　それ故に今にこの屈辱的な現状に対して改善を試みないのは最善に他なりません。

  

  

  

  我自己也明白这一点，所以我之所以忍受耻辱，就是因为这一点。

  　あくまでわたしはそれに自ずから理解しています為、恥辱に耐えるのは、偏にこれが所以に御座います。

  

  

  

  而且那是使用圣符的术，不过，消耗本来就所剩无几的东西让人踌躇。

  　そしてそれは聖札符を用いた術に他ならないのですが、ただでさえ残り少ない代物を消費するのは躊躇われます。

  

  

  

  因此，由于平时随身携带的数量有限，在这种情况下使用，只能说是愚不可及。

  　ですので平素から持ち歩いている数には限りがある為、この様な局面において使用するのは正に愚の骨頂と称する他にないのでしょう。

  

  

  

  既然如此，就不应该自己犯下如此愚蠢的行为，而应该用在对自己有利的地方。

  　であればその様に特段愚行を自ら冒すこともなく、自身の利得となる所に使うべきに相違ありません。

  

  

  

  所以，如果被如此羞辱，最后还得忍耐，那就连用在这里也有考虑的余地了。

  　それ故この様に辱められた挙句に忍耐を強いられる位であれば、最早此処に使うことも一考の余地があるに違いありません。

  

  

  

  但是，如果任由这种焦虑的情绪驱使自己行动的话，就会在没有实现当初的目的的情况下暴露出来。

  　しかしながらその様にして身を焦がす情動に身を委ねるがままに行動していては、当初抱いていた目的も果たせぬままに事が露呈してしまいます。

  

  

  

  不过，在这里因光线折射而避人耳目也并不会造成什么伤害。

  　ですがここで光の屈折にて人目を憚るのもさして痛手となるわけでないのです。

  

  

  

  反而可以保护自己免受别人的视线，消除羞耻感，所以毫不吝啬。

  　寧ろ自身が与えられる視線から身を守り、その羞恥を霧散させる益があるのですから吝かではありません。

  

  

  

  因此，要隐藏我暴露的臀部本身就很容易做到。

  　その為、わたしの露わとなってしまっているお尻を隠すこともすぐさま実行すること自体は容易に御座います。

  

  

  

  想到这里，他把手伸向了缠绕在大腿上的塞霍勒斯特。

  　そうして其処までの思考へと巡らせた所で、太腿へと巻き付き圧迫しているサイホルスターへと手を掛けます。

  

  

  

  因为它是一种镇静剂，收纳了我所有的圣符。

  　それは今にわたしが持ち合わせている聖札符符が全て収納されているそれは一種の精神安定剤に御座いますが故。

  

  

  

  这句话的意思也证明了我自己很胆小，但我还是忍不住想说。

  　それの意味する所はわたし自身が臆病であることの証左でもありましたが、思わず触れずにはいられませんでした。

  

  

  

  所以确认圣符确实在那里的事实，然后将五指从紧紧的皮肤上拉开。

  　ですからその聖札符符がしっかりと其処にある事実を確認して、その肌へと直に巻きつくホルスターから五指を引き離します。

  

  

  

  如果再表现出可疑的举止，可能会被人察觉。

  　これ以上に不審な振る舞いを晒していては、誰かに勘づかれてしまうやもしれません。

  

  

  

  所以要保持警惕，把意识从有圣句的东西上移开。

  　ですので警戒を怠らぬ様にして、その聖句が施されている代物から意識を逸らします。

  

  

  

  这样一来，胆小的我马上就会不安起来，但这也是没办法的事。

  　そうすればたちまち小心者なわたしでは不安になってしまうのですが、こればかりは致し方ありません。

  

  

  

  这时就会被行使它的诱惑所驱使。

  　此処でそれを行使する誘惑に大いに駆られてしまうのです。

  

  

  

  但是在尝试的时候，我的手牌就暴露了。

  　しかしながらそれを試みた時点で、わたしの手札が露呈することとなります。

  

  

  是。

  　はい。

  

  

  因此，在别人面前暴露，无论自己多么羞耻，都应该避免，这是不言自明的道理。

  　なので、これを人目に晒してしまうのは、どれだけこの身が羞恥に駆られようと避けるべき事柄であるのは自明の理であるのです。

  

  

  幸运的是，我的魔力似乎存在于别人感知不到的地方，只要选择正确，就不会被发现。

  　奇しくも幸いな事にわたしの魔力は他者から感知されない所にある様なので、選択さえ違わなければそれが暴かれることはないのです。

  

  

  

  但那是因为我所拥有的东西太微弱了，根本无法观测到。

  　しかしながらそれはわたしの持ち合わせているそれがあまりに微弱であり、只々観測できる域にないが所以に御座います。

  

  

  因此，即使做错了，也不是可以昂首挺胸地夸耀的事情。

  　それ故まかり間違っても堂々と胸を張って誇れる様な事柄ではないのです。

  

  

  但是我装出一副刚强的样子，让风歌小姐去浴池。

  　ですがわたしは気丈な立ち振る舞いを装いフウガ様が居られるでしょう浴槽へと足を運ばせるのです。

  

  

  走下去。

  　歩むのです。

  

  

  因为如果在这里被人怀疑，恐怕会报告给阿纳斯塔西娅姐姐。

  　何故ならば、今ここで誰かしらに怪しまれでもしたのなら、アナスタシアお姉様に報告がなされてしまう恐れがあるのです。

  

  

  只要这种可能性存在于微小的角落，就必须毅然决然。

  　その可能性が微細ながらにでも存在している以上は、毅然としていなくてはなりません。

  

  

  而且，如果事态发展到最糟糕的地步，还能给我们辩解的余地吗?

  　そして仮にその様な最悪の事態になった場合、果たして弁解の余地は与えられるのでしょうか。

  

  

  

  这样思考下去，目的地就会渐渐出现在眼前。

  　そうしてそこまで思考を巡らせていますと、漸く目的地が眼前にまで見受けられます。

  

  

  

  但在这里，我绝不是会做出加快脚步的愚蠢行为的人。

  　ですがここでは決して早足になる様な愚行を冒すわたしではありません。

  

  

  因为仍然无法判断是谁在哪里看，所以表演的程度贯彻到底是最好的。

  　誰が何処から見ているのか依然として判然としませんから、演技の程は最後まで貫き通すのが最上であるのです。

  

  

  因此，为了从心底明白这一点，有必要把握对方的视线。

  　それ故それを心底から心得ていますが為に、向けられる視線の程を把握しておく必要が御座います。

  

  

  但是，因为他们对我倾注的大部分集中在下半身，而且集中在臀部，所以很难理解其中的意思。

  　しかしながらそれらのわたしに対して注がれる大半は、下半身それもお尻へと集いを見せているが故に、意味する所の理解には及びます。

  

  

  而从他的眼神中所读出的感情色彩的本质，恐怕是邪魅的情欲吧。

  　そしてその眼差しから読み取れるの感情の色の本質は恐らく邪な情欲であるのでしょう。

  

  

  作为佐证，这种倾向最为明显的还是殿下的佣人。

  　その証左として、特段その傾向が顕著として窺えるのは第一にやはり殿方の使用人に御座います。

  

  

  其次，眼神中透出一丝恶意的，恐怕就是在场的女佣。

  　そして次点において何処か悪意めいた眼光の光が著しくしく見て取れますのが、恐らくこの場に居合わせています女中の方々でしょう。

  

  

  

  我从由纪丽丝母亲那里听说，女性中似乎也有一些兼具阴险性格的人。

  　兼ねてより以前からユキリスお母様より聞き及んでいる事柄に御座いますが、どうやらそれに倣い、女性の方々にも陰湿な性質を併せ持つ者達がいる様なのです。

  

  

  

  再加上我总是偷偷摸摸、毫无顾忌地和别人说话，所以我受到别人的批评，是不需要特意确认的不言自明的道理。

  　その上何事かをこそこそと人目も憚らずに言葉を交わしている姿を鑑みるに、わたしが並々ならぬ批判を買ってしまっているのは、敢えて確認するべくもなく自明の理であるのです。

  

  

  

  如果不是因为这样，我就会引起老爷们的注意，女佣们就会嫉妒我。

  　その為自惚れでなければわたしは殿方からの注目を集わせてしまい、それに対して女中の方々が嫉妬をしている、という状況になるのでしょう。

  

  

  我已经分析到这个地步了，虽然还不能确定是真是假，但我的裙子确实吸引了不少视线。

  　と、其処まで分析をしてしまいましたので、真偽の程は定かではありませんが少なからずわたしのスカートへと少なくない視線が注がれているのはどうやら事実の様なのです。

  

  

  

  所以，我在这里待的时间不长，总是害怕得发抖。

  　それ故同所におけるこの身を置いて月日が浅いわたしは勝手が及ばないが故に、恐れ慄くばかりで御座います。

  

  

  

  再加上大半时间在圣域消费的工夫，对不熟悉世俗的我来说，俗世果然还是未知的世界。

  　やはり大半の月日を聖域にて消費してきた手間も相まって、世俗に疎いわたしからすれば、俗世はやはり未知の世界に他なりません。

  

  

  

  所以，即使这里是没有妖魔的宅邸，人们对我的恶意还是会伴随我的。

  　ですので如何にこの場には魔物も居ないお屋敷とあっても、人々から向けられる悪意というのは、否が応にも付き纏うことになる代物に御座います。

  

  

  因此，我不认为刚才自己尝试行使圣符的腹积是特别错误的。

  　ですから先程にも自らの聖札符符の行使を試みた腹積りは特段間違いだったとは思われません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  或许这也是正确的选择，但事到如今，再收回当初的结论也未免太过残忍。

  　或いはそれもまた正しい選択であったのやもしれませんが、今此処に至って改めてその下した結論を撤回するというのもあまりに悪手に過ぎるでしょう。

  

  

  因此，只有在自己陷入危险的情况下，才应该使用它。

  　ですからこれは用いることなく本当に自らの身が危険に晒された局面にこそ、使うべき代物となります。

  

  

  当然，这里只是供客人入浴的普通浴场，所以不值得威胁。

  　しかしながらこの場は無論ですが殿方が入浴なされていた、ただの浴場となりますが故に、特段脅威には値しません同所です。

  

  

  因此，每当我迈步时，就会有不少人不礼貌地望着翻飞的裙子。

  　その為わたしの一歩足を運ばせる度に翻るスカートに不躾ながらに視線を向けてくる方も当然ながら少なくありません。

  

  

  话虽如此，我的意识却无暇顾及这些琐事。

  　とはいえわたしの意識はその様な些事に拘っている暇はないのです。

  

  

  尽管如此，用手压住裙摆的做法真的是没完没了。

  　にも関わらずスカートの裾あたりを手で抑えてしまうのは、本当にキリがありません。

  

  

  

  因此拖延了不少步伐，也是没办法的事。

  　その為少なからず歩みを進ませるのが遅延してしまうのは、致し方が無いのです。

  

  

  比起自己的行为举止，我更注重应该维护的尊严。

  　わたしは自らの立ち振る舞いよりも守るべき尊厳の方を優勢してのです。

  

  

  在这种情况下，想要超越阿纳斯塔西娅姐姐简直是痴人说梦，但这已经不是什么重要的事情了。

  　そしてこの様な有様ではアナスタシアお姉様を出し抜くことなど夢のまた夢ですが最早それは構う所に御座いません。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  这与胜败无关，无论如何，您的孩子不能这么想。

  　これは勝敗以前に争い事でもないのですから、曲がりなりにも御子のわたいはその様に考えてはなりません。

  

  

  

  这都是我的过错，所以我一定要达到目的。

  　これも全てはわたしの不得の致す所にあるのですから、目的は必ず完遂致します。

  

  

  所以我也没有使用什么王牌，就把更衣室的门收进了视野，就在这个时候。

  　ですので特段切り札を使うこともないままに、脱衣場と思しき扉を視界へと納めた、ちょうどその時に御座います。

  

  

  

  回过神来，你的肩膀撞到了迎面走来的男性。

  　気がつけば真正面から足を運ばせてきました男性と肩をぶつけてしまいます。

  

  

  真是太唐突了。

  　何分唐突の事でした。

  

  

  “啊!”

  「きゃっ」

  

  

  因为发生了意想不到的事情，我突然发出了连自己都无法相信的妇女般的悲鸣。

  　その為それは到底予期しない出来事に御座いましたので途端、自分自身でもまるで信じることが出来ない様な婦女子の如き悲鳴を挙げてしまいます。

  

  

  

  在旁人看来，我的样子一定很滑稽。

  　その様は恐らくですが傍目に見てもさぞ滑稽に映るわたしの姿に相違無かったでしょう。

  

  

  

  因为我并不想暴露出这样的丑态，再加上刚才我是故意表现得很坚决，所以说这实在是太不像样了。

  　何故ならこの様な醜態など晒すつもりは到底なく、先ほどまでは意図して毅然と振る舞っていた手前も相まって、あまりにも無様といって差し支えないが所以に他なりません。

  

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  刚才还装模作样地走着的我，突然停下脚步，一变而为的样子。

  　今し方までは何処か気取って足を運ばせていたわたしが突然進めていた歩を止めて一転打って変わる無様。

  

  

  她突然像个柔弱的少女一样跌坐在地，实在太可笑了。

  　突如としてまるでか弱い少女の如く尻もちを付いてしまっているなど、あまりにお笑い草であるのです。

  

  

  因此我再次领悟到。

  　この為わたしは改めて悟るに至ります。

  

  

  像我这样的人，居然会做出如此夸张的表演，看来乌浒也有个限度了。

  　わたし如きにはその様な大層な立ち振る舞いの演技をするなどと、烏滸がましいにも程があったのです。

  

  

  那是独一无二的致命失态，无可挽回。

  　それはあまりに致命的な唯一無二の失態に御座いますが故に、取り返しがつきません。

  

  

  

  于是反射性地把手伸向自己携带的圣符，但在那之前停住了。

  　ですので反射的に自身の携帯している聖札符符へと手を延ばしかけますが、その寸前にて踏み止まります。

  

  

  如果在这个场合对那个雷亚诺斯提亚行使应该献上的祝词的话，也许能克服现状。

  　仮にこの場においてそのレアノスティア様に対して捧げるべき祝詞を行使すれば、現状は乗り越えられるやもしれません。

  

  

  但是，如果现在和谁接触了，在这里不仅没有效果，而且完全是新面孔的我该如何掩饰呢?

  　しかし今に誰かと接触してしまったら、同所において顔が効かないどころか、完全に新顔であるわたしはどの様に言い繕えば良いのでしょう。

  

  

  

  但为时已晚，恐怕难逃盘问。

  　しかしながら時はすでに遅く、恐らくですが尋問の程は免れないに違いありません。

  

  

  

  然后通知安娜斯塔西娅姐姐，我的秘密也会和大家共享。

  　そしてアナスタシアお姉様に通達も行き届き、わたしの秘密も皆様方に共有されることとなるでしょう。

  

  

  

  所以，对于已经看破红尘的我来说，当初的计划早已不在脑海中。

  　ですから否が応にも最早諦観の念を抱くに及んでいるわたしはといえば、当初の志していた計画など脳裏にはありません。

  

  

  

  我现在什么也没做，只能在背后支撑着自己的自重，被逼得走投无路。

  　それすら皆無になる程今現在何をするでもなく、後ろ手に自らの自重を支えていますわたしは、追い詰められていたのでした。

  

  

  但是，这也可以说是无可奈何。

  　ですがそれも致し方ないと称してしまっても差し支えないに相違ありません。

  

  

  因为在陷入这样的事态之前，几乎没有让事情顺利进行的方法。

  　何故ならばこの様な事態に陥ってしまった手前、この状態から事を万事上手く運ばせる方法など皆無に等しいのですから。

  

  

  所以，当我从心底里暴露出无法拯救的样子时，虽然一直呆若木鱼，但我的注意力逐渐集中在这个事实上。

  　それ故心底から救えない有様を晒す無様なわたしはというと、そのまま呆然としていましたが次第に自身の焦点が結んでいく事実に及びます。

  

  

  我为什么会如此悲惨呢?虽然没有受到多大的打击，但也正因为如此，我才会思考。

  　どうしてこんなにもわたしは惨めなのか、それ程の衝撃はありませんでしたがそれ故に考えてしまいます。

  

  

  失败了。

  　失敗してしまいました。

  

  

  在这种最重要的场合唯一的失态，即使愚蠢也要有个限度。

  　この様な一番重要な場で唯一失態を犯してしまうなど、愚かしいにも程があります。

  

  

  于是，我一屁股跌坐在地上，再也站不起来。

  　そうしてわたしはその場で無様にもストンと尻もちをついてしまうと起き上がることができません。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  我本来就缺乏肌肉力量，想让瞬间的起点发挥作用，让自己止步不前都很困难。

  　元来筋力に乏しいわたしでは、咄嗟の起点を効かせて踏み留まることすらもままならないのです。

  

  

  这固然是因为我自己的懒惰，平时不努力运动，但因为没有高大的身体，这也是没办法的事。

  　これも平素から運動に励まないわたし自らの怠惰が所以の原因であるのですが、大柄な肉体に恵まれない為に、仕方がなかったのです。

  

  

  

  于是，我就这样逃避着不断袭来的现实，但对那样的我却突然伸出了援手。

  　そしてそんな風に今し方に身を襲う現実から逃避していたのですが、そんなわたしに対して不意に手が差し伸べられます。

  

  

  

  “没事吧?”

  「平気か？」

  

  

  这样被赋予了的粗犷威严充分地被认为根据声音声音抬头看。

  　そうして与えられた野太い威厳たっぷりに思われます声色に応じて頭上を仰ぎ見ます。

  

  

  

  “……是的。”

  「‥はい」

  

  

  我发现我一直在寻找的对象——风歌先生就站在那里。

  　すると其処にはわたしが探し求めていた相手である、フウガ様が佇んでおられました次第です。

  

  

  

  那无非是意识逐渐转向现实的我的视野中广阔的景象。

  　それは漸く現実に意識が向いたわたしの視界へと広がる光景に他なりません。

  

  

  

  与此同时，发生在自己身上的幸运，称之为令人惊愕的因果也不为过。

  　そしてそれと同時に自らの身に対して起こり得た幸運は、驚愕に値する因果と称して過言ではないでしょう。

  

  

  

  刚才在我清晰的视野中看到的光景，让我不禁欢喜不已。

  　それ程までに今し方にわたしが鮮明になった視界にて見て取れる光景は、思わず歓喜を露わとしてしまっても差し支えない代物なのでした。

  

  

  

  我重新认识了在那个绝妙的时机正好出现的风画先生的样子，开始怀疑到底是怎样的因果。

  　お陰でその極めて絶妙なタイミングに都合良く現れましたフウガ様の姿を改めて認識して、果たしてどの様な因果であるのかを疑ってしまいます。

  

  

  

  也许这是因为我平时对雷亚诺斯提亚的祝词不够，所以才会有信仰的征兆。

  　恐らくこれはわたしが平素からレアノスティア様に対しての捧げる祝詞が足りないが為に、与えられたそのきっかけとなる信仰の兆しであるのやもしれません。

  

  

  所以我可以用自己的恶意来形容吗?

  　それ故わたしは自身の悪意の強さとでも形容すれば良いのでしょうか。

  

  

  或许这真的是雷亚诺斯提亚大人的保佑。

  　或いは本当にレアノスティア様からのご加護に相違はないのやもしれません。

  

  否。

  　いいえ。

  

  一定是这样的。

  　きっとそう違いないのです。

  

  

  

  所以不管怎样，对于您的祝福，我发自内心地表示欢喜。

  　ですからいずれにせよその祝福に対してわたしは心底から歓喜を露わと致しました所存に御座います。

  

  

  

  “啊……”

  「あ‥」

  

  

  但是，我意识到这一点后，立刻改变了自己的姿势。

  　ですがそれを認識してすぐさまわたし自身の晒している体勢に及びます。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  他一屁股坐在地板上，双手背后支撑着自己的身体，连大腿根部都露出来了。

  　床に尻もちをついてしまっては後ろ手に自らの自重を支えている手前も相まって、太腿の付け根までもが丸見えです。

  

  

  再加上本来就很短，说不定在风贺大人的位置上还能清楚地看到他的屁股。

  　それに加えてただでさえ丈の短い代物で御座います故、もしかしたらフウガ様の位置取りではお尻が鮮明窺えるやもしれません。

  

  

  就这样，我终于意识到自己暴露出来的缺点，条件反射地缩起大腿，压住裙子的布料。

  　その様にしてようやく自身の露呈しているそれに思い至るわたしは、反射的に内股となり、スカートの布地を抑えます。

  

  

  

  然后，我把五指放在那粗旷的大手掌上的瞬间。

  　そして伸ばされた無骨でいて大きな掌にわたし自身の五指を置いた瞬間です。

  

  

  用至今为止从未有过的巨大腕力把我拉了上来。

  　今までの生に置いて感じたことのない様な、物凄い腕力で引き上げられました。

  

  

  

  乍一看似乎有些强人所急，但他似乎是准确地看穿了我的身体动作。

  　ですがそれは一見して強引にも思われますがしかしながら、わたしの身体運びを正確に見抜いた上での振る舞いである様でした。

  

  

  一瞬间，我的身体和动作都被看穿了，丝毫没有受到冲击就站了起来。

  　一瞬の間にして身体さばきをも全てが読まれてしまうわたしは、微塵の衝撃すらもなく立ち上がることが叶います。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  可以说是被迫这样做的。

  　これはそうさせられたと称してしまっても差し支えないでしょう。

  

  

  风贺大人现在所表现出来的姿态，早已超越了一流的极限。

  　それ程までにフウガ様が今に見せました身のこなしは、最早一流を超えた極地にあるのです。

  

  

  “谢谢，那个……哥哥。”

  「ありがとうございます。その‥お兄様」

  

  

  鉴于这一连串的事件，我绝不能放过这个绝好的机会。

  　ですからその一連の出来事を鑑みてが、この絶好の機会を逃すわけには参りません。

  

  

  我无论如何都要听她谈谈自己现在的环境和母亲的情况。

  　わたしはなんとしてでも自身の今の環境と、お母様に関してのお話を聞くのです。

  

  

  “……哥哥……吗?”

  「‥お兄様‥か」

  

  

  但是，对于我如此明显的谄媚行为，他似乎露出了无法释怀的表情。

  　しかしながらそんな風にあからさまな媚びを売ったわたしの素振りに対して何処か釈然としないといった面持ちを浮かべるフウガ様に御座います。

  

  

  “那也是阿纳斯塔西娅吩咐的吧?那样的话就不用顾虑我了。如果是那样吩咐的，那是强制我的那个人的错，所以也没有必要遵守。”

  「それもアナスタシアに言わされているのだろう？それなら俺に対しての遠慮は無用だ。仮にその様に言い付けられているのであれば、強制しているあいつが悪い。故にそれを守る必要もない」

  

  

  从他答应的口信来看，似乎没有触及我的内心。

  　そして応じられましたその口上を鑑みますと、どうやらわたしの内心までは及ぶ所にない様です。

  

  

  “不……哥哥是位非常优秀的殿下，这只是我自己的缘故。所以请不要把阿纳斯塔西娅姐姐说成那样。”

  「いいえ‥そのフウガお兄様はとても素敵な殿方に御座いますので、これはわたし自身がそうしているだけなのです。ですからアナスタシアお姉様をあまりその様に言われないでください」

  

  

  所以我觉得很幸运，就像刚才说的那样，向大家展示我的演技。

  　ですのでこれ幸いとして思いましたわたしは、今に語りませました通り、演技の程を披露致します。

  

  

  

  有时，还不忘像以前一样献媚地仰视对方。

  　際しては、以前と同様に媚び諂った上目遣いで見上げることも忘れません。

  

  

  

  除此之外，还会自然而然地向后撅起臀部，上身微微向前倾斜。

  　それに加えて自ずと、後ろに自らの臀部を下品にも突き出して、自身の上体を前方へと僅かばかりに傾ける体勢も伴われます。

  

  

  

  “哈哈……这就糟了。我也绝不是疏远他，只是……因为他有坏习惯，如果不纠正他，对他也没有好处，所以才这么说的。”如果爱丽丝想那样做的话，我也不应该插手，所以我也不在乎。

  「はは‥これは参ったな。俺も決してあいつを疎んでいるわけではないのだ。ただな‥如何にもあいつには悪癖があるのでな。それは正してやらんとあいつの為にもならんが故、こうして言ったまで。アイリスがそうしていたいのであれば、俺が口を出すことでもない。故に俺としてもそうであれば構う所にない」

  

  

  风贺大人答应了我的要求，也没有发现我刚才撒的谎。

  　するとこれに応じたフウガ様は、そうしてわたしがたった今に吐いた嘘に気付くこともありませんでした。

  

  

  

  看来您对母亲所教授的老爷们的行为奏效了。

  　どうやらお母様からご教授賜りました所の殿方に対する振る舞いが功を奏した様ですね。

  

  

  

  “……为什么你会在这里?而且是不适合像你这样巫女身份的人造访的地方。如果可以的话，请告诉我理由。如果你迷路了，我送你到阿纳斯塔西娅那里。”

  「‥して、何故君は此処にいる？それも到底君の様な巫女に位置付く者が訪れるに相応しくない場所に。差し支えなければ理由を聞かせて欲しい。もしも迷ったのであればアナスタシアの所まで俺が送ろう」

  

  

  

  但是接下来的台词，果然是想问我当时在场的理由。

  　ですが次に紡がれました台詞では、案の定わたしがこの場に居合わせました理由を問うてきました所存に御座います。

  

  

  

  因此，对于像这样预先预料到的问题，当然要用事先准备好的回答来回答。

  　ですので必然、その様にして予め予期していた想定内の質問に対しては、当然それに備えて用意していた返答で応じることとなりました。

  

  

  

  “……我听说了风贺大人为了我寻找母亲的事。像我这样的人，能帮到风贺大人的只有给他洗洗背了。”所以我才专程来这里。……所以……那个……那个……请让我为您服务好吗?只是我一个人给您添麻烦的话，连母亲都不能挺起胸膛去见您，这样我自己也太惨了。所以，这样的我不满意吗?风哥❤️”

  「‥フウガ様がわたしの為にお母様を探している事を聞き及んでいます。‥わたし如きではフウガ様のお役に立てることは、お背中を御流しすることしかありません。その為恐れ多くもこの場へと足を運びました所存に御座います。‥ですから‥あの‥その‥どうかわたしにご、御奉仕をさせて頂けませんか？ただわたしばかりがご迷惑をお掛けしていては、お母様にも胸を張ってお会い出来ません。これではわたし自身あまりに惨めです。ですから、そのわたしではご不満でしょうか？ふ‥フウガお兄様ぁ❤️」

  

  

  

  于是，我贬低了尊严和自尊心。

  　そうしてわたしは尊厳と共に、自尊心などあらゆる代物を自ら貶めた次第に御座います。

  

  

  

  就像这些以向老爷献媚为生的妓女一样，举止粗俗。

  　そしてまるでこの様にして殿方に対して媚びを売ることを生業としている娼婦の方々の如く、無様な立ち振る舞いを披露致します。

  

  

  

  因此，自然而然地向后撅起臀部，双手在胸前交叉，就像向雷亚诺斯提亚献上祝词一样。

  　それ故自ずと、後ろへと自身の臀部を突き出して両手を胸元で組み合わせ、まるでレアノスティアへと祝詞を捧げるかの様にも思われる体勢となります。

  

  

  

  这样一来，就形成了从下往上仰视自然风景的形式，所以这是最上面的。

  　すると自然フウガ様を下から上目遣いで仰ぎ見る形となりますので、これが一番最上であるのです。

  

  

  

  因此，有必要在此基础上再加一点夸张到露骨的表演。

  　ですからそれに対してもう一押しだけあからさまな程大仰に、更なる演技を付け加える必要が御座います。

  

  

  我扭动着向后翘起的臀部，做出连妓女都忌惮的举动。

  　わたしは後ろへと突き出していたお尻をフリフリと動かして、娼婦の方々でも憚られる様な振る舞いに身をやつします。

  

  

  

  “拜托了，风歌哥哥啊❤️我来到这里的时间还很短，也许是第一天，我觉得很寂寞，所以我想待在风歌哥哥身边有一个可以依靠的男人。无论如何都感到不安，想要得到安心，可是，我还是感到不快……”

  「お願いしますフウガお兄様ぁ❤️わたしはこの地に来てから依然として日も浅く、やはり初日とあってか、とても寂しく思います。その為フウガお兄様の様に頼りになる男性の御そばに居たいのです。どうしても不安に思ってしまい、安心を得たいのです。ですが、わたしではやはり御不快ですよね‥」

  

  

  并且以从未有过的下流行为，卑躬屈膝地恳求。

  　そうしてこれまでにない程、はしたない振る舞いでもってして卑屈にも懇願致します。

  

  

  “不行……吗?”

  「ダメ‥ですか？」

  

  

  甚至连甜言蜜语都有意地变成甜言蜜语，更加暴露出自己丑陋的一面。

  　そしてあまつさえ自ら意図して甘ったるい声色へと変えて、自身の無様な姿をより一層晒します。

  

  

  

  “算了……没关系。倒不如说，我才想拜托你。”

  「いいや‥構わない。寧ろ、此方こそ頼みたい」

  

  

  这时，他的态度虽然非常沉着，但还是大方地点头答应了。

  　するとこれに際しては、極めて落ち着き払った態度ながらも、鷹揚にも頷きを返して応じてくれましたフウガ様に御座います。

  

  

  因此，我偷偷享受着得到那个回答的成就感，只要对方允许，我就会采取相应的行动。

  　ですのでその返答を頂けた事への達成感を密かに享受したわたしは、お許しが出るに応じて動きます。

  

  

  下一个瞬间，我自然而然地走到风贺大人身边，用平视的眼神仰望他。

  　次の瞬間には自ずとフウガ様の傍へと侍る様にして身を寄せたわたしは、そのままの上目遣いで見上げます。

  

  

  “谢谢大家❤️风歌哥哥果然是个很温柔的人❤️爱丽丝很开心呢❤️”

  「ありがとう御座います❤️やはりフウガお兄様はとても優しい御方なのですね❤️アイリスはとても嬉しく思いますぅ❤️」

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  当然，因为体格差的关系，这样是必然的，所以并不是特别不自然的举止。

  　無論体格差の関係上そうなるのは必然ですから、特段不自然な振る舞いではないのです。

  

  

  一定是这样的。

  　きっとそうに違いありません。

  

  

  所以我才会如此丑态妄自尊大，这无疑是不可抗拒的。

  　それ故わたしがこの様な醜態に自らの身を貶めているのは不可抗力に相違ないのです。

  

  

  因为这是绝对无法避免的事情，所以是本应发生的事故。

  　つまる所これは決して避けられない事柄であるが為に、起きるべくして生じてしまった事故に御座います。

  

  

  

  因此，我并不甘心像这样向老爷们卖弄媚俗，做出妓女般的行为。

  　その為わたし自身がこの様にして殿方に対して媚びを売る、まるで娼婦の如き振る舞いになど甘んじていたいわけではありません。

  

  

  当然，正因为我意识到了这一点，所以才容许那样的羞辱。

  　無論それを自覚しているが故にこそ、わたしはその様な辱めをされるがままに許容していています。

  

  

  鉴于这些，委身于此绝非我所愿。

  　それらのことを鑑みると、これに身を委ねるのは、決してわたし自身の望む所には無いのです。

  

  

  从这些情况来看，这都是为了雪克利斯母亲，这是不言而喻的道理。

  　これは偏に、これらの事柄を踏まえるとユキリスお母様の為であるのは、敢えて考えるまでもなく自明の理であるのです。

  

  

  因此，我应该不会有丝毫的踌躇，可以毫无顾虑地去讨好他。

  　ですからわたしは微塵も躊躇いを感じることすらもなく、心置きなくフウガ様に取り入ることが出来るはずなのです。

  

  

  所以，我还是稍微避开别人的视线，大声说。

  　ですのでわたしは依然として僅かながらに人目を憚りながらも、声を挙げます。

  

  

  

  “风野哥哥，❤️那么，我来给您洗背，我们一起进去吧。”

  「フウガお兄様ぁ❤️それではお背中を御流しさせて頂きますので、共に中へと入りましょう？」

  

  

  虽然可能有些不敬，但我还是下定决心向您打招呼。

  　そうして思い切って些か不敬に当たるやもしれませんが、御声がけを致しました次第です。

  

  

  但也有不习惯的原因，声调可能有点上纲了。

  　ですが慣れない事もあり、少しばかり声色が上擦ってしまったかもしれません。

  

  

  

  但是，我虽然很害怕，但还是让他进去了，看得出他对我的话有反应。

  　しかしながら、恐れながらも入室を促しましたわたしの言葉に対して反応が見られます。

  

  

  或许是我的演技发挥了不少作用。

  　恐らくは少なからずわたしの演技が幸いにも功を奏したのかしれません。

  

  

  “啊，拜托了。”

  「ああ、よろしく頼む」

  

  

  宽宏大量的风贺大人立刻以极其庄严的姿态打开了更衣室的门。

  　すぐさま寛大なフウガ様は至極厳かな立ち振る舞いにて、脱衣場の扉を開きます。

  

  

  接着，他搂着我的腰，看来他是在护送我。

  　次いでわたしの腰へと腕を回してくださいました事を鑑みるに、どうやらエスコートしてくださる様です。

  

  

  

  虽然这也有点屈辱，但这应该是必须接受的地方。

  　それも些か屈辱に感じますが、此処は特段受け入れなくてはならない所である筈です。

  

  

  “好了❤️我会努力为您服务的，就交给我爱丽丝吧❤️。”

  「はいっ❤️一生懸命に御奉仕させて頂きますので、このアイリスにお任せくださいっ❤️」

  

  

  

  尽管如此，连我自己都感到惊愕，但同时也得到了一种隐约的满足感。

  　ですがそれにも関わらず自分自身でも驚愕に値する事でしたが、それに際するに伴いまして仄かな満足感を得ていたのです。

  

  

  因此，我自己也表现出了同样的喜悦，我失言了。

  　それ故そうして自らでもそれに及ぶ程の喜悦を露わとしてしまったわたしは、心にも無い失言を致します。

  

  

  然而，脱口而出的话并没有消失，反而在我的脑海里回荡。

  　しかしながら自ずと口としてしまった言葉は消えずに、わたし自身の脳裏へと殊更に響いては聞こえたのでした。

  

  

  于是，我对侍奉风贺大人强壮的身体感到安心。

  　そしてその様に応じたわたしは、フウガ様の逞しい肉体へと侍る事に対して何処か安堵の様な感慨を得るに至ります。

  

  

  那种安心感让我很舒服，即使风贺大人笨拙的五指不礼貌地轻轻触碰我的臀部，我也毫不在意。

  　その安心感は、とても心地良く、不躾にも僅かながらにわたしの臀部へと触れているフウガ様の無骨な五指の感触にも気が及びません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  虽然已经注意到了这一点，但还是会对那种粗糙的手掌触感抱有酷似幸福感的感情。

  　この様に気付いてはいるのですが、そのゴツゴツとした掌の感触に多幸感に酷似した感情を抱いてしまうのです。

  

  

  

  我想风歌哥哥也不是故意的，所以我不敢再指出来。

  　それに恐らくですがフウガお兄様も意図的のことでは無いと思われますので、改めて指摘するのも憚られます。

  

  

  再加上在这片陌生的土地上，你给我这样一个容身之处，你的态度也太不敬了吧。

  　加えてこの見知らぬ土地で寄るべも無いこのわたしに居場所を与えてくださいましたフウガ様にその態度は不敬に過ぎる事でしょう。

  

  

  我只能听命于风野哥哥。

  　その為されるがままに身を委ねる他にないわたしはといえば、フウガお兄様に身を預けます。

  

  

  “嗯❤️风哥还是很强壮的身体❤️和爱丽丝完全不一样呢❤️非常漂亮❤️”

  「んんっ❤️フウガお兄様はやはりとても逞しいです御身体をしていますぅ❤️アイリスとは全然違いますのね❤️とても素敵です❤️」

  

  

  而且还奉承他们，献媚奉承。

  　そして伴われるがままにお側へとこの身を侍らせて、媚び諂うことしかできませんでした。

  

  

  “那是当然的。如果是男人的话，像你这样的人很容易就能把他带走，所以你最好多加小心。我当然会保护爱丽丝，但当然也有做不到的时候。所以还是好好理解为好。”

  「当然だ。男であればこうして君くらいなら容易に連れ去ってしまえるのだから、くれぐれも気を払った方が良い。当然アイリスのことは俺が守るが、無論当然ながら至らないこともある。故にそれをよくよく理解しておいた方が身のためだ」

  

  

  然而，风歌哥哥却回应了我的要求，把我拉得更近了。

  　しかしながらそれに対して応じましたフウガお兄様は、更にわたしの身を引き寄せてしまわれます。

  

  

  因此，我的肉体自然而然地与风贺哥哥那强壮隆起的肌肉接触到了一起。

  　そのお陰でわたしの肉体は自ずと、フウガお兄様の逞しく隆起した筋肉と触れ合うこととなってしまいます。

  

  

  因此，我切身地感受到了那分割成好几层的腹肌的硬度，以及像钢一样密集的铁腕程度。

  　ですからその幾重にも割れた腹筋の硬さや、鋼の様に密度の感じられる剛腕の程が肌身に感じられました。

  

  

  因此，我甚至觉得它在我望尘莫及的地方。

  　ですのでそれはとてもわたしの及ばない所にあるとすら実感できる代物です。

  

  

  因此，我自然而然地对这美好而坚韧的身体抱有憧憬之情。

  　それ故自ずとこの素敵な強靭なる肉体に対しては、憧憬の念すら抱くに至ってしまいます。

  

  

  因此，身体极其脆弱的我，对这位了不起的老爷的肉体，羡慕得不得了。

  　その為どうしても脆弱極まる身体のわたしは、この素晴らしい殿方の肉体が、羨ましくて仕方がないのです。

  

  

  再加上风贺哥哥岩男一般的体格，和我幼子一般的身高，简直是天壤之别。

  　それに加えてフウガお兄様のまるで岩男の如き体格と、わたしの様に依然として幼子の様な身長では雲泥の差があります。

  

  

  而且，那种天壤之别的差距也让人感觉非常明显，非常凄惨。

  　そしてそのあまりにかけ離れた天と地程の差も明白な程に感じられます格差は、とても惨めです。

  

  

  我希望在所有方面都输给这位侍奉我的风贺大哥。

  　この今に侍りますフウガお兄様という殿方に対してわたしは、全ての面において敗北を期しています。

  

  

  与此相反，风歌哥哥在所有方面都比我优越。

  　そうしてそれとは対称的にフウガお兄様は、全てにおいて例外なく劣るわたしよりもあらゆる面で優れています。

  

  

  因此，自然而然地就会产生自卑感。

  　それ故自ずと劣等感を覚えずにはいられないのです。

  

  

  但是，基于这些情况，我为雪松鼠母亲向风歌哥哥献媚。

  　しかしながらそれらのことを踏まえた上でわたしはユキリスお母様の為に、フウガお兄様へと媚び諂うのでした。
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  现在，我在风贺哥哥身边侍奉他，在他身边挥洒他的肉体。

  　差し当たりまして、フウガお兄様のお隣に侍りますわたしは、その傍らにて彼の肉体をお流しすることとなりました次第に御座います。

  

  

  所以我的举止也很楚楚地有意识地折起膝盖，让人觉得有些不舒服。

  　それ故立ち振る舞いも楚々と意識して膝をその場きて折り畳むわたしはといえば、些か居心地も悪く思われます。

  

  

  在我眼前，可以看到肌肉无比强壮，密度犹如巨大的岩男。

  　眼前にてとても巨大な岩男の如き密度を誇る、至極逞しい筋肉が見て取れます。

  

  

  他那厚重如钢般千锤百炼的身体，当然更能体现出他的主张。

  　その重厚な程に鋼の様にして鍛え抜かれた肉体は、当然ながらにその主張もより顕著な代物として窺えます。

  

  

  因此，即使我不屈服，但哥哥以高大的体格为荣，只要正襟危坐就足够了。

  　その為特段わたしが屈むことがなくても、大変大柄な体格を誇りますフウガお兄様相手とあっては、ただの正座だけで事足りました次第です。

  

  

  因此，我不由自主地看向那隆起的背部肌肉，战战兢兢地伸手去拿。

  　ですからその隆起した背筋の筋張った筋肉の程に思わず見入ってしまっていたわたしはといえば、恐る恐るそれに手を伸ばします。

  

  

  

  但是因为看得太入迷了，忘记了在那之前说上一句话，对我的不敬，现在终于明白了。

  　しかしながら見惚れていたが為に、その前に一言声を掛ける事を失念していました不敬に対して今になって漸く及びます。

  

  

  

  “……风野兄，我突然在没有事先说明的情况下就触及了您的手，实在抱歉。如果您察觉到了，还请您原谅。”

  「‥突然断りもなしに触れてしまって申し訳ありませんフウガお兄様。お気に触れたのでしたら、どうかお許しくださいませ」

  

  

  而且，我还会深深地低下头。

  　そうしてその様に頭を深々とその場に置いて下げることも厭わないわたしです。

  

  

  在我的国家，被他人唐突地肌肤接触到这种程度，是值得万死的。

  　それ程までに他者から唐突に肌へと触れられるのは、わたしの国における振る舞いとしては万死に値するのです。

  

  

  然而，风歌哥哥却非常镇定地回答。

  　しかしながらこれを受けるに応じたフウガお兄様はといえば、極めて落ち着き払った態度にて答えました。

  

  

  

  “不，好不容易让爱丽丝流了出来，你完全可以随心所欲。”

  「いや、むしろせっかくアイリスに流してもらえるのだ。一向に其方が思うがままにやってくれて構わないさ」

  

  

  

  受到如此尊敬的风贺大哥，一边点头一边回顾。

  　この様な仰になられましたフウガお兄様は、応用に頷くと共に振り返ります。

  

  

  

  在那个时候，随着向这边伸出手，我的头被摸了。

  　そしてそれに際しては、此方へと手を伸ばすに伴い、わたしは頭を撫でられます。

  

  

  

  那切身的感觉被很健壮很怪异的粗犷的五指，梳头发。

  　その肌身の感じますとてもたくましくふしくれだった無骨な五指により、髪の毛を梳かれます。

  

  

  手的触感非常舒适，那飘飘然的动作本来应该是针对阿纳斯塔西娅姐姐的。

  　手付きの程はとても心地良い感触でいて、その何処か流れる様な動作は本来であればアナスタシアお姉様に向けられる代物であったに違いありません。

  

  

  

  但是现在，我身上穿着阿纳斯塔西娅姐姐给我的西服。

  　しかしながら今はそのアナスタシアお姉様御本人から譲り受けたお洋服をわたし自身が身纏っているのです。

  

  

  讽刺的是，我也曾半强迫地让她穿上她的旧衣服，依然非常不情愿。

  　皮肉にも彼女のお下がりを半ば強引にも着せられたこともあり、依然として不本意極まりないのです。

  

  

  不过，现在我身上穿着的阿纳斯塔西娅姐姐的旧衣服，从讨好大人的角度来看，似乎是最好的。

  　ですがその今にわたしが身を包むアナスタシアお姉様の着古した代物の程は、殿方に媚びを売る面に置いて、どうやら最上である様です。

  

  

  当然，这并不是我事先就能预料到的。

  　無論これを見越してわたしに飾りつけたというわけでは無いでしょう。

  

  

  如果真是这样，那阿纳斯塔西娅姐姐的慧眼真是太可怕了。

  　仮にそうであったとしたら、アナスタシアお姉様の慧眼があまりに末恐ろしい代物に御座います。

  

  

  话虽如此，对于这种对臀部太过紧绷的内衣，我只能自然而然地望而却步。

  　とはいえこのあまりにお尻に対して食い込む下着に対しては、自ずと辟易する他にありません。

  

  

  大概是因为布料和绳子差不多，所以我的臀部都露出来了吧。

  　恐らくですが、それは紐同然の布地しかないが為に、わたしの臀部の凡そは露出されていることでしょう。

  

  

  

  话虽如此，即使不能完全看清楚，也一定已经超过大腿根部了。

  　とはいえ丸見えとまでいかずとも、少なからず太腿の付け根あたりを越えていることに相違ないのです。

  

  

  因此大部分从侧面看也会露出皮肤，这是一种非常屈辱的装束。

  　その為大半が側から見ても肌が覗けているので、あまりに屈辱極まる装いとなっています。

  

  

  

  再加上从肩膀到腋下的皮肤都暴露在外，所以是非常不雅的打扮，这是不言而喻的道理。

  　そしてこれに加えて肩口から脇の下に掛けての肌も晒しているが故に、大変はしたない格好であることは敢えて言及するまでもなく自明の理と称する他にありません。

  

  

  

  总之，这完全是向老爷献媚的东西，而我现在却亲自穿上了。

  　つまるところ完全に殿方に対して媚び諂った代物であるそれをわたしは今自ら身に付けているのでした。

  

  

  因此，像这样毫无痕迹地暴露自己的身体，不由得变成了内八字。

  　ですのでこの様なあまりにあられもない自らの身体を露出してしまっていることも相まって、思わず内股となります。

  

  

  但是这也是羞耻的一个原因，这是没有办法的行为。

  　ですがそれも羞恥に駆られる一つの要因であるのですが、これは致し方無い振る舞いであるのです。

  

  

  之所以这么做，是因为如果不这么做，我那毫无肌肉的大腿就会暴露出来。

  　何故ならその理由は偏に、こうでもしないとわたしのろくに筋肉も付いていない太腿が剥き出しとなってしまうが所以に他なりません。

  

  

  更重要的是，如果不这样端正姿势，就会看到我那邋遢的臀部。

  　更にはこの様に姿勢を正さなければわたしのだらしのない臀部が見えてしまうからでした。

  

  

  

  因此，我对行动还是有些踌躇，服务的手自然就迟迟不进。

  　その為やはり身動きを取ることにも躊躇いを覚えるわたしはといえば、奉仕の手は自ずと遅々として捗りません。

  

  

  当然，对于自己不及的行为，会越来越焦躁。

  　当たり前ですがその自らの及ばない振る舞いに対して次第に苛立ちが募ります。

  

  

  然而，更让我切身感受到的是自己的浅薄。

  　しかしながらこれにも増して実感致しましたのは、自身のあまりも至らない浅はかさに御座いました。

  

  

  

  当然，我从来没有为他人献身过，所以现在所做的行为自然也就拙劣了。

  　当然ながらこれまでに他者への献身などしたこともないわたしに御座いますから、到底今にしている所作も自ずと拙くなるのは自明の理にあるのです。

  

  

  

  也就是因为我自己没有道德，所以有很大反省的余地。

  　それ即ちわたし自身の不徳に致すところに御座いますが故に、それには大いに反省の余地があるでしょう。

  

  

  但是，事到如今，再这样苛求自己，情况也不会好转。

  　ですが今更その様にして自らを責め立てたところで状況が好転するわけでもないのです。

  

  

  

  于是我用指尖仔细地摸了摸风歌哥哥强壮的背部。

  　ですのでわたしはフウガお兄様の逞しい背筋の辺りを丁寧に指先でなぞります。

  

  

  

  尽可能有意识地舞动五指，把重点放在心情舒畅上。

  　自身の五指をでき得るだけ意図して艶かしく動かし、気持ち良くなって頂けることだけに重点を置くのです。

  

  

  我以所谓的女式坐姿为您服务。

  　そうしてわたしは所謂女の子座りとでも称して差し支えないでしょう体勢にて、奉仕致しております。

  

  

  而且这种不顾及自身尊严的行为，让我如实地感受到自己的自尊心正在丧失。

  　そしてその様な自らの尊厳を鑑みない振る舞いにより、わたし自身の自尊心が失われていくのが如実に感じられるのです。

  

  

  

  虽然现在我的身体被贬低了，但总有一天，我要用与母亲再会的时间忍耐下去。

  　しかしながらこの様にして今は身を貶めているわたしに御座いますが、いずれはお母様の再会を果たすその暇で耐え忍ぶ次第です。

  

  

  因此，包括这次在内，今后我也打算像这样为风贺哥哥服务，来缓解每天的疲劳。

  　それ故今回を含めて以後も、こうしてフウガお兄様へと御奉仕をすることにより、日々の疲れを癒して頂く所存に御座います。

  

  

  因此，现在指尖上传递的风势沿着哥哥坚硬的肌肉的肌理清除污垢。

  　ですから今に指先の先端にて伝わせるフウガお兄様の硬い筋肉に筋に沿って垢を落としていきます。

  

  

  

  “那个……风歌兄，您现在怎么样了?如果还有什么在意的地方，请告诉我爱丽丝。”

  「あの‥フウガお兄様、御加減は如何に御座いますか？他に何処か気になる所がある様でしたら、このアイリスに何なりとお申し付けくださいませ」

  

  

  为此，我认为不仅是自己盲目地动手，还是每次确认一下，进步的效率会更快。

  　その為にもわたしは自身が闇雲に手を動かすだけでなく、やはり都度に確認していた方が上達の効率の程は早く思われます。

  

  

  况且当初所抱的目的也是通过对话来达成的，所以我提出了这个问题。

  　それに当初抱いていた果たすべき目的も会話によってこそ身を結ぶ事柄に御座いますが故、質問を呈しました。

  

  

  

  而对此没有特别显著反应的风贺大哥哥则爽朗地回应。

  　するとこれに対して特段顕著な反応を示しませんフウガお兄様の側は、朗らかにも応じてくださいます。

  

  

  “不，我不觉得这是第一次。真不愧是阿雪的孩子。不过，稍微强一点也没关系。”

  「いや、これが初めてとは思えない程上出来だ。流石はユキの子供だな。だが、少し強くしても構わない」

  

  

  当时您对我的评价是值得的。

  　際して与えられましたのは、わたしに対してあまりの過分に値すると思われる程の評価に御座います。

  

  

  即使是奉承话，那称赞的程度对我来说也是极不相称的。

  　仮にお世辞であったとしても、その称賛の程は極めてわたしには不相応な代物と称して差し支えないに違いありません。

  

  

  即使那是我自己的自负，我也很高兴。

  　ですが例えそれがわたし自身の自惚れであったとしても、すこぶる嬉しく思うのです。

  

  

  因为我从出生到现在都与这种行为无缘，所以连新鲜的感觉都渐渐记住了。

  　何故ならわたしは生まれてから現在に至るまでこの様な振る舞いには到底縁が無かった為、新鮮味すらも覚えている次第に御座います。

  

  

  因此，以这样的装束向各位献媚，对我来说是一种耻辱，但同时也是一种奉献。

  　ですからわたしとしても殿方に対してこの様な装いで媚び諂うのは屈辱ではありますが、それと同時に為になることでもあるのです。

  

  

  而且，如果现在没有可以穿在身上的衣服，那一定很开心。

  　そしてそれに伴い無用なこの今に身に纏いますお洋服さえ無ければ、至って楽しくもありましたに相違ありません。

  

  

  尽管如此，多亏了这种低劣的裙子和被称为巫女服的东西，真是糟蹋了。

  　にも関わらずこの様なはしたないスカートと巫女服と称される代物のお陰で、台無しに御座います。

  

  

  

  尽管如此，能像这样为别人服务，多少还是让我感到愉快的。

  　しかしながらそれでもこうして誰かに奉仕を出来るというのは、少なからず心地よくもあるという事実に漸く及ぶことができました次第です。

  

  

  也许正因为如此，现在自己所暴露的这一极端的现状才不值得悲观。

  　それ故今自らが晒しますこの無様極まる現状もそれ程までに悲観すべき事柄ではないのかもしれません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  这个难得的经验，一定会对我今后要面对的考验起到有效的作用。

  　きっとこの得難い経験は、これから先に待ち受けているわたしの立ち向かうべき試練に対して有効に働くに違いないのです。

  

  

  所以现在我所肩负的使命，就是像这样全心全意地为各位老爷服务。

  　ですからそうして今のわたしに課せられています使命の程は、この様に殿方に対して誠心誠意ご奉仕させて頂く事にあるのでしょう。

  

  

  

  然后学点什么，站在自己的立场上，我才能享受到口才带来的喜悦。

  　それから何かを学び自らの立場に及ぶことで初めてわたしは弁える事に対して喜びを享受できるのでしょう。

  

  

  只是现在被屈辱感折磨的事实并没有消失，所以我不会忘记这种感觉。

  　ただ少なからず今だけは屈辱感に苛まれている事実は消えませんので、この感覚を忘れない様に致します。

  

  

  正所谓初心不可忘，所以我想把这一耻辱铭刻在心，为您服务。

  　正に初心忘るべかざると言いますので、この恥辱をしかとこの胸に刻み付け、ご奉仕をしたく思います。

  

  

  对于我这种毫无头绪的行为，风歌哥哥也没有说什么。

  　しかしながらそんな始末にて覚束ないわたしの所作に対しても、フウガお兄様は特段何を言うわけでもないのでした。
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  我就是这样一个体格魁梧、一心一意为哥哥服务的人。

  　その様にしてあまりに大きな体格を誇るフウガお兄様に対して只々ひたすらに御奉仕を致しますわたしで御座います。

  

  

  如今展现在我眼前的这个地方，是一个特别有情趣的浴场。

  　今に身を置いていますわたしの眼前に広がる同所はというと、殊更に趣が感じられます浴場となっています。

  

  

  和我以前生活过的地方还是有不同的风情。

  　以前にわたしが生活を営んでいました所とは、やはり風情を異として思われます。

  

  

  在圣域，虽然不像在这里那样进行华丽的装饰，但打从心底感到新鲜。

  　聖域においてはこの場における様な華美な装飾を施すことはないが為に、心底から新鮮な心地に御座います。

  

  

  所以，当我置身于故乡的时候，只能泡在白色的浴池里，这一点让我非常赞叹。

  　ですからわたしが故郷に身を置いていた時分は、白一色に統一された浴槽に浸かるだけでしたので、これだけはとても感嘆致しますばかりです。

  

  

  所以现在我和风贺哥哥一起在这里，这也是我紧张的唯一原因。

  　それ故今にこの場にフウガお兄様と共に居合わせているわたしは、それだけがやはり緊張の要因に他なりません。

  

  

  因此，我本想把注意力集中在这太过精彩的景观上，但视线却自然而然地被风歌哥哥强壮的身体吸引了。

  　ですので圧巻に過ぎる同所の景観に対して意識を向けるべくしているのですが、自ずとフウガお兄様の逞しい肉体へと視線が引き寄せられてしまうのです。

  

  

  奇妙的是，预先贴在浴池里的热水散发出温暖的蒸汽，虽然缺乏现实感，但也很令人欣慰。

  　奇しくも予めから浴槽に貼られていますお湯から暖かい蒸気が挙げられています為、少なからず現実感に乏しいのだけが救いに御座います。

  

  

  因此随着意识转移到那些事情上，逃避自己暴露的样子。

  　その為それらの事柄へと意識を逸らすに伴い、自らの晒す無様から逃避します。

  

  

  

  本来应该在这个阶段就开始向风歌哥哥打听情况的。

  　本来であればこの段階でフウガお兄様へと探りを入れさせてもらう筈でした。

  

  

  然而，当初以为很简单的服务，如今却出乎意料地困难。

  　しかしながら、当初は容易だと愚考していましたご奉仕の程が、今此処に至っては、存外の事これが難しくあるのです。

  

  

  哥哥果然和我不一样，他的脊背很宽，但让他的身体感到非常痛苦。

  　やはりわたしと異なり幅の広い背筋を誇りますフウガお兄様の肉体を御流しするのは、特段骨が折れてしまう事柄なのです。

  

  

  与此同时，她的肩膀也比我宽一倍以上，所以手要完全伸到她的肩膀上，真费了一番功夫。

  　そしてそれと共に肩幅もわたしの倍以上はある為、その全体に対して満遍なく手を行き届かせることには一苦労です。

  

  

  我也不知道该在什么时候说这些话，所以也不敢再跟您搭话了。

  　この様にどの機会に言葉を繰り出して良いかも判然としないので、到底声を掛けさせて頂きますのも憚られました次第に御座います。

  

  

  就这样，我没有抓住机会，只是一味地自己动手。

  　そうしてチャンスを掴めないままに、わたしはひたすらに自らの手を動かします。

  

  

  用刚才赐给他的布手巾，风将哥哥的身体彻底清洗干净。

  　ゴシゴシと先程に与えられました手拭いでもってして、フウガお兄様の肉体の余す所なく清めていくのです。

  

  

  所以手指就像这样爬上了隆起的、像钢一样强韧的皮肤。

  　ですからこの様にして隆起しています、まるで鋼の如き強靭なるゴツゴツとした肌へと指を這わせます。

  

  

  仔细一看，上面有无数令人心痛的伤疤，等我回过神来，已经摸到了。

  　よくよく見て取れば、痛々しい無数の傷跡が、ありましたので、気がつけば触れていた次第に御座います。

  

  

  那炽热得仿佛要烧伤一般，让人感慨仿佛在向我诉说着什么。

  　それはまるで火傷をしてしまいそうな程に熱く、何かしらをわたしへと訴え掛けてくるかの様な感慨を受けます。

  

  

  另外，我所能体会到的情感，是我难以想象的。

  　それから覚えます情動は、凡そわたしでは形状した難い代物に御座います。

  

  

  然而，当我的身体逐渐适应那强壮的身体时，就会陷入一种轻飘飘的感觉。

  　しかしながら次第にその逞しい肉体へと身を侍らせている内に、なんだかふわふわとした心地へと陥ります。

  

  

  

  “那个……风哥……我……好像有点上火……”

  「あの‥フウガお兄様‥わたし、その‥少しのぼせてしまったみたいなので‥」

  

  

  

  “是吗?我知道了。那就稍微晒晒夜风好了。虽然待太久对身体不好，但应该能降温不少吧。”

  「そうか、わかった。ならば少しばかり夜風にでも当たってくるといい。あまり長く居ては身体に障るが、少なからず熱は冷めるだろう」

  

  

  然后，我发出了泄气的声音，风歌哥哥听到了，非常平静地回应了我。

  　するとそうして声を挙げましたわたしの弱音を耳としましたフウガお兄様は、至極落ち着き払った声色にて応じてくださいました。

  

  

  

  然后，我明白了他所说的意思，于是让他继续往外温泉的方向走去。

  　そして彼が言う所の意味を悟るわたしは、どうやら外湯にまで続いている様です扉へと足を運ばせます。

  

  

  

  就这样，我迈着步子，打开了尽管是木制的，却没有任何重量的门。

  　そうしてその様に歩みを進ませたわたしは、木造に誂えられているにも関わらず、一切の重さを感じさせない扉を開け放ちます。

  

  

  

  接着，我又向外踏出了一步，我感到外面的空气非常舒适。

  　次いで一歩外へと足を踏み出しましたわたしの肌へと触れた外気が、極めて心地良く感じられます。

  

  

  因此，我对离开这里多少有些恋恋不舍，于是在眼前的小巧的长椅上坐下。

  　それ故少なからずこの場から去ることへの未練を感じたわたしは、眼前に見て取れるこじんまりとした長椅子へと腰を落ち着けます。

  

  

  “哇!”

  「ひゃうっ」

  

  

  于是，我一屁股坐在石砌的表面上，从那里感受到的凉意让我背脊颤抖。

  　すると石造りの表面に対してぺたんとお尻を落としたわたしは、そこから感じましたひんやりとした感触に背筋が震えます。

  

  

  因此，不由自主地坐着，变成将自己的双手伸进屁股下面的姿势。

  　ですので思わず自らが腰掛けていますお尻の下へと自身の両手を差し込む様な体勢となります。

  

  

  我渐渐有了心情，现在去的这个地方，是刚才身处的浴场无法比拟的绝佳景色。

  　そうして漸く人心地が付けましたわたしが現在赴いている同所はといえば、先程身を置いていた浴場とは比較にならない程に絶景として見て取れる所に御座います。

  

  

  

  现在展现在我眼前的景象是，在灯火辉煌的照耀下，汤面呈现出耀眼的光芒。

  　今のわたしの眼前に広がる光景は、煌々と輝いています月明かりに照らされた湯面が、眩いばかりの煌めきを呈している圧巻です。

  

  

  

  与被大自然的气息所包围的地方隔绝开来，被色彩丰富的花草所包围，呈现出别有情趣的景观。

  　それ程までに大自然の息吹に包まれている辺りから隔絶されている同所は、色彩豊かな草花などに囲まれて、これまた趣がある景観を呈しています。

  

  

  因此，置身于如此绝景的这里，自然会被气势所压倒。

  　それ故、そんな風に絶景を極まるこの場へと身を置いていたのなら、自ずと気圧されてしまうのです。

  

  

  我被这里前所未见的景色所震撼。

  　そしてその様に同所における今まで見たこともない景色に圧倒されているばかりのわたしです。

  

  

  但是，当我不经意地向这里望去时，尽管刚才还没有感觉到任何动静，却能在视野的一角看到一个人的身影。

  　しかしながら不意にこの様にして同所を眺めていると、先程までは気配も感じられなかったにも関わらず、人の姿が視界の隅へと見られます。

  

  

  很奇怪。

  　おかしいです。

  

  

  根据我之前确认的情况，除了我以外，好像没有人会和我一起出席。

  　先に確認致しました限りにおいては、特段わたし以外にこの場を共にする様なお方は居なかった様に思われます。

  

  

  

  而且这个浴场是老爷专用的，再加上现在应该是风歌哥哥包租的。

  　それもこの浴場は殿方専用であり、これに加えて今はフウガお兄様の貸切となっていた筈で御座います。

  

  

  

  但我还是硬着头皮一起去了这里，不禁歪了歪头。

  　そしてそれに無理を言って共にこの場へと赴きました所存に御座いますから、思わず小首を傾げてしまいます。

  

  

  

  为什么在这个时间段，而且是现在才有女性在场呢?

  　何故にこの様な時間帯それも今になって女性の方が、同所へと居合わせているのでしょうか。

  

  

  但是，即使他这么想，也不可能把我这样的人叫来。

  　ですが依然としてそこまでに考えたと所でわたしの様な者になど到底お呼びがつくはずもありません。

  

  

  我平时很少深入思考，只是在原地打转。

  　只々平素からあまりに深く思考を巡らせることもないわたしは、堂々巡りを繰り返すばかりです。

  

  

  再加上现在这个阶段，还有很多无法判断的要素在自己的脑海中涌现。

  　更にはこれに加えて依然として今の段階において、判然としない要素が自身の脳裏へと沢山湧いてくるのです。

  

  

  

  然而，其中最让我感到不自然的是，现在远远看到的女性的身影实在太不自然了。

  　しかしながらその中でもより顕著な違和感をわたしへともたらしてきた事柄はといえば、今に遠目に窺える女性の姿があまりに不自然に思えることでしょう。

  

  

  当然，太阳已经下山了，这里的夜幕也已经降临，但我无法见到您的脸。

  　無論既に陽は落ち沈み、同所における夜闇の帳も舞い降りている次第ではあるのですが、その御顔が拝見できません。

  

  

  大概是距离太远的缘故吧，不靠近到一定程度，就无法在黑暗中看清。

  　やはりそれなりの距離があるせいなのか、ある程度近寄らないと、暗闇の陰になって見て取れる事は叶わないのです。

  

  

  只见他在石砌的榻榻米上俯身朝这边走来，那样子实在令人毛骨悚然。

  　石造に誂えられた床畳みへと只々ひたすらに俯いて此方へと身体を向けてきます姿は、極めて不気味とも感じられます。

  

  

  因此，当我突然对这种异质的存在感到恐惧时，自然而然地就把视线移开了。

  　ですからそのあまりの異質として見て取れました存在に対しての恐怖へと不意に陥ったわたしは、自ずと向けていた視線を背けてしまいます。

  

  

  就在刚才倾注的目光被移开的瞬间。

  　そうしてその様に先程まで注いでいました眼差しを逸らした途端の事です。

  

  

  一股寒意突然袭上我的背脊，让我不由得浑身发抖。

  　突如としてわたしの背筋を寒気の様な形状し難い代物が襲い、思わず身を震わせてしまいます。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  因为让意识从一度感到不协调的光景中逃避，所以才会更加害怕和害怕。

  　一度違和感を抱きました光景から意識を逃避させたが為に、余計に恐れ慄いてしまった所存にございます。

  

  

  而且因为刚才发现的是太不自然的存在，所以自然而然地在意起那个真面目来。

  　そして更には今し方に発見致しましたのは、あまりに不自然な存在であった為、自ずとその正体を気にしてしまうのです。

  

  

  那真的是当时在场的女性吗?

  　それは本当に其処に居合わせていた女性であるのか。

  

  

  还是只是我看错了东西?

  　それとも或いはただのわたしの見間違いとしての代物であるのか。

  

  

  不过，现实十有八九是后者，我对此有半分确信，所以不至于那么恐惧。

  　ですがそれは十中八九において現実は、後者である事への半ば確信へと及んでいるわたしは、それ程恐怖を抱くには至りません。

  

  

  

  之所以这么说，是因为这里已经被从汤面蒸腾出来的蒸汽挡住了视线。

  　何故ならその理由は偏に、同所は既に湯面から立ち篭める蒸気により視界は妨げられてしまっているが所以に他なりません。

  

  

  所以刚才我看到的女人的阴影，也只不过是蒸汽产生的幻影。

  　ですから先程わたしが目撃致しました女性の陰も、その湯気が作り出した幻影に過ぎない相違ありません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  一定是这样的。

  　きっとそうに違いないのです。

  

  

  否则会很困扰。

  　そうでなくては困ってしまいます。

  

  

  因为我对除灵的相关知识不甚了解，万一遇到了，除了一味地祝词之外别无他法。

  　だってわたしはその様な除霊に関しての知識には疎く、仮に遭遇した場合には只々ひたすらに祝詞を捧げる他にないのですから。

  

  

  但是，在这样思考的过程中，我觉得这样的行为实在是太愚蠢了，所以又重新考虑了一下。

  　しかしながらそんな風に思考を巡らせている間にわたしは、この様な振る舞いがあまりに愚かに思えた為、改めて思い直します。

  

  

  现在自己看到的，不过是自己看错了的幻影罢了。

  　今に自らが目の当たりとしたのは、わたし自身が見間違えて己の中で作り出した幻影に他なりません、と。

  

  

  因此，为了证明我的想法是正确的，我必须看清自己的认识是否正确。

  　その為其処までに至った考えの証左として、わたしは果たして本当に自らの及んだ認識が正しのかを、見極めなくてはならないのです。

  

  

  因此，虽然我心里还抱着一些不明所以的疑问，但还是鼓起勇气试着和他说话。

  　それ故未だ判然としない疑問を抱えながらも、此処は勇気を出して声を掛けてみようと試みた次第にございます。

  

  

  如果对此没有回应，那只能证明从一开始就看错了在场的人。

  　そしてこれに対して応じる返答が無ければこの場へと居合わせている存在は最初から見間違いであったという証明に他なりません。

  

  

  

  然而，当我再次用视线打量那个人影时，它已经出现在我眼前。

  　しかしながらそうして再びその人影へと視線で見遣りました時には、既にその存在はわたしの眼前へと姿を露わとしていました。

  

  

  

  “你好。你是圣女的孩子吗?”

  「ご機嫌よう。確か貴方は、あの聖女様の子供であったかしらぁ？」

  

  

  因为太唐突了，我无法回应突然出现在这里的女性的话语。

  　そうしてあまりに唐突でありました為、その突如としてこの場へと顕現致しました女性から与えられた言葉に応じることがままなりません。

  

  

  我不由自主地想到嗓子眼，差点发出悲鸣，但无论如何也要忍耐。

  　思わず喉元まで出かかりました悲鳴を挙げそうになった所を如何にか耐え忍ぶ限りに御座います。

  

  

  再加上她噤口不言，我只能仰视着那个高个子女人，不禁战栗起来。

  　加えてその様に口を噤みました為、わたしはその長身の女性を仰ぎ見るがままに、恐れ慄く他にありません。

  

  

  

  所以，眼前的女性不顾我被这意想不到的事情压倒，继续说下去。

  　ですからこの様にして予期しない出来事に圧倒されるばかりのわたしを他所に、目の前の女性は言葉を続けます。

  

  

  

  “呃……不是女孩……这是

  「えっと‥女の子‥じゃなくて、これは

  ……哎呀……莫非真的是男孩?……呵呵……这出乎意料地有趣起来。”

  　‥あらぁ‥もしかして本当に男の子なのかしら？‥ふふ‥これは存外に面白くなってきたものねぇ」

  

  

  所以，当她这样自言自语地伫立在我眼前的女人，妖娆地双眸闪耀，仰望着我。

  　ですのでこの様に誰に語るでもなく呟かれました眼前にて佇む女性は、妖しく双眸を輝かせて仰られます。

  

  

  看着那色彩鲜艳、光彩夺目的眼睛，自然会陷入着迷之中。

  　その色鮮やかなまでに眩い程の輝きを称えた瞳を目の当たりとしては、自ずとそれに魅入られてしまう心地へと陥る他にありません。

  

  

  甚至产生了一种错觉，仿佛是被那如宝石般晶莹剔透的鲜红双眸所俘虏。

  　まるでその宝石の如く透き通る真紅の双眸へと虜とされてしまったかの様な錯覚を抱くまでに及びます。

  

  

  随之看得入迷的我，不由得被这妖娆的光芒吸引住了视线。

  　そしてそれに伴い見惚れてしまうしまうわたしは自ずと、この妖しい光へと視線を釘付けとされてしまいます。

  

  

  “可以吗?我的名字是雷梅拉·阿尔巴西亚·莉迪斯蒂拉·埃斯特尔·冯·德鲁西亚。叫雷梅拉没关系吧?”

  「いいかしら？わたしの名前はレメラ・アルバシア・リディスティラ・エステル・フォン・デルーシア。レメラで構わないわよ？」

  

  

  而且也不是我问的，她是一个自报家门的女人。

  　そして特段わたしが問い掛けたわけでもありませんが、自ら大上段にも名乗りを挙げる女性です。

  

  

  “那么，能告诉我您的名字吗?”

  「それでは、貴方のお名前を聞かせて頂けるかしらぁ？」

  

  

  接着又问我的出身。

  　次いでこれに続けて言い放たれたのは、わたしの出自に対しての質問に他なりません。

  

  

  

  因此，我在回答这件事的时候，有些忌讳说出自己的真名。

  　その為これに応じるに際しては、些か自らの本名を告げるのは憚られました所存に御座います。

  

  

  

  但是，既然对方向我付了礼，我就会自然而然地模仿他，这是我的作风，所以我下意识地说出了自己的名字。

  　ですが相手が此方に礼を払いました以上、自ずとこれに倣うのがわたしの流儀である為、気が付けば反射の域同然に、自らもその名を口と致します。

  

  

  

  “……我，我是雷亚诺斯提亚圣王国的圣女，尤奇里斯·雪白·冯·雷亚诺斯提亚的一个儿子，艾丽丝·雪白·冯·雷亚诺斯提亚。”

  「‥わ、わたしはレアノスティア聖王国が聖女、ユキリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアの子息が一人、アイリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアに御座います」

  

  

  

  再加上刚才我单方面说的那些话，我才稍微得意忘形地报上了名。

  　そして少なからず今し方に一方的に語られた手間も相まって、少しばかり勢い付いた名乗りを挙げてしまいます。

  

  

  

  虽然不能如此平静，但也没有什么欲言又止的，只是罗列了一些形式上的名字。

  　この様に平静とは到底及ばずとも、特段言い淀むこともなく、形式ばった名を羅列した所存に御座います。

  

  

  

  那位自称叫雷梅拉的女性俯视着我的耳朵，嘴角浮现出新月般的艳丽笑容。

  　するとこれを耳としたわたしを見下ろしてきます自らをレメラと名乗る女性は、その口元に何処か艶やかな三日月形の笑みを浮かべます。

  

  

  

  那一眼就能看懂的扭曲着嘴角的邪恶模样，简直就像《圣经》中登场的恶魔。

  　その一見して理解出来る程に邪悪に口の端を歪ませました姿は、まるで聖書に登場致します悪魔そのものです。

  

  

  与此相呼应的是，下一个瞬间，我感到了难以忍受的异常。

  　そしてこれに対してまるで呼応するかの如く次の瞬間には、耐え難いまでの異変を感じます。

  

  

  

  “嗯❤️……这是❤️啊❤️恩❤️安❤️”

  「んんっ❤️‥これはっ❤️ああっ❤️んんっ❤️あんっ❤️」

  

  

  就这样，我突然感受到一种自己的意识无法抗拒的情绪。

  　その様にして突如としてすぐさま自らの身に感じましたのは、自らの意識では到底抗い難い情動です。

  

  

  就像烧焦了身体一样袭来的强烈的冲动，仿佛要烧毁我的理性。

  　まるで身を焦がす様にして襲いくる強烈なまでのそれは、わたしの理性を焼き切る様な衝動に御座いました。

  

  

  

  事到如今，我才意识到自己的疏忽大意已经让自己陷入了圈套。

  　そうして漸く事ここに至ったわたしは自ずと、自身の油断からこの身が術中へと嵌まってしまった事実へと及んだのでした。

 
  呪い

  诅咒

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  回过神来，我发现自己发出了连自己都难以置信的、宛如妓女般的喘息声。

  　気が付けば、わたし自身到底信じられない様な、まるで娼婦の方々の様な喘ぎ声を挙げていました。

  

  

  “嗯……❤️啊❤️……❤️”

  「うぅ‥んんっ❤️ああっ❤️‥んんッ❤️」

  

  

  

  听他的声音，那是以前去娼馆街时听到的，是和客人见面时发出的谄媚之声。

  　その声色は、以前に娼館街へと赴きました時分に聞き及んだ、殿方とまぐわう折に発せられる媚びを含んだ代物に他なりません。

  

  

  

  而那种过于低微甜美的声音，从我自己的口中溢出来。

  　そしてその様にあまりにはしたない甘い声が、わたし自身の口から溢れているのです。

  

  

  我仍然无法判断现在的状况，只能呆呆地看着。

  　依然として現在のこれは、どの様な事態かを判断しかねます為に、わたしはそれを呆然とする限りに御座います。

  

  

  因此，我一直保持着这种状态，意识到了向自己身体袭来的鲜明的异常。

  　それ故そんな有様に徹するばかりでしたわたしは、自らの身体へと襲いくる鮮明な程に感じられる変調に意識が及びます。

  

  

  

  而且因为自己的身体发出了太多的热量，我自己也知道发汗的程度。

  　そうして自身の身体があまりに熱量を発している為、わたし自らでも及ぶ程に発汗している事がわかります。

  

  

  不知是不是因为这个原因，连意识都无法保持，自己躺在了原本可以坐着的地方。

  　その為か意識を保つことすらもままならず、自身が腰を落ち着けているその場へとみを身を横たえてしまいます。

  

  

  碰巧是澡堂，在那里订了一个镜子，镜子里映出了令人惊愕的景象。

  　そして偶然浴場とあってか同所へと誂えられています姿見には、驚愕に値すべき光景が映し出されています。

  

  

  即使把我的身体全部包括在内，镜子也还是有多余的。巨大的穿衣镜道出了令人震惊的事实。

  　そのわたしの身体全体を余す所なく含めてもまだ鏡面に余分があります巨大な姿見は、思わず絶句してしまうまでに衝撃的な事実を物語っていたのです。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  这样反射的我的身体逐渐改变了形状，渐渐变成了和雪莉丝母亲一样的东西。

  　その様にして反射されたわたしの身体は、次第に形を変えて、まるでユキリスお母様と同様の代物へと徐々に異としていったので御座います。

  

  

  刚才那条裙子虽然尺码不太合适，但包裹住了我的臀部。

  　先程までは些かサイズが合っていないながらも、わたしのお尻を包み込んでいましたスカート。

  

  

  我的臀部现在也迎来了身体的变质，甚至已经超出了它的范围，我可以看到它逐渐增大的光景。

  　それからはみ出してしまう程、今現在も身体の変質を迎えているわたしの臀部は、次第にその大きさを増してゆく光景が見て取れます。

  

  

  我的皮肤本来就白得可怜，现在更像初雪，再加上我的臀部像母亲的臀部一样柔软地堆积了脂肪。

  　元より情けなくも色白でありましたその肌色は、これより更に初雪の如く染まり、加えてまるでお母様のお尻の様にしてわたしの臀部は柔らかにも脂肪を付けたのでした。

  

  

  当然，与此相同，称为大的安产型也没有关系。它模仿臀部，支撑它的大腿根部也改变形状。

  　無論それと同様にその大きな安産型と称して差し支えありませんそのお尻に倣い、これを支えますその太腿の付け根も形状を変じて行きます。

  

  

  以前笔直的骨盆一旦感到不协调，回过神来就会变成内八字。

  　以前までは真っ直ぐであった骨盤に対して違和感を感じたと思いました途端、気がつけばそれは内股となる様にして姿を変貌させます。

  

  

  带着几分热度的脚慢慢向内改变的样子，简直是太过荒唐无稽的光景。

  　何処か熱を帯びたその脚が内へと向けて徐々に変じていく様は、酷く荒唐無稽に過ぎる光景に御座います。

  

  

  而且那件事最重要的是发生在我自己身上，所以除了惊愕之外别无他法。

  　それもその事象は何よりわたし自身に対して起きているのすから、特段驚愕に震える他にありませんでした。

  

  

  因此，我根本无法相信自己的胸部会变成丰满的乳房。

  　それ故あまつさえ自身の胸部が豊満な乳房へと姿を変化させていることなど、到底信じることができません。

  

  

  面对如此唐突的一连串事件，我连眼前的景象都无法接受，只能一味地感到恐惧。

  　そんな風にあまりに唐突な一連の出来事に対して眼前の光景を受け入れることすらもままならないわたしは、ひたすらに恐れ慄いているのです。

  

  

  因此，在蓝色天花板上不断膨胀的我的两个双丘，已经看不出以前的样子，变成了和雪松鼠母亲一样的东西。

  　その為青天井に膨らみ続けるわたしの二つの双丘は、以前のそれとは見る影もなく、既にユキリスお母様と同様の代物となっていました。

  

  

  

  与我极不相称的肥大的乳房，在稍微超过母亲的乳房的地方渐渐停止了生长。

  　そしてわたしには到底不相応な程に肥大化しています乳房は、僅かながらにお母様のそれを超えた辺りにて漸く成長を静止させました。

  

  

  所以，刚才只把视线投向肉体的我，接着把目光转向自己的整个容貌。

  　ですから次いでその様にして肉体ばかりに視線を注いでいましたわたしは、自らの容貌全体へと眼差しを切り替えます。

  

  

  当我看到自己在眼前的镜子上反射出来的样子时，简直无语了。

  　そうしてその眼前にて誂えられいる鏡面へと反射している自身の映し出されている姿を目の当たりとして絶句致しました。

  

  

  那里确实有yukyris母亲的姿容，甚至连身材都一模一样的我躺在那里。

  　其処には確かにユキリスお母様と容姿、更にはこれに加えて身体さえも瓜二つのわたしが身横たえる姿がありました。

  

  

  自从出生以来，我就经常被人说，我的长相简直就像yukyris母亲的翻版。

  　生まれてからわたしの顔立ちはユキリスお母様のまるで生き写しの様だと言われること度々でありました。

  

  

  但是，我做梦也没想到会在这种情况下切身感受到。

  　しかしながらまさかこの様な事態で実感するとは夢にも思いませんでした。

  

  

  她丰满的乳房甚至比雪莉丝母亲的乳房大得多，这更加剧了我的痛苦。

  　果てはユキリスお母様よりも大きく変貌を遂げました豊満な乳房が、殊更にわたしの無様に拍車を掛けて見て取れます。

  

  

  在那里看到了迎接自己异变的变化，渐渐地想到了雷梅拉这个名字。

  　そこで自らの異変を迎えた変貌を目の当たりとして、漸くレメラと言う名に心当たりを見つけます。

  

  

  

  我记得有个女人，她盯着我的脸，看着我狼狈地倒在地上。

  　今にこの場へと無様にも倒れ伏すわたしの顔を覗き込む様にして伺っている女性の顔立ちには見覚えがあるのです。

  

  

  也许是因为刚才还在夜色中，只能看到他的嘴角和妖艳的眼睛。

  　先程までは夜闇に紛れた同所であった為か、その口元と、妖しく輝く瞳しか見て取れませんでした。

  

  

  但是，现在在刺眼的月光下，露出了那张脸。

  　しかしながら、今になって眩いばかりの月明かりへと照らされたその面持ちが露わとなります。

  

  

  “啊……怎么说呢?能好好想起我吗?”

  「あらぁ‥どうかしらぁ？わたしのことちゃぁんと思い出して頂けたかしらぁ？」

  

  

  在那里看到的，是以前在娼馆街交战过的对方的恶魔。

  　そして其処に見受けられましたのは、以前に娼館街にて交戦致しました相手の魔物に御座います。

  

  

  恐怕是那个物种中最上等的个体。

  　恐らくですがその種の中でも特段最上位の個体であるに相違ありません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  如果不是这样，就不可能像这样束缚我，所以这是无须特意确认的不言自明的道理。

  　そうでなければこの様にしてわたしの身を拘束することなど、到底不可能である筈なのですから、それは敢えて確認するまでもなく自明の理であるに違いありません。

  

  

  

  而那双炯炯有神的双眸，带着危险的神色，仿佛是将我的肉体束缚在这里的元凶。

  　そしてその様にしてわたしの肉体をこの場へと束縛たらしめている元凶と思しき煌々と輝く双眸は、あまりに危険な色を帯びています。

  

  

  因为这样下去只会变得很好，所以要尝试打开对策。

  　その為このままでは只々いい様にされてしまうばかりであるので、打開策を試みます。

  

  

  

  “嗯❤️你哈❤️阿安❤️这个❤️”

  「んんっ❤️あなたはっ❤️ああんっ❤️このッ❤️」

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  虽然被体内迸裂般迸出的强烈快感所折磨，但还是向自己的王牌伸出了手。

  　その身の内で弾ける様にして迸る強烈なまでの快感に喘ぎながらも、自らの切り札へと手を伸ばします。

  

  

  然而，我那虚无缥缈的努力都是徒劳的，根本达不到应该缠在大腿上的荷尔蒙。

  　しかしながらそんなわたしの儚い努力も虚しく、太腿へと巻き付けている筈のホルスターには届きません。

  

  

  因为我的胸部比刚才变大了，柔软的脂肪挡住了我的去路。

  　何故なら先程より変貌を遂げているわたしの胸部があまりに大きくなり過ぎた為、その柔らかな脂肪が邪魔をしたのです。

  

  

  

  似乎是受到了某种诅咒，我的身体发生了与以前完全不同的变化。

  　どうやらなんらかの呪いをかけられた様でいて、わたしの身体は以前のそれはとかけ離れた変貌を遂げてしまった事実へと改めて及びます。

  

  

  很明显，这也是因为眼前出现的魔物。

  　そしてこれも眼前に場を共に致します魔物が原因であるのは、明白であるのです。

  

  

  所以我想把圣符取出来，但我过于丰满的胸部阻碍了我的取出。

  　それ故如何にかして聖札符を取り出したい所存に御座いましたが、あまりに豊満な自身の突き出た胸がそれを阻害してしまいます。

  

  

  

  “哎呀呀……呵呵……看来你会成为一名非常优秀的巴士呢。”

  「あらあらぁ‥ふふ‥どうやら貴方はとっても優秀なサキュバスになれそうねぇ」

  

  

  但是，恶魔看到我如此笨拙的举动，突然露出了笑容。

  　ですがそんな風にわたしの往生際の悪い立ち振る舞いを見下ろす魔物が、唐突笑みをこぼします。

  

  

  那个妙龄的美貌浮现出的表情看起来是非常愉快的表情。

  　その妙齢の美貌へと浮かべられている面持ちは至極上機嫌な表情を呈して見て取れます。

  

  

  再加上另一只脚抬起的魔物，践踏着现在也持续成长着的我的胸部。

  　更にこれに加えて一方足を振り上げました魔物は、今にも成長を続けているわたしのお胸を踏み付けます。

  

  

  他的动作就像是在玩弄，又像是用脚底压扁。

  　ぐにぐにとまるで弄ぶかの様にして足の裏で押し潰すかの如き振る舞いです。

  

  

  不幸中的万幸是，做这种事的魔物的光脚并没有特别用力。

  　けれどこれをする魔物の素足には特段力は込められてはなくい事だけが、不幸中の幸いに御座います。

  

  

  而我那柔软而扭曲的奶水，就这样被无情地蹂躏着。

  　そしてこれに際して柔らかにも形を歪ませるわたしのお乳は、無様にもされるがままなばかりに御座います。

  

  

  

  “嗯❤️……这样的拘留，如果我想的话，我也会……”

  「あんっ❤️‥くっ❤️この様な拘束、その気になればわたしでもッ」

  

  

  再加上身体被折腾得一塌糊涂，不由自主地显露出连自己都惊讶的反抗心。

  　そうしてあまりの無体を働かれてしまったことも相まって、思わず自身でも驚くべき反抗心を露わとします。

  

  

  不过，像这样以自己都难以置信的气势说出口，也只是暂时的。

  　ですがその様にして自身でも信じられない程気丈に口上を述べたましたのも束の間の事。

  

  

  奶水再次被踩得咯吱咯吱的，我无法反抗。

  　再びすぐさまお乳をぐにぐにと踏み付けられてしまい、これに抗う術はありません。

  

  是的。

  　そうなのです。

  

  

  现在，如果你用脚踢我前方那凸起的胸膛，我将无法对你说什么。

  　今のわたしの前方へと突き出していますお胸をその様にして足蹴にされてしまうと、この身に生じます快感により、何を語ることもできません。

  

  

  所以理解了那个吧。

  　ですからそれを理解してのことでしょう。

  

  

  再次用脚尖摆弄我的乳房的魔物，浮现出极其恶毒的微笑。

  　再度に渡りましてわたしの乳房をつま先にて翻弄する魔物は、極めて悪辣な微笑みを浮かべます。

  

  

  “怎么样?你那沙巴的身体，被弄成这样也很舒服吧?”

  「どうかしら？そのサキュバスの身体は。こんな風にされても気持ちが良いでしょう？」

  

  

  俯视着我的眼神中，流露出喜悦。

  　そしてわたしへと見下す様にして注がれる眼差しはからさまにも喜悦を露わとしています。

  

  

  因此，我感到了无比的屈辱，为了反抗，我发出了声音。

  　その為その様なこれ以上にない屈辱を感じましたわたしは、これに抗うべくして声を挙げます。

  

  

  “嗯❤️是这样的❤️怎么可能这样冒失❤️啊❤️这个懦夫!”

  「んんっ❤️そんなっ❤️まさかこの様に不覚を取るなどッ❤️ああんッ❤️このっ、卑怯者っ」

  

  

  

  但是，与此同时，自己伸向乳房的五指，被过于丰满的乳房挡住了。

  　しかしながら、やはりそれに伴いホルスターへと伸ばした自らの五指は、あまりに豊満な自身の乳房により阻まれてしまいます。

  

  

  我无论如何也要把视线转向那个方向，但不出所料，已经长大的奶水挡住了我的视线。

  　そして如何にかしてせめて視線だけでも其方へと向けたわたしですが、案の定大きく育ってしまっていますお乳が、その視界を遮りました。

  

  

  因此，令人屈辱的是，我的身体完全发生了变异，和以前大不相同。

  　それ故屈辱にも完全に変異を果たしてしまいましたわたしの身体はそれ程までに以前と様子を違えていたのです。

  

  

  因此，鉴于这些，刚才这个魔物所说的萨丘巴斯的肉体，似乎是真实的。

  　ですからそれらを鑑みるに、今し方にこの魔物が言ったサキュバスの肉体との話は、どうやら真実にある様です。

  

  

  当然，因为还不能确定真伪，所以我不会冒囫囵吞枣的愚蠢行为。

  　ですが当然ながら、依然としてその真偽の程は定かではありませんので、それを鵜呑みにする様な愚行は冒しません。

  

  

  

  “呵呵❤️这样逞强也是现在的事。因为你很快就会变成追求雄性精的人。怎么样?你是不是也快到极限了?”

  「ふふっ❤️そうして強がっていられるのも今の内よねぇ。だって貴方はすぐに雄の精を求める様になってしまうのだからぁ。どうかしらぁ？そろそろ貴方も限界なのではなくて？」

  

  

  不过，魔物似乎看出了我还残留着些许理性，便特别起劲地说道。

  　しかしながらその様に僅かばかり理性を残すわたしの様子を見て取ったと思しき魔物は、特段声色も勢い付いて語ります。

  

  

  

  “嗯❤️诅咒是我的圣符……”

  「んっ❤️そんなッ❤️呪いなどわたしの聖札符で‥」

  

  

  所以在回应的时候，我也会毫不示弱地说出挑战的话语。

  　ですのでこれに応じるに際しては、わたしとしても声高にも負けず劣らずに挑む様にして言い放ちます。

  

  

  

  “呵呵……真是太不巧了❤️这不是外人可以干涉的东西。所以不管你怎样行使巫女之力，都是毫无意义的。”

  「ふふ‥、御生憎さまねぇ❤️これは外から干渉できる様な代物ではないの。それだから幾ら貴方が巫女としての力を行使した所でそれは無意味でしかないわよぉ」

  

  

  

  我从下面狠狠地瞪着我，而我身上的妖魔也就这样答应了。

  　そうして下からキッと睨み付けるわたしに際する魔物は、その様にして応じる限りに御座います。

  

  

  再加上听到这句话，我对不得不仰视的现状感到非常忧虑。

  　そしてこれに加えて耳としたわたしは、仰ぎ見る様な体勢にならざるを得ない現状を甚だ憂うばかりです。

  

  

  只要稍微站起来，就能行使我的护身符里的圣符了。

  　少しだけ立ち上がることさえ出来れば、わたしのホルスターへと納められている聖札符を行使できますのに。

  

  

  尽管如此，躺在当下的我，只能屈服于涌起的快感而倒下。

  　それにも関わらず今現在に身を横たえるわたしは、湧き上がる快感に屈服して倒れ伏す他にないのです。

  

  

  因此，连自己的四肢都无法用力的我，只能委身于人，仰视魔物。

  　それ故自らの四肢に対しても力を込めることすらままならないわたしはといえば、されるがままに身を委ね、魔物を仰ぎ見る限りです。

  

  

  她踩着完成了我的蜕变的我的奶水，从心底流露出快乐的气息。

  　そうして依然とわたしの変貌を遂げたわたしのお乳を踏み付ける彼女は、心底から楽しげな雰囲気を露わとして見て取れます。

  

  

  

  “再说了，你作为佐久间的优秀人才，一定会有很多老爷来追求你的。呵呵，真的是重叠在一起啊。我记得你跟风歌说过吗?跟那样的怪物结成同盟，如果不给他上个保险的话，我也很担心。顺便说一下，刚才对你施加的诅咒，我也解不开。当然，我涉及到解咒的方法，但我还没有善良到教他解咒，也没有愚蠢到教他解咒。”

  「それに貴方はと〜ってもサキュバスとして逸材みたいだからぁ、きっと沢山の殿方から言い寄られてしまうと思うわよぉ。ふふ、本当に重畳だわぁ。確かフウガと言ったかしらぁ？あんな化け物相手に同盟だなんて、こうして保険でも掛けておかないと、此方としても気が気ではないもの。ちなみに今貴方に掛けた呪いだけれどそれはわたしでも解けないのよねぇ。無論解呪の方法には及んでいるのだけれどぉ、それを教える程わたしは善良ではないし、愚かでもないわねぇ」

  

  

  而且，她那含混不清的话语，让我感到无比的绝望。

  　そしてそんな彼女から淀みない調子に語られたその口上の内容の程は、わたしに対して身に余る絶望をもたらします。

  

  

  这句话的意思，在我还不清楚的头脑中，仍然是清晰可见的。

  　その意味する所には依然として明瞭ではないわたしの頭の巡りでは、未だに判然としか及びません。

  

  

  但是，这说明接下来等待我的是多么残酷的命运，这是不用特别提及就能明白的。

  　ですがそれは如何にこれからわたしに待ち受ける運命が残酷であるのかを物語っている代物であるのかは、特段言及するまでもなく悟ります。

  

  

  因此，即使是现在被魔物给予的对奶水的羞辱，也会因为驰骋身体的快乐而失去反抗的意志。

  　それ故今にも魔物から与えられています、お乳への辱めも、身を駆け巡る快楽により、反抗の意思が失われてゆくのがわかります。

  

  

  我绝不会向你这样的邪恶屈服。啊❤️那里不行，请不要这样❤️

  「あんっ❤️うそっ❤️‥ですっ❤️わたしは貴方の様な邪悪には、決して屈しません。ああっ❤️そこはダメですっ❤️やめてくださいっ❤️」

  

  

  所以要用挑战的语气，哪怕只是形式上，也要用自己也能理解的那种明显的逞强。

  　ですので形だけでも自らの振る舞うべき挑む様な口調にて、自らでも理解している程の、あからさまな強がりを語ります。

  

  

  但是，在接受我的指示时，魔鬼的指尖会动起来。

  　しかしながらそうしたわたしの口上を受けるに際しては、魔物の足の指先が動きます。

  

  

  然后回应时五指指向我的乳房前端。

  　そうして応じるに際しました五指が向かう先は、わたしの乳房の先端に御座います。

  

  

  接着，她的指尖捕捉到的是因刚才的刺激而微微僵硬的我的乳头。

  　すると次いでその指先が捉えたのは、先程から与えられている刺激により僅かながらに硬くなったわたしの乳首です。

  

  

  

  我灵巧地用脚尖抓住淡粉色的它，不由得发出高亢的娇声。

  　そして薄桃色のそれを器用にも足先にて摘まれてしまうわたしは、思わず甲高い嬌声を挙げてしまいます。

  

  

  我不由自主地陷入了痛苦的境地，我陶醉于眼前的这种旋转带给我的感觉。

  　自ずと身悶える羽目となったわたしは、今し方にもこねくり回される其処から与えられる感覚に恍惚としてしまいます。

  

  

  虽然被指甲弄得很痛，但还是觉得很舒服。

  　ですがぐにぐにと、爪の先で痛い程に弄ばれているにも関わらず只々気持ちよく感じるばかりです。

  

  

  我那雪白雪白的脚尖上，仿佛在反复玩弄我那粉红色的乳头。

  　そうして至極艶かしい真っ白な脚の先端にて、わたしの薄桃色に色付いた乳首は幾度となく弄ぶかの如く弾かれてしまうのです。

  

  

  然后，回应我的身体违背我的意愿，使乳头逐渐变大。

  　そしてこれに応じる身体がわたしの意思に反して、次第にその乳頭をぷっくりと大きくしてしまうのです。

  

  

  因此，只能发出完全不像自己的甜美声音，任凭他人摆弄自己。

  　その為まるで自分ではない様に甘い声を零し、されるがままに身を委ねる他にないのです。

  

  

  

  “哎呀呀❤️那么这样的话这样的怎么样?”

  「あらあらぁ❤️それではこれならこういうのはどうかしらぁ？」

  

  

  接着，她低头看着一脸狼狈的我，接着突然有了动作。

  　次いでそんな無様を晒すばかりのわたしを見下ろす彼女は、次いで唐突に動きを見せました。

  

  

  “啊馅❤️嗯!❤️那样的地方❤️馅!❤️不依靠❤️这样风!❤️像你一样的下等的魔物对方❤️”

  「ああんっ❤️んんっ❤️その様な所っ❤️あんっ❤️いやですっ❤️こんな風にっ❤️あなたみたいな下等な魔物相手にっ❤️」

  

  

  令人惊讶的是，她移腿时，用极其优雅的动作踩着我的大腿。

  　驚くべき事に、そうして足を移しました彼女は、至極上品な所作でわたしのお股の部分を、そのつま先で踏み付けたのです。

  

  

  她给了我一种从未有过的违和感，我再次用视线打量着她。

  　そんな彼女から与えられました何処か今までに感じたことのない違和感に、改めて視線で其処へと見遣ります。

  

  

  但我丰满的乳房挡住了视线，果然那个部分一点也看不见。

  　ですがやはりわたし自身の豊満な乳房がその視線を遮りますので、案の定その部分が微塵も見えないのでした。

  

  

  因此，我只能一个劲地玩弄她的大腿，看到异物侵入自己身体的感觉，不由得发出娇声。

  　ですから只々ひたすらにお股の辺りを弄ばれるに徹する他にありませんわたしは、その自らの身体の中に異物が侵入する感触に思わず嬌声を挙げてしまいます。

  

  

  “啊❤️啊❤️啊❤️难道你是❤️❤️”

  「ああっ❤️ああっ❤️ああんっ❤️まさかあなたはっ❤️んんっ❤️」

  

  

  就这样，没有预料到的刺激，像直接剜进我的身体里一样，给予我刺激。

  　その様にして予期しない刺激は、わたしの身体の中に直接抉るかの如き刺激を与えます。

  

  

  “嗯是啊❤️你完全变成了女孩子了吗❤️呵呵❤️好啊❤️怎么样呢?我定做的女孩子的身体❤️看吧❤️这样被擦伤的话会受不了吧?”

  「ええそうよぉ❤️あなたは完全に女の子になってしまったのぉ❤️うふふ❤️いいわぁ❤️どうかしらぁ？わたしが誂えてあげた女の子の身体は❤️ほらぁ❤️こうしておまんこを擦られると堪らないでしょう？」

  

  

  俯视着沉浸在这种强烈的快乐中的我，她吟唱般地微笑着。

  　そしてこの様に与えられる強烈な身を焦がす程の快楽に溺れるわたしを見下ろして、彼女は唄う様にして微笑んだのです。

  

  

  “那❤️不是想❤️吗。我像你秽らわしい魔物等不同❤️啊你!❤️为什么势必成为❤️磨合❤️吧了❤️”

  「そんなっ❤️わけがっ❤️ありませんっ。わたしがあなたのように穢らわしい魔物などにっ❤️ああんっ❤️どうしてこんなっ❤️くっ❤️うぅっ❤️」

  

  

  所以，当我渐渐理解了他所说的意思时，只能为他所遭受的屈辱而战栗双唇。

  　ですからその様に語られた意味する所へと漸く及びがついたわたしは、そのあまりに与えられた屈辱に唇を戦慄かせる他ありません。

  

  

  因此，鉴于我的身体如此虚弱，我的胯下似乎也发生了变化。

  　その為この様にして働かれる無体から鑑みるに、どうやらわたしのお股は改めて確認するまでもなく変じている様です。

  

  

  然而，我丰满的乳房还是阻挡了我的视线，使我觉得自己的大腿已经发生了变化。

  　しかしながらわたしの豊満な乳房はそうして変貌を遂げていると思しきお股へと向けるわたしの視線をやはり妨げるのでした。

  

  

  但是，对于打从心底讨厌自己身体变化的我来说，这是不幸中的万幸。

  　ですがそれは、自身の身体の変化を心底から厭うていますわたしにとって、至極不幸中の幸いであったのです。

  

  

  我实在太害怕亲眼目睹那个光景了，对于现在没能亲眼目睹的我的身体，我甚至从心底感到安心。

  　あまりにその光景を目の当たりとしてしまうのは恐ろしく、やはり今それを目撃出来ないわたしの身体に心底から安堵すらも覚えてしまいました。

  

  

  就这样，脚尖被推入我的身体深处，我动弹不得。

  　そうしてわたしの身体の奥底へと突き入れられる足先の感触に、身動きすらままならないのでした。

  

  

  无论我怎么反抗，身体都无法自由活动。

  　如何にして抵抗を試みようとも、わたしの身体は思う様にして動いてくれることはありませんでした。

  

  

  虽然我悲惨地诅咒着自己的无能，但我的身体却被无尽的快乐所俘虏。

  　惨めな事に自らの無様を呪いながらも、わたしの身体は只々ひたすらに与えられる快楽の虜とされていたのです。

  

  

  而且，面对不断袭来的快感，我没有任何抵抗的手段，只能委身于此。

  　そうして自身の身に余ります襲いくる快感に対して一切の対抗する手段がありませんわたしはといえば、身を委ねるばかりに御座います。

  

  

  所以我才会沦落到这种地步，就像魔鬼踩着我的大腿一样，我只能被人贬低。

  　それ故そんな有り様へと身をやつすわたしは、お股を魔物に踏み付けられたままに、貶められる他にありませんでした。

  

  

  被她无情地玩弄的我，被她带给我的快乐所摆布。

  　グリグリと無様にも彼女の足先にて弄ばれるわたしは、それから与えられる快楽に翻弄されてしまったのでした。

  

  

  于是，俯视着我的魔鬼，突然狂笑起来。

  　するとそんな惨めな姿を晒すばかりのわたしを見下ろしたままの魔物は、突如として狂笑を挙げたのです。

  

  

  “呵呵……呵呵呵呵呵呵……啊哈哈哈哈哈哈……进来！！！！看看吧!你的身体从内侧开始全部都在被改造，心也不例外。虽然好像有不少抵抗，但是抵抗吸精冲动是徒劳的。坦率一点对你自己有利。因为sabuba是出于本能才会追求雄性的子嗣的，而且是我亲自把他收为眷族的，所以这是不寻常的，所以你不要乖乖地从那个叫风野的男人那里得到怜悯。你看，他好像是被我迷住了。我先离开吧。不过，我要不要再叮嘱他一声呢?而且我事先告诉你，不管怎样你都得听我的话，否则你真的会发疯的哦~ ~不过，到了那个时候，我当然会把你当作我的玩具疼爱你一辈子。敬请期待❤️”

  「ふふ‥ふふ‥ふふふふふ‥。あはははははッッッッ！！！！見てみなさぁいっ！貴方の身体は内側から全て作り変えられていくのよ。そして心も例外ではないわ。少なからず抵抗はしている様だけれど、吸精衝動に抗うなんて無駄なことよ。素直になった方が貴方自身の身の為ね。だってサキュバスは本能から雄の子種を求めるのだもの。それもわたしが直々に眷属にしてあげたのだから、それは尋常ではないわね。だから貴方は大人しくあのフウガとかいう男から、お情けをもらいなさぁい。ほら、どうやら丁度気取られてしまった様だし。わたしは退散させてもらうわね。ああでも念押しだけはしておきましょうか。そして予め言っておくけれど、いずれにせよ貴方はわたしの言うことを聞き入れないといけないわ。でないと本当に狂ってしまうわよぉ？ああでも、当然その時になったらわたしの玩具として一生可愛がってあげるわ。楽しみにしていて頂戴ねぇ❤️」

  

  

  她滔滔不绝地说着令人难以置信的内容，向外汤的入口张望。

  　そうしてそれに伴い、あまりに信じがたい内容を饒舌にも語ります彼女は、外湯の入口へと見遣ります。

  

  

  

  与此同时，她的腿从我身上退了下来，似乎是想逃走似的，她往后退。

  　そしてそれと共にわたしの身体の上より脚を退いた彼女は、すぐさま逃走を図られる様にか、後退を致します。

  

  

  紧接着，下一个瞬间出现的，是一副连气都没喘一下就跑到我身边的样子的哥哥。

  　これに次いで次の瞬間に姿を見せたのは、息も付かせない様な身のこなしで、わたしの元へと駆け寄るフウガお兄様に他なりません。

  

  

  然后动作流畅地把躺在地上的我抱起来，用锐利的眼神捕捉魔物。

  　そして流れる様な振る舞いで身を横たえて倒れ伏すわたしを抱え起こした彼は、鋭い眼差しにて魔物を捉えます。

  

  

  

  “你……到底是魔族吗……难道你是跟着我来的吗?怎么也不能认为这是对结成同盟的人的行为啊。这样的行为是绝对不能原谅的。”立刻让爱丽丝恢复原状，否则就没命了。”

  「貴様‥所詮は魔族だと言うことか‥。まさか俺の後を付けてきたとでも言うのか？仮にも同盟を結んでいる相手に対しての振る舞いとは到底思えないな。この様な狼藉到底許されることではないぞ。即刻アイリスを元に戻すがいい。さもなければ命はないと知れ」

  

  

  然后一边睥睨着妖魔，一边用仿佛响彻腹中的沉重语调说出这句话的是哥哥。

  　そうして魔物へと睥睨すると共に、まるでお腹へと響く渡る様な重苦しい声色にて言い放つフウガお兄様に御座います。

  

  

  

  “啊……那是无法商量的……作为我们，没有保险，也不可能和你这样的怪物结成同盟。所以不管怎样，如果你想救那个孩子，我希望你能忍耐到打倒圣王国的那一刻。如果你在不久的将来打败了那个莉莉斯·斯诺白·冯·雷亚诺斯提亚的话，我会马上告诉你让那个孩子恢复原状的方法。当然，如果你当场说要杀了我，那我完全无所谓，但如果真的那样，那孩子就一辈子这样了。如果你的身体只能向雄性献媚，那么今后你将一直在屈辱中生活。但如果你有勇气接受这一点，那就放弃我方的让步吧。”

  「あらぁ‥それはできない相談ねぇ‥。だって此方としても貴方みたいな化け物と保険なしで同盟なんて組める筈がないもの。だからいずれにせよその子を救いたいのであれば、聖王国を打倒するその時まで、我慢して欲しいだけなのよぉ。貴方がもしも近いうちにあのリリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアを打ち破ってくれたのなら、すぐにでもその子を元に戻す方法を教えてあげるわよ。無論貴方が例えばこの場でわたしを殺すと言うのであれば一向にそれでも構わないのだけれど？でも仮にそうなってしまったらその子は一生そのままね。その雄に媚びるしか能のない身体を持て余して、これからずぅっと屈辱を感じて生きる羽目になるわよ。けれど仮にそれを許容する勇気があるのであれば、此方からの譲歩を切り捨てるといいわぁ」

  

  

  于是接受的一方的魔物的气势也增加了，说出了自己的想法。

  　するとこれを受けた側の魔物の特段勢いも増して、自らの思うところを語ります。

  

  

  而那如被拦下的浊流般迸出的话语，出乎意料地在这里响起。

  　そしてその堰き止められていた濁流の如く迸る口上は、存外の事この場へと響いては聞こえたのでした。

  

  

  他那不容分说的语气，和我刚才说过的那位大哥毫不逊色。

  　その有無を言わせない物言いの程は、先程にも語り見せましたフウガお兄様にもまけずおとらずの強気な内容に他なりません。

  

  

  

  说他在这里把我这个束手束脚的身体当作人质也不为过吧。

  　恐らくそれはこの場において足手纏いであるわたしの身体を人質にとっていると称して過言ではないが所以でしょう。

  

  

  如果不是这样的话，本来在战斗上就很有技巧的哥哥，肯定不可能这么单方面地答应。

  　そうでなければ本来、こと戦闘においては手練を誇るフウガお兄様に対して此処まで一方的に応じ見せることなど叶わないに相違ありません。

  

  

  

  因此，我虽然是我的行李，但哥哥对我也很关心，虽然他比我地位高，但也只能采取攻势。

  　その為同所におけるお荷物と称して差し支えないわたしにも気遣ってくださるフウガお兄様は、対する相手よりも自ら格上であるにも関わらず、攻勢に回る他にない様でした。

  

  

  

  “你是在威胁我吗?”

  「貴様はこの俺を脅迫しているのか？」

  

  

  哥哥似乎听到了这句威胁的话，一改刚才的语调，用平静的声音问道。

  　そしてその脅し文句を聞き届けたと思しきフウガお兄様は、先程とは一転して静かな声色にて問いを投げかけます。

  

  

  但是，从他截然不同的冷静态度中，完全看不出他内心的想法。

  　しかしながらその打って変わった落ち着き払った態度からは、まるで内心が伺えません。

  

  

  即使只是被抱在怀里的我，也会从心底感到恐惧。

  　その様子がまた、抱き抱えられるがままとされているだけのわたしからでも、心底から恐ろしく感じられます。

  

  

  但是，即使听到哥哥的语气中带着些许愤怒，对方也没有表现出介意的样子。

  　ところがそんなフウガお兄様の少なからず怒りの籠った声色を聞いて尚も、受けるに際した相手は意に介した素振りも見せません。

  

  

  风随着哥哥锐利的目光放射出一种极其强烈的压迫感，仿佛连质量都伴随而来。

  　フウガお兄様の鋭い眼光に伴い放たれた、まるで質量さえ伴って思われる様な、極めて強烈に御座います圧迫感。

  

  

  而且，虽然是直接接受了那个，但回应的魔物，只是表现出肃穆的举止。

  　更にそれを直に受けているにも関わらず、応じる魔物はといえば、粛々とした振る舞いを見せるばかりです。

  

  

  “啊，你这么厉害实在太可怕了……不过，那是你的误会。怎么可能呢?因为我们好歹是同盟关系。就算他真的背叛了你，就算你实在做不到，我也会当场把这孩子处理掉的。不过，像你这样有实力的人，不是很容易就能对付得了吗?”

  「あらぁ、そんなに凄まれてはとても恐ろしいわぁ。けれど‥それは貴方の思い違いよ。まさかそんなわけがないでしょう？だってわたし達は、曲がりなりにも同盟の関係にあるのだから。仮に裏切ったのだとしても、流石に貴方は無理だとしても、この子くらいはこの場で始末してみせるわよ。でも敢えて今のわたしがそうしないことくらいは、貴方程の実力者であれば容易に及びがつくでしょう？」

  

  

  他说话的语气也很冷淡，可以看出他是在毫无保留地展示自己的优势。

  　その様にして語る調子も冷然と、淀みなく自らの優位性を此処ぞとばかりに示してみせる様子が見て取れます。

  

  

  “……”

  「‥」

  

  

  

  对此，就连在场的强者——风歌哥哥也不由得噤口不言。

  　これにはこの場における強者であるフウガお兄様も、自ずと口を噤み、閉口する他にない様です。

  

  

  这一切都是因为我的身体成了风歌哥哥的累赘，实在是非常抱歉。

  　それもこれもこのわたしの身体が無様にもフウガお兄様の足手纏いになっているが所以に他ならないが為に、誠に申し訳ない限りに御座います。

  

  

  然而，魔物不知道我心中的想法是什么，脸上浮现出冷酷的笑容，同时露出了背部的巨大翅膀。

  　しかしながらそんなわたしの心中など知ってかし知らずか、これでもかと酷薄な笑みを浮かべた魔物はそれに伴い背部から大きな翼を露出させました。

  

  

  “那我再告诉你一次，那个现在正在转换成沙哑的身体的孩子，隐藏着天性的素质，所以你要照顾他。当然，如果要交给我，那也不吝啬……”

  「それでは改めて貴方にも伝えておくけれど、その今にサキュバスの身体へと転換が行われている子は、天性の素質を秘めているわ。だから貴方が面倒を見てあげなさぁい。無論わたしに預けてくれるというのであれば、それも吝かではないけれど‥」

  

  

  然后，她用比黑暗还黑的双翼抚摸着虚空，同时她也浮上了天空。

  　そしてその夜闇よりも黒い暗黒に染められた両翼にて虚空を撫でると共に、彼女は中空へと浮かび上がります。

  

  

  

  在灯火通明的月夜下，她那妖娆鲜红的双眸，堪称神话中的恶魔。

  　そうして煌々と輝く眩いばかりの月夜を背に、妖しく光る真紅の双眸を覗かせています御姿は、正に神話に登場する悪魔と称して差し支えありませんでした。

  

  

  

  他那高高在上、轻快地飞上高空的姿态，让人感觉不到丝毫的沉着。

  　その様にして空高く飛翔して、軽やかにも上空へと舞い上がっていく身のこなしからは、まるで淀みが感じられません。

  

  

  

  然而，与这前所未见的幻想般的景象对称，让我回归自我的，却是她依然嫣然一笑。

  　しかしながら、そんな今までに見たこともないある種幻想的にすら思える光景とは対称的に、わたしを我に返すのも依然として艶やかに微笑む彼女でした。

  

  

  “千万不要遵守我的忠告，否则那孩子就会按照自己的本能，和周围的雄性不分伯仲地纠缠在一起。因为对沙巴的变质如此强烈，那也是因为那孩子本身魔力的纯度高的缘故。本来应该是量胜于质，但那孩子的情况却不限于此。那魔力的纯度，即使把一般的魔术师聚集在一起也远远超过他，那孩子的魔力可不是一般人能比的。但正因为如此，身体乃至心理都会逐渐发生变化，真是讽刺。”

  「くれぐれもわたしからの忠告を守ることねぇ。でなければその子はサキュバスの本能の赴くがままに、自らの周囲の雄と手当たり次第に見境なくまぐわってしまうと思うわよぉ。だってそれ程までにサキュバスへの変質は強烈なのだからぁ。それもその子自身の魔力の純度がなまじ高いせいよぉ。本来であれば量は質よりも勝る筈だったのだけれど、その子の場合はその限りではないわぁ。その魔力の純度は、並の魔術師を寄せ集めても遥かに凌駕しているのだもの。その子のそれは常人の比ではないわねぇ。けれどそのお陰で、身体も、果てには恐らく心までもが次第に変わっていってしまうのだから、皮肉な話よねぇ」

  

  

  就这样，扭曲世间道理的魔物，随着利用自己的技术，飘浮在高空。

  　その様にしてこの世の理を捻じ曲げる人外足る魔物は、自らの術を利用するに伴い、上空へと浮遊しているのです。

  

  

  她的嘴角邪恶地向上翘起，和刚才说的话完全不一样。

  　そして今に語られましたその御言葉の内容の程とは対称的に、彼女の口元は邪悪にも吊り上がって見て取れました。

  

  

  而那妙龄美貌中浮现出的冷酷微笑，却被认为是特别美丽的容貌。

  　そうしてその妙齢の美貌へと浮かべました酷薄な微笑はしかし、特段麗しい容貌として見られます。

  

  

  “不过，我想那孩子也不是出于本意，所以你还是对那件事多留个心吧。不管怎样，我建议你把这件事放在心上，因为这是无法挽回的。”

  「けれどそれはその子も不本意だと思うから、ゆめゆめその事に対して気を払うといいわぁ。いずれにせよ取り返しが付かなくなることを念頭に置いておくことをおすすめするわぁ」

  

  

  

  再加上她那娇艳的嘴唇上说出的话语，我也听不下去了。

  　更にこれに加えてその艶やかな唇から言い放たれた口上は、わたしとしても聞き逃せない物言いです。

  

  

  从她所说的意思来看，我现在的状况只是暂时的。

  　どうやら彼女の述べた意味する所を鑑みますと、わたしが今に変じています状態は一時的な代物ではい様です。

  

  

  这一点无需特意提及，这种屈辱的身体，直到解除诅咒的那一刻为止，一直持续下去，就只有意义。

  　それは敢えて言及するまでもなく、この様な屈辱的な身体は、呪いを解くその時まで永続的に続くと意味に他なりません。

  

  

  “好吗?这是我给你的建议。所以，你不要做好心理准备。倒也不是有什么特别的仇恨，可是看到那孩子的变化，你不是也多少想让圣王国变得妥当吗?”

  「いいかしらぁ？これはわたしからのせめてもの助言なのよ？だから精々覚悟しておくことねぇ。特段恨みがあるというわけではないけれど、だってその子が変わっていく様を見れば、貴方だって少なからず聖王国を妥当せしめたくなるのではなくて？」

  

  

  然而，就在涉及到这一事实的瞬间，她突然说出了自己的想法。

  　ですがこの様な事実に及んだ瞬間に、何事か自らの思う所を一頻り語りました彼女は、唐突動きを見せます。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  我对她在空中飞舞的身姿看得入迷也是短暂的。

  　わたしが彼女の宙空を舞う姿に思わず見惚れていたのも束の間の事。

  

  

  她留下刚才给风歌哥哥，或者是给我的最后一句话，向着更高的高度飞翔。

  　今し方にフウガお兄様、或いはわたしへともたらされた言葉を最後に残し、彼女は更なる高度へと飛翔します。

  

  

  

  “下次见面的时候，到底会迎来怎样的质变呢?真是太好看了。呵呵……我打从心底期待着和你们的再会。”

  「次に会う時は一体どの様な変質を迎えているのか、とぉっても、みものよねぇ。ふふ‥貴方達との再会、心底から楽しみにしているわねぇッ」

  

  

  

  除此之外，还可以看到它速度越来越快，丝毫不顾施加的压力。

  　更にはこれに加えて、次第に物凄い速度となりながら、掛かる圧力をものともしない姿が見て取れます。

  

  

  “错过了吗……”

  「逃したか‥」

  

  

  

  所以，看到这一连串的举动，风歌哥哥似乎也束手无策。

  　ですからその一連の流れる様な立ち振る舞いを目の当たりとしては、どうやらフウガお兄様もお手上げの御様子です。

  

  

  

  “对不起，爱丽丝。”

  「すまない、アイリス」

  

  

  

  在肉体方面出类拔萃的哥哥，似乎也没有翅膀。

  　肉体面において誰よりも群を抜いて優れていますフウガお兄様も、流石に翼は持ち合わせていない様でした。

  

  

  “不……不是风歌哥哥的错。是我……是粗心大意的我不好。”

  「いいえ‥フウガお兄様のせいではありません。わたしが‥迂闊でしたわたしが悪いのです」

  

  

  他拥有无与伦比的锻炼能力。

  　その圧倒的なまでに鍛え抜かれた肉体でもってして、類い稀なる身体能力を誇る彼なのです。

  

  

  

  他的身长远远超过我，简直就像岩男，我不得不仰望他。

  　凡そわたしを遥かに超越する、まるで岩男と思しきあまりに巨大な体長は、自ずと仰ぎ見なくてはなりません。

  

  

  

  极练是在不断的自我锻炼下，拥有钢般密度的肌肉。

  　極め付けはその弛まぬ自己鍛錬を重ねたでしょう鋼の如き密度を誇る筋肉です。

  

  

  

  这对他的身体产生了无尽的作用，使他的体格和宽度显得格外高大。

  　これは果てしなく彼の肉体へと作用して、その体格や横幅の程を、殊更に大柄へと見せているのでした。

  

  

  

  但是，即使是这样的他，要跳到那样的高度，说他多么坚韧也是不可能的，这自然也和我有关。

  　ですがそんな彼であっても、あの高度まで飛び上がるのは、幾ら強靭であると言っても無理があるのは自ずとわたしにも及びが付きました。

  

  

  

  由于身处黑暗之中，视线很难捕捉到至今仍在飞翔的魔物的身影。

  　それ程までに今も飛翔を続けている魔物の姿は、暗闇に紛れているせいも相まって、特段視界へと捉えることすらも容易ではありません。

  

  

  

  远远望去，她的速度如此之快，以至于对战斗知识一无所知的我都不由得认命了。

  　それは遠目に見ているだけでもこれだけの速さを誇る彼女は、事戦闘においての知識に疎いわたしが思わず諦観を抱いてしまう程。

  

  

  

  可见她在空中奔跑的姿态是如此的与众不同，表现出了与常人无异的姿态。

  　それだけ彼女が中空を駆ける姿は人外染みていて、その種に違わない身のこなしを見せたのでした。

  

  

  

  最后甚至连她的容貌都看不出来，发展到无法辨认个人的阶段。

  　そして遂には彼女の姿は、その容貌すらも見て取れないまでに個人の識別が叶わなくなる程の段階へと至ります。

  

  

  

  远远望去，那身影仿佛融入了夜色，消失在地平线的另一端。

  　すると遠目へと眺めては、まるで夜闇へと溶け込むかの如く、その姿は既に地平線の彼方へと果てていたのでした。
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  之后，我的身体很松弛，一动也不动，风歌哥哥抱着我，把我送到了他的房间。

  　それからわたしは身体が弛緩している為か全く動きませんでしたので、フウガお兄様の腕に抱かれるがままに、彼の私室へと運ばれました。

  

  

  这是我向阿纳斯塔西娅姐姐提议的，因为我不想让她暴露自己的面貌。

  　これはアナスタシアお姉様に対して、今現在に変貌した姿を晒す事が憚られた、わたしから提案した次第に御座います。

  

  

  因为如果把我的现状告诉阿纳斯塔西娅姐姐，之前说的谎言就会暴露。

  　何故ならば、この様なわたしの現状を、仮にアナスタシアお姉様へと共有した場合、先に吐いた嘘が露呈してしまうが所以に他なりません。

  

  

  所以，我为了隐瞒自己的过错，向风歌哥哥求情。

  　それ故わたし自身の不得の致す所を隠したいが為に、フウガお兄様へと懇願致しました次第に御座います。

  

  

  

  我如此浅薄的请求，却被慈祥的哥哥爽快地答应了。

  　そうしてその様なわたしの浅ましい嘆願を、慈悲深くいフウガお兄様は、二つ返事で快く受け入れてくださいました。

  

  

  

  所以，一直被那强壮的手臂抱着的我，被慢慢地摔倒在床上。

  　ですので肉体をその逞しい腕に抱えられるがままに甘んじていたわたしは、漸く寝台の上へと転がされているのです。

  

  

  在那时候，风野哥哥好像很照顾我。

  　それに際しては、どうやらフウガお兄様に気を遣って頂けた様に御座います。

  

  

  当时，我用极其温柔的手法，让他睡在一个柔软的地方。

  　その折に極めて優しげな手付きでもってして柔らかな同所へと寝かせて貰いました所存です。

  

  

  但是从那之后过了一段时间，我感觉不到自己的身体有什么异常。

  　ですがそれから暫しの時間が経過した現在の状態において、わたしは特段自らの体調に異変は感じられません。

  

  

  唯一在意的是对自己的大腿感到的不协调感，胸部隆起的乳汁的存在。

  　唯一気が掛かりなのは自身のお股に対して感じられる違和感と、胸部へと膨らみを宿すお乳の存在のみに御座います。

  

  

  所以我现在身处的这所房子，大概是哥哥的私人房间吧，可以如实地看到它是多么奢华的构造。

  　ですからわたしが今に身を置いています同所はフウガお兄様の私室とあってか、至極豪奢な誂えとなっています造りが如実に窺えます。

  

  

  所以这里当然不可能没有穿衣镜，照例是模仿阿纳斯塔西娅姐姐的房间设置的。

  　ですので無論この場において姿見が無いはずもなく、例によって案の定、アナスタシアお姉様の私室に倣う様にして設置されていました。

  

  

  

  所以，我不让风歌哥哥静止不动，虽然很麻烦，但还是让他自己坐了起来，我让他向那里走去。

  　それ故フウガお兄様の静止を振り切り、億劫ながらも如何にか自らの上体を起き上がらせました所存に御座いますわたしは、その場へと足を運ばせたのでした。

  

  

  

  而且和浴场一样也不例外，在比我大一倍的巨大镜面上映出的景象让我哑口无言。

  　そうしてやはり浴場のそれと同様例に漏れず、わたしの倍はあろうかという程に巨大なる鏡面に映るその光景に対して絶句致します。

  

  

  

  当然，我在目睹这一切之前，就已经有了不小的觉悟。

  　無論わたしとてこれを目の当たりとします前から少なからず覚悟を抱いていた所存に御座います。

  

  

  然而，现实就这样摆在眼前，无论是否愿意，都被压得喘不过气来。

  　けれどやはりこうして眼前にて現実を突きつけられてしまうと、否が応にも気圧される他になりのでした。

  

  

  在如此奢华的镜面上，反射出的当然是与以前完全不同的我自己。

  　そしてその様にしてあまりに贅が拵えられている鏡面へと反射されたのは、言うまでもなく以前とは掛け離れたわたし自身の、変わり果てた姿に御座います。

  

  

  

  这是我很久以前就注意到的事情，事情发展到这一步，更加明显地表现出来了。

  　それは随分前の時分から気にしていた事柄では御座いますが、事ここに至っては、それがより顕著に露わとなっている次第です。

  

  

  我战战兢兢地把自己的容貌毫无保留地展现出来，只能呆呆地看着镜面。

  　わたしは恐る恐る自身の容貌を余す所なく映し出しています、鏡面を呆然と見つめる他にありません。

  

  

  接着将视线投向反射在那里的自己的身体，然后把手伸向自己的臀部。

  　次いでそこに反射している自らの身体へと視線を注ぐままに、自身の臀部へと手を伸ばします。

  

  

  于是，我的五指感受到的，只有与当初截然不同的柔软触感。

  　するとわたしの五指に感じられますのは、当初のそれとは特段に異なった柔らかな感触に他なりませんでした。

  

  

  我的臀部已经面目全非，变得更加凄惨。

  　既にそのわたしのお尻は以前とは見る影もなく、その姿をより惨めに変貌させていたのです。

  

  

  支撑着大臀部的大腿当然也不例外，刚才还多少有些紧实，可现在已是惨不忍睹。

  　無論それはその大きな臀部を支える太腿すらも例外ではなく、つい先刻程は多少なりとも引き締まって思われたのですが現在では目も当てられない惨状を晒す限りに御座います。

  

  

  再加上现在还缠在大腿上的圣符夹，柔软地勒紧了惨不忍睹的脂肪。

  　そして更にこれに加えて、今もその太腿へと巻き付けられています聖札符が納められているホルスターが、窮屈にも惨めな脂肪を柔らかに締め付けているのでした。

  

  

  我一直以为自己能瞒得过别人，但现在却从心底觉得自己很愚蠢。

  　この隠して通せているとばかりに思っていました奥の手から得られる安心感に甘んじたわたし自身を、事今に至っては、心底から愚かしくも思います。

  

  

  刚才丑态毕露的我，现在看到的是自己的王牌，所以疏忽大意了。

  　先程あまりの醜態を晒してしまった無様なわたしは、今其処に見えます自らの切り札にたかを括り、油断していたので御座います。

  

  

  而现在的我却无法收拾残局，我期待着败给那个邪恶的魔物，变成了如此淫乱至极的肉体。

  　そうしてそんな始末に負えない今のわたしは、かの邪悪なる魔物に敗北を期し、この様な淫乱極まる肉体へと変貌してしまったのです。

  

  

  在那里，连一点男子气概的要素都没有，有的只是柔软的脂肪。

  　そこには凡そ、最早一切の男らしさという要素など欠片もなく、あるのは只々ひたすらの柔らかな脂肪のみに御座いました。

  

  

  而毫无伤痕的肌肤，无一例外地散发出妖艳的光泽。

  　そしてやはり傷一つとして付いていない肌には、一切の例外なく妖しげな艶さえも窺えるのでした。

  

  

  说是有张力更恰当，但我很不情愿肌力下降的事实。

  　それは張りのあると称した方が適切で御座いますが、筋力が落ちたいう事実はわたしにとって甚だ不本意であるのです。

  

  

  因为从以前开始，我的肌肉就很薄弱，连我自己都打从心底觉得很可怜。

  　何故ならば以前から筋が薄く筋力に乏しいわたしは、それを心底から自身でも情けなくも思っていました所存です。

  

  

  所以虽然长了这么多肉，但同时也失去了力气，真是太悲惨了。

  　それ故にこの様な肉こそ付いたものの、それと共に力も失ったとあれば、大変惨めな感慨を抱いてしまいます。

  

  

  看来，那个魔物作为礼物留给我的肉体的转换的诅咒，是相当麻烦的东西。

  　どうやら、かの魔物が置き土産としてわたしの肉体へと残していった転換の呪いは、相当に厄介な代物として及びます。

  

  

  然而，要说比刚才看到的那些更令人难以忍受的事，恐怕就是我和雪莉丝妈妈一样，屁股变大，身体也因此变得疲惫不堪。

  　しかしながら今に見て取ったそれらよりも酷く耐えがたい事象と言えば、ユキリスお母様と同様にお尻が大きくなってしまったことも相まって、わたしの身体に見事なくびれが生まれてしまった事でしょう。

  

  

  但唯一不幸中的万幸，就是腹部完全没有赘肉，甚至没有一点多余的脂肪。

  　ですが唯一不幸中の幸いとして窺えるのは、腹部に対しての贅肉は一切が無く、僅かながらの余分な脂肪さえも皆無であること以外他にありません。

  

  

  因此，我的体型就像在向大人献媚一样，所以，我的肉体更加脆弱了。

  　そしてそのせいでまるで殿方に対して媚びを売るかの様な体型となってしまっているのですから、より一層の事わたしの無様な肉体に拍車を掛けていると称して差し支えありません。

  

  

  所以，当我看到她们容貌愚笨，甚至连身体都和雪克利斯母亲一模一样的事实时，除了感到非常困惑之外别无他想。

  　ですからそれらの様にして本当に容貌は愚か、身体さえもユキリスお母様と同様の代物となってしまった事実に対しては、甚だ困惑を露わとする他にありませんでした所存に御座います。

  

  

  因此，我只能自然而然地将视线从我的臀部和大腿上移开。

  　ですのでそうしてわたしの下品にも柔らかな脂肪を付けてしまいました臀部と太腿からは、自ずと視線を逸らす他にありません。

  

  

  然后继续指向的，还是自己大腿附近感到的不协调感的真面目。

  　そして続けて向けたのは、やはり自らのお股の辺りに感じる違和感の正体に対してであったのです。

  

  

  但是，当我把目光移到这里之后，我终于想到了一件事。

  　しかしながら、そこまで眼差しを移してから漸くあることへと思い至りました所存に御座います。

  

  

  

  之前发生的一连串冲击性的事情太强烈了，我已经完全忘却的事情，又以无常的现实再次迫近我。

  　今までのあまりに衝撃的な一連の出来事が強烈でいて、すっかり忘却の彼方へと押しやっていた事柄が再び無常なる現実としてわたしへと迫ってきたのでした。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  当我的视线落在自己的大腿上时，映入眼帘的是自己丰满的乳房。

  　そうしてわたしが自らのお股へと視線を落とした途端に視界へと納められましたのは、自身の豊満な乳房に御座います。

  

  

  向前方激烈地突出自我主张的那个东西，高调地暴露了自己的存在。

  　前方へとあまりに自己主張も激しく突き出たその代物は、自らの存在を高らかに露わとしていました次第です。

  

  

  那两座巨大的双丘就像一座盐渍山，每当我晃动的时候，它就会上下晃动。

  　そしてそんな塩梅にも大きく山なりを描いていますその大きな二つの双丘は、わたしがみじろぎをする度に、たぽたぽと上下へと揺れるのです。

  

  

  那种难以忍受的耻辱，极其屈辱的光景，化成前所未有的强烈情绪，灼烧着我的身体。

  　そのあまりに恥辱を禁じ得ない、極めて屈辱的な光景は、これまでに感じたことのない強烈な程の情動となってわたしの身を焦がします。

  

  

  然而，即使再看，那难以置信的、荒唐无稽的景象，也不由自主地打动了我的身体。

  　しかしながら改めて見ても信じられない到底荒唐無稽に過ぎるその光景は、自ずとわたしの身体を動かします。

  

  

  “嗯……”

  「‥えいっ」

  

  

  我不由自主地感到浑身倦怠，一边喊着口号，一边用双脚尽情地在原地跳了起来，没有达到特别的高度，又重新回到了地面。

  　思わず身体が気怠くてそんな掛け声と共に、両足で思い切りその場で飛び跳ねたわたしは、特段高度を稼ぐこともなく、再び地面へと身を降ろします。

  

  

  与此同时，我那过于丰满的乳房也跟着上下晃动，最后柔软的弹跳落在我自己的肋骨附近。

  　するとこれに伴いあまりに豊満なわたしの乳房は、やはりその動きに応じて上下へと揺れ動き、果てにはわたし自身のあばらの辺りへと柔らかな弾みを見せた次第で御座います。

  

  

  就这样，演奏出了令人意想不到的清脆悦耳的音色，两只乳房毫无抵抗地回到了原来的位置。

  　そうして景気の良い、たぱんっと言う音色を、存外にも響いては奏でましたその二つの乳房は、特段抵抗もなく元の位置へと納まります。

  

  

  

  “…………”

  「‥うぅ‥」

  

  

  因此，我对暴露出这种状况的自己的大乳房感到郁闷，甚至亲自抓住它。

  　ですのでそんな有様を晒す自身の大きな乳房の存在が鬱陶しく感じたわたしは、果てには自らそれを鷲掴みます。

  

  

  

  “……❤️。”

  「‥んっ❤️」

  

  

  于是，我感到肉体受到了些许刺激，对这种未知的感觉感到恐惧，自然而然地松开了手。

  　すると僅かながらに肉体へと刺激を感じてしまったわたしは、その未知なる感覚に対して恐れ慄いて、自ずと手を離してしまいます。

  

  

  从刚才摸到的感觉来看，这对大乳房相当柔软。

  　どうやら今に触れてみました感触から鑑みるに、この大きな乳房は相当に柔らかな代物である様でした。

  

  

  意识到这一点的瞬间，我被一种莫名的冲动所困住，毅然推开乳房，直视自己的双腿。

  　そしてそれを自覚した瞬間に、なんだか身に余る衝動に囚われてしまいましたわたしは、思い切ってその乳房の間を押し除けて、自らのお股を直視致します。

  

  

  我望着这自然形成的深谷，看到了半是预料之中的光景，享受着由此带来的绝望。

  　そうして自ずと出来た深い谷間を覗いたわたしは、半ば予想していた光景を見て取り、それからもたらされた絶望を享受するばかりなのでした。

  

  

  果然不出所料，在我的大腿上那可爱而突出的阴蒂下面，可以看到和雪松鼠母亲一样的纵向条纹。

  　案の定わたしのお股には、可愛らしくも少し突き出た陰核のその下に、ユキリスお母様と同様の縦長の筋が浮かんで見て取れます。

  

  

  在依然没有毛发的那里，已经没有男性的象征，有的只是作为女性的生殖器。

  　依然として毛も生えていないそこには、既に男性の象徴はなく、あるのは女性としての生殖器ばかりに御座いました。

 
  聖句

  圣句

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  看来我的身体除了头发颜色和容貌之外，其他一切都毫无例外地变成了和雪莉丝母亲一样的替代品。

  　どうやらわたしの身体は、唯一の例外としてその髪色と顔立ちを残し、後は全てにおいて例外なく、ユキリスお母様と同様の代物として変貌してしまった様でした。

  

  

  要说其中的不同点，那就是母亲是一头漂亮的白金金色长发，而我是一头拢在腰间的黑发。

  　その中での相違点と言えば、お母様は綺麗なプラチナブロンドの長髪ですが、わたしは腰元に切り揃えた黒髪という所に御座います。

  

  

  而且在肉体方面，甚至很难发现差异，要说强壮的话，我的乳房稍微大一点吧。

  　そして肉体的な面においては、その違いを見つけることすら難しいのですが、強いていうのであれば乳房がわたしの方が少しだけ大きな点でしょうか。

  

  

  这并不是什么值得夸耀的事情，所以我对丰满的双丘不由得望而却步。

  　それもまるで誇れる様な事ではありませんので、大豊満なその双丘に対しては、思わず辟易としてしまいます。

  

  

  另外，最不方便的是，会感觉到相应的重量，再加上它向前方突出，会限制我的视野。

  　加えて何よりも不便に思うのは、それなりに重量が感じられるというのもさることながら、それが前方へと突き出している手前も相まってわたしの視界が限定されてしまう事に御座います。

  

  

  如果是为了看地面而低头的话，那丰满的乳房就会映出眼前的景象。

  　いざ地面を見る為に下を向うものなら、その豊満な乳房が、瞳に映し出される光景一杯に広がる限りという塩梅に御座います。

  

  

  

  而且，它的质量对我来说似乎承受不了，突然活动身体时，乳房也会随之晃动。

  　更にはその質量がどうやらわたしには身に余る様でして、急に身体を動かしたりなどする場合には、それに応じてその乳房も揺れ動くのです。

  

  

  这实在是太屈辱了，自己的双丘被粗俗地、啪嗒、啪嗒、啪嗒地摔在地上，发出清脆的声音。

  　これは大変屈辱で、自らの双丘が下品に、たぱんったぱんっ、とあばらへと景気の良い音を立てて叩きつけられる無様な有様。

  

  

  即使从侧面看，也会觉得这是非常滑稽、悲惨的情景。

  　それは例え、側から見て取っても、さぞあまりに滑稽でいて、惨めな光景として窺える事でしょう。

  

  

  最后，好像连骨骼都发生了变化，即使想维持平时的姿势，也不由自主地向内八字走路。

  　そして挙げ句の果てには、どうやら骨格までもが変化してしまった様で、平素通りに姿勢を維持しようにも、自ずと内股に歩いてしまうのです。

  

  

  而且，比这些问题更让我不情愿的是，可能是因为屁股变大了，刚才穿的裙子里露出了肉。

  　そうしてこれらの問題よりもより一層に増して不本意であるのが、お尻が大きくなった為か、今に履いていましたスカートからそのお肉がはみ出てしまっている事でしょう。

  

  

  

  当然，下面穿的内衣也不例外，是原本就不合身的阿纳斯塔西娅姐姐留给我的。

  　無論その下に身につけています下着も例外ではなく、ただでさえサイズの合わなかったアナスタシアお姉様から譲り受けた代物。

  

  

  

  现在，它已经深深扎进我臀部的肉里，让我感到无比疼痛。

  　それが今では痛い程にわたしの臀部のお肉へと食い込んで、窮屈にもそれを締め付けています。

  

  

  但是和这个一样，像压迫完全没有肌肉的柔软的大腿一样在那里放着圣符的吊环。

  　ですがこれと同様に倣い、筋肉が一切付いていない柔らかな太腿を圧迫する様にして其処にある聖札符の納められたホルスター。

  

  

  当我再次向这张足以成为我杀手锏的王牌伸出手时，又被自己硕大的乳房挡住了。

  　このわたしの奥の手足る切り札へと改めてわたしは自らの手を伸ばし掛けるに伴い、やはり自身の大きな乳房がそれを阻むのです。

  

  

  于是，我就像要把自己的乳房压扁一样，用手半硬地按住大腿，就这样，我触到了圣符。

  　その為自ずと自らの乳房を押しつぶすようにして太腿へと手を半ば強引に遣るわたしは、そのまま聖札符へと触れることが叶います。

  

  

  于是，引起不少混乱的我的内心很快平静下来，与此相反，焦躁分阶段涌上心头。

  　すると少なからず混乱をきたしていましたわたしの心中はすぐさま落ち着くと共に、それに打って変わり段階的に焦燥が湧いてきます。

  

  

  接着，不知是不是因为这个原因，站在那里都觉得不可思议，四肢渐渐失去了力气。

  　次いでそのせいかその場へと立てていることが不思議なほどに四肢から力が失われていく事に漸く及びがついた次第に御座います。

  

  

  我很自然地瘫倒在地，就在我差点跌坐在地的时候，风贺哥哥一把抱住了我。

  　それ故自然とその場に頽れる羽目となるわたしですが、危うく尻もちを付きそうになった寸前で、フウガお兄様が抱き止めてくれたのでした。

  

  

  然后任凭其摆布，在被锻炼过的肌肉所覆盖的强壮的臂弯里安身。

  　そしてされるがままに、その鍛え上げられた筋肉に覆われた逞しい腕の中に身を落ち着けます。

  

  

  “……哥哥，谢谢你了。让你暴露出这样的丑态，真是非常抱歉。本来的话，会落后于魔鬼，这是我一生的疏忽。”

  「‥ありがとう御座いますフウガお兄様。そしてこの様な醜態を晒してしまい、大変申し訳御座いません。本来であれば魔物に後れを取るなど、一生の不覚に御座います」

  

  

  我切身感受着他那强壮的身体，不由分说地为自己的失态辩解。

  　そうして彼の屈強な肉体を肌身に感じながら、わたしは、否が応にも一息に、己が失態へと言い訳を述べます。

  

  

  “不……那家伙在魔领里也只是名列前茅的高手。所以爱丽丝，你遭到袭击也是必然的。没必要特别在意。”

  「いいや‥。奴は魔領の内でも取り分け上位の個体に位置ずく手練れに他ならぬ。故にアイリス、君が不意を打たれたのも必然。さして特段気に止む必要もない」

  

  

  

  但是，像这样意识到自己的想法并坚强地说出来，风歌哥哥给我的话语也相应变得温暖起来。

  　しかしながら、この様に浅ましくも自身の思う所を意識して気丈にも語ってみせた手前、フウガお兄様から与えられる言葉もそれ相応に、暖かな代物となります。

  

  

  因此，我一屁股坐下，四肢无力，在那里呆了一段时间后，很快就恢复了自我。

  　ですからその様にしてお尻をストんと四肢に力が入らなくなってしまったわたしは、暫くの間其処に身を落ち着けていたものの、すぐさま我へと帰ります。

  

  

  

  因此，我才会把自己与以前不同的、已经面目全非的身体托付给各位老爷，我从心底里感到一种羞辱。

  　その為この様にして殿方に対して自らの、しかも以前とは異なり、変貌してしまった身体を預けている現状が、心底から辱めとして感じられます次第に御座います。

  

  

  于是急忙把躺在床上的身体从风哥的臂弯里扶起来，同时又把自己的身影映在了镜面上。

  　それ故慌てて横たえた身をフウガお兄様の腕の中から起こすと共に、再び自らの姿を鏡面に映します。

  

  

  然后从被反射的地方看到的缠绕在我大腿上的夹子里取出一张圣符。

  　そして反射された所に見えるわたしの太腿へと巻き付けられているホルスターから一枚だけ聖札符を取り出します。

  

  

  这里所描绘的那句经文，当然是我的杰作，所以我才会情不自禁地哼唱。

  　其処に描かれているその聖句の程は無論、わたしの施した代物であるが為に、それを口ずさむ勝手は及んでいる次第に御座います。

  

  

  

  于是，我回头望向风歌哥哥，与此同时，我吟诵了献给雷亚诺斯提亚的祝词。

  　ですからそうしてフウガお兄様に振り返りましたわたしはそれに伴い、レアノスティア様に捧げるべくして祝詞を唱えます。

  

  

  

  于是祝福立刻出现在眼前，被炫目的光辉包围，可以看到魔力的主流迸出的光景。

  　するとたちまち眼前へと祝福が顕現する同所は、眩いばかりの輝きに包まれて、魔力の本流が迸る光景が見て取れます。

  

  

  但是这种魔力的流动程度，称不上规模很大，所以并没有灼伤视网膜。

  　ですがその魔力の流れの程は、特段大規模と称する代物ではないが為、網膜を焼く訳ではないのです。

  

  

  所以，我的想法自然而然地就会发生变化，就像风覆盖着哥哥的身体一样。

  　ですからそれは自ずとわたしが思うがままに応じて、フウガお兄様の肉体を覆う様にして展開展開致します。

  

  

  接着就这样移动的白金粒子，逐渐柔和地包裹住哥哥的身体。

  　次いでその様にして動きを見せましたその白金の粒子は、次第に柔らかくフウガお兄様の肉体を包み込みます。

  

  

  刚才风歌哥哥身上的旧伤在光线的照射下出现了变化。

  　すると先程までフウガお兄様の身体の所々に見受けられました古傷と思しき代物は、この光に宛てられるがままに変化を見せました。

  

  

  时光倒流，那是瑞亚诺斯提亚大人赐予的祝福，这正是神的才能。

  　それは時を遡るが如きレアノスティア様から受け賜ります祝福であり、正に神のみわざに御座います。

  

  

  虽然只是擦伤，但还是有不少裂开的古铜色皮肤，逐渐呈现出完全愈合的迹象。

  　擦り傷ではありますが少なからず開いてしまったその赤銅色の肌は次第、完全に塞がる運びを見せた次第に御座います。

  

  

  “哦……这是付丧神之类的吗?”

  「ほう‥これは付喪神の類か？」

  

  

  当我使出我的杀手锏的时候，风歌哥哥并没有表现出特别慌乱的样子。

  　そしてそんな風にわたしの切り札足る術を披露して見せるに際しましてはしかし、フウガお兄様は特段取り乱す素振りは見せません。

  

  

  

  “是笔头草吗?”

  「つくもがみ‥に御座いますか？」

  

  

  但是，哥哥并没有对任何人说，而是以钦佩的语气低声说了一句，我反而感到惊讶。

  　しかしながら、そうして誰に言うでもなく感心致しているかの如き声色にて呟きましたフウガお兄様でしたので、わたしが反対に驚きを露わとしてしまいます。

  

  

  现在我已经行使了瑞亚诺斯提亚大人赐予我的权力，我想我一定会打从心底感到惊讶。

  　今にレアノスティア様から授かりましたそれを行使致しました手前のわたしとしてはてっきり、心底から驚かれるものだと思っていました。

  

  

  但是，我的这种担心被他忽略了，就像刚才风歌哥哥说的那样，他说了一些不加修饰的话。

  　ですがそんなわたしの懸念を他所に、今にフウガお兄様の仰られました通りに、些か及びも付かない言葉が出てきた次第に御座います。

  

  

  

  “不用放在心上，谢谢你的关心。只是身体好像变了很多，不要紧吗?”

  「いいや気にすることはない。その心遣いに感謝しよう。ただ随分と身体が変わってしまった様だが、平気か？」

  

  

  但是，哥哥的声音听起来却很平静，似乎在问我。

  　ところがこの様にして何処か落ち着いた振る舞いにて、わたしへと問い掛けてきましたフウガお兄様の声色はしかし、平素の代物とは異として聞き取れます。

  

  

  从他露出的样子来看，他似乎很担心我。

  　その露わとされました姿から鑑みるにどうやら、彼はわたしの身を案じてくれている様でした。

  

  

  如果不是我自己自作多情的话，那他一定是被自己的无能所折磨。

  　それ即ちわたし自身の自惚れで無いのでしたら恐らく彼は、自らが件の魔物を取り逃した事に対しての自身の無力に苛まれているに相違ありません。

  

  

  

  “是的，现在比刚才多少稳定了一些，所以不用担心。我才要感谢您刚才的帮助。”

  「はい。先程よりは幾分か落ち着きました次第に御座います。ですので心配には及びません。此方こそ、先の御助力に感謝致します」

  

  

  因此，在刚才的困境中，我得到了你的帮助，我想谈谈当时我内心深处的想法。

  　その為先程の窮地の折に助けられた旨に対しての、わたしが心底から想うに際した所の心境を語ります。

  

  

  “哈哈，看了你现在的实力，或许这也是一种虚张声势的举动，真是太漂亮了。”

  「はは、今の君の力を見た後では、それも差し出がましい振る舞いであったやもしれんな。見事なものだ」

  

  

  然而，风歌哥哥却答应了我的要求，还给我一副开玩笑的样子。

  　しかしながらそれに応じましたフウガお兄様は、何処か戯けた振る舞いをわたしへと返します。

  

  

  “嗯……呵呵。风歌哥哥是个非常坏心眼的人。是的，这是我献给雷亚诺斯提亚的信仰的证明。”

  「まぁ‥ふふ。フウガお兄様は、とても意地悪なお方に御座いますのね。ええ、これはわたしがレアノスティア様に捧げる信仰の証に御座いますもの」

  

  

  所以，在回答这个问题时，我自己也模仿他，恶作剧般地扬起了嘴角。

  　それ故この返答に際しましたわたしは、自らもそれに倣い悪戯っぽく口の端を吊り上げてみました所存に御座います。

  

  

  这是她的姐姐，也是她应该模仿的对象，渐渐地，她开始模仿莉莉姐姐的行为举止。

  　そしてこれは自らの姉であり見倣うべき相手、リリーお姉様の振る舞いを真似した次第に御座いました。

  

  

  就这样，风歌哥哥想要完全消除我身体发生变化的事实，让气氛变得明朗起来。

  　そうしてフウガお兄様は、わたしの肉体が変貌をきたしてしまいました事実をまるで払拭するかの様にして、空気を朗らかにしてくださいました所存に御座います。

  

  

  因此，因自己迎接的身体的变质而下沉的我的心，自然而然地逐渐恢复了气力。

  　その為自らの迎えた身体の変質に対して沈んでしまったわたしの心は、自ずと気力を取り戻した次第に御座いました。

 
  背信の徒

  背叛之徒

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  我一直待在风歌哥哥的房间里，被房间里的各种装饰品震慑住了。

  　依然としてフウガお兄様の私室へと身を留めている次第に御座いますわたしは、同所における数々の装飾品に気圧されるばかりに御座います。

  

  

  到刚才为止，我只是被自己身体的变化所摆布，并没有特别在意。

  　先程までは自身の肉体の変化に翻弄される限りに御座いました故、特段意に気することもありませんでしたのでした。

  

  

  不过，经过和哥哥的交流，我的心情平静下来了。事到如今，我被那些华美的物品所压倒了。

  　しかしながら、今し方フウガお兄様との交流により落ち着いた事ここに至っては、それら華美な程に施された品々の代物に圧倒されているのです。

  

  

  

  而且与阿纳斯塔西娅姐姐的房间情趣大不相同，其风情略显庄严。

  　それもアナスタシアお姉様の居室の趣きとは大きく異なり、その風情は些か荘厳として窺える次第です。

  

  

  

  雪里斯的母亲曾经在书上说过，墙上挂着一把名刀。

  　ユキリスお母様から書物にて読み聞かされました所の、おそらく名刀と思しき代物の長物が、壁に掛けられているのでした。

  

  

  而且在那里看到的各种武器中，也有我很熟悉的东西。

  　そして其処に見られます武器の数々の内には、よくよく存じています物もありました。

  

  

  

  当然，其中有很多我望尘莫及的东西，令我大为感叹。

  　しかしながら当然それらの中には、わたしの及びがつかない代物の方が余程に多く、大層感嘆致しました所存に御座います。

  

  

  

  因此，我只能战战兢兢地看着同病房的主人风贺哥哥。

  　その為これに対して恐れ慄く他にありませんでしたわたしは、戦々恐々と同室の主であるフウガお兄様を見遣ります。

  

  

  “好了，爱丽丝，如果你想待在这里，我一点都不介意，而且事先我也说过，我不会做出插手的愚蠢行为，但是你是女孩子，而我是彻彻尾的男人，周围的人会怎么看待我呢?希望你好好考虑一下再下结论，当然对你的行为我是不会原谅的，但难免会有不少流言蜚语，你也会有所忌惮的。即使有一点不情愿，也不要胆怯地说出来。”

  「さて、アイリス。君がここに居たいのであれば俺としては一向に構わないし、予め言っておくが此方から手を出す様な愚行は冒さない、だが君は女の子だ。そして俺は歴とした男。周囲からどの様にして見られるか。それをよくよく君なりに考えて結論を下してほしい。無論君に対しての狼藉はこの俺が許さないが、少なからず噂が立つことは免れない。そしてこれは君としても憚られるに違いない。少しでも不本意だと思うならば気後れすることなく言ってくれ」

  

  

  正当我感叹不已时，风歌哥哥却一脸严肃地说。

  　するとどうしてかわたしが感嘆していた所、これを他所にフウガお兄様は、真剣な面持ちとなりまして仰られました。

  

  

  而我马上就明白了这句话的意思，我的心立刻冷了下来。

  　そしてそれの意味する所に即座に及びつきましたわたしはといえば、すぐさま芯の底から冷えてゆく思いに御座います。

  

  

  因此，我对此进行了反复思考，但无论思考多少次，都没有得出结论。

  　ですからこれに対しての思考を巡らせたわたしですが、幾度も考えようとも一向に結論は出ることはありません。

  

  

  与那惨淡的耻辱一起记住的，只有对必须向大家暴露肉体的事实发自内心的踌躇。

  　その惨憺たる恥辱と共に覚えたのは、この肉体を皆様に晒さなければいけない事実への、心底からの躊躇いに他なりません。

  

  

  因为我没有承受这种羞辱的精神。

  　何故ならそれはわたしはその様な辱めに対して耐え得るだけの精神性を有していないが為に御座います。

  

  

  之所以这么说，是因为我从小就没有努力锻炼自己，培养自己的内心。

  　その理由は偏に、幼少の頃より自らの心を培う為の自己鍛錬に励まなかったわたし自身の不得の致す所が所以です。

  

  

  但是，我做梦也没想到自己会陷入这样的境地。

  　しかしながら、まさか自身がこの様な事態へと陥る事になるとは、到底夢にも予想だにしませんでした次第に御座います。

  

  

  因此，对于自己的不成熟，我不由得从心底感到沉痛的哀悼，同时，当我意识到自己的悔恨时，不由得叫出声来。

  　それ故少なからず自身の未熟に対して自ずと心底を悼まれることとなりましたわたしは、その身に余る後悔と共に気がつけば思わず声を挙げていました所存です。

  

  

  “嗯、嗯……我还是不愿意以这样的姿态出现在众人面前。所以，能否请您把我留在风歌哥哥的房间里?在这个诅咒解除之前，我无论如何都想待在这里。当然，除非风贺哥哥不喜欢……所以……”

  「え、えっと‥わたしはその‥この様な姿、人目に晒すのはやはり躊躇われます。ですのでどうかフウガお兄様のお部屋にわたしを置いて頂けませんか？この呪いが解けるその時まで何卒、此方に身を置きたく思います。無論、フウガお兄様がお嫌でなければで御座いますが‥。ですので‥」

  

  

  我从正面仰望着风歌哥哥，虽然知道不可能，但还是诚实地、诚心诚意地诉说自己的想法。

  　そうして真正面からフウガお兄様を仰ぎ見るわたしは、御無理を承知で自身が思う所を正直に誠心誠意訴えます。

  

  

  在传达这一想法时，我下定了决心，决定一意孤行地贯彻自己的愿望。

  　そしてこれを伝えるに際して意を決したわたしは、一思いに自らの願いを押し通すべくして立ち振る舞いました次第に御座います。

  

  

  “……拜托了。”

  「‥どうか何卒お願い致します」

  

  

  当时的我，对自己这副面目全非的样子感到无比屈辱，所以才忍着一时的羞耻，伏在这里低下了头。

  　そんな有様のわたしは、この変わり果てた姿を、あまりに屈辱に思うが為に、一時の恥を忍んでこの場に伏して頭を下げた所存で御座います。

  

  

  听雪松鼠的母亲说，这是对长辈表示最高敬意的姿势。

  　ユキリスお母様から聞き及びました所では、目上のお方に対して払うべき最上位の敬意を示す体勢とのことです。

  

  

  于是，我在这里整齐地折叠膝盖，手指抵在眼前的地板上，深深地垂下了嘴唇。

  　それ故に今に同所にて綺麗に膝を折りたたみ、眼前の床にて三つ指を着きましたわたしは、深々とこうべを垂れました次第に御座います。

  

  

  

  为了无理地传达我的请愿，我决定做出这种贬低自己的行为。

  　そうして己が嘆願を無理を言って伝える為に、この様な自身を貶めるかの如き振る舞いに身をやつしました所存です。

  

  

  所以我就这样深深地低下头，跪在地上，仰头望着风贺大哥。

  　ですのでこの様にして頭を深々と下げましたわたしは、無様に土下座の姿勢を晒すがまま、フウガお兄様を仰ぎ見る限りに御座います。

  

  

  虽然感觉到自己的尊严在逐渐丧失，但也只能像卖媚一样抬眼看别人。

  　そして自身の尊厳が次第に失われていくのをその身に感じながらも、媚びを売る様にして上目遣いとなる他にないのです。

  

  

  我已经做好了承受这些屈辱的心理准备，但对风歌哥哥，我还是坚持己见。

  　その為それらの屈辱を甘んじる事を覚悟の上で、わたしはフウガお兄様に対して我儘を貫いているのです。

  

  

  当然，这样的恳求是应该被拒绝的，但我当然很清楚。

  　無論、その様な懇願は一蹴されて然るべき内容に御座いますが、当然それはわたしとて百も承知に御座います。

  

  

  所以，我从心底里明白了这一点，所以只好乖乖地跪倒在地。

  　それ故これに心底から及んでいるが為にわたしは自ずと、只々ひたすらにこの場において平伏するばかりでした。

  

  

  她还注意到自己的裙子被掀了起来，臀部全部露出来的事实。

  　そしてこの際に自身のスカートが捲れ上がり、お尻が丸見えになってしまいました事実にも気が付いていました。

  

  

  然而，更让我感到羞愧的是，面对自己前凸的乳房。

  　しかしながらそれにも増して自ずと恥ずかしく感じましたのは、前方へと突き出ている自身の乳房に対してです。

  

  

  其理由是，在我的视野中，过于丰满的它会被柔软地压在地板上。

  　その理由は偏に、常に視界へと納められています、あまりに豊満なそれは、柔らかにも床に押し付けられることとなりました為に御座います。

  

  

  不知为何，我对风歌哥哥低头行礼这件事，并没有什么顾忌。

  　わたしはフウガお兄様に対して何故か頭を下げる事自体には、特段憚られる様な思いを抱きません。

  

  

  因为这是无理取闹的我不得不接受的道理。

  　何故ならばそれは今し方に無理を言っているわたしが、否が応にも通さなくてはなりません道理であるが所以に他なりません。

  

  

  所以现在我在这里跪拜，虽然有些踌躇，但应该还不至于脸红。

  　その為今現在もこの場にて平伏する限りのわたしは、これに対して僅かながらに躊躇いを覚えはしますが、赤面する程では無いはずに御座います。

  

  

  但是，当我亲眼目睹自己的乳房被压扁的情景时，只能因耻辱而浑身颤抖。

  　ですが、自身の乳房が地面へと押し潰される光景を目と鼻の先で目の当たりとしましては、恥辱に身を震わせる他にありませんでした。

  

  

  

  但是，只要我低下头，为了实现自己的恳求，我就会保持姿态。

  　けれどこうして頭を下げる限りに御座いますわたしは、己が懇願を成就させるべくしてそのままに姿勢を保ちます。

  

  

  

  我就那样跪伏着，虽然对自己淫乱的肉体感到屈辱，但还是露出谄媚的笑容。

  　そうしてその様に平伏するがままに徹しますわたしは、自らの淫乱な肉体を屈辱に感じながらも、媚び諂った笑みを浮かべます。

  

  

  可是，那也是因为脸颊自动痉挛的原因，作为失真的东西暴露了吧。

  　しかしながらそれも自ずと引き攣ってしまいます頬が原因で、歪な代物として露わとなってしまった事でしょう。

  

  

  对此，我自己也感到非常遗憾，现在在我心中被称赞的心情，更是惨不忍睹。

  　それに対して自身でも及びがついてしまう程に、わたしの内に称えられた今現在の心境は、殊更に惨憺たる代物に御座います。

  

  

  像这样发自内心地对自己的肉体施加的羞辱，都是因为我自己的无能。

  　この様にして心底から自らの肉体に対して与えられる辱めの程は全て、わたし自身の不得が所以に他ならないのです。

  

  

  但是，我平时疏于给雷亚诺斯提亚夫人祝词，这是我每天的行为举止的主要原因，让我由衷地感到后悔。

  　ですが、こうして平素からのレアノスティア様への祝詞を怠ってきましたわたしの日々の振る舞いが要因とあっては、心底からの後悔に苛まれるばかりに御座います。

  

  

  但是，做出这种愚蠢的行为本身，我就认为是没有诚意的。

  　ところがその様な愚行を巡らせるもそれ自体考える事すら既に、誠せんなきこととして思われます所存です。

  

  

  但是这样我フウガ哥哥前请愿的机会大概是最重要的事的尭孝些许已故,这个样的跪下。

  　けれどこうしてわたしがフウガお兄様の前に嘆願する機会頂けた事は何よりの尭孝に御座います故、この様に平伏しているのです。

  

  

  所以，我知道你的想法过于肤浅，如果你接受了我的请求，那么风歌哥哥的存在就有可能成为你通往雪克利斯母亲的唯一桥梁。

  　それ故誠に浅慮に過ぎる考えとはわたし自身存じています所存に御座いますが、仮にこの嘆願を受け入れて頂けた場合、フウガお兄様の存在がユキリスお母様への唯一の架け橋となってもらえる可能性があるのです。

  

  

  因此，我今后要做的那些缺德事，本来就是站在神子立场上的我应该回避的行为。

  　その為これからわたしが自ら成そうとするその悪徳は本来、神子の立場に位置付くわたしが忌避すべき振る舞いに他なりません。

  

  

  这是因为，偏向于利用他人，而且是善良的人，这是教会的惯例，也是一种罪恶。

  　それは偏に他者を、それも善良な者を利用する行いは、教会におきますしきたりでも罪悪であるが所以に御座います。

  

  

  

  但是，既然我如此肤浅地恳求，就已经断了我的退路。

  　しかしながら、こうして懇願の口上を浅ましくも並べ立ててしまった以上、既にわたしの退路は絶たれているのでした。

  

  

  

  如果我一直我行我素，享受着别人对我的善意，那么我一定会被处以恶行的惩罚。

  　自ら後戻りが叶わない様に進んで、この身に対して与えられる善意を享受するばかりの有様なわたしは、恐らくその悪逆の元に処されるに違いありません。

  

  

  

  但是，如果能再次见到雪莉丝母亲，那我也不介意。

  　しかしながら、再びユキリスお母様との再会を果たす事が出来るのであればわたしは、それすらも厭うことは御座いません。

  

  

  

  就这样，我违背了自己信仰的雷亚诺斯提亚的教诲，跪拜在风贺大哥的膝下。

  　その様にしてわたしは自らが信仰するレアノスティア様の教えに背くがままに、フウガお兄様の御膝元へと平伏致しました。

  

  

  我想尽一切办法，不惜诋毁自己，也要与雪奇里斯母亲重逢，我除了成为背信弃义之徒，别无他法。

  　そうして例えどの様な手段を用いて、自身の身を貶めようともユキリスお母様との再会を請い願うわたしには、この様に背信の徒となる他に、残された道はないのでした。

 
  浅慮

  浅虑

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  我用自己的言行表达了由衷的屈服，对于我的恳求，风歌哥哥大方地接受了。

  　その様にして心底からの屈服を、自らの立ち振る舞いでもってして示しましたわたしの懇願に対してフウガお兄様は、鷹揚にもそれを受け入れてくださいました。

  

  

  他摆出一副无所谓的样子，爽快地点了点头，小心翼翼地把我从暴露的难看姿势里抱了起来。

  　特段意に介する事でもないと言った様な素振りで、快く承諾に頷いた彼は、わたしが晒す無様な姿勢から丁寧に抱き起こしてくれてのです。

  

  

  然后，风歌哥哥一边让我躺在床上，一边说道。

  　そうして抱えられるがままに寝台へとわたしを横たわせると共にフウガお兄様は仰られました。

  

  

  而且还留下了自己去找阿纳斯塔西娅姐姐商量的意思，就离开了我现在所在的这间私房。

  　それも己がアナスタシアお姉様と話を付けてくる旨を言い残し、わたしが現在身を置くこの私室を後としたのです。

  

  

  所以，与如此有男子气概的他相反，无论什么事都依赖大人的我，内心受到了发自内心的罪恶折磨。

  　それ故その様に大変男らしい彼とは対称的に、こうして何から何まで殿方に頼り切りなわたしは、心底からの罪悪に心を苛まれた所存に御座います。

  

  

  然而，我在脑海中描绘着这样兜圈子的想法，就自然而然地睡着了，当我再次醒来时，已经迎来了日出。

  　しかしながらそうして堂々巡りな考えを脳裏へと思い描いている内に、自ずと寝入ってしまいましたわたしは、次に起きた時には既に日の出を迎えていました次第に御座います。

  

  

  不知道从哪里传来的轰鸣声把我吵醒，我起床了。

  　それも何処からともなく同邸宅内へと特段響いては聞こえました轟音に意識を覚醒させられての起床となりました。

  

  

  接着，我急忙从床上站起来，把视线转向四周，正好风贺哥哥也在那里。

  　次いでこれに応じて急いで寝台から身を起こしたわたしが視線を周囲へと巡らせてに伴い、丁度其処にはフウガお兄様の姿からありました。

  

  

  在旁人看来，他单膝跪地，懒懒地垂下眼皮，简直就像死了一样。

  　床で片膝を立てて何処か億劫そうに瞼を落とす姿は傍目に一見しては、まるで死んでいるかの様な姿に御座います。

  

  

  他的样子实在太沉着了，从我的角度来看，我打从心底觉得他的举止很帅。

  　その様はあまりに落ち着いていますので、わたしの側から見ると、心底からその振る舞いが格好良く窺えました次第に御座います。

  

  

  看到这一幕，我才渐渐明白今天早上听到的那声巨响到底是什么。

  　そしてこれを目の当たりとして、漸くその今朝方に耳としたしましたあまりに大きな物音の正体へと及びがつきました次第に御座います。

  

  

  鉴于哥哥现在满身疮痍的样子，看来他在和阿纳斯塔西娅姐姐交涉的过程中发生了一些纠纷。

  　どうやら今に満身創痍なフウガお兄様の傷だらけな御姿を鑑みますに、アナスタシアお姉様との交渉における間に一悶着ありました御様子に御座います。

  

  

  到处都是被利刃剜出的痕迹，这无疑是我曾经目睹过的阿纳斯塔西娅姐姐的术所带来的痕迹。

  　そうして所々に、まるで鋭い刃の先端で抉られた跡は、以前にわたしが目撃したアナスタシアお姉様の術がもたらす形跡に相違ありません。

  

  

  所以我马上明白那是和阿纳斯塔西娅姐姐的战斗造成的伤害。

  　ですのですぐさまそれが、アナスタシアお姉様との戦闘により受けてしまわれた傷であることへと理解へと及ぶわたしに御座います。

  

  

  

  因此，在这之前到底发生了什么事，我在疑问无穷之前，不得不打从心底担心。

  　その為これを前としては一体何事があったのかと、甚だ疑問が尽きません以前に、心底から気遣わざるお得ません。

  

  

  因为即使他今后是我的私利私欲的对象，我也不能对挺身庇护的风歌哥哥刻薄。

  　それは何故ならば、例えこれからわたしの私利私欲の元に利用する相手であろうとも、曲がりなりにもその身を挺して庇って頂きましたフウガお兄様を邪険には出来ません。

  

  

  当然，像我这样的胆小鬼，虽然完全懂得利用他人的方法，却不可能全部实行。

  　そして当然ながら、わたしの様な小心者には徹底して他者を利用する術など心得てはいるものの、それを全て実行出来る筈もないのでした。

  

  

  这本来是无心之举，但对风歌兄来说，我还是不敢这么做。

  　それは本来であれは無心となり心掛けて然るべき事柄には御座いますが、やはりフウガお兄様に対しましてはその様な振る舞いは憚られる所存に御座います。

  

  

  那是因为我的精神过于脆弱。

  　それは偏にわたしの精神性があまりに脆弱であるが為に他なりません。

  

  

  但是，看到救了我的风贺哥哥受伤的样子，还是让我心痛。

  　ですが、この身を助けて頂いたフウガお兄様が傷を負っている姿は、やはり胸が痛ましい光景として見て取れるのです。

  

  

  所以，我只能战战兢兢地从床上走到风歌哥哥身边，我只能对自己这种肤浅的行为感到厌烦。

  　それ故おずおずと寝台からフウガお兄様のお側へと足を運ばせますわたしは、自らのその浅はかな振る舞いに飽きれる他にありません。

  

  

  然而，我的手早已任凭自己的情绪摆布，自然而然地伸向了缠绕在自己大腿上的螺栓。

  　しかしながら最早自身の情動が赴くがままに身を委ねる限りのわたしの手は自然、自らの太腿へと巻き付けられているホルスターへと伸びていたのです。

  

  

  于是我自然而然地取出一张圣符，用五指夹住，像往常一样念诵圣句献给雷亚诺斯提亚。

  　そうして自ずと其処へと納められている聖札符を一枚取り出しましたわたしは、自身の五指へと挟み込み、例によってレアノスティア様へと捧げるべくして聖句を唱えます。

  

  

  于是，一张写有祝词的纸条，渐渐发出耀眼的光芒。

  　するとこれに応じました祝詞が施されています誂えの一枚の紙切れが、次第に眩いばかりの発光を宿します。

  

  

  然后，那闪耀着白金光芒的光立刻触及风贺哥哥的伤口，露出了他的本质。

  　そしてたちまちその白金に輝く光がフウガお兄様の傷口へと触れると共に、その本質を露わとします。

  

  

  

  超越皮肤，连里面的肉都被无情地剜掉了，离致命伤还有一步之远的它，可以看到它在努力地将肌肉纤维立刻放大，将身体复原。

  　皮膚を超えて中身の肉まで容赦なく抉られていました致命傷一歩手前のそれは、即座に筋繊維を増幅し、元の肉体への治癒に努める運びが見て取れます。

  

  

  就这样，我从雷亚诺斯提亚殿下那里得到的祝福，渐渐实现了我的夙愿。

  　その様にしてわたしがレアノスティア様より頂きました祝福が、術の本懐を果たしました次第に御座います。

  

  

  但是这个令人惊异的再生能力的程度，并不是指我现在所行使的圣符所带来的效力的程度。

  　ですがこの驚異的なまでの再生能力の程は、わたしが今に行使致しました聖札符のもたらす効力の程を意味するわけではありません。

  

  

  因为，这一切都是风歌哥哥那强韧的身体里原本就具备的惊人生命力的结果。

  　なぜならばこれは、フウガお兄様の大変強靭なる肉体に元より備わっていました、恐ろしいまでの生命力の賜物が所以に他ならないのですから。

  

  

  作为证据，术还没有触及到我的范围，虽然祝福的效力还没有达到，但是我已经能看到风歌哥哥凭借自己的治愈力开始自我再生的样子。

  　そしてその証左としてわたしに術が依然として及んでいない範囲は、祝福の効力が行き届かないのにも関わらず、既にフウガお兄様自身の治癒力でもってして自己再生を始めている様子が見て取れる次第に御座います。

  

  

  伤口已经迅速痊愈，连我刚才吟诵经文的意义都失去了。

  　その傷口の回復は最早、わたしが今し方に聖句を唱えた意味すらも失って思われる程迅速に、癒えていきました所存に御座います。

  

  

  

  在经历了一连串的事情之后，我渐渐明白了自己根本没有必要插手的事实。

  　そして一連の出来事目の当たりとしたわたしは特段自らが差し出がましい手出しをする必要性も無かった事実に対して漸く及びが尽きました。

  

  

  尽管如此，对于只能看着风贺哥哥痊愈的我来说，除了担心之外别无他法。

  　それでも完治する経過を見守っているしかままならないわたしにとっては、フウガお兄様の身を案じる他にありません。

  

  

  就算他的身体是远超常人的超凡之身，受了伤自然也会感到相应的疼痛，那种痛苦想想都觉得可怕。

  　幾ら彼の身が常人を遥かに超越した人外さながらの肉体であったとしても、当然傷を負えばそれだけ痛みを感じる筈なのですから、その苦痛は想像するだに恐ろしく思われます。

  

  

  所以，刚才脱口而出的关切话语，下一瞬间就脱口而出了。

  　それ故先程に思わず喉元まで出掛けてしまいました気遣いの如き言葉は自ずと、次の瞬間には既に口とされていました。

  

  

  “那个伤疼吗?爱丽丝有什么能做的吗?”

  「あのお怪我は痛みますか？アイリスに何か出来ることはありますか？」

  

  

  

  就这样终于说出了自己的声音，连我自己都感到吃惊。

  　この様にして遂に挙げてしまった自らの声色は、わたし自身でも驚く程に震えています。

  

  

  “啊，别担心。没有什么问题。和阿纳斯塔西娅的交涉花了一点时间。虽然只是轻微的擦伤，但我还是很努力的。不过，恐怕到现在为止魔力经常走火的那家伙也已经极限了吧。”他现在应该正在禁闭室里睡觉吧，不过，这次他肆意破坏房子的事，父亲因为太忙，不会直接惩罚他。恐怕暂时会被迫在牢里生活一段时间，但也没做什么特别的事，仅此而已，也没有什么让你感到特别不安的事，这无非是在屋内显现出魔力的那家伙自作自受。因此，从昨天晚上到今天早上发生的一连串骚动，你都没有任何关系，当然也不会被问罪，所以请放心。那家伙受了教训，今后一段时间也会乖乖的吧。”

  「ああ、案ずるな。なにも問題は無い。少しばかりアナスタシアとの交渉に手間取ってな。ほんのかすり傷程度だが、やはり俺も精進が足りんな。だが、恐らく今まで散々魔力を暴発させていたあいつも限界だろう。今は座敷牢の中で眠っている事だろうさ。だがあいつが今回好き勝手に屋敷を破壊した件は、父上は多忙故に直接罰を下されることはない。恐らく当分は牢での生活を強いられる事だろうが、特段何されるわけでもなくそれだけだ。特段君が気に病む事でも無い。これは屋内で魔力を顕現させたあいつの自業自得に他ならぬ。それ故一連の昨夜から今朝に掛けて起きた騒動に対して君は一切の関わりがない為、無論罪に問われる様なことはないから安心して欲しい。これに懲りて、あいつも向こう暫くは、大人しくしている事だろう」

  

  

  然而，风贺哥哥却回答了我的问题。

  　しかしながらこれに応じるフウガお兄様は、わたしが問い掛けた質問の意味する所とは異なる内容の答えを、返されました所存に御座います。

  

  

  我在脑海中仔细咀嚼着对方的回答，沉默了一会儿才想出来。

  　そうしてその様にもたらされる返答を脳裏にて咀嚼致しましたわたしが際するには、僅かばかりの沈黙を要します。

  

  

  每当我噤口不言时，只能陷入沉思和沉思，终于回到了现在自己的立场。

  　その様に口を噤むに際しては、沈思黙考する他にありませんでしたわたしは、漸く今現在の自身の立場へと及びます。

  

  

  

  “你觉得呢?现在，你知道你所关心的一切了吗?”

  「どうだろうか？これで君が気にしている事柄を全て知ることが出来たか？」

  

  

  

  风歌哥哥看到了我的这种举动，仿佛看穿了我的内心，问道。

  　するとそんなわたしの素振りを見て取ったフウガお兄様は、その内心をも見透かすかの様にして、問うてきました次第に御座います。

  

  

  “……是的。但是，这样让风歌哥哥感到麻烦，实在对不起。本来我应该亲自去见阿纳斯塔西娅姐姐的，却让风歌哥哥……”

  「‥はい。ですがこの様にフウガお兄様のお手を煩わせてしまい、誠に申し訳御座いません。本来であればわたし自らがアナスタシアお姉様にお目通りしなくてはならない所をフウガお兄様に‥」

  

  

  因此，听了您这么恳切细致的话，我表示发自内心的感谢。

  　それ故特段懇切丁寧に聞かされましたわたしは、心底からの感謝を意を示します。

  

  

  “别放在心上，因为这并不是爱丽丝拜托我的事，只不过是我为了方便而想的。所以，我不记得你对我低头行礼，也不觉得你有什么特别道谢的举动。”

  「気にするな。何故ならばこれは、別段アイリスに頼まれた事というわけでもなく、あくまで俺に都合の良い様に、はからったに過ぎないのだから。それ故君からそうして頭を下げられる覚えもないし、特段礼を言われる様な振る舞いをしたとも思わない」

  

  

  然后，风歌哥哥看到我深深鞠了一躬，露出一丝苦笑，大方地点了点头。

  　するとこれに伴い深々と頭を下げたわたしの姿を前としたフウガお兄様は、僅かながらに零した苦笑と共に、鷹揚にも頷いきを返されます。

  

  

  “……但是那样的话我就不满意了，这样的话会给雷亚诺斯提亚的名字抹黑。请您忍辱负重，给我一个报恩的机会好吗?我将和风贺哥哥一起度过漫长的岁月，所以请您向我的爱丽丝提出任何要求。”

  「‥ですがそれではわたしの気が納まりません。これではレアノスティアの名に泥を塗ることとなってしまいます。恥を忍んでどうか何卒わたくしに恩返しをする機会を与えてくださいませんか？わたしはフウガお兄様と共にこれより月日を過ごす間柄となるのですから、このアイリスに何なりとお申し付けくださいませ」

  

  

  但是，作为不能坦率接受的我，也不得不保守地左右摇头。

  　ですがこれを素直に受け入れる訳にはいかないわたしとしても控えめながら、左右にかぶりを振らなくてはなりません。

  

  

  “礼……”

  「礼か‥」

  

  

  因为就像雷亚诺斯提亚大人教导我的那样，我自己也必须效仿他所施予的善意，将其给予他人。

  　それは何故ならば、レアノスティア様の教えとしてある様に、施された善意はそれと同様に倣い、わたし自身も他者へと与えなければなりませんが為に御座います。

  

  

  因此，在一段时间内，彼此应该继续说的话，自然而然就变得吞吞吐吐了。

  　ですからそうしてこの様に、暫くの間互いに続けるべき言葉に自ずと言い淀む運びとなります。

  

  

  因此，我想不出该说什么更好的话，只能在不安的折磨下，仰头看着风歌哥哥。

  　その為次に紡ぐべき上手い言葉すらも浮かばないわたしは、不安に苛まれるがままに、フウガお兄様を仰見ます。

  

  

  “嗯……”

  「ふむ‥」

  

  

  哥哥从头顶俯视着我，像是在思考着什么似的，紧闭着嘴。

  　そんなわたしを頭上より見下ろすフウガお兄様は、何事かを一考する様にして口を固く引き結びます。

  

  

  过了一会儿，踌躇了一会儿，抱着胳膊的风歌哥哥下定决心说道。

  　そしてややあって、逡巡を巡らせたかの如く腕を組みますフウガお兄様は、意を決した様にして仰られました。

  

  

  “那你只要再帮我洗背就行了。由奇里斯帮了我很多忙，我不能对这么可爱的独生女提出无理的要求。”

  「それならまた背中を流してくれるだけでいいさ。ユキリスには随分と世話になった。その可愛い一人娘に、到底無茶な要求などできんよ」

  

  

  但下一个瞬间，哥哥扬起嘴角，露出坏心眼的笑容。

  　ですが次の瞬間には何処か口の端を吊り上げる意地悪げな笑みを露わと致しますフウガお兄様に御座いました。

  

  

  

  “嗯……呵呵……风歌哥哥真的写得很好吗?”

  「まぁ‥ふふ‥本当にフウガお兄様はお上手に御座いますのね」

  

  

  

  所以有些地方我觉得不太好，但不知不觉就到了喉头，要怎么把它压住。

  　ですので些か不服に思う所がありましたが、思わず喉元まで到達してしまったそれは如何にか押し留めます次第です。

  

  

  对于自己的容貌受到称赞的我，感到非常不情愿。

  　そうして自身の容姿へと称賛を与えられましたわたしは、甚だこれに対して不本意に感じられます。

  

  

  但与此同时，一种难以言喻的、难以言表的喜悦，让我不由得浑身颤抖。

  　しかしながら、それと同時にえも言われぬなんとも形状し難いもたらされた歓喜から、自ずと身を震わせてしまいました所存に御座います。

  

  

  就这样，我轻而易举地就成功地讨好了我的哥哥，我感到了一丝满足，同时也感到了一种意料之外的喜悦。

  　その様にして浅ましくもフウガお兄様へと取り入る事にいとも容易く成功せしめたわたしはといえば、仄暗い満足感と共に、予期せぬ喜悦をも覚えていたのでした。

  

  

  “今后还请多多关照，风歌哥哥❤️。”

  「これからよろしくお願い致します、フウガお兄様❤️」

  

  

  因此，我讨厌自己的这种罪恶，为了转移意识，我深深地低下了头。

  　それ故流石にその様な自らの罪悪を厭うわたしは、これから意識を逸らすべくして深々と頭を下げます。

  

  

  随之表现出顺从的我，用发自内心的谄媚的眼神仰视风贺哥哥。

  　これに伴い従順な立ち振る舞いを示したわたしは、心底から媚びを売る上目遣いで、フウガお兄様を仰見ます。

  

  

  接着，我反射性地用连自己都讨厌的娇滴滴的声音，对自己那明显的嗲声嗲气的态度感到后悔。

  　続いて反射的に自身でも嫌になる様な甘ったるい声色で、あからさまなまでの猫撫で声を挙げた自らの態度を後悔致します。

  

  

  “啊，拜托了。”

  「ああ、よろしく頼む」

  

  

  接着，我面对着风歌哥哥伸出来的手，身体不由自主地动了起来。

  　次いでそんな有様のわたしはといえばこれに応じて差し出されましたフウガお兄様の手に対して、自ずと身体が動いていました。

  

  

  “是的。”

  「はい」

  

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  没想到最后，我被他那绅士的举止所吸引，模仿圣域的礼仪，依偎在了风贺大哥的身体上。

  　まさかの果てには、その様な紳士的な所作に魅入られてしまったわたしは、聖域においての作法に倣い、フウガお兄様の肉体に身を寄せてしまったのです。

  

  

  我条件反射性地从每天的舞蹈练习中产生了误会，做出了像在眼前看到的那样侍奉兄长的羞耻至极的举动。

  　反射的に日々の舞いの練習から勘違いをしてしまったわたしは、眼前に見て取れますフウガお兄様のお側へと侍る様な、羞恥極まる真似をしてしまいました所存に御座います。

  

  

  这一切都是我自作自受，因为风歌哥哥的举止太自然了，我看得入迷了。

  　これも全て、フウガお兄様の立ち振る舞いがあまりに自然で、思わず見惚れてしまいましたわたしの自業自得に御座います。

  

  

  因为他带领我这个风歌兄长的态度，实在是太帅了，让我不由得心跳加速

  　それは何故ならその様にフウガお兄様のわたしをリードしてくださる態度は、大変格好が良く、自ずと心臓の鼓動を高鳴らせてしまったが所以に御座います

  

  

  如此风度翩翩的哥哥，他的举止是我望尘莫及的，没有一丝阴郁之感。

  　それ程までにフウガお兄様の男らしい身のこなしは、わたしなど到底足元にも及ばないまでに洗練されていて、寸毫の澱みすらも感じられませんでした。

  

  

  因此，如果任由自己焦急的情绪驱使，就会做出这样不礼貌的行为。

  　それ故これに対して身を焦がすかの如き自らの情動が赴くがままに、身を委ねてしまったら、この様にはしたない行いを見せてしまいました次第に御座います。

  

  

  “原来如此……你们是这样交换友好的吗?”

  「なるほど‥。其方ではその様にして友好を交わすのか」

  

  

  但是，哥哥似乎对我露出了嘲弄的表情，他开玩笑地说。

  　しかしながらその様に無様を晒したわたしに対して、何処か戯けた振る舞いを露わと致しましたフウガお兄様は、冗談めかしてその様に仰られます。

  

  

  “……嗯，是的。没错。难不成……你讨厌爱丽丝这样做吗?”

  「‥ぁ、は、はい。その通りに御座います。もしかしてアイリスにこうされるのが、その‥お嫌でしたか？」

  

  

  所以，我只能把它当作救命稻草，忍受着屈辱，只是迎合着它点了点头。

  　ですからこれを助け船として受け取る他にありません屈辱に耐え忍ぶわたしは、それに迎合するかの如く頷くばかりに御座いました。

  

  

  就像这样，自己刚刚犯下的愚蠢行为给自己带来了难堪和狼狈。

  　そしてその様に、自らの身に対して襲いくる今し方に冒した自身の愚行からもたらされる羞恥に狼狽えるばかりです。

  

  

  “不，没有的事。对我来说，这实在是太可惜了，太光荣了。不过，像你这样美丽的女人，适合我这样的男人吗?”

  「いいや、そんなことはないさ。寧ろ俺などには到底勿体無い、光栄な話だ。だがいいのか？君の様に美しい女子に、俺みたいな男は似合うまい？」

  

  

  我只能像这样一味地哀叹自己的失态所造成的不幸，我有些无计可施，只好紧紧地抓住风歌哥哥强壮的手臂。

  　この様に只々ひたすらに己が失態から生じた無様に嘆く他にないわたしは、些か手持ち無沙汰にフウガお兄様の逞しい腕に縋り付いていたのでした。

  

  

  再加上，你还担心我犯下的愚蠢行为，我感到很受辱。

  　これに加えて更には、その様にしてわたしが冒してしまいました愚行を気遣われてしまうのですから、辱め受けた気分に御座います。

  

  

  “说那样的我漂亮……那种夸张的话，太过分了。”

  「そんなわたしが綺麗などと‥その様な大層な御言葉、あまりに過分な代物に過ぎます」

  

  

  

  因此，我无法掩饰自己的羞怯，不由自主地用双手五指握住了风歌哥哥笨拙的拳头。

  　ですのでこれに応じるわたしは、如何しても照れを隠しきれませんが為に、自ずとフウガお兄様の無骨な拳を自身の両手の五指で包み込んでいました。

  

  

  “爱丽丝。”

  「アイリス」

  

  

  但是，风歌哥哥似乎对我的这种行为产生了疑问，大声说道。

  　ですがその様なわたしの振る舞いを疑問に思った様にしてフウガお兄様は声を挙げました。

  

  

  听到这个声音，一种轻飘飘的感觉立刻烟消云散。

  　するとその声を耳としました途端に、何処かふわふわとしたまるで酒精にでも酔ってしまったかの如き感覚は即座、霧散致したします。

  

  

  “啊，那个……对不起……我……因为母亲离我很远……所以很寂寞……就……”

  「あ、その‥。すみません‥。わたし‥お母様が遠く離れているので‥。ですからとても寂しくて‥つい‥」

  

  

  

  所以，当我回到自己身边的时候，我还是感到了一种强烈的情感，感觉自己的身体已经被灼烧了，于是我就自然而然地去找风歌哥哥。

  　ですからそうして我に帰りながらも、依然として僅かながらに己が肉体にその身を焦がすかの如き、強烈なまでの情動を感じましては、自ずとフウガお兄様へと身を寄せます。

  

  

  

  “别放在心上。你对雪莉丝的担心是理所当然的。但是爱丽丝，你不必担心。因为我马上就会把你的母亲找回来。所以你只要在这里等就可以了。”那么，不久的将来就会重逢。”

  「いいや気にするな。そしてユキリスの身柄に対して君が抱く懸念は尤もだ。だがアイリス、君が案ずることは何もない。何故ならばすぐにでも俺が君の母上を取り戻すからだ。故に君はここで待っているだけでいい。さすれば近い内に再会も果たされる」

  

  

  

  于是，风歌哥哥对我这种任由自己冲动驱使的卑鄙行为，大方地点了点头。

  　すると自身の衝動が赴くがままに身を委ねるわたしの浅ましい振る舞いに応じるフウガお兄様は、その様にして鷹揚に頷きを返してくださいました。

  

  

  “好高兴……”

  「嬉しい‥」

  

  

  但是，对于像这样向我表示善意的哥哥，我也只能这样谄媚。

  　しかしながら、こうして善意を示して頂けましたフウガお兄様へと、わたしはこの様に媚び諂う他にないのです。

  

  

  之所以这么说，是因为在这片夜不归宿的陌生土地上，我可以依靠的人只有风野哥哥。

  　その理由は偏に、このよるべもない見知らぬ土地においてわたしが頼れる相手がフウガお兄様の他に存在しないが為に他なりません。

  

  

  

  因为在离雷亚诺斯提亚圣王国很远的地方，有很多我无法干涉的事情。

  　何故ならば、レアノスティア聖王国から遥か遠方にて所在していますこの土地には、わたしの及びが付かない事柄が多く存在しているが所以に御座います。

  

  

  因此，我很容易就能预料到自己会陷入意想不到的危机，所以我才会向比自己更强者风野哥哥屈服。

  　ですので自らが到底予想だにしない危機に陥ることも容易く想定できるが故に、わたしは自身よりも強者であるフウガお兄様へと屈服するのです。

  

  

  所以，刚才风歌哥哥说的那些誓言，虽然不一定能实现，但我已经做到了，只是表现出极其顺从的程度。

  　それ故今し方にフウガお兄様から語られました所の誓いも、必ずしも果たされるわけではない事に対して既に及んでいるわたしは、極めて従順な程度を演じます。

  

  

  因为，别人的殉情根本不是我这样的人能承受的。

  　何故ならば、他者の心中など到底わたしの様な者の及ぶ所ではないが為に他なりません。

  

  

  当然，这些话都是我单方面说出来的，所以我才会用自己的身体为他们投保。

  　無論口ではどうとでも一方的に語れてしまうが為に、わたしは自らの身を使ってこの様に保険を掛けるのです。

  

  

  自己的肉体终于迎来了蜕变，对我来说，真是从心底里这么想的不幸中的万幸。

  　正に自身の肉体が変貌を迎えてしまったのは、本当にわたしにとって、心底からそう思うまでに文字通りの不幸中の幸いに御座いました。

  

  

  其理由是，用淫乱的肉体来笼络殿下。

  　その理由は偏に、この様にして殿方を籠絡するには、淫乱な肉体を用いる手法があるとのことに御座いました。

  

  

  当然，我从书本上学到的知识是多种多样的，其中也包括房中术等绝不能暴露于人的道理。

  　その為無論わたしとて書物から得た知識は多岐の渡り、その内には房中術などの決して人に露呈できない様な理も含まれている次第です。

  

  

  但是，我已经有了这样的想法，所以在这个绝好的机会，我没有不实践的办法。

  　しかしながらわたしは既にその様な心得に及んでいるが故にそれ即ちこの絶好の機会、実践しない手はないのでした。

  

  

  所以事已至此，我也无法再坐视不理了，所以我决定立即采取行动。

  　ですから最早事ここに至っては、わたしとしてもなりふり構ってはいられませんので、即刻それを試みる次第に御座います。

  

  

  但是，像我这样的胆小鬼，无论如何也很难把事情弄到这种地步。

  　ですが如何してもその様な状況へと持ち込むのが、わたしの様な小心者には難しく思われます。

  

  

  同时，我对这种下流的行为并不感兴趣，自然会有所忌惮。

  　そして同時にその様なはしたない振る舞いに対して興じた事のないわたしには、自ずと憚られるとも思われたのでした。

  

  

  但是现在，我已经和风贺哥哥一起生活了。

  　ところが現状は既に、フウガお兄様と共に生活を御一緒させてもらう身に御座います。

  

  

  所以，现在的情况是，我们早已超越了踌躇不前的阶段，必须做好心理准备。

  　ですのでこの様にして躊躇いを覚えている段階は最早通り越して自然、時は覚悟を決めなくてはならない事態に御座いました。

  

  

  而且，现在不是在心里说三道四的时候，既然风歌已经和哥哥同居了，我也必须下定决心，这是不言自明的道理。

  　そうして内心ではとやかく言っている場合ではなく、遂にはフウガお兄様との同棲する運びとなってしまった以上、わたしとて腹を括るらなければなりませんのは自明の理。

  

  

  因此，我甘愿做出如此卑鄙的行为，不惜利用自己淫乱蜕变的肉体。

  　その為こうして取り入る様な卑しい自らの振る舞いに甘んじるわたしは、淫乱に変貌を遂げてしまった自身の肉体をも利用することも厭いません次第に御座います。

  

  

  “是的，我比谁都相信风贺哥哥。”

  「はい。わたしは誰よりもフウガお兄様を信じています」

  

  

  于是，我就像这样，在缺德的生活中耗尽了自己的身体，再次把自己的身体靠向风歌哥哥强壮的身体。

  　ですからその様にして悪徳に身をやつすばかりに御座いましたわたしは、再びフウガお兄様の逞しい肉体へと自らの身をまるで縋り付くかの様にして寄せます。

  

  

  接着，她仿佛要为自己卑鄙的行为而感到羞耻似的，用自己丰满的乳房抵住了风歌哥哥。

  　次いで自身のこの様な卑しい行いを恥じる想いを振り払うかの如く、前方へと突き出る程に豊満な自らの乳房を、フウガお兄様に対して押し当てたのです。

  

  

  我只能用自己柔软的肉体向大人献媚，这就是我悲惨的一面。

  　そして柔らかな自身の肉体でもってして無様なにも殿方に対して媚びるしか他に能のないわたしの惨めな姿が其処にあるばかりに御座います。

  

  

  除此之外，为了使其与自己更紧密地贴合，我有意识地用艳丽的动作将指尖移向风歌哥哥坚硬隆起的强壮胸肌。

  　これに加えて更に自身と密着させるべくしてフウガお兄様の硬く隆起した逞しい胸筋へと、そっと意識して艶やか動きで、指先を這わせたのです。

  

  

  与此同时，我温柔地抚摸着他，仿佛风在蛊惑哥哥一般，将自己的五指传达给他那钢铁般的肌肉所覆盖的肉体。

  　際してはそれと共に、優しく触れたわたしは、まるでフウガお兄様を蠱惑するかの如く、その鋼の如き筋肉に覆われた肉体へと、自らの五指伝わせたのでした。
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  顺从

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  昨晚刚才风歌哥哥说的那一连串的事情，好像就那样原封不动地发生了。

  　昨夜は今にフウガお兄様から語られた一連の出来事が、どうやらそのまま言葉通りに起きた様でした。

  

  

  作为佐证，这座宅邸的每一处都宛如暴风雨过后的痕迹，显露出焕然一新的面貌。

  　そしてその証左として同邸宅におけるあらゆる所が、まるで嵐が過ぎ去った跡の様にして、変わり果てた有様を露わとして見て取れます。

  

  

  当然，考虑到宅邸的规模，损失的程度当然是微不足道的。

  　無論その被害の程は、同屋敷の規模を鑑みては、当然ながら微微たる程度には御座いました。

  

  

  不过，他对自己居住的宅邸如此破坏，绝非寻常之事。

  　しかしながながら、これ程までに自らが住まう邸宅に対し、破壊の限りを尽くすなど、尋常では御座いません。

  

  

  最可怕的是，从房间出来，迎面看到的走廊上的景色。

  　特段凄まじいのは、居室から出た所の真正面に突き当たる縁側にて眺める景色に他なりません。

  

  

  因为就在眼前这个号称广阔无碍的庭院里，也能清楚地看到暴虐的痕迹。

  　何故ならば、眼前に広大と称して差し支えないお庭が臨めるこの場からでも、ありありとその暴虐の痕跡が窺える為に御座います。

  

  

  而且在天亮的这个时节，小鸟悦耳的啼声响彻四周。

  　それも、夜が明けた今の時分にあっては、小鳥の聞き心地の良い囀りが、辺りに響き渡る同所です。

  

  

  然而，现在眼前展现的景观却毁掉了那充满情趣、让人发自内心感动的风情。

  　しかしながら、その趣のある、心底から心打たれる風情を台無しとしてしまう要素が、今現在眼前にて広がる景観に御座います。

  

  

  因为当时在场的我，在风野哥哥的带领下，前往了这里。

  　というのも、この場に居合わせているわたしは、フウガお兄様に案内されるがままに、この場へと赴きました次第に御座います。

  

  

  所以昨天晚上阿纳斯塔西娅姐姐给我带来的破坏遗迹，我打算和他一起去拜访。

  　それ故昨夜アナスタシアお姉様からもたらされました破壊の跡地を、自ずと彼と共に訪れる運びとなりました所存です。

  

  

  因此，现在看到的对我来说有些刺激的光景，和以前的景色有所不同。

  　その為今に目の当たりと致しました些かわたしにとって刺激的な光景は、以前に前とした景色とは異として窺えます。

  

  

  第一次见到的时候，可以看到修剪得很整齐的各种花草。

  　初めてお目に掛かりました時分においては、綺麗に整えられている、剪定されていた草花の数々が見受けられました。

  

  

  但是经过昨晚，只过了一夜的现在，连那张脸都没有了。

  　ところが昨晩を経てたった一夜過ごした現在においては、その面影すらもありません。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  

  这里的景色美不胜收，称其为绝景也毫不为过。事到如今，这里的景观似乎已经失去了踪影。

  　その絶景と称しても過言ではない程に美しい趣がありました同所は、事ここに至っては、既に見る影すら失って思われる景観を晒していたのでした。

  

  

  所以，在这面前，我不由自主地张大了嘴，呆若木鸡。

  　ですからこれを前としてわたしは自ずとはしたなくも思わず口を開けてたままに、呆然としてしまった次第に御座います。

  

  

  注意到这一点，就会发现庭园的景象已经完全变了。

  　そしてそれ程までに気が付けば気圧されている程、その庭園の光景は様変わりしていたのでした。

  

  

  以前铺着的大理石板被挖开了，裸露的地面露出了土色，令人心疼。

  　以前までは敷き詰められていた大理石の石畳は抉られている為に、剥き出しとなった地面が痛々しくもその土色を晒しています。

  

  

  而且露出来的大地上还露出一个大洞，就像被大汤匙舀过一样。

  　加えてその露わとなった大地には、まるで大きな匙でその身を掬われたかの如き大穴が覗けていました。

  

  

  余波波及到我现在所处的檐廊，木造建筑的该处没能避免多少受害。

  　その余波はわたしが今に佇みます縁側にまで波及し、木造に建築された同所は少なからず被害は免れなかった様でした。

  

  

  但是从这些情况来看，受到损害更严重的似乎是庭院，而不是室内。

  　しかしながらそれらを踏まえて、より被害を顕著に受けているのは、屋内よりも遥かに庭園にある様です。

  

  

  所幸的是，虽然到处可见破坏的痕迹，但还是室外比较明显。

  　それ故幸いな事に、破壊の痕跡さえ所々に見て取れますものの、どうやらそれは比較的に屋外に著しい様子。

  

  

  这句话的意思是，把阿纳斯塔西娅姐姐引到屋外的是哥哥的手腕。

  　それ即ちどうやらこれの意味するところは、アナスタシアお姉様を屋外へと誘導したフウガお兄様の手腕の程に御座います。

  

  

  在战斗中，他是凌驾于莉莉姐姐和玛利亚姐姐之上的猛将。

  　流石はこと戦闘にかけては、リリーお姉様や、マリアお姉様をも凌ぐ猛者にあらせられます。

  

  

  他的实力早已超越了技巧的范畴，称之为一流也毫无疑问。

  　最早その実力の程は、手練の域などとうに超えて、その手並みは一流と称してなんら差し支えないに相違ありません。

  

  

  否。

  　いいえ。

  

  

  他那异于常人的本领，属于常人之外的领域，是一般人无法达到的境界。

  　その常人離れした手管は凡そ、人外さながらの領域にあり、到底並の者が至れる様な境地ではないのです。

  

  

  因此只要对他下手，面对阿纳斯塔西娅姐姐的对手，连使用自身魔力的必要性都没有，就可以制服了。

  　それ故に彼に掛かればアナスタシアお姉様の相手など、自身の魔力を用いる必要性すらもなく、制圧が可能としたとのことに御座います。

  

  

  因此，能够阻止阿纳斯塔西娅姐姐狂乱的，只有风歌哥哥一个人。

  　その為アナスタシアお姉様の狂乱を止められる事が出来たのは、フウガお兄様ただ一人に御座いました様です。

  

  

  因此，他那罕见的、突出的、超越了的鬼人的力量，远远超过了暴走的阿纳斯塔西娅姐姐的实力。

  　ですから彼の類い稀なる突出した、その超越せし鬼人の力量は、暴走したアナスタシアお姉様の実力をも遥かに上回る様でした。

  

  

  “……真不愧是风歌兄啊。如此精湛的技艺，令爱丽丝由衷赞叹。”

  「‥流石はフウガお兄様に御座いますね。この様な鮮やかなお手並み、心底からアイリスは感嘆致しました」

  

  

  所以，我不由自主地叫出声来，但马上回过神来，为自己辩解。

  　ですので自ずとその様にして声を挙げてしまいましたわたしはしかし、すぐさまハッと我に帰り弁解致します。

  

  

  “……真是抱歉，就像别人的事一样。这也都是风歌哥哥为我做的……”

  「‥申し訳ございません。この様に他人事みたいに。これも全てフウガお兄様がわたしの為にしてくださいました事にございますのに‥」

  

  

  之所以这么说，是因为我意外地看到了这里的景象。

  　何故ならばその理由は偏に、思いがけずして同所の光景を目の当たりとしてしまいましたが所以に他なりません。

  

  

  因此，我在这种情况下，自然而然地做出了极其不谨慎的事情。

  　それ故わたしはこれが相まって、自ずと不謹慎極まる事をしてしまいました次第に御座いました。

  

  

  于是，从头顶俯视着我的风贺哥哥，以极其平静的态度仰望着我。

  　するとそんな有様に無様を晒すわたしを頭上より見下ろすフウガお兄様は、至極落ち着き払った態度で仰られます。

  

  

  “不，我只是为了自己说服了阿纳斯塔西娅。我不是说过吗?不是爱丽丝在意的事。而且我也不知道她的耳朵在哪里。所以我把你藏在我的房间里，依然是不可告人的事实，所以还是多留点心眼为好。不管怎样，这都不可避免地会成为众所周知的事实，但没必要让自己暴露这种愚蠢的事实吗?”

  「いいや、俺はあくまで己が為にアナスタシアを説得したまで。言っただろう？アイリスが気にすることではないと。そして何処に耳があるかもわからん。それ故君を俺の部屋に匿う事は依然として秘匿すべき事実には相違ないのだから、少なからず気を払った方がいい。いずれにせよそれも周知の事実となるのは避けられないが、自ら露呈させる様な愚を冒す必要はあるまい？」

  

  

  虽然我的举止如此大方，却被他挖苦，我渐渐对自己的恶行产生了厌恶。

  　そしてこの様に鷹揚な立ち振る舞いながらも窘められてしまいましたわたしは、自らの悪手に対して漸く及びがつきました次第に御座います。

  

  

  “……是啊……真是不好意思……我真是太烦人了……”

  「‥そうですね‥。申し訳御座いません。‥わたしは本当にフウガお兄様の御手を煩わせてばかりに御座いますね‥」

  

  

  因此，我从心底明白了自己的不可取之处，只能一味地低下头。

  　この為、心底より自らの不得の致しますところを理解しましたわたしは、只々ひたすらに頭を下げる他にありません。

  

  

  

  “不会的。你和阿雪一样，一定是个聪明的孩子，将来一定很有前途。当然，她尤奇里斯·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚的事，我已经不能说三道四了。不过，关于你母亲阿雪的事，我和她有过不少交流，所以我认为我很了解她的为人，你的举止也跟她一样，已经不是同龄人能比的了。阿雪也和那个年纪的同龄人相比出类拔萃，但你比其他人更聪明，所以没必要悲观。”

  「その様なことはないさ。君もユキに似て、聡明な子供には違いない。将来は言うまでもなく有望だろう。無論彼女、ユキリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアの事は、既に俺がとやかく言えるような間柄にもない。だが、君の御母上であるユキの事は、過去に少なからず交流があったが故、俺なりにその人柄を理解しているつもりだ。君の振る舞いも彼女に倣い同様、既に同年代の者達の比ではない。ユキもその年に反して特段同世代の者達と比較しては群を抜いて優秀であった。しかしながら、それにも増して君は他の者達よりも突出して利口だ。それ故その様にして悲観する必要もない」

  

  

  不过，从风歌哥哥刚才对我说的意思来看，我对他说的话感到非常高兴。

  　しかしながら今し方にフウガお兄様からこの様にして仰られました意味する所を鑑みましたわたしはといえば、与えられたその言葉に歓喜を覚える限りに御座います。

  

  

  对于他的这番意外之言，我不禁面露喜色。

  　その様にして予期せぬ彼からもたらされた御言葉に対して思わず喜色を露わとしてしまいます。

  

  

  我的嘴角不由自主地向上翘起，为了掩盖这种行为，我用手掌捂住了嘴角。

  　自ずと口の端がはしたなくも吊り上がってしまいますわたしは、その様な振る舞いを隠すべくして口元を自らの手のひらで抑えます。

  

  

  “……是这样的……我实在是比不上雪松鼠的母亲。那样过分的话，实在是太过分了……”

  「‥そんな‥。わたしなど到底ユキリスお母様の足元にも及びません。その様な過分に過ぎる御言葉、身に余ります‥」

  

  

  

  因此，我谦虚地抑制住心中涌起的喜悦。

  　それ故に自身の心中に湧き上がる喜悦の程を如何にか抑え込みますわたしは、その様にして謙遜致します。

  

  

  所以，看到我这样的举动，风贺哥哥自然而然地以一种带着揶揄的、平易近人的态度说道。

  　ですから自らのこの様な振る舞いを前としたフウガお兄様は自ずと、何処か揶揄うかの如き、至極親しみ易い気軽い素振りで仰られました。

  

  

  

  “母亲……像你这么大的孩子是做不到那样的行为举止的。同时，这既是你的优点，也是你的缺点。因为这种特别的用心，有时可能会惹人讨厌。但是，如果你感受不到这一点，那就只能说是阿雪的女儿了。”

  「はは‥君くらいの年齢の子は、その様な振る舞いはできないさ。そして同時に、其処が君の長所でもあり、短所だ。何故ならばこうした殊勝な心掛けは、時として嫌味になりかねないが故に他ならん。だが、それを君から感じ取れないのは、流石はユキの娘といえよう」

  

  

  所以，自然持续的内容，虽然对我的举止多少有些责备，但也相应地温暖了。

  　ですので自然続けられた所の内容も、そんなわたしの振る舞いを僅かながらに咎めながらも、相応に暖かな代物に御座いました。

  

  

  听了他的这番话，我的内心深处自然而然地感受到了他那温柔的语调。

  　その様にしてまるで言い含めるかの如く一方的に仰られましたフウガお兄様の暖かな声色の御言葉は自ずと、これを耳と致しましたわたしの心底の奥深くまで染み渡ります。

  

  

  “……是啊……因为我不怎么认识那样的同龄人，所以很有参考价值。嗯……比我等人还要博学。风歌哥哥果然是位非常优秀的人。”

  「‥そうなのですね‥。わたしはその様に同年代の方々とはあまり面識を持ちませんでしたので、とても参考になりした。ええ‥わたしなどよりも余程博識ですのね。やはりフウガお兄様は、とても素晴らしいお方に御座います。」

  

  

  所以，我故意用甜美的声音，把自己的身体放在风歌哥哥身边，用发自内心的谄媚和肤浅的举止侍奉他。

  　その為ここぞとばかりに甘い声色を意図して挙げたわたしは、自らの肉体をフウガお兄様の傍らへと、心底から媚びた浅ましい振る舞いでもってして、この身を侍らせたので御座いました。

 
  朝食

  早餐

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  接下来，我打算和往常一样，在那令人痛苦的沉默支配着的客堂间里吃饭。

  　それから例によって、あの痛い程の沈黙が支配する御座敷での、御食事を頂きます所存に御座います。

  

  

  这次和以前不同，阿娜斯塔西娅姐姐没有在场，所以风歌哥哥和她的父亲豪鬼大人，一共两个人在场。

  　今回は以前とは異なりアナスタシアお姉様が居合わせていない為、フウガお兄様、そしてそのお父上に御座います豪鬼様、計二名の御二方と場を共に致しました所存に御座います。

  

  

  因此，我度过了一段特别安静的时间，我依偎着风贺大人度过了这段时间。

  　それ故特段に静かな時間を過ごすこととなりましたわたしは、フウガ様へと寄り添いながらその場を切り抜ける運びとなりました。

  

  

  因此，我因为无聊而紧张得吃不下饭，就试着给风歌哥哥倒了酒。

  　その為自ずと手持ち無沙汰に緊張から食事が喉に通らないわたしは、試しにフウガお兄様へとお酌を注ぐこととなりました。

  

  

  我之所以这么说，是因为我好不容易把自己安排在他身边，想有效地利用他变成恶魔的肉体。

  　といいますのも、せっかくこの様にして彼の傍らへとこの身を侍らせているのですから、かの魔物に変貌させられてしまったこの肉体を有効的に活用しようと思った次第に御座います。

  

  

  这不是我自作多情，看来老爷们对这种变异的淫乱肉体特别有需求。

  　これはわたしの自惚れでなければなのですが、少なからずこの変異を果たした淫乱な肉体は、殿方から特段に需要がある様子です。

  

  

  也就是说，不管风歌哥哥多么严格，他毕竟是一位有经验的人，多少会对我的身体感兴趣。

  　それ即ちフウガお兄様がどれ程までに厳格な性質でも、彼とて歴とした殿方に御座いますから、多少なりともわたしの肉体に対して興味関心を抱いて頂けるということに他なりません。

  

  

  所以，他不惜露出自己的大腿，把自己的身体紧贴在风贺哥哥身上。

  　それ故自らの太腿が剥き出しになるのも厭わずに脚を崩して、フウガお兄様へと自身の肉体を密着させるのでした。

  

  

  每当这时，我那向前突出的丰满乳房就会自然而然地被他那强壮的手臂所挤压。

  　際しては自ずと、前方へと大きく突き出たわたしの豊満な乳房が、彼の逞しい腕に押し付けられます。

  

  

  隆起的乳房仿佛被哥哥坚硬的肌肉压扁了一般，我的乳房看起来十分淫靡。

  　隆起したフウガお兄様の硬い筋肉にまるで押し潰されるかの如きわたしの乳房の有様は、酷く淫靡な光景としても見て取れます。

  

  

  与此同时，我对这种自食其力的现状多少感到羞耻。

  　そしてそれと同時に、この様なはしたな振る舞いに自ら身をやつしている現状に対して幾分か羞恥を覚えます。

  

  

  接着，我感到了一丝后悔，对于再往前推进这个阶段，感到十分踌躇。

  　次いでこれに対して一抹の後悔を覚えたわたしは、これ段階を先に進める行いに大変躊躇いが感じられました次第に御座います。

  

  

  所以，当我为风歌哥哥斟酒之后，就一直保持沉默。

  　ですからフウガお兄様のお猪口にお酌をした後のわたしは、それきり沈黙を保つ限りでありました次第です。

  

  

  所以，我只能待在风歌哥哥的旁边，一点也不觉得饿。

  　それ故只々フウガお兄様のお隣に身を落ち着ける他にありませんわたしは、特段空腹すらも感じられません。

  

  

  所以，我的职责就是给风歌哥哥倒酒，渐渐地，我的腿麻痹了，我改变了姿势。

  　ですのでフウガお兄様にお酒を注ぐだけの役割に徹するわたしは、次第に脚が痺れてきてしまいましたので、姿勢を変えました。

  

  

  刚才还侧着的腿跪坐着，然后屁股啪嗒一声落在榻榻米上。

  　先程までは横に流していました脚を正座を経てから、畳みにペタンとお尻を落とします。

  

  

  

  而坐在大腿内侧的我，在重新意识到自己肉体的不协调感后，马上对其进行了补充。

  　そして内股に女の子座りをするわたしは、自身の肉体の違和感に改めて気付いたのちにすぐさまそれに対しての及びをつけます。

  

  

  这无疑是我变成这样的肉体所产生的弊端。

  　それは偏に、わたしがこの様に肉体に変貌を遂げたことにより生じた弊害に他なりませんでした。

  

  

  好歹骨盆也随着那个完成了变质，整体上从以前根本的骨骼毫无保留地迎接着肉体的改变。

  　どうやら骨盤もそれに伴い変質を果たした為、全体的に以前とは根本の骨格から余す所なく肉体の変貌を迎えている様でした。

  

  

  因此，我觉得和以前不同，大腿内侧的姿势更舒服，简直就像个少女。

  　ですから以前とは異なり内股の体勢の方が遥かに楽に思われるわたしは、まるで幼い少女の如き姿を晒していたのでした。

  

  

  但是，因为我自己也意识到了这种不体面的姿态，所以更加被羞耻心折磨。

  　しかしながらその無様な姿勢をわたし自身自覚している所に御座いますが故に、特段より一層羞恥心に苛まれるのでした。

  

  

  

  而对我来说，更能忍受的，只有支配着这里的、仿佛伴随着质量的寂静。

  　そしてこれにも増して些かこの身には余り、大層堪えますのは、同所を支配する、まるで質量さえをも伴って思われる静寂に他なりません。

  

  

  或者这是这里默认的规矩，在这里待了没多久的我还不清楚。

  　或いはそれがここの暗黙のしきたりにであるのかなど、ここに身を置いて依然として日が浅いわたしには判然としません。

  

  

  但是，风哥和他的父亲是豪鬼大人。

  　ですがフウガお兄様とそのお父上にあらせられます豪鬼様。

  

  

  这两父子在一起时所产生的气氛，让人感到非常紧张，这绝不是我的错觉。

  　この御二方親子が場を共にするに際して発する空気感の如き代物が、極めて張り詰めて感じられますのは、決してわたしの思い違いではない筈です。

  

  

  所以，在这令人心痛的沉默之帐降临的同时，我也受到了极大的压力。

  　それ故自ずとこの痛いまでの沈黙の帳が舞い降りた同所において、特段気圧されてしまうわたしに御座います。

  

  

  

  尽管如此，如果让我自己站出来谈论他的话题，我觉得有些不敬，所以我一直保持缄口不言。

  　しかしながらだからと言って、わたし自らが声を挙げて何事をかの話題を提供させて頂きますのは、些か不敬に存じますが故に、この様にして口を噤むに徹している次第に御座います。

  

  

  我就是这样一个性格乖张的人，所以才会为风贺哥哥斟酒而努力。

  　そしてそんな塩梅のわたしに御座いますから、フウガお兄様のお酌を粛々とするだけに努めていました所存に御座います。

  

  

  看来，无论我多么受欢迎，本质上还是敌国圣女的女儿。

  　どうやらやはりわたしは幾ら歓迎されているといえども、本質の所は依然として敵国の聖女の娘には相違ありません様子に御座います。

  

  

  因此，即使有这样的陪伴，也无法摆脱被给予的压迫感那样的气氛。

  　その為例えこの様な御相伴に預からせて頂こうとも、与えられる威圧感の如き雰囲気からは逃れられないのでした。

  

  

  这样一来，我就会思考到这一点，自然而然地成为自己现在感到不舒服的主要原因。

  　すると、其処まで思考を巡らせて、自身が今に感じている居心地の悪さの要因に自ずと至るわたしに御座います。

  

  

  而且我从心底深切地感受到，这一切都是我的失误造成的。

  　そしてその理由は偏に、全てはわたしの至らぬ不得の致す所が所以に御座います事を、心底から痛感致しました所存です。

  

  

  那确实是我单方面的、非常随意的疏离感，我渐渐意识到自己过于愚蠢的行为。

  　果たしてそれは至極一方的に、誠に勝手ながら疎外感などを覚えているわたしは、あまりに愚かに過ぎる自身の振る舞いに漸く及びがついたのです。

  

  

  

  因为我是现场唯一的异类，所以大家都不说话，这是我自作主张的臆想。

  　というのも、この場において唯一の異分子であるわたしが場を共にしているから、こうして誰も物を語ら無いのでは無い、という至極身勝手な邪推に御座います。

  

  

  也许这种沉默并不是因为我在场，而是因为风歌哥哥和豪鬼大人的亲子关系并不融洽。

  　もしかすればこの沈黙はわたしが同所へと居合わせているが所以にもたらされた代物ではなく、単純にフウガお兄様は豪鬼様との親子関係が円満では無いのやもしれません。

  

  

  如果再重复这样的愚蠢行为，就能与像压在这里一样降临的沉闷的静寂相吻合。

  　そうして改めてその様に愚行を巡らせると、同所にのしかかる様にして訪れている重苦しいまでの静寂にも辻褄が合う様でした。

  

  

  然而，这也仅仅是我自己的臆测，或者是一厢情愿，我不敢直接询问真相。

  　しかしながらそれすらあくまでわたし自身の憶測、あるいは希望的観測でしか無く、この真実の程を直接お聞きするのも憚られます所存に御座います。

  

  

  因此，我心中的疑问依然没有得到解决，虽然已经到了喉头，但还是被压了下来。

  　それ故依然として解消されることのないままに、自ずと心中に称えられています疑問は、喉元まで至りましたがすんでのところで押し留められました次第に御座います。

  

  

  因此，对自己的内心存有不少芥蒂的我，只能抱着这种无法轻易说出口的东西，全身心地投入到这里的氛围中。

  　その為自らの内心に対して少なからずわだかまりの残るわたしは、そうしたおいそれとは口に出来ない代物を胸中へと抱えたままに、同所の雰囲気へと身を委ねる他にないのでした。

  

  

  

  所以，我实在是无地自容，面对摆在眼前的丰盛饭菜，我也渐渐难以下咽。

  　ですから否が応にも肩身が狭い思いのするわたしは、眼前に盛り付けられています豪勢な御食事も喉に通らない次第に御座いました。

  

  

  恐怕是用非常昂贵的材料定做的吧。

  　恐らくは大変高価な材料により誂えられているでしょう。

  

  

  从这些极尽奢华的物品中，飘出一股特别美味的、刺激食欲的芳醇香气，就连紧张得缩起身子的我也能感受到。

  　その贅を尽くされた品々からは、特段品の良い食欲を刺激する芳醇な香りが漂ってきますのが、緊張に身を竦めているわたしにも感じられます程に御座います。

  

  

  因此，即使是对这种知识不甚了解的我，只要看一眼就知道它的价值。

  　ですからこの様な知識については疎いわたしでも自ずと一目目の当たりとしただけでもその代物の価値には及びがつきました。

  

  

  不管怎么说，它是名副其实的“天下第一”的美味佳肴，这一点不用再去确认它的味道就能明白。

  　どうやら文字通りに天下一品と称して差し支えないまでに大変美味な料理である事は、改めて味を確認するまでもなく明らかな様に思われます。

  

  

  作为证据，时间稍微往前追溯，就是我刚住进这栋宅邸的时候。

  　その証左として僅かながらに時を遡るは、このわたしが同お屋敷に身を置く事となりました、当時の時分の事に御座います。

  

  

  总之就是昨晚陪您吃晚饭的事。

  　それは要するに昨夜に御相伴に預かりました御夕食の事に御座います。

  

  

  那次盛情款待时所招待的料理的味道非常美味。

  　その歓待の折におもてなしされた料理の味の程は、大変美味で御座いました。

  

  

  这些都是我身处圣域时根本无法品尝到的精品。

  　それらはわたしは聖域に身を置いていた時分では到底味わうこともできないでしょう、素晴らしい品々に御座いました。

  

  

  果然是异国他乡，用我从没吃过的食材做出来的味道，给我带来了非常新鲜的感觉。

  　やはり異国の地とあってか、わたしが口としたことのない食材から拵えられていますそれらの味は、大変新鮮な感覚をわたしへともたらしてくださいました。

  

  

  除此之外，晚餐最后一道菜似乎是甜味，味道远比果实浓郁，这道菜给我留下了深刻的印象。

  　そしてこれに加えて更には、御夕食の最後の出てきた甘味の類いと思しき、果実よりも遥かに味の濃い代物は大変脳裏へと強烈な印象と共に刻み付けられている所存に御座います。

  

  

  这道甜点是如此强烈地刺激着我的味蕾。

  　それ程までにそのデザートは、鮮烈な程それを口としたわたしの味蕾を刺激して止まない代物であったのでした。

  

  

  因此，我的食欲已经明显下降，对于晚饭完全不动手留下的事情，我感到非常的罪恶感。

  　それ故食欲が著しく失せている現状にある始末のわたしは、お夕飯に一切の手を付けずに残してしまう事に対して大変な罪悪感を覚えずにはいられません。

  

  

  因此，我期待着在这之后能品尝到甜味，并把它作为原动力，自己也伸出了筷子。

  　ですから如何にかこの後に待ち受けています甘味の味を期待致しましたわたしは、それを原動力の糧として自らもお箸を伸ばします。

  

  

  然后，风自然而然地坐在了哥哥身边，我自己也开始吃起饭来。

  　そして自ずとフウガお兄様の傍らに腰を落ち着けるがままに、漸くわたし自身も御食事へと手を付け始めたのでした。

 
  見送り

  送行

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  刚刚吃完饭，我去门口为风歌哥哥送行。

  　たった今御食事を終えまして、わたしはフウガお兄様の御見送りへと戸口へと赴いていた次第に御座います。

  

  

  在刚才吃的那顿饭中，最后端上来的那道甜味的、可能含有砂糖的东西非常美味。

  　先程頂いた御食事の内でも、やはり最後に出てきた甘味の、恐らく砂糖が含まれていると思しき代物は大変美味に御座いました。

  

  

  因此，我从心底重新找回了活力，心情也很好，为了表示对哥哥的顺从，我亲自跪拜。

  　その為心底から活力を取り戻したわたしは、機嫌も上々のままに、自らフウガお兄様への従順を示すべくして平伏致します。

  

  

  “哥哥，路上小心。”

  「いってらっしゃいませフウガお兄様。どうかゆめゆめ道中、お気を付けくださいませ」

  

  

  所以，我在那里用三指深深鞠了一躬，然后抬眼仰望风歌哥哥。

  　それ故深々とその場にて三つ指をついて深々と頭を下げたわたしは、上目遣いにフウガお兄様を仰ぎ見ました。

  

  

  “嗯，至少我打算比平时早回家，不过我回来的时候你尽量待在房间里。不过，这当然不是强制的，我也不打算对你设置什么特别的限制，你想怎么生活就怎么生活，放心吧，只是外出一定会被人看见。你也一定不是出于本意吧?所以希望你不要做出太引人注目的举动。”

  「ああ、少なくとも普段よりは早く帰宅するつもりではあるが、俺が戻る間は出来るだけ部屋に居てくれ。だが、無論これは強制ではなく、特段俺が君に対しての制限の様な代物を設けるつもりもないから、好きなように生活してくれて構わない。安心してくれ。ただ外出すれば少なからず人目に晒される事には相違ない。君とてそれは不本意には違いあるまい？故にあまり目立つ様な振る舞いは避けて欲しい」

  

  

  风歌哥哥答应了，从他身上可以看出他落落大方、沉着冷静。

  　するとこれに応じてくださいましたフウガお兄様からは、鷹揚に落ち着き払った立ち振る舞いが見て取れます。

  

  

  因为在这个鬼人族统治的城市里，他是屈指可数的名门望族的儿子。

  　何故ならばそれは、彼がこの鬼人族が統治する都市においても、有数の名家の御子息であるが所以に他なりません。

  

  

  正因为他身份高贵，所以像我这样谦恭的态度并不稀奇。

  　それ故彼は特段高貴なる身分に位置付く存在であるが為、今のわたしの様な謙った態度は別段物珍しい光景ではないのでしょう。

  

  

  当然，我也效仿他。

  　無論それはわたしとて彼に倣い例外ではありません。

  

  

  以前，置身于圣域时的我和现在完全不同，是被尊敬的立场。

  　以前、聖域にて身を置いていた時分のわたしは現在とは異なり真逆、敬意を払われる立場でありました。

  

  

  因此，对比自己年长的人的言行举止，我自认为是发自内心懂得的。

  　その為少なからず、自身よりも目上の者に対しての振る舞いは、心底より心得ているつもりに御座います。

  

  

  但我做梦也没有想到，以前一直被人瞧不起的我，竟然会沦落到这种地步。

  　しかしながら以前までは遜られる側にありましたこのわたしがまさか、この様に平伏する羽目となるとは到底夢にも思いませんでした。

  

  

  除此之外，我还会像这样向老爷们低头道歉，这是完全没有预料到的、极其荒唐无稽的发展。

  　更にこれに加えて、この様にして殿方に対してわたしが頭を下げる事になるなど、まさか予想だにしない、至極荒唐無稽に過ぎる展開に御座います。

  

  

  当初去这片陌生的土地之前，在圣域横行霸道的时候，我的境遇和我完全不同。

  　当初この見知らぬ土地に赴く前、聖域にて幅を利かせていました時分とは、凡そ掛け離れたわたしの境遇に御座います。

  

  

  我想，早在那时，对自己的身世嗤之以鼻的傲然殉情，早已消失得无影无踪，连我自己都无从知晓了。

  　最早あの頃の様にして、自らの出生を鼻にかけた傲った心中は、既に見る影もなく自身でも及びがつきます程に消失して思われます。

  

  

  这一切，都是因为他受到魔物的诅咒所带来的危害，导致他的肉体淫乱不堪。

  　それもこれも全ては、かの魔物から与えられた呪いによる弊害から生じたこの、淫乱極まる変貌を迎えた肉体が所以に他なりません。

  

  

  但更重要的是，若是犯了魔物般的恶行，那真是有愧于雷亚诺斯提亚之名。

  　ですがそれにも増して、まさか魔物如き悪徳の不覚を取ったとありましては、レアノスティアの名に恥じる行いに御座います。

  

  

  最后，我只能打从心底祈愿与由奇里斯母亲再次相见，我的无能使自己也陷入了罪恶之中。

  　果てにはこの様にユキリスお母様との再会を、心底より乞い願う他にありませんでした、無様なわたしは、自身も罪悪へと身をやつしているのでした。

  

  

  但是我理解他这种贬低自己的行为，仍然一味地向风歌哥哥献媚。

  　しかしながらその様に、自らを貶める振る舞いを理解して尚わたしは、只々ひたすらにフウガお兄様へと媚び諂う限りに御座いました。

  

  

  因此，在这一连串的事情的影响下，我的心境已经达到了达观的境界。

  　それ故にこれら一連の出来事も相まってわたしの事ここに至ります心境は最早、諦観の境地と称しても差し支えありません。

  

  

  尽管如此，不知为何依然能感受到的羞耻心并没有消失，依然健在，如实地反映在我的心中。

  　ですがにも関わらず、何故か依然として感じられます羞恥心の程は失われることはなく、未だ健在として如実にわたしの心中へと反映されて思われます。

  

  

  刚才我跪地磕头的姿势，与我自己率先公开的样子相符合，我渐渐清醒过来，感到受到了特别的羞辱。

  　この様に今し方晒しています土下座の姿勢は、自ら率先して披露して見せた手前も相まり、漸く我に帰ったわたしは特段辱めを受けた様な心地となる他にありませんでした。

  

  

  之所以这么说，是因为刚才吃饭时吃到的甜味非常美味，我不由得兴奋起来。

  　といいますのも、先程の御食事の折に頂きました甘味のお味が大変美味に御座いました故、思わず高揚してしまいました。

  

  

  于是，我在这种情绪的驱使下，委身于此，像现在这样，我跪伏在地，仰视着风贺大哥。

  　その為この情動が赴くがままに身を委ねたわたしは、今に晒します無様にも平伏した姿で、フウガお兄様を仰見ていたのでした。

  

  

  所以，我这一连串丑态的种种原因，都是因为刚才所说的甜味。

  　それ故この様な一連のわたしの醜態の数々の要因は全て、先程口と致しました甘味が所以に相違ありません。

  

  

  如果不是这样的话，我简直就像向风歌哥哥屈服了一样。

  　仮にそうでなくては、まるでわたしがフウガお兄様へと進んで屈服している様に御座います。

  

  

  但是，这种卑鄙的行为绝对不是我所希望的，所以我现在跪在地上，完全是为了雪松鼠母亲。

  　しかしながらその様な卑しい振る舞いは、決してわたしの望む所には御座いません故、今に晒している土下座は偏に、ユキリスお母様の為に他なりません。

  

  

  所以，我那令人郁闷的丰满的乳房实在是太大了，如果把它压在地板上的事实是有目的的，那也没什么好讨厌的。

  　ですからわたしの鬱陶しいまでに豊満な乳房が、あまりに大き過ぎるが所以で、床に押し付けられている事実も目的のためであれば厭う様な事に御座いません。

  

  

  一切都是大事之前的小事，所以我的意识从自己柔软扭曲的乳汁上移开了。

  　全ては大事の前の小事に御座いますが故、まるで押し潰されるかの如く柔らかにも歪む自身のお乳から意識を逸らします。

  

  

  但是，我的身体已经发生了翻天覆地的变化，我依然没有为您准备合身的衣服。

  　しかしながら依然として、この変貌を迎えた肉体に合致していますお洋服を都合してもらっていません。

  

  

  因此，我还是照例穿着短裙和暴露的巫女服。

  　その為、やはり例によって丈の短いスカートと、露出の多い巫女服といった塩梅の出立ちを晒すわたしに御座います。

  

  

  所以，我一身猥琐的装束，在我低头行礼时，裙子一定是卷起来的。

  　それ故この様な卑猥な装いを身に纏うわたしに御座いますから、自ずと平伏するに応じて恐らくスカートが捲れているに相違ありません。

  

  

  所以，从哥哥从头顶俯视跪在地上的我的位置上，应该可以看到他的身体全貌。

  　ですから土下座の体勢を晒すわたしを頭上より見下ろすフウガお兄様の位置取りからは、その肉体の全容が見えている事に筈に御座います。

  

  

  裸露的臀部自不必说，就连平卧时自然而然产生的乳沟也能清晰地看到。

  　剥き出しとなったお尻は勿論で御座いますが、それをはじめとして、平伏する事によりおのずと生じた乳房の谷間の程が、鮮明に見て取れるに違いありません。

  

  

  当然，女性内裤对臀部的凹陷也暴露了出来，这是通过暴露在室外的肌肤感觉自然能理解的。

  　無論臀部に対しての女性用ショーツの食い込みさえも露わとなっているのは、外気へと晒された肌の感覚により自然理解させられます。

  

  

  尽管如此悲惨，我还是恭敬地回答了风歌哥哥的话。

  　そしてそれ程までに惨めな姿晒したままにわたしは、フウガお兄様から仰られました御言葉に恭しく返答致します。

  

  

  “是的，风歌哥哥说的话，我就照做。”

  「はい、フウガお兄様が言うのでしたら、その通りに致します」

  

  

  有时，我会极其夸张地深深地低下头，以此来表示自己的顺从。

  　際しては、至極大仰なまでに深々と頭を下げますわたしは、これにより自身の従順を示します。

  

  

  虽然我知道有些不敬，但考虑到自己今后的处境，我才提出请愿。

  　そして些か不敬とは存じていますが、これから自身の境遇も考慮した上での嘆願を呈しました所存に御座います。

  

  

  “那个……如果可能的话，我想去看看风贺哥哥房间书架上的东西。”

  「あの‥可能でしたら、フウガお兄様のお部屋の書棚に御座いました物を拝見したいく思います」

  

  

  “哦……那个年龄就对那件事感兴趣吗?嗯……看来你比我想象的要聪明得多。由此看来，你真的很像阿雪……”不……好像到现在为止，我还是对你抱有不少的轻视。不过，放心吧，这一切现在都消除了。哈哈……我完全忘记了，你既是阿雪的女儿，同时也是龙鬼先生的孩子。”

  「ほう‥その年齢であれに関心があるというのか？‥ふむ‥成程。どうやら君は俺が考えていたよりも遥かに聡明である様だ。それも踏まえて君はまるで本当にユキに似ているな‥。いや‥未だに俺は少なからず君に対しての侮りを抱いていたらしい。しかし安心してくれ。それも今解消された。はは‥すっかり失念していたが、君はユキの娘であると同時、あの龍鬼さんの子供であったな」

  

  

  风贺大哥听了我的恳求，脸上露出了由衷的笑容。

  　するとそんなわたしの畏まった懇願に対して応じたフウガお兄様は、何処か感嘆を受けたかの様にして、破顔致しました。

  

  

  “啊，好吧。你想用什么就用什么。但是，其中也有一些不方便用的东西，所以希望你尽量注意。做什么事情的时候不要当场试，在那之前先跟我说声拒绝，预先判断我是否安全。怎么样?我刚才说的话你都理解了吗?”

  「ああ、いいだろう。好きなだけ俺の部屋にある物を使うが良い。だが、中には些か手に負えない代物もあるが故に、出来るだけ気を払って欲しい。何かをする時はその場で試さず、その前に俺に対しての断りを入れてくれ。予め俺が安全か否かの判断を下そう。どうだ？今に俺が言った事は理解してくれただろうか？」

  

  

  而且，哥哥所说的内容，和我自己所期望的完全一致。

  　そして言葉を紡ぎましたフウガお兄様の仰られる所の内容は、わたし自身が望んでいた内容と合致していました次第に御座います。

  

  

  “真不好意思。”

  「畏まりました」

  

  

  因此，我再次低头表示感谢，用打从心底为风野哥哥的身体担心的话语，用极少的语言传达给他。

  　それ故再びかぶりを下げて感謝の意を示したわたしは、心底からフウガお兄様の身を案じる物言いで、言葉少なに伝えます。

  

  

  “风野兄，请您不要太勉强。”

  「フウガお兄様、どうかあまり御無理はなさらない様にお願い致します」

  

  

  这是我献给即将奔赴战场的风贺哥哥的小小的祝福。

  これはこれから戦いの場へと赴く、フウガお兄様へと捧げるわたしからのささやかな祝福に御座います。

  

  

  但是，即使是我的言灵，也会与之一同诵诵圣句，所以，比起缺德，瑞亚诺斯提亚大人一定会保佑我的身体。

  しかしながらそんなわたしの言霊といえども、少なからずこれと共に聖句を唱えた為、彼の身を悪徳よりレアノスティア様の御力にて御守りくださるに違いありません。

  

  

  “啊，我一定会把雪找回来的。龙鬼先生现在虽然身在魔领，但只要告诉他你找到了他，他一定会马上来这里的。所以你什么都不需要做。”你只要在这宅邸里等着就行了。”

  「ああ、必ずユキは取り戻してみせる。龍鬼さんも今は魔領にその身を置いているが、君が見つかった旨を知らせればすぐに此方にも赴いてくださるに違いない。故に君は何もする必要はない。ただこの屋敷で待っているだけでいい」

  

  

  

  对于我提出的请求，风贺大哥点点头，他也效仿我的做法，表现出坚定的决心。

  　そうしてわたしの呈しました訴えに頷いたフウガお兄様は、これに倣い同様に固い決意を露わと致します。

  

  

  我亲眼目睹了哥哥如此有男子气概的样子，从心底里产生了憧憬之情。

  　その様にして特段に男らしいフウガお兄様の御姿は、これを目の当たりに致しましたわたしは、心底からの憧憬の念を抱きます。

  

  

  与此同时，不知怎的，下腹部隐隐作痛，一种甜蜜又悲伤的情绪驱使着我。

  　そしてそれと同時、如何してか下腹部辺りが妙な熱い疼きを覚えると共に、何処か甘く切ない情動へと駆られたのです。

  

  

  

  然而，当我对被赋予的肉体的冲动感到混乱时，风贺哥哥从头顶上传来了这样的话语。

  　ですがそんな与えられた肉体の衝動に対しての混乱を覚えますわたしを他所にして、フウガお兄様から頭上より御言葉がもたらされました。

  

  

  “那我走了。”

  「では、行ってくる」

  

  

  接着，勇猛而眼中闪烁着坚强意志光芒的风歌哥哥留下一副毫不动摇的威严声调，离开了这里。

  　続いて勇猛にも瞳に力強い意志の輝きを宿したフウガお兄様は、何物にも揺らがぬ大変威厳の感じられます声色を残して、この場を後と致しました。

 
  書物

  书籍

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  就这样，我送走了风歌哥哥，马上回房间去了。

  　その様にして、フウガお兄様のお見送りを致しましたわたしは、すぐさまお部屋へと戻りました。

  

  

  因为我不想让自己暴露在用人的视线之外。

  　何故ならば、これ以上使用人の方々の人目にこの身が晒されるのも大変憚られましたが所以に他なりません。

  

  

  我这么说，并不是我自作多情，而是可以从历史上看到的事实。

  　といいますのも、やはりこれはわたしの自惚れではなく、歴とした事実として窺える事柄に御座います。

  

  

  那是无法忍受来自对自己的，仿佛是坚韧不拔的视线所给予的耻辱而做出的行为。

  　それはこの身に対して向けられる、まるで粘りつく様な視線から与えられる恥辱に、耐え兼ねたが為の振る舞いです。

  

  

  而且越走越快，裙子的长度就会不由自主地翻飞，我实在承受不了。

  　そして次第に早足になれば果てに、自ずと翻ってしまう心許ないスカートの丈は大変わたしには身に余る代物に御座います。

  

  

  不过，我想去的那个房间离这里并不远。

  　最も、わたしが目指すべくして所在しているお部屋までの距離の程は、ここより離れている訳でも御座いません。

  

  

  但是，在返回目的地的路上，人们对我的视线却大不如前。

  　ところが、このわたしが目的地へと戻る道中にも、この身へと向けられる視線は、以前までの比では御座いません。

  

  

  果然不出所料，他的目光投向了这具因魔物的诅咒而变了样的淫乱肉体。

  　やはり案の定その眼差しは、かの魔物より与えられた呪いによって変貌してしまったこの淫乱な肉体に対して注がれています。

  

  

  他的眼睛里似乎映出了一个在大人看来非常有魅力的东西。

  　どうやらこの身は殿方から見て、大変魅力的に思える様な代物として、その瞳には映っている様に御座います。

  

  

  之所以这么说，是因为我那向前突出的丰满乳房。

  　何故ならばそれは偏に、わたしの前方へと大きく突き出た豊満な乳房の程が恐らく所以に御座いましょう。

  

  

  我不由自主地想起了由奇里斯母亲曾经抱怨过的事实，殿下特别喜欢女性丰满的奶水。

  　殿方は特段女性の豊満なお乳を好む傾向にある事実を、以前にユキリスお母様が愚痴を零していた記憶が自ずと想起されました。

  

  

  接下来最重要的是那个人的容貌。

  　そして次いで重要となるのは、その者が持ち合わせている容姿がであるとのことに御座います。

  

  

  当然，我并没有因为自己的才干特别优秀而骄傲。

  　無論わたしが自身のきりょうが特段優れているなどと、驕っているわけには決して御座いません。

  

  

  但是，平时周围的人都称赞我的容貌，所以我的容貌应该不丑。

  　ですが平素より周囲から容姿を褒め称えられてきたが為、別段わたしの顔立ちが醜い訳ではない筈に御座います。

  

  

  甚至有人说，我的容貌简直就是雪莉丝母亲的翻版，看来我的容貌还是相当美丽的。

  　寧ろユキリスお母様の生き写しの様だ、とまで言われていましたわたしの容貌は、少なからず美しくあるのでないでしょうか。

  

  

  除此之外，还有一个佐证，那就是刚才哥哥对我的称赞之词，其实是在肯定我现在所认为的。

  　更にこれに加えましてその証左としては、先程のフウガお兄様より与えられた称賛の御言葉の意味する所は、わたしが今し方に考えますそれを肯定する代物に御座いました。

  

  

  由此看来，我的容貌确实与雪克利斯母亲不相上下。

  　そしてこれを鑑みますと、やはり特段改めまして他者に言及するまでもなく、わたしの容姿の程はユキリスお母様と瓜二つといった塩梅に相違ないのでしょう。

  

  

  最后，那个恶毒的魔物变成了我的身体，变成了和雪莉丝母亲非常相似的肉体。

  　そうしてこの果てには、かの悪徳な魔物より変貌させられてしまいましたこの身は、ユキリスお母様と大変似通った肉体となってしまいました。

  

  

  那又大又结实的臀部实在太愚蠢了，再加上给我的乳房比yukyris母亲还要丰满。

  　それも大きくてむっちりとした臀部は愚か、これに加えてユキリスお母様よりも豊満な乳房がわたしへと与えられる羽目となりました次第に御座います。

  

  

  然而，雪松鼠母亲的身材却和我完全对称，她的身材简直就像高耸入天一样。

  　しかしながら、わたしとは対称的にユキリスお母様は特段スタイルが良く、その体型はまるで、スラリと天に聳え立つ様に御座います。

  

  

  当然，与鬼人族岩男那样强壮的身体相比，即使是尤奇里斯母亲也相形见绌。

  　無論鬼人族のまるで岩男の如き屈強なる殿方の肉体と比較しては、流石のユキリスお母様といえども見劣り致します。

  

  

  但她依然以美丽的肉体为傲，雪莉丝母亲的身体就像一种工艺品。

  　けれどやはり大変美しい肉体を誇る事には変わりはなく、ユキリスお母様のお身体はまるで一種の工芸品の様に御座いました。

  

  

  所以，尽管我的身高略低于由纪丽丝母亲，但乳房特别大的我的肉体却显得有些淫乱。

  　それ故ユキリスお母様より些か背丈に劣りますのにも関わらず、特段乳房の大きなわたしの肉体は些か淫乱に過ぎる代物として窺えます。

  

  

  就这样，我不停地思考着，当我回过神来的瞬间，发现自己已经回到了应该回到的房间前。

  　そうしてこの様に延々と思考を巡らせていますわたしは、次の瞬間に気が付けば、既に自身の身が戻るべきお部屋の前へと至っている事に及びがつきましたに御座います。

  

  

  就这样，我走了过去，但还是沉浸在沉思中，打开了门。

  　その様にして足を運ばせましたわたしはしかし、依然として物思いに耽るがままに身を委ね、戸口を開くのでした。

  

  

  就这样，随着自己情绪的变化，我反手关上了房门。

  　この様に自身の情動が兆すがままに赴くわたしは、お部屋の扉を後ろ手に閉ざします。

  

  

  接着，他走向眼前展现的书架。

  　するとこれに次いで眼前にて広がります光景へと納められています書棚へと歩を進めます。

  

  

  

  于是，我把目光转向了每一本书，在我的视野边缘，必然会捕捉到我的目标。

  　そして一通りの書物へと眼差しを巡らせましたわたしは必然、そこに目的の代物を視界の端へと捉えます。

  

  

  

  我不由自主地伸手去拿，从书架上取出了那本画着惊人图案的书籍。

  　自ずとそれに対して手を伸ばしましたわたしは、そのおどろおどろしい絵が施された書籍を棚より取り出します。

  

  

  然而，就在那一瞬间，我却被那沉甸甸的装饰作了注脚，被压垮了。

  　ですが途端に、その手中へと納められました大変重厚な誂えとなっています、ズッシリとした本の装飾の程に予期せず気圧されてしまいます。

  

  

  “啊……”

  「ぁ‥」

  

  

  接着，我被它意想不到的装订触感所震撼，等回过神来，已经把它掉在榻榻米上了。

  　次いでその思いがけない装丁の感触に圧倒されてしまいますわたしは、気づけばそれを畳へと落としてしまいました。

  

  

  

  因此，在短暂停留之后，我慌忙回过神来，用视线看着自己的脚边。

  　それ故、一瞬の間を僅かながらに置いた後に慌てて我に帰るわたしは、自身の足元へと視線で見遣ります。

  

  

  因为从手中滑落的冲击，书的绳子被解开了，里面露出了书页。

  　すると手中から滑り落ちた衝撃により書物の紐が解かれてその中に頁が見開きに露わとなりました。

  

  

  然后，我把书中所写的内容的意义纳入视野，在脑海中反复咀嚼的同时，我自然而然地坐在了那里。

  　そして其処へと施された内容の意味する所を視界へと納めたわたしは、記述を脳裏へと咀嚼するに応じて自ずとその場にお尻を落ち着けました所存に御座います。

  

  

  我的屁股一下子掉在地上，我毫不顾忌自己的下流行为，开始翻阅翻开的书籍。

  　ストンとお尻をその場に落としたわたしは自身のはしたない振る舞いにも憚る事なく、開かれた書物の内容へと目を通します。

  

  

  与此同时，心中涌起一线希望，同时迅速将视线转向记载的知识。

  　それと共に心中へと湧き出してきます一縷の希望に対して思いを馳せると同時、早速記載されている知識へと視線を巡らせるのでした。

  

  

  是的。

  　そうです。

  

  这本书所记载的，是对施咒者进行报复的手法。

  　この書物へと記されていましたのは果たして、この身にへと呪縛を掛けた術者に対して、これを返す手法に御座います。

  

  

  对我来说，这无疑是一条光明，因为我正处于濒临绝望深渊的绝境之中。

  　これはわたしとしても文字通り、絶望の淵の窮地へと差し掛かっていた手前も相まって、正に一筋の光明に他なりません。

  

  

  我之所以这么说，是因为我的出生与这些东西有着密切的关系。

  　といいますのも、わたしの出生はこの様な代物とは密接の関わりのある所に御座いますが所以に御座います。

  

  

  因此，在此过程中，我同时运用了自己的技术，不断寻求更高的知识。

  　それ故これを行うに差し辺り、自らの持ち合わせています術も併用して、更なる知見を求めた次第に御座います。

  

  

  因此，没有片刻的空闲，只是一味地埋头读书的我，已经渐渐失去了时光流逝的感觉。

  　ですから刹那の暇も置くこともなく、只々ひたすらに書物を読み耽るわたしには既に、流れる時の感覚すらも失われていました次第に御座います。

  

  

  因此，即使双腿发麻也在所不惜，只要我的力气还能维持下去，我就会留在这里。

  　その為足が痺れてしまうことすらも厭う事なく、わたし自身の気力が続く限りの間、この場へと身を留めていた所存に御座います。

  

  

  所以当我突然注意到的时候，从早晨到傍晚的中天也自然而然地下沉了。

  　ですのでふと気が付けば、早朝から夕方に掛けて中天を示していた日も自然と沈んでいました次第に御座います。

  

  

  对于这样转瞬即逝的时光，我打心底里战战兢兢。

  　その様にあまりにあっという間に流れてしまう時の運びに対し、わたしは心底から戦々恐々と致しました次第に御座います。

  

  

  “啊……”

  「ふぁ‥」

  

  

  于是，虽然很笨拙，但还是忍不住打了个哈欠。

  　するとはしたないながらも我慢に堪えきれない欠伸が自ずと喉元を通り越して出て来てしまいました。

  

  

  “……”

  「‥はぅっ」

  

  

  再加上我一整天都保持着同样的姿势，这也许是我的功劳。

  　そしてこれに加えて一日中の間同様の姿勢を保っていたお陰も相まってやもしれません。

  

  

  尽管我的腿已经塌了，屁股还算稳，但脚尖还是麻得疼。

  　どうやら足を崩してお尻を落ち着けていたのにも関わらず、特段爪先の辺りが痛い程に痺れています塩梅に御座います。

  

  

  我并没有刻意调整姿势，只是身体已经动弹不得了。

  　更に別段体勢を整えていたわけではありませんが、今し方にも身動きを取ることもままならない有様な次第です。

  

  

  我丑态毕露，就在下一瞬间，不知从哪里传来了轻快的脚步声。

  　そうしてそんな具合の醜態を晒すわたしを他所にして、次の瞬間の何処からともなく軽やかな足音を聞こえて来ましたに御座います。

  

  

  那声音就像小孩子活泼地跑来跑去时发出的音色一样，在这里回荡。

  　まるでそれは幼児が元気良く走り回るに際して立てた音色に大変酷似してこの場へと響いては聞こえました次第です。

  

  

  “孩子……吗……”

  「こども‥ですか‥」

  

  

  鉴于此，这栋宅邸里的孩子们似乎都在我的房间前跑来跑去。

  　それを鑑みるに、同お屋敷に身を置いています子供達が、どうやらわたしのお部屋の手前を駆け回っている様に御座います。

  

  

  再加上不断传来的欢快笑声，我不由得注意起拉门的另一边。

  　そして更には立て続けに楽しげな笑い声なども聞こえてきましたことも相まって都合、わたしも襖の向こうを気にしてしまいます。

  

  

  隔着薄薄的纸拉门，想象着孩子们发自内心地嬉戏的样子，自己也不由得站了起来。

  　薄い障子を隔てたその奥に、心底から戯れへと興じている子供達の姿を想像しては、自ずと自身もその場より立ち上がります。

  

  

  接着，我在内心涌起的情绪驱使下，迈开了脚步，为了让对面的孩子们大吃一惊，我猛地打开了纸拉门。

  　次いで自らの内に湧き上がる情動が赴くがままに、歩みを進ませましたわたしは、その向こうに居るでしょう子供達を驚かせるべくして勢い良く障子を開け放ちます。

  

  

  “哇!”

  「わぁっ」

  

  

  下一个瞬间，映入我眼帘的景象，只有昏暗的沉默支配下无人的走廊。

  　そして次の瞬間にわたしの視界へと納められました光景は、薄暗い沈黙へと支配された、無人の廊下ばかりに御座いました。

  

  

  “……骗人……”

  「‥うそ‥」

  

  

  因此，当我目睹这一令人费解的事态时，不由得发出惊愕的声音。

  　それ故に、この甚だ不可解な事態を目の当たりとしたわたしは自ずと、驚愕の声色を呟く限りに御座います。

  

  

  

  因此，我很自然地从房间向走廊尽头的檐廊走去，我环视四周。

  　その為自然とお部屋より廊下へと突き当たる縁側へと歩みを進ませますわたしは、辺りへと視線を巡らせます。

  

  

  

  目光所及的走廊最深处的空间，被黑暗所支配。

  　そうして眼差しを注いだ廊下の最奥足る空間には、只々ひたすらに暗闇が支配するばかりに御座いました。

  

  

  在那面前，我无论如何都注意到了这一点，不由自主地向前迈出了一步。

  　それを前としたわたしはどうしてもそれが気に留まりましたが為に、思わず一方を踏み出し掛けました。

  

  

  “啊!”

  「ひゃっ」

  

  

  但是，当我不由自主地往前走的时候，肩膀感觉到了，自然就被阻挡住了。

  　ですが自ずと足を運ばせました所を肩に感じました感触により、自然と阻まれてしまった次第に御座います。

  

  

  但是，对方笨拙的五指给了我前所未有的惊喜，我以前也曾感觉到，所以才会这么想。

  　しかしながら、そうしてわたしへと今までにない驚きを与えてくださいました相手の無骨な五指には、以前にも感じたことのあります感触故に、及びが付きました所存に御座います。

  

  

  每当这时，我就会回过头来和他对峙，果然和刚才想象的一样，是风歌哥哥。

  　際してはこれに伴い後ろを振り返るわたしが対峙致しましたのは、やはり今し方想像してた通りにフウガお兄様に御座います。

  

  

  刚才打断我动作的风贺哥哥，脸上浮现出前所未有的僵硬表情。

  　そして先程にわたしの振る舞いを遮りましたフウガお兄様の面持ちは、いつに無く強張った表情を浮かべてた次第に御座いました。

  

  

  “……风野兄……您现在回来了吗?”

  「‥フウガお兄様‥今お帰りになられたのですか？」

  

  

  因此，我受到了意想不到的接触，再加上受到的冲击，导致了自己的不幸。

  　ですからその様にして予期しない接触を受けたわたしはそれから与えられた衝撃も相まってか都合、自身の不得の致す所へと至ります。

  

  

  这也是因为我不由自主地迷上了读书，而忘记了自己的责任和义务。

  　それもこれもわたしが思わず、読書へと入り込んでしまったが為に、自らの責務と称して差し支えない事実を忘れていたが所以に他なりません。

  

  

  虽然有些不敬，但我总算明白了我忘记迎接您的事实。

  　そしてそれといいますのも偏に、不敬ながらもお出迎えを忘れていました事実へと漸く及びがつきました所存に御座いました。

  

  

  “啊，吓到你了吗?那就对不起了。因为在房间前面看到爱丽丝的身影……啊。可是，到底在那里做了什么?从侧面看也很不寻常……”

  「ああ、驚かせてしまったか？それならすまない事をした。部屋の前にアイリスの姿が見えたのでつい‥な。しかし、一体其処で何をしていた？側から見てもただならぬ様子であったが‥」

  

  

  我想到这里，风歌哥哥回答了我的问题，接着又反过来提出了问题。

  　そうしてそこまで思い当たったわたしの質問に対して受け答えましたフウガお兄様は、続いて真逆に問いを投げかけてきました次第に御座います。

  

  

  “欢迎回来。是的，不好意思，孩子们玩得太开心了，我还想让他们加入我的行列呢。”

  「おかえりなさいませ。はい、お恥ずかしながら、あまりに子供達が楽しそうにしていましたので、わたしもその輪に入れてもらおうかと思ってしまいました」

  

  

  因此，在这种情况下，既然已经被目击到了，就不要再做出忍着自己的耻辱蒙混过关的愚蠢行为了。

  　ですからこれに際しては、最早目撃されていた以上は、自身の恥を忍んで誤魔化す様な愚行を冒さない様に致します。

  

  

  就这样坦率地坦白了自己的丑态，风歌哥哥的表情露出了一丝僵硬。

  　その様にして素直に自身が醜態を告白致しました折、するとフウガお兄様の面持ちが僅かばかりに強張りを露わとします。

  

  

  

  “孩子……在这所房子里，不……是吗?”

  「子供だと‥？この屋敷には、いや‥そうか」

  

  

  接着，像是在思考什么似的，风歌哥哥把手搭在下巴上，没有对任何人说，自言自语道。

  　そして続いて何事かをまるで思案するかの如く顎に手をあてがいましたフウガお兄様は、誰に言うでもなく一人呟かれました。

  

  

  “嗯……那倒没关系，只是这里有不少魔鬼的痕迹。”

  「ふむ‥それは構わん。ただ、少なからずこの場には魔の痕跡がある」

  

  

  接下来您说的话的意思，我也从刚才拜读的书中知道了。

  　次いでこれに続きまして紡がれた御言葉の意味する所は、わたしとしても先程より拝読致しました書物より存じております。

  

  

  “所以，也许应该稍微注意一下……”

  「故に少しばかり気を気を払うべきやもしれぬな‥」

  

  

  我吓了一跳，但当我回过神来，才发现自己正紧紧抱着强壮的双臂靠近哥哥。

  　その為少なからず恐れ慄く羽目となるわたしは、そうして逞しい両腕を組み合わせるフウガお兄様へと、気が付けばこの身を寄せていました所存に御座います。

  

  

  “哈哈，没必要那么担心。因为能闯入这所宅邸的，不过是那些东西的假象而已。除非是非常强大的魔，或是专门潜伏的手段，否则根本不值得警戒。而且这些人也不是什么会加害于人的人，这种程度的人根本不足为惧，但是，如果要把他们作为对手，对爱丽丝来说可能会有些沉重。”

  「はは、それ程案ずる必要もない。何故ならばこの屋敷へと入り込む事が叶うのは、所詮はそこらの有象無象共に過ぎん。余程に強力な魔か、潜伏に特化した手合いでもない限り、警戒にも値しないさ。それにこの手の者達は特段危害を加えてくる様な性質でもない。この程度の輩は恐るるにも足らんな。だが、これを相手取る場合には、アイリスには少しばかり荷が重いやもしれんな」

  

  

  但是，哥哥抱着我的肩膀，抱着我的肩膀，我自己也能理解，他给了我我无法企及的知识。

  　しかしながら、自身でも理解出来る程に、些か臆病に過ぎるでしょうわたしの肩を抱き寄せてくださいましたフウガお兄様より、その様にしてわたしの及ばない知見を与えて頂きました。

  

  

  “所以，外出时还是多注意一下比较好。当然，这种情况很少发生，但就像你以前不小心碰过的手一样，例外中的例外也是有的。记住这一点是没有损失的，但是做梦都要小心。要是稀里糊涂地跑出房间被掳走的话，说不定连我都够不着。”

  「それ故少なからず、外出には気を払った方が身のためだ。無論滅多なことはないだろうが、以前君が不覚を取った手合いみたく、例外中の例外も居るのは確かだ。これは覚えておいて損はないが故、ゆめゆめ気を付けることだ。迂闊に部屋の外に出て攫われてしまっては、俺の手も届かぬやもしれんからな」

  

  

  但是，对于这件事，我的意识自然而然地从恐惧中移开，只能像撒娇一样依赖风歌哥哥。

  　ですが大変為になりますそのお話しも、自ずと恐怖から意識が逸れてしまうわたしは、只々フウガお兄様へとまるで甘える様にして縋り付く他にありませんでした。

  

  

  “真不愧是我哥哥，您真是博学多识，我衷心感谢您的良苦用心。”

  「流石はフウガお兄様に御座いますね。とても博識にあらせられます。その様なお心遣い心底より感謝致します」

  

  

  所以我不敢让他知道，只是一味地称赞他的智慧。

  　ですのでそれを悟らせる事も憚られましたわたしは、その様にして彼の知能を褒め称えるばかりに御座います。

  

  

  而且，对于您这样关心我，我不由得欢喜得浑身发抖，这让我想起了自己心跳加速的事实。

  　そしてこの様にして御気を払って頂ける事に対して自ずと歓喜に身を震わせてしまうわたしは、自身の心臓の鼓動が高鳴りを覚えている事実へと及びます。

  

  

  我对自己这种意想不到的心理变化感到些许抵触。

  　そうしてそんな思いがけない自らの心の変化へと僅かながらに抵抗を感じましたわたしに御座います。

  

  

  但是下一个瞬间，就会陷入某种悲伤的情绪中，而且好像不是什么值得在意的事情。

  　しかしながら次の瞬間には、何処か切ない情動に流されて、それも特段意に介する様な事柄にない様に思われます。

  

  

  因此，我自然而然地产生了一种甜蜜而悸动的冲动，我仰视着抱着我的风歌哥哥。

  　ですから自ずと甘くときめくかの如き衝動が赴くがままに身を委ねるわたしは、今にこの身を抱き寄せていますフウガお兄様を仰見ます。

  

  

  接着，我对风野哥哥那强壮的手臂上隆起的肌肉产生了强烈的憧憬，抱着这种感觉的我，像侍奉自己一样，依靠着风野哥哥。

  　次いでその逞しい腕の筋肉の隆起に対する憧憬としてはあまりに異として感じられます感情を抱いたわたしは、この身を侍る様にしてフウガお兄様へと縋ります。

  

  

  于是，我的乳房就像被他钢铁般的肌肉压垮一样，柔软地扭曲着，出现在我的视野里。

  　すると必然的に彼の鋼の如き筋肉に押し潰される様にして柔らかにも歪むわたしの乳房が視界へと納められたのでした。

 
  変貌

  转变

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  晚饭依旧是沉闷的沉默，我陪在您身边，为了尽到为您服务的义务，我打算和风歌哥哥一起吃饭。

  　そして例によって重苦しい沈黙が支配する御夕飯に御相伴に預かりましたわたしは、件のご奉仕の責務を果たすべくしてフウガお兄様と場を共にしている所存に御座います。

  

  

  和昨天晚上一样，我已经提前把客人赶走了，现在我正在浴场里给风歌哥哥搓澡。

  　昨夜と同様に予め人払いを済ませてました浴場にて、身を置いていますわたしは、フウガお兄様のお背中を流している最中にありました。

  

  

  但是，现在的状况与以前截然不同，多少有些分散了注意力。

  　しかしながら以前とは一転、打って変わりまして状況を異としているお陰も相まって、些か気が逸れてしまいます。

  

  

  因为我的身体和上次不一样。

  　それは何故ならばやはり、わたしの肉体が前回とは異っているが為に他なりません。

  

  

  究其原因，是因为女魔族赐予的诅咒带来了灾难，使我的身体发生了巨大的变化。

  　その理由は偏に、かの女魔族より与えられました呪いの程が災いして、この身が変貌を果たしているが所以に御座いました。

  

  

  

  因为我觉得把自己越来越淫乱的身份暴露在别人面前太丢人了。

  　それも次第に淫乱になってゆきますこの身の程を、人目に晒すのがあまりに恥ずかしく感じられるが故に御座います。

  

  

  因此，我的前凸的乳房很愚蠢，与此同时，我也很害怕哥哥看到我丰满的臀部。

  　その為前方へと突き出ていますわたしの乳房は愚か、これと共に豊満な臀部をフウガお兄様に見られてしまうのが、如何しても憚られた次第に御座いました。

  

  

  所以，虽然我把布手巾裹在身上，但身体的起伏还是很明显地暴露出来，这让我很踌躇。

  　それ故この様にして手拭いを身に纏っていますとはいえども、身体の起伏が鮮明に露わとなってしまうのは、流石にわたしとしても躊躇われるのです。

  

  

  但是，比这更让我感到羞耻的是，我的奶头鼓鼓的。

  　しかしながら、これにも増して羞恥を覚えますのは、わたしのお乳の先端がぷっくりと膨らんでしまっている事実に御座います。

  

  

  这恐怕是因为接触室外空气的缘故吧。

  　これは恐らく外気に触れている手前も相まっての事でしょう。

  

  

  也许正因为如此，淡粉色的乳头自然变得僵硬，我自己也能理解。

  　お陰でそのせいか、薄桃色の乳首が自ずと硬くなってしまうのが、わたし自身でも理解できてしまいます。

  

  

  因此，即使身上戴着布手巾，也能清楚地看到乳头的形状。

  　ですからこの様にして、自然と浮き出てしまう乳頭は、手拭いを身に付けているにも関わらずそれ越しにでも、鮮明にその形が窺えてしまうのでした。

  

  

  再加上我那丰满得连脚都看不见的乳房，我的乳沟已经超越了羞耻，成为耻辱了。

  　更にこれに加えて足元も見えないまでに豊満な乳房が作り出していますわたしの谷間は、最早羞恥を通り越して恥辱としても感じられます。

  

  

  看到我如此狼狈的样子，哥哥非但没有在意，反而开始担心我。

  　そしてそんな無様な姿を目の当たりとしていますフウガお兄様は、特段意に介する事もなく寧ろ真逆、わたしが気遣われてしまいました次第に御座います。

  

  

  不过，毕竟是久经风月的大哥，所以下半身膨胀得很厉害。

  　ですが当然ながらフウガお兄様とて歴とした殿方の御座いますので、その下半身の程は大変膨張されていました。

  

  

  那高耸入云、雄赳赳挺拔的阴茎，宛如一棵参天大树。

  　その天を衝くかの如く雄々しく勃起大きくなられています陰茎の御姿は、まるで聳え立つ大樹の様に御座いました。

  

  

  再加上那让人不由得被震慑住的黑红色，给我带来了深不可测的自卑感。

  　加えて思わず気圧されてしまいます程に赤黒いそれは、目の当たりとしたわたしに対して底知れない劣等感を与えたのです。

  

  

  因为在我变成这个身体之前，风歌哥哥的阴茎要巨大得多。

  　何故ならばそれは、わたしがこの肉体に変貌を迎えます以前のそれよりも、フウガお兄様の陰茎は遥かに巨大でありましたが所以に他なりません。

  

  

  他那强壮的身躯，连敬畏都被它压倒了，他那巨大的身躯，自然而然地吸引了我的视线。

  　彼のその逞しい、最早畏怖すら抱いてしまう程に圧倒されてしまう、あまりに大きなそれには、自ずと視線を釘付けとされてしまいました所存に御座います。

  

  

  因此，与我这种脆弱的不知分寸的人相比，在为兄长服务这件事上，我实在是没有什么可犹豫的。

  　それ故、この様にわたしみたく脆弱な身の程知らずと比較しては、遥かに格上であらせられますフウガお兄様へと御奉仕することに対しては、特段躊躇いを覚えるには及びませんでした。

  

  

  究其原因，无非是我自己无意识地屈服于他那强壮而坚韧的身体。

  　その理由は偏に、わたし自身無意識にも彼のその逞しい強靭な肉体へと屈服していたが所以に他なりません。

  

  

  当然，虽然我是对哥哥，但这样为大人服务，我也感到很屈辱。

  　無論、幾らフウガお兄様に対してといえども、殿方に対してこの様にご奉仕致しますのは、大変屈辱に感じました次第に御座います。

  

  

  但是，当我再次看到风歌哥哥那与我不同的被强壮的肌肉所覆盖的肉体时，我才意识到这是无可奈何的事实。

  　ですが改めてフウガお兄様の逞しい筋肉に覆われたわたしとは異なります肉体を目の当たりとした途端、それも致し方の無い事柄である事実に漸く及びがつきました所存に御座いました。

  

  

  哥哥的身体就像被钢覆盖着一样，就像岩男一样，我被他的身体压倒了。

  　といいますのも、その鋼に覆われているかの如き、まるで岩男の様なフウガお兄様の肉体を前と致しますと、如何してもわたしは圧倒されてしまうのでした。

  

  

  正因为如此，我才会变成那样，虽然刚才我正在为哥哥擦背，但从那里传来的肌肉的触感，让我产生了一种憧憬的感慨。

  　それ故そんな有様となってしまうわたしに御座いますので、今し方フウガお兄様のお背中を流しています最中にありながら、其処から伝えられる筋肉の感触に対して何処か憧憬染みた感慨を抱いてしまうのです。

  

  

  否。

  　いいえ。

  这是一种似是而非的憧憬，是我一生中从未有过的强烈情感。

  　憧れとは似て非なるこれは、凡そわたしは今まで生きながらえてきた中でも、終ぞ感じた事がありませんでした強烈なまでの情動に他なりません。

  

  

  但是，我还不成熟，无法承受这种发自内心的焦虑。

  　しかしながら、この様にして心底より湧き上がります身を焦がすかの如き衝動も、依然として未熟なわたしでは及びがつきません。

  

  

  因此，我自然而然地全身心地投入到热情的驱使下，一心一意地为风野哥哥那坚硬而粗犷的身体服务。

  　ですから自ずと、この熱い気持ちが赴くがままに身を委ねるわたしは、只々ひたすらにフウガお兄様の硬くて無骨な肉体へとご奉仕する限りに御座いました。

  

  

  因此，作为一位身材魁梧、体格健壮的兄长，他五指并用。

  　その為自身とは比較にならない程に大柄な、フウガお兄様殿方として大変逞しい肉体へと、五指を這わせるので御座います。

  

  

  这并不是我刻意为之，所以我渐渐对自己的不当行为产生了不满。

  　これは特段意図しての事では御座いませんでしたので、漸く自らのはしたない振る舞いに対して及びがつきました。

  

  

  如果只是为您服务，根本没有必要像这样指手画脚。

  　ただご奉仕を致しますだけであれば、この様にして指を伝わせる必要性など皆無に御座います。

  

  

  尽管如此，我还是被一种酷似好奇心的感情所驱使，去触碰他的肉体，这实在是太不明智了。

  　にも関わらず好奇心にも酷似した感情に流されて、彼の肉体に触れてしまいましたわたしの振る舞いは、やはり不得の致します所に他なりません。

  

  

  因此，在不知不觉中，我对自己刚才犯下的愚蠢行为有些难以理解，不禁感到羞愧。

  　それ故知らず知らずの内に、今し方に冒してしまった自身の愚行に対して些か判然としない心地へと陥るわたしは自ずと、恥じ入る他にありませんでした。

  

  

  我渐渐意识到自己的行为是在无意识中发生的，所以为了蒙混过去，我更加热心地为您服务。

  　そうして自身の思いがけない無意識下での行いを漸く自覚しますわたしは、ですのでこれも誤魔化すべくしてより一層御奉仕へと熱を入れます。

  

  

  然后，我拼命地用手巾擦着风歌哥哥那凹凸不平的脊背，终于明白了自己身高不够的事实。

  　そして、一生懸命にフウガお兄様の御背中のゴツゴツとした背筋へと手拭いを擦らせますわたしは、其処で自身の背丈が及ばない事実へと至ります。

  

  

  鉴于风贺哥哥的巨大体格，我的身高多少有些令人担心。

  　どうやらフウガお兄様の巨大な体格を鑑みますに、わたしの背丈では些か身長が心許ない様に御座います。

  

  

  于是，我不由自主地踮起脚尖，把自己的乳房压在风歌哥哥的背上。

  　ですので自ずと背伸びをすることとなりましたわたしは、自らの乳房をフウガお兄様の背中へと押し付ける羽目となる他にありません。

  

  

  但是，我的内心是无法改变的，所以即使是非常不情愿的，我也愿意接受这样的羞辱。

  　しかしながら背に腹は変えられないが為、甚だ不本意ながらこの様な辱めも受け入れる所存に御座います。

  

  

  于是，我僵硬的乳头被风歌哥哥隆起的肌肉摩擦了。

  　するとわたしの硬くなっていました乳首がフウガお兄様の隆起した筋肉に擦れてしまいます。

  

  

  

  “风野哥哥，您还好吗?如果有什么不舒服的地方，请告诉我。”

  「フウガお兄様ぁ。お加減は如何ですかぁ❤️もしもお痒いところがございましたら、お申し付けくださいませ」

  

  

  我感觉到一种被吸引住的感觉，不由自主地提高了声调。

  　まるで引っ掛かってしまったかの如き心地をお乳の先端に覚えましたわたしは自ずと、声色を上擦らせてしまいます。

  

  

  “啊，请允许我这么做。但是比以前变了很多……你变成现在这个样子，都是我的责任。所以我在这里发誓，打倒圣王国之后，一定要让你恢复原状。”

  「ああ、そうさせてもらう。だが以前よりも随分と変わってしまったな‥。君がこの様な姿になってしまったのは俺の責任に他ならぬ。故に聖王国を打倒したその暁には、必ず君を元に戻すことをここに誓おう」

  

  

  但是，除了如此丑态毕露的我之外，风歌哥哥勇猛果敢的声音在这里格外响亮。

  　ですがそんな風に醜態を晒すわたしを他所に、フウガお兄様の勇猛果敢な声色がこの場へと特段響いては聞こえました。

  

  

  当时接受这一宣言的我，对这极具男子气概的宣言感到欢喜的同时，不知为何也陷入了陶醉的心情。

  　際してはこれを受けたわたしはといえば、その大変男らしい宣言に対して、歓喜を覚えると共に、何故かうっとりとした心地に陥ってしまうのです。

  

  

  那位老爷那特有的充满自信的举止，给了我一种酷似安心感的情绪。

  　その殿方特有の自信に満ち溢れた立ち振る舞いは、わたしへと何処か安堵感にも酷似した情動を与えたので御座います。

  

  

  

  “风野哥哥……谢谢你的关照，爱丽丝很高兴。”

  「フウガお兄様‥ありがとうございます。その様な御お心遣い、アイリスは大変嬉しく思います」

  

  

  因此，我只能委身于这种情绪之中，向您表示感谢。

  　その為去来したその情動に身を委ねる限りに御座いましたわたしは、そのまま感謝の意を示したので御座います。

  

  

  接着，我自然而然地怀着激动的冲动，把自己的乳房更用力地贴在哥哥的背上。

  　次いで自ずとその感激した衝動も相まりましたお陰で、自身の乳房を更にフウガお兄様の背中へと押し付けるのでした。

  

  

  因为风歌哥哥毕竟是大人，对我的身体多少有些关心。

  　何故ならばそれは、フウガお兄様とてやはり殿方に御座いますから、少なからずわたしの肉体に対して、どうやら関心を抱かれているが所以からの振る舞いに他なりません。

  

  

  当然，这在生物学上是没有办法的事，所以我也没有责备他的意思。

  　無論それは彼が生物学上致し方ない事に御座います為、わたしとしても責めるつもりは毛頭御座いません。

  

  

  鉴于此，我只能接受风像被哥哥的肌肉压扁般柔软扭曲的乳房。

  　ですのでこれを鑑みましたわたしは、まるでフウガお兄様の筋肉に押し潰される様にして柔らかにも歪む乳房の光景を受け入れる他にありません。

  

  

  “……❤️恩❤️好……❤️好……是❤️。”

  「‥ぁ❤️んんっ❤️すごく‥❤️かたい‥です❤️」

  

  

  虽然不是很愉快，但我能切身感受到风歌哥哥僵硬的肌肉，从心底感到可靠。

  　快くとは参りませんものの、その様にして肌身に感じられますフウガお兄様の硬い筋肉の感触をわたしは、心底から頼もしく感じられるのでした。

 
  抗い難い情動

  难以抗拒的情绪

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  就这样，我平安无事地完成了这次的任务，看到刚才铺好的被褥，我隐约感到了一种满足感。

  　そうして特段何事もなく今回も責務を終えましたわたしは、今し方に敷いたお布団を前として仄かな満足感を覚えます。

  

  

  以前，风占了哥哥的床，我心里很不舒服，就这样，我又腾出了一张新的床。

  　以前はフウガお兄様の寝台を占領してしまい、大変心苦しくありましたが為、この様にして新たな寝床を都合した次第に御座います。

  

  

  不过，平时需要用的东西，我都是自己拜托风贺大哥的，所以给您添麻烦了，这一点让我有些罪恶感。

  　ですがやはり入り用な物はフウガお兄様へと自ずと頼みましたが故、御手を煩わせてしまう事実に些か罪悪感を抱きます。

  

  

  但是，如果不这样依靠他，我连生活都过不下去了，我只能向他撒娇。

  　しかしながら、この様にして彼へと縋らなければ、生活を送ることさえもままならないわたしは、甘える他にありません。

  

  

  因此，我从心底里清楚自己的无能之处，所以对风野哥哥的态度自然充满敬意。

  　それ故自らの不得の致します所は、心底から痛い程承知していますが為、自ずとフウガお兄様と接する態度に対しては敬意が表れます。

  

  

  跪坐在褥子上的我，一边深深地戳着手指，一边低下了头。

  　敷布団の上に正座を致しましたわたしは、そのまま深々と三つ指をつくに伴い頭を下げます。

  

  

  我在这里跪拜，表示我发自内心的顺从。

  　そうしてこの場にて平伏致しましたわたしは、心底からの従順の意を此処に示します。

  

  

  “那么，风歌哥哥，晚安。”

  「それではフウガお兄様、おやすみなさいませ」

  

  

  虽然我的语气并没有那么谄媚，但我对风贺大哥的最敬爱之情，已经通过我的身体表现出来了。

  　この様に特段媚びた声色を出したわけでは御座いませんが、フウガお兄様への最上なる敬愛を、この身の振る舞で露わと致しました。

  

  

  “啊，如果有什么事，请不要客气地告诉我。”

  「ああ、もしも何か入り用であれば遠慮なく言って欲しい」

  

  对于我的这番话，哥哥从头顶俯视着我。

  　そうしたわたしの口上に対して、頭上よりわたしを見下ろすフウガお兄様は仰られます。

  

  “是的。”

  「はい」

  

  我接受了您的提议，非常感谢您的良苦用心。

  　その申し出を受けたわたしは、その御心遣いを大変有り難く思います。

  

  接着，他在风歌哥哥的面前躺了下来。

  　次いでフウガお兄様が見ている前で、その場へと身を横たえます。

  

  在圣域没有机会接触到被褥。

  　聖域では布団など触れる機会はありませんでした。

  

  所以这样的东西非常罕见，让人感到特别新鲜。

  　ですのでこの様な代物は大変珍しく、特段新鮮に感じられます。

  

  为此，委身于极其手感好的面料。

  　その為、極めて肌触りの良い生地へと身を委ねます。

  

  那个非常舒适，虽然是陌生的土地，却有不合时宜的安心感。

  　それはとても居心地が良く、見知らぬ土地であるにも関わらず、場違いな安堵を覚えます。

  

  因此，加上之前一直忙乱不堪的自己，现在终于可以平静下来了。

  　ですから、これまで慌ただしい日々が続いていた手前も相まって、至極落ち着く事が出来ました。

  

  我现在身处的被窝里，是那么舒适。

  　それ程までに今現在わたしが身を置くお布団の中は、快適でした。

  

  “那就关灯了。”

  「それでは明かりを消すぞ」

  

  于是，我感到了无比的幸福感。

  　するとそんな風に多幸感の如き代物を感じているわたしへと声が与えられます。

  

  哥哥平时那沉着冷静的声音，更让我困意全无。

  　その平素から落ち着き払ったフウガお兄様の声色は、更にわたしを眠気へと誘います。

  

  “……那个，风歌哥哥……如果不给您添麻烦的话，能不能握着我的手?”

  「‥あの、フウガお兄様‥。御迷惑ではありませんでしたら、手を握っていてもらえませんか？」

  

  但不知为何，心脏附近好像被勒住了似的。

  　ですがどうしてか心臓の辺りを締め付けられた様な感覚に陥ります。

  

  所以，当我意识到的时候，就自然而然地说出了那样的请求。

  　それ故、気がつけば自ずと、その様な嘆願を口としてしまいました。

  

  但是，这种没有预期到的不安慢慢地折磨着我。

  　けれど、予期しないその不安はわたしを徐々に苛む様に襲い来るのです。

  

  但是，哥哥的五指却触碰到了我这样没出息的手。

  　しかしながら、この様に不甲斐ないわたしの手に逞しいフウガお兄様の五指が触れます。

  

  就这样，彼此的肌肤重叠在一起，感受对方的体温。

  　そうしてお互いの肌を重ね合わせて相手の体温が感じられます。

  

  那只强壮而粗犷的手，足以让我冷静下来。

  　その逞しい無骨な手は、わたしを落ち着かせるには充分です。

  

  “谢谢，我还是不够成熟。”

  「ありがとう御座います。やはりわたしは未熟ですね」

  

  就这样，我感觉到了风贺哥哥的可靠存在，闭上了眼睛。

  　そうしてフウガお兄様の頼もしい存在を傍らに感じ、わたしは瞳を閉じました。

  

  

  

  

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  夜里，我被难以忍受的发烧惊醒了。

  　夜分、耐え難いまでの熱を感じて目を覚ましました。

  

  

  注意到的时候，浮现的意识已经完全觉醒了。

  　気が付けば浮上していました意識は、既に完全な覚醒を果たしています。

  

  

  我从被子上坐起来，发现自己的私密部位湿漉漉的。

  　そうしてお布団より上体を起こしましたわたしは、自らの秘部が濡れている事に及びます。

  

  

  我怎么可能做出粗鲁的行为呢。

  　まさかこのわたしが粗相をする筈もありません。

  

  但是，哪怕一次都怀疑过这种可能性，我也会为自己感到羞耻。

  　しかし一度でもその可能性を疑ってしまった自身に羞恥を覚えます。

  

  但我还有比这更污秽的状态。

  　ですが更にこれにも増して穢らわしい状態にわたしはあります。

  

  我现在确实被淫欲所奴役。

  　この身は確かに今、邪な淫欲に身を奴しているのです。

  

  对于虔诚的信徒来说，这是一种令人唾弃的感情。

  　それは敬虔なる信仰を捧げる徒としては、唾棄すべき感情に他なりません。

  

  于是，我为了转移注意力，再次躺下，却被一种难以忍受的冲动抓住了。

  　それ故自ずと気を逸らすべくして再び身を横たえるわたしはしかし、如何しても堪え難い衝動に捉えられてしまいます。

  

  因此，自然自己的指尖输给好奇心是必然的。

  　ですから自然自らの指先が、好奇心に負けてしまうのは必然と称して差し支えありませんでした。

  

  他摸到的果然是带有湿气的秘部。

  　そして触れたのは、やはり自らの湿り気を帯びている秘部に御座います。

  

  当然，虽然是从内衣上接触的，但还是会产生一种刺激敏感地流向背部的错觉。

  　無論下着の上から触れたのにも関わらず、敏感に刺激が背筋へと流れたかの如き錯覚を覚えます。

  

  “……咳❤️这是❤️”

  「‥くっ❤️これはっ❤️」

  

  在经历了一系列事件之后，我对其中的原因进行了思考。

  　そうして一連の出来事を踏まえたわたしはこれの要因に対して、改めて思考を巡らせるわけでもなく及びがつきます。

  

  “哇❤️我不会输的❤️这种不洁之术，我不会屈服的❤️❤️啊❤️”

  「わっ❤️わたしは負けませんっ❤️この様な不浄の術にっ、屈するわけにはっ❤️んんっ❤️ああっ❤️」

  

  但是，就算我对原因做出了推测，我也无法反抗。

  　ですがそうして原因に対しての推測を立てた所で、これに抗うなどわたしには出来ません。

  

  因此，指尖必然会越过内裤，传到自己的胯下。

  　ですから必然的にショーツの越に自らのお股へと指先を伝わせます。

  

  本想激励自己的话语，无常却无法实现。

  　自身を奮い立たせるべくして口とした言葉も、無常ながら果たされません。

  

  我已经被这种快感俘虏了。

  　わたしは既にこの快感に虜とされてしまいました。

  

  不过，当时他的魔族并不在场，所以只有我才知道他如此下流的行为。

  　しかしながらこの場には、かの魔族が居合わせている訳では御座いませんから、この様にしてはしたない振る舞いを知るのはわたしのみに御座います。

  

  因此，已经沉迷于快乐的我，也接触到了阴蒂。

  　その為、既に快楽に夢中となってしまいましたわたしは、陰核にも触れてしまうのです。

  

  我毫不犹豫。

  　躊躇いはありませんでした。

  

  在我输给好奇心的那一刻，我就已经期待着失败了。

  　最早好奇心に負けた時点で、わたしは敗北を期していたのですから。

  

  因此，我没有思考自己暴露的样子的余地，只能沉溺其中。

  　それ故、自らの晒す無様など考える余地もなく、それに耽溺する他にありませんでした。

  

  把手指放在我柔软的阴道口上。

  　わたし自身の柔らかな膣口に指を添えます。

  

  然后，将自己的指尖伸进那个小小的耻丘。

  　そしてその、些か小さな恥丘に自らの指先を差し入れます。

  

  就这样，我贪婪地享受着快乐。

  　その様にして、わたしは快楽を貪欲にも享受したのです。

  

  这样一来，这种冲动非但没有消失，反而越来越强烈。

  　すると、次第にそれは消えることもなく寧ろその強烈な衝動は、段々と大きくなっていくのでした。

  

  我只能委身于这种让自己心焦的冲动之中，顺从它。

  　身を焦がすその衝動に身を委ねる限りのわたしは、それに従うばかりです。

  

  所以，我自然而然地再次站了起来。

  　ですから自ずと、その場より再度に渡り立ち上がります。

  

  回过神来，发现自己两脚站在那里。

  　気が付けば両の足で佇んでいます。

  

  就这样，我像做梦一样轻飘飘地走着。

  　そうして何処かふわふわとした夢見心地のままに、歩みます。

  

  只有隐约持续的快感是唯一能感觉到的感觉。

  　ただ仄かに持続する快感だけが唯一感じられます感覚に御座います。

  

  虽然思维异常鲜明，却无法抗拒一切情绪。

  　思考は妙に鮮明でありながら、一切情動に逆らうことが叶いません。

  

  也许我的身体已经屈服于施加的诅咒了。

  　最早わたしの身は既に、掛けられた呪いに屈服してしまっているのやもしれません。

  

  但是为了反抗，只有内心表现出反抗。

  　ですがそれに抗う為にも、心だけは反抗を示すのです。

  

  但是，当他认识到自己捕捉到的风歌哥哥时，突然失去了理智。

  　しかしそれも次に自身が捉えたフウガお兄様を認識して、唐突に理性が働きません。

  

  强烈的热量从体内溢出。

  　強烈なまでの熱が身の内から溢れ出るのです。

  

  直视前方的他似乎已经感觉到我的气息，直起了上身。

  　真正面に見据えた彼は、既にわたしの気配を感じているのか、上体を起こしています。

  

  一旦被那锐利的目光盯着，我的身体就会被吓得缩成一团。

  　その鋭い眼光に見据えられてしまうと、如何してもこの身は竦んでしまいます。

  

  所以，下一个瞬间脱口而出的，是令人难以置信的恳求。

  　ですから自ずと次の瞬間口としていたのは、あまりに信じられない懇願に御座います。

  

  “……风野哥哥，请您抱一抱我好吗?”

  「‥フウガお兄様、どうかわたしを抱いてくださいませんか？」

  

  是的。

  　そうです。

  

  当我回过神来，发现自己说出了连自己都没想到的话。

  　わたしは気が付けばこの様に自分自身でも予期しない言葉を訴えていたのでした。

  

  “……你正确理解那句话的意思吗?”

  「‥君はその言葉が、どの様な意味を持つのか正確に理解して言っているのか？」

  

  于是，风歌哥哥的回答带着一种生硬的声音。

  　するとフウガお兄様から与えられた返答は、何処か硬質な響きを伴う声色に御座います。

  

  所以回应的我自然也会拼命地传达。

  　ですので応じるわたしも自然、必死に伝えます。

  

  “对不起，风歌哥哥。但是……他的魔族的诅咒，似乎正在侵蚀我的身体。我明知不可能也在请求。像我这样的屈辱，我不会高兴的。”只是，如果是你的话我……”

  「申し訳ございませんフウガお兄様。ですが‥んんっ❤️‥かの魔族の呪いは、どうやらわたしの身体を蝕むものなのです。御無理を承知でお願いしているのです。わたしとてこの様な屈辱、快く思う筈もありません。ただ、貴方ならわたしは‥」

  

  于是我犹豫了一下该说什么。

  　そこでわたしは続く言葉を躊躇います。

  

  但是，如果眼前的是风歌哥哥的话，我觉得也没有必要讨厌吐露内心的想法。

  　ですが憚られるそれも目の前に居るのがフウガお兄様であれば心中の吐露を厭う必要もない様に感じられます。

  

  “……我没有父亲。即使有，也一次也没有见过他的样子。但是，我现在并不感到不安。我那么害怕，和你在一起，就连那个也没有了。”虽然和你一起度过的时间很短，但我相信你。”

  「‥わたしには父が居ません。例え居たとしても一度としてその姿を見たことがありません。ですが‥ですがわたしは今は、不安を感じていないのです。あれだけ心細かったのに、貴方と共に居るとそれもありません。貴方と共に過ごした期間はとても短いです。けれどわたしは貴方を信用しています」

  

  我忘我地说了这么多，却突然意识到自己的不敬。

  　と、そこまで夢中で話したわたしですが、途端に自らの不敬を鑑みるに及びます。

  

  频频吐露心声，足以让我恢复平静。

  　一頻りの吐露は、わたし自身平静を取り戻すには充分でした。

  

  “非常抱歉，这样的举止……失礼了。突然发生这样的事，明明是和风贺哥哥有关的事……”

  「申し訳ございません。この様な振る舞い‥。失礼致しました。突然この様な事、フウガお兄様には関係のお話しですのに‥」

  

  所以头脑必然会冷却下来，自然而然地向您道歉。

  　ですから必然的に頭が冷えてゆき、自ずと謝罪致します。

  

  但是，与我的态度相反，风歌哥哥的反应却出乎我的意料。

  　ですが、わたしのそんな態度に反して、フウガお兄様から与えられた反応は想定を超えた代物に御座います。

  

  风歌哥哥突然把我按倒在地，然后把我盖住。

  　唐突にわたしをその場へと押し倒しましたフウガお兄様は、覆い被さってきたのです。

  

  只是倒在地板上也不觉得痛。

  　ただ床に倒れたにも関わらず痛みは感じません。

  

  我对这出乎意料的发展露出了困惑，风歌哥哥向我伸出了手。

  　そうしてあまりに予期しない展開に対して困惑を露わとする限りのわたしにフウガお兄様は手を伸ばします。

  

  大手掌把我身上的衣服扯了下来。

  　そして大きな手のひらは、わたしの身に付けている衣服を取り払ってしまいました。

  

  没有抵抗的余地，那是一瞬间的事情。

  　抵抗する余地もなく、それは一瞬の出来事です。

  

  一下子就被强行暴露了身体，我束手无策。

  　あっという間に強引にも身体を晒されてしまったわたしは、なす術もありません。

  

  只会在恐惧的同时，陷入某种陶醉的感觉。

  　只々恐れと共に、何処か陶酔しているかの如き感覚に陥ります。

  

  那是一种兴奋的感觉，就像喝了以前只喝过一次的果酒时的冲动。

  　それはまるで高揚しているかの様な、以前に一度だけ嗜んだ覚えのある果実酒を含んだ折の衝動に酷似しています。

  

  所以我也只能自然而然地接受他粗暴的行为。

  　ですからわたしも自ずから彼の乱暴な振る舞いを受け入れる他にありません。

  

  不，我是主动迎接这种狼藉的。

  　いいえ、わたしは最早進んでこの様な狼藉を迎え入れていたのです。

  

  但是，风歌哥哥俯视着下定决心的我，说道。

  　けれどそんな風に覚悟を決めていたわたしを見下ろしてフウガお兄様は仰られます。

  

  “……对不起。我不是正经人。请原谅我。不过，这样你就明白了吧?像你这样美丽的女子说出那样的话有多危险。”

  「‥すまない。俺はまともではなかった。許してくれ。だがこれで理解しただろう？君の様に美しい女子がその様な発言をすることがどれだけ危険であるのかを」

  

  那声音听起来就像是被自责所困。

  　それはまるで自責の念に囚われているかの如き声色に相違ありません。

  

  所以听到这句话的我自然会反驳。

  　ですのでこれを耳としたわたしは自ずと反論致します。

  

  “没关系。如果风要献给哥哥的话，我……不，除了你以外，我别无他法。”

  「構いません。フウガお兄様に捧げるのでしたらわたしは‥。いいえ、貴方以外に考えられません」

  

  于是，风歌哥哥明白了我的想法，在沉默了一次之后又开口了。

  　すると、そんなわたしの想いを受けたフウガお兄様は、一度閉口した後に再び口を開きます。

  

  “可是……你是yukyris的女儿，我有保护你的义务。”

  「だが‥君はユキリスの娘だ。俺には君を守る義務がある」

  

  但这样回答的并不是我想要的话。

  　ですがそうして返されたのはわたしが望む言葉ではありません。

  

  用强有力的声音宣言的风歌哥哥的身姿，非常有魅力。

  　力強い声色で宣言されるフウガお兄様の御姿は、大変魅力的に映ります。

  

  所以我就像刚才说的那样，恳求您。

  　ですからわたしは先程の言葉通り、懇願致します。

  

  “那您能不能答应我的请求?还是对我不满意?难道我就没有那么大的魅力吗?”

  「それならどうかわたしのお願いを聞いて頂けませんか？それともわたしでは御不満なのですか？それ程わたしに魅力がありませんか？」

  

  前面说的都是事实，如果我要献出贞操，除了风野哥哥之外别无他法。

  　先に述べたのは真実であり、わたしは仮に貞操を捧げるならフウガお兄様以外に考えられません。

  

  毕竟是儿子的我，多少有些尊严。

  　曲がりなりにも御子でありましたわたしには、少なからず尊厳があります。

  

  因此，与他人的行为本身虽然不是第一次，但那也只是前戏。

  　ですから他者との行為自体は初めてではありませんがそれも前戯止まり。

  

  我没有什么经验。

  　つまる所わたしには経験が御座いません。

  

  如果用现在的肉体来形容的话，就是个小姑娘。

  　今の肉体で言い表すのであれば生娘に御座います。

  

  所以当然没有正式演出。

  　ですので必然的に本番は致した事は御座いません。

  

  因此，如果对方是年长的老爷，并且是成熟的男性的话，也许会得到引导。

  　それ故、相手が年上の殿方であり、尚且つ大人な男性とあっては、リードしてもらえるかもしれません。

  

  所以我才会这么想。

  　その為これは、そんな思惑あっての事に他なりません。

  

  我并不是完全屈服于自己身上溢出的快乐。

  　決してわたしが完全に自らの身から溢れる快楽に屈した訳ではありません。

  

  这是我对哥哥的一种感情，虽然我被这种焦虑的冲动所折磨。

  　この身を焦がすかの如き衝動には苛まれながらも、これはわたし自身フウガお兄様に対して想う情動に御座います。

  

  无论如何，如果面临着把自己献给大人的选择，我想从风野哥哥那里得到精气。

  　いずれにせよこの身を殿方に捧げる選択に迫られるのであれば、フウガお兄様より精を貰い受けたい。

  

  仅此而已。

  　ただそれだけの事に御座います。

  

  现在，风不过是想要哥哥的儿子，在他被这溢出来的热情冲昏头脑之前。

  　今はこの溢れんばかりの熱に浮かされて狂ってしまう前に、フウガお兄様の子種を望んでいるだけに過ぎないのです。

  

  就在这时，下腹隐隐作痛。

  　それ程までに、何処か切なげに呼応する下腹部が甘く疼くのです。

  

  而且，虽然至今为止一起生活的时间很短，但我对他的为人已经有了充分的了解。

  　それに加えてこれまで共に生活を共にしてきて未だ期間自体は短いながらも、その人となりは十分に心得ている所存に御座います。

  

  据我所知，风歌哥哥是个很有男子气概的人，同时也是个很温柔的人。

  　その為把握している限りでは、フウガお兄様は大変男らしく、同時にとても御優しい殿方であるのです。

  

  考虑到这一系列因素，我毫不吝啬地把自己的身体献给他。

  　ですからそれら一連の要素を考慮して、彼にこの肉体を捧げるのも吝かではありませんでした。

  

  就在我整理自己的想法时，风歌哥哥再次给了我答复。

  　と、その様に自らの考えを整理していた所、フウガお兄様から再度に渡り返答が与えられます。

  

  “没有的事，你很美。”

  「その様な事はない。君はとても美しい」

  

  他那细长的双眸一刻也不离开我，从正面射了过来。

  　そうした彼の切長の双眸はわたしから片時も離されることなく、真正面から射抜きます。

  

  顿时，我的心脏怦怦直跳，连我自己都能听见。

  　途端わたしの心臓の鼓動は、自分自身でも耳と出来る程に高鳴ります。

  

  接着，被他盯着的我，被他捂着的脸回看他。

  　次いで見据えられたわたしは、覆い被されるがままに見つめ返します。

  

  然后在他精悍的面容面前浮现出微笑。

  　そして彼の精悍な顔立ちを前に微笑みを浮かべます。

  

  虽然这只是一种逞强，但在他看来，这无疑是一种刚强的行为。

  　これはただの強がりでしかありませんが、彼の目には気丈な振る舞いに見えたに違いありません。

  

  我当然也很矜持，所以有必要表现得游刃有余。

  　わたしとて無論矜持は御座いますから、この様に余裕を見せつける必要がありました。

  

  这样一来，我就能理解风歌哥哥抱着我腰的手用力了。

  　すると、フウガお兄様がわたしの腰を抱く手に力が込められたのが理解できます。

  

  然后，他好像下定了什么决心似的，直视着我。

  　そして彼は何事かを決心したかの様にわたしを真正面から見据えます。

  

  那双被赞颂着坚强意志之光的眼睛，让我的心情更加激动。

  　その力強い意志の光が称えられた瞳は、わたしの気持ちを更に昂らせました。

  

  “我知道了，我想让你抱抱我。”

  「わかった。君を抱かせて欲しい」

  

  “是的，请您务必关照我。”

  「はい。どうかわたしにフウガお兄様のお情けを恵んでくださいませ」

  

  我对他的话点了点头，同时，不知从哪里开始互相亲吻。

  　そうしてわたしが彼の言葉に頷くと同時、何方からともなく互いに口付けを致しました。
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  起初爱丽丝感到的是下腹部的疼痛。

  　最初にアイリスが感じたのは、下腹部の疼きだった。

  

  风歌的男根贴在她的皮肤上，她的心跳加速了。

  　彼女は自らの肌に押し当てられたフウガの男根の感触に鼓動を高鳴らせた。

  

  那巨大的阴茎前端填充在爱丽丝的阴道口。

  　その巨大な陰茎の先端は、アイリスの膣口へと充てがわれている。

  

  从那之后得到的热情，对爱丽丝来说是发自内心的渴求。

  　それから与えられる熱は、アイリスにとって心底から乞い願う感覚に他ならない。

  

  因为虽然内心在抵抗，但肉体却在寻求雄性的子种。

  　何故ならば、その心持ちこそ抵抗しているものの、肉体は雄の子種を求めているが所以。

  

  因此，为了迎接男根而两腿分开的她，容许了自己这种不正常的姿势。

  　その為、男根を迎え入れるべくして両脚を開いている彼女は、自らの無様な体勢を許容する。

  

  爱丽丝看到风歌如此屈辱的样子，不由得倒吸了一口凉气。

  　そんな屈辱的な無様を晒すアイリスは、フウガの男根に思わず息を呑む。

  

  对于目睹巨大阴茎的爱丽丝来说，这等于是伤害了自己的自尊。

  　あまりに大きな陰茎を目の当たりとしたアイリスにとってそれは、自らの矜持傷付けられたに等しい。

  

  爱丽丝明白了自己作为柔弱的雌性屈服于风歌的事实。

  　自らが、か弱い雌としてフウガに屈服した事実をアイリスは思い知る。

  

  但与此同时，对于自己悲惨的现状，她却不自觉地感到兴奋。

  　しかし同時に、その惨めな自身の現状に対して彼女は無自覚に興奮していた。

  

  因此，她用双手的指尖撑开自己的阴道口。

  　それ故、彼女は自らの膣口を両手の指先で押し広げる。

  

  “风哥……❤️”

  「フウガお兄様‥❤️」

  

  艾丽丝的秘部已经湿漉漉的，连前戏都没做。

  　最早前戯をするまでもなく、アイリスの秘部は濡れている。

  

  她的肉体，在和风歌亲吻的那一刻，已经做好了迎接男根的准备。

  　彼女の肉体は既に、フウガとの口付けを果たした時点で、男根を迎える準備を整えていた。

  

  “爱丽丝。”

  「アイリス」

  

  两人就这样互相叫着对方的名字，嘴唇再次重叠。

  　その様にして互いの名を呼び合う二人は、再び唇を重ねる。

  

  爱丽丝积极地动了动舌头，和风歌缠住了舌头。

  　これにはアイリスが積極的に舌を動かしてフウガと舌を絡ませた。

  

  “嗯❤️秋❤️莱略❤️莱❤️风哥❤️进来吧❤️”

  「んんっ❤️ちゅ❤️れりょ❤️れぇ❤️フウガお兄様ぁ❤️入れてくださぁい❤️」

  

  突然，前者说出了和平时相比格外淫乱的话语。

  　途端、前者が口としたのは、平素と比較して特段淫乱な口上。

  

  即使在深夜，他的声音听起来也格外响亮。

  　その声色は真夜中の時分も相まり存外の事響いては聞こえた。

  

  而那些娇滴滴的低语，仿佛已经侵入了风歌的脑髓。

  　そして甘ったるい囁きは、フウガの脳髄へと冒し尽くすかの如く聞き届けられる。

  

  “啊❤️恩❤️好厉害❤️风哥的，好厉害❤️。”

  「ああッ❤️んんっ❤️すごいっ❤️フウガお兄様の、すごく逞しいですっ❤️」

  

  在这种诱惑下，风歌的男根贯穿了爱丽丝的胎心。

  　そうしてこれに誘われるがままに、フウガの男根がアイリスの胎を貫いた。

  

  尽管是一口气挖出来的，却没有给爱丽丝带来疼痛。

  　それは一息に抉り抜いたのにも関わらず、アイリスに対して痛みを与えることがない。

  

  那也是因为对她施加的诅咒，改变了她的肉体。

  　それも彼女へと掛けられた呪いが、肉体を作り替えていたが為。

  

  再加上原本作为鬼人族的种族性质，只产生快感。

  　更には元の鬼人族としての種族的性質も相まって、快感だけが生じている。

  

  也许是因为爱丽丝自身先天的资质发挥了作用，最后只获得了惊人的快乐。

  　果てにはアイリス自身の先天的な資質が功を奏した為か、凄まじい快楽があるのみだった。

  

  “没事吧?”

  「平気か？」

  

  然而，风歌不可能知道，她担心爱丽丝的身体，开口问道。

  　しかしながらそれを知る由もないフウガは、アイリスの身を案じて声を掛ける。

  

  因为是个气人，所以对她的关心也特别周到。

  　気娘であるが為に、その気遣いも特段甲斐甲斐しい。

  

  “嗯❤️好❤️风哥的小鸡鸡心情很好❤️”

  「んんっ❤️はいっ❤️フウガお兄様のおちんぽさまとても気持ち良いですぅ❤️」

  

  但是，得到的回答却是像爱丽丝这样的少女根本不可能知道的话。

  　だが、これに返されたのは、アイリスの様な少女は知る筈もない言葉。

  

  风歌听了这番话，不由得闭上了嘴。

  　あまりに下品なそれを受けてフウガは思わず閉口する。

  

  过去也有这样的教育，但现在已经废除了。

  　過去にはその様な教育が成されていた実態もあったが今では既に廃れている。

  

  虽然因循守旧依然存在，但也只有那么一点点。

  　因習は依然として残されているものの、それは僅かばかり。

  

  肯定被淘汰了不少。

  　少なからず淘汰されているに相違ない。

  

  但爱丽丝很清楚这一点。

  　けれどアイリスはそれを心得ていた。

  

  作为证据，现在这里展示了雌性向雄性献媚的方法。

  　その証左として、雌が雄に媚びる作法を今ここに披露して見せたのだ。

  

  “安妮❤️在爱丽丝中长大❤️❤️”

  「あんっ❤️アイリスの中で大きくなってますぅ❤️んんっ❤️」

  

  但是风贺的男根被阴道肉包裹着，显示出进一步的膨胀。

  　だが、フウガの男根は膣肉に包まれたまま、更なる膨張を示す。

  

  从爱丽丝腹部微微鼓起的样子就可以如实地确认这一点。

  　それはアイリスの腹部を僅かながらに膨らませている光景からも如実に確認出来る。

  

  “爱丽丝!”

  「アイリスッ」

  

  风歌感到自己兽欲的膨胀，再次对爱丽丝的阴道动了动男人的根。

  　フウガは己の獣欲の昂りを感じて、再びアイリスの膣へと男根を動かした。

  

  开始时要缓慢。

  　初めは緩やかに。

  

  但是，逐渐加快了速度。

  　しかしながら、次第にそれを早めてゆく。

  

  好几次击打爱丽丝的子宫口。

  　幾度となくアイリスの子宮口を打ち据える。

  

  “啊❤️安❤️风哥啊❤️我喜欢❤️请再把我搞坏❤️”

  「あっ❤️あんっ❤️フウガおにいさまぁ❤️すきですっ❤️もっとわたしをこわしてくださいっ❤️」

  

  与此同时，爱丽丝也因被给予的快感而喘息。

  　それに伴いアイリスの側も与えられる快感に喘ぐ。

  

  那尖利的娇声，忘却了对他人的忌惮。

  　その甲高い嬌声は、他者を憚る事も忘却している。

  

  她那低沉甜美的声音，仿佛在煽动风歌的兽欲。

  　上擦った甘い声色は、フウガの獣欲を煽るかの如く響き渡る。

  

  “请把❤️风哥的孩子给我吧❤️。”

  「すきっ❤️フウガおにいさまのあかちゃんを、わたしにくださいませっ❤️」

  

  这些话渐渐成为多余的东西，更助长了风气。

  　そうしてその言葉は次第に過剰の代物となり、フウガを更に掻き立てる。

  

  用力刺进男根的力度也加大了，爱丽丝丰满的乳房摇晃起来。

  　男根を突き入れる勢いも増し、アイリスの豊満な乳房が揺れる。

  

  风歌用力抓住爱丽丝柔软的臀部，同时用男根敲了敲子宫口。

  　フウガはアイリスの柔らかな臀部を鷲掴むと同時、男根で子宮口を叩く。

  

  “啊❤️恩❤️❤️”

  「ああっ❤️んんっ❤️ん❤️」

  

  侵入到深处的龟头，剜出了爱丽丝的胎。

  　奥深くまで侵入を果たした亀頭が、アイリスの胎を抉る。

  

  这种毫不留情的刺激，给人一种仿佛要烧毁脑髓的错觉。

  　容赦のないその刺激は、脳髄を焼き切るかの如き錯覚を与える。

  

  “好恶心❤️好❤️拿着❤️再来点❤️”

  「きもちっ❤️いいですっ❤️もっとっ❤️もっとしてくださいっ❤️」

  

  爱丽丝的阴道陷入了这种感觉，紧紧勒住了风歌的男根。

  　その様な感覚へと陥るアイリスの膣内がフウガの男根を締め付ける。

  

  风歌的男根在被爱液浸湿的粘膜上剜去。

  　愛液に濡れた粘膜を、フウガの男根が抉る。

  

  “风歌哥哥啊❤️超级❤️喜欢❤️”

  「フウガおにいさまぁっ❤️すきっ❤️すきなのっ❤️」

  

  一阵强烈的快感让爱丽丝绕到风歌背上的指尖合上了。

  　凄まじいまでの快感により、フウガの背中へと回るアイリスの指先が閉じられる。

  

  与此相应，风歌被锻炼过的肉体也会留下印记。

  　それに応じてフウガの鍛え上げられた肉体に対して爪痕を残す。

  

  然而风歌的男人对此毫不在意，没完没了地蹂躏着爱丽丝的肉体。

  　だがそれも気にも留めないフウガの男根は、延々とアイリスの肉体を蹂躙した。

  

  在这样的性交过程中，爱丽丝的舌头从嘴唇里露出来，要求亲吻。

  　そうした性交の最中、アイリスの唇から覗けた舌が、口付けを求めている。

  

  注意到这一点的风歌答应了他的请求。

  　それに気がついたフウガは、その嘆願に応じた。

  

  两人舌头交缠得很紧，爱丽丝勒索着唾液。

  　濃厚に舌を絡ませ合い、アイリスは唾液を強請る。

  

  “风歌哥哥❤️请更爱爱丽丝❤️恩❤️莱略❤️俊❤️”

  「フウガおにいさまぁ❤️もっとアイリスをあいしてください❤️んんっ❤️れりょ❤️じゅる❤️」

  

  相互摩擦的粘膜黏稠地在彼此的口腔中传递。

  　擦れ合う粘膜がねっとりと互いの口腔を伝う。

  

  爱丽丝的吻很激烈，她的嘴唇下流地吸着我。

  　アイリスの口付けは激しく、その唇は下品にも吸い付いてくる。

  

  这是平时威风凛凛的举止所无法想象的痴态。

  　それは、平素の凛と澄ました振る舞いからは、凡そ考えられない痴態。

  

  爱丽丝的嘴唇渴求着风歌厚实的舌头。

  　フウガの分厚い舌を、アイリスの唇が求めている。

  

  “朱尔❤️楚尔❤️莱❤️安❤️风哥真❤️给爱丽丝来❤️”

  「じゅる❤️ちゅる❤️れぇ❤️あんっ❤️フウガおにいさまっ❤️アイリスにくださいっ❤️」

  

  雪白的肌肤潮红着，爱丽丝恳求道。

  　そうして真っ白な肌を紅潮させたままにアイリスは懇願する。

  

  湿润的眼睛凝视着风歌精悍的面容，寻找雄性的子种。

  　潤んだ瞳でフウガの精悍な顔立ちを見つめたまま雄の子種を求める。

  

  “嗯❤️啊❤️❤️请把您的酒倒给爱丽丝吧❤️”

  「あんっ❤️ああっ❤️んんっ❤️あなたさまのおなさけをアイリスにそそいでくださいませっ❤️」

  

  摇晃着两个柔软跳动的双丘，爱丽丝抬头看着风歌。

  　二つの柔らかに弾む双丘を揺らし、アイリスはフウガを仰ぎ見る。

  

  艾丽丝委身于这种情绪之中，用媚眼向上的眼神勒索风歌的遗传基因。

  　その情動に身を委ねるアイリスは、媚びた上目遣いでフウガの遺伝子を強請る。

  

  风歌接过话，用力地抱住了爱丽丝。

  　それを受けたフウガは、アイリスの尻肉に跡が残る程強く掻き抱いた。

  

  然后用力将男根插入阴道深处。

  　そして思い切り男根を膣奥へと突き入れる。

  

  她毫不留情地用力砸向子宫口。

  　一切の手加減を知らない勢いのままに、子宮口へと打ち据える。

  

  她那有力的腰部动作，扭曲了爱丽丝柔软的臀部肌肉。

  　その力強い腰の動きに、アイリスの柔らかな臀部の肉が歪む。

  

  彼此肌肤相碰的淫靡音色在回音中回荡。

  　互いの肌同士を打ちつけ合う淫靡な音色が木霊する。

  

  当然，风歌强壮的肌肉和爱丽丝柔软的媚肉，简直就像被压扁了一样。

  　無論、逞しいフウガの筋肉にアイリスの柔らかな媚肉は、まるで押し潰されるかの様にたわむ。

  

  扭曲的雌性臀肉给人一种柔和的感觉。

  　歪んだ雌の尻肉は、柔らかな感触をフウガへと与える。

  

  这使他的欲望更加高涨。

  　それが彼の欲望をより一層の事昂らせるのだ。

  

  如果是在人们都已入睡的半夜，这里的声音就更响了。

  　更に人々が寝静まる夜中とあっては、同所には殊更に響く。

  

  与此同时，爱丽丝那娇艳的声音在风歌的耳朵里听起来更加鲜明了。

  　だがこれが相まってアイリスの艶やかな嬌声は、フウガの耳へと一際鮮明に聞こえた。

  

  与此同时，一想到阴道肉吸附到他的男根上，爱丽丝的肉体就痉挛起来。

  　そしてそれと同時、彼の男根へと膣肉が吸い付いたかと思えば、アイリスの肉体が痙攣する。

  

  “啊❤️恩❤️。”

  「ああっ❤️んんッ❤️」

  

  无限高涨的快感，将她引向了高潮。

  　際限なく高まる快感が、彼女を絶頂へと導いたのだ。

  

  强烈的快感涌向终于迎来极限的爱丽丝。

  　遂には限界を迎えたアイリスの身へと、強烈なまでの快楽が押し寄せた。

  

  “嗯，❤️。”

  「んんッ❤️」

  

  她的身体剧烈地颤抖着，什么也说不出来了。

  　大きく肉体を震わせる彼女は最早何事も口とするも事はない。

  

  只要享受那种幸福的感觉。

  　只々その多幸感を享受する限り。

  

  艾丽丝被脑髓灼伤般的刺激所压倒，尽管如此，她还是恳求风歌把自己的想法告诉她。

  　その脳髄を焼くかの如き刺激に圧倒されるばかりのアイリスは、それでもフウガへと自身の想いを伝えるべく懇願する。

  

  本来的话，即使意识模糊也会诉说。

  　本来であれば意識もおぼろげながらも訴える。

  

  “请把❤️把您的孩子放在我肚子里❤️把您的孩子放在我身上❤️”

  「そそいでくださいっ❤️わたしのおなかにあなたさまのこだねをっ❤️あなたさまのややこをわたしにくださいっ❤️」

  

  她那尖利的声音夹杂着喘息声，催促着风歌吐精。

  　そんな彼女の上擦った、甲高い喘ぎ混じりの声色は、フウガの吐精へと促す。

  

  “爱丽丝!”

  「アイリスッ」

  

  一声惊呼的同时，他好像把自己的男根伸向了阴道最深处的子宫口。

  　一声と同時、膣の最奥たる子宮口へと己が男根を宛てがうフウガ。

  

  因为彼此的粘膜紧贴到极限，没有缝隙。

  　互いの粘膜を極限まで密着させた為に、隙間はない。

  

  男根的前端即龟头部分剜出子宫口。

  　男根の先端である亀頭部分が子宮口を抉る。

  

  从铃口被猛地解放了的子种，被推出来原样蹂躏。

  　鈴口から勢い良く解き放たれた子種は、押し出されるがままに蹂躙した。

  

  一直停留在那里的白浊液，顿时如决堤般涌进子宫口。

  　それまで留められていた白濁液は、途端に堰を切ったかの如く、子宮口へと注がれる。

  

  “啊❤️您的儿子要进入我体内了❤️”

  「ああっ❤️あなたさまの子種が、わたしのなかにはいってきます❤️」

  

  就这样被送入胎中的强壮雄性的优秀基因，让爱丽丝松弛的美貌荡然动容。

  　その様に胎へと送り込まれた逞しい雄の優秀な遺伝子に、アイリスは弛緩した美貌を蕩けさせる。

  

  平时的清廉氛围造成了散漫和背德的氛围。

  　平素の清廉な雰囲気はだらしなく背徳的な雰囲気を醸し出している。

  

  那种强烈的性感，正是爱丽丝作为完全雌性打掉身体的证据。

  　その強烈な色香は、アイリスが完全な雌としてその身を堕とした証左に他ならない。

  

  作为风歌的雌性，她悲惨地奴役了自己，已经让自己屈服了。

  　惨めにもフウガの雌として身を奴した彼女は、既にその身を屈服させていた。

  

  如今，这位虔诚的信徒将自己的身体献给了风歌。

  　今ここに、自らが御子として崇める神への信仰を掲げる敬虔なる信徒は、その身をフウガへと捧げたのであった。

  

  但是爱丽丝美丽的胸脯却沉醉在那快要溢出来的幸福感中。

  　だがそんなアイリスの美しいかんばせは、その溢れんばかりの多幸感に酔いしれている。

  

  虽然心中感到罪恶，但她却感觉自己的胎里被注入了雄性的种子。

  　罪悪をその胸に感じながらも彼女は、自身の胎に雄の子種を注がれた感覚を甘受していた。

  

  就这样，她感受到了自己下腹部的甜热，也显露出了她的母性。

  　その様に、自らの下腹部に感じる甘い熱を得た彼女は、それに対しての母性をも、露わとしているのであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  完全没有破瓜的疼痛。

  　破瓜の痛みは皆無でした。

  

  倒不如说，当我迎进雄赳赳气昂昂的风歌哥哥的同时，一种难以抗拒的幸福感袭来。

  　寧ろ、フウガお兄様の雄々しく屹立なされていましたそれを迎え入れると同時、抗い難い多幸感に襲われたのです。

  

  当那巨大的阴茎贯穿我的时候，我已经成了俘虏。

  　その巨大な陰茎がわたしを貫いた時には、既に虜となってしまいました。

  

  被这样给予的快感所驱使，恳求了儿子的种。

  　そうして与えられる快感にされるがままとなり、子種を懇願してしまいました。

  

  那是非常下流的行为。

  　それは大変はしたない振る舞いです。

  

  但是，这一切都是后话了。

  　ですが、最早全ては後の祭りに御座います。

  

  而且时间已经很晚了吧。

  　そして偏に時は、既に遅いのでしょう。

  

  我的尊严因为自己的不道德而被贬低了。

  　自らの尊厳はわたし自身の不徳により貶められたので御座います。

  

  这一切都是我背信弃义造成的。

  　全ては本当に、このわたしの背信が成した悪徳に他なりません。

  

  但是，我明白了这一点，也明白了殿下，而且是风歌兄长给我注入的热情，自己已经屈服的事实。

  　しかしながら、それを心得て尚、殿方、それもフウガお兄様から注がれる熱いそれにわたしは、自らが屈服した事実を悟りました。

  

  作为雌性理解了自己的立场。

  　雌として自身の立場を理解させられたのです。

  

  这脆弱的身体被强壮的风歌哥哥作为雄性的肉体所拥抱，刻上了压倒性的快感。

  　脆弱なこの身体を逞しいフウガお兄様の雄としての肉体に抱かれることにより、圧倒的なまでの快感を刻まれてしまいました。

  

  他的身体是如此坚韧，足以让我屈服。

  　それ程までに、わたしを屈服させた彼の肉体は強靭でした。

  

  以我如此孱弱的力量，恐怕连抵抗都困难吧。

  　とてもひ弱なわたしの力では、抵抗さえままならないでしょう。

  

  即使拒绝，肯定也无法反抗。

  　例え拒絶しても抗う事さえ出来ないに相違ありません。

  

  因此，当我看到哥哥那充满男子气概的白浊子嗣从我大腿的龟裂处溢出来的光景时，总觉得很高兴。

  　ですからそんな男らしいフウガお兄様の白濁した子種が、わたしのお股の亀裂より溢れ出る光景を何処か嬉しく感じてしまいます。

  

  也许是亲身感受了憧憬的老爷的热情，记得欢喜吧。

  　憧れである殿方の熱をこの身に受けて、歓喜を覚えているのやもしれません。

  

  所以，我渐渐明白了这一点，不由得感到羞愧。

  　ですのでそれに漸く及びがついたわたしは、自ずと自らを恥じます。

  

  就这样，我被一种意想不到的羞耻所驱使，突然被伸出手来。

  　そうして思いがけずして訪れた羞恥に駆られてしまっているわたしへと、不意に手が伸ばされます。

  

  我受到了超越焦虑情绪的刺激，回过神来，发现自己像公主一样被抱在怀里。

  　身を焦がすその情動を越える刺激を受けて、わたしは気がつけばお姫様の様に抱えられていました。

  

  是的。

  　そうです。

  

  风贺哥哥毫不在意我的重量，把我抱到了床旁。

  　わたしの重みを軽々と意に介すことなく抱き抱えたフウガお兄様は、寝台の傍らへと足を運ばせます。

  

  然后任凭我委身，回过神来，被他强壮臂弯抱着的肉体，已经温柔地躺在床上了。

  　そして身を委ねるがままに気がつけば、彼の逞しい腕に抱えられていたわたしの肉体は、既に優しくベッドの上へと寝かされていました。

  

  讲到这里，我不由自主地对这一连串的事情表示感谢。

  　それに及んだ後に、自ずと口と致しましたのは、一連の出来事への感謝の言葉に御座います。

  

  “啊……❤️谢谢你的哥哥。对不起，我总觉得轻飘飘的……”

  「あ‥❤️ありがとう御座いますフウガお兄様。申し訳御座いません。わたしなんだかふわふわして‥」

  

  

  “没关系。不过，我不觉得她和阿雪长得那么像。事情结束后，她也会精疲力竭的。”

  「構わないさ。だが、そこまでユキに似ているとは思わなかった。彼女も事が終われば疲れ果てていたよ」

  

  然而，风歌哥哥却毫不在意地回答了我的问题。

  　するとそう呈したわたしの意に反し、フウガお兄様は気まるで気にした素振りもなく受け答えてくださいました。

  

  “是的。确实，我是靠母亲生下来的。如果风贺哥哥这么说的话，也许是这样的。看来你对母亲的了解比我还多。”

  「はい。確かにわたしはお母様により、この生を受けましたから。フウガお兄様がそう仰るのであればそうなのかもしれません。どうやらあなたはわたしよりもお母様の多くを知っている様です」

  

  

  “没有的事，我对阿雪的感情不符合我的身高，我对她所做的事终究不能被原谅，这也不是我所希望的。因此，我必须尽早从圣王国的魔手手中解救她，这是现在我唯一能做的补偿。”

  「そんなことはないさ。俺はユキに対して身の丈に合わない感情を向けていたに過ぎない。彼女にした事は到底許される事でもないし、それは己も望む所ではない。故に、一刻も早く聖王国の魔の手より彼女を救わなければならない。そしてそれが唯一今の俺に出来る償いだ」

  

  接着他说的是，隐藏着发自内心的坚定决心的宣言。

  　続いて彼より語られましたのは、心底より尊く思われる力強い決意が秘められた宣言に御座います。

  

  那强有力的声音，听起来更像是在说同一个地方。

  　その力強い声色は、殊更に同所へと響いては聞こえます。

  

  然后接受了那个的我，再次在自己的胸中感到难过的感情。

  　そしてそれを受けたわたしは、再び自らの胸中へと切ない感情を覚えます。

  

  “而且，我赌上我的性命，把你从诅咒中解放出来。所以你不用担心什么，只要在这里等我回来就可以了。”

  「それに君を呪いから、我が命を賭して解放して見せる。故に何も案ずることはない。ただ君は此処で俺の帰りを待つだけで良いのだ」

  

  

  “……但是那样的话就只能给你了，那不是我所希望的。所以，如果风歌哥哥不讨厌的话，希望他能像今晚一样抱着我……”请多多关照。”

  「‥ですがそれではあなたに与えられるだけになってしまいます。それはわたしの望みではありません。ですのでもしもフウガお兄様がお嫌ではないのでしたら、今夜の様に抱いて頂けたらと‥。どうか何卒よろしくお願い致します」

  

  

  我带着自己的罪恶感，回过神来，这样恳求道。

  　と、わたしは自らの罪悪感のままに、気が付けばそうして懇願していました。

  

  如今，我的身体已经屈服于眼前这位彪悍的大哥，连低下头都毫无踌躇。

  　最早身体が目の前の逞しいフウガお兄様に屈服した今となっては、頭を垂れる事に対してさえ躊躇いはありませんでした。

  

  哥哥俯视着我这种一味贬低自己的行为，说道。

  　そうして只々己を貶めるかの様な振る舞いにこの身を奴すわたしを見下ろしてフウガお兄様は仰られます。

  

  ……当然，如果是你的愿望我欣然接受。但是，真的没关系吗?那终究是因为魔族留下的诅咒。所以你没有必要对我感到感恩。因为我本来就有保护你不被那些家伙侵犯的义务，而我之所以偷懒露出破绽，是因为自己不够成熟。”

  「‥無論、君の願いであれば喜んで受け入れる。だが、本当に構わないのか？それはあくまでかの魔族が残した呪いが原因。故に君は俺に対しての恩義など感じる必要はない。何故なら元より俺には、奴等から君を保護する義務があった。それを怠り隙を見せたのは自らの未熟が所以」

  

  就这样，哥哥露出了极其严肃的表情。

  　その様にして、至極厳粛たる面持ちを露わと致しましたフウガお兄様。

  

  而且，他的眼睛从正面射进了我的眼睛里，那是发自内心地后悔自己所说的话。

  　そして、自らの語る所を心底より悔いている素振りが見られます彼の瞳は、真正面からわたしを射抜きます。

  

  “不，我确实受到了邪恶之术，但是，我刚才所说的一切，都是发自真心的，绝不是为了代价，而是我自己的意愿为您服务。我打从心底感谢您。”

  「いいえ。確かにわたしはこの身に余る、邪悪の術を受けました。ですが、今申し上げました想いは、嘘偽りの無い本心からに御座います。決して代価などでは無く、わたし自らの意思で、御奉仕致します。わたしは心底から、貴方様に感謝を捧げたいのです」

  

  因此，我自然而然地不被这一气势所压倒，自我激励起来。

  　ですから自ずと、わたしとてこれに気圧される事のない様に、自身を奮い立たせるのでした。

  

  我表现出了特别刚强的心情，这句话连我自己都意想不到地讲述了自己的内心。

  　殊更気丈な心持ちを露わと致しますわたしの言葉は、自身でも思いがけない程に自らの心中を物語ます。

  

  对于风歌哥哥，我的言行实在是太傲慢了。

  　フウガお兄様に対しての振る舞いとしては、あまりに不遜に過ぎる物言いとなってしまいます。

  

  但是，即使在做出如此不敬之举的我面前，风歌哥哥还是大方地点了点头。

  　しかしながら、その様な不敬を働いたわたしを前としても尚、フウガお兄様は鷹揚にも頷いてくださいました。

  

  那个姿态从平时就能窥见，看起来非常镇定自若。

  　その姿は平素から垣間見せています、大変落ち着き払った素振りとして見て取れます。

  

  “……是吗?那我也回应你的心情吧。”

  「‥そうか。ならば俺も君の気持ちに応えよう」

  

  于是，对于我的恳求，风歌哥哥这次终于爽快地接受了。

  　すると、そうして続けましたわたしの嘆願に対して、フウガお兄様には、今度こそ快く迎え入れて頂けました。

  

  “风哥……❤️”

  「フウガお兄様‥❤️」

  

  因此，听到这句话，我的心跳不由得加快了。

  　ですのでこれを耳としたわたしの心臓の鼓動が、自ずと急激に早まります。

  

  这是连我自己都能体会到的激动心情。

  　それはわたし自身でも自覚出来る程の胸の高鳴りに他なりません。

  

  接着，我回过神来，连自己的行为举止都顾不上了，就靠在风贺哥哥身边。

  　次いで気がつけばわたしは、自らの振る舞いすら顧みることもなく、フウガお兄様の傍らへと身を寄せていたのです。

  

  真的没有那样的意图，只是自己的冲动使然。

  　本当にその様な意図はなく、只々自らの衝動が赴くがままに身を委ねた結果に御座います。

  

  我能感受到哥哥强壮的赤褐色肉体。

  　逞しいフウガお兄様の、鍛え上げられた赤褐色の肉体を肌に感じます。

  

  当我意识到那隆起的硬邦邦的触感时，又一次被悲伤的情绪灼烧了。

  　そのゴツゴツとして隆起した硬い感触に、わたしは気が付けば再び切ない情動に身を焦がされてしまいます。

  

  而且对于自己没有预期到的感情的流露，不由得困惑频频。

  　そうして予期しない自らの感情の発露に対して、思わず困惑頻りに御座います。

  

  因此，对于从自己大腿的裂缝溢出来的炽热的白浊，也会有一种兴奋的感觉。

  　ですから次いで、自身のお股の割れ目より溢れ出た熱い白濁したそれに対しても、何処か高揚めいた感覚を覚えます。

  

  哥哥的儿子垂着自己的大腿，弄脏了我平时带在身上的手环。

  　ツゥと、自身の太腿を垂れるフウガお兄様の子種は、平素より身に付けているわたしのホルスターを汚します。

  

  但现在的我，无论如何也不认为那是特别值得注意的事。

  　けれど最早今のわたしには、それが特段気に留める様な事とは到底思えません。

  

  毋宁说，那轨迹在我的眼中呈现出一种倒错的景象，让我陷入一种错觉，仿佛我的身体变成了哥哥的所有物。

  　寧ろその軌跡は、まるでこの身がフウガお兄様の所有物となった様な錯覚へと陥らせる、倒錯的な光景としてわたしの瞳へと映ります。

  

  下腹部依然灼热，想必是风歌哥哥的孩子的子嗣。

  　依然として下腹部へと納められた熱は、恐らくフウガお兄様のやや子の元となる子種に違いありません。

  

  尽管被吐精了，它依然散发出雄赳赳地的存在感，无情地蹂躏着我毫无抵抗的肉体。

  　その吐精されたにも関わらず、未だ力強い雄としての存在感を放つそれは、無慈悲にもわたしの無抵抗な肉体を蹂躙していたのでした。

  

  否。

  　いいえ。

  

  我已经向风歌兄长屈服了，我毫不留情地接受了儿子种。

  　既にフウガお兄様に対して屈服していますこの身は、容赦なく注がれた子種を迎え入れたのです。

  

  而且是亲自恳求才接受了殿下的儿子。

  　それも与えられた殿方の子種を、自ら懇願して受け入れたのでした。

  

  因此，我自然而然地让自己的身体侍奉兄长的身体。

  　ですからわたしの想いに応えてくださいましたフウガお兄様の肉体へと、自ずと自身の身体を侍らせました。

  

  然后向前突出的自己也觉得淫乱的乳房压着。

  　次いで前方へと突き出た自身でも淫乱に思います乳房を押しつけます。

  

  就这样，我的奶水碰到了圆木般粗壮健壮的哥哥的手臂。

  　そうして丸太の如く太くて逞しいフウガお兄様の腕に対して、わたしのお乳が触れます。

  

  而自己那柔软扭曲的双丘，就像被压扁了一样，淫荡地变了形。

  　そして柔らかく歪んだ自らの二つの双丘は、まるで押しつぶされるかの様にして、淫らに形を変じているのでした。

  

  以前对殿下的谄媚行为多少有些抵触，事已至此，已经没有丝毫顾忌了。

  　以前までは少なからず抵抗を覚えていた、殿方に媚びた振る舞いも、事ここに至っては、微塵も憚られる様な事は御座いません。

  

  我甚至对这种贬低自己的行为产生了欢喜之情。

  　寧ろ、そうして自らを貶めるはしたない行いにもわたしは、歓喜の様な情動を抱くまでに及んでいたのでした。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  昨夜的事结束了，迎接的第二天的事。

  　昨夜の伽を終えて、迎えました翌日の事に御座います。

  

  也许是哥哥给的礼物，我起床晚了。

  　フウガお兄様より与えられましたまぐわいからか、起床が遅れてしまいました。

  

  在此之前，他所赐予我的兴奋之情，已经达到了高潮。

  　それ程までに、彼より賜りました昂りは激しい交わりに御座いました。

  

  就这样，我沉浸在昨晚的情谊余韵中。

  　と、その様にして、昨夜頂きましたお情けの余韻に浸るわたしに御座います。

  

  但是，当他回过神来，又发现有阳光照进他的视野。

  　しかしながら、次いで気がつけば同所へと差し込む陽の光が、視界の内に輝きます。

  

  好像从外面接受的阳光也照进了隔着纸拉门的这个地方。

  　どうやら障子越しに隔てたこの場にも、外から受けた日差しが、入り込んでいる様です。

  

  太阳指的是中天，不太敢称其为朝阳。

  　それを朝日と称するには些か憚られる程、陽は中天を示しています。

  

  今天天气很好，我听到了鸟儿悦耳的啼声。

  　本日は大変お日柄も宜しく、鳥の聴き心地の良い囀りを耳と致しました。

  

  就天气而言，说是晴天也无妨吧。

  　正にお天気の程は、晴天と称して差し支えない事でしょう。

  

  大概是中午过后的时候见面，昨晚还在一起住的风野哥哥也不见了。

  　恐らくは、既にお昼を回っていると思しき頃合いとあって、昨晩までお部屋を共にしていましたフウガお兄様の御姿も同所には窺えません。

  

  到底去了哪里呢?我想了想。

  　一体何処に足を運ばせになったのか、そう思考を巡らせた所で及びます。

  

  我这么晚才起床，也许是风歌哥哥出门了。

  　わたしの起床がここまで遅れてしまった手前、やはりフウガお兄様はお出掛けになっているのやもしれません。

  

  我对那件事感到了不少孤独感，自然而然地站了起来。

  　その事に対して少なからず孤独感を覚えたわたしは、自ずとその場より立ち上がっていました。

  

  他从不知何时被抬走的床上起身，离开了那里。

  　いつの間にか運ばれていました寝台より身を起こし、同所を後とするのです。

  

  接着往前走，是照例用来吃早餐的日式房间。

  　そうして歩みを進ませる先は、例によって朝食を摂る為の和室に御座います。

  

  但是，因为急于求成，自然会加快脚步，向前倾。

  　しかしながら、急く思いから自然と足早が相まってしまって、前のめりとなってしまいます。

  

  好不容易才止步于此的我，被羞耻所驱使。

  　それをどうにかすんでのところで踏みとどまったわたしは、羞恥に駆られます。

  

  当然，这是为了躲避周围人的目光。

  　無論それは周囲から向けられた人目を憚っての事に御座います。

  

  不管前面有多急，小跑也是我自己的失误。

  　幾ら先を急いでいたとはいえ、小走りになるのはわたし自らの不手際です。

  

  这样一来，自然就会引起大家的关注。

  　これでは注目を集わせてしまうのも、自然な成り行きでしょう。

  

  然后我回顾了自己的现状，这次终于端正了姿态，变得楚楚动人。

  　そうして自身の現状を顧みたわたしは、今度こそ楚々とした振る舞いに姿勢を正します。

  

  就这样走了一会儿，眼前就出现了要去的房间。

  　と、その様にして暫く足を運ばせますと、眼前に目的のお部屋が見えて参ります。

  

  果然是做了夸张的匹敌，我要打开那扇入口的门。

  　やはり大仰なまでの誂えとなっています、その入り口の戸を開きますわたしです。

  

  “失礼了。”

  「失礼致します」

  

  我礼貌地说了一声，然后低下头。

  　礼儀に則り一声をかけたわたしは其れ際して頭を下げます。

  

  与此同时，自然地垂下眼睛，自然地抬起眼睛确认自己正面的景象。

  　それと共に自然伏目となり、自ずと上目遣いに自身の真正面にて広がる光景を確認致します。

  

  那么我的想法是幸运的吗?

  　するとわたしの想いが幸いしたのでしょうか。

  

  “早上好，风歌哥哥。”

  「おはよう御座います、フウガお兄様」

  

  视线的前方，是昨晚奉献我肉体的人——风贺哥哥正在吃早饭。

  　視線で見据えた先には、昨夜にわたしの肉体を捧げた相手、フウガお兄様が朝食を召されていました。

  

  因此，目睹这一切的我，为了不产生不敬，当场跪倒在地。

  　ですのでこれを目の当たりとしたわたしは、これに不敬とならない様にその場に平伏致しました。

  

  “风野哥哥平时来得很早吧?不好意思，我来晚了。”

  「フウガお兄様は普段からお早くあらせられますね。遅くなってしまい申し訳御座いません」

  

  与此同时，我为自己与风贺哥哥的行为相悖而感到羞耻，当场表示道歉。

  　それと同時、フウガお兄様とは反した自らの振る舞いを恥じたわたしは、その場にて謝罪の意を示します。

  

  与此同时，他还会说些谄媚的话。

  　これに伴い、まるで媚びるかの如き言葉を気が付けば口としていました。

  

  在风歌哥哥面前，我对这种本来应该有所忌惮的行为，丝毫没有表现出我的踌躇。

  　そうして本来であれば憚られる様な行いも、フウガお兄様を前として褒め称えるばかりのわたしはこれに対しての躊躇いを覚えていませんでした。

  

  这只能证明，自己在无意中屈服于自己倾注贞操的对方。

  　これは偏に自らが貞操を捧げた相手に対して、意識せずともこの身が屈服している証左に他なりません。

  

  因为我自己也有这样的感觉，无需再深究。

  　何故ならば、その様にして改めて深く考えるまでもなく、わたし自身そう感じているが所以。

  

  因此，我自己也不需要寻找任何可以作为根据的理由。

  　その為これに対しての根拠となる理由付けは不要である事など、自らの中でさして探るべくもなく、明白に御座いました。

  

  是的。

  　そうです。

  

  我已经是比自己强大得多的存在了，从心底里隶属于哥哥。

  　わたしは既に自身よりも遥かに強大な存在であらせられますフウガお兄様に対して、心底より隷属しているのでした。

  

  “什么，没关系的。我给爱丽丝增加了负担，反而更快了。真的没关系吗?”

  「何、構わないさ。アイリスには負担を掛けた。寧ろ早いくらいだ。本当に大丈夫なのか？」

  

  对于重新理解了自己的立场的我，风歌哥哥给予了我非常宽容的话语。

  　と、その様に自らの立場を改めて理解させられてしまうわたしに対して、フウガお兄様は大変寛大な御言葉を与えてくださいました。

  

  因此，我要意识到自己的刚强行为。

  　ですからこれを受けて、わたしは自身の気丈な振る舞いを意識して受け応えるのです。

  

  “是的，谢谢你的关心。不过不用担心，我甚至觉得身体比以前更轻盈了。”

  「はい。お気遣いありがとう御座います。ですが心配には及びません。なんだか以前よりも身体が軽くなった気さえします」

  

  

  “是吗……我明白了。那么，我接下来还有必须要去的地方。爱丽丝没事吧?”

  「そうか‥。理解した。して、俺はこれから出向かなくてはならん所がある。アイリスは平気か」

  

  他好像听到了我的话，用比哥哥更温和的声音问道。

  　すると、わたしの言葉を耳と致しましたフウガお兄様より穏やかな声色でそう尋ねられてしまいます。

  

  刚才听到的这句话的意思是，确认我一个人会不会感到不安。

  　そして今し方に受けた言葉の意味するところは、恐らくわたし一人で心細くないか、という確認。

  

  

  “……是吗?不，我知道了。但是……能否请您告诉我，风歌哥哥什么时候回来?”

  「‥そうですか。いいえ、わかりました。ですがその‥、フウガお兄様がいつ頃にお帰りになられるのか、どうか教えては頂けませんか？」

  

  “嗯，那我就和平常一样，晚饭前回来。”

  「ああ、それなら普段と同様に、夕食の前には戻る」

  

  这个问题甚至让我感到郁闷。

  　わたしの鬱陶しくすら感じられる質問。

  

  对此，哥哥平静地回答。

  　それに対して穏やかにも返答してくださいましたフウガお兄様。

  

  所以听到别人说的话，我自然而然地感到欢喜。

  　ですので与えられた言葉には自ずと歓喜さえをも覚えるに及びます。

  

  下一个瞬间，他说出了连我自己都感到惊讶的话。

  　そして次の瞬間には、わたし自身でも驚く程にはしたない言葉を口としていました。

  

  “那么，我洗净身子恭候您的光临。”

  「では、身を清めてお待ちしています」

  

  

  “……啊，不，这没关系。不过，你一个人的时候应该尽量避免暴露在别人面前。以前我也告诉过你，你很有魅力。如果有什么差错的话就晚了。外出时请尽量小心。”如果你再发生什么事，那是因为我太愚蠢了。所以，在我回来之前，请在房间里等着我。”

  「‥ああ、いや、それは構わない。だが、君が一人でいる所が人目に晒されるのは、なるべく避けるべきだ。以前にも伝えたが、君は魅力的だ。何か間違いがあっては遅いのだ。外出には出来るだけ気を払って欲しい。再び君に何かあれば、あまりに俺が間抜けに過ぎるのでな。故に、俺が戻るまでは部屋で待っていてくれ」

  

  但是，被我这种慌乱的举止所反驳的，是用极其认真的声调说的挖苦。

  　が、そんなわたしの取り乱した振る舞いに返されたのは、酷く真剣な声色での窘めに御座いました。

  

  “可是……”

  「ですが‥」

  

  我自然会开口反驳这个忠告。

  　自然、この忠告に対して反論するべくして口を開きかけるわたしです。

  

  “好像还没有意识到……爱丽丝，你是如此的美丽。我也想尽可能地尊重你的意思。只是，无论什么时候都有无法辨别自己身份的人，所以希望你能理解。”

  「どうやら未だ自覚していない様だが‥。アイリス、君はそれ程までに美しいのだ。俺も出来うる限りは君の意思を尊重したい。ただ、身の程を弁えない輩はいつの世も居るものだ。故にどうか理解して欲しい」

  

  

  “……”

  「‥」

  

  然而，就在我做出这种不敬的前一刻，我说的话被哥哥的称赞掩盖了。

  　ですがその様な不敬を働く寸前の喉元まで出掛かっていましたわたしの言葉は、与えられたフウガお兄様の称賛に掻き消されました。

  

  “您的话太过分了，爱丽丝很高兴。”

  「その様な過分な御言葉、アイリスは大変嬉しく思います」

  

  当然，我从他那里得到的赞美，虽然有些羞耻，但还是接受了。

  　無論わたしは彼より受けた身に余る賛辞を、些かの羞恥に駆られながらも只々受け入れる限りに御座います。

  

  我之所以在这里不偏不倚地予以否定，是因为有所顾忌。

  　それは偏にここで否定致しますのは、やはり憚られるが所以。

  

  我之所以这么做，是因为我对风贺大哥的称赞置之不理，是无意中的不敬。

  　その理由は、フウガお兄様より与えられました称賛のお言葉を無闇に受け流す所業は、意図しない不敬に当たるやもしれないが為に御座います。

  

  如此过分的谦虚，是对认可我的哥哥的侮辱。

  　この様に行き過ぎた謙遜は、わたしを認めてくれたフウガお兄様への侮辱に他なりません。

  

  因此，当哥哥唐突地说出这句话时，我毫不犹豫地露出了笑容。

  　故にわたしは、唐突に与えられたフウガお兄様の御言葉に対して躊躇いなく笑顔を浮かべます。

  

  这是嘴角自然上扬的结果，恐怕她的举止不会像雪莉丝母亲那样令各位着迷。

  　これは自然に口の端が上がった結果であり、恐らくはユキリスお母様程に殿方を魅了する、完璧な振る舞いではないでしょう。

  

  如果母亲当时也在场，说不定就会被指出这一点。

  　仮に同所へとお母様が居合わせていたのであれば、その点に指摘を受けていたやもしれません。

  

  不过，那也只是我的愚蠢想法，说不定能得到及格分。

  　しかしながら、それもあくまでわたしの愚考でしかなく、もしかしたら及第点を頂けるに違いありません。

  

  作为自己心中充满自信的佐证，眼前的这位大哥以非常平静的气氛点头。

  　その自らの胸中へと抱いた自信の証左として、眼前に仰見ますフウガお兄様は大変穏やかな雰囲気で頷きを返してくださいました。

  

  于是，尽管我的行为举止很不得体，但我还是得到了某种满足感，这时，头顶上突然传来了一个声音。

  　するとはしたない振る舞いをしたのにも関わらず何処か満足感の様な感覚を得たわたしですが、不意に頭上より声が与えられます。

  

  “待在那样的地方，什么安定的东西都安定不了。来这里爱丽丝也吃点东西好了。你不是喜欢甜味吗?我的那份也请你收下。”

  「そんな所に居ては落ち着くものも落ち着くまい。此方に来てアイリスも食事を摂るといい。確か君は甘味を好んでいただろう？俺の分もどうか貰って欲しい」

  

  

  “好的，谢谢您的关心。那我就告辞了。”

  「はい。お気遣いありがとう御座います。では、失礼致します」

  

  在哥哥的关怀下，我从跪拜的姿势站了起来。

  　そうしたフウガお兄様のお心遣いにより、わたしは平伏した姿勢から立ち上がります。

  

  下一个瞬间，他将双手放在胸前，端坐在风贺哥哥身旁。

  　そして次の瞬間には前に両手を重ね合わせて、フウガお兄様の傍らへと正座を致します。

  

  就在这时，事情渐渐发生了。

  　すると、その折に漸く及んだ事柄に御座います。

  

  折叠的腿微微发麻，还伴随着一些疼痛。

  　折り畳んだ脚は僅かながらに痺れて際しては、若干の痛みを伴いました。

  

  “辰弥哥，对不起，我可以把腿推倒吗?”

  「あのフウガお兄様、申し訳ありません。脚を崩してもよろしいでしょうか？」

  

  因此，我多少有些吃不消，不由得战战兢兢地大声说。

  　ですからこれに少なからず参ってしまいましたわたしは、自ずと恐る恐るといった塩梅にて声を挙げていました。

  

  当然，我也知道自己的行为举止不雅，所以在此基础上，我还会用谄媚的眼神仰望。

  　無論はしたない振る舞いとの自覚は御座います故、それを踏まえた上で尚、媚びた上目遣いで見上げます。

  

  我如此敬仰风贺兄长，所以打算在对大人示众的行为中采用有效的手法。

  　その様にフウガお兄様を仰ぎ見るわたしは、殿方に対して晒す所作の中でも効果的な手法を用いた所存に御座います。

  

  结果，与我的想法相反，它出乎意料地发挥了作用。

  　すると、どうやらわたしの想いに反して、これは思いがけずして作用を見せた様です。

  

  “在这种场合，你不必客气。你想怎么做就怎么做。不过，你最好多少体谅一下老爸。乍一看不出来，他是个很严厉的人。我也很受不了他。所以那也只在我面前。”

  「この場では遠慮することはない。君の好きな様にしてくれて構わん。だが父上には少なからず気を払った方が良い。一見しただけではわからないだろうが苛烈な人でな。俺とて随分と辟易としているのだ。故にそれも俺の前だけにしておけ」

  

  我收到了这样的忠告。

  　と、そんな風に忠告を頂いてしまいました。

  

  不过，一想到您如此严厉的言辞，都是为了我着想，我就忍不住高兴起来。

  　ですがこの様に些か厳しい御言葉も偏にわたしの為を想っての事だと思うと、やはり喜びを禁じ得ません。

  

  “是的。不过，我还是觉得风歌哥哥的父亲是一个非常严格的人。原来他也有这样的一面啊。”

  「はい。ですがやはりフウガお兄様のお父様は、大変厳格なお方の様に思いましたが。その様な一面も持ち合わせておられますのね」

  

  因此，那种欢喜加上当初和豪鬼见面的记忆在脑海中掠过。

  　ですからその歓喜も相まって当初、豪鬼様と対面した記憶が脳裏を過ります。

  

  以前的那个时候，环境突然发生了变化，让我困惑不已。

  　以前のその時分は、突然に起きた環境の変化も相まり、困惑頻りに御座いました。

  

  也不清楚自己的职责，任由被赋予的状况支配。

  　自らの役目も判然とせず、与えられた状況にされるがままとなっていました。

  

  当时，我完全没有想到自己会以一个女人的身份奉献给哥哥，度过了一段非常愚蠢的时光。

  　現在とは異なりフウガお兄様へと捧げる女として御奉仕するといった事にも思い当たらず、大変愚かな時を過ごしていました。

  

  正因为如此，我才不敢再依赖风哥了。

  　それ故当然ながら、フウガお兄様に縋るというのも憚られた次第に御座います。

  

  因此，看到与身材高大、肌肉发达的自己截然不同的殿方，想起了被震慑的回忆。

  　その為あの様に大変大柄で筋肉質な自らとは異なる殿方を目の当たりとして気圧された思い出が想起されます。

  

  所以，在豪鬼面前，我虽然有些不敬，但还是不愿意和他对视。

  　それ故、豪鬼様を前と致しましたわたしは不敬ながらも、視線を合わせるのを厭うたのです。

  

  而且，这绝对不是厌恶，而是被压倒的结果。

  　そしてそれは偏に、決して嫌悪などではなく只々圧倒されてしまった結果なのでしょう。

  

  所以，我并不是讨厌他，我自己对豪鬼的感情还是很不擅长的，这正是我害怕他的证据。

  　ですので嫌いという訳ではなく、依然として豪鬼様に向ける感情は自身の中でも苦手に分類されるこれこそが、わたしが彼を恐れている証左に他なりません。

  

  我打从心底知道不会有这样的事，但如果被豪鬼大人的肉体压制住，以我脆弱的女性身体，肯定连正常的抵抗都困难。

  　その様な事は無いとは心底より存じているのですが、もしも豪鬼様の肉体に抑え込まれてしまったら、脆弱なわたしの女子としての身体では、まともな抵抗もままならないに違いありません。

  

  作为一个吃白食的人，这种想法实在是太不敬了。

  　曲がりなりにも居候の身として、これは大変不敬に過ぎる考えに相違ありません。

  

  虽然我知道这是不可能的事情，但我还是害怕豪鬼大人。

  　しかしながら、仮にもあり得ない事だとは理解しているのですがその上で尚も、わたしは豪鬼様を恐れているのでした。

  

  但不管我怎么担心，都无济于事。

  　ですがその様な懸念を幾ら巡らせた所で全てせんなき事に御座います。

  

  所以我为自己愚蠢的臆想感到羞愧。

  　故に自らのあまりに愚かに過ぎる邪推を恥じるばかりに御座います。

  

  “是的。风野哥哥赐予我这么大的心意，爱丽丝非常高兴。那就请允许我听从您的吩咐吧。”

  「はい。フウガお兄様より賜りましたお心遣い、アイリスは大変嬉しく思います。それでは御言葉に甘えさせて頂きます」

  

  我的思考终于告一段落，正如我所说的那样，我接受了风贺哥哥的好意。

  　と、そこまで巡らせていました思考へと漸く区切りを付けたわたしは言葉通りフウガお兄様の厚意を甘受致します。

  

  早已经习惯了的大腿内侧，流淌着自己的双腿，应该谄媚的殿下殿下在兄长身边侍奉着。

  　最早既に慣れてしまった内股に、自らの両の脚を流し、媚びるべき殿方であるフウガお兄様の傍にて侍ります。

  

  意识到这一点，自己就会自然而然地采取行动，但我并没有特别犹豫。

  　その様に気がつけば自ずと行動へと移しているはしたない自身の振る舞いに及びますが、それも特段躊躇いはありませんでした。

  

  我已经不再忌惮自己的儿子了，我已经向风歌哥哥屈服了。

  　最早これに関しては憚られるなどといった自らの御子としての矜持など無く、わたしのこの身は既にフウガお兄様へと屈服していました。

  

  这是连自己都能理解的强烈的自觉。

  　それは自分自身でも理解できてしまう程に、強く自覚させられてしまうのです。

  

  在他强壮的身体面前，我的身体自然而然地跪倒在地。

  　彼の逞しい肉体を前とすると自然、その様にしてわたしの肉体が平伏するのです。

  

  所以，我这个意志薄弱的人，只能任由自己的情绪支配。

  　故に自ずと、意思が薄弱なわたしは、その情動が赴くがままに身を委ねる限りに御座いました。

  

  顺从自己肉体冲动的我，只能顺从风贺大哥。

  　自らの肉体の衝動にされるがまま従うわたしは、フウガお兄様に従順となる他にありませんでした。

  

  于是，下一个瞬间，我便依偎在他身边，像往常一样，为了自己作为女人的责任和义务，我倾尽了全力。

  　そうして次の瞬間には彼のお隣に身を寄せますわたしは平素通り、これから努めるべき自らの女としての責務に対して身を奴したのでした。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  从那以后，爱丽丝就成了风赐予的快乐的俘虏。

  　それからというもの、アイリスはフウガより与えられる快楽の虜となった。

  

  当然，不仅前者如此，后者也同样效仿。

  　無論、それは前者だけでなく、後者もこれに倣い同様である。

  

  双方都沉溺于情分带来的幸福。

  　互いに情交から得られる幸福に耽溺したのだ。

  

  被爱欲淹没的爱丽丝，已经屈服为雌性。

  　されるがままに愛欲に溺れたアイリスは、既に雌として屈服していた。

  

  风歌带来的无与伦比的快感，在精神上给予了爱丽丝足够的满足。

  　フウガによりもたらされる圧倒的なまでの快感は、それ程までにアイリスに対して精神的な充足を与えていた。

  

  “风野哥哥❤️请您辞了❤️这样的无体无物，爱丽丝会变得很奇怪的❤️”

  「フウガお兄様っ❤️お辞めくださいっ❤️この様な無体、アイリスはおかしくなってしまいますっ❤️」

  

  作为佐证，现在还在接受风歌爱抚的爱丽丝发出了甜美的娇声。

  　その証左として、現在もフウガから愛撫を受ける最中にあるアイリスは甘い嬌声を挙げている。

  

  虽然没有直接接触到皮肤，只是隔着黑色内衣，但他那低沉的声音却越来越响亮。

  　それも直接肌に触れているわけではなく、黒色の下着越しからであるにも関わらず、上擦った声色は次第に声量を増していくばかり。

  

  “哦……穿上母亲的内衣有那么高兴吗?”

  「ほう‥己の母の下着を身に付けるのがそれ程嬉しいか？」

  

  “嗯❤️那样的……我只是一心为风歌哥哥着想……阿安❤️崔❤️雷❤️雷罗❤️”

  「あんっ❤️そんな‥わたしはただ、フウガお兄様の為を思い、その一心で‥。ああんっ❤️ちゅる❤️れぇ❤️れろぉ❤️」

  

  与此同时，爱丽丝也湿了自己的耻丘。

  　と、それに比例して、自らの恥丘を濡らしていくアイリス。

  

  她就像个小娃子，被她玩弄得无依无靠。

  　まるで童子の如く至極一方的に弄ばれてしまう彼女は、されるがままに唇を奪われる。

  

  刹那间，全身心投入其中的爱丽丝的舌头娇艳地伸出来。

  　刹那、それに身を委ねたアイリスの舌が艶かしく突き出された。

  

  不自觉地恳求接吻的意愿，激起了风歌作为雄性的欲望。

  　無自覚に接吻を懇願する意思は、フウガの雄としての欲望を昂らせる。

  

  互相交换唾液的两人，就这样进行了浓厚的亲吻。

  　互いに唾液を交換する二人は、その様にして濃厚な口付けを交わす。

  

  大家都不由自主地用湿润的舌头沾上自己的唾液，连彼此嘴唇的界线也渐渐模糊起来。

  　自ずと何方からともなく自らの唾液に濡れた舌を絡ませて自然、互いの唇の境界線すらも次第に曖昧となる。

  

  “楚尔❤️莱略❤️喜欢❤️风哥高大健壮的，想要在爱丽丝里❤️请给这个卑微的我倾注您的关怀❤️”

  「ちゅる❤️れりょ❤️すきですっ❤️フウガお兄様の大きくて逞しいの、アイリスの中に欲しいです❤️どうかこの卑しいわたしにあなた様のお情けを注いでくださいませ❤️」

  

  他脱口而出的话语与平时的举止相去甚远，是极其凄惨的话语。

  　自ずと溢れ出る言葉は平素の振る舞いからは到底かけ離れた、極めて惨めな物言い。

  

  这与以清廉为理想的圣教教义相反，无疑是发自内心的背叛。

  　それは清廉を理想とする、かの聖教の教理とは反して、心底から背信を是とする内容に他ならない。

  

  不过，事到如今，即使被称为“不体面”也无妨的这一切，只能成为进一步提高爱丽丝幸福感的材料。

  　ただ現在に至っては、無様と称して差し支えないそれも、アイリスの多幸感を更に高めるだけの材料にしかなり得ない。

  

  但是已经波及到自己背德性的行为的爱丽丝，心中隐约抱着罪恶。

  　だが既に背徳的な自身の行いに自らでも及んでいるアイリスは、仄かな罪悪を胸に抱えている。

  

  若非如此，爱丽丝和自己的欲望也不会如此高涨。

  　そうでなければここまでアイリスも己が欲望を昂らせることも無かったに相違ない。

  

  与自己母亲雪莉丝过去的男人风歌的性交，给了爱丽丝快感。

  　それ程までに、自らの母であるユキリスの過去の男であるフウガとの性交は、アイリスに快感を与えていた。

  

  强烈的刺激，最容易使迄今为止的经典教诲从脑海中烟消云散。

  　強烈な刺激は、これまでに教典から授けられてきた教えを最も容易く脳裏から霧散させる。

  

  是的，爱丽丝穿着母亲雪莉丝用过的内衣，向风歌展示了自己的内衣。

  　そう、アイリスは己が母であるユキリスの使っていた下着を身に付けて、あまつさえそれをフウガに対して見せ付けたのだ。

  

  再加上她内心已经察觉到风歌对雪莉丝还有一丝留恋，所以才会继续诱惑她。

  　加えてフウガが未だユキリスへの未練を残している事実を心底の内では察した上で尚、誘惑した。

  

  甚至连她的动作和举止都更加接近雪莉丝，爱丽丝还向风歌展示了这一点。

  　果てにはその仕草や振る舞いでさえもより一層ユキリスのそれに近付けたアイリスは、それをフウガへと披露してみせた。

  

  “啊，看来我也已经到极限了，就答应你的要求吧。”

  「ああ、俺もどうやら限界らしい。君の思いに応えよう」

  

  “啊……❤️风哥这里，长得好大❤️”

  「あ‥❤️フウガお兄様のここ、凄く大きくなっています❤️」

  

  与此相比，获得了相应激情的风画，迎来了自己理性的崩溃。

  　都合、それに比して相応に激情を得たフウガは、己が理性の崩壊を迎えたのだ。

  

  早已按捺不住雄性沸腾的兽欲了。

  　最早雄として沸る獣欲を抑えること叶わず。

  

  他雄赳赳地屹立着那根巨大的男根。

  　彼はその巨大なる男根を雄々しく屹立させている。

  

  爱丽丝自然地看到了这一切，用指尖触摸着自己屁股上的肉。

  　自然これを目の当たりとしたアイリスは自らの尻肉の当たるそれに指先を伝わせる。

  

  那雄性的强壮刚直的前端，柔软地向爱丽丝结实的臀部扭曲。

  　その雄としての逞しい剛直の先端は、むっちりとしたアイリスの臀部へと柔に歪む。

  

  黑红色的男根触到了爱丽丝如初雪般细腻的肌肤。

  　初雪の如ききめ細かいアイリスの肌に、赤黒い男根の先端が触れる。

  

  “啊……❤️很……❤️很硬……❤️”

  「あ‥❤️とても‥❤️とても硬くなっています‥❤️」

  

  从铃口漫无节制地溢出的雄汁，污秽着爱丽丝纯白通透的肌肤。

  　鈴口から留めなく溢れ出る雄汁が、アイリスの純白に透き通る肌を穢す。

  

  湿漉漉的女性圆润的脂肪上，留下了先前的黏液痕迹。

  　しっとりとした女性的な丸みを帯びている脂肪へと、先走りの粘液が跡を残した。

  

  “嗯❤️好热……是❤️。”

  「んんっ❤️あつい‥❤️です❤️」

  

  对此毫不嫌弃的爱丽丝的五指，毫不犹豫地向着男人的根舞动。

  　それをなんら厭うことが無いアイリスの五指は、躊躇いなく男根へと踊る。

  

  婀娜爬行的指尖毫无保留地平滑地抚摸着肉竿。

  　艶かしく這い回る指先は余す所なく肉竿へと滑らかに撫でた。

  

  爱丽丝用两只手指围成一圈，用它包住男根。

  　両の指で輪を作るアイリスは、それで男根を包み込む。

  

  顿时，不知从哪里熟练地拿起了肉竿。

  　途端に何処か手慣れた手付きで手中へと納めた肉竿を扱き始めた。

  

  “呵呵❤️好厉害❤️”

  「ふふ❤️すごいです❤️」

  

  已经不是女儿的爱丽丝顺从着自己献出贞操的雄性。

  　既に生娘という訳でも無いアイリスは、己が貞操を捧げた雄に従順だ。

  

  表现出极其谄媚的举止。

  　至極媚びた振る舞いを晒している。

  

  但她那羞涩的脸颊，似乎还在微微地蒸腾。

  　けれど依然として、何処か恥ずかしげに色付いた頬は、少なからず蒸気している様子がある。

  

  隐约插着红色的美丽胸针，回头望着风歌。

  　仄かに紅が刺した美麗なるかんばせは、肩越しにフウガを振り返る。

  

  她抬起头，看着风歌，仿佛要把她引向吐精。

  　仰ぎ見るその上目遣いは、フウガを吐精へと導くべくして見据えている。

  

  风歌俯视着她专心手淫的样子，更加强烈地唤起了自己的男人气概。

  　健気にも一心に手淫をするその姿を見下ろすフウガは、更に己が男根を猛々しくも勃起させた。

  

  剧烈脉动的刚直，在爱丽丝白鱼般的手中跳动着，仿佛在主张着它的存在。

  　大きく脈動する剛直は、アイリスの白魚の如き手中にてその存在をまるで主張するかの様に跳ねる。

  

  “感觉怎么样?风歌哥哥，舒服吗?”

  「お加減はいかかがでしょうか？フウガお兄様。気持ちいいですかぁ？」

  

  爱丽丝娇滴滴的声音在风歌耳垂上回荡。

  　と、その様に甘ったるい声色を挙げるアイリスの囁きが、フウガの耳たぶを打つ。

  

  那响亮的声音仿佛渗透到脑髓，激起兽欲。

  　その響き渡る声音はまるで脳髄にて浸透するかの如く獣欲を昂らせる。

  

  断断续续的微弱刺激，让风歌的男根更加膨胀。

  　断続的に与えられる微弱な刺激が、フウガの男根を更に膨張させる。

  

  感觉很舒服，而且逐渐增加了分配，被有规律地对待的男根尤其热情。

  　心地良いそれも次第に配分を増してゆき、規則的に扱かれる男根が殊更に熱を持つ。

  

  风歌那无比亢奋的兽欲，早已经到了极限的边缘。

  　際限なく昂りを得たフウガの獣欲は、最早既に限界を迎える寸前へと至る。

  

  “啊❤️风哥啊❤️那个……❤️如果有什么需要的话就拜托给我❤️。”

  「あっ❤️フウガお兄様ぁ❤️あの‥❤️どうか出されるのでしたら此方にお願い致します❤️」

  

  在说这句话的同时，爱丽丝仿佛在诉说自己的内心世界，把自己的臀部伸向风歌。

  　その言葉と同時、アイリス自身の心中を物語るかの如く、彼女は自らの臀部をフウガへと突き出した。

  

  极其丰满的臀部，一不小心就露了出来。

  　極めて肉付きの良い尻肉が、はしたなくも露わとなる。

  

  包裹在宛如白桃的黑色内衣里，毫不吝惜地暴露在风歌的下方。

  　まるで白桃の如き黒色の下着に包まれたそれは、フウガの眼下へと惜し気もなく晒されている。

  

  对于这一事实，风歌在自己心中产生了热烈的冲动，她用粗暴的手势连爱丽丝的内衣都没有放倒。

  　その事実に対して己の胸中に熱い衝動を得たフウガは、乱暴な手付きでアイリスの下着を横にすらず。

  

  遮住私处的黑色部分被拆除，露出宛如少女的竖纹。

  　覆われていた秘所を隠すクロッチの部分が取り払われて、まるで生娘の如き縦筋が露となる。

  

  没有一根汗毛的那个地方，和其他的皮肤一样，呈现出白瓷一样美丽的颜色。

  　産毛ひとつないその場所は、他の肌と同様に倣い白磁の様に美しい色をしていた。

  

  把男人的根收到了爱丽丝那极其美丽而又令人感到艳丽的屁股上。

  　そんな極めて美麗な、そしてそれに伴い艶かしくも感じられるアイリスの尻へと男根を宛てがう。

  

  风歌用自己的男根摸了摸阴道口，接着又用龟头刺了进去。

  　膣口へと己が男根を触れさせたフウガは、そのまま亀頭部分を突き入れる。

  

  紧接着，毫不犹豫地闯入的肉竿全部放进了爱丽丝的阴道里。

  　続いて躊躇いなく侵入した肉竿が、アイリスの膣内へと全てが納められた。

  

  “啊❤️好厉害……❤️好❤️我的肚子，风被哥哥填满了❤️”

  「あっ❤️すごっ‥❤️いです❤️わたしのお腹、フウガお兄様に満たされています❤️」

  

  

  爱丽丝在完全没有任何抵抗的情况下，获得了插入的男根的触感，发出甜美的声音。

  　然程の抵抗さえも皆無に、挿入を果たした男根の感触を得たアイリスから甘い声が挙げられる。

  

  她感到自己的热情似乎要从那里爆发出来，她的表情松弛得令人出神。

  　更に其処から暴発してしまいそうなまでの熱を感じて、うっとりと表情を弛緩させる彼女である。

  

  对于已经感受到快感的爱丽丝来说，从这一瞬间开始，她获得了幸福感。

  　最早たったのこれだけで既に快感を覚えているアイリスにとって、この瞬間から多幸感を得ていた。

  

  “啊❤️风歌哥哥❤️”

  「あっ❤️フウガお兄様っ❤️」

  

  但是，与沉醉于那种快乐中的她不同，她的冲动是对称的。

  　だが、そんな快楽に酔いしれている最中の彼女とは異なり、対称的な程に衝動を持て余すのがフウガだ。

  

  兽欲折磨着他的身体，他的腰也跟着动了起来。

  　まるで身を焦がすかの如き獣欲に己が身を苛まれる現状に突き動かされるがままに、彼の腰が動く。

  

  这样的自己和委身于感情的他一样模仿着，爱丽丝也像挑衅似的引诱着自己的臀部动起来，这是再自然不过的事情了。

  　そんな己が情動に身を委ねる彼と同様にそれと倣い、またアイリスとてまるで挑発的に自らの臀部を誘う様にして動かしていたのだから至極自然な流れだろう。

  

  “啊❤️安❤️好厉害啊❤️”

  「あっ❤️あんっ❤️すごいですっ❤️」

  

  这样拙劣的赞美之词，伴随着矫枉过正的矫正，从爱丽丝的嘴唇溢了出来。

  　と、そんな稚拙な賞賛の言葉が、上擦った矯正と共にアイリスの唇から溢れた。

  

  再加上天色已晚，声音听起来格外响亮。

  　都合、現在は日も暮れた夜分とあってか、存外にその声色は響いては聞こえた。

  

  也许是自己那宛如鬼魂的喘息声让人更加兴奋，接着爱丽丝提出了请愿。

  　木霊する自身の喘ぎ声に更なる昂りを得たのか、続いてアイリスの嘆願が挙げられた。

  

  “嗯❤️风哥❤️把我的奶水给我❤️好吗❤️给我粗暴点❤️”

  「あんっ❤️フウガお兄様っ❤️わたしのお乳をっ❤️どうかっ❤️乱暴にしてくださいっ❤️」

  

  尽管卑微，爱丽丝还是希望得到雄性的爱抚。

  　卑しくも雄からの愛撫を自ら願うアイリス。

  

  于是，风歌不管对方是否同意，把双手绕到爱丽丝的胸部。

  　すると否が応にもこれを受けたフウガの両手は、アイリスの胸部へと回される。

  

  就像他恳求的那样，被粗暴地鹫抓着的乳房，变了形，变得艳丽起来。

  　その懇願の通りに乱暴に鷲掴みにされた乳房は、艶かしくも形を変じた。

  

  与此相应，柔软的双丘比风歌手中的手更下流。

  　それに応じて柔らかな二つの双丘は、握られたフウガの手中より下品にもまろびでる。

  

  风歌把乳肉塞进了自己的手中，从中得到的感触更激起了兽欲。

  　乳肉を己が手中へと納めたフウガは、それから得た感触により更に獣欲を昂らせた。

  

  因此，与此成比例的，越来越有力地撞击着的男根，毫不留情地剜着爱丽丝的子宫口。

  　故にそれに比例して、次第に力強く打ち付けられる男根は、容赦なくアイリスの子宮口を抉る。

  

  在胎中被刺穿的爱丽丝的肉体，仿佛忠实地响应着这种刺激，表现出痉挛。

  　胎の中を串刺しされているアイリスの肉体は、まるでその刺激に忠実に呼応するかの如き痙攣を見せた。

  

  “啊❤️恩❤️”

  「あっ❤️んんっ❤️」

  

  就这样，任由自己的臀部被侵犯的爱丽丝，享受着被强壮的雄性蹂躏的感觉。

  　その様に無様にも自らの臀部を突き出して犯されるがままとなるアイリスは、逞しい雄に蹂躙される感覚を享受していた。

  

  宛如浊流般欢喜的她，修长的双腿不停地颤抖，显露出被给予的快乐程度。

  　まるで濁流の如き歓喜を得た彼女のスラリと長い脚はガクガクと震え、与えられる快楽の程を露わとしていた。

  

  断断续续的男根蹂躏着爱丽丝的阴道，将她引向高潮。

  　断続的に突き入れられる男根は、アイリスの膣内を蹂躙し、彼女を絶頂へと導く。

  

  蓝色天花板上高涨的幸福感，终于超出了爱丽丝所能承受的范围。

  　青天井に高まる多幸感は、遂にアイリスの許容出来る範囲を優に超えていたのだ。

  

  迎来忍耐决堤的爱丽丝体内所蕴含的令人心焦的情绪，此时在这里表现了出来。

  　我慢の決壊を迎えたアイリスの身のうちに内包された、まるで身を焦がすかの如き情動は、今ここに発露された。

  

  “啊❤️。”

  「ああッ❤️」

  

  在达到高潮的同时，爱丽丝纤细的身体在风歌强壮的臂弯中痉挛起来。

  　果てると同時に、華奢なアイリスの身体がフウガの逞しい腕の中で痙攣を果たす。

  

  柔柔的雌性肉体变成了身体，风歌像要固定住爱丽丝一样抓住了她的臀部。

  　柔らかな雌としての肉体がしなり、それに応じてフウガは、まるで固定するかの様にしてアイリスの臀部を鷲掴んだ。

  

  正好，她柔软的臀部肌肉，在风歌强有力的五指压迫下发生了变化。

  　都合、彼女の柔らかな尻肉の肌が、フウガの力強い五指の圧迫により変じられる。

  

  结实的臀部在柔软而强壮的手中扭曲了形状。

  　むっちりとした臀部は柔らかにも逞しい手中に納められるがままに形を歪ませた。

  

  艾丽丝顿时陷入一种视野闪烁的感觉，四肢无力。

  　途端に視界が明滅するかの如き感覚へと堕ちるアイリスの四肢から力が抜けてゆく。

  

  艾丽丝无法反抗，只能委身，就在她倒下之前，风歌阻止了她。

  　抗いもままならずに身を委ねたアイリスが倒れる寸前でフウガがそれを阻止した。

  

  男人的根还被塞进阴道口，爱丽丝的肉体就像木偶的线断了一样。

  　未だ男根が膣口へと納められたままに抱き止めたアイリスの肉体は、まるで操り人形の糸が切れてしまったかの如き有り様だ。

  

  身体松弛，终于恢复了自我的爱丽丝说。

  　弛緩した肉体のまま漸く我を取り戻したアイリスは言う。

  

  “怎么样❤️风哥的宝宝给我❤️”

  「どうかっ❤️フウガお兄様の赤ちゃんわたしにください❤️」

  

  但是，爱丽丝沉溺于作为余韵向自己的肉体袭来的断断续续的微弱快感。

  　だが未だ余韻として自らの肉体へと襲い来る断続的に与えられる微弱なる快感に、耽溺するアイリス。

  

  她那不知是什么地方的声音，听起来娇滴滴的，同时又极其娇艳。

  　そんな彼女の依然として何処か覚束ない声色は、甘ったるく聞こえると同時に、酷く艶かしい。

  

  因此，风歌的男根再次被插入爱丽丝的胎中。

  　それ故これに応じたフウガの男根は再びアイリスの胎へと突き入れられることとなる。

  

  轻易到达阴道深处的龟头，挖开了爱丽丝孕育孩子的房间。

  　膣奥へと容易に至る亀頭が、アイリスの子を育む為の部屋を抉る。

  

  子宫口被打了好几次的爱丽丝，刚才已经达到了高潮，但她还享受着更大的快感。

  　子宮口を幾度となく打ち付けられるアイリスは、先程果てたにも関わらずその上で尚、更なる快感を享受していた。

  

  “嗯❤️给我❤️风歌哥哥❤️给我注入与您的证据❤️”

  「あんッ❤️わたしにくださいッ❤️フウガお兄様ッ❤️あなた様との証をわたしに注いでくださいッ❤️」

  

  因此，这句话自然而然地被称为“口”。

  　それ故自ずと口とされた言葉。

  

  那是作为雌性屈服于风歌的爱丽丝为了实现自己的愿望而发出的恳求。

  　それは雌としてフウガに屈服したアイリスの本懐を果たす為の懇願に他ならない。

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  它会作为强烈的扳机，对接受它的人产生巨大的效果。

  　それは、これを受けた者へと強い引き金として絶大な効果を及ぼす。

  

  作为耳朵的风歌明白自己的兽欲就像爱丽丝的甜言蜜语一样膨胀起来。

  　耳としたフウガは己が獣欲がアイリスの甘い言葉のままに、膨れ上がるのを理解する。

  

  这样一来，情绪逐渐高涨，促使他吐精。

  　そうして得た情動は次第に高まり、彼の吐精を促した。

  

  无止境的欲望终于和刚才的爱丽丝一样，迎来了极限。

  　際限なく昂る欲望は遂には先程のアイリス同様限界を迎える。

  

  男根就像被挤出来似的刺进了阴道，剜出了最深处的子宫口。

  　まるで押し出されるかの如く膣内へと突き入れられた男根は、最奥たる子宮口を抉る。

  

  就在这一瞬间，从充满的阴茎前端的铃铛口迸出热乎乎的白浊液。

  　その瞬間、充てがわれた陰茎の先端である鈴口から熱い白濁液が迸る。

  

  宛如决堤的浊流般催吐的男根，在爱丽丝的阴道内实现了剧烈的脉动。

  　まるで堰を切った濁流の如く吐精を促された男根は、アイリスの膣内にて大きく脈動を果たした。

  

  从顶端溢出的子种被无情地注入爱丽丝的胎中。

  　先端より溢れ出た子種は無慈悲にもアイリスの胎へと注がれる。

  

  精液污秽着自己的子宫口，被那样蹂躏着，爱丽丝感到更有快感了。

  　その様に蹂躙される自らの子宮口を穢す精液の感触に、アイリスは更に快感を得た。

  

  她发烧得几乎要烧伤，身体仰起的同时，又剧烈地痉挛起来。

  　まるで火傷してしまいそうな程に熱を覚えた彼女の肉体が仰反ると同時、再度に渡り大きく痙攣した。

  

  “啊❤️恩❤️我知道风哥的温暖注入了我的内心❤️。”

  「ああッ❤️んんッ❤️フウガお兄様の暖かいのが、わたしの中に注がれていくのがわかります❤️」

  

  

  吐出自己胎里的精液，连母性都已经萌芽，她对自己的美貌充满了慈爱。

  　自らの胎に吐き出された精液へと最早母性すら芽生えさせている彼女は、自身の美貌に慈愛を滲ませてそう言った。

  

  爱丽丝脸上露出圣母般慈悲的表情，内心充满了幸福感。

  　まるで聖母の如き慈悲の感じられる面持ちを露わとしたアイリスは、心底から多幸感に包まれていた。

  

  被满足的自己被注入了作为雌性的容器，从被给予的雄性子种带来的感觉中爱丽丝得到了幸福。

  　満たされる己が雌としての器に注がれた、与えられた雄の子種によりもたらされる感覚からアイリスは幸福を得た。

  

  连自己的子宫都献给了自己屈服的雄性的爱丽丝，连内心都屈服于风歌了。

  　自らの子宮さえも、己が屈服した雄へと捧げたアイリスは最早、心底すらもフウガに屈服していた。

  

  醉心于雌性的她，脑海中已经没有当初的志向，现在只是沉浸在扑面而来的压倒性的快乐中。

  　雌として心酔する彼女の脳裏には当初抱いていた志しは無く、今はただ襲い来る圧倒的なまでの快楽に浮かされている。

  

  事已至此的爱丽丝变成了自己的母亲雪莉丝口中听到的雌性男人。

  　事ここに至ったアイリスは自らの母であるユキリスから聞き及んでいた男の雌となった。

  

  而且把自己的举止接近了所知道的尤奇里斯的言行举止。

  　それも知り及んでいる限りのユキリスの言動や仕草へと、自らの振る舞いを近付けた。

  

  幸运的是，他的这种想法奏效了，再加上所谓的诅咒，使这种罪恶成为可能。

  　その心掛けは幸運にも功を奏し、呪いという建前も相まって、この様な罪悪を可能とした。

  

  当然，沉溺于这种不堪入骨的背德的爱丽丝，已经触及到了自己的不道德。

  　無論、そんな身に余る背徳に耽溺するアイリスは、己が不徳のなすところには及んでいる。

  

  然而，对她来说，自己屈服于风贺这一雄才大略的事实是最难得的幸福。

  　だが彼女にとってフウガという逞しい雄にこの身が屈服している事実は何よりも得難い幸福である。

  

  这对爱丽丝来说是一种快乐，因为从出生到现在培养起来的逻辑没有发挥作用。

  　それは生を受けてからこれまでに培ってきた論理が機能することが無いまでに、アイリスにとっての悦びだった。

  

  在风歌强壮的雄性肉体上，以雌性的身份所获得的快乐给爱丽丝带来了福音。

  　フウガの逞しい雄の肉体に、雌として組み敷かれる快楽はアイリスへと福音を与えている。

  

  就算是这样称呼，也没什么大不了的。

  　最早その様に称してさえ、なんら差し支えない。

  

  达到高潮的肉体，已经达到了向女人的雄姿屈服的目的。

  　それ程までに絶頂へと至る彼女の肉体は、既に女としての雄に屈服する本懐を果たすにまで及んでいたのであった。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  “那么开始终礼。”

  「では終礼を始める」

  

  这句话在教室里回响。

  　そんな言葉が教室へと響く。

  

  接着，虽然稍晚，但不必要地延长了时间的钟声也同时响起。

  　次いで、僅かに遅ればせながら不必要に間延びした鐘の音も同所へと奏でられた。

  

  就像刚才宣布的那样，从教师口中说出了联络事项。

  　今し方に宣言された通り、連絡事項が教師の口より語られる。

  

  少女并没有听进去，反而漫不经心地望着讲台上的男人。

  　少女はその話に聞き入る訳でもなく、なんと気無しに教壇上の男を眺めていた。

  

  这样的她被赋予了声音。

  　そんな彼女へと声が与えられる。

  

  “米高，阿纳斯塔西娅和艾丽丝连日来都在这里休息，你能帮我送些教材吗?”

  「ミコ、アナスタシアとアイリスが此処連日に渡り休んでいる。どうか教材を届けてくれないか？」

  

  被称为美子的少女突然接受了这个请求，她停顿了一下。

  　そうして唐突に頼み事を受けるミコと呼ばれた少女は、一瞬の暇を置いた。

  

  但很快就恢复了自我，露出亲切的笑容。

  　だがすぐさま我を取り戻して愛想のある笑みを浮かべて見せた。

  

  “好的，我知道了，宗明老师。”

  「はい。わかりました。ソウメイ先生」

  

  她明白自己在自己的班级中需要扮演的角色。

  　彼女は自らのクラスにおいて自身が求められる役割を理解している。

  

  所以不管对方是否同意，都不得不点头。

  　だから否が応にも頷かざるを得ない。

  

  “是吗?谢谢。那就拜托你了。”

  「そうか、ありがとう。それでは頼んだ」

  

  这个班级的任课老师宗明听到学生们扮演优等生的样子，脸上的表情也没有特别放松。

  　その様に優等生を演じる受け応えを耳としたこのクラスを受け持つ担当教師であるソウメイは特段頬を緩ませることもない。

  

  他平时就整天板着脸。

  　彼は平素からそんな塩梅に日々仏頂面を晒している。

  

  因此，谁也没有理由责备他。

  　故にさして誰が咎める訳もない。

  

  大家都知道他的人格有多严格，这是理所当然的。

  　皆一様にその厳格極まる人格の程を既に察しているのだから当然だ。

  

  和平时一样做完的时间也结束了，学生们被催促着回家。

  　と、普段通りに済ませた時間も終わり、帰宅を促される生徒等である。

  

  美子也学着她的样子，做着日常生活。

  　ミコもそれに倣い同様、日常をこなす。

  

  为了完成刚才交代的任务，他从宗明手中接过那本教材，直接踏上归途。

  　先程に任された責務を実行するべくして、ソウメイから例の教材を受け取ると、そのまま帰路へつく。

  

  不过，要说有什么不寻常的地方，那就是平时一起放学的人不在身边。

  　ただ、少なからずイレギュラーがあるとすれば、平素より共に下校する取り巻きが傍に居ない事。

  

  美子平时带着的朋友之所以不见踪影，是因为刚才老师拜托她的事情。

  　ミコが普段から連れている友達の姿が見えないのは偏に、先程の教師から受けた頼まれごとが所以である。

  

  因为，缺席的罪魁祸首阿纳斯塔西娅和艾丽丝两人在班上就是异类。

  　というのも、欠席した張本人足るアナスタシアとアイリス両名は、それだけクラスでも異分子だ。

  

  另一方面是班里的中心人物。

  　片やクラスのハブられ者。

  

  另一边是拥有美丽的外貌，但来历不明的转校生。

  　もう一方は美麗な容姿を誇るものの、得体の知れない転校生。

  

  因此，大家无一例外地不想与不确定因素有关，这可以说是理所当然的真理。

  　故に皆、例外なく不確定要素には関わりたく無いのは至極当然の真理といえよう。

  

  美子一边在心里痛骂着他们，一边加快了脚步。

  　そんな現金な彼等彼女等に内心では罵倒を浴びせかけつつ、ミコは早足となる。

  

  平时围着自己看热闹的群众转，到了关键时刻却是别人的事。

  　平素であれば物見高い群衆となる自らの取り巻きもいざとなれば他人事。

  

  一改平时的举止，一副旁观者的样子，素质很差。

  　普段の振る舞いとは一転して、傍観者気取りとなるのだから質が悪い。

  

  尽管如此牢骚满腹，但无论如何都必须完成任务这一点是不变的。

  　そんな具合に愚痴を溢しつつも、何れにせよ役目を果たさなくてはならないのは変わらない。

  

  所以她急急忙忙地走在前面。

  　故に彼女は先を急いだ。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  

  

  

  “呃……爱丽丝小姐?”

  「えっと‥アイリスさん？」

  

  

  “啊，好的。谢谢您送来。”

  「あ、はい。届けて頂きありがとうございました」

  

  

  看见爱丽丝发出如此愚蠢的声音，美子隔着门口凝望着她。

  　そんな間の抜けた声を挙げたアイリスを目の当たりとしたミコは戸口越しに視線を凝らす。

  

  径直来到晓邸，不吃不喝地履行自己的职责。

  　真っ直ぐに、そして道草も食わずに己が役割を果たすべくして訪れた暁邸。

  

  美子来到这座令人仰视的宏伟宅子，露出困惑的表情。

  　そんな見上げる程に仰々しい構えの屋敷に辿り着いたミコは困惑を露わとしていた。

  

  但这也是没办法的事。

  　だがそれも致し方無いだろう。

  

  因为美子现在要和我正面对峙的还是那个莫名其妙的转校生。

  　何故ならば、ミコが今し方に真正面から対峙するのは例によって得体の知れない件の転校生なのだから。

  

  宅邸的主人不在，亲自出来迎接的是爱丽丝。

  　屋敷の主は不在であり、自らを出迎えたのはアイリスである。

  

  那样的少女穿着极具扇状感的装束站在美子面前。

  　そんな少女は酷く扇状的な装いでミコの前に佇んでいたのだ。

  

  因此，面对她的美子无论如何也会对她的样子感到惊讶。

  　だから相対するミコは否が応にもその姿に驚きを露呈する他になかった。

  

  爱丽丝身上的衣服在这里是不合时宜的。

  　それ程までにアイリスの身に纏う衣服は同所には場違いだ。

  

  而且因为过于暴露，即使面对的美子是同性，也会对眼睛有害。

  　それも極端に露出過多に過ぎるが故、対面するミコが例え同性であっても目の毒だ。

  

  当然，她并不是特别喜欢同性，但正因为与她对峙的对手爱丽丝拥有罕见的美貌，她的异常性才更加突出。

  　無論彼女は特段同性を好むわけでも無いが、対峙する相手であるアイリスが類い稀なる美貌を誇るからこそ、より一層異常性が際立つ。

  

  直截了当地说，即使在美可这个第三者看来，爱丽丝的样子也是在与他人性交之后。

  　端的に称すればミコという第三者の目に捉えても、アイリスの姿は他者との性交の後。

  

  也就是说，这是事后的伪装。

  　つまりは事後の装いとして見て取れたのだ。

  

  爱丽丝宛如蒸汽白瓷般晶莹剔透的肌肤上，有被红色虫子叮咬过的痕迹。

  　蒸気した白磁の如き透き通った、アイリスのみずみずしい肌には、赤い虫刺されの様な跡がある。

  

  至于这究竟是经历了怎样的事情而形成的痕迹，无须本人提及就很清楚。

  　そしてこれが一体どの様な事を経て出来た跡であるのかは、特段本人に言及するまでもなく明らかだ。

  

  

  ——谎言

  　─うそ

  

  

  美子受到了巨大的冲击，直到她露出内心的动摇。

  　そうした内心の動揺を面に露わとしてしまうまでに、ミコは衝撃を受けた。

  

  没想到和风歌竟然有肉体关系，这对于来这里之前的她来说，简直是无法想象的事情。

  　まさかあのフウガとの肉体関係があるとは、この場に足を運ばせる前の彼女であればまるで、想像もつかない事柄に他ならない。

  

  更何况身处此地不久的艾丽丝和风贺会成为那样的男女关系，这对年纪尚小的美子来说，是完全无法预料的事情。

  　ましてやこの地に身を置いて然程長く無いアイリスとフウガがその様な男女の関係になるなどと、未だ幼いミコには予想だにしない出来事である。

  

  不过，美子的家庭环境比较复杂，所以在性方面的知识或多或少比同龄的男人要丰富得多。

  　ただ、ミコはその複雑な家庭環境故に、多少なりともその手の性知識には、同年代の男子よりも遥かに知見がある。

  

  因此，爱丽丝到刚才为止都在做些什么，完全可以想象。

  　その為アイリスが先程まで何をしていたのかは、凡そ想像に及んでいた。

  

  脸颊上的蒸汽，灼热的肤色，被吻过的明显痕迹，再加上呼气的分配。

  　頬の蒸気、熱った肌色、あからさまなまでに隠している口付けをされた跡、加えてその呼気の配分。

  

  这一连串的要素都让美子确信。

  　それら一連の要素全てがミコへと確信を与える。

  

  

  —像妈妈一样

  　─ママみたい

  

  我的脑海中突然浮现出一个想法。

  　思いがけずして己が思考に浮かんだ考え。

  

  美子的母亲平时就把男人带回家，整天淫荡。

  　平素からミコの母は家に男を連れ帰っては淫行に明け暮れていた。

  

  尽管自己有个叫美子的女儿，却毫不在意。

  　それもミコという自身の娘がいるにも関わらず、なんらお構いなしに。

  

  最后，他说母亲自以为瞒得过去，所以无法收拾。

  　挙げ句の果てには母は隠し通せているつもりなのだから始末に負えないといった塩梅だ。

  

  于是美子在内心轻蔑伫立在眼前的和自己的母亲是同类的爱丽丝。

  　そうしてミコは今現在眼前にて佇む自らの母と同類であるアイリスを内心で軽蔑する。

  

  与此同时，我在爱丽丝的身上看到了平时从不关心的母亲的影子。

  　それと同時、普段は構ってくれない母の面影をアイリスの姿に見出した。

  

  但那也只是短暂的，母亲投影的幻影很快就消失了，留在自己视野里的，只剩下爱丽丝一个人。

  　だがそれも束の間の事、投影した母の幻影はすぐさま消え去り、後に残る自らの視界へと納められた存在は、アイリスただ一人となる。

  

  她突然对美子说了一句意料之外的话。

  　そんな彼女から予期せぬ言葉がミコへと唐突に与えられた。

  

  

  “美子?……莫非您身体状况不太好?如果不碍事的话，我去跟风贺大人说一声，帮您租房间……”

  「ミコさん？‥もしかしてお身体の体調が優れないのですか？差し支えなければフウガ様に言ってお部屋をお借り致しますが‥」

  

  

  这句话出乎我的意料，是在关心我的身体状况。

  　思いがけぬ、此方の具合を気遣う言葉。

  

  被囚禁在污泥般的思考牢笼中的美子，听到这个声音，意识渐渐从深层浮出水面。

  　まるで汚泥の如き思考の牢獄に囚われていたミコはその声により、漸く意識を深層より浮上させる。

  

  为了回应，他说了些搪塞的话。

  　そして如何にか受け応えるべくして誤魔化しの言葉を口とした。

  

  “啊……没事的吧?”

  「あっ‥だ、大丈夫だよ？」

  

  不知道爱丽丝有没有担心过我，我很担心，美子一转头就条件反射地露出亲切的笑容。

  　そんなアイリスの此方を案じた如何にもな、わたし心配ですっ、みたく面持ちを向けられるとミコとて反射的に愛想笑いを浮かべる他にない。

  

  

  “爱丽丝才是，不管多热，女孩子穿那样的衣服可不行啊……”

  「アイリスさんこそ、幾ら暑くても女の子がそんな服装してたらダメだよ‥」

  

  美子不知如何是好，为了转移意识，只好接了过去。

  　如何にかして取り繕うに及んだミコは、意識を逸らせるべくして受け応える。

  

  

  “啊，不好意思，事情来得太突然，我都没时间好好收拾。”

  「あ、も、申し訳御座いません。急でしたので気持ちが急いでしまって身を繕う時間も取れませんでした」

  

  真是戏剧性。

  　劇的だった。

  

  美子的话的效果足以让爱丽丝动摇。

  　ミコが繰り出した言葉の効果の程は、アイリスを動揺させるには事足りた。

  

  不仅如此，由于太过慌乱，刚才还没完全遮盖住的皮肤上的亲吻痕迹和胸部的前端都露出来了。

  　それどころかあまりに取り乱したせいで、先程までは隠し切れていた肌の口付けの跡や、胸部の先端が露わとなっている。

  

  下半身勉强穿了条裙子，平安无事，上半身因为穿得单薄，衣服都磨破了。

  　下半身はかろうじてスカートな為か無事であるが、上半身は薄着であるが故に衣擦れを起こしていた。

  

  因为衣服的质地极小，本来就不应该是像爱丽丝这样拥有丰满身材的少女穿的衣服。

  　衣服の生地が極小な為、本来であればアイリスの様に豊満な肢体を誇る少女が身に付ける代物ではない。

  

  美子突然有了这样的感慨。

  　そんな感慨を覚えるミコは、そこで漸く気付く。

  

  

  —和妈妈一起

  　─ママと一緒

  

  美子突然想起母亲以前也穿过这种样式的衣服。

  　かつての母もこの様な趣向の服を身に付けていた記憶が突如としてミコの脳裏に想起された。

  

  只能向雄性献媚的端女所穿的恶趣味的服装。

  雄に媚びるしか能のない端女が身に纏う悪趣味な衣装。

  

  那只是为了勾起男人的兽欲而定做的东西。

  それは男を獣欲を誘う為だけに誂えられた代物だ。

  

  

  ——最低

  　─最低

  

  

  向雄性献媚。

  　雄に媚びる。

  

  只是为了发挥相应的作用而存在。

  　ただそれだけの役割を果たすべくして存在している。

  

  自己穿那样的衣服是不可理喻的。

  　その様な衣服を自ら身に付けるなど言語道断。

  

  在自尊心比别人强一倍的美子看来，为雄性服务的母亲，和在自己眼前露出羞耻的爱丽丝，简直是无法理解的存在。

  　人一倍プライドが高いミコからすれば、雄に奉仕する母と、今自らの眼前にて羞恥を露わとするアイリスは、まるで理解に及ばない存在だった。

  

  

  “那么，爱丽丝小姐，我现在要做作业了，我要走了吧?我想爱丽丝小姐也在刚才交给你的那部分里，你必须交上去啊。”

  「それじゃあアイリスさん。わたしこれから宿題しなきゃだからもう行くね？アイリスさんも今渡した分に入っていると思うからちゃんと提出しなくちゃダメだよ？」

  

  说到在心里瞧不起爱丽丝的美子，说出了违心的话。

  　そんな侮蔑する対象であるアイリスを内心で見下したミコはといえば、心にもない言葉を言い放つ。

  

  爱丽丝觉得自己比自己更笨。

  　如何にも自身より頭が悪そうに思えるアイリス。

  

  美子抱有这样的偏见。

  　そんな偏見をミコは抱いていた。

  

  在美美子的价值观中，顺从男人的女人一般都是愚蠢的人。

  　ミコの価値観において、男に従順な女は総じて愚かな人物に限られる。

  

  就是这样看待事物的想法。

  　その様な穿って物事を捉えた考えだ。

  

  这是明确的认知扭曲。

  　それは明確な認知の歪みに他ならない。

  

  这种想法的偏差只能成为美子自身的障碍，但年纪尚小的她还达不到这种程度。

  　最早その思考の偏りはミコ自身のハンデにしかなり得ないが、未だ幼い彼女はそこまでには及ばない。

  

  美子确实有比同龄人更聪明的一面，但现在她的想法除了视野狭窄之外什么都没有。

  　確かに他の同年代よりも突出して賢い一面もあるが、今のミコの考えは明白な視野狭窄以外の何物でも無かった。

  

  “是的，谢谢您的关心。”

  「はい、お気遣い頂きありがとうございます」

  

  话虽如此，爱丽丝却完全不知道美子的内心世界，她满面笑容地称赞道。

  　とはいえそんなミコの内心など気程も知る由が無いアイリスは満面の笑みを称えて見せた。

  

  

  “嗯，那我们学校见。”

  「うん。それじゃあ、また学校で」

  

  美子丢下这句话，离开了门口。

  　と言い置いて、ミコは戸口を後とする。

  

  就在互相寒暄的瞬间，大门突然关上了。

  　そうして挨拶を交わした途端、唐突に門戸が閉ざされた。

  

  一定是门兵干的。

  　恐らく門兵の仕業に違いない。

  

  

  连爱丽丝说分手的话的时间都没有。

  　アイリスが別れの言葉を発する暇すら与えられなかった。

  

  所以美子讨厌有钱人。

  　これだからミコは金持ちが嫌いだった。

  

  

  ——乌扎

  　─うざ

  

  

  她比任何人都厌恶那些出身名门的人。

  　こんな横暴な振る舞いが許される名家出身の人々を誰よりも彼女は嫌悪していた。

  

  

  单亲家庭的美高当然不富裕。

  　母子家庭であるミコの家は無論裕福ではない。

  

  起因很明显。

  　それが起因しているのは明白だ。

  

  但这绝不是唯一的原因，母亲靠身体赚钱的事实也给她带来了巨大的耻辱。

  　だが、決してそれだけが所以ではなく、母が身体で稼いでいるという事実も彼女へと大きな恥辱をもたらしていた。

  

  母亲的淫乱行为给她带来了难以忍受的屈辱。

  　それ程までに母の淫行は、彼女へと堪え難い屈辱を与えていた。

  

  不过，也正因为如此，她才能上名牌学校。

  　とはいえそのお陰で、名門校に通えているのは事実。

  

  这又成为对美子的负担，使她的人格更加强大。

  　それがまたミコに対しての負荷となり、人格により一層の圧として伸し掛かっている。

  

  “啊……”

  「はぁ‥」

  

  美子突然沉重地叹了口气，脚步渐渐沉重起来。

  　と、不意に重苦しいため息を吐いたミコは漸く重い足取りで歩き出す。

  

  

  让他去的当然是晓邸的出口。

  　足を運ばせるのは無論暁邸の出口。

  

  为了摆脱这片广阔的土地而前进。

  　広大な同所の敷地から脱するべくして歩みを進ませる。

  

  就在这时，不知从哪里传来了声音。

  　するとそんな最中に何処からか声が聞こえてくる。

  

  而且是美子平时听惯了的女人尖锐的声音。

  　それもミコが平素から聞き慣れた女の甲高い声。

  

  那是一种甜美的声音，虽然含混不清，但确实在这里回响。

  　最早甘い声色と称して差し支えないそれは、くぐもっていながらも、やはり確かにこの場へと響いていた。

  

  

  ——谎言

  　─うそ

  

  我压抑着内心不断扩散的动摇，不由自主地寻找着声音的出处。

  　その様に内心に広がる動揺を抑えつつ、声の出所を自ずと探っていた。

  

  而且很容易就能找到。

  　そして容易に見つけ出す。

  

  视野里捕捉到的是隔着修剪得漂亮的花木能看到的游廊。

  　視界へと捉えたのは美麗に狩り整えられた形の良い植木越しに見て取れる渡り廊下。

  

  

  爱丽丝正在那里和一个身材魁梧的男人接吻。

  　其処でアイリスが上背のある筋骨逞しい男と口付けを交わしていた。

  

  前者踮起脚尖，仿佛在尽力弥补自己的身高不足。

  　前者は精一杯まるで自身の足りない身長を補うかの如くつま先立ちとなっている。

  

  “我❤️有❤️フウガ哥哥治所嘛❤️这样的地方,是位想❤️嗯!❤️不识ゅる❤️关菊英被❤️”

  「んっ❤️あっ❤️フウガおにいさまぁ❤️この様な所では人目がっ❤️んんっ❤️ちゅる❤️れぇ❤️」

  

  爱丽丝拼命地伸懒腰，风歌用指尖抓住她的下巴，回应着她的亲吻。

  　そんな一生懸命に背伸びをするアイリスの顎をフウガは指先で掴み上げ、口付けに応えていた。

  

  后者强壮的手臂搭在爱丽丝丰满的腰身上。

  　後者の逞しい腕はアイリスの豊満でむっちりとした腰に添えられている。

  

  

  被“被吕❤️关菊英❤️不识ゅる❤️努力已经被❤️被吕❤️嗯!❤️不识ゅぱっ❤️有❤️不行,说什么❤️这以上!❤️嗯!❤️不识ゅる❤️”

  「れりょ❤️れぇ❤️ちゅる❤️れりょぉ❤️れりょ❤️んんっ❤️ちゅぱっ❤️あっ❤️ダメですっ❤️これ以上はっ❤️んんっ❤️ちゅる❤️」

  

  两人在感情的驱使下忘情地接吻。

  　両者は情動に突き動かされて夢中に接吻を交わしていた。

  

  两人连舌头都缠在一起，向美子展示着亲密的亲吻。

  　二人は舌までをも絡ませて濃厚な口付けをミコへと見せ付けていたのであった。

  

 
  開戦

  开战

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  女教皇指派的修女们，召集魔术师和士兵，前往鬼人族的都市。

  　女教皇より人を任されたシスター等は、魔術師並びに兵士を取り纏め、鬼人族の都市へと赴いていた。

  

  为了履行自己的职责而进军的他们，眼前已经出现了高耸入天的城墙。

  　自らが真っ当する責務果たすべくして進軍する彼等の眼前には既に、天高く聳え立つ城壁が見える。

  

  而被其包围的城市，正是他们从圣王国派来的人所向往的鬼人族的城市。

  　そしてそれに取り囲まれた都市こそが、彼等聖王国より派遣された者達が目指す鬼人族の都市であった。

  

  因为距离太远了，所以用了很多转移术才终于来到这里。

  　あまりに距離がある為に、転移の術を多用して漸くこの地へと訪れていた。

  

  因此，包括士兵在内的魔术师们都相应疲惫不堪。

  　故に兵等含めた魔術師達は、相応に疲弊していた。

  

  当然，担任指挥的修女们也不例外。

  　無論指揮を取るシスター等とてそれは例外ではない。

  

  再加上经常使用隐居之术，负担只会增加。

  　加えて隠遁の術を常時使用しているお陰で、負担は増える限り。

  

  再进一步的踌躇只会让人越来越疲劳。

  　最早これ以上の躊躇いは疲労を募らせるばかりである。

  

  

  从周围群山潜伏下来的人已经到了极限。

  　周辺の山々より潜伏を果たしていた者達は既に限界だった。

  

  身心都迎来了焦躁的沸点。

  　心身共に苛立ちの沸点を迎えていた。

  

  尤其明显的士兵们，眼睛炯炯有神地仰望着耸立的城墙。

  　特段それが顕著である兵士達は、瞳をぎらつかせて聳え立つ城壁を見上げている。

  

  他们急切地等待着魔法师们施展法术攻陷这座鬼人族的都市。

  　彼等は魔術師達の行使する術によりこの鬼人族の都市が陥落するのを今か今かと待ち侘びていた。

  

  他们利用巨大的魔术突破城市的防御墙，企图趁机进攻。

  　絶大な魔術による都市の防壁の突破に乗じて、兵等は攻め込む算段を企てているのだ。

  

  “塞拉，该不会是时候了吧?”

  「セラ、そろそろ潮時ではないか？」

  

  女人说着，仿佛在为他们的心情代言。

  　そんな彼等の心中を代弁でもするかの様にして、女は言う。

  

  她穿着一身耀眼的盔甲，看起来很有骑士的气派。

  　輝かしい甲冑姿に身を包んだ彼女の装いは、如何にもな騎士然とした居佇まいだろうか。

  

  对于她的建议，有人回应道。

  　と、彼女の進言に対して受け応える声がある。

  

  “是的，梅尔比那，正如您所说。”

  「ええメルビナ。あなたの仰る通りです」

  

  做出反应的是在这里拥有最高发言权的人。

  　反応したのは同所においても一番に高い発言権を持つ者だ。

  

  “嗯，没关系。这是我们对莉莉丝夫人忠诚的证明。”

  「ええ構いません。これは我等がリリス様への忠誠の証」

  

  担任这支军队首领的塞拉，甚至夸张地当场献上了祝词。

  　そしてこの軍隊の長を務めるセラは、大仰にもその場で祝詞を捧げて見せた。

  

  听到两人的对话，在场的人都欢呼起来。

  　そんな二人のやり取りを耳として、同所へと居合わせている者達は歓喜の声を挙げた。

  

  眼看着自己要攻陷的城市终于要被攻陷，所有人都充满了斗志。

  　漸く己が陥落せしめるべき都市を堕とせる事実に誰もが荒ぶる戦意を漲らせた。

  

  刚才还郁郁寡欢的寂静已经荡然无存，大家无一例外地模仿塞拉的宣言狂喜起来。

  　其処には先程まで鬱屈していた静寂は皆無であり、皆一様に例外なく、セラの宣言に倣い狂喜する。

  

  “那就魔术师队。”

  「それでは魔術師隊」

  

  在这里，与蓝色天花板上高涨的战斗意志相反，塞拉冷冷清清的声音响彻云霄。

  　そんな同所にて青天井に高まる戦意に反して、セラの冷然とした声色が響く。

  

  丝毫没有动摇，只是淡淡地说出命令。

  　一切の動揺すらもなく、只々淡々と命令を下す為に、言い放つ。

  

  

  “放开我!”

  「放ちなさい」

  

  就这样被无情地宣告了对他们来说圣战的话语，无常地被在场的魔术师们听到了。

  　そうして無慈悲にも宣言された彼等にとっての聖戦を告げる言葉は、無常にも同所にて居合わせている魔術師達に聞き届けられた。

  

  

  已经被结束了的咏唱没有，命令下达的瞬间魔力的主流迸出。

  　既に終えられていた詠唱は無く、命令が下った途端に魔力の本流が迸る。

  

  

  在这里，如浊流般汹涌而出的力量证明，就像决堤一样，向城墙释放。

  　この場にて溢れんばかりに顕現した濁流の如き力の証明が、まるで堰を切ったかの様にして、城壁に向けて解き放たれた。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  

  “什么事?”

  「何事じゃ」

  

  突如其来的震耳欲聋，让围着圆桌的谷神星叫了起来。

  　突如として襲いくる、まるで大地を揺らがすかの如き地鳴りの様な轟音に円卓を囲んでいたケレスは声を挙げる。

  

  同样地，坐在同一张桌子上的豪鬼也跟着说道。

  　同様にこれに倣い、同卓の席にて腰を落ち着けていた豪鬼は言う。

  

  “魔力防壁被打破了……”

  「魔力防壁が打ち破られただと‥？」

  

  他已经觉察到了事态的严重性。

  　彼は既に事態を察していた。

  

  在所有方面拥有远凌驾于常人的敏锐知觉的豪鬼，比谁都明白这个城市的守卫被什么人的手突破了的事实。

  　全てにおいて常人を遥かに凌駕する鋭敏な知覚を持つ豪鬼は、この都市の守りが何者かの手により突破された事実を誰よりも理解していた。

  

  

  因此也明白有明确的敌人。

  　故に明確な敵が居る事も悟る。

  

  面对使用异常手段的对方，豪鬼开始思考。

  　あまりに異常極まる手段を用いた先方に対して、豪鬼は思考を巡らせる。

  

  然后瞬间就对那个人产生了共鸣。

  　そして瞬時にその相手に対して及びがついた。

  

  

  “是那些家伙吗?”

  「奴等か」

  

  以前为了掳走阿雪而擅自踏上这片土地的圣王国的人。

  　以前にもユキを攫いにこの地へと無断で足を踏み入れた聖王国の輩。

  

  豪鬼打从心底为再次见到他们感到高兴。

  　豪鬼は彼等に再びの訪問を心底から嬉しく思う。

  

  毕竟上次的亏欠可以尽情地偿还了，这种感慨也是理所当然的吧。

  　何せ前回の借りを思う存分に返せるのだから、その感慨は当然だろう。

  

  “我对对方有所了解。”

  「俺には相手方に心当たりがある」

  

  所以，他慢慢地从刚才坐着的座位上站了起来。

  　故に彼は、おもむろに今し方まで腰を落ち着けていた席から立ち上がり言う。

  

  

  “怎么会……”

  「まさか‥」

  

  面对豪鬼唐突的宣言，凯瑞斯摸了摸自己下巴上的胡须。

  　そんな豪鬼の唐突な宣言に対して、ケレスは自らの顎の髭を扱く。

  

  但是，老人摆出这样思考的姿态时，双眸中所含的目光已经变得锐利。

  　しかしながら、その様に考える素振りを見せる老人の双眸に宿る眼光は既に研ぎ澄まされた光を称えていた。

  

  “对，圣王国的犬共特意从对面来狩猎，我要从正面射杀他们。”

  「そう、聖王国の犬共がわざわざ向こうから、狩られにきた。俺は奴等を真正面から向かい撃つ」

  

  “是吗……”

  「そうか‥」

  

  

  互相面对的双方都决定了自己该做的事情。

  　互いに向き合う両者は、己がやるべき事を定めていた。

  

  

  当然，在场的其他人中也有表现出混乱的人，但那也只是极少数。

  　無論、他にこの場にて居合わせている者達の中には混乱を露わとする輩も存在するが、それも極小数に過ぎない。

  

  大部分人听了刚才豪鬼和谷神星的对话，对发生的事态有了明智的反应。

  　今し方に交わした豪鬼とケレスの会話を聞き、起きた事態に対して賢明にも及びがついた者達が大半だ。

  

  所以即使是女子也不例外。

  　故にそれが女子とて例外ではなく、

  

  

  “我来展开防御工事，所以这段时间还请多多关照。”

  「わたしが防壁を展開します。ですのでその間、どうかよろしくお願い致します」

  

  

  和豪鬼隔着一张桌子，正对着豪鬼站起来的女人说。

  　と、豪鬼とは卓を挟んで真向かいに同様、自ずから席を立ち上がっていた女は言う。

  

  “哦……你……确实说过‘真娜’吗?”

  「ほう‥、貴様は‥確かマナといったか？」

  

  “是的，即使是微薄之力，也请允许我帮助您。”

  「はい。微力ながらも御助力させて頂きます」

  

  事到如今，两个人对峙似的并排站着，互相散发着压力。

  　今にして、両者共にまるで対峙するかの如く並び立つ二人は、互いに圧を放っている。

  

  一个身穿魔术师装束的少女，从头顶俯视她的是一个身材像岩男一样高大的男人。

  　片や魔術師然とした装いに身を包む少女であり、彼女を頭上より見下ろすのは岩男の如き体躯を誇る大男。

  

  对方是不是强者，从侧面看也很清楚。

  　其方が強者であるのかは、側から見ても明らか。

  

  两者的差距非常明显。

  　両者の差は歴然。

  

  然而，前者却毫不畏惧地向后者宣布。

  　しかしながら、前者は後者に対して怯んだ様子もなく宣言して見せた。

  

  “在我完成魔术之前，请给我争取时间。”

  「わたしが魔術を完成させるまで時間を稼いでください」

  

  毫不犹豫地断言。

  　躊躇いなく言い放つ。

  

  而且是强有力的声音。

  　それも力強い声色で。

  

  而这种自信的来源，是基于她自身实力的确凿证据。

  　そしてその自信の源は、彼女自身の実力に基づいた確かな根拠がある。

  

  这绝不是虚张声势，而是她从过去的成绩中获得的自尊。

  　それは決して虚勢などではなく、過去の実績から得た彼女自身の矜持に他ならない。

  

  并不是不能领悟这一点的豪鬼。

  　そしてそれを悟れぬ豪鬼ではない。

  

  “我知道了。”

  「承知した」

  

  他只回答了一句，然后用自己的行动示意接下来的移动。

  　と、言葉少なに返した彼は、続く移動を自らの行動でもってして示す。

  

  散发着令人毛骨悚然的威压感，迈着强有力的步伐奔赴战场。

  　鬼気迫る威圧感を放ち、力強い足取りで戦場へと赴いたのだ。

  

  在场的所有人都注视着他离开这里的背影。

  　そうしてこの場を後とした彼の背中を、居合わせた誰もが見守る。

  

  虽然气氛紧张，但没有一个人会感到不安。

  　緊張こそ漂えど、一様に例外なく不安に思う者は一人として同所には存在していない。

  

  因为刚才跑到敌人身边的豪鬼，是一个远超常人的强者。

  　何故ならば、今し方に敵の元へと向かった豪鬼は、常人を遥かに超える強者であるからだ。

  

  所以不必担心。

  　故に心配など無用。

  

  那些瞧不起他的人，可以说是愚不可及。

  　寧ろ彼に対して侮を向ける者など、それこそ愚の骨頂と称して差し支えない。

  

  在鬼人族中，豪鬼是一个突出的猛将。

  　それ程までに鬼人族の中においても、豪鬼という男は、突出して猛者であった。

  

  这样的他竟然亲自上了战场。

  　そんな彼が直々に戦場へと赴いたのだ。

  

  那么一定会一个不留地歼灭圣王国的人。

  　ならば一人残さず聖王国の者達を殲滅するに違いない。

  

  而且是最简单的闲暇时间。

  　それも最も容易く片手間に。

  

  所有人都坚信这一点。

  　誰もがそう信じてやまなかった。

  

  所以在场的人，没有人怀疑豪鬼的实力。

  　故に同所へと居合わせている者の中には、豪鬼の実力を疑う者などいない。

  

  他总是胜利者，甚至连失败的样子都难以想象。

  　寧ろ敗北する姿の方が余程想像に難しいまでに、彼は常に勝者であった。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  “迎接你的太过分了，看来你被人欺侮了。”

  「随分と巫山戯た出迎えではないか。どうやら侮られている様だな」

  

  骑士阶级的梅尔比纳看着从城墙上跳下来的大汉说道。

  　と、今し方に城壁より飛び降りた大男を見て騎士階級にあるメルビナは言う。

  

  她似乎打心底里不高兴，露出一副扫兴的扭曲表情。

  　彼女は心底から不愉快そうに、まるで興醒めとでも言わんばかりに歪ませた面持ちを露わとする。

  

  在她看来，光靠豪鬼一个人是不满意的。

  　彼女からすれば、豪鬼一人だけでは不満な様である。

  

  即使对方是拥有巨大身体能力的鬼人族，这也是同样的道理。

  　例え相手があの、絶大な身体能力を誇る、鬼人族であったとしてもそれは同様らしい。

  

  在弱肉强食的世界中，面对高高在上的豪鬼，梅露比娜游刃有余。

  　弱肉強食の世界においての頂に君臨する立場の豪鬼を前としてメルビナを余裕を崩さない。

  

  只是，对她这种自称疏忽大意、表现出无所谓的焦躁的行为，有人给她泼冷水。

  　ただ、そんな油断と称して差し支えない苛立ちを呈する振る舞いを見せ付ける彼女に水を差す声がある。

  

  “不，他的魔力超过我的魔术师，所以区区杂兵根本无法与之抗衡……”

  「いえ、彼の魔力は此方の魔術師を上回ります。ですのでたかが雑兵では相手にすらなり得ないかと‥」

  

  

  是塞拉。

  　セラだ。

  

  她极具逻辑性地讲述对方的力量。

  　彼女は至極論理的に相手方の力量を語る。

  

  

  与梅尔维纳不同，他表现出冷静的态度。

  　メルビナとは異なり、落ち着き払った態度を示していた。

  

  在她身上散发出的那种气氛中，梅尔比娜仿佛被泼了一盆冷水。

  　そんな彼女の漂わせる雰囲気に充てられてメルビナは冷水を浴びせかけられた思いだった。

  

  “……确实是巨大的魔力。而且最重要的是那具肉体。那不就是怪物吗?不管怎么说种族名字里都带着人，所以我在想那到底是怎样的人呢?放在前面一看，那已经是一种工艺品了。”

  「‥確かに膨大な魔力だ。それに何よりなんだあの肉体は。あれでは化け物ではないか。曲がりなりにも種族名に人と付いているから一体どの様な輩なのかと思っていざ前として見たら、最早あれは一種の工芸品だな」

  

  

  在对峙中理解了，从根本上来说和人类的肉体构造不同。

  　対峙して理解したが、根本的に人類とは肉体の造りが異なる。

  

  知道这一点的梅尔比娜轻轻地看了看。

  　それを思い知ったメルビナは忌々しげに瞳を眇めた。

  

  “那下一步该怎么做?刚才的术虽然是名副其实的魔术师，但不能马上打第二枪吗?”

  「それで次の手はどうする？先程の術で流石に魔術師といえど、すぐには次弾を打てまい？」

  

  所以她说应该尽早应对。

  　故に早々に対処するべくして彼女は言う。

  

  看来是打算先发制人。

  　どうやら先手必勝を狙いにいく算段の様だ。

  

  而且这个选择并没有什么特别的错误。

  　そしてその選択は特段誤りではない。

  

  “是的，再厉害，对手也只有一个，毕竟人多势众，我们的优势是不会动摇的。”

  「ええ、いくら強者といえど相手は一人。所詮は多勢に無勢。此方の優位は揺らぎません」

  

  塞拉对她的回应也是事实。

  　そんな彼女に対して応じるセラの言葉もまた事実。

  

  “哼，你说得对，不用我说我也明白。”

  「フンっ、貴様の言う通りだ。わたしとて言われずとも理解している」

  

  当然，这不过是梅尔维纳明知的情况下随口说说而已。

  　無論それはメルビナとて承知の上で軽口を叩いたに過ぎない。

  

  所以下一个瞬间就提高了嗓门。

  　故に次の瞬間には声を張り上げていた。

  

  

  “杀了他的人会得到特别的奖赏!”

  「奴を討ち取った者には特別に報奨を与えるッ！」

  

  这是为了鼓舞士兵们的一声呐喊。

  　如何にもな兵等を鼓舞する為の一声。

  

  然而出乎意料的是，这给对现金欲望强烈的士兵们带来了戏剧性的效果。

  　だがそれは存外の事、現金にも欲深い兵士達へと劇的な効果の程をもたらす。

  

  

  “突击!”

  「突撃ッ！」

  

  接着，听到命令的士兵们一齐跑了出去。

  　次いで言い放たれた宣言に、命令を下された兵等は一斉に駆け出した。

  

  每个人都毫无例外地全速冲向豪鬼。

  　誰一人として例外なく全速力で豪鬼へと殺到する。

  

  不过，被梅尔比纳刚才的话激发斗志的只有士兵，魔术师等人例外。

  　が、先程のメルビナの言葉に戦意を昂らせたのは兵士だけであり、魔術師等は例外だ。

  

  

  但是，除了士兵之外，包括魔术师在内的修女们都是为了忠于雷亚诺斯提亚教才来到这里的，这也是理所当然的。

  　だがそれも、兵達を除けば魔術師を含めたシスター等はあくまでレアノスティア教への忠誠の為にこの場へと居合わせているが故に当然だ。

  

  

  与追随欲望的雇佣兵相比，魔术师和修女们只不过是发自内心的善意。

  　欲望に付き従い傭兵も混じる兵等と比べて、魔術師等並びにシスター達は心底からの善意で動いているに過ぎない。

  

  因此，与被疯狂支配的士兵不同，阵地上的人都散发着一种冷冰冰的气息。

  　故に狂気の支配された兵士とは異なり、陣地に留まる者達は皆無機質な雰囲気を漂わせている。

  

  话虽如此，为了打倒豪鬼而战斗的大家都一样，魔术师们专注于消耗的魔力的恢复。

  　とはいえ豪鬼を倒すべくして戦っているのは皆同様であり、魔術師達は消費した魔力の回復に専念していた。

  

  再加上修女们的祝词，给刚刚跑出去的士兵们带来了庇护。

  　加えてシスター等の祝詞は、今に駆け出していった兵等へと加護を与えている。

  

  当然并不能因此获得胜过鬼人族的肉体能力。

  　無論それで鬼人族に勝る肉体能力を得られるわけではない。

  

  但如果大举进攻，不管对方有多强，都一定能拿下。

  　けれど大勢で攻めれば例え相手がどれ程の強者といえども討ち取れるに違いなかった。

  

  理应如此。

  　その筈だった。

  

  “笨蛋……”

  「バカな‥」

  

  声音的来源是刚才还表现出坚毅态度的梅尔比娜。

  　その声の出所は先程まで毅然とした振る舞いを見せていたメルビナよりこぼされた。

  

  不由自主地脱口而出的这句话，出乎意料地在他耳边响起。

  　思わずといった塩梅で吐き出されたその言葉は、思いの外同所へと響いては聞こえた。

  

  她无法相信眼前发生的惨状。

  　それ程までに彼女は今目の前で起こる惨状を信じられない。

  

  不，不是不能理解，而是不想面对现实。

  　否、理解できないのではなく、現実を直視したくないと言うのが正しい。

  

  认识到的事到忌惮的单方面的歼灭。

  　認識する事が憚られるまでの一方的な殲滅。

  

  

  展开的异常的光景，是由唯一的男人的手产生的。

  　繰り広げられる異常な光景は、ただ一人の男の手により生み出されていた。

  

  那个男人的名字叫豪鬼。

  　そしてその男の名は豪鬼。

  

  他用拳头将逼近自己的数名士兵埋葬了。

  　彼は己へと迫り来る兵等数名を、ただの拳で葬り去った。

  

  只要一击，就能把跟在后面的战士都打得虎虎生威。

  　たったの一撃で、後続に続く兵士達を凄まじい膂力の元に殴り伏せのだ。

  

  带着压倒性的气势，倾注着力量的打击，像暴风一样煽动着排队的士兵。

  　圧倒的な勢いの付いた、力の込められている打撃は、並ぶ兵等を爆風で煽る。

  

  如同旋风般威力的它，一次收割了多条生命。

  　まるで旋風の如き威力のそれは、一度に複数の命を刈り取った。

  

  

  不，即使说是彻底摧毁了，士兵们的四肢也支离破碎，肉片如雨点般倾盆而下。

  　否、それは最早叩き潰したと称しても、何ら差し支えない程に、兵士の四肢は砕け散り、肉片はまるで雨粒の如く周囲一体へと降り注いだのであった。

  

  

  

  “不许我再迈进一步，从这里开始，只有想死的人才能向前走。”

  「この俺が一歩たりとてこれ以上を踏み入れる事を許さん。ここより先は死にたい奴だけが前へ進み出るが良い」

  

  

  

  在远远超过自己身高的高耸的崖壁前，像威武的豪鬼一样伫立。

  　己が背を遥かに超える高さに天高く聳え立つ城壁の前で、仁王立ちに佇む豪鬼の姿。

  

  然而，仿佛要将城市背在身上的豪鬼双臂交叉的身影，比普通的石壁还要巨大得多。

  　しかし都市をその身に背負うかの様にして腕を組む豪鬼の姿は、ただの石壁よりも余程巨大に思えた。

  

  豪鬼具备的领袖魅力，至少能让与他正面对峙的士兵们陷入这样的错觉。

  　少なくとも今に真正面から対峙する兵等に対しては、その様な錯覚へと陥らせるだけのカリスマが豪鬼には備わっていた。

  

  

  他给士兵们带来了一种无法估量的压倒性的压迫感。

  　それ程までに彼は、計り知れない圧倒的な存在としての威圧感を、兵等へと与えていたのであった
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  开战的帷幕拉开后数小时，玛娜赌上自己的全力磨炼魔力。

  　戦への幕が切って落とされて数刻、マナは己が全力を賭して魔力を練り上げていた。

  

  作为佐证，漂浮着浓墨重彩的、可视化的力量的主流。

  　その証左として、色濃く可視化できるまでの力の本流が漂う。

  

  但是，这远远达不到原本的目标。

  　ただ、それは本来目指すべき地点には遠く及ばない。

  

  因此玛娜再次展开防御墙需要相应的时间。

  　故にマナは再度の防壁の展開に相応の時間を要していた。

  

  如此沉重的负担，只有她一个人在承受。

  　それ程までの重積を彼女ただ一人がその身に強いられているのだ。

  

  “可是……”

  「でも‥」

  

  但如果因此而扎根的话，就不会自愿担任这个职务。

  　けれどそれで根を上げる様であれば自らこの役目を志願していない。

  

  “我还能做。”

  「わたしはまだやれる」

  

  她在说话的同时，更加专注于魔术。

  　彼女は言葉と同時、更に己が魔術に精神を傾ける。

  

  

  投身于那样的魔鬼深渊。

  　そんな魔の深淵に身を投じる。

  

  只要稍有疏忽，就会被漆黑吞噬。

  　片時でも油断すればその漆黒に飲み込まれてしまう。

  

  在这个过程中，玛娜拼命地反抗。

  　その最中でマナは懸命に抗う。

  

  但是，突然有一个声音给了她。

  　だが、不意に彼女へと与えられる声がある。

  

  

  “哎呀，真奈小姐来这里了。”

  「あら、マナさん此方に来ていたのですね」

  

  “梦……”

  「ユメさん‥」

  

  我把视线转向那出处，发现是飘浮到墙壁上的梦境。

  　その出所に対して視線を向けると、防壁の上まで浮遊するユメの姿があった。

  

  梦是玛娜的班主任，同时前者也是后者的老师。

  　ユメはマナの担任教師であり、それと同時に前者は後者の師匠でもある。

  

  “只靠你一个人，实在太残酷了。所以，请和我一起努力吧。”

  「貴方だけでに任せるのは流石に酷というものでしょう。ですからわたしと共に力を合わせましょう」

  

  阿梦接受采访时的表情，俨然一副严格的老师模样。

  　そうして受け応えるユメの面持ちは、如何にもな厳格な教師を気取る。

  

  不过，他的语气中也流露出对爱徒的慈爱。

  　ただ、その雰囲気からは愛弟子に対する慈愛も滲み出ていた。

  

  玛娜与御三家血脉相连，有防卫都市的责任。

  　マナは御三家の血に連なる者であり、都市防衛の責務がある。

  

  但是，即使是她的老师，作为一名普通教师的梦想是不可能实现的。

  　けれど幾ら彼女の師とはいえ、ただの一介の教師たるユメにはそれがない。

  

  再加上两人年龄相差不大。

  　加えて両者はそれ程歳も離れていない。

  

  因此，两人的关系并不仅仅是师徒，这是不言自明的道理。

  　故に二人の関係は、ただの師弟に留まらないのは自明の理。

  

  两个人都是要赌上自己的性命守护的对象。

  　両名共に自らの命を賭して互いが守るべき相手。

  

  那应该叫作坚定的亲爱，但把这句话挂在嘴上，她们也觉得不好意思。

  　最早それは確固たる親愛と称して差し支えないが、それを口とするのも彼女等は気恥ずかしい。

  

  为此，两位魔术师要履行自己的职责。

  　その為只々二人の魔術師は、己が今成すべき責務を実行する。

  

  “豪鬼大人为什么心情那么好呢?”

  「豪鬼様は、どうしてあれ程に上機嫌なのかしらね」

  

  但是，与玛娜相比，成为魔术师的梦想突然落空了。

  　だが唐突に、マナと比較して魔術師の格上であるユメは零す。

  

  “我根本无法理解他的心思，喜欢争斗简直是蛮人的行径。”

  「あのお方の御心はわたしには到底理解出来ません。争いを好むなど、まるで蛮人の所業です」

  

  对于梦突然流露出的疑问，玛娜发自内心地感到不快。

  　と、ユメの不意に漏らした疑問に対して、マナは心底より不快そうに受け応えた。

  

  “啊，这么说来，你很讨厌豪鬼大人。对不起，我完全忘记了。”

  「ああ、そういえば貴方は豪鬼様を嫌っていたわね。ごめんなさい。すっかり失念していました」

  

  听到这个回答，梦的脸色阴沉了下来。

  　そうして与えられた答えに、ユメはバツが悪そうに面持ちを曇らせた。

  

  “我并没有特别讨厌，只是……”

  「わたしは特別嫌ってなどいません。ただ‥」

  

  看到梦那担心的举动，玛娜反驳道。

  　そんなユメの気遣わしげな振る舞いを見てマナは反論する。

  

  “那样战斗下去的结果只会是毁灭，所以我个人不喜欢这样的做法。”

  「そうして戦い抜いた先には破滅しか残りません。ですのでわたしは、個人的にその様なやり方は好まないというだけです」

  

  他的声音充满了反抗，但在梦中却能感觉到，其中似乎包含着悲哀的感慨。

  　その声色は反抗的でありながらされど、何処か悲哀にも似た感慨も含まれている様に、ユメには感じられた。

  

  “是吗?”

  「そう」

  

  面对这意料之外、意料之外的回答，阿梦自然而然地转移了注意力。

  　予期せず得た、思っても見ない返答に対して、ユメは自ずと気を逸らした。

  

  鉴于到目前为止魔领和圣王国之间的战争，似乎让人想到了什么。

  　これまでの魔領と聖王国との戦を鑑みるに、どうやら何かしら考えさせられた様だ。

  

  近来的形势已经紧张到这种地步。

  　昨今の情勢はそれ程までに逼迫していた。

  

  两国展开的圣战的余波当然也波及到了这座鬼人族城市。

  　無論その両国が繰り広げられる聖戦の余波は、この鬼人族の都市にまで波及しているのだ。

  

  结果，两国之间还存在相互逃避的残余势力，因此令人担忧。

  　果てには二つの両国からお互いに逃れた残党も居るのだから、懸念は消えない。

  

  为了转移注意力，他的视线落在城墙下。

  　そんな暗澹たる事柄より気を逸らすべくして、ユメは城壁の下に視線を落とす。

  

  那里果然是凄惨的光景。

  　すると其処にはやはり凄惨な光景がある。

  

  在惨烈的战斗中被处以死刑的士兵们，尸体惨不忍睹地暴露在外面。

  　繰り広げられた悲惨な戦闘の元に処された兵士達が、無惨にも骸を晒していたのであった。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  “魔术师队，下一次子弹准备好了。”

  「魔術師隊、次弾の用意が整いました」

  

  

  “是吗?”

  「そうか」

  

  

  对于豪鬼完全无法讨伐的现状，梅尔比纳咬牙切齿。

  　豪鬼を一向に討ち取る事が出来ない現状に歯嚙みしていたメルビナ。

  

  魔术师给了那样的她声音。

  　そんな彼女に、魔術師より声が与えられる。

  

  他们在强大的魔鬼面前也丝毫没有慌乱的样子。

  　彼等は強大なる鬼人を前としても何ら狼狽える様子を微塵も見せなかった。

  

  只是完成被赋予无机质的自己的责任和义务。

  　無機質に与えられた己が責務を果たすのみ。

  

  听到他们的报告，女骑士的嘴角刚强地扬起。

  　そんな彼等の報告を耳として女騎士の口角は、気丈にも吊り上がる。

  

  

  “全员准备。”

  「全員構え」

  

  这是夹杂着喜色的声调的宣言。

  　何処か喜色さえ入り混じる声色を乗せた宣言。

  

  

  “放开我!”

  「放てぇッ！」

  

  这样下的命令，是为了检验自己的忠诚才说出的。

  　そうして下された命令は、自らが忠誠を見で付けるべくして言い放たれた。

  

  再次渡炸裂的极大魔术。

  　再度に渡り炸裂する極大魔術。

  

  被解放了的一击，伴随着轰鸣声向豪鬼逼近。

  　解き放たれた一撃は、轟音を伴い豪鬼へと迫り来る。

  

  与冲击一起袭来的，那已经算是天灾了，他与之正面对峙。

  　衝撃と共に襲いくる、最早天災と称して差し支えないそれに対して、彼は真正面から対峙した。

  

  毫不畏惧地握紧拳头的豪鬼，眼看就要挥出逼近的魔术。

  　何ら臆する事なく拳を握り固めた豪鬼は、今にも肉薄する魔術へと向けて振り抜く寸前だ。

  

  但是，豪鬼的拳头无法捕捉魔术。

  　だが、豪鬼の拳は魔術を捉える事はない。

  

  当然，魔术也不会被拳头挡住。

  　無論魔術とて同様に拳に阻まれるには及ばない。

  

  因为在拳头和魔术完成接敌之前，再次被展开的魔力防壁，守护了豪鬼。

  　何故ならば拳と魔術が接敵を果たすその前に、再び展開された魔力防壁が、豪鬼を守護したからだ。

  

  

  “哦……工作做得出乎意料地好。”

  「ほう‥存外に良い仕事をする」

  

  豪鬼目睹着魔力的洪流突然在自己面前喷薄而出，并没有对任何人说，只是喃喃自语。

  　と、途端に己の前に霧散する魔力の奔流を目の当たりとして、誰に言うでもなく呟く豪鬼である。

  

  化作露水的巨大魔术的残渣，就像吊唁伏在地上的士兵一样摇晃着。

  　露と消えたその極大魔術の残滓は、まるで地に伏す兵等を弔う様にして揺蕩った。

  

  “那么，看来你们已经尽了全力了?”

  「して、其方の手は出尽くした様に見受けられるが？」

  

  豪鬼随口说出的话。

  　何ともなしに言い放たれた豪鬼の言葉。

  

  这出乎意料地对听到这句话的对方产生了戏剧性的牵制。

  　それは思いの外これを耳とした相手への劇的な牽制となり得た。

  

  “呜!”

  「ぐッ」

  

  作为证据，在豪鬼目光的震慑下，女骑士露出了大大畏缩的姿态。

  　その証左として、豪鬼の眼光に射竦められた女騎士は、大いにたじろいだ姿を露呈した。

  

  

  “嗯……算了。”

  「‥ふん‥まあ良い」

  

  

  不过是一瞬间暴露出来的内心。

  　ただそれも一瞬の内に露わとされた心中に過ぎない。

  

  女骑士马上恢复了自我，对塞拉说。

  　すぐさま我を取り戻した女騎士はセラへと声を掛けた。

  

  “我亲自去。塞拉，你怎么办?”

  「私自ら出向く。セラ、貴様はどうする？」

  

  但是被召唤的当事者本人足瓷没有任何在意的样子。

  　けれど当の呼びかけられた本人足るセラは何ら気にした素振りが無い。

  

  “你们快呼叫增援。”

  「貴方達、増援を呼びなさい」

  

  

  对女骑士提出的问题不作回应，对一旁的修女下了命令。

  　女騎士より与えられた問い掛けに受け応える事なく、傍に控えていたシスターに命令を下す。

  

  

  “真不好意思。”

  「畏まりました」

  

  修女恭恭敬敬地说着，同时行使短距离转移。

  　と、その様に恭しく承る修道女はそれと同時、短距離転移を行使する。

  

  塞拉目送着突然消失的她，声音再次被赋予。

  　途端その場より姿を掻き消した彼女を見送るセラへと再び声が与えられる。

  

  “喂!”

  「おいっ」

  

  “听起来不错，没关系的，我也想亲手给他定罪。”

  「ええ聞こえています。構いませんよ。わたしとて、自らの手から断罪を与えたく思いますので」

  

  塞拉答应了，取出绑在自己大腿上的钞票。

  　そうして応じるセラは、自らの太腿に括り付けた札を取り出した。

  

  上面刻着的祝词，当然是不适合这个场合的神圣的意思。

  　其処に刻まれた祝詞は、無論この場にそぐわない神聖な意味を連ねた言葉。

  

  但下一个瞬间就被光芒包围，从普通的圣符立刻变了形。

  　けれど次の瞬間には光に包まれて、ただの聖札符から、たちまちに形を変じてゆく。

  

  然后出现了一支枪。

  　そして顕現したのは、一本の槍。

  

  奢华的定做，金光闪闪地照耀着这里。

  　豪奢な誂えのそれは、黄金に輝きこの場を照らす。

  

  而制造出这种令人不安的东西的罪魁祸首塞拉却毫不做作地后退了一步。

  　その様な物騒な代物を生み出した張本人であるセラは無造作に一歩片足のみを後退させる。

  

  她摆好姿势，毫不犹豫地一口气朝前方扔去。

  　構えた彼女は何ら躊躇う事なく、一息に前方へと投擲した。

  

  如此自然流畅的动作，谁都不用说，那是穿过集体上空的。

  　あまりに自然な流れる様な動作に誰が何を言うまでもなく、それは集団の上空を穿つ。

  

  为了剖开虚空剜出豪鬼而放出的标枪，当然会被魔力防墙阻挡。

  　虚空を切り裂き豪鬼を抉り抜くべくして、放たれた槍は、無論魔力防壁により阻まれる。

  

  但是，在撞击时，它与透明的墙壁碰撞，发出尖锐的声音。

  　だが、衝突に際して透明な障壁とせめぎ合い、甲高い音を立てた。

  

  

  “还是没用吗……”

  「やはり無駄ですか‥」

  

  只是，多少有些深不可测。

  　ただ、少なからず底は知れた。

  

  作为标枪承担者的塞拉被赋予了这样的反应。

  　それだけの手応えを槍の担い手であるセラは今にし方に与えられた。

  

  现在是自己阻挡进攻的防御墙。

  　現在己が侵攻を阻む防壁。

  

  那简直像透明的膜一样的东西，变成了总有一天会突破的障碍的事实。

  　そのまるで透明な膜の様な代物とて、いずれは突破出来る障害である事実へと及んだ。

  

  对于如此思考的她，有人突然流露出愤怒。

  　その様に思考を巡らせる彼女に対して、不意に怒りを露わとする者がいる。

  

  “你、你下次一定要跟我打声招呼。”

  「き、貴様っ、次からはわたしに一声でも掛けてからやって欲しい」

  

  看来对于她唐突的反击，即使是我方的一击也吓了一跳。

  　どうやら彼女の唐突な反撃に対して、例え味方の一撃といえども驚いてしまった様だ。

  

  女骑士一脸惊愕，直言不讳地说。

  　未だ驚愕が抜けきれない面持ちとなりて、女騎士は苦言を呈した。

  

  “是的，我会妥善处理的。”

  「はい。善処致します」

  

  不过，即使听了他的话，今后似乎也不打算放在心上。

  　ただ、どうやらその言葉を聞き入れながらも、今後気に払うつもりはない様だ。

  

  我不确定他是不是真的这么想。

  　本当にそう思っているのか定かではない。

  

  塞拉并没有表露真心，只是敷衍了事。

  　セラは本心を露わとしないまま、適当に受け応えた。

  

  那样的她不出所料地没有听从女骑士的话，以平淡的举止再次取出了圣符。

  　そんな彼女は案の定女騎士の言葉に従う事なく淡々とした振る舞いで再び聖札符を取り出した。

  

  面无表情的塞拉，若无其事地摆好架势。

  　冷然とした面持ちのままのセラは、無機質にも構えを取る。

  

  接着，他又举起标枪，仿佛这是自然的趋势一般，投掷了下一颗子弹。

  　そして槍を顕現させると共に、まるでそれが自然の成り行きとだでも言わんばかりに、次弾を投擲した。
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  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  交战又过了几个时辰。

  　交戦を始めて更に数刻が経っていた。

  

  在作为战场舞台的城墙前，依然可以看到从圣王国前往的集团的身影。

  　戦場の舞台となる城壁の前には依然として聖王国より赴いた集団の姿が其処にはある。

  

  但是，城市方面的士兵也开始模仿他们的行动。

  　けれど、まるでそれに倣う様、都市側の兵士も集い始めた。

  

  过去的村落时代。

  　過去の村落時代。

  

  都是被称为男人帮的人。

  　男衆の呼ばれていた面々である。

  

  “豪鬼，对不起，我迟到了。”

  「豪鬼さん。遅れてしまい、すみません」

  

  在这群人中，最先开口说话的是一个看上去很年轻的青年。

  　その集団の中で、一番に声を挙げたのは特段若手と思しき容貌の青年だ。

  

  “哦，聪明啊。”

  「おお、ソウメイか」

  

  听到他鞠躬道歉，豪鬼高兴地扬起嘴角。

  　殊勝にも頭を下げた彼の謝罪を耳として、豪鬼は上機嫌にも口角を上げた。

  

  “大家都很健壮，比什么都好!”

  「皆、壮健そうで何よりだ」

  

  接着，他看到聚集在自己眼前的那些人，露出了野性的笑容。

  　次いで己の眼前へと集結したかつての面々を見て、野生的な笑みを露わとした。

  

  他环视了一圈之后，严厉地说道。

  　そして彼は一頻り視線を巡らせた後に、厳格にも言い放つ。

  

  “那么，我们必须尽快逮捕他们。”

  「して、俺たちは早急に奴等を捕らえなくはならぬ」

  

  那声音听起来十分认真。

  　その声色は至極真剣な響きが伴っている。

  

  “话虽如此，他们也不是铁板一块。”

  「とはいえ奴等も一枚岩ではない」

  

  正如他所说，从刚才开始传来的尖锐的轰鸣声，证明了圣王国的战斗力。

  　彼の言の通り、先程よりもたらされる甲高い轟音が、聖王国の戦力を証明している。

  

  他们放出的，向魔力防御墙炸裂的极大魔术的威胁，连石造的城墙都能轻易穿透。

  　彼等から放たれる、魔力防壁へと炸裂する極大魔術の脅威は、石造の城壁さえ容易く穿ち得るに相違ない。

  

  然而，豪鬼试图歼灭他们，却无法离开城市的入口。

  　ところが、いざ彼等の殲滅を試みた豪鬼ではあるが、都市への入り口から離れる訳にはいかない。

  

  因为那里在城墙中防守特别薄弱，豪鬼无法反击。

  　其処が城壁の中でも特段守りが手薄な為、豪鬼は反撃に出れないのだ。

  

  正因为对这样的盐梅攻不动，战斗极其停滞。

  　そんな塩梅に攻めあぐねていたが故に、戦闘は停滞を極めていた。

  

  即使对方有很多魔术师，但他们也无法快速地连发几招。

  　相手方に例え魔術師が多いといえど、流石に彼等とて早々術の連発は出来ない。

  

  当然，即使是一流的魔术师也一样。

  　それは無論一流の魔術師といえど同様である。

  

  当然，圣王国派遣的士兵并不在其中。

  　当然ながら、数少ない例外はあれど、聖王国から派遣された兵は、その中には含まれていなかった。

  

  但是，即使加上那个缺点，他们还是很强大的。

  　しかしながら、その欠点加味した上で尚、彼等は強大だ。

  

  特别是那些不知从哪里冒出来的投掷标枪的修女，更让人头疼。

  　特段、幾度となく何処からか現れた槍を投擲するシスターが厄介だった。

  

  她拥有常人无法估量的魔力，能够连续不断地创作出这把标枪。

  　彼女は凡そ常人には計り知れない程の濃密な魔力により誂えられたその槍を、制限はあれど連続して生み出すことが出来るに違いない。

  

  虽然现在是暂时收矛的修女，但从她那从容的举止来看，不难看出她依然能够使用这种方法。

  　現在は矛を一時納めているシスターであるが、その余裕を感じさせる振る舞いから鑑みるに、依然としてその術を行使できてしまうのは察するに余りある。

  

  再加上还没有暴露自己的底牌，一身骑士装束的被称为梅尔比娜的女人。

  　加えて未だ手の内を晒さない騎士然とした装いのメルビナと呼ばれていた女。

  

  和修女一样，能和她在一起，自然是久经沙场的战士。

  　シスター然り、彼女とて同所へと居合わせているのだから、手練の戦士であるのは自明の理。

  

  从那些一连串的因素，豪鬼被迫做了彻底的守护的事。

  　それら一連の要因から、豪鬼は守りに徹する事を余儀なくされていた。

  

  再加上身边有多名护卫，还有魔术师集团把守，所以素质更差。

  　更に傍らには複数の護衛に加え、魔術師の集団さえ控えているのだから、より一層質が悪い。

  

  在这种四面埋伏的情况下，男人们终于出现了。

  　そんな八方塞がりの状況の最中、漸くこの場へと現れたのが男衆である。

  

  为了打破现状，聚集了足够多的演员，豪鬼洋溢着凄惨的笑容。

  　現状を打開するべくして大いに充分な役者が揃い、豪鬼は凄惨な笑みを溢す。

  

  “你先干掉那个修女吧。投掷那家伙太麻烦了。骑士的实力还是未知数，我自己来对付他吧。”

  「先にあのシスターを潰せ。奴の投擲は厄介だ。騎士の実力は未知数故、俺が自ら相手をしよう」

  

  

  豪鬼与他强健的体魄成比例地分析了一番。

  　と、その様に筋骨逞しい肉体に比例して、見合わぬ分析を語り終える豪鬼。

  

  在这里，没有人会特别反对他单方面的见解。

  　そんな彼の一方的な知見に基づく言に特段逆らう者は、同所には居合わせていない。

  

  在战斗中，别说是一流了，因为是实力远超常人的豪鬼说的话，坦率地接受也是理所当然的。

  　事戦闘においては、一流どころか、常人を遥かに超える実力を誇る豪鬼からの言葉なのだから、素直に受け入れて当然といえよう。

  

  豪鬼望着用力点头的人们，看到他们的反应，转身去引领他们。

  　力強く頷く者達を眺めては、豪鬼はそんな彼等の反応を見て、自ら先導する為べく踵を返す。

  

  

  “征!”

  「征くぞ」

  

  脚步也确实打头阵的豪鬼，没有一切的气势。

  　足取りも確かに先陣を切る豪鬼には、一切の気負いがない。

  

  虽然接下来要上演一场殊死搏斗，但他的动作丝毫没有让人感觉到。

  　これから死闘を演じるにも関わらず、それを微塵も感じさせない立ち振る舞い。

  

  这位身经百战的豪杰散发出的气质，让后面的男人们斗志昂扬。

  　その歴戦の豪傑が漂わせる雰囲気は、後に続く男達の戦意を昂らせた。

  

  

  *
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  “这不是很难吃吗?”

  「これは流石に不味いのではないか？」

  

  在现场担任女骑士阶级的梅尔比娜说道。

  　と、この場で女騎士の階級を受け持つメルビナは言う。

  

  对此，修女以平淡的举止回应。

  　これに受け応えるシスターは淡々とした振る舞いを返す。

  

  “不，对方还有几个人，我们等着增援吧。”

  「いいえ、未だ相手は数名。増援を待ちましょう」

  

  刚才他还气势汹汹地投掷，可在旁人看来，他的语气却异常从容。

  　先程まで凄まじい勢いのついた投擲を見せていたのにも関わらず、傍目にも見て酷く余裕の感じられる声色も然り。

  

  就像这样，在不知不觉中暴露出盐梅心中的事不关己、心不在焉的塞拉，女骑士会侧目叹息吗?

  　その様に何処か他人事な、そして心ここに在らずといった塩梅の心中を無自覚にも露呈するセラを横目にため息を吐く女騎士だろうか。

  

  

  “可是那个怪物的对手，即使是我们的士兵也无法胜任吧。没办法，只能用从国家借来的这个了。”

  「だがあの化け物の相手は流石に我が兵といえど務まらないだろう。仕方がない。国より借り受けたこれを使うしかあるまいな」

  

  说着，梅尔比娜用指尖摸了摸挂在腰上的剑带。

  　そう言ったメルビナは、己が腰に吊る剣帯へと指先を這わせた。

  

  那里放着不少对女人来说有些大的剑。

  　其処には少なからず女手に持つには多少大振りな剣が納められている。

  

  伸出五指，抚摸着装饰着某种恶趣味的剑鞘。

  　伝わせた五指は、何処か悪趣味な装飾が施されている鞘を撫でる。

  

  终于把手伸向剑柄。

  　そして遂に剣の柄へと手が掛けられた。

  

  不知哪来的祸不单行。

  　何処か禍々しい誂えのそれを握る。

  

  接着一口气抽出手中的剑身。

  　次いで手中へと納められた刀身を一息に抜き放つ。

  

  暴露在外的亮身剑身上，和塞拉的圣符一样，也刻着祝词。

  　外気へと晒された抜身の輝かしい刀身には、セラの聖札符同様にやはり祝詞が刻まれている。

  

  在旁人看来，显然带有邪恶之意。

  　傍目にも見て、邪悪な意を帯びているのは明らか。

  

  尽管如此，在静谧的夜幕下，这把利刃闪耀着篝火，同时也给人一种庄严的感觉。

  　にも関わらず、静謐な夜闇の篝火に煌めくその刃は同時に、荘厳にも感じられる。

  

  看到剑散发出那种异质的存在感而被压倒的士兵。

  　その様な異質な存在感を放つ剣を目の当たりとして圧倒される兵士。

  

  与他们不同的是，站在一旁的塞拉修女一如既往地淡淡地说。

  　そんな彼等とは異なり、傍に佇むシスターセラは、平素から変わらずに淡々と言う。

  

  

  “来了。”

  「来た」

  

  同样是冷冰冰的声音中也有这样的忠告。

  　やはり無機質な声色にも口とされた忠告。

  

  说出的话确实传到一旁的女骑士耳中。

  　言い放たれた言は確かに傍らの女騎士の耳へと聞き届けられた。

  

  “啊，我明白了。”

  「ああッ、理解しているッ」

  

  

  梅尔比纳摆出一副要从眼前逼近、简直是无底鬼的架势。

  　眼前より迫り来る、まるで底がしれない鬼人へとメルビナは構える。

  

  “呼!”

  「ふッ」

  

  伴随着短暂的呼吸，后者始终如一地朝着自己挥动拳头。

  　短い呼吸と共に、後者は己へと繰り出された拳へと一貫。

  

  但是，被鬼人坚硬的外皮挡住的剑身，无常地发出尖锐的金属声。

  　だが、鬼人の硬い外皮に阻まれた刀身は無常にも甲高い金属音を立てる限り。

  

  与他对峙的梅尔维纳脚步轻快地后退了一步。

  　対峙したメルビナは足取りも軽く一足跳ぶに一時後退した。

  

  “开玩笑的吧?太硬了……”

  「冗談だろう？あまりに硬すぎる‥」

  

  而且自知自己是寻找虚空的恶手，所以才会这样吐露。

  　そして自らの虚空を見出す悪手である自覚をしていて尚その上で、そう零さずにはいられない。

  

  那哑然的声音从惊愕中溢出，夹杂着畏惧。

  　口としたその唖然とした声色の驚愕から溢れた畏怖混じりの言。

  

  出乎意料的是，这声音竟然传到了这里。

  　それは存外の事同所へと響いては聞こえた。

  

  她看到了异质的存在，只瞪大了眼睛，盯着被自己戳中的豪鬼的拳头。

  　異質な存在に目の当たりとする彼女の見開かれた瞳はただ一点、己が突いた豪鬼の拳を見据えている。

  

  对那样的盐梅暴露出自己动摇的女骑士，从心底快乐地放言的豪鬼。

  　そんな塩梅に己が動揺を露呈させた女騎士に対して、心底から楽しげに言い放つ豪鬼。

  

  “看来你也很有技巧，我来对付你吧。”

  「其方も相当の手練と御見受けする。この俺がお相手仕ろうではないか」

  

  与语言同时。

  　言葉と同時。

  

  他那如旋风般的拳头逼近梅尔比纳的眼前。

  　例の、まるで旋風の如き拳がメルビナの眼前に迫る。

  

  她背过身去应对再次受到的打击。

  　再び受けた打撃に彼女は背をのけ反らせ対応した。

  

  与此同时，女骑士移动了自己的重心，一只脚后退了一步。

  　それと共に、自らの重心を移動させた女騎士は、片足を一歩後退させる。

  

  瞬间改变姿势的她用横剃刀瞄准豪鬼的腹部。

  　瞬時に構え直した彼女は横薙ぎに豪鬼の腹部を狙う。

  

  在黑夜中飞舞的凶刃。

  　夜闇に舞う凶刃。

  

  袭来的一击伴随着呼啸的风声。

  　見舞われる一撃は風切り音を纏い迸る。

  

  显然是常人无法企及的压倒性的神技。

  　明らかに常人には成せない圧倒的なまでの神業。

  

  一闪而过，仿佛被吸了进去一般，紧紧抓住豪鬼的身体。

  　繰り出した一閃はまるで吸い込まれかの如く豪鬼の肉体を捉えていた。

  

  然而，本该造成致命伤的闪光，却在接近肉搏的前一刻让斩击静止了。

  　だがその致命傷を与えるに至る筈の閃光は、肉薄に及ぶ寸前でその斬撃を静止させていた。

  

  “……笨蛋。”

  「‥ばかな」

  

  给刚才使出的剑的承担者一种奇妙的反应。

  　今し方に繰り出した剣の担い手へと与える妙な手応え。

  

  剑身被夹在豪鬼挥下的手肘和举起的膝背之间。

  　その刀身は振り下ろした豪鬼の肘と振り上げた膝の甲の間に挟み込まれていたのだ。

  

  “中间要有好的动作。”

  「中々に良い動きをする」

  

  不过，做出这种不可能的把戏的豪鬼，却以一种飘飘然的口吻断言道。

  　ただ、そんなあり得ない芸当を成した張本人である豪鬼はいえば、飄々とした口振りで言い放つ。

  

  “哼!”

  「くッ」

  

  一声惊呼，渐渐找回了自我。

  　その一声に漸く我を取り戻すメルビナ。

  

  她对这种可以理解为侮辱的单方面的居高临下的言辞咬牙切齿。

  　彼女はその侮辱とも受け取れる一方的な上からの物言いに歯嚙みする。

  

  是因意外收到的称赞而感到羞耻的女骑士吗?

  　思いがけずして送られた称賛の言葉に羞恥する女騎士だろうか。

  

  与暴露出来的心中相呼应，梅尔比纳显露出了自己的魔力。

  　その露呈した心中に呼応して、自らの魔力を露わとするメルビナ。

  

  与此相应，月光下剑身的光芒也会增加。

  　それに応じて月明かりに照らされる刀身の輝きが増す。

  

  突然感到异常的豪鬼，根据自己的本能后退。

  　唐突な異常を感じ取る豪鬼は、己が本能に任せて後退を見せた。

  

  “哼，真是拼命的判断。”

  「ふんっ、懸命な判断だ」

  

  面对与他庞大身躯不相称的动作，女骑士掩饰自己的动摇。

  　そんな彼の、巨体に見合わぬ体捌きを前として、女騎士は己が動揺を取り繕う。

  

  不愿意表露感情的梅尔比娜逞强地虚张声势。

  　感情の露呈を厭うメルビナは気丈にも虚勢を示して見せた。

  

  “你确实是个强者，我承认，但那也只是不让你接近罢了。”

  「貴様は確かに強者だ。認めよう。だが、それも近寄らせなければ良いだけの話」

  

  她得意扬扬地说着，切下了自己的剑身。

  　そうして勝ち誇った様に言い放つ彼女は自らの刀身を切り上げる。

  

  与此同时，伴随着风斩声的斩击向前方放出了什么东西。

  　それと同時、風切り音を伴う斬撃から何かが前方へと放たれる。

  

  灯火在空中飞舞。

  　煌めきが宙を舞う。

  

  不，魔力的主流乘坐，斩击的形状的那个，成为可怕的威力逼近豪鬼。

  　否、魔力の本流が乗る、斬撃の形状をしたそれは、凄まじい威力となりて豪鬼へと迫り来る。

  

  那已经可以称为飞翔了。

  　最早それは飛翔と称して差し支えない。

  

  恐怕女骑士拿的是与通常不同的剑。

  　恐らく女騎士が持つのは通常とは異なる剣。

  

  作为佐证，刻在剑身上的文字熠熠生辉。

  　その証左として刀身に刻まれた文言が発光に煌めいている。

  

  豪鬼受到了那之后的一击，虽然选择了横跳回避，但脸上留下了浅浅的伤痕。

  　それからの一撃受けた豪鬼は、横っ跳びに回避をしたものの頬に浅く傷が残る。

  

  那不过是远不及致命伤的擦伤。

  　それは致命傷には遠く及ばない擦り傷に過ぎない。

  

  但是，在梅尔比纳看来，那一道伤疤就等于一线希望。

  　ただ、メルビナから見ればその一筋の傷跡は、一縷の希望に他ならない。

  

  抱着光明的她更来劲了。

  　光明を抱いた彼女は更に勢い付いた。

  

  高高在上的女骑士一改先前的动摇。

  　大上段に構えた女騎士は、先程の露わとしていた動揺とは一転。

  

  她以丝毫没有焦躁感的极其堂堂正正的举止断言。

  　彼女は焦燥を微塵も感じさせない至極堂々とした振る舞いでもってして言い放つ。

  

  “这就是莉莉丝殿下赐予的魔剑的力量。”

  「これがリリス様より賜った魔剣の力だ」

  

  接着，她摆好架势，似乎是发自内心地兴味盎然地歪起了嘴角。

  　次いで構えた彼女は、心底から興が乗ったのか口端を歪ませる。

  

  果然如豪鬼所料，女骑士所拥有的异样身手，绝非常人所能承受。

  　どうやら豪鬼の読み通り、女騎士の持つ異様なその一振りは常人が担う代物ではない。

  

  另外还有被赋予的声音。

  　加えて与えられる声がある。

  

  果然那句话的出处就是豪鬼对峙的梅尔比那。

  　やはりその言い放たれた言葉の出所は豪鬼が今に対峙するメルビナだ。

  

  霸气的一声听起来很欢快。

  　覇気がある一声は大変楽しげに聞こえて響く。

  

  “应该对单方面的暴力感到恐惧。”

  「一方的な暴力に恐怖するが良い」

  

  但是，即使是耳朵里的豪鬼，也丝毫没有动摇的样子。

  　ただ、耳とした豪鬼とて動揺する様子はない。

  

  他没有露出一丝焦躁的神色，只是双眸炯炯。

  　微塵も焦燥を露わとしない彼は只々その双眸をギラつかせる。

  

  但是，女骑士说的话肯定是真的。

  　だが、女騎士から与えられた言葉は真実には相違ない。

  

  因为，在这句话的同时，下一瞬间剑身被挥出的斩击。

  　何故ならば、その言と共に次の瞬間に振り抜かれる刀身より放たれる斬撃。

  

  因为那是无法抗拒的威胁。

  　それは抗うことすらままならない脅威に他ならないのだから。

  

  就在这一瞬间，一道从下方穿透虚空的闪光向豪鬼袭来。

  　その刹那の瞬間には、下段より虚空を穿たれる、更なる閃光が豪鬼の元へと殺到したのであった。

 
  確信

  我确信

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  “果然如莉莉丝夫人所说，那个人就在这里。”

  「やはりリリス様の御言葉通り、あの方は此方に居られる様ですね」

  

  感受到城墙对面魔力的修女，没有对任何人说，自言自语道。

  　城壁の向こうに魔力を感じ取る修道女は誰に言うでもなく一人呟いた。

  

  她所说的莉莉丝是指雷亚诺斯提亚圣王国的顶点女教皇。

  　彼女が言うリリスなる人物とは例によってレアノスティア聖王国の頂点たる女教皇。

  

  塞拉畏惧的对象，作为圣王国的实际统治者君临天下的人。

  　セラの畏怖の対象にして聖王国の実質的な支配者として君臨する者。

  

  就是莉莉丝·斯诺怀特·冯·雷亚诺斯提亚。

  　リリス・スノーホワイト・フォン・レアノスティアその人だ。

  

  假如同名同姓的人另有其人，塞拉一定会第一个以不敬罪处死那个人。

  　仮に同姓同名の人物が他に居たとすれば、セラは真っ先にその人物を不敬罪のもとに処すに違いない。

  

  塞拉对莉莉丝的忠诚是如此坚定。

  　それ程までにセラのリリスへと捧げる忠誠は確固たるものに他ならない。

  

  因此，如果与她血脉相连的艾丽丝被掳走，她就无法承认这一点。

  　故に彼女の血脈に連なる存在であるアイリスを攫われたとあればこれを認められる彼女ではない。

  

  从莉莉丝口头上得到爱丽丝所在之处的塞拉，终于来到了这座鬼人族的都市。

  　リリスよりアイリスの居場所を口頭より賜ったセラは、漸くこの鬼人族の都市へと辿り着いたのだ。

  

  ，冷不防对豪鬼善战的梅尔比娜在旁人看来也像事不关己一样。

  　と、不意に豪鬼に対して善戦するメルビナを傍目にも他人事の様に眺める。

  

  接下来，我也要重新履行自己的使命，这是一种类似于决心的感慨。

  　そして新たにこれから己も任を遂行するべくして、決意にも似た感慨を得るシスターセラである。

  

  接着，她凝视着眼前高耸入天的石造城墙。

  　次いで彼女は、現在己が眼前にて天高く聳え立つ石造の城壁を見据えた。

  

  她讨厌城墙给亲眼目睹的人一种夸张的压迫感。

  　目の当たりとする者に対して、仰々しいまでの圧迫感を与えてくる城壁を彼女は疎ましく思う。

  

  但对塞拉来说，只是在那里俯瞰自己的石壁，并不会成为什么障碍。

  　けれどセラにとって自らを見下ろすただ其処にあるだけの石壁などさして障害にもなり得ない。

  

  她知道如何越过这堵阻碍自己前进的城墙。

  　自らの道を阻むだけのこの城壁を越える術を彼女は心得ていた。

  

  塞拉的意思很容易就能传达到守护在城墙中的爱丽丝那里。

  　セラの意思は城壁の中に守護されたアイリスの元へと容易に届かせる事が出来る。

  

  塞拉对自己的想法毫不怀疑，坚信这一点。

  　自らの考えになんら疑う事なくセラはそう信じていた。

  

  而且事实上，她的力量是如此强大。

  　そして事実、それ程までに彼女の力は強大だ。

  

  塞拉是一个强者，远远超过了在一旁展开殊死搏斗的女骑士。

  　それも傍らに死闘を繰り広げる女騎士など遥かに上回るまでに、セラは強者である。

  

  是常人无法企及的非凡魔力。

  　常人では到底足元にも及ばない程の並外れた魔力。

  

  行使这一权力的她，早已变成了固定炮台。

  　それを行使する彼女は最早、固定砲台と化していた。

  

  可以进行与迫击炮相比也毫不逊色的投掷。

  　迫撃砲と比較してさえ、なんら遜色無い威力を放つ投擲が可能だ。

  

  说起来，她一个人就能行使本来应该由多人才能施展的极大魔术般的力量。

  　言うなれば彼女は、本来であれば複数人でしか展開出来ない筈の極大魔術程の力を、たった一人で行使出来るのだ。

  

  远远超越了一个人创造的术。

  　ただの一人が生み出す術を遥かに超越していた。

  

  因此，这样的使用方法也是可能的。

  　故にこの様な使い方さえ可能とする。

  

  

  “呼!”

  「ふッ」

  

  塞拉毫无预兆地唐突地从圣符中生出了一挥之枪。

  　一切の前触れもなく唐突に聖札符より一振りの槍を生み出したセラ。

  

  她毫不犹豫地将手中的标枪抛向空中。

  　彼女はなんの躊躇いすらもなく、軽々と上空へと手中へと納めていた槍を投擲した。

  

  即使说是被发射了也毫无影响，它演奏出凄厉的风切声。

  　最早打ち上げられたと称してもなんら差し支えないそれは、凄まじい風切り音を奏でる。

  

  飞翔的标枪仿佛在嘲笑那些只能仰视地面的男人们一般，剜着虚空。

  　飛翔した槍は、まるで地上で見上げるしか出来ない男衆達を嘲笑うかの如く虚空を抉る。

  

  迸出的银光穿过空气，突然急剧地改变轨道。

  　迸る銀光と成りて空気を穿つそれは突如として急激に軌道を変える。

  

  

  枪的方向是，为了展开魔力防壁而在场的玛娜和梦的身边。

  　槍が向かう先は、魔力防壁を展開する為にこの場へと居合わせているマナとユメの元へ殺到する。

  

  

  面对突如其来的下落，与他对峙的男人中的一个发出了声音。

  　唐突に落下を始めるそれの予期しない動きに応じて対峙していた男衆の一人が声を挙げた。

  

  

  “这里就交给我吧。”

  「ここは俺に任せてくれッ」

  

  如此勇猛果敢地断言是明智的。

  　そう勇猛果敢にも言い放つのはソウメイ。

  

  他对标枪的轨道抱有疑虑。

  　彼は槍の軌道に危惧を抱いていた。

  

  不仅是他，在场的人也一样。

  　そしてそれは彼だけでなく、この場に居合わせている者達も同様だ。

  

  直到刚才还在与围绕塞拉的护卫士兵对抗的男人们，把宗明留在原地，全力向城墙跑去。

  　今し方までセラを取り巻く護衛の兵士を相手取っていた男達は、ソウメイを同所へと残し、全力で城壁へと駆ける。

  

  在这一连串的过程中，除了他之外的几个人都转身的瞬间，塞拉已经准备好了长矛。

  　その一連の最中、彼を除いた数名が背を見せた瞬間には、既にセラは槍の用意を済ませていた。

  

  看来她还不至于愚蠢到放过眼前的机会。

  　どうやら彼女は今目の前に晒された隙を逃す程愚かでは無い様だ。

  

  

  “呼!”

  「ふッ」

  

  

  摆出姿势的修女无常地朝着男人们的后背投掷。

  　構えた修道女は無常にも男達の背中目掛けて投擲した。

  

  不亚于极大魔术，压倒性的力量的证明，通过塞拉的手被放出。

  　極大魔術にも勝るとも劣らない、圧倒的なまでの力の証明が、セラの手により放たれる。

  

  穿透虚空的那把枪，就在眼前被宗明抓住了。

  　虚空を突き抜けるそれはだが、寸前でソウメイが槍の柄を掴んでいた。

  

  “噢!”

  「おおッ」

  

  长矛在空中落入他的手中。

  　宙空にて彼の手中へと納められた槍。

  

  但当然不会止步于此。

  　けれど当然ながらその程度で止まる訳もない。

  

  标枪就这样继续前进。

  　その勢いのまま、槍は進み続ける。

  

  为了偏离轨道而奋斗的宗明。

  　その軌道を如何にかして逸らすべく奮闘するソウメイ。

  

  被标枪拖着，证明他应该停下脚步的脚尖在地面上产生了车辙。

  　槍に引き摺られたまま、彼が踏み止まるべくした証明である足先が地面へと轍を生み出す。

  

  下一个瞬间，轰鸣声响彻四周。

  　そして次の瞬間には轟音が辺り一体へと鳴り響く。

  

  标枪撞击魔力防御墙发出尖锐刺耳的声音。

  　魔力防壁へと槍が衝突して甲高い耳障りな音が奏でられた。

  

  与此同时，这里卷起了遮挡视线的灰尘。

  　それと同時、同所には視界を塞ぐ粉塵が巻き上げられる。

  

  再加上激起了沙尘，在空中飞舞的沙尘散去后，伫立着手掌出血严重的黎明。

  　加えて砂埃を掻き立てると共に、虚空を舞う砂塵が晴れた其処には、掌の出血も甚だしいソウメイが佇んでいた。

  

  看来男人们已经在城墙里了，宗明也完成了自己的意志。

  　どうやら男衆等は既に城壁の中であり、ソウメイは己が意思を果たせた様だ。

  

  由于投掷威力太大，他没能扭转标枪的轨道。

  　あまりに凄まじい投擲の威力に圧倒され、槍の軌道こそ捻じ曲げることは叶わなかった。

  

  但是，为了应对不断逼近男人们的威胁而争取到了时间，可以说是重叠了。

  　だが男達へと迫り来る脅威に対しての時間を稼ぐ事は出来たのだから重畳といえよう。

  

  除了他，没有一个人受伤。

  　そして負傷を負ったのは彼以外を除いて誰一人としていない。

  

  本来刚才放出的投掷，就隐藏着足以让那个穿的对象致死的致命性。

  　元より先程放たれた投擲は、その穿つ対象を確かに死に至らしめるだけの致死性が秘められていた。

  

  因此，宗明为了拯救那些被盯上的男人，牺牲了自己的双手，拯救了许多人的生命。

  　故にただ一人、狙われた男達を救うべくしてソウメイは自らの手を犠牲として、多くの命を救った。

  

  只是受了一点伤，这就很好了。

  　それがただの負傷に済んだのだから上出来であろう。

  

  只是，他的五指，恐怕连用武之地都没有了。

  　ただ、彼の五指は、最早使い物にならないだろう。

  

  阻止致命一击的代价是如此之大。

  　確殺へと至る一撃を止めた代償はそれ程までに大きい。

  

  但他对自己付出的代价并不感到不满。

  　けれど彼は己が支払った対価に不満を抱くことはない。

  

  同时，本性善良的他也没有为自己的受伤而叹息。

  　そして同時に性根が善人な彼は己が傷を受けた事に嘆くことも無かった。

  

  他兼具了与强大力量抗争的勇气和对自己的选择不后悔的善性。

  　彼は強大な力に抗う勇気と共に、自らの選択に対して後悔をしない善性をも、その身に兼ね備えていたのだ。

  

  基于这一系列的要素，他才是当之无愧的勇者。

  　これら一連の要素を踏まえるに、正に彼こそが勇者と称するに相応しい人物だろう。

  

  再加上鉴于魔力防壁没有消失的现状，刚才被瞄准了的玛娜和梦两个人平安无事。

  　加えて魔力防壁が消失しなかった現状を鑑みるに、先程狙われたマナとユメの両名は無事な様だ。

  

  确认了这一点的宗明，并没有把自己所谓的疏忽大意表现出来，独自松了口气。

  　それを確認したソウメイは、自らのその油断とも称する感情を面には出すことなく、一人安堵する。

  

  话虽如此，在一只手不能使用的情况下，一个人陪瓷还是有些忌惮的。

  　とはいえ片手が使えない現状で、一人セラの相手をするのは憚られる。

  

  修女的身边依然围着很多士兵。

  　シスターの傍らには依然として大勢の兵等が取り巻いている。

  

  所以连靠近都很难。

  　故に近づく事すらままならない。

  

  再加上，比起控制自己的护卫，更麻烦的还是来自塞拉单方面的无情投掷。

  　加えて控える護衛よりも遥かに増して厄介なのはやはり、セラより一方的にもたらされるその無慈悲なる投擲に他ならない。

  

  比起像人类这样的杂兵，这支枪的一击更有威胁。

  　たかが人類如きの雑兵などよりも、特段にその槍での一撃が脅威となり得た。

  

  而且，明智做出的评价并没有错，而是基于一针见血的分析得出的结论。

  　そしてソウメイの下した評価は、決して間違いではなく、至極的を射た分析に基づき下した結論だ。

  

  真是四面楚神的现状。

  　正に八方塞がりな現状。

  

  虽然表面上暴露出城市的面貌，但城墙内部还在发展中。

  　表向きこそ都市という体を晒してはいるものの、この城壁の中は未だ発展途上である。

  

  人口比例与圣王国相比也有天壤之别。

  　人口比も聖王国と比較すれば天と地ほどの差が其処にはある。

  

  鬼人族的城市虽然外观出色，但实际情况不过是虚张声势而已。

  　鬼人族の都市は外観こそ優れているが、その実態はただの虚勢に過ぎない。

  

  和以前的村落时代一样，人口依然很少。

  　かつての村落時代から変わらずに依然として人々の数は少ないままだった。

  

  而所谓战争，当然是人口多的一方有部。

  　そして戦争というのは当然ながら人口が多い方に部がある。

  

  再加上坚守的现状，可以说是最糟糕的了。

  　加えて守りに徹している現状は、最早最悪と称して差し支えない。

  

  不能利用地利，对鬼人族来说是非常不利的。

  　地の利を活かせないのは、大いに鬼人族にとっての不利となるだろう。

  

  就这样陷入了僵局。

  　それ程までに手詰まりだった。

  

  只是，与明智的想法相反，对方的意识已经从他身上转移了。

  　ただ、その様にソウメイの巡らせていた思考とは裏腹に、相手方の意識は既に彼から意識を移していた。

  

  看来修女对明智失去了兴趣。

  　どうやらシスターはソウメイから興味を無くしたらしい。

  

  对于这一事实，他感到一丝安心，同时也怀着与屈辱相称的愤怒。

  　その事実に対して彼は一抹の安堵と同時、与えられた屈辱に見合うだけの怒りを抱いた。

  

  这也不是对塞拉，而是对自己的无能感到自责的宗名。

  　それもセラにではなく、これ程至らない己自身の不甲斐なさに呵責を覚えたソウメイであった。

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  塞拉把视线转移到别处，把刚才被自己判了罪的鬼人。

  　今し方に己が断罪を与えた鬼人を他所に、セラは視線を移す。

  

  后者确认了从前者那里丧失战斗意志的事实，转移了意识。

  　後者は前者から戦意が喪失した事実を確認して意識を逸らした。

  

  当然，前进的方向是另一个正在展开的生死搏斗的方向。

  　無論向けた先はもう一つの死闘が繰り広げられていた方向へと定められた。

  

  塞拉的双眸捕捉到的是跪在地上的梅尔比娜。

  　セラの双眸が捉えたのは地面に膝をつくメルビナの姿。

  

  把它放进视野，瞬间就能掌握事态。

  　それを視界へと納めては瞬時に事態を把握する。

  

  看来梅尔比纳拿着莉莉丝赐给他的魔剑，却期待着败给鬼人之男。

  　どうやらメルビナは、リリスより賜った魔剣を持ちながら、鬼人の男に敗北を期した様だ。

  

  尽管如此，女骑士依然存活着。

  　にも関わらず依然として女騎士が生きながらえている。

  

  那恐怕是因为豪鬼还在警戒梅尔比那藏有王牌的可能性吧。

  　それは恐らく、豪鬼が未だにメルビナが切り札を隠し持っているもしもを警戒している為だろう。

  

  从伪装柔弱的地方来的无法预料的突袭。

  　弱らせたと見せかけた所からの予期出来ない不意打ち。

  

  这一定是身经百战的强者和豪鬼所设想的。

  　それを歴戦の猛者足る豪鬼は想定しているに違いない。

  

  梅尔比纳被想象了很多未来，但又被慢慢地、切实地拉近了距离。

  　数多に有る未来を想像され、けれど徐々に、そして着実に距離を詰められているメルビナ。

  

  亲眼目睹了她的窘境，塞拉再次让枪出现在自己手中。

  　そんな彼女の窮地を目の当たりとして、セラは再び己が手中へと槍を顕現させた。

  

  接着是准备投掷的她。

  　次いで投擲を果たすべくして構えた彼女。

  

  并且将前所未有的魔力投注在枪上的塞拉修女。

  　そしてこれまでにない程の魔力を槍へと賭したシスターセラ。

  

  她为了保护自己的同伴，用力握住长枪的五指。

  　彼女は自らの仲間を守るべく、槍を掴む五指へと力を込める。

  

  并不是把枪尖对准豪鬼。

  　槍の切っ先を豪鬼に向けるのではない。

  

  与庞大的魔力相呼应，闪烁着碧眼的双眸将豪鬼的身姿尽收眼底。

  　膨大な魔力に呼応して、その煌めく碧眼の双眸に豪鬼の姿を、しかと捉える。

  

  接着修女一改平时淡然的举止，用力地迈出了投掷的一步。

  　次いでシスターは、平素の淡々とした振る舞いとは異なり、力強く投擲による一歩を踏み出した。

  

  就这样，在自己的视野中看清了应该讨伐的对手的塞拉，向豪鬼的肉体打出了自己全力的一击。

  　そうして討ち取るべき相手を自らの視界へと見定めるセラは、己が全力足る一撃を豪鬼の肉体へと目掛けて放つ。

  

  迸出虚空，穿透空气。

  　虚空を迸るそれは空気を穿つ。

  

  灯火通明的枪尖分毫不差地呼啸着冲向目标。

  　煌めいた槍先は寸分違わずに、対象の元へと風切り音を纏い見舞われたのであった。

 
  ミコという少女

  名叫美子的少女

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  此时交战已过了一天。

  　既に時分は、交戦から一夜明けていた。

  

  时间跨越日期，是一个迎着朝阳的清晨。

  　時は日付を跨ぎ、朝日を迎えての早朝の事である。

  

  豪鬼确认了刚才被瞄准了的玛娜和塞拉两个人的平安的魔力防墙的存在。

  　先程に狙われたマナとセラの両名の無事を張り巡らせた魔力防壁の存在により豪鬼は確認した。

  

  那个尭孝徒手看来塞拉的矛,加上了ソウメイ伤口才是生命,但也没有影响。

  　その尭孝に加え、どうやらセラの槍を素手で受け止めたソウメイも傷こそ負ったものの命に支障は無い様だ。

  

  只是刚才塞拉放出的标枪的意料之外的投掷不能放过。

  　ただ流石に先程セラが放った槍での予想外な投擲は見逃せない。

  

  因此，豪鬼再次理解了塞拉的危险性。

  　故にその様なあまりに想定外の反撃をしたセラの危険性を、再び理解させられた豪鬼だ。

  

  尽管无数次孕育出标枪，却始终看不到底的庞大魔力量。

  　幾度となく槍を生み出しているのにも関わらず、一向に底が見えないその膨大なまでの魔力量。

  

  但幸运的是，眼前有一位与塞拉不同，因缺乏魔力而单膝跪地的女骑士。

  　だが幸いにして目前にはセラとは異なり、魔力の欠乏からか、片膝をついた女騎士が居る。

  

  因此，恐怕那位修女会优先救出这位名叫梅尔比娜的女骑士吧。

  　その為恐らくだがあのシスターはこのメルビナという女騎士の救出を優先するだろう。

  

  她的脸色苍白，额头上渗出了汗珠。

  　彼女の顔色は傍目にも青白く、額にそれとわかるほどに脂汗が滲む。

  

  那样子痛苦得连敌人都不由得同情。

  　その姿は敵ながら思わず同情してしまうまでに酷く苦しげだ。

  

  当然，这位女骑士无疑是个劲敌。

  　無論この女騎士とて強敵には違い無かった。

  

  虽说他的实力完全依赖魔剑的力量，但他的身手绝对不亚于魔鬼人。

  　仮にその実力の程は魔剣の力に頼り切りだとはいえども、鬼人にも勝るとも劣らない手練れに他ならない。

  

  到那个程度梅尔比娜在之前与豪鬼的战斗中对魔剑倾注的魔力量，尽管她本身是骑士这个阶级也远远的超越了一般的魔术师。

  　それ程までにメルビナが先の豪鬼との戦闘において魔剣に対して注いだ魔力量は、彼女が自身が騎士という階級であるにも関わらず並の魔術師を遥かの超越していた。

  

  恐怕即使是突出的一流魔术师中，也很少有人拥有如此魔力吧。

  　恐らく突出した一流の魔術師の中でもこれ程の魔力を誇る者は稀だろう。

  

  但说到底也不过如此。

  　だが所詮はその程度だ。

  

  在我的人生中，豪鬼无数次上演了例外中的例外的死斗。

  　己が生において豪鬼は、幾度となくその様な例外中の例外との死闘を演じてきた。

  

  所以现在自己所看到的女骑士不过是其中之一。

  　故に今に己が見下ろす女騎士はその中の一人に過ぎない。

  

  虽然在与豪鬼的比赛中善战，但还是因为经验上的差距，以及实力上的压倒性差距，梅尔维纳期待着失败。

  　豪鬼相手に善戦はしたものの、やはりその経験の差と、圧倒的なまでの単純な実力の違いにより、敗北を期したメルビナである。

  

  然而，梅尔比纳仰望豪鬼的眼中，早已溢出了连肉体的微缩都无法维持的战意。

  　だがメルビナの豪鬼を見上げる瞳は最早肉体のみじろぎすらままならないのにもか関わらず迸る戦意が満ち溢れていた。

  

  ，到那里没有疏忽观察的豪鬼突然领悟到接近自己的魔力的洪流。

  　と、そこまで油断なく観察していた豪鬼は不意に己へと近付く魔力の奔流を悟る。

  

  而且，他还感觉到仿佛被吸进自己体内的物体的气息。

  　加えて己ヘとまるで吸い込まれるかの如く飛来する物体の気配を感じ取るに至る。

  

  

  ─可惜

  　─口惜しい

  

  他在心里咬牙切齿，自己的笨拙和不成熟没能收割女骑士的性命。

  　女騎士の命を刈り取るに及ばなかった己の不手際と、その未熟に彼は内心で歯嚙みする。

  

  豪鬼意识到从塞拉手中解放出来的枪的存在，这样想。

  　セラの手中より解き放たれた槍の存在を気取り、そう豪鬼は思う。

  

  即使是穿透空气的那个人是他，如果真的受到了致命的伤害也是不可避免的。

  　空気を穿つそれは例え彼であっても、まともに受ければ致命傷は免れない。

  

  命中必死无疑。

  　当たれば絶命は必至。

  

  确实，抓住自己的那一击毫无闪失地径直袭来。

  　確かに己を捉えているその一撃は一直線に狙いを違えることなく迫り来る。

  

  但是因为事先预料到了这一点，豪鬼没有任何胆怯的样子就行动了。

  　だがそれを事前に予期していたが故に、なんら気負う素振りも無く豪鬼は動いた。

  

  在远超常人的反射神经的基础上，以与众不同的举止表现出完全的回避。

  　常人を遥かに上回る反射神経の元に、人外染みた身のこなしで完全な回避を見せた。

  

  刚才还威胁他的长枪轰鸣着从他身边掠过。

  　彼の真横を轟音を纏う先程まで脅威であった槍が過ぎ去る。

  

  然而，对此毫不在意的豪鬼连看都不看一眼。

  　だがそれに対して何ら意を介さない豪鬼は然程すらも見向きもしなかった。

  

  只是通过的投掷根本不值得目送。

  　只々通過するだけの投擲など見送るにも値しない。

  

  与此同时，再次后退到城墙前的豪鬼恶狠狠地盯着塞拉。

  　それと同時、再び城壁の前へと後退を見せた豪鬼は忌々しげにセラを見据えた。

  

  ——走投无路了吗

  　─手詰まりか

  

  这是我对现状的第一判断。

  　そして第一に感じた現状に対する判断はそれだった。

  

  不过这也是没办法的事。

  　ただそれも致し方無いだろう。

  

  那个拥有异常魔力量的叫西斯特塞拉的女人。

  　あの異常なまでの魔力量を誇るシスターセラという女。

  

  因此，她的投掷非常麻烦。

  　それにより、成される彼女の放つ投擲は厄介極まりない。

  

  修女的行为举止至今仍让周围的人感到从容，她是一个异质的存在。

  　それ程までに今も余裕を感じさせる振る舞いを周囲へと見せ付けている修道女は異質な存在だった。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  和豪鬼的想法一样，塞拉也不擅长进攻。

  　そんな豪鬼の考えと同様に、セラとて攻めあぐねていた。

  

  在这样的过程中，平时就很少说话的她突然嘀咕了一句。

  　そんな最中、珍しくも平素から言葉少なに語る彼女より口とされた呟き。

  

  “走投无路了吗……”

  「手詰まりですか‥」

  

  那是交战开始到现在才逐渐显现出来的塞拉的弱点。

  　それは交戦を開始して今に至り漸く見せたセラの弱み。

  

  但那也只是暂时的。

  　だがそれも束の間の事。

  

  修女立刻打起精神。

  　すぐさま気を取り直したシスターだ。

  

  聪明的她开始思考与都市交战的现状。

  　聡明な彼女は都市との交戦の現状に対して、己が思考を巡らせる。

  

  这样僵持下去，对我方不利。

  　このまま膠着状態になれば此方が不利。

  

  但是，被这样的守城行动逼得无法贸然出手也是事实。

  　だがこの様に籠城を極められると迂闊に手出しが出来ないのもまた事実。

  

  现在的现状是，对表现出怪物般的动作的豪鬼这种鬼人缺乏决定性的证据。

  　あの化け物染みた動きを見せる豪鬼という鬼人に対しての決め手に欠けるのが現状だ。

  

  在豪鬼的魔爪下救出梅尔比娜当然是不幸中的万幸。

  　豪鬼の魔の手よりメルビナを救い出せたのは無論不幸中の幸い。

  

  极其罕见的尭孝没有两样。

  　極めて稀な尭孝に他ならない。

  

  但这样下去，交战难免停滞。

  　けれどこのままでは交戦の停滞は免れない。

  

  

  —没办法

  　─仕方ありません

  

  但是，这比期待彻底失败要好得多。

  　ただ、完全に敗走を期すよりは遥かに良い。

  

  塞拉下了这样的结论，以毅然的举止向魔术师断言。

  　そう結論付けたセラは魔術師に向けて毅然とした振る舞いでもって言い放つ。

  

  

  “我方也展开魔力防御墙。”

  「此方も魔力防壁を展開しなさい」

  

  这样一来，从实际的最高指挥官那里得到命令的他们就会按照命令行动。

  　そうして実質的なこの場の最高指揮官より命令を与えられた彼等はその言葉通りに動く。

  

  为了反映魔术师们的想法，就像幕布一样覆盖着一群人。

  　魔術師等の意思を反映するべくして、まるで幕の様な代物が一団を覆う。

  

  “在增援到达之前，我们会坚守到底。”

  「増援の到着まで守りに徹します」

  

  似乎是为了将状况带入冷战，从都市单方面的箭的反击，以及对抗魔术而下的命令。

  　どうやら状況を冷戦へと持ち込むに辺り、都市からの一方的な矢での反撃や、魔術に対抗するべくして命令を下したらしい。

  

  事实上，特别针对物理耐受性的魔术的防御墙，仅凭箭矢是打不破的。

  　事実特段物理耐性に特化した魔術での防壁は、たかが矢如きでは打ち破れない。

  

  当然，都市方面也有魔术师，但早早突破肯定是不可能的。

  　無論都市側にも魔術師はいる様だが早々に突破する事など不可能に違いない。

  

  魔术师的军团，以城市为对手进行争夺成为可能。

  　魔術師の軍団は、都市を相手に争うことを可能としていた。

  

  如果是不会使用法术的普通士兵，不难想象他们会用弓箭反击，或是施展魔术，以大败为目标。

  　これが仮に術の行使ができないただの兵等であれば弓矢での反撃や、放たれた魔術により大敗を期していただろう事は想像に難く無い。

  

  但是，在场的是圣王国引以为傲的一流魔术师集团。

  　だが同所へと居合わせているのは聖王国が誇る一流の魔術師の集団。

  

  果然，数字之利给她提供了一条足以让她摆脱失败命运的、为数不多的、可以依靠的、充满希望的道路。

  　やはり数の利は彼女に対して、敗北の運命から逃れる数少ない縋り付くべき希望足る、その道筋を提示する。

  

  那是值得怀抱一线希望的光明。

  　それは、確かな一縷の希望を抱くに値する光明に他ならない。

  

  正因为他们在场，塞拉才避免了失败。

  　彼等がこの場にて居合わせている為、セラは如何にか敗北こそ免れた。

  

  当然，在增援到达现场之前，想要寻求更大的结果是不太可能的。

  　ただ無論、この場に増援が到着するまでは、それ以上の結果を求めるのは望み薄だろう。

  

  一定要付出相当大的忍耐力。

  　相当な忍耐を強いられるに違いない。

  

  现在，我只是尽可能地追求最好的结果，愚直地做自己能做的事。

  　今はただ、出来うる限りの最上の結末を求めて己が出来る事を只々愚直にも遂行するのみである。

  

  这一点，修女塞拉从心底理解。

  　それを、シスターセラは心底より理解していた。

  

  现状已经转变为双方互相解读对方的动向。

  　両者只々互いの動向を読み合う状況に移行した現状。

  

  因此都市和圣王国的战况现在，只是一味地走向冷战，停滞不前。

  　その為都市と聖王国の戦況は今、ひたすらに冷戦に持ち込むべく動き、停滞の一途を辿る限り。

  

  因此，本来应该早早就能分出胜负的事，现在已经到了这个地步，势均力敌。

  　故に本来であれば早々に決まる筈だった勝敗も現在事ここに至り、拮抗していたのであった。

  

  

  *

  　＊

  

  

  

  

  

  美子很愤慨。

  　ミコは憤慨していた。

  

  因为第二天早上明明去了学校却被强制回家了。

  　何故ならば翌朝学園へと登校したのにも関わらず強制的に帰宅を強いられた為だ。

  

  得知圣王国的士兵正在攻打这座城市的消息，他才渐渐明白了。

  　どうやら現在この都市へと聖王国の兵士が攻めきているらしい事実を通達された知らせににより漸く知った。

  

  现在她所处的地方，是城市中她从未去过的地方。

  　今現在彼女が身を置くのは、都市の中でも未だかつて訪れた事のない場所だった。

  

  那里的广场上男女无一例外地聚集着许多人，呈现出异样的景象。

  　其処の広場には大勢の人々が男女例外なく集う異様な光景が見て取れる。

  

  男人用装备稳固了身体。

  　男は装備で身を固め。

  

  妇女儿童负责准备阵地和运送物资等。

  　女子供は陣地の用意や物資などを運ぶ。

  

  其中也有负责煮饭的女人们，迄今为止从未拿过比筷子更重的东西的美子混在这个集体里煮着饭。

  　炊き出しなどをする女達も中には居て、今までの人生において箸より重い物を持った事のないミコはその集団に混じり、煮炊きをしていた。

  

  为什么自己要做这样的事呢?

  　何故自分がこの様な事をしなくてはならないのか。

  

  她无法理解那个。

  　彼女にはそれが理解出来なかった。

  

  但她的抗议被拒绝了。

  　けれどそんな彼女の抗議は儚くも拒絶された。

  

  美子一直以来努力学习的东西，现在好像派不上用场了。

  　今はミコがこれまで一生懸命に励んできた勉学は役に立たない様だ。

  

  在同龄的孩子们欢快地玩耍中拼命忍耐得到的知识并没有改变现状。

  　同年代の子供たちが楽しそうに遊びまわる中で必死に耐え抜いて得た知識が現状を変える事はなかった。

  

  已经培养出来的东西，现在根本没有用武之地，说不定今后自己一辈子都不会有这样的机会。

  　培ったそれを活かす様な場面では無いし、もしかしたら今後その様な機会は一生自身には訪れないのかもしれない。

  

  美子有一种看破红尘的感慨。

  　そんな諦観にも似た感慨をミコは抱いた。

  

  所以打从心底没办法，虽然觉得麻烦，但还是动手做。

  　故に心底から仕方なく、億劫になりながらも手を動かしている。

  

  与这样的美子不同，母亲平时就显得有些软弱，她很亲切地给男人们配给。

  　そんなミコとは異なり平素から何処か気弱な振る舞いが目立つ母は、愛想よく男達に対する配給をしていた。

  

  向这样的男人献媚的样子，在身为子女的美子看来，是一种极其无耻的行为，是应该轻蔑的行为。

  　そうした男に媚びる姿が、子であるミコからすれば酷く無様に、そして軽蔑するべき振る舞いに思えるのだ。

  

  平时懒洋洋的，一旦和男人扯上关系就会变成这样。

  　普段は気怠げにしているのにも関わらず男と関わるとなったらこうなのだ。

  

  不知为何，美子觉得那样子简直就像发生在自己身上一样可悲。

  　ミコは何故かその姿がまるで自分自身の事であるかの様に情けなく思う。

  

  ——不舒服

  　─きもちわるい

  

  她甚至觉得这是自己的母亲。

  　と、そんな風にすら彼女は自らの母に感じてしまう。

  

  美子对自己所处的不讲理的现状感到愤怒，但母亲似乎并不想回家。

  　己の置かれた理不尽な現状に対してミコは怒りを抱いたが、無常にもどうやら母は帰宅する気が無いらしい。

  

  母亲的这种生活方式，仿佛在说，她天生就是为了为男人效劳的。

  　そんな母の生き方は、常日頃から男に尽くす為に時分は生まれついたのだ、とでも言わんばかりの振る舞いだ。

  

  作为佐证的是，平时泡在母亲家里的以野生肉体为傲的强壮男人。

  　その証左として普段母の家に入り浸る野生的な肉体を誇る屈強な男達。

  

  他们和母亲至今仍亲密地谈笑风生。

  　彼等と母は今も仲良さげに戦前の談笑を交わしている光景が其処にはある。

  　

  恐怕母亲和男人们都同样想从战斗中转移注意力吧。

  　恐らく母と男達は戦いから、皆同様に気を逸らしたいのだろう。

  

  话虽如此，最令人唾弃的就是男人们。

  　とはいえ無論、その一番に唾棄すべき存在である男達。

  

  不能一概而论地称他们为恶汉。

  　そんな彼等とて特段、悪漢とは一概には称することは出来ないのだ。

  

  他们为母亲的肉体付出了普通劳动无法得到的高额代价。

  　彼等は通常の労働では得られない筈の高額な対価を母の肉体に払っている。

  

  所以男人们也要付出代价。

  　故に男達とて代償はある。

  

  即使把一天的劳动所得的代价都花光了，还频繁地跑到母亲身边去，这简直是一种滑稽。

  　例え一日の労働で得た対価を使い果たしたとしても、足繁く母の元に通う様はいっそ滑稽ですらある。

  

  而母亲喜滋滋地迎接母亲的样子，对站在一旁的美子来说，更让她觉得难堪。

  　そしてそれを喜んで迎え入れている母の姿はこれを側から見てきたミコにとってより一層無様に思えた。

  

  自从自己来到这个世界，母亲的丑态就在眼前反复出现。

  　自らがこの世にその生を受けて以来、これまでにおいて幾度となく目の前で繰り返されてきた母の醜態。

  

  本来应该隐藏的淫行。

  　本来であれば秘匿すべき淫行。

  

  当然，美子的母亲打算一直隐瞒下去，但不知是幸运还是不幸，她终究比不上自己孩子聪明的才智。

  　無論ミコの母は隠し通しているつもりでいるが、幸か不幸か聡明な自らの子供の知性には到底及ばない。

  

  像自己这样没有学识的情妇，不可能生出这样的神童。

  　自らの様な学の無い情婦から、まさかその様な神童が生まれる筈もない。

  

  美子的母亲甚至都没有注意到突变这一点。

  　突然変異と称して差し支えないそれに対してミコの母は、やはり気付いてすらいなかった。

  

  因为是这样的结果，美子不得不鄙视一个素不相识的男人和母亲发生的淫乱行为。

  　その様な始末であるから、ミコはこれまで誰かも知らない男が母との交わす淫行を軽蔑せざるを得なかった。

  

  正因为她知道自己的母亲是那种淫荡的人，所以才不敢撒娇。

  　だから彼女は、己の母がその様な淫売である事実を知っているからこそ、甘える事が出来なかった。

  

  美子从小就没有接触过母性。

  　幼い時分よりミコは母性にも触れた事がない。

  

  因为父亲也不在，所以在不知爱的情况下长大。

  　父親も居ないため愛情を知らずに育ってしまった。

  

  但在知性方面，与同龄人相比，却让人刮目相看。

  　だが知性だけは同年代と比べて目に見張るものがあった。

  

  也许是因为复杂，不，是颓废的家庭环境，正因为如此聪明，美子的内心扭曲了。

  　複雑、否、退廃的な家庭環境が所以か、そうして聡明な分だけミコの心は歪んだ。

  

  比起笨手笨脚的聪明，像小孩子一样不懂东西的人更能享受幸福。

  　下手に賢いより子供相応に物を知らない方が余程幸福を甘受出来たに違いない。

  

  因此，成长后的她只剩下比别人高出一倍的自尊心。

  　その為か自己防衛をするべくして人一倍高いプライドだけが成長した彼女に残された産物だ。

  

  因此，美子无法坦率地向自己的母亲撒娇。

  　それ故にミコは自らの母へと素直に甘えられなかった。

  

  不管怎么说，轻蔑胜过追求爱情，这是根本不可能的。

  　何せ愛情を求めるより先に軽蔑が勝るのだから土台無理な話である。

  

  为了填补孤独而增加的那部分，如今只能成为美子的枷锁。

  　孤独を埋めるために募らせたそれは、今ではミコの枷にしかなり得ない。

  

  只是她唯一知道的事。

  　ただそんな彼女が唯一知っている事。

  

  那就是，那些日夜与母亲发生性关系的男人并不是自己的父亲。

  　それは、日夜母と行為を交わすその男達が自らの父親でないという事実。

  

  这是根据本能得到的直觉能理解的。

  　これは本能から得た直感により理解出来た。

  

  那么，自己的父亲到底去了哪里呢?

  　ならば果たして、一体己の父は何処に行ってしまったのか。

  

  是被母亲的淫乱惊呆了才离开的吗?

  　母の淫乱に呆れて出ていってしまったのだろうか。

  

  还是像母亲说的那样，真的死了?

  　それとも母から聞き及んでいた通り、本当に死んでしまったとでもというのか。

  

  但她本质上不相信母亲的话。

  　だが彼女は本質的に自らの母からの言を信用しない。

  

  因此她不能相信。

  　その為彼女は信じる事が出来ない。

  

  不，应该说不想相信。

  　否、信じたく無い、と言った方が正しい。

  

  在此之前，美子在不知不觉中，无意识地追求着从未见过面的父亲。

  　それ程までにミコは一度として対面した事のない父の姿を知らず知らずのうちに、無自覚のままに求めていた。

  

  但是，她比谁都清楚那些与母亲淫荡的男人的邪恶兽欲。

  　だが彼女は母と淫行を交わす男達の邪悪な獣欲を誰よりも心得ていた。

  

  雄性的理性轻而易举地就会脱缰。

  　雄の理性は簡単にタガが外れる。

  

  逻辑感是一种容易超越的邪的欲望。

  　論理感など容易く超越する邪な欲望。

  

  鬼人族雄性特有的想要支配雌性的欲望。

  　鬼人族雄特有の雌を支配したいという欲求。

  

  美子深深体会到了这些。

  　それらをミコは体の芯から身に染みて理解していた。

  

  但与此同时，她也在向男人寻求父性。

  　けれど彼女はそれと同時に、やはり父性を男へと求めていた。

  

  这种相反的心情深深地侵蚀着她，作为一种扭曲在她的内心深处扎下了根。

  　その相反する気持ちが彼女をより深く蝕み、一層の歪みとして心の奥底へと根付いていた。

  

  这样的她面对着自己手上涂在泥土上的食材叹了口气。

  　そんな彼女は自らが手にした土に塗れた食材を前としてため息を吐く。

  

  “啊……”

  「はぁ‥」

  

  奇怪的是，这与平时讨厌的母亲慵懒的举止极为相似，美子自己却没有注意到。

  　奇しくもそれは平素から嫌っていた母の気怠げな振る舞いと酷似していたがミコ自身は気付かない。

  

  就这样，她不由自主地表露出内心的惨淡心境。

  　と、そんな風にして内心の惨憺たる心境を思わず露呈させてしまった彼女へと不意に声が与えられる。

  

  “那个……”

  「あの‥」

  

  置身于帐篷中的美子听到这句话，抬起垂着的脸。

  　それを耳として、天幕の中に身を置くミコは伏せていた顔を挙げる。

  

  下一个瞬间，他看到的是一个出乎意料的人物。

  　そうして次の瞬間に目の当たりとしたのはあまりに予想外に過ぎる人物だ。

  

  转头看向前方。

  　顔を向けて視線を移した先。

  

  那可爱的声音出现在他的视野中，在他身旁，爱丽丝伴着风歌。

  　視界へと納められた、可愛らしい声の出所の其処には、傍らにフウガを伴うアイリスの姿があった。

 
  戦時中の炊き出し

  战时的赈灾

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  　

  爱丽丝听说了与圣王国交战的事。

  　聖王国との交戦の話を聞いたアイリス。

  

  她立刻向风歌倾诉。

  　彼女はすぐさまフウガへと訴えた。

  

  爱丽丝强烈要求。

  　アイリスからの強い申し出。

  

  爱丽丝把对人们强烈的服务欲望传达给了风歌。

  　人々に対する強い奉仕への欲求をアイリスはフウガへと伝えたのだ。

  

  在她强烈的愿望下，她只好让风贺护卫在身边侍奉，直到现在。

  　そんな彼女の強い想いに根負けした形でフウガという護衛を傍らに侍らせて現在ここに至る。

  

  在那里，与前往这个广场的爱丽丝偶然相遇的是美子。

  　其処でこの広場へと赴いたのアイリスと偶然鉢合わせとなったのがミコである。

  

  究竟是怎样的因果关系呢?虽然他对爱丽丝隐瞒了自己的真实想法，但前者和后者的投缘程度可以说是水火不容，应该没有什么关系吧。

  　一体どの様な因果か、本心こそアイリスに隠し通しているものの、前者と後者の相性の程は犬猿と仲と称して、なんら差し支え無いだろう。

  

  际遇不好也要有个限度。

  　巡り合わせが悪いにも程がある。

  

  不知道神到底在想什么，爱丽丝和米高的关系已经恶劣到那种程度。

  　果たして神は何を思ったのか、それ程までにアイリスとミコの両者の間柄は不良であった。

  

  当然还没有达到建立深度关系的程度。

  　無論未だ深い関係性を築くにまでは及んではいない。

  

  但是，如果在这种场合被强迫做加深关系的事，即使是单方面的，美子也有拒绝的自信。

  　けれどこの場で仲を深める様な真似を強いられれば、例え一方的にでも拒絶するだけの自信がミコにはある。

  

  就算戴着的面具从我身上剥落，那也不会改变。

  　仮に付けた仮面がこの身から剥がれ落ちようともそれは変わらない。

  

  美高厌恶与母亲有相似之处的爱丽丝。

  　それ程までにミコは母と似通った所のあるアイリスを嫌悪していた。

  

  米高基于极其片面的价值观，认定爱丽丝和自己的母亲是同类。

  　ミコはアイリスに対して、至極一方的に穿った価値観の基に自らの母と同類である、と決めつけていた。

  

  一开始，我们知道了父亲不在这一点，并产生了共鸣。

  　当初は父が居ないというお互いの共通点を知り共感を得た。

  

  但是，如今亲眼目睹了和风歌的关系，过去感受到的亲和性似乎已经成了遥远的记忆。

  　けれどフウガとの関係を目撃した今となっては、過去に感じた親和性など遠い記憶の事柄の様に思われた。

  

  结果，爱丽丝被卷入扭曲的判断标准中，受到了狠狠的打击。

  　そうした果てには歪んだその判断基準に巻き込まれたアイリスは飛んだトバッチリを受けた形だろうか。

  

  他做梦也没想到自己竟然会受到如此蛮不讲理的单方面判定，连毛子也不可能知道。

  　まさか自身がその様な理不尽にも一方的な判定を受けているとは夢にも思わないし、毛程も知る由はない。

  

  “爱丽丝小姐……到底为什么会来这里?”

  「アイリスさん‥一体どうして此処に？」

  

  话虽如此，应对的美子当然也不想胡乱树敌。

  　とはいえ無論、対応するミコとて無闇に敵は作りたくなかった。

  

  如果对方是风歌的女人，那就更不用说了。

  　それも相手がフウガの女として囲われているならば尚更だ。

  

  因为如果反抗晓家这个血脉相连的人，就无法在这座城市生存下去。

  　何故ならば、かの暁家という血筋に連なる者に反抗すればこの都市で生きながらえる事は出来ないのだから。

  

  所以，美子不想被爱丽丝讨厌，也不想让风歌更加反感，她拼命地掩饰自己的外表。

  　故にアイリスから嫌われてフウガより反感を抱かれたくは無いミコは必死に己の外面を取り繕う。

  

  

  “那个……我也想尽我的微薄之力帮助大家……”

  「その‥微力ながら、わたしも皆様のお役立てればと思い‥」

  

  从他的话中可以看出，他是去帮忙赈灾的。

  　どうやらその言から察するに、この炊き出しへの手伝いへと赴いた様だ。

  

  爱丽丝的表情有些害羞，雪白细腻的皮肤上刺着红色。

  　そんなアイリスの面持ちは何処か恥ずかしげで、きめ細やかな純白の肌には紅が刺している。

  

  面对脸上不知不觉染上羞赧的爱丽丝，美子在心里吐了口唾沫。

  　その様に無自覚にも頬を羞恥に染めるアイリスに対して、ミコは内心で唾を吐く。

  

  之所以这么说，是因为大家的视线都集中在爱丽丝身上。

  　というのもそれは偏に、アイリスへと集う視線が所以である。

  

  漂亮的少女刚一造访就是这个。

  　見目美しい少女が訪れた途端にこれだ。

  

  男女老少的目光，特别是男人们的注意力都集中在爱丽丝身上。

  　老若男女の注目、特段男達からの意識がアイリスへと向けられている。

  

  这也是理所当然的，因为爱丽丝穿着裸露过多肌肤的修道服。

  　だがそれもその筈、アイリスは過度に肌の露出の多い修道服を着ているのだから当然だ。

  

  她穿的正装，大腿上开了一条衩，看上去很有扇状感。

  　彼女の正装たるそれは太腿へとスリットが入り大変扇状的な装いとなる。

  

  正好露出了裸露在外的柔软大腿。

  　都合、剥き出しとなっている柔らかな太腿が露わとなっていた。

  

  因此，引起在场男人们的注意也没有什么不自然的。

  　それ故、この場に居合わせている男たちの気を惹いてしまってもなんら不自然では無い。

  

  毋宁说这是自然趋势也无妨。

  　寧ろこれは自然な成り行きと称しても差し支え無いだろう。

  

  但正因为如此，美子看到如此明显的景象，只会更加焦躁不安。

  　だがそのお陰で、ミコはあからさまな光景を目の当たりとして苛立ちを募らせる限りだ。

  

  不过这也是没办法的事吧。

  　ただそれも致し方無い事だろう。

  

  不管怎么说，爱丽丝虽然可爱，但身材丰满得不像她的容貌。

  　何せ可愛らしいそに容姿に似つかわしく無い豊満な肉付きのアイリスだ。

  

  在男人们看来，在他的肉体面前，一定会垂涎不已。

  　男達から見てその肉体を前としたら、垂涎モノには違いない。

  

  再加上爱丽丝柔软的乳房推高了一小块布料，形成了非常淫荡的景象。

  　加えてアイリスの柔らかな乳房は僅かな布地を押し上げて、大変淫らな光景を作り出していた。

  

  在修道服的覆盖下，向前方突出的乳肉，对年长的雄性来说，无疑是眼睛的毒药。

  　修道服に覆われた前方へと大きく突き出した乳肉は、歴とした雄にとっては目の毒になんら相違無かった。

  

  而且胸部也太大了，乳肉的侧面在旁人看来都一览无余。

  　更にはあまりに胸部が大きすぎる為か、乳肉の側面が傍目にも丸見えだ。

  

  露出来的柔软肤色毫不吝惜地被晒了出来。

  　露出した柔らかな肌色が、惜しげもなく晒されている。

  

  美子因此再次愤愤不平。

  　その為ミコは再び憤慨した。

  

  

  ——骗人……

  　─うそ‥

  

  

  看着明显与爱丽丝的肉体格格不入的修道服，美子的脑海里浮现出记忆。

  　明らかにアイリスの肉体にはそぐわない修道服を見て、ミコの脳裏に記憶が去来する。

  

  那是爱丽丝转校的第一天。

  　それはアイリスが転校してきた初日の事。

  

  她的胸部的确很平坦。

  　確かに彼女の胸は平坦だった。

  

  甚至觉得比御子没有任何起伏。

  　それもミコより起伏が一切無いとすら思えた程。

  

  就算裹着罩子，恐怕也藏不住。

  　仮にサラシを巻いていたとしても恐らくは隠し通せまい。

  

  尽管如此，眼前的爱丽丝却有着过于巨大的双丘。

  　にも関わらず今目の前にしているアイリスにはあまりに巨大に過ぎる双丘がある。

  

  到底发生了什么事呢?

  　果たして一体これは何事か。

  

  为什么要穿着与自己身体不相称的布料定做的、趣味恶劣的修道服呢?

  　何故その様な自らの身体には見合わぬ布地により誂えられた、悪趣味な修道服を着てきたのか。

  

  美子心中产生了许多疑问。

  　最早ミコの心中には幾多の疑問が生じていた。

  

  爱丽丝的装扮简直就像在向男人献媚。

  　まるで男に対して媚びる様な装いのアイリス。

  

  在这样的她面前，即使是真正的御子也会皱起眉头。

  　そんな彼女を前としては、流石のミコとて面持ちを歪ませる。

  

  当她看到爱丽丝那远远超过自己母亲的暴露装束时，忍不住提出了忠告。

  　まさか自らの母を遥かに超える様なその露出の多いアイリスの装いを目の当たりとして、苦言を呈さずにはいられない。

  

  但在这种场合当面说这种话还是有些忌惮。

  　けれどその様な話をこの場で面と向かって言うのは憚られる。

  

  美子的性格出乎意料地在意周围的人。

  　ミコは存外にも周囲を気にする性格だった。

  

  不，这是无须特别提及的显而易见的。

  　否、それは特段言及するまでもなく明白だ。

  

  因为她平时外表上的完美就是证明。

  　何故ならば彼女は平素から外面だけは完璧に生活をしているのがその証左。

  

  因此是比别人加倍考虑时间和场所的少女。

  　故に人一倍時と場所への配慮が出来る少女だった。

  

  

  ——最糟糕

  　─最悪

  

  

  如今，城墙外的交战仍在继续，对美高来说无所谓。

  　今も城壁の外ではミコにとってはどうでもいい交戦が続いている。

  

  就在这时，爱丽丝好像事先商量好了似的，竟然也在场。

  　其処に示し合わせでもしたかの如く、居合わせたのはまさかのアイリスだ。

  

  简直是穷追猛打。

  　まるで追い討ちでもかけるかの如き所業。

  

  起初，米子对爱丽丝抱有单方面的同感。

  　当初ミコはアイリスに対して一方的な共感を抱いていた。

  

  当然，与背叛了自己的人再会，会非常不愉快。

  　当然ながらそれを裏切れた相手との再会は、不愉快極まりないだろう。

  

  极度不讲理的内心。

  　酷く理不尽な内心。

  

  但对美子来说，她不需要俯瞰自己。

  　けれどミコにとっては己を俯瞰するまでもない。

  

  对她来说，即使自己有错，也无法承认自己不喜欢的人。

  　彼女には、例え自らに非があれど、気に入らない相手を認める事など到底出来そうにも無い。

  

  既然如此，干脆不想和她有任何瓜葛，这是美子内心的真实想法。

  　であればいっそ関わり合いになりたく無いというのがミコの正直な心中だ。

  

  只是因为不能暴露出来，她正在露出困惑的样子。

  　ただそれを露呈する訳にもいかない為、彼女は困惑を露わとしている最中だった。

  

  就这样，从侧面看也很明显，美子的表情有些不舒服，扭曲着。

  　その様にして、明らかに側から見ても如何にもな塩梅に、具合が悪そうに、自らの面持ちを歪ませるミコ。

  

  当然，她自己也认为自己在掩饰。

  　無論彼女自身依然として取り繕えていると思っている。

  

  但是，和她正面对峙的爱丽丝察觉到了那个异变。

  　だが、彼女と真正面から対峙しているアイリスはその異変を悟る。

  

  “请问，您身体哪里不舒服吗?”

  「あの、何処かお身体の具合がよろしく無いのでしょうか？」

  

  爱丽丝发自内心地担心地问道。

  　心底から気遣わしげな面持ちで問いを投げかけるアイリス。

  

  美子看着她眼角下垂、心中充满担忧的样子，说道。

  　その眦が垂れた、如何にも心配に心揺らがせる彼女の振る舞いを受けて、ミコは言う。

  

  “嗯，有点……”

  「うん、ちょっとね‥」

  

  当然，虽然感觉不到身体不适，但还是做出了平时养成的刚强的行为习惯。

  　無論体調に不良は感じられないものの、平素から習慣としている気丈な振る舞いをしてしまう。

  

  美子想马上诉说自己的疲惫，离开这里。

  　此処はすぐにでも己の疲弊を訴えて、同所を離れたかったミコだ。

  

  不过，就算对方是爱丽丝，也会固执己见，这就是美子这个少女的性格。

  　ただ、例え相手がアイリスであろうとも、意地を張ってしまうのがミコという少女の人柄だった。

  

  话虽如此，这也太不像样了。

  　とはいえこれではあまりに無体が過ぎる。

  

  从刚才开始自己的行动就没有一贯性，当然美子自己也很清楚。

  　先程から自らの行動に一貫性が無い事は、無論ミコ自身とて痛い程に理解している。

  

  不过，刚才暴露出来的丑恶行径，实在是不容小觑的丑态。

  　けれど今し方に晒した悪手はやはり看過できる醜態では無い。

  

  如果是平时的自己，很容易就会把自己的责任推卸给爱丽丝。

  　平素の自身であれば容易にアイリスへと己が課せられた責務を押し付けられていた。

  

  尽管如此，还是表现出奇怪的刚强，所以才落得这样的下场。

  　にも関わらず変に気丈な振る舞いを見せたせいでこの始末だ。

  

  托她的福，她的身体还被绑在帮忙煮饭的地方。

  　お陰で彼女は未だ炊き出しの手伝いにその身を拘束されているままだ。

  

  在这种情况下，美子无论如何都想摆脱这种强制劳动。

  　そんな有様のミコは如何にかしてこの強制労働より逃れたかった。

  

  但是，加上刚才虚张声势，事到如今也不能再诉说自己身体不适了。

  　しかしながら先程に虚勢を張ってしまった手前も相まって、今更自らの体調不良を訴える訳にはいかない。

  

  因为和意想不到的爱丽丝的邂逅，从刚才开始就自掘坟墓的她。

  　予期せぬアイリスとの邂逅により先程から墓穴を掘る彼女だ。

  

  她那比别人高出一倍的自尊心成了枷锁，拖了自己的后腿。

  　その人一倍高い自尊心が自らへの枷となり、彼女自身の足を引っ張っていた。

  

  她虽然聪明，但年纪还小，对自己重蹈覆辙的事实却无法理解。

  　ところが聡明でこそあれど、依然として歳幼い彼女は己が轍を踏んだ事実には未だ及べない。

  

  在精神层面上，美子与同龄人相比，由于家庭环境的关系，显得不够发达。

  　それ程までにミコは精神の面においては同年代と比較して、その家庭環境故に未発達であった。

  

  她目不转睛地盯着眼前的爱丽丝，急切地希望赶快离开这里。

  　そんな彼女浅ましくも眼前のアイリスを見据えて早くこの場からの離脱を図りたいと切に願った。

  

  对着在心里骂道的米高，爱丽丝又说了一次。

  　と、そんな風に内心では悪態を付いているミコへと再度に渡りアイリスから言葉が与えられる。

  

  “我也能扮演什么角色吗?”

  「わたしにも何か、役割をいただけませんか？」

  

  听到这句话的美子，也再次将视线投向了眼前这个与众不同的人。

  　それを耳としたミコも、眼前の奇特な振る舞いが目立つ人物へと再び視線を注ぐ。

  

  除了他那扇状的装扮之外，他面对这个场合的那种异常的奉献精神，也让人觉得有些毛骨悚然。

  　その扇状的な装いも同様だが、この場に対して向ける異常なまでの奉仕精神は、何処か薄気味悪くさえ思われる。

  

  至少美子是这么觉得的。

  　少なくともミコにはそう感じられた。

  

  当然，美子也不能轻易答应爱丽丝的请求。

  　ただ無論、ミコとてアイリスから受けた訴えを叶えてあげる事もやぶさかではない。

  

  不，对美子来说，现状实在是太好了。

  　否、現状は最早、ミコとしてはあまりに好都合な状況と称しても、なんら差し支えない。

  

  —推给这孩子吧

  　─この子に押し付けよう

  

  美子的内心喜出望外，仿佛得到了对方的允诺。

  　言質を取った、とでも言わんばかりに内心歓喜するミコである。

  

  

  但是，即使在心中吐舌头，也不会犯愚蠢的事，把那极其真切的感情吐露在脸上。

  　けれど、例え心中では舌を出していたとしても、その現金極まりない感情の吐露を、無論面に露呈させる様な愚は犯さない。

  

  思前想后的她，对刚才爱丽丝对自己的恳求露出了微笑。

  　思考を巡らせた彼女は、まるでここぞと言う所で今し方にアイリスから自身が受けた嘆願に対して微笑を見せ付ける。

  

  作为以优等生自居的她，那无可挑剔的亲切笑容，毫不吝惜地全部指向了爱丽丝。

  　優等生を気取る彼女としてはなんら申し分無いその愛想のある笑みは、惜しむ事なく全てがアイリスへと向けられる。

  

  从侧面看，那早已是充满慈爱、毫无破绽的完美笑容。

  　それは最早、側から見れば慈愛さえ滲む、まるで一切の隙が無い完璧な笑顔である。

  

  虽然做出了这样的举动，但内心却在嘲笑。

  　そんな振る舞いを演じながらも、内心では舌を突き出して嘲笑う。

  　

  ——可以把配给工作交给这个孩子吧

  ─この子に配給も任せちゃっていいよね

  

  美子下定决心，答应把煮饭的步骤告诉爱丽丝。

  　そう心に決めたミコは、炊き出しの手順をアイリスへと教授するべくして受け応える。

  

  “我知道了。谢谢爱丽丝。你能这么说，真是帮了我大忙。”

  「わかった。ありがとうアイリスさん。そう言ってくれてわたし、とっても助かるなぁ」

  

  美子回了句违心、背离内心的话。

  　心にもない、あまりに内心とは乖離した言葉を返したミコ。

  

  “不……怎么可能……这种事，我一直受您照顾，这是当然的。”

  「いえ‥、そんな、お礼なんて‥。この様な事、お世話になっている身で御座いますから当然です」

  

  因此，自出生以来，从未接触过别人恶意的爱丽丝，接受了美子外表上完美的微笑，不出所料，自然而然地羞红了脸颊。

  　故に生まれてこの方、一度として人の悪意に触れた事の無いアイリスは、ミコの外面だけは完璧な微笑みを受けて案の定、自然と羞恥に頬を赤らめた。

  

  与此同时，又开朗美丽。

  　それと共に、朗らかにも美しく。

  

  爱丽丝像盛开的花朵一样，像贵族一样低调地微笑着。

  　まるで花が咲き誇らんばかりに貴族の様に控えめに微笑するアイリス。

  　

  同时用手捂住嘴，对自己露出笑容的行为感到羞耻。

  　同時に口元へと手を当てて、その笑顔を浮かべる自らの振る舞いを恥ずかしがる様な仕草。

  

  

  即使在在场的人看来，也能感觉到他的气质。

  　それは、同所にて居合わせている人々の目から見ても、気品すら内包してさえ感じられた。

  

  对于没有任何感情，只是口头上的感谢，她露出了懵懂的困惑。

  　気持ちの一切が伴わない、言葉だけの感謝に対して、初々しくも戸惑いを露わとする彼女だ。

  

  接着，作为表现，他扭扭捏捏地将双手的五指交缠在自己面前。

  　次いでその表れとしてもじもじと自らの手前に、その両手の五指を絡ませている。

  

  看来爱丽丝听了这番客套话，十分难为情。

  　どうやらあからさまに社交辞令なお礼を言われたアイリスは酷く照れている様だ。

  

  她慌慌张张地把注意力从自己身上移开的样子，再加上她美丽的容貌，在过去在场的人看来，简直就是个佐证。

  　まるでその証左として自身から気を逸らす様にしてあたふたとする彼女の姿は、その美しい容姿も相まってかこの場に居合わせている面々から見ても至極可憐である。

  

  可爱的容貌

  　可愛らしい容貌。

  

  相反，她那极其不般配的性感丰满的肉体，再次俘获了周围的男人们的心。

  　それに反して酷く不釣り合いな程の色香を漂わせるむっちりとした豊満な肉体は再び周囲の男達を虜とする。

  

  只是，这里有一个人，虽然没有做出让她暴露在脸上的恶毒手段，却在心里发毒。

  　ただそんな彼女を目の当たりとして面に露呈させる様な悪手は犯さないものの、内心では毒を吐く輩が同所には一人居合わせている。

  

  当然，那个人就是至今仍带着毫无缺点的笑容的美子。

  　無論その者とは、今も怖い程に欠点の無い満面な笑顔を浮かべているミコである。

  

  她的笑容给美子面前的人留下了向日葵般活泼的印象，和爱丽丝的笑容是对称的。

  　まるでその向日葵様な溌剌とした印象をミコを前とした者へと与える笑顔は、アイリスとは対称的に映る。

  

  与后者相反，后者散发着强烈的色香味，却又带着几分怜爱。

  　強烈な色香を漂わせながらも、何処か可憐ささえも内包した後者のそれとは反対。

  

  不管她本人的内心是怎样的，她那活泼爽朗的笑容，考虑到内心的实际情况，无论贵贱都能得到治愈。

  その本人の心中はどうあれど、活発で爽やかに感じられるミコの笑顔は、内心の実態を考慮して尚、貴賎なく癒される。

  

  对周围的男人们来说，少女们那目力所及的华丽面孔，俨然成了拯救他们的主力军。

  それ程に見目に優れる少女達の華やかな面持ちは周囲の男達にとっては最早、救いの担い手の様にさえ感じられた。

  

  由于美子毫不逊色于一流演员的演技，爱丽丝单纯地被骗了。

  　そんなミコの一流の役者に勝るとも劣らない演技により、アイリスは単純にもまんまと騙されてしまう。

  

  就这样，经过了表面上的交流。

  　その様な、上辺だけのやり取りを経た今。

  

  美子从刚才开始就真心希望能代替自己做煮饭的工作。

  　先程からミコが心底より請い願っていた、炊き出しの作業を、自身の代わりに働き、肩代わりしてくれる内容を意味する所の申し出。

  

  这句话从现在仍然十分碍眼的爱丽丝口中听来，美子绝对不会听漏。

  　これを依然として現在も目障り極まりないアイリスの口より受けて、決して聞き逃すことなく耳としたミコ。

  

  她为了抓住这个绝好的机会，不惜采取行动。

  　彼女は、この絶好の機会に乗ずるべくして、自身の行動をなんら厭わない。

  

  而且美子对于把自己的工作推给爱丽丝这件事，丝毫没有犹豫的样子。

  　並びにミコ自身が任された仕事をアイリスへと押し付けてしまう事を躊躇う様子が皆無だ。

  

  美子满面笑容地回应爱丽丝，丝毫没有对这件事感到罪恶感。

  　その事柄への罪悪を覚える事も一切無く、ミコは満面の笑顔でアイリスへと応じたのであった。

 
  凌辱

  想不

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  “小姑娘，也给我倒一杯吧。”

  「嬢ちゃん俺にも注いでくれや」

  

  身穿重战士装束的大汉说道。

  　と、如何にもな重戦士の装いをした巨漢が言った。

  

  “喂喂，你也给我一个吧。”

  「おいおい抜け駆けは良くないぜ。俺にもそれをくれ」

  

  接着，武斗家打扮的男人也提出了自己的要求。

  　これに続き、武闘家然とした身なりの男も自らの要求を述べる。

  

  “好、好，我回来了!”

  「は、はいっ、ただいまっ」

  

  对他们的声音做出反应的，是一个漂亮的少女。

  　そんな彼等の声に対して反応したのは、見目美しい少女である。

  

  她原本以为爱丽丝现在正在做着与即将奔赴战场的男人们混淆视听的事。

  　彼女はもといアイリスは今、これから戦へと赴く男達へと給事紛いのことをしていた。

  

  当然，聚集在这里的不仅仅是像他们这样要去打仗的人。

  　無論同所に集うのは彼等の様に戦へと出向く者達だけではない。

  

  但是，在爱丽丝周围为数不少的，除了做配给工作的女人们之外，就只有苦得可怜的男人了。

  　けれど、少なからずアイリスの周囲に居るのは、他の配給をする女達を除いてはむさ苦しい男等のみである。

  

  话虽如此，爱丽丝也是例外中的例外。

  　とはいえその中でも例外中の例外であるのがアイリスだ。

  

  之所以这么说，是因为她的美貌在在场的人当中尤为突出。

  　何故ならばその理由は偏に、彼女がこの場に居合わせている人々の中においても突出して類い稀なる美貌を誇るが所以。

  

  她那出众的容貌自然令周围的男人为之倾倒。

  　その優れた容姿は当然ながら、周囲の男達を魅了している。

  

  但是这也不是没有道理的。

  　しかしながらそれも無理は無い。

  

  因为在旁人看来，爱丽丝是如此美丽。

  　それ程までにアイリスという少女は傍目にも見て美しいのだから。

  

  在被这样一群肉体和精神上都很优秀的男性所包围的过程中，爱丽丝对自己肉体的异变已经有所察觉。

  　そんな肉体的にも精神的にも雄として優秀な男達に囲まれる最中、アイリスは自らの肉体の異変に対して既に及んでいる。

  

  对自己投来的目光简直就像是在舔舐，她感到了一种焦灼般的羞耻，同时也感到了一种难以忍受的热度。

  　自らに対し、まるで舐め回すかのような視線を送られる彼女は、身を焦がすかの如き羞恥と共に、耐え難い熱を得た。

  

  难以忍受的那个感觉在爱丽丝的下腹部逐渐扩散开来。

  　堪え難いそれは、アイリスの下腹部で次第にじんわりと広がる感覚がある。

  

  从自己的内心深处涌出的那股冲动，和风更赐子种时的情绪极为相似。

  　自身の奥底から湧き上がるそれは、フウガより子種を賜る時に感じる情動に酷似していた。

  

  但有一点不同的是，他并没有像风画中那样母性般的爱。

  　ただ、少なからず違いがあるとすれば、フウガに感じた様な母性の如き愛情が其処にはないということだ。

  

  她的肉体与那个宿主相反，被周围的邪兽欲暴露，本能地寻求子种。

  　彼女の肉体はその宿主に反し、周囲から向けられる邪な獣欲に晒されて本能的に子種を求めていた。

  

  尽管那个胎已经被风歌狠狠地注入了白浊液，但至少爱丽丝的子宫想要优秀的雄性基因。

  　既にその胎には散々にフウガから白濁液を注がれているにも関わらず、少なくともアイリスの子宮は優秀な雄の遺伝子を欲していた。

  

  “哦，小姐，对不起。”

  「おう、嬢ちゃんすまねぇな」

  

  正当她对自己获得的感觉感到困惑时，突然传来了男人的声音。

  　そうした彼女が自らの得た感覚に戸惑いを露わとする最中、不意に男から声が送られる。

  

  “啊❤️。”

  「あっ❤️」

  

  好像是听到了刚才从爱丽丝身边走过的粗野男人说的话。

  　どうやら今し方にアイリスの傍らを過ぎた粗野な男から口とされた言葉を耳としたらしい。

  

  但他背着大斧的手经过时，确实摸到了爱丽丝的臀部。

  　けれどその大斧を背負う彼の手は通り過ぎた際、確かにアイリスの尻肉を撫でていた。

  

  虽说裹着修道服，但正装的质地实在称不上厚实，反而定做得很薄。

  　修道服に包まれているとはいえ、その正装の生地は到底分厚いとは言えず、寧ろ薄く誂えられている。

  

  那分明暴露了爱丽丝丰盈的臀部形状，甚至可以说是透明的。

  　それは明らかにアイリスの豊かな尻の形状を露わとしていて、最早透けていると称して差し支えない程。

  

  因此，爬到那里的男人挺立的五指的触感，鲜明地传达给了爱丽丝。

  　故に其処へ這わされた男のふしくれ立つ逞しい五指の感触は、鮮明にアイリスへと伝えられていた。

  

  男人当然也一样。

  　無論それは男とて同様である。

  

  假装偶然接触到爱丽丝的斧子使他对自己用手指触摸爱丽丝臀部的柔软感兽欲膨胀。

  　偶然を装い接触を果たした斧使いの彼は、己が指を這わせたアイリスの臀部のあまりにも柔らかな触り心地に対して獣欲を昂らせた。

  

  有了这样的交流，爱丽丝就像得了热病的患者一样脸颊绯红。

  　そんな交流があり、アイリスはまるで熱病に浮かされた患者の様に頬を赤く染めた。

  

  但这既不值得公开抗议，也会让人有所忌惮。

  　けれどそれは表立って抗議するには及ばないし、憚られるだろう。

  

  因此，她沉默地抿着嘴唇，又开始模仿女佣的样子。

  　その為彼女は無言で唇を引き結び女中の真似事を再開する。

  

  不能为这些小事烦心风歌。

  　この様な些事でフウガの手を煩わせるにはいかない。

  

  至少现在的爱丽丝刚强地打从心底这么想。

  　少なくとも今のアイリスは気丈にも心底からそう思っていた。

  

  对于男人的这种欲望，她和风歌交往过，所以很理解。

  　彼女には男のそういう欲望に関してはフウガと交わりを得た為理解がある。

  

  而且，在这种情况下，又要引起骚动，实在让人不放心。

  　それにこの様な現状で騒ぎを起こすには気が引ける。

  

  因此，为了给其他男人斟酒，她会去找男人。

  　故に彼女は他に酌をするべく男達の元を回る。

  

  

  “请进。”

  「どうぞ」

  

  她蹲在那里，粗壮的大腿暴露在男人们眼前。

  　そうしてその場へとしゃがみ込んだ彼女のむっちりとした太腿が男達の眼前へと晒される。

  

  把武器放在一旁、坐在地上的男人们看到这一幕，不禁瞪大了眼睛。

  　武器を傍らに置き、地面に後座を組んでいた男等は、それを見て己が瞳を捉われる。

  

  “啊，对不起。”

  「おっ、すまねぇな」

  

  一边道谢，视线自然而然地落在爱丽丝那白皙有光泽的皮肤上。

  　礼を述べながらも自ずと視線はアイリス色白く艶かしい肌へと注がれる。

  

  爱丽丝对此当然多少有些自觉，只要她一直低着头斟酒。

  　それに対して当然ながら少なからず自覚があるアイリスはといえば、何処か伏目がちに酌を継続する限り。

  

  “喂喂，上玉真不适合这种场合啊。对吧?小姑娘?”

  「おいおい、随分とこの場には似合わねぇ上玉だな。なぁ？嬢ちゃん」

  

  在这样的她面前，男人自然不会善罢甘休。

  　そんな彼女を前とすれば男も自然、おさまるはずもない。

  

  魁梧的男人用那只大手猛地抓住爱丽丝的屁股。

  　巨体の男はその大きな手でアイリスの尻を唐突に鷲掴む。

  

  “嗯❤️不行❤️请不要❤️。”

  「あんっ❤️だめです❤️やめてください❤️」

  

  受到惊吓的爱丽丝指责了众人对自己的所作所为。

  　狼藉を受けたアイリスは自身へと与えられた所業をそうして非難した。

  

  “不是挺好的吗?我可是好地方出身的啊。在人品方面也不输给晓家。比起那种死板的人，我更能让他得到更好的感受。我原以为这场战斗不过是消磨时间罢了，但能和大小姐相遇就已经很有价值了。”

  「いいじゃねぇかちょっとくらいよぉ。俺はこれでもいいところの出なんだぜ？暁家にも格の面では負けてねぇ。あんな堅物よりも俺の方がもっといい思いをさせてやれるっつうのによお。この戦いも所詮は暇つぶしに、と思っていたが、嬢ちゃんと出会えただけでもこれは価値があったってもんよ」

  

  男人明明没人问，却自说自话，在这期间，他的手不停地揉着爱丽丝柔软的臀部。

  　そう聞かれてもいないに至極一方的に語る男の手は、その間にもアイリスの柔らかな尻たぶをぐにぐにと揉んでいる。

  

  她的媚肉被五指紧紧抓住，淫荡地扭曲着。

  　手中に納められた彼女の媚肉は、五指に鷲掴まれてその肉の形を淫らに歪ませていた。

  

  柔软而变形的臀肉，从指缝间缩成一团。

  　柔らかにも形を変じさせるその尻肉は、指の間から窮屈そうにその身をまろび出させている程。

  

  爱丽丝屁股上的肉仿佛被吸住了一般，得到这种触感的男人，满足了作为雄性的征服欲。

  　まるで吸い付く様な触り心地のあるアイリスの尻肉の感触を得た男は、雄としての征服欲を満たす。

  

  “你看。”

  「ほらよ」

  

  接着，另一只手更加用力地抓住了爱丽丝的乳房。

  　そうして更に勢いづいたもう一方の手はアイリスの乳房を捉えた。

  

  看来是把作为筹码的纸币，塞进了爱丽丝那丰满的乳肉所形成的乳沟里。

  　どうやらチップとしての紙幣を、今にも溢れんばかりに豊満な、アイリスの乳肉により出来た谷間へと納めた様だ。

  

  “嗯❤️……谢谢，谢谢……❤️”

  「んっ❤️‥ありがとう、ございます‥❤️」

  

  但是，就算是爱丽丝，也不可能坦率地感到高兴。

  　けれどまさかアイリスとしても素直に喜べるはずもない。

  

  被自己任意玩弄的爱丽丝因耻辱而颤抖着低下了头。

  　一方的に好き勝手に弄ばれたアイリスは恥辱に震える声で頭を下げた。

  

  向她表示感谢的她，在屈辱中焦灼的状态下，还是开始了配给的伙食。

  　感謝の意を示した彼女は屈辱に身を焦がしたままやはり配給の炊き出しをする。

  

  这样的她，由于自身受到的刺激，当然不自觉地隔着修道服，乳房的前端变得坚硬起来。

  　そんな彼女はまた自身に与えられた刺激により、無論無自覚ではあるが修道服越しに乳房の先端を硬くしていた。

  

  由于反应的条件反射，她想起和风歌每天的夜侍，乳头勃起了。

  　反応による条件反射からフウガとの日々の夜伽を想起して乳首を勃起させたのだ。

  

  向前突出的丰满的双丘的前端微微地隔着布料浮了起来。

  　前方へと大きく突き出た豊満な双丘の先端が僅かながらに布地越しに浮き上がる。

  

  她的修道服紧紧地包裹着弹力十足的乳肉，使她的乳头形状鲜明地显露出来。

  　窮屈にその弾力のある乳肉を覆う修道服は、張り詰めている為鮮明に彼女の乳首の形を露わとした。

  

  没有注意到这一点的爱丽丝依然被男人揉着屁股。

  　それに気付けないアイリスは依然として男に尻たぶを揉みしだかれたままである。

  

  爱丽丝把装在盘子里的食物分发给男人，她的表情很明显是蒸汽，但内心充满困惑。

  　皿によそった食料を男へと配るアイリスの面持ちは明らかに蒸気しているが、その内心では困惑がある。

  

  只是，爱丽丝僵硬的乳头确实在男人面前表明了她的存在。

  　ただ、アイリスの硬くなった乳首は確かに男等の眼前にてその存在を主張していた。

  

  因此，看到这一切的他们都把闪闪发光的眼睛集中到爱丽丝身上。

  　その為これを目の当たりとした彼等はギラついた瞳をアイリスへと集わせる。

  

  爱丽丝觉得那视线仿佛带有猎人对猎物倾注的性质。

  　まるでその視線は狩人が獲物に対して注ぐ性質を帯びている様にもアイリスには感じられる。

  

  另外，对于自己正装下的臀部被人玩弄这一事实，他有一种难以言喻的情绪。

  　また、自身の正装に包まれた尻肉が一方的に弄ばれているという事実に対しての、何処か言い難い情動を得ていた。

  

  虽然理解了那个男人，但与之相反的是兴奋的肉体。

  　その男に対する理解は得ているものの、それに反して興奮した肉体。

  

  面对自己的臀部被男人征服的事实，她下意识地瘫了下来。

  　自らの臀部が今、男に征服されているという事実に対して、無自覚に体勢が崩れた。

  

  这时，她蹲了下来，大腿之间露出了内衣。

  　その際に応じてしゃがみ込んだ太腿の間より、確かに覗けた下着が露わとなる。

  

  紧贴着秘部的裂隙，耻丘的形状鲜明地显现出来，男人看到这一幕，本能暗暗地亢奋起来。

  　秘部の割れ目にピッタリと張り付いて、恥丘の形状を鮮明にした其処を目の当たりとした男は密かに己が本能を更昂らせる。

  

  只要往下一看，就能看到那黑色的艳丽内衣，那些身经百战、英姿飒然的男人都被它吸引住了。

  　今に視線を落としさえすれば視界へと納める事の出来るその黒色の艶やかな下着に歴戦の勇姿を誇る男達は釘付けだ。

  

  因此，看到他们如此明显的举止，爱丽丝也不可能不注意到。

  　故にそんなあからさまな彼等の振る舞いを見て、アイリスとしても気づかないはずもない。

  

  爱丽丝对人的微妙之处远比自己的母亲雪莉丝敏感得多。

  　自らの母であるユキリスよりも遥かに人の機微に対して敏感なアイリスだ。

  

  因此，当然能察觉到对自己的感情。

  　その為当然ながら自身へと向けられる感情には無論の事察しがつく。

  

  而且对将自己视为女人的雄性更加敏感。

  　それも自身を女として認識してくる雄に対してより一層敏感に。

  

  本来作为神子，他有自己的自尊，也有自己的立场。

  　本来であれば自身には神子としての矜持もあれば立場もあった。

  

  但事到如今，只被当作为远比自己优秀的雄人们服务的存在。

  　けれど今現在事ここに至っては、自らよりも遥かに優秀な雄達に奉仕をするだけの存在として扱われている。

  

  而且只是被当作生孩子的对象，作为不能成为战斗力的女人，就像欣赏宠物一样，被当作下酒菜来贬低自己。

  　それも子を産ませるだけの対象として見られた挙句、戦力にはなり得ない女としてまるで愛玩動物でも眺める様に酒の肴としてその身を貶められていた。

  

  艾丽丝的脑子里已经只剩下对雄兽献媚的心思了，就像对风歌的侍寝一样，她深深体会到了自己不得不承受这样的恶行。

  　それ程までに最早雄に媚を売るだけしか脳が無いアイリスは、フウガに対しての夜伽も同様だが、この様にして狼藉紛いの事を受けざるを得ないのはその身に染みて重々理解していた。

  

  但是，关于那件事，不管他做了多少，心里还是无法接受。

  　ところがその事に関して幾ら及んでいるとはいえ、無論その心中では未だ納得は出来ない。

  

  话虽如此，这当然也是有道理的，对依然没有实现雌性鬼人本性的爱丽丝要求全部是残酷的。

  　とはいえ当然ながらそれも道理であり、鬼人の雌としての本懐を依然として果たしていないアイリスに全てを求めるのは酷な話である。

  

  再加上爱丽丝还不懂世上的道理，根本无法接受这种不讲理。

  　加えて未だ世の条理を知らないアイリスからすれば、その理不尽は受け入れるには到底及ばなかった。

  

  然而，与她的心境相反，肉体却理所当然地追求雄性。

  　だがそんな彼女の心境とは裏腹に、肉体は当然の様に雄を求める。

  

  他的行为简直就像个淫魔，但他的身体受到了诅咒。

  　まるで淫魔の如き振る舞いだが、その身に呪いを受けている都合致し方無い。

  

  因此，她只能在周围男人们不礼貌的视线下，继续模仿女招待。

  　故に彼女は自身の周囲に居合わせている男達の不躾な視線に晒されながら、女給の真似事を続ける限りである。

  

  这是风歌自己无理要求的，所以她必须认真履行自己的职责。

  　これは自ら無理を言ってフウガに望んだことなのだから、任された役目は真っ当しなくてはならない。

  

  比平时更加拼命的爱丽丝，以对人们奉献的志向为食粮，拼命忍耐着这个场面。

  　平素より懸命なアイリスは、人々に対して向けるその奉仕への志を糧に、必死にこの場を耐え忍ぶ限りであった。

 
  侮蔑

  侮辱

  Sakura翻译缺失。

  Gpt翻译缺失。

  看来城墙外的交战仍在继续。

  　どうやら城壁の外では依然として交戦は継続されている様だ。

  

  作为佐证，这里断断续续地传来尖锐的轰鸣声。

  　その証左として断続的に同所へと響き渡る甲高い轟音が耳と出来る。

  

  传到这里的消息，美子当然也听到了。

  　ここまで届けられるそれは、無論ミコとて聞き及んでいた。

  

  话虽如此，美子又把视线移到眼前。

  　とはいえそれはともかく、ミコは再度に渡り眼前へと視線を移す。

  

  当然，她的眼睛捕捉到的是一个少女。

  　当然ながらその瞳が捉えるのは一人の少女である。

  

  从刚才开始，男人们所追求的，就是米高不擅长的爱丽丝。

  　其処で先程から男達に求められているのは、ミコが苦手としているアイリスその人だ。

  

  ——八面玲珑

  　─八方美人

  

  她也问过，爱丽丝，因为被说了，所以明白自己是被期望的。

  　彼女もとい、アイリスは、言われたから、そして自らが望まれているのを理解している。

  

  所以才会这么做。

  　だからそう振る舞っている。

  

  美子看着眼前比男人们更不礼貌的视线，以及受到攻击的爱丽丝，心里这么想。

  　ミコは今も男達より不躾な視線、そして狼藉を受けるアイリスを見て、そう思った。

  

  她的观察力相当高。

  　少なからず観察眼の程は高いミコだ。

  

  但是，她在现阶段还没能抓住爱丽丝的本质。

  　だが、アイリスの本質を今の段階で捉えるには至らなかった彼女である。

  

  只是，从侧面看，爱丽丝的行为虽然让人产生了误会，但也是因为肉体的关系。

  　ただ、側から見て勘違いをしても仕方が無いアイリスの振る舞いは、肉体の都合もあるせいのだ。

  

  爱丽丝做梦也没有想到，自己单方面会有如此不光彩的感慨，也不可能知道美子的内心世界。

  　まさかアイリスの側は、一方的にその様な不名誉極まる感慨を持たれているとは夢にも思わないしミコの心中など知る由もなかった。

  

  当然，爱丽丝以肉体被剥夺主导权的形式，不断接受男人们的性骚扰。

  　無論及ばないアイリスは肉体に主導権を奪われる形で男達からのセクハラ紛いの所業を受け続けている。

  

  话虽如此，风歌现在不在场，这也是理所当然的。

  　とはいえこの場にフウガは今居合わせていないのだからそれも当然。

  

  他现在正站在城墙外向自己的父亲致意。

  　彼は今自身の父へと挨拶をするべくして城壁の外にいる。

  

  起初，风歌不愿意让爱丽丝一个人待着。

  　フウガは当初アイリスを一人にするのを憚った。

  

  但是因为那个护卫对象的艾丽丝自己催促给豪鬼看脸，到现在的现状。

  　しかしその護衛対象である所のアイリス自身が豪鬼への顔見せを促した為、今の現状へと至る。

  

  所以现在能保护爱丽丝的，除了美高，只有同性的女人们在场。

  　故に今アイリスの身を守るのは、ミコを除いては同性である女達しか同所へと居合わせていない。

  

  但当然，她们对爱丽丝受到男人们关注的现状也有不满。

  　けれど無論、彼女等とてアイリスばかりが男達の注目を浴びている現状に対しての不満はある。

  

  因此，无论如何都被同性抱有反感命运的爱丽丝，不得不接受来自男人们不礼貌的骚扰。

  　それ故、如何しても同性から反感を抱かれる運命にあるアイリスは、男等からの不躾な狼藉を受け入れざるを得ない。

  

  走到这种末路的爱丽丝，只是被自己的肉体玩弄，忍受着男人们傲慢的态度。

  　そんな末路を辿るアイリスはといえば、只々自身の肉体に翻弄されて男達からの横柄な態度を耐える限りとなる。

  

  美子看到如此可怜的她，突然转移了注意力。

  　そんな不憫極まる彼女を視界へと納めていたミコは不意に気を逸らす。

  

  而在自己的意识中捕捉到的是其他辛勤配给的女人们。

  　そうして自らの意識へと捉えたのは他の配給の精を出す女達。

  

  在这些人中，美貌仅次于爱丽丝的人。

  　その中でも見目においてはアイリスの次に美しい容姿を誇る者。

  

  也就是说，美子再次用眼睛捕捉到了自己的母亲。

  　即ち、ミコは再び自身の母を瞳で捉えたのであった。

  

  “喂，你女儿正以可怕的表情瞪着我……”

  「おいデメル、お前の娘がこっちをすげぇ怖い顔で睨んでるだが‥」

  

  但对此做出反应的是自己母亲身边的男人。

  　だがそれに反応を示すのは自らの母の取り巻きの男である。

  

  他看到孩子的样子，似乎有些不好意思，松开了绕着米高母亲的臀部的手。

  　彼は子供を目の当たりとして流石に決まりが悪いのか、ミコの母であるデメルの臀部へと回してた手を離す。

  

  “你去吧。”

  「行ってやれよ」

  

  事到如今，他又装出一副绅士的样子，其他男人也跟着说道。

  　そんな殊勝にも今更ながらに紳士を気取る彼の倣い同様、まるで続く様にして他の男も言う。

  

  看来，即使是那些态度傲慢的坏男人，在孩子面前也会感到不好意思。

  　どうやら彼等横柄な態度が目立つ柄の悪い男達とて、子供を前としては気が引ける様だ。

  

  实际上，作为那个的表现，不礼貌地搂住德梅尔肩膀的手臂也松开了。

  　現にそれの表れとして、不躾にもデメルの肩に回されていた腕も離れた。

  

  她接受了他们一连串的行为举止，终于明白了这一点。

  　そして、一連の彼等の振る舞いを受けて漸く事に及び付いた彼女は言う。

  

  “哎呀，怎么了?美子，分配的工作让她替你做了吗?”

  「あらぁ、どうしたの？ミコちゃん。配給のお仕事、あの子に代わってもらったの？」

  

  本来的话已经很清楚了。

  　本来であれば既に分かりきっている話。

  

  美子知道自己的母亲在爱丽丝面前对她那丑陋的美貌怀有偏见。

  　ミコは自らの母が、アイリスを前として、醜くもその美貌に僻みを抱いているのを知っている。

  

  刚才亲眼目睹了那个光景。

  　先程にその光景を目の当たりとしていた。

  

  因为是同性，即使母亲不出面也能理解。

  　同性であるから、例え母が面に出さずとも理解出来る。

  

  聪明的美高领悟到了demel的微妙之处。

  　聡明なミコはデメルの機微を悟っていた。

  

  母亲不可能知道这一点，所以才会对自己的女儿提出疑问。

  　それを知る由もない母である故、自らの娘に今し方疑問を呈したのだ。

  

  “嗯……是啊，妈妈。”

  「うん‥そうだよママ」

  

  ——恶心

  　─キモチワルイ

  

  态度上没有表露。

  　態度に露わとする事はない。

  

  但心里还是忍不住这么想。

  　けれど内心ではそう毒ずかずにはいられない。

  

  对美子来说，母亲的坏习惯是难以忍受的。

  　ミコにとっては、母の悪癖はそれ程までに度し難い。

  

  因此，她的表情就像在诉说自己的心境一样，多少有些阴郁。

  　故に、その心境を物語る様にして僅かながらではあるが、若干の翳りを表情へと見せるミコだ。

  

  考虑到美子平时从不动摇自己的铁面，实在是很少见。

  　平素からその鉄仮面を揺らがせもしないミコを鑑みると、大変珍しい。

  

  但同时也暴露出了她幼小的内心不安。

  　ただそれは同時に、彼女自身の幼いが為の不安定な内心の露呈に他ならない。

  

  马上就要和母亲见面的米高，不喜欢德梅尔讨好雄性。

  　今に母と対面するミコは、デメルが雄に媚びるのを良しとしなかった。

  

  然而，美子的内心却像一阵风似的，后者说道。

  　だが、そんなミコの内心などどこ吹く風とでも言わんばかりに後者は言う。

  

  “是吗?既然这样，年龄也差不多了，我们好好相处不就好了吗?”

  「そう、それなら歳も近いのだし、仲良くさせてもらったらいいのではないかしら？」

  

  当然并没有恶意。

  　無論悪意がある訳ではない。

  

  当然，不知知不知道美子殉情之类的事情，多半是偶然。

  　当然ミコの心中など知ってかしらずか口とされた言葉は、恐らくは偶然。

  

  现在看来，连女儿都不如。

  　鑑みるに頭の巡りにおいては娘にも劣る始末。

  

  明明有一技之长，却还是这个样子。

  　そに手の職についているにも関わらずこの有様だ。

  

  看来在思维运转方面，女儿美子也有一天之长。

  　どうやら思考の回転でも娘であるミコに一日の長がある様だ。

  

  但是，这对美子来说未必是最好的。

  　だが、それがミコにとっての最良とは限らない。

  

  刚才从母亲那里听到的话，已经给美子带来了相应的不快。

  　今し方に母より受けた言葉は、ミコへと相応の不快感を与えるに及んでいた。

  

  

  “知道了……”

  「わかった‥」

  

  但是美美子只能对这个提议点头。

  　ところがミコはその提案に頷く他にない。

  

  因为美子根本不可能出现在母亲和男人们之间。

  　何故ならばその理由は偏に、ミコが母と男達の関係の間に出る幕など皆無であるが為だ。

  

  如果美子的身体已经成熟，那就另当别论了。

  　仮にミコの肉体が成熟していたなら話は別だったやもしれない。

  

  但美美子尚未成熟的身体，对男人们来说是不值得看的东西

  　けれど未だ未成熟なミコの身体は、男達にとっては見るに値しない代物だ

  

  所以，聪明的美子不用你说，自己就已经明白了。

  　故にそれを賢いミコは言われずとも自ずから既に理解していた。

  

  因此，为了不打扰母亲和男人们的幽会，她主动退了出来。

  　その為に彼女は、母と男達の逢瀬の邪魔をしない様自ら身を引いたのだ。

  

  不管他的人格如何，在学业方面取得了顶尖的成绩是毋庸置疑的。

  　流石はその人格はどうあれ、学業の面においてはトップクラスの成績をおさめているだけのことはある。

  

  他对大人之间的事情的理解能力，与他年幼的年龄相反，令人刮目相看。

  　大人同士の事情を汲み取るその手腕は、未だ幼いその年齢に反して目を見張るものがある。

  

  是意识不高的御子。

  　伊達に意識を高く持っていないミコだ。

  

  但是，把她的这种献身置之不顾，被给予的当事人德梅尔说。

  　だが、そんな彼女の献身など捨て置いて、それを与えられた当の張本人たるデメルは言う。

  

  “那妈妈也有工作……我记得……是爱丽丝吗?你帮她吧。”

  「それじゃあお母さんも、お仕事があるから‥。確か‥アイリスちゃんだったかしら？彼女を手伝ってあげてね」

  

  她丢下美子，回到男人们身边。

  　そう言い置いた彼女はミコを残して男達の元へと戻る。

  

  ——不干净

  　─穢らわしい

  

  被自己的母亲单方面无情对待的美子忍不住这么想。

  　至極一方的に自らの母から邪険にされたミコはそう思わずにはいられない。

  

  即使是母亲，也能清楚地看到自己内心的苦闷。

  　例え母といえど自らを煩わしく思うその浅ましい心中すら透けて見えた。

  

  毕竟是母亲。

  　曲がりなりにも母親。

  

  尽管如此，看到她那薄情的态度，美子的内心可想而知。

  　にも関わらず、薄情なその態度を目の当たりとしたミコの内心は察するに余りある。

  

  其心情恐怕非常惨淡。

  　その心中はおそらく惨憺たるものだろう。

  

  米高目送着德梅尔的背影，目光中带着同情。

  　そんなデメルの背を見送る限りのミコに向けられる視線の中には同情の色がある。

  

  “喂喂，可以不管孩子吗?我们以后也没关系。”

  「おいおい、子供を放置していいのかよ？俺らは後でも構わないぜ」

  

  “没关系，那孩子很聪明。”

  「いいのよ。あの子はとても頭が良いから」

  

  有这样的对话。

  　そんなやり取りが交わされている。

  

  但下一瞬间，母亲留下美子走了。

  　だが次の瞬間にはミコを残して母は行ってしまった。

  

  而且，刚才那眼神的来源是每天追求母亲肉体的男人。

  　そして、先程の眼差しの出所は母の肉体を日々求める男から。

  

  这让美子比任何时候都吃惊。

  　これにはいつにも増してミコとて呆れるばかりである。

  

  不能一概而论，现在自己得到怜悯的原因都是他们。

  　今に自身が得た憐憫の原因が全て彼等であるとは一概にはいえない。

  

  美子非常清楚这一点。

  　それは重々承知しているミコだ。

  

  但毕竟关系不小，这种同情恐怕是不对的。

  　けれど少なからず関わっているのだからその同情はお門違いというものだろう。

  

  面对如此蛮不讲理的屈辱，美子感到虚无缥缈，为了转移注意力而改变意识。

  　そうしてあまりの理不尽共に襲いくる屈辱に対して、世を儚んだミコは、気を逸らすべくして意識を切り替える。

  

  

  ——最坏

  　─サイアク

  

  但是，出乎意料地再次进入视野的，究竟是怎样的因果，是因缘的对象爱丽丝的身姿。

  　だが、意に反して再び視界へと納めてしまったのは、果たしてどの様な因果か、因縁の相手アイリスの姿である。

  

  美子只是一味地以蛮不讲理的理由，把讨厌的人看在眼里，在心里痛骂一顿。

  　そうして至極一方的に理不尽な理由で嫌っている相手を瞳へと捉えて内心では罵倒を浴びせかけるミコだ。

  

  当然，爱丽丝做梦也没想到自己会有这种极度不合理的感情。

  　無論その様な不条理極まる感情を抱かれているとは到底夢にも思わないアイリス。

  

  那样的她现在也遭受着不礼貌的伤害。

  　そんな彼女は今もその身に不躾な狼藉を受けている。

  

  爱丽丝的臀部被狠狠地揉着，就在她移开视线的间隙，不知不觉间，她的乳房前端被人玩弄了。

  　まるで握り潰さんばかりに尻肉を揉みしだかれていたアイリスは、目を離した隙にいつの間にか乳房の先端を弄ばれていた。

  

  不知不觉勃起的坚硬乳头，被男人们强壮的五指弹开。

  　無自覚にも勃起したその硬い乳頭を、男達の逞しい五指で弾かれている。

  

  被这样的盐梅单方面且执拗地玩弄的爱丽丝，还是无法抵抗肉体，只能寄人于好。

  　その様な塩梅に、一方的かつ何処か執拗に翻弄されるアイリスはといえば、やはり肉体に抗う事叶わず身を預ける他になかった。

  

  爱丽丝意外地被男人们的魔爪抓住了。

  　予期せず男達の魔の手に捕らえらえてしまったアイリスだ。

  

  就连美子也为这意想不到的景象瞠目结舌。

  　そんなミコといえども思いがけない光景に瞠目する限り。

  

  在这样的公众场合，不可能允许那样的性骚扰。

  　まさかこの公衆の面前でその様なセクハラ許される筈もない。

  

  但和他们一样，肯定也不需要美子的同意。

  　けれどそれは彼等とて同様に、ミコからの承諾など、鼻から必要としていないに相違ない。

  

  他们早已被爱丽丝丰满的肉体所俘虏。

  　最早アイリスの豊満な肉体の虜とされている最中の彼等である。

  

  现在的男人们眼里只有眼前的极品雌性。

  　現在の男達の眼中には、目の前の極上の雌しか入らない。

  

  就这样，爱丽丝这个少女兼备了让人难以移开视线的诱惑。

  　それ程までにアイリスという少女は何処か目を離し難い誘惑を兼ね備えていた。

  

  充满脂肪的乳肉摇晃着，让男人们赏心悦目。

  　たっぷりと脂肪が乗った乳肉は、ゆさゆさと弾力的に揺れて男達の目を楽しませる。

  

  再加上现在还在他们手中的爱丽丝柔软的臀部已经被五指压扁。

  　加えて現在も彼等の手中へと納められているアイリスの柔らかな尻たぶはむっちりと五指に押し潰されていた。

  

  到最后，那淫荡扭曲形状的臀部的触感使男人们的兽欲更加强烈。

  　果てには、淫らにも形を歪ませるその臀部の感触を与えられて男達の獣欲が殊更となる。

  

  虽然爱丽丝陷入了那样的困境，但那也是短暂的，针锋相对的性骚扰也超过了限度。

  　その様な塩梅に陥っているアイリスであるがそれも束の間、拮抗していたセクハラも度を超える。

  

  从一个男人的手开始向爱丽丝的大双丘伸出手的时候，这种征兆更加明显。

  　その兆しは一人の男の手が、アイリスの大きな双丘へと手を伸ばし始めた時分から、より一層顕著に見られていたのであった。

 